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M じく そへ て カウり しこと は 

是 好む 人 は 遠 iii 淡 海 の國鎌 田の 卸. S なる. 江 灰 仙と いふ 

醫師の 父 士：： ^と い へ る もの 也け り、 士 ：！ 年い とわ かきとし 

より 阐 生に 多く 楓を植 てお ほした つる こと、 今にみ そと 

せに なれり、 それが 中に 砌に はれる 池の 中島なる 一 木ぞ. 

はた はりこと に ひろ ごり つ 、たてし は 一 っぇ^^り^しは 

四 丈ば かり ありて、 そこら 數 しらぬ 4« ごとに いろくの 

楓を接 生したり、 其 木の しり へ にい さ、 けなる」：：， をつ く 

りみ つから 名して 靑楓" やとい ふこれ につ だ ふ 友が きの へ 

だてな きかぎ り、 いと >- しく ひなび たれ どかへ でに よし 

れ詞を 加へ て あるじの 朝な タ なの によむ とせり、 そ も 

く此か へ でのめ も 春 は则ー 一：！？ の 花よりも くれな ゐに秋 

はた 織女の 手 もい ふべ からす、 さるに 枬 の！^ や、 冬た つ 

風 を うらみ 或は あきは かきり とみん 人に もとて 紙に こき 

れ たるに.！' いろ あまり や^ろと なむ 

茂 3^  ■ 稿 


石 

之 
印 

K 

^  ^ お:) 


-'、 '-、 


き-， ふ. タ 


-.^ ヒ\ 
产 ヌ- 


〜ぶ— ;\o5s' 


IS ち.、 t«v 


ネ き"' 

^ ん ケ- 


'/ゆ ^ 
-^;^ -々 レ^^ 


し *v 


-C^ - 


、• ジ V-a- .リ 


ふ'、 ■ ^え 


っ^  -  -f" 


リ 


—ベ ひ CW ,  —^1)； - >~S  !i ケマ V- み. 


I- ド 9^ ド急 a ふ 5 〜メ  ；》 ふ"、 


し"^  >«： 


'ム 


^>>><- 〜さ -ゝ 1^ いふ i 


？  'A ゝ お  <  嫁' み 


^  - 、一, 


0  0  ^  0  E 


1 


«ov^vgaii^Q,^u45 ま ズ さ ざ y;^ 
お s き教 *j  お >^  « や • ^柄 

^  --' レ (4：    っ^    t-^CjV  Q 

蓄 K? 條'」 ^bitwjw     m  ^ 

《€ を'^^ 
;-K0{^-^4K»t<i^«L!^  く  • ^お 


一代の 文化に 偉大な 足跡 を 留めた 古人 を 景仰 顯揚 する こと は、 後に 生れた 者の、 古人に 對 する つとめと も 

いふべき である。 

近世の 國學 者の 中、 最も 大 いなる 契 沖阿闍 梨に は、 久松 博士の 契 沖傳が ぁリ、 本 居 翁に は 村 岡 教授の 著書 

が ある。 しかるに 眞淵 翁に 至って は、 はやく 門下の 春 海 また 門 流の 與淸 等に よって、 簡^な 傳記 また 家譜 は 

作られて ゐる けれども、 詳細な 傳は 無かった ので ある。 

自分 は 明治 十五 年に、 伊勢松 坂から 東京へ 上った が、 數 日を經 ずして 父に 伴 はれて， 品 川なる 眞. 淵 翁の 御 

墓に 詣で、 翁の 事蹟 を 父から 委しく 聞いた ことであった。 後、 日本 學の闡 明に 專心 してから、 松なる 翁の 

靈 社に 詣て * また 宅 跡 をお とづれ て、 翁の 遣 業 を たづね て. 翁の 傳記を 書きた いと 願うて 居った ので ある 

が、 遂に その 時 を 得なかった。 

しかるに このたび、 縣 門の 內山 眞寵の をった 遠 州 二 俣 町の 高等 女學 校に 敎鞭を とられる 小山 正お が、 數年 

間に わたる 努力で、 翁の 傳記を 完成せられ た- 序說、 師承、 傳記、 思想、 門人、 效 後の 追慕に 至る まで、 編 

を 分ち * 章 を 追うて、 詳しく 新ら しく 說き 明らめら れてゐ るの は、 まことに 喜ばしい 次第で ある。 

今よ リ十數 年 前、 自分 は靜 岡なる 葵 文庫の 依囑 によつ. て、 靜 岡に 生れた 戶田 茂睡の 事践に 就いて 講^した 

ことがある。 その 時、 鄕 土の 學者 は、 鄕 土の 人に よって 研究せられ るの が當然 であ リ、 nj つ 最も 便 {且 の 多い 


ものである とい ふこと を 述べた のであった。 - 

常時 小山 君 は、 自分の 此の-ほ を昍 き、 乃ち 志 を 起して 與. 淵の 研究に^ 念し， 遂に この ー卷 をな される に If 

つたので あると いふ リ さきに 鈴 ：11^- 翁の 百年祭に 際して、 翁の IT 節が 狼 編まれたならば とい ふこと を、 國 €.院 

雜 誌に 寄いた ところ、 其の 文 を 讚 まれた 伊勢の 奥山 君の 熱心に よって、 浩微な本居宣長先生^：節^^^が刊行さ 

れ るに 至った。 

今 また 小山お によって、 3 ^〈濃 ft の 詳細なる が 世に出よ うとす るので ある" かやう に、 自分の 思うて 成し 得 

なかった ものが、 人々 の.. f によって、 次第に 成し遂げられて ゆく こと は、 ，n 分と して^だ 審 びに 坡 へない と 

ころで あるが、 亦 かかる 業^ がれ々 と 凝 111^ せられる こと は、 ぉ界 を、 文化 を、 益す る ことの 少なから ざる を 

信じて、 风， f 界の ため、 文化の ため、 一 1^ 甞 びを大 にせざる を 得ない ので ある。 

昭和 十三 年九ガ 

文 €*  士 佐々 木 綱 


小山 君 は、 余が、 古くよ リ 知れる 最も 眞摯 なる 篤學 者の 一 人で ある。 

この度， 幾多の 歲月 にわた リ、 實に孜 々として 倦まざる 精進の 結果、 我が 國學の 大恩 人、 賀茂置 (淵 先生の 

詳傳を 公に せらる。 iHf に、 學界の 喜びた るの みならず、 今や、 國を擧 げて， 國體の 本 の 蘭 明、 國民 精神の 

作興に 就いて、 極-めて、 熱烈に 叫ばる るの 秋に 際し、 學 徒の 國 家に 對 する、 尊むべき 奉公の 表 はれと して、 

衷心よ リ 慶賀に 堪えざる 所で ある。 

本眷 は、 凡て 六 編 二十 數 章よ リ 成る 大著で、 從 來の傳 記に 新 機、 軸 を 出し、 詳密 を 加 へられた る は 勿論、 特 

に、 眞淵翁 在鄕當 時に 於け る その 地方 學界の 趨勢、 翁の 思想と 研究と に對 する 綜合 的 研究， その 造 歌 文に し 

て 翁の 全集に 波れ たる ものの 收錄、 新ら たに 円 人 二百 餘名を 補遣增 註せられ たる 事、 翁の 歿後に 於け る 追慕 

崇拜の 記述な ど、 全く、 至れり 盡せ りと いふべき であって、 然も 翁に 關 する 從來の 研究資料 を擧 ぐる^ を も 

忘れず、 誠に、 懇切 丁寧 を 極めた ものである。 

顧 ふに、 此の 如き 好 著 を、 世に出さん とする に は、 その 學識の 豊富なる べき は、 いふまで もな く、  ^に、 

能く その 鄕 土の 狀 勢に 通じて、 舊 家に 藏 せらる る、 未知の 文獻を も、 普く rali" し 得る の槻會 に、 充分 堪， まれ 

たる 人に 非らず して は、 能くな し 得ざる 大業であって、 我が 小山 は、 全く その 條 件と 資格と を、 1^ ね備へ 

られた 人で あると 信ずる。 幸福に も、 翁と 君 は 鄕里を 同じう し、 夙に 業 を 神 都 神 {311 皇舉 做に M ゥひ、 教^界に 


身を投じ、 その 鄕 里に 職 を 奉ずる 事、 また、 年 ぁリ、 その 閬、 或は^ 雜 なる 職務の 爲 にも、 初志の 研究 を睞 

かにせ ず、 寸暇 を も. 利して、 普く 諸家に 秘藏 せらる るか くれたる 文獄 を涉獵 せられた と^く。 

顧れば、 旣に 二十 餘年 前、 余が 濱 松の 地に 在リし 頃、 君と 軒 を 並べ、 常に 相 往来せ しが、 常時、 旣に、 奇 

年敎育 家と して、 君は鄕 土國學 者に 關 する 研究に、 熱中して ゐられ るの を 見て、 かつ ，は 敬服し、 かつ は 今日 

ある を豫 想して ゐ たので あつたが、 果して、 今、 その 成果の 一部 を 公に せられた の を. 見て、 誠に 欣快の 情に 

埋 へない。 

ここに、 おが 多大なる 勞苦を 察する と共に、 本書が、 舉界を 稗 益す る 所^ 大 なる を 信じ、 敢 へて 一一；：：： を少せ 

せて 序と する。  -  . 

昭和 十三 年 九月 

福 岡 高等 學校畏 掘  重 里 


彌榮 無窮なる 皇國 の歷史 は、 今や、 方に、 炳 として 三千 年、 此の間 政治 • 經濟 • 思想 ，摩藝 等に 幾多の 變 

遷を 重ね、 多くの 俊傑の 士が 出て、 發達 進步を 促して、 今日に 至リ、 世界に 冠たる この 盛運 を 見る に 至った 

ので あるが、 吾が 景仰 措かざる 賀茂眞 淵 翁 は、 實に 我が 文化史 上の 一 異彩であって、 永久に 忘る 可 か. ら ざる 

俊傑の 一 人で ある。 苟 くも、 我が 國史、 思想、 文學、 歌道、 語法 等 を 論じ、 萬 葉、 古事記、 日本 番紀 等の 古 

典 を 講ずる 者、 この 翁 を 措いて は、 その 說く所 全き を 得ないで あらう。 若し， 夫れ、 明治維新の 指導 精神た 

る糞攘 の說、 その 蛹 は 遠く 翁の 育んだ ものである こと を 知る とき は、 筆者が、 我が 文化史 上の 一俊 傑と 一： ムへ 

る 前言 は、 敢て 過言で は 無い ので ある。 ♦ 

翁の 鄕里濱 松 は古來 東海道 筋の 名驛、 近 方に は 萬 葉 以來の 歌枕 も 多く、 由緖 ある 祌社 も少 からず、 而 して、 

風光 明 眉、 朝に、 仰いで、 富 嶽の秀 を 眺め、 夕に、 俯して 遠 州 灘の涛 を 間く。 筆者 は 此の 境に 生れ、 此の 境 

に 育まれて、 吾が 縣居 翁の、 所謂、 經國之 大業と 不朽 之 盛事と を 知る と共に、 その 勇健なる 歌風、 高雅なる 

風 尙を景 し、 その 熱烈 眞摯 なる 勇猛心 を以 つて、 古學を 研め、 皇國 道を究 むる 益 荒 振 を 慕うて、 兹に、 年 を 

重ねて 來 たので ある。 

幼い 時に、 亡父から 濱松邊 出身の 偉人と 云へば 岡 部 ノき士 であらう。 この 衞士は 伊場 村に 生れ、 松 傅 

町の 梅 谷 本陣に 養子と なリ、 更らに 家 を 出て、 刻苦 古學 を學ん で、 兹に 江戶に 出て. 大名に 仕へ 名 を 成した 


が、 その 學統 を曳 いた 人々 が、 明治 御一新に 勤王 義圑報 國隊を 組織した" 而 して、 彼の 堂々 たる 林驅の 村の 

庄尾も それに 加 はった と 云 ふやうな 話 を 聞かされて 居った。 それで 岡 部/. 衛士と 云 ふ 名前 は 早く か ら 私の 腦 

裡に 潜んで ゐた" 學 校に 入って 賀茂眞 淵は濱 松から 出て、 國學の 四 大人と なった 大學 者で あると された 

が、 是は衛 士とは 別人で あらう と 私 かに 思って ゐた。 而 るに、 それが 同一人で あると 知った の は 中 €. 校に 入 

つてから である。 斯く、 眞淵 翁に 就いては、 幼い 時から 追慕の 念は斷 えなかった ので ある。 

大正の 初、 演 松に 於け る 寓居 は、 當時、 濱 松中學 校長で あらせられた 堀 重 里 先生と お 隣合と なり、 何かと 

御 指導と 御 鞭 韃とを 戴いた ので あつたが、 そのお 勸 めに 依 リ、 國語 ゃ歷. 史の敎 員と なり、 以來、 師？ g、 屮 

學、 高 女 等に 二十 餘年 在職して 來 たので ある。 この間、 學 科の 性質 上、 翁への 關心は 深くな リ、 Hi バ， 仰の 念 は 

益々 高められて ゐ たので ある。 

また、 大正の 終 頃、 佐々 木 信 綱 博士が、 靜 岡の 葵 文 靡に 於て、 靜 岡城內 出生の 戶 田 茂睡と 云. ふ 元祿の 革新 

歌人に 就いて 講演され た ことがある。 その 折に， 遠 州に も 大眞淵 を はじめ、 日本 舉界 に^えた 多くの 國 者 

の ある こと や、 それ 等に 就き 地方 人の 無關 心で ゐられ るの は遣慽 であると 云 ふこと など を拜聽 して、 その 鄉 

土に 生れ、 その 末學の 一端に も携 はって ゐる 者と して、 非常に、 、. ^を 打 たれた ので ある。 この頃まで 數 年間， 

私 は 文藝敎 育と 云った 時の 流行 熱に 胃され て T 國語敎 育」 などに 據 つて、 文字 通の 愚見 を發 表して ゐ たので あ 

るが、 玆に、 謂 は， --、 ある 角度の 轉囘を 成して、 鄕 土の 國學發 達史を 研究して 見ようと 決意した ので ある。 

以來、 地方の 舊 家の 裡に 入って 先人の 遺 筆、 書翰 を 漁リ、 古本 尾に 就きて その 遺著 を 索リ、 また 新版の ^ 


圖 書に、 その 關 係した もの を 求めて 來た。 時、 恰も 鄕土敎 育の 聲が 漸く 高められ、 私の 斯うした 調奄 にも 斑ぎ 

を 持 たれる やちに もな つたので、 一層の カ强さ を. まじたの である。 斯くて 研究す るに 從 つて、 鄕 土の 先人 達 

は 一地 方の 國學 者に 止まらず して、 我が 學界の 主流に も 大いに 貢献して ゐる こと を 知る に 至り、 斯道に 歩 を 

進める ことが 愈々 有意義で あると 云 ふ 自覺を も 得た ので ある. - それで、 今までに 勝 間 田 長淸、 柳瀨方 塾、 杉 

浦國 頭. 渡邊蔡 庵、 內山眞 龍、 栗 田 土滿、 小國重 年、 石 塚 龍 麿， 小栗廣 伴、 ！s{ 目 麿、 高 林 方朗、 水野忠 

邦、 延いては 伊勢の 村 田 橋彥、 同 春 門 等に 就きての 研究 を 中央 • 地方の 雜誌 などに 發 表して 來 たので ある。 

而し、 眞淵 翁に 就いては 餘リ手 を觸れ なかった。 之 は、 その 業 蹟が廣 く 深く. 多くの 資料 をぎ く讀 破し 

多くの 參考書 を觀て 起稿す る こと は， 到底、 淺學凡 筆が 早急に、 能くす る 所でない と 云 ふ 腐と、 今一 つ は 地 

方に 散在す る 資料 を 成るべく 多く m めてから と 云 ふ 心 構 もあった ので ある。 .， ^るに. 彼の 思想 國難を 叫ばれ 

た 後に、 口 本 精神に 目覺 めよ と 云 ふ 警世の 聲は 著しくな り-、 遂に 澎湃 たる 潮 勢と なった" 是は、 明治維新に 

次いで、 翁の 主張が 高揚せられ たもので あると 思 ふに つけ、 この 際、 その 研究に 着手しょう かと も考 へたの 

である。 そこへ、 今から 三年 許 前に、 任を轉 ぜられ て、 縣 門の 一 異彩 內山眞 龍の 故 地に し、 その 山 閑 跪 水 

は そぶ ろに、 居座 執筆 を 催す ものが あり、 遂に 發心， 眞寵の 研究 を 半に して、 大宗 師眞 淵に 筆 を 染めた ので 

ある。 

さて. 筆 を 進めて 行く と、 色々 の 困難に 出會 ふ。 先づ、 つく-^ と 自己の 不敏と 不€. と を欺ぜ ずに は 居ら 

れ ない、 一 こ， 起宋 して、 ^邊に 座す る も、 筆 は 徒らに 紙上 を 徘徊す るの みで、 二 鶴 を 間き、 三 鶴に 至る 


も遲々 として 更に、 進まず、 さて、 片稿 成って 後、 先輩の 研究に 接する 時、 往々 にして は、 拙說 ながら 新た 

に 得た る處の あるに、 小さい 欣悅を 感ずる 時 もないで は 無い が、 多く は、 その 周到な 筆、 精 級な 說に對 して 

は、 慙汗北 H を 流れる 底の こと もあって、 終に 簡を斷 つたこと も 度々 であった。 また 参考 害に 乏しい こと も耻" 

ぜ ずに は 居られない。 翁の 故鄕 とい ふ緣 故の 地で あるから、 確かに 便宜 も 多い が、 何分に も、 邊陬に 居る こ 

とで あるから、 涉獵 する に は隨分 困リ、 或は 友人の 盡カを 求めたり、 先 載に 御迷惑 をお 掛けしたり、 或は 來 

京、 11 岡、 豊橋 等の 歸書 館に 足. を 運んだ こと もあった。 なほ、 敎 壇上の 人と しての 勤務、 之 は 決して 等閑に 

は出來 ない。 倖に 健康に 惠 まれ、 一 昨年まで は十餘 年無缺 勤であった 程で あるから、 夜更し 等 多少の 無理 は 

あっても 堪 へて 來 たので あるが、 原稿 を 書き さしの ま. 1, で、 勤務の 爲、 机邊を 離れの. るむな き 至る こと は 

當然 のこと ながら、 それが ため &筆 を來す こと は 辛かった。 

斯くて、 觅に^^、 こ」 に 成 稿す るに 至った が、 おみる に、 如何にも、 推敲 も 足らず、 結！！ にも 何う かと 思 

ふ 所 も 出て 來て、 杜撰 孟浪と 云 ふ 滅が緊 々と 迫って 來 るので あるが、 時 は 維れ、 皇威 八紘に 普く、 桌國^ 神 

愈々 高揚 せらる、 の 折から. この 拙著が 機緣 となって、 更に 翁に 就いての 關心景 慕が 高められ、 その 研究が 

促され、 而 して、 その 精神が 鼓吹せられ るに 至らば 倖で あると 思って、 敢て、 兹. に 出 梓した 次第で ある。 

終に 臨み、 常に 恩顧と 御 指導と を 忝う 致し、 殊に 本書に 就いては、 御 繁忙 中些 のお 憩 ひもな く、 直接 懇ろ 

に 校閱を 賜った 佐々 木文學 博士、 若い 頃から 厚い お世話になった 堀 福 岡 高等 學 校長、 是の兩 先生の 御 序文 を 

卷 頭に 揭げ るの 光榮を 得た こと を 衷心よ リ 感謝し、 また、 數年 資料 を 賜 はリ、 激勵 もして 下さって、 本睿の 


校閱を もお 願 ひする 答であった 眞淵 翁の 同族 子孫 前 宮司 岡部讓 翁が、 本 春 逝去せられ たの は 惜しんでも 餘リ 

ある ことで ある。 こ」 に 謹んで、 その 靈 前に 減 謝の 辭を 捧げる 次第で ある。 なほ、 或は 圆書ゃ 資料の 便宜に 

預リ、 或は 御 示教 を も 賜 はった 前 宮司 山 崎 常 磐 翁、. 濱松 誠心 高等 女學 校長 長 谷川 鐡雄 氏、 讓 翁の 嗣子 縣居神 

社々 司. 岡部哲 氏、 淸保秀 氏、 坂 本 幸次郞 氏、 尾澤只 一氏、 殊に 本書 出版に 就いて 御盡カ 下った 中 €- 校 以來の 

畏友 伊藤 伊八 氏、 是等 諸君に も 厚く 謝 辭を呈 する 次第で ある。 . 

昭和 十三 年 九月  . 

小山  正. 


自序.  九 


、 本書の 中には 數 年前雜 誌に 發 表した もの や、 ラヂォ 放送 原稿、 講演 原稿 Q 如き 他 Q 目的の 爲に 書いた もの も あるから、 全 

卷 通じて 觀る時 は 編 章 0 組立 ゃ文燈 などが、 多少 就 制が 取れて ゐな いと 思 はれる 所 も ある。 

、「第一 編、 露 淵の 師， と槨土  Q 學界」 は概說 に書改 むべき であらう が、 是等 0 舉 者が、 今まで 餘り 知られて 居ら 無 いからと 思 

つて * 詳說 Q ま >• ビ牧 め、 「第三 編、 思想 及び 研究」 に 於て は、 なほ、 記紀、 祝詞、 律令 等の 方面に も、 ュ 6 研究 を說 くべき 

であるが、 荖述 解題に 於て、 多少 は觸 れてゐ るから 略して 置いた。 また、 「第五 編、 歿後 Q 追 j:^ 崇拜 及び 共の 精神の 發揚」 に 

於け る 勤王 義 H 報國隊 Q こ. U はも i ノし、 詳説し 度い と 思った が、 紙數も 多くなる から、 葡稿そ Q まチ にして、 別に 他日 を 期 

する ことと した" 而 して、 索引 は 鬥人錄 以外 は 之 を 省略した。 

以上 は、 筆者が 省みて、 遗憾に 思って ゐる處 である， - 

、 翁 自らの 奢 作 及び 其の 歌 文. 雜錄 等の 後人 0 編輯した も Q、 總 ベて、 in 三十 七 部、 三百 八十 一 卷を檢 出した こと、 ^^^^ 

れた歌 文 • 卽ち、 岡 部 譲 翁 編 「贺 茂家桌 補 遣 j 及び、 筆者の 輯 めた 「武淵 翁 拾 造」 を拾錄 した こと、 門人 錄に 於て、 從來 Q 

百餘 人に、 更に 二百 餘人を 索ね 出して、 三百 餘 人.. U した こと、 また、 翁 歿後 Q 關係 項 や 年譜 を 詳述した こと、 是等は 或は 

本 ItlQ 小さい 特色で ある や も 阖られ ない。 若し. 夫れ、 從來 研究 せられて ゐる所 を總合 的に 续述 した こと、 及び 思想、 欲 論 

等 P 評 1^ などに 至って は、 他日. 大方の 者 を俟っ 0 みで ある。 

本書 述作 Q 參考寄 目 及び 研究論文の 靈な もの を舉 ぐれば 次 Q やうで あるが、 是等 0 研究 を 成した 先^ 諸 置に 對 して は、 謹ん 
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に 各方 面へ 分派 致しました。 遠 州 は 古くから 歌枕 も 多く 從 つて 鄕 土に 殘 された 名歌 も 多く、 歌 方面に 貢献 

致しました 大家 も 出で 後世の 所謂 國學 との ゆか リが 深かった ので あり， ますが、 德川 時代に なりまして、 先き 

に 荷 田 春 满翁ゃ 加 茂眞淵 翁に 據 りまして その 素地が 出来て 居リ ました 所へ 更に この 本 居 派の 影饗を 受けて 一 

大 躍進 を 致しまして， 單に鄕 土の 文化に 貢献し、 その 皇國的 精神 を 啓 培した ばかりで は 御座いません。 中央 

の國語 及び 國文 學界に 於き ましても 幾多の 功績が 認められ、 將來に 於ても 認められて 來る ものが あると 信ず 

るので 御庙 います。 

卽ち 大眞淵 翁は暫 らく 措きまして、 「初 瀨路ゃ 初 昔き かまく 尋ねても まだ こもりく の 山 ほと、 ぎす、」 の 歌で 

隱ロ 翁と して 享保 頃に 江戶 にまで 鳴らした 濱 松の 歌人 柳 瀨方塾 (美 仲) は雜誌 「今 北！：」 で， 火阪の 森繁夫 

また r 國學者 一 夕 話」 では 臺灣 大學の 安藤 敎授 がその 研究 を敍 ベら れて 居ります。 近ハ 淵 門人で あり 宣：： K 門人 


である 掛川 在の 栗 田 土 滿の岡 尾 歌集、 また この 土滿の 門人 石 川 依 平の 柳 園 詠草 は 共に 歌學 大系 本に 收 めら れ 

まして、 近頃 出ます 和歌に 關 する 書物な どに 於ても、 その 歌の 傾向 等に 就いて 批評 を 受けて 居る ので 御座い 

ます" 二 俣 在の 內山眞 龍は眞 淵の 門人で その 當時、 日本書紀 額 聚解は 天覽を 忝う いたし、 その他 if^ 府ゃ 宮家 

の 書 碌に 收 めら れ ました 著書 も 御座います。 出 雲 風土記の 解說， はかの 大系 本に も 採られて ゐ ますし、 歌格 研 

究 について は 巳に 佐々 木 博士の 日本 歌學史 にも 野 村 教授の 國學 全史に も 論ぜられ、 武烈 天皇 暴虐の 辯 は國史 

界に 於て 定說 となって 居" ますな ど、 擧 來れば 多い ので 御座います。 濱名 湖の 東岸 今の 南 庄內衬 に 出て、 

眞 龍に 學 び後宣 長に 入門し ました 石 塚 龍 麿 は 矢張リ 多くの 著書 を殘 しました、 是は 先年 私が r 國語 及國文 €.」 

誌上に 紹介 致し ましたが、 その 著 古言 淸獨 考は宣 長の 玉 勝 間に も 褒められ、 國ゅ界 • にも 非常 „. な 衝動 を與 へま 

した。 假字用 格 奥 能 山路 は 前に 帝大橋 本敎授 によって 紹介せられ、 古典 全集 第三 期 本に も 入れられて .f.:! 代假 

名 遣 研究の 權 威で 御座います。 また 萬 葉 集 種々 考、 萬 柴集標 注の 如き 立派な もので 御座いまして、 私 は 近い 

中に 之 も 或る 物に 御 紹介す るつ もリで 御座います。 それから 森 町の 北 一 宮に 出た 小國重 年の 「長 歌詞の 珠衣」 

是も 先年 私が 同誌 上に 御 紹介 致し ましたが、 歌格 研究の 先驅 をな した もので 橘 守 部 や 六 人部是 香の この 方面 

の 研究 もこの 重 年に 習った ものであると、 佐々 木^ 士の 歌舉史 にも ぁリ ますし、 現今 用 ひて 居リ ます 長歌、 

短歌の 區 別の 如き も 重 年の 說 である こと は 同 博士の 和歌 史の 研究に 御座います。 それから 三河國 との 梆白須 

賀に 出ました 夏 目 甕 麿で 御座いま すが、 之は從 來餘リ 世間に 知られて 居リ ません が、 歷代 御陵 寫生躕 の 如き 

熱烈なる 勤王 精神から、 多くの 時間と 財と を 費し ました もので 御庙 いまして、 數百 尺の 卷物を 開く に 就き ま 


しても そ，. 1 ろに 淚ぐ ましくな リ ます。 又、 かの 天地創造 說に 就きまして、 黃泉問答を著してかの^^€.で飽く 

まで 自信の あった 頑強な 平 田 篤 胤 翁と さ へ も 論陣 を張リ ました 程で ぁリ ます。 萬： 架. iii^ 摘^の 如き その 考證方 

面 を 窺 ふに 足り •、 古野の 若菜 は その 思想の 一端 を 見る ことが 出來 ます。 而 して 多額な 資金 を 集めました 龙大 

な圖書 出版 計畫の 如き 如何にも その 道の ために 盡 すと 云 ふ 純潔な 精神と 豪放な 意氣 とが 現れて をり ます。 今 

の濱名 郡篠原 村に 生れ 周 智郡犬 居 町に 養子いた しました 栗 田 高 伴の 萬 葉 壤危堅 間の 如き 遠 江 萬 葉學の 大成と 

も 見るべく、 東京の 帝 大國語 研究室に もこの 寫 本が 傅って 居った ほどで 御座います。 斯様に 遠 州國ゅ 者の 斯 

界に 於け る 貢献 を擧げ ますれば 到底 短時間で は盡 されない ので 御座います" 私が 本 夕お 話しようと 思 ひます 

の は 新く の 如く 隆盛に 趨 きました の は * そ の由來 する 處 が 何處， に あるかと 云 ふこと で 御座 います。 

二 
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遠州國 學の發 達の 原因と しまして 第一 に擧げ ますの はこの 國が 風光 明 眉で ぁリ、 その上 古來 から^ 西 交通 

0000000  00000  000000000000000  00000000000  .  ：: 

の 要衝に 當 つて 居りまして、 和歌に 詠まれた 名所 卽ち 歌枕な どの 多い ことで 御座います。 これ は  一. F 異 おに 

想 はれる ことで 御座いま すから 少し 說明を 加へ ます。 本 來國學 と 申します と 中々 廣ぃ 意味に 使 はれて 居リま 

して、 古典の 註釋、 音韻 言語の 學、 國 史學、 神道 或は 律令格式の 如き 研究 卽ち 法制の €.冇 職 故 赏の舉 等 を 含 

むので 御座います。 そして 是 等の 研究に 這入リ ますの は 一般 學 問が 近き ょリ 遠き にと か 申します が、 この 國 

學に 於き ましても 同様の 道を迪 るので 御座います。 而 して、 詩 は 自己 表現の 切责な 自然の^で ぁリ、 容 0^ な 

序  說  三 


道で ぁリ ます。 それ を 短詩 形た る 和歌に 表現 致します のが、 古來 我が 國 人の ー惯性 ともなって 居る ので 御 鹿 

います。 この 詠歌の 道に 這入リ ますと；^ 第に 古歌 を讀 み、 古今 萬 葉に 及び 遂に 古代語 を 知リ、 古代 精神に^ 

し、 他の 方面にまで 研究 面を廣 める に至リ ます。 多くの 國學者 は 斯様な 徑 路を収 つたので 御 います。 

さて 元に 立歸リ まして それで は 何ん な 歌 名所が 御座いま すか を 少しく 敍 ベて 見ます。 

引 馬 野に 句 ふ榛原 入れ 亂れ 衣に ほ はせ 旅の しるしに 

これ は 今から 千 二百 年 も 前に 當時太 上 天皇と 申 上げて 居リ ました 持統 天皇の 御幸の ありました 時に 詠まれ 

た 萬 葉 集 翁 一 に 在る 引瑪 野卽ち 今の 濱 松の 北に 續 いた 三方 原 邊の萩 を 詠んだ 歌で 御座います。 

遠 雞淡海 引佐 細 江の み をつ くし あれ をた のめて あさまし もの を 

これ も 萬 葉 十四 卷の もので 譬 歌で 御座います。 卽ち 引佐 細 江の み をつ くしの やうに この 身 も 入れ込む 程 

に 深く 私に 思 はせ て 置いて、 情なく ばか リ當 ると は、 と 云 ふ 意味で ぁリ ます。 

さて 是 等の 歌を緣 としまして 後世の 鄕 土の 人々 が 如何に 露に ぬれ、 枝 もた わ、 に き亂れ ました 引 馬 野の 

荻 原 をお し 分けて 歌 袋 を充 たし、 或は 月明 かな 夜に 臨 湖の 絕勝館 山寺の 裏山に 一 つ 筵に^ ひまして 引佐 細 江 

のみ を を 眺め、 夜の 更ける の も 忘れて 歌心に 浸リ ました ことで ぁリ ませう。 この 外 萬 葉 集に は 中 泉 町の 南海 

邊の大 の 浦、 それから 二 里 許り 北に 上りました 笠 井町の 西北の 伎 倍の 林， また 大平洋 に 出た 突端 相 良 町の 近 

くの 白羽の 碳の絕 勝が 詠 込まれて 居リ まして、 夫々 後人の 詩心 を そ」 つたので ぁリ ます。 

それから 時代 はずつ と下リ まして 今から 六 百年 許リ 前の 太平 記の 「俊 某 卿の 束 下り」 11 これ は 中等 學； M 


の敎科 書に は 必ず 出て ゐ ます 「落花の 雪」 で 御座います から 大方の 皆樣は 御存じと 思 ひます。 さて この 文 を 

その ま 讀ん で. 見ます。 「いっか 我が身の 尾 張なる 熟 田の 八劍 伏し 拜み汐 干に 今やなる み 潟、 倾く 月に 道昆 

えて (これから 遠 江に 入リ ます) 明けぬ 暮れぬ と 行く 道の 末 は何處 とと ほた ふみ、 濱 名の 橋の 夕 汐に曳 く 人 も 

なき 捨 小舟、 沈み はてぬ る 身に しあれば 誰か あはれ と ゆ ふぐれ の晚鐘 なれば 今 はとて 池 田の 宿に 着き 給 ふ。 

(少し 略しまして) 鷄鳴曉 を 催せば 西 馬 風に 噺 いて 天龍川 を 打渡リ さやの 中 山越え 行けば 白雲 路を埋 みきて そ 

こと も 知らぬ 夕暮に 家鄕の 天を眺 みても 昔 西 行 法師が 『命な りけ り』 と詠じっ \  ニ度越ぇし跡までも；！；！^へしく 

ぞ思 はれけ る。」 ん、、 それから菊川の宿では餉を召上..^^ 「いにしへ も か、 るた めし」 のかの 悲しい 歌 を殘さ 

れて大 井川に か ^ つて 驟河路 に入リ ます。 

之に よります と 尾 張に 於て は 熱 田と 鳴 海と が 出て 居リ、 三 河 はかの 業 平の かきつ ばた で 有名な 八 め. 7 も 出 

てをリ ませず、 遠 江に 入ります と、 濱名 橋、 池 田の 宿、 天龍川 卽ち 天の 中 川、 それから 小夜の 中 山、 菊 川の 

宿の 五ケ所 も 出て をリ ます。 これ は、 是 等の 名勝、 古驛が 古歌 集な どに よく 詠み 込まれて 居って、 この 道行 

文の 作者に 強く 印象 せられて 居った からで ぁリ ます。 なほ これらの 外、 高師 山、 白 須贺、 1^ 名 川、 梳本、 掛 

川、 淡ケ 岳. 館 山寺、 秋 葉 山な どが ぁリ ます。 かの 柳瀨方 塾の 遠 江 名所 歌壤ゃ 杉浦國 頭の 振祸考 記な どが 如 

何に 後人 を 刺激した ことで 御座いませう。 繰返して 申します が、 實に是 等の 風光 明 な 歌 名所 は 自然に 詩心 

を そそ リ、 殘 された 古歌に 親 ませまして 鄕 土人の 歌道への 精進 やがて 古學 一 般 への 研究の 機緣 となる ので 御 

座い ます。 

序說  -  五 


序說  六 
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第二に は宗良 親王が この 遠 江に 於て 勤王に 盡 されました その 皇國 精神と 所々 に殘 されました 御詠との 影響 

も 見逃せな いもので 御座います。 宗良 親王 は 後醍醐 天皇の 皇子で あらせられて 古野 朝廷の 褒述 を挽囘 せられ 

よ， リ として、 金 枝 玉菜の 御身 を以 ちまして 束に 戰ひ、 西に 皇軍の 糾合に 盡 痒せられ て 足跡 は 二十 ケ國 にも 及 

びます 程で 御座います。 そして また 親王 は 優れた. 歌人で あらせられて、 後に 勅撰 猿と なリ ました 新莱 和歌^ 

二十 卷の 撰者で あらせられ、 その 歌集に は 李花 和歌 集 三卷が ぁリ、 宗良 親王 千 首 歌 や、 親王 御 判の 南朝 五 百 

番 歌合 も 群 書類 従に 見えて 居リ ます。 この 親王が 延元ニ 年 秋に、 井伊谷の 城主 井伊 道 政の 請 ひに よって 遠 州 

に 入らせられて 終に こ」 で 薨去せられ ますまで (之に 就きて は 他に 說が ある) 以來 數囘も 御出でになって、 

勤王の 御 旗 を 押 立てまして、 井伊 氏 を はじめ、 安間 氏、 太 田 氏、 天 野-氏、 奥山 氏な どの 族 難、 鴨 江 寺の 僧兵 

など を 率 ゐて足 利 方に 對し 頑强 に抗戰 致しまして、 親王 薨去の 後に 於き ましても 依然 是 等の 族黨は 親王の 義 

氣を 慕って 勤王に 盡 して 居 リ ました。 明治維新に 於け る この 國の 勤王の 義擧も 遠く 由って 來る 所が あるので 

ぁリ ます。 かやう に 流離 轉變の 間に 於 かれましても、 親王に は 所々 に 悲しき 御調 を殘 されまして 以來鄕 土の 

人々 は 直接 その 御 ゆか リの 所に 於き まして その 精 忠の御 心に 烕激 すると 共に その 御 遣： 株に も I？ 仰の！^ を そ、 

ぐので 御座います。 

內山眞 龍の 「鐘 山の 歌」 と 云 ふ 歌集 は 鏡 山卽ち 光明 山の 寺に、 遠 江 歌人の 元祿 頃から 其 當時卽 ち 宽政九 年 

頃までの 歌 一、 二 首 宛 を 集めて 奉献した もので 御座いま すが、 その 序文に 「貴き やと ほき 世に 宗良 親王の こ 

」 にて よませ 給. 4 み 歌の のこれる にもと づきて 近き 世の 人の 言の葉 も散リ うせな ば あたらしと 云々 I と 述べ 


てありまして、 古い 時代の ものと して は 特に 親王の 御 歌の みを收 めて あ， リ ます やうな 次第で 御座います。 

「延元 四 年 春の 頃宗良 親王 井伊の 城に おはしまして よませ 給 ふ 御 歌、 

夕 ぐれ はみ なと も そこと しらすげ の 入海 かけて かすむ 松原 

(之 は 井伊の 城から 濱名 湖の 口 白 須賀の 方 を 望まれた 御 歌です。) なほ、 「しのびて 住 給 ひし 山里の 花の さか 

リなリ ける ころ、 親王 

梅の 花うた て 句 ひのしる ければ わが かくれが も 人 やと ふらむ 

などが 御 いまして * その 一 班 を 窺 ふこと が出來 ると 想 ひます。 

OOOOOOOOC  000000000000000000  000000000 

第三と しまして は、 濱 松誠訪 神社の 祀官、 杉浦國 頭が 其 師春满 翁の 旨を體 しまして、 遠 江國^ の 興隆に 盡 

した 功績 は實に 偉大で ある こと を 申 上げます。 濱 松の 誠訪社 は式內 社で もな く、 比較的 新しい ので ぁリ ます 

が、 徳川家の 尊信 を 得まして 巿內 中島 町から 今の 社 地に 移された のであります 「- 寬 水の 終り 頃に 社 格の よい 

五社 神社と 同時に、 え、、 寧ろ 五社に 先んじて 幕府の 助 を 得て 約 三千 兩許リ かけまして 今の 如き 宏壯な 社殿 

が造營 せられ、 由緒の 古い、 同じ 濱 松の 八幡宮 や 松 尾 社 を 凌いだ ので 御 鹿い ますが、 之は國 頭の 非常な 努力 

に據 るの もので 御座います。 國 頭の 器量人で ある こと はこの 事 を 以てしましても 判リ ますが、 その 爾學 方面 

に 於き まして は 一 層 この 感を 深く いたします。 函頭は 極く 若い 頃から 將軍 家に 祝詞 言上な どで 度々 江 III に 出 

府 いたし ましたが、 當時 江戶に 在った 荷 田 卷滿の 學風を 慕 ひまして 元祿 十六 年 二十 六 歳で 江 戶焚場 町に 於て 

入門 致し ましたが、 以來 社殿 造營 のこと などで 頻々 と 出府す る 度每に 春滿の 許で 祌紙 迫の ことから 和歌 や. f:- 


典に 就いて その 敎を 受け、 新くて 伊勢 物語 講議 抄、 神家秘 歌集、 誡 訪拾 遺集、 引 馬 拾遺 等 多くの 著 寄 を殘す 

やうに なりました。 この 國 頭の 人物 學才に は その 師春滿 翁 もす つか リ を囑 しまして、 その 1^-!^ 崎 を 妻 はす 

ことにな りました。 以來 京の 羽會 家と 濱 松との 關係 はいよ^, \ 深くな りました？ 眞崎は 羽 倉 家に 生れた だけ 

あって 古學に 通じて をリ まして、 伊勢 物語^ 記、 日本書紀 神代 卷 講義 抄、 祌 家略頌 等の 著書 も 致した 程で 如 

何にも 似合の 夫婦で 御座いました ^ 斯様で ありまし たから 1^ 訪社は 當時國 學の總 本山の 如き 觀が 御座いまし 

て、 詠歌 や 古典 講義 さて は 神祇 祭式の 研究の 主導者 はこの 國頭 夫妻で 御座います。 この 享保 頃の これらの 會 

合に 出席し ました 人々、 卽ち 私の 申します 遠 州 國學史 第一 期の 人々 を 見ます と、 後の 加茂與 淵た る 女 藤 (^ 

栖) 前に 述べました 隱ロ翁 柳瀨方 塾、 後に 江戶に 出て 眞淵 門人と なった 穂 積 通泰、 眞 淵の 漢 學の師 渡. 遜お が 庵 

の 母方の 伯父 平 保 庵、 蒲 神明 宮の祠 官源淸 兼、 濱松連 尺の 富豪 樋 口 光治 等で 御座いまして、 常時の 詠 icf は 現 

濱松 市長の 中 村 家 や 松 尾 神社の 松 根 家に 秘藏 せられて を 力ます。 

日本書紀 は 神の 道の 根源で ぁリ、 而 して その 編者 舍人 親王が 薨 ぜられ てから 享保 十九 年 は 丁度 千年に 當リ 

ますので、 この 年の 九月 三、 四兩 日に この 詉訪 社と 隣の 五社に 於て 親王 千年 祭 を 執行いた して 報 本 反 始の誠 

を 捧げました。 これに は 遠 州 一圓の 神官が 集まりまして 實に 大祭で 御座いまして、 この 時の 記錄 をき き 千 や 

配 記と 申しまして、 之に は 奉仕者の 献詠 ものせ てをリ ます。 而 して、 國 頭の 名^の 高くな リ ますに 從 つて、 

門人 は 遠 州 一圓に 渡リ、 また 三 河函ー ノ宮 系統の 神官 も 多く 入門いた しました" 國頭は その 多くの 薪述と 共 

に 神職 を 中心とした 多くの 門弟に 敎へ、 地方 人心 を 率ゐて 古學の 普及と 固有 精神の 發揚 とに 盡 痒した ので 御 


座い ます。 國 頭の 養子 國滿の 代に 至リ ましても、 寬延頃 は誠訪 社の 月次 會の 盛んであった こと はいろ/ \ な 

ものに 見えて を 力ます。 實に濱 松 詉訪社 は 遠 州國學 の搖籃 であった と 云っても 過言で はぁリ ますまい。 

00000000000  0  00000000000000000 

第 四に 申 上げます の は 春满、 眞淵 及び 宣長三 翁の 影響で ございます。 杉浦國 頭と 卷滿 との 關係は 只今 申 上 

げたやう に 師弟と 云ふ關 係に ぁリ、 また 姻戚に なリ まして 國頭 夫妻の 國 學の弘 布に 盡 したの は卷滿 翁の 精神 

を嗣 いだ もので 御 鹿い ます。 春 满翁は 江戶と 京都との 往來に は 必ず 諫 訪 社に 立 寄って、 比較的 長 逗留いた し 

て 地方 人に 國學 の實際 指導 を 行って をリ ます。 それで 入門 者 も 次第， に 多くな リ ました。 國頭 夫妻と 共に 同じ 

く眞 淵の 師匠で ある 五社 神社の 森輝昌 や、 見附 天神 社の 齋藤信 幸 等 も 入門し ましたが、 最も 頭角 を顯 しまし 

たの は眞 淵で 御座いまして、 翁 は 二十 六歲で 已に國 頭の 家の 歌 會で春 滿の蒈 咳に 接し ましたが 正式に は享保 

十八 年 三十 七 歳で 入門し ました。 この 時 は 春 滿は已 に 京に 歸 つて をり-ましたから、 翁は恭滿歿後四十ー^^で 

歸國 する まで 足掛け 五 年 京 伏 見の 羽 倉 家に 就いて 學 びました" それから 翁 は 江 戶に出 ま し て 遂に 所 國舉 

の 新墾を 致しまして、 一 世 を 風靡 致す やうに なった ので 御座います。 

以來眞 淵. 翁 は 時々 故鄕濱 松に 歸^ は， いたした ので 御座いま すが 殆ど 全く 江戶に 居住 致しました ので、 鄕土 

の人 々を直接導くと云ふ事は比較的g^か つたの で御座 いますが、 それでも その 高名 を 慕って 縣居を 訪ねて 敎 

へ を 受ける 者 も 可な リぁリ ました。 

已に鄉 土に 於け る縣居 門人 は 大方 は 述べた ので 御座いま すが、 齋藤信 幸、 國 頭の 養子 杉 浦 國滿、 五社 神社 

昌の 養子 森 爲壽、 同妻繁 子、 舞 坂の 東 馬 郡の 藤 田 伊勢松、 長上 村 半 場の 秘積 通泰、 掛 川の 高 村 如 水 等 は^ 門 

序說  九 


人で ぁリ ますが、 これらの 巾 二 俣 在の 內山眞 龍と 掛川 在の 栗 田 土滿の 二人 は 最も 傑出して をり， まして 多くの 

著書 を孜 します と 同時に 優秀な 門弟 を 養成 致しました。 土滿 門に は 栗 田眞ー 中 山. 坡、 佐 < ^豊 麿、 极山秀 

世、 森貞溫 等が あ 力、 眞龍 門に は 夏 目 甕 麿、 小國重 年、 石 塚 龍 麿、 高 林 方朗、 服 部 雄 等が 御痤 いまして、 

やがて 是等は 皆 本居宣 長に 入門して 一層の 研鑽 を 積みまして、 寛 政、 文化、 文政に 直る 約 三十 年間の 说江國 

學の 全盛期 を來 すので 御座います。 卽ち遠 州に 於き まして は是等 春滿、 置 (淵、 官： 長の 三 大人の 影響が 著しく 

目立って をリ ます。 少し 時代が 下りまして、 本居大 平、 平 田 篤 風の 門 流 も 御座いま したが、 f 迩州國 M,f の 源流 

として 申します に は 何う かと 思 ひまして^ 略 致します。 

なほこの 國には 式內社 だけで も 六十 二 座 も 御座いまして 神社が 多く、  つ その 社家 は 世. 稷の 朱印 地が 御座 

いまして、 生活が 保證 せられて ゐ ましたから 安心して 古學 等に も 親しみました。 また 鎌贪 時代の 末に かの 十 

六 夜 日記の 阿佛尼の 子 冷泉 爲 相の 門人で 類別 歌 棠の祖 である 夫 木 和歌 抄を 編し ました 勝 間 田 長 淸は椿 原 郡 勝 

間 田 村の 人で、 勅撰の 玉 葉 集に も その 歌が られ て居リ ます ほどの 人で ぁリ ます。 これに 就きましては 昭和 

十 年 「歴史と 國 文學」 誌 土 第 八十 ー號 及び 第 八十 ニ號に 私の 小 述が御 鹿い ます。 室町 時代に 至りまして、 か 

の 兼 好の 徒然 草の 編者 今 川 了 俊の 歌學ゃ 有職 故實の 功績、 これら も 遠 江に 於け る 國舉發 一の 素因と なり まし 

たこと を 申 上げて 置き 度い ので 御座いま すが 是も 省略 致します。  . 


以上、 私 は 最初 遠 州國學 者の 學界 への 貢献 を 略述 致しまして、 次に 本說 に入リ まして {述 州國 學與隆 の由來 

する 處を この 國が 風光 明 眉で 古來 歌枕の 多い こと、 中世 宗良 親王の 遺され ま した 勤王の 事 蹬と御 遺詠の こ 

と、 次に 濱 松の 杉浦國 頭の 古學の 木鐸と なった こと、 最後に 國學の 大人 達の 影 礬と云 ふ 四方 面から 觀察 致し 

ました。 之 を 年代に して 見ます と德川 時代に 於き まして は、 主として 元祿 頃から 安政まで、 卽ち 今から 二百 

五十 年 許" 前から 約 八十 年の 間の ことで、 前に も I 寸 述べました やうに 主として 私の 申します f;^ 州 11 學史第 

一期に 屬 する ことで 御座います。 

遠 州の 地は柬 北に 富士の 秀嶺を 仰ぎ、 南に 洋々 たる 大平 洋の蜒 り. を 眺めまして 高潔、 f 淑大 なる 情操と 思想 

と を 自然に 感得 致します。 而 して 先人 達が かの 國學 から 陶冶せられ まして 維新の 大變 革に 際して 4- く^を 棄 

て」 皇國 運動に 奮起し ましたの を觀 るに 就きまして もこの 自然の 偉大 さと 國學の 尊 さと を 思 ふので 御座いま 

す。 (昭和 七 年 九月 廿七 G、 名せ 屋 中央放送局に 於て 放送 原槁 J 


第 


編 眞 淵の 師と鄉 土の 學界 


時勢 は 英雄 を 生む とか、 或は 環境 は 人 を 作る とか。 眞 淵と 云 ふ 古學の 俊傑が 出で、 あれ 程の 業^ を殘 し、 

多くの 門人 を 養 ひ、 而 して 學界 に、 思想界に、 はた 實際 社會 上の 運動に、 非常なる 貢献 を 成した と 云 ふこと 

は、 矢 張遇然 から 來た ことで はない。 當時、 元祿 泰平の 世、 文運 與隆の 運に 際し、 關西 文化が 朿漸 して、 い 

よく 江戶 中心の 華 かな 文化が 興リ來 ると 云 ふ 趨勢 は、 地方 殊に 朿 海道に 沿った 濱松邊 にも、 その 影 響 を認 

めない 譯には 行かない。 眞 淵の 若年の 頃、 濱 松に 於て は漢學 は祖徠 派が 盛に 學界を 風靡して、 地方 名門の 子 

弟の 多く は、 この 派に 入リ、 「古學 は 東海に 普及した。」 と 云 ふ 評 をも受 くるに 至った。 而 して 我が 古 ゆに 於 

て も、 殊に 春滿の 影響に ょリ 誠 訪社を 中心として、 地方 神職 家の 子弟に 非常な 勢 を 以て 弘 布して 行き、 歌會 

に 列して 當座位 詠み 得ない 者 はない と 云 ふやう になって、 祌佛混 肴の 密敎的 ％ 文 は、 全く 延喜式 流の 祝詞に 

變じ 了った ので ある。 街う した 雰圑氣 の 裡 に、 眞淵は 青年時代 を 過して 居った ので あるから、 その 影 is 感化 

を受 くる こと は 玆に云 ふを俟 たない。 今、 上記の 具 體的說 明と して、 先 づ春滿 を槪說 し、 その 感化 を 受けた 

杉浦國 頭、 森 隙昌、 柳瀨方 塾を說 き、 更に 古文 辭學 者の 東海に 於け る大立 物渡邊 庵に 就きて 述べる。 以て 

眞淵を 育んだ 當 時の 鄕 土學界 の 大勢 を 窺 はれん こと を 希 ふ 次第で ある。 斯くて、 前言の 空しから ざる を 知ら 

る」 であらう。 
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I 研究資料 

この 卷海傳 を說述 する に當 つての 褒考 資料 は 次の 諸 書で ある。 

( 一 ) 古學 始祖 略 年譜 

杉 浦 ：！ 頭 Q 後 應比隅 満が家 偉の 资 料に 依って 記した も Q で、 原本 は 見當ら ない が * 遠 江 歌人 小 栗廣伴 Q 筆寫 本が M 部 譲 翁 

0 許に？ 取せられ てゐ る" 筆者 は 之を寫 して 國學资 料 第一 編に 收 めて ある。 

(二) 荷 田春滿 大人の 一 生 

昭和 十 一 年 八月 八日- 大人 殁せ られて ニ^ 年- そ Q 靈祭を 行 ふに 常って： m 丸 神社の 社 司 北 村 和三郎 氏が 編 .w した ハ牛 次に 從 

つた 略^で ある。 筆者 は そ Q 折 北 村 氏から 本書 を 寄贈 せられた" 

(三) 荷 田 春 滿歌禁 上 ドニ 卷 

之 も 大人 0 二百 年祭に 際して、 n 十 川自照 氏の 後援に 依り、 そ ひ 後裔 羽 倉 信 眞 氏の 編輯した もので *  滿の 歌集と して は：^ 

も 完備した も Q である 鬼 集せ る 短歌 一千 六 百 六十 二 首、 長歌 並 反歌 二 首、 * 満 以外 Q  二 首を牧 めて ある。 限定 m 版で あ 

るから 容易に 手に入り 難いが 筆者 は 早 川 氏から 將られ た。 

(四) 國學 全史 上下 ニ卷 

文學 博士 野 村 八 A 氏の 名著 • 昭和 三年 十一月に 上卷、 同 四 年 九月に 下卷が 出版され てゐ る。 


(五) 雜誌 r 國 語と 國 文學」 の 一、 ニ册。 

(六) 近世 國文學 之 研究 彌富破 摩 雄 氏 著 

(七) 其の 他 

二 略 系 圖 

詳しく は 前記 春滿歌 築の r 柬羽 倉荷 田家 系譜」 に 依るべき である、 こ」 は 本稿に 關係 深き 者の み を 擧げる n 

第二 十一 代 雄 略 天皇 皇子 磐 城王裔 

荷 田家 太祖 

何 田 殷 和 is 年 七日 稻荷大 神 御 鎮座 Q 時祠官 となる。  • 

荷 田家 四十 七 代 ，i  , 

アキ 十六？ r 稻荷 瓧正預 に、 捕せ. P る S 

DSAi 元！ i 九 年 三 -H^ 十， P 一日 歿、 ぼ 十五 鼓  

奨、 松 本爲利 女、 信 友の 母カヒ 、 

*M 室、 深 E£BK 兵衞 長 盛の 女 貝 子， 赛滿の 母 

享保四 年 正 J 廿&歿 七十 三 鼓 


四十 八 代 

3^-.nK 九 歳權預 .1 

元祿十 年正預 

H 五十 七歳  2 女、 改、 汁 一子、 中秀 

,ひ„ ひ. 次男、 ：^名鶴丸£«久丸¥東丸、 東.麻"^1、 ^..s  11 窗子 ^^增 刚ぼ 饼紀室 

-IBS 寬文九 # 正 三日 生   明 和 二 年 七 十 日 

元 炙 元年 七 J 二日 歿六 十八 鼓  —盲 义 § 呂 早世 
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三男、 幼名， 久思 介、 道 員と 稱す 

上 nl7=^ 多贺道 句の 養 汀と なリ醫 となる—， 

1 元 文 三年 七月 十四日 歿六 十八 歳 


鶴： S 字 は 持 之、 號は 仁良齊 

初 は 太學、 江戸に 住し、 田 安家に 仕 ふ- 

ス f 赛滿の 養子と なる 

寶曆 元年 八 二十 六日 歿、 四十 六 鼓 

蒼生 子、 ，fr  里と も 云 ふ 

■fe^ 天明 六 年 二月 二日 歿、 六十 五 鼓 


子玄、 來藏、 長次郞 と、 も ーラぷ ， .5 In  In 1「ー In  I  一一 一一 口 

天 四 年 八 《q 十六 日歿、 ！^^十七歲 U  U 匚 U  f 


東京 麻布 本 村 町 

水 川 神 瓧神聰 


女  。 ， 

目 代 西 羽 倉 信 元 妻、 信舍、 眞 崎の 母 

元祿 十五 年 七 二日 歿 


四 男 

五男 

六 男、 友 之： S  左 沖、 五十 代 信 鄕のハ 久、， ，s  frh. 

丹 波 並 河 邑瑯士 並 河 孫 左衞門 養子 11  £5 滿 13^ゅ九^六^^はけ1,^——1;±:5^ 

享 ffi^ 十三 年 四 十日 歿  信^ 母江戶 神お 神主 祐 世の 女 


-茂子 

虫 K 

—M 

—千 之 助 七 男 

- 志 保 子 次女 

—登 米 子 15 

四十 九 代 

信詮八 男、 長男 信 友の 養子、 主馬 55? 部と も 云 ふ 

—prM-s 主 膳 正、 攝浮守   

Gtxv  K 永ニ卑 二十 一鼓 挑； W 、享保 二 年 正； W 

1^ 延四 i- 四月 二十四日 残、 六十 七 鼓 


「口， I 延武 


信名の^！^予、 西 羽 食 信 元の 

元 文 元 f  二十 九歲權 

Si 享十 三年 六 J 十九 日歿、 三十 九錄 


目 代 西 羽 倉 信 元 後室 延武の 母 

5-^ 正德 五年歿 


^^^3  RP 信 名の 養 男、 信滿の 長男 

1^ 葉 築 出版 

/  1:^ 政 十二 年 四 二十 九日 殁、 六十 一鼓 


五十 1 代 

|〇 信 邦 信 ITi 


五十二 代 

IO0M. 信 邦の 男， 1- 


五十 三代 

-pp 言 P 信 純の 次男、 I 

cif 大正. 一 ハ年歿 、六十 一鼓 一 


五十 四 代 

一一 一一 nils* 信義 次男 

c#fl 靑梗餘 主人 

次に 濱 松の 歌訪 社の 杉 浦國 頭の 室と なった 眞 崎の 系 圖を略 年譜に 依って 補 ふ „ 


c 稻荷 本社 正官 

OB  % や. 者 守 n 

d フ 上 北面 縫 殿 頭 


^1  r 政 子 維子 

M 濱松杉 浦 國顷室 

母 は 主 膳 正 信 詮の女 茂 子 


—〇 信. 


正官 

出 羽 守， 


10  K 信 名の 養子 

鈴 木 七 右衛門 平へ 
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—slsssg 極 町 天皇 皇后 靑棧 門院 下 藤  . 

In- 一一 nII.K) 焚 は 信 元の 甥  o 言 賢 實は信 舍の子 

Gf 1M 正官、 伯, 守 I cf  J 正官、 伯 者 守 

r0  K 信 之の 養子と なる 

三 生誕 及び 幼時 

荷 田 氏 は 雄 略 天皇の 皇子 磐 城主の 後裔で、 京の 伏 兒稻荷 神社 鎮座の 和 銅 四 年からの 祠官 家で あると 云 ふか 

ら隨分 名門で ある。 春 滿は宽 文 九 年 (二三 二 九) 正お 三日に 伏 見稻荷 山の 麓に 呱々 の聲を あげたの である。 

あき  1  -  かひ 

父 は 稻荷社 御殿 預正 五位 下 羽 倉主 膳 正 荷 田 宿禰信 詮當時 二十 八歲、 母 は 細 川 家の 臣深 尾長 兵衞盛 長の 女 貝 子 

當時 二十 五歲 であった" 二人の 間に 子女 十二 人、 卷满は 第二 子で ある。 幼名 は 鶴 丸 (香久 丸) と 云った， - 四 

n- 十三 s は 生後 百日の 宮參 で、 稻荷社 及び 産土神の 藤 森 社に 詣 でた。 歷史 ある 名家 而 かも 由 緖の 正しい 神社 

に 奉祀す る舊 家で、 家に は 古書 古記 錄 等の 傳來も あるので あるし、 父 信 詮は性 來好學 詩歌に 堪能で ぁリ、 ^ 

貝 子 も 亦 文筆 を 能くし、 子女の 敎 育に は 最も 意 を 用 ひられた。 この 家、 この 父母に して 春满の 如き 復古 的槠 

神に 燃 ゆる 古 學者を はぐくん だの は遇然 ではない。 斯くて 延寶五 年九歲 にして 父に 伴 はれて 稻荷 山に 鳥 狩し 

た 時に 

いな リ山 今日は 小鳥の 音 をた えて 音す る もの は 谷川の 水 


と 詠んだ と あるから 中々 早熟の 秀才であった らしい。 十五 歳に 元服して 信 盛と 名 乘られ た， これ は 後に 

ろ «i 、ど 改め、 通 稱を羽 倉 まど 云 ひ、 書簡に はこの 齋を用 ひられる ことが 多い。 元祿七 年稻荷 社の 大營 

繕が 成リ、 正 遷宮の 盛儀が 行 はれた が、 春滿は 病身の 父と 壯 年の 兄 信 友と を 助けて、 自ら 社の 內 外の 移に 精 

勵 されて ゐる。 

四 江戸 出府 

元 祿九年 二十 八歲の 三月 十二 日に 父 信^が 五十 五歲で 病歿され たが、 その 前日に 大炊御 円右大 liH がわ ざ わ 

ざ來 つて 見舞 はれて ゐ るから その 父が 堂上 方と 出入して 親交の あった ことが 窺 はれる。 春滿 はこの 頃、 父祖 

傳來の 家學は 勿論、 國史、 律令、 古文、 古歌、 諸家の 記 傅まで 涉獵 し、 獨擧 研鑽して i 得發 明す る 所が 多 か 

つた。 斯くて 青年 春 滿は旣 に 一角の 古學 者と なって 居った。 父が 旣に 公家 方面と 關係 があった ゆか リも あつ 

て か、 その 造詣 深き 學識は 堂上にまで 聞え て來 た。 元 祿十年 二十 九歲の 七月 二十 六日に 妙法 院宮 (靈元 天皇 

皇子 堯延法 親王) に 召されて 歌の 師 として 奉仕す る ことにな つたが、 その 進講に 因りい よく 御信寵 を^り、 

この 年の 三 二十 六日に は 法 親王 はわ ざく 春 滿の宅 を 訪ねられ、 御機嫌 殊の外 魔し く、 夜に 入って 御還リ 

なされた こと は 殊に 一 門の 名譽 として 同族から 喜ばれた。 當時 この 宮家へ の 出入 か. b 自然 皇室の 御 式微 を 窺 

ひ、 痛く 慨嘆 せられた 事實 があった と 云 ふこと である。 

その 父の 關係 をた どって か、 元祿 十二 年 三十 一歳の 五月に は、 大炊 御門 右大臣 父子が 春 滿の家 を 訪ね、 藤 
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森 社の 祭禮 を御覽 になった。 この 翌年 卽ち 元祿 十三 年の 三月に、 この 大臣 大炊 御門 經光卿 は 德川大 猷院， 家 光一 

の 五十 年忌に 勅使と して 東 下せられ たが、 この 時 春滿は 宮家の 出仕 を も拜辭 して、 その 隨行 として 初めて 江 一 

戶に 下り、 三十 間 堀 中島 五郎作 宗五 方に 假寓 して、 その 古學の 大道 を 天下の 中心 大江戶 に 於て 講ずる ことに 一 

なった。 以 來在府 する こと 十四 年 歌道 を說 き、 國史を 究め， 律令格式、 有職 故實を 講ずる 等、 斯くて 羽 盆 派 一 

の 古學は 天下 を 風靡す るに 至る ので ある。  ，  一 

春滿が 右大臣 經光 卿に 隨 つて 江戶 下向の 折， 濱 松に 於て は 杉浦國 頭の 一族の 杉 浦 本陣 か、 二十 餘 年後に 眞 

淵の 養家と なった 梅 谷 本陣 か、 何れ かに 宿泊して 颯々 の 松に 旅情の あはれ も 一 入なる ものが 感ぜられ るに 過 

ぎ 無かった であらう。 こ. - にやが て 我が 古 學の箕 裘を傳 ふべき 二十 三 歲の靑 年の 國 頭が 諫訪 社の 常 塞 山麓に 

於て、 家傳 の神佛 J^^^i^ の 神道に 滿 足せず、 純祌 道に 憧れつ、 も、 社殿の 大造營 と 云 ふ 大願に 沒 頭して 江戶 と、 

の 往還に 空しく 日 を 過して ゐ たし、 眞淵 はやう く 四歲， 一 职も是 も 無いながら も 惹敏の 天禀は 現れて、 母の 一 

嗜み 深かった 萬 葉の 古歌 を吟 むの を^く ともなし に 耳に 馴らし、 父の 祭服 姿に 隨 つて 氏神 加 茂 新宮の 祭儀に j 

見入った リ して 居った ので あらう。 この 時、 祌 ならぬ 身の、 その 古學 道の 花が この 二人 を 中心とし てこの 地 一 

に^き 亂れ、 やがて 東都に 於て 全國的 古學の 源と ならう と は 何う して 期し 得よう。 

春滿 のこの 度の 隨行は 卿の 御 役目が され、 ば 共に 歸 京すべき であるが、 豫て 期した る こと、 て 江 芦に 滞 一 

在し 度き 3 口 を 卿に 申出で、 卿の 斡旋 もあって、 前記、 中島 五郎作の 家に 寄寓す る ことにな つたので ある" こ 一 

の 五郎作 は 豪商で 宗 偏流の 茶人で ぁリ、 古^に も 趣味 を 有して ゐ たから 春滿の 門人 ともなつ たし、 その 後援 


者と して は 格別の 者であった。 その 本宅 は 三十 間 堀の 店で あるが、 こ、 に 「店 貨も 取らず 借 置いて 諸事 淺か 

らず念 ごろに し」 たと 赤 穂の 義士 堀 部 彌兵衞 金 丸の 私記に ある、、 

五 江戸に 於け る古學 唱導 

先づ 多くの 門人 を 養成して ゐる。 三十 ニ歲 の元祿 十三 年 四月 中旬に 江戶 に來リ て半歲 にして、 神 田 明 神神 

主 芝 崎 主 稅平好 高が 十一月 朔 日に、 十二  十一 日に は 幕府の 大工 棟梁 平 內大隅 平政 治が 入門して ゐる。 之 を 

最初と して 年月に 入門 者の 數は增 して 行き、 單に 江戶巿 中の みならず 諸國 から 相蹯 いで 受講す る 者が あると 

云 ふ條況 であった 寓居 は 初めは かの 三十 間 堀の 中島 氏に 在った が、 元祿 十六 年 春 夏の 頃 は萱場 町に 移住し、 

四十 三歲 の正德 元年の 夏に は 鐡砲洲 船 松 町  一 丁目 巿郞兵 衞店同 正 德五年 正月に は 丸 山 菊 坂に 移リ * 享保 元年 

春に は 芝久保 町に 居って、 是等 門弟に 講筵を 開いて ゐた。 

歌會は 時々 開いて、 寳永ニ 年 三十 七 歳の 二月 十九 日に 「東 丸 亭武城 歌 會始」 で、 以後 二の 日を定 口と して 

開いた やうで ある。 講義 は 各方 面に 及んで ゐ たこと は 想像され るが、 荷 田春滿 大人 年譜 を 拾って 見る と 日本 

書紀の 神代 卷は 最も 多く 囘を lis- ね、 よく 諸家に 出講 もして ゐる。 さすがに 大江戶 のこと、 て 天下の 珍 寄 秘書 

も 容易に られ 研究 上の 參考 資料 は 多かった であらう、 在 府中に 多くの 著述、 萬 葉 集 和 假名 訓、 萬,^ 集訓 

釋、 日本 意義 阿部へ 同 伊部、 同 宇 部、 眞名 假名 音 義傳、 日本書紀 語釋、 日本 害 紀假字 等の 述作 は 明記され た 

所で あるが、 その外に も 多かった ことで あらう。 
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春滿 が赤徳 義士の 義擧を 陰 かに 援助した こと は 近頃 彌富 氏の 研究に よって 世間に 知られて 來た。 高 家の 筆 

頭で 有職 故赏を 以て 幕府に ま視 せられて 居った 吉 良義央 は、 この 方面に も 造詣の 深い 春滿の 出府 を^いて 早 

速來 II を猜 うたが、 元祿 十四 年 三月 十四日 淺野 長矩の 殿中 慯 のこと あり、 彼 義央の 行を觀 るに 及んで、 春 

満は往 いて ti ずる こと を 快し としなかった と 云 ふ。 卷滿 の義に 就いて 敢 へ て權 威に も 屈し 無かった 氣 骨と 風 

丰とを 想像せ よ" 春 滿が吉 良家に 出入す る 一方、 その 後援者であった 中島 五郎作 も 茶道の 上から 雁々 同家へ 

出入す るから その 內情は 明かに する ことが 出來 た。 そして 打 入の 直前に 春滿 から 大石 等の 同士へ 送った W 節 

も^ 存 して ゐる。 春滿が 心から 大石 等の 義擧に 同情して 非常なる 危險を 犯して まで も內 偵に 努めた 純 H 〈無 ％ 

な義俠 心に は 轉々； M を 催さし める ものが ある。 詳しく は彌富 氏の 「近世 國文學 之 硏究」 を 見られよ。 

六 春 滿と將 軍綱吉 及び 吉宗 I . 古書 吟味、 國學校 

^！^滿は在府十四年にして正德三年四月に歸京したが、 十月に は 再び 柬 下し、 翌四年 秋 八月に 歸 京した が、 

前に 越 後村上 城主 牧野 駿河守 は 春滿に 入門して 神 紙 道歌 道の 敎を 受けて、 扶持 を 給せられ るとの 再三の 思 召 

であった が、 固辭 して 受けず、 終に 「如何程 少々 にても 老母へ なれば」 と 申 上げた が 本年から 五 人 扶持 を 給 

せられる ことにな リ、 舂满は 南 屋敷の 中に 隱宅を 設けて 共に 閑居して 孝養 を 怠ら 無かった。 この 大名よ リの 

支給 は. 「信 盛 秀才 之 功、 一 家の 面目 大慶 之 至極 也」 として その 兄 信 友も悅 んでゐ る。 

斯くて 在京 五年餘 にして 三度 東 下した。 それ は 享保七 年 夏で あつたが、 七月に なると 將 箄吉宗 卿の 台 命 を 


受けた 官人等 は 交々 來 つて 國 典故 實の 諮問 をな した。 春 滿はー 々明 哳な應 答 をな したので 幕府の 信用 は 益々 

厚かった。 この 時 吉宗は 禮儀類 典の 編纂 事業 を 起されて ゐる 時で、 その 方面の 問 學に遣 はした もので あらう 

か、 御 側 衆 有 馬 兵 庫 頭、 御 納戶大 島 雪 平、 御 書物 奉行 下田 幸 太夫 師古 等が その 使と なって ゐる。 常時 古學に 

於て は 春滿の 右に 出 づる者 は 無かった ので ある。 而 してな ほ 翌享保 八 年になる と將軍 家の 文 跟所藏 本 を殘ら 

ず 邪 正の 吟味 をすべく 下命、 春滿の 鑑定に 依リ誤 書 は 林大學 頭へ 屍され た.^、 故實ゃ 害籍の 疑點を 正さし め 

ら れたリ して 三月 九日から 五月 十五 日まで 三月に 渡って 御用 を 勤めて、 金子 拾兩、 晒 三 疋の拜 領を仰 付けら 

れた" なほ 今後 も 御用 あるべし とのこと である。 「偏、 祌助之 御影、 後生 之 者、 勤學誠 情、 須臾 茂不， 可， ム". - 

者 也 * 當家之 面目 後代 之 規模 何事 力 可， 有 > -此上 一哉、 大慶く 冥加 之 至極 也」 と 兄 信 友が 記して ゐる。 

非常なる 面目に て 首尾 上乘、 この 年の 六月 中旬 歸宅 したが、 其 後 幕府より 建議の 便宜 を與 へられ、 又钟 

檢 閱の特 權を與 へられて、 是 等に 對 する 文通 は、 速 かに 伏 見 奉行 直接に 取扱 ふやう に奧 祐筆から 一 ぼしが あつ 

た。 十月に は 京都 所 司 代 松 平 伊賀 守から 召 出されて、 將軍 家からの 仰せ を傳 へて 害 物の 眞偽 を辨 別せ しめら 

れ たが、 この 時 も 「前代未聞、 古今 未曾有 之 儀 i 公 (春 滿) ノ 大慶、 家門 ノ外 問、 末代 迄 茂 功名 云云」 と 一 

族を欣 ばせ た。 なほ 此後享 保 十二 年まで 幕府の 害 物 奉行 下田 師 古と^ 問 上の ことに 就いて 文 ま." の 往復が あつ 

た 0 

春満は 國學校 創建の 宿意 を杲 さう として、 享保 十三 年 九月に 義子 在滿に 「請 創造 國學校 啓」 の 一 篇を 授け 

て 束 下せ しめたの は、 斯うした 將軍 家との 關 係が 生じ、 その 近臣と も 知 音の 間柄に なった からで ある。 この 
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學校 創建 は 目的 は 達せられ 無かった が、 在 滿は以 來江戶 に 永住して 羽 倉 學の弘 布に 勤め、 種々 の 卓見 を古學 i 

界に 提供した こと はさす がに 春滿に 見込まれ ただけ ある。 將軍 吉宗は 名君で、 學問 好き、 田 安宗武 は その子- 

であって 古 調の 歌風 を 鼓吹した リ、  有職 方面に も 聞え てゐ るが、 在满が この 宗武に 勤 仕した の も吉宗 對卷？ §ー 

の關 係から 來 たもので ある。 この 在滿に 代って 宗武に 仕へ て 一世に 名 を 成した のが 卽ち、 門人 異淵 である。 一 

享保 十五 年 六十 ニ歲の 正月、 春满 中風 を發 する や 吉宗は 妙 効 ある 秘藥を 特に 三度まで も下附 せられた と 云 一 

ふから その 厚 眷の程 も 想 はれる。  一 

序に、 この 病中に 於て 下田 師 古に 宛てた 書面に 「年 來の素 願 之 儀 も 私學問 もこれ までと 存じ あきらめ」 と 

ある。 國學校 創立 は 最後まで 心中 を 放れ 無かった と 見える。 

七 春滿. I； 眞 淵の 鄉里濱 松 . 

德 川の 代と なって、 濱 松に 於て 最も 盛え た 神社 は歌訪 社と 五社と である。 元祿享 保の 頃に は誠訪 社に 杉 

一 

國頭、 五社に は 森 躐昌と 云 ふ 俊秀な 祠官が 出で、 共に 卷滿の 門人と なリ、 その外 地方 名 社の 神職に して この 一 

兩 人に 習って、 やがて 春满 門に 入って 學んだ 者 は 多い。 斯くて 羽 倉 派の 學は濱 松 地方に 弘く行 はれて、 與 M: 

翁 を 生む に 至る ので ある。 

國頭は 幼くて 誠訪 社の 大 祝の 職に 就き、 靑 年頃から 社殿 造營 に盡瘁 し、 常に 出府して 幕府の 直營 工事 を 願： 

出て ゐ たが、 その 當時 春滿が 出府して 古學を 以て 高評が あつたので 4 之 崎 好 高の 紹介で 入門した ので ある。 そ 一 


して 間も無く 春 fi から 見込まれて その 姪眞 崎が、 その 妻と して 腰 入した の は寳永 元年で 春滿 三十 六 歳、 S 

二十 七歲. 眞崎は 十五 歳で あつたが、 この 擧 式の 時 も 恭滿は 親代リ として 濱 松に 來り、 以來國 頭 は 全く 閥 を 

撤 して、 その 出府 毎に 春 f に 常 寺して ゐる。 なほ 春 滿三囘 の 東西 往復に は 必ず 濱 松の 諫訪 社に 足 を 留めて 

地方の 古 學者を 導いて ゐる、 新くて 濱松 地方に 於ての 入門 者 も 相次いで ゐる。 


國頭 杉 浦 信 濃 守 

置ハ崎 國頭妻 

^昌 森 民 部少輔 

信 幸 齋藤 右近 

朋理 杉 消 式部 

國满 杉 浦 阿波 守 

眞淵 岡 部衞士 

i 杉 消 大舉 

1、 一 S 度邊 ま圆 

方墊 柳？ g 美 仲 


濱松誠 訪社大 祝 

恭満ノ 姪 

濱松 五社 神主 

見 付 天神 社. 神主 

圃頭 ノ實子 ， 

同 養子 

濱松 伊場 

m 松 

松 祌明町 


元祿 一六、 五、 六 入 一 


寳永 元、 

(不明 J 

享保 一 三、 

享保 一 九、 

章 保 一 八 

元 文 元、 


三、 一 八 

四， 1 〇 

f 月日 不明〕 

(三月 十六 曰 以前) 

マ、 V 

.1 ノ  ノ 


ー兀文 五、 六. 叫、 六十 三^ 殁 

寶曆 gr  二、  二 九、 六十 五^ 

同 二、 六、 一 四、 六十 八 

安永 五、 一一、 一 三、 六十 八 

京 保 一八-一 一、 九 • 不 明 

明 和 三， 一、 二 四、 五十二^ 

叫 和 六、 一 〇、 三 〇、 七十 三？^ 

(不明) 

1 兀文 五、 五， 一 七、 五十六^ 


享保ニ 〇>  三、 一六 以前 

是 等の 中、 國； 切.^ 學問も 深く、 熱 も ぁリ， 地方 祌 職の 中心と なって 古學の 普及に 努めて ゐる。 奥 淵 も 若年の 

頃 よこの 國 頭の 誘導に 預リ、 その上 京 も 出府 も 共に その 激勵と 援助と を 受けて ゐる。 これ 等の 消息 は國 頭の 

事 を述る 所で 詳述す， る。 斯く泰 滿の濱 松 地方に 與 へた 影響 は 實に大 なる ものが ある。 
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八 春滿の 思想と 學風 

第 一 に 神祇 を 崇敬し 純 神道 を說ぃ たこ と で あ る。 入門の 誓約書に 「神職 之 徒禁， 說， 一 妖妄怪 邪 ハ而賑 1: 乎 神 

社匚と 云って ゐ るし、 創造 國學 校の 啓 害に 「今 之談 一： 神道 一 者、 是皆 陰陽 五行 家 之說、 世之講 一： 詠歌 1 者、 大率 

圓頓四 敎儀之 解、 非 K 唐 宋諸儒 之糟柏 1 則 胎金兩 部 之 餘瀝、 非-: 鑿 穴 之妄說 r 則 無 證不稽 之 私 言。」 とあって、 當 

時の 神道が 宋 儒の 陰陽 五行の 說ゃ、 佛 家の 金胎兩 部の 敎を 以て 說く 邪道に 入って 居る のを慨 したので ある。 

是 等の 妖妄怪 邪の 說は 排擊 して、 何處 まで も、 我が 祌 典に 據 つた 純 粹の祌 道に 入らねば ならぬ と斷 じたので 

ある。 春滿の 門人 杉浦國 頭の 奉仕し， た濱 松の 諫訪 神社 は 朱印 三百 石、 德川氏 發祥に 由緒 ある 神社で、 幕府の 

特別の 庇護に 預 つて 居った ので あるが、 國 頭の 若い 頃まで は その 祭事 祝詞な ど は神佛 混！^ の 修驗道 流の 所が 

多分に 見られる。 然るに 國 頭が 春 滿に 從學 してから は 全く 面目 を 一新して 延喜 式の 古風の 祝 とな リ、 紀の 

神代 紀を 特に 尊び その 講說を 開き、 純粹の 古神 道に 據る やうに なって ゐる。 凡そ 春 滿の學 流の 及んだ 所 は 何 

處も斯 くの 如くであった らうと 想 ふので ある。 

紫 も あけの 衣 も はえ は あれ ど 淸き祌 路の山 あ ゐの袖 

竹ルニ は皇國 の畢を 起さねば ならぬ と 主張した" 前記の 祌道 もこの 皇國 の學に 入って はゐ るが、 その他の 詠 

歌道 や 有識 故赏 ゃ國史 など 廣く學 ばねば ならぬ。 是 等の 我が 古道 は旣に 潰えて、 異敎 のみが 盛 行して ゐ るの 


は 慨歎の 至リ である。 國學校 を 創造しょう としたの も 全く この 古道 を復 しょうと 云 ふ 熱烈な 復古 精神からで 

ある。 

從 つて 第三 は 異端 邪說 の排擊 とい ふこと を 強く 主張した。 「臣自 レ少、 无， 寢 -レ 食、 以， 排 K 雜 異端つ 爲， 念、 

以學以 思、 不 ，與-： 復古 道 一， 止。 方今 設 非，， ， 振， 臂張， 膽 辨，， 白 是非； 則 後 必至 , 塗， 耳 塞， 心 1^,; 同 邪 正」 と 述べ、 

その 歌に も 

ふみわけよ 倭に は あらぬ 唐 鳥の 跡 を 見る のみ 人の 道 か は  . 

分 入て 問 ふ も かたる もし づけし なやまとの 書の 深き をし へ に 

と、 儒佛 の心醉 者に 互彈を 投じた ものである。 

第 四 は 古道の 復興 も 古語の 註解から 入ら 無くて はならぬ。 古典 は 多く 存 する も 國學の 講ぜられな いこと 六 

百年で、 言語の 釋を なした 者 は 僅か 三 四 人の みで あるが、 大家と 雖も 徒らに 新奇 を 競 ひ、 骨髓を 得た もの は 

ない。. 「古語 不レ 通、 則 古， 義不， 明焉、 古義 不， 明、 則 古 學不， 復焉、 先王 之 風、 拂， 迹前賢 之 意、 近，^ 一由， 

不レ講 I： 語 字 r 是所 n 以臣 終身 精力 用 一； 盡 古語 一也」 と。 若し 國學 校が 創設され たなら ば この 古語の 解 釋を筑 一 と 

して 講授 された もので あらう。 古語 樺の 如き 著述 も 成されて ゐた。 

第五 は 自由 討究の 態度 を 貴んだ。 「學 びの 道 は 天下の 大路 なれば 己 ひと リ立 たむ ごとく 誇るべからず、 a. 

ぶ 人 も 師の敎 へな リ とて、 あながち にな づ むべ からず」 と。 この 思想 は眞 淵に 傳 へられ、 更に 宣長篤 胤に も 
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傳 へられて、 中世の 秘傳 秘技の 如き 固陋な 態度 は 破棄され て. 明るい 自由 硏究 が、 古舉 者の 間に 進められて 

來 たので ある。 

第 六 は、 歌に 就いては 眞、， ：- を 君び 技巧に 墮 する こと を戒 しめ、 また 嚴虚な 態度 を 持して か^こ.！ ヒゃ あか。 

「古 へ は直ハ心もて思ひをのみのぶればぉのづから直か.^^しに、 題 をと リて 詠る より， 詞を かざり 心 を さ へ に 巧 

みに 作れば くるしげ なる もみ ゆる ぞ かし" 四季 雜の題 は 見し 折 出ても 詠むべし」 と。 この 思想 は その ま、 作 

歌の 上に は 表れなかった が、 その m 心 想と 共に 作歌に も 古 調が 自由に 表現され たの は 門人 眞淵 であった の だ。 

I 男女の なから ひ 何 くれの 物にせよ 心に も あらぬ あだし ごと をい ひ 出せる は 誠 を述る 歌の 本意に あらず J と 

卽ち戀 歌 は、 觅^^技巧に陷るから歌の本意に背くものでぁるとの見地からして、 一生涯 詠まなかった と 云 ふ 

ので あるが、 是は その 厳肅な 道德的 志向から も來 たこと であらう d  • 

第 六 は 歌集で は 特に 萬 葉 « を推獎 して ゐる。 古今 も 「詠歌 精選」 と 云って ゐ るが、 萬 葉に 於て は 「^風 純 

粹、 學；？ 則 無-: 面 墻之譏 こと 云 ひ、 また 「盡敬 王 之 道- 不レ委 K 于地ハ 若 出-: 啄玉之 器 r 則 柿 本 氏 之敎再 於 

邦 こと 述べて、 舍人 親王の * 紀 述作の 精祌 と共に * 萬 葉 集中の 隨ー の 歌聖 柿 本人 丸の 精神の 復典を 期待して 

ゐる。 •， ^して その 著述 を 見る に 萬 葉に 關 する 物 は 可な リ多 いので ある。 

以上 春 滿の忠 想舉風 を槪說 したので あるが、 是は その 門人 達に 依って 廣く 江湖に 及んだ ので あるが、 特こ 


眞淵は 之 を擴充 して 二世 を 森 かした ので ある。 卽ち兩 大人 は その 思想に 於て 相似して 居り、 その M や 風に 於て 

相 通じて ゐる。 眞淵 は實に 師傳紹 述を完 うした ものである。 


九 門 人 (. 荷 田春満 大人 年譜に 依る) 


(皇紀 〕 

六 〇 


二三 六 三 


(入門 年號) 

元祿 一 三 


lis. 


四 


(春 滿牟 齡〕 


二三 六 二 同 一 五 三 四 _ 


0 


同 一 六 三 五 

一 章 荷 田 赤 滿略傳 


(門  人)  . 

芝 崎 主 稅平好 高 神 (田 明 神々 主) 

平 ft 大隅 平政 治 (惡府 大工 棟梁) 

浦 鬼 主 殿 藤 原 延：： ES; (神 田 明 神 祠官) 

中島 五郎作 宗五 (豪商、 竹 田宗偏 門、 茶人」 

检原多 中 (吉 良家の 家老、 こ Q 頃 門人) 

修理 亮從 五位 下 藤 原 朝臣 直忠 

古市 藤 之 進 孝 慈 

森 上 助八郞 源盛芳 

中 村 八左衞 鬥安景 

月 岡 主計 平政 像 (神 田附神 祠官) 

早 川 監物藤 原 藤 長 

浦 鬼 主馬 藤 原光壽 


一二 1 
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木 村 左 膳 籐原師 親 (神 田 明 神 祠官) 

松 浦 內匠藤 原 正 明 

吉田助 六 郞源倫 雄 

信 濃守從 五位 下 藤 原國頭 (濱 松諷 訪社大 祝) 

- 古市 繁 考矩 

植木 贞衞門 越 智正永 

三 宅 求 馬 藤 原 重  • 

二三 六 四 宽永， 元 三 六 黑田正 達 源 惟 

森 民 部 藤 原暉昌 (濱松 五社 神主) 

藤 田 左 近 藤 原 郡 安 

镜田喜 內忠通 

加 藤彌三 右衛門 元 直 

木津丈 太夫 橘武久 

加 藤 一 格 藤 原正武 

二三 六 五 同 二 三 七 水 谷 吉兵衞 重 周 

鵜 川 修理 藤 原 直 積 (相模 子 安ノ里 易產社 神主」 

二三 六 六 同 三 三 八 物 部 政 唯 (石 見物 部 神社 祠官) 


二三 六 七 同 四 三 九 信濃國 下諷訪 大禰宜 

佐 波盛眞 

(以下 歿 年まで 入門 者の 記 人 は 無い が 次の 記事が ある) 

二三 七三 正德 三 四 五 r 此 I 遊の 弟子 漸く 加 はり 名 i 方に 籍甚 た. -」 g 餘ぽ』 针， J- にして 一 

二三 九 三 享保 一八 六 五 賀茂眞 淵 

右の 外に 國學 全史 上に 擧 げられ た 所 を 拾 ふと、 

平 胤満， 本姓 祌 服-",' 號 s 章齋 

齋藤 右近、 菅原信 幸、 遠 江 磐 田 郡 天神 社 神主 

山内武 内、 號靈淵 

芝 崎好紀 (門人 か) 

松 平定 賢 越後 高 田 侯 (門人 か) 

黑田正 足 號檍齋 又雲洲 ( 門人 か) 

杉 浦大學 初 渡 邊立圑 (門人 か) 

大西親 盛 

.  大中 臣祐宗 

奥 津正辰 

次に、 古學 始祖 略 年譜な どに 據 つて 補 ふと 
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二 一四 一 


V, ノ  tIM-all  國 頭の 實子 

ii 享保 j 三、 四、 一 0 入門 

阿波 守、 享保 十九 年 入門 

1®.^ 阈 頭の 養子 

柳 瀨方塾 ーぉ|^^月了享保ニ〇、 三 • 一六 以前 入門 

-？' あ 一 1^ 日 W 

なほ 以上の 外に も 門人 はあった であらう が、 洩れて ゐ るので あらう。 是 等の 中 賀茂眞 淵が 最も 傑出して よ 

くその 箕 裘を嗣 いだので ある。  . 


十 著 


書 


泰滿 が晚年 その 著述 物 を 焚き 棄て たと 云 ふこと は 有名な 話で ある。 古學 始祖 略 年譜に は r 毫く はへ し卷、 

著せし 書ら の あ リしを 世に 遺して 何 かせん、 M で ふ 人 は 誰も 見 明らむべし とて、 迦具 土神に 奉リ、 讚し 言葉 も 

一葉 だに 家に と，. - めざり しとな り」 と 述べて ゐ るが、 嘗て 佐々 木 博士が r 國 語と 國文 學」 に 於て 發 表された 

やうに、 現に 羽 倉 家の 古長 持に は 翁の 著書が 數 多ぁリ * その 萬 葉の 註釋と 語學の 研究と に盡 痒せられ たこと 

がよく 判る。 焚き 棄て たと 傳 へられる の は 古今 集の 註釋 等の 一 部分に 過ぎず 是等は 周圍の 焦げて ゐる 斷片が 

殘 つて ゐ るので あるつ なほ 春滿 の. 0 寫 した 長 流、 契 仲、 安藤 爲定の 著者 等も藏 せられて ゐ るので、 その 舉 問 

の 上に これらの 學 者との 關係 があった こと も 物語る ものである。 さて、 

その 著述 は數十 種の 多き に 上リ、 國學 全史に 揭 げた 所 は 次の やうで ある。 


一 、 神 典 及び 歷史附 地誌に 關 する 

荷 田家 古傳 寫ー卷 

神號 訓釋傳 寫ー卷 

日本書紀 訓釋 寫 一 卷 (殘缺 ) 

日本 紀 童子 問 寫  一 0  (殘缺 ) 

日本 紀 神代 卷剳記 寫五卷 

神代 卷疑 問條々 寫ー卷 

神代 和歌 釋 寫ー卷 

績 日本 紀拔萃 寫ニ卷 

三代 實錄 姓名 部拔萃 寫ー寫 (殘缺 ) 

R 本姓 名錄稿 寫四卷 

川ヤ. ^ 國 風土記 考 寫ー卷 

二 * 制度に 關 する もの 

令^^解剳記 寫五卷 

令 問答 寫 一 卷 

問 さ雜記 * 寫 一 卷 

國省所 E 記 寫 一 卷 (殘 缺」 

第一章 荷 S 恭滿 略傳 
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神代 卷荷 田氏抄 寫ー卷 . 

日本 紀 問答 抄 • 寫一卷 (殘缺 し 

日本 紀語釋 稿 寫ー卷 (殘缺 ) 

日本書紀 神代 兩卷 訓釋傳 類語 寫ニ卷 

祌代卷 剳 記 寫 一 卷 へ 殘缺) 

神 詠 六 首傳授 寫 一 卷 

古事記 剳 記 寫 一 .卷 

三代 赏錄 拔萃 寫一卷 (殘缺 ) 

日本 三代 赏錄剳 記 寫四卷 

吾妻 鏡拔萃 寫ー卷 


令 集 解 剳 記 寫 一 卷 (殘缺 ) 

江 家 次第 剳 記 寫 一 卷 (殘 缺」 

偽 類聚 三代 格考 寫ニ卷 

國書字 類 寫ニ卷 


第一 糯 眞 淵の 師と鄉 土の、 學界 

三、 萬 葉禁丼 の 他國文 學に關 する もの 

ii 案抄 寫二卷 (她 l」！；i 驗；^ ^な) 

お i_ ^集 童子 問 寫四卷 ( 殘缺) 

ii 釋 富 1 卷 SS  S^MB^^. 

お 紫 集 歌人 錄 寫 一 卷 (殘缺 ) 

古今 和歌 集序釋 寫ー卷 

百 人 一 首 發起之 像 寫三卷 (殘缺 ) 

四、 國 語に 關 する もの 

歌 林 類^ 寫ニ卷 (殘缺 ) 

金言 玉 W ャ録 寫三卷 

日本 音義 寫 一 卷 (殘缺 ) 


三 山ハ： 


萬 葉 集和假 字訓 寫五卷 (殘 缺〕 

萬 葉 集 改訓抄 寫三卷 (殘缺 ) 

古今 和歌 集 剳 記 寫三卷 (殘缺 ) 

古今 和歌 六帖考 寫三卷 (殘缺 ：>  . 

伊勢 物語 童子 問 寫 十三 卷 (私の 閱 した 本 は七卷 である) 

國語 類聚 寫三卷 (殘缺 ) 

祌 國昔義 寫ニ卷 

古語 音義傳 寫 一 卷 (殘 缺〕 


古語 雑釋 寫 一 卷 (殘缺 ) 

以上 は 何れも 故 井上 賴囿 博士の 藏 せられ、 若しくは 羽 倉 信義 氏の 傳 へられた ものであるから 確實 である A 


第二 章 I 年の ま 杉 浦國頭 

一 序 

荷 田 春滿は 國學の 荒れた 田地 を 開墾し 賀茂眞 淵 は そこへ 種子 を 薛き苗 を 育てて 生育せ しめたと 縣 門 の 人 

人 は 觀てゐ る。 眞 淵の 國學を 典し、 多くの 名著 を殘 し、 多くの 門人 を 養って、 よく その 精神 を 普及せ しめた 

こと は、 その 以前に は 見られない 大業であった。 而 して その 鄕國遠 州に 於ても、 眞 淵の 學と 精神と を 一： ii- ふ學 

徒 は隨分 多く 輩出し、 宣長 全盛期に 於て 相 當な國 學の士 を 出した の は 伊勢に も 劣るまい と 思 ふ" 歴史的に 直 

要な 地位に ある 京都. 政治的 中心の 東都に 斯學 知名の 士を 輩出せ しめる こと は 云 はず もがな であるが、 地方 

として はさす がに 眞淵を 生んだ 土地 だけ ある。  . 

斯 くの 如く 全國 的に 觀て、 また 地方 的に 觀て も眞 淵の 功 は 偉大で ある。 而 しこの 大眞淵 は、 ^なる 偶然 か 

ら 生れた もので はない。 その 環境 を 忘れて はならない。 卽 ちその 家の 由緒、 父母の 傾向、 また 地方の 狀態、 

更に 廣 くして は 日本 全 體の氣 運と 云 ふこと も 見なくて はならない。 而 して、 これらの 屮、 地方の €1. 界の狀 態 

と 云 ふ 事 はま ざ/ \ と 其の 目に 映 じて 翁 をして 直接 蹶起せ しめた 大きな 素因と なった もので あらう と ra^ ふ。 

卽ち眞 淵の 出た 當時、 旣に その 鄕國に 於て 隨分 古學が 盛に なって ゐ て相當 知られた 人士 も 出て ゐる。 

見 付 府の齋 藤 信 幸、 五社の 森 曙昌、 濱 松の 町人 柳 瀨方塾 等 は それで ある。 而 して 之^ 人士の 中お も 地方 國 
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學界に 偉績 を 建てた のは濱 松歌訪 社の 杉浦國 頭で ある。 以下 順次に 明かと なる 如く、 國 頭の 力に 依って この 

地方の €.界 は 非常に 古學 的の 傾向 を 帶び來 つた ものである。 謂 はば 眞 淵の 幼少 時代から 囿繞 せられて 居った 

雰園氣 と 云 ふ もの は國 頭が 作った ものと 云 ふ も 過言で はない。 人 は 仰いで 大度 高 雷の： H を 眺めて、 唤 稱の聲 

を 放ち. 伏して その 礎石の 隱れ たる 力 を 視るを 知らない。 眞. 淵の 眩然 たる 偉績に 驚き、 文化 文政 頃の 地方 國 

學の 隆盛に 張 S する が * それより 前に その 伏線と もな. リ、 礎石 ともなって ゐる國 頭 ある を おれ では ある ま 

いか。 日本 國の國 學が甫 めて 眞 淵に 由って 與 隆の氣 運に なった と 云 ふ 大功 を稱 へるならば その 一 斑の 功 は^ 

滿 と共に 國 にも あらねば ならぬ リ 殊に 國頭 は眞 淵の 幼少よ リの國 學の師 であって、 3 臬 淵が なに 上リ、 江 戶 

に 下る に 就いては 常に その 面倒 を 見 てゐ る。 實に 地方に 古學 の 風 尙を酸 生 せしめ、 そして 大 5141^ を 育て.. こと 

云 ふ 間接的の 貢獻は 太なる ものであるが、 眾に 之の. み を 見る に 留まらず、 同時に眞淵には庭^;5<の影§„^をも 

大いに 與 へて ゐ るの も 見逃がして はならぬ。 實に國 頭の 古舉の 上に 於け る 功 も亦大 なる も のが あるので あ 

る 0 

るに、 この 國！ g に 就きて 從來餘 タ硏究 されて 居らず、 資料 も、 杉 浦 家が 1^ 松 を 引拂ふ 頃に 識者の 注意が 

注がれなかった 爲に、 多く は 散逸した らしい。 誠に 遺慽千 ies と 云 はざる を 得ない。 それで 今迄 自分の 目を通 

した 國： m 研究資料 は 次の 如き ものである。 

一 、 古 始祖 略 年譜  國頭 TO: 代の 孫 比隅満 0 著、 拙 輯國^ 资料 第一 編。 

一、 杉 浦國頭 大人 略 年譜 主として、 前記に 依って 昭和 六 年 四月に 岡 部讓翁 Q 編せられ たも Q。 


、 盡敬 皇帝 千年 祭式 

、 兩吟百 首 

、 杉 浦 眞崎子 遺詠 

、 國 語と 國文舉 

「春 滿と眞 淵」 

、 賀茂 嵐； 淵 翁傳新 資料 

、 賀茂眞 淵 翁 全集 

、 遠 江 國學者 年表 

、 六本の 松 昭和 六 

、 杉 浦 隠頭傳 同 三 

、 其 他 


享保 十八 年 九月に 國 頭の 主宰に より 書紀 0 編者 舍人 親王 Q 千年 祭 を 執行した^  0 記錄， 

之に 石津 本と 大橋 本と が ある。 筆者 は .1 ま 3 を 校合して 秘 ？1 して 居る。  ， 

寶 永五牟 正月 廿 三日 夜、 江 戶の萱 場 町の 赛満 Q 邸に 於て、 ^満 と共に 各 五十 首 宛 詠 じた 

も 0。 原本 は 杉 浦 家に 在った ものである。 筆者 は大橋 精一 氏の 寫 本に 依る。 

國頭 0 室 5 厥 崎の 詠 * 眞崎 は赛満 Q 姪。 もと 國 頭の 後裔 杉浦轮 氏の f 厥 本 * それ を 山 岸 そよ 

子、 大橋 精一、 岡部讓 0 諸 先輩の 轉寫 せる も 0 を 塞 者も寫 本して ある。 

昭. 和 二 年 一 月 1^ 

羽 倉 信 一郎 氏の 研究 

羽 倉荷 田 信眞著 昭和 十 年 六月 

國舉院 大學藏 版 

肇者 編、 稿本 

川上 秀治氏 編 

羽 倉 杉 庵 氏 稿  ■ 


二 家 


系 
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第 一 編 33;- 淵の 師と鄕 土の 學界  四 〇 

國 頭の 出た 杉 浦 家の 家系 は 今の所 判然し ない。 古學 始祖 略 年譜と 濱 松市史 とに 少しば かり 在る に過ぎない。 

今先づ 順序と して， 杉 浦 家の 世職大 祝と して 奉仕した 歌訪祌 社に 就いて 少しく 述べる。 この 祌社は 今 は濱松 

巿利 町の 常 寒 山に 在る ので あるが、 もとは 是ょリ 東の 中島 町の 六本 松と 云 ふ 所、 卽ち 現に 國頭 以下 數 代の 墓 

所の ある 邊 一 帶の 可な リ廣ぃ 地域 を境內 として 奉祀して あつたの である。 今 この 墓所よ リ  一 丁ば かり 西北に 

無 格 社の 諫訪 神社が ある.^ 之 は 大正の 中頃で あつたと 思 ふが、 舊社 地と して、 明治の 初年 木の 根な ど を 掘返 

した 人が 熱病に 掛 つたな どの 祌祟 式の 傳奇な 話が あった 爲に 永年 手 を 着ける 者 もな く 草莽々 と繁 るに 委せて 

あつたの を 整地して 今の 姿と なした ので あるが、 この 邊が舊 社殿の あった 處 と描定 される。 私 は 今から 二十 

年ば かり 前に、 杉 浦 家に 就いて 謙 訪 記と 云 ふ 板 本 を 見せて いた， >1 いたが， その 古い 記憶 を汕」 つて 今 また こ > - 

に 述べて 見る ので ある。 

中島と 云 ふ 地名 は 昔 は 上 中島と 云って 下 中島に 對 した 名 稱 であって、 その 名の 示す が 如くお であった。 今 

の濱 松の 市中 を 流れる 馬 込 川が 天 龍の 本流で， 今の 東海道の 少し 北の方から 分れて 南 流して、 中岛と 馬領家 

町との 間に も 一流 あつたが、 その 雨 川の 間の 島であった。 それで 桓武 天皇の 延歷 頃、 信 州歌訪 神社の 御幣が 

今の 六本 松邊に 流れ着いた。 そして 之が 東征 中の 坂 上田 村 麿の 夢， 見に 立ち、 それで、 この 地に 社殿 を逮 て」 

奉祀し、 以來 社運 は隆々 で祭禮 などの 時 は廣ぃ 境內は 人で 滿 される 程であった。 それが 濱 松に 於け る 誠訪社 

の 最初で あつたと 云 ふ。 

この 社 職 は 古くから 杉 浦 氏が やって 居った と 云 ふので ある。 卽ち 巿史の 「杉 浦 彥惣」 の條 に、 「幼名 助 右 _ 


衞門、 杉 浦 本陣、 祖先 元 上 巾 島宫內 山に 居住す。 弘治中 諫訪社 上 中島よ リ常寒 山に 移る の 際、 從ひ來 りし (杉 

浦 一族、 島 一族) 者な"、 本陣の 邸宅 は 傳馬町 云々」 

と ある。 この 杉 浦 本陣 は眞淵 翁の 養家の 梅 谷 本陣の 北で， 德川 時代 兩家對 立して 居った ので ある。 さて 前 

述の 如く 國 頭の 家 も 世々 歌訪 社の 神職で あると 巿史 にも あるし、 今の 上 中島の 本 村に ある 誠訪 社の 神職 も 昔 

はこの 杉 浦 家で 勤めて ゐた ところな どから、 本陣の 杉 浦 家と 社家の 杉 浦 氏と はもと 同祖で あった と 想 はれ 

る。 その 杉 浦 氏の 先祖の 居った 宮內 山と 云 ふ は 今 は 同村の 字に も 無い ので 明かで はない が、 お 神！^ の ：％-2:、 

前記の 六本 松 邊に當 る ものと 思 はれる。 

新の 如く 杉 浦 氏 は 今の 濱松 市の 中島 町 六本 松の 邊に 居住して 謙訪 社に 奉仕して ゐた" それが 弘 治の 初 (二 

ニー  六) 神社が 移される と 同時に、 從 つて 移住して、 今の 大堀卽 ち誠訪 社の 前 を 少し 下った 所卽ち 市役所の 

お ほ はふり  ： 

ある 地域に 居 を 構へ てゐ た〕 大 堀の 地名 は大 祝の 轉訛 であると 云 ふ。 大祝は 陬訪の 正 神職 を稱 する 名^で あ 

る 0 

世 は戰國 となって 今 川の 所領であった 濱 松も德 川の 襲 ふ 所と なった。 杉 浦 氏の 祖先に は 徳川方に 屬 して 活 

躍した 人物が ぁリ、 三方 原の 戰 にも 戰功を 立てた と 云 ふ。 而 して li 訪社は 徳川家の 康 土神と して 三百 石の 朱 

印 地 を 給せられ て その 社殿 も造營 せられ、 地方に 於け る 神社と して は名實 共に 一流と なった。 これから fH 餘 

年 を 過ぎて わが 國 頭が 大 祝の 世 職 を 襲いだ ので ある。 

今 (昭和 一 三、 五) 羽 倉 杉 庵 氏の 國頭傳 (昭和 三、 三) を 見る に、 
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せ = 編 ％1! 淵の 師と^ 土の. 學界  四 二  . 

「杉 浦國 頭、 其 先 は桓武 天皇の 皇子 葛 原 親王 後裔 鎮守府 將軍忠 通 七 代の 孫 和 田左衞 門尉義 盛に 出づ。 義碰 

の男義 國.、 初めて 杉 本 氏 を稱す 3 父義盛 北條義 時の 爲に 滅ぼされし 後- 義國 改めて 三 浦 氏を稱 せし が、 IB- に 

雨 氏の 一. 字 を 取りて 杉 浦 氏を稱 する に 至れ"。 後 十數代 を經、 信 俊に 至る。 父祖の 代よ リ三河 势海郡 高 取に 

住居し 松 平 得 川 家に 仕 ふ-) 信 俊 初めて、 遠 江國敷 智郡濱 松に 來 住し、 信 俊の 孫 信定、 弘治ニ 年 七月 敷 知 郡 中 

島 村 鎮座の 詉訪明 神 を 濱松十 王 町 (今の 傳馬 町) に 移し 奉る。 信 定の男 信 重、 孫 家 盛 (又條 家)、 戰國亂 離の 

間に 生れ、 織 田、 今 川、 得 川 (後の 德川) の 間に 仕へ. て戰功 ぁリ、 後 歌 訪明祌 御 守護と なリ、 宮內 大輔に 住 

ぜら る。 故 あ.^ て 姓 平氏 を 改めて， 藤氏 を稱 す。 家 盛 二 男 あ 力。 長 は 家忠、 次 は 家 直。 家忠 本家 を繼ぎ (現 

人 「杉 浦舜 氏の 先 y 次男 家 直 社務 を 奉仕す るに 至れ リ。 此れ 國 頭の 家祖な リ。 家 直の 男 宮內大 輔家定 、孫淸 良 

を經. 主 膳 忠義に 至る，^ 忠義 子な しつ 渡 邊竹庵 周 顯のニ 男 忠成を 養って 子と なす。 忠 成の ち國 頭と 改む o」 

私の 先年の 暗中模索 的の *: 振 も、 玆に 至って 暗 天に 白日 を 望む の烕が ある。 

國頭 は渡邊 氏からの 養子であった。 其の 會祖 平右衞 門、 是は濱 松 城主 松 平 左 馬 承 忠賴に 仕， へ てゐ たが、 

慶長 十四 年に 其の 主家が 斷絕 した 爲に、 野に 下って 土着して 醫を 業と した。 この 子玄 之が 業を繊 いだが、 

この 後妻が 歌訪大 祝の 杉 浦 宮內の 女であった から、 次男 忠義 を 養子と して 杉 浦 家を嗣 がしめ たが、 子が 無 

かった ので • 忠義の 兄 • 卽ち玄 之の 長男 周顯 (竹 庵) の子國 頭が 更に 忠義の 養子と なった ので ある。 それ 

で國 頭が 大 祝に 補任せられ たの は 天 和 三年 (二三 四 三) の 時で、 やうく 六 歳の 時で ある。 以上を圆^^^する 

と 


丄么之 

次男 


叟条 IP, 一  rjJ^RTJ 濱松 iliK 松 平忠賴 _2E  —4^.K 一  1.1  S:  一  f  ^ 1-1 

主家 斷絕 下野して 醫 となる 「展& 號竹 庵」— 國；^ 

杉 浦宮內 gtsl 後妻 


次- A 主 膳 一 


杉 浦 家に 養子す 

訪 瓧の大 祝に 捕 せらる 

^利牟 人と も 云 ふ (中 村 家 文^) 


同姓 同業で は あるが、 徂徠 派の 古文 辭學者 蒙 庵の 出た 渡邊 氏と は異 つて ゐる。 ^庵 は 南 小路に 化し、 この 

家 は 後 道 (今の 千歲 町) にあった とい ふこと である。 

以上 を 要約し、 更に その後 代 を も 附記 すれば 次の やうで ある。 

桓武 天皇— 葛 原 親王 ：： 忠通 I 守 I ヒほ. 和 5 義盛 ー 義國 ほに 信 

父祖の 代よ リ三河 國碧海 郡 高 Is- に う -i*  . 弘仁ニ 年 七月 中島 村-: ハ ！，， ， に 父の 現よ リ：^ .s  、今 川 、通 

俊 住し、 松 平 得 川 (後の 德川) 家に 仕— ()—- 信定 本 松の 認訪 明祌 を-お 松 —— I 1}^ 盛 川に 仕へ て戰功 ぁリ、 瞰肪 

ふ。 遠 江 國 敷 智郡濱 松に 來住  こ 1- . 十 王 町に 奉 移す  1 " ぅノ 叨神御 守魏に 任ぜら る" 宫 

10^^ 本家 を嗣 ぐ、 卽ち濱 松傳： 

內 大輔拜 命、 パ,^ rt^ お 町 本陣、 杉浦彥 の 家 ？ 

平 を 改めて 藤— 

原 氏 氏 を稱す  醫瓧に 奉仕す—  0^  11 1 靑. 《^ 宮內§  Hrl  gl-^g ま 女の 生む 所を翠 とす 

1}^ 擔 卽ち國 頭の 家駔 -.1? ォ 宫內 ゅ輸- I 大祝 ず ®  ；!^ |">中 村 家 §) 

第二 章 庹淵 5" 有 年の 師杉 浦國頭  .  四 三 
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國頭は 延寶六 年 八月 十二 日に、 濱 松の 渡邊竹 庵の 次男と して 生れ、 幼名 を忠 成と 云った。 この 年を屮 心と 

して 學界を 瞥見す るに、 荷 田 春滿は 京に あって やう やく 十歲、 他日 師弟と なり 親戚と なって、 あれ 程の 親密 

な關 係に ならう と は 誰が 豫 期しよう。 なほ 古學界 では 北 村季吟 はこの 數年 前から 源氏物語 湖 月 抄ゃ枕 草紙 恭 

曙抄を 著し、 加 藤 等 I ざが 新 古今 增抄、 徒然 草抄、 伊勢 物語 抄等を 書き、 下 河邊長 流が 緩 歌 林 良材 紫の 板 行 は 


第一 镉 淵の 師と鄉 土の 學界 


赏に 忠義の 兄の 子 

初 名大 擧、 幼名 忠 

成、 號志水 ， 

從五 位下 信 濃 守、 

晚 年飛彈 守に 轉ず 


a-t 式部、 大擧、 春 滞に 舉ぶ 

. 朋拜 享保 十八 年 十一 ヌ歿、 墓 西來院 

-朋途 夭 

-.  一二 男 夭 

阿波 守從 五位 下 大學 

1} 享保 十九 年國 頭の 養子と なる 

> 或 一 1 春滿に 辜び、 後 眞 淵に 入門 - 

ruf 明 和 三年 一月 二十四日 歿- 五十二 鼓 

諡和 照靈神 


四 四； 


幼名 4? 丸、 攝雜 守、 大率 

, . 资暦五 4 元服 

>ff ft 明 和 三^ 1 J 二十四日 大 祝に 捕 せらる 

^  -7 文化 八 年 十二  二十 一 日 残す. 一 ハ 十七 ま 

諡査燹 根靈砷 


伊勢 守、 大學  大學  大 -、 平政 £ とも 云 ふ 

, 文化 A 年 十二  J  二十 一日 大祝 ，，- 15 三河國 長澤松 平氏の 二 男親 敦天保 I 今の 甘 ％ 寺 伯 $s 家より 翁 子 

sffi  1£^;ら"  —  r^^s 元年 八 J 八日 伊勢 守の 養子と なる —— 0 明治維新に 勁 王 報國隊 に參加 

？ >7. 天 和 十 年 三月 二日 歿 五十 t-n 天 保 十 年 三月 二  n: 大 祝に 捕 せらる 靖國 神瓧の 前身 招魂 肚の砷 涫拜命 

？. 1 廉速 难靈神  古學 始祖 略 年譜の 編者  明治 六 年 七 IH; 七日 卒、 四十 三 鼓 


大學 

八チ 官幣大 瓧三島 神社 前 宮司、 矢 田 部 盛 次の 弟 I 

$ 謙の 養子と なる 

大正 二 年卒、 六十 五 歳 


.て 幹 現存 、五十一 歲 


-貞幹 


千 葉縣に 住す 

現存 四十 二 鼓 

中 泉 町に 住す 


I 1 男 


この 前年で あるし、 僧 契 仲の 萬 葉 代 匠 記の 初 稿 はこの 翌々 年に 成って ゐる。 その他 水戶 光園、 山 鹿 素行、 山 

崎 闇齋、 貝 原 益 軒、 井原西鶴、 西 山 宗因等 ぁリ、 上に 學問 好きの 將 軍綱吉 があって 文 學の範 となった から、 

世の 平和と 相俟って 文 蓮い よく 隆々、 所謂 將に」 兀祿 時代 を 出現 せんとして ゐた 時であった。 

かう した 時代に 呱々 の聲を あげ、 年と ともに 東都に も 出て、 その {<H 氣を 多量に 呼吸して、 他日 國學者 杉 浦 

國 頭が 育成され たので ある。 國 頭が 養 はれた 杉 浦 家 は 前述の 如く 地方 門閥と して 問えて ゐた、 卽ち、 後世 京 

の 甘露 寺 家から 養子が 來 たこと から も 其の 一斑 は 知られる が、 國 頭の 養父 忠義の 晩年に、 京都の 高貴の 方が 

杉 浦 家に 宿泊した 記 錄が殘 つて ゐる。 卽 ち古學 始祖 略 年譜に、 

河 野中 納言季 信 卿 あづまに 下 リ給ふ 折から 忠義が 家に 宿リ給 ひける に 折し も、 秋の 半に なリ 有ければ、 庭 

の 虫の 音い といみ じきな どの 給 ひて 虫の 歌 一 首よ みて 忠義に えさせ 給 ひけ リ となん。 

ふ 力す て、 誰か は 過ん いろくの 秋の 花 野の す」 虫の 聲  季信 

その あしたみ 社に まう で 給 ひて 旅立 給 ふとなん。 

また 西 園 寺中納 言實輔 卿に も 忠義が 家に やどし 給 ふとなん。  • 

と ある。 忠義 もさす がに 風雅 を 心得て ゐ たやう で 一 首殘 つて ゐる。 

う み 

沖の 風 吹ぬ る 時 はわた つみの なみの 花 こそ 晚 まさ リ けれ 

巿史 に、 國頭は 家庭に 於て 國學 を學ん だと ある。 成程 かう して 京の 公家 あたりに 應接も 出來、 詠歌 も出來 

笫ニ章 若年の 師杉 浦鬮頭  四 五 


笫ー編 i£ ！! 淵の 師と鄕 土の gjf 界  四 六 

た 養父 忠義であった から、 就いて 學 ベば 學 ばれた ことで あらう が、 次に 述べる 通 リ六歲 にして 養父と 死別 レ 

たと 見るべき であるから、 「家庭に 於て 國學 を學 ぶ」 とまで は 云 はれない。 それとも 巿史の 叙述 は 何 か 他に 突 一 

料あって のこと であるか も 判らな い。 

國 頭が 誠訪 社の 大 祝に 補せられ たの は 前記の 如く 天 和 三年と あるから、 やう/、、 六歲 である。 國頭 以下 歡 

代の 例に 依って 観る にこの 大 祝の 職 は 前代の 死亡と 同時に 補任せられ るので あつたから、 養父お の •： ^も-」 一 

くに あな W り  •  . 

の 年で あらう。 幼名 忠成 を大 舉と稱 し- 國 頭と 改める に 至った の は 何時の ことか 判然し ない。 二十 四 歲には 一 

信 濃 守と ぁリ、 それよ リ 後に 修理 亮 ともなって ゐ る.」 篤 胤の 玉櫸に 國顯と あるの は 誤で ある こと は 先^も 

に 述べて ゐる。 後日の 同門 同學の 親友 柳 瀨方塾 も 森陣昌 も國頭 八歲の 年に 生れ、 十歲の 時には 束 海に 於け る 一 

古文 辭學 派の 楝領渡 追 蒙 庵が 生れ- 十三 歲の 時に 將來 妻た るべき， ^ 倉 政 子が 信 元の 女と して」；：： 小の 伏 見の 稻荷： 

社に 生れて ゐる。 

元祿四 年國； H 十四 歲の 二月 五日に 將 軍綱吉 公の 御能拜 見の 光榮に 浴した。 諷訪 神社 も 隣の 五社 神社 も 同 様！ 

であった が 年 一え の 禮には 江戶に 出で 將軍 家に 拜謁を 賜 はるの が 例と なって ゐ たやう である。 卽ち 三百 石と 一 

云. ふ 印 朱 地 を 戴き、 將軍 家の 牽； 土神と せられた ことがあ つたと 云 ふ 由緖に 依る もので あらう。 他社に 於て は 一 

將 軍の 代替り の 初めての 年頭の みに 出府した やうで あるが、 兩社は 特別であった。 この 年に 隨頭は 出府して 一 

年！ a の 辭を言 上した が、 その 時 綱 吉公御 .0 身の 能を拜 見す る こと を 許され、 精進料理 を 賜 はった。 十四^^にー 

して 鬼に 角に、 將軍 家と 同席す る 光 榮を擔 ふの 膽が ぁリ、 その 禮法を 心得て ゐ たもので あるから その 才物で 


あった こと は 想像に 難くな い。 

更に また、 將 軍の 御講筵 も聽 聞す るの 光榮 をも擔 つた。 それ は 元祿八 年、 十八 歳の 二月 七日で ある。 問 

好きの 綱吉 公が 自ら 儒 書 を 講じた こと は 有名な ことで あるが、 この 時 は 易の 隨 卦ー卦 であった が、 國； 如に は 

文 臺ー脚 を 得させて 書籍 を その上に 置いて 講義 を聽 くこと を 許され、 終って、 雅宴を 張り 御酒 看 を 給 はリ、 

その 御 仕舞 をも拜 見せ しめられ たと 云 ふ 重々 の 光榮に 浴して ゐる。 岡 部 翁の 杉 浦國頭 大人 略 年譜に、 この 十 

八 歳の 年 五月に 芝 崎 好 高の 紹介に 依って 春滿に 入門した と あるの は、 明かに 誤 (或は 誤植) であった、 港滿 

が 江戶に 出た の はこれ ょリ 後の 元祿 十三 年であって、 この 時には 未だ 江戶に 居らな い。 

以上 國. ぼの 生れて、 十八 歲に 至る までの こと を 記した。 その 杉 浦 家の 大要 や 若年ながら 餘程 人物であって 

大祝 としての 立派な 行動 をして ゐる ことな ど を 窺 ひ 得た こと \ 思 ふ。 

四 春滿に 入門、 荷 田 政 子.^ の 結婚 

鲁 

謙 訪 神社が 六本 松から 常 寒 山に 遷座され てから、 國 頭の 時代に は 已に百 五十 年に も 成リ、 その 間 度々 の 修繕 

はあった が、 隨 分類 破して 來 たこと であらう。 國頭は その 社殿の 造 營と云 ふ 大願 5^; を 起した。 勿論  一 {豕 の 支 

出 も ぁリ、 地方の 寄附 金 も あらう。 而し 何としても 幕府の 特別の 保護 を 受けて ゐた 由緒 ある 神社で あるか 

ら、 幕府の 了解 を 得て その 支 辨を請 ふの が 當然の 行き方で ある。 幕府と しても その 腐朽 を その ま \见 てはゐ 

ない 譯 では あるが、 經費 多端 は 何時の 時代の 政府で も變^ はない。 殊に 家康 頃の 畜財も 元祿の 豪^な 時代に 
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笫ー 镯 眞 淵の 師と邀 土の 舉界  四 八  一 

なって いよく 窮乏 を 告げて 來 たので あるから、 この 造營は 一 層 困難で ある。 その 了解 運動 は赏に 容易の こと」 

ではなかった やうで、 永年に 渡リ、 何十 囘 となく 出府して 各方 面の 折衝 を 要した ものである。 少し 後れて 隣 一 

の 五社 神社 も 同様の 運動 を 始めて、 國 頭と 同じく 春滿に 入門した 神主 森暉昌 も隨分 出府して、 終に 兩社 とも 一 

相 揃って 成功した ので ある C この 社殿 造營の 運動が それ 以外に 意外な いろいろな 結果 を 冒す こと、 なった。 一 

國 頭が この 運動の ために 出府した の は、 次の 春 滿の寶 永 元年 四月の 害狀に 「遠 州 濱松歌 訪社祌 主 杉 浦信蘧 

守と 申 仁 御座 候、 此仁六 七年已 來、， 陬訪社 御 修理 願に 當 地に 出 申 候處」 と あるから、 元祿 九、 十 年、 十九 歲： 

か 二十 歲 頃からで あらう。 で、 前述の 如く この 運動に は 諸方 面の 諒解が 必要であった ので、 一過 間 や 十日で 

は 中々 足リ なく * 餘程長 逗留に なった ものである。 經濟 的に は 餘裕の ある 境遇に あ"、 祭禮 以外 はさして 所 

用 もない から、 旁々 在府 して 諸方 面と 交.^、 問學 にも 志した ことで あらう。 元祿 十四 年 二十 四 歲の時 も 矢 張 一 

リ在府 したが、 案內 する 人が あって、 若柯 求と 云 ふ 人の 許に しばく 通って 歌 を 詠んで ゐる。  一 

ニ年經 つて 元 祿ナ六 年 二十 六 歳の 五月に、 常時 東都で 賣 出して 來た古 學者荷 田 春滿に 入門した ので ある。 一 

卽ち祌 田 明 神社の 芝 崎宫內 少輔好 高の 紹介に 依った ので ある。 この 芝 崎 家 は 古く 文明、 明應の 頃から この 由 一 

緒 ある 神社の 神官 を 勤めて. 來た 門閥で ある。 國 頭が 何う して 知合つ たかは 知る 由 もない が、 隨分 仲よ く 交際 

し、 後に は國 頭と 姻戚に も 成った から 一層の 親善 を 加へ、 後年 眞 淵が 江戶に 下った 當初、 この 芝 崎 家に 留宿ー 

した ことの あるの は國 頭の 紹介に 依った ものである。 卽ち、 是ょリ 前， 春滿 は元祿 十三 年 四月 三十 ニ歲 で- 

東 下し、 次いで その 女 直 子 も 姪の 眞子も 卷満の 後 を 追って 江 戶に來 たので あるが、 この 直 子の 嫁した 芝 崎 好 


紀と云 ふ は 好 高の 子 か 弟で あらう と 思 ふ。 而 して 眞子は 後に 國 頭に 嫁した ので ある。 

この 年、 卽 ち元祿 十六 年に 正月. 二月、 三月の 各 十九 日 及び 五月 十五 日に 萱場 町の 春滿の 寓居に 於て 歌會 

があって 國頭は 出席して ゐる。 して 見る と、 始め 三囘 ばか リは好 高に 從 つて 春 滿の門 をた、 き 遂に 五月に 入 

門す るに 至った もので あらう。 この 新 門人の ために 春滿は 諫訪祌 社. 神甞 祭の 祭文 及び 同社 例月 望 日の 壽詞を 

草して ゐる。 

以來國 頭 は 上京す る 度に 春滿に 就いた。 「大方 在 n 江戶 一勝」 と 春滿の 手紙に も ある 通リ、 江戶に 逗留す る こ 

とが 多かった。 殊に この 翌年 その 姪眞 子を娶 つてから は、 卷滿は 敷 島の 道 は 勿論 古學に 就いても 一層 その 蔬 

蓄を 傾けて 靑年學 徒 國頭を 導いた。 國頭も 聰明の 才物で あつたから その 學は 愈々 進境に 入った ので ある。 

次に 國 頭と 眞 子との 結婚に 就いて 述べる， _ 

眞子は 政 子 • 雅 子と も #： き、 後に は眞 崎と も 云った。 春 滿の妹 茂 子が、 同族 駿河守 信 元に 嫁して 生れた 子 

である。 幼くて 緣遷の 筑前黑 田 侯の 家臣 中 村 三右衞 門に 養 はれて 九州に 下リ、 後 また 赏 家に 歸り、 ^に 伯父 

春 满の後 を 追うて 江戶に 下リ、 遂に その 養女と なった ので ある。 斯くて 眞 子は當 時として は旣に 相當の 年頃 

にもな つたので 引取った 卷滿も 善き 聲 がね をと 思って ゐた であらう。 その 選に 當 つたの が であった ので 

ある。 それで 以前から 門人で 入魂であった 芝 鱭好高 や 平 內大隅 政治に その 榦旋 を依賴 した もので あらう。 好 

高等 は兩 人と は 共に 親しくして ゐ たので、 話 は 何の 心 も 置きな く、 とんく と述ん だものと える" ひ：； S 時赛 

滿が眞 子の 實父信 元に この 結婚に 就いて、 事情 を 詳述して 意見 を 求めた 寄 狀が殘 つて ゐる" 
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前略 我等 門弟に 遠 州 濱松歌 訪祌主 杉 浦 信 濃 守と 申 仁 御座 候、 此仁六 七 年 已來、 ^訪社 御 修理 願に 當 地に 出 

申候處 中略) 去 夏より 我等 門弟に 成 被 申、 內外 心安 仕 候、 此仁 人柄 も 負 信に て、 我等 道， 殊の外 信仰の 方 

にて 候 (中略) 信 濃 守 は社領 三百 石 取 一 神主に て 社僧 も 無 之 下 社 人な ど 持ち 候へ 共、 諸事 一人 支配に て、 所 

にて はかくれ も 無 之 者に て 候、 其 身 風雅 學問有 之 候 而音樂 歌 鞠を樂 しみと 致し 暮し候 家に て、 關束 筋に て 

は隨分 風儀よ ろしき 祌 主にて 有 之 候 (中略) 何と ぞー 借金 被 成 候て、 信 濃 守 方へ 被 造 まじき や、 貴様ば かり- 

に 借金 も 致させ 申 問 敷、  此方 にても 少々 借金 致し 候て 有附可 申、 御 同心 _ にて 候 や 御 不同 心に て！ や、 如何 

程まで は 金子 御 出し 可 被 成 候 や、 其 段 急使に 御 返事 承 度 候、 御 返事 次第、 取組 見 可 申， 是も觅 角 上り 可 申 

と 存じ 候 故、 無用の 入用より は、 それに 加 倍 致し 候て、 有附 候へば 一生の 片付に て 候 間可然 かと 存、 申 進 

候、 とかくく 思 召 寄 早々 御 返事 待 入 候、 ケ 様の 事遲々 候て は 埒明不 申、 信 州 も 未だ 無 妻に て、 只今 諸方 

聞 合せ 被 申候樣 子に 相 聞え 申 候 故、 平 內も存 寄に ての 事に て 候、 畢竟 我等 道 相 傅 申 度 所存 も 候 故、 娘 分に 

貰 ひ 申 候 は f 相談 可 申と は 申 置 候へ ども、 江戶 筋の 緣組 中々 夥敷 事故、 まいる ぞ、 か、 るぞ との 緣 組に は 

我等 取組 申 事に て は 無 之 候、 おそれながら 夜着 ふとん 迄 も、 一通 リも無 之 程の 事に て 候へ ども、 二三 十兩 

入 候 とても 目に 見え 申 程の 事 は 有 之 間 敷と 存じ 候、 せめて 三十 雨 程 御 出し 候 は V 我 七 五六 兩は 借金 致し 

それ 程に て は 丸裸と 申 候ても よろしく 候 はんと 存じ 候、 いか マ/ \ -、 とかく 早々 御 返事う け 給 度 候、 遠 州 

にて は 誰も 知 申候祌 主にて 殊に 此度 訴訟 も 相 叶 候て、 當 年中 御 修覆可 被 仰 付 候 由に 相濟 申、 御 修稷も 三千 

雨の 御 修理に て 天下 無類の 結構 成 御社と、 承 及び 候、 何 にても 三百 石 一 神主と 申 者、 行末の 賴も有 之 方に 


て 候 相 調 候へば 我等 規模 も 有 之、 其 元外隨 もよ くく 候 はんと 存じ 候 事、 濟候上 は 少しも 共 元より-人 御 下 

し 候 事 も入不 申、 我等う けこみ こしら へ 遣し 可 申 引取 申 事 は、 彼方より-引 とらせ；？ 申と 存じ 候、 御 返事 次 

第 取組 見 可 申、 爲， 其、 以ー： 町 飛脚， 如， 此 御座 候、 何 か 申 進度 事 山々 ながら 此度 はお 政事 一 卷可中 r 近 申殘候 

勿々 

卯月 十四日 (寶永 元年) 

この 手紙 は緣 組の 話 を 進めよう かとして ゐる とき 取 急いで 害いた ものである こと は 一 兄して 判る。 なほこ 

の 文面に 依って 國 頭の 江 戶 出府の 事情 やその 人物の 槪 耍ゃ濱 松の 詉訪 社の 修造 事情な ど を知リ 得る の は 如何 

にも 貴重な 資料で ある。. 

断くて 眞子 は寶永 元年の 秋に なって 目出度 江戶を 立って 濱 松に 腰 入す る ことにな つた。 赛滿は 親代リ とし 

て 何 かの 面倒 を 見た のであった。 時に 國頭は 二十 七歲、 眞子は うら 若い 十五 歲。 嘗て は 親の 許 を 離れて 九州 

に 行き、 更に 江戶の 旅-さに 日 を 送り、 三度して 濱 松に 行く、 まだ 二八の 花 も 錠び やらぬ 少女の 心 はさす がに 

淋しかった であらう が、 而し 世に も 稀な 英俊 を 夫に 持ち、 終生 か しづく こと を 思へば、 ざ ざん ざの 松の 韻 は 

一 入の 與趣も 起きた ことで あらう。 國頭 も在府 して は 日頃 その 年若き にも 似ない 才嫁 たる こと は 知って ゐる 

し、 已に其 伯父よ リ古學 や 歌道の 敎へも 受けて ゐる こと を 開き もし、 见 もして、 ゆかし さも 感じて ゐる。 殊 

にわが 崇. 拜 措かざる その 古學 道の 師 君の. 姪で ある。 あ、、 同學、 同 趣 夫唱婦 和が よく 行 はる、 比^, 述理の 契 

はこ >r に 結ばれた ので ある。 新くて、 國頭 時代の 濱松 諷訪社 はいよ く艰 海に 於け る 古舉の 中心た る 觀を呈 
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する に 至リ、 徂徠 派の 春臺 門人の 碩學 渡邊蒙 庵が 同じ 地に 於て 古文 辭學 を唱 へて 東海に 屹 立し たのと 相 llf 一 

レ， 和漢 兩古學 の. 淵源が 恰も 時 を 同じう して この 濱 松に 湧出した ので ある。 

さて、 彼の 手紙に も ある 通リ、 この 結婚式に は 實父信 元は 濱 松に 至らず、 春滿は 付添って 下. リ、 句餘 の！； N』 一 

留を なして ゐ るから、 大方 この 時 旣に國 頭 一派の 雅人 達と も 交リを 結んだ もので あらう- - この 結 緣後信 元が： 

國 頭の 實兄渡 邊玄 之に 宛てた 書 狀に  . 

然者、 同姓 齋 方に 罷在 候、 政 儀 信 濃 守檨御 引取 被 下、 未だ 幼 乳 者の 儀 云々 (註、 齋は^|^^1、 政 は 114、 子、 羞 

の眞 崎)  ，ー 

】 

と ぁリ、 親と して はさす がに いと ほしかった もので あらう。 なほこの 婚儀が あって、 間も無く、 齊永ニ 年 四 

n: 二 七 一 日附 で、 前述の 筑前 候に 仕へ て ゐる中 村 三 右衛門 は 信 元に 宛て. -、 

舊膪 書狀， 當 二月 初に 相 達し 致拜見 候、 おまさ 殿彌 首尾 相 調 ひ、 濱松 へ 御 無事 御 越し、 御 婚禮- 相脾申 候： 

由、 具 さに 承知 仕 候、 貴樣御 安堵、. 御 大慶の 程、 察 入 目出度 奉， 存候、 此方 にても 御 同前に、 大悅仕 候 

に 御座 候、 齋 殿不： 一大 形 一 御世 話ながら、 是又御 大慶 可， 被， 成と 察 入 候  一 

斯う 申 送って ゐる ~ 是 もこの 春 滿と眞 崎との 結婚の 消息 を 物語って ゐる。 以上 兩人 結婚 始末の 资料は 主と し 一 

て 羽 倉 信 一 郞 氏の 調査に 依った ものである" 

断くて 具 崎は濱 松の 人と なった ので あるが、 伯父 春滿と は、 夫君 國， H と共に 出府した 序 や、 春 滿が兩 都 上 _ 

下向の 折な どに は 度々 對 面 もした ので あるが、 .货 父 信 元と は 殆ど 遭 ふ 機會も 無かった やうで ある 折々 は 雁 一 


の 便リに 大和歌 は 添へ たこと であらう が、 それすら も、 世のさがに係はクて兎角^^  くなり勝でぁった。 享保 

十四 年 六月 ニナ 日に、 良夫國 頭に 伴 はれて、 初めての 里 歸リに 入洛した ので ある。 春 滿 も 殊に、 嵐； 崎 もさ こ 

そであった らうが、 信 元の 欣悅は 一 入で、 老の眼 を しばたたい たこと であらう。 眞崎 はなつ かしい 賀 茂の 夕 

凉、 轄 蛾の 靑葉、 荷 田家の 歌會 など 思 出も盡 きなかった。 ことに 赛滿 と共に 修學院 離宮 を拜觀 した こと は 面 

だた しさの 限りであった。 

^^^^乂の長月廿五日(享保十四年)娃まさきをともなひ、 すがく 院の 離宮に まう で ：！^: るに^ 利 みちびきして、 

御山の 紅葉 をみ せ侍リ しかば よみけ る 

もみち 葉に 御幸 待え る山姬 やさ も 世に 知ぬ 色に そむらん ，  まさき 

みゆき 絕ぬ 山の 紅葉 はいく 千入染 てう へ なき 色に てるらん 

みゆき も此秋 はま だお ほせ 出されざる よし 聞 侍れば 

まちつ けんみ ゆきのた めか 山 媛の まだ 染 のこす 木々 も あ リけリ 

さリ とて 何時までも 留まるべき でもな い、 さらで だに 悲しき 秋、 紅葉 もやう/ \ 色づく 長月の 頃 都 を 立つ こ 

とに なった。 老父 は淚 ながら 

身は老 ぬまた 逢 ふ 事 を いっか はと 思 ふ 別に 袖ぞ ひがたき 

と。 之が やがて 永遠の 別と なった ことで あらう。 この時眞崎は濱松に腰入してからニ十六年目の四十^^の時 

であった。 
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玉 其の後の 國 頭と 春満. 0 の關 151- 


3 兴 崎を娶 つてから は、 「我等 道 相 傳申度 所存」 のあった 春滿 は、 一層 その 該博な 蕴莕を 傾けた こと は 想像に 

難くない。 國頭 も古學 修業に 些の 緩み もな く打續 けた。 以下 年代順に 雨 者の 關係を 略述して、 是 を赏證 する 

こと \ する。 

元祿 十六 年 廿六歲 五月 六日 泰満に r<- 門- その 時の 契約 錄に信 濃 守從 五位 下 藤 原 朝臣 國 頭と ある。 こ Q 年数 その 歌 

. 會に 出席。 

寳 永 元年 廿七歲 政 子を娶 る。 

同 三年 廿九歲 一、 正月、 二月、 三月 各 十九 日、 江 戶泰満 の 家 0 歌會に 出席。 

一 • 赛満 より 次 Q 書籍 を 借寫。 

ァ、 二月、 定家鄉 鷹 問答 一. 卷、 磨 造 遙抄、 白.脬n^-ー卷 

ィ、 三月 • 魔 偉 一 卷、 西 明 殿 魔 百 首 一 卷、 魔 秘傳抄 一 卷 

ゥ、 五月、 豊 秋津島 ト定記 一 卷、 装束 稚事 一 卷 

同 五 年 E ^一歳 一、 正月 十九 日、 养満の 家に 歌 きがあり、 出席。 

一、 同廿 三日、 春満 と共に 五 時 五十 首 を 詠む、 名付けて 雨 i 「百 首と 云 ふ。 

一、 閏 正月 十 SI 日、 赛満 0 家に て 一 日 百 首 を 詠む、 芝 崎 好 薪、 龜井松 堂、 藤原師 親等 同席。 

1、 二月 十三 日、 祌田明 神 好 高の 家に て 一 日 千 首の 歌 I、  00. 好 高、 松 堂、 藤 原 光久、 深 五十， 


同 


六 年 

七 年 


卅ニ歲 

卅三歲 


麿. 奥 村 松 碩. 眞崎、 長左衛 門出 席- 

, 五月 春満 より 次 Q 書 を 借寫。 

愚見 抄 一 卷、 和歌 雜集 一 卷、 てにをは 傳 一 卷、 七夕 七 首 歌合 一 卷。 

• この 年 春 溝より 古今 和歌 集 秘傳を 授けら る。 

、 二月 七日、 卷満 0 家に て 花 月の 歌 十 首 を 詠む" 

、 养満 より 物 具 装束 抄 一 卷を 借寫" 

、 羽 倉 信舍 より 稻荷社 御法樂 和歌 1 卷を 借寫。  、 

， 春満 より 御 卽位大 嘗會を 記せる 書 一 卷 借寫。 

、 九月 十一 一 一 日夜、 泰満の 家に 月の 歌 を 詠む。 

， 四月 十二 日、 春満 上京 Q 途、 濱 松の 國 頭の 家に 立 寄る。 十三 日 詩歌 會。 

、 六月 赛満 より 水 日 集 一 卷を借 It 

、 四月 十日 國頭等 箱 根 湯治に 行く、 泰満の 餞 歌が ある。 之 は 大方 闹頭在 府屮の 時で あ、，： う j 

、 七月 廿日 Q ころ、 春満 上京 Q 途次： m 松 0 國頭 Q 家に 暫 らく 滞 53、 この 時 八月 朔 日^! i 古今^ 

Q 序 を 書く。 八月 二日 濱松を 立つ。 

、 年頭に 江戸に 下りて 丸 山 菊 坂 C} 春満の 家に 在り、 g; 月 十六 日 こ 、を 出立す る。 

以上に 依って 國頭 廿六歲 より 景八歲 に 至る までの 春滿 との 關係は 略々 知られた ので あるが、 更に 之 を槪括 

して 置く。 國頭は 常に 直接 歌の 指導 を \{ マ-けて 居リ、 早く 古今の 秘傳を 受け、 歌會に 於て 詠 を 共に する こと 三 
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同 三年 
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卅五歲 

卅六歲 


同 四 年 卅七歲 


同 五 年 卅八歲 
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十 餘囘の 記錄を 見. その 場所 は 初 は 江戶が 多く、 中頃 春滿 上下 向の 折 足 を 留めた 濱松、 終り は 京都の 伏见 

が 多い。 而 して 春滿 家の 歌 會の 兼題に 出 詠す る こと も 蓋し 數十百 同で あらう つ その 古典 溝 說に預 つた 記錄は 

餘り 見えて ゐな いが、 春滿 の江戶 逗留 中に 於て は 熱心に その 筵に 參し たもので ある こと は 上記の 文面に 依つ 

て も ほ 推察せられ るので ある 「- 而 して 春滿の 著書 やその 所藏 古典 を借寫 したの は 合 はせ て 三十 部 餘百卷 を 

突破す るで あらう。 なほ 春滿 歿後 も 荷 田家から 借寫 する こと を 怠らな い。 而 かも 其の 間に 月日と 共に. InM- の 

著 害 を 完成して ゐる。 如何に 筆说に 親しみ、 不 斷の大 努力 を績 けて ゐ たかを 窺 ふに 足る。 而 して 一家の こと 

\ して は. かの 眞崎を 要って 春 滿とは 姻戚 關 係と. なりて、 互に 相來往 し， その 實子 朋理も 京に 舉んで その 遼 

化 を 受けた が 不幸に して 夭し、 養子 國滿 代って， 更に 上京 修業す る こと 四 年の 長き に 百 ーリ、 その 死後、 濱松 

に歸 つて ゐる。 この 國滿は 更に a (淵に 入門し、 地方 祌道 界、 國學界 に貢獻 した 功 は 莠父國 頭の 名 を 一 1^ 顯揚 

した ものである。 而 して 春滿に 就舉 する 中に 東西の 歌人、 國學 の士と 交遊す るに 至った のも國 頭を大 ならし 

むる 1 因で もあった らう。 

斯 くの 如く 春 滿は國 頭の 大恩 人で あるから 春 滿が元 文 元年 七：^ 二日、 六十 八歲を 一 期と した この 際に 於け 

る 國頭は 如何にも 弟子の 至情 を 捧げて ゐる。 稻荷 社の 四 代 羽 倉 信 元の 男で、 春滿の 末弟 信 名の 養子と なった 

荷 田 延武の 家 記の 元 文 元年 七月 朔 日の 條に、 

一、 今日 荷 田春滿 先生 再發、 一族 D 藥カ を賴と 謂れ 候、 七 年來の 病根、 大„ ^の 中の 暑、 如何と も 可， 爲便， 


も 無 候、 今朝より 午 ノ刻前 迄 は、 鈴 木重經 杉浦國 香、 我 道の 學筋氣 丈に 物語られ 候處、 

斯くて 二日の 午ノ 下 刻に 落命して、 「扠々 千年 此方 之 仁 を、 天 壽の限 無-: 是非 一也」 と惜 まれた。 而 して 三日に は 

一、 年日柬 丸公 葬 之 俊、 家賴 ども 打 寄 諸事 一 相 調 也 (中略) 尊 骸御暇 乞， 今 申 ノ下刻 當所親 節 北へ 外 門弟 備前濱 

松 森 兵 部 允、 杉 浦 大學等 迄 相濟、 入棺 之 儀 夜-一入。  - 

而 して 四 nS は 葬儀で ある。 

一、 今日 申 ノ刻東 丸公 葬儀 相納、 兑 送の 輩、 信舍、 信滿、 鈴 木 重經、 信武、 門弟 中備前 守、 伊豆守、 視川 

宮內、 同 肥 後 守、 遠州濱 松、 杉 浦 大學、 同所 木 村 兵 部 右 之 輩 也、 (三日の 記事と 照合す るに 木忖と ある は 森 

の 誤 か) 

さて、 右の 春滿發 病の 時 r 度 居 合 はせ た 杉浦國 香と は 誰で あらう か。 杉 浦 家から は 荷 田家に 寄宿 勉强 して 

居った の は 前に 國 頭の 實 子朋理 があった が、 享保 十八 年 十 一 月 九日に 妖して 居り、 養子 國滿 は享保 十九 年 ( 一 

說に元 文 元年 五 晦日) 杉 浦 家に 養子と なって、 この 年に 上京して 「四ケ 年の 間と，， ^まれ リ。」 と あるから、 

この 國滿の 誤 かと も 思 はれる。. 而し荷 田家の 和歌 稽古 會害留 に は 國滿の 名で は 一 度 も 見えて ゐな い 所から 見 

ると. これ は 何う かと 思 ふ。 次の 三日の 記事に 森 兵 部 允と 共に 杉 浦大學 (卽 ち！： 頭) が ある。 また 四 n に は 同 

じく 大 g& と 森 兵 部と 並 記して ある。 濱 松で 森と 云へば 春滿 門人で は 森 民 部陬昌 である。 兵 は 民の 誤記で でも 
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あらう。 何れ この 日記の 筆者 は 聞 書した もので あらう から 誤った もので あらう。 鬼に 角、 この 森 民 部と 杉 浦 

大學と は 一日の 病 氣再發 を 開いて、 三日に 驅け 付ける は 距離の 關 係から 考 へられない ことであって、 丁度 荷 

田家に 居 合 はせ たと 見る よ.^ 外 はない。 して 見れば かの 一 日の 國 香と ある は國 頭で あると 推定す る 方が 當っ 

てゐ るで あらう。 之 は 前記の やうに 聞 害した 時に 大方 筆者の 不用意からの 誤記で あらう。 

斯様に 國頭 は暉昌 と共に 相携 へて 在京して ゐた 時に 恩師 春滿 の不宰 に 出合った ので ある。 嘗て、 恭滿が 手 

紙の 中に 「我等 道 相 傳申度 所存 も 候」 と 述べた その 國 頭と 生涯の 最後の 日に 「我 道の € -筋氣 丈に 物語られ」 

てゐ たの は 如何にも 因緣 とも 云 ふべき で、 春滿 もせ めても の fi 足であった こと」 思 はれる。 國 頭 とても、 ゆ 

くり-無 くも 老師の 最期に 居 合 はせ て、 その 奇 しき ゆか リを 喜んだ ことで あら、 リ 「- 入棺に も 立 合 ひ、 送 雜の行 

列に も 加 はって. 後見 返りつ \濱 松に 歸來 したので あった。 

國頭を 介して 春滿の 培った 濱松 地方の 古學 はいよ く 盛大の 運に 向 はう として 居った。 li は M 恭滿 はこの 

地方 國學 の宗師 である。 この 年の 八月 十七 日に 國頭は 門人 共 を 多く 諫訪 社に 集めて その 靈祭を 行った。 その 

時の 祝詞 や 祭式 說明 * 等 は 長く 杉 浦 家に 保存せられ てあつた。 この 折の 眞 崎の 歌 + 

對レ月 忍レ昔 

した ふに も 令 はか ひなき 昔 かな 月 を みやこの 秋め でし 夜 を 

すむ 月に その 夜の 秋の あらまし も 思 出で て は 袖し ぼるな リ 

なほ 元 文 二 年 七月 二日の 一 週 忌に はまた 靈祭を 行って 亡き 恩師 を慍ん だ。 崎の 「やどの 梅」 に 


春满 去年の；^ うせ 給ぬ とふる さとより-つけこし、 こと も、 いつしかけ ふの 日に めぐ リ來 こけれ f、 手 向 

によみ 侍る 

思 ひ 出る 秋ぞ 露け き 荻の 葉に こぞ 音 づれし 風の 便 を 

大方 その後 も 忌日々々 に は その 祭儀 は缺 かさなかった ことで あらう。 所くて、 師に 後る 、こと 四 年に して 

國頭も 其 後 を 追つ たので ある。 

六國 頭と 眞淵 

國 頭の 妻 眞崎は 寳永四 年の 頃から 元 文 頃までの 歌 を 紫め て八卷 となした、 これが 前記の 「宿の 梅」 である 

が、 その 中に 

ことしき さらぎ 岡 部 氏の 子に、 はじめて 手 習 ふこと ほぎ に、 雅 子の よめる 歌 

いつしか もはやお ひ 立て 二つ 三つけ ふ 書初る みづ ぐき の あと 

書と らん 行 へ をぞ思 ふお ひ 立てけ ふ ふみ そむる 水く きの あと 

この 「岡 部 氏の 子」 と は卽ち 後の 賀茂眞 淵で ある。 この 年は甫 めて 十一 歲、 國 頭に 入 円 したので あって、 

この 時 國頭は 三十 歲、 眞崎は 十八 歲の若 妻で ある。 是を 以て 雨 大人の 關 係の 初見と する。 3 科 淵の 父 政 信は旣 

に 早くから 春 滿とは 交 はり、 國 頭と は 同じ 門閥で 間近な 所に 居った ことで も あるから- 互に 入魂. にして ゐ 

た、 旁々 この 入門と なった もので あらう と 推定す る。  . 
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さて、 國 .H の 家の 歌會の 初見 は正德 三年 四月 十五 日で ある。 これ は春滿 が江戶 から 上京の 途次 立 寄った 折 

のこと である。 以來春 滿が濱 松 通過す る 度に 詩歌の 會は 催された ので あるが、 この 國. H の 家の 會に 淵が 

え 出した の は 享保五 年 十 一 ガ+ 六日に 月次 會が 始められてから 後の ことで ある。 想 ふに" m より 以前から も 出 

席して 卷滿 とも 相 接し、 國 頭に は 引續 いて 世話になって ゐ たもので ある。 この 享保五 年は異 淵 は 政 信と；： ムっ 

て 二十 四歲. 國頭は 四十 三歲 である。 その 翌年の 月次 會には 眞淵は 政 藤と 改名して 出席し、 莩保八 年 十二お 

に は 政 盛と 改名して ゐる。 この 年の 九月に 攝津國 住吉社 及び 駿河 國沼津 淺間宮 奉納 百 首 歌の 中に 富士の 超で 

兩 人並んで 出 詠して ゐる、 

ふじのね と 世に しれば こそ 空の 上の 白き 地 雪の 光と は 見れ  藤 國頭 

月 かげ さす { 仝に よそ ひて 朝夕の すがた ことなる 雪の ふじのね  賀茂政 藤 

^様に 在鄕 時代に 於て は 眞淵は 幼少から 國 頭の 敎を 受け、 靑年の修學時代の古學は殆ど國頭の^^に依った 

もので あらう。 而 して その上 京して 春滿に 入門す る も、 荷 田 氏の 在 滿ゃ信 名を賴 つて 江 戶 に出づ るに 就いて 

も 一 方なら ぬ 恩顧 を 受けた ので ある。 

卽ち、 i 〈淵が 享保 十八 年に 上京す るに 就いては 國 頭の 養子 國 滿の靑 侍と なって 行った と 云 ふこと は、 已に 

先载も 云った やうに 事赏に 相違 は あると しても、 杉 浦 家の 後援が あつたと 云 ふ 一 傍證に はなる" ^してき^ 

と國 頭と は 姻戚の 濃い 間柄で ぁリ、 肺 弟で も ぁリ. その實子朋理が荷田家に在ること數年に！^？：ってゐる當時 

のこと であるから、 たと へ春滿 とは眞 淵の 亡父が 交際し 已に眞 淵 も その 聲 咳に は 接して ゐ たと は 云へ、 玆に 


更 めて 入門す るに 當 つて は 國 頭の 紹介が 無い と は 何う して 云へ よう。 而 して 元 文 二 年の 江戶 下向に 就いては 

荷 田 信 名に 國 頭よ リ豫め その 出府の 旨 を 通知して、 その 世話 を賴ん でゐる こと は 信 名の 日記に 明かで ある。 

斯様に 打., a- ねて 世話になった 國 頭の ことで あるから、 國 頭が 元 文 五 年 六月 四日、 六十 三歲を 一 期と する 

や、 眞. 淵 は 江 \ ^に 在って、 之 を 開き、 非常に 傷心 * その 養子 國滿の 許に 歌 を 贈リ、 やがて、 歸國 して は 未 

亡 人と なった 眞崎を 慰めて ゐる。 その 邊の 消息 は眞 淵の 東歸に 詳しい。 次に 引用した の は 略 年譜に 朿歸の 文 

として 引用した ものであるが、 かの 家集に ある 東歸の 文と は餘 程の 相違が 見られる。 大方、 これ は n 县 淵が 早 

く 寛 保 二 年 四月 廿 五日に 國滿に 贈った 初めの 校本から 抽出した のであって、 版本の家^；^にぁるものは其後推 

敲を經 たもので あらう と 推定す る、 序でで あるから 一言 加へ て 置く。 さて その 文 は、 

藤 原 國頭も 此夏身 まか リたリ と 東に て 聞く にいと したし かリ ける を、 いかな リ ける にか、 ふみ も かよ は ざ 

リけ るに おどろかれて、 よみ 侍リ しと 書て、 此度 國滿の もとにつ か はす、 

めか るれば うとき なら ひ を 思 ふまに 長き 別れと なリ にけ る 哉 

その 女 まさき は東滿 うしの 姪 也。 なげきの 程 思 ひ やられて、 とぶら ひける に、 め も なきはらしながら たど 

出て、 あはれ なること、 ものがた 勺 聞 ゆるつ いでに、 束に て さるべき 言の葉 も 侍り けんかし つ m 心 ひなぐ 

さみぬべき もの か は あらん。 いとまに は問來 て、 かた 勺 給へ かしと 聞 ゆる 二日 三 B 過て、 文 か はしける。 

のた まひ つれ ど 近く はさ はる こと ぁリ てまう で 行きて 聞え なぐさめ まゐら すべく も 侍らず、 是は野 を 行け 

るに 折つ る 花な リ、 
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此秋. はつゆの か」 らぬ こと 草 を いづ こに 得て かなぐ さめに せむ 

と 草花 を さまく 集めて 贈りけ るに、 かへ しいと 乂露 けき 秋に し をた れ暮し 侍る に、 よみ 給へ る耿 どもの 

おもしろ きを 閗 侍れば、 こよな く 心なぐ さみて まし、 猶 ひま もとめて とぶら ひ 給へ かし。 など 昍 えければ、 

秋の 野の 百 草の 花に うすに ほひの 紙に 書て、 むすび 付て、 おこせ 給 ふかへ し、 

いづこ を か 更に もとめむ めづ らしき 人の 言葉の 花なら ずして  . 

枯 野め きたる 紙に かきたる はま だきなる ものから、 似つ か はしき や。 

宽保ニ 年の 三年 祭 は 忌日の 六月 四日 催された。 この 時 五月の 初から 濱 松の 梅 谷 本陣の 養家に 歸 おして ゐた 11^、 

淵 はまた も その 靈 祭に 參會 して、 弟子の至情をさ、げてゐるのは如何にもゅかしぃ狀：^:^でぁる。 

七 盡敬會 と 古學の 普及 發達 

舍人 親王 は 日本書紀の 編纂 者で ある。 而 して、 書紀は 神社の 由緒 を說 いた 最も 祌 家の IM^i する 神 典で ある。 

そこで 親王 を囂崇 して， その偉辕を傯ぶは神家の義務でぁるとの强ぃ信念から地方古學の人々を^%めて、 闺 

體を 作リ， 享保 十八 年に は 親王の 千年 祭 を 執行し， やがて それが 永 緩 的に なり、 その 祭典に 際して ま r 紀を講 

讀し、 獻詠 をす る やうに なって、 一層 地方 古學 普及 運動と なった ので ある。 今 これに 就きて 詳述す る 前に 順 

序と して 先づ 日本 害 紀に 就いて 略說 をな し、 次に 國 頭の 書 紀硏究 を觀、 次に 本題に 就いて 說 くこと とする。 

資料 は 例の 古學 始祖 略 年譜 及び 盡敬 皇帝 千年 祀記 がその まなる ものである。 


<t 人 親王 は 一品の 位、 謚を崇 道盡敬 皇帝と 申し上げる J 天武 天皇の 第三 皇子、 母 は 新田 部 皇女、 元 正 天皇 

の 養老 三年に は 加 封せられ て、 二 千 戶の封 戶を賜 はった。 前から 勅 を 奉じて 日本書紀 を修 し、 四 年 五月に 其 

の 功が 成リ 本書 卅卷 と系圖 一 卷とを 奉つ るに 至った。 卽ち祌 代よ リ持統 天皇に 至る までの 漢文の 日本 歴史で 

ある。 多少 支那 式の 粉飾に 陷 つた 所が 無いで は 無い が、 正史 六 國史の 筆頭に 位して ゐる。 惜しい かな、 系圆 

は 逸 失した が 本書 三十 卷は その ま、 傳 はった" 親王 は聖武 帝の 天平 七 年 十一 月に 薨 せられて 以來享 保 十八 年 

は 丁度 一 千年に 相當 する。 我が 朝の 神道の 敎が 今に 至る まで 千年 絕 えな いのは 全く 親王の 靈 恩と 云っても 宜 

前記の 如く、 國 頭が 春滿に 入門した 元祿 十六 年の 二十 六歲 から、 その 歿 年の 元 文 五 年の 六十 三歲に 至る 三 

十八 年間の 努力 は 全く この 日本書紀 の硏究 にあった やうで ある。 その 間 幾多の 祌 道に 關 する 著 害 はあった 

が、 單に 枝葉に 過ぎない、 その 根幹 は 全く 本書に 有った ので ある。 嘗て は實 子朋理 に春滿 一流の 大傳を 以て 

本 書 の 劉 記 を 述作せ しめた こと も、 自己の 研究の 一助と した もので あらう。 而 して 歿する の 年に 多年の 宿？ h. 

成って 日本書紀 神代 卷 講義 十五 卷は 大成した ので ある。 略 年譜に 

あはれ、 國頭は そのつ とめの まに/ \、 廿六歲 にて、 元祿 十六 年より 荷 田 大人の 敎を うけ、 今年まで 三十 

あま リ八 とせが 間つ とめ 學 びて 六十 三歲 にて 書 終れ 力。 此書は 神の 道の 正しき を ひろめむ として 生涯 心 を 

つくせし 害に て師說 をも數 多の せた リ。 

と ある。 以て 本書の 大要 を 知る と 同時に、 國 頭が 如何に 心血 を 注いで ゐ たか V 判る ので ある。 
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新く の 如く 害 紀の硏 究を續 ける 中に、 その 精神 を 地方 神職 界に打 込まう とする 念 は 熾烈と なリ、 ：^^！に享保 

の 末 頃に は 有志 を：！^ めて 度々 その 會讀 講義 をな し、 編者 舍人 親王 を 敬って、 崇道盡 敬 皇帝 祠を その 誠訪 社内 

に勸 請し 奉って、 その 會每 に， 嚴 かに 神 拜の式 を 行って ゐる" この 菜會を 命名して 盡敬會 と 云 ふので ある。 而 

して その 設立 は享保 十八 年 以前と 見られる。 略 年譜に 

國頭 このと しころ 荷 田 大人の 敎 によ リて、 道に 志し ある 人々 をつ どへ て、 日本書紀 を かう ぜられ ける 事银 

每 ぁリ。 旣 に諫訪 のみ 社のう ちに 崇道盡 敬 皇帝の 祠を勸 請し 奉りて 祌拜 し、 此 國の祌 官等 をつ どへ て^ 紀 

を 會讀し 奉れり。 是を 盡敬會 とな づけ. リ、 ことし 又 九月 國頭諸 祠官と はか リて盡 敬 皇帝 千年の 祭式 をし 一り 

おこな ヘリ、 また 其祀紀 ー卷を 著せ リ。 

この 舍人 親王 一 千年 祭 は 地方に は 稀な 大規模な 祭典で あつたので ある" 祭祀 は 享保七 八 年 九月 三日 午刻 (正 

午) 會 奥し、 申 刻 (四時 頃) に 終リ、 翌 四日 は 卯 刻 (六 時 頃) に會 合して 辰の 中 刻 (八 時 頃) に 終った。 場所 は 第 

一 日 は諫訪 神社、 第二 日が 北 隣の 五社 神社で ある。 祭儀の 模樣に 就いては 何れ 後述す る 積り である。 

^^^^合した人々は遠州 一 圓の神職でぁって、 祭儀に 預っ たもの 十六 人、 樂人 として は 羽 食 左 門と 一： ム ふやうな 

人も來 て、 伏 見 稻荷社 相 傳の神 樂を敎 へた やうで あるが、 合 はせ て 十二 人 (中二 名 は 前記 十六 人と ま" 複) 卽 

ち 以上 二 組合 はせ て 二十 六 人と 云 ふ 地方に 於て 極めて 稀な 祭儀であった。 來 るべき 人に して 故障の ため、 不 

参した もの は 七 名で ある。 以上 三十 三人の 中には 略 年譜に 正しく 國 頭の 門人と して 記して ある 者 も あるが、 

鬼に 角國 頭の 敎導ゃ 一 父け てゐた 盡敬會 員の 神官 達で、 謂は，-^國頭を祌祗^5!の宗師と仰ぃでゐた人 々であら 


是の 人々 の 事 は 地方 古學の 沿革 を 調べる 手掛リ ともなる 大切な 資料で あるから、 こ」 に採錄 して 置く。 

祀官 遠江國 

敷 智郡濱 松 五社 祌主從 五位 下 森 民 部 少輔藤 原 朝臣 腿昌 (春潇 門人) 

同 濱 松誠訪 大祝從 五位 下 杉 浦 修理 亮藤原 朝臣 國頭 


同 


IHK 上 郡 神 立 神明 祠官 

岩 田 郡 見 付 天神 祠官 

長上 郡 塞 野 村 四十 六 所祠官 

山 名郎鎌 田鄕祌 明祠官 

敷 智郡濱 松 八幡 祠官 

長上 郡 北 嶋村八 王子 祠官 

豊田郡 大明祌 村 松 尾祠官 

佐 野 郡 垂木 鄕雨襖 社祠官 

長上 郡 神 立 神明 祠官 

敷智郡 新居 誠 訪祠官 

長上 郡 天 王 村 天 王祠官 

敷 智郡濱 松 神明 祠官 


蒲 物心 檢校源 朝臣 淸兼 (衫浦 國滿の 妻の 父) 

齋藤右 仲 菅京信 幸 (陰 宜ィ) 、，國 頭 門 入、 春 滞 門人 リ 


桑原 宫內藤 原 盛 藤 

袴田 縫 殿 度 會爲壽 

金原筑 前紀淸 d5 

大橋主 殿 藤 原正眞 (員 ィ) 

守 屋平馬 秦冬基 

山 崎 千 倉 弓 削久章 

蒲 權檢校 刑 部 源淸詮 (玲ィ ) C 同 

飯 田 伊織 藤 原 嘉言 (富 ィ) ( 同 

石 津兵部 藤 原 茂 元 

森 相模藤 原貞榮 


(國頭 門人) 

(同 後に 輝昌の 養子〕 

(國頭 門人) 

(同〕 . 

(重 墓と 云 ふ國頭 門人 はこ の 子 か) 

(國頭 門人) 

:> 
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六 14i 
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六 六 


長上 郡 小 池 村 八 王子 祠官 

同 塞 野 村 四十 六 所祠官 

樂 人 

笙 

蓽篥 

大鼓 

神 部 

雜事使 


洲貞織 部 藤 原忠敬 

桑原 右門 藤 原 盛 幸 


入 

/、 

ヽ 

入 


桑 

鈴 


倉 

村 


江 

木 


左 

淸 


兵 

タ 

參 


Rr 

治 


井衞門 


(前記) 


(國頭 門人、 伊 錢忠村 はこの 子 か) 


行- 


國頭 門人 


桑原 宫內藤 盛 藤 (前記) 


^  大橋主 殿 藤正眞 

祠官 

豊田郡 中泉鄕 八幡 祠官 

敷 智郡濱 松 松 尾祠官 

岩 田 郡 見 付 惣社 祠官 

敷智郡 白須賀 神明 祠官 

長上 郡 萬斛天 王祠官 

豊田郡 愛宕 鄕祌 明祠官 

敷 智郡寺 嶋村八 王子 祠官 


： 前 si) 


秋 鹿 內匠藤 原朝暢 (國頭 門人) 

高 柳 美濃秦 光重 

西 尾 織 部 藤 原匿久 

柴田兵 庫 藤 原 光 尹 

鈴 木 多 宫德積 好 重 

市 川 主計 度 會吉房 

淸水靱 負 源 負 常 


右 七 人 當日因 K 故障， 不參 

右 は 今の 郡 名よ リ すれば 小 笠、 磐 田、 濱名、 濱 松の 一 市 三 郡に 渡って 居リ、 地方に 於ても 比較的 宣 要な 地 

位に ある 神主 を 網羅して ゐる。 而 して、 この 中國頭 門人と 明かに 判る もの 十一 人で ある。 


次に 祭儀の 模樣を 見る に 

第一 日の 九 三日、 齋夜 神事 式 を 行 ふ、 齋場は 主催者 修理 亮杉 浦國 頭の 奉仕す る諫訪 神社で ある。 その 門 

標には 
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畫盡敬 皇帝 千 歲祀 l;lf  _JJi- 讀。 

と大 寄せられた。 

祠官達 は 正午に 身心 を 潔め るた めに 齋舍に 入リ、 四時 頃に その 祌 事に 入リ、 國 頭と 森 相 校と が修禊 の^に 

常"、 それから、 この ニ官は 齋舍を 出て、 唐門 前の 机 子に は國 頭が 着き、 相模は その 北 庇に 立って 衆 官を待 

つ、 神 部 二人 を 先立て」、 衣冠 姿の 五社の 森 隙昌が 先頭と なリ、 卜 餘人は 狩 衣 を 着し、 折 烏帽子 淨 衣の 神 部 

二人と 素 襖の 召 供 四 人が 最後と なリ、 行列 は 進んで、 唐門 前にて 停リ、 森 相 校が 澳を行 ひ、 一同 唐門に 入 

リ、 狀 子に 着く、 この間 奏樂は 響く。 こ」 で 隙昌が 正中に 座し、 他の 神官 は國頭 相模を 上座と して 兩 側と 未 

座 正面と に 居並び、 屮臣澳 の 祝詞が 齊唱 される、 神嚴. な狀景 である。 

右が 終って *: 讀の儀 を 行 ふために 陬訪 社の 拜 殿に 参向す る。 國 頭と 相 模とは 殿の 中央 南北に 相 向って 座 

し、 祌官 は^ 昌 と大藏 とが 首座と なって、 各 座に 着き、 樂人は 神前の すぐ 右側に 居並ぶ。 斯くて 森 陬昌が 

祭主と なって 迎 神して、 祝詞 (次に 記す) を 奏上す る。 次に 奏樂裡 に 荷 前の 稻、 柘檷、 神 衣の 陪 勝が 終る。 

いよ./ \番 讀の倏 となる り 祭主 は 神前に 進み、 之 を 中心として、 神前 間近に 雨 側に 居並ぶ。 日本！ 紀 神代 

の卷、 上下 卷を讀 み 終って、 更に 御飯、 1^ 物、 蔬菜、 御錢 代、 御酒の 陪膳、 次に 玉串、 祌樂が 終る と 祝詞 司 

から 祝詞 を 受取って 國 頭が 自 撰の 齋夜 祝詞 (次に 記す) を 奏する。 之が 終る と 祭 官、 神 部、 樂 人が 拜禮 する、 

なミら ひ 

奏樂裡 に 膳撤が 終リ、 一同 返ド する。 それから 一同 直會 となって 酒 食 を 共に する。 之で 第一 日の 齋 夜の 祌事 

式 は 終った ので ある。 時間に して 約 二 時間 午後 二 時 頃までで 終った ので ある。 


第二 口の 九 四日 は 森 民 部 隙昌の 奉仕す る 五社に 於て、 いよく 盡敬 千年 祀の 本^ 式が 行 はれる の であ 

る。 昨日の やうに 門 表に 

啓 者祌道 之祖神 

崇道盡 敬 皇帝 者、 天平 乙 丑 冬 十一 月 四日 薨、 至，： 本年 享保甲 寅， 一 千年 之 祭祀、 故當 國之祀 官等、 卜，： 吉 

月 令 辰 r 會 K 集 於 當祠 一 宿齋 嚴肅、 共當祀 ， 之 者 也 

と ある。 

衆. „^官 は 卯の 刻に 齋舍に 着し、 各 座に 着き、 隊昌と 相 校と が 冠 祭服？ で 神前に 禮 1^ する、 一：：！ は 之に 從 

ふ。 之から 唐門に 至リ、 中 臣驗の 祝詞 を 奏し、 更に 五社の 拜 殿に 至 リ ての * 讀 式の 供物 座席 等 は 全く 前 口の 

祭儀と 同樣 であるが、 祭主 は 修理 亮國 頭で ある ことと、 その 祝詞 (次に 記す) とに 異 りが あるの みで ある。 

前日 同様に 二 時間に して 午前 八 時 頃に 祌事は 全く 終って、 矢 張 リー 同 酒 食 を 共に したので ある。 

ポ SIP 

祭文 民 部 少輔森 陣昌撰 (略) ， ， 

齋夜 祝詞 修理 亮杉浦 國頭撰 (略) 

盡敬會 祝詞 修理 亮杉浦 國頭撰  - 

惟 當來歲 次 甲 寅 秋 長月 四日 乎 善 月 乃 善 日 止定泰 S 掛 V？ 畏幾崇 道盡敬 皇帝 St ュ 御名 乎 婆唱 lul 祌司等 諸 宇， 律 能 太 前 W 

出來芭 稱辭竟 奉、 悅備嘉 志 美齋崇 仕奉狀 乎受、 幸賜陪 止稱詞 竟奉留 
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荷 前 乃 奉 物 止 御衣 波 明 妙 照 妙、 御 膳 波 甕 上 高 知、 御酒 波 甕腹滿 並、 大野 原 m 生物 波せ 菜 辛 菜、 靑 海原 W 出物 波 

ii 能廣物 11 能狹 物、 澳律藻 菜邊、 律 藻 菜 W 至 迄^ 雜々 採 運 持 齋比麻 波 利、 太 玉串 爾隱侍 向 拜仕奉 利 巫乃勒 舞、 

大和 舞 止 曲 rul 鼓笛 乎 鳴&稱 辭竟奉 s、 祭祀 乃 筵 乃 神 司 等 日本書紀 乎 唱上戶 御 功 樂乎貴 御德乎 仰、 力 能 極、 い 能 限、 

禮乎盡 志 「.tf 奉 列 波 現 御 神！^ 直 澄 乃 鏡 乎 押 晴志賜 神 司 等 我物 學. 志 乎彌高 m 彌廣 ®^ 賜 幸 場 比^ 道 能お 縛 W 總支千 

五 百 乃 秋 m 榮メ 給.^ 祈 申 齋申狀 乎 速 W 聞 食 嚮賜止 稱辭竟 奉お、 

如此 神事 m 仕泰茂 四方 國乃 靜奈 I 成 I 寳祐遠 長、 食國乃 政所 知 食 大臣 乃榮 久久 此國乃 守 能 齢 長久 官 々乃^ 人 

等、 下 百姓 爾至迄 书天祌 地 祗登相 俱爾平 介 久安介 久夜守 日 守 止 守 賜、 幸 賜止愼 美、 千 速 振 祌代カ 古語 & 老少 口々 

爾唱、 貴賤 家々 爾傳. - 四方 國乃 風俗 淳、 天 乃 益 人 等語績 遍不 忘止雖 If 誌 置 書 紀有彌 婆遙計 幾肚、 f 迩残世 乃 末 

W 到 良 婆 古 乎 不ぃ好 可 レ改變 事 乎 量 賜, - 日本 根子 天津 御代 豊國 成姬 天皇、 現 御 神 爾勅給 比， -、 我 國能史 乎 撰 作.， 

給 布其始 乃 ニ卷波 神代 mi 天地 諸 乃 事 乎 像， 物 lul 敎悟 給、 第三 卷與利 人 乃 世 止 成 神 曰 本！ _ -余彥 天皇 W 始利高 天 

原 廣野姬 天皇 爾至 迄、 凡而 四十 代 乃 年月 能 善事 惡事 乎揚さ 二十 有 一 卷 W 撰 作 賜 布 大成 御 功業 速 W 成而、 I 老四 

年乃复皇朝庭爾奏上賜婆卽勅有^^稱給比號賜布爾、 可 美 國乃名 乎 以志 給 布 故以、 神代 乃敎不 レ廢、 古 乃^ 傳波 利、 

天 社 社 取々 爾太敷 立、 諸 乃 神 司 氏々 乎 傳&、 幾 世幾久 W 司 乎 守、 家 乎 傳&、 各 平 介 久安介 久仕泰 是則現 御 神 乃 

恩 賴乎蒙 爾不， 有 哉 止、 每年乃 神事 m 仕 奉 止 1^ 殊更 W 今日 乃 筵 爾^ 來留 遠. 漆 淡 海 F ^神官、 畏类恐 恐 美^ 白须。 

詠草  ， 

當日 祭儀に 預 つた 神官 達 は r 盡敬會 にっかへ まつりて」 と 題して、 各 詠 出し てゐ るが、 ！^^後に荷田家の 


ぎと f との 菌の ある こと は注季 べき 2 る。 8 の I の 前に 艾 親王の If の 春 を 記して 

親王 を 思んで ゐ るから、 其の ま、 記して 置く。  . 

萬 葉集卷 一 、 舍人 皇子 御 歌 一 首 

ますら 男 ゃ片戀 せんとな げくと もし この 益 荒 夫な ほ戀 ひに けリ 

同 卷九同  - 

ぬば 玉の 夜霧 は 立ちぬ 衣手の 高屋 のうへ にたな 引までに 

同 卷廿 舍人 親王 應 詔 奉 和歌 一首 

あし 引の 山に 行き けん 山人の 心 を 知らず 山人 や たれ 

盡敬會 にっかへ まつりて 

(記入がない。) 

千年 經て なほ 敷 島の 大和ぶ みたえぬ 敎 の跡ぞ かしこき 

まが 玉の 敎た乂 せし 今日 まつる 神の 光リは 千年 ふると も 

今日に あ ひて 祭る 神代の 書の 道い や 榊 葉の 陰 をい のらん 

傳へ來 て 千年 も絕 えぬ 御 德をぁ ふげば 高し 神の 瑞 がき 

千年へ し 神の 光りの 增か M み ゆ ふしで 掛けて 猶ぁ ふが まし 

； W.  一？^ 一の 松の 綠も色 そへ よ 千年の け ふに あへ る しるしに 
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從五 位下 藤 原瞎昌 

從五 位下 藤 原國頭 

惣檢校 源 淸兼 

祠官 藤 原 礎 藤 

藤 原國榮 

菅 原信宜 

度會爲 譁 

七 1 


祠官 

司 


祠官 

同 


七 二 

源 淸詮 

藤 Is- 正 i ハ 

同 喜 富 

弓 削久章 

膝 茂 元 

秦 冬甚 


第一 編 厲 淵の 師と想 土の 學界 

あきつす の 道の をし へ の 跡 を猶傳 へて 今日は 祭る 神が き 

仰げな ほ 神代 いくよも 吳 竹の その ふに ふかき 大和 ことのは 

千年 ふる 今 口 さ へ たえず 此 神の みたまの ふゆ を 仰ぐ もろ 人 

記し 置く 跡 を 千年の 今 も 世に 傳 へて ふかし 祌の惠 は 

玉 鉢の 道せ まから しけ ふ 祭る 祌の敎 の をと を傳 へて 

身 そぎして け ふみしめ 引祌 垣の 松の 千年の 陰 あ ふぐな リ 

今日よ リは猶 あら はれん 芦 -の瑞 德の國 の 道の 敎も 

仰げた M その 祌 代より 傳へ來 て 今を絕 せぬ 道の をし へ を 

人の 世に 掛けても 仰げ 千年 ふる 祌の敎 へ の 天のう き 橋 

萬 代に あがめむ 道と 濱 松の 千年の まつ リ祌 はう くらし 

神の 道つ ぎし は 盡じ濱 松の 千年の まつり 萬 代まで も.  同 

(右 卷滿の 二 首 一 本に は 無い") 

是 等は享 頃 卽ち置 〈淵の 靑壯年 時代の 地方の 歌の 傾向 を も 知り 得る 贵 貴な 資料で ある こと も 附記して 置く 


同  藤 條幸 

(忠 敬ィ) 

同 紀 淸 f プ 

京都 稻荷從 五位 羽 食^ 前 守 

同 荷 田延武 

春 0. 


其 後の 盡敬會 は 何う であった か、 國 頭の 在世中 は 勿論 繼續 して 開催せられ、 會 場も濱 松に 限らず、 諸 地方 

の 在家に 於ても 行 ひ、 國頭は 道 を 遠し とせず して 參會 して、 その逢の祌職ゃ古學に志ぁる人々を敎^^し、 終 


に 遠 江國中 一 般に廣 まって 來 たので ある。 

國頭 歿後、 誠 訪社は 國满の 代と なった が、 延享四 年 (二 四 〇 七) 國滿 三十 四歲の 所に 「此年 比、 折々 諸家に 

て 國滿盡 敬會を 講ぜ リ。」 と あるから 先考の 志を嗣 いで ゐる ことが 判る" この 記事から 百年 後の 弘化ニ 年に は 

誠 訪社も 菅滿、 葛滿と 過ぎて 比 隈滿の 代と なった ので あるが、 この頃 は 餘り行 はれて ゐ なかった やうで 「あ 

,H,L,I 「も 道に、， ：- さし あらん 人 はこの ためしに なら ひて、 思 ふ 友 どち かきつ どへ て 皇典 を 會讀し 奉らん よし も 

がな。」 と 慨嘆して ゐ る-〕 而し數 十 年間に 亙リ、 陳訪 社が 中心と なリ、 この 盡敬會 が 催された ことに 就いては 

地方に 重大なる 影響 を與 へ てゐる こと を 忘れて はならぬ、 年少し くそれ に 就いて 觀 察して 行かう。 

第一に、 誠訪 社の 杉 浦 家が 地方 神職 界の總 元締と なった と 云 ふこと である。 北 隣の 五社の 如き 社領は 同じ 

三百 石で あるが 將軍 家との 關係も 深く 社 格に 於ても 當時は 誠 訪ょリ は 上位に あった。 また この 誠 訪社は 式- s: 

祉 でも 無い、 外に 地方に は 式內社 も隨分 多い。 従って 由緒に 於ても これ 以上の 社 は 多い。 然るに 國 頭と 云 ふ 

偉材が この 盡敬會 を 起して、 地方 神職 家の- 敎 導に 任じた ので、 上述の 如き 結果と なリ、 後世 も 杉 浦 家に は 神 

道家の 子弟が 多く 入門し、 祭式に、 祝詞に、 事 ある fe. に 杉 浦 家 を 煩 はして ゐ るので ある。 

第二に は 神職の 品位 向上と 云 ふ 方面に 貢默 して ゐる。 旣に 古學の 講義 を 聞く こと は その 修養で あるが、 か 

の 千年 祭の 祝詞に 「從， 今 以後、 祭 W 仕 a- 事 正 久親孝 兄弟 夫婦 乃理 爾不， 違、 神代 乃 敎能矩 乎 守」 と ある やうに、 

神に 奉仕す る 者の 道徳に 精進すべき を 契って ゐる。 卽ち單 に 害紀を 講じ、 親王に 敬慕の 誠 を 致す のみで はな 

く、 かの 會合を 通して 祌 職の 品位 向上 を 計リ、 社會の 木鐸た る 名に 背かざる やうに と 期す るの が M>H の所彻 

第二 章 淵 若年の 師杉 浦國頭  七三 


第 |鐲 isi: 淵の 師と鄉 土の if 界  七 四 

した 一面で、 また 赏 際に その 成果 を擧げ 得た ので ある。 

第三に は 神職の 圑體的 行動 を爲 す機緣 となった こと も兒 逃して はならぬ。 断う した 度々 の會 合に 依リ 地方 

神職 家が 互に 融和して 來 るの は 必然で あるが、 後年 地方に 神職 家が 中心と なって 國學の 阁體が 多く 結ばれ、 

社と 云 ふ 名稱を 付け、 その 圑體員 を 社中と 云って ゐ るが、 是等 はこの 盡敬會 に 習った ものである。 また 明治 

維新の 際、 これら 神職 家の 後 孫が 結んだ 全國 唯一 の 忠烈 義圑報 國隊の 如き、 その 初めは 國學 研究 園體 から 其 

端を發 した もので、 盡敬會 と 似た ものであった。 

第 四 は 最も 特筆すべき 國學の 普及 發 達に 非常なる 貢獻を 成して ゐる ことで ある。 田舍に 於け る祌 職が、 そ 

の 修養 機關に 乏しかった こと は 想像 以上であって、 僅かに 家傳 の神佛 混淆の 祭儀 やその 文 書 に 依って 糊塗し 

て 行く に過ぎない 時代で ある。 京の 吉 田家の 免許 も その 家格に 與 へらる るの みで、 從 つて 社祿に 依って 形式 

的の 奉仕 を すれば それで 宜しい が、 これで は 祌祇， 道の 衰微に 傾く は 必然で ある。 この 時に 當 つて 國頭は 神の 

由 來を說 いた 神 典 を 講義し、 而 かも 地方に 迄 出張しても 說 いた。 かの 千年 祭の 如き 式典 は 古儀に 規 つて 行 は 

れ、 神社 祭式の 規範と もな リ、 地方 神官の 祭式 指導 ともなって ゐて、 有職 故實 尊重の 精神 を萵 めた こと も 想 

像され る。 また 會の ある 毎に 歌 筵が 催されて、 詠歌 道から やがて 廣ぃ 古學の 研究に 入って 行く の は 一般 古 ゆ 

者の、 迎 つた 行き方で ある、 而し てこの 歌 を 詠み 合 ふの は 比較的 容易な 道で あるから 民間に も 行き渡り い。 

卽ち盡 敬會に 於て は 古典 そのものの 講義から 有職 故赏の 探究 や 詠歌 道の 修業な ど 所謂 國學 の發達 普及 を 促し 

たこと は 多大であった。 


八圍 頭の 門 


(住所 職 氏名： > 

敷智郡 岡部鄕 伊場 村 

豊田郡 中 泉 八幡 祌主 

佐 野 郡 垂木 村雨 樓天 王祠官 

長上 郡 小 池 村 八 王子 祠官 


賀茂眞 淵 (十 一 歲) 

秋 鹿- S 匠朝暢 

山 崎 出 雲 守久城 


(入門の 時) 

寳永 gr 

同 六、 

同 七、 

正德 五、 

享保 五、 

同 八、 


引佐郡 井伊谷 村 南朝 第二 宫祌主 中 井 主人 近 直 

佐 野 郡 垂木 鄕雨櫻 天 王 社祠官 山 崎 千 倉 弓 削久章 

長上 郡 參野村 四十 六 所大明 神々 主 桑原 宫內藤 原 盛 藤 (成) 同 十 

周 智郡刘 原 河 內祠官  山 住 外 記 刘原繁 木 同 十三 

磐 田 郡 見附 天神 社祠官  齋藤右 仲 菅原信 行 (幸) 同 十 


山 名 郡 鎌 田 神明 宫祠官 

長上 郡 神 立 神明 宫祠官 

敷智郡 八幡 村 八幡宮 祠官 

長上 郡 北 島 村 八 王 寺祠官 


袴田 縫 殿爲壽 同 十 SI、 

蒲 刑部淸 _詮( 玲) E 十五. 

金 原筑後 守淸房 同 十六、 

大橋主 殿 正 眞 (員) 同 十六、 


三、 

二、 

四、 

九、 

五、 


三、 


三、 


三 

ノ 

ヒ 

ノ 

五 
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(國頭 年齢) 

三 〇 歲 

三ニ歲 

三 八 

四 三 

四 六 

四 八 

五 一 

五 二 

五 二 

五三 

五 四 

五 四 

七 五 


笫 i 眞微 の師と It 土の 搴界 

豐田 郡 中 泉 八幡宮々 人  秋 鹿 主計 朝鄕 同 

敷智郡 新居 歌訪祌 社祠官  飯 田 伊織 喜 言 (嘉) 同 

長上 郡 參野村 四十 六 所 大明祌 祠官桑 原 右門 盛 行 同 

豊田郡 大明神 村 松 尾 神社 祠官 守屋丹 波 守 重 基 

敷智郡 新居 湊大明 神祠官 

三 河 國加茂 郡 猿 投本宮 惣檢校 

(敷 智郡 八幡 村 八幡宮 祠官 力) 

三， 河 國加茂 郡 猿 投西宫 

長上 郡 小 池 村 神明 祠官 

長上 郡 小 池 村 八 王子 祠官 

三 河 國吉田 城主 松 平 豊後守 家臣 

同 加 茂 郡 猿 投東宫 本社 神主 

敷智郡 濱名鄕 三箇日 村 神明 祠官 

三河國 渥美 郡 稻荷大 明 祌天王 社祌主 田 中 大隅宣 元 

山 名 郡 鎌 田 神明 宫祌主  袴田 佐 仲爲仲 


：、 六- 


田 代 判事 時 房 

三 宅 喜 內重義 

金 原 兵 庫久富 

三 宅 主 膳 重 賢 

竹山內 膳茂睦 

洲貝 伊織 忠村 

粥 川 小 平 太親嘉 

武田釆 女恒名 

縣靱負 正 邑 


同 

元 文 

同 


九、 

元、 

二- 

三、 

三、 

三、 

三、 

？-、 

五、 

五、 

五. 


九、 

三. 


ヒ、 

三、 

三， 


五 

L 


五 


五 

ニニ 

一 一 

一三 

三 


七 六 

五六 

五六 

五六 

五 七 

五 九 

ハ 〇 


ハ三 

ハ三 

ハ三 


以上の 中 E: 淵 を 除いて 廿七名 は古學 始祖 略 年譜に 明記され てゐる 所で ある。 而 して 遠 江 國の人 は卄三 名、 


同同寶 

永 

同 同 四 M 年 

三 崎 
十 十 十三 十廿 
九 一八 十六 八 


今の 小 笠、 周智、 磐 田、 濱名、 引佐、 濱 松の 五 郡 一市に 及び、 殆ど 遠 州 ー阆に 行き渡って ゐる。 晚 年に 至って 

は 三河國 から も 五 人 入門して、 その 北部の 猿投 社の 如き 大社の 神職 も あると 云 ふ點は 注意す ベ き で ある。 

以上の 外、 就いて 學んだ 國學者 や 神官の 多かった こと は 想像に 難くない。 斯くて 國 頭の 鹑望 いよく 遍 から 

ん としたの であるが、 さして 老境に も 入らないで、 逝かれて 了った の は 誠に 惜しい。 次の 代の 國滿 以ド にな 

つても 矢 張 この 献訪 社に 入門す る 者 は 多く、 諫訪社 は 依然 地方の 古 學ゃ祌 道界の 中心た る 地位 を 占め、 明治 

の 初年に 及んだ ので ある。 新くて 維新に 於け る 報 國隊の 忠烈なる 人士の 多く は これら 門人の 子孫 か、 その 學 

統を 引く 者で ある こと も 忘れて はなら な い C 是 等に 就いては 他日 詳しく 發 表し 度い と m 心って ゐる。 

九 その 著述 

明敏なる 頭腦と 非凡なる 才腕と 不斷； の 努力と を倶 有して 居った 國頭は 春 滿の敎 導 を 受ける に從 つて 益々 光 

彩 を 放つ に 至った ものであるが、 先づ その 著述 を 観て 一層 その 眞價を 窺 ひ 得られる。 序でに その 妻 やその 赏 

子 朋理、 養子 國滿の 述作 を も 並 記す る。 

歲ン 一 、 露 崎 「夜 あらし 一 卷」 を 著す。 

歲 J 

歲ン 一、 眞崎 0 歌集 「やどの 梅」 はこの 年 を 始めと して： 兀文顷 まで Q 歌 を 集む。 

歲) 

歲ン 一、 正月 二十 三日、 雨呤 百 首 (前述) 

歲、 

一 、 閏 正月 十四日、 一 日 百 首 

第二 章 庹淵 若年の 師杉浦 II 頭  モ.^  , 


同同享 
保 

四 三 二 
四 四 四 

十 十廿」 一 
二 一八 1 

威 J^fdc 威 


正德元 


同 

同 


三 


三十 四歲 

三 七五歲 

三十 六歲 

二十 四歲 


笫 一 編 i?; まの 師と瑯 土の. 擧界  七 八 

二月 十三 日、 百 首 詠ー卷 

正德隨 筆三卷 

神祇 類 集 一 卷 

引 馬 野草 十二 卷、 同 後 集 ニ卷、 以上 は ー兀祿 十四 年より 元 文 ころまで 0 家集 

遠 津淡海 名所 和歌 集 一 卷 (同名 0 も Q に 濱松市 神明 町 出身 Q 歌人 柳 瀬 方 塾 が ある。 

略 年譜 の 編者 或は 之 と 誤れる か 。) 

神家秘 歌集 一 卷 

引 馬 拾遺 三 卷同附 錄ー卷 (本書に 就いては 眞淵 Q 赏子市 左衞門 滋ょ 0武 跪 宛狀に 「m 松 

0 諷訪の 社 司 當杉浦 安藝 9 組 父 飛 彈守綠 候 引 馬 拾 遮と いふ 害に も 云々」 と ある。 こ Q 安藝 

守と は、 一： K: 滋と 同時代で あると すれば 阿波 守 (國 頭の 養子 國満) M^. さすれば 網満の 

祖父、 國 頭の 養父 忠義 を 飛彈 守と 云 ひ、 この 人の 作と なる 譯 であるが、 從來國 頭の 著と せ 

ら れてゐ る。 また 國満の 子 菅満が 安藝と 稱 したならば 飛 S 守 は國頭 €> こ と で從來 9 おは 誤 

つて ゐな いこと になる。) 

眞崎 源氏物語 ー卷 (原本 CMit) を 著す 

眞崎、 伊勢 物語 劉 記 一 卷を 著す。 

伊勢 物語 講義 抄四卷 

K,iLt_:i   ,  —  i  ,  ：  ,  ,  '  ：  I  ： , , 


一、 朋理こ Q 年より 十餘 年間に 古事記 劉 記 三卷、 同 歌對記 一 卷、 日本 f?;i 紀釗記 十卷、 同 歌 劉 

一卷を 着す、 皆赛満 一流の 大傳を 記せる もの。  I 

同 九 四十 七歲 一、 手記 ー卷  一 

同 一 六 五十 四歲 一 、 和 州 他行 一 卷 r 荷 田信舍 と共に 莉 州に 旅行せ る 記 行。 最近 出版 さる。) 

同一 七 五十 五歲 一、 千 首 和歌 集ー卷  • 

同一 八 五十六 歲 一、 山 名 紀行 ー卷 (四月)  - 

遠江國 後葉 誌 一 卷 

盡敬 皇帝 千年 祀記 ー卷 (一本に は盡敬 皇帝 千年 祭式と も あるが、 上記 Q 方が 良い。) 

養子 國満延 喜 式 劉 記 三卷、 大祓 和解 一 卷 

延喜 式略頌 一 卷 

神 家略頌 一 卷 

一 

元 文 二 六十 歲 一、 まつの 紫三卷 (之 は寶 暦年 中に 荖 した 家集で、 この 年から 始まる。)  一 

同 五 六十 三歲 一、 日本書紀 神代 卷 講義 抄 十三卷 (廿六 歳 0 ー兀祿 十六 年より 掛 つて 殆ど 一生 を ゆして 完成。) 一 

年代 不明 一  、 遠 江 式 社摘考  _ 

% 仁 己 

1 、 辰 居； SfiD ち 

1 、 草 戶隨筆  i 

第二 章 眞淵 若年の 師杉 沛國頭  七 九  一 


同一 九 五十 七歲 


第一 糲 眞 淵の 師と鄕 土の SI- 界  八 〇 

以上 を 分類して 見る に 自身の 歌集と して は 兩吟百 首 一 、 一 日 百 首 一 、 百 首 詠 一 、 引 馬 野草 十三、 千 首 和歌 

集 一 、 まつの 葉 三の 六部 二十 卷、 講義 物と して は 日本書紀 神代 卷 講義 抄 十三 は 三十 餘 年の 努力 を繼 けて 歿す 

るの 年に 成った ものである。 伊勢 物語 講義 抄四、 以上 二部 十七 §1、 隨筆 紀行と して は 正 德隨筆 三、 手記 一、 

和 州 他行 一 、 山 名 紀行 一 、 草 戶隨筆 一 の 五部 七卷、 神道に 關 する ものと して は祌 祇類染 一 、 神家秘歌^;^^ 一 、 

盡敬 皇帝 千年 祀記 一 、 延喜 式赂頌 一 、 祌 家略頌 一 、 遠 江 式 社摘考 一 の 六部 六卷、 歴史地理の ものと して は 引 

馬 拾遺 三、 同附錄 一 、 諫訪 拾遺 一 、 遠江國 後葉 誌 一 、 橋 本 記 一 、 振 裾考記 一 の 六部 十卷、 以上 合計 やる と廿 

五部 六十 卷 となる- 廿六歲 にして 春滿に 就きて 國學を 學び六 十 三歲 にし. て 歿する までに、 これ 程の 樂綺は 蓋 

し 停大な ものである。 之 等の 書籍の 大部分 は 未だ 見る を 得ない。 或は その 後嗣の 方が 御所 藏と ふが 何分 遠 

方の ことと て その 機 を 得ない ので ある。 而し、 中には 橋 本 記、 振裾考 記の 如き は寫 本と して 地方に 傳 はや、 

引 馬 拾遺の 如き 近頃 版 を 重ねて 鄕 土の 歷史 地理 資料と して は 最も 貴重なる もの」 一 である。 

なほ 序でに、 その 妻眞 崎の 著 害 を 見る に、 夜 あらし ー卷、 やどの 梅 八卷は 共に その 歌^で ある.' 源氏物語 

に 就きての もの 一 卷、 伊勢 物語 劉 記 一 卷が ぁリ、 さすがに^！；^！滿の姪でぁリ、 國 の 妻で ある。 

國 頭と 眞 崎との 間に 生れた 朋理は 大方 廿歲 代で 歿した ので あらう が、 古事記 や 日本 害 紀の劉 記 及び 兩^ の 

歌の 劉 記が ある。 而 して 養子 國滿に は 延喜式 劉 記 三卷、 大赦 和解 ー卷が ある。 國滿に 就いては 更に 折 を 見て 

記し 度い と 思って ゐ る。 


ー〇 國 頭と 眞 崎との 歌道に 就いて 

國 頭が 歌 を學ん だの は 記錄の 上で は元祿 十四 年 二十 四歲の 時で、 江戶 の若柯 求に 就いた の を 初見と する。 

春滿に 就いた の は 卄六歲 の 時で ある。 この 年に 已に 春满 家の 歌 會には 四囘も 出席して ゐる やうな 譯で、 以來 

出府す る 度 毎に、 開かれた 歌會 には缺 かさず 出席した やうで、 三十 一 歲寶永 五 年の 如き 正月 十九 日に 參會し 

同廿 三日に 春滿 と共に 五 時 五十 首 卽ち兩 吟百首 を、 閏 正月 十四日 は 信 盛 (卷滿 ) を はじめと して、 宫內 少輔好 

高、 從五 位下 國頭、 龜井松 堂、 藤原師 親等 は 打 揃って 一 日 百 首 を 詠み、 二月 十三 日 は 祌田明 祌の芝 崎 好 高の 

家で 一 日 千 首の 歌會 があった が、 之に 參會 した 人々 は 上記の 中 師親を 除いて、 なほ 藤 原 光久、 澤 五十 廣、 M 

村 松碩、 國 頭の 妻 眞崎、 長左衞 門の 五 人 を 加へ て 九 人であった。 國 頭の 百 首 詠ー卷 もこの 年に 詠まれた もの 

である。 在府 時代の 歌 友 は大體 上記の やうな 人々 である。 三十 三 歳に は 40 今傳受 の秘傳 を春满 から 敎 へられ 

てゐ ると 云 ふやう に、 春滿が 江戶に 在る 間、 それから 江戶を 引上げて 歸 京して から も、 その 歌 筵に は 列って 

ゐるゾ 

斯く、 春滿の 指導 を 受けつ、、 なほ 濱 松の 自宅に 於て は 歌會を 開いて 鄕黨を 導いて ゐる。 この 濱松 訪社 

の 歌會が 地方に は 大きな 影響 を與 へ、 やがて 輩出す る 多くの 古 學者達 は 直接 間接に、 この 歌 會に關 係 を 有す 

る ものであった。 享保 歌人と して 「初 瀨路ゃ はつね 聞か まく 尋ねても まだ こも リ くの 山 時鳥」 の 絕唱に 依つ 

て 天下に 喧傳 された 隱ロ翁 柳 瀨方塾 も 玆に關 係が ぁリ、 古學の 宗祖と なった 大眞淵 は 幼時から こ」 に 養 は 
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れ、 r 駿遠參 古學の 一 人 者」 と眞 淵に 褒められた 齋藤信 幸 も、 後年 江戶に 於て 縣 門で 鳴らした 德 通泰の 如き 

も、 この 濱 松の 誠訪 社の 杉の 木立から 巢 立った ものである。 

さて、 この 歌訪 社歌 會の 起きた の は 寳永四 年、 國頭 三十 歳の 時で ある。 卽ち略 年譜に 「正月 十九 日、 五月 

十八 日、 信 濃守國 頭の 家に 歌の まじらへ あ リ。」 を その 初見と する。 そして 以來 不定 時に 開かれた であらう 

が、 之が 月次 會 となった の は 享保五 年 (二三 八 0) 國頭 四十 三 歳からで ある。 「二月 七日 國 頭の 家に 歌の 會ぁ 

リ、 十一月 十六 日よ リ國頭 月 ごとの 歌會を はじむ。」 と あるが これで ある。 この頃より 幼. 時から 手鹽 にかけ た 

後の 眞. 淵た る 岡 部 政 信 も 足 繁く通 ふやう になって ゐる こと は 前述の通り である。 

春滿が 京と 江 戶とを 上下す る 途次、 この 濱松 誠訪 社に 立 寄って 多く は 滯留日 を まねて、 長き は 一 ケ： =：： にも 

及んだ。 この間に 雅會の 行 はれる のが 常であった。 これに 就いては 已に 述べた こと も あるが、 春滿が 元祿十 

三年 江 戶に柬 下して、 初めて 濱 かに 來 たの は 彼の 寶永 元年 (二三 六 四)、 かの 政 子の 婚儀の 時で ある _J 而 して 

正德 三年 (二三 七 ニー) 四月、 春滿 が在府 十四 年に して 始めて 母 を 京に 歸^ したと き、 また その 十月 江戶に 行く 

の途、 正 德四年 八月の 歸京、 その 歸路 (五 年 正月 丸 山 菊 坂の 寓に 在る ことか 略 年譜に あって 從來 の硏究 物に 

見えない 新事實 である。) 享保 元年 八月 歸京、 享保七 年 四月 江戶 下向、 享保八 年 六月 歸京 (以來 京の 伏 見の 實 

家に 在住)、 これら 前後 八 囘も歌 訪社を 中心に 歌會を 開いて ゐる" 尤も 上記の 卷滿 上下 向の 囘數 は彌富 氏が 

「束 丸傳並 系譜」 から 引用した と 云 ふ 近世 國文學 の 研究に 述べられた 所と は少々 異 つて ゐる所 も ある。 私 は 

主として かの 略 年譜に 依った ので ある" 觅に 角、 この 卷滿 直接の 指導 は 地方 古 學界に 非常な 衝動 を與 へた も』 


ひで あらう。 この 邊の 消息 は 「濱松 和歌 會」 とい ふ赛滿 自筆の 珍 害に 依ってな ほ 能く 知られる。 

この國頭の起した歌^„§社の歌會は、 その 歿後に 於ても 國滿と 云 ふ 善い 後嗣 者 を 得て 繼總し て 行 は れてゐ 

る。 國滿 が大祝 職に 補任せられ たの は 元 文 五 年 (二 四 〇〇) である。 この 國滿は .|1 て 老師 卷滿 に舉ん だので あ 

るが、 その 老師 死して 四 年 更に 養父 國頭も 歿した ので あるから、 更に 今 を 時め く 江 一 の 淵に 入 門 して、 そ 

の 指導 を 受けた。 卷滿が 時々 濱松 誠 訪 社で 宗師 として 地方 人 を 導いた やうに、 眞 淵が 歸 おする 毎に こ」 で 地 

方 人 土の 指導 をな し、 春滿が 京に 在って 濱松 地方の 詠草 を 添削した やうに、 H ハ^ は 江 G- に 在って 添削して ゐ 

る-, - 卽ち 國滿の 代に なって は 諷 訪 社歌 會 の宗師 として は 眞淵を 仰いだ 譯 である。 是 等に 就いての 詳說は 他日 

に讓る こと、 して、 た乂 筆者の 珍藏 する 糠 積通泰 歌集 中から 引用して 滿國 時代の 謙訪 歌會 を^ぶ。 

t  七月 二日 阿波 守 朝臣の 家に て會 

^オ^ヌ ことし (寛延 二 年) 六月 初に 束よ リ歸る 

尋ねても 秋は來 にけ. 人 かげ は いつのよ もぎの ごときす みかに 

この 時 はな ほ 七夕、 山 月、 秋霜、 荻の 題で 詠んで ゐる。 略 年譜に、 國滿 時代 は 殆ど 毎年 月次 會 のこと が 見 

えて ゐ るが、 次の 菅滿の 代になる と 全く 見えて ゐ ない。 卽ち この頃の 濱 松の 國學の 衰微 を慨 いた 其 淵の ま：： 翰 

など は 之 を 裏書す る ものである。 

以上 は、 主として 國 頭が 歌道に 精進して 地方 人 を 導いた こと を 述べた ので あるが、 -e- に その 述作の 赏際は 

何 う であつ たかを その 妻眞 崎と 併せて 観察しょう。 

國 頭の 歌集に は 前記の 如く 兩吟百 首、 一 日 百 首、 百 首 詠、 引 馬 野草、 千 首 和歌；^、 まつの 葉の 六部 二十 卷 
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が あるが、 これらの 多く は 今 見る を 得ない こと は 前述 もした が、 自分 はた M 兩吟百 首の み を筆寫 して 置いた。 

なほ、 近頃 和 州 紀行 も 手に した。 兩吟百 首 は 寶永五 年 三十 一 歲 〇 正月 廿三 日夜、 江 戶の萱 場 町の 春滿の 旅亭 

に 於て、 春夏秋冬、 祝、 述懷、 閑居、 旅、 眺望の 九 題に 依って 春 滿と兩 人で 百 首 詠んだ もので、 國頭 初期の 

歌と 見るべき ものである。 その外 略 年譜に その 歌が 散見して ゐる。 

眞 崎の 歌集に は 夜 あらしと 宿の 梅と が ある。 夜 あらし は眞崎 十六 歳の 時の もので、 濱. 松に 來た 翌年の も 

の、 宿の 梅 は 寶永四 年 十八 歳から、 天文の 頃卽ち 五十 歲 位までの 家 築で 八卷も ある。 而 して 自分の 筆寫 した 

眞崎子 遺詠 は 原本 は 杉 浦 家に 在った ものであるが、 二三 人轉寫 した もので、 八ナ 首足らず あって、 皆 題詠で 

詞 * は 無い。 想 ふに 前記 二 書からで も 抄出した もので あらう。 

夫妻 共に 春滿の 薰陶に 依る だけに、 その 歌風 は その 師 によく 似て ゐて、 中世 風の 極く 平淡な もので、 あま 

リ精微 な 技巧 や 雄 健な 古代の 風 調 は 採らぬ 所であった。 之 はやが て當 時に 於け る濱松 地方の 歌の 傾向で あつ 

たので ある。 以下 少しく 抄出して 風雅な 夫妻 を傯 ぶよす がと する。  . 

(甲) 古學 始祖 赂 年譜より 

正德 三年、 三十 六歲 

一、 家繼 のきみ のこと しゃう/ \ 五つに ならせ 給 ひけれ ど、 さきの 將 軍家宣 のきみ こぞの 冬み うせ まし/ \ 

ければ、 ことし はこの 君の 御代 しろしめす はじめの 年な リ とて、 國々 よ. あづまに 行て、 そのお ほん ことほ 

ぎもうし になん、 あまたつ どひけ る、 正月の 中の 五日ば かリ に、 かしこくも、 のしめ 上 T をめ されて、 御 太 


刀 はさ ぶら ひ， <に もたせ、 越 前 守に 抱かれ 給 ひ、 西 湖の 間まで 出させ 給 ふ 御 ありさま を、 見た てまつ るに い 

と あはれ にも、 また ぁリ がた くも 覺 えて、 人 しれぬ 袖をぞ しぼ リ ける。 やつ がれ をが み奉リ ながら 御よ は ひ 

のめで たからん こと. をね ぎ 思 ふま」 に  . 

此 君の よは ひ は 千代の 松が えに 花 さく 春 を かけて 祈らむ  國頭 

一、 正 德四年 八月 二日、 雅子 (眞 崎) 二十 五歲、 

また 宿の 梅に、 葉月 二日 みやこに 旅立 給 ふ (濱 松よ リ也) 名殘は をし けれど 又 來年は あづまに 下リ なんに よ 

力、 その 折から は 必ず、 また あ ひみん などの 給 ひ 行ける に 

稻荷 山の ぼリ 行け ども 來ん年 はまた も 下らん 道な わすれ そ 

朿丸 大人 返し 

いな 力 山 わけ のぼるから は 幾度 も あま 下る 祌 のみこと わすれ じ 

濱松 のか はらぬ 色 をい なリ山 秋よ リ 先に 立 かへ" こん 

又 濱松を 立つ とて 

波風の いたく 別 を をし むな よ 立 か ヘリ こむ ほど は あら じな 

一 、 享保 元年 八月 二日、 國頭 三十 九歲 

八月 二日 束 丸 大人 京に か ヘリ 給 ふなる わかれに 望で 國頭 

又も 來て 見よ や 引 馬の 野べ の 露 小 萩 花 さく 秋 を 忘れず 
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柬丸 大人 かし 

わすれめ やや つれし 旅の 衣手 をし ばし 句 はす 引 馬 野の 萩 

この 歌 は 引 馬 野草に 出た 力  . - 

1 、 享保八 年 九 刀、 國頭 四十 六歲 

攝津 國住吉 社、 駿河 國沼津 淺間宮 奉納 百 首 歌の 中に、 富士山 

富士 のね と 世に しれば こそ { 令； の 上の 白き を 雪の 光と は 見れ (旣 出) 

(乙) 以下 雨吟百 首よ リ 

一 、 寶永五 年 正月 卄三 日夜の 詠、 國頭 三十 一 歲  • 

春 

け ふといへ ば 霞の 袖の いく 春 もや まと 島根に かけての どけし 

くり か へ す 糸 もの どけし 春風の かよ ふきし ねの 靑柳 のかげ 

志賀の浦ゃぇもぃひ知らず^！^の夜の霞て出る月の詠めは 

心なくな どか わたらん この 比 は 櫻な がる」 春の 山川 

引 は ゆるみし めの 繩ゃ 小山 田に 水口 まつる 賤が 苗代 


いひ しらぬ 色に も^て 籬ょリ 枝う ちな びく 花の 山吹 

さらで だに 明け やすき 夜の 柴の戶 を 水 鶴の 鳥の 猶 たたくな リ 

幾 町 を かけて み ど 力の 若 f£ に凉 しく そよ ぐ 小 田の 夕風 

夏 ふかみ 茂リぁ ひて し 草の 上に 露の 光 も 秋ち かげな リ 

秋 

見よ や 今 半 そ へ た. リ むら 雲に 月 も あや ある 山の端の 空 

などて かく 物の 戀 しき 秋每に かならず 渡る 雁の なら はし 

露霜 も そめ あ へぬ 松 を そむる やと 見 ゆるば かリの 葛の もみお は 

此 朝け わたる も 見えず 立 霧の 中に 聲ぁ" 宇治の 川 長 

更に また なぐさめが たしめ であかぬ 月の 秋に もけ ふか わかれて 

冬 

雨の あし はと、 X め も あへ ず 幾 里に 時雨 しらる \ 雲の 通路 

諸人の はこぶ みつぎ もめぐ みある 世に 近江路 やせた の 長 橋 

ふリ か」 る 昔 も 寒け し 笹の屋 になら の 上 葉に もらぬ 觀も 

祝 
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松の みはしる ベなる らし 千と せと も かぎらぬ 君が 御代の 榮は 

つきせ じな 君 かよ は ひ は 三千と せに. 咲て ふ 花の も \ か ヘリまで 

述懷 

い たづら に 三十 あま リの 年な み を かけて た M よふ 和歌の 浦波 

祈 リても 神 はう けず や 年へ て も 我ね ぎことの ま、 ならぬ 世に 

くら ゐ山 のぼ リ かねつ 、幾年 かふ もとの 道に なげき をば こる 

閑居 

卷 きくの 見ぬ 世の 友に なれて た， >1 しづけ き 庵の 空の 曙 

しづけ さ を 誰に 語らん 年月 を 明く れ獨リ 杉の 下 庵 

旅 

引む すぶ 草の 枕の 露 ふかみ またお き 出る あかつきの 宿 

來し 道に とき もお そき も 夕され ば ひとつ 驛 のか リ ねをぞ する 

眺望 

散う かぶ 一 葉と 見えて 遠 かたの 浪に いざよ ふ あまの 釣 舟 

鹽 干が たに 見て ははる けし 常い か， 有と もしらぬ 沖の 白 石 

(丙) 國頭室 眞崎子 遺詠よ リ 


夏 採 靜寄笹 寄 濱夕花 愿路海 名 雨河曉 
地 早見 葛 祌名早 m 落眺所 處亲憂 
儀 苗 花 續霰祝 橋 苗 鏡 苦 葉 望 菊 竹月覺 


明ば またな すべき わざ を曉み 寢覺の 床に 先 はか リ てん 

すみ だ 川え もい ひしらず 春の 夜の 霞く まどる 月の 光 は 

庭の 面い さ、 むら 竹 村雨に ぬれて ゃ猶 も綠ぞ ふらん 

句へ た，， ^千年の 秋 も 住の 江 も 松 こそた めし 岸の 白菊 

和 田の 原杲 しも 波の 遠方に 船 か あらぬ かほの かなる 影 

人ならで誰ふみ分けむ色々の木の葉散リしく山の^^路 

むす 茗は綠 も ふかし 松の 葉の 蔽ふ かたへの 岸の 岩 ほ は 

^しょ リ めかれぬ 池の 水鏡う つる 日數も 花に わすれて 

早苗 草 千 町も植 ゑて 夕まぐれ か へ るか 田 子の 聲き はふな リ 

沖つ 汐 みちく る 時 や 橋の 名の 濱名も いと， 見え わたるらん 

祌 やしる 千と せの 末 も 茂り ゆく 言の葉 草の 道の さかえ は 

玉と みる 程 だに もな し 風 さ へ て 霰み だる \ 庭の 小 使に 

枯 ぬべき 色と もしら で 葛 かつら かけし 恨 も 今 は 口惜しき 

人 かへ る あと は靜 けき 花の 蔭に 心 をと めて 今し ばし 兄む 

今日も亦と.c^もっくさじ筑波根の裾ゎの小田に茂る早苗は 

山 深み こ、 に は 夏 もしら かしの 茂る 木蔭に 瀧 も 落ちき ぬ 
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秋 天象 山 高み 吹く 秋風に あか 星の 光 もす める 横雲の 空 

谷 月 谷 深み 下 ゆく 水の 流れ 來て たづね てす む や 秋の 夜の 月 

山 時雨 夕 n かげ 暗る、 と 見し を 浮 雲に 又も 小 倉の 山 はしぐ るる 

早春 山 猶さ ゆるまき の 外 山の 雪の 上に たてる や 霞 春 をみ すらし  . 

一 I 拾 遣——國 頭の 性格、 諫訪 社殿 修造 

杉 浦 家の 墓所、 眞 崎の 墓、 當 時の li 訪社 神職 

國 頭の 性格と か 人と 爲リを 想 見す るに、 かの 春滿の 手紙の 中に 

「此 仁人 柄 も 負 信に て、 我等 道 殊の外 信仰の 方に て 候 …：. 其 身、 風雅 學問有 之 候 而昔樂 歌 鞠を樂 しみと 致し」 

などと あって、 玆に 春滿が 見込 を 着けた ので ある。 卽ち國 頭 は 古 學精祌 に 凝り固まった 熱烈な 神道 家で あつ 

た。 かの 舍人 親王 を 敬慕して 盡敬會 を 作リ、 束 西に 活躍して、 多くの 神官 を驅 つて 古學的 訓練 を 行った 如き 

はこの 精神の 發 露に. 外なら ない。 また 強い 永 續 的な 學究的 意志の あった こと は 生涯 を 通じて、 研究 を- M け廿 

五部 六十 卷 もの 著 *: をな し、 三十 部 百卷の 古書 を筆寫 して 倦まない ので ある。 屮 にも 日本 甞 紀祌 代^ 講義 抄 

の 如き は赏に 三十 餘 年の 歳月 を盡 して 歿する の 年に 完成した 大著で あるが、 之 等 を 以て も 窺 ひ 得られる ので 

ある 0  . 

國ー H の 政治的 手腕 を觀 るべき 料 は 奉仕した 歌訪祌 社の 修造 事業で ある。 前述の やうに 寬永 十八 年頃に 今の 


常 寒 山に 造 立され た 當社は 隣の 五社と 共に 當時、 輪 奐の美 を 極めた もので あつたが、 百年 も經 過した 國 頭の 

頃 は 大分 朽 破して 來た" 之 を 修造す るた めに、 元 祿十年 二十 歲 頃から その 運動に 取掛 つて、 以來數 年 越、 猛 

蓮 動を繽 けて、 江戶 に滯留 勝であった。 それが 寳永 元年に 至って 幕府に 於て、 允許す ると 云 ふ 曙光が ほの 見. 

えたので ある。 かの 春滿の 手紙に  - 

此仁六 七年已 以來、 詉 訪社御 修理 願に 當 地に 出 申候處 ：… 殊に 此度 訴訟 も 相 叶 候て、 當 年中 御 修覆、 可， 

被 ご 仰 付 一 候 由に 相濟 申、 御 修覆も 三千 雨の 御 修理に て 天下 無類の 結構 成 御社と 承 及び 候へば 云々 

と ある。 勿論、 この 寶永 元年 中に 修 覆の 仰 付が あると 云 ふ 內諾を 得た のであって、 三千 兩を この 年度に 支出 

すると 云 ふので は 無くて、 何年 かの 繼續 事業で あつたので ある。 而 して、 元 文 三年 (二三 九 八) 國頭 六十 一歳 

の 時 * 八月 廿三 口に 正 遷宮 を 執行して これに 奉仕した ので ある。 卽ち 彼の 略 年譜に 

此國； 如 は元祿 十四 年よ リっ かふ まつる (註、 かの 春满の 手紙に よると 元 祿十年 からと なる 譯 である。) み 

やしろの 御い となみの 事 を 太將軍 家に うたへ 奉リ て、 こ、 らの 年月 心 をち M にく だき；；^ りけ る。 つ ひに 公 

よ 力 御 修理 あ" て、 元 文 三年 公に まう でて、 みいと なみの ことほぎ 申 上 奉 リて同 八月 廿 三日 新宮へ 運宮の 

みまつ 力つ かふ まつれ リ。 

四十 二 年に 亙る 三千 兩 今の 數萬圓 に相當 する 大金 を 掛けた 大業であって 「天 F 無類の 結構 成 御社」 となった 

ので ある。 この間 公儀との 折衝 は 數十囘 に 及んだ こと は、 隣の 五社の 修 覆に 就いて 置ハ 淵の * かれた ものに 森 

隙昌が 四十 囘餘も 公儀に 訴 へ た 旨が 記されて ゐる ことから も 想像され る。 序でに 相 並んだ 兩 社の 修稷 事業 を 
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比較して 見る に、 


九 二 


(五 社) 


、 正祌職 

、 修稷 出願 

、 修還 許可 

、 修覆 下賜 金 

、 成功 正 遷宮 


(諷 f 社) 

森隙昌  杉 浦國頭  . 

元祿 十七 年 (二三 六 四) 元 祿十年 (二三 五 七) 

享保 十二 年 (二三 八 七) 寳永 元年 (二三 六 四、 元祿 十七 年) 

五百兩  三千 兩 

延享ニ 年 (二 四 〇 五) 元 文 三年 (二三 九 八) 

之で 視 ると 歌 訪社は 五社よ リ七年 前に その 運動 を 起し、 誠訪 社に 許可の あった 年に、 之 を 見て、 五社 もこ 

の 運動 を 起す に 至った ものと 見るべき である。 而 して 出願から 完成までに 五社 は 六十 年 を 要し、 誠訪は 四十 

二 年 を 要して ゐ るし、 工事 着手 後 十九 年と 三十 五 年と を 要した。 さても 長い 工事で ある。 

さて 國 頭の 心血 を 注いだ 二 大事 業 は、 この 社殿 修 覆と 日本書紀 神代 卷 講義 抄 十三 卷 とであった が、 前者 は 

歿前ニ 年、 後者 は 一 ヶ月 前に 成った" 大願成就の 後悠々 として 逝か かれた 國 頭の 靈 はな ほ 天が けリて も、 歌 

訪 社の 盛え と 地方 國學 の弘 布と を照鑑 されて ゐる ことで あらう。 而し、 この 大修^ 成って 一お 江戶 まさりの 

五社 や 諫訪」 は その 諺 通リに 再現した ので あるが、 春風 秋雨 二百 年、 さすが 輪 奥の 美 を 極めた D コ 、式 極彩色 

の 大社 殿 も、 今 は朽廢 その 極に 達し、 再び 國頭 時代の 如き 大修覆 を 要する 時と なリ來 つたので ある。 五社 は 前 

に 國寶の 指定 を 受けて ゐ るが、 歌 訪社も 旣に其 筋の 檢分 も經て 出願 濟で あるから 近く 五社と 同様の 指定 を受 


ける こと、 なる ので あらう。 今や 地方 有士 の 蹶起と なリ奉 贊會は 組織され、 關係 深い 徳川家に 於ても 進んで 

後援せられ、 文部省 亦 十五 萬 園 を 投じて いよ/, \ 其 業も緖 に 就かう として ゐ るの は、 暉昌、 國頭兩 翁の 英霊 

の 御 加護に 依る ことで も ある。 (詉訪 社 は 昭和 十三 年 七月、 國寶に 指定され た") 

杉 浦 家の 墓所、 謙訪 社の 大 祝の 職に 補任 せられた 人 は舊社 地の 今の 濱松 市中 島 町 六本 松に 神葬 せられる こ 

とに なつ. てゐ る。 國 頭の 碑 は 高さ 四 尺 許で 南面し その 東に その 養子 大學 阿波 守 國滿の 碑、 その 西に 大 €.攝 律 

守 菅滿、 大學 伊勢 守 葛滿、 少し 北に 杉 浦 謙 平政 長の 五 墓の 墓が 國頭 のよ リは稍 低く、 草莽々 の 中に 淋しく 並 

んで、 風雨に 曝され 已 に頹戯 して 讀 まれない やうに なって 了って ゐる もの も ある。 た乂數 幹の 老松 は 昔 を 語 

リ 顔に 颯々 の 韻 を 立て、 ゐる。 國 頭の 碑文 は 生前 入魂であって、 國 頭よ リ は九歲 の 年少であった 祖徠 派の 古 

文 辭學の 大家 渡邊蒙 庵の 撰 文で ある こと は 注意すべき である。 國满 のは菅 原 信 幸の 撰 文で、 國頭 のよ リは殘 

存の 文字が 多い J こ」， にこの 兩 翁の もの を採錄 して 置く。 

杉浦國 頭の 碑 

信 濃守從 五位 下 藤 原 朝臣 國頭墓 (南 正面、 高さ 四 尺 許) 

(西 面 向って 左側)  守 杉浦忠  立 而早季 弟 實藤君  好 歌 吟每與 門下 同好 之雅  

(裏面) …… 不暢于 雅懷也 …… 志 水 府君娶 西 京 …… 喜 四時 …… 於是 亦養邊 …… 南 君是也 文才 …… 與 〇 爲 莫逆 

也 志 元祿庚 …… 月 …… 秋 八月 二十 三日 生 享年 十 有 三本 年 元 文 庚申 〇 六 …… 召 巴 南 君 葬 事 墓地 等悉 …… 泰命 

無 違 而邑之 東南  。 
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(^面 向って 右側〕 …； 故 〇 事干此 …… 水府 君. 之 在世 …… 依 …… 降 年 不融令 人 〇 此悲悼 …… 素 …… 辭不獲 今 

年 按狀文 以節 取 而係之 ：… 子曷 仰揮涕 …： 休斯人 〇 乃 令名 生 〇 欽 …； 世英、 

冬 十月 八日 演 松 渡 邊操撰 孝 男 杉 浦國滿 建。 

杉 浦 國滿の 墓  • 

和 照 靈祌墓 (國頭 墓 ど 並んで 柬 にあ リ、 高さ 三尺 許) 

(南面) 杉 浦 阿波 守從 五位 下 藤 原國滿 …： 敷 智郡濱 松 鄕諫訪 神社 〇 十 有 六年此 宇志 …… 四 1^ 正 德五年 五月 

十 一 日 安生 坐爾紀 先大祝 …… 幸 死 故 元 文 元年 〇 國滿之 宇志 以氏 爲嗣 …； 山 而物學 神道 及 …… 法 坐歸家 …… 師 

畏太、 御、 御 朝廷 爾 …… (裏面) 阿波 守從 五位 ：… 鹽 〇 老翁 登 貴 事 …： 書紀之 深理將 …… 乃 御意 將廢 …… 身 人 

亦 海 抑又從 ：： 術 至 笛鈹謳 ：… 爾深旨 乎 …： 爾令遊 其 情 心 平而不 ：：. 有 ：： 母 ：… 武藏國 〇 所 …… 來取 阿… 

： cm 面) …： 日 同 n: 二十 有 五日 也 …… 者 …… 此 〇 先 死 ：… 氏 女 有 .：： 男子 也 ：… 側 〇 私謚曰 和 照 靈神歌 ：… 

吉 …… 序 加 多矩丹 〇 知 滿！^  ••: 等珥 母。 

菅 …… 幸謹識 (菅原 信 幸な らん) 

一 般 家族の 墓 は その 菩提寺であった 今の 濱松 市廣澤 町の 西來 院に佛 碑が さすが 名門 を IT ふべ く 他の 墓石と 

は異 つて 作られて ゐる。 夭死した かの 朋理の 碑 もこの 中に 見出され るの も 哀れで ある。 

(向って 右、 卽ち柬 から) 


(一) 春 相 院殿花 室 妙 榮大姉 

嘉永 五子 歲 三月 二日 

文化 九 壬 申 十二月 二十 九日 

(二) 杉 浦 內藏藤 原 矩滿塚 也 

謚實 心院鐵 叟了圓 居士 

享保 十八 癸 巳年 

(三) 杉 浦 式部 藤 原 朋理塚 也 

謚大 阒自覺 居士 

十 一 月 初 九日 

嘉永ニ 已酉歲 十 一 月 二十 六日 

(四) 淸操院 殿筌林 惠 寂大姉 

(五) 鏡？^ 院殿 玉騾. 負 柳大姉 

文政 四 辛已年 二月 十三 日 


.  天明 六 丙午 二月 十六 日 

(六) 淸香院 殿 花溪妙 春大姉 

寶暦四 甲 戌年 二月 サ九 口 

(七) 速 池 院殿淸 運 純 香大姉 

(八) 泰述院 殿 麗室英 {41 大姉 

文化 十 年 癸 酉 五月 卄 一 日 

(九) 眞 珠院 殿珊. 寶、 妙 瑚大姉 

天明 八 戊 申年 十月 四日 

(一 〇) 杉 浦宫內 左衛門 平信 武墓 

嘉永四 辛亥 年 十 一 月 七日 八歲 


略 年譜に r 寶 暦 四 年 二月、 國滿の 母 眞崎身 まかれ リピと ある。 して 見る と、 (七) 述池院 殿淸^ 純香大 姉と 

あるが、 春滿 の娃、 國 頭の 妻た る眞 崎の 墓で あらう。 國 頭に 後る， - こと 十四 年、 六十 五歲を 一期と した こと 

になる。 鳴 呼 こ」 にかの 夜 あらし や 宿の 梅の 家集 さて は 伊勢 物語 劉 記な ど をも殘 した 才 嫁が 永：：^ して ゐ るの 

であるな ほ眞 崎の 歿した 時の 記事 は 次の やうで ある。 

「國滿 家 菜に 我な げき を なぐさめて、 賀茂眞 淵ぬ しの もとよ リ、 「うけた ま はりお どろき つ k、 こたび は^ 
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えむ こと も あらず、 

君が た M ほ >r ごもな しと 聞し ょリ よその 春 野もう しと こそ みれ 

かへ し 

は k こなき 野べ とし なれ か 此春は ひと リ维 子の 音 をの みぞ 鳴く 

なぐさむ るよ しなき 野 邊の夕 露の よそに てもう しと 見る ぞ 悲しき」 

この 時 眞淵は 五十八 歲。 想へば 十一 歳の 春 始めて 國 頭の 門で 學ん だとき、 十八 歲の新 嫁 姿の 具 崎が 二 首の 

祝 歌 を 詠んで 吳れ たこと、 以來手 習の 手 さへ 執って 吳れた 優し さも、 皆 淡い 思 出に 過ぎない、 五 iiu は _ ^の や 

うで もあった、 故鄕を 去って 六十 里 二十 年、 今更ながら 戀 しさの 極みで ある。 眞崎 刀自に さ \げ る 成 謝の 念 

はむ， ら/ \- と 湧いて 來 たこと であらう。 かの 國頭 大人の 逝かれた 折に 「いと M 露け き 秋に うちし をれ くらし 

侍る によみ 給へ る 歌 どものお もしろ きを 聞 侍らば、 こよな く 心なぐ さみて まし、 猶 ひま もとめて、 とひ 來給 

へ かし」 とあって、 枯 野め きたる 紙に 一首の 歌 さへ 添 へても あった。 而 かるに 打 そむきて 心ならず も瑰 昔に 

流れて ゐ たが、 この 花の 春に この 老 刀自の 訃に 接しようと は。 

斯くて 眞 崎の 墓 も 他の 一 族の. ものと 共に 無緣 となって 徒らに 荒れの みま さって 行く の は 嘆か はしい。 

眞 崎の 墓の 數間 東に 同じ 頃の 女流 歌人 森 暉昌の 女で 家^ 「玉 かし は」 に 佳調 を殘 した 繁 子の 墓 も、 內山 ハ 

龍の 書いた 碑文 も 消えく に 無緣の 淋し さ を かこって ゐる。 この 二 才媛 は 永久に 鄕土濱 松の 誇で あるのに さ 

リとは 誠に 嘆 はしい 極みで ある。  ， 


かの 國 頭の 大祝職 を 助けて 諫訪 社に 奉仕した 神官 達 は元祿 十六 年に 書 かれた 春滿の 「誠 訪 社の 神嘗祭 祝 

詞」 に 出て ゐる" 他日 調査 上 何 かの 手掛リ となる かも 知れない から 左に 抄出す る。 

神嘗祭 文 

今年 當利來 お S 歳次 者 癸未 月 者 長月、 日 者 九日 乎 生 日 乃 足 日止定 奉.. - 朝日 乃 豊坂登 仁 大祝信 濃守從 五位 下 藤 原 朝 

臣國 き、 祝 部 源 安信、 大江 定淸、 平 長弘、 小槻 治德、 源 安述、 永 原 宗則等 乎 始女祌 事 仁 仕 泰ぉ薪 若 云々 

m 百 石の 朱印 持の 神社 だけに 奉仕す る 神官 も 多かった。 この 中 源 安 述の懷 紙が 元濱松 市長 中 村 陸 平氏に 秘 

藏 されて ゐる。 

秋日 同 詠 二 首 和歌 

名所 菊 うつろ はで 秋 を 色に もさ、 波 やうた ての 濱に句 ふ 白菊 

海 眺望 わたの 原鹽路 のす へ もや、 はれて 夕日に 句 ふ 沖つ しま 山 

この 源 安 速 は 今の 濱松 市外 蒲 村將監 名の 中村淸 氏の 遠祖で ある ことが 遇 然に發 見さ れ たの は 誠に 娘し か 

つた。 この 中 村 家は濱 松誠訪 社の 權祝 として 杉 浦 家に 仕へ た 家で ある" この 安述の 歌に 異色が あると 佐々 木 

博士 も 話された ことがある。 而 して、 右 記の 中 安信 は 中 村 家の 先祖、 安 述はニ 代 目で ある。 
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同 四 


六. 二 


粥 川 小 平 太お. 

(三 河 人 

武田采 女恒名 

( 同 ) 


四〇〇 


同 五 


六 三 


、 三月、 日本 害紀 神代 卷 講義 抄 十三 卷 成る。 

、 g: 月 四日 卒する。 顯與靈 祌と謚 する。 濱松 中島 

六本 被の 舊社 地に 神葬す る。 碑文 は 蒙 庵の 楞 e 

、 同、 國満大 祝 K に 補 せらる。 


縣靱 负正邑 

S 中 大隅官 一元 

(三 河 人) 

袴 K 在 仲爲仲 


四 一 四 


寶曆 四 


る ( 


<眞 崎 歿する。 六十 五 歳。 濱 松西來 院に佛 葬す 
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第 三 章 I 年の I 森 暉昌 

一 序 

先日、 吉田社 司 か ，ら 五社、 誠訪兩 社の 由緖 及び 今般の 修造の ことな どに 就きまして 御 放送が ぁリ、 また 近 

頃 新 is などに も 度々 兩 社に 關 する 記事が 御座いま したから、 一層 地方の 方々 が、 兩 社に 御關心 をお 持ちに な 

る やうに なった ことと 存じます。 私 は 今迄に 少し 許リ遠 江に 於け る國 學の發 達に 就きまして 調べて 參リ まし 

たが、 この 五社の 森 跟昌、 歌 訪 社の 杉浦國 頭のお 二方 は、 まだ 德川 時代 國學の 初期の 頃に 於き まして、 斯逍 

に 大きな 貢献 を 致して 居リ、 謂 は，. -、 兩 社は國 學發祥 の^ 地で 御座いまして. 地方 文化史 上 * 延いては、 n 

本の 思想 學 術の 發违 史上 忘る 可らざる 所と 存じます。 私 は 先日の 吉 田さん のお 話 を 機緣と 致しまして、 いさ 

さか、 兩 大人に 就いて 申 上げ、 なほ 地方に 現存いた して をリ ます その 遺蹟 等に 就きましても 申 上げる 槻會 を 

得ました こと を 喜ばしく 存じます。 では 是 から 暫 らく 御 聞き を 願 ひます。 

二 森  暉昌 

先づ 五社の 森隊昌 翁から 申 上げます。 翁 はん 「から 二百 五十 年許リ 前に、 五社の 社家 森 氏の 九 代 目の 嗣子と 

して 生れまして. 十六 歲で * 巳に 社務 を リ盛リ 致して 居リ ました" 寳永 元年 二十歳で. 京の 卜 部 家から 神 


主たる こと を 許され、 從五 位下に 任ぜられまして、 資^ 二 年 六十 八歲で 逝くな リ ましたが、 その 生涯の 事蹐 

に 就きましては * 歌訪 社の 國頭翁 ほどに 资 料が 御座いま せんので、 賀茂眞 淵 翁の 害 かれた 翁の 碑文な ど を 本 

として 是 から 申 上げる こと \ 致します。 

先づ 翁の 功績の 第一 は 五社の 祭式 を 古式に 法って 嚴 重に 定めた ことで ぁリ ます。 是は その 師 K の 荷 田春滿 

先生の 敎 によった もので ぁリ まして、 毎日 供物 を そな へ、 祝詞 を あげ、 祌樂を 奏する やうに 定めて、 一 日 も 

缺 かさずに 嚴修 致して 居リ ます。 

第二 は 五社の 神殿の 修造と 云 ふこと であ リ ます。 ニ代將 軍秀忠 公の 代に 建てられました 1^ 殿 は 先口お 話の 

あった やうに、 その後 少 修繕 はぁリ ましたが、 この頃に なリ まして は、 檜 皮 屋根 も 朽ち、 極彩色 も 褪めて 了 

ひました から、 お 隣の 數訪 社と 共に、 その 修造 を 思 立って、 寶永 元年の 二十歳から、 四十 囘餘り も 江 一い に 出 

掛けて 幕府に 歎願いた しまして、 享保 十二 年 四十 三 歳の 七月に 五 百兩の 御下ゲ 金が ぁリ、 延享ニ 年 六十 一 歲 

の 九月 七日に 御 遷宮 式 を擧げ るまでに 工事 も 成就いた しました が、 この間 十九 年 かかり、 之 を^ 願の 時から 

申します と 四十 年も掛 つて 居" まして 如何に 心身 を勞 した ことで ぁリ ませう。 

第三 は、 森 家の 邸宅 を 五社の 社 前に 新築した ことで ぁリ ます。 もとこの 社家 森 氏の 邸宅 は巿 中に あって 奉 

仕に は、 何かと 不便で あ" ましたの を 眺望の よい 形勝の 地に 移した のであります。 富士の 常： 炭の 白雲 を 眺め 

られる 所から 終に この 陬昌翁 を 常夏 大人と も 云 ふに 至りました C この 屋敷 は 只今の 平野さん のお 宅の 所で、 

あの 古雅な 門 は. 大方 當 時の もので あらう と 思 ひます。 以上 は 前敍の 通リ、 賀茂眞 淵 翁の 書かれた もの を 本 
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として 申 上げ ましたが、 さて、  . 

翁の 國學 上の 事 は 何う であ リ ました かと 申します と、 か Q 春滿 翁に 入門され たの は、 二十歳の 時で、 卽ちー 

寶永 元年 四^ 十八 日で ございます。 當時國 頭と 共に、 社殿 修造 運動で、 江戶滯 在中で あつたの であ リ ます 一 

が 春滿 翁が 歸京 してから も • その 伏 見の 方に 出掛けて 勉學 して を" ました やうで、 隙昌 五十二 歲の 寺に 春 

滿が 歿せられ たので ぁリ ますが、 その 時 丁度 伏 見に 居 合 はせ て、 その c 取 期に 遭って 居る ので 御座います。 

斯様に いたしまして、 濱 松に 在って は國 頭と 相 並んで、 ぉ學を 以て 門下に 敎 へて ゐ ます。 「わか かリ ける 一 

時、 敎を うけし 事、 父な せれば」 と 眞淵翁 も、 その 碑文に 書かれて ゐ ますから、 その 若い 時代に、 父の や、 

に 親んで、 その 敎に預 つて 居る ので ぁリ ます。  . 

寶 iu 一年 六 n  二十四日に なくなって、 濱 松の 清水 谷に 葬リ、 京の 卜 部 家から 光海 靈 神の 謚 をいた だいて 居 

リ ます。 この 淸水 谷と 云 ふの は、 五社の 裏、 今 高 町の 半 僧坊の 所から 南に 向って 下 リて來 る 道の あた リ であ 一 

リ まして、 今 は 住宅地と なって、 その 係 も あやま せんが、 昔は淸 水が 滾々 として 湧き出て ゐ たから、 この 名 一 

がぁリ ます。 眞 淵の 碑文の ある 碑 は 明治に なって 監獄な どの 出來る 折に、 五社の 社の 右 前の 池の 端に 移され、 

今 はコ ンクリ f トで繕 はれて 痛ましい 姿で 立って 居リ ます。 眞淵翁 自筆、 而 かも 萬 菜 假名の 碑文 は赏 に、 天- 

下一品 でも ぁリ ますし、  暉昌翁 を IT ふ 上から も 是非 何とか、 保存いた し 度い と ひます。  一 

.J げき 

この 暉昌の 女に 繁 子と いふ 才嫒が ございまして、 袴田 爲, を迎. へて 夫と いたし ましたが、 共に M 〈淵 翁の 門 

人と なリ ました。 繁 子に は 「玉が し は」 と 云 ふ 歌 葉 も ぁリ、 女流 歌人で 縣 門の 三才 女と 稱 へられて ゐ ます 


性 達と 並べまして 決して 遞色 はぁリ ません と 思 ひます。 かの 縣居 書簡 縛 編 を御覽 になり ましても 如何に 翁 

が、 その 學才を 愛して、 導かれて ゐ るかが 判リ ませう。 この 繁 子の 墓 は 濱松西 來院の 墓地に あります。 五社 

數訪兩 社と も正祌 主と なった 方 だけ は 神葬と して 別の 所、 卽ち 五社 は淸水 谷、 謙 訪社は 六本 松と 云 ふ 所に 葬 

リ ますが、 他の 家族 は佛 葬と して、 兩家 共に 西 來院に 葬った もので あり， ます。 この 繁 子の 碑文 は 同じ 縣 門の 

大家 內山眞 龍の 書かれた もので、 その 賛に  - 

琴の 昔は絕 ゆと も 世々 に濱 松の 風の 諷を 形見と はせ む 

とぁリ ます。 歌 や 文章 のみでな く 琴 も 堪能で あつたと 見えます。 

なほこの 森 家 十七 代の 當主 德太郞 さん は 長く 石 川 縣で醫 者 を 業と せられて ゐ ましたが、 三年 前に かの 翁の 

百 八十 年祭 を 催しました 折、 その 次 日に、 突然 濱 松の 私の 寓 宅に 御 來訪、 而 かも 森 家に 傳 はる 古文書 御持參 

であ リ まして、 御上 京の 時間 を暫 らく 御 猶豫顚 つて、 人の 御手までお 借リ して、 深夜まで 掛 つて、 寫 させて 

いただいて 置き ましたが、 この 德太郞 さん は 昨年 故鄕 近くに 歸られ まして、 周智 郡の 方で 開業 せられて をリ 

ます。 この 名門の 御 血筋が、 この 近くに 參られ ました こと を 誠に 悅ば しく 存じます。 (以上、 昭和 十一 年 二 

月 八日 「濱松 五社 諫訪の 生んだ 二人の 國學 者」 と 題して、 濱松 放送局より 放送せ る ものの 原稿の 半ばで ある。) 

森暉昌 の 遺 歌 文 は 誠に 少 いが、 岡 部 翁の 集められて 筆者 宛に 送られた もの を、 そのまま ここに 收錄 する。 

享保七 年 正月 

去年よ リも 赛 は來 ぬれと 今朝 は先猶 あらたまる 千代の ことぶき. 
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第 I 編 腐 淵の 師と鄉 土の 學界 

同 四日 路卯花 

小 野 山 や 時なら ぬ 雪の つもる かとみ ち 白妙に さける 卯の花 

名所 鶴 

さし 昇る 千 坂の 浦の 夕し ほに 聲す るた. つや 千 萬 まつらむ 

待 時鳥 

おのが 鳥 幾夜 あかしつ 時鳥 唯 一 聲を まつと せし また 

同 六月 水邊螢 

せき 入る る 庭の やり 水た. つね 來て飛 かふ 螢 かげて そ凉 しき 

ム口 りし 徙のゅ 4〕  ：b さに もし ほや く 烟も今 はたえず 見 ゆらむ 

以上 杉 浦 家 歌 會留害 所載 

山た かみ 

山た かみく もる と 見れば 瀧 川の 音 まさり 行く 夕 だち の 空 

右 東京 井上通泰 氏藏 短冊 

杜 蟬 

^^る も リの悄 になく 蟬 の^に さ へ にこ そ」, $ しかり けれ. 


〇 

A 


右 岡 山 藤 原畿太 郞氏藏 短冊 

落葉 待 風  • 

おり はてぬ 世 はかくし もぞ吹 過る 風よ リ 後に おつる もみお 葉 

初 冬  . 

きの ふ 見し 露 は 一 夜に 玉 ざ さの 霜と か はリて 冬は來 にけ リ 

右 元 文 元年 十月 十三 日 籠 口 方塾會 主にて、 荷 田家の 百日 祭 を 行 ひし 

時の 歌、 この 會の 役員、 奉行 國頭、 讀師然 丸、 講師 眞淵、 發^ 陬昌 

檮农畫 

秋風の 絕 間に 聞けば 賤の女の うつやき ぬた の 昔 も かすかに 

右 岡 部 讓氏藏 短冊  . 

右の 如く 曙 昌の歌 は春滿 流の 淡泊な もので 濃 沫は嫌 ふ 所であった やうで ある。 故に 或は 無味に して 幽韻を 

缺 くと 思 はれる もの も 無いで はな い。 

森 家の 系圖は 明治 十二 年 一月に 當時 十四 代に 當る森 友 水の 認めた ものが、 當 家に 殘 つて ゐ るが、 年代な ど 

多少 誤が あるか も 別らない。 卽ち 次の やうで ある。 ( ) は 筆者の 註記で ある。 

系阖 * 遠 江國敷 智郡濱 松驛、 五社 神社 祠 森 友 水 
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初代 森彥藏 


二 代 

三 代 

四 代 

五 代 

六 代 

七 代 


九 代 

十 代 


森 

森、 

森 


道 太 

藤 原 重 


五瓧 にもと 核 松狨內 にあ リ、 家 康永綠 中 入城 \ 

の 折. 家康 のた め祈禱 し、 天 正 七 年 四 0:1 七日 一 

秀忠 出生、 彥藏妻 乳 を 差 上ぐ" 天 正 八 年 七 力 

五社 今の 瓧 地に 移る。 神官 宅地 を 城下に 貸 ひ 

神領 十五 石 も 戴く。 


鑑 三 郞 

藤 原 光信 

水 之 助 


この 代 か、 判明せ ざる も、 慶長 十五 羊 瓧領、 

前代の ものと 併せ 百 石の 墨 印 を 戴く。 


、宽永 十一 牟將軍 家 光よ リ神領 二百 石 加增。 將ン 

第 上洛 秀忠の 例に 依リ、 社參 せらる." 廷.！ K 二 

バ年瓧 殿 修覆仰 付けら る。  】 

ま 代 二百 及び 二 代 百 石 併て 三百 石の 神 領を嗣 


慶 

仏 口 


八 代 森 藤 原然丸 


/元 礎 十六， 年。 一、 ：，_欲見分、 ェ^！-取掛る 

一 然るに 大地 に - ： ..物 入 多く、 修 覆の 爲 

將來 五百兩 下さる 付 を 戴く。  - 

$ に 入門し た ら し く、 亭保 十九. 平 七 六- 

日の  京の  荷  田家の！ f  や 首に  HI;  淵  I-  と共に  ffi  て、 

同 二. f '年 正ヌ、 二月、 三 t< 八月 各 十六 日に 

リ， す こ.： C-..  , 


1 一 〇 

年月 不詳 

年 H 不詳 

宽永九 申年 十 n 六 口 死去 

貞享五 辰年 八 十六 日 死.^ 一 

元祿九 子年 八 三日 死去 

元祿十 丑年 七月 死去 

同 + 三年 十  一 二 日 死去 

元 文 四 年 四月 十二 日 死去 


\ も同會 に. ffi 席して ゐ 

へ资永 元： 牛 十 I  五日 叙 IK 5^ 五位 下。 春 

グ滿に 入門、 ヒぉ 淵の 師。 五瓧 中興の 駔。 

守 藤 原爲壽 (延. ： や 元年 十-力 二十 九日 五位 下、 1^ ス； sal の！ .?A4  trf ト14.^" ョ 1, じ 4;《 

從五 位下  一子， 共に^ 門に 入る" 袋 井 在 銖田村 持 K 氏より « 子 j 安 、月 五.^ 十月 九日 ダま 


森 民 部少輔 藤原陣 n 

從五 位下 


寶歷七 年 (是は 誤。 二 年 也) 三月 二十 八 

日 死去 


十一 代 森備 前守從 五位 下 藤 原 厚 高  天明 六 年 十一月 七 五日 死去 

十二 代 森 石 見守 從五 位下 藤 原壽昌  文化 二 年 三月 二十四日 死去 

十三 代 森 隼 人 藤 原壽治 (西 來院 過去帳に も ある〕  天 保 八 年 五月 二十四日 死去 

十四 代 森 信 濃守從 五位 ド藤原 善 明 

但當 代、 森 友 水ト改 

(明治 十 年 十 一 月 五日 五社 神瓧 祠官拜 命) 

明治 4 上 一年 一 月 
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第 四 章 ，5  § 柳瀨方 塾の 研究 

「別に 結々 紹隱ロ 翁」 と 題して 完藤正 次 先生に 呈 する 

一 序 

旣に 述べ 來 つた 如く、 大眞淵 翁が 濱 松から 出て、 當 時に 於て あれ 程の 聲名を 響かせ、 あれ 程の 大業 を 成就 一 

したに 就いては その 由緒 ある 家系に 强ぃ 暗示 を 受けた こと も あり、 家庭に 殘る 古い 文獻、 さて は 父母の 訓育 一 

と 云った もの、 或は 文運 興隆の 時勢の 影響と 云った やうな ものが 其 因の 大 なる もので あらう。 而 して； K 鄕にー 

於け る 先 St が 斯道に 於て 名 を 成した と 云 ふこと はやが て 後輩の 强ぃ 刺戟と もな リ、 發愤 立志の 內因 ともなる 

ものである こと はこ」 に更 めて 言 ふに 及ばない。 翁の 師森 陣昌、 杉 浦 國 頭 * 殊に 國頭は 審 滿に學 び、 その 緣 

家と もな リ しばく 柬 都に 遊び、 その 地の 雅客 ゃ古學 者と 交リ、 終に 門人 は 國內は 勿論 三 河 方面に も 多く、 

相當 知られて 居った。 而 して これと 同時代に 京都 や江 戶に 於て 歌人と しての 名 弊啧々 たる ものが あつたの は： 

みちい へ  ： 

この 柳瀨方 塾で ある。 殊に 晚年京 江戶に 於け る 名^ は鄕 土人 を 驚かす 程であった" 同じ 風雅 道に 携は リ、 

じ雅 筵に 於て 詠み 合った ことがあ リ、 旣に 相當の 自信 も 得 來リ、 氣象も人 一 倍勝氣でぁった後^5^-淵が是等ー 

先輩に 依って 催された こと は 想像に 難く は 無い ので ある。 翁 を 知る に は是等 先人の 業糗に  一 ^を與 へる の も 

强ち 無駄の ことで も あるまい。  一 

さて 本稿 を 草す るに 営っての 資料 を 列記 すれば 次の やうで ある。  i 


綠亭川 


國學者 一夕話 昭和 七 年 版の 隱ロ 績紹記 

聽誌 「今昔」 SB^  0 隱ロ 先生 

柳 瀨方墊 紫 

地方に 傳 はる 文 獻 

(ァ) 一 字 題 百 首の 歌 自筆 

(ィ) 曳馬の 菜 史料、 これ は秀雅 百人一首 I 

(ゥ) 秋日 同 詠 二 首と 云 ふ懷紙 綴横卷 

( ェ ) 臨 江 寺に あそびし 時のう た 

遠 津淡海 名所 和歌 集 方墊編 

秋 夜隨筆 方 塾 著、 寫本 歌論 を * ける もの 

そ の 他 書翰 扇 面 等 の 斷篇も の 

新 講和 歌史 

近世 和歌 史 

近世 國文學 之 研究 


臺北 帝國大 學敎授 

大阪の 硏究家 

前 神宫少 宮司 


(ォ) 

(力) 

(キ) 


安藤 止 次 先生 

森 繁夫氏 

岡 部 讓翁 稱 


濱松 市の 北、、 積 志 村 名 食家藏 

柳、 弘化五 年 板よ リ轉載 

前 濱松巿 長 中 村 陸 平氏 藏 

濱松巿 元 魚 町 松 尾 祌社松 根 榮氏藏 

復刻 者 川上 秀治氏 


兒山信 一 著 

能 勢 朝 次 著 

彌富破 麼雄著 
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二 略  傳 

東京の 下 谷 池 之 端の 敎證 寺の 隱ロ 先生 美 仲甫之 墓と 云 ふ 碑銘が ある" 今 これに 依って 略 傅 を 述べ、 次に 碑 

銘 を擧げ 更に 序 を 追うて 詳說 して 見よう。 

諱は方 塾、 字 は 美 仲、 世々 濱 松の 人、 父 は 道 意、 母 は山內 氏と 云った。 貞享ニ 年に 生れて、 木 村 氏 を娶っ 

て 一 女が あった。 若く から 和歌に 志して 勤めて 倦まず、 京都に 遊學 して 和歌の 蔬奥を 極めた が、 「尊 一： 郭公 1」 一 

の 題で いよく 有名と なリ、 その 歌の 句に より 隱ロ 翁と 云 ふ 名 さへ 得る に 至った。 大納言 武者 小路 直 蔭と 云 一 

ふ 歌人の 門に 入リ、 專ら 和歌の 硏究に 入リ、 遂に 養子の 方 恒に家 を 委せて 諷詠 を專ら として ゐ たが、 元 文 四 一 

年卽ち 死ぬ 前の 年に 友人 等の 招きに よって 江戶に 出て 和歌の 講習 を 行った ところ、 半歲 にして 弟子 は 益々 多 一 

くな リ、 上流 社會の 詠草な どに も 批點を 加へ る やうに なった が、 その 翌年の 夏、 病に 罹リ 五十六 歲を 一期と 一 

したので ある。 著書 等 もあった が 刊行に 至らずに 了った。 僅かの 期間で はあった が敎を 受けた 門人 逮は醜 金, 

して その 埋葬地 池 端敎證 寺に 碑 を 建てた ので ある" 時 は 元 文 五 年 庚申 七月 二十 七 口で あ. る。 選 文 は 燒宇滕 安一 

世、 眷 は 痴堂荒 文 篤と なって ゐる。 

さて 次に 碑の 全文 を揭 出す るが 句讀は 勿論 筆者が 付けた ものである。  I 


隱ロ 先生 美 仲 甫之墓 (正面に 誊體ん 分に て 誌す) 

先生 柳瀨 氏。 諱 方墊。 字 美 仲。 世々 遠 州 濱松人 也。 父 道 意、 母山內 氏。 以，； 負 享ニ年 乙せ 之歲- 生。 娶 n 木 村 

氏-有， 二 女？ 先生 夙志-: 于 和歌： 勤 而不レ 倦、 屢遊 n 學於 京都： 頓 1-: 詞流 淵源 1 而 有-: 驚， 人 之 語 詠 ^ 尋 n 郭公 1 

和歌 最奇 絕。 遍，： 流于 人間 r 以爲 M 美談？ 人 呼 爲-: 隱ロ翁 ハ遂、 U 自稱。 蓋 以ョ其 歌 中 有-: 隱ロ之 句 1 也。 私 傚 待 

宵 侍従、 臥 芝 加 賀之例 1 也。 後 入-: 武者 小路 亞相 公之 門： 益 其 極-: 其 精粹バ 亞相公 賞， 之、 而許， 正 n 士庶之 和 

歌？ 於， 是、 以-; 養子 方恒 r 幹 n 家事 r 放-: 情 山水 ハ 諷詠 以樂。 元 文 四 年 乙 未 之 夏、 應-: 友人 之 召ハ來 于 江-おつ 

而講 n 習 和歌？ 書生 雲集。 先 有 正 n 近世 和歌 之 風？ 而 復古 之 志 ^ 故 議論 甚高、 聽者 驚駭。 及 n 其循々 敎識之 

久ハ 皆 欣然 大服、 恨 5, 聞-; 其說； 之晚？ 居 半歲、 弟子 益 進、 縉紳 公子 爭請 K 是正？ 五 年 庚申 之 夏 福， 病不， 起。 

五月 十七 日 終，； 於 僑 居？ 享年 五十 有 六。 葬-: 于江都 池 端敎證 寺中ハ 所し 者 書 若干、 未， 行-: 于， 枕- 門人^, 錢缝レ 

石、 令 ァ 安世 識，； 其 行狀之 梗槪ハ 且爲申 之 銘ヒ. 曰、  • 

彼 其 之 子 卓 犖絕偷 天生，； 斯 人, 奈奪 n 之 年 i 

若 其 永世 醇風 可， 傳 庶 乎庶々 何 黨之因 

元 文 五 年 庚申 七月 二十 七日 

矯宇 滕 安世 誌 

痴堂 荒 文 篤 寄 

こもりく 

名作 「泊路 や はつ 昔 聞か まく 尋ねても まだ 籠 口の 山 ほととぎす」 は 碑の 側面に 假名 三 行 にして ある。 
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後述す るが 如く 淸水 濱臣は 泊：.^ 筆 話に 於て、 方 塾 を 誹謗す ると 同時に この 碑文の 杜撰な こと も 批難して 「そ 

の 碑文い とつたなくて 見る にたへ ざれ ども」 と 云って ゐる。 成程 吾々 が 見ても 面白くない 所が ある。 而し兑 

るに たへ ない と は 酷評で ある。 なほ、 隨筆 大成の この 碑文の 三十 有 六 は 誤植で ある リ 

この 石碑に 就きて 近頃 快報が ある" 森繁夫 氏の 筆 を借リ る。 「歿後、 百 九十 一春 秋、 あはれ 誰 一 人訪ふ もの 

もない 無 緣佛、 寺の 隅に 芥の 中に 埋れ てゐ たの を、 ここに 昭和 六 年 六月 二十 八 口、 第五 1^^^ 京掎苕 會の维 行 

された 時、 之 を 見出て 鄭重に 掃淸 め、 香華 を 手 向けられ たるよ し、 島 田筑波 氏よ リ俾 承、 近頃 床しく 嬉しい 

ことであった。 地下の 英靈 もさ ぞ滿 足の ことで あらう。 更に この 墓 を 史蹟と して、 保存 せらる る ことと もな 

らば、 一 層 結構の 事で あらねば ならぬ。」 安藤 先生 も 「明治の 末 ま. では あつたが 現在の 存亡 は 知らない。」 と 御 

心配に なって ゐ るので あるが、 斷 うして 溫 古の 風の 起った の は 邦家の 爲め 誠に 喜ぶべき 傾向で あると 快哉に 

堪 へない 次第で あるが、 鄕 土人の 翁に 無關 心で 居る の は 如何にも 殘念 である。 

三 家系 及び 妻女 

昔から 近 江 商人 は 全國 的に 知られ、 商取引の 上に 非常なる 貢献 をな して ゐ るが、 演 松に 於ても 老舗に は隨 

分 近 江 出身者が 多い- ^ 現在に 於ても 古記 錄に 明かに 記されて、 近 江 出身の 家系の 判った 豪家 も數軒 あるので 

ある。 扱て この 方 塾の 出た 柳 瀨家も 近 江から 出て をリ、 柳 瀨と云 ふ 氏 も 近 江の 地名から 出て ゐる もので あら 

う 0 


方 
恒 

子 


11(11 
妙 宗良正 美。 
心 閑賀受 仲。 


宽永 年中、 今から 三百 年ば かり 前に 近 江の 柳 瀨の關 所の 役人 柳瀨 五左衞 門の 次男 五郎右衛門が 濱 松に 移住 

して 神明 町に 丸 尾と 云 ふ尾號 で、 太 物吳服 小間物と 云った やうな もの を 商った、 之が 濱 松に 於け る柳瀨 氏の 

本家と なる ので ある。 次の 系譜 は 岡 部 翁の 調査に 依って 記す。 


柳瀨 五左衛門 


- 五郎 右 衞門高 光， 


法名、 常 信、 柳ケ 瀬ノ關 司、 Ic^ 永 二 乙 丑年 十 J 晦日 歿、 

墓 ハ柳瀬 ノ興善 寺 一一 ァリ 


法名、 道 頸、 濱松 神明 町 二  ^ 

住、 度 安五 壬 辰年 二 ハ nlf« 


-勘 右衛門- 


法名 道壽、 正 德ニ壬 辰年 

七 力 十八 日歿 


—多 美女 


方 塾は濱 松に 初めて 来た 五郎右衛門の 二人の 孫の 中、 分家した 小左衛 門の 長男と して 生れた ので ある。 前 

記の 碑銘に 父 は 道 意、 母 は山內 とあった が、 之は內 山の 誤記で あらう。  一 
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I 勘 右 衞門勝 政 

法名、 逍閉、 正 德五乙 

未 五 力 十日 歿 

—小 左 衛門秀 政  

法名 道 意、 柳 屋ト號 ス享保 十八 年 A J 十四 

日歿、 妻 遠 江 國刑部 村 內山甚 右衛門 女、 法 

名 知 榮齊永 四 年 六月 十七 日歿 


諱ハ方 塾、 字 美 仲、 通 稱小左 衞門乂 

戶左衛 門 トモ 害ク。 展號柳 si。 晚し中 

ノ江戶 一一 出テ 歿ス。 元 文 五 年 五 J 十七 

(日、 五十六 歳。 mm. 木 村 氏 
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多少 前後す る 嫌 は あるが 一言 述べる。 方 塾の 妻 は 木 村 氏、 名 は 理津と 云った。 夫が 死んで から その 佛名 

を 慈 性と 稱 した。 相 當の敎 養が あった やうで、 亡夫の 友人 杉浦國 頭の 妻 具 崎が 亡くなつ たの は齊^ 四 年 11. 月 

二十 九日で あるが、 この 翌年の 五. 月 十九 日に、 「杉 浦眞 崎子悲 悼會」 が 催された ときに 「風前 落花」 の 題で 

限 あれば をし むと すれ ど樱花 風に 散リ 行く ものと な 力なむ  慈 生 

と あるし、 なほ 「蚊 遣 穴」 の 題で は 

よそめ さへ いぶせ かりけ り賤が 家の 蚊 遣に く ゆる 軒の けぶ 力 は  - 

と ある。 なほ 今の 東海道線 天 龍 驛の近 方 半 場 村の 出身で、 江戶に 於て 眞淵 翁の 門に 入 リ相當 名の 知られた 德 

積通泰 との 贈答 歌 も ある。 

あす は 春の 野に ともな ひて など 契り 置し 夕し も 春雨 ふり 出ければ 便に つけて ことづてす とて 

契り 置きて 雨 も 晴れな ば野邊 遠き 草の みどり も 共に わけ 見む  通 泰 

返し.  理津 

春雨の 空 も 晴れな ば もろともに 分け 見む 野 邊の道 芝の 露 

春の 野 を 共に 分 見し 後 又 花 さかば もろ 共に などい ひて 

0 津 

きの ふ 見し 草の みどり を 分か へて 又もや なれむ 花の 下 蔭 

斯く 聞え ける 返し  •  通泰  ， 


まだき より 思 ふ 心 を わ すれず ば 又 さく 花の 藤に なれな む 

遠 江の 見 付と 袋 井との 間の 鎌 田と 云 ふ 村に 鎌 田 祌明宮 が ある。 ここの 神官 家の 袴田 爲 it は 元 文 五 年 ニー 四 

〇〇) に濱 松諫訪 社の 杉浦國 頭に 入門して ゐ るが、 やがて この 人 は 五社の 森 家に 養子して 陬昌 の女繁 子の 夫 

となった。 これ 等から 想 ふに 鎌 田 方面の 雅人と 濱松 方面の 風雅 人と は、 交際が あった ものと 見える" それで 

享 保の 頃に は 此の 村の 醫師江 塚 家の 老楓樹 を 賞す るた めに、 是等 雅人 達 は 打 述れて 出掛けた こと も ある。 

享保 十九 年 三月に 春滿、 方 塾、 國頭、 眞淵等 打 揃って ここに 盛大な 詩歌の 會を 催した ので あるが、 理律女 は 

是等 雅人と 伍して 諷 詠して ゐ るので ある。 

かま 田の 里 江 塚の もとに 楓の木 枝々 に 色 を あらそ ひて 庭の 面に 若葉 さし そふな むと 傅へ き  > -恃 りて 彌生ニ 

十日 あまり 許 リに詣 で 來ぬリ 聞し に まさりぬ る 詠に 池 水の いひ 出む ことの 粟 もな けれどと リぁ へ ずよ み恃 

る、 

いひ 出む 言の葉 もな し 池 水に 影 を うつせる 庭の 槻は  . 妻 リ つ 

春の 花 秋の もみお にたち かへ て 錦 ことなる ill の 一 もと  籠 口 翁 

隱ロ 先生の 伉 儷と して は 誠に ふさ はし い 風雅 道に 入った ものである" この 理 i: 女 は 木 村 氏の 出と あるから 方 

塾の ゐた濱 松 神明 町の すぐ 隣の 町の 述 尺の 老藥舗 さかい 尾の 娘 あた.： ^ では 無から うかと 想 ふ。 

碑銘に ある 一女の 名 は 多 見と 云った。 元 文 元年 十月 十三 日 方 塾の 家で 荷 田春滿 翁の 靈祠獻 詠のと き、 父母 

と共に 
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落葉 不レ待 k 

あ を かりし 稻 荷の 山 も 冬 木 成 もみ ぢは風 もまた でち りぬ る  籠 口 女 多 見- 

雪 

草 も 木 もみ どり 色な く 埋れて 光 さむけき 雪の 朝 あけ 

の 二 首が 見える。 家庭に 於け る敎 養の 樣も窺 はれて ゆかしい〕 方 塾が 雅 道に 精進す るに 至って， この 多 見 女 

に 養子 方 恒を娶 はせ て 家業 を嗣 がせた ので ある。 

なほ 序でに 其 後の 柳瀨 氏に 就きて 少しく 述べて 見よう。 この 二 軒に 分れた 柳瀨 氏が 天 保 頃、 卽ち 今から 百 

年ば かり 前に は 同じ 神明 町に 源 右衛門、 權 右衛門、 勘 右衛門の 三 軒と なって ゐて、 通りの 南側に 軒 を 並べて 

榮 えて ゐ たと； K ふこと である。 天 保の 中頃の 縣居靈 社 修造の 勸進 膝に 夫々 勸進 金額 も 載せて あるから、 方 塾 

の 出た 家柄 だけに、 後世 も 古雅 道に 理解の あった 人が あった ものと 見える。 故大橋 精一 氏が 1^ 松に 於け る 柳 

瀨 氏の 菩提寺に 就きて 調， 査 したと ころ は 次の やうで ある。 

過去帳 假寫に は柳屋 小左衛 門、 或はた，， - 小左衛 門と 記した の は 見える が 戶左衞 門と 記した の は 一 もない。 

而 るに 同 寺の 天 保 六 年 五月 以降の 過去帳に は、 嘉水ニ 年 九月 二十四日 を筆始 として 皆戶 右衛門と 齊 いて あ 

る。 この 柳 尾 卽ち方 塾の 出た 家 は 終に 絕家 じたが、 明治 初年に 濱松後 道に 住居した 人が 柳尾戶 右衛門と 云つ 

た 由で ある。 そして この 人の 妻であった 人が 三 河の 大野の 戶村 家に 再嫁した が 今年 (明治 四十 一 年 か) 二月 

二十 四 tn 當主 治平の 宅で 歿した と 云 ふ。 而し柳 尾の 血統の 續 いた 人 も 外に あるら しい。 


以上で 方 塾の 出た 家の 由來 など はほ乂 明かで ある。 想 ふに 柳 尾 は 小左衛 門と. 一. ム つて ゐ たが 昔が 同じで ある 

から 戶字を M ひた こと も あるで あらう。 嘗て 柳瀨 氏の 一 族の 方の 所藏 された 骨 さ へ も 放れた ボ ./\ 'の 扇 

に、 宣 長の 敷 島の の 歌と、 眞 淵の 下 毛 やの 歌と 並 記した ものに、 

享保 年中、 遠 州濱松 宿祌明 町、 „iK 服 店 柳瀨戶 右衛門 として 泊瀨路 やの 歌が 書いて あった ことがある， - 

次に 左 衛門を 右衛門に 改めて 戶 右衛門と 云 ふに 至って 了った もので あらう。 橘窓自 語の 幸 右衛門 味 仲と ある 

も 聞き 誤であった ことと 想 ふ。 それにしても 隱 口の 歌で 一 世に 名 を 得た 方 塾の 後裔の 傅 はらな いのは 淋しい 

烕 がする。 

なほ 同族で、 一、 二 年 前まで 濱 松の 神明 町に 柳瀨豊 治と 云 ふ 方が吳 服 商 を 營んで 一、 二方 熟關 係の もの を 

蔵して 居た が、 今 は 何れに か 引越して 了った。 之が 濱 松の 神明 町に 於け る 柳瀨の 一族の 最後の 人で あら トリ" 

四 歌道 執心、 春滿 との 關係 

碑文に、 若く から 歌に 志して 勤めて 倦まず、 京， 都に 遊學 して、 その 研究に 入り、 淵源 を 極めて 人 を 驚かす 

程の 名歌 もあった。 中で も尋 K 郭公 1 の 題の  . . 

まっせ ぶ  こ く 

泊 瀨路ゃ 初音 聞か まく 尋ねても まだ 隱 口の 山 ほと ときす 

が 最も 奇絕 とせられて 世間に 流布し、 遂に こも， リく翁 (隱ロ 翁、 籠 口 翁) の 異名 を 得， 自ら もさう 解す るに 

至り、 私 かに 待 宵 侍從. 臥 芝 加 賀と云 はれた 名人に 比した。 後、 武者 小路 大納言 赏蔭 卿に 入門して， その！？ 
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粹を 極めて、 公から 士庶 人の 和歌 を點 削す る こと を も 免許せられ たと ある。 

00000000000000000000000 

この、 若く から 歌道に 志した と あるの は 何時頃で あつ たかは 判然と しないが、 二十歳 頃に は 旣に歌 を 詠ん 

だと、 推定し 得られる。 それ は、 同じ 町の 默訪 社の 大 祝の 職に あって、 滿 にも 入門し、 常時 n 學の植 威と 

くに あ まさ iJo  . 

して 柬 海道に 知られて 居った 杉浦铜 頭が、 春滿 の姪眞 崎へ 政 子、 雅子) を娶 つたの が寶永 元年であって、 方 熟 は 

この 時 二十 歲 である。 それで この 結婚式に は 春 满が親 代と して 臨席して、 im 松に 逗留 もして ゐる。 この頃 か 

ら春滿 の 指導に 依って 濱 松に 於て 和歌 ゃ國 學の會 合が しばく 催された が、 方 塾 もこの < ^合に は 出席して ゐ 

るし、 自分の 家で も 雅會を 催した こと も ある。 それで 大體 詠歌 道に 入った の はこの 頃から と 兄て {：：1 いと 思 

ふ.' そじて 正 德ニ壬 辰年 卽ち 二十 八歲の 五月に、 京都 御所の 瑞泉院 で 詠んで ゐる、 之が 物に 見えた 初めての 

詠歌で ある。 

あやめの 節 を ことほぎて 

今日と い へ ば 軒端の 妻と あやめ 草 契る もな がき 根ざしな らまし 

樹薩蝉 

風 そよ ぐ榴の 葉が くれな く 蟬の聲 さ へ 靡く 心地 こそ すれ 

鬼に 角、 二十 八歲で 瑞泉院 あたりへ 行って 詠む 程に 自信 も あり、 上達 もして 居った ので ある。 赏際 この 二 首 

の 中 後者の 如き は 生新の 烕 じの する 佳調で ぁリ、 満更の 初心者で はない と は 誰でも 肯 かれる。 卽ち之 等に 依 

つても 是 より 以前から 歌道に 入り-父祖の 故郷に 近 い 京洛に 遊んで 居った こと は 推定せられ るので ある。 


その 師赏 郎に 入門した 證 となる もの は餘り 見當ら ない が、 彼の 碑文に は 判然と 記されて ゐる こと は 上記 

の 菊ー リ である。 "，^し春滿に於ては、 それと は 反對に 入門した と 云 ふ 明確な 證は 見當ら ない が、 それと 推斷す 

べき 兩 者の 關係を 知リ 得る 資料 は 比較的 多い。 そこで、 私 は 先 づ兹. に春满 との 關係を 述べ、 次に その 歌論 を 

述 ベる こ 富つ て. 實蔭卿 に 就き て も 略述す る ことにする。 

先づ 1^ 靖と 濱松邊 との 關係は 何う であつ たかを 觀 るに、 春滿が 初め 江 P に 出た の は元祿 十三 年であった。 

それから 十三 年を經 て正德 三年 月に 歸京、 同年 十月に 再び 出府し、 同 四 年 八月 歸京、 なほ 享保七 年 七月 江 

戶に 出て、 年 六月 歸 京した ので あるから 濱松 を往來 する こと は 前後 六囘 である。 面して 謙訪 社の 杉 浦國頭 

が 社殿 造營の 運動の ために 江戶に 出府した の は、 元祿 十四 年以來 のこと であ リ、 春滿 -當時 信 盛) の 高名 を 

聞いて 入門した の もこの 年で ある。 而 して 前述の 如く、 國頭 は、 中二 年 置いて 寶永 元年に 春 滿の姪 政 子を娶 

リ、 この 嫁入のと きも 春 滿は親 代と して 濱 松に 來 リ十餘 日の 逗留 をな して ゐる。 國 頭と 卷滿 との 關 係が 出來 

てから は、 春滿は その 往復の 度 每に濱 松に 足 を 留め、 國頭を 中心とする 地方の 雅人と 交遊して 共の 誘 掖に努 

めた ので ある。 方 塾が 和歌に 精進し 始めた の もこの 頃からで あったら うと 已に 推定して 置いた。 かの 眞 崎の 

杉 浦 家 嫁入の 時の 寶永 元年 (二三 六 四) に 於け る これ 等 雅人 等の 年齢 は 陣昌、 方 塾 は 同年の 二十歳、 國頭は 

二十 七歲、 眞 淵の 親政 信 は 四十 ニ歲、 眞淵 はたぶ の 八歲、 而 して 春 満は 三十 六歲 である。 

享保七 年 四月 京から 江 戶に歸 る途、 濱 松に 於て 度々 歌會を 催した が、 方 塾の 家に 於ても 歌會を 催して ゐる。 

その 時の 記錄は 春滿の 自筆で 「濱松 和歌 會」 として 前 祌宮少 宮司 神宮 皇學 館長 岡部讓 翁の 秘蔵に 係る。 常時 
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濱 松に 於け る 和歌 會の催 主と も 云 ふべき 役 を 勤めて ゐ るの は 國 頭と 方 塾との 二人であって、 その詠草は^！！^滿 

の 批正を 受けた ものである こと は 次の 信書に も 明かで ある。 

g 前 先逹而 書狀兩 三度 上申 候 詠草 御 添削 出來候 は，. -早々 御 下し 可 被 下 候、 懷紙 登せ 可 申 候 

來 年中 兼題 國頭樣 と 御 相談 仕 近々 爲登可 申 候 間、 戶 へ も責 X 樣ょり罷仰遣可被下候來年は言，^^f题に，？被 

成と 國頭樣 も 被 仰 候、 其內御 左右 申 上 候 

濱純檨 へ 進候饌 別の 歌 御 覽可被 下 候と 奉存 候、 御 立 被 成 候 跡に て、 とくと 吟 申：^ 處に 家の 風のう た 「吹つ 

たへ けめ」 と 仕 候、 此 けめ とくと 不仕 候と 心 付 申 候 「吹った ふべき」 と 仕 候き よく ii:? & やと 泰存 候、 御 

添削：？ 被 F 候い か 様に も 奉 願 上 候、 けめ のと まり は 歌の心 相 逢 申 候 かと 奉存候 

右の 書中 r 來 年中 皴題. 國頭樣 と 御 相談 仕 近々 爲登可 申 候」 と ある は來 年中の 月並 會の題 を^, W と 相談して 

立案し、 その 師春滿 の 檢閱を 願 ふので ある。 次に 揭 ぐる 書翰に 「月並の 會の義 下 拙 X  X と 被 仰 付」 と ぁリ、 

國 頭.. が 留守して 濱 松に 居なくても 月並 會を 勤めな いのは 「是程 迄に 取 立 申 候會」 が^#そかになるから.01分は 

その 器で は 無い が、 是非 相 勤めて、 その 中 一 兩會の 詠草の 批點を 請 ひ 度き 旨 を 申 送って ゐる。 2:1^ 等に 依って 

享保 頃に 杉 浦 家な どで 催した 歌會、 延いては 古學 研究 會と 云った やうな 會は 全く 春満の 指示に 依って 生れ、 

その 高弟た る この 兩 人が 萬 事 世話した ので ある こと は. 明かで ある。 

g 前岷江 入楚拂 本に 出 申 候 由、 御 しらせ 被 下 忝奉存 候、 下 直に 御 候 は， 調 申 度 物に 奉存 候、 何 ほど 仕 候 

物に 御座 候 や、 下 拙 も 湖 月 壹部持 申 候 ま.^ 高直なら ばいらざる 物 かと も 存候來 月：^ 题 よみせせ 申 候 御： ま 削 


奉 希 候、 眞崎様 御詠 も 御 登 も 被 成 度よ し。 

月並の 會の義 下 拙 X  X と 被 仰 付、 心に かけ 世話 やき. 不申 候へ は 一 圓博 明不申 候に 付是程 迄に 取 立 申 候 <w: を 

(3S 

修理 檨御 留守と て 相 勤め 不申 候事殘 念に 奉存候 間、 隨分 無油斷 世話 仕 候、 未熟の 野 子 1^ 题當 M: 厂 X 被 及 相 

談 候義辭 返に も 存候得 共 無 是非 相 勤 申 候、 後便に 一 兩會の 寫可懸 御 目 候、 いか 様に も 相 凝の 筋と 奉 存大鹿 

に 奉存候 故、 衆 中の 機嫌 次第に 仕 候。  - 

なほ 次の 手紙の 如き は 方 塾が 如何に 春滿に その 歌の 添削 をす がって ゐ るか 判って 面白い ものである。 

g 前 長歌の 事 書 落 申 候と 覺申候 本意な きのこと は 古語に 而無御 庵 候よ し、 此 一 句 改作の 様に 被 仰：^ 改作の 

言葉 出かね 申 候 御 直し 可 被 下 候 御 直し 被 下 候 は」 追て 淸書仕 登せ 可 申 候 但し 

はかなく てと；？ 仕 候 や 

ゎリ なさに  • 

此 やうなる 事に-, 叩よ く.？ 然 御座 候 や 無 本意と 申 心の 古語の 心 持 存不申 候に 付と くと 仕不 中、 御 し：？ 被 下 

ず 

樹陰 流水の 內 いさ \ 川 水の 句 少存付 御座 候 間 

風 わたる 岡邊の 松の 下 陰に 

まだき 秋 立い さ」 川浪 

如斯可 仕. 候 やと 存仕申 候 
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去年 古今 集の 後に 上申 候 歌 贈答 御 淸書被 下 樣に申 上 候于今 御て かみ 不被下 候 御 心 まかせに 御 敦被遊 可 被 下 

候、 歌 若 御 失念 やと 書付 上申 候 

思 はずよ ふじの 煙の 立た」 ぬ 

まよ ひ を X  X に はれて 見ん と は 

此歌御 添削 被 遊 又はし 書 を も 相 應に被 遊、 御 返歌 御 書 被 遊 可 被 下 泰賴上 候、 御む つかしながら 奉 待 候 

以上 は 朿麿宛 尺牘に 在る ものである。 

、、、、、、、  、、、、*、、、 

さて 方 塾が 春满に 入門の 禮を 執った か 何う か は 疑問と する 所で あるが. 實 質に 於て は， くの 如く ml 人で あ 

る。 而 して、 最近 手に した 荷 田 信 眞氏著 賀茂眞 淵 翁傳新 資料に は、 その 門人た る こと を證 する に 足る 資料が 

ある。 この 信眞 氏の 家に は 荷 田春滿 門人 和歌 稽古 會 詠草の 享保 十八 年 以降の 留書九 册を藏 せられて ゐ るが、 

それの 享保 二十 年 三月 十六 日和 歌 稽古 會に 始めて 方 塾の 名が 賀茂眞 、淵の すぐ 前に 出て ゐて 次の 歌が ある。 

ここのへ s- そ ら こ- V こ ほへ やへ ひとへ さけろ さくらの はなの さかりに  , •  , 

古々 能 遍乃楚 羅己楚 「南 保 邇夜遍 比 等； 遍佐氣 流 三 九 良 酒 波奈能 佐迦理 籠 口 方- 1 

之で 觀 ると、 後述す る春滿 からこ もりく 翁の 名 を 貰った と 云 ふの も 五十 一 歲 以前で ある ことになる。 

當時濱 松 地方の 雅 友誠訪 社の 國頭も その 實子 朋理 も、 養子 國滿 も， 五社の 隙昌 も、 それから 後の 具 淵 も、 

見 付 天 祌杜の 齋藤信 幸 も 皆 春 滿に入 門 したので あるから、 方 塾 も 共に 抉 を 速ね たもので ある。 

彼の 歌論 を 書いた 秋夜隨 筆の 中に も 春滿を 極力 禮讃 した 言葉が ある。 「此國 にて 作れる 書に 違 ひめの 有 を 知 

ずして いつは リの 言葉に まよ ひ 正 敷 道 を 知らざる は 口 をし き 事に あらず や、 爱に稻 荷 山の 麓 荷 田 何某 東 丸 は 


日の 本の 書の 邪 正 をた 乂し 明らめ、 此國の 事に くらから ず、 歌よ むこと はみ つね 忠岑の 心 を もよ くくみ しら 

れけ ると なん、」 と 述べ 更に 將軍 家に 召 出され 三十 ケ條餘 の 御 問に 答へ て 褒美 を 賜はリ しこと など を 述べ、 最 

後に r 此 人に たぐへ 見ん 人 亦 あらざる べし。」 と 結んで ゐる。 

斬 樣な關 係に あつたから 前述した やうに 元 文 元年 七月 二日に 春滿が 亡くなって から も 追慕 崇敬の 至誠 を捧 

げてゐ るので ある。 卽ちこ の 年の 十月 十三 日に 濱 松の 自宅に 於て 自ら 會主 となって 師 翁の 百 ケ日祭 を 執行し 

て 祭祀と 共に 献詠 會を 催して ゐる こと は 前に 一 寸 述べた 通リ であるが、 この 時會 する 雅人 は 合せ て 二十 1 

人、 國頭、 陣昌、 然丸、 淸兼等 を はじめ 方 塾の 妻子 も 列して ゐる。 

兼題 落葉 不待風  方  塾 

あ を か リし稻 荷の 山 も 冬 木 成 もみお は 風 もまた でち リ ぬる 

當座 堀 河 題 冬 十五 首 

神樂 

ふけ 行ば ゆみ は リ月も 影した ふ 雲井に さ ゆる 本末の 聲 

の 二 首を獻 詠して ゐる。 序に、 この 靈， 肫獻 詠の 役割 は 會主方 塾 (五 ニ歲/ 奉行 杉浦國 頭. (五八 歲)、 師森然 

丸 (不明) fi 師賀 茂眞淵 (四 〇 歲)， 發灘 森隙昌 (五 ニ歲) となって ゐる。 この 時眞、 淵が 歸鄕 して 居った と；； ム 

ふこと は、 真 淵が 上京して 三度 目の 歸 省の 時であって、 この歸省中に臾ま春滿の：^5に遭ったのでぁるから、 

春滿の 葬儀に は 加 はって ゐ なかった ので ある。 これらが 資料と なって、 眞 淵の 「旅の なぐさ」 が 從來元 文 二 
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笫 一 編 ほ 淵の 師と想 土の el^ 界  一 二八 

年の 作と せられて 居った ものが、 この 年の 元 文 元年 四月で あつたと 云 ふこと に 荷 田信眞 氏が 歸納 せられた の j 

である。  . 

五隱 口の 名歌  一 

  一 

泊 瀨路ゃ はつ 音 聞か まく 尋て もま だ こもりく の 山 ほと 、ぎす  一 

方 塾が 天下に 名 を 知らる るに 至った の は、 主として この 歌に 依 リ隱ロ 翁と 人に 呼ばれ、 また. 01 らも さう 號 

する に 至った と 云 ふこと は 上述の 通りで あるが、 ー應 この 歌に 就いて 檢 討して 置かなくて はならぬ。 で この 

歌の 最も 嶄新 なと 云 はれた 所 はま だ こも リ くのと 云 ふ 言葉の 使 ひ 方で あるが、 先づ 一 首の 通釋 をして 見る と 一 

泊 瀨路に 初音 を 聞き 度い ものと 尋ねて 來て も、 まだ こも リく 山に こもって ゐる山 時鳥 は 一 向に 鳴き もしな： 

はっせ  はっせ  は 4i 

さて、 泊瀨は 始瀨、 長 谷、 泊？；！、 初瀨 などと 書いて 大和 國城上 郡長 谷 を 云 ふので あって、 中古 は 波 世と 訛 一 

るに 至った ので あるが、 大和 川の 上流で あるから 初 瀨と云 ふので あると 語源 を說 明した もの も ある。 古歌に 

はこの 泊 瀬の 枕詞と して こもり-くのと 云 ふ 語 を 用 ひ. る ことにな つて ゐる。 卽ち 

隱來乃  隱國乃  ■ 

隱ロ乃  己 母 理久乃  一 

隱久乃  』 


などと 書いて、 語義 は、 こもる は 幽冥に 隱 るる 意. 泊瀨は 埋葬の 地で あるから、 その 枕詞と なった ものである 

とも、 また 泊賴は 山に 挾まれた 谷間の 地で あるから 隱國の 意味で あると も 云って ゐる 鬼に 角 こ の 語 は泊瀨 

の 枕詞と しての み 用 ひられ、 歌 言葉と して は隨分 使ひ惯 されて ものである。 

、、、、、、、  、、、、、、 

ところが 方 塾 はこ の 赏例を 破って、 上に 二 音まで 付け、 まだ こも リ くのと して 而 かも こも.^ く を 隙る と 云 

ふ意昧 とこ もリく 山と に 掛けて 云った ので ある。 ここに 新. i が ぁリ、 而 かも 一首の 風 調 を 害ね ない と 褒める 

人 も あるし、 反 對に古 い 慣用 を 傷る 自己流な 勝手な ものと して 非難す る もの も あると 云ふ譯 である。 

なほこの 歌の  一 二 句、 はつ 瀨路ゃ はつ 音 聞か まくと 頭韻 を 用 ひて ゐ るし、 まく、 尋ねても、 まだ、 こもり 

くの やまの 如く ま 行 音が 多く 用 ひ.、 りれ て 音韻が 大變に 佳くな つて ゐ るし， 四 五 句に 二 音 五一せ と 相 對に讀 まれ 

て 律 格が よろしく、 音調から も 詩と しての 價値は 申 分が 無い やうに 思 ふつ 而 し內容 として は 何う であるかと 

云 ふに、 萬 葉に 於て は 川瀨、 さ乂れ 波、 波の音、 雪、 月、. 山 霞、 紅葉、 木綿 花、 などが 泊瀨に 於け る 歌 付と 

して 採られて ゐ るし、 古今に も 時鳥 を 配した 歌 は 無い やうで ある。 さう した 古歌に 無い 時鳥 を 泊瀨に 持來っ 

たと 云 ふこと も 新味が あると 云 はれる であらう。 而し 寘滅を そそ" 立てる やうな 詩 味 は 起ら な いと 思 ふ。 何 

處 まで 觀念 的な 作で ある。 

次に この 歌に 對 する 褒貶 やその 流布す るに 至った 由來に 就きて 述べて 見よう。 

終に 一言す るが、 この 歌 は 何時頃の 作で あるかと 云 ふこと は 久しく 疑問と して 居って、 前節で は 五十一 歲 

以前と 云って 置いた ので あるが、 古學 始祖 略 年譜と 云 ふ 書に は 享保八 年の 所に 见 えて ゐる。 さすれば 方 塾 三 
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mi  ss; 淵の 師と鄉 土の 舉界  、  一 三 0 

十九 歲の 時と なる 譯 である" 

六 隱ロ 翁に 就きての 諸說 

淸水 濱臣、 この 人 は 下 谷の 不忍 池畔に 卜居した から 泊活 舍と號 した 人で、 世 業 醫を嗣 いだが 歌 を 好み 村 田 

春 海の 門に 入. リ、 博覽强 記よ く 雅筆を 奮った。 泊 活筆話 は その 隨筆 であるが、 其の 開港 第一 にこの 隱ロ 翁の 

ことが 出て 氷る， 全文 は 後に 揭げ るが、 今 その 大要 を 述べる。 

美 仲が かの 「泊 瀨路 や」 の 歌 を 詠んで 自ら も 快作と 思 ひ 師匠の 某 大納言に 示した のに、 #: の 待 W 恃從 など 

にも 比すべく 隱ロ美 仲と 云 ふ 名 を さへ 付けられて 絕唱と 褒められた。 この 話 を 春 滿が間 付けて、 その 大納 

言の 許に 至 リ古來 よりの 「隱 口の」 用例な ど を擧げ て、 若し 殿に 於て かかる 輕擧 をな さるる に 於て は 「歌 

の 事 地に 落ちた リと 申して 宜しから うと-質 すと、 その 維 掌が そんな 事 は 全く 無い、 それ は 美 仲の 弟子な-ど 

の 虚構で あらう と 云 ふこと であった から、 春 满もを かし さ を 泳へ て歸 つたと この 話 を 結び、 次に 碑文の こ 

とに 及び、 碑の 側面に かの 歌 を 彫り付け たの は、 春滿が 咎めてから、 大納言が r 隱ロ 翁」 と 付けられ たと 

云 ふこと は秘 して 世人が 付けた ものであると 云 ふこと にした ので ある。 

この 文に よると 春滿 はかの 歌に 就いては 惡評 をす る 急先鋒と も 云 ふべき 立場に あると 一； ム ふこと は、 後に 述べ 

る 節の ことと は 全く 反對と 云っても 宜ぃ 位で ある.^ 而し 毒舌の 濱臣も 世人が 隱ロ 翁と 云った と；； ム ふこと は 事 

實 であると 肯定す る やうに 書いて ゐる。 


橋 本 經亮、 この 人 は 京都の 西 梅宫の 祠官で 簿文强 記、 豪放で 奇行が あった 人で 有職に^ 通し、 和歌に も堪 

能な 人で、 この 人の 隨 筆の 一書に 橘窓自 語と 云 ふが あるが、 前記と 共に 隨筆 大成に 入って ゐる。 この 書に 

春 滿が濱 松に あった 時、 かのこ もリ くの の 歌 を 聞き こも リ くの 山 時お の 用語に 不審 を 抱いた が、 突 仲の 師 

中 院通躬 卿の 稱賛 があった と 云 ふこと を 聞いて、 之に 賛 して その 由來を 書いた 文が 今も濱 松に ある。 

と ある。 之に 依る と 方 塾の 師が中 院通躬 である ことに 注意すべき である。 安藤 敎授も 云 はれた やうに この 中 

院も當 時 知 ちれた 歌人で あるから、 かの 書の 記述が 一見した 時と 相當の 年月 を經て 居った ので、 食 陰と 誤つ 

たもので あらう と 想 はれる。  - 

次に 綠亭 川柳 著の 秀雅百 人 一 首に は 

籠 口の 翁 は 濱松祌 明 町 柳屋戶 右衛門と 云 ふ吳服 商で ある。 在京の 時、 あの 歌 を作リ 雲井にまで も^えて、 

この 名まで 賜 はった の を、 或る人が あの 歌 は 古歌に あると 評する と 直ちに また 一 首 詠んだ ので その 人 は 赤 

面した。 

と ある。 是の說 はかの 名號 を朝延 から 賜 はった と 云 ふこと」、 更に 一首 詠んで 世人 を 驚かした と 云 ふこと が 

目立って 居リ、 春 滿ゃ實 陰の こと は 更に 云って 居ない。 

以上 擧 げた ことに 依って この 隱ロ 翁が 評判の 高い 人であって、 それに 就いて 相當の 人士 ま でも ¥ を 傾け 

て、 色々 の 傳說. が 生じた と 云 ふこと が 判然す るので ある。 今 右三 傳の 原文 を拾錄 して 鬆考 とする。 

( 一 ) 泊 活筆話 
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第 I 編 淵の 師と鄉 土の 舉界  一 三 二 

一 享保元 文の 頃、 柳瀨美 仲と いふ 歌よ み有リ けリ。 いささか 復古の こころざ しも ありけ リと ぞ。 ある 時の 

歌に、 「はっせ 路ゃ 初音き かまく 尋ねても まだ こも リ くの 山 ほと と」 ぎす」 いふ 歌 をよ みて、 おのれ もい み 

じうよ み 得た 力と 思 ひて、 日頃した しう 物學 きこえ まゐら する 某 大納言 殿の 御 もとに まゐ りて、 此 うた： Z 儿 

せ泰 るに、 いとめで くつが へらせ 給 ひて、 今の 世に かくば かリ のうた よみ いづべき 人 また あるべし ともお 

ぼえず。 かの いにしへの 待 宵 侍從、 もの か はの 藏人、 ふし 柴の 加賀、 沖 石 讚岐チ などが ためしに なら ひて、 

今よ リ隱ロ 美 仲と あざな つくと も、 誰か はてむ つけん とほめ 給 はせ しかば、 美 仲 身に あまる うれし さに、 

かへ るすな はち、 しれる かぎりの 人々 にも、 しか- f のよ し 語りき かせて、 ほこりけ る を、 稻荷 山の 神職 

羽 倉東滿 11 此 よしを 聞きて、 を こまが しき 事と おも ひ-つ \ やがて 大納言 殿の 御 もとに まゐ リて雜 《：tf 某 

とかいへ るに あ ひて 申しけ る やう は、 傳へ うけ 給 はるに、 此頃美 仲が 歌に、 まだ こも リ くのと いふうた よ 

みて、 いたく 殿の 御褒 詞に預 リ侍リ しょし、 まこと さる 事 や は ベリし、 おのれ も 物の 心しり そめし ほどよ 

リ、 歌の 事に 深く 心 をよ せ 侍る が、 こも リ くと いふ 詞は、 ふるく 古事記. 3 本紀、 萬 葉 集に わたりて、 み 

な泊瀨 のまく ら辭 にて 侍る を、 その 枕辭を かく 秀句に いひ かくる のみならず、 五 言に のみい ふべき 詞を、 

上に まだの 二言 を そへ て、 七 言の 句に もち ひ 侍る こと、 古歌に たえて 例な き 事に 侍り。 いかで 此歌を ほめ 

させ 給 ひて、 お ほけ なく 隱ロ美 仲な どい ふ あざ 名つ けよ とは宣 はせ しなら む。 こ はさ だめて、 辻 大路のう 

きたる かたり ごとに こそ は 侍らめ。 殿の 宣は せし ならば、 歌の 事、 地に 落ちたり-とや 申し 侍らむ。 いとな 

^か はしく こそ、 此凝 ひう け 船 はリ、 る；^ たくて ことさらに 詣 でき 侍 やしな リと 申しければ、 雜掌 も：^ 


にさし つま リて、 いかで さる 事 侍らむ。 そ は 美 仲が 弟子 どもな どが、 おのが 師の歌 を かがやかさむ とて、 

殿の 御名 を か 夕て、 うきたる 事 を かま へ て 出で たるに こそ 侍りけ めと て、 そこ/ \ にしておく つかた へ は ひ 

"て、 又と 出で ざり ければ、 東 滿もを かし さ を こらへ て、 家に かへ りけ ると ぞ。 此美 仲が 墓. 今 まの あた 

リ江戶 下 谷 池 之 端なる 敎證 寺と いふに ぁリ て、 正面に 隱ロ 先生 美 仲甫之 墓と いふ 九 字 を、 八 分に してし る 

し、 側面に、 はっせ 路 やの 歌、 また かたつ かたに 碑文 をゑリ 付けた リ。 碑文の 說 本文と たがへ る は、 かの 

束滿 のな じリ とがめた る 後は亞 相の ゆるし 給へ るよ し は、 かくして 世人の つけたる あざ 名の やうに、 いひ 

かへ しもの なるべし。 その 碑文い とつたなくて 見る にたへ ざれ ども、 行狀 をし るば かリ にこ こに 载 せぬ。 

(碑文 前記に つき 略す る。) 

(一一) 橘 窓自語 

荷 田東滿 遠州濱 松に ぁリし 時、 濱松 宿に 柳瀨幸 右衛門 味 仲 (美 仲) とい ふ 人 

初. 瀨路ゃ 初音き かまく 尋ねても まだ こもりく の 山 時鳥  ， 

とい ふ 歌 を かた リ しかば、 こも 勺く の 山 時鳥と 云 ふこと、 いまだ 聞かず と 云 はれた リ しに、 かの 味 仲中院 

通躬 卿の 門人に て. すな はち 中院 殿の 點ぁリ し 歌 也と いひければ、 當 時の 歌仙 通躬 卿の 仔細な く點せ させ 

給 ひし 上 は、 譬 いにしへ に 例な くと も、 これ を 據に我 も よむべし、 と柬滿 いはれ て その 故 よしをし るされ 

しふみ、 いま も濱 松に ありて みたり-しなり。 

(三) 秀雅百 人 一 首 
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第一 編 a お 淵の 師と鄕 土の 學界  一 三 四 

こも リ ぐの 翁 

籠 口の 翁は享 保の 頃の 人に て、 遠 州濱松 神明 町 柳屋戶 右衛門と いふ 吳服 もの ひさぐ 家の 隱 居な リ。 柳濑方 

塾と 號し、 和歌に 心がけ ふかく、 生涯 風雅に すごし、 や >t 都に すめる こと ぁリ、 あるとき 尋 ぬる ほと とぎ 

すと いふ 題に て  • 

路ゃ (略) 

とよみた リけ るに、 世に きこえ 雲井に も 御 賞 嘆 ぁリ、 辱く もこ もリ くの 翁と いふ 名 を 賜 はり、 引出 ものな 

ど 下されければ、 ねたむ 人の いひけ る は、 この 歌 故人の よみし 歌 也、 某の 家の 猿に ありな ど 批判す る 人 あ 

る よしをき きて 又、 

一 聲を さだか ならね ど 森の 名の 如何にた だすの 山 ほととぎす 

とよみければ、 此歌も 世に きこえて、 皆 人 ほめければ 初め そしりし 人 も かへ. りて、 人の そしり をう け 恥て 

赤面せ しと かや。 

^^^h^^a 濱松 出生、 W 淵 氏、 濱 3 侯 侍 feE 翁つ  一 ^ 

つ 匹」.^:^,? 百 s、 宣長 門人、 い W 漠ー 一通 ズ 葶翁ジ _  f 

「籠 口 美 仲 事、 兼 而御聞 及 被 成 候、 彼 は 私 (If) 妻 祖父- 而 御座 候、 右よ み 申 候 歌 懸御目 申 候 …： 右 籠 口 翁 

と 申 名目 羽.^ 東 丸の 文 • 妻 所持 致、 羽 倉の 自筆に て、 殊の外 見事 成 者に て 御座 候、 右 之 寄 或 人 偽筆の 上手 

なる 人 有て、 本書 之通寫 申し^ 能 似 申 候、 文字く ばり 字ノ 大小 迄 も 似せ 申 候 故、 寫 させ 致-: 進上 一 候 半。 御 

返し 一一 及不 ゆ：^、 甚以 俗なる 物 也、 柳瀨 小左衞 門と 申、 若年の 時分 作り-申 害と 相 見へ. &候、 "： &ハ演 松 在中. N- 


人々 かリ申 候、 若 御覽被 成候ハ ，、懸 御 目、 能 便候ハ ，、遣し 可 申 候、 大封 物故 飛脚 一一 ハ a しがた く 候 

日內 山.' 

眞龍宛 j 

以上 は 極 最近の 發見 であるが、 次 節の 三 浦 氏、 高 林 方朗、 橘經亮 等の 見た と 云 ふ春滿 自筆と 稱 する もの 

に 偽筆の あった 事 等 も 窺 はれる。 (昭和 十一 二 年ん さ 八日 校正 中 追記) 


七 春滿 の推稱 

前の 橘 窓 自語を 書いた 橋 本經亮 翁が 春满 自筆の 隱ロ 翁の 由來 誊が濱 松に あるの を 見た と 云って ゐ るが、 安 

藤 敎授の 亡友 三 浦 千 畝 氏が 明治 三十 四 五 年頃 得られた 同じ ものに、 幅 一 尺 長さ 二 尺 四 寸餘の 紙に 恭滿 の眞胰 

と 思 はれる 細 書が あるが、 恐らく 是 が經亮 翁が 濱 松で 見られた もので は 無いだら うかと 敎授も 云 はれて ゐる。 

濱 松の 北 一里ば か リの有 玉と 云 ふ 村に、 高 林 家と 云 ふ 地方 切っての 舊 家が ある" 當主は 彼の 時計 研究で 有 

みち あきら  ， . 

名な 兵衛 氏で ある。 この 四 五代 前に 高 林 方 朗と云 ふ宣長 門人の 國學 者が あるが、 時代 は經亮 翁と ほぼ 同し 

で * 經亮 翁が 文化 三年に 四十 七 歳で 歿し、 方 朗翁は 天 保 三年に 七十 八 歳で 狡して ゐる" さて この 方 朗翁も 同 

じ 軸と 泊瀬路 やの 歌の 軸と を 見て ゐて、 それ を 美 濃大の 紙に 合せて 筆寫 して、 その 終りに 「この 泊濑路 やの 

歌と それ こも リ くの 云々 の 文と 二 軸 は、 今 遠 江 國濱松 神明 町 丸 屋柳瀨 勘 右衛門 所藏 也" 方 塾はミ チイへ とよ 

笫四章 享保 歌人 柳 瀬 方毚の 研究  ニー 一 五 


第一 糲 Hi; 淵の 師と鄉 土の 寧界  .  1 一一； 六 

めリ。 前名 を 美 仲と もい へりし によりて、 ミチ ク とよむ 也と いふ は あやま リ也 〈41 稱は^ 賴. 左 iS: 門と ぃヽ 

リと ぞ。」 と 註して ゐる J この 二 軸を藏 して 居った 丸 屋の勘 右衛門と 云 ふの は、 前述の やうに 方 塾の 出た 家の 

本家で ある。 して 見る と 當時已 に 柳 尾の 小 左 衛門は 昔の 俤で、 この 祌明 町に は 居らなかった もので は ある ま 

いか、 若し 相當 にやって ゐ たなら ば 先祖の 遺物 を 秘蔵して 居る に 相違ない。 閑話休題、 この 方朗は その 軸 そ 

の 筆者に 就いては 朋 言して ゐな いが * 察する に 「泊 瀨路 や」 の 方 は 方 塾 上と ぁリ、 方 塾が その 師匠に でも 

して その 批正を 願 ふと 云 ふ 意味で あるから、 大方 方 塾の 筆で あらう が、 「それ こもり？、」 の 方 は；； 滿 筆の もの 

か 方 塾の 筆寫 もの か、 大方 この 雨 人の 中 何れ かで あらう から、 その 文面に 就いては 入. fN 、經亮 の 見た もの. と 同 

じで ある 莕 である、」 この 方 朗の寫 は 私 は 二三 年 前に 濱 松の 晩照 堂と 云 ふ 經師屋 で 見て 筆寫 して 置いた が、 是 

は 現在 岡部讓 翁の 所藏 となった やうで ある。 さて 故 三 浦 氏の 手に入つ たと 云 ふ經亮 の 見たら しい ものと、 こ 

の 方 朗の筆 寫とを 比較して 見る と 可な リの相 逯を發 見した ので ある。 傳寫の 誤と して は 少し 多過ぎる ので 不 

審に つて ゐる。 

次の 傍甞 したの が 三 浦氏發 見の もので 安藤 敎授が 國學者 一 夕 話に 出された ものである。 

尋 郭公  方 塾 上 

泊 瀨路ゃ 初音き かまく 尋て もま だ 籠 口の 山 ほととぎす 

それ こも リ くの 泊瀨 とつ ，、一け たる こと は、 かけ まく も かしこき 其 朝 倉の 宮に 天の下し ろしめ しし すべらぎ 

S  ナシ  め 

の 大御歌 ある は 衣、 いらつ めの 御 歌な ど を はじめと して吳 竹の 世 。の 人々 かた 糸の ょリ くにた えせぬ 歌 

ナ ン - き。 7 こ P  々 


ことば 也け る。 しかる を 中頃の 人隱 口の 泊瀨を かく リ くのと ませと 讀 たがへ たり。 さる をい ざ あやまり-と 

成  り  & 

もしらぬ 輩よ、 今の 世に も 猶證ロ を かくりく とも 泊 瀬 をと ませ ともよむ なんお なじ ことよな どお も へる も 

ぁリ。 これ ゃ此 おなじ 天皇の よみた まひし あきつの 小 野 を ある は、 かげろ ふの 小 野と よみ、 ある はかた ち 

の 小 野と よめる に ひとしくて、 さらにい ふべ くも あらぬ ひが ことなり けらし。 ここに 柳 瀨方塾 はふ かく や 

まと 歌の道 こ、 ひざして ぞ、 と， リが なく 柬 塔よ リ 久方の 都に しばしば まう のぼ、 り o ある 時 は 百 敷の 犬宫 人に 

ロナン  ナ シ  さ て 

立 寄て 歌の すがたの みやび ひなび を 問き はめ、 ある 時 は 八重 藉とぢ はてたり し 門に も 分 入て、 ことの 萊の 

古き あたらし きを ぁナ つら へ リ。 これみ なみ づ からよ み 出な む 歌の あやまち すくなく こと とがめす くな か 

ろ 8 みなこれ  こと  お 8 ひよこ， し .< な &む 

ら むこと を 正し わき まへ むがた め なれば なるべし。 さるから、 かの かくら くのと ませな どい ふ ひが こと は 

もとより 伊勢 人なら ね f いささか もなくて、 ちかき 頃 時鳥 を尋 ぬると いふ こと をよ める に、 上に はつ 湘路 

0  云  に 

やとお きて、 下に まだ こもり-くの 山 時 Elit と.；：^ むよ める 歌 を 見せ 侍りし 時、 且 おどろき かつめ でぬ。 誠に： m 

^  ナシ  ナシ  ナシ  ▲JeJK に SSC の. E と SS なんとても さろ 故 あ 《 ^て やつ がれが 心に 

賴山  < "とつ づけた る 歌 を 見 及ばねば、 ■ これ ゃ吉 野よ からむ ともき はめて、 難 波の あしから む ともおろ かな 

はかな ひたれ ど むか、 しょりい まだ こも" くの 山と つ t けよ める ため、 し を ひ？ 《- ねば 人た *  くて は ■  、、、、、、 ヽ、、 、、、、 

る、 いひと つ こさ だめ てんこと あだし 人のう け ひくま じく、 中々 そし リぉ ひぬ ベ ければ ともかくも いひ きら 

；  ナシ  べくはば^l"も^.:せ、しR^l^ 

でよ 、： ^かりや すら ひし 程に、 方 塾 かの 歌 を 前 大納言 實陰 卿に • みせ： ii!: りしに こも リ くの 山のと がめ はなく 

ナ シ  画かの^ を 方^  、  , 

て かへ り. てす み をた A む 引て たびぬ  <" れば、 ると みづ から 語りて、 猶 かのこ もりく の 山の こと はいかが 

と-世び  ぬろ おきこえければ 謹 

とかお も ふと 玉く しげ 二度 三 たびにお よび ぬれば、 ■ 今の 世に おきて 此 卿の ゆるし 給へ らん 歌詞、 維 か 0 い 

•  つ  ば 

なみの 海の いなむべき ならねば 今 は 誰に はばか リの關 の は、 乂 かるべく も あらざる べし。 さ. b ば此後 歌のお 

,  ナシ  .  ひ  ナ 
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一  s の 師と瑯 土の 寧界  ニー 一八 

とリ まさ h> はと まれ かくまれ こもりく の 山と 讀 出なん ことの この かみと は；^ 歌なる べし。 より-て 今より 後 

シ  を  ■ なり： » 

？ め 

やつ がれ ひそかに 名 付て 籠 口。 翁と ほめい ふべ し。 努た はぶれ のこと に は あらず。 あな かしこ。 

の 

朿 麿. 

この 泊瀨路 やの 歌と それ こも リ くの 云々 の 文と 二 軸 は、 今 遠 江 國濱松 神明 町 丸 尾 柳瀨勘 右衛門 所藏 也。 方 

塾はミ チイへ とよめ リ。 前名 を 美 仲と もい ヘリし によ リて、 ミ チウと よむ 也と いふ は あやまり 也。 俗稱は 

柳瀨. 小 左 f 門と い へりと ぞ。 (註 この 末 文 は 高 林 方 朗の誊 き 添へ たる ものである リ 

その 內容 を解說 する に、 こもりく の 泊 瀨と續 け 用 ひる こと は古來 からの 惯用 である。 中頃 口の 泊 濑をか 

くらくの とませな どと 誤讀 する もの さへ あるに 至った。 方 塾が 時々 都に 出て は、 時には 大宮人な ど を も 訪ね 

て 歌の 研究 をした の は 斯樣な 誤な どに 陷ら ないた めで ある。 或る時 「泊 瀨路 や」 の 歌 を 示された が、 その 句に 

まだ こもり. くの 山 時鳥が あつたので 心中 驚嘆した が、 自分 だけの 考 では 覺 束ない から 推 稱の辭 は控へ てゐた 

が、 赏陰卿 も かの 歌に 墨 を 引いて 吳れ たもので あると 方 塾が 話した から、 今の 世に この 卿が 認めた もので あ 

れば 何の 憚が あらう、 この 歌が 新 用語 例の 元祖と 云ふ譯 であるから、 以後 作者 方 塾 を隱ロ 翁と 推稱 する。 と 

云 ふので ある。 

前の 淸水濱 臣の" 說では 春滿は あの 歌の 惡 評の 急先鋒 ともなって ゐる やうに あつたか、 ここで は 右の やうに 

推稱 して ゐる。 新う した 文書の ある こと は 方 塾の 爲に 非常に 幸福で ある。 方 塾と 春滿 との 關 係が 前述の やう 

に、 師弟の 情誼 濃 かであった 所から 見る とさ もこ そと 肯 かれない では 無い。 


而し、 私 は 前に 兩 者の 文面に 相違の 多い こと を 指摘して 置いて、 不審で あると 述べて 置いた が、 仔細に 檢 

討して 見る と 方 朗筆寫 の ものよ リは三 浦氏發 見の ものの 方が 餘程 推敲され てゐ るし、 方 塾の 立場 を 善くす る 

やうに もな つて ゐる ところ を 見る と、 方 朗筆寫 の 原本の 方が 早く 出來て 居った もので あらう。 鬼に 角 この 相 

逢の あるの は 面白くない、 濱臣の 「おのが 師の歌 を か *、 一 やか さむと て、 殿の 御名 をかリ て、 うきたる 事 を か 

まへ 出で たるに こそ。」 まで は 行かな いまでも 多少、 宣傳 めいた 作爲 があった かも 判らない。 春 滿は方 塾よ リ 

四 年 前に、 實陰は 二 年 前に 歿し、 それから 後に 方 塾 は 江戶に 出て 聲名を 博した ので ある。 

それで 三 浦氏發 見の ものが 果して 春滿の 自筆で あつたかと 云 ふこと も 疑問と なって くる。 早くこれらが！^ 

び何處 かで 發 見され て、 その 筆蹟が 判明す るか、 或は 春 滿の遣 稿 中からで も かの 文 稿が 出づれ ば、 また 面白 

ぃ考證 も出來 ようと 思 ふ。 場合に 依って は 方 塾に 對 する この 一 抹の 疑雲 も 一 掃され る ことで あらう。 

然るに 玆に、 更に 異文 一 篇を發 見した。 それ は、 筆者の 鬼 集して ゐる r 國學 資料」 は 現在 七 編 あるが、 そ 

の 第一 編に 收 めた 「古 學 始祖 略 年譜」 にある ものである。 本書 はかの 眞 淵の 師 杉浦國 頭の 四 世の 孫 比 隅滿が 

家傳の 舊傳、 奮 記に 依って、 編輯した もので、 その 寫本 (石 塚寵麿 門人 歌人 小 栗廣伴 筆) は 岡部讓 翁の 秘藏 

であるが、 私 は それ を寫 したので ある。 さて この 書の 享保八 年の 所に 

尋霍公  方 塾 上 

と 云 ふ 見出しで、 曰 M. 初に 彼の 歌 を 揭げて ゐる所 は 方朗の 筆と 同じで あるが、 本文に は 所 々相違が ぁリ、 さリ 

とて 三 浦 氏 舊藏の ものと 同じで もない。 今、 その 重な 所 を  一 二 比較して 見る に、 單 に傳寫 上の 誤 だけで はな 

笫四章 享保 歌人 柳瀕方 塾の 研究  ニニ 九 


t 方 三 略 

似 朗 m  fe^- 年 
a，        似 氏 
八 ^        3 譜 


碑文に， 元 文 四 年 夏に 友人の 招に 應 じて 江 戶に 出て 和歌 を 講習した が、 害 生 雲 奥し、 ^歲經 っ屮に 弟子 は 

益々 多くな リ、 ^紳 公子な ど つて 和歌の 批正を 請 ふに 至った と ある。 次の 手紙 は 明治 四十 一年 六月に は演 

松祌明 町の 柳瀨， 豊治 氏が 秘藏 して 居られた ものである" 

なほ/ \ 冬 とし あたたかに 御座 候、 しかし 雪 は 三 ど ふり. 申 候、 四 五寸づ つた まり まゐら せ！ ir あたたか 


t ルー 耩 虜 湖の 師と^ 土の 舉界  一四 〇 

くて 意， 識 的に 手が 加 へられて ゐる こと を 認めねば ならぬ) 旁.、 上述の 如き 方 塾に 對 する 疑 を 持たねば ならぬ。 

之 は 更に 後 考を耍 する 所で ある。 (上述の 如く 偽筆の 上手が あった ことに、 兹に 一考 を 要する。 S) 

三 浦 氏舊藏 誠に 泊 頼 山 を 直に 籠 口の 山と 讀 なんとて もさる 故 ありて やつ がれが 心に はかな ひたれ ど 4! "よりい まだ、 こ 

もりく Q 山 ふ つ けよ める ためし をき かねば 方 人なくて は. これ ゃ吉 野よ からむ とも 

方 人筆寫 誠に 泊賴 山と つづけた る 歌 を 見 及ばねば、 これ ゃ士 "野 Q よから むと も 


誠に 泊 賴山を ただちに こもりく の 山と よみなん とても さる 故 あれ ど よりい まだ 口  Q 山と つ ，、 けたる 

をば 見 及ばねば *  れゃ士 nlf のよ からむ とも 

ャ々 そしりお ひぬ ベ く はばかり も だせし 程に 

中々 そしりお ひぬ ベ ければ ともかくも いひ きらで、 はばかり やすら ひし 程に 

中々 そしりお ひぬ ベ ければ ともかくもい ひさして • は かりや すら ひし 程に 

江戶に 出づ、 終焉 


と 申 候ても そこ もとの かんじょ リ はさむ く 御座 候 

あらたま リ候 年の はじめみ な /-\ 御 そく 才 一一 御と しこし 被 成 候 はんとめ で 度存ま ゐらせ 候、 か、 樣 勘左衛 

門 殿、 おくら 殿へ ふみ 遣し 候、 御 心得 可 給 候.、 われら 事 そく 才ー 一とし かさね 珍 敷 所に て 御大 名 様が たの 御 

禮 廻リ、 め を おどろかし おびただしき 事 一一 候" お 律 事 も 心よ く 成 申 候め で 存まゐ らせ候 

一、 冬 こしの ふみ 給 はリ、 てぬ ぐ ひ 御 送 リ給は リ候心 水く つか ひ 可 申 候 冬と しじ まひ も大 てい-一 いたし、 

めう がに 叶 可 申 御 事-一存 候 

一、 金 百 疋進じ ま ゐらせ 候、 是は松 平 ひょうご のかみ 樣ょリ いただき ま ゐらせ 候 金子、 江戶へ はじめて 

參、 其 年 二 御大 名 様よ リ 金子 はい リ やう、 あまり ぁリ がた く 候 まま、 そ もじへ も百疋 すそわけ 進 じ 候、 い 

ただき 可 被 成 候、 松 平 銀 之 助 樣ょリ もいた だき ま ゐらせ 候、 是も三 萬 五千石-一て 御座 候、 御大 名樣ニ かし 

らょリ いただきめ うがなる 御 事 一一 候、 いさい は リっ方 迄 申 遣 候、 御 聞 可 被 成 候、 めで かしこ、 

じゅ はく 様へ も 進 候、 よく./ \> 心得 可 給 御 ふみ は 進 不申候 

正月 二日  みちう (； 5^、 仲) 

おつね 殿 

き ほふ 檨 おく 樣御申 候お つね 殿 も 此方 へ よび 申 候 やう 二 と 御 申 上 候 

是は 彼の 碑， 文 を 裏書す る ものである。 夏 出府して、 その 翌年に は 松 平 兵 庫 守と 三 萬 五千石の 松 平 銀 之 助と 云 

ふ 二人の 大名から 金子 を 頂戴した ので ある。 之 は 勿論 和歌 添削の 御手 當 であった に 相違ない。 田舍の 一町 人 
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の 分際で あるから 名 譽もー 入に 感じた ことで あらう。 それで 親戚の 女な どに も 御 裾 分 を 致して 其光榮 をも頒 

つた ものである。 鬼に 角 江戶に 於け る 評判 は 高かった ものと 見える。 後輩 眞淵 もこの 時 巳に 江戶に 出て ゐた 

が、 田 安 侯に 召 出された の はこれ から 八 九 年後の ことで ある。 

ところが この 年 五月 十七 日に 寓居に 於て 病の ために 歿した の は 誠に 殘 念な ことであった。 享年 は 五十六 歲 

である。 上記の 如く 隨筆 大成の 三十 六歲と あるの は 誤植で ある。 それで 池 端敎證 寺に 葬リ、 二 ヶ月 後に： 兇に 

建碑と なった ものである。 以來 春風 秋雨 百 九十 五 年 を 經てゐ る。 その 時 は、 濱 松の 本宅に 於ても 勿論 本菲を 

營み 菩提寺に 遺髮 など を 納めた ことで あらう。 

九 その 革新的 歌論 

先づ 順序と して 方 塾 時代の 歌道 界を 一 磐す るに 先立って 中世 歌道 衰頹の 原因 を觀 るに 

第一 は 貴族的 性質 を i がび て來 たこと。 卽ち定 家 卿 以來、 和歌の 家柄が 確立し 師承傳 校が 重んぜられ、 三 木 

三 鳥の 如き 古今 傳授は 和歌の 師範 家に 墨守され て來 て、 和歌 は 貴族 獨占 とな リー 般 民衆 は 、速 歌 俳諧に 走って 

了った。 貴族 は 家と 地位と を 保持す る爲 にいよ/ \ 門外不出 底の こと を 云 ふに 至って 革新な ど 思 も よらぬ こ 

とであった。 

第二 は 歌道と 云 ふ 傳統の 生じた こと。 詠歌に 於け る 創作的 本來の 性質 を 放れて 了って、 定 家の 詠歌 大槪、 

爲 家の 八 雲 ロ傳、 順 德院の 八 雲 御抄、 頓 阿の 說を良 某の 記した 愚問 賢 註、 良甚の 近來風 抄 など を 金 科玉條 


して 修辭的 技巧 論 や 煩琅な 規則に 墮 して 了った こと は、 師範 家の 定まる と 同時にい よ- (-甚 しくな つて 了 ク 

たので ある。 

第三 はニ條 家の 歌風で ある。 京 極、 冷， M の 師範 家に 對 して 二 條家は 常に 保守的に 流れ、 定家 撰の 新 勅撰 や. 

爲家 撰の 續後 撰な どの 平淡な もの を實 ある ものと して 尊び、 頓 阿の 草庵 集 を 規矩と して、 熱の ない 平板 無疵 

がその 理想であった。  . 

以上に 原因して その 衰頹は 平安 末期から 鎌 倉、 室町、 戰國の 各 時代よ， リ德 川の 初期に 及んだ。 その 間 多少の 

浪 のうね リ はあった にしても 歌道 衰頹の 形勢 は 依然として ゐる。 而 して 和歌 史上 細 川 幽齋の lew じた 鹿 長 十五 

年まで を 天文 期と し、 以下 を 寛 永 期と して、 延寶 から 元祿、 享 保まで 六十 五 年間 を元祿 期と し、 元 文から 明 

和まで 三十 五 年間 を寶暦 期と 云 ふ。 さすれば わが 方 塾 は 大部分 は元祿 期に 入リ、 最後 五 年 は寶暦 期に 入る の 

である。 而 して 和歌 衰類 期の 延長 は寬永 期にまで 及んだ が、 元祿に 入って 始めて 革新の 蓮に 際會 したので あ 

つた。 古今傳授に^？^擊の烽火をぁげた木瀨三之、 和歌の 口授 秘傳ゃ 階級 的 差別 を 無視した 下 河邊長 流. 和歌 

を眞の 文學的 見地から 眺めた 僧 契 冲等は 皆 此の 期の 人で ある。 中で も 最も 革新 運動に 論陣 を 張った の は戶田 

茂睡 である。 而 して 是 等の 革新 者 等 は その 聲は大 であった が實 際の 作品に 於て は 依然 蓄弊 を脫 する ことが 出 

來な かつた と 云 ふ 批評 を 受ける。 眞淵を 中心とした 次期の 寶展 期に 於て 始めて 結赏 して 名赏 相伴 ふ ものと な 

つたので ある。 以上 は 主として 近世 和歌 史と新 講和 歌史 とに 依って 說述 したので ある。 扱て 今方 塾の 歌論 及 

び 其の 作品 を觀 るに 當リ、 先づ その 結論 を 云へば、 方 塾 はこの 元祿期 歌人の 特徵を 具有した もので ぁリ、 k 
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かも 作者と しても. 歌學 者と して 相當の 位地 を 占むべき 一人で あると 私 は 思 ふので ある。 而 るに 近世の 和歌 

史に 於て 一 瞥 をも與 へられ 無かった の は 學界の 爲に惜 むべき 一 事で ある。 

方 塾の 師事した 武者 小路 實陰 卿と は 何う 云 ふ 人で あるか、 三 條西實 條のニ 男に 公 種と 云 ふ 人が あるが、 こ 

の 人が 武者 小路 家の 始祖と なって ゐる。 この 人の 嗣子が 卽ち今 ここで 云 ふ 所の 實陰 である。 歌道に 優れて ゐ 

たので、 後西 院 から 古今 傳授を 受け、 靈元 院ょリ 和歌の 勅點を 受けて、 當 時に 於て は 堂上 歌人の 筆頭で あつ 

た。 それで 家柄に は 無い にも 係 はらず 儀 同 三 司の 推 任 を 蒙った 程で あり、 靈元院 から は 逍遙 院赏降 このかた 

の 歌よ， みで あるとの 御 褒辭を 賜 はった。 著書に は 初 學考鑑 一 卷、 その 門 人 似 I 一；！ がその 師の說 を^^し たと 云 

ふ 詞林拾 葉が ある。 この 拾 葉の 方 は 後に 拔抄 せられて 磯. の 波 又は 實陰卿 口授と して、 享和 元年に 刊行せられ 

た。 家集に は 芳雲綸 歌集が ある。 元 文 三年 (二三 九 八) 七十 八歲で 逝かれた。 

その 歌論 は ニ條の 流で あると 云 はれる。 詞は舊 く 情 を 新しくせ よと 云ふ定 家の 言葉 を 採リ、 常時 條 であつ 

た 流派 意識 を 去るべき こと、 實情を 先と して 實景を 心が くべき こと、 四季の 推移に 常に 注意して 無心 無 象な 

るべき ことな ど を 說き頓 阿の 草庵 集 を 理想と して、 その 平淡 溫雅を 喜んだ" この 點は宣 長に も稱赞 された の 

である" 兎に角 當 時の 固陋な 傳統 流派の 弊風に 對 する いささかながら 革新派と も 云 ふべき 人で ある。 

また、 荷 田 卷滿は 國舉四 大人の 一人と して 吾人の 耳. に 能く 間き ならされて ゐる。 方 塾との 關係は 前述の や 

うで ある。 その 國學 上に 於け る 學殖と 功績と は 述べる まで もない。 和歌 方面 は 春 葉 菜、 藩滿歌 =1^ に 依って 大 

槪は 知られる が、 その 詠歌に 於て 眞心を 重んじた こと は 他の物に も甞 いて ある。 その 風 調 は 所謂 八 代 =^SL 調で 


あって 上代 風 は 見えて ゐな い。 學識の 深かった だけに 歌の 方面に 於ても 可な りの 見識 を 持して 門下 を 率ゐて 

居った ので ある。 博く 國學に 入る に は先づ 容易な 和歌より せよ と 云って、 月次 會を 獎勵 して ゐる。 元 文 元年 

六十 八 歳で 歿し • 方塾ょ.=^は十六歲の長でぁる。 

さて、 斯うした 師匠 を もつ 方 塾の 歌論 は その 遺稿の 節で も 述べる やうに 秋 夜隨筆 一冊が あって、 寫 本で 傅 

はって ゐる。 其の 內容 を槪說 する に先づ 和歌の 起源から 說き 起して ゐる。 

和歌の 起源 はかの 二 神の 八尋 殿に 於け る 御言 葉に あると し、 三十 一 字の 形式 は 須佐之 雄 命の 八 雲 立つ の 御 

歌から 起った と歷 史的に 述べ、 心理的に は 見聞す る ことに 就き 心に 思 ふこと を 述べる のが 歌で あると 述べる 

あた リは異 とすべき 所 は 無い が、 この 節の 最後に、 

今の 世の中に 心得た が ひたる 人 も あまた 有け， リ。 いかにと なれば 歌 をよ む 事 は 高 家の もて 遊び事と のみ 覺 

えて、 いやしき もの はよ むま じきた はぶれ 事の やうに 聞な して 是を學 ばず、 甚敷 あやまりと 知べ し。 たと 

へ やん ごとな き 御 方/、 成 とても 生ながら にして 此 道に 堪給 ふべき やさの み 好ませ 給 はぬ 方 も いかほど も 

有べ し。 又 古 を 見る に 地下 人に も 堪能なる 人 あまた 有、 うかれ 女の 類 ひに も 勅撰の 壤に 入た る 作者 も 有、 

其 身い やしきと て あなどるべからず。  此國に 生れたら む 人 は 歌よ む 事 を學び しらず ば 鳥に もし か 

ずと やい はむ。 心 あらば いと はづ かしき 事と 知るべし。 かく 云へ ども 馬の 耳に 風 吹く がごと 昍人ぞ 心なき 

ものと おも ふ ベら 也。 

と、 和歌が 堂上 家に 獨占 さるべき もので 無くて、 もっと 民衆化すべき もので ぁリ、 昔時に 於け る 和歌 は 民間 
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にまで 能く 弘 通して 居った と慨 する ので ある。 その 身 は 嘗て 片田舍 の吳服 商人ながら、 弱年より この 一道に 

一 身を投じた ものである。 堂. 上に 交ら ひ、 その 詠歌に 於ても、 歌學に 於ても 相當の 自信 は得來 つたので あ 

る。 世の 無位 無官 草莽の 地下 人よ 起って 和歌 道 を 踏 分けよ、 と呼號 した ものである。 下 河邊長 流が 和歌に 階 

級 的 無差別 を唱 へたに も 比すべく、 開卷旣 に元祿 時代 革新， 家の 意氣を 示して ゐる では 無い か。 

次に 和歌の 形 體的鍾 類に つきて は 長歌、 短歌、 旋頭歌 * 混 本 歌、 俳諧 歌， 述 歌を說 明し、 その 修辭的 方面 

に 於て は、 てにをは 切 字、 冠辭、 いひ 掛詞、 かさね 詞、 緣. 語、 序、 折 句、 沓、 冠. 廻文、 隔句體 等、 作歌 上 

の 心得と して は 「三 ッの品 用意」 の 節に 自分の：^ 歌の 體驗 から. 赏 際の 推敲 上の 三 注意， それから 形式 方面の 

姿 を 先と すべき こと， 內容 方面の 情 を專ら にすべき こと を 述べ、 次に r 詞 だての 事」 に 於て は 言葉つ づけの 

なだらかで 韻の 善き もの を 尊び、 歌の 首尾の 一貫すべき こと、 初の 五 文字に 趣向 を 要する こと、 .nl 心 やい り 

ほが は 誠むべき では あるが、 その 裏にな ほ 一考 を 要する 點が あると 自 rU の 主張 を說 き、 更に 八 雲 御抄の 「歌 

を-心得ぬ 事」 の 節 を 採って 古歌に 對 する 眞の 洞察 を 要と すべき こと、 次に 制の 詞、 主 ある 詞に 就きて は その 

革新的 論調 を 見せ ゐる。 風體 論と して は 三 體を說 き、 定 家の 十 體等を 解き、 五義、 六義を 述べ、 古 來ょリ 歌 病 

として 排斥して ゐる裡 にも 採るべき ものの ある 事 等を說 いて ゐる のが 秋夜隨 筆の 內容 であるが、 要するに 中 

世 歌論 家 俊 成定家 殊に 爲家 あたりの 歌論 を 祖述して 居る ので あるが、 これはその師武者小路赏陰ゃ荷田^！^滿 

など を < ^して 窺 ひ 得た もので あらう と 思 ふ。 而し、 S 取に 祖述して ゐ ると 云 ふ のみでな く、 その 間 自己の 旗幟 

を 鮮明に して ゐる 所に 革新 家と しての 生命 を發 見す るので ある。 以下 少しく 之に 就いて 述べる ので あるが、 


それよ リ 前に、 

先づ方 塾の 理想と した 歌の 時代 は 何時頃で あったら うか 「姿 を 先と してよ むべき 事」 の 中に 

統て 代々 の 撰：！^ いづれ おろか は あら ざれ ども 中古に 姿よ き 歌 多 見え 侍る は 新 古今、 新 勅撰の 比に もや 侍ら 

ん、 愚 成 心に わき まへ かたければ 人心に 考 へらるべし。 萬 葉 集の 比の 歌 はさの み 姿に なず まず、 唯 氣贾に 

任せて よみた ると 見えた リ。 是は其 時代の 風に 隨 ひて 見るべし。 今の 世 は專姿 をう つくしく よみ 侍らね 

ば、 述 歌に 體の 似つ か はしく 成 也。 よ リて姿 をよ くよ み 習 ふべき 事に ぞ有 ける。 述歌は 歌より すがたの サ：^ 

びた る ものに て 品く だ" たる 詞を ゆるし 侍る 也。 扱 中古に 姿 美しき 歌 あまた 有が 屮に 他の 人 は 知らず、 ：卞 

が 心に よき 姿と おも ふ 歌 を 四 五 首 書 出せる のみ。」 と。 

歌の 姿と は 公枉の 新撰 髓腦 あた リ から 歌論 家に よく 言 はれた 語で ある。 卽ち. 久 松さん の 言 菜 を借リ て；； ム へ 

ば. 歌の 言葉、 それらの 結合に 依って 生ずる 形象と でも 云 ふべ く、 和歌に 於て は 之 を 尊重し なくて はなら 

ぬ。 この 立場に 於て 上代の 歌 紫 を 眺める と 萬 葉の 如き 氣 質に まかせて 詠んだ もの は 採らず、 新 古今、 新勒撰 

あた リを 標準と すべ きで あると 云 ふので ある。 

なほ 形式 方面に 於て、 「詞 たて」 と 云 ふ 事が 大切で ある。 言葉 は 善く 詠み 合 はせ て 俗語に ならぬ やうに せ 

ねばならぬ 「歌 は 只つ ，-^ けがら にて うつくし くもき はなく も 聞 ゆる もの 也。」 列 へ ば，：^ る、 散 花の、 など 云 

はば 歌詞で あるが、 花が 散る といへば 只の 詞 である。 斯樣に 歌詞の 優雅 は 認める がさり とて、 穿ち 過ぎた 秀 

句 や あまり 凝リ 過ぎて 事赏に 遠ざかつ たい リ ほが はして はならぬ と說く あた リは 和歌の 「淡 さ」 に 於て 共特 
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徵を 認められた 爲 家の 詠歌 一 體 などと 通 ふ 所が ある。 

また 「情 を專ら にすべき 事」 の條に 於て は 如何に 詞 だて だの 姿 を 善くしょう としても 立派な もの は 出來な 

いから 靑 を專ら にしなくて はならぬ。 「それ 情と いふ 物 は 只 胸中 を いつはらず 心 を ふかくよ む 事を專 とすべ 

し。 詞の 外に 餘情有 やうに よみた て 侍るべし。」 と あるが、 是 等の 主張 は 俊成定 家の 幽玄に も、 そして 亦爲家 

の 淡 さに も 通 ふ ものである。 

要するに 方 塾の 云 ふ 所 は 中世の 撰 集 を 採リ、 歌論 は 堂上 特に 二 條派を 學び來 つて その 歌學的 見地の 根據を 

成した こと は 明かで あるが、 而 しそれ を 金 科玉條 として 全々 株 守した ので はなく、 以下 述べる 如く、  ら其 

の 間に 元祿 革新 家の 主張 を 見 得られる ので ある。 

第一 は 制の 詞、 主 有 言葉と 云 ふこと である。 之 は歌學 によく 用 ひられて ゐる詞 であるが、 これ は定 家の 詠 

歌 一 體に書 出された のが 初で ある。 それから いろくの 板 本に も 見えて をり、 今の 世に 於ても 猶其詞 を 忌む 

ことにな つて ゐ るの は 「不審 はれざる 事 也" 甚敷 あやまり にて や あらん。」 と 一 擊を 加へ て その 理由 を說 明し 

てゐ る。 

制の 詞と云 ふの は 千載 や 新 古今 等に 於て、 その 歌の 作者が 一 首の 内へ よく 取合 はせ て 詠み 入れた 金玉の 如 

き 一句 を 云 ひ、 その 歌 も全體 として 佳く 出 來てゐ るから、 其 句 を 憚りて * 其 儘 用 ひる を非禮 として 其 時代の 

人に 敎へ 置いた もので、 是は其 作者の 手柄 を 褒美した ものである。 而 るに 其 作者が 在世 當時 や、 まあ その 死 

後 五十 年 七十 年 位 は 遠慮しても 宜ぃ であらう が、 百年 以上 も 後に なっても、 いや 今日まで もな ほ 之 を 固守し 


てゐ るの は 愚の 至で、 まして 古歌. の內に はかの 制の 詞は七 八十 一 H 位の もので はない、 名句 は 幾、 b も ある、 そ 

れらを も 忌んで 一 切 用 ひて は. J!^ ら ぬと 云 ふなら ば 和歌の 表現 は 窮屈になる 譯 である 定家 卿の 詠歌 大概に も 

「以情 新 先、 以詞 古用べ し。」 と 見えて ゐる。 故に 制の 詞 など を 云 ひ 出した 卿の 意見 も古來 使用し 來た詞 を 使 

つても 宜しい と 云 ふに 在る のであって、 後世の 人が 誤リ傳 へたので ある- 主 ある 詞 とても 末代まで も 忌む 事 

ならば 神代から 續 いて 詠み 來 つた 歌詞で あるから、 記紀 萬 葉を始 として 廿 一 代架其外家々の^^まで吟妹すれ 

ば 一 字 一 句と して 主の ない 詞は 無い 譯 である。 しからば 結局 末世に 於て は 歌の 言葉 は 使 ひ 得ない こ と にな 

る。 故に 決して 斯 かる ことに 拘泥す る 要は 無い ので ある。 

なほ 方 塾 は 上述の 如く、 作者の 創作 を 尊重す ると 云 ふ 精神から 出た 制の 詞を その 時代の 名作 家に 及ぼして 

新しい 制の 詞を擧 げて試 度い と 云って ゐる。 卽ち 「先づ 近き 世に 後水尾 院 御製 を始、 後西 院 御製、 近 來名嬰 

と 聞え させ 給 ふ 法皇 御所の 御製、 其 外宫方 親王 家、 今の 堂上に 聞 及び 侍る 歌、 制の 詞 にして 感情 驚く ばか リ 

の 句 ども あげて 數 へがた し。 依て 當世 聞覺 侍る 歌の 中に て 中古の 制の 詞 にも 過て 咸 情の 句を鄭 出し 侍る。」 と 

述べて 二十 四 首を擧 げてゐ る。 今 は その  一 二 を C 

竹 窓 月  武者 小路 赏陰卿 

f 制 ひのけ 詞 は/円る る 雲なら で 風 を や 待たん 吳 竹の なびけば 暗る」 空の 月 かげ 

夏戀  同 

夏 ぞうき  夏 ぞうき あかぬ 別れ はとく 明て 待よ る 夕の 暮が たき 空 
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第一 編 ii; 淵の 師と^ 土の 學界  一 s〇 

早  秋  、  冷 5:^ 爲久卿 

袖 に^く  扇 を もまた 置き あ へ ぬ朝戶 出の 袖に 驚く 秋の はつ 風 

卽ち是 等 は 古歌に も 見えない 作者 創意の 名句で ある。 方 塾 は 歌の 風 調 を 害しないならば、 古人の 佳句 を G: 己 

の 歌， の 中に 用 ひるの は 初心者に は 致 方がない。 斯く 模倣から やがて 純 創作の 域に 入って * この やうな 名句 も 

自然と 生れる ので あると 說く。 

かの 元 祿歌界 革新の 一 人者戶 田茂睡 が、 元祿十 一 年 梨 本 集に 於て この 傳統の 禁制な どに 就いて 二 鬼 三文の 

價値も 無い と 云 ふ 程に 駁擊を 加へ、 「制の 詞に 就いても 最初 は 充分に 心して よまねば ならぬ 詞と云 ふ 程度の も 

のであった のが 後世 斯うな つて 了った。 斯うした の は ニ條家 末流の 楚の 所業で ある。」 と 喝破した が、 方 塾の 

上述の 論 は それに 後る る こと. 三十 七 年で あるから 方 塾 も 旣に是 等 革新 家の 論に！ 4 を倾 けて ゐ たこと であらう 

が、 多少 その 觀る所 を 異にし、 獨特の 見解が 出て ゐ るの を 採る ものである。 ことに その 時代の 歌人に 於て は 

之 を 認めて、 その 作 を 尊び、 其の 人を彰 すべきで あると したと ころが 面白い。 

第二 は 歌 病に 就いて である。 歌に 病と 名付けて 忌む こと は 上代に は 全く 無かった ことで ある。 ：：； 先 は 喜 撰 式 

に 四 病 八 病 を 立てて 十二 病を說 き、 濱成 式に 七 病 を 論じ、 八 雲御抄 にも 悉く 記されて ゐて、 その 病の 名目 も 引 

歌 も 手近な 抄物 等に も 出て ゐ るから 兹には 一 々說 明し ない。 さて この 歌 病の 中には 勿論 採るべき もの も ある 

が、 敢て 採る 要の 無い もの も あるから、 ー槪に 彼の 多くの 歌 病 を 信ずる こと は 笑 ふ 可き である。 一首の 中に 

同じ 心の 文字 を 使 ふ 用心 病、 上の. 句の 止リと 下の句の 止リと 同字なる 灘韻 病、 上の句 下の句の 頭に 同字 ある 


兩頭 病な ど は大體 忌む がよ からう。 而し是 等 とても その 場合の ある 事で ある。 例へば^ 韵病 にした ところが 

上下の 頭へ 同字 一 字 は 許すべく 1U 子 は 面白くな いと 古来 云って ゐ るが、 之 は 先 づは宜 からう が、 句 毎の 頭に 

同字 二 句まで は 可い が、 三 句 以上 は 忌むべき であると も 說き來 つたが、  - 

みさむ らいみ かさと 申せみ やき 野の 木の 下 蔭 は 雨に 增れリ 

是等は 誠に 自然で 何の 耳 障 も 無いで はない か。 

新くて、 喜 撰ゃ濱 成の 歌 病 を 以て 歌 を 批難して 行く と 百き 中 十 首も滿 足な もの は 無いで あらう。 成敗 式 口 

の 如き 最初 作られた 時より は 年代 を經 るに 從 つて 法式 は 愈々 多くなる が、 それで 罪人 は くな つた かと 云 ふ 

に 決して さう は 行かない。 歌 病な どの 禁制 も 丁度 同じ ことで ある。 詠歌す るに 當 つて そんな 雍を氣 にして は 

佳調 は 生れない。 現に 能 因 法師が 範國 朝臣の 伴 をして 伊豫 國に 下った とき 詠んだ 有名な 雨 乞 歌、 

天の川 苗代 水に せき 下せ 天下ります 神なら ば 神 

の 如き は兩 頭、 同字 を 重ねた 謂 はば 重態の 病 歌で あるが 天神 地 滅をも 動かした 名歌と 稱 せられる ではない か。 

第三 は自 心と 云 ふこと である。 卽ち 獨自の 見に 立って 古人 も 未だ 發 見し 得なかった 絕 調の 和歌 を 生み出す 

こと を 詠歌 道に 入った ものの 目指すべき ことで あると 主張す るので ある。 初心者に あ リては 古い 心詞を 採つ 

て 練習 するがよい 始めから 自 心に 努める と、 俗情の 新作の み 出す ことにな つて 普遍性の ある 佳い 歌 は 生れる 

*  -し 5 

もので はない。 であるから 「自心 ほど 15;^ 敷物 はなし、 又自心 ほどよき 物 も あら じ， 定家卿 詠歌 大槪 にも 情 は 

新 敷を以 先と しと をし へ 給へば、 新 敷自心 をよ む 事 車 一にす る 也。」 と 云 ひ、 當 代の 人の. ni 心の 作と して、 
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笫ー編 一湖の 師と！ i  土の 舉界  一 五 二 

後水尾 院 御製  葬の 題に 

朝が ほの 朝な.， （- に^か へ て 盛 久しき 花に こそ あれ 

春  曙  中 院通茂 公 

花鳥 を 春の 哀 とみん 人 は 知ら じ 藻の 宿の 曙 

夜  梅  武者 小路 赏陰卿 

夢なら ば 中々 花の 色 も 見む やみのう つ \ に 句 ふ 梅が か 

是等を 上 乘の自 心の 作と して 推稱 して ゐる。 

元祿 時代 は 文 藝復與 の 時代で ある" 漢學に 於ても 伊藤 仁齋ゃ 荻生祖 彼の 流は經 害を觀 るに 古い 時代の 其の 

精神に 立 歸れと 叫び、 同様な 叫 は 和歌 方面に も 起った のであった。 ニ條派 歌人の 因 製 を 破 リ、 直接 古歌 染を 

檢 討して 眞の 歌の 精神 を 索り、 卑俗と 嘲られた 地下 人 も 決して 堂上 者 流に 劣る もので はない と 革新派 歌人 達 

は 大きな 氣吹 をした ので ある。 この 風潮 はこ」 東海の 片田舍 の 歌人 方 塾 を も 誘 ひ 出して、 遂に 束 都に 於て 革 

新 歌人と して 名 を 成さ しめたの である。 

一 〇 その 作品 

その 雅文 は 自由に 古語. 古歌 を 引き 來 りて 如何にも 艷麗 である、 僅か 數篇 しか 残されて ゐな いのは 誠に 惜 

し いこと である。 


秋夜隨 筆の 序 

(前略) されば 今秋 もなかば を 過て、 一通り ふる 村雨に そ」 がれて、 庭 もせの 萩のに しき も 打し めリ、 尾花 

が 由よ 露の 玉 を かけ、 夕暮の 虫の 音 もこ \ かしこ 聞 渡されて、 空行 雁 はたが 玉ず さやかけ て 行ら む、 とお 

まっかな く獨 外の 方 見出して いと 淋しく 打 過し ぬる。 折 ふしへ だてな き 友が きの ふ たり 三たり 尋 よりき 

て、 っれ.^ なぐさむ物語に付て古き歌の心のふかきぁさき、 言の葉の 勝れ 劣れる をも爭 ひ侍リ てと ひと 

よれけ るに、 か」 る 事を此 ま」 に捨 はへ むは、 本意な きわ ざに しあれば 水莖の あとに と乂 めよ とす、 めら 

れ ければ、 其 趣 を かれよ これよ と 書 流して ひとつの 書と はな リぬ。 やつ がれ 歌の道 百に 一 つ を も 知りえ 恃 

らね ど、 かくあげ つらへ る 事 は 我ながら 片 腹いた き 事に しあれば 世の そしりお ちぬべ き 事 なれ ど 他人に n 儿 

すべきと にも あらず、 もしう み 子の 末に も、 敷 島の 道に 分 入 もの も出來 らば はかなき しをり-にもな り-なむ 

と、 の 夜の 長き を かこち、 ふけ 行と もし 火の もとに 視 をなら し 筆に したが ひ はべりぬ。 

享保 十九 寅年 九月  隱ロ翁 柳 瀨方塾 

次 は 漢詩で あるが 之 は 次の ニ篇 のみで ある。 

題靑楓 享 享保 十九 年 

行程 十 里 廣，： 河 東 1 林 裏徐風 新樹風 

野寺卽 興. 享保 十二 年 

日 暖野村 春色 連 春風 掩， 映 驚 1: 蒼烟； 
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松 江 散 人 籠 口 翁 

載， 酒楓亭 多少 客 池 頭 恭典樂 無窮 

百花 爛熳城 南 寺 一 絕不， 成 欲， 暮天 

1 五三 . 


第 I 編 眞 li の 師と鄕 土の 學界  一 五 四 

次に は 和歌 を。 

尋 郭 公 

泊 瀨路ゃ はつ 音き かまく 尋ねても まだ こも リ くの 山 ほと」 ぎす 

(前略) ねたむ 人の いひけ る は、 この 歌 (前記の 歌) 故人の よみし 歌 也。 某の 家の 猿に ありな ど 批判 

する 人 ある よしをき きて 

1 聲を さだか もらね ど 森の 名の 如何にた だすの 山 ほととぎす 

恨  戀 

あしかれ と 人 をお も はじう きふ し はたえぬ 難 波の 恨 あれ ども 

是等は 方 塾の 最も 得意の 作であった。 その 歌論に ある 自 心の 作で ぁリ、 まだ こも リ くの、 たえぬ 難 波の の 如 

き 句 は 制の 詞 とも 推稱 される であらう。 古人 も 及ばぬ 獨%- の 名歌で ぁリ、 名句で もあった らう。 

享保 十二 年 龍禪寺 にいたり て 

淺 みどり 春の 草葉の むら/, (\ に 紫 ふかく すみれへ fe- くな り， 

こと 繁 きよを も わすれて 花に むか ふ 春の 心ぞ ちる 方 もな き 

露 かけて 匂 ふ も ふかし 幾 春の 代 を ふる 寺の 軒の つまな し (速) 

飽かず 見る 今日し も 花に 心せよ 野 寺の 春の 入相の 聲 

名， 所 月  _  ,  I  . . 


甲斐が ね はや、 雲 晴れて 秋風に 影す む 月の さ 夜の 中 山 

冬  旅 

丧 枕 かり， 寢の 床の 霜 ふけて さやの 中 山風 さやぐな リ 

夕 早苗  . 

處 女子 もみと しろ 小 田に ゆ ふかけ てと る ゃ綠の 露の 若 苗 

海 眺 望 

海原の み ど 力に ぞ よるう ね/ \ の限リ もな みの 末の 白雲 

野  靈 

かれぐ の 小笹の 上に 風 さえて 霰 玉ち る 野べ の 寒け さ 

野  6^ 

五月 やみ 木 かげの 火ぐ し 影 更けて 幾夜 さつ 男の 鹿 を まつらむ 

嶺  雲 

陰 高く ふりに し 松の 末 越えて 一 筋 か、 るみね のしら 雪 

美 豆 御牧 

あさり， 行く 駒 さ へ みえず 成に けリ 夏草し げきみ つの 御 まきに 

櫻 花 盛 開 (享 保廿年 三月 十六 日 荷 田家の 和歌 稽古 會) 
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十 十 

ニー  十九 八 
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0  -  0 眞 淵の 師 と！^ 土の 舉界  一 五六 

こ、 のへ の {. ^こそに ほ へ 八重 一 重^け る 櫻の 花の さかりに 

待  花 (同 上) 

さなき だに 待た る  花に 今年 また 春く は」 れば 日かず もぞうき 

頓 阿の 草庵 集 あた リの歌 を 請む 心 持が する。 新奇 はない がさす がに 詞 たてが よく 語滅 はよ ろしい。 盛 澤山か 

ら來 る溢晦 や、 凝り 過ぎたい り ほが など は 更に 無く、 平明 單 調であって 情 を 尊ら にと 云った 主張に もよ く 合 

致して ゐて、 ニ條 派の 上乘な ものである。 ，  - 

一一 遺  稿 

(一) 遺詠 は 岡部讓 翁が 諸 書に 散見す る もの を宽錄 せられた が、 それ は 次の やうで ある。 

享保五 年  三十 六歲  二 首 

七 年  三十 一首 

三十 五 首 

五十八 首 

二十 七 首 

十八 首 

三十 四 首 


十四 年  二 首 

十九 年  二 首 

二十 年  二 首 

同  一 字 題 百 首  百 首 

元 文 元年  五十二 歲  一首 

年次 不明  十一 首 


併せて 三百 二十 三 首、 まだ この 外に も 少し は 見える。  - 

(二) 雅文 は 

七夕 辭、 月次 畲序、 享保 十二 年 二月 十五 日寵禪 寺に いた リて、 兼 好 法師 家 紫 を寫侍 時、 の 五 11 位の もの。 

(三) 著書  二部 

(ァ) 遠 津淡海 名所 和歌 集 一  ， 

昭和 八 年に 川上 氏の 復刻した もの は 本文 六十 六 頁。 自分が 是の 解題 をして 置いた からこ に 抽出す る。 

本書の 由來 

本 耆は享 保 十六 年 (二三 九 一) に 濱松祌 明 町 出身の 柳 瀨方塾 大人が 編した ものである。 r 此 ひと 卷は內 山茂英 

ぬしせ ちに こ ひ 侍る にいな みがたくて」 とその 跋 にある やうに、 この 內山 氏の 請 ひに よって 筆 を 執る に 至つ 

たもので あるつ それが 次第に 轉々 寫 本せられ て傳來 したので あるが 近頃まで 世から 忘れられて ゐた。 而 るに 
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Ms お 淵の 師 と： i 土の Sit 界  - ： . 
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今囘 川上 秀治 氏の 獨カ 上梓せられ るに 至った の は 大きく 言へ ぼ學界 のために、 また、 鄕土 研究に 資する t こ 

誠に 喜ばしい 次第で ある。  • 

氏が 本 Isi とせられ たの は 岡部讓 の筆寫 本と 雷 武 S の 霧 本と に 擦って ils 由来す 

を 表示す ると 次の やうで ある。 


不 明 


\ 藤 田 長十邵 榮；^ 中 村 吉黉— 
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(藤 wfi 十郎 (宇 布 見. 俳諧 • 號吟 常^. 盟 Is 

11 來悔 Jls^ 人物 志 


け 1145 昭和 五.； iff  昭和 五 年 九月 寫 

- 高 林 方 si: 平 松 束 城 岡 部 i^n^ 本書) 

中 村 吉廣の 奥 窬に榮 春の 藏書 本に は 誤脫が 多かった が 後日 善 本 を 得て 校合した と ある、 . ぬるに 岡 部 翁 も,, 免 

を I に據 つて 校訂せられ て ゐる) 而 して § の もの は 比較 I 脫は少 いし、 且つ 上欄へ W な "多くの 嘗 

を 行って ゐ るから • この 川上 氏の 出された もの は 云 は.. 本 赛 の 定本と 云っても よいので ある。 

內 容 

內容は その 題名の 示す，、 遠 江の 國の 三十 四ケ 所の 名所に 關 する 古 來の冇 11 紀行ぎ S られた 所 


の 歌 を 主として 原書の ま、 を 集めた ので あるが、 その名所の下には編者の 一 寸した考證も^„?-入れてぁる。 上 

欄の 書 入れ は 前記の 如く 武辆の 筆に 成った ものである。 

編者 小傳 

國書 解題に 本書の 著者 を 杉浦國 頭と して ゐ るので、 從來 一 般に もさう 誤信せられ 居った ので ある。 (以下 略) 

最後に 本書 上欄の 增補 をした 武辆に 就いて 一 言す る。 武靳は 今の 遠 江 國濱名 郡 條原村 馬 郡の 藤 田 權十郞 家に 
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つたが 不緣 とな リ、 更に 今の 周 智郡犬 居 町の 栗 田家に 養子と なリ、 高 伴と 云 ひ 萬 葉 紫 麁堅間 五 冊 (竹 柏 園藏) 

の 如き、 萬 葉 一 句 額語抄 (板 本) の 如き、 遠 江に 於け る 萬 葉 學の權 威た るに 愧ぢ ない 著赛が ある，^ 天 保 二 年 五 

十八 歲で 逝くな つて 居る。 

(ィ) 秋 夜隨筆 一 寫 本 

第 一 歌の 起の 事  第 二 

第 三 冠 辭の事  第 四 

第 五 かさね 詞緣 語の 事  第 六 

第 七 三ッの 用意 有事  第 八 

第 九 席 歌 並 外 詠 方の 事 

第 十一 和歌 十 體の事 
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いひ かけ 詞 

三 體の事 
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第 十 六 義の事 

第 十二 長歌 短歌 施 頭 歌の 事 
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第卅一 述歌 起の 事  已上 三十 
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第 十八 
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長歌短歌^^本旋頭歌の事愚案 

俳諧 歌 三 段、 連歌 三 段、 此外 にも 事 をき はめざる 事 侍る、 是は顯 露に 愚案 書いだ さむ もい か， とい ひの 

こし 置る のみつ 

以上の 如き 可な リの 內容を 盛って ある。 一見す るに 方 塾が 勅撰 紫な ど を 讚み なほ 八 雲 御抄、 濱成 式、 詠歌 大 


槪等 中古の 歌論 をも讀 んでゐ て、 詠歌に は相當 見識と 實 力と を 具へ て 居った ことが 判る 
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大阪市 森 繁夫氏 所 藏寫本 を 岡部讓 翁の 御 好意に より、 同 翁 別莊に 於て 昭和 五 年 十二月  一 □ 同 三日 寫了 
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と ある。 筆者 は 之 を借覽 したので あるが、 なほ 筆寫 して 置かう と 思って ゐる。 
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第一 編 is; 淵の 師と鄉 土の. 學界  一六 四 

第五 章 "hlf 辭 年取 ^ 龍 渡 邊 蒙 庵 

一 資  料 

サ： 欲 庵 研究の 資料と して は、 濱松市 白山 下眞 宗本稱 寺に ある 「渡 邊蒙庵 之 墓」 の 墓碑の 碑 陰に ある 誌銘、 そ 

れ から 之. を 本と して 緩ら れた濱 松 巿史の 「渡 邊蒙 庵」 を 主なる ものと し、 眞淵全^^の縣居寄翰ゃ同凝編、 內 

山 眞 龍の 日記、 同 眞龍宛 書翰、 (寧 者の 蒐轉 した 國擊 資料 笫三、 四 編 > それから 濱 松の 西 條原村 藤 田植十 郞家藏 の 僅か 

な ものに 之 を 見る 位な もので 至って^い。 近頃 濱松 市の 野 口町 老松 園の 內田旭 文學士 が調资 せられた ものが 

あると 云 ふこと である。 

二 家  系 

蒙 庵 は 名 は 操、 字 は 友 節、 蒙 庵と 云 ふ は その 號 であ リ通稱 である。 成 享四年 (ニー 一一 四 七) 丁 卯の 年演 松に 

生れた。 この 時 は、 かの 濱松 地方の 學界に 大きな 影響 を與 へた 荷 田 春滿が やう/. \ 卜九歲 であ リ、 歌人 柳濑 

方 塾 及び 眞 淵の 師 五社の 神官 森暉昌 共に 三歲、 同じく 眞 淵の 師 たる， M 訪 社の 杉 浦國頭 は十歲 であり、 他 口 地 

方學界 の録々 たる 人士 は 十 年と は距 つて をらない、 先 づは時 を 同じう して 是 等の 先人 達 ほこの 松に 呱々 の 

聲を 揚げた ので ある。 而し蒙 庵の 敎へ 子た る 眞淵は 正に 十 年後れ て 生れ、 內山 a 吴龍は 五十 三年 後れて 生れた 


ので ある。 

その 先祖に 就いては 明かで ない が 本姓 は 安藤で ある" 蒙 庵の 曾祖父 久定は 初 攝津國 に 居り、 後、 亂を 避け 

て 三 河 國碧海 郡 中 村に 來住 したが、 其才が 認められて、 某 侯に 招かれた こと もあった が、 自 守して 祿を食 ま 

なかった。 その子 久時は 三 河の 西 尾 侯 太 田備中 守資宗 公に 出仕した。 而る にこの 太 田 侯が 濱 松に 移 封 せらる 

るに 及んで、 久時は 旣に餘 程の 老人に なって 居った ので あるが、 侯に 從 つて 濱 松に 移住し、 此 地に 歿して 眞 

宗 の本稱 寺に 葬られた。 

この 久 時の 妻 は 原 田 氏であって 男子 三人が あった。 家 は 嫡男の 久 氏が 嗣 いだ。 次男 は久 家と 云 ふ。 而 して 

三男 は諱は 久耀、 字 は 友 益、 號は桂 堂と 云って、 繼 母の 姓 を 胃した こと もあった が、 更に 渡邊 氏を稱 したの 

である。 太 田 侯 は 更に 駿 河の 田 中 城に 移 封され るに 至って、 致仕して 濱 松に 留リ 老母 を 養 ひ、 醫を 業と した 

ので ある。 歿して 矢張り、 本稱 寺に 葬った，」 

久耀の 妻 は 服 部 氏と 云って 三男 二 女 を 生んだ。 この 長男 友 節が 卽も蒙 庵で ある。 次男 は敎 全と 云 ひ. 1^ 益と 

號 したが 早 逝し、 そ の^は 存忠 で、 字 は 鹿 夫、 別に 波 津と號 し、 坂 輪 玄說の 養子と なり、 その 名跡 を嗣 いだ。 

三 叔父 服 部 保 庵の 鞠 育 

さて、 蒙 庵が あれ 程の 大儒と なった に 就きて は、 その 母の 弟 服 部 保 庵の その 身 を犧牲 にしての：^、 ぐ ましい 

鞠 育に 依る ので ある。 この 保 庵 は 姓け 平氏 諱は景 忠と云 ひ幽竹 子と 號 した、 その 先祖 は 伊賀に 居って 服 部 氏 
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を稱 したので ある。 保 庵の 父は弘 保と 云って 濱松侯 松平乘 春に 仕へ たが 遇せられ ずして 野に 下り-^ を 業と し 

た 0 保 庵は少 くから 醫 書を讀 みて 業 は 愈々 進み、 遠方から その 妙 術 を 受ける に來る もの もあった。 雅迸 にも 

趣.^ を もって ゐて、 地方の 雅人 等と 共に 吟詠した ものと 見える。 卽ち 杉浦國 頭、 柳瀨方 塾、 源 安 加 茂 政 

藤 (後の 眞淵) 输 積 通泰、 源 淸兼、 藤 原 光治 等と 共に 享保七 年 九月 十八 日に 濱松述 尺の 光治の 家で 二 首の 和 

歌 を 同 詠した ことがある。 之 等の 懷紙は 現に 前濱松 市長 中 村 陸 平氏が 秘藏 して ゐる。 卽ち、 

名 所 菊 

すみの 江の 秋に ょリ くる 浪 とのみ 打 こそ 見 ゆれ 岸の 白菊 

海 眺望  - 

遠方の 波路の すえに あら はれて 夕 曰に み ゆれ 沖の 帆 かげ は 

幽竹 子と I： ムふ號 も 大方 竹 を 愛した ところから 來てゐ る もので あらう。 

渡 邊桂堂 (友 益) は 早 逝して、 その 妻 は 友 節 (蒙 庵) 直 之 (有益) 存忠 (麼 夫) 及び 女子 二人の 五 人の 幼い 子女 を 

抱へ て * 如何にしても 女 腕で、 濱松 侯の 世醫 たる 門戶を 維持して 行く こと は 出来ぬ、 途方 に^れた と はこの 場 

合 を 云 ふで あらう。 保 庵 は 嘗て 義兄 桂 堂から 輔導 を 受けて 成人した ので あるが、 未だ 報いる こと も 出 來無か 

つた、 こ、 に 於て 咸 恩の 至情 は 湧 然として、 終に 一身. 一家 を犧牲 として 姉の 家 を 救 ひ、 甥 旌を鞠 _t せんとし 

たので ある。 そこで 自分の 屋敷 や 田畑 を 隣村の 知人に 預けて その 妻 桑原 氏と 共に 渡邊 家に 引 移り、 出で て は 

諸方に 診察し、 入リて は渡邊 家の 家長と して 一家 を 掌理し、 よく 姉 を 敬 養し、 甥娃を 見る こと 子の 如く 敎育 


して 倦まず、 友 節 等が 長 じてから は 自ら 學業を 授けて 齩 格に 指導した ので ある。 その 妻 は病氣 勝で 離 緣を求 

めた から、 それに 從 つたが、 人が 再婚 を勸 めても、 「方今 寓居、 且仰 一： 我 養 一 者 多矣、 如 I： 之 何 こと 云って 斷っ 

て 了った と 云 ふ 程であった。 

斯くて 蒙 庵 は 叔父の 勸 めに 依リ、 奮って 京師に 遊學 して 三年、 業を卒 へて 歸 つて 間も無く 亡父の 食 祿を以 

て 殿様の 醫 員に 列せ しめられた。 二 弟 も 皆 醫を習 ひ、 二 妹 も 出て、 嫁した" 五 人の 兄妹 は 皆 人と なった ので 

ある。 而し、 保 庵 は 終に 再び 娶ら ず、 自家に 歸 るに 至らず して 享保 十二 年 六月 十三 日 病歿した ので ある。 時 

に 年 は 五十 七歲 であった。 

蒙 庵 はこの 叔父の 德に 報いよう として 二 弟と 謀： つて、 碑 を 建て、 その 撰 文 は 蒙 庵の 師太宰 純に 願った ので 

あるが、 この 碑 は濱松 紺屋 町の 心 造 寺に 殘 つて、 不朽に 保 庵の 偉德を 物語って ゐる。 

四 遊昌. —小川 朔庵、 中野撝 謙、 太 宰春臺 

以上に 依って 蒙 庵の 家系 や 兄弟 及び その 幼少 時代に 叔父 保 庵の 献身的 訓導 を 受けた こと 等 は視ひ 得られよ 

うと 思 ふ。 さて、 いよ/ \ 蒙 庵と は 如何.， なる 人物で あつたか を 更に 觀 よう。 

先づ その 遊學に 就いて 一見して 觀 よう。 その 碑文に 

君 謂 余 僻 K 在邊垂 1 而執， 德不， 弘、 信， 道不， 篤、 焉能爲 有， 焉能爲 亡。 於， 是、 遂 之-; 京師 及 浪華 r 從_= 良^^ 

庵 先生 小川 某 一而 益々 研，； 究軒岐 之 術ハ又 就，： 鴻儒撝 謙 先生 中 野 某 ハ學， ： 習 經藝？ . 不： j 敢欲 N 以-: 末 枝 二 句 6 千 
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於 一 世 * 矣、 聞 i 臺太宰 先生、 旁延 n 俊 彥-啓 * 迪後學 5 遄 出-: 東都 「委， 質？ 業、 先生 以 ：，， 嘗識 K 于 京師； 迎接 

善 遇， 之、 道旣 通、 還-: 濱松？ 偶，， ， 古學於 ，* 海數郡 r 名聲 藉甚、 欲 fe-: 詩 修 W 文， 者、 翁然 風擁、 師資 

相受授 * 門徒 n: 益 多。 君 深 信-: 師說 ハ居恒 誘，： 弟 t 以， 務，； 文 行 忠信： 爲， 先、 而唯自 耻，； 躬行 之不 „.述 也 耳。 每 n 

侯 之 朝 勤 「 從， 駕 出-; 于 東都 「沐瀚 必會， ： 紫 芝 園塾舍 一而 受， 海。 於， 是乎始 知,： 余 長 章 r 知 則 時時 來往、 講習 a- 

劇， 必以修 ，： 古文 辭 r 相 得 驩甚、 抵， 掌談 K 乎當 世？ 

幼少の 頃に 於て は、 前述の 如く その 叔父 服 部 保 庵の 敎導を 受けて 居った ので あるが、 長 じて 京阪に 遊學 して 

小川 朔庵ゃ 中野撝 謙に 夫々 醫術、 儒學 を學ん だので ある。 

さて この 小川 朔 庵と 云 ふ 人 は 何う 云 ふ 人で あつたか 判然 しないが、 人名 辭 書に 「翳 家 尾 張の 人、 京に 在つ 

て 翳 業 內經を 講ず、 後 大阪に 移る 0」 とのみ ある。 當 時の 一般の 傾向に 洩れず、 醫儒を 兼ねた 相當 名の 通って 

ゐた 人であった らう。 碑文に 京都 ゃ大阪 に學ん だと あるの はこの 朔 庵に 從 つて ゐ たからで あらう。 而 して 1^ 

學に 於て は 當時鴻 儒の 名 を 擅に した 中野撝 謙に 學ん だので ある。 

この 中野搞 謙と 云 ふ 人 は 何う 云 ふ 人であった かと 云 ふに、 生れ は 長 崎で あつたが、 父が 早 逝した ので、 母 

大原 氏が 學者 林道 榮の 姉弟で あるから、 母と 共に この 林 氏に 養 はれた 所が、 この 道 榮の敎 を 受けて、 旣に七 

八 歲で諸 書 を遍讀 して 道榮に 代って 四書 や 小學を 講じ- 十二 三 歲で害 は 特に 草隸に 巧で あつたと 一； ム ふから、 

如何にも 早熟の 俊秀で あつたので ある。 二十 歲頃江 戶に來 つて 益々 習學 し、 諸 名士と 交リ、 遂に 戶門を 張つ 

て敎授 したので あるが、 關宿侯 牧野 氏の 招に 應 じて 侍講す るに 至った。 


當 時の 將軍 はかの 學問 好きの 綱吉 であった が、 屢々 牧野 氏 邸に 出掛けて 來て、 摁謙 にも 寄 を 講ぜ しめたの 

で. 之が 評判に なって 諸侯 貴人 公子な どで 來學 する 者 はいよ/ \ 多くな り、 山 縣周南 安藤 柬野ゃ 太宰卷 毫も 

初めは この 門に 學ん だので ある。 

寬 永の 初年 (二三 六 四) 三十 七歲、 主 侯が 三 河の 吉 田に 移 封せられ たと き 一旦 致仕して- M 都に 遊 學し徒 を 

禁 めて 敎授 して ゐる。 この 時に 廢庵は 丁度 上京して 學ん だもので あらう が、 春 臺_ とも 机 を 並べた ので ある。 

春臺は 二十 五歲、 而 して „M 庵 は 十八 歲頃 である。 摁謙は 在京 一年に して 江 1：1 に歸 り！^ び 出仕して 享保五 年 七 

H 廿 三日に 五十 四 歳で 歿した。 墓 は 東京 深 川 六 軒 堀要津 寺に ある。 ， 

撝謙は 固く 程 朱の 宋學を 信奉して 居った ので. 山 鹿 素行 聖敎 要錄に 依って この 舉 派を攻 維 してから は 一 旦 

素行 門に 入った 人に は敎授 しなかった と 云 ふ 程で ある。 卽ち蒙 庵 も 初 は 程 朱の 流 を 汲んだ のであった。 

斯くて 蒙 庵が 京阪の 間に 於て 學 ぶこと は 三年で あつたと. E 記の 保 庵の 碑文に あるから 二十 歲 頃に im 松に M 

來 した ものである。 

次 は 太 宰春臺 との 關 係に 及ぶ ので あるが、 先 づ春臺 に 就いて 槪說 する に、 卷臺は 信 州 飯 田の 産で 所 謂 南 i!:;- 

の 人の 特質 を 能く 表， して ゐる。 初め 出 石 侯に 仕へ たが、 自ら 勝手に 任 を しう して 去リ、 -;： ： 小 幾の 間に 流浪す 

る こと 十 年で あつたが、 赏時撝 謙 門に 入リ、 蒙 庵と も知リ 合った ものである。 當時荻 生 祖徠は 江戶に 於て 古 

文辭 學を唱 へて 伊藤 仁 齋と柬 西相應 じて ゐて、 その 門下に は 山縣周 南、 安藤 東 野の 如き て摇謙 円に 程 朱 を 

講じた 人々 が 牛^ を 取って ゐ たが、 周 南が 两歸 して 束 野 は 一臂 を 失った ので、 常時同門の高足でぁった^|^_« 
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を 東に 招いた。 春臺は 徂徠を 見て 大いに 喜び 直ちに 師弟の 禮を 採った ので ある" 斯くて 祖徠 の學は 詩文 は 服 

部 南 郭に傳 へられ、 經術 はこの 春 臺に傳 へられた と稱 せられる。 

，臺は 「性 剛毅 满介苟 くも 人に 屈せず、 直 方 以て 自ら 居り」 と 云った やうな 漢學 者の 典型的 性格の 人で あ 

つた。 そして 學問 方面 は 博 覽洪識 で、 天文、 律 暦、 算數、 音韻、 字學、 害 法、 浮 屠、 巫說、 醫方、 雜 駁の說 

にも 通じ、 中で も 最も 經濟 の學に 蘊奥 を 極め、 而 して 讀書は 精密 一字一句 も 一句く も 過さず， 文 を 稿す る 千 一一" 口 

立 所に 成 リ筆翰 流る、 が 如しと 云ふ狀 態で ある。 その 古文 孝經の 如き 淸人 すら 採って その 叢書 中に 入れた 

と 云 ふこと である。 著書 は 非常に 多い が聖學 問答、 辨道 書、 亂婚傳 等 は眞淵 一派の 和學 者に 對 して 鋭 錦 を 向 

けた ものである。 

さて 蒙 庵が この 春臺と 知り合つ たの は 十八 歲 京都に 於て 中野撝 謙の 門に 學ん だとき である こと は 前述の 通 

りで あるが、 その後 濱 松に 歸リ. 醫儒 共に 地方に 聞え た。 特に 醫に 於て は 名高く 遠近から 診察 施 藥を請 ふ 者 

が 集まる 程で あつたが、 斯様な 末技 を 以て 春 を 一世に とる を 欲せず、 何處 まで も 學問を 以て 世に立た うとし 

て， ！^び起って朿都に遊んで春臺の門に入った。 春臺は 前述の 如く 京都に 於け る 舊識も あるので、 迎接 善く 

之 を 遇した。 業 成って 故鄕に 歸リ、 古學を 柬海數 郡に 唱 へたので ある。 その後 も 濱松侯 松 平 豊後守 資訓に 仕 

へ、 參 勤に 從 つて 江戶に 至る 每に春 臺の紫 芝 園に 就いて 學ん だので ある。 蔡 庵の 碑文 を 寄いた 稻垣長 章と 知 

り 合った の もこ の 頃で ある。 

斯樣に 春 臺と蒙 1^ と は 同窓の 學 徒であった こと も あるし、 師弟の 關係 にも 立った ので あるし、 殊に その 學 


識は 勿論、 その 性格に 於て 相似た る ものが あつたので、 その 交情 は 愈々 密 なる ものが あった やうで ある。 卽 

ち 明 和 五 年 七月 十八 日に 眞 淵が 見 付の 齋藤信 幸に 宛てた 手紙に 

太 宰が說 は 皆い ふに も 足らず 候聖學 問答と やらん を 書 候 を …… 元來 荻生惣 右衛門な ども、 皇 朝の 意 を しら 

ず、 已が 好む 方に たてて 不知 こと を 推て いひし くせにて 純 もい へる 事 こと 每に誤 也。 近年 濱松逗 诏中赂 北 ( 

非 をい ひし かば 皆 承引はなくて 陰に て は あしく 申せし との 事 也。 

と ぁリ、 春 臺は濱 松に 來リ 古學の 講義 をした ので ある。 この 時 は 勿論 濱 松の 南 小路の^ 庵の 塾 舍に逗 S して 

ゐ たと 推定して 誤 は 無いで あらう。 

五 古文 辭學 派の 主張 及び その 影響 

は 蒙 庵 等の 主持す る 古文 辭學と は 何ん な 主張 を爲す もので あるか を槪說 して 見る。 この ゆ 派の 创始者 は 

荻 生祖徠 であった が、 これ は 伊藤 仁齋の 古學の 影響に 依って 朱子學 から 轉 向して 唱導され たもので ある。 卽 

ち當 時時 代の 異 つた、 語法の 違った 和訓に 依っての み 漢文 を讀 み、 従って 眞の 漢文 を 知らない ことになる、 

「中華に は 中華の 語法が ぁリ、 日本に は 日本の 語法が ある。 であるから 和訓 廻環贐 をして ゐては 判った やう 

では あるが、 實は 牽強に 成って 了 ふ、 古人の 語 を 解き 得た リと 思っても、 實は隔 靴 扱 痒の 感 があって 眞を得 

ない。 であるから 學者は 先づ華 人の 古語に 就いて、 本來の 面目 を 識るを 必要と する。 卽ち、 先づは 和訓 を廢 

して 華言に 通じ、 傳 註を廢 して 而る 後に 古言に 通じ 得る ものであって、 時代で 云 は M 漢代 以前の 語を找 るべ 
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きで ある。」 と 云 ふ 主張で、 偏に 秦漢 以前の 古言 を 採リ、 六經を 玩味して、 今の 時代 を 風靡して ゐる宋 學の妄 

誕を 掃はなくて はならぬ と、 攻擊の 鋒 を 向け、 更に 道と 云 ふ もの も 結局 は 文章から 來る 者で あるから、 古文 

辭を 尊重すべき ものであると 說く、 「道 は 文章の み、 六 經は亦 この 道の み、 此を棄 て 他に 求む、 是れ後 儒 の 道 

を 知らざる 所以で ある。」 と 云って- またしても 宋學の 徒らに 思索に 流れ、 經 書に 離れ 勝な のに 一矢 を 放つ 

てゐ る。 

道德 上の 見解に 就いては、 孟子 を賤視 し、 荀子 を稱揚 し、 仁齋が 仁義 を 以て 道と したる に對 して 禮樂刑 政 

を 採リ、 道と いふ もの は本來 ある ものに 非ず、 先王の 作爲に 出づる ものであると 云 ひ、 「if: 人は學 ぶべき に 非 

ず、」 など 唱 へる ので ある。 

眞 淵の 古道 を 知る に は 古典に 通ぜ ざる 可らず、 古典に 通ず るに は 古語 を 知らざる 可らず と 云 ひ、 更に 支那 

の名敎 採る に 足らずと なした 主張 は祖 徠ょリ 春臺、 „! 豕庵を 經て來 たもので あると 多くの 舉 者は說 く。 芳贺博 

士の 日本 漢文 學史 にも 

祖徠は 經義、 文辭の 二者 を 兼ねた が、 其の 歿後 は 自然 門人 達が 二つに 分れ、 一は 經義に 進み、 一は 文辭に 

進んだ。 而 かも 其の 影響 は S 取に 漢文 學界 ばかりでなく、 國 Mi の 方面に も 及んで、 賀茂 il^ 淵の 古^と なつ 

た。 眞 淵が 萬 葉 以前の 古文 辭を唱 へたの は、 全く 其 影響と いってよ からう。 眞 淵の ゆんだ 渡邊 豕庵 は謖園 

派 (祖徠 派の こと) の學 者であった からで ある。 尤も 眞 淵の 古 學には 伊藤 派の 彩 響 も あらう けれども、 主 

として は缓園 派の 影 著 を 受けた ので ある。 そして 祖徠が 支那の 古文 辭を 研究した に對 して、 具^ は 我が 國 


の 古文 辭を 研究し、 以て 我國 固有の 道 を闡明 せんとし たので あるが、 かう した 同じ やうな 道から 別れて、 

一方 は 自ら 夷人 物 茂 卿と いふに 至リ、 一方 は 又 極端に 支那 を 排斥した つ- 面白い 對照 である。 それから 奥 淵 

の 門人に も 文藝の 方に 流れた 人が 少 くない。 これ は眞 淵が や は リ祖徠 と 同じ 徑路を 取った から. である。 そ 

して 狃徠 に春臺 のあった と 同じく、 眞 淵に は 本居宣 長が 出た。 同じ 眞 淵の 弟子で も、 江 戶の人 は 多く 文藝 

の 方に 流れ、 輕 薄の 風を帶 びた が、 宣長 は田舍 にあって、 眞 面目に 師の 國學の 道に 盡 した。 とにかく 此の 

眞 淵の 古學と 祖徠の 古文 辭學 との 關係は 國文學 と 漢文 學 との 關係上 重要視すべき 事實 である。 

六 蒙 庵の 門下  ， 

蒙 庵と 眞 淵との 關 係に 就きて 述べる 前に、 蒙 庵が 如何に 地方 學界に 貢献して ゐ るか を 一 磐す る。 具 淵の 寄 

翰與： に 出て 來る藤 田 伊勢松と 云 ふ 人が ある.^ この 家は濱 松の 西、 今の 德原村 馬 郡と 云 ふ 所の 藤 田 植十郞 氏の 

四 五代 前の 人で ある。 先年 この 家の 古文書 を 見せて いた、. - いたが、 その 中に 美 濃 紙 十一 枚の 寫 本に 

蒙 庵渡邊 先生 著  馬 郡 村 

書經、 孝經、 論語、 禮記、 開卷 講義  藤 田敏行 

とした ものが ある。 なほ 次の 詩 箋のー 軸が 秘藏 されて ゐる。 

恭題仙 家 春 一 篇 以奉壽 尊者 寶門主 七十 之吉誕  - 

黃 金 臺 上 景 雲圆  十二 攔前 花悉開  • 
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蓬 島 春 遊 姨不盡  仙 翁 共 弄 玉笙來 

明 和 庚 寅 春. (七 年) 蒙 庵  • 

渡邊 操行 年 八十 四 謹 奉 

是 等から 推察す るに この 藤田敏 行が 蒙 庵の 家塾に 學び、 その 人格 を 慕って 晩年の 一 詩 塞 を も 大切に 保存した 

もので あらう。 この 藤 田家 は 地方 切っての 名望家であって、 上記の 伊勢松 は 明 和 五 年頃 異 淵に 入門し、 この 

子と 思 はれる 武辆 (後の 栗 田 高 伴) は 萬 葉 集 一 句 類聚 や 萬 葉危堅 間の 著者と して 萬 葉 學の權 威であった。 な 

ほこの 家に はこの 外に 他の 雅 道に 入った 人達 も ある。 

また 內山眞 龍の 田家 歌集に 

引佐郡 須 倍の 社の 神主 さがみ をお は 濱松鄕 の渡邊 翁に 物學 びせ し 時の 善 友な リ、 されば 年 經ても かた 

みに 問渡リ けリ。 頃 は 五月 十日 餘リに 

宿リ して かたら ふ 夜半 も あかなく に 時鳥 さ へ 鳴 わた リっ 、 

と あるが、 この 須倍 家は濱 松から 北 五 里ば か リの都 田 村に ある 奮 家で ある。 

眞 龍の 日記の 中に 文化 三年 七月の 所に 「 祭祀 奉德 明君 牌 板辭」 と 云 ふの が ある。 この 德明 は濱 松の 北 二 里ば 

かリ 今の 豊西貴 平の 庄屋で 內藤彌 一 右衛門と 云った 人であって、 性質 直、 博 文 約禮の 人格者であって 文化 元 

年に は 領主から 褒美 を 頂いて ゐる。 この 祭文の 中に も、 「曾 渡 邊蒙庵 之 門人 也」 の 句が ある。 卽ち この 德 明の 

性格 は、 かの 稻垣長 章の 書いた 蒙 庵の 碑文 中の 「以， 務 M 文 行 忠信， 爲， 先、 而唯自 耻，， 躬行 之 不.， ^也 M.、」 と あ、 


る 蒙 庵の^ 格に 似て ゐる 所が ある。 蓋し その 感化に 依る もので あらう。 

眞 淵の 書翰の 中に 「尤友 節 中風の よし、 さ 候 は M あとに は 誰もな し、 連 尺の 小 澤玄澤 など 其 あと を繼候 や、 

然れ どもの びぬ 學 者に ていふに 足らず。」 と ある この 小 澤玄澤 はこの 文意から 見て 蒙 庵 系統の 學 者であった の 

では あるまい か-一 この 人 は 名 は德、 字 は 文 翼， 通稱が 玄澤、 號は 初め 仁 庵と 云 ひ 後に 庵と 改めた 人で 內田 

遠 湖 翁の 小 澤詔庵 翁傳が 巿史に 出て ゐる" 濱松連 尺の 醫師 であって、 儒醫 共に 相當 であった が、 その 最も 有 

名な の は 奇行と 書道と である" 書道 は晋 唐の 古法 帖を學 び、 尤も 草書と 篆書と に 巧であって、 之に 就いても 

色々 の 逸話が ある 人で ある" 鬼に 角地 方に 大きな 足 迹を殘 した 學 者であって、 內山眞 龍と は 交遊 淺 からざる 

ものが あった。 

而 して 眞 淵が 蒙 庵に 影響せられ たこと は 旣述の 通りで あるが、 眞 淵の 門人 眞寵 及び 眞 淵の 子眞 溢も^ 庵に 

入門して ゐる。 何れ 之 等との 關係も 後述す る。 それから 蒙 庵の 碑 を 建てた 鈴 木廉、 渡 邊質も その 學統に 養 は 

れ たこと は 云 はず もがな 「- なほこれ から 諸家に 傳 はる 古記 錄 など 調 木： 《| して 行ったならば、 まだ 多くの 門人 を 

發見 する ことで あらう。 かの 田家 歌集に、 明 和 九 年 四月 三日に 蒙 庵の 孫 道 鶴が 亡父の 十三 年忌 を 執行した、 

その 記事の 中に、  . 

祖父 (蒙 庵の こと、 この 時 年 八十 六歲) おはし つれば 人 皆物學 びに 依來て 家に ぎび て、 今年の 此月 のけ ふ 

は 云々 

と ある。 之 は その 歿前 三年の ことで、 明 和 五 年に 已に 中風 を 患って ゐ るが、 而 しこの 頃に もま だ奨鑠 として 
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門弟 子に 敎 へて 居リ、 老大家 を圍鐃 する 地方 名門の 子弟 も 多かった こと を 物語って ゐ るので ある。 長 lis^ の * 

ける 碑文に 

道旣 通、 還- 濱松 r 倡，， ， 古學 於，， 東海 數郡 『名聲 藉甚、 欲， K 誦，， 詩 書： 修巾 古文 辭， 者、 4 刑然 風靡- 師資 相 受授、 

門徒 日 益 多。 

と ある、 些の 誇張 も 無いで あらう。 蓋し 遠 州 一 圓に 經國の 大業 を 建て、 民心 を 誘導し、 幾多の 俊秀 を 陶冶し、 

殊に 眞淵、 眞 龍の 如き 頓學を 生める が 如き、 永久に 日本 文化史 上 特筆すべき ことたる を 失 はないで あらう。 

七 蒙 庵と 眞 淵との 關係 

いよく 眞 淵との 關 係に 就いて 說 から。 眞 淵が 古文 辭學の 影響 を 蒙 庵から 受けた こと は 前述の 如く 芳贺博 

士も云 ふやう に、 多くの 學 者の 認める 所で あるが、 而し眞 淵が 蒙 庵に 正しく 入門した こと を 判然と 知る 资料 

は少 い。 た，，^ 淸水 濱臣の 泊：：^ 筆 話に 「遠 州に すま ゐ させられ しをり は 漢學に 心 を ふかめて、 渡邊ぉ 庵に まな 

ばれし に」 と あり、 濱松 巿史の 「渡 邊蒙 庵」 の 所に 「賀 茂眞 淵、 內山眞 龍 二 氏の 如き 亦赏に 其の 門より 出 

づ。」 と ある 位の ものである。 而 して 眞 淵の 書翰の 中に 「友 節 はわれら も 元 來儒學 は 門弟 同前に 候」 とも 「友 

節 は 一 生 偏に 純 を 信じ、 己な ども 一 度師の 如く 賴 みし 人 故に 論 をば せず 生前に は あしと も 申さず 候へ ども」 

とも ある。 是 等に 依って 眞 淵が 蒙 庵に 學んだ こと は事實 であるが、 「門弟 同前」 「師の 如く 賴 みし」 と ある は、 

後世 漢學者 を 向 ふに 廻して 筆陣 を 張った 立場から 入門した とまで は 云 はずに、 濁した もので あらう とも 思 は 


れる。 

斯うした 關係 にあった ので あるから 眞 淵が 上京して ゐた. 出府して ゐる 間で も 互に 相 當 の _ せ 問 はあった 

ことで あらう が、 彼の 全集 中の 百數十 通の 書翰の 中に 一通 も 蒙 庵 宛の もの は 無い、 た V 濱 松の 北三四 里の 巾 

瀨 村の 豪家 大城 淸左衛 門に 宛てた 手紙の 中に 

一、 蒙 庵 老ょリ 被 申 越 候 由 致 承知 候、 猶可 然賴入 候、 本紙 は 來春可 遣 候 

と ある。 これ は寶 1; 十二 年の ものであるから 蒙 庵 は 七十 六歲 であ リ、 眞淵は 六十 六歲 である。 この頃に も か 

うして 養 庵よ リ故鄉 の 人士に 就いて 何 か 仲介め いた こと を 申 送って ゐる。 

而し、 眞 淵が 春臺 一派と 火花 を 散して 筆陣 を 張る やうに なつてから は その 門弟で ぁリ、 II： じく；. 者で あ 

る 所から 鬼 角に 反" が 合はなくなる の は 人間と して 免る 可らざる 所で あらう。 

明 和 四 年眞淵 七十 一 歲の 時に 見 付の 齋藤信 幸に 宛てた 手紙に、 かの 眞 淵の 舊師濱 松 五社の 神 {：12 森 瞰昌の 碑 

文に 就いて 二人の 間に 一 寸 した 縫が 起った こと を 窺 ひ 得られる。 この 碑文の 撰 書 を賴ん だの は 陬昌の 女繁子 

であった。 現存の 五社 境內に 在る の は 萬 葉 假名で あるが、 假名 書の もの は 今 濱松巿 の 近 藤彌市 氏が 所藏 され 

てゐ るので ある。 これ を 撰す るに 就いては 盛リ 込むべき 內容は 勿論 その 古事記 體の 文體に 苦心 を 要し、 种 K 

も 古風に と 骨折った ものであるし、 また 最後の 旋頭歌 も 相當の 推敲 はあった ものである。 繁 子への 文中に 

御い しぶみた てまい るに つけて 御 よろこび なされ 候、 御ねもごろに聞ぇ給ふを承り悅びfs^c^、 いかで 北：： 

、、、、、、、、、、、、、、 

の 御 心に かな ひ 倚らん やうに と 心 を さまぐ 用ゐ ぬれ ど、 皇 朝の 文 は 長く 成 ぬれば 思 ふば かり も か」 れ 
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ず、 され ど 大ょぞ の 事 はしる し 侍る 也、 共 中 御 家 を 引 給 ひし 事の 御 心苦し さな ど は 今 も 昔 人の 殘リて あ.，： 

ば 聞 給 ひなん * これら 大きなる 御 功に て 御す ゑ/ \此 功 を 傳へ知 給 はずば むなしか らんと おぼえ.^ リ、 ^ 

は常體 にての り 侍らねば 古風の 旋頭歌 を 詠 候、 こ」 の 人々 よろしき と 申 候へ ぱ悅 侍リ ぬ。 御い みなより よ 

みし 也.)  . 

と ぁリ、 また、 彼の 信 幸への 文屮 にも 

暉昌翁 石碑 文御覽 のよ し、 古事記 體に 書候甚 書に くくて よくも 侍ら ざり し、 頃日 出來立 候よ し申來 候、 

彫 候て いか ゾ にや. 先年 深 川 芳祥寺 に 弓 町の しづと いふ 女の 碑 を 害 候 ひし、 村 田 兄： 石摺 にす りたる は 彼 

. 古雅な リと 申、 又 今の 害 家 ども 後世 不見 古風 之 由 美 候よ し 申 候、 濱 松の はいか ゾ候 はん、 おくの 歌 は 光海 

(靈) てふ吉 田家の Ji 號 によ リて旋 頭. 歌いた し 候、 是は よし (と) 皆 申 候 

是等 にて その 苦心 慘儋 の樣は 想像され るので ある。 さて この 次に 

「友 節の 國 行に 碑文と リ よせ 見 候 所 無用 事の み 多 候て 其 功 は不見 候」 と ある。 これ は 「友 節の ぼ 、のぎ t 

云々」 の誤讀 であらう- 頭と 行の 草體は 似た 所が あり 「よ 」 は 「の」 に誤リ n 勿い。 そこで 之 は r: 豕 庵の 撰した 

國 頭の 碑文 を 取 寄せて 見た ので ある。 之 は 現に 濱松 市中 島 町に あるが 風化して 謂み 難い。 漢文で 最後に 「冬 

十月 八日 濱松 渡邊操 撰、 孝 男 杉 浦國滿 建」 と ある。 眞淵は 之と は 反對に 祝詞 甞 にし. 最後に 吉 田家の 謚號に 

因んで かの 旋頭歌 を 添 へた ものである。 

なほ その 次に は、 


予 は暉！ BIS 功 を 專と記 候、 傳 記な どに 家に 傅へ ぬれば さする 用な し、 千載の 後も傳 いさ、 かにて よし、 いと 服 かに こそ あれ 11^ 々たる 科 

； t!i 不絕も 2 なれば、 其系圖 も不絕 家に 造る 物な リ、 只の人の 功 は 忘 易ければ なリ。 友 節 は 文 草 魯に聞 候な リ、 左様の _® よ" 太 宰が偭 

怠 を 信じて I！ 人 皆 まど ヘリ、 己の 子孫 も 信 候 由、 よき ほどに いたし 候樣に 御し かり 可 被 下 候 

蒙 庵の 撰した もの は傳 記が 詳しく 家系 も 細かに 書いて あった もので あらう。 眞淵は それと は 見解 を 異にし 

て 暉昌の 功三 ッを 主として カ說 した。 蒙 庵の 文章が r 甚魯 に聞ェ 候」 は 中々 の 酷評で ある。 

なほ 書翰に 見える 眞 淵の 蒙 庵 攻擊の 所 を 採録して 置， く。 卽ち明 和 五 年 七月 十八 日 资藤信 幸 宛の 屮に、 

渡 松 儒 流 は 偏 固 之 由、 御 尤也、 拙者な ど濱 松に 居候 時の 意 をお も ひ やられ 候 也、 太 宰が說 は 皆い ふに もたらず 候、 ^^：^^！-問^とゃらんを 

害候を復^^^間答と ぃふ物を或人の調ひ候と て見せし-^-見るに、 何人 やらん、 純をみ v^んにぅちたる物也" 此 度-? 3 可 巾？ ^ 林へ 巾很 へ ど 

も、 いまだ 其 書 をお こさねば あとよ リ可參 候 元 來荻生 您右衞 門な ども 皇 朝の 意 を 知らず、 己が 好む 方に たてて、 不レ知 ことな 推て いひし 

くせに て純も 、- へ る^^^.、 こと 毎に II 也、 近ぉ濱松逗留中路其非を い ひしかば皆樣承引はなくて陰にぁしく屮せしとの^^也 …； 。 友 節 は 1 

、、、、、  、、r、、rrr、 

生 偏に 純 を 信じ 己な ども 一 度 帥の 如く 頼みし 人 故に 論 をば せず、 生前に にあしと も 申さず 候へ ども、 元來 人 也、 只からの も 問に よし、 

學者 にして 本意 や/失し 人 也。 俾 E: 滋た t ども かれ をのみ 信 候へば 偏 固なる べし。 父ながら 遠 境 なれば せんかた なし、 よりく 御ヒ. ^n.^;? 被 下 

-、 尤友節 中風の よし さ 候 は *、 あとに は 誰もな し、 連 尺の 小 揮 玄揮 など 其 あと を繼候 ゃ然れ どもの びぬ^ 者に ていふに たらず 一 國の m 

ひらく る 

舍 はさても 過ぬべし、 我 神國の 御 事 はいかに おとろ へた リ とも 古事記、 神代 紀 代代の 古書 有ば、 昨 を 樽て SS 代 も 有べ し。 其 所な ども 元 

、、rfr、r  、、、、、、、、 

來 から 學 によ リ紛ふ 故 偏 也。 今に 至ても 改め 給へ かし、 先師 は 道の 建立 を 專ら思 ひて、 是も II 有し 也、 廣大の^3には小人の！„^に入ことな 

、、、、、、  、、、、、、、 

きものなる をお も ひ 給へ かし。 

その 祖徠、 春 壹の漢 學者を 惡む大 むね 上記の やうで ある。 而 して 蒙 庵 を 愚者と Etl り、 而 して 一子 異滋の 就い 

て 舉ぶを 憤慨して ゐる。 この 蒙 庵 攻撃の 態度に 就いて、 先年 佐 佐 木 信綱搏 士が眞 淵が^ くも 一度 は 師事した 
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先生 を 批評す る 態度が 餘リに 酷で ある。 親戚 關係 にても ぁリ、 その 心安 さから さうな つた もので は あるまい 

かと 仰せられて、 前記の 系 圖の薪 庵の 長女が 竹 山 重 家に 嫁した と あるに つき、 眞 淵の 生母の 出た 竹 山家の 系 

岡 を 調べられ たが 見當ら なかった ので ある。 卽ち眞 淵の 生母の 父 は 竹 山 茂 家で ぁリ、 元祿 十四 年に 歿して ゐ 

て、 眞 淵の 生れた のが 元祿十 年で あるし、 眞 淵と 蒙 庵と は 十 歳の 差し か 無い、. 旁々 蒙 庵の 女の 嫁いだ 重 家 は 

茂 家と は その 文字の 異 るが 如く 全く 別汄 である こと は 明かで ある。 而し竹 山 重 家の 名前から 當時遠 州の 松 

邊 では その 名 族で 竹 山 姓を稱 する の は 殆ど 全く かの 天 王 村の 豪族 竹 山 氏から てゐ るし、 重 家の 名 4;! も 、淵 

の 出た 竹 山 本家の ものと 見られる 所 も あるから 眞 淵と は 多少の 緣邊 となって つた やう だから 彼の 評言 も恕 

すべき 點も あるし * また 眞 淵が 晩年、 漢 學を惡 むこと は 蛇蝎の 如しと でも 云 ふ 程で、 主持す る 古 に 忠なる 

の 餘リ、 卽ち 道の ため、 主義の ために、 師弟の 誼な ど 顧みる 暇が無かった もので、 謂 はば、 大節 のために 小 

節を棄 てた ものと して * 大いに 恕 すべきで ある。 

八 蒙 庵と 內山眞 龍 の關係 

更に 蒙 庵と 內山眞 龍との 關 係に 就いて 略述す る。 眞 龍が 最初 俳諧 や 和歌 を學ん だの は その 大當所 村の 伯父 

山 ド政嗣 (號蕉 雨) や 二 侯の 曾 伯父 米 山豊幸 ( 一 名 可 好) それから 見 付の 內山利 兵 衛岑讓 (^菊 後) 等で あ 

つた。 而 して 眞 淵に 入門した のは寶 十 年眞龍 二十 一歳のと きで、 濱 松の 梅 谷 本陣に 於て であった。 而 して 

この &〕豕 庵に 入門した の は 何時で あつたか、 その 日記に、 明 和 二 年 一月 八日 大谷 村の 家 を 出て 歌訪 社の 國滿に 


會 つて、 九日に 南 小路の 翁 庵 先生に 初對 面した ので ある。 卽ち 「蒙 庵 先生に 始てぁ ふ、 夕さリ 家に？； 3- り-にけ 

れば 云々」 と ある^ この 時 眞寵は 二十 六歲、 蒙 庵 は 七十 九歲の 老境に 在る。 それから 度々 蒙 庵との 間に 交涉 

を 生じて 來 たので ある。 今 それ を 見るべき 資料 を 抄出す る。 

明 和 二 年 一月 二十 二日 友 節ぬ しへ 文 やる。 

同  一月 二十 三日 二 俣 米 山 氏よ.^ 新妻 を迎 ふ。 この 妻 多病に して 翌年 四月 去って、 九ガ 九日に 歿す 

る • (この 後妻と して、 同 七 年 九月 十五 日に 蒙 庵の 孫 女を娶 る。) 

一 月 二十 九日 濱 松の 里なる 蒙 庵 先生よ リ文來 る 開きて 見れば からうた 事 有。 

四月 二十 三日 濱松友 節 先生への 文認 む、 詩 □ 六絕、 尺牘 二、 記 一章. - 

五月 十 三 日 曩所， 送，： 于渡部 先生， 之 書、 有，： 返卷？ 

七月 二十 n 衛士と 千 蔭へ 書。 …； 濱松渡 部 氏より 返卷 有。 

十月 十七 n 渡 部 友 節 老師よ カ書來 る。 詩 加筆 有。 

十月 二十 八日 夜 さリ、 明 聽の君 をと ふ。 竹亭に 過る に 翁 はいね ませ リ。 むこ 君 (Ra 英カ) と 語 

る 事 久して 歸リ ぬ。 あす 又 あはん と 契る、 すしやに 宿る。 

十月 二十 九日 雨 降る。 夕、 物い ひし 竹亭に 行、 別に あ ひ 奉る。 例の 如く めでたく おはし ましけ 

る。 弟 養叔者 ぁリ。 

唐詩 あた ふ。 宗 慮に あとい。 後に 書。 

第五 章 渡 逢 藏 庵  一八 三 


同 

IE- 


^一 編 淵の 師と鄕 土の 畢界  一八 四 

明 和 二 年 十月 三十日 簾が もとに 渡部敏 (敏 行、 卽 昌英) が こした る 前の 返番 あり。 

同 十一月 六日 渡 部 翁へ 書認 む。 

明 和 三年 一 月 八日 日 半 之 一； 萬斛 一宿 K 松 江ス濱 松の こと) 訪ー： 尼 君 及 蒙 庵老、 和邑 r 聞， 在 一： 阿波 方 江府， 不レ 

訪。 (阿波 は 國滿) 

日記の 一冊 はこ、 で 切れて ゐ るので あるが、 眞 龍の 子供達の 撰した 眞 寵の傳 に、 この 明 和 三年に 

ぜ 遊-: 學于濱 松 南 小路-渡 邊象 庵竹亭 老人に 就て 老莊 漢籍 を 問、 村 行 道路 五 里 逢 事 繁多 而學暇 日 in" 

と ある J 是 等に 依って 入門 後一 年間に 於け る眞 龍と 蒙 庵との 關 係が 知られる。 卽ち 眞寵は 時々 松に 出て 行 

つて は問學 し老莊 漢籍 を 授けられ、 詩文の 添削 を 受け、 また 書面に 依っても 敎を 受けて ゐる こと、 5^、^^から. 

も 書物 を 送って、 師の ー覽に 供して ゐる ことな どが 判る。 斯うして ゐる 中に 蒙 庵の 孫 女を迎 へて 後妻と する 

に 至った。 

眞 龍が 祖母の 出た 家から 娶 つた 米 山 氏 は、 明 和 二 年 一 月に 內 山家に 入って 一 年 四 ヶ月に して 去り-、 九月に 

は 持病で なくなつ たので あるが、 この 先妻の 離別に 依って 傷悲の 極に 陷 つたので あつたが、 同 七 年 九 n: 十五 

日、 卽ち 先妻に 死別して 五 周年、 ここに 先妻に も增 したいと しい 新妻 を迎 へたので ある。 日頃 _M 庵 老師の 許 

に通學 し、 見知りの 間柄で も あり、 その 夫婦に 先立 たれて、 老師 は 一入 この 末女 ふさをい とほし がり、 父な 

き 後に は 親に 代って 何 かの 面倒 を 見て 來て、 十六と 云 ふ 花 も羡む 年頃に もな つたから 若き 婿が ね をと 求めて 

ゐ たので あらう。 而 るに そのお 眼鑑 にかな つたの が 熱烈なる 靑年舉 徒內山 i^; 龍 その 人で あつたの だ。 この 時 


眞龍 三十 一 歳であった。 ふさ 女は濱 松の 渡邊 家から 一 旦眞 龍の 母方の 伯父 山 下 政嗣が 養女と して 迎 へて 引取 

リ、 それから 內 山家に 嫁入 リ、 この 年の 十二月 九日 婚禮の 儀式 を擧 げたので ある。 

この ふさ 女と 眞 龍との 間に は 三男 一女が あった。 卽ち  . 

藤 市 安永 三年 四月 朔日、 生 * 安永 五 年 十月 二十 八日 歿、 年 三歲。 

八十 治 安永 六 年 九月 三十日 生、 中年 改めて 內山治 兵衛美 之。 

ゆか 女 安永. 九 年 十月 二十 三日 生、 寛 政 十一 年 二月 琴 女と 改む" 二 侯 袴田 勘 重郞， に 嫁す。 

八 百 治 天明 四 年 五月 十四日 生、 I ョ 中年 內山勇 助 道 眞と改 む。 

師弟の 關 係に 更に 緣戚 となった ので あるから 蒙 庵 は 一 層 蘊蓄 を 傾け 眞龍も 心 置きな くその 敎導を 受けた こ 

とで あらう。 或 時 は 請 はるる ま」 に 得意の 筆を揮って、 福 神の 畫賛等 を 贈った こと も ある。 內 山と 云 ふ 大家 

の 嫁と なった と は 云 ふ ものの 何分 年端 も 行かない ものであるから 家事 上 や、 また 學 者の 妻と して 敎養 上、 老 

蒙 庵 は 常に 心配して ゐ たやう である。 

およぶ 

御 氣六ケ 敷 候 半 處に婦 佐に 歌の道 御 指南 被 下 &だ悅 申 候、 愚鈍に 而 彼等 及處に 無二 御座 一 候へ 共 少しな リ ともい か樣 にもつらね^ 様にな リ 

候に * ゝ 偏に 御 一 恐 愛と？ S 奉レ存 候、 近々 多作り 侯と て 見せ 申 候、 中々 欲ら しく 一  1§ 入 奉レ存 候、 5Sg 义 いくへ にも 御 賴上候 あな かしこ。 

i  £、  iff  t  桑 ¥ へ 筆者 輯國 ¥ せン 

彌兵衞 丈  操奔 (资料 第 三 綢) 

之に 依っても 孫娘 思 ひの 老師が 善く 峴 はれる。 また 眞 龍が 結婚 當時、 春の 野に 萠ぇ 出た ばかりの やうな 若草 

の 妻に 綿々 の 情 を 籠め て、 敷 島の 道 を 手引して ゐる のが 目に 見える やうで ある。 
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明 和 九 年に は 蒙 庵 は 八十 六歲、 それでも 奨難 弟子 達を敎 へて 倦まなかった ので あるが、 次女への 養子 鶴峨 

の 十三 年忌 を擧 行した * 孫の 道 鶴 は已に 立派に 醫師 として 渡 邊家を 立て」 ゐる。 三女 も眞 龍に 片付いて 三年 

目、 末孫 脩 も 鬼に 角醫師 として 立つ ことが 出來 るの も 近いで あらう。. 老蒙庵 先生 も 思 出 新たに その i:" を |i ん 

で 悲しかった であらう が、 この 孫 達が 皆 相 當に生 立って 亡父の 年忌に 打 集 ふの を 目の前にして は 安心の 笑 も 

波れ たこと であらう。 眞龍を はじめ 門弟 子 達 も 集まって 香 花 を 手 向けた。 

渡 逢 道 鶴 主が 父の 身 まかく リし昨 ははな り髮 のはらから あまた 有りし を、 祖父 渡 部 友^の やしな ひたら はして、 かし づき もし つれ ど、 fa 

父お はし つれば、 人 皆物學 びに 依來て 家に ぎび て、 今年の 此月 のけ ふ は J お.;； |J 壬 辰 i 主の 父の 十三 年の わ. さすと て、 はら から^¥ 

たむ けす と 聞て 

か J< し 

香 悉き花 橘の {^ りに も を 忍ぶ 袖 はか は か ず ( 3 家 歌集) 

斯くて、 この 老師 も 安永 四 年 二月 二十 七日に 悠々 八十 九歲の 天壽を 全うした。 各 忌 年の^ 祭は缺 かさず 行 は 

れ たもので あらう が、 宽政 三年 二月 十五 日に は その 十七 年忌 は 執行され た。 

寛 政 三年 二月 十五 日祀 先生 蒙 庵 君靈、 十七 年忌 


祭文 德明 (門人 內 藤氏) 

祭主 再拜  行事 眞龍 

祭文 打 手  樂師 濱松 本ホ； 上人 


再 着拜各 ご ― 
3 座 


撤 


焚 


酒 酒 mm 

mm 水隨 

柳 


打 
手 

祝 
文 


波布 魚 


山 

物 


文 

看 
硯紙 


子 


竹 亭靈祭 


式次第 


靑 幣 

白 幣 


^ 飯 

%饭 


各 手 洗 祭主 再拜 

献三坏 樂 各 

當 座 文 臺如常 親 

送 文 再 拜；^ 


返 


卽ち始 は 墓所で 祭儀 を 行 ひ、 更に 家に あっても 行った ものである。 供物から 式次第まで 屮々？ M 重で ある。 

祭文、 送 文 共に 眞 龍. の 手に 成った もので、 同じ/、 田家 歌集に 見えて ゐる。 その中 「伏願依先生之遺風而千^^ 

傳舊 章、 使 後學浴 仁恕 焉。」 の 如き 老大 先生に 至誠 を 以て 鎚 つて ゐる のが 注目すべき である。 

宽政 三. 年ヒ. ^十五 日 濱松驛 なる 竹亭の 翁の 靈を 祭. S 計,^ 心 もと、 こ の 翁に 物 辜び せし 人々 竹亭に f わざしけ る を、 其 家の 婆々 とましけ 


> 人 「わすれ じな け ふの 手 向 を 見る からに 老 つる 身 を もい ける かひ あり。 由-給 へ ば、 

幾 干 代 も 手 向の 數は つもらめ ど老 のめで ますけ ふに しかめ や 


との 字に 


その後 渡邊家 はしば らく は濱 松に 居った ので あるが、 文 益が 濱松 侯に 仕へ てゐ て、 前から 參觐 のとき は從 

つて 江戶に 行って ゐる こと もあった が、 享和ニ 年 五月 二十 五日に 文 益 は 江戶に 全く 移リ、 その 妻 は 八月に 家 

の 跡始末 をして 夫の 後 を 追うて ゐる T 文 益 妻- 當 八月 濱松 出立、 江戶 引越、 跡式賣 渡、 鹿 村 油 尾と 云 者。， 

と眞 龍の 日記に ある。 而る t,! 享和四 年 二月 二十 一 日に 
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r 濱松文 益 出府に 付贈リ 物に 添た る 歌」 と あるが、 また 濱 松に 引返した もので、 この 出府 は 侯に 従っての 

ことで あらう。 

なほ 蒙 庵の 後の 渡邊 家に 就いては 述べたい こと も あるが 略して 置く  。 

九 その 述作 

その 著作 方面 を觀 るに 太 宰春臺 の 著した 古文 孝經、 論語 古訓、 及 外傳、 孔子 家 語の 如き 中には 支那の^ 門 

家の 推稱 した 程の もの も あるが、 これら は 稻垣長 章と 蒙 庵と に校讎 させて 成った ものであると 云 ふ。 春 亊-の 

名 を 成す 裏面に はかう した 蒙 庵の 如き 人物が 動いて ゐ たもので ある" さて 蒙 庵の 述作 は 何う であるかと 云 ふ 

に、 老子 愚讀 解、 莊子愚 解の 如き さすがに その 方面の 權 威であった だけに 從艰の 誤解 を 正した ものと して 有 

名で ある。 國語解 刪 補 * 詩 經惡石 叶 韻 辨義、 . ^學 啓蒙 講義 ^ 鉛 刀 一割、 扱 斥 非. 解 嘲 左 俾講述 等 は in ゆ 方面 

の もので ぁリ、 難經舊 聞、 國脈法 秘訣、 運 氣論圖 解、 等 は醫學 方面の ものである。 共に その 研究の 深き こと 

を 知るべく、 蔡庵文 奥 は 以て その 詩文の 雅才を 知るべき である C 然れ ども 惜しい かな 今 は 散逸し て傳 はら 

ず、 地方の 舊 家に その 片鱗が 寫本 として 傳 はって ゐる 位の ものであるが、 是等 を^ 輯 する も 意義 ある ことで 

ある。 

濱松巿 史に载 する 所の 詩ニ篇 とその 他の 二三 篇を轉 載して 置く。 

〇 大塔 皇子 古跡 


親王 遺跡 見 K 殘 瑩， 

堪レ憶 貌她 三十 萬 

〇 仙 家 春 蒸 

鶴髮 眞人遙 御風 

時 聞 仙樂韵 天外 

明 和 壬 辰 春 


土窟 陰々 春 草 生 

將 軍 躍. 馬 入，： 咸 ず 一 


春 筵 來集紫 垣 中 

歌舞 陶然 興 11 究 

蒙 庵 行年 八十 六 自題害 □ 

〇 恭題仙 家 春ー篇 以奉壽 尊者 寶門主 七十 之吉誕 (旣 出) 

黃 金 臺 上 景雲 圖  十二 欄 前 花悉開 

蓬 島 春遊娱 不. S 盡  仙 翁 共 弄 玉笙來 

明 和 庚 寅 春 (七 年)  蒙 庵 渡邊 操行 年 八十 四 謹 奉 

〇 濱松巿 鴨 江 町 眞言 院藏 全紙 

眞  一一 m 院池樹 

竹 圍道院 深 古 柏 散 庭 陰 洲蕋 認仙府 石羅擧 水心 

11^ 過 塵 外 趣 拂了世 中 襟 直識 慮山迹 寧求祗 樹林 

明 和 乙 酉 (二 年) 冬 十二月  蒙 庵主 人 行年 七十 九 自題拜 書 

〇 同市 Eg 、町 內田六 郞氏藏 半 
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且芝蘭 生 於 深 林、 不以 無人 而不 芳、 君子 修道 立德、 不爲究 困而改 節、 爲之者 人 也， 生死：^ 也 

安永 癸 己 (二 年). 蒙 庵主 人 行年 八十 七 云 

|〇 結語 

蒙 庵の 石碑 は 濱松榮 町の 本稱 寺に 在る。 門人 鈴 木 簾 (子 哲) 孝 孫 渡邊質 (道 鶴) の兩 人が 骨折って 老師と 

同じ 春臺 門の 稻垣長 章に 撰 文 を 願って 出艰 たもので あって 全文 は濱松 巿史に 載って ゐ る。 後に 長 章の 銘句 

を 引 い て 蒙 庵 先生の 德 を^ぶ。 

^呼， 友 節、 德 行者 在-: 群 民 輿誦， 焉、 忠信 者 在 二賢士 大夫俱 知- 焉、 余 之 所， 銘气在 K 共與， S 與，： 文 辭-焉 、築 K 

ノ-  ノコ スヲ ゾノ 一一  チシム  ヲ ラ チ  レ ラン  一一 

丘 於 束 海濱ハ 貽，； 慶於 厥孫兒 ハ乃俾 K 千 歲不, 朽、 其 在-: 于銜 -献。 

渡 邊 蒙 庵 年 表 

二三 四 七 良享四 一 歳 1、 濱松南 小路の 父祖の 家に 生る。 

J、 歌人 柳 瀬 美忡、 五社の 神官 國舉者 森 暉昌共 三 鼓、 瞰訪社の國樂者杉沛國诚十鼓而して荷田^^^^^は十九^»。 

二三 五 七 元 itl 〇 一 1 鼓 一、 ^茂 淵 生る。  . 

二三 六 四 ネさ兀 一八 鼓 一、 國 Isi^ 滿の娃 、崎 を娶 る- 

一、 宋爝中 野抵謙 三十 七 鼓 上京、 f^i^、  ^*?5|等就ぃて^^ぶ。 なに 小川 朔 せに SW を學 ぶ。 

二三. 1パ-； ハ 同 三 二 〇 歳 1 、この頃 歸國 して 門戶 を！ る。 


ニー 一一 八 二 享保七 三 六 歳 一、 國頭、 方 塾， 岡 部 政 藤 (後の 虞 淵) 服 部 保 庵， 稼；；？ 通 泰等、 極 口 光治の 家 (沒松 連 《o に 於て 二  .1 

す。 

、 六 《q 十三 日 叔ハ久 服 部 保 庵 歿す、 五十 七 鼓。 

、 弟敎全 死す。 

、 內山眞 龍、 厲 淵に 入門。 

、 次女の 養子 鶴！ i 歿す。 之よ リ先、 長女 は 竹 山 重 家に 嫁す。 

、 一 nl^ 八日 虞 龍 始めて 蒙 庵に 面 謁する。 大方、 この 時 入門。 

、 九 十五 日 《; 龍 二 误村米 山 氏を娶 る。 病身 暫ら くにして 去る。 

、 虞 淵 その 師森 暉昌の 碑文 を 撰 書す。 この 碑 は 現に 禮 松の 五社 境內 にある。 

、 中風に 冒さる。 而し 以後 も 門弟 を敎 ふ。 

、 九 十五 日、 虞 跪 三十 一歳、 後妻と して、 その 孫 女 十-; ハ 鼓を娶 る。 

、 寳門主 七十 誕生の 壽詩を 作る。  . 

、 四 二日 孫 道 鶴、 その 亡父 鶴 嚼 の 十三 年忌 執行。 

、 二  IH^ 廿 七日 歿す。 眞淵は 六 年 前に 歿し 眞龍は 三十 六 鼓。 

(昭和 十二 年-: ハ、 七月國.鉛敎^::所£?:> 

付  ^ 

濱 松市榮 町本稱 寺の 過去帳の 附記 を 見る に、 弘化ニ 年 (二 五 〇 五) 七月 十六 日の ことと 思 はれる が、 水 野 

忠 邦に 次いで、 井上 正 春が 濱松 城主と なって、 その 引越の 時の 人數の 中に、 渡邊贞 二と 云 ふ渡邊 氏の 後萊 

があって 金 二 朱 を 奉納して 祖先の 菩提 を 慰めて ゐる。 その 時の 卣 ニーの 談話に 依る と、 何う も 渡 邊家は 不幸 
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二三 八 七 

二三 九 三 

二 四 二 〇 


同 一 二 

同 一 八 

寶暦 一 〇 


二 四 二 七 

二 四 二八 

二 四 三 〇 


同 四 

同 五 

同 七 


二 四 三 二 安永 元 

二  ral 三 五 同 四 


四 一 歳 

四 七 歳 

七四载 


二 四 二 五 明 和 二 七 九 歳 


八 S 

八 二 歳 

八四歲 

八六歲 

八 九 鼓 
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が續 いたやう である。 卽ち  ： 

蒙 庵 11 0 —— 友 益 11 


S 男 

次 男 

一二 男 

-贞 


九 二 


益 S され 家 

別家す、  一 

大阪在 番中暇 を 奴る。 

1 一 嘆願して 文 益の 後を嗣 ぐ。 

一 一 赏時無 妻、 母卽友 益の 妻 存生。 


夭 す、 

1 母 も 間もなく 死す。 


第 

編 
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第一章 名號及 性行 

一翁の 名 號 

具-淵の 出生 は 元 祿十年 三月 四日であった から、 幼名 は 三 四 (參 四、 三 枝、 驂四、 三 之、 皆 文書に ある) と 

名付けた と 云 ふ。 なほ 莊助、 庄助 とも 云った と あるが 確證 がない。 享保五 年 翁 二十 四歲、 口 If 魅の 祈 雨の 歌 文 

を賀茂 神社に 奉獻 したが、 その 頃 實名を 政躬と 云った。 この 年から 濱 松詉訪 社の 杉 浦 家に 於て 次 歌 會が始 

まって、 翌； 六 年に 實名を 政 藤と 云って、 この 歌會 にも 出 詠して ゐるひ 中 年 Id いて 八 年の 十 一 には赏 名 を 

政 成と 改めて 矢 張 これに 出 詠して ゐる。 翌-九 年 九月 愛妻に 死， 別して 十 年に 梅お 氏の 養子と なり 養家の 家名 市 

左衛 門を稱 し、 實名を 春栖と 改めた やうで ある。 卽ち 現存の 文書で は 享保八 年 十：：：： まで は 政 藤の 名が 见ぇ、 

M 十四 年 八月に 至って 春粞と 見えて ゐる。 なほ 僧 似 雲の 紀行 「窓の 曙」 に享保 十五 年 十二お 十四日の 所に 春 

栖と濱 松に 於て 詠み 交 はして ゐる。 而 して 最近 出た 荷 田. 信眞 氏の 贺茂眞 淵 翁 傳新资 料の 中に ある i! 滿 門 人 和 

歌 稽古 會 詠草の 留 書の 享保 十八 年 三月 十六 日の ものに は贺 茂春粞 となって ゐ るし- 同年の 四 十六 n にも、 

卯月 郭公の 題に て は春栖 であるが、 同日 當 座の 連の 題で は淵滿 となって ゐる。 同 五月 十六 日の 古池 葛 蒲の 题 

にて は 源 淵 满と春 栖と並 記して 各 一首 宛 あるし、 同日 當座の 寄 浦 雜には I に淵滿 となって 一 甘が ある。 而し 

て 大西家 日 次 案 記 九月 十三 日に は眞淵 稿と 出て ゐる。 なほ 同年 十一 H 十六 n に は 雪中 殘雁 では 源 淵滿、 當座 
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の 谷 雪 及 湖 雪で も淵滿 であるが、 この 日の 追加の 歌で は眞 淵と なって ゐる。 卽ち この 享保 十八 年 三十 七歲に 

は 春栖と 淵满を 並用した.^、 淵 滿と眞 淵 を 並用した リ して ゐる。 

その 翌享保 十九 年 三十 八歲の 四月 二十日に は眞 淵が 三囘 出て ゐ るが 他 は 見えない。 同 二十 年 三十 九 歳の 正 

十六 nr  二月 十六 日、 三 H 十六 日に は 矢張眞 淵との み 出て ゐる。 更に 大西家 日 次 案 記の この 年の 四月 二十 

九日の 條に 

一 、 今朝 從，： 御所 I 早出、 濱松之 人 岡部與 一 (巿) 鴨 淵滿、 從，： 今 日ハ 百 人 一 首、 於，； 束丸亭 r 被，： 開 It パ 

と ある。 卽ち この 日記の 筆者 は 依然 淵滿と 呼んで をった ものである。 而 して、 翁が 俗 稱を與 市と も 呼んで を 

つたと 云 ふこと も今囘 の新發 見で ある。 なほ >同 九月 十六 日の 留 書に も眞 淵と なって ゐる。 それで この 淵滿、 

與 市の 名稱の 新發 見者 荷 田 氏 はこの 淵 滿が眞 淵で ある 證 として は 

(一) 春滿 門人 は 多く その 師の 一字 滿を その 名に 附 けて ゐる。 満はマ P と讀 み、 男子の 義 である。 而 して 在 

ふち  , ，  ふ 

滿、 信滿 然满 暗滿 國滿の 如き 皆 さう である。 淵は眞 淵と 云った ふちと 同じく、 翁の 出生の 郡 名 敷 

智 から 採った ものと 見られる こと。  . 

(二) 荷 田 信眞氏 所蔵の 短冊に 淵滿の 名の ものが ぁリ、 また 春栖の 名に 依る 短冊 も秘藏 せら： れてゐ るが、 そ 

の 筆蹬が 同じで ある こ， V、 而 して 翁が 春 栖と稱 した こと は 明かで ある。 

(三) 前記 引用の 文に 「岡 部與 一 鴨 淵滿」 と あり、 享保 十九 年 二月の 日 次 記に は 「f 迩州濱 松より 與市眞 淵 上 

京」 と ある こと： 


なほ 荷 田 門下に 淵 满と稱 した 石 野 氏が あるが、 之 は 宽政七 年 七十 三 歳で 逝くな つたから 全く 別人で ある 

こと を 附記して ゐる。 ， 

以上 近頃の 發見 であるが、 なほ 享保 十九 年 三月の 詩稿に も眞 淵と して ある。 要するに 翁の 最も 長く 用 ひた 眞 

淵の 名 は享保 十八 年 九月 十三 日が 初見で ある。 卽ち 同年 五月 十六 日 以後、 この 九月 十三 日までの 間に 附 けら 

れ たもので ある。 

それで、 その 意義 は 旣述の やうに、 自分の 出生した 郡が 敷智 郡であった からだ、 と傳 へられて ゐ る。. 卽ち 

ま は 接頭 辭 である。 篤 胤の 玉 櫸に岡 部 家の 傳說 に據 つた、 と斷 つて その 名の 變遷を 記して ゐる。 

さう、 し  1 ろず-. J-  まさ み 

呼名 を莊助 また 褒 四と 云 ひ、 實名を 始め 春栖、 また 政躬 と名吿 られ、 また 此の 後 政 藤と 改められた リ。 

なほ 重ねて 同書に 

大人の 呼名 參四を も 改めて 衛 士と稱 られ、 また 實名政 藤 を も 後に 眞 淵と 改められた リ。 此は 遠江國 の敷智 

郡の 名よ リ思 ひよ リて、 負 給 ヘリと 聞たり と、 村 田 春 海が 語" き。 

と ぁリ、 而 して 衛士と 云った の は 手簡 や 加 藤佐芳 詠草に 依る と延享 三年 五十 歲 以後で ある。 

なほ 寶暦十 年 六十 四歲の 森繁子 宛の 書簡に 

おのれ 名 は 殿中 にても もとの 如く 衛士と 申 候、 外にても いまだ 改め 候 はね ど卷 にも 成 候 は 贺茂； と 中 

•  •  •  、 、- 

候 はんと 申 事に て 候、 御狀 など はもとの ごとく 岡 部衛士 とうは 書に てよ く 候、 さなくて はと どき まど ひぬ 

べし。 
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と、 あるが、 是で觀 ると 田 安 公の 殿中に 於て は 岡部衛 士と稱 し、 寶暦 十一 年 春から 殿中で も贺茂 淵と 云 ふ 

やうに なったら しい。 これ 以前の 一般の 手紙に は衛士 と？^ 名した ものが 多く、 勿論 M ハ 淵と 云った もの も ある 

が、 晩年に なリ 次第 衛士の 稱呼は 減少し、 眞 淵ゃ縣 主と いふの が 多くな つて ゐる。 

次に 縣 居の 號は 如何と 云 ふに、 千 蔭の 賀茂眞 淵 翁 家集 序文に、 

、 、 、 、 

「あがたい と は、 庭 を田ゐ のさ まに 作リ て、 賀茂 氏の かばね にもよ しあれば とて、 みづ からが 家の 名に お 

ほせられ たる 也け リ。」 

とあって、 卽ち明 和 元年に 江戶に 於て 濱 町の 方に 移った が、 この 庭 を 野邊ゃ 畑の 様子に したつ _ 本來 あがかと 

云 ふの は頒 田， S5 ち 田 を 分つ の 意であって、 古代に 山河な どの 形勢に 從 つて 境を區 分して、 田畑 を 耕作した が 

その 區- 分せられ た 田畑 を縣と 云った ものであって、 この 田畑 を 管理す る 人が 縣主 である。 そこで 轄 じて 田 舍 

と 云 ふ 意味に も 用 ひたので ある。 故に、 縣 居と は 田舍 風の 住居と いった 意味で ある。 更に 「賀茂 氏の かばね 

にもよ しあれば」 と あるが、 新選 姓氏 錄に 

賀茂縣 主、 神 魂 命 孫、 武津之 身命 之 後 也。 

また その 績に 

鴨縣 主、 賀茂縣 主 同祖。 

と ある。 異淵 翁の 遠祖に さう した 名稱 のあった 者が あつたから である。 要するに 以上 二つの 理由から して 縣 

居の 家號が 付けられた ものである。 そして 門人 逹が縣 居 翁と 呼び、 自ら 縣主 とも 云 つて ゐた" ^ 尤も この 縣主 


は 冠 辭考跌 の 成った 前年 寶暦六 年 以來用 ひて ゐる。 (書簡、 續ー 四) 

混在 濱 松の 翁 を 奉祀す る 社 を縣居 神社と 云 ふの は、 勿論 この 家の 號 から 採った もので、 縣居 文庫、 縣居小 

學校、 縣居 遺跡 保存 會 などの 呼び 方 は 皆 江 戶の縣 居の ゆか リ からで ある" 蛇足 を 一言 添へ て 置く。 

享保 十九 年 三月の 「蒙 庵 先生 及 諸子 遊 一： 江 氏 ノ園ハ 題，： 諸軟匚 と 云 ふ 詩 三 首が 泊 消 筆 話に あるが、 それに は 

淞 t 賀茂眞 淵 稿と なって ゐ るし、 石 川 依 平の 柳園雜 記に は淞陵 S は 濱松陵 は 岡 部の であら i 賀茂 M 〈淵と も ある 

と 云 ふこと であるから、 漢詩の 方の 號を淞 城、 茂 陵と 云った ので ある。 

以上 を 年代順に してみ ると 斯 一うな る。 年月 は 文書に 見える もの 

元祿十  一 歲  0  (參 四、 三 枝、 陴西、 參乏 • 三 之) • 

是は餘 程 筏まで 用 ふ。 

(幼 年)  お 助 (庄 助) 

享保五 二十 四歲  政躬 

六 二十 五歲  政 藤 

七 二 十六 歲" S  i  . 

同 

i 九九 


八 二十 七歲 八 月 

十 月 
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t 米 二  S  0 


二十 八歲 


二十 九歲 


三十 四歲 

三十 七歲 


三十 八歲 

三十 九歲 


十 一 月 

正 月 

四 月 

五 月 

八 月廿 三日 

九 月 

八 月 

十二月 十四日 

三 月 十六 日 

四 月 十六 日 

五 月 十六 日 

九 月 十三 日 

十 一 月 十六 日 

R 巧 二十日 

正 月 十六 日 

二 月 十六 日 

三 月 十六 日 


政 成 

同 (濱松 高工 Q 中 村淸氏 文書) 

同 

市左衛 門、 ^；^栖 (梅 谷に 養子 Q とき) 

养栖 

0  0 

* 栖、 淵満， 

司、 同、 


淵満 a 淵、 

眞 P 

同 


縣。 縣。 衞。 眞 
居。 主。 士。 淵 

縣 
主 


三 月  ^城、 眞淵 (詩稿に) 

時 は K. 附 なる も 詩 に 茂 陵と も 云 ふ。 

. 四 月廿 九日 與市。 淵満 (他人より 呼ばる) 

九 月 十六 日 

延享三 五十 歲 

寶曆六 六十 歲 

明 和 元  六十 八歲 

要するに 三 四、 莊助、 政躬、 政 藤、 政 成、 市 左衛 門、 春栖、 淵滿、 眞淵、 淞城、 茂 陵、 帶、 衛士、  i 

縣 主の 十五の 名號 となる。 この 外 濱松巿 史に三 四郞と ある は 誤らし く、 また 伊勢の 竹內文 平氏 所蔵の ものに 

± 除 丸と 書せ る ものが あると 云 ふ ことで ある 

二 性  行 

人が 社會 人で ある 以上、 世態 人情の 機微に 通じ、 その 起居 動作に 於て、 此 俗の I に逾ひ 常識に f もの 

が 無くて はならぬ。 而 しそれ が 不自然に わざとら しく 如何にも 求む る 所が あり、 阿 諫^ 合であるなら ば、 或 

は 一時的に 人 氣を收 むる ことがある かも 知れない が、 それ は永續 せず やがて、 化 狐の 本性 を 現す に 至る であ 
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らう。 而 しそれ が 自然に 人格から 迸リ 出で、 その 眞 心から 湧き出で たなら ば、 或は 粗野で あると か、 無技巧 

であると 評せられても やがて は 適 ふ處が 認められて、 眞に 人心 を 得る に 至る。 眞淵 はよ し 門閥に 生れた と は 

一； ムへ田 舍のー 神職の 次男坊で ある。 それから 身 を 起して、 大江戶 に 於て 法 親王の 膝下に 招かれ、 今 を 時め く 

御 三 卿の 田 安家に 出仕し、 諸 大名に 出入し、 三百 餘の 門弟に 擁せられ るに は、 學者 としての 特色が めら れ 

ると 共に 社 <|3 人と しての 行動に も 得た る 所があった からで ある。 

二 

眞淵 はぎ、 先 % 霧 、にきす；： Q 愛情 は 非常に 濃 かであった。 祖先 墳墓の 地 を 離れ、 老母 を殘し 置き、 チ享に 生別 

して、 不惑に 近い 頃から 學究 生活に 入った ので あるから 如何にも 理智ー 天 張の 冷血漢の やうに 思 はれる かも 

知れない が 決して さ. うで はない。 その 先祖の 功名 を 慕 ひ 報 本の 至情 は 常に その 腦裹 を祖徠 して 居った" 田 安 

卿に 大番 格で 召 出された 時濱松 五社の 繁子 へ の害簡 中に 

「かく 老て立 出 候 も ほいな きわ ざながら 末賴 もしき 御 家に 候へ ば 先祖の 由緒 を もた て」 子孫 を もの こし 候 は 

ん志 のみに て 候 」 

と ぁリ、 他 節に 於ても 述べて ゐ るが 寶：^ 四 年 十一月 田 安宗武 卿の 四十 賀の 宴に 於て、 歷々 の 侍 K 滿 座の 中に 

於て、 殿が 御衣 を脫 がせられ て、 親しく 被 けられた 時の 感激 は 同時に 祖先への 感謝と なって ゐる。 

「あふひて ふ あやの みぞ を も 氏人の かづかん ものと 神 やしり けむ、 おのが 遠つ おや は 山城の 贺 茂より いで 

て 文 永の 頃に は 遠 江の 岡 部の 鄕を たま はれる に偷 旨な ども ぁリ けリ。 その後 二 荒の 宫の 大剩 (家康 公) 濱松 


に ましし ころ、 御 軍に いそしみ しとて、 御太刀 をし もた ま はせ し を、 其 後 はさる さまの こと も あら ざリし 

にお のれお ぼえず 御紋の 御衣 をた ま はれる かたじけな さいはんが たなし。」 

眞 淵が 勇猛心 を 振起して 青雲の志 を 抱いて 出府した 動機の 中には この 祖先 を彰 さう とした 感情の 潜在して ゐ 

る こと を も 忘れて はならない。 一方から 云 ふと、 如何に 祖先の 勳 業が 子孫 を 感愤與 起せし むる か を 知る と 同 

時に 吾人が 子孫 を 思 ふの 情、 また 之 を 忘れて はならない。  - 

故 鄕に殘 し 置いた 老母の こと は 瞬時 も 忘れる ことなく 孝子の 至情 を 捧げて ゐ たこと、 養家 梅 谷 家に 殘 して 

あった 妻子に 對 する 夫と して、 親と しての 恩愛の 情、 それから 亡妻に 對 する 追慕の 情、 是等 は析に 觸れ、 時 

に 因って 現顯 して、 如何にも 人偷 愛の 濃 かさ を 物語って ゐる こと は 他 節に 詳述して 置く から 此處に は 之 を 再 

述 する こと を 避ける。 

ミ 

眞 淵の 社交的 手腕 を 観る よすがと もすべく 蕪の 獻 上に 就いて 述べる。 

寬延ニ 年 正月 三 河 國の植 田 喜 右衛門と いふ 親戚 宛の 手紙に 

「舊冬 如， 例 id 數 七十 顆御送 被， 下、 歲晚に 屈 候而、 御 厚志 千 萬 辱奉存 候、 卽籠逢 等 申 付 候 而十枳 献，. 田 安 

き 長歌 を も 詠 候 而献し 候へば 殊-- 御 満足に 思 召候而 御蔭と 恐悅仕 候、 其 長歌 宜候而 此度懸 一 i 御 目 1 候」 

また、 同人 宛 寶暦五 年 正月の ものに も 

「追 陳、 舊冬は 如， 例 蕪數多 被， 下殊 早々 相 屈 諸方へ 進上、 尤田 安、 紀伊簾 中 樣其外 大名 衆へ. も 進 候、 何れ 
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も 格別 之 風味 之 由に て 御蔭と 辱 奉， 存候」 

と ある _ン 斯く植 田家から は每 年末に 地方 產の蕪 を 船 積して 送る のが 例であった。 眞淵は 亦 之 を 以て 出入の m 

安 紙 州 はじめ 諸侯 方へ 献上す るの を 例と して 居リ、 而 かも それ を缺 くこと なく 繼績 する の は 容易の こ. とで は 

ない 「- 如何にも 野趣の もの、 下種々々 しい 蔬菜に しても 風雅の 一詠 を 添へ て 献上 すれば、 ；^^,も玉と變じ、 殿 

中の 賞味 も 一 入なる ものが ある。 眞 淵の 身 を 立 つるよす が ともなれ ばと 云 ふ 親 „ ^植田 氏の 思 ひやり もさる ■  こ 

とながら、 眞 淵の 斯うした ささやかながら 日頃の 恩顧に 酬 ゆると 云 ふ 微意 は 何の 不自然 もな く、 外交的 效果 

を收め 得て 殿の 思 召 も 格別と なリ、 殿中の 交ら ひも 園 滑に 赴く 一  助 ともなった。 

四 

0 共 淵 は 親切で、 人の 世話な ども 厭はなかった 眞 淵の 書簡 百 數十篇 を讀ん で、 その 俗事に 渡る ことが 勘く 

究學の 念の 常に 旺盛で、 晩年に 至る も 少しも 衰 へなかった ことな ど、 色々 と 感じさせられる がその 中 門人 を 

導く に 如何にも 懇切で あつたと 云 ふこと も烕 じさせられる 一 つで ある" 本居宣 長、 森繁 子、 栗 田 土滿、 鈴 木 

梁滿 あたりに 與 へた ものの 如き、 中には 一 狀數千 言、 微に 入リ、 細 を 穿って、 一 念學問教|^1-の外何物も無ぃ 

と 云 ふ 態度で ある 「- また、 大名の 殿中に 出入し、 家 士ゃ奧 女中 等 を 門弟と して ゐた關 係から、 それ 等の 方面 

へ の 周旋な ども 引受けて 面倒 を 見て ゐる。 河 津美樹 と. 云 ふ 門人の 姪 を 奥 女中に 世話したり などして ゐ るし、 

更に 一例 を擧げ ると、 鄕里濱 松 藩內の 名門 髙林氏 を、 その 新 領主の 井上 候に 取 持 話 を 引 請けて 奔走して ゐる 

が、 その 當 時の 書 狀を讀 む. と、 外交的 手腕 はさる ことながら、 事の 成就す る やうに と、 痒い 所に 手の 屆 くや 


うな 細かい 注意 を與 へ、 親切心が 溢れて ゐる。 ヽ 學問 方面の みならず、 靳く、 世事に 掛けても その 性 各 

を 現して ゐる。 卽ち縣 居 書 簡續 編、 九 六に、 

五月 二十四日 齋藤 右近 宛 

齋藤 右近へ 遣 候 はんと 認候 所に、 彼是 延引 も 難 計 候 間、 貴殿 迄 遣 候、 早々 御 屈：？ 被 成 候 (^^feg^as,.) 

右近 様  衛 士 

下 村 伊兵衛 (glgf の) どの 事、 猶々 大橋茂 右衛門 を 以て、 家老 神戶 木工 又は 此度濱 松 引越 か」 り 近 藤吉右 

衛 門に 賴候得 ど、 最前 も 申 候 通、 當然人 召 抱 候 事 は 無， 之 候へ 共、 元來之 由緒 有ル 人々 之 事に 候へば (末に 若 

左樣の 筋に も 相 成 候 事 も 可 有 之 時 之爲) 先 名所 を 書付. 受取 置 可， 申 由に て、 害 付？：？ ~ 候。 此度 右吉 右衛門、 此ニ 

十一 日に 出立に て 候、 左 候へば 早速 吉 右衛門へ 之 見廻、 岡 部 衛士內 々談 有， 之 ものに 候 間、 最前 內々 之 願 も 

申込 置. 候、 此上萬 一 御用 も 御座 候 はば、 と 樣に御 申お き 知人に も 成候而 可， 然侯。 此方に て賴 候：. g も 其 元に 

て 度々 も 見廻：. 不， 被， 申 候而は 拙者 不 答に 成 候 也。 此 義自， 是書狀 も 可， 遣 候へ ども 御 存之通 之 取 込 故、 貴所 迄 

御賴 申入 候。 又 大橋茂 右衛門 殊之 外の 世話に 有， 之 候。 其 內耆狀 又は 干 看 にても 被， 越 候て 能 候。 此上も 江 

戶 家老 其 外 を も內々 賴候手 寄に 有 之 候 間、 左様に 被 „ 仰 遣， 可レ 被， 下 候。 茂 右衛門 も 物 頭 格に て、 大役 数多 か 

ね 候て、 き >t ものに 御座 候 間、 慇 慰に 書狀遣 候而、 可， 然候。 又々 我等 方への 寄狀 にて 大橋 茂右衛 i: へ賴候 

由、 御 申 越 もよ く 可， 有， 之 候 以上。 

五月 二十四日 
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右吉 右衛門 追 付着 可， 有， 之 候 間、 此旨 今日中に 被，, 仰 遣， 早速 届 候 様に、 被， 成：？， 被， 下 候 あつら へ狀 は、 遲 

くいた し 候、 早々 御 越 候 はで は在鄕 なれば 遲滯可 申 候 以上。 

(右 附添梅 谷 市 左衛門 書狀) 

江戶 表より 手紙 參候間 御屆申 候斷書 之 趣、. 御 承知 被， 下候樣 にと 奉， 存候。 殊之外 取 込 故 早々 申殘 候へ 共 御 

披見 之 上 御 返 可， 被， 下 候 以上 

六 n: 四日  市 左衛門 

伊 兵 衛 樣 

遠 江 國濱名 郡 積 志 村 高 林 兵衛藏  . 

下 村 伊兵衛 は 敷 知 郡 有 玉 村 字 下 村 高 林 氏  ， 

五 

〉-g 述の 如く、 眞淵は 人に 對 して 非常に 情誼が 厚く、 懇切に 指導して ゐ るが、 一面 師弟の 名分に 於て 缺く. る 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、 

處がぁ リ非禮 に 渡る ことがあれば 嚴 然として 秋霜 烈 n の 如く、 之 を 責めて、 王公 貴人と 雖も 敢て枉 屈しない 

と 云 ふ. 態度 を 持し てゐ る。 之 は 巷間の IS 間 流の 歌讀み の 比で はない。 

「賀 茂異 淵と 本居宣 長」 の 中の 一 節 r 奧平昌 鹿と 眞淵」 は、 佐々 木 _^士 が 中津の 某氏から、 德川 時代の #； 塞 

譚ー 冊 (寫 本) を 贈られ、 その 中に 中津 藩侯 奥ギ昌 鹿が 縣 居に 入門した ときの 傳聞を 記した もの を 原文の まま 

に 揭げて あるが、 今、 それ を 要約す る 


中 津侯奥 平家の 醫員宫 澤通魏 が 旣に縣 門に 入って 國學 和歌 を學 んでゐ た。 昌鹿は 新道に 志が 篤く、 冷 51^ 家 

の 門人と なって ゐ たが、 眞 淵の 高名 を 聞いて 殆ど 醉 心して、 問學 したいと 思った が 大名が 縣居， の 草 廬を訪 ふ 

こと もなら ず、 通 魏に內 意を洩 す、 眞淵 は通魏 からこの 話 を 聞いて、  • 

「侯の 吾が 門に 入リ給 はん 事 を 喜ぶ は、 豈 名聞 利欲な らん や、 實 にこれ 吾 道の 興隆に 關れ ばな リビ 

と 喜んだ。 侯 は 之 を is いて 直ちに 束脩 を 整へ、 吉日 を 選んだ。 通魏は 君命 を 喜び、 威儀 を 正し、 2^ 斗 目 を 服 

し、 十德を 着け. て 恭しく 推參 すると 眞淵は 怫然色 をな して、 

「足下の 藩、 豈 老臣の 在る 事 無らん。 足下の 紹介 は 固よ リ 善し。 雖， 然、 间項方 服何ぞ 以て 今日の 任に 充 

るに 足らん、 吾 此の 束修 を肯ぜ ず。」 と、 

侯 は 之 を 聞いて 大いに 愧ぢ、 且つ 烕 じて 老臣 を 遣 はして 厚く 謝せ しめられ たが、 その 時 は 眞淵は 門外に 出迎 

し、 使 を 請 じて 欵待 殊に 丁寧で あつたと 云 ふ。 

之 は 傳聞を 記した もので は あるが 或は 事實 であった かも 判らない。 

次 は 書簡に ある 所で あるが、 似た 話で ある。  - 

「其 後、 今 之 下 總守殿 之 部屋、 歌書 之 講談 可， 望 之 由 ニ而、 用人より 手紙に て 申 越 候へ ども、 いづれ へ も 

手紙な どに て は 罷越候 事、 無， 之、 餘リ非 禮に候 間、 兩ぁ申 越 候へ 共不， 罷越， 候」 

越後の 長 岡 城主 牧野 駿河 守の 妹が 本 多下總 守に 嫁して、 息女 とき子 姬を 生んだ やうに 會簡 にある からこの 下 

總守も 大名で あらう。 是等は 早くから 眞 淵に 就いて 歌を學 んでゐ たので あるが、 斯うした 非 禮は師 を 招く の 
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道で は 無かった"  . - 

また、 「ふ マく ろ」 に 

九十 六 「さくら 田よ リの歌 又 こがね 三百 疋 たまき 子のお くらる るに て 侍リ。 歌 は 墨 引て.^ へしぬ。 此 度の 

はこと によく 阅 え 侍リっ さて 師の 許へ は 中元と 暮 の返禮 をい ふ 事 天下の 例 也。 然るに 此 中元に は 何の さた 

、、、、  、、、、、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、 

もなくて、 此度 何の 事 ともなく、 おくられ ぬる は， 何れの 事と も えねば、 そのこと ゎリ 今一度 承 リてを 

さめ 度 候 まま かへ し 侍リ。 その上い や 子に は 心地 そこなべ ると て、 文 も 聞えぬ とよ。 是は さは 有べ からず 

ことし は 歌 も 見せられぬ は 外へ うつられし 故なる べし" はじめに 歌て ふ 物、 にし 柬も わかぬ 頃より 殊にく 

はしぅ香っけぉく.0^て、 今よ ほどよろ しう 成て、 人 も ほめし ほどに いたりて やめら るる こと、 おのれ 久し 

き 方 をば いかに 思 はるる にや. - さむら ひの 有 まじき せられ 方 也。 凡 昔よ リは千 人に 餘リ 弟子 ありし かど、 

天下に たぐ ひなく 大切の 事 ども、 をし まずく はしう 手引す る 故に、 よし もな く師 をす てた る 人 はなし。 是 

に は 故 有事な らん。 然れば 今よ リは 文のと リかは しもす まじき 也。 さ 御 申込 ゃリ給 はれ かし- J そこに は久 

しき 御 ゎづら ひの 中へ 申 はいか なれ どやむ ことなければ なり、 此 よしかな たへ 仰 やられ 給 はらん 也。 此 

春の はじめお も ひかけ ぬ 無禮の 事、 彼 人の いひつ るな ど 外よ.^ 聞し かど、 舉 者の 心 を しらぬ もののお し は 

かリ なれば、 打 すておき ぬれ ど餘リ にな めげ なる さまに 侍れば 申 也。 く はしき 事 は 御 心よ く 候て 後たい め 

に 申べ し： 二度の 禮は 使な どして、 文 も あらためて 有べき 事に て、 貴き も ひきき も 皆し かリ、 學者は 金銀 

、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

にて うごく 物に あらず、 しんせつと 禮 との かけて は、 じょから ず 候」 


次 は 同じ 事に 就いての ものと 思 はれる が、 同じ 「ふ くろ」 に。 

百 八、 「さくら 田よ リの歌 墨 引て かへ し 候、 目錄は 何の 事と も 聞えず 候へば かへ し 候 也。 盆 前お くるべき を 

可の さし 合に てお そな は .o しな ど、 もし、 さ 樣の時 は 誰も// \ ことわ リ有事 也。 餘ジ なげ ゃリ なる せられ 

かた 也。 お 留衛の 事 は 心得ぬ しかたなれば 今より はたえ ま ゐらせ 候、 年月に 苦勞 いたし 候 をお のれが そん 

と 存# ^のみ それにつ けて、 たまき 子の 方 もた， えば ぜひな く 候 也" 去年の 御 あつら へ 物 は その 時く はしく 申 

せし 如く 一度せ させ 候 もの わろ くて、 二度 にせさせし 故に 一生に なき 苦勞 をいた しつる を. 彼 人のお のれ 

、を、 も 出入の 町人 同事に おも ひお とせし 事 こそき くわい なれ" 男と しなら ば 表 向い ひ 立て、 ともかくも すべ 

きを 女 かた 故に ぜひな く打捨 候、 其 上に て此度 かく 無禮 なる いたし 方に 候へば、 うけが たく 候 也。 御 病中 

いか， ながら 外へ いふべき にあらねば 少々 申入 候、 く はしく はいつ そたいめ の あらん 時 申：？ ま ゐらせ 候、 

さくら 田へ の 物 は 御せ わながら 御 かへ し 下され 度 候 也"」  . 

、 、 、 、  と&ひ お § いや 

文中、 さくら 田と ある は 櫻 田に ゐた毛 利大膳 屋敷の ことで、 この 尾 敷の 門人 は 門人 錄に辨 子、 環 子、 禮子 

の 三人が 並 記して ある。 是 等の 女性の 永年の 師恩に 對 する 無禮を 責めた ので ある。 

此 文の. 前に ある 九十 四の 手紙が 之の ことと 關 係した ものであると 思 はれる が、 それに 依る と、 是 等の 御殿 

女中 達が 古風な 鎗 入の 装飾の ある 重ね 蓋の 箱 を、 正月の 祝儀と して 主家に 献る ことにな リ、 その 調製 方を眞 

淵に 依賴 し、 眞淵は 河 津美樹 に走リ 使な ど を させて 註文した が、 不出來 であった ので 職人 を替 へて 改造 させ 

る ことにな リ、 金具 も 造.^ 替へ、 繪も 害き 替へ などして 賴ん だが、 職人 は 他人の 手掛けた もの はと 云って 肯 
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じない、 美樹が 百方 手を盡 してやう/ \ 造らせた- 而し、 その 出 來榮ぇ は 至極 惡 いのに 費用 は 嵩んで 丁った。 

そこで 文 尾に は r 此 度の 如くよ ろづ ことたが ひて 心 苦， しかりし 事 は 又な し。 美樹 もい と-/ \ 世話いた し侍リ 

し 也。 手 入の 惡き にやうな き は 腹立ちし こと も數 なく、 その しるしに よろしく も あらば、 慰めて まし を、 M 

々何事 も 心に かな ひ 侍らで 奉る は 口 をし けれど、 今 はせん かたなし。 ながき 日に 成て なほすべし。 御な ほさ 

せつべし。」 と 添へ 赛 して ゐる。 

女房 逵の 金の 割合に 不出來 なの を忿 るの も 分の 理は ぁリ、 眞淵 等が 誠意 を 以て 手 を して 不結采 になつ 

て、 それ を i_ ば びて ゐ るのに 理解せられ 無かった の を 責める の はな ほ 尤もで あらう。 況して その 間に 私腹で も 

肥した かの やうに 見られ 「出入の 町人 同事に おも ひ」 おとされる こと は、 その 歌の心の まこと を その 心と し 

て ゐる具 淵 は赏に 心外 千 萬であった" r 學 者の 心 を しらぬ ものの おしはかり」 である。 それ を 含んで、 天下の 

例た る 中元の 禮 まで 缺き、 時なら ざるに 何の 挨拶 もな く 送 届けるな ど は、 「二度の 禮は 使な どして、 文 も あら 

ため」 るべき 常識 を 破った ものである。 

r 學者は 金銀に てう ごく 物に あらず、 しんせつと 禮 との かけて は 心よ からず 候」 

如何にも 眞 淵の 面 百が 現れて ゐ る。 なほ 之 を 動機と して 永-年の 師を棄 てて、 添削の 歌 も 寄せず、 他に 移リ心 

を 抱くな どは慨 しても 餘リ ある ことであった らう。 

而し、 斯う 云 ふ 踏みつけられた 仕 振に 對 しても、 その 弟子 を 顧客の 如く 見る 似非 學 者であった ならば、 三 

跪 九拜 詫びる が 如き 態度に 出て 敢て愧 おないで あらう、 當 時の 町 師匠に は往々 にして この 稷の 者が あつたの 


である o 

六 

眞淵は 常に 謙抑、 能く 自ら を 持して、 敢て 自ら 聲聞を 求める と 云 ふ 態度 は 無く、 孜々 として 勤めて 倦まず 

自ら 天下に 發動 する を 待った" 之は學 者と して 誠に 奥ゆかしい 態度で ある。 土满 宛の 甞狀 に、 

「自ら 學 あれば 錐脫 袋と いひて 自然と 顯 るるな リ。 いまだなる 間 又は 俗士に ほこる 入 は、 遂に 學の 就リた 

る は 無し、 おのれ 如， 此 かまへ て、 默し をれば、 今 は 天下に 名 を 得た リ、 名即 好む 人の 名 を 得た る は 無し、 

又、 人 を すすむる 爲 とてい ふ 人 も あれ ど、 天下 は 如，； 蚊蠅ハ 數 群の 人の 中 百 人 二百 人 を 進め 得ん も 何ば か 

リの 事に あらず、 只み づ から 學 問して、 自然に 天下に 發動 する 時 を 待つ にしかず。」 また、 

「己 三十 歲ょリ 今 七十 一 歲 まで 學 事不廢 候へ ども、 萬 事 はか ゆかぬ ものなる を 歎 候 事の み 也。」 

「己 は元來 不才 故 三十 年 學で漸 六 旬 を 過 候て、 凡 意 を 得しに、 猶 不足の み 多し。」 

などと も 云って ゐる。 勤めて 倦まず、 勤 むれば 勤む る 程、 いまだしき 感の 典る の は たる ものの 常の 心 持 

である、 この 未熟 感の 失せて、 誇大 感 のみの 進んだ 學者 は進步 しない、 いや 學者 として 認められ るに 至らな 

いもので あらう。 眞 淵が あれ 程の 大を 成す に 至った の はこの 謙抑の 心 持 を 忘れ 無かった からで ある。 

七 

而し、 研究が いよ/ \> 進み、 創作 經驗の 重なるに 從 つて、 その 自信 は 飽くまで 强く なって、 容易に 自說を 

枉げ 無かった。 之は學 者と して 當然來 るべき 進步の 過程で ある。 徒ら なる 大首壯 語と 云 ふこと 勿れ、 基礎 ェ 
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事の 堅固なる 上に 建てられた 大厦 の壯觀 である。  . 

「萬 葉の 歌を數 年よ く 見 候へば、 古人の 心 直き を 知、 その 直き を 以てお すに、 天下 古今に 通ぜ ざる ことな 

し" 歌 は 心 慰なる ものと 思 ふ は 今 京 以下の 歌の 事 也。 古人 は 心情 を不， 隱、 一意に よみ 出て 侍れば 此.^ に 

遊ぶ につけて、 古への 樣 しらる。 後世 國學者 流、 皆 此意を しらねば、 此國はゃはらぎたるをjG^らとすと思 

ヘリ。」 (寶暦 十二 年 龍 元次郞 宛)  ， 

すべて 古 學の本 は 萬 葉に 在って、 萬 葉よ リ出發 すれば 「天下 古今に 通ぜ ざるな し。」 と 一； ムふ 自信 は 四十 年の 研 

究 から 得た ものである。 

「萬 葉 選者 卷の 次第 等の 事、 御 記 被 遣 候、 是は甚 小 子が 意に 違 ヘリ、 いは V、 いまだ 萬 紫 共 外古教 の 事 は 

知 給 はで、 異見 を 立ら るる こそ、 不審 なれ、 加 樣の御 志に 候 は， --、 向後 小 子に 御 問 も 無用の 事 也。 一 害 は 

二十 年の 學 にあら でよ くしら るる 物に あらず。 餘リ にみ だ^なる 御 事と 存候、 小 子が 答の 中に も 千 萬の 古 

事 なれば 小事に は 誤リも 有べ く 侍れ ど、 其 害 の 大意な ど は 定論の 上に て、 申な リ. - て 信じ 袷 はぬ 氣顯は 

なれば、 是 までの 如く、 答 はす まじき 也-^ しか 御 心得 候へ、 若猶. 此 上に 御 問 あらんに は、 兄の 意 を 皆 寄て 

問答へ、 萬 葉 中 にても 自己に 一向 解ごと なく 問る る をば 答 ふま じき 也。 され ども 信 無き を 知る から は、 多 

く は 答 まじく 候 也。 此 度の 御 報に 如此 答申 も 無益ながら、 さすが 御 約束 も 有 上 なれば いふ 也。」 (明 和 三年 

宣長 宛) 

萬 葉の 選者、 卷の 次第 等に 就いては 强ぃ 自信 を 持って 居った ので ある。 而 るに宣 長に は、 また 別に 意見 も あ， 


つたので あるが、 敢て自 說を枉 げざる 斯 くの 如くで ある" また、  . 

「冷泉な どの 弟子に 成 こと は  京に 久しく をり しから は、 かの 人々 の 門弟に 成て よくば われら もな 

リ ぬべ けれど、 師 となるべき 人、 すべて 五六 百年 このかたに はなければ、 われら は 弟子に 成 侍らず" 物く 

る ひに て ひとり. いふに も 侍らざる 也。」 (ふ M くろ 百 〇 八) ， 

詠歌に 於け る 築き上げた 信念の 強さ を 思 ふべき である。 繰返して 云 ふ、 眞 淵の 是 等の 强ぃ 主張 は 机上の空論 

ではなく、 三十 年 四十 年 日々 刻： He 精勵、 萬卷の 古書 を讀 破し、 數 萬 歌の 創作 體驗 から 得た 確乎 不動の 信念 か 

ら來 たもので ある こと を。 

八 

雜駁 粗漏 を 嫌 ひ、 綿密 精徽を 尊ぶ のは學 者に 通有す る 性向で ある。 縣居寄 簡の齋 藤 信 幸 宛、 明 和 四 年 七十 

一 歳の 時の ものと 思 はれる ものに、 信 幸の 家で 土满 等が 打 寄って 記の 訓會を 催した こと を^いての 返事の 巾 

「代 匠 記 を 三十 前ば かリ 以前の ままに て 見 候 所、 いよ，/ <\ いまだしく 不埒 之 事 どもな り-。 是を 押に、 古事 

記な どの 訓は いまだしく 可， 有， 之 候、 され ど 一 本に 一 字の 是 なる を 得る も學 者の 佳 事 なれば 宜字等 あらば 

御 しらせ 可， 被， 下 候、 吾 社に 暉昌翁 昔年 京都 卜 部 家の 本 を 得て 寫と いふ もの 一冊 有 之 候、 ちょと 见候 へど 

も、 其 頃 いまだしき 程 なれば 可不 も不， 知 候き、 卜 部 家の 秘本と 今年 覺之 候、 是 にもし よき 事 あらば 又 御 

校合 候へ かし。」 

第一章 名號及 性行  ニー  三 


第二 編 傳記  ニー  四  ， 

「一 4^ に 一 字の 是 なる を 得る も學 者の 佳 事」 と 云 ふ、 斯うした、 綿密、 眞 面目な 心 を^: 的 良心と も 云 ふべ 

きか" 眞 淵の 研究 は觅角 求心 的で、 古本の 校合な どの 方面に 缺 けて ゐ ると 云 ふ 批評 を 受ける ので あるが、 そ 

の 資料と 時間と を與 へたなら ば、 斯 くの 如き 態度 を 以て、 必ずや、 よ リ妥當 精 級な 學說を 多く 殘 した かも 判 

ら ない。 

九 

3 共 淵 は 生涯 孜々 として、 古 學復與 の 使命に 任じ、 實に 文字通り 寧日の 無い 生活であった。 多くの 街 節 中に 

常に それ を改 らし、 老來 不自由 勝に なっても 些の 緩み も 無かった。 死期 も 近き が 故に 我が 學も^ 成しなくて 

はならぬ、 門弟に も 授けなくて はならぬ と 緊張して 居った。 所謂 隱居氣 分と 云 ふ もの は 少しも， 認められない 

の は、 吾人の 範 とすべき ものである。 藤 田 伊勢松に 宛てて は、 明 和 六 年 七十 三 歲の歿 前半 年ば かり 前に、 

「何と ぞ 拙者 在 命中の 間、 一雨 年中に 御 下 候へ かし、 左 候 は，」、 大 かたの 事 は 皆 明らかに 成 候 はん 也。」 

また、 明 和 五 年、 宣長 宛に 

「—：！：々、 持病 之積氣 中に て、 臥 筆 故 かく 亂 筆な リ、 御 宥恕可 被 下 候、 世間の 俗事 は 一向 不：， 致 候へ 共雅事 

も 重り 過れば、 さて/, ヽ苦敷 候 也。」  . 

門人 等からの 解答 もの や 添削 ものに 追 はれて ゐる 榇は斯 くの 如くで ある。 また、 明 和 四 年、 繁子 宛の ものに も 

「去年より いそがしく 春 中 も よるひると つとめ 侍れ ど、 ことしば かり も 例の むね 少しよ ろしうて をり ぬ、 

御悅給 はせ よかし。」  . 


ふ，.^  くろの 十三に 

「十三夜の 歌の 題と も 筆く はへ てまい る。 今一 ひら は殘 しつ。 ここの ほう さ、 つ ひに かな はで 十日の 夜 ふ 

けて 身 まか リぬ。 け ふ はおく リす とて、 なげき ぬれ ど、 あすの 事 なれば なほして まいる 也。 何 こと もえ！^ 

かねてなん。」 

と ある。 之 は 大凡、 寶 15 十三 年 九月 十一 日 に 養女お 島の 歿した 時の ことで あらう が、 その 葬式の 口にすら 

なほ 門人の 申入れ る ままに、 十三夜の 月見 も あるから とて、 添削して 遣した ので ある.^ また^ 前 一年の 明 和 

五 年、 信 幸 宛の ものに は 

拙者 年々 衰を覺 候而、 心事 屈が ちに て 何事 も はかどらず 候、 然 ども 持病 之 瘤の 外に は 病 も 無 之 候へば、 

今し ばらく を こらへ 候 はんと 人相 人な ども 申 候 間、 其 間 著述 を 急 候へ 共、 とかくに 博 明 * かね 候」 

その 期の 早晚 至るべき を覺 悟しつつ も、 その 著述の 完成 を 急いで ゐる 翁の 風丰を 想像 するとき、 一報の 壯 

嚴感に 打 たれざる を 得ない。 斯くて こそ 古 學の祖 とも 仰がれた ので ある。 

以上、 先づ眞 淵の 社會 人と しての 一面 を 窺 ひ、 次に 學者 としての 性行 を觀 たので あるが、 俊傑の 全面 を努 

ビ 射せし むる には宪 筆の 到底 能くす る 所に 非ず、 却って、 その 學德の 偉大 を 傷ね、 その 性格の 高雅 を 破る 無き 

か を 恐れる ので あるつ 倖に、 三 矢 博士の 「大人、 性沈毅 にして 言語 少く、 外見 凡庸の 如し。 され ど 一 たび 言 

を發 せらる る 時 は、 識見 卓絕、 強記 博 覽人皆 驚嘆す、 而 して 己の 信ずる 所は斷 じて 之 を 行 ひ、 他人の 所說の 

如き 敢 へ て 意に 介せ ず。」 と 云ふ槪 評が あ， リ、 拙筆 を 補って 餘.^ ある ものである： 
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第二 章 賀茂氏 系 譜 

一 資 料 

舊贺茂 腐 淵 全集 首卷 

岡 部 家譜 考證 各所 收 村 田 春 海 編 

同書の 践に 「岡 部 家譜 一 卷、 先師 村 田 翁 所レ述 也。 今年 爲- ー縣居 大人 五十 囘 追福 T 令- 1 門人 前 田？ 3^ 蔭勝寫 r 以 之 少林^ 

舍 ー焉。 文政 紀； 兀 十月 晦日 淸水濱 識」 と ある。 海 も 「此 家譜 定 信より 以上 は 翁 0 しるしお かれた るな りと み ゆれば、 

翁の 家系 を ij;? ふるに は. 之 を 本と すべし。 又季鹰 がいへ る こと は 氏人 Q 方に ふるくい ひ 傅へ たる ことにて、 尤 となす ベ 

ければ. まじへ 考 へて 家譜に もれた る 事な ど 考へ補 ふべ し。 文化 三年 六月 十五 日 平卷海 記」 と 述べて ある。 

贺茂眞 淵 翁家傳 同書 各所 收 小山 田與淸 

本書 を 編す るに 當 りて 與淸 の參考 とした 書目 は 記、 紀を はじめ、 岡 部 家譜、 同 考證. 贺茂翁 族 譜自笨 本、 玉 勝 問. 畸人 

等廿七 部に 達して ゐる。 

玉櫸  平 田 篤 胤 

本書 は 主として 前祸 0 翁 家 鉢に 據 りて、 之に 自己： 16 問 Q 逸事 を 加へ たも 0 である。 卽ち 最初に 述べた 考設 0 孫 本と も 云 ふ 

べき も 0 であるが 篤！^ 獨自 のと ころも ある。 平 田 篤；^ 全集に 牧 めら れて ある。 

古學 始祖 略 年譜  杉 浦 比隅滿 


本書 は 賀茂眞 淵 翁 0 師杉 浦國頭 Q 四 世 Q 孫 杉 浦 比隈満 0 箸. 古學 0 復舆 0 根源が 荷 田 大人 To 系^ を 引いた 演 松諷訪 社に あ 

る こと を 説け る も Q で、 こ Q 中に 賀茂家 の 系譜に 關 する こと も あり 參考 となる 點が 多い。 述作 年代 は 不明で あるが 天 保 十 

一 年まで 記されて ゐて、 fj^ 化 二 年に 歌人 小栗廣 伴が 筆寫 して ゐ る、" こ 0 筆寫 本が 現に 岡部讓 翁の 所 f 板で あるが、 筆者 は 之 を 

惜寫 して r 國學 資料」 第 一 編と して 珍藏 して ゐる。 本書 Q 岡 部 家譜 Q 中に ィ として 添 記した の は 本 害に 據る ものである。 

賀茂眞 淵 全集 昭和 七 年 M 卷 十二 「縣居 書簡 繽篇」 中の 系圖  岡 部 讓 

眞淵 翁の 同族 子孫と して 近頃 最も 顧れ. た讓 翁が 多く 0 文献 Q 赏 際に 徴 して 考證 せられた もので- 殊に 政定 0 子 政 次 を嫡長 

とする のが 從來 の定說 Q 如くであった が、 政 員 Q 方が 嫡長 である こと を 述べた 0 が 目立って ゐ るし * また B 淵 翁 前後の 同 

族が SE 記せられ * か 0 書簡集 を a るに は 何う しても；」 の 系譜 を 座右に 置かなくて はならぬ。  - 

五縣 聯合 神職 會紀 念號. 靜岡縣 神職 會編 

本誌 0 中に 「賀 茂眞 淵の 少壯 時代」 と 題した 岡部讓 翁の 系圖に 闘した 記述 は前揭 0 全集の 裏 番とも 云ぶべく、 必.f^5<-考と 

すべ きも 0 である。 

以上の 外眞淵 翁の こと を 叙べ たものに は 必ず 系譜に 觸れ てゐる 所が あるが 多く は 前祸の 初めの 二三に 據っ 

たもので ある。 

二 岡 部 家 譜 

岡 部 家 譜 
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十一 世 


十二 世 


_  ^ぎ 次 助 

r^^^  ^凇续 主 松 平和 泉 守に 自宅より 出仕、 狨主國 替ぁリ 館 林 城に もお ふ。 

1^/,^  5^ 國す るに 就き 甥 岡 部 新左衛 門に 跡 役 趣る， - 更に 濱^^ :g 

太 田備中 守に も 仕 ふ e 延寶四 年 八 J 廿五 S 七十 二 鼓 卒去、 法名 千榮 t  士。 

I 女子 三人 


IS& 岡部權 兵衛、 (二 郎助ィ ：>, 

0{ 禽享 元年 御朱印 頂戴 

-治^ 藤. 田 五右衛門 

女子 三人  , 


十三 世 


S 男 


..Ig 一一-一口 岡？^ 與三 郞、 (家 を嗣 がず して 農 人となりて 別家せ リイ、 ：> 

/c.;;,,"r 享保十七^閏五^^-十四日七十九鼓卒去、 法名 宋閑 居士。 
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以上 は 主として 阈學者 傳記紫 成 及 前に 出た 賀茂眞 淵 全集 首卷 に所收 せられた ものに 據 つたので あるが なほ 

前記の 如く 新しい 昭和 七 年の 賀茂眞 淵 全集 十二 卷の 「縣居 書簡 繽編」 の 四 七 九 頁に 岡部讓 翁の 考證 せられた 

も (甲) が ぁリ、 昭和 二 年 靜岡縣 神職 會發 行の 五縣 聯合 會 神職 會 記念 號の r 賀茂眞 淵の 少壯 時代」 にも^ 翁の 

同 系譜に 關 する 解說 (乙) が あるか.： h 次に 並 記す る ことと する。 
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(乙) 今 は その 重復を 避け 只 その 誤謬 を訂し 遺漏 を 
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補 はむ とする ので ある。 師重 といへ る は 贺茂成 助 四 世の 

ニニ 一  一 


第二 編 傅  0  ニニ 二 

孫で 而 して 師 重の 父 は 重 能と いひ、 歌人であった。 政 平、 成 保に 付て は 成 保 は 成 助の 弟 成經の 孫、 政 平 は 成 

助の 子 成繼の 孫で いづれ も 傍系で ある。 尙 同家の 人と して は 重 保、 重 政、 季保 ありて 千载、 新 古今 *新 勅選 • 

縱 古今 ，續 拾遺 • 風雅 *總 後 拾遺 • 新 續 古今 等 諸 紫の 作者で ある" さて 中 與の祖 政 定は法 諡を久 室宗瑩 とい ふ。 

政 定に三 子 あ リ長を 政 員と いふ。 この 人 父の 家 を嗣ぐ 是予が 家で ある。 次 を 政 次と いふ" 政定 この 政 次 を 

れて 分家す。 是岡部 次 郞助當 代 政 雄の 家で ある： 三男 を政武 とい ふ。 是亦 分家して 岡 部長 右衛門の 始組 とな 

る。 是當代 岡部詮 の 家で ある。 以下 國文學 大綱 載す る 所の 如しで ある" 政 員 政 次兄 弟の 順序に 就て 誤 あ リ「_ 

政 員 は寬政 十一 年 七月 十七 日歿 享年 七十 ニ歲 であ リ、 政 次 は 正 保 三年 正月 九日 歿 享年 七十 五歲 である" 之 を 

逆算して 出生の 年 を 索れば 政 員 は 永祿六 年に して 政 次 は元龜 三年 なれば、 政 次 は 政 員に 對 して 九歲の „fi^ なる 

こと 明で ある。 近來 明治 昭代の 賜と して 泉亭家 系譜 鳥居 大路 家 系譜に 據リて i ザ 組 祌魂命 以來め 世代 明瞭と な 

つた。 卽ち眞 淵 は 神 魂 命より は 五十 九 世の 裔孫 である。 岡 部 村 伊場 村と 相 合して 伊場 村と な リしは 宽永ニ 年 

の 頃で ある。 (今 濱松市 西 伊場 町 東 伊場 町) 

〇 是 より 先、 具淵は同族岡部長右衛門政^^ハ義兄)の養子となる： 政^ は 次郞助 三世 定 長の 三男で 長 右衛門 家 

を嗣ぎ 同家の 三世と 成った 人で ある。 眞 淵の 父 與三郞 政 信 は (政 信 千 蔭の 碑文 與淸 の傳、 其の 他に も定 信と 

あれ ど予が 家系に は 政 信と ぁリ、 又眞 淵が 明 和 六 年 七月 京都の 某氏に 贈りた る 害 翰に 「拙者 父 岡 部 與三郞 政 信 

從兄太 郞左衛 門 政 長 等 御文 通 申 候 事 拙者 幼少の 時 覺冇. -之 候。 日 一野 子 者 右 政 信 之 二 男に て. n:,: 壯 年- 志，, 古學， 

云々 と ある を 以て 政 信な りし 事 明 なれ ど、 束 京賀茂 百樹家 系譜に は定 信と ぁリ" 然し 同 系譜に も 政武の 下に 


i 政 信と あって 岡 部 與三郎 赏は次 郞助政 I と 注ず。. 是に 依れば 定 信と 云 ひし-」 と" あつ、 た r  、あ： T、 1 

阢&二  t& ま」 ムま 良る 1 お^。 ペまー i の 家 I 淵の 讓 にして 今 岡 部 f  I 

.Lfr 如何 I 奮 ありし か、 長 右衛門の f 離別し、 又 同着 右衛門 政 長の 擎と意 2 は 家長の 

長子に して 次郞 助の 四 世で ある。 (國豪 大綱に 政 長は眞淵 の 父 定信の 弟の 子と ある は 兄の 一十 誤き) 然るに 

その 妻 (政 長の 娘) 享保九 年 九月 g したる を 以て 再 同家 I 緣し、 同 十 年 III 霊郞方 良の 養で」 

なる。」 

岡部讓 翁の 考證と 從來の 說と異 る 所の 要點を 摘記 すれば 


從 來の說 


政定 I 


f 麵 If 賴 き si  ，御朱印 頂戴 

「 政 4き纖祌 麵 し？ ィ) 


岡 次 1  邡助. 


次 K 


岡 部 二 郞左衞 門 . 

-Isi, (加 茂身宫 の 祌主 を 持た リ ィ ) 

—ム子  ， 


1 , , 岡 部 三 郞右衞 門 —— 信 堅 


一— 女子 

一」 政武 

一 1.1  吊 員 岡 部 伊兵衞 

l^^jal 岡 部 新左衞 s: 

1 女子 三人 
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〈二 I の說 (鳥居 大路 冢 系譜) 

I^M 父の 家を嗣 ぐ。 永錄六 年生. 


岡.  ？  十一 年 七 十七 日歿 七十 二 歳。 

政 定— 


l^fe 父 政 定之を 率て 分家す。  IS&i^2L,pri.l:.XI,^。 

岡 部次郞 助、 岡 部政难 氏の 家。 正 保 一一 年 九^, 殁 七十 五截 I 


政 員より 九 歳の 弟。 

Itx4sf 分家、 岡 部長 右衛門 始祖。 

^0 今の 岡 部 氏の 家" 

卽ち政 員 政 次に 於て 兄弟の 相違が あ 力、 政武は 從來政 員の 子と なって ゐ たが 政定の 三男と なって ゐる。 

從來の 說に政 次が 本家 を嗣 いで 賀茂、 神明、 荒祌三 社の 社領の 朱印 を 戴いた と ある は 如何にも 本家の 神職 

を嗣 いだ ものと 思 はれる が、 而し 一 本と して 附記した 古學 始祖 略 年譜に は 本家 を嗣ぎ 荒神 祠の 神主と なった 

と ある。 若し 本家 を嗣 いだ ものと すれば 岡 部 氏と 最も 重大な 闕 係の ある 賀茂新 宮を第 一 としなければ ならぬ 

と 思 ふ。 そして 同書に 次男の 政 員に 賀茂 神宮の 神主 を 持たせた と ある あるの は 岡部讓 翁の 發 見され た 兄弟の 

相違が あつたから であらう か。 世. 間に 有り勝ちの やうに 親政 定が弟 政 次を述 れて隱 居した ので あるから 祖先 

宗廟の 祭な ども 自然 その 親の ある 方で 行って ゐ たもので あるか も 知れない。 何れにしても わが 、淵 翁 は 政 次 

の 系統に 出 でられた ものである。 眞淵 翁が (甲) の圖の 三男 政武の 孫になる やうに あるの は、 政 次 1— 政 家 I 

—政 信と ある。 是の政 信 は 卽ち眞 淵 翁の 父が 養子して ゐ るので あるから 一 寸 注意 を 要する。 

なほ、 石川雅 望の 次の 記は眞 淵の 出た 與三郞 家の ことな ど を 知る 善い 資料で あるから 次に 揭げ る。 


〇 縣居 翁の 遠 州の 跡 を 尋ねし に、 遠州濱 松の 町 は づれ七 軒 町と いふ 所 を 通.. ^ て、 場 村と いふ 處な リ。 是縣 

居 翁の 血 流の 根本な リ、 今 は 岡 部 與三郞 とい ふ、 今大に 零落に て 奮地廣 けれ 共、 街よ リ おくまり-たる 處 なれ 

ば、 路の 側へ いとち ひさき 家 をた てて 髮結 也" 餘り 零落の 義故、 其處 にて 尋ん もい かが なれば、 村の 名主 岡 

ン 此次 ft 左衞 門に、 本家に て此 家より 與 三耶、 先祖 は 分家した る 也、 其與三 f さ」^^ f ゅセ 出生に てノ  松 

立 cft^ft- 左 樟 P.R  S  ip しせ 本陣 梅 や 五郎右衛門と いふ 方へ 養子に おはして、 梅 やの 媒に あ ひて 一子 出生、 後 其 1^ 子 をす て、 江 へ 

出奔せられ しなり。 千 蔭の 親 枝 直 之 地：. g に、 すまれし よし 也。 其 後 校 直れ，」 門人 あしら ひに せられし よしに て、 校 直 腹へ 氏龟 I お 淮^) 

立して 不和と なられし よし、 千 藤 こそ 弟子に いたさせ つる に、 われ は 門人なら ぬ も の をと て、^ 立いた されし となり。 Wn,^v3.?-!s、 

多少 如何 かと 思 ふ 所 も あるが、 參考 までに 全文 を 引用した ので ある 「- 

一-一 岡 部家譜 考證 I 聽 SS ぜ募 とし 一」、 

かみむ すび. t こと 

一 魂 命 

祌產 単一 日祌、 神 皇產靈 尊、 神產日 神と も 書く 「- 天， 御中 主神、 高御產 巢日祌 と共に 天地 初發の 時に 高 天 Is- に 

成り ませる 神で、 神祇官 八 神の 一、 天地、 萬 物、 人類 はこの 神と 高 御 產巢日 神との 力に よって 造化 せられた 

ものであって、 女神に まします と 云 ふつ 

た， To の なのみ こと 

二 武律之 身命 

か 5 のた けつね みのみ こと  かみ むすびの みこと  -』  ] 

賀茂建 角 身命と も 書く.^ 前記の 神 魂 命の 孫、 神武 天皇 東征せられ て 大和に 入らう とせられた 高木 神が 

「是ょ リ奧に は 惡祌が 多い、 今 天から 八 鳥 を 遣す からこれ に從 つて 進む が {1 い。」 と 仰せられた。 神武 天皇 

は 八 咫鳥卽 ち この 祌を 嚮導と して 進まれて 宇陀に 至リ、 兄 宇迦 斯等を 平 げられ るので ある 「- 卽ち 國の 功臣 
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であらせられる 譯 である •。 それで 京の 賀茂 社に 奉祀 せられて 御歷 代の 崇信は 伊勢神宮に 次いで ゐる。 更に 贺 

茂 社に 就いて 少しく 述べる。 

火 雷 命 

「賀 茂別赏 神社 - 賀茂別 雷 命  一一 ， "か あ i":;^/? 

(上お 茂朮、  OOQOOOO  0000 

賀茂社 一 (祭神) i  £  K  (系統) 祌魂命 j 賀茂 武津之 身命 I 玉 依姬命 

I  -':nj  -hr  3  i  i  f  s 建 角 身命) 

か 5 の あがた ね じ 

この 賀茂社 を 奉 祭して ゐる 神官 は 賀茂縣 主 或は 鴨縣 主と 云って 上下 社共に この 武津之 身命の 後裔の 者 どもで 

ある。 卽ち賀 茂 氏族の 氏神と して 奉祀す るので ある。 

而 して 賀茂氏 系 圆に片 岡、 大田 等と ある は 何う 云ふ譯 かと 云 ふに、 上賀茂 社の 摄 末社 数十、 共 に 太 田、 

新宮、 山 尾、 白大 夫、 若宮、 奈良 社、 片岡 等が ぁリ、 下 鴨 社に も 比 良 木、 河 合、 三 井 等が ある そこで 異淵翁 

を 生める 賀茂氏 は 上賀茂 社の 祀官の 方の 出で ある、 從 つて 濱松 岡部鄕 に分靈 奉祀した の も 上贺茂 社の 系統と 

見るべき である。  - 

三 賀茂成 助 

歌人と して 有名であって 勅選 橥 作者 部類と 云 ふ 本に も 其 略 傳を载 せて ゐ るつ 具 淵が 萬 葉 解の 序に 

そ も 眞 淵が とほつ 祖賀茂 成 助て ふ 人、 ちはやぶる 神 山の 麓に ぁリて 松の 葉の つきせ ぬ ことのは を 世々 


こったへ、 その はつ こ はう ち ひさす 大宮 にっかう まつ リて ひめと ねの 末にし も 有ければ， それがし るし を 

も， るき ふみの はし を も かつ f- 今に 傳來れ るに つけて とほき 代の しのばし く ふるき ふみなん ゆかし かリ 

ける。 

卽ち眞 淵 翁が 古學 研究に 入る 大きな 動機 はこの 遠祖 を景 慕す る 念に あつたの である。 この 成 助の 歌 は 後 拾遺 

金 葉、 詞花、 千載、 新 古今、 玉 葉、 新 拾 遣に 收 載せられて ゐる 程の 歌人であった から、 「松の 葉の つきせ ぬ こ 

との は を 世々 にった へ」 て來た 譯 である。 この 成 助 も 多くの 氏人と 共に 京の 賀茂 社の 神官と して 奉仕した も 

ので あらう。 祌 山と ある は 京都の 春 日 山の ことで ぁリ、 その 麓に 成 助の 住居が あつたの である。 萬 葉 を 巾 心 

として 古 學を說 き、 神ながら の 道 を 鼓吹す る眞淵 翁が この 遠祖から 由來 したと 云 ふこと は 如何にもと 首肯せ 

られ る。 今 成 助の 歌 一 首 を、 

お ほやけ の 卸 かしこま リ にて 侍け る 頃、 賀 茂の 社に よる/ \ まい リて いのり 申け るに、 月お もしろ く^ 

ければ 

かくば かリ くまな. き 月 をお なじく はこ ころの 晴れて 見る よし もがな (後 拾 造) 

岡 部 家系 圖で はこの 師重を 始祖と して ゐる。 其の 素性 は 同族 賀茂季 魔の 方の 傳 にある。 それに 據 ると 顯ー 

は リ  はふ リ 

流祖、 片岡 禰宜、 承 久ニ年 太 田 祝、 天福 二 年片岡 祝と なって ゐる。 そこで 師重は 上賀茂 社の 末社の；^ 職で あ 

つたと 云 ふこと になる。 
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四 筑前局 

前記の 萬 葉 解の 序に 「その はつ こほうち ひさす 大宫 にっかう まつりて ひめと ねの 末にし 有ければ」 と ある 

の はこの 局 を 指す ものである" 局は師 重の 長女と して 生れ、 宮中の 女官と して 奉仕して その 功勞 によって 遠 

州 敷 智郡濱 松の 庄岡 部鄕に 五百石の 封 戶を賜 はった ので あるが、 之が 京の 賀茂 氏と 遠 州の 濱 松との 初めての 

關 係で、 之が 本と なって 眞淵翁 も 生れる し、 今 岡 部と 云 ふ 多くの 同族が 地方に 繁榮 する やうに もな つて 來た 

ものである 。さて、 この 五百石の 封戶と あるが、 この 封 戶と云 ふの は 平安時代の 一 種の 所領と も 云 ふべき もの 

で 本來食 封と も 云って 鎌足に 二 千戶賜 はった の を 初と する" 古 い 時代に は 家を單 位と して 賜 はった から P と 

あるの が 普通で あるが、 ここに 五百石と ある は 後世の 所領 を 石で 量った からの ことで あるつ この 食 封に は 位 

職 封、 功 封と あるが 筑前局 は 功 封 を 戴いた 譯 である" これに も 色々 階級 も あるが 上代の 一代 限の 下 功位 

の 所であった らうと 想 はれる。 - 翁の 書かれた ものに も 大綱に も 內命婦 であった 旨が 記されて ゐる" 

岡 部 家譜の 四世定 朝の 所に 

新宫 御領 遠 江國濱 松庄內 岡部鄕 者、 筑前局 一期 之 後者、. 師朝 可：， 令-, 相 傅-之 由師重 令： 一 契約- 畢、 而今 道久 

齡 及-八 旬； 御 祈勞、 又 一? 星霜， 云々、 且又 爲，， 筑前局 代官， 知行 送，， 年 序， 之 由强令 勸申， 之 問、 被， 免 P 1 間 

之領 知， 畢、 然 者道久 一期 之 後、 任-. 師重 之讓： 師朝當 鄕相傳 知行、 更不 レ可レ 有-, 相違 ハ 旦：？， 抽，， 御 祈 忠， 之 

由 持 明院殿 所：， 被，； 仰 下， 也、 可 レ令レ 存，， 其 旨， 歟、 仍執達 如レ件 

文 永 十 一 年 六月 七日  前 周 防 守 判 


岡 部 五 郞大夫 殿 

遠 江國濱 松庄內 岡部鄕 如し 兀所， 被 wkr 附新宫 領>  也、 殊 令-: 神用ハ 可， 被 子孫 相傳- 者、 院宣 如： V 此悉， 之^, 

狀 

乾 元元 年 十二月 一日  •  大蔵 卿 判 

賀茂祌 主 館 

文 永 十 一 年 ( 一 九 三 四) 六月 は龜山 天皇が 己に 禪位 なさって、 後宇多 天皇が 卽 位されて 間 もない 時であって、 

ここに 持明院 殿と ある は 御 返 位の 後、 仙 洞 御所 を 持明院 殿に 置かせられた、 後草 深 上皇の ことで あらう と 思 

ふ、 卽ち この 上皇の 院宣に 依って 五百石 下賜せられ たもので ある： 而 して 知行 送-: 年 序 1 と あるから 赏際賜 は 

つたの は是 より 餘程 前と 見るべき であるから、 そこで 筑前 局の 奉仕した の は 後深草 天皇 御 在位 中 か 院政 屮か 

のこと であらう。 文 永 九 年 (一 九 三 二) 二月 後嵯峨 法皇 崩御 後 は 後深草の 院政 は 名のみ で龜山 天皇 御親征 時代 

であって、 院の御 勢力 は 更に 見られ 無かった ので あるから 院の 御領で もお 割きに なって 下賜され たので はな 

いかと 想 ふ" 次の 乾 元元 年の 院宣 は 後 深 天皇の 御子 伏 見 上皇の 院政 時代で あるから、 先皇の 御 f 冚 志を繼 がれ 

た 安塔狀 とも 云 ふべき である。 

前述の 如く、 食 封の 下 功 は本來 一代 限の もので も あり-、 また 如何なる 場合で も 女子 は 一代 限の ものである 

から、 局が 一期の 後 は當然 取上げられる ものである。 そこで 局と して は 切 角 寵恩を 忝う した もの を 一代 限で 

は勿體 ない 譯 であるから、 この 所領に 氏神の 賀茂社 を 新しく 奉祀して この 賀茂 新宫の 領地と 云 ふこと に 公の 
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諒解 も 得た ことで あらう。 それでこそ 一期 之 後師朝 可， 令 r 相傳 一之 由 師重令 一： 契約,^ と あるので ある。 衬田 

春 海 も 之に 就いて 次の やうに 云って ゐる。 私の 領地で ない 新 宫の社 領を師 重 令,： 契約， 畢とは 云 はれない 譯で 

あるから、 この 岡 部の 新宮は 初、 私に 領地に 奉祀した ので あるが、 局の 領地 を社領 とする やうに 願 出て 許さ 

れ たために 自然と 官 社の やうに なって 斯うした 令旨 も 下った ものである。 と 述べて ゐ るので ある。 

五 道 久 

片岡 ニ郎大 夫と ある 人、 古學 始祖 略 年譜に は三郞 として あ リ師久 を次郞 として あるが 之 は 誤で あるか も 知 

れ ない。 筑前局 は 女の ことで あるから 道久が 代官と して 長く この 岡 部鄕を 知行して ゐだ 所、 八十 歲 にもな つ 

たから この 代官 を廢 めて、 父師 重の 指阓で この 道久が この 領地 を 治めた やうに、 道久 から 弟 五 郞師繼 卽ち後 

の片岡 五郎 大夫師 朝に 譲られた ものである。 野 村 敎授は 

. 道久は 季膦の 方の 傅で 見る と、 奈 良彌宣 であるから、 遠 江に は 下って ゐ なかった らしい。 

と 云 はれて ゐ るが、 成程、 季 臞 の傳に 「道 久© 彌宜 勅任」 と ある。 領地 差配 をす るに 就きて は 岡 部に 定住す る 

のが 最も 宜しいで あらう が、 而し 年貢の 取 立の 如き 時、 或は 新 宫の祭 禮の時 等に 下向 すれば 足りた ことで あ 

らう。 殊に この 奈良彌 宜と云 ふの は 上記の 如く 上賀茂 社の 末社の 中に ある 奈良 社の 彌 直で は あるまい か、 き 

すれば さして 激職で も 無い から 諸甞 所傳 の通リ 一 時 この 道 久が岡 部 鄕を预 つて ゐ たもので あらう。 季 WI の傳 

は 之 を 落した ものと 想 ふ。 

六師 朝 (師繼 ) 


片岡ニ 郞道久 が 時々 岡 部鄕に 下向 在住して ゐ たが、 文 永の 令旨の やうに この 片岡 五郎 大夫師 朝に 岡 部の 社 

領は 讓られ たので ある。 尤も 前の 道久 とこの 師 朝との 間に 三郞師 久が領 知して ゐ たこと が季 魔の 傳に あるが 

岡 部 家譜に は 載って ゐ ない" さて この 邊 家譜に 誤脫が あらう と 春 海 は 言って ゐる。 卽ち、 

恐らく は師 朝よ，  リ定 朝までの 間に 三 四 世 あ リしを 家譜に 誤 リて其 名を脫 せる こと も あらむ か、 

と 述べ、 更に 文 永より-永 祿 まで 三百 年なる に師 朝から 政久 まで 僅かに 七 世で あるの は 疑 ふべき であると 云 ふ 

ので ある。  .  - 

七定 朝 

片 岡次郞 とも 云 ひ 山城 國 愛宕 都から 遠 江 國敷智 郡 岡 部 鄕に來 つて 居住した n;^ 初の 人であって、 この 州賀 

茂 氏に とって は 最も 重大な 人で あるから 文 永 や 乾 元の 令旨 もこの 定 朝の 所に 揭 げたので あると 野村敎 授も述 

ベら れてゐ る。 而 しこの 人 は 自分の 息 五世 常久が 成長した 後 は 故鄕の 山城へ 歸 つて 卒した となって ゐる。 

八 常 久 

この 人 は 純粹に 濱松兒 であって、 この 地に 誕生し、 この 地に 終った もので あらう。 之から はこの 賀茂氏 

(岡 部 氏) は 全く 遠 江に 定住して 了った。 

九 政 定 

岡 部 二 郞左衛 門、 姓 は 藤 原、 駿河國 の 原黨の 一族で、 永祿 の頃濱 松に 來 つて 賀茂 氏の 八 世 政久の 女と 婚綠 

を 結んで 同家 を 相. 績 して 第 九 世， となった ので ある。 岡 部 氏 中興の 英祖 とも 云 ふべ く、 家 嵌に 仕へ て 戰-功 を 立 
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てて 貰 賜の あった こと は 家譜に ある 通りで ある。 是に 就いて なほ 詳しく述べる。 家譜に 

政 定年 來隨， ： 家 康公命 「 勤勞、 元龜 三年 三方 原 合戰之 刻、 大久 保七郞 仁； 衛門忠 世 之 於， 一 火 燭山之 屯 「 幾炮接 

十六 挺.，/ 因.， 兹政定 引，： 卒人數 百 五十人 ハ 交， ー鐡炮 「 不意 ヲ打セ 夜中 警固、 翌朝 極月 二十 三日、 /豕^ 公 „ お-. 

其忠 r 賜 I： 來國行 御 刀， 也，^ 

家 庶公濱 松 御 在 城之內 居所 之 地、 被，， 下 置 = 之。 

慶長六 年 丑 正月 二十 五日、 贺茂 神明 針- 領、 伊那 備前 守忠 次、 大久保 十 兵衛長 安、 彥坂小 刑 部 元 正、 右三 判 

I 文 項-: 戴 之 「 其 後爲， 子孫 「安，： 堵 居所-御 證文奉 N 此節 社務 ヌ然、 i ヌ任， 意秦 趣、 0 

同年 二月 十日 御證文 頂，； 戴之ハ 御文 言、 

其 神 領之事 

合 三 石 也 

右 任 n 先規ハ 御 寄附 被， 成 所 也 

永 可：， 有 K 社務， 者 也、 仍如， 件 

慶長六 年 丑 二月 十日  伊奈 f 守忠次 判 

岡 部 八面 神主 

元 和 五己 未 八 八日 七十 五歲 死去 法名 宗. M 居士 

と ある。 なほ 政 定に關 した こと は眞淵 翁の 書かれた 長歌が 岡 部 n 記 (束 歸) に 出て ゐる。 卽も翁が故鄉こ^^！省 


して 氏神 賀茂新 宫に諧 でて、 先祖の 由緒 功績 を || んでゐ るので ある。 

その かみの 事 をし とへば、 かけ まく も あやに かしこし、 遠つ 神 遠つ あ ふみに、 はかり. なき 惠みも ふちの 

郡なる 岡 部の 里に、 山城の 賀 茂の 宮居の、 新宮の 其瑞籬 の、 影 うつしい は ひこし 世 は、 すめろぎの 祌 のみ 

ことの 大宮の 局の 數に、 つかへ つる そのし るよ しに、 はらからの 人に 傳 へて すべ 祌 のみけ に備 ふる、 五 百 

ふみな が と， し 

まちの 苗代 水の、 たえ やらず まかせた まひし、 文 永き 年の 名に 負 ふ、 御し るし をう けつぐ ままに、 久 かた 

あめ はじめ  . 

の 乾の 元の、 年に さへ しるした まへ る、 みことの りうけ かさねき て、 君が 世 を 千世 萬 代と、 祈らへば わき 

への 氏 も、 おの づ から 世々 に傳 へて、 みしる しの ぁリ とはいへ ど， 夕附 CE さすがに 時世、 うつろへば かひ 

も なぎさの、 波風の しくめる ままに、 赤 駒の はらば ふ 田 居の、 畦 を はなち、 みぞ さへ わかず、 五 百 まちの 

名のみ 殘 りて、 二十 まち も あらず なりぬ る こと をし も 思 ひなげ けど、 せんすべの たづき もしらず、 ひつ ぢ 

ぼの たのみ も あらず、 しかれ どもう がら やがらの、 多ければ 神に もっかへ、 もののふの 逍をも ふみて、 お 

のが じし 時に あふひ を、 松が 枝の 猶世 をへ つつ、 梓弓 引 馬の さとに、 たてな めて 軍の 君の、 はた 雲のお こ、 

り 給 ひ I、 引 馬 野に 草む すかば ね、 露霜の けなば けぬべく、 おひ 征矢の 雪と みだれて、 あらまし き あらし 

の 風 を、 ふせぎつ るか ひし ぁリ とて、 物 かづけい ただき まつる、 此祌 のみい き ほひ ある しるしと て、 神の 

みとしろ、 また さらに あがち たま ひて、 氏人 はい まもった へつ、 もろびとの 數 ならね ども、 まれに 來てゎ 

れ もこと あげず、 風の ベの 神代の こと は、 松ぞ しるら む。 (賀茂 翁家壤 五) 

さて 以上 家譜と 岡 部 日記と から-政 定關 係の こと を 要約 すれば 政定の 三方 原 合戰に 於け る 功績と、 其の 所領 
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に關 する こととの 二つと なる ので ある。 

三方 原の 戰と は武田 信玄が 大望 を 抱いて 南下して 濱松 城に 迫リ、 一 擧 にして 徳川家 1^ を 屠らむ とした 戰で 

ひとる、 し 

ある" この 時 大久保 忠世は 城の 東の 火燭 山に 鐡炮隊 を 率 ゐて陣 し、 敵を簡 はう としたが 何分 十六 挺しかない 

幾炮 では さした る こと も出來 ない、 そこへ 政 定が百 五十人の 部下 を 引 具して 參 加し、 それに 忠 世の 娥炮を 持 

つた 者 を 交へ て、 敵の 不意 を 討ち. 城の 夜の 警 固に 當 つたと 家譜に あるの は 前述の やうで ある。 然るに 大綱 

に四戰 紀^の 文 を 引いて ある。 

武田勢 は 合 戰に大 利 を 得て …… 大 久保忠 世、 天 野康景 にい ひける は 如， 是敗績 の 後、 居ず くみに して 働か 

ざれば 彌々 敵に 凌がれん ものな リ。 夜 打して 敵 を 追 散すべし とて、 諸手の 勇士の 內大炮 の 上手 を 選ぶ に、 

緣に銃 手 十六 人 を 求めた リ。 これに 究竟の 兵 を そへ て、 七十 餘 人案內 しるれば、 間道 を廻リ 敵の 後より 火 

を燒 きたて、 忍び寄り-て 鳥銃 を 打つ。 敵 は 味方 是 程に 微 勢なる べしと は 思 ひ よらず、 軍卒 頻りに 騷 立ちて 

がけへ 落 入リ、 晴夜 を 目 ざすと も 知らず、 東西 前後 を 忘却して、 跡よ リ つづく 味方 を濱松 勢と 思 ひ、 先に 

道ぁリ とや 思 ひけん、 彼 崖へ 落 入り. 死去す る もの 若干 也 云々。 

なほ 大綱に は 「政 定は實 に 此銃手 十六 人の 長たり， しな リ。」 と あるが 前の 家譜な どの 文面で はさう は 取れない。 

人數は 相違す るが 政定が 部下 を 引 具して 鐡炮隊 と共に 夜襲した と 云 ふ 家譜の 云 ふ 腐と 一 致させて 見る が宜ぃ 

と 思 ふ。 殊に この 文に は 政 定と云 ふ 名 もな く、 ただ 「案 內 しるれば」 で 地方 出身の 兵ら しいと 推定され るの 

みで ある。 而 して 家譜と 照會 して 政定が この 中に 在った と 思 はれる ので ある。 鬼に 角 政定が 三方 原 戰审に 功 


績を 立てた の は事實 である。 翁が 「梓弓 引 馬の さとに、 たてな めて 軍の 君の、 はた 雲のお こり 袷 ひし、 引 馬 

野に 草む すかば ね、 露霜の けなば けぬべく、 おひ 征矢の 雪と みだれて、 あらまし き あらしの 風 を、 ふせぎつ 

るか ひし あり-とて」 と 詠まれた の はこの 戰功 のこと である。 

次に はこの 恩賞の ことで あるが、 家譜に は來國 行の 御 刀 を 賜 はった と あるが 古學 始祖 略 年譜に はな ほ 丸 龍 

の 具足 を も 賜 はった となって ゐる。 

更に、 所領の 方 は 何う であった かと 云 ふに、 筑前 局以來 相傳の 五百石 は 翁が 「夕 附日 さすがに 時世う つろ 

へば かひ も なぎさの、 波風の しくめる ままに、 赤 駒の はらば ふ 田 居の、 畦 を はなち みぞ さへ わかず、 五 百 ま 

ちの 名のみ 殘 りて、 二十 まち も あらず なりぬ る」 と 詠んだ やうに 戰 國の亂 世に 依って 武士の 强 掠に マ； ^ ひ、 こ 

の 政定の 時代に は 二十 石 足らずし か 無い やうに なって 了った。 これで は 一 族 は 次第に 多くな り 神 祭 も ある こ 

とで あるから 財政 的に 苦しんで ゐ たもので あらう。 そこで 領主た る家康 公に も 願 出た ことで あらう、 而 るに 

今度の 戰 功に 依って、 居所 之 地、 被，， 下 置 之と 云 ふこと になった. - 慶長六 年 li- 月に は 更に 賀茂 神明 領、 それ 

に 居所の 安堵 狀、 同 二月 三 石の 荒 祌社領 を 先規に 依って 戴いて ゐる。 大綱に 「家 濱松 城の 折、， 新たに 菊 五 

百 石の 領地 を 得さし め、 次いで 慶長六 年 三 石の 加 增を賜 はり-ぬ。」 と あるが、 家譜の 居所 安坊 が葡領 五百石 を 

復 した ことと 見、 荒神 社 領の三 石 を 加增と 見た もので あらう が、 慶長六 年の 證文は 前記の 通リで 「任 二 先規こ 

と あるから、 之 を 加增と 見るならば この 六 年よ リ 以前、 卽 ち永祿 頃に でも あつたと 見ねば ならぬ" r 此 神の 

みいき ほひ ある しるしと て 神の みとしろ、. また さらに あがち たま ひて」 と 翁 も 言 はれた ことで あるから 加增 
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のあった の は事赏 であらう が、 この 荒神 社の 三 石 をのみ 翁が 言 はれた ものと して 家譜の 文 言に 附會 して 丁 ふ 

の は 何う であらう か。 

新くて 岡 部の 族 はこの 政定の 力に よって 昔の 姿に 復興して いよ./ \ 繁榮 する ことにな つたので ある。 是れ 

より 以前 もさう であった らうが、 政定 より 以後に 於ても 分家が 多く 出來 て、 その 度每に 所領 は 分割 せられて 

來 たもので あらう と 思 ふ。 

一 〇 政 次、 政 員、 政武、  ♦ 

これらに 就きて 兄、 弟の 相違 や、 子 男の 相違の こと は 前に 岡部讓 翁の 考證を 擧げて 置いた からこ こに は 略す 

る ことと する。 

一一 政 家、 定長 

政 家 は濱松 城主たり し 松 平氏 や 太 田 氏に 奉仕した ほどの 人で、 さすがに 祖父. 政定の 血を引い ただけ ある。 

この 外に も 同族の 中には 武士と して 仕官した 人の あった こと は 翁の 書翰 奥な ど を 見ても 判然とす る であら 

う。 定 長の 子が 政 信 (定 信)、 卽ち眞 淵 翁の 父で ある。 

最期に 最近 發 見.， - たものに、 賀茂 氏の 由緒に 關 する 實證に 就きて 眞淵 翁の 子 梅 谷 市左衛 門が 人の 問 (大方 

內山眞 龍) に 答へ た 書狀が ある。 これ は自輯 の國學 資料 第三 編に 收 めて ある。 

別紙 兩通 之內文 永の 誊は上 加 茂の 社 司 七 家 之內森 飛彈守 建久の 家の 古記に 有. S 之、 濱松歜 訪の社 司 杉 浦 安 

藝の 祖父 飛 彈守緩 候 引 馬 拾 遣と いふ 書に も 入、 相違 無， 之、 むかし は 岡 部の 鄉、 今 は 伊場 村と 云、 いづれ 


の.， より，. 名替 り， 候 乎不， 知、 乾元の耆 は 今 岡 部 家に 有 之 侯 か不. Z 知 、賜-御 刀-事 は 人々 所 ン.- i き… - 

出、 . ^外 拜領の 御 具足 も 有 i、 此 兩通 衛士 自筆に 御 I、 御 覽之後御 返却 可 被 下 候 以上 

郎 iiu: となった こと I 川 時代の 寛 永 二 年で ある こと は 岡|翁 が 述べて ゐる。 tis 


リ である- 
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第三 章 その 父母 及び 妻女 

I 父 母 

父 政 信 は. 俗稱與 三郞、 從來千 薩の賀 茂眞淵 先生 碑文 や 小山 與淸の 賀茂眞 淵 翁 家 傳ゃ其 他の もの 殆んど 

と あるので あるが、 岡部讓 翁の 家系に は 政 信と あ 力、 又眞淵 翁が 明 和 六 年 七月 京都の 某氏に » つた 寄 翰 (縣 

居 甞節續 編の 八 八) にも 「拙者 父 岡 部 與三郞 政 信 …… 右 政 信の 二 男に て 自，， 壯年 r 志，， 古 ゆ，」 と あるし、 柬京 

の 方の 今の 賀茂 百樹家 系譜に も定 信と も あるが 政武の 下に は 政 信と あって 岡 部與三 郞赏は 次^ 助 政 信 息と 注 

して ゐる。 要するに、 後に は 政 信と 稱し、 前に は定 信と 稱 して ゐ たの は 前に も 述べて 來た。 

この 父 政 信 は寬文 三年に 生れ 七十 歳の 高齢 を 保って 享保 十七 年 五月 十四日に 逝くな つて、 法名 は宗閑 居士 

となって ゐる ^ その 傳記 は從 來餘リ ものに 見えて ゐな いが、 ただ 大綱に r 賀茂氏 歴世の 家風 を へて 敬虔に 

して 能く 神に つかへ 質朴 勤儉、 忠君 愛 國の志 ふか かリ しなるべし、 且つ 和歌 を 好みて 上代^ K; の 風 をした ひ 

當 年の 輕 佻なる 手ぶ リを惡 みし こと 眞淵 がしる しおける もの にても しらる。」 と ある 0 この 和歌に ji^ ハ ての 趣 

向 は 次に その 母の 處に 引ける 文で さを證 する ことが 出來 ると 思 ふ。 而し、 最近の 發見 にして 本 甞の賀 茂 翁 拾 

遺に 收錄 した 政 信の 數 首の 歌 を 見る に春滿 風の ものである。 

明 和 五 年 十一月 八日に 見 付の 齋藤信 幸 宛返狀 * 卽ち聽 に 問學の 序に 耳 病、 手搖、 腰痛な どの 謂 はば 老人 由 


を眞 淵に 訴 へたら しいが、 その 返事 

. I のゴ 

「ただ 房事 を 御 謹 可， 被， 成 候. 自然と 可：， 直 候、 駿遠參 此學好 人な し. 只 御 一人也。 身 を わがもの とお ぼ さ 

ず 右 を御禁 可， 然候。 他 は 小事 也- 拙者 伯父 壽林 (父の 兄土屋 氏を嗣 ぐ) とい ふ は 天下の 丈夫に て 五十 歲ょ 

リ 房事 を 止て 九十 八歲 まで 無病に て、 拙者が 父 また 五十よ リ 夫婦 別 所に 宿 候而、 異 外肥滿 しつれ ども 中風 

の氣 少しもな く 七十 八歲 にて 杲候。 是を承 候 故 小 子 も 老後 右 を 謹み 候故此 七十 ニ歲 まで 眼力 氣象 は不， 衰 

と存 2 

その 伯父 は 天下の 丈夫と 眞淵 翁が 褒めた 程の 傑物であった。 その 弟の 父で あるから 氣 象の 勝れた 非凡な 人 

であった らう。 そして 五十 歲 夫婦 別 所と 云 ふやうな 克己心の 飽くまで も 強い、 而 かも 肥満した 堂々 たる 丈夫 

であった ので ある。 

この 父の 逝くな つたの は 翁 三十 六 歲享保 十七 年で この 翌年 上京す る ことになるの であるが、 この 父の こと 

を 詠んだ もの は 次の 二 首が 家集に ある。 

父のお も ひに て あ 勺け る ころ 

浪の上 を こぎ 行 舟の 跡 もな き 人 を 見ぬ めのうら ぞ 悲しき 

茂 松 庵と いふ 寺の 森の 陰に おく つきあ リ 

しげ リぁふ 松 かげに 君 をお きしより 風の 音 こそ かなし かり けれ 

其の 1? は 玉 櫸ゃ家 傅に 同 郡の 天 王 村の 竹 山 孫 左 衛門茂 家の 女と ある。 今 この 竹 山家 は 明治維新 以來 改姓し 
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てゐ るが、 當 時の 邸に 於て 矢 張 地方の 名望家と して 歷々 と存 して ゐる 腊森修 氏の 家で ある； 少しく この 竹 山 

氏に 就いて 述べ て 見よう。 

竹 山 氏の 系阖は 「藤 原 氏 竹 山家 系阖」 と 云って 寶曆 十二 年に この 孫 左衛門 家の 六 代 茂 算と云 ふ 人が 同族 を 

廣く 調べて 害き、 其 後 も 少し は 書き 加へ たもので ある。 今抄 記す るに、 

遠江國 長上 郡 

天 王 村 分鄕 £  § 酣 

天 王 新田 1: 

下權村  . 

座長 八 癸， ギ 九月 ilR 逝 

一 高 森 太 郞左衞 門 重 冶. 

筏改 竹^ 孫左衞 門茂往 

法 行 越 順 


—竹 山 A 兵衞 

丁 竹 山 平. W. 衞門 (本家 を嗣ぐ > 


r 竹 山 孫左衞 門茂尙 IIM 孫ん 衞門改 家 j 

寬永十 酉 十月 十五 日 逝  元祿 十四 己 十 一 月 八日 逝 

法名 桃 岩宗見  法名 卽雄是 心 


-ー 一男 

丄ニ男 

女 (」 は ^ 姆) 

玉櫸 などに 岡 部 氏と 同 郡と あるが、 敷智 郡で は 無くて 長上 郡で ある.^ 

重 冶 を先观 として その 前の こと は 判明し な いと 系圆の 中に も 附記して あるが、 想 ふに 本來 この 天 王 村 は 南 


朝方と 關 係が 深く 神社 を 中心としての 尾 敷 構が 整然と 區畫 され、 舊 家が 多い ので ある。 同家 も旣に 古くから 

此 處に來 住して 居リ、 年 川 氏の 管轄 時代 は 矢 張鄕士 として 一 方の 鎮 であ リ、 同時に 天龍川 平原の 開拓に 當っ 

て 所領 は 隨分廣 範圍に 渡って 居った もので あらう。 この 系圖の * かれた 寶 層の 頃に 於て 竹 山 氏の 分家 は lig, い 

範圍に 見られ、 而 かも 後世 各地 方鄕 村の 名望家と して 通って ゐる 家が 多い，. 實 にこの 竹 山 一族 は 遠 州の 開拓 

者と して 忘れる ことの 出来な い 氏族で ある。 翁が 書かれた ものに も その 先祖の ことが 出て ゐ るから この 系 31 

に 依って 述べて 見よう。  . 

先祖 高 森 重 冶 は 下 堀 村に 住まって ゐ たが 本家 を讓 つてから 天 王 村に 更に 邸 を 卜して 居住した。 ここ は大竹 

薮で 四方が 圃 まれて 居った ので 春夏秋冬 多くの 鳥類が 集って 來た。 家 康公は 御膘狩 もして 度々 この 家に も來 

リ、 竹 厳の あると ころから 竹 山々々 と 呼ばれる のが 例であった。 庭前の 老 白梅に お 目 を 掛けられて 御赏 愛な 

された。 この 家康 公の 尊 語、 に 依って 高 森 を 竹 山と 改姓し、 重 冶 を 茂 住と 改名し、 家紋 腮羽を 丸 根饰に 改めた 

P. である， - へ 竹 山 氏 中 現に 輋へ牀 姓を稱 する やうに なった 家 も あるが、 是は 明治に なって、 ン 

-  パ^ 國隊 に參 加した 人が、 家康に ゆかりの ある 姓 をを缓 つたから である。 ) 

遠 州と 云 ふ 所 は 積年 今 川 氏が 勢力 を 張った 處 であるから 家 康が濱 松に 在って 政 を 布く に は 齊今川 部下の 諸 

豪家 を手懷 けしなくて は 立ち行かなかった ものである。 從 つて 物の 序と 云って は 立 寄ったり などして は その 

得意の 策略 を 施した ものである らし い。 この 竹 山家の 西北 一 里ば かリに 鈴木權 右衛門と 云ふ衰 家が あった， 

この 家 も 吉野朝 頃から あって 今 川 氏 時代の 權 門であった。 家 康公は 魔 野な どに は 立 寄リ、 愛妻 阿 茶 局 を も 同 

家に 托した ので ある。 斯くて、 諸 豪 連に したと ころが 今 川の 後援 を 失った ので あるから 新 領主に 迎合して 昔 
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からの 地方に 於け る 地位 を 保持し、 所領 を 安堵して 貰った 方が 策 を 得た ものである。 この 家 廄公對 竹 山家と 一 

の 關係も 斯うした 一 の 現れと 見て 善から うと 思 ふ。 賀茂翁 家集 卷 一 に 

かけ まく も 恐し こき 下つ けの 國 ふたら 山に いは はれます 大 神の 昔、 遠つ あ ふみの 國 曳馬の 城 をし きまし 

、、、、こ tV 

し 御 時、 御 狩の をリ/ \ 竹 山が 家の 梅 社お もしろ けれと て、 其 庭に 御馬 よせさせ 給 ひ、 かをり-さか えたる： 

枝に 御朦を 居お かせ 給 ひ、 御酒き こし をし めで ましし を. 今 はも もま リぉ ほくの 年を經 ぬれ ど、 其 梅の み； 

づ枝 さしつ ぎて、 春 ごとに、 に ほひ を まし、 此家 もた ぐ ひひろ くさ かゆる こと を、 おのれし も 母と じの ゆ 一 

か リ^て かたじけなく 御 ゆ ゑ よしをつ たへ うけ 給 はリ、 よろこ ぼひて、 古き しらべ をうた ふ。  一 

昔 君み 袖 ふれ けん 梅が えの 今 も かをる か哀 その はな。 

なほこの 膽森 家に は 次の 眞淵 翁の 手紙 を 保存 せられて ゐ るが 中々 難讀な ものである。 序に ここに 擧ぐ。 

御家內 何れも 樣御傳 言 辱泰存 候、 宜御禮 ：… 是も歲 初 御 悅申述 度 候、 且隱 居以來 何方へ も 禮- 紙 を不， 用候ハ 

間 如， 此 御座 候、 宥恕 可， 被， 下 候。」 爲，， 歲暮 御嘉儀 ー御狀 被， 下 致，， 拜見 1 候、 彌御 家內御 平安 御 越年 之 御^、 . 

目出度 歡喜仕 候、 拙者 も 事 無 加齢 候、 巿左衛 門 方 にても 皆無 事 有， 之 候 事 被，， 仰^, 大慶 此 事に 御座 候、 當， 

春甚 多事に て 諸方 返 翰 皆 延引 依， 之 及，， 遲引 I 候、 當境 御用 事 も 候 は M 可， 被，， 仰 聞 I 候、 ^期，， 永日 1 候、 恐惶 

謹言  . 

二月 十八 日  岡 部衛士 其 淵 (華 押) 

竹 山 賴母様 (眞淵 全 梨 第 十二 卷に 依る。)  一 


序に 一言 添へ て 置く が、 竹 山家 系圖の 元祖 重 冶の 肩書に 下 堀 村と あり、 そして 家 厳との 關 係が 右側に 害 かれ 

てゐ るから. 家康の 度々 訪ねた と 云 ふの は 下 堀 村の 方と 考 へられる が、 また、 この 手紙が 現存し. かの 梅の 奮 

株が 存 し- 且つ 孫 左 衛門茂 家の 女が 眞淵 翁の 母で あると ものに 明記して あるから、 前記の やうに 天 王 村の 方 

と 見る のが 宜 いやう に 思 ふ 鬼に 角に 一 考を耍 する。 

なほ、 翁 若年の 師渡邊 蒙 庵の 長女が 竹 山 重 家に 嫁した と ある。 竹 山 氏 系 圖には 之に 相當 する 者 は 見 當らな 

いが、 もし 茂 家と 同人で あると すれば、 藏 庵は眞 淵よ リ十歲 の 長で あるから、 餘程 若い 後妻で あつたと 想像 

される つ 更に、 前記の 如く 茂 家の 祖は重 冶と 云った こと も あるから、 この 茂 家 も 重 家と も 云った かも 判ら 

ぬ。 觅に 角、 なほ 一 考を 要する。 

翁の 生母 は 新樣な 名望家に 生れた ので ある。 男の 兄弟 四 人、 長男 茂 利 は 家 を嗣ぎ 他の 三人 は 夫々 分家して 

立派な 家 を 起した こと は系圖 にある が 姉妹の ことに 就いては 更に 記されて ゐな いから 知る 由 もない。 

岡 部 氏 は 神代から 系圖 正しい 名 族、 而 かも 五百石と 云 ふ 所領の あった 家、 而 して 家康 のために 戰功を 立て 

たと 云 ふ 由緣の ある 家で ある。 竹 山 氏と は 如何にも 均 合った 良緣 であった らうと 思 はれる。 

「としころ 祌佛 をた ふとみ、 すべて 人 を もお ふな^ \ い たづき、 まづ しき 者 をば あはれ み、 物 乞 ふかた ゐ 

などの 來れ る聲を 聞きて は、 みづ から 物 まゐる をく ひさして 與 へしめ などし 給 ふめる。」  . 

と 翁が 記された 母 刀自の 信仰 や 慈悲の 精神 も 次に 述べる 古雅な 嗜好 も 旣に實 家に 在った 時に 敎 養され たもの 

であらう。 單に 門閥と か財產 所領 等の 似つ か はしかつ たのみで は 無い、 かう した 精神的 趣向に 於ても 恰好の 
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琴瑟 であった らうと 想像 せられる。 

翁の 歌 意考の 中に 

おのれい とわ かかりけ る 時、 母と じの 前に 古き 人の 窖 ける もの どもの あるが 中に、 かぐ 山 を 

古への 事 は 知らぬ を 我 見ても 久しくな リぬ 天の かぐ 山 (萬 葉、 七) 

子の もろこしへ 行 を その 母  、 

旅人の 宿リ せん 野に 霜 ふらば 我 子 はぐくめ 天の 田鹪群 ， (同 九) 

夫の 伊勢の 御幸のお ほみ ともなる を 


) 


長ら ふるつ ま 吹 風の 寒き 夜に 我-背の 君 は獨か ぬら， む  (tlH- 

、！^ ィ) 

つくしよ リ 上る 時 女に わかる とて 

丈夫と 思へ る 我 や 水 莖の水 城の 上に 泪のご はむ  (同 六) 

題 しらず 

したに のみ 戀れば 苦し 紅の 末 摘 花の 色に 出ぬべし  (古 今) 

(B;J へば ィ)  (出で なむ ィ) 

ものがたり 

ある 時 はありの す さびに 語 はで 戀 しき 物と 別れて ぞ匆る (古今 六； W) 


名 細し き 印南の 海の 沖つ 波 千 重に かくりぬ CIS 根 は 


(萬 葉 三) 


淡 路の野 島が 崎の 濱 風に 妹が 結びし 紐 ふき かへ す  (同 三レ 

などい とお ほか リ。 こ を打讀 むに、 とじの たまへ らく、 近頃 そこた ちの 手 習 ふとて いひ あへ る 歌 ども は、 

わがえ よまぬ おろか さに は、 何ぞの 心なる らん も わかぬ に、 この 古なる はさ こそと は 知られて、 心に もし 

み、 とな ふるに もや すらけ く、 みやび かに 聞 ゆる は、 いかなるべき 事と か 問つ やと、 おのれ もこの 問 はす 

るに つけて は、 げ にと 思 はずし も あらね ど、 下れる 世ながら、 名高き 人た ちの ひねり 出した まへ るなる か 

らは、 さるよ しこ そ 有らめ と 思 ひて、 も だし をる 程に、 父の さし のぞきて、 誰も さ こそ S へ、 いで 物なら 

、、、  、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、 

ふ 人 は、 古へ にか ヘリつつ まねぶ ぞと、 かしこき 人た ちも敎 へお かれつれ など ぞ ありし。 - 

卽ち 近世 風の つまらな い 技巧に 墮 した 平 俗な 歌に は 興趣が な い、 古歌に はさした る 技巧 もな く： 牛 nlj 率 で 

而 かも 優雅な 餘 韻が 漂 ふ、 これに 面白味が あると 母が 諭す と、 父 はさし 观 いて 如何にも さう だ、 總 ベて CP 問 

は 古に 復 つてす るの がよ ろしい と 古人 も敎 へて ゐ ると 同ずる。 斯うした 復古 的な 雰圍氣 の裡に 人と 爲リ、 .V 

がて はかう した 傾の ある 師を 選んで 學 ばせられ たので あるから 翁の 一 生の 研究と 生活と は その 家柄と 父母と 

が旣に 早く その 礎石 を据 ゑら れ たもので ある。 人間の 一 生の 生活 樣 式と 云 ふ もの は その 家庭に 出發 して ゐる 

こと を 今更ながら 强く 感ずる ものである。 

さて この 翁の 生母 竹 山 氏 は、 享保 十七 年 七十 歲を 一期と して 逝かれた 夫 政 信の 思 出 も 新たに、 さらで だに 

物悲しき に、 この 秋 は 一入の 愁傷で 寢覺め 勝ちであった らう。 その 悲しみの 癒え やらぬ その 翌年に は、 一子 

春栖に 別離の 淚を そそいた ので ある。 春粞 は、 一度 は 義理立てに 養家 を不緣 とな リ、 再び はいと しい 妻と 死 
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別し、 三度 は 養家の 家風と 兎角に 反 リの合 はない 日 を 送リ、 大望の ためと は 云へ、 終に その 妻 を も 子 を も 顧 

みず 上京して 了った。 これ こそ 全 愛 を 傾けて 育んだ 子の 母と しての 大きな 心配で あり 悲歎で ある。 而し 幼少 

ょリ その 慈愛が しみん. \ と 骨の 髓 にまで 徹して をリ、 その 境遇に 深甚の ひとやり ならぬ 同情 を 持って ゐた翁 

はこの 母の いとし 子の 名に 背かぬ 孝養の 深切なる ものが あった リ 

翁 は 在京中 は あからさまながら 年末に は歸 省して、 母を勞 はるの をせ めても の 孝養と して ゐた。 江 戶に出 

てから は 懸命の 學問 修業に 門弟の 敎 導. その他 各方 面との 關係 やらで、 それすら も 思 ふに 委せない。 而し故 

鄕 から はたより につけて は 母の 寄る 年波に 日每に 戀ひ增 さる ことな ど 云 ひお こす。 年末に は歸 おして、 延.； 早 

二 年の 新年 こそ は その 膝下で 共に 壽が うと 心 設け をして 居った ので あるが、 それ も 止む 無い^ 情の ために 延 

びなくて はなら 無かった。 而 るに、 このい とし子の 身の上 を 案じつつ 會ひ 度い 見 度い は 山々 ながら それと は 

口にさへ 洩 さず、 終に この 二 年の 正月 二十 三日に 他界せられ たので ある。 その 最期の 校樣は 後の 岡 部 日記に 

正月 二十 三 s の 朝く ちつね ならず とて、 すこし 臥し 給 ひしに、 や をら おきて、 手水め し、 人々 をよ びて、 

(口) 

一人 をう しろに おきて かかへ しめ、 佛 のかた にむ きて、 あみだ ほとけ をと なへ 給 ふ 聲ニこ ゑ 三 こ ゑのう ち 

(阿 彌陀 沸) 

にね むリ 給へば すな はちた え 給 ひぬ る を、 かた へ の 人々 も 眠り 給 ふに やとお も ふやう にて 何の 苦し さも 見 

え 給 はず、 そこ ここの 人々 さても めづら かに こそ 終と リ給 ひに けれ。 とし 頃神佛 をた ふとみ、 すべて 人 を 

もお ふな/ \ い たづき、 ま づし物 をば あはれ み、 もの こふ かた ゐ などの 來れる こ ゑ を 聞て は、 みづ から 物 

まゐる をく ひさして 與 へしめ などし 給 ふめる むくいに なんとい ひ あ ヘリと ぞ。 


病 は 大方 中風で もあった らう、 それで 病床の 長き 苦しみ もなかつ たの も 果報と 云へば 果報で も あらう。 それ 

ょリ は念佛 唱名の 裡に 安らかに 逝かれた 信仰の 大往生 はさす がに 大人 を 生んだ 母の 偉大 さ を 想 はせ るので あ 

る 0  . 

前述の 歸 省が 延び/ \ になった の は、 年末に は 「やむ 事な きこと」 があって、 正月に と 延ばし ゐ たが、 三 

月に は江戶 では 珍ら しい 平安 頃に 行 はれた 法 華 八講が 催される に 就いて、 その 係の 者 も 古式 は 判らない ので 

當時 東都に 知られて 來た 新進の 古 學者眞 淵 翁に いろ/ \ 質問 もあった。 將來を 期して 居った 翁の ことで も あ 

リ、 その 學究的 良心から も なまはんかな ことが 出来 無い、 そこで 心 その 故實 調べ を 行 ひ • 古 寄な どに も 註 

解の 筆 を 加へ て 上司な どへ も 答申して 居った ので、 晝夜暇 も 無くて、 正月 は 過ぎ、 歸省も 延び- (- になって 

了った。 ここ へ 彼の 訃報で ある。 

よる 晝ぃ となくて、 正月 はすぎ ぬ、 さる を かかる 事 を 聞て、 くやしな どい ふ も かぎりなし。 もも をつ かみ、 

、、、、、、、、、、、、、、、、、 

あしず リ してな くも、 あやなき わざ なれ。 

と悔ん だので ある。 母 亡き後 は 「いそぎの ぼリて もな にの かひ か あらん」 と 籠って ゐ たが、 この 年の 秋に 思 

ひ 起った のであった J 嘗て 「千里の をち に老 たるたら ちね をお きまつ.^ て、 とみの 事 あり， ともい かで か はし 

らん- しると もい かで かとみ に ゆきいた らん、 いかなる 事 か あらん、 如何なる 心に ますらん」 と 心配した の 

が 今現實 となって 了った ので ある。 

歌集の 哀傷 歌に 
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母君むな しくな リ 給ぬ ときく にな， 4 とせ こなた 夢に のみ 見なら ひつる ま \ に うつ \ と しも おぼえね ど、 し 

ら する もの は淚に ぞぁリ ける。 いかで 今し ばし すぎば こ、 にも かしこに も ゆきか ひて、 ともに： ii^- てんとの 

み老 のた のみ を かけわた リしを かひな く かなしき 世に も 有け るかな、 今 は いかに せん。 

雁が ねの よ.^ あ ふこと をた のみし もむな しが リけリ みよしのの 里 

今 はと も 人 を 見 はてぬ くやしさ は 我 身の つ ひの 世に も わすれ じ 

こ」 に 七と せと 云った の：^ 享保 十八 年 以來卽 ち 上京して 奉滿に 入門して 以來 のこと であらう。 長い 問し み じ 

みと 母に あ ふの は 夢に のみであった、 こ」 に 母の 死の たよ" は 矢 張 夢心地で あらう。 -.^ しこの 淚の 流れる に 

ラっ >-  、、  , ， ， 

就いては 現實 のこと であるに 違ない。 こ、 と ある は 江戶、 かしこと ある は濱 松、 吾が 世に出る 時 も あらば こ 

の 兩地を 行き交って、 共に 水入らず. で 暮らす 日 も出來 ようと 互に 語リ もし 心に 深く 契り 入 II つたこと である。 

この 望 も 空しくなって 了 ひ、 着 護 も 成し 果てなかった 我 身に は 終生 忘れられない 悲しみで ある。 「樹靜 かな 

らんと 欲すれ ども 風 止. まず」 の譬 をまざ^ \ と 見た 翁の 殘恨 愁歎、 そぞろに 同情の 涙が にじむ のを覺 える。 

なほ 「後の 岡 部 日記」 の 最後に、 卽ち 延享ニ 年の 十月 二十日 過に 故鄕を 立って 江 戶に歸 らうと するとき に 

この 慈母の 墓に 詣 でて 切々 孝子の 至情 を 搾げ てゐ る。 何と 糞い 人間性の 發 露した 麗しい 狀景 ではない か。 淚 

はしと と 墓石 を 潤し、 居ます が 如く 額 づき、 對 ふるが 如く 語リ、 綿々 として 盡 きず。 はや 落日 を 浴びて 薛に 

歸る三 五の 鳥の 群、 その 鳴く や 一 入 もの 哀れ、 從者は 「日暮れぬ」 と 催す。 

母の 御 慕に まか リま うしに まう でて、 、じのう ち 


「なく，/ \ も わかれし ときを わかれに て わかる」 親の なきが 悲しき」 と 思 ひつ づけら る。 いとし も かなし 

くえ 立 去る ベ からねば、 や」 久しく うづく まリ をる を、 日 くれぬ と從 者の いふに か へ リ みがち にて さりぬ。 

此み はか は 問 部 村の 顯海 寺と いふ 寺の 山に なんあなる。 この 所 今 は 伊場と ぞい ふなる。」 

次に 翁の 兄弟 妹 姉 は 何う であった か、 傳は 色々 になって 居る。 與淸の 傳には 

—某 早世 

H 岡部參 四、 後 改衞士 

— 號縣居 

岡 部與八 一郎 妻 

平 田 篤 胤の 玉 櫸には 

男子 三人 ありし が、 二人 は 早世せ リ。 女子 三人 有りて.：：； &も 一人 は 早世せ リ。 大人 は 末子に て 幼な かりし 

かば、 二人の 娘に 聲を 取リ て、 兩家 となす。 長 を 長 右衛門 政 盛と 云 ひ、 次 を 與三郞 政 孝と 云 ふ" W お ^lisl 

賀茂 新宮の 社家と なリ て、 

本家 次 郎左衞 門に 隸 けリ。 

大綱に は 

男子 三人に して、 女子 三人な リけ るが、 內ニ男 一女 は 早世し、 殘り しもの は 只眞. 淵と 二人の 姉との みな リ 

き。 姉に は 政 盛 政 孝なる 二人の 聲を迎 へて、 一 をして 賀茂氏 本家 を 嗣 がしめ、 他 をして 別家せ しめぬ。 而 

して 政 盛 子な かりければ、 眞淵を 養 ひて 子と なしぬ。  • 
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十三 W 


•Jy さ 一口 岡部舆 一二郎- 


二 五 o 
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となって ゐて、 玉櫸と 同じで ある。 大方、 之が 眞を 得た もので あらう と 思 ふ。 

翁 は是等 兄姉の 末弟と して， 元 祿十年 三月 四日に、 岡 部鄕に 於て 呱々 の聲を あげたの である。 なほ 1 おの 

ことに 就いて、 前述と 重複の 嫌 は あるが 前の 岡 部 翁の 考讃 せられた 系 圆の解 說を參 照し つ.. 述べる。 

政 定の三 子、 長 は 政 員、 次 は 政 次、 三 は 政武。 この 政武が 翁の 祖父で ある。 政武に 男子が なく、 兄 政 次の 

子 政 家の 三男 定信を 養子と して 己の 長女に 配し、 名 を 政 信と 改め 岡 部新宫 の彌宜 とし、 政 信 その UiK 女に 兄 家 

長の 三男 政 盛 を 配して 家を繼 がせた。 かくて 政 信の 妻が 歿して、 長上 郡 天 王 村の 舊家竹 山^ 左 衛門茂 家の 女 
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を 後妻と して 迎 へて 眞淵翁 を 生んだ ので ある。 一 時 兄 政 盛の 養子と なった が 赏子政 友の 生れる に 及んで 身 を 

返き、 父の 兄定 長の 子 政 長の 養子と して その 女に 配せられ たが 享保九 年に この 妻が 病歿した ので、 養家 を 返 

き剃髮 出家まで しょうと したが 父母が 許されず、 翌十年 二十 九歲、 濱松驛 の 本陣 梅 谷 氏に 養子と なられた の 

である。 

なほ 養父なる 政 長に 就きて は 最近 新 資料が 發 見せられた" その 發 見者 は豊橋 市朿 三文 化 協 會那賀 山 乙已文 

氏で ある。 さて、 この 政 長 夫妻の 墓地 は 同市 古尾 町 龍 粘 寺 墓地で 發 見せられ たので あるが、 濱松 を距る W 十 里 

の 此處に 何う して、 之が 在る かと 云 ふに、 この 政 長の 弟で 同地の 素封家 植田 七三 郞家 を嗣 いだ 政 元が、 常時 

濱 松の 同職 梅 谷 甚三郞 家へ 養子に 世話した と 云 ふこと であるが、 現に この 政 長述の 「西 三 紀行」 を 濱松巿 伊 

場 町の 同族 後裔 岡部哲 氏が 所藏 されて ゐる。 さて、 

政 長 は濱松 城主 松 平 豊後守 資訓の 家臣で あつたが、 この 松 平家 は享保 十四 年 政 長 六十 歲の 頃、 國稃 となり., リ 

田 城 (今の 豊橋) に 入った が 政 長 は 郡 奉行と して 主君に 從 つて 來 たので ある。 それで、 士：1 田 領の同 1- 足 助 近 方 

へ檢 見に 出張し、 その 折に 眞淵 を隨 行せ しめ、 その 紀行 を 風土記 風に 述べた のが 前記の 西 三 紀行で ある。 (；；^ 

中截子 云々 及び 西 三 紀行に 淵をン 

伴った と 云 ふこと は 疑 はしい。 ) 

新くて、 政 長 は寬保 元年 八月 十三 日 死去し、 戒名 は 了 信 院養岩 政 長 居士、 妻女 は 俗名 は 不明で あるが、 延 

享ニ年 三月 七日 死去し、 戒名 は 智照院 環 中 妙機大 姉と ある。 (難 魏， 針 Si 帖刻 tg) 
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二 妻 女 

前述の 通 リ翁は 後妻 腹の 一 人 息子、 而 かも 同胞 皆 女で ある。 父 は 先妻 腹の 女子に 婿 を 取り 家 を 跪が せ、 そし 

て 翁 を この ケ 婿の 養子と なして 後嗣と 定めた。 而 るに 婶に實 子が 生れた ので 自ら 身 を 引いた が 其の 時 は 翁に 

は 妻た る 人が 定まって ゐ なかった やうで ある。 それから 更に 同族の 岡 部 政 長の 養子と なり、 その 女 を 妻と し 

たが、 この 妻 は 若くて 死んだ 「• この 最愛の 妻 を 失って 悲歎に 暮れて、 眞言 宗の 僧に ならう と 父 a- に うたが 

た i だすき 

許されなかった と 篤 胤の 玉櫸 にある。 この 後 十七 年、 翁の 四十 四歲、 兎に^^江ロに於て 一 家をなして、 今迄 

の 不運の 暗に 光明 を 認め かけた 時分で あつたが、 久し 振で 故鄕に 歸リ、 その 九 ngin は、 亡き 班ズの 忌日に 當 

るので その 家を訪 ひ、 昔 を^んで 快 も 濡れ 勝であった。 折し も 雁 さへ 鳴き 渡る。 

此日 はさきの 妻のう せに し 日 なれば、 はや 住け る 家に て あとと ひな どして 墓に もまう でた るに、 つし か 

十七 年に こそな りに たり けれ。 あはれ なる 事 その をリ ばかり、 おほえて しほ たれ をる に、 雁のお けれよ、 

ふりに ける とこ 世 をした ふかり のみ はめぐ り來 てこ そ 鳴 わたり けれ。 

さて、 この 最愛の 妻に 別れた の は 享保九 年 翁 二十 八歲の 九月で あるが、 その 翌年 二十 九歲 その 淚も 乾き や 

ら ぬに、 濱 松の 脇 本陣 梅 谷甚三 郞の聲 養子と なった。 この 年齢 は、 岡 部 翁の 推定で あるが、 關根 正直 士は 

I 多分 三十 歲を 越して からだら うと 思 ふ。」 と 推定され てゐ る。 さて 脇 本陣と 云 ふの は 常時 幕府の 指定 旅館で 

あって、 一宿に はな ほ 本陣と 云 ふの が 有って、 諸 大名の 宿泊が 重ったり したやうな 場合、 その 豫俯 となった 


のが 脇 本陣で ある。 斯くて 公儀の 保護 を 受けて 居り、 修築な どの 時には その 領內 の鄕 村へ その 费用を 賦諫し 

てゐる 文書 を 見た こと も ある。 であるから 單に 旅館と 云っても 相 當系圖 の ある 名望家で あるから、 岡 部の 由 

緖 ある 家柄との 緣組 は相應 して 居った もので あらう。 さて この 大 旅館の 若 主人と なった ので あるが、 天 察の 

學究 肌の 翁に は 格子 机の 帳場の 內に 座して 宿帳 ゃ金錢 出納 帳 を 付けた リ、 時には 挺 手で 客の 送迎に 残 嫌 をと 

つた リ する こと は不 向で あ. つた。 玉 櫸に駕 との 折 合が 惑かった と あるが、 之 は 何れに も 罪の ある ことで はな 

い。 永年の 老舗の 繁昌 を 希 ふ 甚三郞 と 古 學に幟 旗 を 立てん とする 翁との 間に 隔の 出來 るの は常然 である。 か 

やうに 運リ合 はせ が^かつ たので ある。 夫の 素質 や 傾向 を見拔 いて 十分に 同情 はする、 さリ とて 親の 意 a も 

無下に はならぬ、 この間に 挾まった 妻た る もの.^ 苦心 は 想像に 餘リが ある。 終に 一大 決心 を 以て 夫に その 

學を勸 め 大器 を 完成せ しめ 且つ その 一 子 市左衛 眞滋 を守リ 育てた 婦人 は實に 偉大な 內助 者であった ので あ 

る。 三十 六 家 猿 略 傅に 

良人 京師に 出で て學問 せんと. 欲し 給ふ氣 ぁリ。 され ども 家事 あ. リて 出づる こと 能 はず。 故に 躊路し 給 ふ。 

忠ふ 事な かれ。 妾よ く 家 を 護リ、 萬 事よ くつと めん。 か」 る偏鄕 にして 數年を 經たリ とて、 何の 爲す事 か 

あらむ、 君實に 不凡の 歲 あり。 密に家 を 出で て 志 を 遂げ、 名 を 天下に 顯 はい 給へ。 是れ 妾が 願 ふ 所な リ。 

現代に 於ても 婦人の 鑑 として 推稱 せられて ゐ るの も 所以 あるかな である。 

翁 は 己に 家庭の 不運に 泣き、 更に、 今 は 相 和す る 妻が ぁリ、 幸に 一子 力 之 助が あって 幸福なる べき や：： であ 

るが 所謂 家風に 合 はない いざこざが ある。 而 しそれ にも 增 して 一 道 希求の 大望 は 抑 へんと して 抑へ 難く、 き 
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に は その 境遇と 心中と を 語る 妻との 寢 物語 もあった ことで あらう。 昨年 は、 朝夕不運なゎが境遇に深^：^の同 

情 を 持って、 遊學を も敢て 担まなかった 父 政 信 は 七十 歲を 一期と した。 それに も 優る 慈愛 深き 母 刀. E は 居 ま 

すが 老いた る 女性の 常と して 遠く 離れる に は 忍びない し、 養家 梅 谷 氏 や 媒酌人 吉田 氏への 義理 立 は 强氣な 男 

子た る 父と は 幾分 異る ものが ある。 斯うした 時に 妻の 切なる 勸め があった ので ある。 想へば 二十 九歲 よりこ 

の 三十 七歲 まで 九 年の 月日 は奇 しき 緣 であった、 さらば 妻よ、 一子よ。 

其 後 梅 谷 氏と 翁と は 何ん な關. 係に なった かと 云 ふに. この 遊學 を無斷 家出と なして、 直ちに 絕緣狀 態とな 

つたと 見る は 早計の やうで ある。 卽ち 京都 遊挙中 全く 荷 田家に 寄宿して 居った ので はなく 常に im 松との 間 を 

往復して は勉 ゆして 居った ので ある。 翁の 書かれた ものに も 「荷 田 大人に 行き交 ひて」 と ぁリ、 岡 部 日記に 

も 「あはれ 都に ありつる ほど は、 あからさまながら 年の はに 故 鄕に歸 などし ければ」 と あるから、 四 年 もの 

間、 妻子と 無交涉 であった とは考 へられない。 古學 始祖 略 年譜に 眞 淵が 京から 歸 つて 江 一. ：1 へ 出る 時の 記述に 

「大人の 妻子 は此 里なる 梅 谷の 家に 殘し 置て、 大江戶 に 出 給 ふ 也」 

とあって、 この 前の 上京 入門の 處には 何等 妻子の ことに 觸 れてゐ ない、 して 見る と 梅 谷 氏と 交涉 のあった こ 

とを裹 翁して ゐ ると 思 ふ。 成る 程、 眞淵 上京して 間も無く、 荷 田家の 歌會 には賀 茂の 姓を稱 して ゐ るが、 之 

を 以て 全々 交 涉を絕 つた 證とは 成し 難い。 その 素性の 良い 本姓 賀茂氏 を 稱し度 いのは 人情で あらう。 江戶に 

出てから-の 歸将 した 時の 日記に も 妻なる 人と 云って をリ、 無關 係の 如き 街 振で はない。 が而 し、 歸鄕後 1^ び 

江戶に 出て は、 たださへ 養家と は 面白くなかった 所で あるから 次第に 練 遠に なり 勝で あつたが 絕緣に は 至ら 


なかった e 

かくて、 江戶に 出て 四 年 目， 卽ち、 日本 橋の 村 田 春 道の 家に 寄って ゐた頃 は その 後援 も 受けて、 次第に ，1き 

めら れ、 高貴の 方に も 出入し、 門弟 も 多くな つて 來 たので あるが、 元 文 五 年 四十 四 歳で 故 鄕に歸 つ， た 時の 岡 

部 日記に、 

「暮 過ぐ る 程. 岡 部の 家に 至る。 まことに 門に ょリて 待ちう け 給 ふ。 幼き 姪 どもな ど はせ 來れ ども、 見知 

らぬ顏 なれば にゃあら む、 とみに もむ つれず。 …： 妻なる 人 はた はやす く來 ベから ぬ 故 あれば、 先 づ子を 

おこせた るに、 年頃 經て 見る に、 およ づけた るぞ 嬉しき。」 

梅 谷の 家へ は 立 寄 もせず、 その 前 を 素通して 岡 部の 家に 著いた。 迎 へて 吳れ たの は寤寐 忘れる ことの 出來ぬ 

老母と 一子 力 之 助の 成人した 顏 であ リ、 姪 どもで ある、 是等も 云 はず もがな 恩愛の 絆で 結ばれた 中ら ひで 大 

きな うれし さで は あるが、 而し 淋しい 物足リ なさが ある。 いとしい 妻に は 容易に 合 はれない 事情が ある。 夫 

に對 する 愛情 は變ら ない が、 一旦 家 を 出奔した も 同樣な 夫で ある。 自分 はよ く 理解して ゐる ものの 世間 や 親 

の 目から は 妻子 を も 顧みない 聱 である。 父への 氣嫌、 世間への 遠慮な どで、 飛び立つ 程の 胸 を 抑へ て、 ^る 

こら 

瀨な ぃ堪へ をして ゐ るので あった。 而し 甚三郞 もさす がに 頑是 もな い いとしい 孫に は 絆され たので あらう、 

伊場の 岡 部の 家まで 差 向けて 遇 はせ たので ある。 

この 歸省も 濟んで 明日 はいよ/ \ 江戶に 向って 出立の 日と なった、 妻 は 一 子 力 之 助 を 述れて 惜しき 別に 淚 

を そ. /1 ぐ。 大方、 この間に 梅 谷 一 家との 和解 も出來 たので あらう。 
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「かぎり あれば あす は 立なん とする に、 妻子の まど ひ來 て、 くれ/ \ と なご リを しむに、 身ながら 心に まかせ 

ねば、 人 やりなら ぬわ かれ 路こ そわ リ なく かなし けれ。 妻なる 物. の 手なら ひの やうに 害つ けたる をと りて 

見れば、 あ ふから に 別れむ 事 も わ すられて うれし か リしぞ 今 はくやし きとお も ふ 心 をつ ぶ/ \ と つづけた 

る も、 なか-^ にて われ も ただごとに 

あ ふから に 別る ゝ うさ はぁリ ながら またも 來 じと はえ こそ 思 はね。 濱 松の 名 をた のめば こりず まの 海な 

ら でと 寄 さしぬ。 此 外に もぁリ つれ どた ちの いそぎに もらしつ。」 

愛 著 は 一 スの 離苦、 さすがに 情緒 綿々 として 盡 きない、 こリず まの 海なら で濱 松の 時 を まつの がせ めても の 

心 慰で ある。  * 

この 悲しい 別離の 後 五年經 つた 延享ニ 年、 翁 四十 九 歲の秋 九月の 歸鄕 日記 を 「後の 岡 部 日記」 と 一： ムふ。 こ 

の 日記に は 旣に梅 谷 家と は 何の いざこざ もな く、 この 五 年の 間に も 常に 交 涉が絕 えない。 かの 松， t 訪社杉 

浦國 頭の 四 世の 孫に 當る杉 浦大學 比隈滿 の害殘 した 例の 古學 始祖 略 年譜に、 國 頭の 嗣子 國滿の 日記が 引いて 

ある。 

r 國满の 日記に 『五月 九日 梅 谷へ 寄、 三 四へ 面談、 また 六月 四日 國頭. 三年 祭 修行、 三 四も來 る。 又 十四日 

三 四來、 百 首 を 講ず、 暮時 返濟』 と あり、 此外 にも 三 四 度 來て歌 物語の 事 ども あれ ど はぶきぬ。 I 

卽ち宽 保 二 年の 五月 九日に は 梅 谷の 養家に 歸 つて 居リ、 そこへ 國滿が 訪ねた し、 誠訪 社に 於け る阈 頭の 三年 

祭に は 翁 も 若い 畤 分の 師匠で あつたから W 席し、 禮拜 もし 獻詠 もした ものと 見える。 百 首と は 萬 葉 新 i_ ^百 首 


あた リ であらう か。 斯うした ことからの 梅 谷 氏との 關係は 肯定 出來 ようと 思 ふ。 なほ 次に 二月の 眞 淵の 萱場 

町の 新宅の 會始の ことがあ リ、 その 次に 

「四月 二十 五日 岡 部 三 四よ リ 道の 記 をお くれり，。」 と 國满の 日記に しるせり。 

と ある。 順序 は 四月と 二月と 顚 倒して 赛 かれて はゐ るが、 これ もこの 濱 松に 在りし 頃の ことで あらう" さす 

れば この 寬保ニ 年に は 四月よ リ 六月に 掛けて 翁が 濱 松に 歸リ、 梅 谷 氏に も 居った ことが 明かと な .=\、 從 つて 

一 時の 链も 納まった と 見られる ので ある。 

さて、 この ことがあって 中二 年 置いて 前述の 延享ニ 年の 後の 岡 部 日記と なる ので ある。 九 卜 n に 江戶を 

出立して 十五 日濱松 著と なる ので ある。 

十四日 空晴 て、 懸 川まで 來 るに、 はら 川と いふ 河の 橋お ちて たり _ とて、 しる 人 あるかた に 入て やどりて、 卜 

五日に つきぬ。 人々 うれしと 思 ひて， いかでけ ふし もお はしけん、 川 はいかに 侍り けんと、 その 夜に わた 

勺た る 事 をば 思 ひかけ ずい ぶかるな リ けリ。 さて 岡 部の 家に ゆきて か ぞいろ のしる し をが むに ことしむ バ 

二十 三日に 1^ ん母 はう せ 給 ひに ければ ... 。 

この 文 を 能く 見る に、 「十五 日に つきぬ"」 と ある 家と 「さて 岡 部の 家に ゆきて」 と ある 岡 部の 家と は 別の 家 

であらねば ならぬ。 さすれば 十五 日に 著いた の は 養家 梅 谷 氏で あらう。 それから 岡 部の 里の 方に 行って、 母 

の 新しい 位牌 を拜 して 落 淚に噎 び 泣いた ので ある。 さてと ある 所 は ー兩日 位の 間が あったらう。 こ k の 所な 

ど は 前述の 和解の 出 來てゐ る こと を 知らないで 通讀 すれば 何の 氣も 付かずに 素通りして、 先づ 栴ハ. ^家に 足 を 
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留めた こと を 見落す 所で あらう。 さて、 この 日記の 最後の 江戶へ 出立す る 時 は 「例の 妻子な ど 名 殘を惜 む。 

後の 親と いふ も 老い たれば 胸の み ふたが リて日 をお くる。」 と ある。 栴谷 一 家が 如何にも 和氣 露々 樂 しい 暫ら 

く を 過した のであった： この 時は老 養父 はさす が 消える を 待つ 露の 身 を かこって 引 留めた ことで あらう。 ま 

た 妻なる 人 も • 鬼 角 病み 勝で * 成人した と は 云へ 眞滋 はやう/, \ 八歲、 行末の 覺束 なさに 懇請 もした であら 

う。 如何なる 英傑 も r 覺 えず 日 數へ ぬれば」 とな リ、 出立の 日 は 一 日 二日と 延びた ので ある。 而し男 一 匹、 

古學 復興の 大施を 押 立て」 大江戶 の 陣頭に 乘 出した ので ある。 玆に撓 まん か、 桐 棒の 奥に 乘ら むの 豪語 を 如 

何に せん、 この 大業 を 誰が (元う せんやで ある。 盟友 は鄕 土に 泥む を 恐れて、 出府 を 催す の 便り-は 速り-であ 

「益 荒 雄と 思へ る 吾 も」 この 別れ路 こそ は 袖の露 も拂 ひかね たで あらう。 

なほ 縣居 書簡 續編を 見る と， 如何にも 眞滋と は 親子の 情 も 濃 かに 一家の 內 情まで 互に 打開け てゐ る。 に 

眞淵は 終生 梅 谷 家の人で あつたので ある。 

大正 十二 年濱松 市史編 慕の 際、 梅 谷 家の 後葉で、 當時 東京 府下 高 田 町 雜司ケ 谷に 居住 中の 梅 谷 甚三郞 氏 は、 

「眞淵 は 拙 家 を離緣 せし 杯い ふ も あれ ど、 決して 右樣の 事な き は 明瞭の 次第に 御座 候 * 只々 其 頃 戶# なきた 

め、 町家の 姓 を 遠慮し 生家の を 名乘リ たる 迄にて、 梅 谷 を 名乘ら ざる 理由 も 判明 之 義に有 之 候」 と 云 ふ 命：^ 翰 

を 寄せて ゐる。 附記して 翁と 養家との 關係を 見る 一 資料と する。 

斯うして、 琴瑟 和して 時に 激勵 もし、 時に 慰め もして くれた 貞 谷 氏 も寶曆 元年 眞淵 五十 五歲の 九月 十日 

に 歿して ゐる。 想 ふに 年齢 は 四十 五、 六歲 であった らう。 將來を « 望した 夫 は 今 は旣に 東都 はおろ か 全國に 


知れ渡った 古學の 大家と なリ、 田 安の 殿に 仕へ て 旣に五 年、 信任 愈々 厚い。 是を遙 かに 望み、 將來の 多幸 を 

希 ひつ」 永い 眠に ついた ので ある。 その 最期の 別 もせず、 末期の水 も 含ませ 得なかった 翁の 悲しみ はさ こそ 

であった らう。 

この 賢妻 梅 谷 氏の 名前 は、 かの 梅 谷 甚三郞 氏 はおい そと 推考せられ たが、 確實 では 無かった。 1^ 近 岡部讓 

翁が 推定ながら、 ほ 、乂 確實 にお やうと 云 ふ 名前であった こと を發 見せられ たの は 喜ぶべき である。 

卽ち 年代 は 不明で あるが、 翁が 十二月 六日に その子の 巿左衛 門に 宛てた 甞簡の 中に、 

1 おやう 事い かが 候ゃ是 もせん きの 類に 候 はん ま」、 其方の 療治いた し可然 候、 近日の 便に へちまの 黑燒 

可 遣 候、 又 女に は 鶴が 妙 藥に候 ま >T 此黑 やき も 可， 遣 候、 是も よき 酒に て 給 候が よく 候 

と ある。 このお やうが 卽ち 翁の 妻 梅 谷 氏の ことで あると 推定され たので ある。 

序に、 それから 十八 年經 つて 翁 も 歿せられて 江 戶の品 川 東海 寺 中 少林 院の 墓地に 玄珠眞 淵義龍 居士と 謚せ 

られて 葬られた が、 濱 松の 傳馬 町の 教典 寺の 方に も 墓碑が あって、 この 妻女と 並んで 法名が 彫り付けられて 

ある。  . 

梵行 院淨阿 光順 居士  巿左衛 門眞淵 

明 和六已 a 年 十月 三十日 逝去 

名 聲院超 式 淸壽大 姉  同 妻 

资曆元 辛 未 ii- 九月 十日 逝去 
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これ は 大方 孝子 眞滋 が江戶 から 分骨して 來て 更に 埋葬した もので あらう。 これらから 観ても 後まで も 梅 

谷 家の人であった ことが 判る ので ある。 . 

眞 淵が 濱松を 出てから 再び 妻を迎 へた こと は 無い。 旣に 眞滋を 生んだ 妻と は 西に 束に 別居 はして ゐる もの 

の その 愛情に 於て は 何等 變りは 認められな いし、 また、 彼の 見 付の 神官 信 幸に 送った 手紙に も ある やうに 翁の 

緊張し 5^ つた 生活に は 愛您の 生活な ど は 眼中に 無い、 それが ほで もあった らう。 而し 一家 を 持ち、. 表立って 

の 門戶を 張る に は 內政を 助ける 婦人 を 要した。 この 婦人 をリょ 女と 一； ムふ。 りよ 女の 組 先 は 武士で あつたが、 

父母 は 名 も 聞えずに 終った，^ リょ女 は 或る 大名の 家に 仕へ たが その 家の 者の 勸 めで 其 人の 妻と なり sf- 女 二人 

の 子供が あった d 不幸 夫が 亡くなって 後 は 再婚 もせずに 子供 を 養 〔一：： して 祖先の 跡を與 さう と 勤めて ゐた。 こ 

の 志 を 汲んで 眞淵翁 は 二人の： 十と 共に 家に 引取って やった。 之 は 翁 四十 八歲の 時で ぁリ、 りよ 女 は 三十 四歲。 

以來 十三 年 寶曆六 年 九月 十 一 日に 四十 六歲を 一 期と した， そして 晩年 は 非常に 病弱であった と见 えて T ばう 

ざ (病 者) いよ/ \ よから ね ど」 など、 ふぶ くろの 中に 五六 ケ 所見え てゐる U 「心 高く して 淸く、 物 を わいだ め 

低 ベリ、 手 末の わざに たへ て、 はた、 みやびやかなる 事 を 願 ヘリ。 萎^の 女と いへ ども、 ますら をの 恥ぢぬ 

べき 心の み 有りけ る もの を」 と 翁の 歎 かれた やうに 賢明であった" さすが 翁の 眼が ねに 適 ひ、 其の 內 助に 勤 

めた 婦人 だけ ある。 

小山 田與淸 の擁書 漫筆に 次の やうに、 前後に 說明書 を 添へ て 記して ある。 この 翁の 書かれた 原本 は 現に 大 

版の 森繁夫 氏が 所藏 されて る^、 それに if つて 阅^ 翁が^ 来の もの 少？^ を 訂正され たから、 今 本文 は それ 


に 4^ つて 揭出 する ことにする。 興淸 はこの リょ女 を 正妻と 誤信して 居った ので あるから、 首尾の 說明も 其の 

ゲ ^で讀 まなくて は、 い、 ぶかし きふし が 見える ので ある。 關根 博士 は 次の やうに 云 はれて ゐる。 

翁が 梅 谷の 養子に なって、 故あって 去った と 書いた、 其の 下に、 突然 r リょ子 を 悼んだ 文」 として 揭 げた 

から、 後の 人は忽 卒に考 へて、 之 を 梅 谷 氏の 祭文 だと 誤る の も 無理 はない。 而し梅 谷 氏で はない 事 は、 リ 

よ 女が 大名の 家に 奉公した こと、 翁と 同 接した 間が 十三 年で、 翁の 家に 始めて 入 リ來た 時.. は 翁が 江 戶に出 

てから 六 年め の延享 元年、 その 翌年に 歸 京した 日記に、 濱 松の 栴谷氏 は 「たは やすく 來 ベから ぬ 故 ありて」 

子ども だけ 會 ひに 來 たと 書いて ぁリ. 又リょ 女の 死んだ 年 は 寶展六 年と 祭文に 番 いて あるが、 ^松の 梅お 

氏 は 是ょリ 五 年 前に 狡した。 是れら によって 梅 谷 氏で ない 事 は 何の 論 もない と W 心 ふ。 (S ゆ 院雜？ ilS 念號) 

r 賀茂眞 淵縣主 は、 遠 江 國敷智 郡 伊場 村の 百姓の 子な リ。 濱、 松の 宿の 本陣、 梅 谷 巿左衛 門が 養子と なられし 

、が、 、ゆ、 ゑ、 あ、 り、 て、 そ、 こ、 を、 去^、 遂に 東都に くだりて 荷 田 東 麿 宿 漏の 學風を ひらかれ しとなん。 り-よ 子 をいた ま 

れし文 は、 家染 にもれ たれば こ」 にあぐ。 

それ 人 は、 久 かたの あめに はらまれて、 あら かねの 地に 生れぬ。 旦 わが 國人 は、 天つ 神^つ 神 たちのす ゑ 

ならぬ はなし。 うつせみの 世に ある ほど、 有 は、 あめと 高く、 幸な きはつち といやし きのみ 也つ こ、 に 

魂 まかれる 人 あり。 名 をば リょ 女と ぞいへ る。 此の 人の 遠つ おや/ \、 野原の それがし は、 物の ふに てな 

ん 有し を、 いかに 幸 やな かり-けん。 父 は、 は 名 もき こえで なん 終に たる。 此人は 若き ほどに、 .1:^^ 名 ある 

家 こっかへ 亡り ける を、 やからの いふが まに く、 ある 人の めと 成て、 をみ なと をの こ，. - をう め.^。 その 

(家族)  モ、， 
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のち 夫の 身 まかりに たれば、 やから 又す-^ むれ ど、 二た び 人の めと ならん とお も はず、 た，. -此 子ども を ひ 

たし 立てて、 とほつ 祖の跡 をお こさんと のみね ぎけ リ。 さる ま、、 よし 有て、 そのこ >1 ろざし を われに 傳 

ふ。 われ その 心 をめ でう ベな へりければ、 やがてうな ゐ子を 携て來 れリ。 それより 後 は、 わがよ ろづ のこ 

とわ ざ を 助て、 まめ 心 を なすこと、 十と せま リ みとせ になり ぬ。 さる 間に その子 生 立に ければ、 家お こし 

ぬべき 道を學 ばす るに、 成リ ぬべ しと 師も いふ を 聞て、 年月に 始て よろこべる 色 ぁリ。 然る を 今年 齊膊 六つ 

のとし 五月ば かりよ リ、 此人病 あっしく 侍れば、 われ 天地の すめ 神た ちに ねぎ、 都に 藥師を 撰つ、 心の か 

ぎりつ くす とすれ ど、 終に 此祌 無月 之の 一日に こそ、 四十 餘六を 限と してな らん、 玉 さりに ける こそ かな 

しけれ。 抑 此人は 心 高く 淸く、 よく 物 を わいだ めて しのべり。 たなず ゑの わざに 堪て、 はたみ やび かなる 

こと をね がへ り，。 なえ 草の めと いへ ども、 ますら をの はぢ ぬべき 心の み 有け る 物 を、 いか なれば 世に 幸な 

くして、 終に まかりに けん。 身に ことなる 設の よそ ひなく 袋に かくせる もの もな し。 た，.^ のこれる ものと 

て は、 かたみの 子と、 ことのは なりけ り。 そのことの はは わが 家の ふみに 截せ たれば、 後 兑ん人 忍ぬ ベ 

し。 その子 も、 われ 老て あす をた のめず といへ ど. 猶 まだき に 末の たづき を定 むべ し。 さらば もとよりの 

ねぎ ごと はな リぬ として、 おも ひ 明らめ、 聞 はしらし 給へ。 それ 人 は 天地の なしの まに./ \ なれば、 終に 

天地に かへ る ことわり-を 知て、 なき 玉 は 中々 に 安 かり-なん。 たぐ かなしき 物 は、 しばし 此 うつせみの 世に 

ふる 人な りけ り。 まこと を盡 して まかれる 名 ごり. の、 老が 身にしみ ぬる は、 いつまでの 齢 ありて わすれん 

や は。 そのこ」 ろざし のかた へ を だに、 長く 引 わかる の 前にた.^ へんと する に、 いはまく も かなしく 


かけ まく も泪 にむ せぶ のみ。 . 

こ は そのな げきの 中に 書 出られし 草稿の ま、 なれば、 いぶかし きふし も 見 ゆれ ど、 それ は それと して、 さな 

がらに うつせる 也。 因に いふ、 眞淵縣 主の 年 わかくて、 まだ、 から 學 せられし ほどの 詩、 世に ちり ぼへ る も 

のこれ かれ 見 ゆれ ど、 とリ 出て ふけら かしい ふに もたらず。 年お いて はたえて つくり 出られ ざり けん。 岡 部 

日記に、 さった 山 を こ ゆ。 なにがしの 湖 見る らんけ しき おぼえて、 からめい たる 入江の た」 ず まひ 也。 詩つ く 

らまし を， 年頃い は ざり ければ、 なかなか にても だしぬ。 など 書れ たり-き。」 (、難， M 卿 F>) 

江戶に 出て 五 年 目の 寬保 元年 四十 五 歲に濱 松の 誠 訪の杉 浦 國滿に 贈った 寄狀の 中に 「先師の 名 をく たす ま 

じとの み存 候て j 歌よ み 候に も 心 を 用 候て よく/ \ 古歌 新 歌 を 吟味 候へば 少々 存當候 事 も 御座 候 上に て 前々 

のよ み 方 宜しから ざる 其 外 同朋の 人々 の 歌 宜しから ぬ. 多き を漸 心得 候 ま、 く はしく 申 上 候」 とそ の^みて 幼 

稚 であった 作風に 後悔の 一 筆 を 率直に 述 でて ゐる。 
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第 四 章 志  學 

一 在鄉 時代の 志學 

國頭 暉昌、 蒙 庵 等に 學び 

復古 的な 家庭の 裡に 於て 旣に その 父母の 指導 を 受け、 萬 葉 集中の 古歌の 佳調 は 幼少の 頃から 閒き饼 されて 

居った こと は 其の 父母 を敍 ベた 所に 於て 盡 して 居る が、 その 幼少 時の 師匠 も 斯うした 父母の 趣向から 選ばれ 

たもので ある。 卽ち 五社の 森^ 昌 とその 南 隣の 歌訪 社の 杉浦國 頭と がそれ である。 

陬昌の 歿後に その 女の 繁 子の 依賴に 依って、 その 奧津 城に 翁が 光海 靈祌の 碑文 を #： いたが その 中に 「おの 

れ眞、 淵 もとつ 阈な るに 依りて 若 かりけ る時敎 へ を 受けし 事 父な せれば 悲しみし ぬび まつる 事、 など かやむ 時 

あらむ。」 と 述べて ゐる やうに、 翁 は^ 昌を 父と も 尊 親して 居った ものである。 また 國 頭の 妻 具 崎の 齊永四 年 

から 元 文の 頃までの 歌集 「宿の 梅」 仁 

ことし (資永 四 年) 如月 岡 部 氏の 子に はじめて 手 習 ふこと ふきに よめる 

いつしか もはや 生 ひ 立ちて 二 つ 三つけ ふかき そむる 水く きの あと 

書きと らん 行 へ を ぞ思ふ 生 ひ 立ちて け ふ ふみ そむる 水く きの あと 

と ある。 この 時 翁 は 十一 歲、 眞崎は 嫁入. して 四 年 目の 十八 歲 である。 この頃 は已に 春滿の 指示に よって 杉 浦 


家に 於て は 時々 歌 會等を 開いて 濱松 地方の 古學は いよ/ \ 萠芽 を 伸ばさう として ゐた 頃の ことで ある。 

更に 翁と 蒙 庵との 關係 であるが 淸水 濱臣の 泊. 0 筆 話に 

縣居翁 若く して 遠 州に すま ひせられし 折 は、 漢學に 心 を ふかめて、 渡 邊蒙庵 著 f 國ぶ 蠆に學 ばれし に、 

論語 記 聞と いふ もの を 草稿せられ たる 事 ぁリ。 

と ぁリ、 之 は 平 田 篤 胤の 玉櫸 にも 引かれて ゐる ことと 同樣 である。 また、 明 和 四 年 栗 田 土滿に 宛てた 手紙の 

中に 「此友 節 はわれら も 元 來儒學 は 門弟 同前に 候 を」 とも あるから、 蒙 庵に g::- んだ こと は事赏 である。 

要するに 翁の 若い 頃の 師 として 陳昌、 國頭、 蒙 庵の 三人 を數 へる ことが 出來 る" 颇昌國 頭の 歌道 や 古 €• に 

於け る 影響 はさる ことながら、 蒙 庵が 祖徠の 孫弟子で、 その 古文 辭學の 影響 は 後年 翁 をして 古典の 解義に 一 

家 を 成さし める 素因 をな した ものであると 一 般の 認める 所で ある。 是 等に 就いては 旣に 詳述した ので あるか 

ら この 位で 省いて 置く。 

斯 くして 學んだ 翁の 歌 文に して 最も 若い 時代の ものと して は 岡 部 翁の 發 見され たもので、 享保五 年 二十 四 

歳のと きに、 その 祖神賀 茂 新宮に 奉った 雨 乞の 文が あって、 政躬と 署名して ある。 

賀茂御 神に ねき 奉れる  贺 茂政躬 

ちはやぶる 神のお ほむめ ぐみ は あしび きの 山よりも たかく、 わたつみの そこよ リも ふかくして、 久方の 空 

にみ つ 大和 國に閉 え あげて あ ふぐ 葵の もろ かつら もろこし かけて 戴き まつらず とい ふこ と 無し。 そ も/ \- 

やまじろの 國石 川ゃ瀨 見の 小川の 淸き 水上の 北山の ふもとに 鎭 ります、 かもの 皇御神 は 百の すべ 、いき を 守 
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リ給 ひ、 お ほむめ ぐみ ことなる によりて、 代々 の聖 のみ かど も わけて あ ふぎ 奉り 給 ひぬ となむ" 潘 淡海國 

敷智 郡岡邊 のさと にう つし 奉リ しも その 神 山の 其 神の そのみ 影に てぞ おはし ましけ る。 そ を だに なむ 世々 

の 星霜 を かさね、 御社の け は ひもい と 神 さびて 老木の 松 千代の かげ を 君に そへ さし、 杉の こだち はな ほき 

御世の すがた を 見せ、 御池の 水 は 見る に 涼しく して 濁れる 人の 心 もす みぬべし。 されば 卷 はさきみ てる 花 

の 色に に ほひて 玉垣に いとと しく や はらげ る 光 を まし、 夏 は あふひの かつら を かみに 掛けて かみよ も か は 

らぬ かざし を あ ふぎ、 秋 は 夕日に はえて 紅葉の 色 さながら まば ゆきをお ほむ 神の 高き 御け しきと おぼえ、 

冬 は 風に ちリ かふ 木の葉 をみ るに もち リに まじ はる ことわり をし リ、 折に ふれ 時に したが ひ见る 物き くも 

の 何れ か 御 めぐみと あがめ ざらめ や。 しかるに 享保 五の 年む 月の 比よ リと かや、 荒^の あらぬ 波の さわぎ 

にて 國 のみ づ かさに 申 事 有しに、 なつ 引の いと も かしこき みかげ を 添て、 みだれぬ 政 をし めし 給へ と此御 

祌 にかけ 奉る に、 なつ 野の 草のお ひ しげれる 中 を 分て 一す ぢの すぐなる 道 をと めて ただし 給 ふ。 是ぞ此 御 

かげと おも ひ、 もろ 人の いさぎよき 心 は 川の 名のせ みの^ 衣 や 藩き 袖に はな ほ あまりぬべき うれし さに い 

や も 行へ を かけて 守り 給へ とねぎた てまつ るなら し。 又 同年の 六月ば かりに 久 かたの 雨 ふらざる 事 ひさし 

かリ ければ、 あはれ 五く さの 種つ 物 及く さぐの 草木 迄 もてる 日に し をれ て、 秋の すゑの 露霜 を もまたず 

して 葉 色もう つろ い、 根 さへ やや かれな むと す。 もろく これ を うれ ひて この 事 を 神に まかせた る、 是秋 

の爲 のみに あらず、 いは 乂國 のた めきみ のために もしく ベから む。 あはれ み 給へ、 惠み 給へ、 雨た まへ、 

举 たま へ とお それみ.， -\ ねぎお も ふこと しか リ。 


夏の 田 をお ひそ ふ 雨 はつれなくて 待に 日數の ふる ぞ あやなき c 

めぐみ ある 露 さ へ 置かば を かの 邊の小 田に てる 日に し をる とも 何。 

うき ふし はな ほ 諸人 もな よ 竹 やすな ほなる 代 を 神に まかせて。」 

今、 この 文 や 歌 を 一見す るに 譬 や 用語で 多少 何う かと 思 はれる 所が 無いで はない" 例へば 、「冬 は 風に も 

リ かふ 木の葉 をみ るに も、 ち.r^にまじはることゎリをしリ、」の如き r 此御祌 にかけ 奉る に、 なつ 野の 草のお 

ひ しげれる 中 を 分て、 一す おのす ぐなる 道 をと めて た M し 給 ふ。」 の 如き、 最後の 歌に しても 「夏の 田 をお ひ 

そふ 雨 は」 「しもる とも 何」 の 如き、 暢達 を つて 海 溢に 近くな つた リ、 或は 全體の 調子 を 破った ぎこちな さ 

が 無いで は 無い。 而 しこの 頃から 四 五十 年後に 於ても 地方 神職に は 祝詞の 寄け る 者は少 く、 變 つた 祭儀の あ 

る 毎に 栗 田 土滿、 小國重 年ゃ國 頭の 出た 杉 浦 家の人々 などに 賴んで 害いて 貫った こと は當 時の いろ/ \ な も 

のに 散見す るので ある。 況して 荷 田春满 翁と 濱松邊 との 關 係の 生じた ばか リの 頃の この 邊の 古文の 程度と 一； ム 

ふ もの は 想像に 餘リが 有らう。 この 時代に 於て、 二十 四 歲の靑 年が、 これ だけの 雅語 を 了 得して、 善く 使 ひ 

こなした ので ある。 これ こそ 他日 大いに 秀でて 八 束の 垂穂を 結ぶ 良 苗であった ので ある。 

入門 前の 眞 淵と 春滿 

次に 眞淵 翁と 春满 との 關 係に 就きて 述べる。 先づ 翁が、 何う して 春满に 師事す るに 至つ たかを 考察して 見 
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寶展十 年 六十 四歲の 時、 彥根 藩士 龍 公美に 與 へた 「龍の きみえ 賀 茂の まぶち 問 ひ 答へ」 の 上欄に 、「貴 姓の 

加 茂 はい. つかた より 出 侍る や」 の 問 ひに 對 して 答へ たもの が ある。 卽ち 

输 旨の 文賀茂 新宮と 侍リ、 是 につけて 今 ある 神職の 家の 系 しれ 侍らん や、 正德 中に や、 わが 父な どよ し冇 

て 先師 齋に賴 みて、 かもへ も 通 はしけん。 それ は齊 より 森飛驛 守と いふに 賴 みつれば 飛 驊守大 かたの 事 を 

害て 贈リ しと 覺 えつ。 その 比お のれい ときな き ほど なれば 事の 樣 たしかに は覺 えず 云々。 

と ある。 本文 中齊と は春滿 のこと であ リ、 正德 中と は 大方 正德 三年 四月 以後、 同年の 十月まで か、 翌. 四 年の 

八月 以後の 春滿 在京中の 頃で あらう、 而 して 正 德は五 年で 終って ゐる。 さすれば 是は 翁が 十七 八 歲の顷 であ 

る。 この頃 已に 翁の 父 政 信 は 春滿と 交際して 居った ので ある。 この 政 信が 恭滿を 知る に 至った 經路に 就きて 

ほこれよ リ 少しく 溯って 觀 ると 判然す る。 

翁の 幼時の 師 杉浦國 頭が 春 满の姪 S (崎 を娶 つたの は寶永 元年 秋であって、 眞淵 は八歲 である。 ^頭 はこの 

前年に 春滿に 入門した が、 ここに 至って 姻戚 ともなった 譯 であるから 關係は 益々 濃厚と なって 來た" 春滿が 

江戶に 出た の は元祿 十三 年 三月が 最初で あるが、 以來 十四 年 も在府 して 居った >• かの 異 崎の 結婚の 時 は 親 代 

として 濱 松に 來リ、 出府 以來 始めての 歸^ の正德 三年に は、 四月 十二 日に 濱 松の 杉 浦 家に 足 を 留めて、 その 

翌日 歌會を 催して ゐる。 この 時 は 十月に 江戶に 歸リ、 翌正德四年には八月歸京したがその途七^：^ニ十门杉^^ 

家に 至り 八月 二日まで 長 逗留 をして ゐる。 この 逗留 中には 矢 張 雅會を 催して ゐる こと は 想像に 難くない。 斯 

樣 にして 春 滿が其 後の 度々 の 上下 向に 於て 濱 松に 滞在して ゐる こと は 別 節に 述べた やうで ある。 そして この 


間に 於て は 地方の 雅客 は當時 天下に 名 だる 春 滿翁を 慕って 參 集して 來 たので ある。 旣に 同地 方に 於て 相赏の 

朱印 地 を 有つ 由緣 ある 神官と して、 翁の 父 政 信 は 同職の きけ 者國 頭と は 入魂で あつたし、 國 頭が 赛滿の 指導 

に 依って n:.f5^ 會を 開く や、 常に 參 筵して ゐ るので あるから、 春 滿が滯 杖しての 雅會に 出席して、 その^ 咳に 

接し、 歌の 添削 を 受け、 古學の 講義 を聽 いたの は 想像に 難く は 無い ので ある。 浙樣な 間柄で あつたれば こそ 

家の 系圖に 就いても 問 合 はせ たので ある。 その 偉大な 人格 識見 を 知リ、 その 該博な 學問を 敬慕して ゐた岡 部 

政 信が その 一 子 三 四に、 常々 春滿 のこと を 語って ゐ たもので あらう。 

享保七 年 四月、 春滿が 江戶の 門弟の 您 通に 依って 下向す るの 途、 例によって 濱 松に _長：？^;|53 をして 諸家に 於 

て 度々 雅會を 催して、 春 滿が點 をな して ゐ るが、 この 中に 眞淵は 政 藤の 名で 出て ゐる。 卽ち この 時 二十 六歲 

に 初めて 五十 四 歳の 春滿に 直々 接した ので ある。 而し、 前記の 如く その 父が 度々 春 滿の講 筵に 出て ゐ るので 

あるから、 いとし 子の 將來を 思って 引 具して 行かれた- 之よ.. ^ 前に も その 警 咳に 接して ゐる かも 知れない が 

文献の 上から は、 この 時を兩 大人の 初會 見と 見る よ リ外は 無い。 呼、 多年 仰 慕 措く 能 はざる 春滿 大人に 接 

した 靑年政 藤の 感懷は 何う であった ので あらう。 この 大人 こそ は、 今し も 柬西兩 都に 名 聲嘖々 の古舉 者で あ 

リ、 天下 を 風靡した 漢學 者の ー敵國 をも爲 さう として ゐる硯 (學 である。 春滿 は、 この 靑 年の  一^ 徒が、 他 

日、 nj が新懇 播種した 古 學の千 町 田 を 刈 取るべき 大縣居 主と ならう と は 思 ひも 設け 無かった ことで あらう。 

共 後 十 星霜、 幾多の 人生の 俗 苦 を 嘗め 盡 した 眞 淵が、 更生の 意氣を 以て、 驀 地に 學究の 一途に 進む ために、 

再び 春滿 大人の 門を敲 くに 至る ので ある。 
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兹 にこの 頃に 於け る眞 淵の 歌 を擧げ る。 これ は 主として、 岡 部 翁の 抄出した ものである。 

政 藤の 名に よる もの 

のどけ しな 今朝 は 霞 も 空に みつやまと 島根の 春 も 知られて (Iff 、辭 _ 月) 

夕 立 早 過 

見る が 中に 幾千 里 を や 過 ぬらむ 雲 も 足と き 風の 夕立 (？ 1 十六 鼓 H 月) 

不知 夜 H 

山の端の まつこと もまたなら はねば いざよ ふ 月 も 久しと ぞ思ふ (i^ 十お^  , ヌ) 

塞 草 

枯れ ぬれば 音 もさ やぎて 庭の 获 吹く 風に だに 秋を殘 さぬ (I 十月) 

旅 宿 雨 

明ぬ 間 はふ リ出 でが てに 音 くらき 雨き く 旅の 宿の いぶせき (同  ) 

なほ 前濱松 市長 中 村 陸 平氏の 秘藏に 係る 享保七 年 九月 十八 日 樋 口 光治の 家に 於け る 月次 兼題の 懷紙は 會者十 

四 人 皆 自筆の ものであるが、 この 中に も 矢 張 政 藤の 名で 見えて ゐる。 

秋日 同 詠 二 首 和歌 

すみの え や 岸に かれせ ぬ 秋の 菊 それ もちと せ を まつが ねに して (名 所 菊 〕 

S や 波 波 や 雲 かと 大 そらに さながら 及ぶ 海のお も かな (海 眺 so 


次に は 享保八 年 十 一 月 以降から 政 成の 名で 出 て^る。 

K ムロ  士ロ 

谷川の 竹の かけ ひの さ ゆる 夜に 氷リ そむ らし 音ぞ かれ ゆく  (^ぜ 鮮十 - 月) 

横雲の 空 も 霞みて あか 星の 影の どかに も 春 をみ すらむ (i^ 十；? 鮮 I H^) 

五月 蟬 

さみだれ は晴 るる 梢の 夕 露に ふリ 出で」 なく 蟬の 初聲 (同 五月) 

曉 月  - 

明くる 夜 もしば し は 殘れ. 5 かつら かかる も あかぬ 月の ながめに (同 ノヌ) 

上 M  <*ム 

神 路山百 枝の 松の 種 なれ や 此の み. づ 垣に しげる 一木 も (同 四月) 

享保九 年 八月 二十 三日 方 塾 亭當座 和歌 

葉月 末の 三日ば かり 方 塾の ぬしの もとに 其 阿 上人 (敎與 寺 住職) を まねき 給 ふこと 侍れば つねに かたら ひ 

物す る、 誰かれ ももう 來て よと、 ちかき は 白露の ふリ はへ てい ひ、 遠き は 秋風の 便に is えつれば 人々 遲く 

とく ここにつ どひ 侍りぬ、 されば 此 宿に むかへば 前に は 東路の ゆきか ひ絕る こと 無く、 そが ひに は 引 の 

城の 松み どリを 深め、 千代の かげ を そへ てた ち 並ぶ 家々 は 都ば かリ なる 中に も、 き はこと に 住ま ひ 給 ふな 
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れば、 何 くれと もてなし 給 ふ 事々 も ひなぶ り-ならぬ あま リ、 更に 秋の ことの 葉と て 題 を 採り. くれ かかる 程 

より-始め、 いぬの 時の つづみ 聞 ゆるに およびて よみ 終りぬ。 

(歌 略 之) 

岡 部 翁が 集められた 享保七 年 正月から、 同 九 年 十月までの 歌 は 合せて 百ば かリ、 之 は 大方 翁の 秘藏の 「激 

松 和歌 會留 書」 から 出された もので あらう と 思 ふ。 

次に 春 栖の名 は享保 十四 年 八月に 至って 見えて ゐる。 

古寺 

小夜 ふ けて 松風 高き 山寺の 月 は 浮世の 鹿 もく もらず (ffjw ョ細」 牛>  力) 

なほ 春滿に 入門 前後の ものと して は 

依 花 待 人 

雪との みあす やみぎ りの 花 櫻 今日 ふり は へて 人のと， へ かし (さ f^^.- 三 H^) 

などが ある。 

畢  友 

翁の 在濱松 時代の 雅友を 知リ、 また それらの 人の 歌の 傾向 や 書 體を靦 ふ 資料と して、 最も 貴重な もの は 前 

記の 岡 部 翁の 留寄 を始 として、 享保七 年の 中 村 氏 所 蒇の悽 紙と、 伺 十 年の 濱松 市松 根榮氏 所藏の 詠草 留#_ 


とで ある。 

中 村 氏の 懷紙は 各人 自筆で 合せて 十七 枚で ある。 それ を横卷 とせられた ものである。 この 中 村 家 は 地方に 

於け る麼々 の舊 家であって、 かの 眞淵 翁の 書翰に 「天下の 丈夫」 と 褒めた 伯父 壽 林の 家、 卽ち濱 松 在の 三 

村の 土屋 氏と は 姻戚の 關： 係に あつたし、 雅 道に 理解 を 持った 祖先 もあった ので あるから、 古くから 同家に 傳 

つて ゐ たもので ある、 この 外に 眞 淵の 手澤 本で 內山眞 龍の 書 入の して ある 寬永本 萬葉壤 や、 眞 淵が 田 安の 殿 

樣に 奉答した 「五節の 舞と 春秋の あげつろ ひ」 の 二 文が 十二 枚經 風に 書かれた ものの 寫が ある。 この 寫の 1^ 

本 は 翁の 自筆で あつたので あるが、 水 野忠邦 公が 濱 松の 藩主であった 時に 强 ひて 上納せ しめられ たもので、 

家で も 非常に 惜んで それ を筆寫 して 置いた、 それが 今存 する ので ある。 眞淵を 慕， ひ 縣居靈 社 修造 を 後 授し雅 

道に 勝れて 常 侍 集を殘 した リ野泉 帖と云 ふ 法帖 を 作った リ した 忠那 公が これ を 一 见 して は 元膊萬 菊を见 たと 

きの やうに 心が 動かされ たもので あらう。 それにしても 只今 は 何 家に 秘藏 されて ゐる のか、 或は 水 野 家の 靑 

山の 邸の 火災の 時に 燒 失した もので あるか、 消息が 知り 度い。 

松 根榮氏 は濱松 市松 尾 神社の 社 職.、 史料編纂の 高 柳高壽 氏の 叔父で その 家に 居られる。 武田祐 吉^ 士も御 

親戚で 時々 見えられる。 さて かの 歌稿 は賀茂 3 再， 淵 翁 記念 號に は懷紙 一幅と なって ゐ るが、 何う であらう。 數 

年 前 一見 を 許された ことがあ るが、 悽紙 ほどに 大きくな く 鳥の 子 切れの 横卷 であった やうに 思って ゐる" 筆 

者 は 誰と も 判然 しないが 眞淵 であらう と 云 ふ 推定 も ぁリ、 上品な 字で 並 記して あった やうで ある。 

以上 は 本書の 眞淵翁 拾遺に 收 めて 置いた から 就いて 見られ 度い。 
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さて 是 等の ものに 出て 浓る眞 淵の 雅友 は、 杉浦國 頭、 同妻眞 崎、 源 安 連、 吉次 (中 山 氏 か)、 活目、 法 橋 子 

誠、 柳瀨方 塾、 釋其 阿、 平 保 庵、 源淸 兼、 紀 淸與、 藤 原 光治、 茂 政、 富 丸、 山崎久 章、 茂 則、 在中、 是 等で 

ある。 

以上の 雅 友達に 就きて 判明して ゐる 所を槪 略を述 ぶる に、 

國 頭は濱 松歌訪 社の 杉浦國 頭で あり、 眞崎は その 妻で ある。 方 塾 は 柳瀨美 仲であって 是等 は旣に 述べた 所 

である。 釋其 阿と 云 ふの は 現に 眞淵 夫妻の 墓の ある 濱 松の 傳馬 町の 敎興 寺と 云 ふ 寺の 僧であって 詠歌の 心得 

があった と兑 えて、 是 等の 雅人 達と 交遊して ゐる。 古學 始祖 略 年譜の 享保 元年の 所に、 束 麿が 八月 二 口に 濱 

松の 杉 浦 家 を 立って 京に 向 ふ 時に 國 頭と 其 阿と が舞澤 (卽ち 舞 坂) まで 見送って 行った が、 ^？-磨は、 

あさく しも いかでく むべ きま ぃ澤の 水う まやまで おくるな さけ を 

と 詠み 更に 其 阿 上人に 對 しての 返歌と して 

人 は いさへ だつ 心のう み 山 もさ かひ を しらぬ しきし まの 道 

と 詠んだ と眞 崎の 書いた 東 麿 和歌 菜に 在る 旨が 記されて ゐる。 東 麿 はたと へ佛 家と 神道 家と 海山へ だてても 

敷 島の 道に 於て は摒を 徹して 交 はらう と 云 ふので ある。 この 時 其 阿の 贈った 歌の 記入 はない。 序に、 この 寺 

は 時宗で、 住職 は 代々 其 阿と 稱 する ことにな つて ゐる こと を 附言す る。 

源 淸兼は 「盡敬 皇帝 千年 祭式」 に、 國 頭が 舍人 親王 千年 祭 を 執行した 時に その 祭儀に 預 つたが、 その 列 名 

に 五社の 森 隙昌、 歌訪の 杉浦國 頭の 次に 


長上 郡 神 立 神明 祠官蒲 物- 檢校源 臣淸兼 

と あ 力、 その 次に 見 付の 天神 社の 齋藤信 幸が 書いて ある。 これに 依っても 判る やうに 地方 神職 家と して は 重 

要な 地位に 在った 家柄であって、 今、 濱 名-郡 蒲 村の 所 謂 五神 様の 社家 蒲 氏の 祖 である。 その 時の 詠草 一首が 

ある。  * 

まが 國の をし へた Y せし 今日 まつる 神の 光リは 千と せ ふると も 

紀淸 興と ある は 敷 智郡濱 松 八， 幡の祠 官で紀 (金 原 氏) 淸 房の 父 あた リ であらう と 思 ふ。 この 社 は 今の 濱松 

巿內野 口町の 八幡 神社の ことで ある。 

久 章は國 頭の 門人 山 崎久城 (主 膳、 出 雲、 元祿 元年 生れ、 寶曆九 年 十月 十六 日^す、 家集 三百 餘首 一冊) 

の 子で、 遠 江 國佐夜 郡 垂木 鄕雨櫻 天 王 社 祠官山 崎 千 倉 弓削久 章であって、 外に 主計、 郡藏 とも 云 ふ。 享保八 

年 九月 十七 日に 國 頭に 入門し また 東 麿に も 入門して ゐる。 享保 十六 年長 崎 奉行 細 井 某に 從 つて 長 崎に 至リ、 

翌年 江 戶に歸 つて ゐる" 國 頭の 發 起した 盡敬會 のとき は 祭儀に 預リ、 詠草 も 一首 ある。 

しるしお く 跡 を 千と せの 今 もよ にった へ て ふかし 神の めぐみ は 

正德 元年 五月 五日に 生れて 天明 六 年 二月 十六 日に 歿して ゐる。 詠草 は雜錄 中に 數百首 ある。 今の 靜岡縣 小 笠 

郡 櫻 木 村雨 櫻の 前 井伊谷 祌社 宮司 山 崎 常 磐 翁 は、 この 久 章の 後で、 この 家 は國學 勤王の 血潮の たぎった 地方 

の 名門で ある。 

藤 原 光治と ある は濱 松の 速 尺の 樋 口 氏蘭蜩 のこと である.〕 今の 述 尺の 文房具 商 伊勢屋の 南 隣で 問 口数 十 間 
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も ある 味喰醬 油な ど を商賣 した 豪商で、 矢 張 伊勢屋と 稱 して ゐた。 水 野忠邦 公が 溶 松 入城のと き 城受収 りに 

來た先 發の士 三十 餘 名が 大 荷物 を 持 込んで、 先づ 宿と したの はこの 家であった から 推して 知るべき である。 

近在の 門閥 萬斛 村の 鈴木權 右衛門から もこの 家に 養子した 者 も ぁリ、 文化 文政 頃の 掛 塚の 關 大和と 云 ふ氣慨 

のあった 國 學の士 もこの 家から 出で て掛 塚へ 養子した のであった。 漢 學ゃ雅 道に は 代々 理解の あった 家で あ 

る。 この 光治 も春滿 を師， として 隣町の 柳 瀨方塾 等と 雅遊を 試みて ゐる。 

平 保 庵、 今濱松 紺屋 町 心 造 寺に 服 部 保 庵 墓碑が あって、 その 碑銘 は 濱松巿 史に载 せられて ゐる。 今 主と し 

て それに 依って 槪說 する に、 諱は 景忠、 姓 は 平、 號は幽 竹 子、 先祖 は 伊賀から 來 移して 服 部 氏を稱 し、 ^々 

武士であった.^ 保 庵の 父 弘保は 濱松侯 松平乘 春に 仕へ て 不遇、 致仕して 醫 となった ので ある。 保 庵の 姉 は： 1： 

職の 渡邊友 益に 嫁した が、 この 友 益との 間に 出來 たのが 有名な 眞 淵の 師蒙 庵で ある。 蒙 庵が 幼い 頃に 父 友 益 

は 早 逝した ので、 姉が 幼少の 子女 五 人 抱へ て 一 家 を 支へ ねばならぬ を 見 かねて 保 庵 は 自分の 邸宅 や 田畑 を 人 

に 預けて、 一時 妻と 別れて 姉の 渡邊 家に 身 を 寄せて 醫を嗣 いだ。 やがて 蒙 庵 等 も 相當の 年齢に なった ので 棄 

を復緣 して 家 を 起さう としたが、 完 からず して 享保 十二 年に 五十 七歲を 一期と したので ある。 蒙 庵が 他日 天 

下に 名 を 成す の は 全く この 保 庵の 犧牲に 依る ので ある。 そこで 袋 庵 は その 恩に 報 ゆるた めに その 師太 宰春蔷 

に 揮 塞 を 請 ひ、 その 碑 を 自ら 建設した ものである。  ♦ 


度 邊友益 m 桂 堂 
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—直 

Iff 

—女 


節 (i 庵 

r  ,/ 赛臺 

之 詩 を 好む 

ーさ& 

i へ坂输 氏に 養子す、 

忠 f 
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活目、 石 川 依 平 稿 賀茂翁 家集 拾遺に T 伊久 米 君 は 三 河刘屋 城主 土 井 大隅守 源 利 信 朝臣 室に て 松 平 主 殿 頭 源 

忠刻 朝臣の 女 也。」 と ぁリ、 何う して 彼の 濱 松の 社中の 仲間に 伍した もので あらう か、 濱松 城主に でも 關 係が 

あって 濱 松に 來て 居った もので あ. るか も 知れな い。 

源 安 連 は 今の 濱松在 蒲 村將監 名の 中村淸 氏の 遠祖で、 この 家の 先祖 源 安信の 子で、 この 家 は 代々 松誠訪 

社の 權祝を 勤める ことにな つて 居り、 この 親子の 代は國 頭が 大 祝の 頃であった。 寶永 元年 七月 二十 七日の 謙 

訪 社の 祭禮の 時の 祝詞に 「權祝 源 安信 爾替& 安 連 等 恐 美 恐 美 申領」 とした ものが ある。 系 圖 書に も 和歌 を 好ん 

だと ある， -  . 

以上の 外、 法 橋 子 誠、 茂 政、 富 丸、 茂 則、 在中 等 は 今の 處 何う 云 ふ 人で あるか 判叨 しない。 眞淵は 在鄉時 
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代に 是 等の 人々 と徵逐 交遊 歌道 や 古 學に相 親んだ ので ある"  ^ 

二 春滿に 入門 上京  i 

一度 は、 嗣子と なるべき 兒の 生れた るた めに 義理 立して 養家 を 去リ、 再び は 最愛の 妻に 死別して 養家 を i 

し、 三度 は 琴 瑟は相 和した と 云 ふ ものの 旅館の 亭主と しての 不適任と 云った やうな 感情から 養 親と 面白から 一 

ず、 一方 幼時よ リ 學び來 つた 古學 への 憧憬の 念 は 止み難い。 玆 にさ かしき 妻なる 者の 勸 めに 依って 人倫の 1^ 

£1- を 思 5- つて、 愤 然として 起 上って 學究の 生活に 入る ことにな つたの は、 旣に別 節に 於ても 述べ 來た ところ 一 

である"  _ 

江 戶開府 以來旣 に百餘 年、 元 祿享保 は 太平 絢爛の 世の中で、 文運 は 今し も隆々 として 起って 來た J 細身 刀 一 

の 伊達姿の 武士、 玉緣 笠の 丸 袖前帶 衣装の 婦人が 花見に 享樂を 盖 した 世相 は 如何にも 華 かで 江戶は 京大 阪の 

曲線 的な 華麗に 劣るべく も 見えない。 林 家 を 中心とした 儒 學には 只 原 益 軒、 木 下 順 庵に 次いで 倂藤 仁齋、 物 

祖徠、 室鳩巢 等が 出で、 山 崎 閽齋は 朱 子 學ょリ 出で 國粹的 垂加流 神道 を唱 へ、 國學に 於ても 釋 契冲、 北 村季： 

吟、 戶 田茂睡 等が 出で て 訓詁に 歌道に 異彩 を 放ち、 殊に 荷 田 春 满の聲 名 は 天下に 饗 いた， _ 俳句 は 松 尾 桃靑に 

創められ、 浮世 草紙 は 西 鶴に その 花 を 開く。 斯くて 今迄 比較的 上流 社會 にの み獨 占せられ てゐた 形であった 

文化が 所謂 平民 文化の 擡頭-とな リ、 文化の 下剋上 ともなって 來て、 その 中心 も、 政治 紀 綱の 固くなる と共に 

東渐— して 江戶に 移リ、 江戶は II ベて に 於て 日本の 中心と なつ ii。 衛 くて 志 を 成し、 身 を 起し、 理想 を 天下に 一 


行 はんとす るの 士は擧 つて 江戶に 向って 其の 步を 移した。 京都 以外に 使はなかった 都と 云 ふ 字 を 付けて 江 

都、 東都と 稱 しても 誰も 怪しむ に 至らなかった。  ， 

身 は 一 介の 田舍 神職の 息、 旅亭の 若 主人ながら 青雲の志に 燃えて 來た眞 淵が 志 を 立てて 春 滿に學 び、 更に 

東都に 向った の もこの 時代の 潮流に 乘っ たもので ある。 

春 滿は旣 に元祿 十三 年以來 長く 在府 して、 古學の 旗幟 を 起てて 世の 視聽 を^め、 多くの 赏 II を殘 し、 門^?^ 

を 養 ひ、 後繼 者を殘 して、 晩年 を 養 ふために 京 伏 見の 稻荷 社に 歸 つて ゐた。 春栖は 幼時よ リ春滿 のこと は 父 

から 聞き、 靑年 にして 其の 謦咳に 接し、 また 其 後 も 聲名を 聞き、 慕って 止ま 無かった が、 今 宿望 かなって. 舉 

ぶ。 而 してやが て は 東都に 出て 一旗 擧 ぐべき たづき も出來 るで あらう、 また 古學を 起し、 古道 を 普及 さすべ 

き 我が 理想 も實 現すべき 曉も來 るで あらう。 春栖の 勇躍 推して 知るべき である。 

小田淸 雄の 隨筆 「岸う つ 波」 に 荷 田 翁 作の 祝詞と 云. ふ條に 「縣 居眞淵 翁の 佚 事」 として 次の 文が ある リ 

縣 居翁壯 年よ リ遠 江國 濱松驛 なる 献訪 社大祝 杉浦國 頭に 從學 せられた るに 享保 十八 年に 國 頭の 男 國滿と 共 

に 上京して、 荷 田 翁に 從 ひて 學問 せらる。 此時は 縣居翁 三十 七歲 なリ。 國滿は 元 文 三年 迄 五 年間 留 Mi せし 

かば 翁 も 同じ かるべし。 杉 浦 家の 云ひ傳 へに は 「翁 學に志 あれ ども 貧しく して 修學 なし 雛し。 故に 杉 浦 家 

また 森 氏に たよ.^ て 古書 を 見ら る。 國滿 上京の 際靑士 とな リて從 ひ 行かれた りと いふ」 と 彼 寫本玉 櫸の甞 

入に 見えた リ。 これ 實 ならば、 翁の 苦學 せられし こと を視 るべ し。 

さて、 この 說が 眞實 であるか は 疑 はしい。 羽 倉 信ー郞 氏が 周到 綿密な 信 元の 日記 を 調べた が享保 十八 年の 中 
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に は 國滿は 上京して ゐな いとのこと である。 而 して 古學 始祖 略 年譜に は 

£ とし 國 頭の 子大學 國滿年 二十歳 荷 田 大人へ 修學 の爲、 上京して、 元 文 二 年 迄四ケ 年の 間と ビ まれり。 

と あるから、 眞 淵が 國满の 從士 となって 上京した と 云 ふこと は誤傳 である C 而し何 か 杉 浦 家の 紹介 位 は あつ 

たこと と 思 はれる。 さて 眞 淵が 上京 入門した の は享保 十八 年の 三月 十六 日以ュ i と 云 ふ 次に 述べる 確證が ある 

から 動かす こ と は出來 な い 。 

さて 眞 淵が 上京して 伏 兑稻荷 神社の 羽 食 家に 於ての 研學 中の 動靜は 何う であった かと 云 ふに、 最近 出た 贺 

茂眞淵 翁傳新 資料に 依って 非常に 明白と なった こと は 喜ばしい。 本 * の 著者 は 荷 田 信 具 氏， 滿 翁と は 族統で 

あって、 同家に は當 時の 記錄が 現存して ゐる。 それで この 荷 田 氏の 引用 書 は 次の ものである。 

荷 田春滿 門人 和歌 稽古 會詠 草留害 、 

大西家 日 次 案 記 大： =3 家 は稻荷 瓧の祠 ずの 一お、 當時 のこの 荦者は 稻荷瓧 中 禰宜從 五位 上 行相模 守秦親 盛で ある。  . 

荷. 田 延武記 延武とに^^滿の末弟信名の男、 赏は目 代 羽 念 信 元 男。 

以下 本 害に 由って 年 n: 日顺に 重要 資料 を抄 記して 見る。 

享保 十八 年  ， 

三 月 十六 日 依レ花 待レ人 S とのみ あす ゃ砌の 花槐け ふふリ にへ て 人， りと へ かし お K 

一 卯月^5^公 なか/ \ に 聞きて う の！！ i ととぎ す來 鳴かぬ 夜半 もれられ やにす る  ig  n  ffi 

四月 十. -ノ日 j 同  夕 弓. よ 卯 花 山 の. ほととぎすに のかなる 昔 も 世に 似 ざ リけリ .g:- 茂^ 栖 

-莲  朝日 かげ. 一? ふ 蓮の くれな ゐは 池の 心も^ るば かりに  湖  潘 


m 

滿栖. 


六 CH: 留書缺 く 

七月 同 


八月 同 


九月 同 十三 日 


(大 TO: 日 次) 一、 十一 二日 夜 宵の 程く もリ たれば 濱 松よ リ東 丸の 本へ まう で來り 侍る 客た ちの 本へ、 和歌 一哲 

かきて、 文に 認て つか はした リ ければ、 答 歌と て 九 十 W 夜ば かリ 一 人 二人 伴 ひて かた./ \> あく がれ あるき 

て か へ リま うで 來 侍れば 親 盛 主よ リ文 とて 存 つるに 詞は なくて 「うらむな よよし くもる とも 世に てれる 名 は 

敷 鳥， 2 長 の かげ、」 と 聞 へ 侍る を 見る ほどかた むきた る 月， いと ふ喑 たるに 此の 言葉の つゆ の 情 も かけ そ へ て 

いはん 方な く  W 白き に、 和へ せんとて 口す さみ 侍る を 夜；. やらむ すべなければ、 明日つ か はしける、 

恨みず よ 更てぞ 月 は 十 夜餘り 見よ と揚リ し 夕なる らん  SsT 淵 0 

叉と しぶんよ リ答 歌す とて  敏文 

恨みし よ 宵の 間の みの 雲霧 はな か /\nr; のに ほひて ぞ て る 


十月 同 


十一 十六 


十二月 留書缺 く 


中殘雁 


よびか はす 聲 もみ It に うづ もれて 急ぐ もお そき 天の 雁 かね 

旅の そらに 秋 や 過し て 白雪の ふ る さと 遠き 雁ゃ來 ぬらん 

雪の 中に 誰か 問 こむ かけはし のかけ て た の まぬ 谷 のす み か は 

け さぞ 知る 黑 きを 色と 水う み の E? さき も碟も つ もる 白 


源 淵 


享 保 十九 年 
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古 也 菖蒲 ふリ にけ る 池の あや めの 其 葉 さ へ 畏きゃ 深き 棍 さしなる らん 

1 H 十 丄ハ 曰 一同  五 雨の 古き 池 波 軍 こえて あやめ も 見えず 漢女 ひく 比 

(寄 4S 雜 みるめな きしが の 浦波 うらみ C も 昔の 人 を こふ かひ や ある 


四 


第二 鏑 0 


3 

雷 


二八 二 


月 留書缺 く 


月 同 


月 同 


月 二十 


月 


曰 


(大 西日 次) 二 a- 大、 十五 日 陰晴、 

_ 一、 遠州濱 松より 與巿虞 淵 上京 之 由 願 入來、 藤 之 進 (在 滞) より 誊狀 到來。 

一 (同〕 n 一月 十二 日晴。 

1、 敏文 たどい ざな ひて、 瓧 逢の 樓 花見に 侍リ ける 程に、 K 、淵 たづね 來 りければ、 酒な ど僱し 侍りければ、 

後日 淵 主が 本よ リの應 とて 侍る を披て 見れば ふみの 中に 

稻 荷の 御； の ほとりの 花見て 侍りけ るに、 親 盛ぬ し敏 文の ぬし 行 あ ひ 拾 ひて、 古 欲な ど 打 踊し つ、 IS たうべ 

て醉 にの りて、 かへ リ つれば いとくれ 過に なれ はよ み 侍る 

る 日 も风： ^えぬ もの は 酒杯に うかべ る 花の 光成り けリ、 

とよみて お く リ侍リ け れば 返し 

. さか づきの 上に うかべる 花の 色 はと ひ來し 人の 光リ そふら し 

殘花何 在 散り 殘る 花の香と めむ 風 を だに こふ， れば ともしな つのし か 山 突 茂お 淵 

海 郭公 時鳥 海原 遠く 鳴す てて 行る 一は 知る や 沖つ あ 人 同 

岡 邊早苦 さっき 來ぬ岡 邊のを ざ さし も わけて とれ や 早苗 も ふした. t ぬまに 同 

(大两 日 ffc) 四月 大 二十 九日 雨 

一、 遠 州 濱松與 市 明 後 二日 歸 える 旨爲 -I 暇 乞 顔 |0〇0〇、 小 倉中將 殿へ 願 候 〇〇 宇 之  一 OC 與巿へ Igll^ 之 T 

也、 別-一 爲ニ 餞別 I 色 〇〇 紙 二百 枚 贈 遣 也、  _ 

和歌 搭古 會に眞 淵 出席な し。 


二十 年 

月 十六 日 雪中 聞鶯 雪 を み な 木 每 に 花 の ベ と や ふ リ 出 で て ^  く 圃 の «  ^茂 淵 

月 十六 口 梅 有遲速 かくしつ、 月て リ をら む 梅 はい ま Sf!  くも 25- かぬ も あはれ と-そ 見る  同 

月 十六 日 櫻 花 盛 開 樓 色の 袖 さへ にへ て 都人 ゆききに も 知る 花 さかり かな  伺 


{ (大 西日 次) 四月 廿 九日 晴 。。。。。。。 ， 、 ， 、： へ、 €  .^.ur  、  に 丸 之 之 

3 月お なし。 1^ 今 I  二 御所- 早ほ 、濱松 之 人 岡 部 與ー鴨 I、 從二 今日-、 百人一首 於 二 來丸亭ー iL  ml; 

1 1  I 魅 也、 (下略〕 


五 月 

六 月 

七 月 

八 月 

十 月 

十一月 

十二月 


同 

十 亡 

同. 

同 

同 


r 賴 一 。と £ 願 人 來候 處、 予不レ 能き 一、 故賦レ |賜其|。  I！ 人 一、 不き 

以奉レ 寄。 (下略)  . 


( (延引 九 十六 日 披講)  、 1 I こ， リ よ，， a3  聲  > よか リ して t:;-  wn^I 淵 

曰 一雪 中 Ifl 鶴 深 荜ゃ野 もせ も わかぬ 夕き りに あはれ グ^ トブ マ T 


下眞 淵に 關 する SS 事な し。 


一一し ，ズ 一 匸 ^  (以下 虞 淵に 闢 する SS 事な し、) 

ヒ ョ 朔日 (i^ 滿 死す、 ) 


同 

十月 十， 


門 sss 森 兵 I、  S2 重 相 濟人棺 §。  ：•： 。 今 曰， 5 丸公 l^^,v 

三 日 一 大學、 同所 木 村 兵 都 允 之 輩 也。 ；… 

一 (眞 淵の 名 は 見えて ゐ ない )  - 

三 日 (濱松 柳 瀬 方 塾 亭卷滿 翁 百日 祭 ぁリ、 虞 淵 出席、 詠歌 二 首) 

I  二八 JiJ 
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以上に 依って 在京中の 様子 は 略 知られる ので あるが、 從來の 說を改 むべき 所 や 添加し なくて はならぬ 所の 

出て 來 たの は 荷 田 氏の 發 見に 由る ものと して 永久に 傳 ふべき である。 

一、 眞 淵が 上京して 入門した の は享保 十八 年 (三十 七歲) の 三月 十六 日 以前で ある。 荷 田家の 記錄 中に それ 

より 以前に 何等 見 當らな ：r この 三月 十六 日と 云 ふの は 荷 田春滿 家で その 門弟 達に 和歌 嵇古會 を 再 典した 

n 次 會の定 日で ある。 而し てこの 年の こ の 日に 初會を 催した ので ある。 

二、 佝時荷 田家 を 引上げた か、 從來玉 櫸の說 などが 本と なって 與 淵が 荷 田家 を辭 して 濱 松に 歸 つたの は 元 文 

二 年 四月 (四十 一歳) で、 春滿の 歿した 翌年と 云 ふこと になって 居リ、 「旅の なぐさ」 も 其 時の 紀行文で あ 

ると せられて ゐ たが、 以上の 資料に 依る とそれ は 誤であって、 享保 二十 年 九 In: 十六 n 以後、 翌年の 元 文 元 

年の 正 n- 二十 五日 以後 (略 年譜に 依る)、 同 十 十三 日 以前と 云 ふこと になる。 而 して かの 「旅の なぐさ」 

( 一 名 西歸) の始は 

久しく も成リ にけ るかな 都の 誰れ 彼れ いと 睦まじく 成リ たるに 附 けて、 思 へ ども 猶戀 しき 物 は 故 鄕にぞ 

あなる。 いで や あからさまに 行きて 來 なんとて、 やん ごとな き 御 邊リ罷 申して 卯 H の 末に 立ちぬ。 

と あるから 四月 末に 發京 したので ある。 さて この 四月が 何時の 四月で あるかと 觀 るに、 異淵 は享保 二十 年 

は 四月 二十 九. 日よ リ春滿 の 家で、 百 人 一 首 を 講じて 翌 三十日に は 出 發の氣 色 も 見えない し、 ギ九年 四：：；： 二 

十 H の 和歌 會 にも 出席し、 同 二十 九日に 歸 省の ため 暇 乞に 歩いても、 五月の 月始に 出立と 云って ゐ るし、 

十八 年 は 上京の 年で あるし、 三月 十六 日、 四月 十六 日、 及び 五月 十六 日の 歌會に 出席して ゐ るので あるか， 


ら、 これ は 元 文 元年 四月より 外に は 無い と 云 ふこと になる。 而 して 元 文 二 年 四月に は旣に 江戶に 出て ゐる 

と 云 ふ證は 後に 引く が 如く 荷 田 信 名の 日記に 依って 明かで ある。 それで 眞淵は 元 文 元年 四月に かりそめに 

歸 つたが、 七月 二日 その 師の 逝去に 遭 ひ、 その 葬儀に も 列す る を 得ざる 事情が あって 上京せ ず、 十 十三 

日の 濱 松の 方塾亭 の 春滿 追悼 會 に 出席して ゐ るので ある。  ， 

三、 眞 淵が 足掛四 年の 間 春満に 師事して ゐる 中、 時々 歸^ して ゐ ると 云 ふこと も 前記の 資料で 明かと なる の 

である。 かの 東歸の 文に も 

「あはれ 都に ぁリ つる 程 は、 あからさまながら 年の はに 故鄕 に歸リ などし ければ 」 

とあって、 年毎に 歸る ことにして ゐ たもので ある こと は 判って ゐ るが、 今 その 赏際 を觀 ると、 第一 间の 

歸省 は享保 十八 年の f 一月 十六 日 以後、 同 十九 年 二月 中 下旬までの 間に 在る ことと なる、 卽ち 十八 年 十一 

月 十六 日の 和歌 會に 出席して 居リ、 留書は 二 ヶ月 缺 けて ゐて 不明で あるが、 十九 年の 二 月 十五 日に は江戶 

の在滿 から 眞 淵の 上京 願 を 通知して 來てゐ るからで ある。 大方 年末から 年頭に 掛けての 歸省 であらう。 次 

に 第二 囘の歸 ^はたった 二 ヶ月の 在京で 五月に なると 直ぐであった。 四月 二十 九日の 「明 後 二日 歸之 ほ」 

と 云 ふの は 明後日 一 日の 書き誤 リ であった かと 思 はれる。 其 後 この 十九 年の 七 巧 に はま だ 淵の 名が 見え 

てゐ ない が、 享保 二十 年の 正月-十 六日に は 己に 京に 居る。 大方 年末まで も鄕 里に 居リ、 更に 正月 も 過して 

上京した もので あらう。 かう 推定す ると ニ囘 目の 歸省は 八 ヶ月 も 日子 を 費して ゐる譯 である。 次に 第三 a- 

の 歸省は 何う であった か、 享保 二十 年 九月 十六 日に は 在京した が 十 c: 以後、 翌元文 元年に 掛けて 更に 具、 淵 
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に關 する 記事が 無い と 云 ふの は 何う したと こで あらう か、 前 二度の 例に 依る と 年. 末 年始に は在鄕 したやう 

であるから 此の間に も ー囘歸 省して、 元年の 年頭に 京に 歸リ來 たものと 推定す る。 而 して 第四囘 目の 歸ぉ 

は 元 文 元年 四月 末で あるが、 眞淵 もこの 時 はほんの あからさまと 思って 歸 省した ので あるが、 之が やがて 

永久の 歸^ となって、 師翁春 滿とは 生別が やがて 死別と なった わけで ある。  • 

四、 この 記錄に 依って 從來 知られて ゐ なかった 眞 淵の 名前に 就いて 二三の 新 事實が 出た。 之 は 名號の 節で も述 

ベた ことで あるが、 一通 リ 述べる と、 享保 十八 年 三、 四、 五月 頃 は 從來の 春栖に 淵満を 併用し、 この 年 九 

H に 始めて 眞 淵の 名が 出で、 十九 年から 全く 眞淵 のみの 名と なリ、 俗稱與 市が この 年の 二  n; に见 えた。 卽 

ち 具 淵に 淵滿 及び 與巿と 云 ふ 名前の あった こと は 全く 新發 見と 云はなくて はならぬ リ 

五、 次に 在京中に 於け る 交友 を觀 I. 察する。 上記 抄出の 外、 かの 和歌 留書 にある 所 を ti 照して 述ぶ るに、 先， つ 

共 師春满 翁に は 常に 尺し、 師 翁の 實弟 攝津守 正預信 名、 師 翁の 甥に して 養子と なった 束 之 進 在滿、 荷 田 

の 族で 西 羽 倉と 云った 家の 伯耆守 信 元の 息 信舍及 延武、 延武は 後に 信 名の 養子と なった 人、 この 信 舍延武 

の 姉 は 杉浦國 頭の 妻眞 崎で ある。 春滿の 末弟 宗武の 子 左 中 信滿、 それから 荷 田信理 同宗 基な ど 荷 田家の ま 

な 人と は 皆 机 を 並べた 譯 である.. - 後に 眞 淵が 江戶に 出た の も當時 入魂であった 在 滿ゃ信 名を賴 つてで あつ 

た。 荷 田の 下にあって 稻荷 社の 祠官 であって 大西家 日 次 案 記 を 書いた 正 五位 下秦親 盛、 同職の 從 五位 下物 

部敏 文同從 五位 下 平 好 安、 同好 高 これらの 族と M はれる 秦 親航、 秦救 重、 秦 成從、 平 房邇、 や i 原 據芳、 

源 仲 三、 同好 淵、 同 正 辰、 同 知 尉、 橘 正祖、 出家で は 昇 道、 惠門、 而 して 鄕里濱 松の 國學 の士 では 堪師 杉. 


浦國 頭、 これ は 歌 會には 出て ゐな いが、 妻の 里方の ことと て 時々 訪ねて 來て、 國の 便りな ども 言傳 てた こ 

とで あらう。 この 國 頭の 實 子で 春滿に 入門して ゐた 朋理、 國 頭の 歌訪 社の 北 隣 五社 神社の 森 然滿、 歌人 隱 

口 翁と して 一世に 鳴らした 柳瀨方 塾、 速 尺の 藥 舗の 主人と 思 はれる 木 村 氏 も來た ことがある らしい。 ここ 

に 不思議な のは國 頭の 實子 朋理が 夭折して その 養子と なって 可な り學識 のあった 國滿が 見えて ゐな いこと 

である。 古學 始祖 略 年譜に 眞 淵の 上京した 翌享保 十九 年 二十歳で 荷 田家に 入門して、 元 文 二 年 迄 四 ケ年滞 

留 した 旨が 記して あるのに、 國滿の 名に 於て は 一度 も 見えて ゐな いのは 不思議で ある。 而る にかの 朋理は 

前記の 如く 留書 にも 出て ゐる。 杉 浦 家 は 本姓 藤 原で あるから、 足掛 三年 も引續 いて、 右の 資料 中に 出て く 

る博芳 が國滿 ではない かと 一 寸 疑って 見 度くなる、 さう すると 略 年譜の 入門の 年な ども 相違して くるが、 

鬼に 角、 之 は 更に 荷 田家に 就いて 調べなくて は 判らない ことで ある。 後 考を俟 つものと して 玆に 附記して 

置く ので ある。  • 

六、 次に、 眞 淵の 學問上 のこと として 重要な の はた、 X 一  つ、 享保 二十 年 四月 二十 九日の 記事で ある。 卽ちこ 

の 朝から 濱 松の 人 岡 部 與ー鴨 淵滿が 百人一首-の 講義 を 東 丸の 亭で 始めた と ある。 勿論 その 師、 春 満翁を 前 

にして、 多くの 門弟の 前で、 春滿 から 傳授 された こと を 本と して 講說 した もので あらう が、 是に 依っても 

眞淵 は春滿 門弟 中の 俊秀であった ことが 判る。 この 講說 が濟ん でから 月次 和歌 會が 催されて、 講師 はかの 

敏 文であった ので ある。 

後の 百 人 一 首 古 說五卷 や 同う ひまな びの 著書 は その 淵源す る 所 遠き にある ので ある。 

第 四 章 志  學  二八 七 


第二 編 ^  0  二八，、 

七、 最後に 眞 淵の 三十 代に 於け る 和歌 は 依然 在濱松 時代と 同じ 傾向であって、 後世の 如き 萬 菜 調な ど は 見え 

てゐ ない と 云 ふこと が 知られる ので ある。 而し眞 淵が 江戶に 出て 和歌の 赏際 指^ をした 「あがた ゐ すさみ 

草」 や 「荷 田 在满家 歌合」 に 見える 歌論の 實 際が 已に當 時の 歌に も 符を合 はせられ る ことが- l.:J.O, a しるの 

も 面白い。 

以上 荷 田信眞 氏の 調査 を 基と して 愚見 をも附 して 述べた ので ある。 繰返して 云 ふ、 34、淵の^^滿家遊れトせ」、 

に 於け る 動靜が 明かと なリ、 いろく 新 事實の 判明した の は 全く この 荷 田 氏に 負 ふので あると。 


第五 章 江戶に 門戶を 張る 

一 江 戸に 出づ 

國學 者で 江戶に 出た もので、 翁より 前に は、 かの 源氏物語の 湖月抄 などの 訓釋で 有名な 近 江の 北 村 举吟が 

ぁリ、 幕府から も 世祿を 給せられ るに 至った。 難 波の 下 河 邊長流 も 江 戶に滯 在した こと は あるが、 間もなく 歸 

つた， 師春滿 は 越後 長 岡 侯 ゃ將軍 吉宗に 信任せられ、 可な リの聲 望は搏 したが、 養子 在滿に ii つて 歸 京し、 

國學校 創立の 望 も 空しく 逝かれて 了った" 眞淵 は是等 先輩の 後 を 追 ひ、、 先師の 造 業 を 大成し、 以て 古 學の大 

神 を 天下に 布かん ものとの 大望 を 以て いよ/ \ 江戶に 下る ことと なった" 古學 始祖 略 年譜の 元 文 二 年の 條に 

眞淵 大人 も 今年 卯月 濱 松に 歸リ給 ヘリ-」 かくて 後 民 部少輔 暉昌、 阿波 守國滿 なんど 親しき 友と はかりて 荷 

、田 だぶ、 の 志 をつ ぎ 古學を 天下に 弘く傳 へむ と 大志 を 起し 給 ひて、 大人の 妻子 は此 里なる 梅 谷の 家に 殘し置 

て 大江戶 に 出 給 ふ 也〕  大人 は 元 文 三と せの 比 ほひ 江 戶に出 給 ふなるべし。 

之に 依って 江戶 出府の 動機が 那邊に 在つ たかは 明瞭で ある。 その 妻女と も 相. 談 したで あらう が、 巳に 一度 決 

心して 上京 を 催した 賢 婦人で ある。 家事と 育 兒とは 後顧の 憂 を 懸けない と 契って、 更に 勸め たこと であら 

う。 梅 谷 氏に 緣 付く 時の 仲人 某氏と も 相談した であらう。 濱松 市史に 

初め 眞淵 京より 歸リ、 別 を吉田 某に 告げて 曰く、 「我 今 將に江 戶に至 リ爲す 所 あらんと す。 必ず 三 間 棒の 府 
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舆に 乗ら ざれば 再び 此の 地に 歸ら ず。」 と (三 間 棒の 肩 輿 は 當時責 顯の士 に 非れば 乘るを 得ず。) 古田 某 笑つ 

て 曰く 、「君が 志 業 成リて 立身出世 をな さん こと は予に 於ても 甚だ 願 ふ 所 なれ ども、 靑雲は 成り 難く、 人事 

は 違 ひ 易き ものな リ。 唯 君が 遂に、 三 間 棒の 肩 輿を舁 する 人となりて、 故 鄕に歸 らんこと を懼 るるな り。」 

とて、 忍耐 勉強に あら ざれば 志望の 遂ぐ ベから ざる こと を懇に 諭しければ、 眞淵も 亦 厚く 其の 敎誨を 謝し 

て 去れ リ。  . 

三 間 棒の 肩 輿に 乘 らうと 云 ふやうな 名 譽心も 無いで はなかった もので あらう。 四十 歲 越して、 名？ H ある 本^ 

の 主人と して、 妻子が ぁリ、 この 烈々 たる 青雲の 意氣の なほ 衰 へなかった の は 後人 をして 起た しめる ものが 

あるで はない か。 

さて この 眞 淵の 江戶に 出た 年に 就いて 實に諸 說區々 であった が、 かの 荷 田 氏の 調査に 依って 歸 一 する こと 

になった の は 喜ばし い。 

保 ー「 
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內山眞 龍の 賀茂眞 淵 大人 之傳 細！ i 
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画文學 大綱 賀茂眞 淵  同  同 

細^£5&|賀茂眞淵大人の小傳  同  同 

濱 松巿史  同  同 

賀茂眞 淵 翁傳新 資料  元 文 二 年 四十 一歳 

かの 東歸 に、 「元 文 五 年の 秋、 藤 原國頭 も此夏 (四月 四日) 身 まかりぬ と 束に て^に 一： ム々 」 と ぁリ、 杉 浦國滿 

の 家集に、 寛 保 二 年と いふ 年に 國满が 江 戶で眞 淵に 會 つた 旨が ある ことから 寛 保 三年 も、 宽延 三年 も 誤で あ 

る こと は 明瞭で ある。 その他の 資料に 依っても 容易に この 誤傳は 訂正し 得る ので ある。 然 らば 從來の 諸 書の 

採って ゐる元 文 三年 說は 如何と 云 ふに、 これ は 多く は 京の 荷 田家から 歸 つた 年の 翌年と 云 ふこと からの 推定 

も ある やうで ある •。 京から 歸國 した 年が、 前記の 通リ新 資料に 依って 一年 早まった ので あるから、 その 翌， H;- 

の 東 下 リは當 然元文 二 年と なって 來 るので あるが、 なほ 荷 田家の 秘藏に 係る 荷 田 信 名筆 江戶在 府中 要 門 之 日 

記 二十 八 冊に、 この こと を 明確に すべき 資料が 現れた ので ある- この 屮に眞 淵に 關 する こと は 六十 數ケ所 あ 

ると 云 ふこと であるが、 先 づ元文 二 年の 條に、 

元 文 二 年 二月 二十 九日、 丁亥 陰 天 

一 今日 杉 浦 修理 亮鈴木 七 右衛門よ リ當 十四 nn 之 狀來、 岡 部 三 四 舆市事 出府 之 由に て 被 「相 逮， 也。 

ここの 杉 浦 修理 亮と は國 頭の ことで ぁリ、 鈴 木 七 右衛門 (後に 平 八と も 云 ふ) と は 三 州吉田 城主 松 平 豊後守 

に 仕へ 目 付 役 を 勤めて ゐる西 羽 倉 家の 伯 奢 守 信 元の 三男で、 國 頭の 妻眞 崎の 弟であって 母の 茂 子 は 歌會の ^ 
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窨 にも 出て ゐる 人で 信 名の 實姉 である。 

00000000000000  000000000000000000 

異 淵が 江戶に 下る に 就いて 先づ賴 つたの はこの 信 名で ぁリ、 更に 信 名 を 通じて 在滿に 近付かう とした もの 

である。 今、 暫 らくこの 兩 人に 就いて 述べる。 

信 名 (暗 滿、 倉 丸と も 云 ふ。) は 世に 傳 ふべき 相 當の學 者で ぁリ ながら 餘リ 世に 知られなかった が、 昭和 二 

年 三月、 羽 食 杉 庵 氏の 荷 門瑣談 などが 出て、 大分 世の 注意 を 引. いたので あるが、 これ は 信， 1^^ の 八 男で 春滿の 

末弟で、 春满 十七 歲の 貞享ニ 年に 生れて ゐる。 長兄の 信 友 を 助けて 二十 歲で稻 荷 社の 權正預 の 職に 就いた リ 

大變學 問 好きであって 春滿も 早い 頃眞 崎の 弟信舍 とこの 信 名と に 非常に 望を嘱 したと 云 ふこと である。 春滿 

の 家學は 國史、 律令、 有職 故實 方面 は 在 滿に傳 へられ、 神道、 歌 文、 語學 方面 はこの 信 名に 傳 へられた と 云 

ふ 家傳が あるとの ことで ある。 かの 大著 萬 葉 菜 童 蒙 抄ゃ眞 淵との 共著 萬 葉^ 記が ある。 信 名 は享保 二十 年 四 

月 三日に 稻荷 社の 公事の 件で 江戶に 出た が、 元 文 五 年 四月 二日に 歸鄕 する までの 日記が 上述の ものである。 

周到 綿密で、 稻荷 社に 關 する こと や 在滿、 蒼生 子、 直 子 (春滿 の 女) 等の 荷 田 一族、 さて は 春 滿の江 一. ：1 に 於 

ける 門下の ことな ど、 その 動靜が 細大 漏らさず 記されて ゐ ると 云 ふこと である" さて 11 共 淵が 上京した のは享 

保 十八 年の 春で あるから、 信 名と は、 伏 見に 於て 三年 も 交際した 間柄で ある。 宽延四 年 四月 六十 七歲で 歿し 

た。 

在滿 は、 信^の 三男 高 惟で、 道 員と 云ふ醫 名で かの 和歌の 留書 にも 出て ゐる 人の子で、 寶永 三年 生で あ 

る。 通稱 を大學 とも 束 之 進と も 云った。 伯父 春滿の 養子と なリ、 聲 事に 努めた ので ある，. 養父 春 满が荜 保 八 


年 六月に 歸 京した が、 その 宿願た る 請 創造 倭 學校啓 を 幕府に 提出す る 使命 を帶 びて、 享保 十三 年 九月 十四 

日、 二十 三歲 にして 江戶に 出て 來て、 終に その 儘 腰を据 ゑた わけで ある。 所期の 計 劃 は 中々 朵 取らなかった 

が、 日增 しに 勉學も 進み、 名も廣 まって 三年 後に は r 大鹿 满悅仕 候」 と 春 滿に申 送った 程であった。 享保十 

八^ 一 度歸 京して 四 H 五日の 和歌 會に は眞 淵と も 面 謁して ゐる。 再 東 下 後田 安-侯に 登 席せられ て 頗る^ 遇 を 

裴リ、 宗武 公の 著書に も 力 を 添へ てゐ たので ある。 而 るに 彼の 大嘗會 便 蒙 や 國歌八 論の 件で 仕を辭 して、 3^ 

淵が 推薦せられ るに 至った ので ある。 何れ 之に 就きて は眞 淵の 田 安 侯 出仕の 所に 於て 詳述す るつ もリ であ 

る。 斯くて 以後 は 再び 仕へ ず 門戶を 11;^ つて 敎授 して ゐ たので ある。 寬延四 年 八月 四、 十六 歲を 一期と した" 共 

著書に は 大嘗會 具釋、 同 便 tr 國歌八 論、 本朝 度 制 略考、 令 三辨等 有名な ものが 多い。 長 K 御風が 家 舉を嗣 

いだ。 

さて、 前に 立歸 つて、 眞 淵が 出府す るに 就きて、 其 精神 を眞に 理解して くれ、 後援者 ともなつ たの は、 幼 

少 から 手 を 取って 敎 へて くれ、 其 後 も 何かと 面倒 を 見て くれた 杉浦國 頭で ある。 その 意中 を 語った 昨に、 田 

安 侯に 仕へ 今 を 時め く 在 滿を賴 るが 宜しから うと 指示した の も、 また 先づ信 名に 紹介し ようと 云 ひ 出した の 

も、 この 國 頭であった と 想像す る。 眞淵も 信 名 は 三 ケ年も 交際した 間柄で は あるが、 在 满には 一面の 識に過 

ぎない。 そこで 先 づは信 名への 紹介 を賴ん だもので あらう。 七 右衛門 は國 頭と は 親戚の ことと て濱 松へ は 度 

々來訪 し、 その 折に 眞、 淵と は已に 面識 も 出 來てゐ たもので あらう から、 兩 人から 信 名へ 宛てて 前記の 如き 甞 

翰と なった ものである。 
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浙 くて、 眞 淵が 江 戶に乘 込んで 信 名に 面 謁した の は 元 文 二 年 三月 十四日で ある。 信 名と 在 滿とは 常時 本鄕 

湯 島 樹木 谷の 坂 上に 於て、 家 を 同じう して 居た やうで あるから- 其の 日に も、 在滿 に面謁 は出來 たで あらう 

が、 何う 云 ふ もの かこの 日に は その 事はなくて、 巾 二日 措いて 十七 日に 再び 訪れて 來て、 在滿 にも 面 謁が出 

來 たのであった。 

置 ハ淵は その 日、 直ちに 在滿の 令の 講義 を is いたので あるが、 丁度 その 時、 4； ザ祉尜 行へ 差 出すべき 家記錄 

の拔 萃ー卷 があった ので、 之 を書寫 する こと を在滿 から 托せられた。 奥 淵 は 明日 更 めて 來 して その 依^ を 

杲す 約束で 引 ドリ、 明 十八 日に は 在滿は 他出して ゐ たが、 眞淵は 夜に 至る まで その 事に 當リ、 他^との 比較 

考 檢も濟 したので ある。 常時 在滿三 十二 歲信名 五十 三歲、 而 して 眞淵は 四， 十一 歲、 何れも 大卷滿 の 指^ 啓發 

を 受けた 25 派學 徒で ある。 

元 文 二 年 三 十七 日 乙巳晴 

一年 日 遠 州 濱松鄕 士岡部 三 四. 來入、 在滿令 書 講釋聽 聞 也、 當 十四日 初來 入、 予爲宽 而謁之 節 在滿へ ノ斬 也、 

依在滿 許諾 今日 來會 也、 然今度.|^社奉行所 へ 差 出 諸家 之 記 拔粹之 一 卷 書 寫之 義恃， 之、 明 口 來入止 之 

約 也、 諸 記 之 拔萃出 來在滿 考緩之 相 調畢。 

十八 日 丙午 晴 

一 今日、 本山 神 幸 之 n 也、 ^式 等 想像 スル 也、 岡 部 三四來 入、 拔萃之 記 書寫賴 之 也、 在滿 他出 也、 岡 部 氏 止 

宿 夜- 1 入 迄 番付 等 之義令 考檢、 也、 n 上 甞御敎 甞寫等 爲宽ヲ 以恃， 正 因， 也。 


田舍 出の 三 四が その 道の 先輩の ために 孜々 として 筆寫に 勤めて ゐる、 これが 他日 田 安 侯に 寵 親せられ、 幾多 

の 英俊 を 養 ひ、 百 數十卷 の 著書 を 完成し、 古學 派の 驍將 として 天下 を 靡かせた 大縣居 翁と ならう と は 誰が 期 

しょう 0 

以上の 如く、 眞 淵の 出府 は 元 文 二 年 三月 十四日 頃で ある" さすれば 元 文 五 年の 岡 部 日記 (束歸 に) 「をち つ 

とし 東に 來に ける ほどに」 と あるの を 如何に 見るべき か。 この 岡 部 n 記に 依て 諸 書に 元 文 三年 出府 說が 出た 

もので あらう が、 之 も 荷 田 氏の 新 資料で 解決が 出来る と 思 ふ。 卽ち元 文 二 年 三月 出府した 眞 淵が、 以， 來荷田 

の 一 門と 來往 研究して ゐる こと は 次に 述べる やうで あるが、 それが 元 文 三年 二  n:- 二十 六 日 に 信 名 宅 を 訪ねて 

「萬 葉 會可， ー相始 J  口」 を申談 じて ゐ るが、 其 後學問 方面の 記事 は絕 えて ゐて、 この 年の 六 二十 八日の 條に、 

一、 岡 部 三 四 出府の 由に て來 入、 遠 州 杉 浦 家 無難 之 可否 相尋 之處、 無，： 變災， 之 31： 也、 彼方 二十 二  n 出發之 

由 也 

と ある。 卽ち 二十 二日に 濱松を 立った から 二十 六日 位に 江戶に 入り、 二三 日經 つて 信 名 方 を 訪ねた ので あ 

る。 昨年 春 出府した が 荷 田家の 人々 も 親切に して くれる し、 勉學の 機會も 多く、 知己 も 次第に 出來、 末の 昆 

極め も 付. いたので、 いよく 江 戶に落 付かう と 決心して それの 報告 旁々 家事の 方面 も 多少 は 片付く べきが あ 

つたら う。 そこで 一旦 歸國 して、 今度 六月 末に 再び 出府した ので ある。 岡 部 日記の 「を ちっとし」 は、 この 

再度 出府の 元 文 三年 を 指した ものであると 見られる ので ある。  . 
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一一 出府 當初 の 苦學精勵 f 

その 決心 

異 淵が 京に 出て 春 滿に學 ぶこと 足掛四 年、 その 間 努めたり と は 云へ、 自ら-箱 みて 未し き烕も 無き にし も 非 

ず、 名 を 成し、 我が 理想 を 天下に 行 はむ とすれば 須 らく 孜々 とし 研學 すべきで ある、 毁卷も 褒貶 も 打 忘れて 

脇目 も ふらず 藤 地に 一 道に 精進し なくて はならぬ。 先師 春 滿の农 鉢 は その 赏弟信 名と 養子 在滿 とに 傳 へられ 

たこと は 前述した。 この 二人 は 今や 江戶に 於て 門 戶を張 リ相當 に古學 者と しての 地位 を 占めて ゐる。 卽ち^;^ 

滿の學 びの 筋 を 傅へ るに はな ほこ の 二人に 就いて 問學 もし、 先師の 所藏本 やその 遺著 を も^りて 譜破 しなく 

て はならぬ し、 また 兼て 世に出る たづき も 得られる であらう。 靳 くて 眞 淵が 出府した 元 文 二 年 は 在滿は 出府 

して 八 年 目、 信 名 は 三年 目になる。 共に 一時的の 積リ であった のが 延び/ \ て、 ここに春滿^^」府後の羽な舉 

の 盛名 も 落されずに 來た。 更に 高弟 眞 淵が 突如と して 出現して 一 時 江戶に 於け る 同派の 三 足と も 云 ふべき 舰 

を呈 する に 至った。 旣に 義理 ある 養家 を 出で、 愛する 妻子に 別れて、 大 勇猛心 を 以て、 货 水の 陣を 布いて 大 

江戶の 舞臺に 出た 以上 は 先師の 名 をく たす まじ、 更に この 學の 光彩 を發拇 し、 嶄然頭^^：を^して靑雲の志を 

成す に は苦學 ももの か は、 患難 も 却て 爲樂の 響 を 感ずる。 生れて 初めての 出府で ある。 先づは 名所 蔡跡 でも 

見物して、 それから ぼつぼつ 収リ 掛からう などと 云ふ不 緊張 は 更にな く、 寸刻の 緩み もない。 

百 人 一 首 


卽ち元 文 二 年 三月 十四 n 江戶に 着いて、 先づは 草鞋の 紐 を 解くべき 宿所 も 尋ねた ことで あらう。 中二 日 措 

いて 十七 日に は 在滿の 家に、 その 令の 講義 を 聞き 、その 翌日 は 同家の 文書 を筆寫 して 夜に 至った こと は 前述 

の やうで ある。 斯くて 四月 七日から 百人一首 評會を 始められ たが、 眞淵は その 主任 講師と 云った 形で 當 つて 

ゐる。 而 かも 續講長 きに 渡った がに  一 n として 缺 かした ことの 無い と 云 ふ 熱心 振で ある。 以下、 この こと を 

詳說 する が、 序に 眞 淵の 百人一首の 研究に つきて 槪說 する ことと する。 

前に 眞 淵が 春滿に 入門した 時の こと を說述 した 所に 於て、 在 伏 見 中に 春 滿の說 に 依って 百 人 一 首 を 講說し 

たこと は 一 應は 書いた ので あるが、 なほ 大西家 日 次 案 記 を 再 見す る。 

享保 二十 年 四月 二十 九日 晴 

一 、 今朝 從 U 御所， 早出、 濱松之 人 岡部與 一 鴨 淵滿、 從：， 今日，、 百 人 一 首 於 二 東丸亭 1、 被 ，1 開講 I、 束 丸 之說ざ 

趣 也、 予 (秦親 盛) 亦預， ー講 席，、 相濟已 後月 次 和歌 會被， 催。 

これ は眞 淵が 京に 出た 三年 目の 三十 九歲の 折で ある。 師東 丸から 授けられた 說を 以て 荷 田の 一 族 やその 門下 

生の 前に 於て 講說 したので ある。 凡そ 是が眞 淵の 國學講 說の最 .IP の記錄 であらう。 

更に 今度、 出府して 最初に この 百人一首 評會を 始められ たので ある〕 信 名の 日記に 

元 文 二 年 四月 七日 乙せ 晴 

一、 今日 百人一首 評 會爲、 岡 部 三 四 評判 之宗 者、 出 座、 芝崎宫 內大輔 兄弟 三人 爲寬 也、 予在滿 列席 相 共 評 

論焉、 申.' 刻 斗 北條茂 兵衛來 入、 百人一首 評論 之 事、 茂兵衛 雖，， 發 起，、 依ュ 主用， 不參 也、 因在滿 1$ 評， 之、 
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令 こ 演說， 也、 亥ノ 刻斗歸 去矣。 

これに 依る と、 この 百人一首 評 會と云 ふの は 各自の 意見 を 其の 席上に 於て 敍べ八 "ふ 研究 會 である。 この <! ^を 

始めようと 發 起した の は北條 茂兵衛 であるが、 何故 この 評會を 始めた か 動機 は 判然 しないが、 「岡 部 三 四 評判 

之宗 者」 と 書 出した 所 を 見る と、 置 〈淵が 當時 百人一首に 就いては 春滿の 直傳を 受けて ゐて、 その 方の 植 威と 

して 認められて ゐ たので あらう。 その 眞 淵が 今 出府した ので、 羽 倉 派 一統が、 殊に 北條 氏が それ を聽 かう と 

して この 會が 起きた もので あらう つ この 初會は 「本 鄕湯島 樹木 谷 坂上リ たてよ リ六七 軒 北 小 #1 猜畔柳 助九郞 

地。」 の 信 名 在滿の 家で 問 かれて、 出席者 は 神 田の 芝崎宮 內大輔 兄弟 三人、 爲宽に 家人 信 名 在滿、 それから 

淵 併せて 七 人で ある。 茂 兵衛は 主用に 依 リ遲參 したので、 在 滿が再 評して やって 夜の 十 時 頃 散せ したので あ 

る 0 

この 翌八 n: に 信 名は祌 田の 芝 崎 氏に 至リ、 兄弟 宫內、 ー學 及び 爲寬 とこの 百人一首 評會は 今來月 二 ヶ月の 

間で 完了し ようと 打 合 はせ をな して ゐる。 屮 一 日 措いて 十日に は 神 田 明 神の 芝 崎 氏 宅で この 評會を 開いた が 

典 まる 同志 は初會 同様であった。 

斯くて この 評 會は神 田 明 神と、 本鄕 樹木 谷と ニケ 所に 於て 大體 交互に 問 かれて 十三 囘 にも 及んで ゐる。 そ 

の 最後 は、  * 

元 文 二 年 八 n: 十七 日 癸酉瞎 

一、 今日 百人一首 ノ 評會滿 也。 出席 如， 例、 夜 戌 刻評濟 也。 夜食 在滿！ «應 亥 刻 斗 各；^」 散 也。 


とあって、 卽ち 四月 七日から 始めて 八月 十七 R に 終った ので あるから、 豫定 より 一 ヶ月 半 も 延びた 譯 である。 

この 百 人 一 首 評會中 七月 二十 八 n に 眞淵は 芝 崎 方に 止宿す る ことにな つて ゐる。 これに も 信 名が 仲介と なつ 

てゐ る。 卽ち 

一、 夕飯 後 例ノ通 近所 之 社へ 參詣、 直 到，， 于芝崎 氏 部屋 1、 各面 會、 來 二日 百人一首 會之 事、 三 四 止宿 之 k 

等 之 事 示 k、 各 得心 而芝崎 氏-一 可， 被 ：1 止宿 1 之 答 也 

扱て、 この 芝 崎 氏 は 前に も 度々 出た ので あるが 神 田 明 神の 神官の 家で ある。 春 滿が江 P に 於け る 活動 は 芝 崎 

家の 後援 も餘 程あった やうで ある" 宮內少 輔好高 は 春 滿に學 び、 杉浦國 頭が 春 滿に入 円 する に 就いては 勸說 

して ゐ るし、 春滿 の姪眞 崎を娶 るに 就いては この 好 高が 仲介者であった" そして 春 满の女 K 子 もこの 家の 好 

紀に 嫁して ゐ るし、 この 好紀 も春滿 門人で ある。 この 好 高と 好 紀とは 何う 云ふ關 係に あるか は 不明で ある 

がかの 百人一首 評會 のとき に 「芝 崎 氏 兄弟 f§ と あるの が、 この 兩 人に 當 るので は あるまい か。 ^に^^、 杉 

浦、 荷 田、 芝 崎 三 家 は姻緣 互に 相 通じ、 學問も 皆 同じく 羽 倉 派の 學徒、 而 して 神職た る こと も 比，"： 1： じで あ 

る 「- 眞淵は 幼く から 杉 浦 氏に 學び、 その後 も 常に その 後援 を 受け 来り-、 また 荷 田 氏に も 師事 寄 した ことの 

ある 身で あるから、 兩 者に 關 係が 深い。 江 ，戶 に 於け る 寄る 邊の尠 ぃ田舍 から 出た ばか リの眞 淵が 芝 崎 氏に 止 

宿して 研學 する の はかう した 關 係からで ある。 

少々 横道に 入った が、 この 評 會の收 獲と して 信 名に は 「百 人 一 首箚記 草案」 が ぁリ、 在 満には 「百 人 一 首 

解」 が ある。 而 して 眞 淵に は 「百人一首 古說」 が ある。 近古 崎人傳 にこれ を 在 滿と共 蓬で あると して ある。 本 
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書 は 各 歌 を評釋 して、 各 首の 解の 終りに は 作者の 略譜 を 附記して ある。 明 和 二 年 冬の 著者の 端敦が ある。 而 

して 古 說と云 ふ名稱 はこと かまし いと 云って 「に ひまな び」 と 改名した と ある。 晚年萬 葉 を 主持す る 立場 か 

ら 若き 頃 百 人 一 首の 解 を 書いた こと を 後悔して ゐる 書翰の 一 節が あった やうで ある。 

、、  、、、、、、、、、、、 

宿所、 神 田 明 神よ リ菊間 八幡へ 

元 文 二 年 七月の 末、 百人一首 評會の 半ばに 神 田の 芝 崎 方に 止宿して ゐ たが、 更に 轉宅 する ことに. なった 

それ は 上 總掘巿 原 郡 菊間鄕 八幡宮 神主 根本 大炊頭 平 治 撒の 所へ 寄寓す る ことにな つた。 この 治 胤の 父 胤滿は 

春滿の 門人で ある 關 係から 信 名と は 知己で ぁリ、 同 學の士 である。 それで また 信 名の 口 入で ここに 引越す こ 

とになる ので ある。 信 名の 日記の 元 文 二 年 十一 月 四日に 眞 淵が 信 名 1^ に來訪 したと きに この 根本 氏 宅に 示談 

して ゐる。 そして この 月の 十 ET 日に 來訪 した 時 は 

根本 氏 借宅ノ 事、 來 正月 中 迄 ハ可レ 被 二 借 申 一達 也、 甚 怡悅、 今夕 直 ニ謝禮 旁、 可， 有-- 來尋 i3 口 申談、 則同逍 -1 

テ兩國 橋々 邊迄 相伴 行、 

と ある。 芝 崎 氏の 一室に 厄介に なった が 引越さなくて はならない 事情に なった とき、 正月まで は贷 して 下さ 

ると あつたから 眞淵も 甚怡悅 であった に相逯 ない。 その 夕方 早速 その 謝禮 のた め 根本 氏まで 出掛けた が、 信 

名 は兩國 橋の 所まで 道 索內 して ゐる。 斯くて 一 日 措いて 下總國 i ハ間 弘法 寺の 大根の 紅 菜 見物に 出掛けた。 同 

行 は 主唱 者の 與淵、 根本 大炊 頭、 堀 家主 秕、 荷 田 信 名で あ， る。 皆雅 詠の 嗜 あるの 士- 根本 氏の 邊 から 墨 田 川 

に 舟 を 浮べて 上リ、 行德の 峰から 一里 餘で、 弘法 寺で ある。 紅葉 は 半ば は 落ち たれ ども 世を舉 げて赏 讚す る 


名木で ある。 皆雅 悽を敍 した ことで あらう。 嘗て 鄕 里に 在って、 師翁春 滿ゃ國 頭、 方 塾 等と 鎌 田 村の 江 嫁 氏 

の 靑楓亭 に 大楓の 春 を 賞した 思 出 も 新たなる ものが あったらう。 以上の 交友から しても 已に 根本 氏と 具 淵 は 

知合って ゐた 仲であった やうで ある。 斯くて 十 一 月 二十日に は いよ/ \ 引越して、 その 翌日 信 名の 所へ その 

挨拔に 出掛けて ゐる。 丁度 この頃、 在 滿も本 鄕春木 町 二 丁目 同心 組拜 借地の 古家 を 求めて 引越して ゐる。 

神樂圖 式の 序 を 草す 

元 文 三年 正月 三日に 眞淵は 信 名の 家 を 訪ねて 年頭の 祝詞 も 述べた が、 其 節の 話に、 前に 世話になって ゐた 

祌田明 神社の 樓 門が 造 立され て 大祌樂 の 式が 典され る ことにな つたが、 その 樂譜 等が 伏 見稻荷 社の 祝で 世々 

神 樂預の 職に ある 松 本 伊豆守 秦爲 寛の 家に 傳 はって ゐ るが、 その 爲 寛が 丁度 出府して 在滿 家に 寄 遇して ゐ 

る。 而 して、 浪人 神 山 多 仲と 申す 者が 樂譜の 達人で この 明 祌の芝 崎 家の 音 樂の 師範で あるから、 之に その 樂 

譜を爲 寛から 相傳 へて、 正月 二十 一日の 祌樂 再興に 就いて、 この 祌樂の 圖式を 奉納し、 その 序文 を眞 淵が 懇 

望され て 述作した から、 それ を 信 名に 見て 貰 ひに 來 たので ある。 信 名 は 神 樂譜等 を 誤傳 でもされ て は 稻荷社 

の污 名が 後世に も 及ぶ と 心配 レてゐ る。 

當時眞 淵 は 萬 葉 研究 會を 企てて ゐる。 右の 祌樂圖 式の 序の 話 をして から 五日 卽ち 正月 八日に、 信 名が 松岛 

町の 稻荷 社へ 參 つたと き、 根本 氏と 眞 淵と が來合 はせ て、 これから 信 名の 宅で 萬 葉會を 始めたい と 話して ゐ 

る。 二月 二十 六日に も 眞淵は 信 名に この こと を談 じて ゐ るが 其 後 一 時 この 話 は 中絶して ゐ たやう である. - 
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その 間、 3 ^〈淵 は 一 度濱 松に 歸 省して 翌年の 元 文 三年 六 のド 句に 再び 江戶に 出て 來 たこと は 前述した ので 

あるが、 八：；： 十六 □ に 信 名 方 を 訪ね、 來る 二十 二日から 萬 葉會を 始めようと 話した が、 二十 七日に 二十 卷か 

ら 始められ たので ある。 卽ち、 

元 文 三年 八 n:- 二十 七日 晴 

1、 岡 部 三四來 入、 萬 葉 菜 二十 卷目 講會始 也、 午 ノ下刻 斗畢也 ^ 夕飯 振舞、 平 八、 宮 内同逍 一一 テ在 滿令會 

へ 被參 也。 

在滿の 令の 義解 研究 は 依然 この 時も續 けられて ゐ る-, - 羽 倉 派に 於て は 同時に この 令 食と 萬 i. 架會 とが！^ されて 

東都の 古學 界を賑 はした ので ある J 以來 この 萬 葉 研究 會 はこの 年の 九月 七 口、  二十 二日、 十 六 n、 十二 

日、 十一月 三日、 四日、 十 n、 十七 日、 二十日 — 二十 卷 終る、 二十 七日、 元 文 四 年 三月 十 口、 卜 raln、 十 

七日、 同 四 二  n、 七 nr  二十 七日、 五月 十一 日、 十七 nl、  二十 二日、 二十 八日、 六月 二  n、 七 n、 十二  e 

に 開かれ、 而 して 六月 十七 日 は 

一、 三 四來入 萬葉會 今日に て相滿 率、 鈴 木氏來 入、 夕飯 振舞 各 同道-一 テ在 方へ 出會 也。 

卽ち これで 萬 葉會は 一 先づ 終了した ので あるが、 また この 月 二十 七日に i ハ 淵が 萬 葉 第の 不審の 所に 就き 問答 

して、 夕食後 同道して 在 滿の會 へ 出席して ゐる。 

斯様に 萬 葉の 研究 會の 記事， は 前後 二十 六囘 にも 及んで ゐる。 勿論 この間に は 記入 洩も あるか も 判らな い 

が、 多い a; は六囘 にも 及んで ゐ るし、 「萬 葉會 評、 終日 薪 判 而申刻 斗歸」 と ある 如く 熱心に 開かれて ゐ るし、 


一 方で は 在滿の 令の 會が ぁリ、 元 文 三年 十 一 月に は 江 家 次第の 講義が あり 元 文 四 年 四月に は 職 原 抄會も あつ 

たが、 具 淵は是 等に も 皆 出席して、 中々 に 努めて ゐる。 

この 萬 葉 集， 1^ 會の收 獲と して 「萬 葉菜统 記」 (現在 卷 十七、 十八、 十九、 二十の 四 冊、) が 信 名の 手に 成って 

ゐる。 この 中に 師案、 淵 案、 予案 などと して 各 評者の 說が载 せて ある。 なほ 本書に は卷 十七の 天平 二 年と い 

ふ處 から 卷 二十 新年 之 始乃波 都 波と いふ 處 まで 書かれて ゐて、 萬 葉 集中 難解の 歌 を 主として 研究した もので 

あるら しい。 從 つて かの 萬 葉會も 斯うした 趣旨に 依る 食であった らう。 外に 信 名に は 四十 六 冊と 云 ふ 萬葉壤 

童 蒙抄， が ぁリ、 第二 卷 から 第 十七 卷 まで 自筆で 註釋 して あると 云 ふこと である。 眞 淵の 萬 葉 研究：^ その後い 

よく 進んで 萬 葉 解 や 萬 葉考が 出來、 冠辭考 など も 完成され たが 淵源す る 所 は 遠い ので ある。 

大嘗會 便 k 板 下 を 書く 

次 は 彼の 有名な 大嘗會 便 蒙の 板 下 を 書いた と 云 ふこと である。 本書 は 櫻 町 天皇 元 文 三年の 大嘗會 に 際して 

在滿が 幕府の 內命を 受けて 御 儀 を 陪観し、 儀式を註して圖式と共に幕府に上った大嘗會儀式4、釋九卷から^^ 

式の 肝要な 點 にっき、 門人の ために 解說 した ものであるが、 是が 問題 を 起して 在滿の 身上にまで 及ぶ ので あ 

る。  . 

元 文 四 年 十一月 二十 二日 晴 

一、 朝飯 後 往，， 于本鄕 1、 岡 部 三四來 會在滿 述作 之 大嘗會 便 HI 板 下淸書 筆記 也。 

同 十二月 二十日 晴 
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一 、 在滿方 ヨリ 手柬、 大嘗會 便 蒙 一 部 二 冊 出 來之由 二 テ被贈 也。 頃日 中 一 切 右 板 行 仕 立 等 之 義打樹 被， 居 之 

由 也。 

とぁリ て、 同書 序 三枚 初め 一枚 及び 揷糟は 在滿の 手で あるが 他は眞 淵の 筆で ある。 . 

源氏物語の 講義 は 元 文 五 年 正月 十九 日に 開講して ゐる。 後年の 新 釋の源 はこの 時に あるので ある。 

1、 根本 氏 朝飯 後歸 去、 直 親 同道-一 テ 日本 橋 岡 部 三 四方へ 源氏物語 講會 -1 出席 也。 今日 開講 之 由 也。 

已に萬 葉 會も元 文 三年 十 一 月 十日に は 自宅で 開いた ことがあ るが、 源-氏 は 自宅で 開講して ゐる所 を 見る と 今 

度は獨 立の 門戶を 張った 譯 である。 當時は 日本 橋に 住まって ゐる ことに 注意 を耍 する。 

この 源氏の 會と 同時に 正月 二十 五日に は 歌會を 始めて ゐ るの も 目立つ。 

元 文 五 年 正月 二十四日 晴 

：… 明日 岡 部 三 四歌會 興行 初 會之事 …… 

同 二十 五日 

…… 巳ノ刻 在滿來 入、 藥持參 也。 三 四方 歌會 出席 之 由 …… 。 

初の 歌會を 祝して 在滿も 病氣を 押して 出席した もので あらう。 二月 二十 五日に も 同じく 歌會が 開かれて ゐる 

ので ある。 

, i  ^  da  ,    .    ： 卜  I  


以上 は 荷 田信眞 氏の 調査に 依って 述べた ものである。 その 原資 料 は 度々 述べた 如く 信 名の 日記で ある。 信 

名 は 元 文 五 年 三月に 稻荷 社の 公事 一 件が 漸く 結末 を 告げた ので、 同年 四月 二日に 在 滿ゃ眞 淵 はじめ 知己 一 同 

に 別 を 惜んで 江戶を 立って 歸 京す るので あるが、 寛 延四年 (十月 改元 寶將) 四 二十 四ョ 六十 七歲を 以て 歿 

して ゐる。 その後. 春滿の 衣鉢-を 傳へ たもの はこの 江戶に 於て は眞 淵の みと 云 ふこと にな リ、 彼の 學識 もい 

よ/ \ 進んで 終に 一 家 を 成す に 至る ので ある。 

さて 以上 は眞 淵が 元 文 二 年 三月 半 頃 江戶に 來リ、 信 名が 江戶を 去る 元 文 五 年 四月 初までの 間滿 三年 間の 眞 

淵の 活動 狀況を 述べた ものであるが、 この間 眞 淵の 出府した 四 ヶ月 許リの 宿所 は 判らない が、 本鄕港 島 樹木 

谷 坂上リ たてよ.^ 六 七 軒 北 小 普請 畔柳 助九郞 地の 荷 田 信. 名 等の 家に 同居した もので あらう か、 それから 祌田 

明 神の 芝 崎 氏の 一 室に 厄介に なリ、 五ケ 月經て 今度 は 江 東の 下 總國巿 原 郡 菊間鄕 八幡宮の 根本 大炊頭 平 治 胤 

と 云 ふ 同門の 家に 寄 遇した が、 二 ヶ月 位の 元 文 三年 正月までの 約束であった。 それで この 正月 半から 川 西の 

日本 橋 松 島 町 稻荷社 根本 氏 宅に 引越した が 二三 ヶ月で 一 旦歸将 して、 この 年 六月に 再び 出府した。 今度 は大 

方 村 田 春鄕の 家に 同居した らしく、 十一 月に日本橋に於て人と會してゐる旨の記事^^ぁる。 卽ち 三年 間に 少 

くと も 居を轉 ずる こと 五囘 である。 或は 食客と なリ、 或は 同宿と なリ、 或は 家庭 敎師 ともな リ、 席溫 まるに 

暇な き 程で ある。 而 かも この間に 於て 百人一首 評會、 萬 葉 集 評 會には 信 名 ゃ在滿 と共に 赏耍な 地位に 在って 

會を缺 掌し、 一 方 在滿の 令の 義解、 職 原抄、 江 家 次第 等の 講 筵に 參聽 し、 大嘗會 便 蔡の板 下 や 神 田 明 神祌樂 

圖 式の 序文 を も 書き、 終り 頃になる と 愈々 獨 立して 自宅に 源氏物語の 講說を 始め、 歌會を 創めて 門下に 敎授 
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する に 至った。 ただ 三年の 短期間ながら 生活苦と 戰 ひっつ、 孜々 として 倦まざる 意志の 永總 性、 烈々 として 

燃え盛る 學究 意欲の 旺盛なる、 後年の 大成が 遇然に 非る こと を 頷かし める ので ある。 

三 村 田 春 道の 家に 

廉ハ 淵の 出府 を從來 四十 二 歲の元 文 三年の ことと して ゐる說 が 多く、 その他 寬延 三年 或は 宽保 三年 等の 說も 

ある こと も旣述 した。 而し てこの 元 文 三年 說は 日本 橋 小船 町の 村 田 春 道の 家に 寄 遇して、 觅に^^：獨立して講 

會も 開く に 至った ところからの 說 かと 思 ふ。 それより 以前 は 鬼 角に 住所 も 定まらず、 鞞々 流浪の 人の 如くで 

人に も 認められなかった が、 ここに 於て 一人前の 町 師匠と なリ、 鄕國 天龍川 口川 袋 村 出身 長 谷川 氏なる 小 野 

古道 は 率先して 入門の 禮を 執って ゐ ると 云ふ譯 で、 實に眞 淵が この 村 田 氏に 寄 遇した こと はやが て大 飛躍 を 

なす 出發點 ともなった ものである。 さて この 村 田 春 道と 云 ふ 人 は 何う 云 ふ 人で あるか。 

この 利 田 春 道 は江戶 日本 橋 小船 町に 本宅が ぁリ、 深 川 森 下町に 別莊が あると 云 ふ 豪商で、 乾糨： の 問 It- など 

をして 居った が、 商 賣氣の 無い 人で、 早くから 神道 や 和歌 を 好んで その子の 春鄕、 卷海 にも 師を 選んで 諸學 

を 授けた と 云 ふ， - ここに 荷 田 門の 古 學家眞 淵が、 謂は乂 宿無しで ゐ るので 聘 いて、 自ら その 敎を請 ひ、 なほ 

その 研究 上の 後援者 ともなつ たので あるが、 その後 二人の 子供 も敎を 受けて、 この 親子 三人 は縣 門に 於け る 

録々 たる ものと なった ので ある。 この 春 道と 眞 淵と は 何う 云ふ關 係に 依って 相 f ゃゥ たので あるか は 明かで な 

いが、 私の 想像 を 許して いた 乂く？ 春滿が 出府して 始めて 足 を 留めた 所 は 今の 京 橋區の 三十 間 堀の 中島 五， 邓 


作と いふ 豪商の 家で あつたが、 この 仁 は 茶人で 歌 好きで ある。 而 して 前述の 如く、 日本 梳 小船 町の 村 田 春 道 

も 一 霧 商で ぁリ、 歌 好の 神道 家であった、 そして この 兩家は 南北 僅かば かりの 距り である。 從 つて 趣味の 上 か 

ら兩 家に 交渉が ぁリ、 早く 春滿の 評判 は- F+ にした ことで あらう。 而 して 更に 春滿 が正德 元年 W 魏砲洲 船 松 町 

一 丁目 ゃ元祿 十六 ケ. H 宣場 町に 引越してから は 春 道の 小船 町と は 間近い ことで あるから 兩 者に 何等かの 交渉が 

生じた であらう。 現に 關根 溥士は 「荷 田 氏と 交誼の あった 富豪 村 田 仙右衞 門」 と 云って ゐる。 この 關係 から 

春滿が 江戶を 引上げて 後 も 在 滿ゃ信 名 は 春 道と 交渉が あった ことで あらう。 そこで 荷 田 門の 偉材の 出府 を 開 

き、 私 かに 期待 もして 居った 所へ、 在滿 あた リの 推薦 もあって、 村 田家の 師匠と して、 招かれた もので あら 

う。 なほ 前記の 如く 元 文 三年 正 H 半から 眞淵は 松 島 町稻荷 社に 止宿した が、 此處は 村 田家と は 三 四 丁し か 離 

れてゐ ない、 いよ-く 以て 兩者を 相 遭 はしめ るに 至リ、 終に 村 田家に 同宿す る ことにまで 話が 進んだ もので 

あらう。 

この 村 田家 寄寓 時代の ことで あらう か、 正月 は迎 へた ものの 門松 も 立て 得な い 人並なら ぬ 身 を かこった 一 

首が 家集に ある。 

「都の かた へ にす ま へ ど 人な み/ \ なる 身に しも あらねば 春 をむ かふる 業と てな にごと をも設 ず、 さる は 

円 さしてな ども あらねば、 のど やかに のみ も あらず。 山に も あらぬ 吳 竹の よの 中には 法師 ばらとい ひけん 

も おぼえて、 われ だに いひ しらず なん。 人々 のまで 來て、 かたらへ る 歌 を 聞ば、 とり-/ \ に を かし かけれ 

ど、 もとよ リ おのが 心 を やる わざ なれば 人に なら ふべき にも あらず、 よしと てうら やむ ベ きこと ゎリ もな 
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年 くれて 松 を もた てぬ すみかに はおの づ からなる 春 やむ か へ む」 

一人 住みの 如何にも 寂しい 正月で ある。 なほこの 頃の 消息 を 窺 ふべき は 岡 部 日記に ある。 之 は 四十 四 歳の 元 

文 五 年 秋の ことで ある。 

「あはれ 都に ありつる ほど は、 あからさまながら の はに 故鄕 に歸リ などし ければ さの み も あら ざ リしを 

今 はた はやす くも 歸る まじく 思 ひなし つれば、 千里の をち に老 たるたら ちね をお きまつ リて、 とみの^ あ 

りと もい かで かしらん。 しると もい かで かとみ に 行きいた らんつ 今やい かなる ことか あらん。 いかなる 心 

にかます らんな ど、 人 やりなら ぬむ ねさ わがれ つる こと、 H ごとに ありし を、 世の さが は あはれ なる 物に 

て、 うつたへ にわす ると は あらね ども、 友が きもいで 來て、 高き いやしき 行き かひし ける に、 二つな き 心 

のま ぎれ やすくて 過し ぬ ^ 此秋 はい ざな ふ 人 さへ あれば、 いで や 母 を も をが み、 つま 子 はらから にも あは 

M やとて 後の 七月 八日つ とめて たち いづ。 此 あらまし いふ ころ、 人々 別れ をし むと てから やまとの 歌 ひと 

百ば かリも あらん かし。 そ はこと 物にしる しつ。 友が きの 名殘 なきに しも あらね ど、 ちぎりお く n 數 いく 

ばくなら ね ど、 先す すまる る 心に はいたし ともお も ほえず。 品 川のう まや あたり は …… 0  二十 口ば か リ.； 26 

より 親しき かぎり 文お こせた リ、 一條 わた リ にも 聞し めしつ る を、 などて 過し 給 ふべき 事 か は、 近き 年 比 

考へ給 ひし 古歌の 注な どもお ほかな リと 聞く を 東の 海べ だに 拾 ふべき あまの 子 も あら じかし。 波の そこな 

らん も、 あま リに うもれに たリ。 わた リ にも 奉れ 給 はんかし。 雲の上の 月も此 ごろ こそ £!： れ など、 こま 


やか こて  。 藤 睪の他 阿 上人 はは やく むつまじ きわたり なれば 立よ らまく m 心 へ ど あす はは や、 く 入べ 

きに て 過ぬ。  。」  • 

故 鄕には 老母 兄弟 妻子 を 思 ひ 措いて、 常に 後髮を 引かれる 思 ひで 過して ゐ るが、 高き 卑しき 多くの 交友 も 出 

來て 紛れ もせられ た. こと、 この 出發の 送別の 詩歌 百餘 にもな つたこと、 藤 澤の他 阿 上人と 舊交 のあった こ 

と、 旣に 古歌 註の 多く 成って ゐる こと、 京の 荷 田家の 人々 と舊誼 は變ら なかった こと、 一條 邊の 高貴の 方が 

眞 淵に 目 を 懸けられて ゐ たこと などが 窺知 せられる。 

この 歸鄕 のあった 翌年 卽ち元 文 六 年 (寛 保 元) から 眞淵 家集 は 寄 かれて ゐ るが、 この 翌.々 年の 宽保ニ 年に 

は 八丁 堀の 方に 引 移った。 今 この 家 典の 元 文 六 年の 所に 依リ當 時の 生活 を 観る に、 月次 歌會 (大方、 二十 九 

日) を 開いて 門弟 を 集めて ゐる。 當 時の 出題 は 「廣澤 池 眺望」 「春 鶯呼 客」 の 如き、 後年 は 之 を 中世 風で、 歌 

の 姿 かた、 く、 なしく、 ひくくな ると 云って 斥けた 處 であった が、 断 様な 文字 題 を 採って ゐる。 旣に高 食な おに 

歌道の 御 相手な ど をして ゐる。 東 叙 山 一 品 親王のお 召 を 添う して ゐ るし、 芝の 三 緣山知 巌和尙 とも 交 はリ、 

長 岡 城主 牧野 駿河 守、 松 平 遠 江 守、 小 笠 原 家の 如き 大名 或は 旗本な どに も 出入し、 .，^して、雄輕爲^|^、 藤 原 $ 山 

香、 源 之眞の 如き は何處 かの 家士 であらう、 德積磧 庵 は 町人 か町醫 者で あらう、 養- 1  水院 家の 辻子將 子の 如き 

女性、 是等は その 門人で ある。 かの 「友が きもいで 來て、 高き いやしき 行き かひし ける に」 と ある は 妙： の 偽 

リ もない。 當 時の 歌 二 首、 

同じ 日 遠 江なる 人々 をお も ひて (拾遺に は r 武藏に 侍る に 遠つ あ ふみに ます 母の 御 もと を 思 ひて 年の 始 
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に」 と ある 0) 

こえ ゆかば われ 事な しと 甲斐が ねの あなたに 告げよ 春の 初 風  - 

四十 五の 年の くれに 雪の ふら ざリ ければ 

め 

年 くれて 空に は 降らぬ 白雪の しらず かしらに 積リ 初ぬ る 

萬 葉 調へ の轉換 はこれ よ リ餘程 後の ことで ある。 

四 加 藤 枝 直の 邸に 

「江 戶に出 でられし 始めに、 村 田 春 海が 父の 春 道と 云 ひし 神の 道 を 好める 人の 家に 居せられ ゆるが、 後 

に 橘 千 蔭が 父の 枝 直と 云 ひし 歌 を 好める 人の 招きに て、 共の 近隣に 家 を 作りて 住れ けり、 北 八丁 堋と云 ふ 

所な リ。」 (玉 櫸) 

この 北 八丁 堀に 移 居した 時 は 判然 しないが 增補縣 居 翁 年譜に はこれ を 元 文 三年の ことと して ゐる。 岡 部 譲 翁 

は 「枝 直の 厚意に て 北 八丁 堀に 家 を 構へ たる は宽保 三年 歟、 延享 元年な リ。」 (番 節 凝 九 〇) として 居られる 

が 其の 據る所 は 明かで ない。 旣に寬 保 二 年 二月に 萱場町 新宅 會に國 滿が出 詠した 云 ふ ことがあ るから 枝 直の 

北 八丁 堀の 屋敷 を 貸せて 住ま はせ たと 云 ふの はこれ ょリ 以前で あらう。 而 して、 この 國滿の 日記に 在る と 云 

ふの は古學 始祖 略 年譜に 

「二月 眞淵 家の 會、 出 詠の 事、 國滿 家集に ぁリ、 同 築に 東都 萱場 新宅 會始 によみ て 遣す、 兼題 會， 友 見， 月 


思 ふ どち 月見る 秋の まと ゐに はことば の 露 も ひか リそ はなん」 

と ある こと を 指す ものである。 なほ 之 を 裏書す る 記事 は r 眞淵 家集 卷ー」 の 寬保ニ 年の 所に 

「ことし、 ここに ふせや をし めて 竹な ど植 ゑて 侍る に、 十二月 五日 雪の ふりければ 

. しめお きしまが きになび く吳 竹の よに めづ らしと おも ふ 雪 かな」 

是 等に 依る と 元年から 工事 を 始めて、 その 翌春から でも 引越した ものである。 之 を 裏書す る 寄 節が、 帮簡總 

編 三に 出て ゐる。 それに 依る と 七月 十七 日から 工事 を 始めた と 明記して ある。 

さて、 この 萱場 町と 北 八丁 堀と は 勿論 異 つた 所で あるが、 もと 同じ ー洲の 上に 發违 した 町であって 全く 地 

續き であるから、 世人 は 判然と 區別 もせずに 用 ひて ゐ たので あらう。 現に 本 間游淸 の雜談 無名 抄に 「職 居葡 

跡」 の 事と して 

「師翁 (春 海) のた まひし は 加 茂 大人 はじめは 裏 茅場 町なる 枝 直の 家と 隣り てす まれた リ。 後に いささか 

あらそ ふ 事 有て あしくな リ、 濱 町に 移リ すまれぬ。」 

と ある。 して 見る と 枝 直の 家 は 八丁 堀と も 裏 茅場 町と も 云 ひ、 また 北 島 町と も 云った やうで 澤近 嶺の恭 C 々獨 

談 にも 「ある 時 ひと. リ、 千 蔭 翁の 北 島の 庵 をと ひて」 とも あるから 知られる。 この 枝 直の 舊宅は r 地藏 橋と 

いふ は 北 島 町 (日本 橋の 最南 端) の 電車 停留 場よ リ 馬場と 云ふ賑 へる 廣 小路に 入リ、 左へ 曲り て 半 丁 程の 處 

に 架れ る、 いと 小さき 石橋な リ。  この 橋 を 渡リて 右の 角 は 橋 爪 病院、 左の 角 はもと 村 田 春 海の 家に 

て、 春 夢獨談 に地藏 橋の いほ リと 云へ る はこれ なリ。 そこ を 直ぐに 行きて 左り 方の 第一 の 小路 を贫乏 小路と 
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云 ふ.^ その 次の 小路、 乃ち 提燈 かけ 横町に て、 其 北 角 こそ.^ 藤 又 左衞門 住めり しなれば、 賀茂 翁の 奮 居も必 

此 あたり なるべし。 今 は 鬼に 角 漬物 賣る 店ぁリ て、 次に 錢！ t あり、 北 島 町  一 丁目 二十 三番 地と お ぼ ゆ。 思 ふ 

に賀茂 翁の 住めり し は 表の 方に は あらで、 この 小路に ひき 入り-たる 方に て、 古 はいと 靜 なりし ところな るべ 

し。」 と、 大正 七 年 十一月の 「心の 花」 に、 三 村 淸三郞 氏は說 かれて ゐる。 

斯く 町名 を 異にし 年代 を 異にして 文献に 現れて 來 るから 一-見して は眞 淵の 葡 宅が 所々 にあった やうに 考へ 

られ るので ある。 眞 淵が この 八丁 堀の 加 藤 枝 直の 家へ、 最初 は 同居の やうに 移リ、 更に 斥 _ 敷の 半分 位 を 借り 

受けて 家作し 定住地と した ものである。 前に 元 文 三年、 かの 春 海の 家に 移リ、 此處に は 三年ば かり 居って こ 

の 八丁 堀に 移った ものである。 

この 八 r 堀と 云 ふの は 其の 名稱は 八丁 堀 舟 入の 略で、 京 橋 川の 末に 八丁の 堀 を 掘った からこの 名が 出た の 

である。 江戶の 町奉行に 屬 して ゐた與 力 同心 はこの 八丁 堀 岡 崎 町 近邊に 居住して ゐ たが、 俗間で は 「八丁 堀 

御 役所」 と稱 して 大いに 畏れて ゐた。 與 力の 宅地 は 大抵 二百 五十 坪で、 表に 門 を 構へ て 儼然として 居った が、 

廻りと 同心 は 百坪餘 で、 表 地面 は 商人に 貸與 して、 自家 は 其 奥に 居住した とい ふ。 其の 職務 は 巡邏、 偵察で、 

穏密は 常と 臨時と に 分れて ゐた。 平生は 燕 尾衫、 袴、 草履と 云 ふが 正装で、 帶 刀の 上に 紅の 十手 を携 へて 手先 

(おかっぴき) 二人 を從 へて 市中 を 見廻って ゐ たので ある。 

わが 加 藤 枝 直 も 斯うした 邸宅に、 かう した 役人 生活 をして 居った もので、 二百 五十 坪. の 中 何程 か を 分割し 

て眞 淵に 貸せた ものである。 濱 町の 縣 居が 百 坪 許で あつたと 云 ふから この 尾 敷 も それ 位の もので あつたに 相 


逢ない。 この 借地に 就いて 眞 淵の 請 人と なった の は鏠屋 町の 半 四 郞と云 ふ 者で ぁリ、 地代 ほ 並より は輕く 

し、 半年 分 宛 前に 支拂 ふと 云ふ證 文で あっても、 事實は 半年 分 宛 後に 支拂 つて ゐた、 是は枝 直が 眞 淵への 

「合力 之 心底」 から 來 たもので ある。 

がま 元 伊勢の 松 坂に 生れて 中年 江戶に 出て かの 名 奉行 大岡越 前 守の 手に 附 いて 幕府の 直臣 となり 與カ 

にして 吟味 方 を 勤めて 相當の 利け者であった。 この 枝 直と 眞 淵と は 何う して 知り合つ たかと 云 ふこと は 判然 

しないが、 村 田 春 道 は 旣に荷 田 春 滿と相 知リ、 その關係で眞淵が春道の家に寄-：^：：し、 この 春 道と 枝 と は 極 

く 近所に 住まっても ゐ るし、 歌道と 云 ふ 趣味 も 同じで あ.^、 なほ 春 道 は 枝 直の 鄕里 伊勢と は緣が 深い、 卽ち 

津 市の 近くの 白子の 村 田 橋 彥は田 鶴舍と 云って 眞 淵に も宣長 にも 就いた 人で あるが、 之が 薪 道と は 同族で あ 

る こと は 近頃 明かに する を 得た が、 現に 橋 彥の墓 域に 「村 田 次 兵衞、 江 戶小橋 町」 と 云 ふ 一 某が ある、 春， 道 も 

小船 町で あり， 次 兵 衞と云 つたと あるから 何 か兩村 田家の 關係を 物語って ゐる。 斯様な 點 から 枝 直と 赛 道と は 

餘程 親密に して 居った と 想像され る。 そこで 春 道の 紹介に 依って 眞 淵が この 八丁 堀の 枝 直の 家へ 引 移る こと 

となった もので あらう。 春 道に は 春鄕、 春 道と いふ 秀才が あつたが、 枝 直に は佐芳 (千 蔭) と 云 ふ十歲 にも 

足らぬ うちから 歌 を 詠んだ と 云 ふ 神童が ある。 枝 直 は 劇職に 携 つて 好きな 雅道 にも 遠ざかり 勝で あるから、 

我が 愛兒の 指導 も 手廻リ かねる" そこで 眞淵を 招いて 隣に 居らし めて * 自己の 研 舉の指 一 溢 も 仰ぎ、 兼て 千薩 

の 教化 を も 請 はんとし たもので あらう。 新くて 村 田 氏の 二 秀才と 加 藤氏 一 神童と は相携 へて 1^ ぐ 淵の 燕陶 を受 

ける に 至った ので ある。 
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枝 直 は 眞淵登 m の 大恩 人で ある。 その 松 坂に 在る や、 七八歲 頃から 父 春 雪に 導かれて 歌を與 f び、 古今 葉 

を 調べ、 四十 六 歳の 元 文 二 年に 「歌の 姿 古今 を 論ふ詞 」 とい ふ 著書 さへ あつたと いふから 歌に 就いては 旣こ 

相 當の才 と 見識と を 持って 居った ので ある。 而 るに 眞 淵に 接して は その 學識を 景仰して 六歲の 年長で ありな 

がら 師事した こと は 文壇の 佳話と して 言ひ傳 へられる。 かく 枝 直 は舉問 上に 於て は眞 淵の 弟子と して， んだ 

が、 一方 その 後援者と なリ、 眞 淵に とって は 大恩 人であった。 卽ち  . 

一 ， その 邸內に 特別の 優遇 をな して 住ま はしめ たこと は 前述の 通リ であるし、 

一一、 眞 淵が 田 安 侯に 出仕す るに 就いては、 在滿の 推薦 もあった ので あるが 枝 直が 蔭ながら 周旋 大いに 努め 

たと 云 ふ C とで ある。 枝 直 は義俠 心に 富み、 青木 見 陽の 如き 學者も 大岡越 前 守に 推擧 したと 云 ふ 話 も あ 

る 0 

三、 「冠 辭考」 の 跋文 は眞 淵の 切なる 希望に よって 書いた が、 それに は 常に 眞淵 を稱揚 して 世に 現す やう こ 

努めて ゐる。 卽ち枝 直 は 最初 は 「吾 賀茂眞 淵 云々」 と 書いた の を、 眞淵は 田 安家の 臣下と 云 ふ 地位に 對 

する 故障な ども 憚って 「吾縣 主」 とか 「賀茂 翁」 とかに 改めて 直 ひたい、 さう する こと は、 贵 殿から 自分 

を 崇める ことに はならぬ からとまで 念 を 押して 賴ん だのに、 枝 直 は 「吾 師縣 主」 と 云 ふ 尊敬の 語に 改め 

た、 そこで 眞淵は 「吾 師縣 主と 可， 被， 成 思 召 之 由、 忝 奉， 存候  大慶 奉， 存候」 と 重々 の 禮を敍 ベ 

てゐ る。 

枝 直が 眞淵 を後授 した こと は 大耍斯 くの 如くで ある。 


次に、 この 八丁 堀の 住宅の 工事の 模樣は その 書翰に 見えて ゐ る" 何處 からか 古尾 を 買って 船に 積んで 來 

て、 寬保 元年 (四十 五歲) 七月 十七 日から 工事 を 始め、 先 づ臺所 を 建て、 次に 土 藏を荒 打ちし、 ^敷 を 建 

て、 四疊 半の 床柱 は 取換へ、 庇 は 大方 取換へ、 天井 は 黑部杉 を 百 枚 貰 ひ、 この 緣は 晒し 竹 を 用 ひ、 椽、 框も 

換 へたが 地 組な ど は 少しも 改めず 元の ままに して 置いた。 ほして、 家の 値段 も 船賃 も 思 ひの 外に 高い と m 心つ 

たが、 新築す るより • は 下値で あるから 喜んで ゐる。 而し物 入 は 多く、 無人で あるから s 雇を賴 むと また 案外 

の 物 入で 閉口す ると ある。 この 普請の 費用に 就いては 窺 ふべき 資料 は 無い が、 枝 直 や 春. 道、 その他の 門人 か 

らも 合力が あつたで あらう。 鬼に 角 相 當な物 入で あつたに 逢 ひない。 

斯くて、 引 移って 五 年 目の 延享 三年 二月 晦日の 夕方に 類燒 して 了った。 前後の 消息 は 家 菜 一に 依って 知る 

ことが 出來 る。 

「二月 晦日 ま J 本 所と いふ 所に 火お こリて 家 ども 多く やけに けリ。 その 夕つ 方 風 も あらく、 そらの けしき 

あかく ちり， だち て、 ここにし も 火の あるかと 覺 えたる を、 その 夜 亥の 初ば かり- 4- 町ば かりみ. なみより，、 ま 

た 火いで きて、 程なくお のが 家も燒 けぬ。 昔よ リ心 をつ くして かう がへ つつ、 物 多く 教そ へたる 禅 ども あ 

れば、 これ をば くらに も いれ じ。 いかで 使よ からん 所へ わたし やりてん。 今 はとての がれいで なん 時、 從 

者の 手 ごとに もたせむ とか ま へ て、 先 その 事 をと リ したたむ る 程に、 調度 ども は 心に も いれず、 ただく 

\  えらぶ 

らの戶 ぐちに ひ ちやこぬ リ まかな はせ て 立いで ぬ.。 ほどなく 烟 にこ もりに ければ、 源の 簡が もとへ 行て 夜 

を あかしぬ。 なにば かリの 家なら ねば、 なごり-もさ しも あらね ど、 また 草の 庵 結ばむ まで は 人に よりて あ 
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らん もく るし かるべし。 

卷の 野の やけのの 雲雀 床 をな み烟 のよ そに まよ ひて ぞ なく 

おのが あた やよ リ火 いよ、 さかりに なりて、 明闩の ひるまで もつ ぎ /(^やけ 行に けり。 いく 千よ ろ づの家 

いっか 烦 となり. けん。 人な ども 死 けれと いふなり。 また ことし は 所々 に 火 ある は、 ぬす 人の わざ も 多し と 

て、 からめて かう が へらるな どもい ふ。 

田に も あらぬ 千 町の 家 を やきすてて つくれる 罪の 程ぞ しられぬ」 

學 者の 惜しむ 所は晴 衣で もない、 調度で もない、 書籍で ぁリ、 精魂 を 打 込んだ 著作で ある。 斯うした：？」 <. もな 

場合に は 最も 能く 各人の 特色が 現れる ものである。 この 時 倖に も、 その 著作物 を 烏 有に 歸 せしめなかった の 

は、 せめても の 慰であった らう。 以來眞 淵 は. 非常に 火に 對 して 戒心 を 持ち、 その 著作物が 江 一. X に 在る こと は 

危險 であると して その 副本 は 故鄕の 有志に 贈る ことにし たと 云 ふこと で、 濱松缝 に 現存す る 遺稿の 多く は斯 

うした ものの 名殘 である。 燒け 出された 眞淵は 家に はさして 執着 もなかつ たが、 またしても 過去に 送った 寄 

留 生活に 入る のが、 苦しかった であらう or なにば かりの 家なら ねば、 なごり もさし も あらね ど、 また^^の庵 

結ばむ まで は 人に ょリ てあらん もく るし かるべし。」、 よく 心境 を 述べ てゐ る。 

この 年の 十一月 五日、 親戚へ. 宛てた 手紙に 

「類燒 致 候へ ども 旁 之 取 持に て 家作 も 最前より- 宜出來 候 間、 大慶 致 候 事に 御座 候、 近年 之內御 出府 候 は乂 

野 亭に御 止宿 候樣 にと 存候」 


今度 もまた 門人 達 枝 直 や 春 海 等の 取 持で、 最前より. も 善く 普請され たので あるから 眞 淵の 人望の あった こと 

も 判る。 この 新築の 家が やがて、 持ち運ばれて、 濱 町の 縣 居と なった もので あら-う、 - 

斯うして 枝 直に は 一方ならぬ 後援 を 得た ので あるから、 眞淵も 枝 直に 對 する 心 遺 は 並々 ではなかった。 お 

いくと 云 ふ 女房へ 宛てた 手紙に 

「とな リの加 藤氏に ほうそう ぁリ ていか ふむ つかしく 候 ま， -、 見 はなしか ねて、 よべ も 明るまで をり 候 ほ 

どの 事に て 歌お そな はり 侍リ、 御 立 まへ いかでち よと 參リ 候て よろ づ申 さまく おも ひつる を かくて は、 も 

はやま いるま じく 候  又何ぞ しんじた く 候 を 夜 もね ぬば かリの 事に 候 へ ば 何事 もお も ひめぐ らし か 

たく  」 

この 天然痘に 罹った の は 大方 枝 直の 女で あらう か。 隣家の 病人、 殊に 大恩 人の 愛 女の 重 であるから 夜 一夜 

付添って 看病に 盡し、 大切な 門人への 便り も おろそかに なった ので ある。 

之 はこ こに 移 居した 翌年の 寛 保 三年の ことで あるら しく、 眞淵 家集に 依る に 

「むすめ をう しな ひて こも， リ をる ほど 宵の 間に 問ひ來 よな ど 侍る 文の はしに、 爲直 (枝 直の 前名) 

うきことの あれば こそ あれさらぬ を リに問 はぬ と 人 を 恨み や はせ し 

これが 返し 

昨日 は 書た びに ける を、 あるきて 歸リ つるに いと ふけ 侍れば 風の 心地 さへ 立ち そ ひて なやまし きに、 今 曰 

なん 聞え 參る。 いたみ 給 ふやらん ほど、 あが 一た び 見 まゐら せし だに、 今更 さの はぎの (萬 紫の さ 野 棒の 
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きぬに つくな す 目につく 吾 背の 句に よる) とい はんやう に 忘れず、 よそながら も 悲しき わざなる を さ こそ 

は、 つと 目につきて おは すらめ。 心の やみ は 折し ものし ぐれの ながめ も 一人の 爲 にとの みなん おぼしたら 

ん。 三輪の 山 本 は (古今の 句、 とぶら ひ來 ませの 意) をし へ 給 はずと も、 宵の 間な ど 心 しづかに、 とむら 

ひ i め もし 參ら せば やと 思 ふに、 うちこ もりて おはさん を、 中々 にやな どやす らふに、 えさらぬ こと だに 

つど ひっつ いづれ よけんと だに 思 ひわかず、 心ながら おこたり 侍 も わ "なくなん" かかる 折に と はぬ は 恨 

みつべき ものな めリ など、 いと あはれ につ づけ 聞え 給 ふ も、 まことに ことわりに こそ 

えぞと はぬ 問 ひなぐ さめん ことぐ さも 露 を そふべ きょす がと 思 へ ば 

なやまし きに 起き もせず なん 侍れば、 今宵 も いかでと 思 ふの みならし。 駿 河なる 濱の なみ/, \ にや 1- うど 

1^、 のうと くの 意) おぼし てん。」 佐々 木 博士の r 賀茂眞 淵と 本居宣 長」 に 依る。 

新く の 如く、  二人 は： El^ 戚を 共に 頒っ 間柄で ぁリ、 また、 H の 夕、 花の 朝に も 風雅の 昔な ひ を 忘れなかった。 

八 H  (寛 保 三年) 松 間 月、 爲直家 兼題 

都に も 松の木の 間に 月 みれば 深山の 秋の ここち こそ すれ 

四月 庭樹結 葉、 橘 枝 直 家 兼題  . 

枝 か はす 榲 かし はの 若み どリ夏 このましき 庭の 陰 かな 

陰 ふかむ 靑 葉の 櫻 若槻 夏に よ リても あかぬ 庭 かな 

二 首ながら 源氏物語 によ リて よみ 侍る を、 あるじ はしの を 好みければ 出 だし 侍リ。 


前述 もした やうに 眞 淵と 枝 直と は 互に、 恩人と して 尊べ は、 師 として 敬し、 折に ふれて は 酒 食遊教 相徵遂 

すると 云 ふ 麗しい 交際 をして 來 たので あつたが、 長い 年月の 間に は 世の さがに 引かれて か、 感情の 棘れ が 生 

じて 來た J 眞淵は 馴れる ので は 無い が學究 者の 事と て 勝手元 不如意の ために、 宽 太なる 枝 直の 仕 振に も 添 ひ 

かねる こと も ぁリ、 或は 筋目の 立たない と 思 はれる ことで も氣に 留めない こと も ある。 然るに 枝 直 は 今の 司 

法官の 如き、 長い 生活に 依リ、 透徹した 頭腦は 益々 理智 的に 傾き、 筋目 を 立てる に は 厳格と なって 來る。 そこ 

で 互に 許した 間柄で も 鬼 角 思 はざる 感情の 泥 田に 足踏み 入れて、 終に は 傍に 觀て ゐた卷 海が 「後に いささか 

あらそ ふ 事 有て あしくな リ」 と 語る やうに なって 了った" 次の 書簡 は 大正 十五 年 「み をつ くし」 特別 記念 號 

に 所載され たもので あるが、 この 邊の 消息 を 窺 ふこと が出來 る。 

參考  -加藤 又 左衞門 

冷 氣之御 障 も 無 •, 御座  >  候 哉、 珍重 寧. 存候、 然者 拙者ず 舂以來 返 勤ゲ』 願 申込 置 候 間 願 之 通 相濟申 候、 就レ夫 

御 住宅地 面 之義に 付、 地 請 人 鐽屋町 半四郞 呼候而 可，， 申 聞, 候へ 共、 直に 得 ，1 御意 1 候、 右 地面 十二 年 以前 御 

浪人 之 節、 相對 仕、 御 合力 之 心底に て 地代 並より 輕 相定、 其上證 文に は 半分 前に 請 取 候 定に仕 候へ 共、 是 

又 御 合力に 半年 宛 跡に 請取來 候、 去； ギは 御斷リ にて 一 ケ 年分 を 暮に請 取 申 候、 當 七月に も 平三郞 殿より. 

被， 遣 候に 付、 請 取 申 候へ 共證 文に 平三郞 殿、 御 判 形 も 無， 之、 御 相 對申候 儀 も 無， 之、 平三郞 殿へ 御 合力 

可， 仕譯も 無二 御座， 候、 御 心得 違と 被， 存候、 自今 は 證文之 通に 御 心得 被， 成 候 様に 仕度 候、 此上、 願 之 通、 退 
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ぎ^1%^-"猶又可.得，，御意1候、 先 右 之 趣、 得-, 御意 一 候、 御 承知 被 k 候樣 にと 奉 レ存候 以上 

午 十月 四日 

(右に 付眞 淵の 返事) 

御手 紙 致 M 拜 見-候、 如， 仰 冷氣募 候へ 共、 彌御萬 福 被レ成 M 御座 I、 珍重 奉， 存候、 然者御 老齢に 付 又々 返 勤 

御， 願 之 御 事、 御尤 奉， 存候、 依， 之 御 借地 之 儀、 最前 浪人 之 節 御 合力と 思 召、 下 直に 御定、 前金 を も 御 収不， 

被 レ成候 御 事 辱 奉， 存候、 然處 去暮、 當 七月 枠 名に て 御 勘定 之 手紙 進 候 事、 違，， 思 召 I 候 3 口 被， 仰 ドー、 御尤 奉， 

存候、 甚取込 候 故 代筆に て 仕 候處、 彼が 名 を 記 候 事 失義に 御座 候、 此旨は 御宥恕 被， 成 可：， 被， 下 候、 向後 左 

様に 相 心得 可， 申 旨、 是又 承知 仕 候、 日 一 弓 町 地 請 之 者， 被， 召 可， 仰處、 直 被，， 仰 下 1 候條、 又 辱奉存 候、^ 

貴 面 御 報 可， 1 申 上 1 候 以上 

神無月 四日 

尙々 平 f 二 架ぎ 、いで^お in ず ハムに て、 本知不 □□ へ 共 甚不勝 (手)、 依. S 之い まだ 拙者 之身體 わけ 不. 申候而 

(者)、 萬 事 こま リ罷在 候、 其 上 拙も當 夏以來 不快、 於：， 今 全快 不， 仕 難儀 仕 候 、依， 之 二三 日長 民生 下 瘌之藥 

用に て、 ^難 俊 致し 罷在 候、 時節 故 亂筆御 報 申 上 候、 猶 近日 得， 快 候 は， 以參可 二 申 上 一 候 以上 

岡 部衞士 

加 藤 又 左 衞門殿 御 報 

(岡 部 翁の 解說) 


加 藤 又 左 衞門は 枝 直の 通稱 なリ。 同 書簡に 午 十 月 四日と ぁリ て寶歷 十二 年の 如く なれ ど、 返 職 願 之 通相脾 

と ぁリ、 同人の 返 職 は寶暦 十三 年な リ。 翁の 書簡に は 平三郞 未見 習 奉公と あり。 同人 は资屁 十一 年 八月 御 近 

習 本 役と なリて 見習 奉公 は 寶暦十 年 六月 以來、 同 十一 年 八月までの 間な リ。 旦 八月 以後 は 次 郞左衞 門と 改名 

せリ。 この 書簡 は 十月と あれば 寶曆十 年なら ざる 可らず。 さすれば 午 十月と あるに も 枝 直 返 職の 時に も 合 は 

ず。 又寶曆 十二 年 午 十月と すれば 十二 年 前 御 浪人の 節と ある 十二 年 前 は寶展 元年 なれ ど、 枝 直の 厚意に て 北 

八丁 堀に 家 を 構へ たる は寬保 三年 か、 延享 元年な"。 この 年數に 於ても 約 七 八 年の 相違 ぁリ、 旁 頗判斷 に 苦 

しめば 暫く 疑を存 して 年代 不明の 最初に 序 づ。」 

愚考す るに、 (一) 本 書簡 は 矢 張 午年の 寶曆 十二 年の ものである。 成程 前に は 「返 職 願 之 通 相濟」 あれ ども 

之 は相濟 むべき 內意 のあった こと を 指す もので、 文末に 「返 勤 仕 候 は 乂」 と あるから 未だ 返 職 は して ゐな 

い、 卽ち この 翌年に 至って 退職 許可が あった ものである。 

(二) 成る 程 平 三郞は 「八月 十八 日 被， 召 候て、 御 近習 番本 役に 被 仰 付 向後 貳百俵 被， 下 候との 事」 と あつ 

て、 ； が寶曆 十一 年の 八月 十八 日で ある。 而る にこの 巿左衞 門 宛の 手紙の 中程に 「此度 之 贰百俵 は 正月 S 

暦 十二 年) ょリ のつ もりに 被， 下 候 由、 左 候へば 春 夏に 五十 俵 受取、 當月 五十 俵、 十二 百 俵 受取 ま 也」 と あ 

リ、 この 當 月と は 八月と 推定され るから、 前記の 枝 直の 書簡 は 十月で あるから、 二度目の 給與を 受けた 時で 

年末なら では 百 後 は 給せられ ない 時で 「平 三郞義 いまだ 見習 奉公に て」 と ある は 仕 給に 於て、 見習 奉公 同様で 

あるとの 意と 見るべき で、 哀願 をす るので あるから、 成リ たての 本 役 を吹聽 する こと も 無かった であらう。 
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(三) 寶暦 十一 年 八月 以後 は 次 郞左衞 門と 名吿ら せた と は 云へ、 表 向の ことで あるから、 私信に は 以前から 

使 ひ 驯れた 平 三 郞名を 用 ひた もので あらう。 

(四) 「十二 年 前 御 浪人の 節」 を 推算す ると 寶暦 元年と あって 成程、 事 赏が合 はない。 そこで 之 は 「二十 二 

年 前の 誤讀 では 無から うか、 さすれば、 それ は 枝 直から 借地して 七月 十七 日から 工事 を 始められた 宽保 元年 

に當 るので あって、 この 年なら ば 「御 浪人の 節」 と ある ことに 事實が 合致す る。 

以上の 如く 考 へて 前記の 手紙 は寶暦 十二 年 十月 十四日の ものである。 この頃の 眞淵は 借金 も 多くて 勝手 許 

は隨分 不如意であった こと は、 三 八、 市 左衞門 宛の 書翰に 明かで ある" 從 つて 枝 直への 義理 も 立たない 察に 

もな つた やうで ある。 之 等が 縫れ の 本で、 この 事が あって 中 一年 置いて 演 町の 縣 居に 引越す ことと なった の 

である。 而 しその 後に 於ても 兩 者の 交際 は 全く 絕 えた 譯 ではなく、 千 蔭と は晚 年まで 交涉が ぁリ、 かの 墓地 

の 建碑な ども、 その 力が 預 つて 大 なる ものが あった。 

五 田 安 宗武に 勤 仕 

卿と 眞淵 

千里 馬が 如何に 嘶いても、 伯樂が 無かった ならば、 徒らに 槽搌の 間に 雜れて 了 ふに 過ぎない。 英傑 俊敏の 

士が 如何に その 才識を 一世に 奢 はむ としても 名君 賢主が あって、 之 を拔擢 する に 非 ざれば、 徒らに 衆 懇の間 

に その 生涯 を 柊る に過ぎない、 是は 散て 韓 愈の 言を俟 つまで も 無い。 眞 淵が 如何に 俊傑の 才に加 ふるに、 刻 


苦の 力 を 以てしても、 田 安 公に 優遇せられ ないならば， その 盛名 一世 を蔽 ふに は 至らなかった ので ある。 獨 

のゲ f テの ワイ マ I ル 侯に 於け る 例 を 引かず とも、 我が 國 にも その 例 は 乏しくない。 宣 長の 紀州侯 • 契冲の 

水戶義 公、 春滿 の吉宗 公の 如き、 君臣 遭 逢の 善い 例で ある。 宗武 公の 古 調の 主張と 眞 淵の それと は、 能く 合 

致して、 眞淵は その 庇護に 依リ、 特 賜の 資用を 受け、 その 聲名は 益々 揚リ、 研究の 便宜 は 愈々 與 へられて、 

生活と 云 ふ 後顧の 憂 も 比較的 微く、 全 精魂 を 古學に 傾倒して、 兹に その美 果を收 め 得た ので ある。 吾人 は 先 

づ顺 序と して、 田 安宗武 公と は 如何なる 名君で あつたか を觀、 次に 眞淵を 公に 推薦した 荷 田 在滿と 公との 關 

係 を 尋ね、 次に 本題に 入って 行く。 

田 安 宗 武 卿 

宗武は 八 代將軍 吉宗の 第二 子で、 正 德五年 (二三 七 五) に 生れた。 十五 歲 元服して 從 三位 左 近衞權 中將兼 

右 衞門督 に 任ぜられて、 次いで 田 安 門 內に邸 を 賜 はリ、 二十歳で 近衞准 后家久 公の 女 を 夫人と せられ、 延享 

二 年 十一月 參 議に轉 じた。 同三年九月に父君有德公が^^；！職せられて. 世子 家 重 公が 蟹 職せられ ると 攝、 ,M. 

播. 甲、 武、 總 等の 各 州に 於て 采邑十 萬 石 を 賜った。 明 和 五 年 五月 權中納 言に 遷 つて、 m: 八 年 六月 四日に 田 

安 邸に 薨ぜ られ、 享年 は 五十 七， 悠然 公と 謚 せられて 東 叙 山 凌雲 院に 葬られた。 

公 は 人と 爲リ仁 孝 恭謙. 常に 節儉を 守られ、 禮を 好まれ、 之 を 望む と 威嚴畏 るべ く、 之に 就けば 1^ 佛人を 

愛して， 臣下に 對 して 老幼 を恤れ み、 窮乏 を賑 はし、 善 を 記して 過 を 忘れ、 徒らに 人の 完 きを 求めない と 云 

ふ 態度で あつたから 人の 歡心を 得る こと は 深かった。 嘗て 皇 朝の 故 典 を 研究し 雅 I メ、^ 雜に 通じて、 服飾^ 见 
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三十 卷、 樂典考 十卷、 附錄 四十 卷、 服飾 漫語、 冠 服 類聚 愚抄、 玉函 秘抄、 玉 函叢說 各ー卷 等の 蓊 lij: が ある。 

宗武 はこの 有職 故赏の 研究が 好きであった。 是等は 在滿の 得意と する 方面で あつたから その 補佐 は 格別に 有 

つたと 想像され るが、 獨自に 古典に 據 つて 研究 もした ので ある。 而 して 他面、 古風な 和歌 を嗜ん で、 異淵を 

侍せし めて、 この 古 調 趣昧に 浸って 居られた。 眞 淵が 萬 葉の 古風 を 天下に 鼓吹した 動機 はこの 宗武 公に 在つ 

  あ も りご と 

たと も 觀られ るので ある。 國歌 八論餘 言及び 歌體 約言 は その 歌論で ぁリ、 天降 言 は その 家 である。 

武藏野 を 人は廣 しと ふ 我 はた，， ^尾花 わけ 過る 道と し 思 ひき 

時 雨 

人み な は 秋 を をし めリ その 心 そらに 通 ひて しぐれけ むか も 

明 和 六 年 九月 十三 日  ， 

靑 雲の 白 肩の 津は見 ざれ ども こよ ひの 月に おも ほ ゆる かも 

斯うした 好學 風雅な 公の 第三 子と して 生れた のが、 松 平定 信で 政治家と して 有名で あるが、 また^ 古十驢 

の 如き 有職 故赏の 大著が ぁリ、 花 月 草紙の 如き 雅著も ある" この 父に して この 兒 ありと 云 ふ：？ きで ある。 

宗武 卿と 在滿 及び 眞淵 

在滿 は、 京の 伏 見の 稻荷 神社の 社家の 信^の 三男 高 惟 (道 員) と 云 ひ、 醫を 業と し、 元 文 三年 六十 八 歲で殁 

した 人の子で 寶永 三年に 生れ、 實 父の すぐ 兄の 春满の 養子と なリ、 その 古學の 陶を 受けて、 律令 職 官服制 


のこと に 詳しかった。 享保 十三 年 二十 三歲 にして、 養父 春滿の 宿望た る 國學校 創立の 了解 を 幕府に 得る が爲 

に、 出府した ので あるが、 遂に 江戶に 定住して 了って、 年 四十 六歲、 寬延四 年 (寳暦 元年) 八 W 四日に 歿し 

た。 春 滿は將 軍吉宗 公の 信任 を 受けた ので あるが、 在滿 は吉宗 公の 子 田 安宗武 公に 信任 を 受けた ので ある。 

父子 二 代 君臣 相 遇 ふ" のは奇 しき 因 緣と云 ふべき である。 宗武 公の 故實 方面の 學 はこの 在滿に 依って 啓發 せら 

れる 所が 多かった ことで あらう。 宗武の 推薦に 依り-幕府の 仰せ を 蒙って、 元 文 三年 櫻 町 天皇の 大嘗會 の 盛典 

を 拜觀に 赴いた の は、 その 典禮 服飾 を 調査す るに 在った ので ある。 斯 くの 如き 寵任 を； t うして 居った 在滿 

が、 終に 田 安家 を 去らなければ ならない ことにな つた。 その 理由と して 從來傳 へられて ゐる所 は、 次の ニ點 

である。 

その 一は、 大嘗會 便 蒙の 出版 事件で ある。 卽ち 前の 大嘗會 拜觀の 結果、 大嘗 會具釋 並に 大嘗會 便 蓑の 二番 

を 撰した。 この 二 書の 成る に 就いては 濱 松詉訪 社の 杉浦國 頭の 養子 國滿 の預 つて ゐる こと を 附記す る。 在滿 

は 上京の 途 十一月 四日、 濱 松の 難 訪に立 寄って、 國满に 助力 を賴ん だので、. 國滿も 共に 上京して、 十二月 二 

十七 日に 相携 へて 濱 松に 歸 り，、 在满 はやが て 出府した ので ある。 断くて この 二 書に 依って、 公儀の 恩賞に 預 

つて 面目 を 施した 程であった。 さて、 具釋は 中古 以來の 大嘗の 完備して ゐる 模様 を詳說 して 九卷 となし、 そ 

の 縫 は 在 满と行 を 共に した 縫師 住吉廣 行が 描いて、 幕府に 差 出した ので ある。 而 るに 在滿は 門人の 猜 ふに ま 

かせて、 その 儀式の 講話 をな したが、 更に 門人 達 は 出版し 度い と 云 ふので、 插 緒な ども 入れて 出版した ので 

ある。 而 るに 之が 公卿 方面で 問題と なった。 卽ち宫 中の 神秘に 屬 する こと を 遠慮 もな く 出版す るの は：： 且 しく 
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無い として 幕府に 掛け合った 結果、 幕府で も棄て 置け ずに、 絕版を 命じ、 閉 門 まで 仰 付けた ので ある。 なほ 

1 說に は、 この 便 毅は當 時の 大禮の 粗略に 附 せられて ゐる こと を 示して、 暗々の裡に朝廷の式微を^き尊^::上 

精神 を 振起せ しめよう とした ものである として >  斯 く處， 分され たので あると も 云 ふ。 何れにしても 大きな 災 

厄であった ので ある。 而 し宗武 公の 高 庇に 依って 間も無く 晴天 白日の 身と なって、 その 信任 を受 くる こと は 

昔日の 如く * 何ら 變る 所が 無かった. ので ある。 在 滿は之 を 非常に 德 として 居って、 前に も 優る 奉仕 を爲 した 

ので ある リ 而 るに 篤 胤の 玉 禅に は 「在 滿が 彼の 殿 を 返け る 事 は、 其、說、の、君、にぎi^^a^Q^J^^と雖も、 ffj ^彼 

の 大嘗會 便 蒙 を 板に 彫リて 世に 傳へ たるに 事 起り て、 殿の 心に も 非ず、； 返 、けぎ 、ひい かば 在滿 深く. きな み 奉り 

て 大人 を吹擧 せる 也 * と 其 殿 人に 聞きた リ。」 と ある。 卽ち 大嘗會 便" ぼが 田 安家 退官の 直接 原因な りと して ゐ 

るので あるが、 この 事件が 起って から も、 公の 寵任を 受けて ゐる 事赏が ある。 それ は、 國歌論隱說-：！^を见れ 

ば、 公が 依然 在滿に その 學說を 求めて ゐる ことに 依っても 判然す るので あるつ 

ここに 於て、 私の 腿說を (有して いただき 度い。 それ は、 彼の 便 蒙 事件 以來、 在滿は 公に 對 して 非常に &縮 

を 威 じ、 その 御迷惑になる こと を も 憚り-つ つも、 御鍾 愛に 甘えて 來 たので あるが、 機會 だに あらば と 堅く 決 

心して ゐた。 而し、 徒らに この 古學 好きの 殿の 勤 仕 を 放れる こと は 羽 倉 派の 舉 問の 上から も 惜しい 極みで あ 

る。 そこで 親友で あ.^、 同門の 巨擘で ある 眞淵 を宗武 公に 引合 はせ て、 自己の 身 を 引く 機會を 窺って ゐ たも 

ので は あるまい か。 其處へ 起って 來 たのが、 固 歌 八； t 力 承で ある" そこで 潮時 はよ しと 在 滿は與 淵 を报薦 

して、 cr 分 は 返 身した ので ある。 


卽ち、 この 歌論の 相違と 云 ふこと が 在 滿が田 安家 を 返く 其の 二の 理由で あるし、 同時に 眞 淵が 公に 奉仕す 

る機緣 となった ので ある。 今. 是 等の 消息 を敍 ベる 前に、 在 满と眞 淵との 關係を ー敝〕 しょう。 

在 滿と眞 淵との 關係は 至極 親密であった。 在满が 京の 伏 見 を 立って 江戶に 出た の は 二十 三歲の 時の 享保十 

三年で、 眞 淵が 伏 見に 行って 學ん だの は享保 十八 年で あるから、 京に 於け る 足掛四 年の 間に さして 交 涉が無 

かった やうに 見える が、 さう では 無い。 在滿は 江戶に 在っても 時には 歸 翁して ゐる、 卽ち 例の 荷 田家の 和歌 

稽古 會の享 保 十八 年に は 三、 四、 五の 三月に 互って 歸 つて 居， リ、 月次 會に は眞 淵と 同席して ゐる こと は 明か 

である" この間. 師翁 赛滿の 養子で あるから、 並 机 聞 講も度 重った ことで あらう。 元 文 二 年 34:、 淵が 出府した 

の はこの 在 滿と信 名と を賴 つてで ある. そして 暫 らく は 在满の 家に 寄宿 もして 居った し、 その 講 筵に は缺か 

さず 參聽 して、 令義 解、 江 家 次第 それから 職原抄 等の 講說は 熱心に 聞いて 居り、 眞 測の 家の 歌會ゃ 講義に は 

在滿も 出掛けて 居リ、 かの 問題の 大嘗會 便 蒙の 板 下 は 在 滿が序 三枚と 初 一 枚 を 自書した のみで 他は總 ベて 眞 

淵の 筆であった。 斯樣に 兩者は 親密で、 互に 相 助け合って、 江戶に 於け る 羽 倉學の 興隆に 努めた もので、 先 

師春滿 の 名 を 辱めまい と 云 ふこと は 共に 契った 間柄で ある。 されば こそ 在 滿は眞 淵 を 推薦した ので ある。 

國歌八 論 は 一. つに 歌 源 論と も 云 ふ。 寬保ニ 年に 在滿 が宗武 公の 求に 應 じて 急 作 上進した もので、 具 淵が 國 

歌論 臆說 序に その 消息 を、 新う 書いて ゐる。 

「金 吾 君 秋の 初の ころ 在滿に 歌の道の こと を眷 てま ゐら せよ と 侍り. しに、 在滿 曰、 いと 若 かりし 時、 赛滿 

に 養 はれて 侍れ ども、 有職の こと を も はらと し 侍れば 歌の こと は、 よくも あげつろ はず、 かつ，^^ つる 
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も はたい か， >^ などお も ふ も 侍れば など 答へ まゐら する に、 尙 その 春滿が むね をば おきて、 いかにもみ づか 

らお もはん 所 をと 宣ふ にいな みがた くや 有 けん。 三日ば かリの 程に 國歌八 論 を 書て まゐら せけ る を、 其 後 

に 君 も 又 八論餘 言十帖 を作リ て、 やつが りに 見せ 給 ひて おも ふ 所を甞 てま ゐら すべきよ し宣 ふけ リ。 是も 

また 程なく まゐら すべきよ しある に、 ゎづら はしき 事 侍りて、 六日ば か リに甞 て 十一月 四日に ま ゐらせ 侍 

る。」 

と ぁリ、 而 して 國歌八 論の 卷 尾に は 

r 宽保壬 戌 八月 四日、 應，， 友人 需ー、 注 二 胸臆 事 1、 倉卒 隨. 筆、 未， 加 ニ複閱 一、 將> 一 他日 革 正 一。」 

この 「友人 需」 と ある は實 は、 金 吾 君の 「書いて まゐら せよ。」 と、 云った ことに 當 るので ある。 さて 斷 くの 

如く 倉卒の 筆で は あるが、 是が當 時の 歌論 界に大 旋風 を 起した もので、 それだけ 在滿の 人物と 學識 とが 如何 

に 在つ たかを 窺 はれる ので ある。 卽ち 本書 を 本と しての 論爭 を擧げ ると 次の やうで ある。 

國歌八 論  在  满 

國歌 八論餘 言-.  、- Jrl-V- 宗 武 公 

歌體 約言.、、..， \、 

國歌八 論 再 答  在-  满 

國歌八 論餘言 拾遺  リ" 眞  淵 

(國 歌論 腿說) \\ 

再 奉答 金 吾 君 書、、、 


國歌八 論 斥 非  大 菅 中 養父 

國歌八 論評、 同 斥 非 評  本 居宣長  . 

國歌八 論評  荒 木 田久老 

國歌八 論評  伴 蒿 蹊 

國歌八 論 斥 非通駁  平安 逸人 糟粕子 

國歌八 論 斥 非 再 評 ……  藤 原維濟  • 

さて 前に 立ち 歸 つて、 國歌八 論 は 歌 源 論、 翫 歌論、 擇詞 論、 避詞 論、 正 過 論、 官家 論、 古學 論、 雄 則 論 か 

ら 成って ゐる。 さて、 この 中に 述べた 在满の 論と 宗武 公， の說と 相違す る  一二に 就きて 解說 し、 なほ 淵の 說 

を 観察しょう。 

翫 歌論に 於て T 歌の 物た る、 六藝の 類に 非れば、 もとょリ天下の政務に益.^^く、 又 日用 常 行に も 助く る 所 

なし。」 と 云へ るに 對 して、 公 は、 功利的 態度 を 以て、 舜は 五紘の 琴を彈 じて、 南風の 歌 をうた ひて 天下 を 治 

めた の は、 歌が 治 化に 益 ある を 知って である。 その後、 孔子が 出て 詩經を 撰んだ の も 人心 を 和げ ようとした 

もので、 歌が 世 道に 益な しと は 云 はれない と 述べて ゐる。 眞淵 は、 この 宗武の 意見に 赞 して 「もろこし^の 

世 を まつ リご つに、 ことわ リ、 おきての 及ばぬ 事し も ある を はかりて 歌 を もとと して、 樂てふ 物 を 作り 給 

ひ、 家に 用 ひ、 國、 に 用 ゐ此風 を もて 民の ふり をう つし、 心 を 和げ しめぬ。」 また 「さても 猶 この 風の 行な はれ 

ばお のづ から 人の なびくべき にて 大 なる 敎 なるべく めでたき もて あそびぐ さなるべし。」 と 云 ふ。 
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擇詞 論に 於て は、 旣に 和歌 はうた ひ樂 しむの 性 一 ^を 離れて、 風姿 幽飽 にして 意昧 深長な、 速 縦の 機巧 を贵 

ぶ やうに なって 來 だから、 特に 用語に 留意し なくて はならぬ、 「然るに 古言 はた だ 質朴 なれば. その 中に： 辻 

なる 詞、 急迫なる 詞、 細碎 なる 詞ぁリ て、 悉くに 用 ふれば 幽飽 ならず ごとして、 萬 葉の 

玉き はる 內の 大野に 馬な めて 朝 ふま すらむ 其 草深 野 

. 秋の 野の み 草 刈 リ葺き 宿れ リし鬼 道の 都の かリ 庵し ぞ思ふ 

の 如き、 幽艷 でな いのは、 用語が 迂遠 急迫なる が 故で ある。 そこで、 

草深き 內の 大野に 駒な めて 朝露ながら ふみや わくら む 

秋の 野の 千草 刘葺 き宿リ つる 宇治の 都 は 忘れ や はする 

と 改めて、 その 言 ふ 所 を 明示して ゐる。 

宗武公 は 之 を 批難して 歌 は 一首の 風致に は 細碎、 迂遠、 急迪 などの 嫌 は あるが、 言 菜 そのものに そんな 殿 

しい 區 別の ある もので はない。 前記の 「やどれり し」 を 「やどりつ る 」 に改めたのは最も古調の！^^；^：を知ら 

ない ものであると 云って ゐる。 眞淵 は、 歌 はうた ふこと が絕 えた けれども、 「詞 みやびやかに ゆるやか なれ 

参 參参 鲁參參 

ば， れい ひたる にも 心 ゆく ものな リ、 さる は詞 とつ r けがら とに あなれば、 詞を えらまん とする に 世に ょリ 

てよ しと 思 ふらん を、 又 或 時 は あしと 聞えん など さまん \ にて 一す ぢには 云 ひがたし。」 斯くて、 前記の 歌の 

改作 は 歌の 風 調 を 害した もので 面白くな いと、 更に 他の 用例に 依って 說 明して、 宗武 公に 讚して ゐる" 

準則 論に 於て.. は兩 者の 見解 は 大いに 異 つて ゐる。 在滿は 


「古今 II を 以て 華實 兼備 永世の 法則と すべし とい ふ 人ぁリ 「- 但し 余が 僻 意なる にや。 かの 時世 はな ほな- 

に 過ぎて 華やかなら ずと こそ 思へ、 新 古今 集 をば 學者 多く 華に 過ぎて、 -實 寡し とて 取らず" 然れ ども 詞 

花言葉 はもと よ リ華を 貴ぶべし。 然るに 華に 過ぎた る を 厭 ふこと 未だ 會 通せず。 歌の 最 隆盛なる は 新 古 

、、、、、、、、、、、、 

今 集の 時世と こそ 思 はるれ。 

新う 述べ て 新 古今 を 詠歌の 準則と せよ と 云 ふので あるが、 公 は 

古よ リ 今までの 間 いづれ の 所 を か 歌の 盛り-なると いひ、 誰 を か 歌の^と せんな ど 一； ム はんに 人 は 知りて や 

あるらん、 得なん 知り 侍らず。 

と、 歌の 盛時と か 歌聖と か 云 ふこと は、 さう 輕々 に は 論斷し 難いと、 先づ 一矢 を 放って、 次に 

前に もい ひし 如く、 是 道に も理リ とわ ざとの 侍るな リ。 されば 雨つな がら 全からで は、 歌の 逍 とはい ひ 

難 かるべし。 たと へ、 正しき 人 は、 おの づ から 歌の 理.^ にかな へれ ど. そ. のよ みつる 歌 さし も あらね 

ば. 理リは 得 たれ ど * わざ を 得ざる なリ。 心 正しき にも あらぬ 人 にても、 歌 を めでたく よめる も あるべ 

し。 ことわざ は 得 たれ ども、 理リを 得ざる なリ。 .：： されば 歌の道の 盛んな りけ る 世の 歌の道の if: とせ 

ん人 など は、 知リ 侍らぬな 力。 歌の 本と. ならば 其 代 其 人 はいかに あ 力と も、 共 歌の めでたき を もとと し 

て 事足りぬべし 云々。」 

卽ち、 歌の 準則 は その 時代 や 人に 依る ので 無くて、 歌が 本質， 的に 可い もので あれば それで 梵 しいと 說 くので 

あるが、 而 し歌體 約言に 於て は、 萬 葉 時代の 歌 を 極致な ものと して、 在. 滿の新 古今 禮譜に 具 向から 反對 して 
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ゐる a 

臣が學 ぶと ころ は、 專ら人 麿 赤 人の 風情 を 貴む。 且 古への 風 はありの ままに 讀 もの なれば、 或は 喜び、 或 

は悲 み、 或は 親み、 或は 疎く、 ある は 褒め、 ある は樂 むな どの 如き も あざやかに 見えて、 誠に 天地 を も 動 

かすべし 云々。」 

是に對 して、 眞淵 は宗武 公の 意見に 絕讚を 捧げて ゐ るので ある。 眞淵も 從來の 歌に 飽 足らず、 何とか 新 天 

地 を 開拓し ようと 云 ふ 傾向に なって 來てゐ た 時で あるから、 この公の古調主持の說には掌を：^って^^同し、 

いよ/, \ 急 角度の 轉向 となって、 ここに 翁の 歌の 第一 期の 春滿 影響 時代 は 終って， 第二 期 を 劃し、 今まで 讀 

み 馴れた 新 古今 的 趣向 はた だ 意識 內に 潜在せ しめ、 萬 葉 調 主持の 歌論と 變リ、 次第に その 歌風と なった もの 

である。 さて 眞 淵の 論 は、 

「八 論餘 言の 御 論い やち こな リ、 中に も 歌合て ふ 事の いで 來 つるよ リ 歌の道 を 失へ るよ しのた まふ は、 

此 こといで 來 しょ リ いく そばく の 世 を か へつらん、 かくまで めでたき 論 をう け 給 は. C  ノ 侍らば 人の 思 ひ あ 

きらむべき 事な リ。」 

之 は、 歌合の 出 來た新 古今 時代の 攻撃で- 在 滿の新 古今 主持に 對抗 した ものである。 また 「古今 集の ころ 

は、 した はしく ぞ覺ぇ 侍るな り .0」 と 云 ひ、 在滿の 古今 を棄 てた る を 難 じ、 更に 「人 麿 赤 人 は 萬 葉の ことばが 

きに も 見えて、 古よ リ さばか リの 歌よ み も 聞えず。」 と、 宗武 公に 同じて ゐる。 

以上に よ リ在滿 と宗武 公と は その 論に 於て 對立 的で あるが、 眞淵は その 論ずる 所、 多く は 公に 賛し てゐ 


る。 眞 淵が 國 歌論 臆說を 書いて 奉った の は、 公が 在滿を 介して 無遠慮に その 意兑を 述べよ とあった からで、 

直接の 仰せで は 無い.^ 從 つて 公の 御前に 呈上す るに も 在滿の 手を經 たことば 當然 である。 從っ てこの 三人 は 

飽くまで 學究的 態度 を 以て 論じ 合った もので * 眞 淵が.; ムに 阿諛して、 在滿の 今までの 庇護と 交誼と を襄 切つ 

たもので はない と、 思 ふので ある。 

私 は、 前に、 在 滿は田 安家 を 引返すべき 機會を 窺って ゐ たと 云 ふこと を 述べた ので あるが、 この 歌論の 和 

剋に、 一方 親友 眞 淵の 御前 目出度き を 知リ、 潔く、 喜んで 引返して、 眞淵 を推擧 したので ある。 ここに 於て 

在 满は大 嘗會便 蒙の いきさつ も 全く 淸箅 され、 恩顧 久しき に 渡った 公の 古學の 御用に も事缺 かぬ ことに もな 

P. 安らかに、 自家の 一 塾 を 守って、 古學の 復興に 盡瘁 する ことが 出來 たこと であらう。  - 

田 安家 動 仕の 官 歷 

先づ、 主として 田 安家 勤 仕の 官歷を 述べ、 次に、 その 文學 方面の ことに 及ばう、 延享 元年、 同 二 年の 頃の 

國歌臆 說ゃ再 奉答赛 、 また 新 三十 六 歌仙の 諸 考を田 安 公に 奉る 頃 は 表 向の 關係 では 無くて、 在滿を 介して 依 

囑 された 程度の ものであった。 それが 愈々 召 抱 へられる に 至った の は延享 三年 二月 十三 日、 眞淵 五十 歲の 時 

である。 卽ち 親戚の 植田喜 右衛門 宛、 二月 二十 八日 付の 書狀 に、 

「拙者 儀、 本 月 十三 日 被， 爲， 召，， 田 安殿 1、 段々 和學 御用 相 勤 候而、 用 俸 被， 下 候 旨、 御 家老 竹 部 民部少 輔 殿、 

本 多 近 江 守 殿御 用人 中、 御 同席-一而 被，， 仰 付,、 外聞 異儀、 難， 有 奉， 存候、 乍：， 恐 被レ爲 召 出-て は、 世間 不 

自由に 候處御 出入 扶持に 候へ 者、 學生は 自由 宜候 を、 別て 恐悅仕 候。」 r 尙々 用 俸 は 十 人 扶持に 御 候 
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小 分に 候へ ども」 

この 文面 だけに 依る も、 また この 文末に この 召 出された こと を 「手柄 筋」 と 人々 が悅 んで吳 れる 旨、 岡 部 家 

の 由 緖書ゃ 親類 書 を 指 上げた 旨が あるから、 初任當 初の ものである こと は 判る。 而 るに 奮 全 架の^ 補 縣居翁 

年譜の 延享四 年 五十 一 歳の 所に， 椎實筆 所載 岡 部定明 先祖 書が 出て ゐる。 

「ニ=- 十三 日、 御、 出入 扶 5^: 、五 人 被 二 下 置 i 候 旨、 於，， 御 役 詰 所, 建 部 民 部少輔 殿御 出 座、 平野 久 iiiT 之 進 殿、 三 

田 助 十 郎殿侍 座、 民 部 少輔殿 仰 渡。」 

これ は 日付と 云 ひ、 民 部 少輔と 云 ひ， 前記、 三年 二月 十三 日付 眷狀と 同一 事で あらう と ふ。 ただ 御 出入 扶 

持 五 人と 十 人と に 相違が ある。 依って、 前 引の 書簡 は誤讀 であらう か、 或は 多少の 誇張から 實際禅 かれた も 

ので あらう か- J 十 人 扶持に なった の は 初 任から 五 年 も 後れて ゐる。 この 田 安家に 古學 奉仕 を 眞淵は 非常に 面 

m とし、 江 一 ii 'の 同人 達 も 心から 喜んで 吳れ た。 「御三家 御兩 家に 無， 例 事 之 由御當 地に て 手柄の 筋に 人々 申 候 

間御悅 可， 被， 下と 吹 聽申上 候」 と ある。 家を棄 て、 妻子に 別れて、 苦學 カ行、 今や 蛟龍 も 雲 を 得た 譯で、 是 

からい よ/ \ 雲間 を 駆け リ、 雷鳴 も 起し、 大雨 も 降らして、 天下 を 振動させる ので ある。 

この 田 安 卿 任用の 先祖 書に は、 岡 部 系圖の 本家 筋から 出た ことにした。 卽ち 彼の 德川家 に 忠勤 を 立てた 

政定の 次男 政 員から 相績 して、 賀 茂の 新宮に 奉仕して かる 次 郞兵衞 定重を 養 親と 云 ふこと に甞 上げた もので 

ある。 序に 云 ふ、 この 政 員が 長男で あつたと 云 ふ 岡部讓 翁の 考證の ある こと は 前記の 通リ である。 

それから 同年の 九 = ^六日に は 改めて 召 出されて、 明かに 和 御用 を 仰 付けられて ゐる、 前に は、 表 向は單 


に 御 出入と あつたの が、 かうな つたこと は 任用 身分が 上った ので ある。 卽ち 

「延享 三 寅年 九月 六日、 新規 被，， 召 出-、 和學 御用 被 二 仰 付 一 候、 於，， 表 御 鎗之間 I、 御物 頭に 而、 御 目 付 兼 田 

平 四郞申 渡。」 (前記の 先祖 書) 

而 るに、 長野淸 良、 大塚 孝綽兩 人の 共編なる 田 藩 事實を 佐々 木 信 綱 先生が 調査せられ たが、 同 寄に 依る と 

この 九月 六日 は 表向きの 任用で は 無かった やうで ある。 

「九月 二十 七日 牢人 (浪人の こと) 岡 部參四 御用の 節々 田 安え 呼 出， 和學 御用 辨候様 可 仕 it 被 仰 付、 已後 

罷出 候、 右 參四儀 後 衞士與 改名、 其 後 被 召 出 候」 

何んだ か、 この 窨振は 後からの 追記の やうで あるが、 之に 據れ ば、 表向きの 任命 は 九月 二十 七 曰と；： ム ふこと 

1」 なる。 なま. 

「十 n 十六 日 牢人岡 部參四 歌書 御用 相 勤 候に 付、 爲， 御 褒美 一 銀 二 枚 被， 下 候」 と。 

之 は 臨時の 御 褒美 を 戴いた ので ある。 以上 は 五十 歳の 時であった。 

それが、 寶歷 元年 五十 五歲 になる と 御 目 見と なリ、 扶持 も 五 人 增の十 人 扶持と なった。 

「七月 二十 八 n  (寶歷 元) 御 目 見 糊 安 被，， 仰 付/ 同日 拾 人 扶持に 被，， 成 下 一 候 旨、 於，， 御 役人 詰 所 一、 服部大 

和 守 殿御 出 座、 平野 久馬之 進 殿、 柬間十 大夫殿 侍 座、 大和 守 殿 被，， 仰 渡 I、 奥へ 相 詰 候 様、 被，， 仰 付，、 お， 並 

御禮 奥に 而仕」 (輕 

それから、 寶曆ニ 年の 五十六 歳になる といよ，， <\ 改めて、 大番格 奧勤を 仰 付けられて、 高 も 十五 人 扶持と 
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なった が 僅か、 一年に して この 昇任に 預 つたので あるから、 前の 五 年に 比して 非常に 早かった ので ある。 こ 

の 大番と 云 ふの は 鎌倉時代の 武士が 三年 交替で 京都 守護に 任じた ものの 名殘 で、 當 時に 於て は 諸家の 武士の 

格で、 交替して 番に 依って、 勤務した ものである。 さて、 その 任命の 模樣 は、 

「七月 朔日 (寶暦 二 年) 御 出入 扶持 被，， 下 置,、 御用 相 勤 候 所、 此. 度 新規、 、大、 番、 格が ぎ 被，, 仰 付-、 高 拾 五 人 

扶持 被，， 成 下-、 下 奥 御 右筆 被，, 仰 付； 候 旨、 於，： 表 御 三 之 間 I、 服 部 大和 守 殿、 土 尾 美 濃 守 殿御 列座、 山本彌 

五右衛門 殿、 守 山 太兵衞 殿、 本 間 十 太夫 殿 侍、 美 濃 守 殿 被-: 仰 渡-、 和學 御用 相 勤。」 (前記の 先祖 書) 

この 年の 七月 二十 二日 付で、 濱 松の 五社の 森繁子 宛の 書狀 に、 

「おのれ 事、 此朔 日に 田 安へ 大御番 格に て 御 奥 勤に 召 出され 候、 とま リ なし、 三番に まう のぼ リ 候へば、 

中二 日 は ひまなる やうに 候へ ども、 御用の 考物は 宿に てこ そ 致し 宾 へ ば每 日勤め 喉に 以たる もの こて 候… 

…老て 立 出 候 も ほいな きわ ざながら、 末賴 もしき 御 家に 候へば 先祖の 由緖を もた てて、 子孫 を もの こし tiJK 

はん 志の みに て 候、 今 ほど 少し 心 やすく 樂 しみつべ きを、 かく 侍る はかへ すん \ほ いなき 事に 御座 候、 し 

かし あつく 御惠も 候ての 御 事に 候へば、 いかなる よしの ぁリ て- かく もな リ候 事に やと ふしぎに 覺ぇ 事 

にお はし まし 候、 御 近習 番の 末に つらな リて、 同じ 部屋に つとめ 申 候 まま 格式 はよ ろしく 御座 候て ぁリが 

たく 覺 候。」 

と。 卽ち 勤務 は 三日に 一 日 登城す る も 宿直な しで ある。 そして 殿中に 於て は 御 近習 番と 同室に 於て 勤務して 

るので. あるから、 一家 中と して は 格式の よろしい 所で ある。 和舉 御用 は 引 績 いてあった 見えて、 非番の 日 


でも 自宅に 於て 研究に 沒 頭して ゐる。 なほ、 翁の 當 時の 心境が 善く この 文面に 表れて ゐる のが 看取され よ 

う。 

始めての 勤 仕 は延享 三年 五十 歳の 春で あつたが、 新くて 精勤 十三 年、 殿の 御 寵任は 益々 厚くな つたので あ 

るが、 齢 もやう やく 倾き、 還暦 も 過ぎた し、 また 前途に 横 はるの は 研究の 大成と 云 ふ ことがあ るし、 故鄕に 

歸 つても 見 度い-, - それで 隱居を 願った が、 實子眞 滋は濱 松 を 去る ことが 出來 ない ので、 同族 彌平 次の 女 を 養 

女と して、 定雄を 養子と する ことの 聽許を 得、 寶！？ 十 年の 六十 四歲の 七月 頃に は 旣に隱 居 願が 提出して あ 

る。 卽ち 七月 二日 付の 濱 松の 繁子 へ の 書狀に 「おのれ も 何と ぞ、 ゐん 居の 願な どかな ひなば、」 と 云って ゐ 

る。 この 隱居願 は、 この 年の 春に でも 出した もの か、 養子 定雄は 三月 六日 部 尾 住から 召 出されて、 大 御番. 見 

習 を 仰 付けられて ゐる。 これ は 謂 は、 乂 司法官の 試補の やうな もので、 その 見込が 付いて、 始めて 本 任用と な 

リ、 先代の 隱 居も聽 許される ことになるの である。 如何に 世襲と は 云へ、 時に 法外の 仁 もあって、 役^の 勤 

まらない もの もあった もので あらう から、 斯うした 制度に なって ゐ たもので ある。 斯くて 十一月 六 口  (岡 部 

家譜) に 願， の 通 リ隱居 を 許されて、 定 雄が 家を嗣 いだので ある。 

「眞 淵、 十一月 二日、 病氣に 付、 願 之 通、 隱居 被，： 仰 付,、 此 以後 御用 も 被，. 仰 付， 候 間、 隱居料 五 人 扶持、 

被，： 下 置， 候 旨、 於 n 御 圍爐裏 之 間,、 奥 田 備後守 殿御 出 座、 平野 久馬之 進 殿、 柬條巿 十 郞殿侍 座、 備後守 殿 

被 ご 仰 渡 一、 定雄、 三月 (十) 六日 (手紙に 十六 日と ある。) 部屋 住よ リ被ニ 召 出 一、 大 御番： 13- 習、 被 一， 仰 付 I、 

高 五 人 扶持， 被，， 下 置 一 云々、 同年 十一月 一。 一日、 養父 衞士願 之 通 隱居被 M 仰 付 I、 六 左衞門 雌へ 家齊 被，： 下 sl、 
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大御番 並 被， 仰 付 I、 高 五 拾 俵 五 人 扶持 被，， 成 下 一 云々。 (前記の 先祖 書) 

卽ち、 定雄は 大御番 並と 云 ふこと で、 高 五 拾 俵、 五 人 扶持で ある。 而 して、 今後 も 御用 あれば と 云 ふこと 

で眞 淵に は 隱居料 五 人 扶持 を 下さった ものである T 返隱 後の 御 月俸 も 五 口 被， 下、 多年 之 勞心を 養：？， 申 安心 

致 候と 親戚 へ も 通知して ゐる。 而 るに 翌年の 寶曆十 一 年になる と、 「同名 平三郞 事、 御 近習 番 見習に て、 和勸候 

處、 當 八月 十八 日に、 被， 召 候て、 御 近習 番本役 被 M 仰 付-、 高貳百 俵、 被， 下 候 旨、 被 一 仰 渡 1 候久々 にて 右 之 

通に 罷成難 有奉存 候、」 と 知らせて ゐる" この 「久々 にて 右 之 通に 罷成」 と あるから、 眞 淵の 隱居願 を 出した 

頃に は、 高 二百 俵 位に は 成って 居った ものである。 また、 「春 夏に 五十 俵 受取 候 也、 常 月 米 (卽 八： 末) 五 卜 

表、 十二月 百 表 受取 事 也。」 と ある は、 當時高 持に 對 する 給 米の 時期 も 窺 はれて 面白く、 この 二 Iw 侬の高 は 

時 米惯滕 貴で 七十 兩 にもな つたと 云 ふ。 

斯く隱 居 後 も、 眞淵は 時々 和學 御用 を 仰 付かって ゐる" 九 代 將軍家 重の IH.^ 去の 時の 如き、 他に お慰みと て 

は出來 難いので 專ら 和學に 親しまれ、 從 つて 御用 も 多かった。 これ は、 寶歷 十二 年 正月 二十日 付、 根 藩士 

寵元 次郞に 宛てた 甞狀の 一 節で あるつ 「大喪の 後は& 安殿の 御 慰 もな きまま， いと， V くさ./ \ の犖問 をとう で 

給 ひて 後、 た，. - おのれ 一人に 預る 事故 よるひると なく 御用い そがし くごと ある。 十三 年の 六十 七 歳の 大和 地 

方の 旅行 も 殿の 仰せに 依った と ある。 また、 七十 歲の明 和 三年 二月に は 殿の 仰せに 依って 竹 取 翁 歌 解 をな し 

てもゐ る。 斯くて、 眞淵 自身 も 終身 隱居料 を 給せられ て、 田 安家に 勤 仕した もので あらう。 

國學勤 仕と その 御 信任 


延享元 四十 八歲 


置ひ 淵が 五十 まにして 田 安 公に 召 抱 へられた が、 それよ リ數年 前から 旣に荷 田 在滿を 通じて、 公と は關 係が 

あった こと は 前述の 通リ であるが.、 以來 公の 下命に 依って 述作した 所 を、 併せて 觀 るに、 

寬保ニ 四十 六歲 九月、 古今 和歌 集 左 注 論 一 卷 

季夏、 國 歌臆說 

十月、 再 奉答 

十二月 初、 新 三十 六 歌仙の 諸考 

九月 末、 歌體 約言の 拔 

閏 十月、 古器 考 

春、 伊勢 物語 古意に 着手 

冬、 萬 葉 集 新 採 百 首 解 

伊勢 物語 古意 成る ， 

源氏物語 新釋 着手 

四月、 右 完成 (或は 翌年 四月)  • 

八月、 雜 問答 考 

二月、 萬 菜， 集 竹 取 翁 歌 解 

是等 を擧げ 得られる。 是等は 公の 下命に 依る 旨が 明記され てゐる もの. のみで あるが、 彼の 多くのお の 中 
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に はな ほ 公 命に 依って 述作され たもの もあった らうと 想 はれる。 隱 居した の は 六十 四歲 であるが、 それから 

以後 も隱居 扶持 を 給せられ、 古學に 於ても、 常に 敬 仰を蔡 つて 奉仕 を 怠らず、 晚 年にまで 至って ゐる こと は 

上記の 通リ である。 

さて * 眞 淵が 出仕す るに 至った 當 初に 於て、 旣 に宗. 武 卿の 信任が 厚かった こと は 次の 一事に 依っても 知. b 

れる。 卽 ち歌體 約言 は宗武 卿が 歌の 新調 を 破リ， 古 調 を 鼓吹した 短い 論文で あるが、 その 跋は眞 淵の 五 卜！^ 

延享 三年 九月に 書かれた が、 この 事の あって 間 もな い 十 一 月 五日に 出した 書簡に 

r 當秋 は別而 御殿へ 度々 被 召， 其上此 度、 古風 歌を稱 て、 新 體を破 候、 御 自作 之 御 論文 出来、 拜見之 上 

所存 も 申 上 候へば、 其 拔文仕 候 様に 被，， 仰；：：：,、 乍， 恐 文章 献候處 に、 殊-- 御 感心 被， 遊 候 由に て， 御 表 向に 

て 臨時 之 御 褒美に 銀 子 五 枚拜領 仕、 其 上 御 論文 跋 共に 大御所 様へ 被， 献候由 • 右 御 論之內 にも 加 茂與淵 

がいひ けんやう にな ど 賤名を も御擧 被， 成 候へば、 旁以、 生前 之 面目に 御座 候、 御當地 にても ^及 候 人 

は 悅申來 候 事に 候へば」 

と あるが、 この 大御所 様と は宗武 公の 父君 • 前將 軍吉宗 公で、 公 は延享 ニハネ 九月に 返隱 して ゐる。 銀 子 五 枚 

の 御 褒美 も 新参者に は 可な リな 面目で あらう。 また T 加茂眞 淵が いひ けんやう に 云々」 と あるの は、 約言に 

は 斯うな つ てゐ る。 

「『加 茂眞 淵が いひけ らく、 古歌に 

苦しく も 降 來る雨 か 三輪が 崎、 佐 野の わたりに 家 も あらな くにと よみた る は、 誠に 旅行 人の あはれ さ、 


うちきき たるに、 身に しむば か リぉほ ゆるに、 後の世の 人、 此歌を もて 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

駒と めて 袖 うちはら ふかげ もな し 佐 野の わた リの 雪の 夕暮 

とよみ 侍る は、 よき 歌と いふに つけて • そら/^ しき やうに お ぼ ゆ』 とげに さる ことにて、 くるし 氣に 

は 聞え て、 か へ りて 佐 野の わた リの 雪の 夕暮見 まほし きまでに お ぼ ゆる。」 

次に、 眞 淵が 實際 殿中に 勤 仕した 模樣を 窺 ふに、 之 は 前に も 引用した 濱 松の 森 繁 子に 宛てた 禅 節に も あつ 

たが、 三日 目每の 出勤日に は， 他の 雜用は 無く、 ひたすら 古學 御用 を 仰 付かって 執筆して ゐ たやう で、 かの 

源氏物語 新釋の 如き 大部分 は 殿中に 於て 成就した やうで ある。 時には 殿中 歌會の 世話役と なり 師範 ともなつ 

てゐ る。 かの 梅 合一 卷の 如き その 折の 記錄 である。 母屋. の 放出 を 打ち はらって 殿中の 女性が 一 庵. して 梅に 就 

いて 詠み 合 ひ、 それに 眞 淵が 「うめの ことば」 を 草して ある にても 知られる。 勿論 上の 好む ところ 下 これ を 

好む ので あるから、 田 安家の 家士に は源淸 良の 如き 古雅 を 解す る 者 も 多かった と 想像され るが、 主君 はじめ 

しれ 等の 家士の 詠草に は隨時 添削の 筆 を 加 へた ことで あらう。 また 公達 方の 手習學 問の 師 ：！^ や 代筆 を も 勤め 

た。 宗武 卿の 若殿 小次郞 様が、 寶暦ニ 年に 八歲 になって 手 習始を 行った が、 その 時に 御 祐筆 やその 外の 能筆 

の 手本 召されて、 之 を 比較せられ、 「衞士 が 手跡 は 風雅」 にて よろしい からと言って、 「十 度 1^: 候へば 十 様に 成 

候 故、 御手 本に は 成 間 敷」 と、 固く ぉ斷リ したので あるが、 お 聞 許し^なくて 御 家老から、 手お の師 K を 仰 

付けられ るに 至った。 

また、 卿の 奥方の 御所 望で、 信姬 (誠、 延) の 御手 本 も 上せよ と、 今度 は 殿から 直々 の 仰せ 渡しで、 以後 
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は 御 二方の 御手 本 を 認めた リ、 御 淸.， 書 も 直した リなど 御用 も 繁多と なって 來た。 特に、 姬は 御詠^の 添削 か 

ら、 京、 尾 張邊の 上つ方との 御文 通の 下書 等 を も 仰 付けられ、 それで、 內々 小袖 を も 賜った こと も ある。 资 

暦 八 年 十一月 十九 口、 この 姬 君が、 松 平隆奥 守吉村 嫡子 藤 次 郞重村 公へ 御 入 輿になる 結納の 儀が 取 行 はれた 

が、 眞淵は 之 を 祝って、 かきの 貝の ま」 で岛 とし、 作 リ松を 立て、 その 下に ffi など を 生やした 洲^ を 造つ 

て、 それに 二つの 錢を 水と 見なして、 その 鏡面に 白い 色で 鶴 二 羽の 飛んで ゐる糟 を 描き、 歌 も 小さく 波の 上 

こ、 

火.  ざに はね をなら ベて 飛つ るの 千と せの 影 はけ ふよ リぞ 見む 

の 一首が 書付け て あると 云 ふ 誠に 凝った もの を 献上して、 非常な 御 感興に 頑って 面目 を 施した。 かの 源氏 物 

語 新釋が 完成に 近付いた 頃、 急に、 その 功 を 急ぎ 夜 を 日に 次いで 執筆した の もこの 姬 君の 御 仕度 物の 一 つと 

する 爲 めであった が、 姬 君に は 御輿 入 もなくて 寶暦九 年 五月 十二 日に 卒去せられ たから、 丹誠 を 捧げて 御敎 

導 申 上げた 眞 淵の 歎きの 程 もさ こそと 察せられる" 

^くて、 宗武 卿が 眞淵 を寵 信され る こと はいよ く 深かった。 其の 四十 賀は寶 展四年 十一月に 催された 

かづけ もの  • 

が、 その 夜 宴の 終に 殿 は 御着 用の 御上 下を脫 がせられ て、 眞 淵へ 被 物と せられた。 家 卷 二に、 

寶暦四 年 霜月、 殿の 四十 御賀の 宴に 侍リ ける に、 夜 ふ^て いらせ 給 ふ をリ、 御ぞ ぬがせ 給 ひて、 11^|^淵に 

とてた ま はせ る は. いと 多 かる 人々 の 中に ていとお もた 乂 しく 侍る もお も ほえず かたじけな きに、 ことい 

み をし も、 えし あへ ぬま まに 


あふひて ふ あやの みぞ を も 氏人の かづかん ものと 祌 やし.^ けむ 

おのが 遠つ おや は 山城の 賀 茂よ リ いで」、 文 永の 頃に は 遠 江の 岡 部の 鄕を たま はれる 偷旨 など も ありけ 

リっ その後 ふたら の宫の 大神濱 松に ましし ころ、 御 軍に いそしみ しとて お ほん 太刀 をし もた ま はせ し を、 

其 後 はさる さまの こと も あら ざり しに、 おのれお ぼえず 御紋の 御衣 をた ま はれる かたじけな さいはん かた 

なし。  , 

と、 自分の みならず 祖先への 面目と して、 恐悅 至極で あつたので ある。 この 喜び は 親戚へ も 齊 簡 によって 頒 

たれた ので ある" 卽ち寶 暦 五 年 正月 植田喜 右衛門に 宛てた 書簡の 一節 を 引用す る。 

一、 舊冬、 田 安 御 四十 賀之爲 ， 祝 御 夜 宴 之 終に 御上 下ぬ がせられ 候て、 被.， 下：， 之、 子孫 迄 之 面目に".^、 生前 

の 本望 難， 有 至極に 泰， 存候、 御 付 之 御 旗下 衆 之 外 は、 拙者よ リ 上なる 御 役人に も 御 紋付は 不：， 被い 下に、 共 

上、 御脫 被. 遊 被， 下 候 事 はめ づ らしき 御 事 之 由、 皆 被， 申 候て、 《< 美 申、 當春は 諸 大名 衆へ^ 越 候に も御紋 

付 著 用 仕 候 故、 諸方 あいしら ひも 格別に て 面目 仕 候 御 事 御座 候、 御悅 可， 被， 下 候、 惣. き、 御 思召殊 之外宜 

候 一一 付 諸事の つつしみ、 旁 は 却て、 勞を增 申 候へ ども、 先祖 以來、 御 紋付を 家に 有し 候 哉 不，， 承傳 1 候 故、 

此 上首尾 能いた し 候 は 子孫に 殘し申 度 願 御座 候、 尤も 一度 拜領仕 候へば 子孫 も 著 候 事に て 御座 候、 共 後 御 

3^ 目 も 御小納 戶ょリ いただき 申 候。 

欣 躍の 情が 文面に 溢れて ゐる • 斯 かると きに 

み 民 われい ける かひ あ リて剌 竹の 君が みこと をけ ふきける かも 

第五 章 江 月に S: 戸 を 張る  1 一. 一 四 三- 


笫ニ編 傅  記  li 一四 四 

の 感激の 一 詠が 生れた もので あらう。 

六縣 居 

移 居の 時 

山伏 井 戶の縣 居 を 造った 年代に 就いて 縣居 書簡 續 編の 中に 兩說が 見られる。 卽ち 

〇 二 七； 六月 朔日揖 取 魚彥宛 書簡 寶暦十 年 (眞淵 六十 四歲) 

雨天 無 r 御異事 御座 1 候 哉、 然者彌 山伏 井 戶之中 通に て 細 田 主 水の 地 を 百 坪 借お. 答に { 北 候 間 普？ ，1 取懸 り： E\ 

申 候、 依， 之 最前の 大工に 可 二 申 付 一 候 間 云々 

(岡 部 翁の 註) 山伏 井戶に 普請した る は、 寶暦十 年な リ。 

〇 二八、 六月 十七 y 梅 谷 市 左 衞門宛 書 節 寶曆十 年 

 家作 之 事、 濱町 にて 本 矢 倉と いふ 所. の (山伏 井戶 とも 云 ふ) 細 田 主 水と いふ  家 は 皆 もとの 家 

に (を 力) 引う つし 少々 づ」 おくの 居間 を 作りた く 申 候、 土藏 共に 三十 兩 少し 餘 にて わたしに いたし 申 

候、 大工 赏體 ものに て 能いた し 大慶いた し 候、 尤隱 居の 家 を 引て、 それ 出来の 後 皆う つり 候て 本 尾を引 候 

答に 候、 此 二十日 過に はう つられ 候 はんや、 猶ニ 十八 九日に 成 候 はんと 存候、 金子 五十 兩餘 かかり：？， 申 

候 * 御殿よ リ拜領 の 外 は 門弟 中世 話に て少々 づっ 助力 有べき よしに 候へば 出 來可申 候、 御 安心 可 被 下 候" 

云々 


一 、 平 三郎事 一 昨 被， 爲レ召 候て 百 俵 五 人 扶持 被 レ下候 由 也、 今までの (よ リニ テモ脫 アル 力) 二十 五 俵 ほど 

增候 間、 先悅 難， 有 奉レ存 候. 云々、 (この 手簡 を 寶暦十 年と 斷定 した 理由 は 書かれて ない、 大方 前記と 同じ 

く 山伏 井戶 引移リ を、 寶暦十 年と 斷定 した ことから であらう と 想 ふ。) 

以上 は寶、 曆十 年と 云ふ說 明で あるが、 次 は 明 和 元年と 註して ゐる。 

〇 五 二、 七月 四日 內山 眞寵宛 書簡 明 和 元年 (眞淵 六十 八歲) 


一、 移 居候 事 明日と 心 かけ 甚紛亂 故、 御 報 如， 此 みだ リに候 …… 。 (岡 部 翁の 註) 山伏 井戶 新宅 移轉 七月 五 

日 なれば、 明 和 元年なる こと 明な リっ 

〇 五 四、 八月 二十 二日 立 田 玄杏宛 書簡 明 和 元年 

…： 移居爲 ，• 御 祝儀 一、 御 四 所よ リ金五 兩御投 辱 奉， 存候、 宜御 禮賴上 候、 御 序 之節濱 町へ 御 立 寄 可， 被レ下 

^ …… 、 

(同 翁 註) 井上通泰 所藏 にして、 同氏の 註に、 明 和 元年 八月 六十 八 歲の時 一； ム々。 

〇 五 五、 九月 十三 日本 居 宣長宛 書簡 明 和 元年 

…； 夏 以來移 宿 之 事に て 諸方 共に  。 

(同 翁 註) 夏 以來移 宿 之 事 は、 山伏 井戶 新宅 移轉 なリ。 

0 五六、 十月 二十 观日內 山眞寵 宛害簡 明 和 元年 
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…… 當 夏以來 今までの 家を濱 町へ 引て、 普猜 いたし 候、 漸と此 間 終而皆 安念いた し 候、 重 而之御 便に は 

町 山伏 井戶 にて 細 田 主 水 殿 地內と 肩書 可， 被， 成 候、 地 ひろくて 明らかに 候へば 庭な ど ゆるら かにいた し樂 

み 候 也、 重而御 出府 候 は M 家 も ひろく 致し 候 ま」 此方に 御 逗留 候 様に 可， 被， 成 侯、 待 入 候 也、 

(同 翁 註) 濱 町の 普請 落成の 時 なれば 明 和 元年なる べし。 

〇 五 七、 十二月 二十 二日、 森 繁子宛 書簡 明 和 元年 

…； まづ/ \ ここのう つろ ひ をい は ひ 給 ひて、 こがね 給 はせ リ、 It うなん、 御 あるじ 君へ もよ く^えまい 

リ給 はせ よ  。 

(同 翁 註) このうつ ろ ひ をい は ひ 云々、 山伏 井戶 新宅 移轉の 事なる ベければ、 此の 節 は 明 和 元年な り。 

さて、 寶暦十 年の ものと 註せられ た 二 七、 二八 を檢 する に 

一、 その 內容の 中に 於て 外に、 同年と 斷定 すべき ものが 見當ら ない。 

一、 岡 部 翁が、 山伏 井一. 11 普請が 寶曆十 年で あつたと 云 ふ 根據が 明示され てゐ ない。 

一 、 「平 三郞事 一 昨 被， 爲， 召 候て 百 俵 五 人 扶持」 と あり 今までより 二十 五俵增 給され た 旨が 記されて ゐる。 

而る にこの 平 三 郞の初 任 は 寶暦十 年 三月 六日 大番 見習 高 五 人 扶持、 同 十 一 月 二 日 大御番 並の 五 拾 俵 五 

人 扶持と 云 ふ 先祖 書で あるから、 前記 は、 二十 五 俵宛增 給の 第二 囘目 である。 さすれば かの 寄 狀は資 

暦 十 年の 初任當 時の もので はな い。 

以上の 理由に ょリ、 二 七、 二八の 二通 は 矢 張 明 和 元年の ものであると i}^ ふこと になる。 山伏 井戶 新築の こ 


と は 秋 成 や 篤 胤が 認めて 居る やうに、 五 二、 五 四、 五 五、 五六、 五 七で、 明 和 元年で あると 云 ふこと を 岡 部 

翁 も 述べられ、 その 引越 は 七月 五日であった とも 述べられて ゐ るから 岡 部 翁が、 始め 何 か烕違 をな さって 

つた ものである。 

拔て 上記の 手紙 や 家集な ど を 本と して、 順次 縣 居に 就いて 述べる。 先づ その 位置で あるが、 之に 就いては 

旣に 「心の 花」 の 第二 十二 卷第 十一 號賀茂 眞淵號 に 於て 戶川殘 花 氏が r 縣 居考」 を 書かれ T 國 學院雜 誌」 第 

二十 四 卷第十 一 號賀茂 眞淵翁 記念 號に 於て、 高 柳光壽 氏が r 縣 居に 就いて」 を 書かれて ゐ るから それら を參 

照して 筆 を 進める。 

縣 居の 跡 

「山伏 井 戶之中 通に て 細 田 主 水の 地 を 百 坪 借 申 害に て」 

r 濱町 にて 本 矢 倉と いふ 所の (山伏 井戶 ともい ふ) 細 田 主 水と いふ …… 」 

と ある" 殘花氏 は その 結論に 於て 「以上 を 綜合 すれば 縣居 は濱 町の 鈿田 邸の 一部に して、 後に 秋 山 邸と な 

リ、 明治の 道路 改正の 後 は 日本 橋 區濱町 七、 八、 九の 番地 中に 當 ると 雖 も其址 は 知る 可らず。」 と 述べられて 

ゐる。 殘花 氏が この 結論に 達する までに は隨分 苦心 せられて ゐる。 卽ち 明治 四十 四 年の 初夏に、 江 戶 名所 圆 

會の 「賀茂 眞淵翁 閉居 地、 濱町 にあ リ。」 と 云 ふ を 手が かリ として、 日本 橋 區長仁 杉英氏 及び 町  一 丁目 大澤 

南 岳 氏と 云 ふ 幕府 頃 は 共に 與 力の 家で ぁリ、 その 土地に 緣 故の 深い 方 を案內 として 赏 地に 就いて 調べた が、 

判明し なかった。 その後 氏は眞 淵の 鄉國遠 州の 史家 後藤 肅堂 氏と 談じ、 眞淵 同族の 後裔 岡部讓 氏の 報 を 得、 
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口碑に 殘る 山伏 井 戶を賴 りと して- 數 種の 江 戶地 阖を见 て、 山伏 井戶の 所在地 は 久松町 三十 五番 地の 邊 であ， 

る こと だけ は 確め 得、 更に 巿史編 慕掛に 就いて 御 役所 枯 (府內 沿革 圖書) を 見る と、 細田源三郞の名が^^ 

リ、 更に 本圖番 に 依って 調べる と f5< の や- リな 沿革が 明かと なった。 

ft 

资勝頃 ヨリ  文化頃3リ叨：^3へ 明治  一二 年 八月 

秋 山 氏 邸  細 田 氏 邸  秋 山 氏 邸  塚 本 某 

縣居舊 跡の 調査 は旣に 明治の 初年に 有志 者に 依って 心掛けられて 居る。 もと 北岛 町に 住居し 加 藤 枝 の 近 一 

くに ゐた 町方 與 力の 家であった 一； ム はれる 豊田 長敦 氏な ど は その 人で ある。 氏 は 福 羽 殿の 意 を 受けられて ニケー 

年 越調资 して、  一 

「 いくらの 年月なら ねど濱 町とば かリ にて 知られず なれば、 去年より かけて いたく 尋ね わびた.^  . 

あがた 居と いひし や いづこ 蟋 蜂の 聲 うちた えて 知る 人の なき 

ここな リと今 はさ やかに 知られけ り：^ きょか リし 共縣居 は」 

(ざ) 

と 歎 詠す るに 至った と；； ムふ。 この 豊田長 敦氏は 明治 四 年 九月の 頃に 八丁 堀 北 島 町 七 五番 地領、 司法お 使 部 息 

田 勝 一 郎 祖父で あると 云 ふこと であるから、 年代 も 可な リ 近かった ので あるが 旣に 判然し 得なかった ので あ i 

る。  ； 

岡 部 譲 氏が 後藤 肅堂 氏に 宛てた 甞 狀に I 縣居翁 家庭の 圆は內 山 眞龍寫 し 置きし ものに 御座 候」 と あるか 一 

ら、 今 も その 原本 や 寫が存 して ゐる であらう に兩 翁と も 故人に なられて 早； 51^ に 調査の 手掛 もな いのは 残念 


ある。  .  . 

その後、 讓 翁の 令息 哲 氏から、 その 寫を 送られた から.、 次に 採錄 する ことが 出來 たの は 俘で ある。 

「縣 居圖寫  岡 部 譲 

左 圖は故 翁が 敎 子なる 內山眞 龍 翁の 許に 在リし を寫し 置きつ る 也 さきに 社友 師岡 翁の 故 翁の 舊蹄 をね も 

ごろに ものして、 この 雜誌 にの せられた るに よ. リ、 この 圖をも あはせ ての せたら まし かばと おも ふま」 に 

かく 摸し とりてお くリ まゐら する になん。」 明治 十六 年 四 n:  二十 七 ョ 出版、 好古 雜誌 三篇 第二 號 

右の 文中の r 師岡 翁の 故 翁の 舊蹟」 を 見る こと を 得たなら ばと 思 ふが 當 時の 好古 雜 誌が 地方に は 無い。 (昭和 

十二 年 九月 十九 日記す) 
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三 五 


細 田-王水と 云 ふ 人 

次に この 地主の 細 田 主 水と 云 ふ 人で あるが、 

「細 田 主 水と いふ 御 扈從祖 之 御 旗 太 …：： 最前 細 田 丹 波 守と て、 御 勘定 頭の 名 有人の 子に て 今 は 五百石 也」 

と ある。 之 を 高 柳 氏 は 次の やうに 說 明され る。 

「寛 政 重修諸 家譜 第 九 百 四十 ニ卷細 田の 條を繙 くと、 右の 書 狀に細 田 主 水と ある は 時 行の 事で、 鐡 三郎、 

民 部、 ^^が、 彈正 などと 稱し、 寶暦 九年閏 六月 家を繼 ぎ、 德川家 重に 仕へ て、 十 年 三月 西 城の 小姓 組に 列 

し、 十一 年 八月 本 城の 勤と なった が、 十二 年 十二月 また 西 城に 復し， 安永 元年 六月 三十 六歲を 以て 歿した 

人で ある。 高 五百石と いふの は享保 十四 年 祖父 時以の 時からで ぁリ、 また 誊 中細 田 丹 後 守と て 御 勘 頭 之 

名 有人と いふの は 時 行の 父時敏 のこと で、 猪 之 助、 民 部、 大和 守、 丹 後 守、 丹 波 守と も稱 し、 從五 位下と 

f、 德川 吉宗に 仕へ、 西 城の 小姓から 勘定 奉行まで 進み、 寶暦九 年 五月 四十 七歲で 歿して ゐる。 時 行の 

子 は 時 富と いふ 人で、 民 之丞、 又彌三 郞と稱 した。 

五百石 位の 知行 取は數 へられない 程あった であらう が、 眞 淵と 云 ふ 巨人の 地主であった と 云 ふこと から、 後 

世まで 新う して その 家. の 由 緖を說 かれる の は 誠に 僥倖と 云 ふべき である。 

ェ  事 

ki- &ぉェ は 門人 中で も 特に 親しかった 楫取 魚彥の 世話に 依った もので、 十分に 信用 は 置かれた であらう 

が、 而し鬼 角 心が 置かれる の は、 新う した 仕事師に 多 いのは 今 も 昔 も 變リが 無かった と 見える。 そこで 辞戒 
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して 「今明日 中 參リ候 様に 被，： 仰 付 一可， 被， 下 候、 旦ゎ ろく 致し 候へば 半途に て にげ 候 者 も 有， 之 候、 左様の 

事 無， 之 様に 被， 仰 付， 置、 可， 被， 下 候」 と 念 を 押して ゐる、 而る にこの 械梁は r 實 態の もの」 で 工事 も 忠赏に 

蓮 ばれて、 眞淵も 大慶であった。 

工事の 費用 は 大工へ. 「わたし」 にした の は 三十 兩 少し 餘 であった が、 總 ベて 五十 附餘 かかった、 常時の 使 

用價 値から， 云 ふと 中々 の 大金であって、 學 者が 之 を才覺 する の は 容易の ことで はない が、 倖に 翁の^ 德 をれ，：^ 

慕す る 門人 達は應 分の 灘出 をな した。 殊に 田 安家からの 御 助力 は 一 層 感銘 深き ものが あったらう。 

「御殿より 拜領の 外 は 門弟 中世 話に て少々 づ」、 助力 有べき よしに 候へば 出 來^, 中 候、 御 安心： E\ 被， 下 

候」 

と， 赏子眞 滋には 申 送って ゐる ものの 中々 の 苦心、 氣まづ さも あつたに 途 ひない。 

「此 度、 家う つりに いか ふ 物 多く 入 侍りて、 こ. -の 御殿よ リも、 よほど 御金もう ち/ <\- に 給 りて、 それに 

つきて うつり 侍る めれ ど、 とかくに、 足り-侍らねば、 門弟 中へ よ リ./ \ たすけ を も賴み 侍る 也。 然れば 御 

三人よ リも しかお ぼし 給 はれ かし。 物の 數は定 り， たる 事 は 侍らず。 御 心さし のまに く 也。 かた/ \ の奧 

方の 御前な ど は 外にて. 大 かたの 人 二三 分な り、 一雨ば かり. づ\ にて 候、 是は御 もとへ うちく に 申の み 

也 • いそがし けれど 此 度の 事故に 申まい り. 候 也。」 (ふ， 人く ろ、 六十 七) 

而し、 眞淵も 氣輕に その 寄附 話 を 持ち掛け、 弟子 達 も 皆 打 揃って 快諾して 遠近から その 義 ffl を 申出で、 また 

工事の 世話な どもして ゐる所 を 見る と 如何にも 師弟 情誼の 濃 かさが 現れて 麗しい 語リ賴 である。 


さて、 次に 工事の 進 涉模樣 を 窺 ふに、 本來 この 轉居は 春 あた リ からの 企であった やうで ある。 先づ その 宅 

地の 見立てに は隨分 苦心して、 所々 を步き 廻って ゐる ことが 窺 はれる。 それで 最初 は 神 田のお 玉が 池の 遙を 

選定して 少し 陝 くても 我慢 もしょうと 決心した やうで あるが、 それが 濱 町に 變更 したので ある。 

「こ 」 の 家 を 引て つく 勺ぬべく やな ど、 所も大 かった は 玉の 池 へ などに 定め 侍リ なん や、 もとよ， リ かの わ 

たり， を のぞみ 侍れ どよ ろしき 明 地なくて なん、 少しせば けれど さても あらん かに ぞ；； ^る。」 (ふ V くろ、 サ 

一 ) 「日 比お のが 家 所 を 見た てんとて 濱松 をめ ぐり 候つ いでに おた み 所へ たづね 候て」 (ふ M くろ、 ：tg:) 

「さる は 家う つろ ひの 事 もち か/. \ と 思 ひし を 又た がふ 事出來 て、 今し ばし おそく 成ぬべし。 とくに 五 

半に も 侍らん や。 その 內所も 何も さだめ 候て 申まい るべ し。」 (同、 六十 七) 

是 等に 依って 卜 地の 消息 は 知る ことが 出來 る。 

工事 始は 延びても 五月 半に はと 思って ゐ たが、 更に 延びて 六月 朔 日に は天氣 晴れ 次第 地形 を 直さう と前祸 

の 書簡に も ある 通リ である。 而 しこの 梅雨期で あるから r 此 そらにて ふしん もなら で こま リ入 候」 と 困却の 

色が 見えた。 この 雨期で も 普請 を 始めねば ならない と 云 ふに 就いては、 何 か 事情が 伏在して ゐる こと を は 

せる。 さて、 工事の 順序 は、 先づ 「拙者 居候 家 を 先 引 候て、 さし 次の 所な ど 出來候 は， \ 是れへ 移り 候て」 と 

あるが、 この 「拙者 居候 家」 とは眞 淵の 隱 宅で、 この頃 養子 平 三郞と は楝を 別にして 居った ので ある。 「さ 

し 次」 と は 今度 新たに 增築 する ことにな つた 所 を 云 ふで あらう。 斯くて 是 等が 出 來て引 移る ことの 出來 るの 

は、 六月 二十日 過ぎ 遲く とも 二十 八、 九日に はと 思って ゐ たので あるが、 延び/ \ て 七月 五日に 引越す こと 
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が出來 た。 

それから 平三郞 夫婦の ゐる 本宅 を、 更に 土 藏も引 移して、 十月 二十四日に は r 此間 終而、 ^安念いた し！^」 

と ある. - 卽ち 六月 初旬に 工事に 着手して 四ケ H 半 を 要して 续ェ した 譯 である。 

縣 居と は 

縣 居と 云 ふ はこの 濱 町の 家の 雅號 で、 宣 長の 鈴屋 と共に 天下に 響いた ものであるが、 その 由來 は、 旣に名 

號の 章で 述べて 置いた が、 

「おのれ 氏 は 加 茂、 かばね は あがたぬ しなれば をる 所 を あかた ゐと いふ 也。 あがたと とはゐ なかの 心也ビ 

(ふ ，\ くろ、 八十 二.) 

r 此度 はお のれが 庭 を 野べ、 又はた けな どに つくり つれば 家居 を縣 居と 名つ け 侍リ。 あがたと は ゐ屮て ふ 

に 同じ 事 也。」 (同、 九十) 

さて、 ； Q が だと 云 ふ 語義 も旣に 述べて 置いた が、 頒田卽 ち 田を頒 つの 意で、 古代 山河な どの 形勢に 從 つて 

塊を區 分して、 田畑 を 耕作した が、 その 區 分せられ た 田畑 を縣と 云った もので、 それが 轉 じて 田 舍と云 ふ 意 

. ^に用 ひられ、 この 縣を 管理す る 者が ぼ 主で ある。 而 して 縣 主の 名 は 旣に冠 辭考の 成った 前年 卽ち资 ^六 年 

から 甩 ひて ゐる。 

r 縣主は 拙 姓に 候 間 去年 以來 ょリ 拙者. 別名の 様に 諸方 にても 書 音に 記 侯 人 有レ之 候、 書林の 札 (廣吿 ) にも 

縣 主と 記 申 候」 (書簡 績) 


と ある。 さて、 この 縣居 は眞 淵の 自然、 尙 古の 趣味に 合った やうに 作られ、 此處に 於け る 日頃の 生活 もこの 

趣味から 來てゐ る。  . 

從來縣 居 は 庵屋の やうに 想 はれて 居った が、 旣に 述べた やうに、 母屋 も ぁリ、 翁院も 付いて ほリ、 門人の 

二三 人 は 同宿が 出來 たし、 また 隱居 nHf が あり-土 藏も 建てて あつたので、 大江 戶の眞 中に 於て は：？ なリの 構 

へと いはれ る。  . 

佐々 木 博士の r 縣 居の 九月 十三夜」 と 云 ふ 名文が、 その 著 r 賀茂眞 淵と 本居宣 長」 の 初 節に あるが、 その 

中に、 縣 居の 模様 をい ろくの 文献から 考證 し、 詳述 せられて ゐ るから、 その 儘 ここに 借用す る。 

「隅 田の 流に 近い 束の 方の 本屋に は 二階 も ぁリ、 土 藏も添 うて 居る が、 今宵 月見の 宴 を 問いた の は、 福 王 

家に 近く 建てた 隱居 家で、 そは眞 淵が 特に 心 を 用ゐた 古へ ぶり. の 家で ある。 尾根 は 板 jcfsF で、 两 の 方に 入口 

があって、 そこ は 板 敷に なって ゐ、 上に あがる と 四方 は 庇の 間で、 中央の 高くな つた 長 押の 上に 四^半の 

母屋が ある。 南 庇と 西 庇の 半と は 開き 戶で、 常に 簾 をお ろす やうに して あるが、 今宵 は 捲き 上げて ある。 

is- 庇の 下半 は 板壁、 上半 は 半 都で、 その 間の 南の 隅に は、 瓶 中に 松 を 挿した のが 置いて あり、 共の 份に、 

今宵の 祝に とて 贈られた 菊の 造花 をた て、 遣 水 を あしらうて ある 洲濱が 飾って ぁリ、 北の 隅に は、 甞 架と 

文 机と 柳 宮が据 ゑて ある。 北 庇は澳 でしき つて、 勝手に 通 ふやう にして ある。 

家 は 南に 面し、 數十 坪の 庭の 面が 月の 光に 隈なく 照らされて 居る。 西の方に 當 つて、 いささか 土 を 條リ上 

げ、 廻リに 若松 を植 ゑて 穴藏を こしら へた。 ， ー 眞淵 はさきに 火の 災に 遇った が —. 常時 江 戶には ® 大火が 
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あつたので、 市人の. 家の 餘地 ある 者 は、 萬 一 の 際の 用意に とて、 多く 庭 中に かく 穴藏を 設けた のであった。 

穴蔵の 東の 方 は、 殊更に 野邊ゃ 畑の やうに 造リ なして あって、 靑 茱も植 ゑて あれば、 野蒜 も桓 根に 近く あ 

る。 むかし 笏 にした と 云 ふふくら の 苗木 を 箱 根 山から 掘らせて 來 たの も 二 本 ある。 小 ざ さも 植 ゑて ある。 

また かねがね 萬 葉 集中の 產物を あつめて ゐ るので、 越 前の 靑木 松珀に 賴んで 送って もらった 堅 香 子 も あ 

リ、 上總 から 取よ せた 黑 慈姑の 小さい 惠具 (j^  一 5)、 相模 から 弟子が もって 來 た山菅 (t- く！：！) など も植ス 入て 

\ ヌ グ J I  > 

ある。 叢の ここ かじ こに は、 淸ぃ 月の 光 を 仰いで、 蟋蜂ゃ 鈴虫が 頻リに 鳴いて ゐ る。」 

雅  會 

縣 居に 於け る雅會 はしば く 催された こと は 想像に 難くない。 す乂な花伊、く^|^、 品よ き 上 tig を迎 へて は 詠 

みか はし、 月 のさ やけき 秋の 夜半 こ ほろ きの 音の あはれ さに 葛 飾 早稻の 新し ぼり を 酌み 交 はし、 更 くる も 知 

らず 1^1 手 を 流した ことで あらう。 

きさらぎの 末つ方 櫻の 花 もや や 盛なる ころ、 伊久 米の 君のお はした るに 庭 を はたに 作れ リ しが、 す乂 

なの 花 さかりに r 械たリ ければ よみていだ しける 

卷 ざれば す な 花 伊、 く あがた 見に 君來 まさむ とお も ひかけ き や (家 奥) 

九月 十三 日夜 縣居 にて (前記の r 縣 居の 九月 十三夜」) 

秋の 夜の ほ がら/ \と 天の原て る 月影. にか リな きわたる 

こ ほろ ぎの 鳴 や あがたの わが 宿に 月 かげ 淸 しとい ふ 人 もが も 


あがた ゐ のち ふの 露 原 かき 分て 月見に 來 つる 葡 人力 も 

こ ほろ ぎの まちよろ こべ る 長月の きょき 月夜 はふけ ず も あらな ス 

に ほど リ のかつ しか 早稻 のに ひ しぼりく みっつ をれば 月 かたぶきぬ (家^) 

この 夜に、 幼い 時から 手引して 來た 門人 村 田 春 道の 詠んだ 歌 は 

「九月 十三夜 賀茂 大人の 新宅に つど ひて 人々 とともに よめる 

はし 出に 靑茱を まき. 垣ね にぬ びる をお ほし、 青菜つ むみ ふぐし もち、 ぬひる つむみ かたま もた す、 をと 

めら が 手に まく 玉の、 みつ 玉の 眞玉 なすまで、 秋の 夜の 月お もしろ く、 てれる 稚室 

いほ 夜つ き、 見と も あかめ や、 縣 居の 野 つらの 屋戶に てれる 月影」 (八十 浦の 玉 上) 

また、 眞 淵の 同じ 鄕國で 江戶に 於け る 最初の 門人で ある 小 野 古道が 縣 居の 二階に 於て 四方 を 見 はるかして 詠 

んだ歌 は、 

「六月ば かリ縣 居の 家の 高き 屋 にあ， リて、 

鳥が なく 東の 國の、 武藏 野の かぎり-もしらず、 しきませ る 君が 御 里に、 千 萬の 家 は あれ ども、 千 船よ る 浦 

囘 かたつき、 作りた る この 高き 尾に、 たづ さはり. のぼりて 見れば、 足 柄の 箱 根の 山の、 山の 上に ふじの 一.? 

嶺の、 白雪 もき ゆと いふなる、 みな 月の てる 日の かげ を、 世の 人 は あっしと いかに、 わびぬ らも わ 力 屈 ふ 

どち は、 夏 引の 千 引の 糸の、 長き 日 を あかぬ 物と し、 此ゅ ふべ あそびくらして、 しなが 鳥 安 の 海 つら、 

、；； く  こ 鹽氣も よれて、 天 ノ原澳 津浪間 ゆ、 さし いづる さやけ き 月に、 た乂 むか ふ此 高き 屋は す乂 しく も 
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あるか 

わたの 原 夕し ほみ ちて 時つ かぜす 乂 しき 浪を いづる 月 かも」 (同上) 

また、 野 分した 朝の 荒んだ 縣 居の 庭 は 却って 一 入の 眺めで ぁリ、 客 もがな と 思 はれる。 

「野 分せ しあした 

野 分して あがたの 宿 は あれに けリ 月見に 來 よと 誰に つげ まし 」 

この歌は家^||にも出てゐるが、 飛散った 尾根 板に 書付け て、 伊勢に 本店 を 有した 久住 氏と 云 ふ 近所の 家に？ は 

したと 云 ふこと である。 序に 一言す るが、 この 久住氏 は 伊勢 白-子の 人で、 五左衛門と 云った 袞 家で、 日本 描 

に 支店 を 有して 居った ので ある。 この 久 住家の 墓 は 白子 町の 靑寵 寺に あって、 眞 淵の 門人 村 E 橋彥の 墓と 相 

並んで ゐる。 何う も、 眞淵は 伊勢の 人に 緣 があった、 この 兩 人より 外に 枝 直 は 松 坂 出身で ぁリ、 宣長も 同じ 

松 坂であった、 祌宫 方面に も 久老等 三 四 人が ある。 

なほ 縣 居に 就いては、 細かに 観たならば 色々 赛 くべき こと は 多から うが、 こ  > -らで 筆を搠 く、 

七 望鄉の 念 

眞 淵が、 大 勇猛心 を 興して 東 下した 頃 は 家の ことな どもあって、 鬼 角 所用 勝で、 よく im 松に 歸 つたから、 

門人 達 も 「さう 度々 歸ら なくて はなら ないやう なれば、 江 戶の方 は 何う する」 と 云った と 云 ふやうな こと も 

見えて ゐる。 その後、 故鄕と は絕ぇ 勝ちに なった。 卽ち 出入 先が 多くな リ、 門 人が 增し、 その 研究に 追 はれ 

る やうに なリ、 また 田 安の 家 士と云 ふ 重任 も あるので ある。 而し、 その 生涯 を 江戶で 終る と 云 ふ 積り は 無 か 


つた やうで ある。 自分の 典した 田 安の 士 たる 家格 を、 血統の 者に 傳へ 得る 見込 さへ つけば 故 鄕に歸 らうと し 

た、 この 念 は 年と 共に 切なる ものが あった。 

寶曆七 年 六十 一歳の 頃に、 生家の 甥 與三郞 に江戶 見物 を您慂 した ことがあ るが、 その 中に 「二 まり 江戶見 

物 も われら 居候 內ー 一致、 可然 一一 候」 と ある。 その 翌年に も 「返隱 願 候て、 少々 散惜 可， 仕、 左 候 は 乂故鄕 へ も 

罷越、 貴 面 寛々 可， 致と 今よ， リ樂罷 在 候」 とも あ 4 なほ 同 十 年の 六十 四の 時に も 「おのれ は 今 は、 いと 老 

て、 よろ づ物 うくな リ行、 故鄕こ ひしくな リ行 侍る 也」 とも 見えて、 如何にも 望郷の念に 驅ら れてゐ る。 

而し、 斯う は 思 ふ ものの 「あるとき はありの す さび」 と 云 ふ 如く、 研究 は 思 ふやう に 進まず、 殿の^ あは 

隱居後 も 相變ら ずで 御用が あ h -、. また、 家內の 事情 も變 つて 來て、 故鄕 永住 も 5^; み， 純と なった" 然 らば、 せ 

めて、 生涯の 間に 今一度、 故鄕に 遊び 度い と 念願す る やうに なった， 卽ち、 「如い 仰、 近年 之^、  へ 參：^ 

は乂、 貴所へ も 立より 候へ との 事、 辱存 候、 いか 様、 今一度 は 必罷登 可， 申 候、 其 節は贵 所へ も參 候て、 參？^ 

邊之樣 子 を も 一 覽 いたし 樂み候 はんと 今よ リ樂 しみ 罷在 候。」 と ある。 

之 は、 寶歷 十三 年 六十 七 歳の 大和 旅行の 上下 行の 折に 實 現された ので ある。 この 時 は、 翁に とって は、 

は M 錦 を 着て 故 鄕に歸 つた 譯 である。 田 安 卿の 家 士の御 通行と 云 ふこと で、 供人 も あり、 S: も從 へ てゐ 

る。 曾て、 江戶に 下る の 折 「必ず 三 間 棒の 肩 輿に 乘ら ざれば、 再び 此の 地に 歸ら ず」 と高赏 したと 一： ム ふが 

是は 如何にも 曄說 めいて ゐる。 而し、 この 位の 決心 はあった ことで あらう。 今や、 之 を現實 のこと として 续 

黨に相 妾す るので あるつ この 時は少 くと も 二十日 位は濱 松に 足 を 留めた ので あるから、 親戚. 故葡と 見え 
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て、 共に 舊懷 を敍し 合った ことで あらう。 (次 節に 詳述す る) 

以來、 翁 はた M 書簡な どに 依って 故鄕を 1^ ん だのみ で、 旣に 決心して、 GI ら 墓地まで 選定 し^いて、 江戶 

で 逝かれた ので ある。  - 

八 大和 旅行 

出  發 

詩 家 歌人 は 好んで 旅行した ものであるが、 眞淵 は餘. y 旅行 はしなかった、 三十 七歲荷 田家に 入 門 してから 

は濱 松と 京都との 間 を 往復し、 四十 一 歲江戶 に 出てから、 數 年の 間は濱 松と 江戶 との 間 を 時々 往 (伐して はゐ 

る 。また、 江戶に 於て は 近郊 探媵 などに 杖を曳 いた こと はあった が、 1H 立てての 旅行と 云 ふ もの はして 居ら 

な い。 之 は その 研究と e: 人 指導と に 三十 餘年 寧日の な い 生活 を 送って ゐ たからで あらう。 

大和 は 記紀 萬 葉に 於て、 最も 親しみの 多い、 また その 研究 上 も 知らなくて はならぬ 土地で ある"、 齊脾十 

年、 田 安家から は 願の 通リ、 隱居を 仰 付けられ、 嗣子 定雄は 出仕 を 命ぜられて、 先づは 一安心と 云 ふ 所で あ 

る。 それで 多年の 宿望た る 大和 旅行 も 今年 六十 七. 歲 にして 甫 めて 出来る ことにな つた。 ^も 田 安の 殿の 仰 言 

に 依る と 云 ふので あるから、 面目で も あるし、 便宜 も 多い 譯 である。 眞 淵の 旅行ら しい 旅行 は ただこの 大和 

旅行の みであった。 この 旅行 はさす がに 古典に 現れる 地名 や 社寺の 赏 際を觀 たリ、 吉野 * 笠 等の 行宮の 址 

に 悲^の： 15 淚を 流した リ、 佛足 石の 特異な 形式の 古歌 を寫 取った リ、 或は 親戚、 故舊を 訪ねたり、 .K に 得る 


所 は 多大で あつたので あるが- それらに 幾 倍 もした 大收獲 は 伊勢松 坂に 於て 本居宣 長に 遭った と 云 ふこと で 

あった" 

:i?Z 行者 は 村 田 春鄕、 春 海 兄弟で ある。 眞 淵が 出府して 間もなく 寄 遇した の はこの 兄弟の 父 道の 所で あつ 

たが、 その 元 文 三年に はま だ 二人とも 生れて はゐ なかった。 それが、 この 火 和 旅行の 寶曆 十三 年に は 兄 春郎 

は 二十 五歲、 弟 春 海 は 十八 歲、 共に 俊敏で、 早くから 手鹽 にかけ、 望を嗎 した 門人の 屮に數 へて ゐる 靑年舉 

徒で ある。 道中の 秘書と もな リ、 研究の 助手と もな リ、 風雅の 話 相手と もなる 好侶毕 である- 

寶歷 十三 年 二月 末に 江戶を 立って、 柬 海道 を 上ったら しく、 三月 五日に 三 河國吉 田の 親戚 植田氏 こき ひ、 

それから 山城、 大和 を 廻リ、 伊勢に 入リ祌 宮を拜 して、 歸路も 東海道 を 通った もので あらう と m 心 ふ。 そ てで 

吉野 では 花 を 詠め、 五月 二十 五日 參宮の 歸路， 松 坂で 一宿 宣 長に 遭 ひ、 六月 朔 日に 濱 松に 入り、 七： =: 四 n に 

江. 戶に歸 る， 半ケ 年に 亙る 旅行で あつたので ある。 今 この 道中の こと を 略述して 見よう。 

道中の 格式 は 田 安 卿の 家 士と云 ふこと であるから 一、 供人 も 鎗持も 無くて はならぬ、 供人 は： ii: 田 兄； Ji^ を.^ 人 

としたと は 云へ、 鎗持 はさう はならぬ、 悠々 雅悽を 述べた リ、 研究 調査 をした リす るに は 翁 持 も 如何 はし 

い。 一 g し、 何う しても、 新居 關所 以東 は 伴はなくて はならない 御 淀で あるから、 その 間 は 伴って 三 河の 也 鯉 

鮒で * 一  ョ： は歸 し、 鎗は. 植 田家に 預けさせて 置いた 「- そして 豫定 五月 上旬の 歸途に は， この 植 田家に 产、 て 翁 

持 人夫の 世話 をして れる やうに 賴 んでゐ る。 その 常時の 書狀が 一 通殘 つて ゐる。 

植田 七三 郞宛 書狀 寶曆 十三 年 三月 六日 
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昨日 者、 得，， 貴 面 I、 御 丁寧 之 御 事、 辱 御 事に 御座 侯、 其 刻 風邪に て氣 分不， 宜候而 失 禮之體 、御免 可， 被， 下 

候、 五月 上旬 歸路に 訪尋を 期 候、 

一、 畿 逸歷覽 いたし 候に は 鎗爲， 持 候て は不， 宜故、 今日 al,, 池 鰓鲋驛 I 歸候、 然者新 井 御 關以柬 にて 必用に 

候 ま」、 貴 宅へ 暫御 預リ置 可， 被， 下賴入 候- 五月 上旬 歸路之 時、 受取 可， 申 候、 乍， 一 御世 話 I 賴入 候、 $ir, 共 

如， 此 御座 候、 客 中 故 草々 以上 

三月 六日.； 仪 

追 •.ra 歸路之 節、 其 翁 持 もの 濱 松まで 貴所より 賴可， 申 候、 其 事 も 其 時 御世 話可レ 被， 下 候 

岡 部衞士 

植田 七三 郞様 

(包紙に 左の 如く あ リ。) 

吉田札 木 町 CI 知立驛  岡 部衞士 

植田 七三 郞様 

富 士の嶺 に 國韙の 1#嚴を|| ぶ 

賀茂翁 家^、 卷之四 

富 士の嶺 を觀て しるせる 詞 

おのれ 具 淵 さきに、 不. G のね を 見さけ て、 おもへ らく， とほつ 神 わが 大君の 御園の ぁリ さま は、 たぶ かく 


の 如しと。 今年 村 田の 春 さとが、 此嶽 にむ かひて いへ らく、 いはまく も かしこき 大 御前の、 白き みぞた て 

まつ リて、 高 御座に おはし ますらん は、 かく ぞ あるべき とい ヘリ。 此 言ら を あ ひ うづ. な ひ あ ひ よろこび 

* し 力 

て、 さらにた たへ ごと をせ リ。 そ も/ \ これの 富士の 高ね はやつ 久方の 天つ 口 を 冠と き、 あか 星 を かつら 

にたら し、 白雪 を 衣と し、 靑雲を 裳と し、 二つの 國を くらにし き. 百の 峰を臣 とひ きゐ、 八十國原の^！^木 

を大 だからと し、 わたの 千島 を まつろへ る 諸國と 見さけ、 天地の わきの はじめよ リ、 より-あ ひのき はみ、 

たて •  t こ 

うごかず つきず、 あかね さす 日 いづる 國 にたちて、 日の 入る くにまで 聞え つぎ、 日の 經 曰の 緯、 かげと も 

そと もの かたち ひとしくて、 まがれる 所な く、 ほのに かくる るく まもなく、 ひたな だり にな だリ、 もすそ 

ひろに ひろ リ、 いませる 大神 にな も ある。 しかれ こそす めら みことの、 やすらけ き、 いづまつ リ ごと を 本 

として、 さくをし へ をた てた ま はずし あれば、 民草 も 心に かぐろ きかくれ をお も はず、 ことに、 リ. らうへ を 

いはず、 天と ながく、 つちと た ひらかに、 しリ ませる ぁリ さま を、 見たら はし、 おも ひたら はすこと は、 

これの 神 高ね のみ おもにな もぁリ ける。 

寶の暦 十まリ 三と せの 春、 春鄕、 春 海 等と 大和 へ まかる 時に、 此 みね を 見さけ ながらに して、 しるしぬ。 

現 人 神の 天皇が 臣僚萬 民 を率ゐ て、 その 中心と な， リ、 明淨 直の 大政 を 布き ますの が、 我が 國板 である。 關束 

の 平原で 眺 むる 富 士の靈 峰 もしば しの 別路、 いざや、 進んで 肇國の 本 地、 國の まほろば たる 大和の 國 がらの 

雄々 しさ を も 見よう。 

大 和 國 I 吉 野， 笠 0 
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大和の 國原 はさす がに なつかしい。 香久具 山、 耳 無 山、 畝 火山 そ、 リ 立つ、 彼方 は吉 野の 群 山、 此方 は 生 

駒の 山な み、 斯くて こそ、 彼の 歌 も、 此の 歌 も 詠まれた であらう。 

「大和の くにをお も ひて よめる 

祌ろ ぎの 神の 御代よ リ、 天つ 嗣日 つぎし らし」. 御 まの みこと 吾大 王の、 とつ こと は を をし くた けく、 、リ 

ちら をば 直く 平らに、 みし 賜 ひ 聞した まへば、 八十 國も いよ &眞廣 く、 百のお み もい やさ か はえき、 空み 

つや まとの 國は、 白雲の 外にた ちわた.^、 山 見れば 山い や 高し、 里 みれば さと 平らけ し、 ili^ 花の うら， く は 

しくに ぞ、 ここ をし もうべ 敷 ましき、 八十く に はう ベ もさ かえつ、 いにしへの その 稷 威み 代の、 足り 御世 

をい まも 見る かも、 日 高みの くに 

(5 

火 だから 吾心 さ へ ゆた けし も 大和 國原 はるみて しょ リ o」 

大和 は雄國 で、 この 國に 都の あった 頃 は、 、 人の 心 も 直く 雄々 しく、 詠む 歌 も 益 荒 振であった 山城 は 雌 

國、 この 國に 都が 移されてから、 人の 心 も 女々 しく 歌 も 手搦女 振と なって 了った。 人心 を 新たに し、 更に 人 

心 を 雄 健なら しめ、 政治の 明 淨直を 期し、 詠む 歌 も 古 調に 還らし むる に は 遷都まで もしなくて はならぬ と 云 

ふ 主張 は、 この 大和の 國 原に 立ち、 上代 を囘 顧して 一 入信 念 を 高めた ことで あらう。 

梅 は 古書に も 見えず、 唐の 國 から 將來 した ものであるし、 萬 花に 先立って き 出るな ど は 「物ぐ る ほしき わ 

ざ」 であるし、 枝な ども 矯めて 自然 を 害ね てゐ ると して その 趣味と して は 櫻 花 を 第 一 とする。 卽ち 樱の詞 に、 

「此花 はこと さへ ぐから 國に はお ひずして、 空 みつやまとの 國の はたて にさけ る こそ まことな り けれ。 … 


…から 人の め づる梅 はかた ち 苦しく、 桃 は 色 こちた きな リ。 やまとの 櫻 こそ、 近く 向 ふに 色 あさらに し 

て、 名づ くる 詞 しもな く、 足 引の 山々、 わたつみの さきみ \ に みち^ける とき は、 高き 卑しき めでぬ くま 

も あら ざり けれ。 これ そこの、 なづけず しひず、 天地の なしの まに/、 始め 給 ひ、 なごし まして i 天つ 曰 

嗣の萬 代に しらする 皇大 御世の すがた をし りぬべき もの 也け る。 いで や もろこしの 人の 心 もてつ くれる ま 

つろ、 ごとに は、 うめの ごと 香ぐ はしき に 似た る 句 あれ ど、 こまやかに 苦しげ に、 も. -の ごと 深き 色 も あ 

リと見 ゆれ ど. うたて こちた きに 過ぬ。 そが 上に ここ をた わめ、 かしこ をき りつつ、 しひて なほし をし へ 

むと すなれば、 たみの 心た へずして. 終に 靜 かなる 世 も あらず、 人の 國 とすら なり-はてに けり。」 

と、 卽ち櫻 は 日本 固有の もので、 然の ままの 木 振リ、 淡い 色香、 是 等が 國 がらに 合って ゐる， ここが その 

趣.^ 性に 合致す ると 稱 へて ゐる。 その 櫻 も 江， 戶の 近郊で も 眺めた、 京の 嵐 山で も 観賞した、 而し士 I- 野の^ リ 

を觀 なくて 櫻の まことの 姿 は語リ 得ない。 されば こそ 古へから 吉 野の花に 憧れる 歌人 も 多かった。 それらの 

遺詠に も 多く 接した。 斯くて 吉 野の花 は 多年の 宿望で あつたが、 今や、 その 吉 野の 全山 花の 白雲の 棚引く 中 

に 分け入る ので ある。 況し. て、 歴史の 思 出 も 千々 なる ものが ある J 家禁卷 二に、 

「吉野 山の 花 を 見て よめる 

言 さへ ぐ、 人の 國 にも、 きこえ 來ず、 吾が みかどに も， たぐ ひなき、 吉野 高嶺の、 櫻 花、 さきの 盛 は、 £1 

なべて、 ^くも 見さけ、 杖つ きて * 嶺 にもの ぼリ、 見る 人の、 かた、 リに すれば、 問く 人の、 いひ もつ が ひ 

て、 天雲の、 向 伏す き はみ、 谷ぐ くの、 さわた るかぎ リ、 めでぬ 人、 こ ひぬ 人し も、 なか リけ リ、 しか は 
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あれ ども、 世の中に、 さか しら をす と、 ほこらへ る、 翁が とも は、 八 百 萬、 よろ づの 事ら、 聞きし ょリ、 

見の 劣る ぞと、 いひ つら ひ、 ぁリ なみす る を、 嶺 見れば、 八重 白雲 か、 谷 みれば、 大雪 降る と、 天地に、 

こころお どろき、 世の中に、 言も絕 えつ、、 ゆく 牛の、 おそき 翁が、 うつ ゆ ふの、 さかりし 心、 悔い も悔 

いたる。」 

お 伴 をした 春 海 も 「賀茂 大人と 共に 我 はらからな どかい つらねて、 大和の 國へ いきけ る 時に 吉 野の 大瀧を 

見て よめる」 と 云 ふ 長歌 を 詠んだ リ、 また、 「吉 野の宮 の 跡 を 見て よめる」 に懷舊 の；^ を 流した。 その 反歌 は 

ふリ にけ る あとと ひ 來れば 宮人の 块 わすれず はなさき にけ リ 

古 へ を なれ も 忍ぶ か 呼子 鳥 うらなき 居れり 大 みや 所 

白雲の 八重た つ 山に 大宫 をい く 世までと て造リ そめけ む 

たち 花 は 根 さ へ 枯れても 常し へ にかぐ はしき 名 ぞ今も 殘れる 

天地の 固めし 國と いはめ ども 移ろ ひ來 ぬる 世に こそ あれ けれ (琴 後 集)  - 

以上の 五 首で ある。 

また、 此 折に 笠 置 山に も 登って、 元弘の 昔の 御 醍醐 帝の 行在所の 址に萬 掬の 淚を 注ぎ、 賊軍 を案內 して 落 

城せ しめたと 傳 へらる る、 麓の 明日 香路 村民の 行動 を慷慷 して 詠んだ 長歌が、 「賀 茂眞 淵と 本居宣 長.； に找錄 

されて ゐる。 眞 淵の 烈々 たる 勤王の 心 も 窺 はれる 貴重な 資料で ある。 

. 「至， 1 山城 國笠 置陳所 1 聞 慷慨 作歌 幷 短歌 


つぎ u ぶ 

次 嶺經、 山城の 國、 笠 置の 山 は， しの 薄、 ほに づる 山、 岩が 根の、 根 はへ る 山、 いはまく も、 畏き かも、 

みえし ぬの、 吉 野の 宫に、 天の下、 しろしめ しける- 大君の、 行幸の 宮* 若菰 を、 かりなる 宮、 物 部の、 

八十 伴 雄の、 朝 まも リ、 夕の まもりに、 守らへ る、 その 大 御城 ぞ、 しかれ こそ、 麓の 里の、 御 民ら： も、 仰 

ぎ かしこみ、 御 軍 を、 たすけ まつりて、 益 良 雄の、 建 男心 を、 ふり 起し、 ありこし 間に、 飛ぶ cit の、 明日 

香路 村の、 た ふれら は、 そむき まつ リて、 鎌 倉の * 平の あそが、 さか わざの、 軍の 伴 を、 ぬば たまの、 夜 

のく だち に、 剌 竹の、 そが ひの 山 ゆ、 導して、 追及 奉リ ぬへ そこ をし も、 あやに うれた み、 ここ をし も、 

怒リ にくま ひ、 あすか 路と、 笠 置の 里 は、 里 並の、 ならびて は あれ ど、 ね もころ に、 一一- -II だに と はず、 妹と 

脊の、 婚 ことなく、 古 ゆ、 今 もお やじと、 淺茅 原、 つばらつ ばらに、 里人の、 我に 語らく、 塵ひぢ の、 救 

にも あらぬ、 いやしき や， 里の 民 すら、 道 をお も ふ、 心 ある ものと * しかもへば、 いよよ ますます， た ふ 

れら が、 醜の しこ わざ、 いき ど ほ； ろし も、 

反 歌 

風 まじり 雨 ふる 夜の 行幸 を も へば 淚 しと、 乂 めかね つも 

賀 茂 眞 淵」 

なほ 大和に 於て 目 をと、 ^ めた の は. 奈 良の 藥師 寺に ある 佛足 石で ある，^ 家集 卷之 四に 「佛足 石 記」 の 一 文 

が ある。 佛足 石と は 釋迦の 足迹を 刻んだ 石で、 高さ 一尺八寸、 上の 面の 縱ニ尺 五 寸餘、 描 三尺 ニ寸 ばかり、 

足跡 は 長さ 一尺 五寸七 分、 廣 さ五寸 三分， その 跡の 四隅の 角 ごとに 花形 を 彫り、 その 面に 文が ぁリ、 文の 上 
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下に 雲形 を 書き、 文の 左に は 佛の像 を 彫る。 左の そばに も 文が あり-、 同じく 上下に 雲形が ある。 この 佛足は 

印度の 阿育 王の 精舍の 岩の 上に あった もの を、 唐の 貞觀の 頃に、 王 玄策を 印度に 遣した のに、 彼の 佛足石 を 

寫し來 つて、 普 光寺と 云 ふ 寺に、 石に 彫 付けて 置いた ものである。 それ を 日本で 黃 文の 本 實と云 ふ^を 麼に 

遣した 時に， 之 を 寫し來 て、 奈 良の 右京の 禪院に 納めた の を、 天平 勝寶 元年 七月に、 文 室 眞人淨 三が 更に 石 

に 彫 付けた。 斯くて 今 も藥師 寺に あるので あるが、 眞淵は 上記の 由來を 書いて 更に、 文末に 

「ことし 赞 暦 十三 年の 彌 生ば かリ、 おのれ 大和の 國を 見め ぐリ ける ついでに、 みづ からすり. うつせ リ、 又 

このみ あと を 敬 ふ 心なる 歌、 二十 ま リ七を こと 石に ゑリて そへ たる ぁリ、 そ を も： 1 じくす りた リ。 いづれ 

も 千と せまり さいつ 世の ものの、 猶 明らかに 見 ゆるが めでたき に、 たへ ずして、 かくしる しぬ o」 

卽ち、 佛足 石と その 歌と を 自ら 柘本 にした ので ある。 この 佛足石 歌に 就いては 眞 淵の 研究 は 今の所 見られな 

いが、 之に 注目して ゐる所 はさす がに 眞淵 である" この 眞 淵の 寫 した ものの 寫 本は眞 淵の 鄕國遠 州に は傳へ 

られ て、 後世の 學統を 引く 國學 の士 が傳寫 して ゐる。 

松 坂の 一夜 

この 旅行の 伊勢 路に 於て 眞 淵と 宣長 とが 松 坂に 於て 會 見した こと は T 賀茂 H 、淵と 本居宣 長」 の 中の 「松 坂 

の 一 夜」 及び 同書の r 縣 居の 九月 十三夜」 に 於て、 佐々 木 博士が 椽大の 筆を揮 はれた ので、 有名に なリ、 M 

に小學 校の 國定敎 科 書に 採錄 されて、 一 暦 有名に なった。 

眞淵は 伊勢 路に 入" 松 坂に 至リ、 新 上 尾に 二 宿して、 神宮に 參拜 し、 志 摩國に 入リ、 鳥 羽の 日和 山に 於て 


風光 を 黨 して 引返し、 五月 二十 五日の 夜、 再び 新 上屋に 一宿した" 宣長は 前に、 古本屋 柏 尾 兵 助から、 眞淵 

の 松 坂に 足 を 留められ たの を 聞いて、 直ちに 垣 鼻 村まで 追 掛けた が 見當ら なかった が、 今度 は 新 上 尾からの 

使で、 眞淵を 旅 宿に 訪ねた ので ある" 次に 佐々 木 先生の 名文 を 借用す る。 

r 賀茂縣 主， 眞淵 通稱岡 部衞士 は、 當年 六十 七歲、 その 大著なる 冠 辭考、 萬葉考 など も旣に 成リ、 將： 束 有徳 

公の 第二 子 田 安中 納言宗 武の國 學の師 として、 その 名啧々 たる 一 世の 老大家で ある" 年老い たれ ども 頗豊 

かなる この 老學 者に 相對 せる 本 居舜庵 は、 眉宇の 間に ほとばしって 居る 才氣 を、 溫 和な 性格が 包んで をる 

三十 四 歲の壯 年" しかも 彼 は 二十 三歲 にして 京都に 遊學 し、 醫 術を學 び、 二十 八歲 にして 松^に 歸リ t: を 

業と して 居た が、 京都で 學ん だの は 啻に 醫術 のみでな くして、 契冲の 著書 を讀 破し 國學の 蔬菩も 深かった 

ので ある" _ 舜庵は 長い 問 欽慕して 居た 身の、 ゆく リ なき 對面を 喜んで、 かねて 志して 居る 古事記の 註釋に 

就いて その 計畫 を， 語った， 老學者 は 若人の 言 を靜 かに^いて、 懇ろに その 意見 を 語った。」 と。 

宣長は 在京中 百人一首 改觀抄 を 見て 甫 めて 契 仲 を 知リ、 更に 餘材 抄、 勢 語臆斷 など、 次ぎく に 謂んで、 

歌 纖-、 國學に 得る 所があった。 断くて、 國に歸 り、 二十 八 歲の寶 曆七年 ごろに、 江戶 から 歸 つた 人から-は 辭 

考を 見せられ、 以來 繰返し 讀む 間に、 眞 淵の 說の 深遠に して、 契 仲の 未し き 所な ど を 覺リ、 いよく 1^^ を 

慕 ふ 心が 募って ゐた。 その 折に、 松 坂 を 通過され たのであった。 玉 勝 間に 次の やうに ある リ 

「此 大人 を 慕 ふ 心、 日に そへ てせ ちな りしに、 一年 此 うし、 田 安の 殿. の 仰 事 をう け 給 はり 給 ひて、 此 いせ 

の國 ょリ、 大和、 山城な どこ こかし こと 尋ねめ ぐられ しことの 有し をリ、 此松 坂の 里に も、 二日 三日、 留 
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リ給 へりし を. さる ことつ ゆ 知らで、 後に ききて、 いみ じく、  口 をし かりし を、 かへ る さまに も、 又 一夜 

やど リ給 へる を、 うかが ひて まちて、 いと/ \- うれしく、 いそぎ やどりに、 まう でて、 始めて 見え 奉リた 

リき。 さて 遂に 名簿 を 奉りて、 敎を うけ 給 はる ことに はな リ たりき かし。」 

宣 長が 眞 淵に 遭った の はこの 「一度の み，」 であった。 この 年 十二月に は 入門 希望の 旨 を 申入れ た" 卽ち、 宣 

長 翁の 自筆 日記、 寶暦 十三 年 十二月 二十 八日の 條に、 

「二十 八日 朝 暴、 雨天、 去 五月、 江 戶岡部 衞士賀 茂 縣主眞 淵、 當所 一宿 之 節、 始對 面、 其 後、 狀 通人 門、 

今日 有，， ；！ b 諾之 返事 I。」 

と ある。 その 翌、 寶暦 十四 年の 正月に は 誓詞 を 送って 入門の 禮を 執った ので ある •〕 以 來師： fj^ の 情宜 は 愈々 

く、 宣長は 常に 書面 を 以て 質疑し、 眞淵も 特に、 その 大人物 なること を觀 破して 懇切に 指^して ゐ るので ある。 

「その後 は • た M しば/,. \、 書 かよ はし、 きこえて ぞ、 物 は 問 ひ あきらめたり ける。 そのたび/ \ 給 ヘリ 

し、 御 こたへの ふみ どもい と 多く 積リ にたりし を、 ひとつ もちら さで、 いっき もたり ける を、 せちに 人の 

こ ひもとむ る ままに、 ひとつ ふたつと、 とらせけ る 程に、 今 はの こり 少 くなんな リ ぬる。」 

なほ、 眞 淵が 宣長 に-諭し たこと は 次の やうであった。 

「縣居 大人の 御 さとし 言 

宣長 三十 あま リなリ しほ ど、 縣居 大人の 敎を うけ 給 はり そめし 頃よ リ、 古事記の 註釋を 物せ むとの 志 有 

て、 そのこと 大人に も 聞え ける に、 さとし 給 ヘリし やう は、 われ も、 もとより 神の 神 典を說 かむ と 思 ふ 心 


さし ある を、 そ はま づ、 から 心 を淸く 放れて、 古の まことの 意 をた， つね 得ず ば あるべからず、 然るに、 そ 

の 古へ の 心 を 得む こと は 古言 を 得た る 上なら では あた はず。 古言 を 得む こと は 萬 葉 をよ く あきらむ るに こ 

そ あれ さる 故に、 吾 はま づ、 も はら 萬 葉 を あきらめん とする 程に、 すでに 年老て、 のこりの よは ひ、 今 

いくばく も あら ざれば、 神の 御 ふみをと くまでに * いたる こと 得ざる を、 いまし は年條 りに て、 行 さき 長 

ければ、 今よ リ 怠る ことなく、 いそしみ 學び なば、 其 心 ざしと ぐる こと 有べ し。 た，、 し、 世 屮の物 m ハぶと 

もがら を 見る に、 皆 ひきき 所を經 ずて、 まだき に 高き 所に のぼらん とする 程に、 ひき \i ^を だに 得る こと 

能 はず、 まして、 高き 所 は 得べき やうなければ、 みな ひが ことのみ すめり。 此 むね を 忘れず、 心に しめ 

て * 先づ. ひき」 所よ.^、 よく かため 置きて こそ、 高き 所に はの ぼるべき わざな り。 わがい まだ 神の 御 ふみ 

をえ とかざる は、 も はら 此ゅ ゑぞ. ゆめし なを 越えて、 まだき に 高き 所 をな のぞみ そ， と、 いとね も ごろ 

になん、 いましめ さとし 給 ひた" し。 此御 さとし 言の いとた ふとく 覺ぇ ける ままに、 ぃょ/\萬莱^^^に心 

を そめて、 深く 考へ、 くり かへ し 問 ひた、 ^ して、 古への 心詞を さと リ えて 見れば、 まことに 世の 物し 勺 人 

とい ふ ものの、 祌の御 ふみ 說る 趣、 は、 皆 あらぬ 漢意 のみに して、 更に まことの 意ば え、 えぬ ものに なむ 有 

ける。」 (玉 勝 間 二) 

「萬 葉 問 目」 として 舊眞淵 全 紫 や 新宣長 全集に 入って ゐ るの は、 この 萬 葉 問答 錄 である。 古事記の 訓考 など 

も借寫 して ゐる こと は その 霄簡 にも 明かで ある。 

斯くて、 「今 を 去る 百 五十 餘年 前、 寶暦 十三 年 五月 二十 五日の 夜、 伊勢 國飯高 郡 松 坂. 町なる 新 上屋の 行燈 
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は、 その 光の 下に 語った 老學 者と 若人と を 照らした。 しかも 其 ほの 暗い 燈火 は、 吾が 國 與， -史の 上に、 不减の 

光 を 放って 居る ので ある。」 と 佐々 木 先生が、 申された やうに、 この 兩 大人の 會見は 誠に 日本 文化史 上、 決し 

て 忘れて はなら な い 重大 意義 を 持つ 場面であった。 

昭和 三年 四月 十日 横 井靑瓢 氏が 「§i 初對 面の 遺蹟 新 上 尾」 を 書かれて 當 時の 模様 を 一 層 明かに する を 得 

たる は 誠に 喜ばしい 極-みで ある。 卽ち、 

浙 it  fi^. 


^  ^t.^ 个—  一I Y 如 ノ歌山 街 這 き S 


ネ ^ ザ ノ. 


なほこの 伊勢に 於て は 松 坂から 北 九 里 許の 白子の 村 田 橋彥を 訪れて ゐる。 橋 彥は雅 道に 於て は、 寧ろ 宣長 

よ， リ 先輩であった-マ うだ" 明 和 八 年 十一月 二日に、 宣長は 谷川 士淸を かして、 橋彥の 所藏の 祝詞 考の 借用 を 

申込んで ゐる 程で ある. これより 數 年後に 橋 彥は宣 長の 門人と なる ので あるが、 兩者 はこの 頃 は 未知の 間柄 

であった- さて 眞 淵が この 橋彥を 訪ねた の は 伴って 居った 村 田 兄弟と この 橋 彥とは 親戚の 間柄で あつたから 

である。 この 兩 家の 關 係に 就いては 述 ぶべき こ ともあれ ど、 ここで は 略して 置く。 

眞 淵の 十三 年忌 靈 祭の 記念 出 板 は 名 古尾の 田 中道 麿の 手に 依った もので 「手 向 草」 と 云 ふ、 この 番の 終リ 

こ、 

伊勢江 岛 (今 白子 町の 中) 村 田橋彥 

「令 は 二十 年 あまり 五と せ 六と せの 昔な リ けむ J 賀 茂の をお、 田 安の 殿の 仰 言う けた まはリ て、 大和と 此 

伊勢と ニ國の 古き 跡 ども、 つばら かに 尋ん とて、 東 ゆの ぼり 給 ひし 時、 己が やからな りし 村 田の 恭鄕春 海 

二人 をし も、 はるけ き 道の 伴 ひに ひ きゐ まし、 そのたよ リに、 己が 家に も 一日一夜 とどまり まし、 のど や 

かに かたら ひ 給 ひし 後 は、 をリ ふれた る便每 に、 必ず 文通 はし 給 ひ、 又淺間 山の 記、 ふじの 記な ど をし 

も、 みづ からかき てお くリ給 ひける も 今 はくさ/ \ わすれがたみ にな も、 なりぬ る を 云々」 

と ある。 橋 彥の縣 居 入門 は 何時で あるか 判然 しないが、 この ことのあって 後の ことで あるの は 右の 文面で 明 

かで ある- 以後 橋彥は 文通に 依リ眞 淵の 敎を 受け、 眞淵も 伊勢の 地誌な どに 就い、 て、 質問 もして ゐ るので あ 

る." 斯くて 橋彥は 專ら雅 道に 入リ、 晚年 老母と 共に 隱宅田 鶴舍に 入り 一、 ここに 天下の 雅人 を 引いて 豪^な 生 
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活 をした ものである この 橋彥の 養子 を 春 門と 云って、 鈴 門で は 屈指の 歌人で、 水 野忠邦 公に 奉仕して 有名 

であった (皇學 SI 卷四. 五、 六. 拙稿 「伊勢 白子の 國學と 村 田 橋 彥同春 門 雨 翁」 參照) 

故 鄉濱松  I 

豫 ての 通知に 依リ、 伊場の 生家 岡 部 氏から も、 傳馬 町の 養家 梅 谷 氏から も、 途中まで 迎へ人 を 出した こと 

であらう が、 門人 杉 浦 國满も 熊 谷 彈治を 濱松西 一里ば か リの篠 原 村まで 迎 へに 出した， 斯くて、 六： ：：；：„=in:、 

胸 ときめかして 濱 松に 着き、 暫らく 足 を 留める ことにな つた。 なつかしき 生家に は旣 に/ \ 父母 もい まさ 

ず、 吾れ は 白 髮の妹 を 母 かと 思 ひ、 妹は敏 のよ つた 吾れ を 父 かと 思 ふ。 互に 語ら ふ 肉 身の 喜び、 地位 は 得ら 

れた * 名 臬！： も 博した、 ^ しこの 情愛の 溫 さに は 何物 も 及ぶ もので はない。 父の 位牌に 嚴 かに 合掌 も，.」、 母の 

墓前に 額づ いて 淚も 流した、 なき 妻の 菩提に 唱名 もした ことで あらう。 一子 眞滋 と共に 一 つ 瞎に箸 も 執つ 

た。 名 殘 の盡 きない ものが あったらう。 

さて、 岡 部の 家で は、 

「岡 部の 家に てよ める 

年々 に、 しぬ び まつれば、 古里に、 いますが ごとく、 常 はし も、 思 ひて しもの を、 何し かも、 もとな 歸り 

て、 逢 ふ 人に， ことと ひ ぬれば. ちちの みの、 父 はい まさず、 はは そばの、 母 もい まさず、 しか は あれ 

ど * 吾が 妹な ねの、 かしらに は、 白髮. おひて、 かな 戶ょ リ、 出 づるを 見れば、 母 刀自 は、 いまし にけ リ 

と、 立ち 走り， 入リ てし 見れば、 おもてに は、 皺 かきたり て、 よろ ほへ る、 われ をし も 見て、 妹な ね は、 


父來 ましぬ と、 いぶかしみ、 思 ひたりけ リ、 かたみに、 言 を もとはず、 白玉の、 淚 かきたり、 おひ 居て、 

昔べ しのぶ， こと ぞ さね 多き、」 (家集) 

地方の 門人 も 猿って、 歌會も 催された。 國滿の 家集に  . 

「賀茂 縣主來 リて會 せし に、 人々 かひつら ねて、 すずみと ると いふ 事 を 

あら 金の ち さくる 日に ももと むれば やすくし 過す かげ ぞぁリ ける 

しらぬ 人と いふ こと を 

うつしみ の 人の 世の 人 こと はいと へ ども それと 知る ベ きた づき 得て しか」 

と ある。 六月の 末 頃まで 約 一 ヶ月 濱 松に 在った やうで ある。  ， 

江戸に 歸る 

ふ，. - くろに 「此 四日に か ヘリ 侍リ、 …… 此秋は 御 里 さがり もお はする にや 云.々」 と あるの は、 この 旅行 を 

終へ て 七月 四日に 歸 着した こと を 指す ので あらう。 書簡に も 「長途 往來 七月 歸府」 と ある J 家に 歸 つて 見る 

と、 先 づ田安 卿への 旅行の 報告、 その 調査 物の 整理、 門人な どへの 書信. いろ/ \ 雅俗の 事が 輻輳して 居つ 

たで あ、 りうが、 養女お 島卽ち 嗣子 定 雄の 妻が 重態で 臥床、 自身 も 旅行 勞れ もあって か、 浮 脈が 出て 困った の 

であった。 而し 秋の 末になる とこの 浮腫 は憲 つたが、 . ^島 は 九月 十一 日に 死去して 了った。 

九 後  嗣 
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眞滋は 出府せ ず 

延享 三年 五十 歲の 二月に、 田 安 卿に 召 出されて、 和學 御用 仰 付けられ、 由緒 寄と 親類 と を 提出せ ね はな 

らぬ、 さすれば 妻子の こと も 書 上げた に 相違ない。 今 は 細々 ながら 一 家 を 張リ、 下男 も 一 人 置いた ので ある 

が、 依然として 獨リ暮 しで あるから、 殿 も 不審が リ T 衞士が 妻子 はいかが」 と 御意が ぁリ、 また、 殿の 役人 

達 も 述リに 尋ねる から 「母 大病の 事故、 當分罷 下 候 事 はな リ申間 敷」 と 申 上げて、 其 場 は 繕って 置いた ので 

ある.^ 而し、 妻なる 人は濱 松に 在って 一家 を 守って 行かねば ならぬ、 せめて 一子 眞滋は 呼 寄せ 度い。 そこ 

で、 眞滋に 宛て、 

「何れ、 御殿に 出仕す る やうに なれば 格別、 先づ それまで は、 年々 在所 濱 松へ 立歸 つても 可い、 百日ば か 

リづ つも 江戶に 居る やうに、 伯父 土 尾 氏と も 相談して、 その 結果 を 詳しく 通知せられ 度い。」 

と 云 ふ 旨 を、 この 年の 秋 七月の 末に 申 送った。 

眞滋 は當時 二十歳 位で あらう か、 中々 聰明な 質であった やうで ある。 五社の 森 氏 ゃ歌訪 社の 杉 浦 氏 等と 雅 

遊 も出來 るし、 蔡 庵に も漢 學も學 び、 內 山眞寵 にも 和歌 や 詩文の 添削な ども 賴ん でゐ たから、 場所に 置き、 

相當 の勉强 をせ しめたならば、 仁齋に 於け る 東涯、 宣 長に 於け る 春 庭の やうに も なられた ことで あらう。 具 

淵に とって は 目に 入れても 痛くない 程の ただの 一粒種. である。 常に 膝下に 置き、 水入らずの 生活 を樂 しみつ 

つ、 やがて 我が 學問、 我が 田 安の 家士 たる 家格 を も相績 せしめ 度 • い、 そして、 自ら は 相 當の汐 時 を 見て 返隱 

して、 故鄕で 老後 を送リ 度い。 是が當 時の 眞 淵の 心境であった。 


而し、 眞滋も 梅 谷 氏に とって は 大切な 相續 人で ある。 殊に 公儀の 庇護 を 受けて ゐる 本陣の 主人で あるか 

ら、 公私 兩 面よ.^ する も、 その 進 返 は 容易で ない- 進んで 靑 雲に 乘 つて 大江戶 に 今 を 時め かさう か、 返いて 

本陣の 主人と して 納まらう か。 また、 人並なら ぬ 苦 勞と氣 嫌と をして きた 母親の 心情 を 察し、 異鄕數 十 に 

いとし 子 を 待つ 父親の 心 持 を 汲み、 眞滋は 全く 進 返 谷 まった ことで あらう。 

前の ことがあって 六 年、 寶暦ニ 年の 末に、 眞滋に 宛て、 

「貴殿の 出府 願 も、 當 年中に は 差 出され 難いとの こと、 大願の ことで あるから、 さも あらう。 濱松 侯の 士 

わ 谷 一兵 衞が齊 松 住で 行かれる と 暇 乞に 來 たから、 內々 は 賴んで 置いた が、 自身 も 推参して 賴む； が 可い。 

來 年中に 必ず 東 下す る やうに、 尾 敷 も 何處か 見立て、、 來卷に は 引越す ことにしよう。」 

之で、 見る と眞滋 も江戶 出府 を 決意して 居る らしい。 公儀への 出府 願の 件で、 収述 びが 出来ない やうで あ 

る。 梅 谷 氏に 於て は、 この 前年 卽ち 寶曆 元年 九月に、 眞 淵の 妻 は 歿して ゐる、 眞滋を 除いて は 誰が 後 を やつ 

て 行く もの か、 本陣と 云 ふ 家柄の 手前、 親戚な どの 關係を 思 ふと 軍に 公儀の みのこと ではない、 私情に 於て 

も 容易に 運ばれな いのも 無理 はない。 

この 事が あって 更に 五 年、 寶曆七 年、 翁 六十 一歳の 十一月に なると 眞滋の 出府 は 全く 絕望 となって、 豫め 

の 相談 もな く不 操に 斷 つて 來た。 之に は 眞淵も 多少の 腹立たし さも あ..^、 また、 滋 出府の こと を 殿中に 申 

入れて ある 手前、 その 立場に も餘程 困却した、 また 折角 築 上げた この 地位 も 頓死 にても あらば、 或は 空しく 

なって 了 ひ、 祖先 を顯揚 しょうと する 一念 も畫 餅に 等しくなる であらう" その 時の 番狀は 如何にも その 間の 
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消息 を盡 して、 その 心情に は 轉-^ 同情の 切なる ものが あるから、 特に 引用す る。 

「貴殿 儀 ド候事 難， 成 候 由、 われら 立腹と 申に は 無， 之、 何事 も 相談 づ くに 候 間、 ともかくも にて 候、 併 

早 田 安へ 親 額 書に、 貴殿 を 惣領と 申出し 候へば、 此上は 實子事 は 何ぞ、 目し ひか、 足な へ か、 耳し ひかな 

ど 申立 候而、 養子 を 願 申 候 か、 又 貴殿の 名 儀 人 を、 そのまま にて 隱密に 養子いた し、 食 殿の 事 はなき 分に 

いたし 候 か、 さまく 了簡 も 法式 もむ つかしく 候て 難儀いた し 候 * それ も {且 養子 有， 之 候 はば、 ともかく 

もいた し 可， 申 候、 此節、 甚 御用 之考物 多、 御簾 中樣之 御用 書物 も、 年- 一  上 可， 申、 旁 一寸 之 隙な く 候 

而、 延引-一 候、 若 老後、 大病 頓死 等いた し 候へば、 われ 等 跡 はかくて はつ ぶれ 申 事-一而、 4 「迄 折 ほね 折 

候 を、 無益 _1 可， 申 候 へ 共 それ 共に、 無，； 是非 一事-一 候、 老後 朝夕 辛勞之 上、 か樣之 事共 察 可， 被， 申 候"」 

養  女 

眞溢を 江 戶に述 れ來る ことが 出來 ないならば， 血統の 模ぃ たもの を 養って 後を嗣 がせねば ならぬ。 之に 骨 

を 折った の は 門人 杉 浦國滿 である、 また、 眞滋も 一方ならぬ 骨 を 折って ゐる。 具 淵が 上京す る も、 また 江戶 

へ 出る も、 その 相談に も預 り、 色々 面 到 を 見た のは濱 松誠訪 社の 國 頭であった が、 今 また その 嗣闕滿 が この 

ことに 當 るので ある、 國滿は 父 以來の 關係も あり、 將軍 家年禮 等に て 出府す る 每に異 淵の 家に 立 寄リ、 地方 

門人と てし 最も 多く その 歌會に 列して 居リ、 また 國滿の 家の 歌會 にも 與淵は 自詠を 贈って ゐ ると 云ふ譯 で- 

兩者は 非常に 親密であった から. 今度の 問題に 就いて 何かと 奔走した ものである。 

それで、 岡 部 一族の 中で、 濱松 領主 松 平豊後 守に 仕へ、 當時は 國替に 依って 丹 後の 宫 律に 主君に 從 つて 行 


つて 居った 岡 部 彌平次 政舍の 女に 白羽の 矢 を 立てて 交涉 した。 翁との 血族 關係は 次の やうで ある 

一一 一 四 —政 舍彌平 治 —— お 島 

次 郎助家 —ー〇 io  ミ -〇 


-政 信 11 眞 淵 

卽ち， 眞 淵の 從 兄弟の 孫 女と 云 ふこと になる。 彌平次 は 最初 は 中々 肯 じなかった が、 寶膊八 年 九 n の 末 頃に 

はやう /(\內 諾を與 へた そこで、 眞淵 は眞滋 宛に 

L 梅 谷 家に 養女と して- 逍 はされ る こと は 有難い 3n を置ハ 溢から も 彌平治 宛出狀 せよ ン 

り 一 話の 決着の 祝儀と して、 干 希 か、 反物 か、 濱松邊 の 習慣に 依って 遣 はすべき であらう から、 國滿 とも 相 

談 して * 申 越され 度い， この 祝意 を 表する こと は來月 中に も 致し 度い。 

&娘 引取 は來 春、 その 夫た るべき 養子 は 未決定で あるが、 來 n: 中には 決しよう。 

4. 萬 事 質素に 取 運び 度い、 それが 却って 娘の 爲 でも ある。 

大要 こんな 旨 を 申 送った〕 この 中 注意すべき は 梅 谷 家へ 養女と して 貰 ふと 云 ふこと である。 そして、 典滋が 

その 主人公と して 祝儀 物 等 を 送 屈け る やうに なって ゐる。 これら は、 眞 淵が 梅 谷 家の人であって、 離緣 して 

ゐ ない こと を證 して ゐる ものである。 
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斷 くて 話は顺 調に 運び、 九 年 正月 二十 八日に は 道中 無事に 江戶入 をした、 如何にもして 血緣の もの をと 顿 

つて ゐた眞 淵 も 大いに 悅ん だ。 

「岡 部 彌平次 二 女 事 • 阿波 守 (國滿 ) 殿媒給 候て， 養女に 致し、 正月 二十 八日、 道中 無， 恙 到來、 漸 居驯、 

安-心 仕 候、 血脈の 者 をと 願 候而、 罷在候 事故、 別 而大悅 仕 候、 御悅 被， 下 候」 *  (九 年 二 八 口 付- 植田 

七三 郞 宛。) 

この頃、 養子の 內談も 大方 は 出 來てゐ る。 これが 成立して、 この 養子 も 田 安 卿に 出仕が かな ひ、 ^z分の隱 

居 願 も 差 出して、 聽 許され、 それから 自由に 研究 もし、 散欝 もして、 故鄕へ も歸 つて 宽々 とし 度い。 その 日 

も 間近い と 心中 大いに 悅 んでゐ るので ある。 

この 養女に した 政 舍の女 は玉櫸 には悅 子と あるが、 書簡に はお 島と ある、 之は眞 淵の 所へ 來 てから 改名し 

たもので. あらう。 

. 0 子 

お 島の 夫た るべき 錄 養子 は 可な り 物色 をした やうで あるが、 寶暦八 年の 暮に不 園 聞込んで、 內 偵した が宜 

敷い やうで.，^ つたので、 その 翌年の 二月 頃に は ほ， V 內定 した" そこで 公儀へ 手賴 をして、 三月 末に 顰 養子 を 

仰 付けられ たから、 早速 引取る べきの 處、 丁度 その 頃、 田 安 卿の 息女 信 姬が松 平陸奧 守の 嫡子 重 村の 所へ 緣 

付かれる にっき、 その 仕度と して 源氏物語の 註 釋を仰 付かって ゐ たから、 寸暇 も 惜しい 時で ある。 そこで 五 

月末に 引取る ことに 定めた。 この 五月と 云 ふの は 當時婚 禮には 忌んだ ものであるが、 M 〈淵 は 赏 父 與三郞 政 信 


ひ 己、 5 月で あるから、 亡父 も 却って、 悅 ばれる であらう と 云って ゐ るが、 ここら も眞 淵が 俗 迷信に 促 はれない 

人で ある ことが 判る。 さて、 この 養子の 身上 は、 寬政 重修諸 家譜で も 見れば 判然す るで あらう が、 今 は 翁の 

書翰に 依って 述べる と、 

中 根 修理 —— 中 根 修理 illlllt —— 三 之 助 

|^^^^\  H 安家 勤 仕 

—平 三郞 次郞 左衞門定雄 

この 中 根 家の 本家 は駿河 駿府の 御城 代 中 根大隅 守と 云 ふ歷々 であるし、 近親に は 千 五百石 位の 身分の もの 

も あるから 門 闇に 於て は、 賀 茂の 家に 匹敵すべく もない。 從 つて 是等 親戚に 正式の 交際 を するとな ると 小身 

者の 眞 淵に は 重荷に 堪 へない から、 將來 同僚た るべき 兄權八 及び-甥の 三 之 助と に 親戚 附合 をす る ことにし 

た。  .  ♦ 

公に 於て 聲 養子の 允許が あって、 それから、 なほ 勤 仕 御 番人 を 願 出た- 之が 來年春 頃までに は 御 屈が あ 

るで あらう と 眞淵も 期待して ゐる。 豫定の 如く、 寶曆十 年 三月 十六 日に 平 三郎は 御殿に 召され、 部： Hf 住で、 

小 祿五人 扶持で は あるが 大御番 見習と 云 ふこと で、 末の 見込 もつ いた。 

斯くて、 眞淵 がいよ/ \ 正式に 隱居願 を 提出した の は 寶曆十 年の 七月 頃で あらう か、 (繁子 宛 寄 狀)" それ 

が、 十一月 二日に 許されて、 定 雄に は 大御番 並 を 仰 付けられ、 高 五十 俵 五 人 扶持で ある。 翌. 十一 年 八：：：： 十八 

日に、 御 近習 番本 役、 高 二百 俵に なった が、 當時田 安家の 同僚に 二百 俵 取 は 十 人ば かリ あった。 斯うして 後 
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嗣も聰 調に 収 運び、 昇進 もす るし、 眞淵 も隱居 後の 厚遇 も 蒙って ゐ るので あるから、 悠々 安堵の 生活に 入る 

べきで あつたので あるが、 禍福 は糾 へる 繩の 如しと か、 この 幸福と 見える 中に 禍因が 伏して 居った ので あ 

る、 それ は卽 ちお 岛の 不幸であった。 

なほこの 平 三郞の 子に 就きて. 紙魚 室雜 記に 次の やうに ある。 

0 縣居 翁の 跡、 初め 山伏 町に て、 子息 を 岡 部 治郞左 衞門定 雄と いふ。 謹ョ S 州 遠へ si 麟 4" 

2;^ は；；：、 (姊 娜晴、  15。 氏) 其 子 平 三郞御 近習 番を 勤、 山伏 町 居住な リ しが、 大酒 家に て 所々 に醉た ふれ、 町 送リな 

どに なられし 事 有て、 扶持 半減と なリ、 後に は 山伏 町に て、 裏店 を かり 居られし よし 也。 共 平 三郞の 子と い 

ふ は、 人 「ls チ なるよし。 岡 部 翁 は 田 安家へ 召 か、 へ、 1g 百 俵。 隱居料 百 俵 合て 三百 俵 也" 其 子 次 郞左衞 門. 御 近習^に て 1^1= 俵 也、 

其 子 平 一二郎 も 同役に て^ 百 俵な リ しが、 半 ：1 とな リ、 百 俵に て簦講 役 也、 今の 遂子も 同断なる よし。 

* し .^ びす みう の もの 力た リ 

(紙魚 室雜 記) 

この 雜記は 石川雅 望の 隨 筆で， 享和ニ 年に 大村詡 が 序 を 害いて ゐ るから 眞淵 翁の 歿後 三十 四 年 目に 成った 

もので あらう。 この間に 

チ .Is 左 衛門定 雄 御 近習 番 1 次. ：；^左 衛門 — 後、 百 俵 放 i 役 平 一二郎 # 子 

斯う、 經 過した ので あるから、 二三 代 は 早：：^ らしい。 折角 翁が、 苦心 慘 憎して 建てた 田 安家の 家士 たる 格式 

ある 家 も、 斯様に な， リ、 翁の 遺物 等が、 濱臣 などに 買 はれた リ、 巷間に 散逸した の は 惜しみても 餘 ある こと 

である。 而し 律に、 現在 は靖國 神社 宮司 賀茂 百樹 翁が 嗣 がれて、 名門 は 中 典され、 その 祭祀の 絕 えな いのは， 


誠に 悅ば しい。 

,  お 島の 不幸 

キ モ 

平 三郞は 「働 は 無， 之、 實體 にて 勤 はよ くいた し 候」 と 云った 性行の 者で、 先づ は間逮 のない やうな 人物で あ 

つた。 而 るに その 妻のお 島 は 何う も 感心の 出來 ない 女性で、 雜言は 吐く、 盗み かくし はする、 芝居 遊 與に身 

を やつし、 內政 など は 更に 顧みない と 云ふ狀 態で、 「此女 はと かくに、 浮 雲 反覆 かぎりなく 候 まま、 末々 は 平 

三郞 手に 及 申 まじく 候、」 と 將來を 案じ、 「尤も 末の 事 は 御 申 越 之 通、 大名 もつ ぶる る 時 あれば ぜひな けれど」 

と 諦めても 見る が、 「さし 當て 老後の 難儀 也。」 と、 またしても 困却の 色 を 見せて ゐる。 ^して、 勘 當と云 ふや 

うな こと を 申 渡して 了った やうで ある 「われら は 決て 離緣の 心底なる 事 は强く 御中 歡. 然候」 と. 異滋 にも 

述べた。 

而し. 鉈びを 申入れ させて、 一時 はこと 濟 みとな つてお 島の 行跡 も 多少 直った やうで あるが、 資膊 十三 年 

九月 十一 日 曉七ッ 時に、 長の 病氣 で、 手當の 甲斐 もな く 死去して 了った。 思へば お 島が、 寶暦九 年  一：^ 江戶 

入 をして 足 掛五年 足らずであった。 

この 島 は 初め 寶曆十 年 七月 前に 女子 を、 その後 十二 年 十 一 月 前に 男子 を產ん でゐる ことが 眷簡に 依って 明 

かで ある。 幼 兒を殘 された 一 家の 困却 はさ こそと 思 はれる。 

眞淵は 家庭的に 不幸な 人であった. - 三度 養子して、 今 は その 養家 を 離れ、 二度 妻なる 人 を 持って、 一人 は 

死別し、 一人 は 生別し、 一子 眞滋と は 同居 もなら ず、 內助 者リょ 女と も 早く 別れ、 宿願 叶って 血 緣者を 養女 
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にした が 不行跡で 辛勞 し、 剰へ 之と も 死別して 了った ので. ある。 今 を 時め く 御 三 卿に 勤 仕し、 多くの 大名に 

出入し、 三百 餘 人の 門人に 擁せられ、 その 名 全 國に嘖 々喧傳 された 華やかな 反面に 斯うした 不幸に 幾度 か 心 

身 を 苦しめた ので ある。 
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第 一 章 思  想 . 

1 詠 歌 は 道の ため 

眞 淵の 本領 は何處 まで も 古道 古 精神の 闡明 をな して、 之 を 現代に 及ぼす と 云 ふこと にあった、 彰往 考來が 

その 窮極であった。 而 るに、 その 大 抱負 は 鬼 角に 人に 信ぜられず、 その 道程、 方便が 主たる かに 観られた も 

ので ある。 當時 世人が さう 観た のみで はない、 縣 門の 巨擘と 云 はれた 村 田 春 海で さへ 

「縣 居の 大人 は 歌 を こそ 第一と は せら るれ、 上代の 道な ど 云 こと は 常に も 都に 云 はれ ざり し を、 宣長 ひと 

リ彼 大人 をして 神 世の 道 を 專と敎 へられし 如く 云 ふ は 僧き 事ぞ」 

と. その 消息に 極言して ゐる。 而 るに 眞淵 はこの 歌よ みとの み 云 はれる こと を 心外と して ゐる。 . ^ち 明 和 五 

年 七十 ニ歲の 消息に 

「われら をば ただ 歌の 事との み 思 ふ 人 ぁリ、 古歌なら では 古意に 到 道なければ 塞ら とする のみ、 神め， ii 有 

職 • 古代の 道は總 ていたす 事に て 候」、 

と辨 じて ゐる。 眞淵は 古語 を 知る ことが 古道への 第一 步 とし * 古語 は 古歌に 依って 知られ、 古歌は萬葉^^が 

、 

最も 善い、 萬 葉に 精通して 他の 古典 一般に 涉リ、 博く 窮めて 始めて その DJ, 的 は 達成され るので あると 兑る。 

故に 萬 葉 を 講じ 古風 調の 歌 を 詠ず るの は その 道程で あり方 便で あるので あるが、 而 しその 道程 方便の 中に 旣 
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に 古道 そのもの も發 見せられ るので あるから、 カ點を 此處に 置き、 此處に 幾 春秋 を 重ねて ゐ たもので ある。 

また 一 面 古道 を 志す に 最も 入リ 易き は 古歌よ リ する ことに あると 云 ふ 主張から も先づ 詠歌 歌學を その 入門 者 

に說 いたので あるから、 一介の 歌詠みと 見られ、 市井の 狂歌 師 あたりの 客席な どに 侍る ものな どと 同 樣に輕 

視 され 勝であった ので ある。 群雀に は大 鳳の 志^ 窺知され ない のが 世の常で ある。 平 田 篤 胤の 玉 禅の 「まこ 

との 學問」 に 

「眞 淵の 門人 河， 律 長 夫 嘗て、 眞 淵に 質して 曰く T 大人 は 上代の 道の 學問 こそ ^ とする 舉び なれと 論し 給 ふ 

に 其方の 學問 する 人と て は 有る ことなく、 歌の み 詠みなら ひ 侍る を 大人の 制し 給 はぬ はいかなる 故に か』 

とい ヘリ。 眞淵 之に 答へ て 曰く 『歌よ むこと は 我 本意に あらね ど敎 子どもの みな 歌よ みとなる こと は、 ， 

ほ、 し 

〈は 父 1?： のい と 愛く  ふ 女に 何 くれと 手 わざ ども 恥し からず 習 はせ て、 年 比に なりな ば、 高く ふさ はしき 

夫 を えらびて 嫁 はせ むと 思 ひ 設けて あるに、 其 女と しごろ にな りても 父母の 思 ふと は 異に、 さる 高き、 は 

物む づ かしと て 拙く 卑しき 男に ちぎりて、 親の 心に 違 ふ を、 然 すがに 捨も やられず 許し 嫁 はせ たらむ が 如 

く 上代の 道の 尊き を 嫌 ひて、 卑き 歌作リ となる 人 多き を 何とせ む。 若き 徒の 中には、 歌よ みっつ 遂に ま 

ことの 學 問に いたる 人の 出來 もやせん とさて あるな り。』 と 苦笑 ひして 宣 ふに 長 夫ぬ しも 歎息せられ き リ 

き 0」 

なほ、 篤 撒の 古道 大意に も 

「歌 を 詠む も 古の 言 を 解く も、 みな 神代の 道 を 知るべき 便なる 由を懇 に， され」 


すめら みく にの の みちを おのれいた く：； JSfr し ぬ " 

と ある。 その 門人が 入門に 際しての 誓詞 「うけ ひ 首」 にも r 皇 御國廼 上代 乃 道 遠 己 痛 願 斯奴倍 E^」 と 翥 い 

て. 歌學 びの ための 入門と は 書いて 無い。 以て 眞 淵の 本意 は 明かで ある。 

二 純國體 即ち 神の 道 

ここに 國體と 云 ふ は國柄 或は 画風と 云 ふ 意義であって、 神の 道 は 神代の 道、 上代の 道、 神ながら の 道と： 1； 

義 である。 卽ち、 我が 國の 未だ 支那 印度の 文化 輸入 前の 眞の 日本的の 個 有の 姿 を 云 ふので ある。 ".m して、 こ 

の 神代の 道 は 窮極す るに 「天地の まに く」 と 云 ふ 根本 思想から 來てゐ る、 卽ち、 天地 自然の ままなる 道 は 

純粹の 上代の 姿で ある、 それで 現代人 は 之 を 追慕. 景仰して、 更に 進んで 當 世の 個人 生活に も、 治 政 上に も、 

之を實 現す る やうに 努力せ ねばなら ぬと 云 ふ 主 藤で ある。 

この 天地 自然の ままの 道と 云 ふと * 稍 も すれば、 如何にも 自由 無軌道の 行き方 を 採る ものであると 想 はる 

るが、 この. 0 然には 天地の 運行、 四季の 變 化の 如き 動かす 可らざる 駿肅な 法則が 存在す る こと を 忘れて はな 

らぬ、 また 同時に、 動物 的な 天性の 本能 衝動の ままに 向 ひ 易い と 云 ふ、 謂 は，， ^自由 無 拘束な 方面 をも考 へら 

れ るので ある。 眞淵 はこの 自然の 兩面觀 を 以て、 我が 上代の 古典 を讀 み、 歴史 を考 へて、 獨自の 思索 を 成し 

たので ある-, - さて、 我が 上代の 國 風と は 如何と 云 ふに、 

第一、 我が 上代 は 皇統 連綿たる 天皇 中心の， 君民 ー體 政治が 行 はれて 居った ので ある。 儒學 者の！^ if^ に 答へ 

た 中に 「凡、 天が下 はちい さき 事 はとても かくても、 世々 すべらぎ の 傳り給 ふこ そよ けれ」 と、 皇統の 述綿 
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たる こと を推稱 し、 天地に 日月が 有リ、 そ ひ 周圍に 星が 位 並ぶ 如く、 天皇が 中心と なって 上に 座 まし、 E は 

之を弼 けて 仕へ るの は 自然の 理法 通り 嚴肅 であって、 星が 日月 を蔽 ふこと は 永遠に 無い ことで あるが、 同じ 

く 群臣が 君 位 を 無み にす る こと はなく、 永遠に その 分 を 守って 動かない、 君 は 君たり、 臣は臣 たりで ある C 

而 して、 天皇 は 稜威を 振起し、 蒼生 を 愛撫し 給 ひ、 民 は 天皇 を 慕 ひ 奉リ、 淸 明の 眞心を 以て、 犯す 罪 も 無 

く、 益荒男 心 を 以て 奉仕 申 上げて ゐる 君民 ー體 が、 國史 の事實 である。 我が 國の 最も 麗しい 國風は 之で ある 

として、 强く 主張して ゐるリ 卽ち、 萬 葉 考の端 詞の第 一條に 

「上つ 代の 天皇 命、 內には 皇祌を 崇め 給 ひ、 外に は嚴き 大稜威 を振リ 起し 座して、 伏 はぬ 國を 平げ 千草 振 

る 人 を や はし まし、 天地に 合 ひて 遠 じろ き 道 をな し 給 ひ、 治め 給 ひ、 內ゅ ふの 狹 きこと をば 見直し 閉 こし 

直し 座し ましし かば 靑人草 も 皇神を 敬 ひて 心に 污き隈 をお かず 天皇 を畏み 身に 犯せる 罪 もな く、 况 して 臣 

等 は 海 行かば 水 漬かば ね * 山 行かば 草む す 屍. 大君の 邊に こそ 死なめ、 長閑に は-あら じと 言 立てて、 雄々 

あ  おすく に  つばら、 

しき 眞心を 以て、 仕へ 奉れば、 吾が 天皇の 御 食國を 天と 長く、 地と 平け く 聞し 食せ る 故、 祿をも 委曲に 屈 

ひ 得つべし ピと、 

斯くて、 尊皇 思想 は眞 淵に 依って I 入 明確に その 根幹が 植付けられ たので ある。 

第二 は 敬神の 風で ある" 皇統 連綿たるが 故に、 神 孫た る 天皇が 神祇 を 尊み、 皇祖 皇 《1- を崇 むの は 自然の 發 

露であって * 永遠に 變る こと はない" 彼の 神武 天皇 卽 位の 大典に 神祇 を 祭祀せられ たの は 萬 世に その 範を垂 

れ させられ たので ある。 斯くて、 その 神 孫 皇孫た る 蒼生が 敬神の 風 あるべき は當然 の-ことで、 その 神に 奉仕 


する 心 持 は 親に 仕へ る 心 持と 同じく、 至純で ぁリ、 復古の 心 持 も 湧いて 來る。 それで、 神 を禮拜 する こと は 

自己の 修養に もな リ、 從 つて 國も 平安と なって 來 るから 國 家の 爲に 眞に慶 すべき ことで ある。 

更に. 少しく 詳說 すると、 (ァ) 神の 語義で あるが、 眞淵は 「神 は 上な り。」 と 云 ふ 見解 を 採って、 鎌倉時代 

の 仙 覺の萬 葉集抄 や、 先輩の 契 仲の 圓珠 庵雜 記な どの：、 か M み (鏡) の義 であると 云ふ說 に相對 して ゐる。 

祌の 語義に 就いては. その外.：J^ブ、の見解が下されてゐるが、 この， 二見 解が その 主要な ものであって、 M 〈淵 は 

一 方の 代表的な 解說 者と なって ゐる譯 である？ 詳しい こと は 「國學 の 研究」 やその 他の ものに 見えて ゐる。 

(ィ) 次 は 天皇 神觀 である。 萬 葉 考卷ー に 「神ながら」 の 語 を 「天皇 は卽 神に おはす る ままに と いふ 意な 

り」 と說 いて ゐ るが、 之 は その他の ものに も 見えて ゐる 通リ、 天皇 は 現つ 御 神で あると 云 ふ 歴史の 事赏 から 

得た 堅い 信念で ある。 浙 くて， 天皇の 稷 威ビ烕 激し、 神聖 を 絕對の ものと 觀 じて ゐる。 

(ゥ. ) 更に 信仰 觀を窺 ふに、 I. ゆ 野 博士の 說は 誠に 善い、 「彼 は 神に 對 して、 不思議 さ を 信ずる より は、 さ を 

崇め、 靈驗を 祈る ょリ は、 カ强 さを稱 へる 氣 分の 深かった 人と 思 はれる、 卽ち、 彼の 神觀は 幽玄で あると 云 

ふより は 寧ろ 高大で あつたと いふ 方が 當 つて ゐるビ と。 その 一 子眞 滋に與 へた ものに 

「伊勢 參宮 京へ も かけ 候 由 ••：.. 佛 などの 信仰 は 無益の こと 也。 …： 神 は此國 之先祌 にて 是を拜 禮す るに 

て、 國も身 も 治る 事 なれば 常にう やま ひ拜禮 すべし、 併 願な どた て 候て かな ふ ものと 思 ふは甚 愚 也。」 (眞 

溢 宛 書簡、 六十 七歲) 

と ある" その 信仰 觀の 一 端を視 るべき である。 
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(ュ) 上述の 如く ま； 1^^; & あ^かき ^6.^、 而 して、 當時度 會延 佳、 吉川惟 足、 山 崎閉齋 等の 如 

き * 神代 紀を 某と して、 宋學 思想な ど を 加味して 說く 神道 は眞の 古道 を 得て 居ない として 徘擊の 態度 を 持し 

てゐ る。 是 は師、 春滿の 思想 を紹述 した ものである。 

「下れる 世に 祌 世の 卷 のこと を 云 ふ 人 多き が、 之 を 聞ば 萬に かまへ て 心 深く、 祌代 のこと を 目の前に 見る 

が 如く 云 ひて、 n 一、 つばらに 人の 心のお きて 成さ まに とりなせ リ、 いで ゃ然 いふ 人の いかにして さは^き 

や、 さま こそ ふリ にし こと、 よく 知 つらむ と 思 ひて. それが かける 物な ど を 見^もの する に、 古の こと は 

1 つも 知 侍らざる なリ。 然る を 古への 人の 代 を 知らで、 いとの きて 神代の こと をば 知べき もの は、 こ は 唐 

國の文 どもす こし 兄て、 それが 下れる 世に 宋てふ 代 ありて、 いとせば き 儒の 道 を また/^ 狹く理 り もてい 

ひつ のれる を うらやみて、 ひそかに ここの 神代の ことにう つした る ものな りけ り」 (國 意考) 

この 異 淵の 祌觀は 更に 宣 長に 傳 はり、 篤 胤に 至って、 終に 神秘 觀ゃ來 世 觀が加 はり、 哲犖 的な 思索が 加 へら 

れて 非常に 展開して 來 るので あ。  . 

第三 は、 、上代の k 際の 政治 は 天地 自然の ま、 に 行 はれて、 詞少 く、 事少 く、 明淨直 その ま、 であって、 如 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、，！；*  、  ,,„,，，,，，，..，,  ，  ,1,  ，  ,-，：,，，、，-，  ，J, 

何にも 業々 しい 名敎 など は說 くこと なく、 おほら かに 伸び/ \と して 居った と說く 卽ち 是は. R 然の 自由 

觀ハ， i 立って ゐ るので あって * 巽 淵が 老子の 無爲 自然の 說に 同じて ゐ たこと は隨 所に 見られる が、 之 は 多く は 

その 歌論の 眞情 尊重と 云 ふ 思想から 來 たもので ある。 

「人の 、いもて 作れる こと は i ふこと 多し かし、 かしこに もの しれる 人の 作りして ふ 害 を 見る に、 天地の 心， 


にかな はねば 其 道 弔 ひ 侍る 世， はな かリし 也。 よりて 老子て ふ 人の 天^の まに/ \ いはれ しこと こそ 天が下 

の 道に は 叶 ひ 侍る めれ。 そ をみ るに、 かしこ もた 乂古は 直 かりけ り： こ \ も 只 直 かる こと は 右に いふ 歌の 

如し。 古へ は 只 詞も少 く、 こと も 少し、 こと 少く心 直き 時 はむ づ かしき 敎は 用な きこと なり、 敎 へね ど 直 

ければ こと ゆく 也。」 

「こ この 國は 天地の 心の まに/、、、 治め 給 ひて， さるち いさき 理 りめ きたる ことのな きまま」 と。 

さて、 我が 上代に, が少 かった と 云 ふこと は、 その 昔 韻 論に 於ても 後述す るが 如く、 卽ち、 五十 昔と 云 ふ 

もの は 自然に 發 生した もので、 支那、 印度の それと 比較す ると 至って 少 いが、 それで 事を辨 ずるに 十分で あ 

る。 日本 は 支那な どと は 反 對に音 を 主と する 國 であって、 文字 は 第二次の ものである、 それで 支那の 文字の 

多い のに 較べる と 日本 は 如何にも 少 いが、 上代 はこれ だけで 事足りて 居った ので ある。 支那の 問な どが 渡 

來 してから は、 音 も 亂れ、 文字 も 繁多に なって 了った ものである，. この 自然の ままの 詞少ぃ 上代の 姿 は 人事 

萬般に 渡った ことで ある。 

卽ち、 上代 はず.^ ノ、 いと 云 ふ 善 風であった。 板の 尾根、 土の 垣、 ゆ ふの あさの 衣、 黑葛卷 の 太刀の 如き、 n 

然 そのままの 簡素な 狀 態が 上代 風であって、 天 白！ -御 親ら 弓矢 を携 へて 狩 獵し給 ふこと さへ も 珍しく はな い。 

斯 くの 如く、 上代 は詞も 事も少 い、 從 つて、 一般人 心 は 質朴 素直で、 勇氣 も、 强みも あり、 明淨 直の 心 持 

であって、 後 化の 如き 下剋上の 風な ど はは 無かった、 たまく 有る としても、 有，： き 心から 來 たこと で、 陰に 

策謀な ど は 無い から 間も無く 取拉 がれて 了 ふので ある。 
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以上の 如き、 自然 そのままの 狀態は 我が 歴史の 事赏 であると して、 次の 引例 をな して ゐる。 

「飛鳥 後 岡 本 宮の大 御 時、 から 國へ御 使つ か はされ たるに， かしこの 天子 問た ま はく T 日本 國の 天皇 やす 

ら けき や』 と。 使 人 答申 さく 『いさをし 天地に かな ひて、 安らけ し。』 と、 天子 又^ 給 はく 『臣 たち はいか 

に』 と、 答へ 申さく 『政 天地に なら ひて、 平け し』 とぞ、 是皇 神の 道 もて、 ま をせ しなる によりて、 奈良 

のみ かどの 內の大 前つ きみ 藤 原の 卿、 

『いざ こどもた はわ ざな せ そ、 天地の かためし 國ぞ やまとし まね は』 

とよみた リ。 今 これ を なぞら へ て賀 茂の 眞 淵が よめる、 

天地の 外に は 道の 無き もの を やまと もろ 人た はわ ざな せ そ。」 (賀茂 翁家禁 補遺) 

と、 斯 くの 如. き、 s 然 のま、 の 簡素な 生活から 生れ 出た 歌 こそ は、 無技巧で、 眞赏. ^が あり、 おほら かで、 

雄々 しさが あるので あるつ 斯うした 復古 思 相 、-の 根幹 も、 卽ち、 和歌の 復古 を 理想と した ことに 起因して ゐる。 

第 四 は， 上代 は閬く 平らかで ぁリ、 自然の ままの 推移に 從 つて、 政道が 行 はれて 居った もので、 際立って 

一一-一口 擧 げして は、 行 はれて 居らない。 これ も 自然 を 能く 觀 察すれば、 感得され る 所が あらう。 卽ち、 天地 間自 

然に 存在す る もの は 皆 丸く 平らかで、 日月 を 始めと して、 草葉に 宿る 露まで， もさう である。 而 して、 CI 然の 

運行に は 推移と 云 ふ ことがあり、 春夏秋冬 は 急激に 際立って 來る もので はなく 徐々 に 推移して. 知らざる 間に 

春よ リ 夏へ、 夏より 秋へ と 移って 行く が、 その 間に. 萬 物が 生々 發育を 遂げ 得る ので ある。 赏に 「天地の 行 は 

丸く 渐 にして 至る 一 ものであって、 現代の 政敎に 於ても、 際立って 仁義 禮智 信の 如き 名敎を 採リ、 激にそ 


の 効 杲を擧 げんと する が 如き は、 却って 亂の 本と なる ものである。 德目は 斯うで あるな どと 言擧げ せずに、 

心 を、 自然に、 知らず 識ら ずの 間に 推移 させて 行けば 泰平の 治 を 致す 所以で ある、 卽ち 我が 上代 は靳 かる 國 

風であって、 支那の 如き 名敎は 無い が、 その 實質は 存在して ゐ たから、 仁義 も、 忠孝 も 立派に 存在して 居つ 

て、 泰平の 治が 致され、 民が 幸福な 生存 を 遂げ 得た ので ある.' 之 を 際立てて 德目 を擧げ て、 敎を强 ひるから 

民 は 却って 叛 くに 至リ、 亂世を 致す に 至る、 これが 卽ち 儒教の 起った 支那の 狀態 ではない か、 と說 く。 

明 和 五 年 七十 二 歳に 見 付の 齋藤信 幸に 宛てた 書狀 にも、 以， 上の 消息 を 窺 ふべき 所が ある。 

「我 神道 は不， 有不， 無， この 有無の 間 をい ふべ し。 何ぞ とい は乂、 四時の 互に 相う つる il の」 せ： 也、 不， 知し 

て 春に なリ、 不， - 知して 夏になる 是 天地 交て 物 を 生じ、 夫婦 交て 子 を 生ずる が 如し。 此意を 以て 神代 を 解く 

ベく 覺ゅ。 いか V あらん や。 御考 候へ かし。 春 夏 交て 草木 榮ぇ、 夏 秋 交て 稻の德 を 含な ど 自然の 事に て、 

人力 人心の 巧 を不， 入、 天地 e 然の 巧なる 此 自然なら では 祌道を 心得る 物 あるべからず、 からの 說は皆 方に 

正色 を 貴、 間色. を惡 などい ふ 皆 尋常 目に 見 ゆる 事 を 立てい ふに、 いは M 正色 は 死物の ごとく、 間色 こそ 生 

物 なれ。 此 間色 こそ 貴 けれ。」 

儒者、 例へば 白 石、 祖徠の 如き は 詳しい 國 政論、 經濟論 を 述べて ゐ るが、 國學 者た る眞 淵に はさう した もの 

は 殆ど 見當ら ない が、 前述 は 國政運 ffl の 大道に も觸れ たもので 妙味が ある。 

第五 は 上代 人 は 勇武であった。 この-勇武 こそ は國 民の 意 氣を養 ふ 上に、 また 國家 統制 上 誠に 大切な もので 

ある。 之 は 上代 人の 如き 簡樸は 自然 そのままの 生活から 得られる が、 鬼に 角 現代に 於ても 武道 を獎勵 しなく 
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て はならぬ。 で眞 淵が 德 川の 將 軍政 治 を禮讃 して 復古の 政で あると 云った こと も あるが、 是は、 家^が 武力 

を 以て 天下 を 一 統し たもの は 恰も 神代 • 上代の 祌々 や 天皇が 武力 以て 天下 を 治められた にも 比すべき である 

と 云 ふ 見地から である。 某 人が 武道 獎勵と 云 ふこと は それ を 以て 軍功 を 立て 元帥と もなら うと 云 ふやうな 心 

を 抱かせて 却って 世の 亂を 誘發 せしめる ものであると 批難した のに 對 して 眞淵は 次の 如く 論じて ゐる。 

今の 泰平の 世に 於て 如何に 亂世を 希 ふとても、 それが來るべき害がな ぃから新かることは杞.^|!でぁるが如 

何に 泰平の 世で あれば とて 不時に 俯へ る こと は 忘れて はならぬ。 また 眞に 武道 を體 得すれば 俾强 になって 手 

が 付けられな いと 云 ふやう に はならぬ ものである。 假令、 少し 許 リ恽强 になった とて， 一 闩： 事 あるとき は そ 

れが 役立つ こと も ある ものである。 泰平 時代の 「時の 心に かな ふ をのみ よしと おも ふ は 其 主の 愚かなる 也ピ 

V. 武家の 長た る 者 は 武術 を獎 め、 勇 氣を勵 まさねば ならぬ。 而 して、 この 武勇 獎勵の 一面に 於て 主 從の親 

和 を圆ら なくて はならぬ. • この 親和 を圚 るの 道 は * 物質的に 恩惠を 施さねば ならぬ、 主 從と雖 も 面從に 過ぎ 

ず、 恩惠は 忘れ 易くて. 身の 不利 は 忘れない のが 人情で ある〕 是を 心得て 御して 行かねば ならない) また 主 

たる もの は 精神的に 臣下に 接觸 して 行かねば ならぬ、 卽ち餘 リに貴 を 示さず、 打 和いで 親しみ， 子の 如く 3^ 

つたならば 忝き 心 は 骨に 徹して 來る ものである。 断くて 兩 方面から 從を懷 けて 行かば * いざ 鎌 45 と 云 ふ 時 

に 武を用 ひて、 その 効 を 全うする ことが 出來 るの.. である.。 武を用 ひるの 道. 此處を 忘れて はならない。 斯く 

て 正しく 武道 を獎勵 すれば 世の 亂を 誘發 する こと はな い。 と。 

第 六 は 我が 上代に あった 亂 婚の辨 で. あるが、 上代 は 同 母 兄弟 姉妹 は 通じない が 異母 兄弟 姉妹 は 通じても よ 


いこと になって ゐた。 - 之に 對 して 漢學者 は 攻擊の 矢 を 放って- R 古國粹 一天 張の 國舉者 を 誇つ ものである。 卽 

ち 支那に て は 同姓 さへ 嫁らず と 云 ふに この 國は 兄弟 相 通じる 風習で あるから 獸に 同じい と 毒 付い たので あ 

る。. 之に 對 して 飽くまで も 自然主義の 立場に 於て 辨 解して ゐる、 凡そ 其の 國に 生じた 風習 は 天地の 父母の 敎 

で 仕方がない 「- 人の 世と なって 兄弟の 制 は 生じた ので あらう が、 最も 原始の 時に 逆れば 兄弟 姉妹 相 逢 ふの は 

當然 のこと で 束 西に 變リ はな い。 同姓 相 胃さず と 云 ふ國に 於て 母を纤 したる こと さ へ ぁリ、 君まで 弑し たも 

の も あるで はな いか、 强 ちに 支那 學 者の 立場に 於て 日本 上代の 亂婚の 風習 を 誹 誇す る こと は 片腹痛き わざと 

云 ふべき である。 而し、 與 淵が 如何に 尙古 思想に 捉 はれて ゐ たからと て、 この 風習 を 現代にまで 將來 しょ、 リ 

、、、、、、、、、、、、、、、 

とは考 へ て 居 無かった やうで ある。 

以上、 眞 淵が 古典 を涉獵 して 悟 得した る 我が 上代の 國 風 を說述 し、 少しく それらに 就いて 評 說をも 試み 

た" この 思想た る や、 旣に その 緒言に 於て 述べた 如く、 老子の 思想に 立脚した 自然主義の 思想が 多分に 見ら- 

れ るので ある.^  自然 科 舉の發 達した 十八 世紀末の ルソ f の 自然主義 はさす がに 徹底した もので、 その 思想に 

も體 系が 看取され るが、 眞淵は 科 學の洗 禮を享 けないだ けに その 云 ふ 所に 徹底 を缺き 矛盾 さへ も 見られる の 

であるが、 極端な 儒- 敎 主義が 影湃 たる 時代に 於て、 敢然と して 起ち、 老莊の 思想に 我が 古典の 上衣 を 着け 大 

和 魂 を 振起して、 堂々 屈しなかった 熱烈な 益荒男 振に は 敬服せ ねばならぬ。 その 熱血の 迸る 所 ii 敎佛敎 に 

して 一 種の 思想 戰端を 開いた の は 如何にも 盛 觀と云 ふ 可き である。 

以上の 中 特に 具 淵の カ說 したの は 第一の 君民 一致の 天皇 政治、 第二の 敬神の 風、 第三の 尙武の 風、 この 三 
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である。 之 を 中心として 日本 歴史 觀を說 いた 所が 集言錄 にある から、 節を更 めて 述べる。 

II 一  國 風の 變遷と 外 敎の害 —我が 國史觀 

前述と 重複の 嫌 は あるが、 縣居集 言錄の 「國意 並 問答 類」 に 依って 筆 を 運んで 行く" その 慨世の 熟 情に は 

そ乂 ろに 淚を 催さし める ものが ある。  . 

「かけ まく も かしこき 神のお ほん 末を簿 へたら ふる 天皇の 大 御世し ろしめ す、 その もと を かう か へる にい 

はまく も 貴き 天津 かみろ ぎよ リし、 みづ から、 專ら 建び をし めし まつ、 ろへ ましぬ。」 

天皇が 神 孫に 坐す と 云 ふこと は 古典の 事實 であ リ、 眞 淵の 強い 信仰で もあった。 この 上代の 天皇 は 神々 の 退 

風を傳 へて、 建び 卽ち 武勇 を 以て 國を 治めて 來た。 この 尙武と 云 ふこと は 我が 神代 上代 を 一貫す る國 風で あ 

リ、 思想であった。 天照大神 は 女神ながら 「大御 そ びら に 千の リの いは ゆきをお 負 はし、 大 御手に はいつ の 

ク ェ 

高辆を 着け、 ふ 勺 立て、 堅に は を 踏みな つみ 厥 はら、 かして、 をた けび」 をな さって 素 祌に向 はれた と ある 

し、 皇孫 降臨に は 天 忍 日 命 や 天津 久米命 は 「天の 石靼 をと リ負 ひ、 槌の 太刀 を収 はき、 天の はし 弓 を 手に ぎ 

リ、 まか ご 矢 を 手 挾て」 御先 導 申 上げて ゐ る.^ なほ 神代に 弓矢 を 以て 山 幸 を 得た 話 も 天 ノは乂 矢の， こと も あ 

る。 人皇に なっても 神武 は 武力 を 以て 天下 を 統べさせられ、 崇祌は 敬祌を 以て 亂を 定められ、 景行 は熊獎 を。 

神 后 は 三韓に 武を奮 ふに 神助 を 得られて ゐる。 その他 上代の 天皇 は 武力と 神助と に 依って rti- き、 い ijs^ij 

を 以て 國を 統治 せられて 來 たもので ある。 


新くて 崇峻の 頃佛敎 渡來. し、 之 を 信じ 馬子の 如き は 憂國者 守屋を 亡し、 終に 天皇まで も弑 する に 至ってい 

よ，/ \ 後代の 亂兆を 示した。 また 孝德の 頃に は r 旣に皇 祌の道 をば 崇 まず、 から 國の 手ぶ リ」 を 入れて 天下 

を 治め、 天智 はまた 庚 午の 政 を 行 ひ、 文武の； 御代と なって は 愈々 唐 制 模倣と なリ、 徒らに 「ちいさき 理リ」 

を 以て 「廣き 御代」 を 治め 給 はむ とせられて 文 武官の 區別を 立て 「天皇 は 九重の 八重雲 深く のみまして- 世 

の 中の こと は 大臣に.， ゆだね、」 しかも 文官 を 尊み、 武官 を 卑しむ 風. を 生じ. かくて 奈 良に 至りて は いよ/, \ 支 

那 風の 華美に 流れて 宮殿 を 飾り、 色 ど" の 服 制、 儀 禮を嚴 重に するな ど 更に、 两 國の佛 敎を弘 布せ しめた か 

ら 何時しか 「皇ら 御國の 手ぶ.^」 は 失 はれて 了った。 

平安京と なっても 三代ば かリは 天皇の 御 稷威は 盛で あつたが、 四 五代の 頃に 至る と 「すべらぎ の 口の 御 か 

げは 山の そと もに かくれ まし、 おみの 光" かげく もに 満ちて 一道なら ねば. こ」 かしこの 物の 薩に 私する を 

照らし わいだ めて、 うちい ましめ 給 ふこと も かな はず。」 とな リ- 陵 夷の 世は來 るので ある。 斯くて 陽 成 天皇 

は 大臣の 心 を 入れられて 卽 位せられる やうに なった。 之が 天皇 御 衰微の 初で ある。 以來大 K の 勢は强 くな リ 

1 天皇の 道」 は亂れ て、 延 喜の 頃よ リ權勢 ある もの は 私して 遂に 將門純 友の 亂とな リ、 一條の 頃から 「いさ 

さかの 事 も 天皇の 御 心に かな ふよし なき ほど」 にな リ來 つた. 實に是 は 神代から 傳 はる 「健き 道」 を抬 きて 

佛儒を 尊崇した からで ある。 

「かくて 天の下 は 私の 物と なリて 後に は 平の 家お これ リ。 こ はかの 中頃よ リの臣 たちの 我儘 をう け嗣 ぎた 

るが 上に たけき 道 を 兼用 ひて 天皇 を 物ともせず 島に はふ リ 奉る. 如き わざ をし つれば 平の 家 亡ぶ る もこと わ 
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り也ビ 

平家 は 斯くて 亡び、 鎌 倉の 世と なりても、 或る 權柄 ある 者に 仰せて 他 を 討た せて 置きながら、 また その 權柯 

ある 者 を 他の 力 を 借リて 討た せる と 云 ふ 如きに 至った から 世 は いよ/ \ 荒 々しくな つたの も 尤もで ある。 か 

の 「時 政の 如きに. 至リて は、 又 論ろ はんも 更也、 こ は 有 まじき 政 を 司れる は 人 もな びかぬ 故にい よ、 荒き わ 

ざせ し 也。」 と、 北條時 政の 暴政 を 特に 慨 して ゐる。 是は德 川と 云 ふ 時代が 時代であった から、 餘り 源氏 を批 

判し なかった ので あらう。 扱て、 その後に 戰亂 が勃發 して 來 たが、 その ji に 溯る と 文治から 來てゐ る。 卽ち 

「たけき 道に こそ 治 勺 つれ、 い つ か 文の 道と やらん もてよ く 調 ひし を 知らず。」 

である.， • 文治で 善く 治まった 例 は 無い から 武力政治でなくて はならぬ。 德 川の 代と なり 江戶開 府以來 百餘年 

の 太平 を 致して 「天の下の 治れる 事、 昔に か ヘリぬ。， |g るに、 或る 評者 は德 川の 代 を 

「此國 の 道に も あらず、 からの 國 にもつかず、」 

と 評して ゐる。 上代 天皇 自ら 弓矢 を 執らせられ たこと を 思 ふに、 武の道 は 新道で も 無い 我が 固有の 近で あ 

る、 た，. - 現代が 上代と 異る所 は みやびが 上代 風で ない ことで ある。 藤原奈 良の みやび は旣に 支那 風で ある。 

「それより 上つ 代の みやび を 今 これに か へ ば、」 全く 現代 は 上代と 同じ い。 ここに 於て 異 淵の 晩年 希求して 居 

つた 純 上代 風の 歌の 行 はれむ こと を說 いて この 史論が 終リ となって 居る-" 

以上 眞淵は 我が 國體は 神 孫た る 天皇 政治で、 崇祌を 旨と し 武力 を 以て 統治 せられる 國 がらで あつたの であ 

るが、 儒佛 の渡來 してから は 往古の 風 は 全く 破られ、 文 臣が政 柄 を 挺る やうに なつてから 益々 秩序が 亂れて 


来て、 やがて 皇室にまで 危害 を 加 へる やうな 逆 K も 出る に 至った こと を慨 し、 而 して 德 川の 代 は 武力 政 台. で 

復古の 政で は あるが、 まだ 純 古風の 雅 道の 行 はれない こと を 歎じて ゐ るので ある。 

四 王政復古 を 期す 

前述の 如く 眞淵は 家 康の武 勳と德 川の 泰平の 世と を 上代の 尙武の 風に 依る 泰平の 世と 似た る ものと して 稱 

へて ゐる T 下 毛 や 神の 鎭 めし 二 荒 山 二 だ ひと だに 御代 は 動か じ」 の 歌 は 翁 得意の 詠であった。 これ は その上 

代の 益荒男 振の 古 調 を 主持 鼓吹す る 立場と 身 は その. 太平の 世に 在リ田 安の 祿を 食んで ゐる 境遇から も來 たこ 

とで あらう が、 而し 古典 を 究め、 古道に 徹する や、 必ず 現代の 將軍 政治と いふ 政治 形體に 就いて 疑問 を 起 

し、 上代の 王政 を 追慕し、 是が實 現 を 期す ると 云 ふ 思想に 到る は 當然の 成 行で ある。 而 して、 その 王政の 復 

古 を 明ら さまに 論じた 所 は 殆ど 見當ら ない が、 而 しその 歌論に 並說 して ゐ るの は 時々 見當る T 龍の 君え 賀茂 

まぶちの 問 ひ 答へ」 は 主として 歌論に 就いて 述べた ものであるが、 その 中に、 

「王 威漸衰 て臣の 權專ら なりし ょリ 天下の もの 權臣の 家に のみ、 よろ づに從 ひきて、 その後に 鎌 八 ：5 の 世と 

な 勺て は 京 家 は 政事 をい ふこと ならず、 た，. -遊藝 の 家と なりて、 それ を だに わが 家の 事と せんとせ し 俗 意 

よりよ ろづ おこれ リっ 歌 も學も 大政の もとに は 侍れ ど、 勢 ひ を もて 政 をな す 時には さる 類 ひ は 皆 遊 蘭の 部 

になり ぬれば、 おの づ から 家て ふ 事 も出來 しなり。 王 威 盛なる 時に よろ づの 事に 家 流て ふこと は昍 えず 恃 

れば 皆王權 による ことな リ。 しかれば 今 はた V 古 學も歌 も til の 益に なさん とする は 却て 短氣の 事な り。 何 
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となく 好ましき に 入て、 樂 とせんの み。 もし 千載に 友 出来ば 幸な らん。 又 天地 日月の 今古 同じければ 又 古 

、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

へ にか へ る 代 有 まじと もい ふべ からず、 さる 代 も あらば 萬 1 も 用 ひられん など 末 しられぬ 事 をせ めて は 

、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、 

ふの み …… 。 命な がくば 心 ゆく 代に も あひなん を かく 老 ぼけて、 さるた のみ も 侍らず。」 

卽ち、 歌 も學も 大政の 本で あると 云 ふ 信念で、 古語 古歌 を學ぶ も眞の 大政に 貢献 せんとす るに ある。 而 るに 

鎌 < お 以後 は 王政 衰 へて 王 權 伸びず、 勢 を 以て 政治 をして ゐ るから、 歌 も學も 遊藝と 見られ. 遊 ま、 なる が 故に 

家 流 も 生じ 惰 落して 了った。 故に この 王政復古の 世の 來 るまで は 我が 歌 も 用 ひられな いのは 慨歎すべき であ 

る。 而し 日月 も 昔の 儘に 運行して ゐ るから 王政復古の 代も來 るで あらう、 知己 を 千載に 俟 つて、 今の 心境 は 

「好ましき に 入て 樂 とせんの み」 であると 識 めながら も 、「命な がくば 心 ゆく 代に も あひなん を」 と 王政復古 

の 必至 を 確信して ゐる。 歌論に こと 寄せて はゐる ものの その 內在 する 精 祌を窺 ふべき である。 

五懦佛 排撃 

先 づ名敎 に 舞す る攻搫 である。 之 は旣に 大略 は 述べて 來た 所で あるが 順序と して 繰 返す。 ^人と 云 はれる 

が五偷 五常と 云 ふ 如き 德を 名付けて 敎を說 くな ど は 間違った やり方で ある リ 勿論 天下 は 廣く、 この 自然の 人 

情に 基いた 五常の 如き は 存在し ない こと は 無い、 我が 上代に も 言葉 は 無い が 存在して 居った ので ある" それ 

を 儒者 流が 事々 しく 德目を 立て、 際立てて ゐ るの は 却って 事を狹 くして 了って、 窮屈な 敎 にした。 

「天地の 中の 虫なる 人. いかで 天地の 意より せま 勺て 敎を行 ふこと を 得ん や。 天が下の ものに はかの 四. 


時の わ 力 も 有 ことく、 いつくしみ も、 いか リも、 理リ も、 さとり もお のづ から 有 こと、 四 寺の 有 0^ り， Hc^: じ。 

それ を 人と して、 別に 仁義 禮智 など 名 付る ゆ ゑに とる ことせば き やうに は成ぞ かし。 た V さる 名 もな く 

て、 天地の 心の ままなる こそよ けれ。」 

實に 支那の 敎 は人爲 であって 自然のお ほら かさが 無い。 こんな 敎を 敢て强 ふるから 人間が ii^ 式 的に なリ、 # 

に 策動した リ、 弑虐を 行った リ する やうに なり、 太平の 世と 云 ふ もの は 見られな いので ある。 

儒. 者 流 は 人に は五偷 五常の 道が あるから 禽獸 とは異 る：； o「K.VJ,^ を高唱 する、 これ は 人 問の 方が ぎ、 め 

に；： ムひズ 他 を 5S£ るので あって、 自國 以外 を えびすと 云 ふ 唐人の 口癖で ある。 萬 物の 靈長 などと 云 ふが 窜ろ萬 

物の 惡 しき 者と も 云 ふべき は 人間で ある。 如何と なれば 天地 日月 も 往古より， 今に 變る ことなく、  も徵 も，：^ 

もサ 与 木 も 古の 如くなら ざる はない。 而 るに 人間に 於て は CI 然に 持って 居った 往古の 純眞を 失って、 愁に 知る 

と 云 ふ 性能な ど を 有して ゐ るから 互の 間に 惡 しき 心 を 出し 欺き 交 はすので ある。 鳥獸の 目から i 人お こそよ 

惡ぃ、 それに 似て は 不可ない と 云 ふに 違 ひない。 

、 、 

支 t に W 禪讓と 云 ふ ことがある、 天意 を 得た 有德 者に その 位を讓 るので あるから 理窟 は；^ こ し-が、 所 

謂 「善 過ぎて 惡 いもので あらう。 他の 譲られぬ 者に 不平が 起きて I を 奪 ひ 君を弑 する やうになる。 堯は賤 し 

い 舜に位 を 讓リ舜 は 禹に讓 つた、 その 間 必ずし ぉ道德 的な 事の み も 無かった し、 ！ C の 世 はやが て 股に 讓られ 

たと か 云 ふが、 是 から 後 は左樣 のこと は絕 えて 了った。 して 見れば 善き に 譲る と 云 ふこと はた l-b.:^  一  二 代 

の ことで ある。 
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儒者の. 尊崇 措かざる 聖人の 世 を 見よ C 周の 文 王 は その 君衬 王の 惡 きに 乘 じて 却って C らは 人を懷 けた 野心 

家で あるし、 武 王の 紂王を 討った の は理義 の. 通った 戰とは 云へ、 伯 夷 叔齋が 諫め を 孔子 も 善き 人と 疲 めて ゐ 

る。 然 らば 武王を 如何に 云 ふべき か、 誠に 義 ならば 射の 後 を も 立つべき を、 その後 を韓 などへ 放ち ゃリ S 

子の こと) ら の-子孫に 後を讓 つたの は 何う した 譯 であるか 次に 周 公が 政 を 執って 股の 諸侯 を 四十 餘も滅 

した こと は 孟子に 見えて ゐる。 この 四十 餘人 皆惡 人で は あるまい、 周 公に 抗し たからの ことで あらう。 周 は 

八 百年 も續 いたと 云 ふが、 初 二 代 四十 年 許り は 治まって ゐた であらう が 間、 も. なく 亂れ てきた" かの 四十 年の 

間に も 周 公 は 弟の 爲に 横道 せられて 外 へ 出て ゐ たと 云. ふから、. この 皇室の 兄弟の 互に^ ふやう では 泰平 だと 

云 はれた 四十 年間 も 怪しい ものになる。 實に 聖人の 時代と 云っても 斯 くの 如く 人偷 に！^ れ. る もの を 何う して 

稱 11 されよう か。 

斯くて 漢の 世に 至リ文 帝の 代 は 暫く 治まった であらう が、 かの 王莽の 如き 逆臣が 出て 位 をき へば 世人^: fill 

垂れて 仕へ， また.日頃はぇびすと稱して卑，^めた满蒙人が中國に君臨すれば額づき仕へ て、 日頃の 言 は 打 忘 

れて全く愧も外聞も：知ら.^^ い。 儒者が 崇拜 措かな い 中國は 右の 如く 人偷も 無く、 世も亂 れてゐ るで はない か、 

是れ でもな ほ覺め 切らない 中華の 心醉 者に 「唐 國を 見せば や、 浦 島の 子が 故鄕 にかへ りし 如くなる べし。」 

斯 くの 如き 國に 起った 儒教が 我が 國に 渡來 してから は 萬 事が 形式的と なり、 人心が 惡 化して 欺きが 多くな 

り、 世の 亂れが 打 辯く やうに なった。 卽 ちかの 縣居典 言錄の 熱血 慨世の 文を讀 めば、 言々 國粹を 論じ、 外敎 

が 如何に 我が 國體を 傷へ るか 歎じて ゐる ことが 更に 明かに ならう。 眞 淵が 終生に 於け る カ說は 我が 國の 古典 


研究に 於て 漢意を 去れ、 國 民の 思想 生活に 於ても 儒 敎精祌 を 放れよ と 云 ふこと にあった。 ここに その 師春滿 

の 影， 響が 多分に 現れて ゐ るのに 氣が 付く であらう。 

次は佛 敎に對 する 攻擊 である。 佛 道が 渡來 してから 人心 を醜惡 にした。 眞の佛 敎の說 く 所 はさう でも ある 

まいが、 當 時の 佛者は 欲に 引かれて 荒唐無稽の 言を爲 して 人に のみ 罪 ある ことに 云 ふ。 笑止 千 萬で ある。 か 

のがぐ i などの 說は 何う であらう。 罪と して 人 を 殺す ことよ リ大 なる は 無い。 昔時 世が 亂れて 年^ 軍 をして 

多くの 人 を 殺した。 その 當時 少しも 殺さなかった 人 は 今の 常人 ども、 少し 殺した の は 旅 本 侍、 最も 多く 殺した 

の は 大名と なリ 1 國の 主と なって ゐて、 世々 富貴の 榮を なして ゐる。 實に人 を 殺す も 虫を殺す も 同じ ことで 

ある。 この 應 報の 說を 否定した に 就いては、 眞淵の說く所に反對した淡海野公衷^1も「確論なり」とーー-2ってゐる。 

縣居禁 言錄に 「儒の 道 は 方に して 天地に 逯 へば 世 治らず、 佛の道 は 委しき に 過て 又 天地のお のづ からなる 

にたが ヘリ。 た、 乂 神の 道 ぞ これが 中に て 治れ リ。」 

と、 單 評ながら 三 道の 比較が 一個の 見 を 成して ゐる j なほ 同書に、 

「おの/, \國 の 手 ふリ有 也。 其國の 手ふリ は、 日本 は 神の 道、 から は 儒、 しな (震 曰ー卽 印度) は W の 道 有 

て 所に つけたる こと を敎へ 侍る も の を 曰の 本に して、 なだらか にして ひろ き祌 の 道 をす てて かなしき 日の 

入 國の道 をた ふとみ なんこと、 いかで か 世の中のお とろ へ となら ざらん」 

と、 その 國の敎 は その 國 情に 適った ものが 行 はるべき を說 き、 外敎の わが 固有 神道 を 破壊す るの を 慨歎して 

ゐる。 
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六 眞 淵の 思想に 對 する 反響 

具； 淵が 非常な 熱心と 忍耐と を 以て 純 日本 精神の 闡 明に 努 むる や、 勢の 趨く 所、 儒佛に その 銳錄を 向けた か 一 

ら之に對する反響は：^-な-リ烈しぃものがぁリ、 それが、 その 存生 中の みならず、 長く 後世にまで 及ぼし、 延 

いて は 海外にまで その 思想の 批評 を 見る に 至った こと は 偉なる 哉で ある。 

眞 淵の 敎を 受けた る 者 は 小 野 古道、 藤 原 宇 萬 伎、 村 田 春鄕、 楫取 魚彥、 橘 千 蔭、 村田卷 海、 荒木 S 久老、 一 

栗 田 土滿、 tS: 山 眞寵等 を その 筆頭と して 三百 餘人 にもなる 。是 等が その 古 學精祌 を紹述 した こと は 勿論で あ： 

るが、 その 中 出藍の 春 を 以て 最も 偉大な 業. 績を殘 し、 弘 くその 精神 を 普及 させた の は 本 居宣 長で あるつ 宣長 

が眞 淵の 言に 催されて 古事記 を 中心として、 その 學風を 起して 大成した こと は 今更に ここに 述べる まで もな！ 

い。 斯くて 異 淵より 北 村 季吟. 僧 契 仲、 荷 田 春滿の 如き 大家が 出て ゐる にか、 はらず、 

「ふ る ご との 學 びの 親と よろ づ世 にい ひつぎ 行かむ 縣 居の 大人」 大平 

と 云 はるる 如く、 後世の 國學者 達の 宗 師と仰がれ たので ある。 斯くて 年と 共に、 眞 淵の 古學 精神， は弘 通し 

て. 明治維新の 原動力とまで 發展 して 行った ものである。 是 等の 變遷 徑路に 就いては 先 薪の 述作 も ある こと 

であるから れ 以上 は 述べない ことにする， - 觅に 角、 慕 末に 於け る眞 II 精神の 進展 は燈 原の 火の 如しと でも 

言 はう か。  .1 

眞 淵の 國意考 が 世に出る とさす がに 漢學者 等の 筆陣 を賑 はした〕 天明 元年 五月に 野 公 臺は謂 加 茂 眞淵國 意 一 


考を 書いた， 之 は 短い 漢文で は あるが よく 眞 淵の 說を 批評して ゐる、 これに 對 して 僧 海 量の 答が 出で、 文化 

三年に 橋 本 稻彥の 辨讀國 意考も 出で、 而 して、 三 芳野城 長 (沼田 順義 の 國意考 辨妄も 天 保 四 年に 出されて 

甲論乙駁と 云 ふ 盛況で ある。 而 して 本居宣 長が 直 琵靈を 著して 國意考 を 祖述す る や 更に 世論^々 たる ものが 

あった その 間の 消息 は 金子 祐偷 の國意 考辨妄 序に 依って 窺 はれ， る。 

「本 居宣長 黠才を 自負し、 古言に 通曉 すと 稱し虛 名 一 時に 躁 しとい へど も 眞. 淵が 奮 ^欺 窟を脫 W する こ 

と 能 はず …… 宣長靑 藍の 譽 あれ ども その 著 所の 直 毘靈、 是非 を 論じ 黑白を 易 ふ。 …； この 妄誕を 以て 世 を 

誣ひ、 .E ら 欺く、 向に 巿川其 萬 我.' 比禮を 作て その 非 を 斥す。 宣長も 亦 葛 花 を 薪て 答 難す。 其 言 所、 if; 人 

を 貶す るに 賊を 以てし、 經典を 毒酒に 比す 「 その 悖 逆 剛腹 先 害よ h-i:^ し。 然を 世の 擬漢、 是に， M する も あ 

リ て^々 たる こと、 殆 一一 一十 年、 …… 兹に樂 水 堂 大人 (沼田 順義) 此に志 あ.：. > て 級長 戶ノ 風の 作 ぁリ。 その 甞、 

啻に 宣 長が 頂 門に 緘 する のみに あらず …… 級長 戶風 已に 世に 行る る こと 僅に 三年に して 志 ある 人 は 大人 

(沼田 順義) の 雄才辨 溥を稱 し、 邪 を闢、 妄を 解く の 功 を 佳し 上搢紳 より 下 土民に 至まで 大人に 左 擔せざ 

る はなし。 …： 宣 長が 妄 論は眞 淵が 國意考 に 原。 ：… 眞 淵は宣 長の 師 として 我より 一 稲 國學の 組と なる。 

故に 世人 或は 是を ロ實 とする もの ぁリ。 是尤 異端の 根柢 深して 一朝一夕の 故に あらず、 是卽漸 .1 より 世 教. 

に 害 あらんと する の 賊、 是ょ リ甚き はなし。 故 を 以て 大人、 今 又 辨妄の 作 あり、 是に 於て 二 ilif: 並行 すれ 

ば …… 。 1 

而 して 級長 戶 風に 對 して は菅原 定理の 花 能 志賀良 美が 出て、 之を駁 して 宣 長の 葛 花を辨 護し なほ 直 鬼靈に 
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は 山 田 維 則の 神道 都 障辨ゃ 會澤正 志の 讀直 靈な ども 出で 來リ、 眞 淵の 國意考 の 投じた 一 石は赏に萬^？^を起 

した ものである。 今是等 を圖解 すれば 次の やうで ある。 
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上記の 諸 書の 多く は 日本 思想 鼠靜 史料の 國意考 外 九 篇に收 めら れてゐ るから 容易に 見られる。 斯くて 眞淵 {" 

長 時代の 鬪靜は 推移して、 剛頑 不屈、 精力 絕偷の 平 田 篤 胤 時代の 思想 鬪靜へ 推移 展開す るので ある。 

七 國意 考に對 する 辨驳 

眞 淵の 國意考 の 駁論の 代表的な ものと して 國意 考辨妄 の說を 略述す る。 

國意 考に對 する 辨駁 

國意考 と 云 ふ 書名 は當 つて ゐ ない。 卽ち國 意と は 皇國の 意で あるから、 世々 の 天子の 御 心に して、 これ 

は卽ち 皇祖 祌 から 相 傳 へた 神道の 意で ある。 然るに 本書 は 儒道 を 剌リ、 聖人 を 罵った のみで、 何等 祌迸 を說 

いて ゐ ないから 剌儒 論と か 非聖考 とか 不知 量と か 命名し なくて はならない 譯 である。 然 らば 何故に 神道 を 3^、 

淵が 了 得して ゐ ないかと 云 ふなら ば、 かの 應祌 天皇 は 八幡宮と 仰がれる 方であって、 祌聖に 在まして 皇組か 

らの玉 矛の 道 を 受繼ぎ 遊ばされて ゐる。 その聖天子は王仁と ぃふ儒者を招き皇子達の師となし^^-經を王{呂に 

講じ、 儒道 を 天下に 弘 めら れてゐ る、 故に 應祌 の傳 へた 惟神の道 は 儒敎の 意に 適って ゐ たもので ある。 、依で 

儒 敎を俳 if する の は 神道の 意に 背いて ゐ ると 云 はねば ならぬ また 眞淵は 舊事紀 を 偽 宵と し、 日本紀をかi^ 

めきて ゐ ると 云って 嫌 ひ、 他の 正史 もさして 推稱 せず、 偽書なる 古事， 記 を 主持して ゐる。 而 して 葡率紀 と 六 

正史 (六 國史) に 依って、 天地開闢よ リ 五十八 代 光孝 天皇までの 御 事錢は 雲霧 を披 いて 茶 天 を， が 如く 明 

かに 知られる。 而 るに 是等を 顧みない 態度に 出て ゐ るの は、 眞に 我が 惟神の道 を覺 了して ゐ ると は 云 はれな 
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い" |0;ぃ『规；§:&,か：^き<^-んょぃ、 その 國意を 知らない 者の 書いた！ C 物 を 國意考 と 命名す るの は 片腹痛い 譯で 

はない か。 

第二 は 儒敎は 天地の 心 を 得て ゐ ない 不自然な 人爲 的な 敎 であると 云 ふ 論に する 辨論 である。 卽ち 「國意 

考曰、 このい ふ はから 國の 儒と やらの ことか。 そ は 天地の 心 をし ひていと ちいさく、 人の 作れる わざに てぞ 

あれ；； ム々， f 之に 對 する 意見で ある。 

儒道 は 天地の 心 を 則と して 立てた 道卽ち 自然の 道で ある こと は 次の 五證に 依つ て 判然す る、" 

( 一 ) 儒道 は 往昔 伏犧 氏が 仰いで 文 を 天に 觀. 俯して 象 を 地に 察してから 始まる。 

ニー) 論語 …… 大 なる 哉， 堯の 君た る. こと、 唯 天を大 なりと す、 唯堯 之に 則る。 

(三)：：^ …； 一 陰 一陽 之 を 道と 謂 ふ。 之 を繼ぐ もの は 善 也、 之 を 成す 者 は 性な リ。 

中庸 …… 天の 命 之 を 性と 謂 ふ。 性に 率 ふ、 之 を 道と 謂 ふ 「 省， 一 を修 むる 之 を 敎と謂 ふ。 

(四) 韓非子 …： 道 は 天地の 本、 萬 物の 始、 是非の 紀" 

もと 

(五 董仲舒 …… 道の 原 は 天に 出づ。 

卽ち 儒道で は 「人の 道 は 天の 道」 とい ひ、 決して 天地の 心を誣 ひて 小さく 人の 作った もので はない。 之 を 知 

ら ずして 儒道 を 剌るは 「けに 紫 小雀の 九 萬 里の 遠き を も 飛 大鵬を 嘲る が 如くなる べし。」 である- 

第三 は、 支、 那、 に、 犁： の 世が あっかな どと 云 ふの は 昔 物語に 過 きないと 云 ふに 對 する 辨。 卽ち國 意 考の本 

文 は 次の やうで ある。  ， 


「おのれい はく、 世の中の 治リ つる やい なや、 承りぬべし といへば， 堯舜夏 股 周な ど を もて こた ふ。 おの 

れい ふ、 其 後に はなき や。 答. なしと.。 又 問 * 凡から 國の傳 はれる 代 は. いくばく そや。 こた ふ、 堯ょリ 

今までい く 千 云々、 又 問、 さらばな どゃ堯 よ， リ 周までの さまなる、 其 後に あら ざリ けんや。 た乂百 千々 の 

世の、 いと 昔の みかたよ リて、 さるよ きことの 有りし ぞ" そ はた、 乂昔 物語に こそ 有 けれと 云々」 

我が 神の 御代 は 今更 云 ふまで も 無く 善く 治まって 居った。 人皇に なって 崇 神の 御代 は 上に 見習って 下人 民 は 

敬神 その 敎を 守リ、 人倫 正しく、 家に も國 にも 爭 ひなく、 無 刑の 政が 行 はれて、 恰も 堯舜の 御代の 如くで あ 

つた。 斯く、 我が 上代 は 目出度い 御代で あつたが、 其後當 代まで は 幾千 年 も 經てゐ るが、 この 無 刑の 政の 行 

はれた 例 は 聞かな い。 然 らば 眞 淵の 筆法 を 以てすれば 我が 上代の 泰平の 御代と 云 ふも赏 のない "物語で ある 

と 言って 宜しい か。 儒道 渡來 前の 往古の 治平 はまた 虛言 であると 云って 宜しい か。 

第 四 は 支那の 禪讓の 風は宜 いやう では あるが、 一 方奪世弑君の逆臣を生ずる因となると云ふ論にi^する辨 

である。 國意考 の 本文 は、 

「な づめリ ，/\。 かの 堯は賤 しげなる に 讓れ" とか、 天が下の 爲 なる 事 は. よき やう なれ ど， こは皇 御國 

にて は、 よし ぎら ひものて ふ ものに て、 よきに 過ぎた る 也。 さるから に讓ら ぬい やしげ なる ものの いで 

て. 世 を 奪 ひ 君 を ころしつ る やうに なれ リ。 こ は あし ぎら ひものな リ。 よきに 過れば、 わろ き 過る まの 出 

るぞ かし 云々。」 

先づ、 前文の 中-にあ るよ しぎら ひもの、 あし ぎら ひものの 語義に 就いて 見る に、 眞淵は 善行に 過ぎて、 罪に 
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陷っ たもの 例へば 大堯が 舜に位 を 讓られ 給 ひし 如き を吉棄 (よし ぎら ひもの) と 云 ふと 說 くが 如き は その 語 

かたよ 

義を 知らない ものである。 人 は 鬼 角 偏し 勝ちな ものである、 H 口 事が あれば 喜び 偏る が 故に、 その 心に 惰慢を 

あがな > もの 

生じて 道 を 失って 罪 を 犯す に 至る。 之 は 吉事 ぁリ しこと が 因と なっての 犯罪 なれば その 罪の 隨物 を亩棄 (よ 

しぎら ひもの) と 云 ふので ある。 凶事 あれば 心 嘆きて 偏る 故に 悶え 惑 ひ 道 を 失って 罪 を 犯す に 至る、 之 は 凶 

事が あった ことが 因と なっての 犯罪で あるから そのため 出す 贖 物 を凶棄 (あし ぎら ひもの) と 云 ふので ある。 

上代 は 罪に 陷 つたと き は その 身に つ いて ゐる財 を 何でも 宜 いから 出させる 睛 物の 風習が あつたの である。 支 

那の^ 害の 金 贖 刑に 相當 する ものである。 之 は 往古 神聖の 君 は 犯罪者に も 容易く 刑罰 を 加へ ず 喷 物に 依って 

許す と 云 ふ 仁政から 出た ものである。 素 神の 手の 爪 を 手 端の 吉棄 とし 足の 爪 を 足 端の 凶棄 とせられた 例 は 比 

上記の 意味から である。 眞 淵は是 等の 意味 を辨 へずして この 語 を 用 ひて ゐ るの は 「愚なる にあらず や」 

3 典 淵 は大堯 が舜の 如き 賅 しい 者に 位 を 讓られ たこと を 難ず るが、 史 記に 依る と 

せん yt く  0 

帝顓頊 11 〇—〇—〇 11 橋 ヰ —— 實 11 舜 

斯うな つて ゐ るから 舜は 天子の 系統で 賤民 どころではない。 身分 ある 者で ある。 而 して 堯は 人情と して 我が 

子に その 位 を 譲り 度い が 人欲の 私を棄 てて 天理の 公に 從 つて 位 を 舜に讓 つた ものであるから 天道に 從っ たも 

ので、 是の 天道に 從 ふの は 我が 神の 道で あると 眞淵も 言 ふで はない か。 而 して 舜は 身分 ある 者で あるから 他 

の賤 奴が 起す まじき 望 を 起す こと も あるまい。 この 天道 を 則と して 行 はれる の は 上下の 分明 かに、 君臣の 義 

正しく. 天下 萬 世の 手本で ある。 「若 之を爲 する 者 あちば、 則大堯 にも 等しき 大 ，犖； 人な リ。 何ぞ惡 しき 手本 を 


出せし とい はんや。」 眞 淵の 如き 無學 文盲に して 史 志に 渉らない ものが 堯舜 など を 論ずる 資格 は 更に 無い。 

第五 は、 堯舜の 御代に は 天下 皆 善人で あつたと 云 ふが、 之 は 勸化者 (寄付 勸、 誘 者) の 口 さきの みのこと で 

あると いふ 駭說 に對 する 辨 である。 國意考 の 本文 は、 

「又、 孟子と かいひ けん 人 は、 堯舜の 民 は 家 を 並べて 封ず とい ヘリ。 是を おも ふに 舜の父 は， めくら もの 

とかい ふ は、 子の よき をみ 知らぬ 故に や- こ は堯の 民、 舜の父 なれ ど、 いかで 封ず べき 人な らん。 舜の後 

を禹 とい ふ、 此父 はわろ 人に て、 遠き 國に 流しつ ると か、 こ は舜の 民に て、 禹の 父なる に、 又 封 じ 難き 人 

ならず や。 然 らば 今の 世に いふ 勸 化の 口 さきの み 也け りと 云々。」 

こさう  こふ 

堯舜の 時代に は 縱ひ舜 の 父 瞽叟、 禹の 父鯀の 如き 不善 人 一人 二人 はあった とても、 火 i^: の德に 感化され て、 

人民の 風俗 は變 はリ、 五 偷の敎 がよく 行 はれて、 「天下 皆 善人と なリて 賢人 君子 甚多 かりし 事彰々 として 著明 

ならず や」、 故に 一 國 一 村の 內 にも 軒 を 並べて 賢人 を 出した ものである。 刑 罪と して はた M 舜 が四惡 を誅 した 

位の もので、 外に は 無かった ので ある。 r 勸 化の a さき」 などと， K ふ 惡言は 以ての外 である。 

第 六 は 儒者が 聖人と して 尊ぶ 文 王、 武王 "、周 公の 行動 を 批難した ことに 對 する 辨 である" 國意考 の 本文 は、 

「周の 文 王と やらん は、 ひと かた をた もちた るに よらせず ば、 身の わざ は ひとなる ベ けれ。 射 王の わろ き 

によ リて 中々 に、 人 をな づけな どせ し はさる 事 也。 武 王の 時、 射 を 討ちし を ことわり ある 軍と やらん いへ 

ど、 伯 夷叔齊 がいさめ しと かいふ を 孔子て ふ 人 もよ き 人との たま ひしと か。 さらば 武王 をい かにい はん。 

まことに 義 ならば. 射の 後 を も 立つべき を、 それが 末を韓 などへ あ ふらし やりて、 C らの 子う まごに ゅづ 
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リ けむ" さて 周 公、 政 をと リて、 殷の 諸侯 を 四十 餘リ ほろぼし けん 事， 孟子て ふ 文に 見 ゆ。 此 四十 あまり 

の 侯、 みな、 わろ 人に あらむ か。 周. 公に あだな ふま まに、 しひて ほろぼせし 事 しるべし と 云々」 

文 王 は 至誠 を 以て 終身 殷の紂 王に 仕へ てゐ た。 生 知 安行の 大^人で あらせられ たから 人民 は. EE 然に懷 いて 來 

て、 天下 三分の 二 を 有した ものであって、 殷の惡 政に 乘 じて 民 を懷柔 した もので はない。 

武 王が 殷を 討った こと は旣に 聖人と 雖も 嫌いと 云 はれて ゐる 所、 中庸に， 大舜 の德は 聖人な りと 云 ひ、 武 

王に は 「一 戎 衣して 天下 を 有ち 身 天下の 顯名を 失 はず」 と 記して ゐる， 卽ち舜 ほどに 褒めて はゐ ない。 武王 

は 勿論 弑 逆の 名 は 免れ 難いが、 天下 人心の 歸 する 所卽ち 天意で あるから その 顯名を 失 はない、 "；^ れは武 王の 

德 であると 褒められて ゐ るので ある。 大^\1| を 褒める の 言と は 自ら 違って ゐる。 この 武 王の 名分の 立たない こ 

と は 儒家 も旣に 述べて ゐる、 眞 淵の 言 を 待つ まで もない。 武王 のこと を 以て 儒道の 尤と はなら な い。 而し 

て、 周 公に 就いては 何ら 辨 じて ゐな い。 

ここの 論議 は眞 淵の 方が 分が よろしい。 さすがに 沼田 順義も 苦し ぃ辨 解に 墮 して ゐる。 

第 七 は 儒家な どが 佛敎 を惡 口す る も、 佛敎は 人心 を 愚に する、 人心 愚かで 無くば 君は榮 えない から 佛 つれ は 

却って 宜しい と眞、 淵は說 く- J これに 對 する 辨 である。 國意考 の 本文 は 

「或 人は佛 のこと を わろ しとい へど、 人の 心のお ろかに 成 行なれば、 君 は 天が下の 人のお ろかに ならねば 

さかえ 給 はぬ ものに て 侍， リ、 さらば 佛 のこと は 大きなる わざ は ひ は 侍らぬな リ。 (中略) かへ す， <\ 儒の 道 

こそ 其 國を みだす のみならず、 ここ さへ かくな し 待 リぬ 云々」 


佛敎で 人 を 愚者に すると は 妄言 も 甚だし い、 經 文の 中に 智慧 を 貴ぶ ことの 證は 多い と 引例して 辨じ、 「君 は 天 

が 下 愚なら ねば 榮 えまさぬ ものな リ。」 と は 秦の李 斯が民 を 愚に するとい はれた 意で， 以ての外の 邪說 であ 

る" 眞 淵の 如き 男が 身 を 終 はるまで、 天下の 政治に 與ら なかった の は 天神地祇の 儒 佛を 護ら せられた からで 

ある。 また、 儒 は 支那 を亂 したの みならず、 我が 國も亂 したな どと は 論ずる に 足らない が、 かの 常に 先祖の 

敎を 守る ものが 修身 齋 家よ く榮ぇ るの を 見ても 判る ではない か。 

ここの. 論は眞 淵の 方が 分が 惡ぃ、 確かに 封建的 意識に 捉 はれた 妄論 である。 而し眞 淵の 云 ふ 佛とは 目 前の 

貪欲 佛 者が 民衆 を 欺いて ゐる やうな もの を 指して 云った もので、 その 敎理 などに 觸れた 深い 考慮 を拂 つた ラ： 1 

でも あるまい。 それにしても 「知らし む.？ らず」 主義 は 採るべき でない こと は 勿論で ある。 

第 八 は亂婚 是認に する 辨で、 この 說も眞 淵に 對 しての 攻 擊の彈 丸が 雨注した 所で ある。 國意考 の 本文 は、 

「又、 人 を鳥獸 にこと なり-と いふ は 人の 方に. て、 われぼめに いひて 外 を あなどる ものに て， 又 人の くせ 

也。 四方の 國を えびすと いやしめて、 其 言の 通らぬ が 如し。 凡 天地の 際に 生と し 生る もの は 皆 虫なら ず や。 

それが 中に 人の みい かなる 貴く、 人の みい かなる こと 有に や。 唐に て は 萬 物の 靈 とか いひて 人 を 貴め る を、 

おのが 思 ふに 人 は 萬 物の あしき ものと かいふべ きい かにと なれば 天地 日月の か はらぬ ままに 鳥 も 獸も魚 も 

草樹も 古への ごとく ならざる はなし。 是 なまじいに 智てふ もの 有て、 おのが 用 ひ 侍る より 互の 間に 様様の 

あしき 心の 出來て 終に 世も亂 ぬ" 又 治れる がう ちに も、 かたみに あざむき を Y なす そかし。 もし 天が下に 一 

人 二人 物し る 事 あらん 時 はよ き 事 有べき を、 人皆智 あれば 如何なる 事 も あ ひうちと 成て、 終に 用な き 也。 
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今 鳥獸の 目よ リは人 こそ わろ けれ、 かれに 似る ことな かれと 敎 へぬべき もの 也。 されば 人の もと をい は 

乂、 兄弟より 別 けん、 しかる を 別に 定を する は 天地に そむける もの 也み よ/ \ さる 事 を を かす もののお ほ 

きを。」. 

この 本文 は、 前節の 亂 婚の績 きと 見るべき ものである。 

さて • 母子 相 犯し、 兄弟 相 通じ， 叔姪 婚姻す るが 如き は、 往昔 支那に 於ても 天竺に 於て 深く 忌んだ もので 

あるが、 日本に 於ても 中臣赦 にある 通リ、 己が 母 を 犯せる 罪、 己が 子 を 犯せる 罪、 母と 子と 犯せる 罪、 子と 

母と を 共に 犯せる 罪、 是等は 禁じた ものである" 之 を 推し 及ぼす と、 眞 淵が 古書の 一面 を 見て 異母 兄弟 婶妹 

は婚 すると 云った が、 其の やうな こと は 無く、 養母、 養子、 繼の 兄弟、 子婦、 聲 と交リ 通じ * 緣の ある 叔姪 

婚姻な ど は 天津 宫の 政治に は 無かった。 卽ち 開闢から 環々 岐 尊が 天下 を 治められる 迄 は 左様な 禽獸の 如き こ 

と は 無かった J 神 典に たま/ \ 兄弟 交って 子 を 生み、 別 腹の 兄弟 婚姻せ し 事 を 載せて あるが 皆 傳來の 誤で あ 

る。 ことに 舊 事紀、 日本 紀、 古語 拾遺 等に ある 衆說と 比較して その 誤なる 確證は ある。 之 は 級長 戶 風に 論じ 

て 置いた。 

人 は 天地と 並立して 三 歲と云 は る もの 旣に、 萬 物の 靈 である、 それ を 匍匐す る 禽獸虫 魚と 比較す ると は 

以ての外 である。 烏に 反哺の 孝 ぁリ、 鳩に 三 枝の 禮有 リ、 獺に 魚 を 祭る ことがある" 是 等の 鳥 獸は、 若し 人 

間に 亂婚の 如き ぁリ、 鳥獸と 同じ だと すれば、 人間以上 であらう。 

人間の 本 は 兄弟から 別れた と 云 ふの は 具 淵 は 大方 諾冊ニ 尊が 兄妹で あらせられ たと 云 ふ 一 說を 信じての 言 


であらう、 類聚 國史を 見れば 判る 通 リニ 尊 は 御 兄妹で はない" それ を 誤信して ゐ るので ある 。「愚と いふに 餘 

ぁタ， 翁の 國擧 斬の 如し。 況ゃ 漢舉に 於て を や。 何 ぞ與に 論ずる に 足らん や。」 

「爲す 事な くして 成る、 之 を 天と 謂 ふ」 と は 孟子 も 莊周も 云って ゐ るが、 之 は 人事と 天 事と を 別った めの 

語に して、 我れ 爲す ことなく 自然に 出來 るの を 天と 云 ひしに て， 自然 を 以て 天と する ので はない。 眞淵は 之 

を 誤解して ゐ るので ある， - 人間 を 自然の ままに 放置せば 天道に 適 ふ ものであると 思った もので、 浙 うした 結 

杲は それ こそ 鳥獸の 如く 亂婚 など も 出て 來る、 それ を 聖人が 出て 人 偷を敎 へ たれば こそ 鳥獸 となる を 免れた 

ので ある. - 

「翁 は 世に 國學 の祖と 貴ばる る 男 成に 國意を も 知らず、 道 をも辨 へざる 事斯の 如し。 國學の 明かなら ざる 

事、 職と して 之に よる、 又 悲しから ず や、 此辨 有る 處な リ。」 

次に 附 として、 辨妄に は 無い が、 「讀加 茂 眞淵國 意考」 の 中、 次の 一節 を 紹介す る、 これで 與 淵に 對 する 直 

な 駁論の 條々 を盡す ことになる。 

第 九日 本 は 自然の 音 五十で 足リ る、 而 るに 支那の 如き 萬 を 以て 數 へる 程の 意 字が あって 煩雜 で、 從 つて、 

虛 文人 を 惑 はし、 邪智 以て 盛んと なると 眞 淵の 說 くに 對 する 雜 である。 

梵字、 滿 文の 如き は 音 を 以て 用を辨 ずる、 而 るに 支那 聖人の 國は 特に 義訓が ある J 卽ち 文字 を作爲 して 名 

敎を 記して 遠き に 及ぼす、 之が 中華 聖人の 國 たる 所以で ある" 我が 國の 如き この 漢字 を 借リて 記紀の 如き 古 

典 を 記して ある、 眞 淵が もし 華 書を讀 まず 華 語 を 借らなければ 是等 古典 を讀 むこと も 出来ず、 志 を f はし、 一一：  一口 
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を 立つ る こと も出來 ない。 誠に 眞 淵の 說く 所は妄 論で ある。 と。 

扱て、 沼田 順 義の國 意 考雜妄 の 要約 は 以上の 通リ である。 本書に 序を赛 ける 儒者 は 梧 南 主人 • 林 緯、 江 An, 小 

松原 雄、 金子 祐偷： Ik 齋、 道 巷 崎 義浩 夫、 而 して 後 序 は 直 道で あり/ 著者から 筆受 したの は 新 藤 勝彥、 校^ 

は 前記の 木 崎 義 である.， • 

さて， 國意考 辩妄の 著者 三 芳野城 長 卽ち澤 田 順 義とは 如何なる 人で あるか。 上野 國群馬 郡 仲 尾 村の 人、 字 

は 道 意、 號は樂 水 堂、 世々 村の 豪族で あつたが、 父の 敎育を 受け、 諸方に 遊學 し、 後 武州河 越に 醫を 業と し、 

また 江 戶に移 リて林 述齋の 門に 入リ、 和漢の 學を 研究し、 終に 明 を 失して、 三 芳野檢 校 城 長と 云 ふ。 嘉永ニ 

年、 歲 五十八に して 歿する。 (國書 解題に 依る) 辨妄の 外 級長 戶風 及び 同 追風の 著者が ある。 なほ 辨妄の 木 崎 

義の 序に 依る と、 張 長沙の 遺書 を 研 精す る こと 三十 年、 著 稿 無 盧十數 部、 世 醫の流 弊 舊染を 一洗し、 長沙 

歿して 二 千年、 この間 二百 餘 家の 註釋 者が あつたが 順 義 先生の 如き 詳盡 せる もの は， ない と あるし、 また 思 ひ 

を 三敎に 凝らし、 ft 偷 を窮理 し、 天下の 書を讀 み、 天下の 事 を 論じ 辭辯 痛快、 義理 漠然たる ものが ある." 凡 

そ 先生の 講を聽 く 者 は 倦 を 忘れて 益々 進み、 機軸 妙處に 至る 毎に、 皆絕 倒して 善しと 稱 する。 是を 以て 貴 it ん 

爭 つて 迎へ、 俊^：^^蔬って歸したとぁるから、 一代の 篤學、 快 辯 機智 縱横 の士 であった こと を 想 はせ る。 これ 

程の 碩學の 一統 を 向 ふに ま はして は、 さすがの 眞淵 もさして 不足 も 無かった であらう が、 生前なら まし かば 

と脾 肉の 歎に 堪 へなかった であらう。 


八 外國 書に 見えた 眞淵論 

是の眞 淵の 思想 は單 に國內 に喧傳 された のみに 非ず、 外人の 著作に 之 を 認められる。 次 は 國 與 i 院雜 誌の 贺 

茂 眞淵翁 記念 號に 「賀 茂眞淵 翁の 神道 說に 就て」 を 述べた 補 永 茂 助 氏の 說を借 引す る.^ 

ナ I、 ァ f ネスト、 ナトウ 氏 は 亞細亞 學會報 第三 卷の 附錄九 及び 十二 頁 以下に 於て 眞 淵の 系圆、 經歴、 著 

述 及び 學說の 要點を 詳述し、 眞 淵の 優秀なる 著述家た る こと、 祝詞 解釋 其の 他に よりて 神道 研究に 偉大の 貢 

献を なした こと を 批評して ゐ る。 T) 

千 九 百 十六 年の 新 編 世界 百科 辭典に は眞 淵が 古 學を唱 へて 儒佛 を攻擊 し、 純 神道 (B) に 力めて、 文舉 及び 

政治 上に 顯 著な 効果 を與 へた こと を 紹介して ゐる。 (C) 

プリ ン タリ. I 氏はヒ ス トリ アン、 ヒス トリ f の 日本 民族 篇六四 六 頁 以下に 於て 國意 考の耍 點を說 き、 ；！： 六 

四 五 頁に は眞 淵の 肖像 を 掲げて、 その 日本 倫理 を 復興す るに 貢献した と 批評して ゐる。 (D) 

グリフ 4 ス 氏の 「皇 國」 に は その 三 〇〇 頁 以下に 於て 眞淵は 本 居 及 平 田 等と 共に 純 神道に 最大 光明 を與へ 

た學 者で ある。 宇 {a 論、 古語 及び 古代史、 天皇の 眞位 及び 神道 儀式に 關 係した 彼の 著述 は 京都 水 1:^ 越 前藤康 

その他に 偉大な 影響を及ぼして、 王政復古の 氣蓮 を大に 助長した と 云って ゐ る.^ 

ァス トン 氏 は その 「神道」 二 七三 頁に 於て 眞淵は 愛 國的學 者に して 牽强 附會の 儒說を 斥けて 多くの. i{T 典 を 

評釋 した。 それで 當時敎 育 ある 人と 雖も 大部分 は 解す る 能 は ざ リし迄 永く 閑却せられ たりし 「古事記」 「日本 
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紀」 「萬 葉 築」 の 如き 古代の 國民 文學に 世人の 注意 を 喋び 起す 爲に 極力 盡瘁 したと 云って ゐる。 へ r) 

A  rr;l.ll-si.-tl こ 11  ol til- ン siatt!  aoc-cty  of  Jup; ニー,  v:l. j||  (ン 一 一一 511 二 ix) でで Q. 1 に iT)  . 

B  Koostiiblisiimciit  of  pure  SI- hit? 

o  rhc  二- tcl-llal- 一 oii;il  KIK-vrlopanli; 一, li 二 vol. に 1. a-l.t.  ,sl-ill<<- 
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結  語 

眞 淵の 國意考 は宣 長の 直日靈 とな リ、 篤 胤の 靈能眞 柱と なリ、 また、 眞 淵の 「に ひまな び」 は宣 長の 「う 

ひ 山ぶ み」 とな リ、 篤 胤の 古道 大意と なリ、 また、 眞 淵の 萬 葉 研究に 次いで、 宣 長の 古事記の 研究と なリ、 

篤 M の 古史 傳 となって、 その 國學 思想、 神道 思想 は 愈々 展開して、 遂に 糞 王 攘夷の 時代思潮 となり、 やがて 

明治維新と 云 ふ實際 運動と なって 來 たもので、 卽ち、 眞淵は 古風 歌道の 復與 者で あると 同時に 復古 思想 鼓吹 

者の 開祖た るの 地位に 立った もので、 その 功 ゃ實に 偉大な リと云 ふべき である。 一；；? も 日本 思想 史を言 ふ もの 

必ず^が 眞淵 を擧げ ない もの は 無い、 故 あるかな である。 のみならず、 外人に しても 我が 固有 道の 开 者 は 

我が 眞淵を 見逃さな いので ある。 


第二 章 歌  道 

一 歌人. U しての 地位 

眞淵 全般の 學風は 古言 を 究め 古意 古道 を 明かに する にある。 而 して、 この 古言 は 古歌 卽ち萬 葉の 歌 を學ぶ 

ことに 依って 了 得せられる として、 古學に 入らむ とする 者 は先づ 歌道よ リせ よと^ん だので ある. 故に 歌ん 

としての 眞淵翁 を 知る こと はやが て その 半 を 知る ことになるになる。 さて 翁の 歌人と し て の 功 镇を稱 へ た き- 

長の 評 は 最も 要 を 得た ものである。 

「 此 大人の 學の、 未だ 起ら ざり し 程の 世の 學問 ほ、 歌 も 只 古今 集よ リ以， 來に のみ 止り て， 萬 葉^な ど は、 唯 

いと 物 遠く、 心 も 及ばぬ 物と して、 更に 其 歌の よき あしき を 思 ひ、 古き 近き を辩 へ、 また 其詞を 今の 己が 物 

として 用 ふること など は 凡て 思 ひも 及ば ざり しこと なる を、 今 は 其 古言 をお のが ものと して、 萬 菜ぶ りの 

歌 を も讀み 出で、 古ぶ リの 文な ど を さ へ 書きうる ことと なれる は、 も はらこの 大人の 敎 へ の 功に ぞ ありけ る。 ； 

また、 村 田 春 海、 加 藤 千 蔭、 內 山眞寵 さて は筑波 子な ど それぐ 翁の 歌人と しての 偉績 を稱报 して 止まな 

いが、 宣長 のこの 評に 盡 きて ゐ るから、 それら を 一 々引證 する こと は 略す る。 次に この 萬 葉ぶ りの 古 調の 歌 

を 詠み 出した 歌道 革新 家の わが 翁 は、 我が 國 和歌 史上から 如何なる 地位 を 占めて ゐ るか を 觀 察して 見よう。 

今 姑ら く、 故 兒山信 一 氏の 新 講和 歌 史に據 つて 近世の 時代 區分 とその 時代の 特徵ゃ 人物 を 抽出して 見る と 次 
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の やうで ある A 

近 世 

1、 元祿ー 


寶 0  L 


三、 天 明 


延资、 元祿、 享保約 六十 五 年間、 

揮： 論 的 革新 運動の 時代で 赏際 創作に は 及ばない。 

人 物 i 木 濯 三 之、 下河邊 長 流、 I 

荷 田. 春 満， 

元 文から 明 和まで 三十 五 年間、 

眞淵 を 中心とし た實 質的 の 革新 運動 行 はる。 

人 物 —— 賀 茂 眞 淵、 田 安 宗 武、 

小 野 古道 (以上 古 調) 

荷 田 在満、 武者 小路 赏陰、 

安永. 天明. 寬政、 享 和の 約 三十 年間、 

hi: 、の^ 盛^ 代 

人 物 —江 戶 派， 加 藤 千 蔭、 

一ぬ. 薬 派！ -栗 田 土満， 

新 古今 派 11 本 居 宣 長、 

そ Q 他— -小澤 蘆 庵、 


契 仲、 戶田 茂睡、 


光 s、 


楫 取 魚 0. 河 律 美樹、 上田 秋 成、 


烏 丸 光 榮、 (以上 新調) 


村田泰 海、 

荒木 田 久 老、 


四、 文政 期 


文化、 文政、 天 保まで 約 四十 年間、 

桂 園 派 全盛期 

人 物 —I 香 川 r^:^ 樹、 熊 谷 直 好、 木 下 幸 文. 

鈴 屋 派- ：リ 平 田篇 胤、 本居大 平、 

江 戶 派， リ： 木 村定良 • 岸 本 由 豆 流、 

堂 上 派- i 千 種 有功、 贺 茂 季 鷹、 

其  他 I！ 橘 守 部、 良  宽、 


.2: 山 直 「：>、 

足代 弘 詞、 

高田與 淸、 


松 平定 信、 


五、 安 政 期 


全國的 群雄 割據 Q 絢熥な 時代、 一 

井手 曙覽、 近 藤 芳樹、 

平贺 元義、 安 藤 野 雁、 


石 川 依 平、 

大 喂 言 0, 


弘 化から 安政、 慶應 まで 二十 五 年間、 

桂 園 派の 弘布、 鈴 屋 派、 江戶 派の 門 流 も 流行， 

人 物；； 八 田 知紀， 加納諸 平、 

中島 廣足， 井上文雄、 

野 村 望 東 尼， 太 田 垣 連 月.  ， 

以上の 通り 翁 は 和歌 史上 寶曆 期と 云 ふ 一 新時代 を 劃した 眞摯 情熱の 革新 歌人で あつたの だ。 その 呼號 した 

萬 葉ぶ りの 古 調 は その 生前に 於て 旣に 流布した が、 次の 天明 期 は 全盛 を 極め、 終に 世 を 風靡し、 從來横 門 を 

張って. 世に 誇った 堂上 家の 如き 殆ど 影 を 潜めて 了った 文政、 安政の 各 期に 渡って 翁の 主張 は 愈々 全國的 

に 流布した ので あるが、 また 一 方 この 古 調 派に 對 する 反動的な 立場に 於て 弘布隆 條を來 したと 見ら るべき nil- 

樹の桂 園 派の 如き は その 歌學的 主張 は異 り-と 雖も、 その 隆昌の 間接的な 源 因が 翁に 在る とも. 云 ひ 得る." 斯く 
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觀る 時， 近世 和歌 史上に 於て、 最も 大きな 足跡 を 印した のは實 にわが 眞淵 翁で ある。 以下 順次 翁の 歌道に 就 

いて 觀{ 祭して 行かう。 

二 歌風 三遷 

翁の 歌風の 三遷 したと 云 ふこと は 色々 な ものに 見えて ゐる U 翁に 最も 長く 親んで 師事して ゐた千 薩の說 は 

賀茂翁 家集の 序文に あるし、 春 海の 說は大 平と 歌論 を戰 はした r 稻ー掛 の 君の 御 返事に 更に 答へ 參らす 寄」 に 

ある- また. この 時の 大 平の 書翰に も 之に 觸れ てゐる 所が あるし、 宇 萬 伎 も 安賀 當 居の 歌集の 跋 にも 論じて 

ゐ ると 云 ふ譯 で、 昔から 隨分 論じられて 來 たので あるが、 最も 明確に 說述 したの は、 佐々 木 信 綱 傅士の 「贺 

茂眞 淵と 本居宣 長」 にある 「歌人 及歌學 者と しての 賀茂眞 淵」 「眞淵の中年と晚年め！^翰」 の 二 節の 論で あ 

る。 而 して、 眞淵 自身の 歌論の 述 は國歌 臆說、 再 奉答 金 吾 君 書、 これら は 若い 時代の もの、 新學、 歌 意 

考、 萬葉考 序、 是 等は晚 年の もの、 それから 門人に 與 へた 書簡の 中に 歌論に 觸れ たもの が： ？ なり ある J 

今 私 は是等 先輩の 研究 を經 とし、 眞 淵の 述作 を緯 とし 筆 を 進める j その 詠歌の 時代 的 區分は 次圆の 如く 

し、 先づ、 各 期の 特色 を槪說 し， 次に その 期の 眞 淵の 歌論 を觀、 而 して n;^ 後に その 各 期の 歌. を 例？ g する， - 


寸、 ぬす 二. ^Afli 


前 


Z3f3 

、中 はう 七:^、 气 耳 八寸ィ 身、 享 
(A ^兄り 2>3 ヲょ 

寸寸' 幻 耳え IX 


I 


Vio ら 

サ 耳 三拿楚 


え" 

"t 八ナ六 年 = す #'f 


す ニ寸 


七 


や 弋和胡 


¥  一  ^  $  二 胡  第三^ 

第 1 期 延享 三年 ni^^^ まて、 即ち 田 安家 出仕 前 

千薩は 「はじめの 程 は 物舉び 給へ る 荷 田の 東 滿宿禰 の 歌の さまに かよ ひて はなやぎ、 たよ わき さまな りし 

を」 と 云 ひ、 春 海 は 「其 初めと は齡 五十路に はま だ 足らで おはせ し 程 をい ひ 侍る にて， その 頃 はかの 荷 piJi 尔 

の敎 のま まに て、 古 振な ど 云 ふこと は 猶唱へ 出られず.， なんあ リ しと ぞ」 と J 卽ち兩 大人 は 五十まで は il^ 滿影 

響 時代の もので、 華麗 優雅な 歌風で、 古風 も 所 は 更に 無い と 云 はれて ゐる。 

眞淵 自身が 自己の 詠 風の 變 つたこと を 述べた の は、 かの 「龍の 君へ 問 ひ 答へ」 にある- 「た，. t 十 年ば か リセ 
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かたす がた 心 を か へ つれば 柬 まろの 風に も あらず、 多くよ まばた ま/、 さるべき も 有なん を 右の 如く 口 をし 

うなん ともあれ、」」 と ある， 之 は 寶暦十 年 六十 五 歳に 書かれた ものである。 十 年ば かり 前と は 勿論 大凡の こと 

である。 

甲 歌論 C その 1」 新 古今 風 

さて この頃の 歌に 對 する 見地 を 述べた もの は濱 松の 門人 國满に 宛てた 宽保 元年 (四十 七歲) の #狀 である。 

翁の 書翰 は 新 全集の 十二 卷には 可な り-多く 收錄 されて ゐ るが、 この 書翰 は その 中で、 最も 早い 頃の もので 而 

かも その 內容が 非常に 貴重な ものである。 上記の 出府お 期の 歌 はこの 歌論の 具現した ものである。 なほこの 

寄 翰の 中に 「先師の 名 をく たす まじとの み存 候て、 一 歌よ み 候に も 心 を 用 候て、 よく/ \ 古歌 新 歌 吟味 候へ 

ば少々 存當候 事 も 御座 候 上. にて、 前々 のよ み 方 宜しから ざる、 其 外 同朋の 人々 の 歌 宜しから ぬ 多き を漸 心得 

候 ま、 く はしく 申 上 候」 と あるから 研究と 體驗 とから 非常に 反 劣が 加 へられ、 學者 としての 地位の 認められ 

ると 共に 責任 觀も强 くな りて 一 首 詠む にも 能く 吟味せられ 早 歌 は 堅く 謹んだ ものである。 故に 在鄕 時代の 作 

は 勿論 在京 時代の 作 も 意に 満たない ものが 多 々出来て 斯うした 所感と なった ものである。 故に 歌 そのもの 

も、 前 二者よ リは 進境 を：： 小して ゐ るの は 一見して 判る" 次に その 歌論 は  • 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、 、、、、 、、、 、、、、、、、、、 

「歌 は 六家與 或は 千載 集 新 勅撰な ど をつ おに 御 覽候而 御詠 可. ^ 然候、 IS 行な ど 幽かに 心の な ひやかに して 

氣 象の 高き 所、 定 家の もよ く/ \ 六 家 紫 を御覽 被， 成 候 は，， -、 氣 象の 高き、 姿の やすらかなる、 詞 のすな 

ほなる つ けがら、 御 心に 可, 入 候、 古歌 は 一一： 一 n に不， 及 事ながら、 直に 古歌ば かり 見 候て は 今の 人 は 却って 


歌が いやしく • 詞も あやしく なり， 申 候、 只 歌 は 野に なき 樣に御 心がけ：？， 被い 成 候、 わるく すれば 氣象 ひく 

き 4 故、 歌い やしく 詞 だみ 申 候、 歌のお もしろ く 巧なる 所に 御 目 付ら れず、 姿 心の やさしく なび やかに 候 所 

を 御 心 付 御よ み：？， 被， 成 候. 六 百番の 歌合な どの 俊 成の 判に 云 所の 歌の やさしき 所 をと リ、 詞の よろし か 

らぬを 吟味せ し 事よ く/ \ 御 覽被， 成 候」 と ある ノ 

この 中 六 家集と は、 後 京 極良經 の月淸 集、 藤 原 俊 成の 長 秋 詠 藻、 藤原定 家の 拾遺 過 草、 壬 生家 隆の壬 二 集、 

慈 鎮和尙 の 拾 玉 集， 西 行 法師の 山家 集の 六 家 二十 四卷を 合冊 板 行した もの を 云 ふので ある。 而 して 千 载集は 

俊 成の 撰、 新 勅撰 は定 家の 撰で ある" 是 等の 歌風 は 所謂 新 古今 風と 云 ふ 名稱に 依って 代表 せられる もので あ 

る。 この 時代 を禮讃 したの は宣長 翁で あるが、 眞淵 翁に 於ても 斯うした 歌風に 這 入った こと もあった ので あ 

る。 この 狀の 末に 書付け た、 

五月雨 は を やむ も わかず 谷の 庵に 雲よ リ落 つるまき の 下露 

まき. は 深山の 物に て 御座 候 

郭公の 歌の 中に 

橘の か をれ る 宿の 夕 ぐれに 二 こ ゑ 鳴きて 行く ほととぎす 

の 如き は 正しく 新 古今 調で ある。 新 古今 研究の 權威川 田 順 氏 は 心の 花の 賀茂眞 淵號に 於て 「具 淵の 歌と 新 古 

今の 影響」 に 於て、 その 鑑賞 的 立場から 觀て、 眞 淵に は 新 古今の 影 饗の大 なること を 論ぜられ たが、 さすが 

に 炯眼で ある。 卽ち、 眞 淵の 歌論の 大部分 は 萬 葉から 出發 して ゐ るが、 實 際の 詠歌から 觀 ると 萬 葉 三分の 新 
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古今 七 分と さへ 論じ、 

大比叙 や 小 比 叙の 雲の めぐ リ來て 夕立すな り 粟津 野の 原 

信 濃なる すがの 荒野 をと ぶ 鷲の 翼、 もた わに 吹く 嵐 かな 

の 如き 從來 純粋の 萬 葉 調と して 推稱 されて ゐ たもの が、 其 修辭、 格調. 乃至 捉へ 方せ/物が 新 古今の 亜流で あ 

ると 說き， そして、 翁の 特色 は 萬 葉と 新 古今の 長所 を 結 付けた ところに. あると、 斷ぜら れてゐ る。 この 特色 

は卽ち 第二 期に 發 揮せられ たもので あるが， 第一 期に 於て 新 古今 風 を 慕った と 云 ふこと が、 その 因 をな して 

ゐ るので ある" 

以上 は 四十 七歲の 時の 歌論で あるが、 この 翌年 田 安 卿に 國 歌論 臆 說ゃ再 泰答金 吾 君番を 奉った ので ある 

が、 是等の中には餘程前說との異..^を發見する。 卽ち萬 葉 調へ 轉換 を觀 取され る 所が 多い。 謂 は， - -韓換 期の 

歌論で ある。 今、 國 歌論 臆說を 逐次 解說 する。 

乙 歌論 (その 二) 轉換 期— 國 歌臆說 

一 歌の 起源 論—： 歌の 源の！ S 

神代に 於て は かの ニ祌 唱和の 「あなに やしえ をと こ を」 「あなに やしえ をと め を」 を 以て、 歌の 起源と す 

る。 彼の 古今 壤の 序の 「天地の はじま リに ける 時いで 來に けり」 と あるの は、 大方 之 を 指した も ので あら 

う。 さて 之 を その 起源と する 理由 は 

( 1 ) 記に は 「うた ひ 給 ふ」 と ある こと。 


(二) 紀の 一 書に は 「先唱 曰、 後 和 曰」 と ぁリ、 本文に も 「先 唱曰」 と ある。 而し てこの 唱 字は樂 記に 「一 

唱 三嘆」 と ある は專ら 詠歌の ことで あるし、 その他に も證は ある。 

(三) 記の 神武 帝が いすけより ひめの 命 を 見られ 給うた とき. 大久 目の 命の 歌った 歌 は 句も少 く， 五 七の 言 

數も 定まって ゐ ない。 而 して 紀の垂 仁紀に 「はしき やし、 わきへの かた ゆ、 くも ゐ たちく も」 と 云 ふ 

歌に t すで あると 註して ある。 卽ち之 は 後世の 短歌 卽ち五 言の 歌に 對 して 云へ るに て、 三 句 位の 短い 

形式の、 思 ふ 所 を 卒直に 云 ひ 出した もの も 歌と 云って ゐる證 となる- して 見れば かの 二 神 唱和の 句 も 

歌と いふべき である。 

なほ 神代 紀には 「八 雲た つ いづも 八重垣」 の 如き 數々 の 歌 も あるが、 人 代と なリて は、 神武 紀の 

あしはらの、 しげ こき を やに、 すが だた み， いやさ やしきて、 わが ふたりね し 

是 がその 起源で ある。 さて 上代の 歌の 形式 は * 思 ふ 心 を そのままに 出す ものであるから 短い が、 後世と なつ 

て は 助辭、 發語、 冠辭、 序 歌な とが 發 達して. 形式 も 次第に 長くな つて 來 たもので ある。 

以上 は 國歌八 論の 荷 田 在 滿の說 と 多少の 相違 を 認める J 卽ち、 在满は 「言葉 を 永う して、 心 を やる もの」 

との 見解から、 古今 集の 「心に 思 ふ 事 を 見る 物、 聞く 物に つけて いひ 出せる 也」 と 云 ふ は 不十分な 云 ひ 方 

で、 諾冊ニ 神の 唱和の 如き は 歌と する に は 足らない。 素祌の 「八 雲 立つ 出 雲 八重垣つ まごみ に 八重垣つ くる 

その 八重垣 を」 の 歌 を 起源と すべき あると 說 いて ゐ るが、 眞淵は 前述の 如く 二 神の 唱和 を その 起源と したの 

である。 
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また、 宗武卿 も 國歌剩 一 百に 於て、 神代の 記事 はすべ てな そらへ 作った ものであるから、 この 中に 二 神 唱和 

も 事赏か 何う か 疑 はしい。 依って. 之 を 以て 歌の 起源と は考 へられない。 と 云 はれて ゐ るから、 眞淵は 斯う 

論じた ので あるが、 更に 再 奉答に 於て、 神代 とても 人 代と 同じい から 斯 かる こと も あり 得る。 また *  ニ神唱 

和の 事赏に 就いては、 古典 は 古典と して 尊重して 行く のが、 そのみ 末た る 後： IBI の務 であると 辨 じて ゐる。 

二 新 511^111 歌をもてぁそぶの！4| 

第一 は、 歌 は 人生の 慰安と なる ものである) 歌 は 心に 思 ふこと を 表現す る もので、 その 時の 心情が まめな 

とき やさしき とき、 また あはれ にあった とき， 悠然と 歌 ひ 出す と 吾が 心 も 慰む のみならず、 之 を く 人の 心 

も 慰められる。 

第二 は、 歌 は 治國の 料と なる ものである。 民政 は 自然に 徐々 に 行 はれる のが、 結局 は 効果的で ある 巧言 

人を說 き、 また、 靈驗 あらたから しい. 道理で 諭す と 早く その 効果が ある やうで は あるが、 急に 屈する もの は 

急に 伸び 易い ものであるから 採るべき ではない。 それで 詩歌 は 人心 を 驚 和す る 最も 善い 料で ある。 支那の 詩 

經の 如き は、 その 初 は 日本の 歌の 如く 心の まま を賦 した 多くの 詩の 中から、 後世の 敎 となるべき もの を聽人 

が 撰んで、 治國の 料と した ものである- 我が 國に 於て は 直接 敎を說 いた 歌 は 無い から、 かの 神武の 代の 久目 

歌 を 採って， 中世まで 豊明 節に 古の ままの 歌 ひ 方 をして 傳 へたの は 如何にも ゆかしい。 天武の 御代に 五節 舞 

を 始められ たの は 禮と樂 と を 並び 立た せる と 云 ふ 御 越 旨からで ある， また 上御一人より して、 公卿の 如き、 

上に 於て 大政 を養理 される 方々 は、 地方の 下情に 通せられ る こと は 大切な ことで は あるが、 兎角に 等閑！^ 


なリ 易い、 而 るに 常に 歌に 親しまれ ると、 居ながら にして、 浦曲に 汐 汲む 海女の ある こと も 判リ、 人の 偽ら 

ない 心情 も 覺られ て- それが 政治の 上に 反映して 來 るの は 言 はず もがな である， 更に 論ずれば 人に は愁 望が 

あって、 いろくの 爭も 起る ものであるが、 この 抑制 を說 いた 敎は ある けれど、 それらの 爭は 減じない" そ 

れで 貴賤の 論な く 歌に 親しむ と， この 愁に 離れ、 心 も 和んで、 南風 を 歌って 天下 を 治めた と 云 ふやう に. なつ 

て來 る。」 

以上 は、 主として 樂 記の 註に 依って 書いた やうで あるが、 

さて、 本說の 中に て 

「まして やん ごとな き あたりに、 此風を 用 ゐ給は M 誰か はなび かざらん。 いで や 用ゐん とならば 敎 ともな 

れる 古のから 歌の心 もて、 やまと 歌 を もよ まん ぞ めでたき 事なる べき。 しかれ ども、 から 歌 は 一句に て 

も、 やまと 歌の 一首よ リ 多の 心 を ふくまる る 物 なれば 安 かりぬべし。 やまとに も 長歌 こそ あがりた る 世よ 

^» おも はか.^ 物 をよ そへ など もして 侍るな リ I- みじか 歌 もよ リ /.. ヽに は、 さる 心 も 侍る めれ ど、 なべて 

の 人の 耳に は 聞知 ルべ くて、 ことわ リも かな， ひ、 すがた 調 も 人な つくべ からん は、 つねにし も ありがた かる 

べし" た， 人 をリに ふれて、 はかなき 月 花の けしき、 又はお も ふ 心の ほど をい ひ 出ん に、 おの づ から も， は 

た 設ても ある 心 を もよ まん は、 ゎづら はしから ざらん かつ げに まの あ. たり 敎 ふま まじき は、 やまと 歌の 劣 

れ るなる べし。 され どから 國の 人の 檨を おし 考 ふるに、 ことがらの 厚き 國 にし 侍れば、 いとよく、 いと あし 

き 事 ぁリ。 物に めで 物に そむく も、 したが ひて 甚 しければ、 をし へと する こと も 一 ふし 深く ぞ侍 るらん。 
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やまと 人 はよ しあし もき はこと ならず、 よろ づ なだらか なれば、 さる 歌の や はら かなる 心に、 なづ くめる 

、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

をお も ふに さるべき にて， 此 あめつちの なすこと なれば * 國 ぶりに とりて は いたく 劣れ リ ともい ふべ から 

、 、 、 、 、 

す や あらん ピ 

と ある は. n 呉 淵の 思想の 推移 を 窺 ふ 上に 於て. 貴重な 資料で ある、 - 卽ち 敎訓 的な 支那の 古詩に 傲って 歌 を 詠 

むの がめ でたい。 と 述べたり、 和歌 は 漢詩に 劣って ゐ ると 說く あたり は、 支那 攻擊 に滿 身の 意氣を 見せた 頃 

と 比較す ると 如何にも 面白い。 して、 なだらかな 國民 性から や はら かな 和歌の 生れる の も 自然の なすが ま 

まで あるから- 國 柄に 相 當 したと 云ふ點 から は、 さして 劣って ゐる とも 思 はれない と辨 じ、 一寸 老莊の 筆法 

を 見せて ゐる あた リ、 後日の 無爲 自然 を景 慕して、 名敎を 斥け、 古代の 日本 は宇內 に冠絕 して ゐ ると 叫んだ 

熱 烈 なる 思 想 の 萠芽と も 見ら る ベ きで ある。 

=1 擇詞 諭！ 詞を えらむ の 論 

歌 はうた ふと 云 ふこと は、 現在 は絕 えた けれども 「詞 みやび かに、 ゆるやか なれば 打い ひたる にも、 ひゆく 

物な リ。 さる は詞 とつ，. 4 けがら とに あなれば 詞を えらまん とする に、 世に よりて よしと おも ふらん を、 又 あ 

る 時 は あしと 聞えん など さまぐ にて 一 すぢに はい ひがで し-」 と、 卽ち歌語^^！-ま^^ぃ-か^そ；^、  ^^^^ 

迫なら ず、 ゆるやか なのが よい。 そして これ は 用語と その 語の 續け 方から 來る もので、 各 時代に 依って 相違 

が ある、 奈 良に 善しと したと ころも、 平安に は 善しと しないと 云 ふやう である。 と說 いて、 更に その M 、體： 

說 明に 入って 行く。 


あきの 野の み 草かリ ふきや どれ リ しうちの 都の 借 五 百 磯 所 念 (萬 葉、 額 田 王の 歌、) 

右の 歌の 第二 句 を をば なか リみ. ^と 直して 後の 戴に 入れられ たの はいけ ない。 第三 句の， F め.^,^ はふと 

聞いて は迁 遠に 思 はれる。 やど.^ つる はう すく、 やどれり しと あらば 豊かに 厚 くなる。 また 終 句 を 1  か  いほ 

しそお も ふと 昔から 讀み來 つて ゐ るが、 耳 立たず 聞え て惡く はない。 -.^ し、 萬 葉な どの 多くの 歌 を 見る 

リ いほは^^^^、 じぞ おも ふ， のお も ふは單 に，^ と 讀む例 は 多い から、 ー槪に 14- く 九 文字に 謂む とのみ 考へ 

なくても よい、 かりほし ぞも ふで も 善い。 要は その 時代の 語 をよ く區 別して 覺 えて 居て、 心に よしと 思 ふ も 

の を 使へば よろしい。 また、 古歌に 無い 語に しても、 用 ゐて惡 いこと は 無い，， 實 朝の 

もののふの 矢な みつくろ. 4 こての 上に あられた ばし るな すの 篠 原の 第二 句の 如き、 お馴れて ゐな いが、 歌 

の 調子に 適って T 悲壯 なる 體. 身 も ふる はるる」 である 0 同じ 作者の、 

箱 根路を わが 越 來れば 伊豆の 海 や 沖の 小島に 波の よるみ ゆ 

この 歌の 本 歌 は 萬 葉の 

相 坂 を わが 越 來れば 淡 海のう み 白 ゆ ふ 花に 波た ちわた る 

であるが、 「心 も 歌の たけ も、 劣る ことなく、 けしきな ど は 古-歌よ. リも增 りて 聞 ゆるな り」。 また 有名な 定 家の 

駒 とめて 袖 うちはら ふかげ もな し 佐 野の わたりの 雪の 夕暮 

この 歌の 本 歌 は 萬 葉の 

くるしく も降リ くる 雨 かみ わが さき さの の わた リに家 も あらな くに 
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であるが、 この 「古歌 は 如何にも 苦し かるべく 聞 ゆる を、 雪の 夕 幕の 歌 はす ぐれて よろしと いふに とリて は、 

さう-^ しき、. ：3 のす るな リ。」 

擇詞論 は 大要 以上の 通リ であるが、 始めの 例の やどれ：^ レを 採って、 豊かに 厚くなる と 云って ゐ る點、 實 

朝の 歌を禮 讚した 點 など は 旣に萬 葉 調への 轉換が 將に來 らうと 云 ふこと を 示して ゐる。 實際、 語句の 考證に 

萬 葉から 細 まくと 引例し、 その 音韻 變化 を解說 する 態度に は 旣に當 時 その 研究に 入って ゐる ことが 窺 はれ 

るので ある。 而し、 歌 語 は 優麗な あの を 選べと 勸 めた"、 時代に よる 歌 語 を 用 ふべき を說 き、 ひたすら 古 調 

を 主持し ない あた リ はま だ舊殼 を脫け きれないの である。 

四 避 S …… 詞を 趣く るの 論 

中世 歌の 師範 家な どが 生じて、 制の 詞 などと 云って、 千載、 新 古今 あた リ からの 名歌の 中の 或る 語 は 尊重 

して 後人が li> の 中に 詠み 込む こと を 堅く 禁じて あった ものであるが、 之に 就いては 眞 淵より 先輩の 戶田茂 

睡カ、 眞 淵の 生る る 前年に 梨 本 集 を 出して、 その 理由 無き 所以 を 論破し、 眞 淵の 鄕 里の 先 聚柳瀨 方 塾 も 荷 田 

在満. も 田 安 宗武も 皆 之 を 難 じて ゐ るので あるが、 眞淵も 本論の 劈頭に 於て 「いは ゆる 制の こと はな どい ふ 類 

は、 など か はと リて よまん にと 主張し、 本來、 制の 詞、 例へば 雨の 夕 ぐれ、 雪の ゆ ふ暮、 遠の しら 雪な ど は 

其の 歌 を 優れた ものと する に、 その 歌の 語句に 於て、 その 作者の 考案に 依って 新たに 詠み 出した 目立つ 新 句 

を 採った ものである。 この 制の 詞に捉 はれて 行ったならば、 後世に 至って 歌 は 詠み 難い ものと なって 來る， - 

また 「てにをはの 傳」 の 如き も 云 ふに 足らない ものであると して、 萬 葉 あた リを 引證 し、 lis 語と して T 初^ 


の 人の 心得ず して、 ひたすら よむ をうる さが リ ての 事なる べし。 外に はさくべき 故 を しら-ず。」 と 述べ、 斯く 

て 革新 家と して 一 歩 を 踏み出さ うとして ゐる。 

五 正 過 論 —— あやま 40 を 正す の 諭 

古歌 を 新 集に 入る るに 詞を 過つ のみならず、 その 言葉 を 直 ほして する こと は 誠にい けない ことで ある。 例 

へば 萬 葉の 赤 人の 

田 子の 浦 ゆ こぎ 出て 見れば ま 白に ぞ富士 の 高ね に 雪 はふ リけリ 

を、  - 

田 子の 浦に 打ちで て 見れば 白妙の 富士の 高ね に 雪 はふ リっ 、 

と 直した の を 観る に、 白妙 は 萬 葉に あるの は假 借であって たへ は紹 でも 布で も 用 ひら れゐる" それで、 白妙 

は冠辭 であるが、 轉 じて 白 布の 如くと 云 ふ 意に も、 た M 白き 事に も 用 ひられる が、 妙な りと 云 ふ 意に は 用 ひ 

てゐ ない、 それ を、 この場合 は 白く 妙なる ことと 思 ひて 新樣に 改めた もので あらう。 浙樣な 額 は 中々 に 多 

い 。「今 も 古に か へ さま ほしく 侍る を、 古 を 今になら はする は いかにな さけ. なき 心に や。 II とさ へ 慨. して ゐる。 

六 大宮人の 歌 を 擅に する 論 

世の 太平と 共に 諸道が 古に かへ る 中に 歌道の みが さう でない の は 何う した 譯 であるか、 律令格式の 如き は 

時世が 變 つて ゐ るから * さう ばかり は 行かない であらう が。 この こと は 國歌八 論に 詳述され てゐ るから と 云 

つて 至極 簡 軍に 片付けて ゐる。 
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七 詠歌 目的論 -,1 歌 を 學 ふの 諭 

「文に 非され ば德 遠からず」 と は 人の 言で ある。 歌 は 用な きに 似て ゐ るが、 自己の 慰安 ともなり、 他人 

を も 和め、 廣く 政道の 助と るるから 詠まなくて はならぬ。 まして 上 好む 所 下 之 を 好む の譬 の通リ であるか 

ら、 下 も 之 を 傚って 益々 その 効果 を擧げ るので ある。 君 長た る ものが 歌 を 以て 政道の 助と もす るなら ば その 

用語 等に 誤の ないやう に 注意す べきで、 その 細かなる 所は臣 をして 正さし めなくて はならぬ。 而し fn+-lfs 

同仁 を 旨と すべきで あるから、 歌道に 入る からと 云って 偏して はならぬ、 偏 すれば 他 道に かか はる 臣下 ±.E 

己の 用 ひられな いの を慨す るに 至る。 實に 「小道に なづ むま じく、 小道 を も すつべからず」 である。 

以上 は爲政 者と して は 歌道 を 忘れて はならない こと、 よし 其 道に 入っても 偏して はならぬ と宗武 &こ、 進言 

した ものである" 次に 詠歌の 注意と して 理屈に 墮 して はならぬ と說 く。 卽ち、 

世上の 寓事 ことわり. に從ふ もの なれば 歌 とても、 之 を 忘れて はならぬ が、 之に 拘 はって はならぬ、 心の 高 

きこと、 やさしき こと、 「歌 はお さなかれ」 と 云った こと、 是等は 大^な 條 件であって， この 心 持 を 忘れた 理 

屈に 走った 歌 は r 檢 非違 使の ゆるぎい でて 物た，. - すらん 樣」 で 風情がない。 さり-とて 餘り 柔らかなる を 欲し 

て 「手 弱 女の 病 あっしき、 物い ひたらん やう」 でも 面白くない。 ， 

八 歌道 盛衰： ts— 歌の道 盛なる 世と すたれる 世を辨 ふるの 5,!! 

宗武 卿の 八論餘 言に 賛 して、 歌合が 行 はれる に 至って 歌道の 衰へ るに 至った こと を 述べ、 撰^より 却って 

家集の 中に 佳い 歌の ある ものであると 考へ るが、 「古今 集の ころ はした はしく ぞ覺ぇ 侍る。」 と 褒め. 而 して 


歌聖と いふ こと は 支那の 詩聖に 習った ものであるが、 この 人 麻呂、 赤 人 はこの 名に 愧ぢ ない 立派な 歌の 開祖 

とも 言 ふべき ものである。 と" まだ 堂々 と 萬 葉が 第一 の ものであると は 云 はない つ 

九、 歌題 論 I, あたらしき 物の 名 を 歌に よむ 諭 

「古 を 守る が 如くして. 古に そむく」 と 云った 宗武 卿に 賛し、 更に 自說を 述べて ゐる。 古 も  一 二字の 题で 

詠む こと もあった が、 後世 は 殆ど. 詞書 など は 用 ひずに， さう する のが 當然 のことの やうに 思 はれた の は 邪 

道に 入った ものである。 眞淵 のこの 主張 はこの 頃から 晚 年まで 變ら なかった ものである。 また、 名歌に 依つ 

て 名所と なった 所 を 歌題に する こと は 忌む が、 先づ それ はさう として • 何んでも ないやうな 所と か、 調度の 

如き も 歌題と ならぬ もの は 無い、 と" 歌の 題が 因襲に 依って 限られた 狹 ぃ範囿 になって 居った 時代に 於て は 

思 切つ た意见 とい ふべき で あ る 。 

一 0、 嗜 歌論- 歌 をた しなむ の 論 

伽羅 木を盜 むは 盗みに 非ず の 額で あらう か、 かの 能 因 法師 や、 ふし 柴の加 貫の 如き 徒らに 歌 を嗜み ふ 結 

杲、 名 を 貪って あ んな僞 リ事ま でも 企て る や うにな つたの は 見苦しい 墮 落で ある。 

斯くて、 第一 期の 歌 は 時檨の 田舍の 俗調から 發 して、 春滿 影響 時代の 中世 風の 古人 模倣の 華艇、 特に 終リ 

頃に 於て は 新 古今 風の 韻律 的 縫畫的 象徴的 趣を經 過して、 次期へ 轉換 する に 至る ので ある。 この 時の 歌と し 

て 遺って ゐる もの は在鄕 時代の 若い 頃の もの、 上京して 春满 に就學 した 頃、 その 家の 歌會 等で 詠んだ もの、 

それから 江戶に 出た 始の 頃の 作が ある" 今 これ を 前 中 後の 三 に 分って 收錄 したので あるが、 各 期 夫々 多少 
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の 特異が 認められて、 その 歌の 歴史的 觀察 をな す資 ともなる。 

&t 一一  月 廷享 三 年  一二 四 0 六 一 五 十 歳 項よ リ 

I 一一  其 寶曆 十二 年 (一一 四 ニニ) 六十 六 歳 頃まで 

千 1;^^ は 「中 ごろよ リみづ からの 一 つの 姿と 成て みやびに して、 しらべ 高く、 しかも 雄々 しきす ぢを よみ 出 

され」 と 言 ひ、 春 海 は 「其 中と は 五十路 を 過ぎて、 六十路に 餘られ し 迄の 程 をい ひ 侍る にて、 其 程 はも はら 

歌よ む. 事に 深く 心を碎 かれ 侍リし 事に て、 此 答に しも、 始めて 古への 歌の すぐれたる こと をば 思 ひ 明らめら 

れ たるに ぞ侍リ ける。」 と說 く。 卽ち この 期 は 五十 歲 以後 六十 餘歲に 至る 間の もので、 古歌 を 研究して、 詠歌 

に 心根 を碎 き、 高 古 雄 健で は あるが、 而 かも 雅麗な 姿の ある もの を 詠 出した ので ある。 千 蔭 春 海 等の 江戶派 

はこの 境地が 眞淵 獨特の ものである として 推稱 したので ある- j 佐々 木 5g 士も この 期の 作風 を 以て、 その 近世 

革新 歌人の 特色と して 居られる。 卽ち、 

「第二 期の 雅び にして 調. たかく 云々 の 作 を 以て 眞 淵の 隆盛 期と し 云々" 

要するに、 高 古 雄 健の 調に 優美な 趣 を 伴な つた もの、 卽ち萬 葉 を 主として、 之に 中古 風の 美しい 情趣の こ 

もった 點、 ここに こそ 彼の 歌の 新しい 境地 は 開かれた。 而も 吾人 は 寧ろ ここに 眞 淵の 近世 歌人た る 面目 を 

認め 度い： 要するに 萬 葉の 復與者 もしくは 祖述 者に 全く はな リ きらなかった が、 しかもよ く 萬 葉の 特色と 

趣.^ と を とりいれて、 從來の 中古 風の 歌風に 新しみ を もたらした ところ、 ここに 11^ ハ^の 歌人と しての 功 汁お 

を 有する と いはねば ならぬ ピ 


恰 かも 川 田 順 氏が 眞 淵の 歌の 最 佳なる もの は 萬 葉 新 古今 兩 者の 長所 を 結 付けて、 其 處に翁 自身の 境地 を 見出 

した 時に 在る、 と 言 はれた のに 符節が 合 ふ。 

さて、 その 實 際の 作品 を 観察して * その 歌の 推移 を 知る こと は 最も 妥當な 行方で あるが、 同時に さう した 

創作 上の 轉機は その 境遇の 變 化から も來る こと を 見る も、 其の 観察の 一面で ある。 翁 は 出府して 旣に十 年、 

歲月を 空しく は 過さなかった。 刻苦 精勵 そのものであった。 古典 殊に 萬 葉に 就いては その 研究 は 深くな リ. 

會讀も 家の 行事と して 度 重って 來て、 いよ/ \當 時の 歌風に 嫌 厭の 情 を 催して 來 たこと であらう。 この 時に 

於て 田 安 卿に 召し出されて 卿の 古風 復興に 參與 した こと は 一 層 その 轉向を 早めた ので ある。 卿 は 前に 荷 田 在 

滿に 侍講せ しめたが、 その 歌論に 於て 合 はずして 別れ、 眞淵を 召した 譯 である， - 114、 淵 は 卿に 依って 身 を 立て 

ようと 云 ふ 心 も 切なる ものであった であらう。 それに、 この頃 動きつつ ある 歌心の 推移に 合致した 卿と 云 ふ 

知己 を 得た ことで あるから * 歌論に 於ても また 實 際の 詠 出に 於ても 急轉 して. 所謂 第二 期の 時代と なった も 

ので ある。 卽ち 宗武. 卿の 歌體 約言 は その 革新 を 表明した ものであるが- これに は、 歌 は 誠 を 第一と し. 古言 

を 以て 表現す る、 之が 古風で ぁリ T 心に も あらぬ」 ことな ど を 詠み、 詞の 善惡を 言うて 禁制な ど を 立てる の 

は新體 であって 亡國の 表で あると 論じ、 眞 淵の 同書の 拔は、 言 を 極めて 卿の 復古 を賛 し、 家 康が武 を 以て 天 

下 を 統べさ させられ たの は 古の 國振を 具現した もので、 卿の 歌の 革新 は恰 かも 神 君の 復古に 似て ゐ ると 述べ 

てゐ る。 眞 淵が 卿に 召された の は延享 三年 五十 歳の 七月で、 この 跋を甞 いたの は 十一お である。 卿 は 「いと 

きな きより 此道を このむ」 で、 歌に は相當 見識が ぁリ T 此度 古風 歌を稱 へて、 新 體を破 候 御 作の 御 論文 出 
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來」 と眞 淵が、 その 書簡に 認めた 位で あるから、 この 歌體 約言 は眞 淵が 代作した などと 云 ふ說は 採る に 足ら 

ず、 從 つて 眞 淵の 勸 めに 依って 卿が 古風 を 主唱した と 云 ふ 見方 も 疑 はしく、 却って 眞 淵の 革新 は宗武 卿に よ 

つて 導 火 繩に點 火され たと 見るべき である。 

き I 一一  ！ 寳暦 十二 年 (二 四 ニニ) 六. H 〈歳 頃よ リ 

I 三 其 明 和 六 年 二 四 二 九」 七十 一二 歳の 殘 年まで 

千薩 「よは ひの 末にいた 夕て は、 いたく 思 ひあがりて. まう けず、 が ざらず. たれ も 心のお よびが たき ふ 

し をのみ 作られき。」 と 云 ひ、 春 海 は 「其 来と は * みまかられし 年よ リ、 六 年 七 年ば かり 前なる 方 をい ひ 侍る 

こて- 其 gjH は ひたすらに. 萬 葉 集 解き しるさる る 事に のみ 心 を 深められ 侍リ しかば、 さるいた づきに いとな 

くて. 歌よ むこと などに は 心 を も 深められず。 - さてた ま/ \ 歌の 事い はるる に は、 中程の 論 ひ をば、 多く 改 

めら れた リと覺 ゆる ふし も 見えた リ o」 と 云って ゐる なほ 「末の 程に 至 リては 如何に 思 ひ 定められ たる 事に 

か、 萬 葉の 長歌 記された る ものに、 上つ 代の 歌 を 味 ひ 見れば、 人 麻 呂も巧 を 用 ひたる 所， なほ 後に つく 方な 

リ とて， 人 麻呂の 時よ リも なほ 上つ方 をした はれた るな ど は、 高き 心しら ひに て， 故 ある 事に は 見 ゆれ ど、 

春 海 等が まだし き 心に は 思 ひも 難くて 徒らに 大空に 雲の 梯 たてて * 昇リ 難き やうに 覺ぇ はべれ。」 とも 云って 

ゐる 卽ち、 第三 期と は 歿前六 七 年の 間 を； K ひ、 自己の 見識 飽くまで も强 くな リ、 寧ろ 人 麻 呂ょリ も 以前の 

上代 を 慕 ひ、 歌 を 詠む にも 前期の 如く 熟思 推敲す ると 云 ふので なく、 放奔に 詠み、 時々 述べられる 歌論 も 前 

期と は變 つて 來 たと 云 ふので ある" 千 蔭 や 春 海 はこの 期の 作品 は あま リ 喜ばない 傾向に あつたので あるから 


褒めて はゐ ない が、 宇 萬 伎の 如き は 絕賛の 辭を呈 して ゐ る" 

更に 佐々 木 先生 は 次の やうに 詳說 せられて ゐる T 第三の 高 古の あま リ人 麻呂の 歌な ほ 技巧に 過 ぎる とし 

て、 更に その 以前に 溯らう とした 時代 は 極端に 流れた もの、 寧ろ 眞 淵の 歌風の 邪路に 入った ものと なすの は 

千 蔭 春 海 等の 解釋 である- J ます/ \ 高 古 自然の 調に 赴いた 第三 期 をば * 眞 淵の 歌の 發 達の 頂上と なすの も 一 

つの 解釋 で、 この 立場に 立った と 思 はれる もの は學說 上に は 本居大 平、 作歌 上に は眞淵 門下の 萬 葉 派の 歌人 

たる 揖取 魚彥、 田 安 宗武、 栗 田土滿 等で ある。 この 二つの 見解の いづれ に從 ふべき か は 結局 趣味の 似 向に 歸 

すべきで あるが， 吾人 はこれ を眞 淵の 歌論 その他の 思想 全體 の歸趨 から 考 へて、 眞淵 その 人の 理想 はあく ま 

で 古へ に 溯らう とした 末期の 歌風に あった ものと 認めざる を 得ない と共に、 それに も拘 はらず、 淵の 歌と 

しての 光彩 は 所謂 中期の 作に 求めざる を 得ない e」 

以下 眞淵 の 述 ベ た實際 の 歌論に 就 い て 観よ う。 

その 歌論 

( 一 ) 歌道の 目的 は 何う であらう。 

眞淵は 其の 生活の 總べ てに 於て 上代 を 理想と して 居た 〔r 古 こそ 萬に よろしければ 古事 を こそ 1^ めれ、 何に 

か 古へ をす てて * 下れる 世ぶ りに つけて ふ敎の あらむ や」 と 云って ゐる 位で あるから、 歌道に 於て 復古 を說 

く は、 この 古代 を 理解 せんが 爲 であると 主張す る。. 卽ち、 古代 簡素な 風俗 習慣、 强ぃ 雄々 しい 精神な どを理 

解す るに は 古典 を讀 まなくて はならぬ、 古典 を讀 むに は 古語 を 知らなくて はならぬ、 この 古語 を 斑 解す るに 
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は 萬 葉 記紀の 歌謠を 第一と する。 それで 詠歌に 於ても 萬 葉の 如き 古 調 を 以てして、 之に 親しまなくて はなら 

ぬ、 と說 くので あるから 功利的に 觀てゐ る。 第 一 期に 於て は 歌 は 慰みの ため、 治 道の 料に と說 いて 居った が、 

今期に なって は 「歌 は 心 慰なる ものと 思 ふ は 今 京 以下の 歌の 事 也」 と 喝破す るに 至った。 

(二) 歌の 本 1^ 一 的 方面、 二 神 唱和 を 以て 歌の 起源と する 云 ふ 見地 は晚 年に も變 りはなくて 人、 の 異情を 自然に 

さながらに 聲 にあけ てうた ひ 出す のが 歌で あると 云 ふ。. 之を甚 調と して 色々 の 說論も 生れて 來る。 先づ 1^ 情 

、* に 、；; 、、ひ、、、、、 ブ、、 ゝ、、 、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、 

を 偽らす に 自然の ままに 歌へ と 云 ふから 技巧に 隋 I するとい ふこと は 極力 斥けて ゐ る。 そして 用 1^ 「は 古雅な も 

の を 撰べと 云 ふ。 

「打唱 ふに 滯 なくて、 何となく 心 高く 聞 ゆる を專ら とす。 新學の 程に は 調な どに は 心 も よらず、 一 ふし あ 

る 所に のみ 目の つくもな リ、 其 ふし ある 所 は. おきて、 何となくつ 乂け、 じに、 い をよ せて 見よ、 古人 は そこに 

心 を 用 ひしな リピ 

「千變 萬 化い か樣 にも 巧 もせら るる カを克 止して、 心 高く 巧 を やむ るに あらで は、 今の 人の 歌 はと かくに 

賤く成 そかし。」 

「短歌 は 巧みなる はい やしと いふ はよ き 歌の 上 にても、 言よ ろしく、 心 高く 調子 を 得た る は 少しも 巧の 無 

ぞ よき 也。 それにむ か へ て はよ き 歌と い へど も 巧 ある はい やしきな リピ 

是等は 上述 を證 する に 足る ものである。 眞 淵が 眞情を 自然に 發せ よと 主張して ゐ ながら、 古雅な 言葉 を 以て 

せよ と 云った こと は 其處に 大きな 矛盾が あって、 後世の 歌學者 例へば 遣 庵 あたりから は 猛烈に 反攀 された と 


ころで あつたが、 第三 期の 晩年に 至る と 幾分 眞淵も その 說に 推移が 認められて、^ ij,;^ だ IJ^  、の；^;: z 日 J 吊 §g 

を 以てしても • 風 體は失 はない と 云 ふやう に 述べて ゐる時 も ある。 これが 第三 期の 歌の 特色 ともなって- 

「歌よ むこと に は 心 を 深められず、 さてた ま 歌の 事い はるる に は 中程の 論 ひ をば 多く 改められ たりと 覺 

ゆる ふし も 見えた. CV ビと春 海 も 述べ て ゐる。 

「言葉 も、 なほき 常の 詞 もてつ、 乂 くれば 云々 I 

「古語なら でも 古 へ の 意 を だに 得 つれば 皆 古語の 如くな リ ぬるな リ。 」 

是等は 春 海の 言 を 裏書す る ものである。 

次に 眞淵は 高 古な、 率直な 丈夫 心. 卽ち 高き 直き 心 を 詠めと 言 ふ。 是は 中世の 歌論で は いとい ふに 

似て ゐる。 歌に はいろ，/,. \ の 情調が あるが、 而 しこの 心 を 以て 一首 (した ものでなくて はならぬ と 云 ふ、 「其 一：：；？ 

き 中に みやび ぁリ、 直き 中に 雄々 しき 心 は あるな リ。」 と 述べて、 直きと 云 ふ 語義に は、 

邪に むか ふ、 

思 ふ 心の 强く 雄々 しき、 

心に 思 ふこと をす さびい ふ  • 

の 三つが あるが、 是等は 場合に 依って 採るべき である。 古人 は假令 ひが わざで も隱 さず 歌に 詠んだ、 この ^ 

き 心の 發 露に 眞の 歌が ある。 

眞淵は 中頃より 萬 葉の 益荒男 振 を專ら 高調いて 來 たが、 、晚、 年、 に、 は、 歌、 のぎ、 調 • ,ぎ • 、氣、 分、 と、 云、 つ、 た、 方、 面、 に^ 
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色々 の 傾向の ある こと を 認めて 來 たこと は 注目すべき である。 これ は 中古の 歌論で は、 詞或 姿と 云 ふ 形式 を 

通して 來る 心と か、 餘リの 心と 云 ふに 當る もので、 眞淵は 之 を 風 調 或は 單に 調と も 云って ゐ る- ン 

「風 調 も 人に よ.^ てく さぐな リ。 古雅 有、 勇 壯悲壯 有. 豪膽 有， 隱幽 有、 高而和 有， 飽而美 有、 これら 

人の 生得の «r まま なれば 何れ を も 得た る 方に 向 ふべ し。」 

「古への 歌 は 調 を 奪と せリ。 うた ふ 物 や， * れ ばな リ。 其 調の 大 よそ はの どに も、 あきらに も、 さやに も、 を 

くらに も、 お のが じし 得 たるまに/ \ なる 物の つらぬく に 高き 直き 心 もてす。」 

嘗て は艴. 向美、 隱幽と 云 ふ 方面 は 寧ろ 弱 女 振の 後世 風と して 斥け 來 つた 所、 勇壯、 古雅、 あきらと；： ムふ 方面 

は 益荒男 振と して、 專ら 高調した 所であった.^ 新學 にも 

「春の 長閑に、 夏の かしこく、 秋の いちはやく、 冬の潜まれる„1々なくては萬たらはざるな.=^。」 

とい ひ、 古今^；！；！-がゃはらびたる歌を眞の歌とのみ心得て、 雄々 しく 强 きをい やしと する を慨 して ゐる。 见に 

^、 熱烈な 崇古 一 天 張な 時代と は異 つて， 老成な 風 を 想 はせ、 火き な 態度と なり、 その 恭美觀 も 精 級に なつ 

て 來てゐ る。  . 

歌の 形式論、 短歌 を 三十 一字と して ある こと は 格別 理由の ある ことで はなく、 自然の 成 行からで あるつ 神 

代で は、 神の 「八 雲た つ」 を 初出と する し、 人皇で は 神武 天皇の 御 歌に これが あるが、 本來、 歌 は 人の 情 

を 歌 ふ もので ぁリ、 その 情に 定まった 數が 有り得る 譯 はない、 故に 上世の 歌の 形式 は 不定で ある。 而し T 五 

言 七 言 は 天地の 音の 中に 拍子 を もて 云 物 は 必五七 言 なり、 それ も 五 言 七 言 五 言 七 言 とつ づけい へばい つまで 


も終リ なし。 七 言 七 言と かさねて い へば 終らる るな り j 故にお の. つか \p 五 言 七 言 五 言 七 言 七 言の 三十 一 字に 

て 思 ふ 心の を はれる 歌. しな リけ リ。 歌に は 長歌 有、 旋頭歌 有、 片 歌^. そが 屮に此 三十 一言なる 調の よし 

として 何となく 此體 なる が 世に 行 はるる のみ、 深き 故よ し 有と 云 は 却て 物 しらぬ 人の い-つ はりな り ピ 

さて、 眞 淵が 「天. 地の 音の 中に 拍子 を もて 云 物 は 必五七 言な り」 と 云った の は 現今 一： ムふ. 自然の リズ ムを 

庫 得した もので、 之 を 我 一が 國 語に 於て は 五 言 七 言に 表現す るの が 自然で あると 觀 たもので ある >  また、 長短 

歌 共に 終 リに七 言 を 二度 重ねて 詠む こと は、 五 七 を 繰 返す とき は 際限が ないから 終り を 七 七と して 調子 を變 

へて その 律動 を 止める と考 へた あた リ も- 作歌の 體驗 から 感得した 面白い 見方で ある、 武田 W 土の ものに、 

歌 は本來 拍子 取リ して 歌った ものであって、 最後に 2^ 一  句 を 繰返して 終りと なって ゐ たもの が兑る 歌と なつ 

て も その 名殘を 留めて ゐる ものである- と 說 かれて ゐ たやう に 記憶して ゐる。 H: 疋は眞 淵の 說く處 と 似て ゐ 

るり 

詠 出の 態度 は 中頃まで は 早 歌と 云 ふこと は 固く 禁じて ゐか。 本 來眞淵 は 非常に 歌 文に 推敲の 维を 加へ たも 

ので、 これ は實 例に 依って 佐々 木 淳士も 述べられて ゐ るが、 短歌な どで も その 收錄 された 傳本 によって 語句 

に 多くの 相異を 認める。 卽ち、 これ は 原本と なった 自筆 本が 年代に 依って 推敲され たこと を 物語る もので あ 

ると 思 ふ。 故に その 詠 出に 営って は 早 歌と 云 ふやうな こと はしなかった ので あるが、 旣に 長年の 詠歌 生活 か 

ら老熟して^：！己の天地を開拓した今日に於ては、 さして 推敲 も 要せず して 得心の 作 も 出來、 寧ろ ー氣呵 成に 

詠む 方が 自然の 流露と. なリ、 奔放 天馬 空を驅 ると いふ やうな 勢の ある 强ぃ 表現 ともなって その 趣味に も- 主 
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張に も 合致して 來る こと を 悟っての 後 は、 澱みの ない 早 歌を獎 めて ゐる。 

「た M 心に まかせ て いひ 下した る 心よ く 候」 

• 「かく 歌 ふ も、 ひたぶ るに 一 つ 心に うた ひ、 言葉 もな ほき 常の 詞 もてつ 乂 くれば、 績く ともお も はでつ.、 

ととの 

き- ととの ふると もなくて 調 はリけ リ。」 

この 境地に 至る は 凡人の 能くす る 所ではな く、 堪能の 歌人に して 始めて 成し 得る ので ある。 

以上 和歌の 本質的 方面と して は、 その 主持す る 歌と は 如何なる もの を 云 ふか を 述べ、 次に 歌 語に 對 する 見 

解、 それ を 通して 來る風 調、 次に 形式論 最後に その 詠 出の 態度 を附說 したので ある。 

0  0  0  0  0 

(三) 和歌の 變遷 

大體に 於て 萬 葉まで を 高 古 雄 健の 益荒男 振と して、 古今 以下 を 優艷 華麗な 手 弱 女 振と して ゐ るので ある 

が、 この 變遷は 何に 因由す るかに 就いて、 門人 枝 直は佛 法の 影響に 依る とい ふ 意見 を 述べて ゐ るが、 3^ ハ淵は 

それに 賛 して T 佛 法に て皇 朝の 武之道 を 忘れ」 と 云 ひ， 更に 「儒道に て： 紬の理 と 空言 を 論 申 候 故に」 とも 

述べて ゐる。 

こと さへ  ゝ、 

「すめらぎのお ほみ 繼々 限な く、 千い ほ 代 をし ろし をす あまりに は. 言佐敝 ぐから、 日の 入る 國 人の 心詞 

レも. こき まぜに 來 まじ はりつつ、 物 さはに のみな リ もて 行ければ、 ここに 直 かりつ る 人の 心 も、 くま 出 

る 風の よこしま にわた リ * いふ 言の葉 も、 ちまたの 塵の みだれ ゆきて 數 しらず、 くさ-^ になむな りに た 

る。」 


と は 歌 意考に 論ずる 所で ある。 なほ 枝 直に 對 して は 大和と 山城との 地勢の 相違から も 影響され たこと である 

と說 いて 居る。 これ は眞 淵の 有名な 論で、 門人 達への 書簡に も 度 々書いて ゐ るし、 新學 にも 

「大和 國は 丈夫 國 にして、 古へ は 女 もま すら をに 習 ヘリ。 後に 萬 葉の 歌 は- 凡 丈夫の 手 振な リ， 山货 はた 

を やめ 國 にして 丈夫 もた を やめ を 習 ひぬ ピ 

と斷 じて ゐる。 要するに 佛法 li; 气 の影酽 に^^ 气々 い； o^s<i、 、虛、 飾、 が、 多 、く；/ リ、 、加、 ふ、 に、 山、 气の、 如 、き、 女、 國、 に 

奠都して 人心が 女々 しくな つたから この 變遷が 生じた と 觀てゐ か。 

次に、 上代 歌風ず 作发： &ま、 

萬 葉 橥大考 の 四 箇條の 其の 四に 歌風の 五變 遷を說 くに 譬 4 股 を 以てして ゐる。 なほ 明 和 四 年 七十 一 歳の 時の 

宣長 宛の 書簡に も 見えて ゐ るし， 其 他に も  一 ニ說 いて ゐる听 が ある。 

初の 移ろ ひ 

高 市 崗本宮 II、 代齋明 是ょリ 以前 は正雅 にして 宜しと して、 晩年 最も 慕った 所で あるが、 「高 市. N 本の 宮の 

. 時から 冬が つき 春が 來て、 雪 水のと け 行く やうで ある 一と 說く。 

二度の 移ろ ひ  . 

藤 原 宮 fi 代 文武 これの 以前 飛鳥 淸見 原宫 II のに 渡って は 柿 本人 丸の 如き 妙 歌 はあった が、 宮 

の 正雅に 及ぶべく もない、 事 は 繁多で、 語意 風 調が 荒い。 それで 、「この- K となって は 大海の 原に 

けしき ある 島 どもが 浮んで ゐる やうな 様子で、 面白 い 勢 も 生じて 來 た。」 と 云，^。 
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奈 良 -ざ元明， 天正， 孝謙 の.^ 

ま ず お； 仁、 稱德 • 光仁の 御代 グ.^ 

入 土く 惰 落して 紀の 長歌な どに よく 調った もの はな 

もな く狹 くな つ た J 

四 度の 移ろ ひ 

同宫の 中頃 

ゆかし ぃ隈 もな い 海山 を、 風の 速 い 日に 見る やうに 荒び た 姿に 變っ ヒ。 

奈良 朝と なつてから は專ら から 言が 行 はれて 皇朗の 古意 は 失 はれ、 壯重雄 健の 調 は 失 ひかけ て 平 

凡に 轉 じかけ た。 

五 度の. 終の 變 りめ 

奈 良の 末から 平安の 初へ， かけて。  . 

古今 集に 「よみ 人 しらず」 と 云 ふ 中の、 古い 調子の のが、 此の 宫の 末から 平安の 初の 歌で、 それ 

は 力の 荒び たのと は 反 Iff となって、 淸らな 庭に 山吹が き 撓んだ やうで、 ひたすら 女々 しくな つ 

た 0 

(四) 題 詠  . 

第三 期の 始、 五十六 歲の 手紙に、 


い。 前代の 勢 あるの を 模倣した ので、 己が 物と 


「惣て 題詠 は 風雅 を 害 候 事に 候 へ ば、 近年 は 多 は不， 詠 候、 此方 月次 題は大 かたは、 はし 書 又は 維に て 候、 

此事は 度々 得 御意 候へ ども、 御 承知 無，， 御座 1 候 事に 候へ. ば、 無-, 是非-候、 題 共 多く 御 害 付 被， 逍候 はゾ、 其內 

にて 取」 を 得 候 題、 有 之 候 は乂少 可， 進 候、 心に も不， 適 題 を 强て詠 候ても よくもな き 歌 を 多く 出し 候 事、 云 

々」 と 

始は 漢字 題の 題詠 を 詠んで 居った が、 この頃 は、 其の 家に 於て は 題詠 はせ ずに、 詞寄と 絶と に 依って 詠む 

練 I" をして ゐ たこと は 判然す る U 當時は 題詠の 流行して ゐた 時代で、 白 河 百 首 あたりの 題で 詠んで ゐ たもの 

である G 

「に ひまな び」 に 

「後世 人 は 文字 題に てよ むから に、 歌の 姿 かたくな しく ひくし、 同じ 首 を も. 假名に^ きたる 時 はよ む 歌 も 

おの づ から * ゆたかに みやび 出で くめ リ。」 と。 

若し 題詠す るなら ば、 一字 題 百 首位で 試作 するがよい。 面し、 之 も 後世の 如く 題に 拘捉 されない やうに す 

るが よ い。 二字 三 字 題 は 物む づ かしくて 歌の 姿が 惡び 行く ものである。 萬 葉の 詞書 「詠， 天」 「詠， 花」 の 如き 

は 歌の ぁリ しものに から 心 を 以て 追記した もので、 同じく は 假名で r 川 を 見る」 「ひなへ ゆく」 「人 をお も ふ」 

など， 成るべく 平易に するがよい。 珍ら しくむ づ かしい もの を 出せば 巧. 者の やうに 見える が、 ^くない 倾向 

である" 思 ふこと 耳目に 觸れる こと 皆 題と なり 詞 書と なリ得 るので あって、 定まって はゐ ない。 

端の詞は古今^^は餘程注意して書かれてゐるから範とすべく、 詞と 歌と 照合して， その 關 係が 蕃く なって 
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ゐ るか、 即ち 重複な ど は 無い か、 互に 補 ひ 合って 完璧で あるか、 文の 調子と 歌の 調子と は 調って ゐ るか を 觀 

慈せ よ。 そして、 用語 は 「おもしろく、 短 かくて、 しかも ことわ リ聞 ゆる」 のがよ ろしく、 文章 を 長く 細 や 

かに 書いての 後の 歌 は、 古の 雅意は 失せて、 細かに 狭い 俗情 を 切め て 詠む から 卑しくな リ易 い。 漢字の 文章 

を 以て 詞書 とした 場合 は 歌の 方 も 萬 葉 假名に する のが 適當 する。 

慰 じて、 題詠 は 窮屈で ある" 歌 を 詠んで から 端 書 をす るの が 歌が ゆるやかに 出來 てよ ろしい。 古人 は 斯う 

いふ 行き方 をした ものであって、 後世 人の やうではなかった。 なほ 題詠に 就いては、 宣 長に 答へ た 萬 葉^ 卷 

八 疑 條に槪 括 的に 書いて ある。 

(五) 次に、 歌集に 就いての 槪評を 紹介す る。 而し、 萬 葉 集に 就いては 別 節に 說 いたから、 ここに は. 略す る。 

. 古今 和歌 集、 

山城 は 女國で 男性的で ない。 天皇 も 遷都 以後 嵯 蛾まで は皇 威が 張って 居った が、 淳和 • 仁 明に 衰へ給 ひ、 

文德に 至って は 全く 藤 原の 代と なって 皇 威は衰 へ、 皇 朝の 武氣は 失せ 了った。 從 つて 文 德*淸 和の 頃から 歌 

詞は飽 弱に 詠み 出し、 延 喜の 頃 は 全く さうな つて 了った ので あるが、 躬恒、 忠峯に は 男 歌 も 交って 古意 も存 

して ゐ るが、 貫 之の 歌 は 全く 女 歌で あるが， これが 東西に 行渡る に 至った と、 古今 集成れ る 時代 を 論じ、 そ 

の大立 物に 就て 新く 批評して ゐる。 而 して、 この 女 風の 歌壤 である からと 云って 强 ちに 見過く す 可き ではな 

い。 「よみ 人 しらず」 の 歌 は 萬 葉に 續 い.^ 奈 良人よ リ、 平安の 初期の 人の もので、 古い 悌が存 して ゐて、 棵る 

ベ. ズぁ パ-  ：    


後 撰 集 

古今よ リ 非常に 落ちて ゐて、 同日に 論ずべき でない。 古歌 を採錄 する にも 誤って ゐる ものが 多い。 

拾遺 集 

「何處 のかた への 人が 書き集め」 たこと であらう。 殊に 萬 葉 を讀み 誤り、 また 古き 讀 人の 違な ど は 非常に 

多い。 この 二 書の 人 丸の 歌 は 全く 當 てに はなら な いから 萬 葉に 就いて 見なくて はならない。 

古今 六帖 

. 萬 葉 を誤寶 せる 所 は 多い が、 後の 歌に やさしげな もの も ある" 題な ど は 本 害が よい。 本書の 假名 遣の みや 

び やかな 題 を 殊に 採るべき である。 

眞 淵が 晩年. 讀 むべき 歌書と して 薦めた の は 萬 葉 記紀の 歌よ リ、 この 邊の歌 までであって、 初期に 於て 六 

家集 や 千載、 新 勅撰 を推稱 し、 俊 成ゃ定 家に 親しめと 言った 時代と は異 つて ゐる。 

0  0  0  0 

(六) 女性の 歌  . 

眞 淵の 齊簡は 男性に 宛てた ものと 女性に 宛てた ものと は その 文體 用語に 於て 異 つて ゐて、 女性に は 如何に 

も艷 魔に 書かれて ゐ るが、 歌に 於ても 自ら 其 處に區 別 特色の あるべき こと を說 いて ゐる。 而し 女性 とても 優 

飽 調に 甘んじて ゐて はならぬ〕 丈夫 振に 大和魂 を發 揮せ ねばならぬ とも 論ずる。 

新學に 「女の 歌」 はと 書 始めて、 さて、 萬 葉の 女 歌 は 男 歌に 比して * さして 異らな いのは 常に 丈夫に おつ 

て 居った からで ある。 而し唱 へて 見る と、 大伴 坂上郞 女の 雄々 しく、 石川郞 女の 飽 びかなる はしば らく 措き 
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て、 槪 して は 自然に や はらいだ 所が あるの は、 男 は 荒 魂、 女 は 和 魂 を 得て 生れ 來 たからで ある。 -.ra し 我が^ 

の 女性と して は 「高く 直き 心. を 萬 葉に 得て. 艷 へる 姿 を、 古今 歌壤の 如くよ む 時 はま、 ことにが のよ Jo しきぎ 

とすべし。」 である。 赏に 女性の 歌の 理想 を ここに 置いて ゐ るので あって、 その 添削 ゃ範 歌に 於ても それが 見 

られ るので ある. - それで 濱 松の 森繁子 にも、 古 體新體 は 人々 の 好みに 依るべき ものであると 述べ、 更に 後 拾 

遺、 源氏物語 以上 を 詠むべき こと、 終 リに萬 葉 調は暫 らく 除いて、 古今、 後 撰、 歌仙 歌^の 姿 や 心 を 詠 出す 

やうに と 述べて ゐる。 先づば 古今 中心と 昆て 可から う。 この 古今の 中で も 小 野 小町、 价勢、 屮， 孫、 小火 君な 

どの もの を 見て 行かば やさしく、 幼く、 誠 ある 歌が 出來 る。 ..ra して、 古今 歌俱 風に 隨 して はならぬ、 斯くて 

は 技巧に 過ぎる やうに なリ、 終に 後世 風にまで なり 下って 來る ものである。 それで 常に 雄々 しい 大和魂 を 養 

はなくて はならぬ、 日本 上代の 女性 は 大和魂が あった、 伊邪那美の 大神は 男 神と 並び、 國十； 萬 物 を 造り 始め 

られ、 後に はよ もつ 軍 を 起して 男 神に 向 はせられ てゐ るし、 天照大神 も 事 ある 時 は 「大 御身に 矢 *J をおば 

し、 大 御手に 弓 とりまし、 丈夫な す をた けび をな して あしき. 大祌を や はし 給 ひ」 と 申して ゐ るし、 平時に 於 

て はすべ て 曲事 を 見直し、 聞 直して * 天つ日嗣の 千 五 百 秋の 稳リを 定められて ゐる。 その外、 木 花 之開耶 

姬、 五十 狹茅 天皇の 皇后、 息 長足 姬命 (神 后) 廣野姬 皇后、 橘姬 命、 山邊 皇女、 幡梭 皇后、 .S 日足 姬 天皇の 

如き、 臣民の 中に も、 妻 は 雌 軍 を 率ゐて 夫の 雄 軍と 共に 敵に 向 ひしな ど我國 女性 は 大和魂に 於て 男性に 劣つ 

てはゐ ない。 古代に 於て は、 家 は 母 を 本と して ゐ るの は 男性に 勝って ゐ るからで ある。 女性 も 之 を 思 はな 

くて はならぬ。 女性と して-和び たる 事」 はあって 然るべき であるが、 「すべてぬ え 草の しなび うらぶ る」 や 


うにな り、 全く 大和魂 を 忘れて はならぬ。 それで わが 女性 は 「萬 葉 集を學 びて、 其、 をし， り 古今 歌集 を 力 

ねて 其 姿 を 得べき である。」 以上が その 說く 所で あるが、 卽ち 男性に は 專ら萬 葉の 益荒男 振 を 主と すべ きを 說 

いたと は少々 異 つて ゐ る." 

0  0  0 

(七) 歌 人 論 

賀茂翁 遺草の 最後の 「人に 答る 文」 に 翁の 時代に ■ 於 ける 歌人 を觀 察して 數種額 あると 說き、 其の 短評 をへ.？^ 

し、 最後に その 理想的な 歌人 を說 いて ゐる。 令、 主として それに 依って 述べる。 

第 一 は t 、の ず ^ いやまき ハど. かで かおで ある。 成程 師範 家 を 起した やうな 者 は 鬼に ゆに 歌の 術に も 

秀で、 時代に も、 もて 嚇 されて ゐ たもので あるが、 その 末々 になる とさして 好み もしない けれども 家の 業で 

あるから と 云って 强 ひて 學ぶ、 稀に は 歌學も 知り 詠歌の 術に も 優れた もの も あるが、 而し、 誤った 家 傅の 說 

など も駿秘 して 家の 秘傳 などと 云って 誇り、 知らぬ 事 を 人に 問 ふこと を 恥お. 愚に もっかぬ 理^ を 添へ て、 

世の 文肓を 欺くな どと 云 ふ 者が 多い。 と 云って ゐる。 卯ち 是は 中世 以降に 生じた ニ條、 冷泉、 京 極な どの 師 

範 家に 於て、 家 傅の 舊套を 墨守して、 詠歌の 徒らに 典型 化して 了った のを攻 架した ものである。 第二 は 世 渡 

:^、c^;^が^ずr、 即ち、 歌に 依って 生活して 行く ものである。 これ はさす がに 詠歌 道 は 巧で 秀でた 所 も ある 

が、 世人に 迎. しなくて はならぬ から 眞の 自己の 立場 を 守 持す る ことが 出來 なくて、 心 も 迷 ひ 技術 も 低下し 

て 行く やうになる。 これ を譬 へて 「誰か は钩 のえば をい たづら にして、 時 を またん かし、 この 恐 しき^にの 

そみ、 ここの 波の さわぎに 立う かが ひて * 魚の 好むべき えば を もて、 てだて を盡 すめれば、 いかで か、 まこ 
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とのこと あらん。 はて/\は心まどひて其ゎざさ へ ょからずな.^^>ぬかし0」と。 如何にも 面白い 皮肉で ある。 

第三に は 名 を 好みて-歌 詠む 人で ある。 之 も眞の 歌人で はない。 彼の 能 因が 「都 を は 霞と ともに」 の 歌 を 作リ、 

奥州 下リに 世人 を 欺き、 ふし 柴の 歌に 虚名 を 博した 所謂 「ふし 柴の 加賀」 の 如き、 誠に あおきな く 物く る ほ 

しき ことであって 採らざる 所で ある。 第 四 は 一途に 好き 嗜んで 歌 を 作る 人、 この種の 人 は 尊い. 0 己の 命に 代 

へて まで も 善い 歌 を 詠ませ 給へ と 神に 祈った リ、 家業 を も打棄 てて 山に 隱れ たリ する。 斯様な 者 は 歌に 泥ん 

で 了って 見 界も狹 く ゆとり も缺 けて、 深い 歌の 境地に 至る こと は出來 ない。 _ 

以上 は眞の 歌人と は 言 はれな い。 然 らば 第五と して 擧 ぐる 眞の 理想的 歌人と は 何う 云 ふ もので あるかと 云 

ふに、 「心 高く * 才ぁリ て、 このめる 人の しかも 心の まめに、 よくお ちゐ たらん 人の、 わざに もた へ、 ことわ 

リ も叨ら かにして、 古き こと を 好みて、 ひろく 渡リ、 深く 心得たら んぞ よく は 侍るべし しで ある。 即ち 古い 

所では 柿 本人 丸、 山 部 赤 人な ど * 弘 仁の 頃から 中頃までに は、 小 野 篁、 藤 原 行 平、 菅原 道眞、 在 原 業 平、 源 

順、 淸原 元輔、 藤 原 公任、 大江匿 房、 出家で は 遍昭、 素性、 能 因、 西 行、 女流で は 小町、 伊勢と 云った 所 は 

夫々 特徵の ある 人々 である、 更に 說 明して. 心の 沈. 著で 優雅と 云 ふこと は 生れながら も 得る こと も あるが、 

學識は 人に 依って 非常に 相 異を來 す ものである" 歌 は その 心から 云 ひ 出す 言の葉で あるから その 心 ざまが 現 

れて愧 しい 心地が せられる。 譬 へば 汚ら はしき 土に 生 出で た 草木 は 非常に 太く 丈 も 高くな つて 行く が、 色 あ 

ひに 何となく 優雅の 無い ものが ある やうで ある。 また、 歌に は 姿と 心が あるから 一途に 眞赏 のま ごころ を 詠 

めば よ、 いと 云 ふに は 限らない。 形式の 詞の花 をも考 へなくて はならない、 花と 云っても 桃の 花の い い 赤い 


のより は 櫻の 花の 白い その 端に 藩 紅の 句って ゐる のが 見所が あってよ ろし い。 まめ 心 を 表現 すれば よ いとし 

て 卑俗な 詞をも 構 はず^ ひて は、 人の 心 を 和げ る 譯には 行かない。 故に 歌 詠む 程の 人は詞 のさ ま、 續 けが 

ら てにをは 等 を 心得て 古歌 古語 を 十分に 覺ぇ、 また 廣く 他の 學問 もして 心 を も 練リ、 詠歌の 學 にも 術に も 深 

く 研究 を 積まなくて はならぬ。 以上に 依って 翁の 歌人と しての 眞摯な 態度 も 窺 はれる ので ある。 

0  0  0  0  0 

(八) 古歌と 今 歌 

古今 築に 「萬 葉に 入らぬ 古き 歌」 と 云った から 萬 葉の 歌まで は 古き 歌に 入リ、 それより 以後 は 即ち 古今 以 

後 は 新調の. 歌と 云 ふこと になる。 而し、 平安朝の 初葉の ものに も 古 調が 無いで はない。 なほ、 同：！；^ の 今と は 

延 喜よ リ前 二三 代 を 云 ふので あらう。 而し、 斯う 判然と 區別を 立てる こと は 難しい。 彼の 新撰 和歌 集の 序に 

三百 六十 首 をぬ き 出た るは弘 仁から 延長までの 歌と 云 ふこと であるが、 其の 序に 云 ふ 所を觀 るに 奈 良より 平 

安 初 二 代ば かリ まで を 古へ と 云へ るら しい。 而し此 集の 玄の玄 を 取るならば 古歌 も あらう。 而し、 た， --延 

の 比の 風に かな ひ、 貫 之の 意に かな ふ は弘仁 以後に 有らう。 然ら. ば弘仁 以後 を 皆 今に 入れる やうで あるが、 

猶 その 弘 仁よ リ衷觀 などの 頃までの 歌 は 又 一 風 別で ある。 故に 古今の 區別を 立つべき 年代 を 劃然と 立てる の 

は 困難で ある。 

0  0  0  0  0  0  • 

(九) 歌道の 補助 學 

「天の下に は 事 多 かれ ど 心と. 詞の 外な し」 である" 之 を 知る に は先づ 古歌 を 知るべき であるから 歌 逬に入 

る 者 は 勿論、 記紀の 歌 謠萬葉 を 知らなくて はならぬ が、 た マ それだけで はいけ ない、 廣く 古典 を涉獵 すべき 
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であるし、 古事 を 穿鑿すべき である。  • 

(一) 古 典 - 古事記、 日本書紀、 續 日本 紀 以下。  - 

(二) 記 錄 11 西宮 記、 北山 抄、 江 家 次第 等、 式、 儀式 を 知る たよりと なる。 . 

(三) 衣服 調度 類 11 古書 を讀む 間に 調べる。 

(四) 音韻 語 法 11 特に 五十音 を. 心と して、 延 約の 如き、 音の 稀 額よ リ、 假字遣 等 多く は 語意 考 にある 

こと ◦ 

(五) 令  律 —— 本 來唐國 から 入れた もので は あるが 皇朝 のなら はし も 1^ ねて ゐる。 

是等は 歌道の 補助 學 である、 要するに 歌道 を 窮める に は古學 全般に 通ず る ことで ある。 また 一方 古舉に 入り 

古道 を 知， るに は 古歌から 入れと も 主張す る。 手段が その 本 體の學 でも あり、 本 體の學 が 同時に 手段 ともなつ， 

てゐ るので ある。 

以上 歌論の 資料と して、 いろ/ \ な ものから 抄出した ので あるが、 なほ、 次は强 ちに 捨てる の も 惜しくて、 

收錄 して 大方の 御 參考に 供す る。 

(一〕 「见せ 給へ る 契 沖 歌 は いか なれば あしきに や。 此人 におき ていぶ かしき 也。 その 樣は古 欲 を C やん て！？ 一 i など は 古 を用ゐ たれ ど 歌の 巧の 

、、、、、、、、 r  、rr ヽ /  、、、、、、  /!、  、、、、rr、r、rrr  J000O00O0300053O0OOO0O03 

^1ぉ皆は後世の俗也.- 凡の！^ ilii へ を 用 ゐても 用ゐろ 意、 後世 なれば 皆 後世と なりぬ" 古 ならで も 古への を だに 得 つれば 3$£ 古！ の 如くな 

リ ぬる， 也。 後世と いへ ど獨 古今 歌 菜まで はさ はいへ ど 心 高し。 後 撰より 俄かに 下りて 皆 心 ひくく、  ！^1^?に近し。 此人 さは かりの $ を 心得 

ぬと，. P おぼえざる を、 まだ 苹味 故に 流 俗の あかの あら はれぬ 成へ し。 千變： 化い か樣 にも 巧 もせら るる カを克 止して 心お く 巧 を やむ るに 

あらで は、 今の 人の 歌 はと かくに 賤 く成ぞ かし。 此怠 をと く 知 給 ふ は 銖食殿 一人也- 末の 句な ど 巧みい ふへ きを 强て いはで たやすく いひ 


下しな どせ し 所に f 心 有 I 給へ かし ノー ハね年 i§ 宛) 

(二〕 「皇朝 之 古意 は 神代よ リ 始めて 武 を-お-て 檩 とし 和 を W て內 とし 巨細なる 事 を 少しもい はず ほを强 ず。 不正して 天 也に <& て 治め 紛ふ故 

に 古 は 天皇 尊く 世 治りし を 異朝 之 人の 作リ たる 道 を 用み 給 ひしょ リ 宮殿 衣服 禮式 は宜く 成て 天下 は漸々 亂れ行 天. お： 衰紛 ヘリ。 此意 をば お 

葉 之 歌 を 数. 年 よく 見 候へ ば 古人 之 心 直き を 知、 そ の 直き を てお すに 天下 古今 に通ぜ さる 事な し 歌 は 心 慰な る もい と ふ は 京-:? 下の 耿の 

事 也。 古人 は 心情 を 不レ隱  一 によみ 出て 侍れ は 此 書に 遊ぶ に つけて 古へ の樣 しらる 後世 國學者 流 皆 此意を しらねば 此國 はや はら ギ. - たる 

I らと すと M へ り」 (讀 -¥51 一年 i§ 宛) 

(三) あはれ/ \ 上つ 代に は、 人の 心 ひたぶ るに、 a  くな む あ" ける。 ふし ひたぶ る なれば、 な f わざ も 少なく、 おし 少なければ、 いふ JH 

の 葉 も、 さはなら ざり けり，。 しか ありて、 心に 思 ふこと あるとき は IH にあげ て^ふ。 これ を 歌と いふめ"。 かく 耿ふ も、 ひたぶ るに 一つ 

心に うた ひ、 一一 E 葉 もな にき 常の 詞 もてつ.. つくれば、 續く ともお も はでつ づき、 ととの ふると もなくて、 歸 け "け"。 かくしつつ、 * はた 

だ、 一 つ 心 をい ひ いづる ものにし ありければ、 古へ は、 ことと 詠む て ふ 人 も、 よまぬ て ふ 人 さへ あら； i-,:" き。 (g-^ 元 、六十へ 才、 歌 <!； ？考) 

(ra) 今 其 調の 狀を 見る に. 大和 國は 丈夫 國 にして、 古へ は 女 もま すら をに 習 ヘリ。 故に^ 葉 55^ の 歌 は、 凡 丈夫の 手 振な り、 出 背^ はた を 

やめ 國 にして. 丈夫 もた を やめ を 習 ひぬ、 かれ 古今 歌集の 歌 は享、 た を やめの 姿な リ、 仍て かの 古今 歌 に-: ハ 人の 歌 を 判る に. のどかに 

さやかなる を 姿 を 得たり とし、 强く かたき を、 鄙びた リ といへ る は、 其國其 の 姿 を 姿と して， 廣く 古へ を 顧みざる 物な"、 物 は 11 つの 

時の さま.^ あるなる を、 しかの み 判た ば、 只 の畏閉 なる をのみ とりて、 S 冬 をす て、 た を やめぶ りに よりて、 丈夫ず さみ をい むに^ 

たリ。 〔！^ の 調て ふ 物 はこ こにい ふ 如く 樣々 なれ ど 各 其 か たきに つ きて よき あしき あ"。 凡 を 云 はば 打？？ ふに なくて 何となく 心お く 聞 ゆ 

r  r  、 、 、 

る を專 とす 新學の 程に は謌 などに は 心 も よらず 一 ふし ある 所に のみ H のつ くもの なリ、 其 ふし ある 所 を はおき て 何と, -f  くつ づけし 心に 心 

をよ せて 見よ。 古人 は そこに、 心 を 用 ひしな リ 云々〕 (明 和 二-. 六十 八才、 に ひまな び) 

(五) 「別紙 詠草 十一 一一 首 共に^ 葉 或は 古今 ffi- 體を 早く 心得 候 物 也。 父 丹 四郞召 つれ 候て 去々 3ias 府. fiU ザ £ ぶ f 绘國候 W 前 も 近 體を少 々詠 «L 居 

候。 去年 以後 拙者 門弟に 入 候て 折 ふし； 一ば-出 候 所.， 此詠を 見 候へば 古意 を 得 候 處« 群 也。 想. € 古 體新體 の は 人々 の 好みに よるべし。 c£ 
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を 得 候 所 を 第 一 と 習 ふべき 事に 候。 後世 五 百年 來の 作は訶 のみ を 案 候 故、 漸々 に いやしく 成 候を稱 さとらず して 欲 詠 侯 時に 後せ を 

見^ 候 i$、 愚 之 至に 候。 乍 二 慮外 一 御詠 出 之 時 必後拾 遗 源氏物語 以上の 香の み 御 K 候て 御詠 可 レ校レ 成 候。 此義 度々. S. 上 候へ 共、 稱 俗習 御 は 

なれ 不レ 被レ成 候て、 一首 手づ まりて 聞^。 ただ 心に まかせて いひ 下した るぞ よく 候 。必 くだく 敷 欲 は 御； 被レ成 まじき ゆに 候。 4 & 向出 

來、 不出來 誰も 有 候 物に 候 只 意と すがた を 御 心がけ 可 レ被レ 成 候。 併 萬 葉風 は哲 御用 除 古今 後 撰 歌仙 欲 ffi^ などの すがた. 心 を 御詠 候へ かしと 

存 候- $體 之 文 言に 候へ ども 他へ はさの み 不レ申 候 御 事に 候 間 其 is 兔可レ 被レ下 候、：？ 上」 (f^M 針 « 、お §"^H^ 乂ー 

(六 ykk も、 人に ょリ てく さくな り。 ：ja 雜 。有、 勇 壯悲壯 有、 祭膽 有、 隱 幽 有、 髙而和 有、 能而美 有， これら、 人の 生得の 爲ま まなれば、 

何れ を も 得た る 方に 向 ふべ し。 唯 乍，！ 轴に、 鄙陋 なる を 忌の み。 古へ に 人心 直く して、 高 維 なれば、 打よ める にも？ の ことなし。 後せ は 

見聞く  i  一口 皆 n 陋 なれば、 人. 心 もお のづ から、 それにな. X- ヘリ。 然る を 其 後世 意 を用ゐ るから に、 欲の 言 iN 共に §|陋 薄^ 也。 是を改 むる に 

自己に 改る事 を IT す、 古代の 歌 を 見て、 一毫 も 後世 を不レ 用して、 年月 を ふるま まに、 自然に 古雅 我心 中に？.^ 也。 其 上に て 後世 を 顧る と 

き は 其善惡 雲泥の 逮有、 故に 誰に 間に 不レ 及、 古雅に 向 あり。 (明 和 三、 七十 才、 宣1;^5{宛誉翰：> 

(七)詠^の^6^|-ょろしからず候 旣 にたび くいへ る 如く、 短歌 は 巧みなる はい やしと いふ はよ き 欲の 上 にても、 一： U よろしく、 心 く、  0 

子 を 一? ^たるに、 少しも 巧の 無き ぞ よき 也- それにむ かへ て は. よき， 歌と いへ ども 巧 ある ii いやしき なり。 まして風姿にも^！：^-の！^俗にも、 か 

かにら で、 只奇 w 薄 切 をい へる は總て 論に も 足らぬ 事 也。 風 調の こと. 心得が たしとの 御 Ei、 こにぃかたる^^^-にか、 風 調 はせ： のな きと 

賤は、 誰か 見 わ かざらむ" 古今^も いづれ をよ しとの 問 も 心得ず、 巧みなる を 除き、 其 外に へのけ だかき をよ しと-する ポ、 何の 疑 か あ 

らむ。 …… ^葉 中の 調べ 延て 滞リ 無き と 古今の よみ 人知らず て ふ 中の け 高き と、 古雅に あはれ たると、 大^所の^ など、 叉 介 殿の 欲の 

中に なにく よみ 給る と を 見ば、 何 かたら ざら む。 (明 和 三、 七十 才、 宣&宛 書翰) 

(八) r 又お 葉 集の 歌に て 見る に 飛鳥 岡本宮 、以上に 正雅 にて 宜、 淸見 原、 藤 原に 至て 人 まろた どの 妙 歌 は 有と いへ ども、 かの 岡 木の 頃の 正 

雅の 欲に は 及が たく、  iEe. 繁多に、 語意 風 調 あらし、 さてなら の 初に 至て 堕た る 事、 全 ク紀ノ 長^な どに よく 調へ るに な. し、 おば 奈 良に 至て 

からの &  S み 行 はれて § を 失へ り。 其昨ノ 作なる 日本 紀を 信ずべ き 事 か、 先日 本お と 名 づけし より 始めて 非 也に 才 


(九) 御詠 御 遣、 加筆いた し 進 候、 當年 ii 多く 御；， 化-候 はんよ し、. よき 御 事 御座 候、 しかしながら、 見て よみた まふ 御 本 わろ く 候 に、 い 

つも 歌の 樣子 つつに 聞え 侯、 先々 申 上 候 ごとく、 古今より 源氏までの 間の もの、 古今 六帖、 大和 物 l^i, 三十-; ハ 人欲 仙 家 など 御 S 候て、 

御よ み 侯へ かし、 必 後世 3 題 歌の みあつ め 候， •  ど 御 覽候而 は、 歌に な リ不申 候、 歌 Q すがた を 大きに か へ られ、 あんじ 所 を も： a か へ. たま ふ 

御 考被成 候て 御よ み 候へ かし。 (森繁 子 宛、 年代 不， 明) 

、一つ ノ  1；  〔一,,  "二  r,-  ， ， , ， ， 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、 

(一 〇) 欲に 力ら こと 用 ゐし事 古今に も少々 は あれ ど、 元來皇 朝の 古學 なき 人の わざに て 心 ひくき 也- 皇朝 S 古 a7 千ぬな る をお きて、 

他 國の事 を 用ん やに、 此事 S 安中 钠 言の 御气 にい y か、 被、 仰ぃ、 也、 4 トん i^i いい、 ゲ ゲや/ い、 ふだ^; - りさ、 る、 は、 無、 も 故、 也， (as 

宅、 明 和 五 年、 七十 ニ才) 

(一 一) 古への 歌 は， 謌を專 とせり。 うた ふ 物 なれば なリ。 其 調の 大 よそ はの どに も、 あきらに も、 さやに も、 い/く、 ら、 にい、 、お、 の、 が、 じ y 将、 た 

る まに くなる 物の、 つらぬく に、 高き 直き 心 もてす、 且其 高き 中に、 みやび あり、 直き 中に 雄々 しき： 心 は あるな り。 きと.、 ひふ 中に 邪 

に t か 5J と 思 ふ； 心の 强く 雄々 しきと、 心ぬ 思 ふ 事 をす さびい ふとの 一二つ ぁリ。 そ は 事に 從 ひて とるべし。 其 中 こ 古 、よ, pj ふ， ひがい ハ- 

、、rrl"  、、、、、、  ' , 

にても 隱 さず 歌に よめる。 此 直きに； て 歌 は あはれ と覺 ゆる こと あるな リ。 (に ひまな び) 

(一 二) 小 子存候 は、 佛法 にて 皇朝之 武之道 を 忘れ、 儒道に て 轴之 5f と 空言 を 論 申 候 故に、 凡 はおとろ へ 侍れ ど、 叉 地に も よれるな るべ 

し。 凡て 山城 國は 女國 にて 男子の 性な く、 天皇 も 遷都 以 來嵯峨 まで、 一一！ 代は皇 威お はし ましし を、 iS: 和 • 仁明 におと ろへ 玉 ひて、 文德の 

御 昨 は 偏に 藤 19- の 天下と なりた リ。 もとよ リ皇 朝の 武氣 失し、 皇成衰 へさせ 給 ひし かば、 此女國 の 風 昔に のみ 成 候. て 文德. t 和の 顷 より 耿 

詞をゃ はら かに、 た を やかに のみよ み來 て、 延喜の 頃 は 偏に 此 意に 趣 申 候 也 其 中に も 躬恒- 忠峯の 歌に は 欲 もま じり、 古 it:^ もま じれ リ 

し を $X 之の 欲 は 女 歌 也、 しかも 此人 第一と 思 ひし は^^ 國の手 風に て、 終に w 東の はてまで、 此 風に うつ リ たるな リ。 (年代.^^、, W 

校ま宛^^2翰) 

(ニラ歌はかぎリもな--^-高ことはぃささかのすきもなく、 打と な ふるに、 いふ ともなく とな、 へ injz  ^、の 、ふい y な、 き、 が じ、 み、 る、：、 3 

、r、r  、、、、、、、、、、、  \}  .U4.i  /,>:,?•*.  f  f 

る 物な きを こそよ きうた とはいへ。 くるしげ にに たらき がまし き は、 いと はとと したな きこお も ひ 知て、 古今 ffi? の 中に もた だとな、 の W 
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きを 心して • 常にと なへ 心み へ。 . お 薬 はもと よ リ心高 き， 事 叉 古今な どり 及ぶ ことならね ど * ならびなく てに 其 心 をし る 人な し。 ffi 紫 は 

えらみ たるに 少なく 心に まかせて. いひた るが 多ければ 歌 がら わろ きも ある を、 よく 撰み 分て 見る S- は 及ぶ； g なき 也。 古今 i 中に もよ み 

人 しらず て ふ 欲に はなら の 朝よりの うた ぁリて 云々。 I  (ふぶ くろ • 縣 居に 移れろ 後) 


三 證 歌 

第一 期の 歌 

二) 前 期 11 在鄉 時代の 歌 

享保七 年 正 月 二十 六歲  政 藤 

長閑け しな 今朝 は 霞 も 空に みつやまと 島根の 春 も しられて 

同  二月 春 日 祭 

祌 まつる 今日は 宮人 乘駒 の聲 もに ぎ はふ 春 日 野の 原 

簿暮 松風 

山 松 は 色 こそ 見えね 陰 ふ かき 夕 も 風の 音に しられて 

同  三 nn 河 上 春 月  ( 


河 柳 かげ も 木ぶ かく 打 霞みむ つ 田の 淀に 月 更けに けり 

同  六月 鹽屋煙 

難 波が た汐 干の ほど もやく しほの 煙ぞ ここにみ つの 浦波 

同  九月 禁中 月 

宮人 は 心 もお かずなが むらん さなが ら月を 雲の上に て 

同 十二月 五 節 

舞 姬ゃ今 もよ しのの 山 藍 の 昔の 袖に うつし か へ し. て 

享保八 年  二十 七歲 

同  五月 濱名橋 

なべ てみ っ汐 のく もリも とだえして 濱 名の 橋 を わたる 松風 

同 八月 寄 神 祝 

あ ふげ 此 神の わけぬ る 跡し あれば 萬 代た え じ 敷 島の 道 

同  十二月 玉 律 島  政 成 

磯清み 御幸 を 神 も 松 蔭 や 波 も 玉 敷く 玉 津島輪 は 

同 九 年 二 月 二十 八歲、 二十日 萬斛村 甘露 寺の 梅見に まか リ たるに 

人々 にお くれて まう 來リ ければ 
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いかば かリ さくや この 花な がめ けん 言葉のに ほひ これ もえなら ぬ 

同  十月 寄鳥戀 

心して わかれ も つげよ 家つ 鳥 かけて あ ふべき 契り なき 身 

〇 なほ 「安賀 當居乃 歌集」 の拔 は. 明 和 九 年靜舍 主人 宇 萬 伎の * いた ものであるが、 それに 若年の 歌數 首が 引 

いて ある" 

「この 大人い と 若かリ しほ どの 歌 は  . 

なるこ 引く 門 田の いねの ほど もな く 立て はかへ る むら 雀 かな 

たつ 鳴の はねば かリを やくさと 見む 野澤の 水に すめ る 夜 の 月 

きさらぎ やまた 雪 さ ゆる い こま 山 花の ：！^ やし は そらめの みして 

うつり 香 を 花に かすめて たどる かな 一 夜の 夢の 春の あけぼの 

など 姿も詞 もよ ろしき ものから 心 かしこき に 過てい と 後の世の さました リ。」 

以上 は 主として 本書 收錄の 岡 部讓翁 編の 縣居翁 家集 補遺の 中の 少壯 時の 歌から 抄出した も ので あ。 二十 

六、 七、 八 歲頃は 勿論 在鄕 時代で 國頭ゃ 方 塾 等と 諷 詠の 交を爲 して ゐた 頃で、 時には 春滿 が、 濱松留 宿 中に 

その 謦咳に も 接した ことがあ るが、 まだ、 槪 して、 その 敎には 接して ゐ ない 時代の ものである。 生硬な 言葉 

遣 ひ、 わざとら しい 押韻 や 掛詞、 徒らに 古歌の 模倣に 墮 して 生新な ところに 缺 けた 月並 的な 時樣の 歌で あ 

る。 大木 は 一朝に 成る ものに 非ず、 髙古雄 健、 天馬 _ ^"を 行く が 如く 古今 獨步の 境地 を 開いた 大簠ハ 淵 も、 かう 


した 初期の 時代 もあった こと を 忘れて はならない。 

更に 次 は 在京して 足掛四 年に 渡って 春滿の 家の 歌會 等で 詠んだ ものの 拔 書で、 この 時代 は 前期より は 十 年 

も 過ぎて をリ、 直接 師に 就いて 問學 もして ゐ るから、 餘 程進步 して ゐる やうで あるが、 所謂、 li^ 滿 影響の 時 

代で 近世 振の 姿で ある。 

(二) 中 期 11 在京 時代の 歌 

次 は 羽 倉荷 田信眞 氏の 「賀 茂眞淵 翁傳新 資料」 から、 翁の 歌を拔 書した ので あるが、 享保 十八 年 翁の 三十 

七歲の 三月から 元 文 元年の 四十 歲の 十月 十三 日まで 足掛四 年の 在京 時代の もので 年代に 依って 春栖、 淵滿等 

の 名前が 出て ゐ るから、 それら は そのまま 記名し、 眞 淵と ある は 記名し ない ことにした。 

〇 和歌 稽古 會再與 初 會之卷 

享保 十八 年 三月 十六 日和 歌 稽古 會 再興 (眞淵 三十 七歲) 

依 花 待 人  春 栖 

雪との みあす や 砌の花 櫻け ふふリ はへ て 人のと へ かし 

〇 同 十八 年 四月 十六 日 H 次 稽古 會 卯月 郭公  源 淵滿 

なか/ \ にきき て 卯月の ほととぎす 來 鳴かぬ よは も ねられ や はする 

同  賀 茂春栖  - 

夕月よ 卯 花 山の ほと と ぎす ほのかなる 音 も 世に 似 ざ リけリ 
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〇 同 十八 年 五月 十六 日和 歌 稽古 會 

兼題  古池 菖蒲  淵滿  • 

五月雨の ふるき 池 波 草 こえて あやめ も 見えず 漢女 ひく 比 

同日 當座 寄浦雜  淵 P 

みるめな きし かの 浦波 うらみても 昔の 人 を こふ かひ や ある 

〇( 享保 十八 年) 九月 大 

1、 十三 日夜、 宵の 程く もり たれば 濱 松よ リ東 丸の 本へ まう で來リ 侍る 客た ちの 本へ、 和歌 一首 かきて 文 

に認 てっか はしたり ければ 答 歌と て 

九月 十三夜ば かリ 一 人 ふた リ伴 ひで かたん， \ あく かれ ぁリ きて か へ リ まう で來 侍れば 親 盛 主よ リの文 

とて 有つ るに 詞 はなくて 

うらむな よよし 曇る とも 世に てれる 名 は 敷 島の 長月の かげ 

と 聞 へ 侍る を 見る ほど、 かたむき たる 月い とふ 晴 たるに 此の 言葉の 露の なさけ も かげ そ へ て いはん 方 

なくお もしろ きに、 和へ せんとて 口ずさみ 侍る を 夜更て やらむ、 すべなければ 明日つ か はしける。 

眞 淵 稿 

恨みず よ 更てぞ 月 は 十 夜餘リ 見よ と 曇リし 夕なる らん 

又とし ぶんよ" 答 歌と て 


恨みし よ 宵の 間の みの 雲霧 はな かくつきのに ほひに ぞ てる 

〇 同 十八 年 十 一 月 十六 日 

雪中 殘雁  淵滿 

よびか はす 聲も みゆきに 埋れて いそぐ もお そき あまつ 雁 かね 

同  追加  眞 淵 

旅の そらに 秋 や 過して 白雪の ふるさと 遠き 雁ゃ來 ぬらん 

〇 同 十九 年 四月 二十日 殘花何 在  賀茂眞 淵 

散り 殘る 花の香と めむ 風 を だに こふ れば ともしな つのし かや ま 

同日 當座海 郭公  同 

ほととぎす 海原 遠くな きすて て 行衞は 知る や 沖つ 島山 

〇 同 二十 年 正月 十六 日 雪中 聞鶯  同 (三十 九歲)  . 

雪 をみ な 木每に 花の 春べ とや ふりいで て 鳴く そののう ぐ ひす 

〇 同 二十 年 三月 十六 日 樓花盛 開 

さくら 色の 袖 さ へ はえて 都人 ゆききに も 知る 花 さかり かな 

〇( 享保 十九 年 三月 十二 日 暗 (三十 八歲) 

一、 敏文 などい ざな ひて、 社 邊の櫻 花見に 侍りけ る 程に、 眞淵 たづね 來リ ければ、 酒な ど 催し 侍り けれ 
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こたへ  ひらき 

は 後日 眞淵 主が 本よ リ應 とて 侍る を披て 見れば ふみの 中に 

稻 荷の 御社の ほと リの 花見て 侍リ ける に、 親 盛ぬ し、 敏 文の ぬし 行 あ ひ 給 ひて、 古歌な ど 打 誦しつ 

つ 酒た うべ て醉 にの リて、 か ヘリ つれば、 いとくれ 過に なれば よみ 侍る 

暮る 日も覺 えぬ もの は 酒杯に うかべる 花の 光成.^ けリ (眞 - 淵) 

とよみて おく リ侍リ ければ 返し (大西 家 日 次 案 記 筆者 秦親 盛) 

〇 享保 二十 年 三十 九 歲の歲 末の 歌 r 縣居 書簡」 の (歲晚 歌よ リ勝 田照覽 所藏) を ここに 記す。 . 

歲晚歌 

あし 引の 山 かつながら、 橘の な 勺 出に ける を、 のみと て はな リを すぐ 力)、 角 子 を 過てお のれと、 ますら 

をの 一 つ 心 を、 ふリ おこし 四方に も わた リ、 古の 學の道 も、 ふみ 見ず ば 人と あら じと、 靑 雲のお も ひし あが 

リ、 白雲のと しも ふリ つつ、 ことし も 四十お にち かき、. 冬 深み 雪 は散リ つつ、 春 近み 梅 はふ ふめ リ * 其 雪の 

友 待が 如、 其 梅の 春 待が 如、 まつこと も 有て 都に、 行かへ リ稻 荷の 森の、 すき，/ \ にしる しも あれと、 願， ふ 

也、 しか は あれ ども、 遠つ 淡 海、 わきへ にか ヘリ、 ことし あれば あはれ あなう と、 なげき あま リ、 吉 野の 川 

の、 よしやと はい はれの 海の、 一. K わかち 思 ひやれ ども、 母 刀自の 老 ぬるみれば、 はらからの なげかく きけ 

ば、 靑 雲の 高き 心 も、 白雲の 消 か ヘリつつ、 せんすべの たどき 知らねば、 ことあげて 神に ぞ なげく、 言 立て 

靈をぞ まつる、 あはれ 年月、 

短 歌 


冬 深みみ 雪つ もれる 甲斐が ね の〕 か ひなくて のみ ふる 今年 かも 

:^L:dl^l 丙 辰 歳旦に (元 文 元年 四十 歲) 

花鳥し うとから ませば 山里 は いかに 向 へ ん 正月て ふ 春 

卯年の くれに 

ささの はの 盛と くた つ 身に しも や 又 雪 ふれる 今年なる らん 

(註) この 期の 長歌 は 珍ら しい、 之 を 唯一 の ものと する" 一鬼 角 七五調に なって ゐる所 や、 成語の ぎごちな 

い 所 も 見える が、 五 七の 調子 を 得て 萬 葉の 古 調に なリ きった 所な ど は その 將來を 暗示して ゐる" また 四十 

歲 近くな つて、 勇猛心 を 奮 ひ 起して 古 學を學 び、 「靑 雲の」 前途 を 期して 孜々 として 努めて ゐ ると は 云へ， 

老母 兄弟な どの こと を 顧みて は 「益 荒 雄と 思へ る われ も」 と 歌った 萬 葉 歌人と その 心 もも-に 於て は 同じ や 

うにな つた 心情が 如何にも 善く 見られる。  . 

〇 元 文 元年 正月 二十 五日 京 荷 田家 歌會 (四十 歲) 

兼題  白梅 盛 (この 一首 古學 始祖 略 年譜)  .  - 

梅と 見し 雪 は 消えつつ 雪に また まが ふ 木每に 園の 春風 . 

〇 同 元年 十月 十三 日春満 先生 靈詞 

兼 題 ， 落葉 不待風 

ふかぬ 間 は 見つつ あら じと わび 人の たのめ はかなく 落る 紅葉 か 
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(三) 後 期 11 江戶 出府 當 初の 歌 (以下 r 賀茂眞 淵と 本居宣 長」 ょリ 抄出) 

〇 元 文 六 年 (四十 五歲) とし 立る 朝に 

年 立てば 野べ のあそびの ゆかしき を 今日 こん 友に 先 や 契らん 

同じ 日、 遠 江なる 人々 をお も ひて 

こえ ゆかば われ 事な しと 甲斐が ねの あなたに 告げよ 春の 初 風 

武藏 に下リ ける 年の 十二月つ ごも リに 

枕と て 草 も 結ば じ 旅 衣 はるを あすなる 年 の 名殘に 

四十 五の 年の くれに 雪の ふら ざリ ければ 

年 くれて 空に はふらぬ 白雪の しらず かしらに 積.^ 初ぬ る 

〇 寛 保 二 年 (四十 六歲) 元旦に 此 日立 恭也 

今日し こそむ 月 も 春 も 立ちに けれ あめに かな へ る 御代の しるしに 

ことし ここに ふせや をし めて 竹な ど植 ゑて 侍る に、 

十二月 五日 雪の ふリ ければ 

しめお きしま 垣に なびく 吳竹 のよ にめ づ らしと おも ふ 雪 かな 

〇 宽保 三年 (四十 七歲) 

通 泰が遠 江に あからさまに いきて こんと いふ 時に 


四 
七 

0 


遣し ける ふみ、 た 乂ぁリ のま まに 筆 を はしらせて 

(云々)、 十月 二十 三日 也 

もみ ぢ 散る 錦 にあかん 道に すら 祌 のぬ さ をば M も 手 向けよ 

濱 松の木の もとにし も 立よ らば あはれ はかけ よか へ る 浦波 

行か ヘリ 思 ふ 方なる つ てながら とめ まほし き は 別な リけリ 

〇 延享 元年 (四十 八歲) 四月、 庭樹結 葉、 橘 枝 直 家 兼題  • 

枝 力 はす 根 かし はの 若み どリ夏 このましき 庭の 陰 かな 

〇 同 二 年 (四十 九歲) 正月、 春風 春 水 一時 來 

筑波山 しづくの つららけ ふとけ て かれ 生の すすき 春風 ぞ 吹く 

同年 四月  賀茂祭 

年 ごとに 今日 の 葵 を かけ まく も かたじけな しゃ 贺 茂の 氏人 

同年 五月  京に て 物なら ひ 侍リし 頃した しか かリ ける 人の 今 は 

伊勢の 國に 侍る が もとよ 勺 便の 侍る に ふみの はしに 

鈴 鹿 川 はやく 聞きつ る 郭公 いせまで 今 も 思 ひやる かな 

第： 期の 歌 

五十 歲以 後になる と、 萬 葉 調に 傾いて ゐる、 之 は 田 安宗武 卿の 古風 體の 唱導に 参した 頃で、 その 作風と 所 
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論と 一 致す る 所が 面白い。 

〇 延享 三年 (五十 歲) 瀧 を 

あめなる やおと ななば たのお る はた の 手玉み だるる 山の 瀧つ せ 

所 をし め 家作り しての 長月 二十 一 日に、 始めて  . 

歌會 する に 秋 興と いふ 事 を 人々 とともに 

わが 垣 は 秋の 千草 をし め つれば 花の いろ/ \- うれし かりけ リ 

同 十月  釣 舟 

大魚 つるさが みの 海の 夕な ぎに 亂れて 出 づる海 小舟 かも 

同 十月  當 座に 新 嘗會を 

た ふとし やすべら みこと は 神ながら 祌を まつらす け ふの 新な め 

〇 延享四 年 (五十一 歲) 六月 

枝 直が 家の 會に 六月 赦を ともに 

天つ 罪 はら ふ 夕 は雲ゐ ふく 風 もす， しく 成に ける かな 

そのむ しろに、 夏日と いふ 題 を さぐり 得て 

わたの 原豊榮 登る 朝彥の 御影 かし こ き 六 月 の そら 

藤 原の 磐チ が、 濱 松よ リの ふみの はしに、 身の 暇な きを 人の 御 もとへ いひ やる。 時 はみ な 月、 もち 


なリ ければ 「年每 の 今日の みそぎ はせ しか ども 安から ぬ 身 は 神もう けず や」 と 侍る を、 後に 文の こ 

たへ いふに いとく 事繁 かれ ど、 いかで 慰めば やと 思へば、 又 ふみのお くに 「世の わざの 暇な きを 

なげきて 歌な ど あはれ によみ て 聞え 給 ふに、 誰も 

なす 事の 多 か る 時 は いとま ある 人ば かリ こそうら まし けれ 

され ど、 何 か、 見 あつむる に 

事し げき 人 こそよ けれ 誰 しかも いとま ある 身の 物 を や はなす 

いとくし^ はじかし と覺 ゆ。」 となん 云 やる。 

0 延享五 年 (五十一 一歳) としの はじめに ザの 舟 

柬路に 春 立ちに けリ から 舟の 津 島の 浪 もの どけから まし  • 

正月、 (前略) 春 日の 望 (後略) 

見 わたせば 天の かぐ 山う ねび 山 あらそ ひ 立てる 春霞 かな  .  . 

〇 寛延 三年 (五十 四歲) 正月 

牧野 駿河 守の 母君の 歌會 しける に、 春の はじめの 歌 

をく つば やと ほつ あし を も 霞むな りね こし 山 こし 春の 來 ぬらん 

〇 寳暦ニ 年 (五十六 歲) すみれぐ さ 

故鄕の 野べ 見に くれば 昔 わが 妹と すみれの 花晚 きに けリ 
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第三 锔 思想 及び 研究  四 七 四 

以上 も 「賀 茂眞 淵と 本居宣 長」 から 抄出した ものである。 第二 期に 入るべき 年 はま だ 十 年 も あるから、 作 

歌 も 多い が、 實 際に 於ての 區别は 中々 困難で ある。 從 つて * 年代の 判明した ものの み を 引例した ので ある。 

第三 期の 歌 

次； tr 加 藤う まきが 其 門人 上田 秋 成に、 翁の 古 調の 代表的な 歌と して 書き 贈った もの を錄 する。 即ち 「安 

賀當居 乃 歌集」 に 載せられた ものである。 宇 萬 伎 はこの 第三 期の 歌の- 禮讃 者の 一 人であって r 老 にいた リて 

はか かる さまに のみよ みい でられし は、 いとた かし ともたかし。 世に 聞え しれる 人 はぁリ やなし や。」 と 云つ 

てゐ る。 なほ 次の 歌の 詞書等 は 主として、 賀茂翁 家集に 従って ゐる。 この 家^に ない もの は 其の 所 出 は 歌の 

下に 記して 置いた が、 これ は 二三 首し かない、  • 

家に 歌よ みける に 春 日 望 山と いふ 事 を 

見渡せば 天の 香 • 具 山う ねび 山 あらそ ひたて る 春霞 かな (重出) 

海邊 早春 

みちの くの ちかの 鹽 がま 春 來れば 煙よ リこ そかす みそめ けれ 

雲 雀 

霞 立つ 春 野の ひば リ なにし かもお も ひあが リ てね をば 鳴く らん 

大和 よし野 山の 花 をみ てよ める (長歌の 反歌) 

もろこしの 人に 見せば や みよしのの よし野の 山の 山 さくら 花 


題 しらず 

すがの ねの 長き 春 日に なリ ぬれば こころす さみ ぞ いとな かリ ける 

(うら-/ \ と 長き 春 日に. なリ ぬれば 心す さ びに いとな か 力け るィ) 

(大 江の 水門に ィ 

おきつ 風 吹に けらし なむ さしの 海み ともせき まで いづる 舟よ る 

卷の はて 

(行 泰を しめ ひきは へ てィ 

常 陸に は 田 を こそつ くれ しめ は へ てけ ふ 行 春 を 誰かと 、乂 むる 

すみれ を 

故郷の 野べ 見 にくれば むかし わが 妹と すみれの 花^に けリ (重出) 

卯月の はじめつ 方 茂 子の せの 身 まかりつ ときき て * はな 

などお くりけ るに さした る 歌 

世の中の はかなき 時 は ほととぎす 鳴く ね もこと に. うら ぶれに けリ 

よの子が 信濃路 をへ て 紀の國 へ ゆく に、 たちに しのち、 

おも ひやり-て よめる 

(しも ゃィ (行らん ィ  -, . ，ト 

け ふ も かも 分 行ら しも 大き そや をき その 山の 峯 のしら 雪 

くれな ゐの引 裳の 神 もま もる らん 旅 ゆき しらぬ 君が ゆく へ を 
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とほつ あ ふみの 佐 益の 中 山のに しに、 つ， 人き て 今 は あは 

が だけと て 高き 山 ぁリ、 延 喜の 式に 安波々 神社と ある こ 

れ なリ、 その かた、 ゑに かきたる に、 その 麓に 旅人 あり、 

それが 心 をよ みつ、 時 は 秋の はじめつ かたな リ。 

東 路は农 手 さむく しら 雪の あは はが 嶽の 秋の は つ 風 

山吹 た.^、 見る 人ぁリ 

故鄕は 春の くれ こそ あはれ なれ 妹に にる て ふ 山ぶ きの 花 

う ぐ ひす を 

うちわた す 竹 田の 原の 雪のう ちに 鶯 なきぬ 春の 初 こ ゑ 

月の 歌と て 

つ あ ふみ 濱 名の 橋の 秋風に 月す む うら をむ かし 見し かな 

見 わたせば ほ の へ き リぁふ 櫻 田 へ かリ 鳴き 渡る 秋の 夕 ぐれ 

嵐 

信 濃なる すがの あら 野 をと ぶ わしの つぼ さもた わに 吹く 窟 かな 

旅の 歌と て 
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足 柄の 關の山 ぢを北 ゆけば 空 も を ぐらき 心地 こそ すれ 

寒 樹 

曰 を さへ し大 河の へ のく ぬ 木 原 冬 は 風 だに たまら ざ リけリ (：^ 針 一 

秋のう たと て 

もみ おする 時 にし なれば あし 引の 嵐の こゑぞ 物う かリ ける 

山 

(ちはやぶる 

下野 や 神の しづ めし ふたら 山 ふた」 びと だに 御世 は 動か じ 

秋の 歌と て 

秋風 はたちに けらし なさらし なや をば すて 山の ゆ ふ 月 の 空 

神無月の 紅葉 をよ める 

かみな 月 かた 山 あらしの どかに て 紅葉 みるべき け ふに も 有 かも 

詠 雪 

(ぬば 玉の ィ  ( あ ひて ィ 

はし だて の くらはし 山に 雪 きら ひ 高 市國原 雪ふリ にけ リ 

時雨 をよ める 

高 鴨 は はゃくしぐれぞふ.^^にけるかっらぎ山の峯の浮ぐも 

ふるさとの 樓の散 かかる を 人の 見る かた 
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よしの 山 わが 越 くれば 落た ぎつ 瀧の 宫 こに 花ち リ かかる 

九月 十三夜 縣居 にて 

秋の 夜の ほ がら と 天の原て る 月 かげに かりなき わたる 

こ ほろ ぎの 鳴 や あがた の わが 宿に 月 かげ 淸し とふ 人 も かも 

あがた ゐ のち ふの 露 原 かき 分て 月見に きつ る 都人 かも 

(のみ ィ 

に ほ 鳥の かっし かわせ のに ひし ぼリ くみつ つ をれば 月 かたぶきぬ 

遠 江の 山のお くなる 浦 川と いふ 所を廣 くしめ てす まふ 雛 

島 まさち かとい ふ 翁、 今年 七十なる を 我 も 遠き ゆか リぁ 

れば、 ことぶきて よと 遠々 にい ひお こせし かば よみてお  . 

くる。 

まさか 山お くやまず み をい は ひつ」 榮 えむ 世々 は 限り しられず 

十二月の はじめつ かた 傳 通院の 室に まう でた るに、 あけ 

ん としは 增上 寺へ うつりて 大僧正と 聞えん まう け、 うち 

うちあ リ ときき て 

G て たつなる 

朝日影に ほへ る 山に 紫の 雲た ちわた る 春ち かみ かも 

詠 菊 


あたら 代の た ひらの 宮に めで そめて 菊 は 千ぐ さ にな リに ける かも 

きさらぎの 末つ方 櫻の 花 もや \盛 なるころ. 伊久 米の 君 

のお はした るに 庭 を はたに 作れし がす ^ なの 花の さかり 

に 咲たり ければ よみて いだし ける 

春され ばす M な 花晚く あかだ 見に 君 來 まさむ とお も ひかけ き や 

光海 靈神 碑文に 書付け し旋頭 歌， の 私に) 

とほつ あ ふみうな びて らして よれる、 しら 玉 遠き 世に 名 をか乂 さんと よれる しら 玉 (明 和 四 年 七十 一歳) 

以上、 宇 萬 伎が 最も 古風の 歌と して 擧 げた ものの 大部分で あるが、 この 中には その 年代から 晚年 即ち 第三 

期の 歌の みとも 思 はれない もので、 第二 期の 始頃 のの も 入って ゐる" 二期 三 期と 區 別して 擧げ ると 云 ふこと 

は 中々 困難な ことで も あるが、 今 はこの まま にして置く。 

四 眞淵 歌論の 後世への 影響 

近世の 歌論 は、 元祿十 一年に 成就した 戶田茂 睡の梨 本 集に 依って、 中世 歌論が 破壊され、 寬保ニ 年に 出來 

た 荷 田 在 滿の國 歌 八 論に 依って、 其の 問題が 提出され たので あるが、 同年に 宗武卿 は 國歌八 論 餘ーマ n を 以て 在 

滿 に反對 すべき 所 を 述べ、 在滿は 更に 國歌八 論 再 言 を 著し、 眞淵 は延享 元年 國歌八 論 臆 說等を 著して、 宗武 

卿に 答へ た。 この 三者が 三 巴に なって 論じあった 後に、 大菅圭 も寶展 十一 年に 國歌八 論 斥 非 を 著し、 本 居 
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宣長も 明 和 五 年に 國歌八 論評 及 八 論 斥 非 評を發 表し、 更に 荒木 田 久老、 伴 井 W 溪は 各々 國歌八 論評 を 出し、 平： 

安逸 人糟粕 子の 國歌八 論 斥 非 通 敷， 藤 原 維 濟の國 歌 八 論 再 非 再 評 等 も 出る と 云ふ譯 であった。 即ち 眞淵も 八. 

論 を 中心とした 近世 歌論 界に 於け る 一 方の 統領で、 なほ 臆說 など 以外に 新學ゃ 歌意考 など も 出し、 歌論に 於： 

て 後世へ 大きな 波紋 を 投じた。 その 功は沒 すべく もないで あらう。  一 

縣 門から 立派な 歌人が 輩出して ゐ るが、 是等 門人 は總 てが 師説の 遵奉 者ではなかった。 荒木 田 久老、 机収ー 

魚彥、 河 津宇萬 伎、 栗 田 土滿、 內山眞 龍の 如き は 古 調の 立場に 居リ、 本居宣 長、 加 藤 千 蔭、 村 田 春 海 等の 如 一 

き は、 新 古今 や 古今の 新調 を 主持して ゐ るが、 齊 しく 縣 門に 於て 洗 禮を享 けた もので、 是 等が 全國 的に 弘. M 

して • 寶暦 期の 眞淵を 中心とした 革新 運動の 瀰漫 とな リ、 次の 天明 期の 縣門 全盛期 を將來 した こと は 旣に說 

き來 つたと ころで ある。 この 縣 門に 對 して 反動的に 崛 起して、 旗鼓 を 鳴らして 攻 寄った の は 文政 期に 於け る： 

桂 園 派で ある。 當時、 京都に 於て、 この 桂 園 派の 統頭 番川景 樹と對 立して 居った の は 小澤^ 庵で あるが、 こ 一 

の M 庵も眞 淵の 歌論に 對 して、 猛烈な 批難の 矢 を 放って ゐる。  ： 

藍 庵の 歌 學說は 「た 乂 ごとうた」 の說 で、 古語に 拘 まないで 極く 平易な 語 を 以て 自然 具 實の情 を 歌 ふこと 一 

を說 くので ある。 この 自然 眞情を 吐露す るの が 歌で あると 云 ふ は、 眞 淵の 說と 同じで あるが、 〈淵 は晚 年に： 

は 多少 寛大に はなって 來 たが、. 先づ は專ら 古語 を 以て 表現すべき を 主持して ゐる。 而し、 魔 庵 は 平易な 語 を 

以て 表現せ よと 云 ふ。 此處に 大きな 相違が ある ^ 蘆 庵 は， 

「後世の 歌の 姿 飼 一 切不, 用、 萬 葉 日本 紀. をみ とふた との 箱に して、 此中を ffl, つる 事なら ざる 歜人 ぁリ。 Ajj 


れは 末代の 衰 へたる こと を 厭 ひて、 古代の 未だと との ほらざる を 知らず、 理 にくら ければ なリ、 …… 宫殿 

定まれる 後に、 穴に 住み、 火食す る 時に 至りて 生物 を 食 ふが 如しピ  . 

と 論 敷して ゐる。 

香川景 樹は 「歌 はこと わるものに 非ず、 しらぶ る ものな リ。」 を 歌の 信條 として、 眞 淵が 新學に 於て 

「これらの 心 を 知らん に は 萬 葉 集 を 常に 見よ、 且つ 我 歌 も それに 似ば やと 思 ひて， 年月に よむ ほどに、 そ 

の 調 も 心 も 心に そ みぬべし。」 

と 述べた に對 して 

ひが； - 一と  おもん ばかり 

「按 るに こ は ゆ」 しき 妄 論な リ。 歌 は 情の ゆく まに/ \ ひとり 調べ 成 やて、 思慮 を 加 ふべき ものなら ね 

ば、 古に 擬似ん とする の 速 あらん や。 若し これ を 似せた らんに は、 やがて 飾れる 偽の み。 又 似せん として 

似べ きものな らん や。 これ を 似せて 似せた らんと 思 ひ 居らん は いと ぁぢ きな し。 一と。 

自然 眞 情の 發 露と すれば、 古に 擬 する いとま はない、 擬 する こと は旣に 偽って ゐ ると 云 ひ、 觅に 「今の 世の 

歌 は 今の 世の 詞 にして、 今の 世の 調に あるべし， ビと云 ふ 立場から して、 古道と 詠歌と を 同ニ視 する こと を 非 

難して、 

「若 かの 所謂た を やめ 風の 國 ならん に は、 其 歌 もた を やめ 風な らんこ そ は、 やがて 天地の 眞赏の すがたな 

るべ けれ。 さらん を 丈夫の 風に ならへ とい ひ、 又 萬 葉に 似ば やと 思へ などい へる は、 偽を敎 へて 誠 をみ だ 

と よ さ 

す ものな リ<- あな かしこ。 さる かた ざまの 歌 をのみ 年月に よみ もて 來ば、 しらず/ \厳 遠に はせ て 取、、 い を 
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1^ らさ へやり 

失 ひ、 宽には 物 狂 はしく さへ 成り ゆきて、 いと 乂鴃 舌き くらん 心地 そすべき ピ 

如何にも 厳酷な 批評で はない か。 更に 眞 淵の 「古の 歌 は 調 を も はらと せり うた ふ もの なれば なり。」 に對 

して、  . 

^  A  まこと 

「古の 調 も 心 もとと-のへる は、 他の 義 あるに あらず、 ひとへの 誠實 より 出づれ ばな リ。 ：… 自ら 調成リ 

て、 巧め るが 如く 飾れる が 如く その 奇妙た ぐ ふべき 物な きに 到る は、 天地の 中に この 誠よ リ まぐ はしき も 

のな く、 この 誠よ リ うる はしき ものなければ な.^。 されば 古の 歌 は 自ら 調 をな せリ とい ふべ し。 意 を 用 ひ 

て 調べな したる 物と 思 へ る は いたくた が へる ことな リ。」 と。 

中々 に 手痛い 攻擊 である。 而し 景樹の 評言が 全部 肯定 さるべき もので も あるまい。 「似ば や」 と 忍って. n 己 を 

常に その 傾向に ある やうに 工夫す る ことが、 詠歌 態度と して 許す 可らざる ことで あらう か、 また， 自己が 古 

語を體 得して 肖 由に こなす ことが 出來 るなら ば 表現に 際して さして 思慮 を 加 へ る耍 もな く 自然に 自由に 出る 

もので はなから うか、 景樹の 言 ふ 所 確かに 精 殺に して 歌の 本質に 觸れ てはゐ るが、 餘 りに 嚴酷 にして わざと 

らしく、 他 說をも 採るべき は 採る と 云 ふ 寛容の 態度に 缺 けて， ゐ はしまい か。 この 景樹の 峻烈な 大上段に 構へ 

た 難 言が、 翁の 生前に なされたならば 翁 も 亦 かの 峻厳な 態度で、 正眼に 構へ て、 筆陣 を 張って 釗戟の 火花 を 

散らした ことで あらう、 品 川 東海 寺の 墓 下にうた」 脾 肉の 歎 を 託って 居られた ことで あらう。 

最後に 大 平の 眞 淵の 歌道の 功を稱 へた 一 文 を 引いて この 章の 筆を擱 く。 

岡 部 翁の をし へ ょリ 古風の 歌の ひろま リ ける こと をし るす 詞 ， 


遠 御代の 大詔に 東 人 はつねに いはく、 額に は箭 はたつ とも 背に は箭 はたて， じと、 いひて 君 を 一つ心 を もて 

守る も のぞと 宣給 へ る はも、 まこと いさみたる 武 きいく さに こそ はあり • けらし C こ こに 賀茂 大人 は 遠つ 淡 海 

の國に 生いで \ 山 代の 荷 田 大人に したが ひ 古の 書の 八十 書 を 見 あきらめ、 かの 東の 江 戶の御 里に ま ゐて田 安 

の 殿に 仕へ 奉.^ つ」. 无邪志 野の 草 は、 もろむ きか も かく もと 我 天皇に なびか ひ よれり しいに しへ を、 た ふ 

とび 眞 1 葛 葉のう らう へ ある 心 もて 一 まよく かざれる 外國の 道々 の はび ひろ ごリて 人の 心、 おのが むき./ \ さか 

しくな りに たる 世の なら はしの、 ふさ はしからぬ を うれ はしみ 思 ひて、 い \ ^益荒男 やむな しく あるべき と燒 

大刀の 利 心 をふリ おこして 梓弓 身 は 末の 代に 在 も、 なくる さの 心 を 遠つ 古に かよ はさば、 その 世の 手 m. もな 

どかさと リ しらえ ざらん。 そ を しらむ に は、 まづ その 代の 歌と 共 代の 人の 心詞 にし あれば、 そ を あつめし る 

したる 萬 葉 紫 をつ ねね もころ に、 見つ \ おのれ もまね びよ み、 劍の 大刀の 短歌 を も八尋 稗 根の 長歌 を も、 物 部 

のた」 かひなら ふごと く、 朝夕に よみ なれてば、 その 心 も詞も わがお のづ からの 物と なりてん。 しかして こ 

そ 御代つ きの 史等を も 神代の はじめまで 眞 澄の 鏡 明らけ く は、 しリ あきらめて めと、 いひて な も 人 を もい ざ 

な ひ、 をし へ 給 ひける。 そ もく、 かの 集ば しも 石 上布 流 野の 道の ふりに し 時よ リぃリ たちわけ みる 人 も を 

さ/ \ なくて、 世々 經 ける を、 さきに 難 波 人の いそしく も 先た ちわけ ぃリ てよ きしる ベ をな も、 しおきけ る 

たづくり  r_ 

を、 玉 川に さらす 調 布 さらに 又此柬 人な もしめ 野と しめお きて、 年月 まねく 狩 あそびつ、 かの 浦人 は猜ぇ 

がて にしけ る 言の 意 も、 ね もころ/ \ にう かねら ひ、 とき さとされけ るに、 そのこと わ.^ 射 はなつ 矢の あた 

らぬ はなく、 な もぁリ ける。 しかの み武き 赤き 心 をき はめつく して かに も かくに も、 古事 をら、 まなば ひま 
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しければ なも此 古事 學 びの 道 は 世に ひろく ひろま リに ける。 かれ 此 大人 を 軍の 君な すた ふとみ したが ふと も 

トリ へ ク>' 1 ギ 

がら 此を しへの まに まに 葛 城の 襲 律 彥眞弓 ひきて ゆるべ ず、 大伴久 米 部の 取帶劍 いよくと ぎつ、、 まな 

ィフネ n ゲ チア ヲミ ナフ 

びな ば、 力の 石 根 木立 靑水沫 もこと とひき と、 いふ ことの 如く、 國 もせに みちさ やげ る外國 のさ かしき 誊の 

道々 を も、 や」/、、 にこと むけ 掃 ひて. かけ まく も かしこき 祌祖の はじめお かしし 殿 鉢い かしき 道 をば、 あ 

ら はさむ 物ぞ といそし く、 うれしく よろこ ぼひて な も かの 野に さくち ふ、 うけら が 花の 色に いで \、 かくい 

ふに な も ありけ る。 此詞 はは やく 安永 九 年の ころ 書た リ けれど、 そこ かしこ、 しひた る こと もま じれり けれ 

ば ことし 文化 十 年 九月 あらため 正しつ。」 (藤 垣內 文集) 


第 三 章  一 S 葉 硏 究 

本節に 於て は 先づ眞 淵の 萬 葉 研究の 由來 すぶ 所 及び その 研究の 經過を 述べ、 次に その 研究 法より 編者 及び 

年代、 歌人 評に 及び、 次に 眞 淵の 萬 #1^ 究に 於て 最も 有名なる 卷 次の 說を 観、 最後に 眞 淵の 見た 萬 菜の 諸 本 

を擧げ るので ある。 而 して その 最も 重要なる 著作物 は 別 章に 擧 げたので あるから ここに は 略した ので ある。 

なほこ の外擧 ぐべ きこと も ある やうで は あるが 先づは 大綱に 留めて 置く。 

I 眞淵 i 萬 葉 

i ハ淵， の 父母が 古 調の 歌 を 好み、 その 幼少の 頃から 膝下に 於て さう した 歌に 親しませて 吳れ たから 後年 蕩菜 

研究に 入る に 至った と 歌 意考に 述べて ゐる こと は 別 節に 於ても 說ぃ たこと である。 當時 父が r 此 いにしへ な 

る は、 さ こそと は 知られて、 心に もしみ、 とな ふるに もや すらけ くみ やび かに 閗 ゆる は」 「いで 物なら ふ 人 

は 古に かへ りつ、、 まねぶ ぞと、 かしこき 人た ちも敎 へお かれつれ ピと云 はれた こと は 潜在意識 となって、 

それが 中年 以後に なって 最も 强く顯 現した ので ある" 

新くて 三十 七歲 上京して 春滿 に就學 したが、 春 滿は古 學に廣 く 通じた 大學 者、 萬 葉の 學に 於ても 萬 葉，^ 訓 

釋、 同 僻 案抄、 同 講義、 同 拔抄、 同 童子 問、 同 問答 抄 等の 大部の 著書 も ある ことで あるから、 是 等に 就いて 
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も問學 した こと は 想像に 輦 くな い。 

一 fs 文 二 年 四十 一 歳で 江戶に 出府して、 當初は 信 名 や 在滿 などと 百 人 一 首の 研究 を した リ などして 居った 

か 翌 三年 正月から 萬 葉 會講の 企てが、 信 名の 在府 日記に 見え 始め、 それが、 八月 二十 七日に 信 名の 家で 初 

會 せられて 同年 十一 月 二十日に 「萬 葉 二十 卷之評 會相終 也」 と あ リ.. 眞淵 は每囘 熱心に 出席して 自說も 述べ 

てゐ る。 而 して 翌年 三月 十日に は眞- 淵が 主催と なって その 家に 萬 葉 壤評會 を 行 ひ、 四月 以後 は 信 名の 家で 催 

され、 六月の 終リ まで その 記事が ある。 之 は 萬 葉 集中 難解の 歌 を 主としての 研究 會 であった、 と 荷 田 信眞氏 

は 云って ゐる。 而 して 信 名 は 春 滿の傳 に 依って 萬 葉 集 童蒙抄 四十 六 冊の 著が ある。 眞 淵の 萬 葉 研究 はこの 荷 

田家の 傳カ預 つて 力と なって ゐる ことが 多い こと を 忘れて はならぬ、， 斯くて 具 淵 は 萬 葉 集 遠 江 歌考を 四十 六 

歲 のとき、 萬 葉 解 を 五十 三歲 のとき、 而 して 新 採 百 首 解 を 五十六 歳の 時に 述作して ゐる。 所くて その 研究 は 

月日と まに 進み、 その 家に 於け る 講會は 度 重ねられて. ゐる。 一生の 大業 はこの 萬 葉の 全 註 釋{ 元 成に ある、 と 

決心の 臍 は 固められ たので ある。 そして 筆 始めは 寳暦六 年 六十 歲の 時で あるが、 この 前年に 餘野 子へ 宛てた 

手紙 は當 時の 心境 をよ く 物語って ゐる。 

「源氏 もや」 凝き て 書て 侍リ …… いかで、 萬 葉な ど を 書 明らめ なんこと を こそ 思 ひ 侍る に、 かかる ことこ 

年 を經ば さる のぞみ もえせ で終リ なん ぞ、 口 をし うなん。」 と ある。 

かくて、 寛延 元年 五十二 歳に、 先づ 成って 居った 冠辭考 は、 更に 補修 せられて、 寶潜七 年 六十 一歳に して {^兀 

成し、 研究 は 一層 進境 を 見せて 來た。 寶» 十 年 十 に 至り 萬 葉考卷  一、 二と 別記 一 卷とは 兎に角 脫ー？ おした。 


更に 書翰に 依って 萬 葉 考に關 する 所 を 拾って 見る と、 明 和 二 年 六十 九歲の 六月 二十 二日 頃に は 萬  一 二三の 淸 

書 漸此程 終った と ぁリ、 明 和 四 年 七十 ー歲、 旣に 出版に 就いて 書肆に 談じ明 和 五 年 七十 ニ歲 萬葉卷 一二 別記 

一 卷 出版の こと を 江 戶の御 書物 師出雲 寺 和 泉 椽へ談 じ、 この 手より 京の 三 條高倉 東へ 入 升 屋町出 雲 寺 店に 賴 

ん だのが 二月 末で あるが， 三 ヶ月 もた つて 五月 二十日に まだ 一枚 も出來 ぬと ある。 それが、 六月に|2^ら彫刻 

中で、 別記まで は當 年中 かからう、 「老年 明日 もしらねば 心 急 も 申 候 事 也に と宣 長に 申 送って ゐる。 明 和 六 年 

二月 二十日に は 「萬 葉 初 卷之判 も 段々 來ル四 五月に は 披露 可， 致と 存候」 と あるが 次第に 手 連れと なって ("几 

成された の は 同年の 九月の 末ら しく 田 安. 家の 臣靱 負に 宛て、 「一、 先年 注 考致置 候、 萬 葉考、 去々 年 出版 申 付 

候 處遲く 漸此節 相 調 候 間 先入 御尊覽 度、 今日 其 許 樣迄進 候、 不苦思 召 候 は V 御 披露 奉 願 候， 萬 葉 は 大部に 

候へ ば 出版 仕 候 事故 此度先  一 二と 其 別記 一 冊と 都合 三卷 出来の 分に 御座 候 此後相 續て三 四 五六の 卷 まで 出版 

可 仕 心 かけ 申 候」 と 申入れ て 恩顧 厚い 殿に 取次 方 を 願った のが 歿前 正に 一 ヶ月の 九月 二十 九 n である。 苦心 

慘 憎、 刷 本 を 手に した 翁の 喜び は 想像され るので ある。 

この 出版 は 前記の 如く 萬葉卷  一、 二と 別記の 三卷 とであって、 次の 卷三、 四、 五、 六、 及び 別記の 三卷の 

して 了った の は 明 和 五 年 十一月で、 この 中で、 卷三、 四 及 外に 別記 三卷は 文政 八 年 出版され、 第五、 六 

と 別記 三 卷は天 保 六 年に 出版され、 その 眞の萬 葉で あると 主張され た 流布本の 卷ー、 二、 十三、 十一、. Hr 

十四の 六卷の 順序 も 改められて、 眞 淵の 考註 そのままで 出版れ たので ある" かの 書簡に ある 翁の 志 はこ こに 

至って 遂げられ たので ある。 さて 前記の 如く * 眞 淵の 萬 葉の 註釋 はこの 六卷が 生前^ めら れてゐ たので あつ 
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たが、 而し 二十 卷 全部に 渡って 勿論 檢討 は盡 され、 門人に も その 講義 をな し、 草稿 等も存 して ゐた。 それ を 

補遺して * 殘 りの 十四 卷の 註釋を 成就 させた のが 粕諸 成で ある。 是 等の 事情 は その 著書の 解題に 於て 詳說す 

る ことにした" 

之 を 要する 眞 淵の 古 學 研究の 中心 は 萬 葉に 在った もの、 之に は 三十 餘 年の 日子 を 費して 居る、 而 して その 

芽生え は 幼少の 頃に 在った ので ある。 一書の 奥義 を 極める の は 容易の 業で はない、 宜しく 吾人 學徒は 三^す 

べきで ある。 

附 說 

なほ、 お葉 舉に 於て、 契冲の 研究の 影響して ゐる こと も 認められる。 卽ち、 その 害 かれた ものに も 契 冲の說 を 引用して ゐる。 eg 近 私 は 

濱 松在裰 志 村の 名 倉 家に 傳 はる が 翁した 契冲 の 萬 葉 第總釋 を 見 た。 これ は卷 紙に 細 書した もので、 ISA ふに m 尺に も餘 らう か。 大方、 

江戶に 出た 頃に でも 5Ek? し いて、 その 研究の 參考 とした もので あらう と 思 ふ。 

二 萬 葉 研究 法 

萬 葉を讀 むに は 先づ今 本の 點本を 以て 五行 讀 むが 宜ぃ。 さすれば 大. 槪訓例 も 語 例 も 前後 照應 されて 自然に 

覺 える。 次に 大體意 を 吟味す る こと 一度、 次に 活 本に 今 本 を 以て、 字の 異を傍 書し 置いて、 無點で 謂む がよ 

ろしい。 初めは 非常に 心得難い ところ も 出て 來 るし、 また 案外に 訓が思 出されて 讀 まれる こと も あらう。 何 

うしても 讀み 得難い 所 は 更に 點本を 見る と、 實に 善く 訓ぜ られ たと 思 はれる 所 も 多から う。 之 を數度 繰返し 

て、 而 して 後に 古事記 以下 和名 抄 までの 古書 を 見よ、 記 * 紀、 式の 祝詞、 代々 の宣 命の 文な ど を 見て、 また 


萬 葉の 無 點本を 見れば 大半 は 明かと ならう" 斬くて 今の 訓點に 就いては、 或は 疑 ひ、 或は 善 fi^c と S ひ、 或は 

誤に 相違ない なぶと 覺リ、 旦っ 文字の 誤、 衍字、 脫字 などに も 疑 を 起す、 この 疑 は 獨斷で 決しよう として は 

ならぬ、 この 疑 を 常に 心に 存 して. 他 書 を 見、 或は $ ^の 方言、 俗言な ど を 聞く と 思當る ことがある。 そし 

て 自らの 考を めぐらす と 案外 善い 定說を 得る ことがある。  . 

是 は眞. 淵の 體驗を 本と して 書いた もので あらう が， 一書に これ だけの 熱 を 持ち、 これ だけ 繰返して 讀 思す 

れ ばた，. -に萬 葉の脊 のみで は あるまい。 各方 面に 於て 深く 詣る 所が あらう。 眞淵 はこの 精讀 主義 を 以て 祝詞 

を 見、 記紀 を讀 み、 宣命を 4 力へ たこと であらう。 

斯くて 眞 淵の 古 學は萬 葉 研究が 中心であって、 令 律、 記紀、 延喜 式、 和名 抄、 懷風 藻、 古語 拾遺、 性獯集 

などに 通 熟すれば 萬 葉學の 助と なると 云 ふ 立場に 於て、 是 等の 研究 を獎 めた ので ある。 而 して、 |e ^紫に 詣っ 

て. 古語 を 覺リ、 古風 を 知リ、 古 精神 を 窺 ひ. 更に 立 返リ、 廣く古 學に涉 り-、 やがて 古道、 固有 精神に 至る 

のが 眞 淵の 古學道 である、 閑話休題- これらの 古書が 實際萬 葉の 學に 役立つ ものであると 云 ふ 例と して 次の 

こと を 述べて ゐる。  • 

祝詞 式に 通 熟して 各 時代に 依る 古文の 變遷を 知らなくて はならぬ U 自分の 觀る 所では、 この 祝詞 式の もの 

は 飛鳥 藤 原の 朝に 始まって、 延喜 時代に 及んで ゐる。 卯ち 飛鳥 藤 原 朝 は 最も 高 古 雄 健で 盛時と 云 ふべ く、 奈 

良に 至って 漸く 弱くな リ * 平安に 至って 淺近 となって ゐる。 之 を 萬 葉に 見る に 藤 原 朝に 人 麻呂が 出て 古今 獨 

步 であった が、 赤 人 は奈良 朝の 人で 少し 弱 調に なって ゐ ると 云ふ譯 で、 彼此 對照 すると その 變遷は 能く 明か 

第三 車 M 葉 研 究  八 九 


第三 編 思想 及び 研究  四 九 〇 

となる。 

また、 令 律 有識 故 寅に 通じて、 禮式 • 官位 • 衣服 • 及び 諸 國民戶 • 防人 • 都鄙 • 山海 • 坊 里 • 關市 店な ど 

の 古法 制 を 知らなくて はならない。 彼の 第五 卷の 貧窮 問答 歌の 

楚取 五十 良 我 許 重 波 云々 

これ は戶 令に ある、  ， 

凡 In 以， 五十 戶 I、 爲， 里。 每， 里 置， 一長 一 人 I。 掌 下 檢，， 校戶 ロー、 諫， 一 殖農桑 一、 禁-, 察非途 一、 催 e 駆 賦役 t 云々 

しもと 

の義 で、 貧に して 滯れる 賦役が ある 故に、 里 長が 笞を 持って 責む るの を 云 ふつ 楚は笞 に 同じく、 良 は 良賤の 

良の 義 ならば 是も おさと 訓む ベく、 或は 長の 草書からの 誤リ であるならば 勿論お さで ある。 故に、 

しもと とる さとお さが こ ゑ はね ゃ戶 まで 來 たちよば ひ 

と訓 むべき である。 若し また、 五十 戶良 をい へお さと 訓 まば、 四卷 に言齒 五十 戶 常と 借りて 眷 いて ある。 故 

にいへ おさ は戶 主で ある。 戶主は 其 家人 奴婢の 出すべき 物 を 責める ので ある。 家人 奴婢 も 各 北 二  P 中に 別に 

居所が あるの が 古制で ある。 此歌は 作者 自らの 身上の ことではなくて、 贫人 のこと を 詠んだ ので あるから 賤 

人の 上の ことと しても 害 はない。 即ち 以上 二 事のう ち 何れ かの 事で ある.' 然るに 楚 取の 二字 を 今 本に は缺ぃ 

て訓 まず、 五十 戶良我 をい へらが と訓 んでゐ るの は 何の ことと も 思 はれない、 これら は 古制に 疎い からで あ 

る。  . 

斯 くの 如く 萬 葉 以外の 古典 を涉獵 して、 その 訓解の 助けと しなくて はならない が、 萬 葉の 本文に 就いても 


前後の用例をょく銘記して置ぃて比較歸納して今本の§.す^|^4ダダ|;^;;;;^ぃで^か.^-か。 一 字の 誤で 一 首 を 

みだし、 一語 違って 他 歌まで 疑 ふと 云 ふ 例は尠 くない。 例へば、 一 卷の輕 皇子 宿-一 安騎 野； 時の 人 庥呂の 長歌 

の 反歌に 

眞草刘 荒野 二  、に g^J- 本 を 者雖有 退去 君 之 形見 跡 曾來師  • 

この 歌の 葉 字の 上に 黃 字が 落ちた のを考 へず、 三 句 以下 を、 

すぎゆく 君が かたみの あとよ. 5^ ぞ こし 

と訓 んでゐ る。 これ はこの 次の. 歌に よるに、 輕 皇子が 御 父， の 日 並斯皇 尊が、 前に 御獵 のあった 所で あるから 

詠まれた ものである。 それで、 この 訓 では 何の 事 か 判らない。 そこで 黄 字 を 補って、 

もみおば のす ぎに し 君が かたみと ぞ こし 

訓 むべき である。 黄葉の 散 過ぐ る を專ら 人の 死去に 例へ、 或は 時節の 移る にも 例へ る。 即ち、 

も Itv- ばの す ざて い； g くと 

黄葉 乃 過 伊 去 等 ニ卷 

う つりい ぬ. e ば 

黄葉 乃 移 伊 去 者 三卷  、 

すぎね ろ こ ら 

葉 葉 乃 過去 子等 九卷 

す^llて：e，ぬと 

黄葉 之 過 行跡 十三 卷 

すきれ やきみ が 

黄葉 乃 過 哉 君 之 四卷 

すぎが てね U を 

黄葉 之 過 不勝兒 乎 十卷 
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等の 用例より 觀て黃 字 を 補 ふべき である。 

また 十卷の 「詠 雁」 と 題した 十三 首の 歌の 中に 

やえと へ こ：^ろ^1ヮが；^に，- 々t_.L*5fi.?-Fy<s^-<.s:- つ 、 

第 一 云 「秋風 爾山跡 部 越 雁 鳴 者 射 矢 遠 放雲隱 筒」 

1  ほく  ゎ5" こふい も に つげ こ- V 

第二 云 「明閽 之 朝霧 隱鳴而 去 雁 者言戀 於， 妹吿 社」 

たき、 し かリが r;: くもの へに こ よ ひなく た ヮ 0  0  0  0 

吾 屋戶爾 鳴 之 雁哭雲 之上爾 今夜 喧成國 方 可 聞 

遊 群 

さ *i  * しかの つ. 二と ふとき- i つき を V-  A  リ  ジね きこ は いまこ く  ，) 

左 小 牡鹿 之 妻 問時爾 月乎吉 三、 切 木 四 之 泣 所 聞 今時 來等霜 

と あるが、 從來 「國方 可 聞」 を 「くにつ かた かも」 と訓 んでゐ るが、 之で は 意 を 得て ゐ ない。 前 二 首の 意 は 

ここに 鳴く 雁の 雲が くれて 遠ざかる の はわが 思 ふ 大和へ 越える と 忍び、 旦っ 我が 思 ふ 妹に 言俾 てよ と 云 ふ 意 

へ にへ か .《  S 

である がら、 次の 歌 も 旅に して 聞く 雪 隱れの 雁 は 我が 國の 方へ 行く であらう の 意と 見るべき で 「國方 可 問 遊 

群」 とすべき である。 遊 群 は 赛寫の 時に 二 行に 跨った ものが、 從來 題の 如く 思 はれて、 唐詩の 群 雁、 鹿 群な 

どの 用例から 頻 推せられ て解說 せられて 居った が、 之 は 面白くない r- 

眞^の 萬 葉の 本文 考穀 は斯 くの 如く 精 級で. 考證の 妥當を 失 はない やうに 戒心した-」 また 一 方、 「凡 古都 はた 

とひ 誤字と み ゆると も * 多く は 其 ままに して、 傍に 私の 意 をば 注し 付べ し： 己 は 誤な りと おも ふ 文字 も 却て 

正義なる 後 賢の 辩 出来ん も 知が たければ な リ。」 と，^ この 學者 的な 忠實を 失 はずに、 常に 古來の 本文 は 尊 貧し 

て 過誤に 陷ら ないやう に 努めて 來た。 而し、 或は 獨斷の 謗 を 受け 無いで はない。 眞淵は 異本に 依る 本文批評 


は餘リ せす、 內證に 依る 本文批評 家の 代表者と せられて ゐる だけに 透徹した 眼識 を 持ち 自信 は 飽くまで 强か 

つたので あるが、 博く 比較 校合す ると 云 ふ 方面が 缺 けた爲 に、 かう した 批難 は 何う しても 免れる こと は出來 

ない。 

三 編者 及 年代 

藤原定 家が 「總 ベて 書籍の 述作 時代な ど は 他 書に 記して あるの を その 儘 信じて はならぬ。 その^^；^の內容か 

ら 推論すべき ものである。 萬 葉に 於ても 橘 諸兄の 作で あると 世繼 物語に あるが、 之 は 誤であって、 大俘家 持 

の 編した ものである ピと. 云った こと を、 眞淵は 卓論な リ と稱揚 して、 更に それに 補說 して ゐる。 卯ち 續紀を 

見る に 諸兄 公の I 滅 じたの は 天平 寶宇 元年 正月で あるのに、 此藥の 中には 同 三年 正月の 歌 も 載って ゐ るから 公 

の 撰と 云 ふこと は 云 はれない つ 而 して. 家 持 卿の 撰と 云 ふべき 證は  • 

( 一 ) 萬 葉に は 大納言 以上の 人に 名を稱 せず、 然るに 父， 旅人 卿が まだ 中納 言であった 時の 歌に も 「中納 言 大 

♦ 伴 ■」 と 書く。 また 祖父の 時 も 名 を 害いて 無い。 この 二十 卷の 中には 微官の 時の 歌 も あるべき 答で あ 

るのに、 一 所 も 父祖の 名 を 書かない。 

(二) 末の 各卷、 家 持の 歌に 限って 「拙 懷を述 ぶ」 なと 卑下の 言葉の ある こと。 

(三) 第 十七 卷 以下 は 明かに 家 持の 家 紫で ゐる。 この 家 猿た る こと は 「家 持 卿 所， 注」 と 書かれて 「所， 撰」 

と 書かれて 無い ことに 依って 知られる。 
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ft- に、 春 滿の萬 葉 集の 撰者 論 を 紹介して ある。 即ち、 

「定 家の 鼠の 如く 家 持の 撰で あると 云 ふ證は 多い。 然し 竊に 見る に  一 二の 卷、 或は 十、 十一、 十二、 十三 

の 作者 無き 古歌の 菜の 體、 其 外  一 二の 樣を思 ふに 家 持の 手に 成れる とも 思 はれない T 恐らく は 諸兄 公な ど 

の 撰せられ し 有しに 家 持 卿の 集の 混じた る 成べ し。』 上古の 家集と 云 ふ は 古今の 歌 を 自記し 置き、 それに 自 

作の も 詠む に從 つて 書付け たこと は、 家 持の 越 中 在任中、 京の 歌も傳 聞す るに 從 つて 交へ 記された ことな 

どに 依って 知られる。 故に 同じ 卷の 中に 上に 上古の 歌 を 擧げ、 次第に 當 時に 及んで 自らの 歌 を 末に 载 せら 

れ たので ある。 而 して 十七 卷 以下 は 全く 此 卿の 家集で ある。」 と。  . 

眞， 淵 は 以上の 說を 師春滿 から 聞いて. 始めは 餘 り-信せ ず、 家 持 卿の^と のみ 考 へて 居った の だが、 熟 して 

ゐる屮 に 之に 同意すべき 點も 生じ、 更に 自說も 得る に 至った" 即ち 眞淵は 次の やうに 云 ふ。 

一、 第一、 ニ卷は その 體が、 家 持 以外の 人の 撰と 思 はれる。 

二、 第 十よ リ 十三まで は 歌 作者 知れない 者 を 一類と して、 これ も 家 持 以外の 作者の 撰。 

三、 第 十六 は 初めは 由緒 ある 歌 を 擧げ、 次に は 戯歌 を擧 げた。 この 中に 家 持の 歌 一首 ある。 而 しこの 一首 

は 同じ 戲歌を 家 持の 作の 中から 抽出して 加へ たもので、 家 持 肖 身の 撰と は 思 はれぬ" 卯ち 家 持が 傳聞 

する に從 つて 書いた ものなら ば數 月を經 べきで あるから、 その 間にた だ 一 首の 自 詠が あるの みと は 思 

はれない 「- それで * この 第 十六 卷は 憶良大 夫の 撰に 其 他の 人の 撰 も 交った もので あらう か。 

四、 第三 卷も家 持 以外の 別人の 撰で ある。 即ち 第 一 は初雜 歌で、 多く は 旅の 歌、 第二 は 初 相 聞、 末が 挽 


歌、 而 して 第三 初 維 歌、 旅の 歌、 譬> 喩、 挽歌で ある。 もし これが 同人の 集なら ば 第三の 初、 雄 略 御 

製、 持 統御 製 以外、 第一 二に 出た 同時代の 同じ 雜歌旅 相 聞 挽歌 を 同所に 載すべき であるの にさう では 

ない- リ 

00000000000000000  0  0  0  0  0  00  0  0  00  0  0  0  0  C  0 

之 を 要するに 萬 葉 集 は 家 持の 撰に 成る ものが 多い が、 第一、 二、 三、 十、 十一、 十二、 十三、 十六の 八卷の 

00000000000000  OOOOO0O0O0OO0OO0OOO 

中には 諸兄 公の 撰 や 憶 良の 撰 や、 その他の 人の 撰 も 交って ゐる もので あらう。 以上が 眞 淵の 撰者 論で ある。 

四 萬 葉の 題名 

萬 葉壤， と 名付けられ たの はよ ろづの 言の葉と 云 ふ 意味から である。 古今の 序に 「やまと 歌 は 人の 心 をた ね 

として、 萬づ のことの はと ぞ なれ リ ける。」 と 書かれた の は 萬 葉の 二字の 意を說 いた ものである。 同じ 古今の 

募 字 序 「各 献二家 紫 並 古 來舊歌 I、 曰 二 續萬葉 集 二 K々J 是は、 假名 序の 意味 を 以て、 賴萬 葉と 言った もので あ 

る" 眞字序 は 假名 序 を 本と して 書いて ある ものである。 

この 說は旣 に 遠く 仙覺 律師が 萬 葉抄に 於て 「これ はよ ろづの 言葉の 義也」 と 云った に 始ま リ、 契冲 も春滿 

も 之 を 述べて ゐる。 尤も 契冲は 之と 斷定 したので はない が、 古今の 序 を 引いて 之を說 いて ゐる。 眞淵は 之 等 

を紹述 した 譯 である。 之に 對 して 鹿 持 雅澄は 萬 代の 義 として ゐる。 斯くて、 萬 葉 名義 考はニ 派 あるので ある 

が、 大正 十四 年 二月の 「圏 語と 國文 學」 第二 卷 第二 號に 於て、 山 田 孝 雄 博士 は 後說に 傾いて、 和漢の 古赛古 

語 を 博引して 結論と して、 
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「古今 集 は その はじめ 績萬葉 菜と いひし を 部類 を 立て 編 慕の 體裁を 改めた るに よりて、 古今 典と 改め 稱へ 

たる 由なる が、 その 古今 も 亦 萬 葉の 意 をい ひ換 へたる までの ものなる ベければ、 萬葉^！^も亦古今の歌を收 

めた る 集の 義 とすべき か。 しかもな ほ 後來、 萬^に 傳 はれと 冀 へる 意に もとら るれば、 それ は 正しく 千載 

紫と 同じ 意に て 命名せられ しもの の 如し。」 

と 述べられて ゐる" こ の 博士の 斷定は 正しく 定論と なる だら う。 

五 歌人 評 C 原文の ま、〕 

〇 柿 本 朝臣 人麻呂 

ひとり  あ- り た 4 にきた X  0  0  .  ，  _、 

古なら ず、 後なら ず、 一人の すがたに して * 荒 魂 • 和 魂いたら ぬく まなん なき その 長歌 いき ほひ は 雲 

ことば  や ほ， しほ  000 

風に のリ てみ 空行 龍の 如く、 言は大 うみの 原に 八 百 潮の わくが 如し。 短うた のしら ベ は、 葛 城の そつ 彥のそ 

つ 彥異弓 を ひき 鳴さん なせり。 ふかき 悲しみ をい ふとき は ちはやぶる もの を も 歎 しむべし。 (1^ 紫染 大考) 

藤 原なる 人麻呂 ぬしに 至りて 長歌 一首の 始終の 巧み、 短歌 一首の 始終 をな すが 如し。 a: 共 句々 多ければ 伏 

案 反復 點合 頓挫 始終の 句法 古今に 比頻 なし。 其 後金 村 • 憶 良 • 蟲麻呂 のぬ したち の 作 は ®; 朴 K 私雅 なる 多くし 

て 却て 人 まろぬ しょり は 古き 體 ぁリリ ふるきに は 有べ からね ども 巧の 少なければ なるべし。 (萬 紫 解 通釋並 

釋例) 

よし 身 はし もながら、 歌に おきて、 其 頃よ リ しもつ 代に しく 人な きから は 後世に ことの 葉 神と も 神と た ふ 


とむべき はこの ぬしな リ。 其 言 ども 龍の 勢ぁリ て、 青雲の 向 伏き はみ の もののふと 見 ゆる を、 近 江の 御 軍の 

時 はま だ わかく してつ か へ まつらね ばい さほし をた つるよし なく、 歌に のみ 萬 代の 名 をと どめた るな リ。 

(萬 葉考 別記) 

人 まろの よき は 短歌に て は * ふと も 見 分が たきを 長歌 ぞ * まことになら ぶ ものな きな リ。 (龍の 君え 賀茂 

眞 淵の 問 ひ 答へ) 

〇 山 部 宿 禰赤人 

人萬呂 とうらう へ 也. - 長歌 は 心 も 言 もた、 X に淸 らを盡 せリ。 短うた こそ 是も 一人の すがた なれ、 み をな 

さず、 有が まに くい ひたる が 妙なる 歌と 成に し は、 本の 心の 高き が至リ なリ。 譬 ばき 榔の 車して、 . ^ほ § を 

わたるぬ しの、 あからめ もせぬ がごと し。 (大考 ) 

ぬし は 長歌 をば 得られぬ と 見え たれ ども- 短歌に おきて は 又なら びな きなり。 但人 まろの 短歌 は： p:!^ 

にして 古に ょリ、 赤 人の は瓢 逸に して 後に 馬せ リ。 其才 伯仲せ リ といへ ども 時世のう つる こと 暫寺 にしる ベ 

きな リ。 (釋 例) 

赤 人 は 長歌 は 得ず、 短歌の 妙なる 事 亦た ぐ ひなし。 され ど 人麻呂 は雄壯 にして、 赤 人は艴 殿に てす が. こ大 

にこと なり。 (問 ひ 答へ) 

〇 山上 臣憶良  . 

言ば ふつ， \ かにして 心 愛し。 久 米のと もの 雄々 しき すがたして、 たちつ」 舞せ らんお も ほ ゆ。 短うた の屮 
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こと 

にた， >MH にいへ る はいふべ くもなし。 (大考 ) 

憶良大 夫な ど は 長歌 は 赤 人よりも 勝れ たれ ども、 させる 高名 も 聞えず、 然れば此壤をょく見て^！！！ら信ずべ 

し。 名に よ， リて物 を 貴と むは 學 者のに くむ 事な， リ。 (釋 例) 

憶 良 は 質朴に 過た リ。 いささか 雅を もお びぬ に は あらね ど必延 喜の 比の 人の ほむ まじき 姿な リ。 (問 ひ 答) 

0 大 伴宿禰 旅人 及 その子 家 持 

(旅人) のまへ つぎみ の 短歌 は、 雄々 しくて かなし。 酒 をよ める に、 すめら 御 國 のし をい ひし はたと し。 

こ はしらべ をす てて 心 をと るべき 長き はしらず。 それが 繼 なる 家 持の ぬし は， 事 をよ くしる してに ほひな 

し。 たと へば 幸 の大 みともの つら を めでたく 記せる ふみの 如し。 短歌 はいと 多 かれ ど あらび て、 うらぐ は 

しき はまれに なんある。 (大考 ) 

此外 旅人 卿の 短歌 は 諸兄 公より 秀歌 多く、 (釋 例) 

家 持 卿に 至りて はや や 下りて (人 丸より) 巧 もな し、 但 長歌に 事 を 記す るは此 卿の 得た る 所な リ。 (櫸 例) 

家 持 は 古雅に は あらず、 た乂 長歌に 事 を 記せし 所に 得た る 事 あり、 短歌 も 多き が 中にはよ ろしき はた 多 

し * され ど 人 麻呂、 赤 人な どに むかへ ては漸 下りて 風 調う すし。 (問 ひ 答へ) 

以上 は 萬 葉 集 作者の 大立 物の みで ある。 この 外， 短評 を 試みた もの も 散 H 儿す るが ここに は 略す る。 

六卷 次の 說 


全 二十 卷中、 一、 二、 十三、 十一、 十二、 十四の 六 卷が眞 の 萬 葉で， 同時に 撰ばれた もとして、 その撰^^? 

時代の 說 はこの 考 から 出て ゐる。 今、 次に 眞 淵の 立てた 卷 次と 從 來の卷 次を對 照し * その 論據 とする 所 を 別 

記 一 及び 書簡な どに 依って 說明 する。 

(3)  (說 明) 

一 古き 大宮 風に して 時代 も 歌 主 も 明かな ものが 擧げて ある。 卷次も 能く # (頓 してゐ る。 

二  ニー  0 卷に 同じい。 

さて、 一、 二の 歌の 端詞は 唐檨に 書いた もの も あるが、 我が 國 の 語に 合 はせ る やうに 强 ひて 字を梳 ゑた も 

ので 皇 朝の 言で 讀 むべき である。 歌の 左 0 註 は 物 を 心得ぬ 後人の 筆で 誤の みで ある。 次に この  一、 二の 卷 

の 外 は 全 く卷次 が亂れ てゐた の を 古事 を 心得な いものが. ，i4 に 次 を つけた ものである。 

三 十三 同じ 宮風 • ながら 時代 も 歌 主 も 知られぬ 長歌 を 擧げて ある。 

從來の 三の 卷 より 十六 卷ま では 事の 樣も 時代 年月 も 前後して ゐる、 それで 熟考して 卷次を 立てた 0 である。 

四 十一 じ宮 風で」 時代 も 歌 主 も 知られない 短歌の み を 擧げて ある。 

五 十二 おに 同じい。 

こ Q 現今 Q 十二、 十二に ある 人麻呂 歌集、 古歌 ffi-Q 歌な ど は 後世 加へ たもので ある。 これ は その 卷の 所に 

論じて S いた。 

六 十四 古い 東歌 を擧げ て卷を 結んだ もので あらう から 國 Q 古歌 は « 風 を 始めと したが、 こ- - ではお 風 を 先にし、 

國風を 後に した も Q であらう。 以上 六卷が 本来の 离葉 であって、 天平の 比 摘 諸 の大 檟と云 ひ 体へ 
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たもので ある。 

上記より 以外 は 家々 の 集で 中に も 三、 四、 六、 八、 九、 十七 * 十八、 十九. 二十 Q 卷々 は 家 持の 站 であろ 

大. 體 古歌で ある。 中に 「藤 原の 古に し 里」 と詠んだ所がぁるから奈良の初の^^-でぁる。 

想て 作者 も 時代 も 明記して ない が， 是も 古歌で 集の 燈は 右に 等しい。. 右の 今の 十卷 とこ Q 卷とは 同一人が 

めた ものである、 

山上の 憶 良 Q 歌 紫で あらう， その 憶 良 自身 Q 集に 家 持が 後に 加へ たもの も あらう。 

天平 五 年 Q 秋に 遣 唐の 發船 する 時の 歌が ある。 卷 Q 初の 樣 から 見て 必す家 時の 家 Q 猫。 端 詞に與 様の もの 

あれ ども、 他人 Q 書きし ま- -を 採り Q せた も 他に も その 例が ある。 

中臣宅 守と 茅 上 娘 子と 贈 和し と を 一 卷 とした もので， こ Q 宅 守 は 石 上 乙^ 呂と 同じ年 比に 流された と a え 

るから 天平 十 一 年 Q 比 Q 歌で • 誰が めた とも 1： らぬ。 

天平 十三 年と 注した 歌が ある。 また 久邇 京から 奈 良の 古鄉へ おくった 歌 も：；^ える。 家 持 Q 家 Q^" 

是 にも 久邇 京から 奈 良へ 贈った 歌が あるから 右と 同じ年 代で ある。 家 持の 家 

黑 人. 人 麻呂、 赤 人 0 歌な ど Q 如き 勝れた もの も 多. S が、 後に 家 持が 聞いて 架め たこと は 年代の 記入が あ 

るから 判る。 

末に 天平 十六 年 七月と ある。 

久邇 京の 荒れた Q を 悲しむ 歌が あるが、 之 は 天平 十八 年 九月より のこと である" 家 持の 家の 雄。 

久邇京 は 天平 十三 年 正月、 此 Q 宫で始 で 朝 儀が あってから、 同十六年三月難波へ ぃでませしまでを^^らと 
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十五 

四 


三 

六 


二 十 十 


して、 かくて 後 故 京と なって 同 十八 年 九月 大極殿 を國分 寺へ 賜って 以來 荒れた であら ラ。 

前後に 古く 由有る 歌 も あるが、 中ら に は 歌と も 聞え. f 戯れく つがへ つたの を 載せて 異様で ある。 中に 河 射 

王、 大伴家 持の 歌 も 入って 居る から 古い 紫で はない。 家 持の 家の 架で あらう。 

末に 天平 廿年 正月と ある。 家 持の 家の 集。 

末に 天平 勝 二 年 二月と ある。 家 持の 家の 集。 

末に 天平 勝 寶五年 二月と ある。 家 持の 家 Q 集" 

天平 資字 三年 正月の 歌までで 終卷 となって ゐる。 家持 Q 家 の ^%。 

斯樣に 十七 卷 以下 年月. Q 次の やうに 卷數も 整って ゐる。 之から 見る と 外 Q 卷々 の亂 次した こと は 明かと な 

る。 其 外 年代から 一： ムふ Q みで なく、 代々 の體を 見ても その 亂れ たこと が 判る。 

要するに 以上 は 歌の 風 調、 書 振、 年代、 作者、 史實 等から 觀 察しての 立論で、 眞、 淵の^ 见 である。 なほ 以 

上の 卷次 改定の 論據 の補說 としで 擧 げたと ころ を、 原文の まま 引用す る。  . 

〇 或 人 問、 仙 覺が梭 合の 時、 多の 本 を もてす といへ ど、 卷の 次の 事 をい はぬ は、 本より 今の 如く 有 けんや 

と 0 

答、 其 本に 正しき あらば 仙覺 もよ らん を、 正しから ねば こそ、 彼此 せれ ど、 や. -今 本の 如く は 有 めれ、 か 

かれば 惣 て亂れ たるに て、 次で もい ふに たらず。 

又 問、 さら. ばいつ の 頃よ リか亂 れつらん と、 

答、 古今 歌集 序に、 萬 葉 集に いらぬ 古き 歌 云々 と 書る を、 今 その 集に 萬 葉の 歌 七首ぞ ある。 〔古今 歌壤 に^ 
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葉の 歌 十二 首 入し が、 其 中 大歌 所の 三 首 は、 旣 うた ひものの 上より. 取し かば、 さても 有べ し 黑+ けした る 

二 首 有 を も 除て. 猶七首 有〕. かの 序に 書し から は、 萬 葉 を 正し 見 ざらん や。 是 右に いふ 如く、 古へ^ 葉と 

いふ は..  一 二と 其 外 云々 の卷の 事に て、 他 は 家々 の 歌集なる 故に 其 中より と， リ しも、 ゲ 二十、 卷總て 紫と 

思 ふ 故に 違 ふならん。 是 はた、 萬 葉と 家の と 別 有 を 知べき 一 つな リ。 かかれば 二十 卷；^ ぜ しは延 喜より 

後の 事な らん。 

〇 又 問、 家 持 卿 今年の 歌 を 紫め て 後に、 去年の を傳 得て 書ん に は 前後 も 有なん やと、 

答、 其 年月の 前後 あらば、 いかで 次の 卷 とせん、 そのよし ならば 家 持 卿 は卷の 次で は 記さ ざり しならん、 

若の ちに 改めん 物と して， 得る ままに 記し 置し ならば、 こころに あらぬ 事 しるべし， さらば 今改 むる は 古 

人の 意 を 助るな リっ され ど これら は 空き 論な リ、 そ も/ \ 他の 歌 を 典る に は、 前後の 有 もせん、 身の 歌に 

おきて 前後 有べ くもなし。 然るに 此卿 天平 十六 年 二月の 歌 は 今の 卷 三に 有て、 同人の 天平 五 年 八月の 歌の 

今の 卷 八に 載し をば いか 乂 いはん。 是必 今の 三 は、 八より-下の 卷 とせで はかな はぬ 也。 是 のみならず、 此 

頻 いと 多し。 おし 考ば 明かな らん" か &れば やみがた くして 改めた リ。 ^そしる 人 ありと もさて 有なん つ 

我 は 世 中に かか はらず、 私に したしき 友と かたら ひ、 旦 百年の 友 を 待の み。 

上記 は 問 者 は 誰で あつたか は 判明 しないが、 或は、 宣長 では 無から うか。 寄 簡に宣 長が 卷 次に 就いて 與淵 

に 問 ひ、 眞淵は 隨分駿 しく 戒傲を 加へ た 趣が あ， リ、 萬 葉壤卷 十三 疑條の 最後に 「賀 茂の 大人の 御 まへ にの み 

申す 詞」 に、 その 無禮を 謝して ゐる 一文が ある。 - 彼此 對照 すると 如何にも 兩 大人の 熱烈なる 學究 心の 程 も 窺 


はれて 興味深い。 書簡 は 明 和 三年 九月 十六 日宣長 宛の ものである，" 

「萬 葉 撰者 卷の 次第 等の 事、 御 記 被， 遣 候、 是は甚 小 子が 意に 違 ヘリ" いは 乂萬葉 其 外 古書の 事 は 知 給 はで 

異見 を 立ら るる こそ 不審 なれ。 加 樣の御 志に 候 は，， - 向後 小 子に 御 問 も 無用の 事 也^ ー赛は 二十 年の 學 にあら 

でよ く 知らる る 物に あらず、 餘. リ みだ リ なる 事と 存候、 小 子が 答の 中に も 千 萬の 古事 なれば 小事に は 誤り も 

有べ く 侍れ ど、 其 書の 大意な ど 定論の 上に て 申な リ。 惣て 信じ 給 はぬ 氣顯 はなれば、 是 までの 如く 答 はす ま 

じき 也。 しか 心得 候へ。 若、 猶、 此 上に 御 問 あらんに は 兄の 意 を 皆 書て 問 給へ、 萬 葉 中 にても 自己に 一向 解 

ことなくて 問る る をば. 答 ふま じき 也" され ども 信 無き を 知る から は 多く は 答 まじく 候 也、 此 度の 御 報に. IS, 此 

答申 も 無益ながら、 さすが 御 約束 も 有 上 なれば いふ 也。」 

次は宣 長の 「賀 茂の 大人の 御 まへ にの み 申す 詞」 である。 

「さき < ^萬 葉 集に いぶかしき くさ /、ぐ、 書き つらねて、 次々 に 問 ひ あきらめつ。 やつ こが 拙き 心に お ほけ な 

く 思 ひ 得た る 事 も かづ/ 、書 まじ へ てよ き あしき 斷リ玉 へと こ ひ 申條の 中に、 いと 横 さまに しひた る 事 もこ 

れ かれ まじれる によりて なむ、 今や のち かくさ ま のこと はつ \ しみて よと ふかく いさめ 給 ふ 命 を かかぶ リ 

て、 いと も/ \ かしこみ はおお も ふが 中に も かの の卷の つぎく かりこ ものみ たれり し を淺茅 原つ ばらつ 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

ばらに わきため 給 へ る 大人の 御 心に たが ひて、 これ はたお のが 思し たるまに く あだし さまに 論 ひ 定めて、 

、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、 いぶ， 、、、、、、、、、、、、、、 、、 

こころ 見に 見せ まつ リし事 をし も， 今お もへば いと 禮なく かしこき わざに なん 有りけ らし 力れ この 詞をさ 

yi げて かしこ まリ 申す 事 を た ひらけく きこしめさ む 「- 後略」 
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なほ 次に は眞 淵が 「疑 はしき は 腹ぬ ちに つみた く は へ 置きて、 ひらく 時 をし 待つべき も のぞ」 と敎 へた こ 

とに 就いて、 自分 は 遠く離れて 居って、 直々 の敎も 受けられず、 文書に 依る ことで あるから、 斯くて は 何時 

まで も 疑が 暗れ^ 時がない から 問 ひの 都度々々 敎 へ ていた 乂き 度い と 辭を盡 して ゐる。 

この 卷次 論は眞 淵の 萬 葉學の 一 の 特色であって、 二三 十 年 も 各卷に 就きて 精密な 研究 を 重ねた 結果で ある 

から、 隨分 自信 も 強かった ものである。 而し、 見解 を 異にする 學者 もあった が、 宣長は その 先錡 となった も 

ので ある。 その 說は增 補 本 居宣長 全集の 卷 十の 「萬 葉 集 重 載 歌 及び 卷の 次第」 にある。 その 結論の み を羅げ 

る、 細論に 就いては 同書 を 見られ 度い。 眞 淵と は 所說を 異にする 所が 多い G 

「全篇 卷之 次第 之 事 

〇 二十 卷 ともに 家 持の 撰 也。 さて 一 つ，， - けに 次第して 恭め たる 物に は あら ざれば、 卷の 次第 は 年代 を 以て 

は 定めが た. かるべ 丄。 卷々 の 額 を 分て、 おの- (- 別に 次第 を さ だむべし。 その 類 を 分つ に 付て まづ 分て 二 

度の 撰と す。 前の 撰 は 一、 二、 三、 四、 六、 七、 八、 九、 十、 十一、 十二、 十三、 十四、 十六 この 十四 卷 

也。 後の 撰 は 五、 十五、 十七、 十八、 十九、 二十、 の六卷 なリ。 何 を もて 前後 別 撰の よしをし ると なれ 

ば、 まづ 一つに は 時代 こと 也、 二つに は 部 立 こと 也、 三つに は 歌の 書 ざま こと 也。 一 つに^^、 の ど 

は、 前 撰 は 上古よ リ 天平 十六 年 迄の 歌 也。 後の 撰 は 天平 十八 年より はじまれ リっ (この こと 後に く はしく いふ 

べし。) fi< に、 部 立の 異なる は、 前 撰 は卷々 いづれ も雜 歌、 相 聞、 挽歌と 部 を 分て 集めたり。 後の 撰 はこの わ 

かちな し。 次に 歌の かき ざまの 異なる と は 前の 撰 は 文字 さまぐ にかけ リ。 後 撰は假 字の み 也。 これら を も 


てま づ 前後 二つに 分れた る 事 を しるべし。」 

旣に 早く 仙覺 律師が 橘 諸兄、 大伴家 持の 兩 人の 撰なる こと を說 きて 新 古の 二部 ある こと を 云 ひ、 荷 田卷滿 

は 諸兄の 撰に 家 持の 集の 混じた もので あらう と說 き、 眞淵は 前述の 如く 萬 葉 六 卷說を 創め、 宣長は 家 持が 二 

度に 撰した ものであると 云 ひ、 最近に なって 萬 葉 一 二 翁の 勅撰 論が 品 田 太吉氏 佐々 木 ffi 士 等に 依って 唱 へら 

れ るに 至った。 卷 次に 就いても 眞 淵の 創 說に、 宣 長の 獨自の 見が ぁリ、 なほ 後世 も 論ぜられて 來 たが、 最近 

の久松 博士の 體裁、 假名 遣 等の 方面から 新しい 觀察 をせられ たもの が 「萬 葉 集の 新 研究」 の 中に ある。 是等 

に 就いても 眞淵は 學界に 大きな 問題 を 提供して、 後 學を稗 益 誘導す る ことが 大 であった ので ある。 

七 眞 淵の 見た 萬 葉の 諸 本 

眞淵 がその 研究に 於て 手に した 萬 葉の 諸 本 は 前述の 如く 餘り 多く はない。 

一、 仙覺 校合 本 仙覺抄 («|5難|) 

「此澳 後世 は 只 仙覺が 校合せ し 本のみ 件 •： にあ リ。」 と あるから、 これより 外の 古寫 本な ど は 手に しな かつ 

たので ある。 即ち 現今 喧しい 桂 本 も 藍 紙 本 も 金 澤本も 天 治 本 も元曆 校本 も 見 無かった の は 如何にも 氣の 

毒な 感じが する。 この 中元 厨 校本に 就いては 關心を もって はゐ たのであった。 この こと は：！^々 木 先生の 

「增訂 贺茂眞 淵と 本居宣 長」 に、 眞 淵が 明 和 三年 宣 長に 贈った 書簡 を 引いて 詳說 せられて ゐ るから ここ 

に は 略す る。 さて この 仙覺 本と は 何う 云 ふ 由來を 持って ゐ るかと 云 ふに、 征夷 大將軍 藤 賴經 が、 寛 元 
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元年に 源 親 行に 命じて 三 箇の證 本 即ち 

松 殿 入道 殿下 御 本 

光明 峰 寺 入道 前攝政 左大臣 家 御 本 

鎌 倉 右大臣 家 本 

を 以て、 この 親 行の 本 を 校訂せ しめたの を.， 親 行 一人で は 見落しの ある を 恐れて、 仙覺に 校訂せ しめた 

めで， 仙覺は 上記 三本の 外 更に 二三の 證本を 以て • 寬元四 年に 鎌 倉 比 企 谷 新釋迦 堂に 於て 校合し， この 

年の 十二月 二十 二日に 一先 づ 校訂 本 を 作リ、 五 年 十二  H: 十日に 校異を 終った が、 なほ 不審 も 多い ので、 

更に 

松 殿御 本 

尙齊禪 門 眞觀本 

基 長 中 納言本 

六條家 本. 

忠定卿 本  . 

左 京 兆 本 

などに 依って 校訂し、 文 永 二 年の， 秋に 校訂 を 了って、 その 書 寫本を 中 移 卿 親王の 仰に 依って 奉り、 ■ その 翌年 

更に 書寫 して 文 永 三年 八月に その 奥 書が 出來た j これが 玄覺、 寂 印、 成 俊 等の 手 を經て 後世に 傅 はるので あ 


る， - 斯く 仙覺の 校訂 は 二十 種 ほどの 異本 を 校合して 云 は，^ 定本 を 得た 譯 であるが、 その 校訂の 某 礎と なった 

親 行 本 は、 飛鳥 井雅 章の 書寫 した 飛鳥 井本 ゃ祌田 本な ど を 材料と して ゐる： その 系統 は 次の やうで ある： 

讃州本 11 忠兼本 11 光行 本 11 親 行 本 11 仙覺 本。 

二、 活 字 無訓本 

「又活 本に て點 なき 本 ぁリ、 是 ももと 仙覺が 本よ リ字 を植 て、 印せ る ものな リ： 其 字を植 るに 誤 多 けれ 

ば」 と ある。 本書 は 仙 覺の寛 元本 11 細 井本 —— 活字 無訓本 

と 云 ふ 系統に 入る と武田 博士の 說 である。 眞 淵の 云 ふ 所と 符合す る。 共に 德川 初期の 木活に 依り 印行し 

たもので ある。 

三、 寛 永 本 

「年の 印本の 文字よ ろしき に 似た リノ 一と ある.^ 大方 當時 流布の 寛 永 本で あらう。 本 害 は 文 永 三年の 仙覺 

律師の 序跋が あり、 應長 元年の 寂 印の 文、 文 和 二 年の 權少 僧都 成 俊の 跋が ある。 寬永 二十 年 活字 版の 附 

訓本を そ ひま ま 整版した もので、 後 寶永六 年に 活字本 を 重刻して ゐる) 旣述の 如く 仙覺 校合 本の 流で あ 

る 0 

明 和 二 年 正月 二十 八日に 本書 を眞淵 自ら 校定して、 村 田 春 海、 岸 本 由 豆 流、 靑木著 根の 書 入した もの 

が 現存して ゐる。 

四、 「束 麻呂の 得た 古寫 本」 
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何で あつたか 不明で あるが、 春 滿が辟 案抄を 述作す るに 當 つて 見た もの は 仙 覺抄、 由 阿の 詞林 采萊、 古 

葉 略 要な どに あると 云 ふ。 而 して 別に 古葉 略 葉 は 書名 を 明記して あるから、 詞林采 薄な ど はこの 中に あ 

るで あらう か。 

五、 古葉 略耍集 

「春 日 若宮 神主が 家に 古葉 略耍 とて 萬 葉を拔 書せ る 舊本ぁ リしピ と ある。 本 街 は 上記の 如く 春滿も 見て 

ゐる もので、 春 日 若宮 神主 大中臣 祐宗が 春满の 許に 就學 した 頃 持参して 見せた ことがある。 春滿は 「い 

まに 彼 家に 有べ しピと 云って ゐ るから 眞， 乱が 見た とすれば この 寫本 でも あらう か。 本 寄 は 福 井 士の歌 

書綜覽 にも 兑 えない、 現存して ゐる であらう か。 眞淵は 斯う 云 ふ古寫 本に 依って 本文 校訂 をし 度かった 

ので あるが 「古の 諸 本の 殘ら ざる を 恨る も かひな し。」 と 読めて 了って ゐる。 

六、 其 の 他の 本 

「又 後世の 假字を もて 書て、 傍に たま/ \ 文字 を 付た る 本 あり。 むかし 皇女 姬君 など 見 給 はん 料に かな 

にて 害れ たる も 有と い へど それ は 前の ことな リ。」 と。 本書 は 現に 竹 柏 園藏の 假名 萬 葉 棄七卷 の 系統に あ 

る もので は 無から うか。 

眞 淵が 明かに 古本 今 本と して 擧 げた 萬 葉の 諸 本 はこの 位の ものである。 なほ 藏 書目 錄には 無 點萬葉 集が 見出 

される。 註釋 書と して は、 契冲ゃ 春滿の 著書 は隨 所に 引用して ゐ るから、 兩 先輩の 影 春 を 大いに 認められる 

ので ある。 何と 云っても 横の 眼界が 狭くて、 古寫 本に；^ る 本文批評に は 及ば 無かった の は 如何にも 惜しい。 


第 四 章 音 韻 語法の 研究  - 

音韻 語法の 研究 .11 主として 語意 考 に 就きて 

眞. 淵の 音韻 語法の 研究 を 窺 ふべき 述作 は、 主として 語意 考 であるが、 祝詞 考の 序に も、 書簡の 中に も 之に 

觸れ てゐる 所が ある。 今、 私 は 主として 語意 考に據 つて 說述 する。 

先づ 本書の 虫來と 述作の 目的と は その 自 に 明かで ある。 

「大海原 を 漕ぎ 行く 船 も、 先人の 後 を 追って 行って 終に 湊に 着く- 而 して、 我が 古學に 於て は 解くべき た 

, ょリ となる 傅へ は 失 はれて ゐた。 而 るに、 東 麻 呂は千 百の 古事 を考窮 する に 依って 世人の 未だ 心得な かつ 

たこと を 得て， 人に 傳 へられて ゐ たの を、 少し 許リ 聞き 傳 へて ゐ たが、 之 を 舵と もして、 自說を 加へ て、 

古學を 解く 丄る ベと もしょう。」 

と 云 ふ 意味の こと を 述べて ゐ るが、 「 思 ひかね がた きこと はさ は」 と 自ら 告白して ゐ るから、 1 役の 言 IjSl  口  Bsj 象 

に 就いては 幾多の 疑問 を存 して ゐ たこと が 判る。 即ち、 自說の 不完全な こと を 告白して ゐる。 (本窨 著作 甞 

解題 參照)  」 

論と して 四つ を擧 げてゐ る。  B ち 
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一 總  論 

第一 は、 五十 昔 は 日本 固有の もので 印度、 支那の 昔に 比して 優秀な ものであると 說く。 即ち 我が 國の 五十 

聯： ュ！！ は 天地の 神 祖の敎 へ 給うた 固有の もので 支那 (日 放る 國) 印度 (日の 入る 國) の國 音より は 優れて ゐる。 

それで あるから 我が 國を言 靈の幸 はふ 國と云 ふので あると 說く。 即ち、 日本 は 五十音め まに/ \ 言語 を 成し 

かヒ 

て * 萬 事 をロ傳 してきた ので あるが、 支那 は 萬 事 を 縫 (字) にして しるしと する し、 印度 は 五十 聯ば 力り-の 昔 

か C 

に瞻を 書いて 事を辨 ずる。 支那 は 何んでも 巧みな こと を 好み 言 も、 自ら、 一 こ ゑの 中に 理を 多く 収入^る か 

ら、 何う しても 絶 を 要と する し、 印度 は 極めて 細やかな 思 構 を 好む から 千 萬の 一； に 給 を W ひる"  一？ かるに 日 

本 は 口 傳の國 であるから 左様な 字の 如き は 用 ひなく とも 宜 いと" 赏に、 之は崇 古の あまり 文字 不耍 論に 至つ 

たもので ある. 印度に 昔の 多い こと は 加 行の みで も 力、 ガ、 - ギヤ、 カム、 ガム、 や ャムの 六つが 有て 合せて 

三十 一 lil" であるから 總べ ての 音 を 合 はせ ると 多くの 數 になる が、 我が 國は淸 ij 曰 五十の 外に： € 昔 二十が 有る のみ 

であって、 それで 千 萬 言に 通用され るので ある。 これ は 我が 國民は 心が 素直で あるから、 事も少 く、  一一 も少 

い。 從 つて、 この 五十 聯 音と いふ 僅かば かリの 天地 自然の 音で 事足りる 獨 特の國 柄で ある、 とまた 例の 獨翁 

的 筆法で ある。 

この 五十 聯音を 印度の 影響に 據る ものと する 說は 當らな い、 我が 國の 上代 人が 言語 を 用 ひて ゐる こと は 想 

像に 難くない が、 これ は 即ち 天地の 父母の 敎 とも 云 ふべき で、 この 時、 旣 にこの 五十 聯昔を 用 ひて ゐ たので 


ある。 即ち 儒佛の 入らない 前の 祝詞な ども 皆 この 音 を 使って ゐ るので も 判る。 

而 して、 この 五十 聯昔は 上代からの 用 ひ 方に 一定の 法則が ある それ は 横の 音の 五 法則 や、 通 音、 轉音、 

延音、 約言で、 こ 日本 獨特の ものである。 と， - これらの 解說は 本論に 於て する 「- . 

第二 は、 支那 印度 は 音で 云 ひ、 日本 は 言 を 專ら として. 音 は 之に 次ぐ と說 き、 上古の 漢字 借用の 假名？？ a の 

一 定 して. 居った ことに 及んで ゐる " ここに 音と 云 ふの は 字音の ことで は 無くて 四聲 中の 平 上 去の 三聲 ある を 

云 ふので ある" 即ち、 この 四 聲と云 ふの は發音 上の アクセントに 依る 名稱 であるが、 さて、 生 兒が發 する の 

は 昔で あるが、 ニ歲 から 言を覺 えて 發 する * この 言 を 得て， やがて 地方々々 特色の ある 言葉 を 成す に 至る。 

それで あるから 言が 基であって 音 は 末で ある。 

而 るに 音の こと を 生々 に學ん で、 言と 一 者と 共に 心得よう とす 我から 古典 研究 上の 支障と もなる ので ある。 

我が 國は 上代から 一 者と 云 ふ も の は考へ 無くて、 假 字に 漢字 を 借用す るに 至っても さう であった。 

即ち 古事記 

ラひ ちに 0, かみ  いるす ひち に 0 かみ 

宇 比 地 速.' 上 神、 次 妹 須比地 通.' 去 神 

の. 次ろ こ ゑ  さろ こ ゑ 

と あるの は 上の 神 は 上 聲に讀 めと 註し， 下の 神 は 去 聲に讀 めと 註した ものであるが、 また、 

あな や 二え  をと こ を 

阿 那邇夜 志 愛上袁 登古袁 

の袁登 古の 袁は本 來去聲 なる を、 ここに は 上 聲に唱 ふるが. 文字 は 異にしない。 斩 くの 如く、 去 が 上聲と 

變る 如き、 言 便に よ リて音 は 異なる ことが 多い けれども. 本の 假字を 變 へ な いのは 紀 などの 訓で 明かで ある 
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ぁプ *< うた  み 3- こ, rt  j 

が、 日常 使用の 言葉で も， C る。 かの 萬 葉の 東歌 は 東 音で 詠んだ の を- 京 歌に 書く 文字と 同じ もの を 用 ひる C  ： 

他國 でも 一 字の 音と 速 聲とは 異るも 音に 依って 字 はかへ ないやう であるが、 その 一 字の 音 を 守って g 字 を-謎： 

る 人の ある は 面白くない。 記、 紀、 萬 葉 その外の 古書の 假字は 均しく 新撰 字 鏡、 和名 抄 までに^ ベて 異なら』 

ない。 その 和名 抄 より 後 は 漸く 亂れて 來てゐ るの を 古書 を 顧み 正す 人 はない。 支那に て は 字の 昔 は その 物； 

每に異 つて 定め 難いの を、 日本に 於て は 始め 借用した 通りに 用 ひて 變 へないで ゐる のが 善い。 即も、 漢字の 一 

始めて 傳來 した 應 仁の 御代から 和名 抄の 成った 承 平の 御代まで 四十 六の 御代、 六 百 七十 年、 この間. il 事に 一 

は 變遷も 有った が、 上代の ままの 借 字 を 用 ひて ゐる。 この 上代の 假名 遣が 一度 定まって 變ら ぬに つけて、 後一 

世から 見て、 その 時代の 言葉の 意味 も 明らかと なる。 此の 言の 意が 上代に は變 つて 居らぬ 事 を？ ±き导 な、， J 

が、 から 字の 意に 據リて 解かう とする から 誤リ亂 れて來 たので ある。 と。 

第三 は、 音 は 地方々々 に 依って 異 るが、 言 は 一 定してゐるから之^,,i^^^.^^-ず：^i!ゃ^^.;J^,^,io 

故に 音よ リは 言が 貴い。 而レ音 とても 一 槪に棄 てた もので はない。 正しい 畿內邊 の 音 を 善しと する。 古典- a}. 

釋に 於ても この 音の こと を 心得て ゐ ると 都合の 宜 いこと も ある。 それで 五十 聯 音の 中、 現在 はさして 區 別な 一 

く 用 ひて ゐ るが、 袁と 於、 衣と 惠、 以と爲 は 音 も 言 も 上代 は 判然と 區 別が 立って ゐ たもので あ つ て、 そ ，^ 

で、 現在 も 五十 聯 音の 中に 並 記 もして ある 譯 である。 かの 意 計- 弘 計の 御 二方 は 御兄弟で、 同 殿の 中に 在ら 

せられた から、 若し、 この 時代に おと をとの 區 別が 無い としたならば 紛れ 易い、 而る にぎ は 平^で I- ほ Di- 。一 

、、ゝ 、 、  を  ^  r- ナ 

略 計 は 和 計の 略に て 大別の みこと 云 ふこと、 弘 は去聲 で、 小の 意で あるから 小 別の みこと 云 ふ 意で、 兄； W 


を 意 保、 弟 君 を 弘と區 別して 申し上げて ゐ たもので ある。 斯くて古言は古書の假字をっ っしみ守って-^^：を解 

くなら ば 年と 共に 味 ひも 出て 來て 貴く 思 はれる。 と。 

第 四 は、 文字 も 無くて 濟んだ やうな 我が 上代 姿、 即ち 老子の 說 くやうな 自然の ままお ほら かな 代を禮 讚し 

て. 聖賢の 支那の 國に 一矢 を 放って ゐる。 即ち、 或る人が 

「成程、 日本 は 言 靈の幸 はふ 國で あるから、 他 國の字 を用ゐ なかった 上代 をめ づる こと は、 ー應は 道理で 

あるが、 文字 を 借らないならば 思想 を 永久に 傳 へる こと も、 遠くに 及ぼす こと も出來 ないで は 無い か、」 

と、 之に 對 して 眞淵は 

「これ は 度々 繰返した ことで あるが、 我が 國人は 心が 素直で、 事 も 言 も少 く、 言に 惑 ひがな く いて 忘れ 

る こと はない から、 久遠に 傳 へて、 更に 誤る こと はない。 それで あるから 上代 は 『天の 益 人 かたり-つぎ、 い 

ひつが ふ 事に 誤り. なく、 ひさ さに 守... > て 違 ふ 事な し、 かからば 何の 字 を か 用ゐん にで ある。 支那の 字 t 某に は 

(久) 

三 萬 三千の 用字が ある、 如何にも 事が 多く 言が 煩 はしい" 印度の 悉曇は 四十 餘の 字で、 釋迦の 五十 餘翁 も甞 

いて ある。 この 字の 多い が 善い か、 少 いが 善い か、 天下の 事少 くて 治る のが 惣 じて よろし いのは 勿論で あ 

る。 言事少 く、 大らかな 天地の なしの ままな 素直な 性情の 上代 人 は 誠によ ろしい。 それで 三國を 比較して 見 

ると、 

我 か 朝 —— 日出の 國 幼 者に 當リ、 人心 具 實， 世 は 治る。 

天 竺 —— 日 沒の國 老 者に 當リ、 人心 精し く 賢し。 
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かうな る。」 と。 そして 最後に 「天の下に 此國の 古へば かり， よろしき は 無 かりけ り，。」 と 喝破して ゐる。 音韻論 

の 總說が 終に 我が 國 振の 絕 讚に 及んで ゐる。 その 論旨 は 兎に角と して、 その 熱と 精神と を 忘れて はなら-ない。 


本 


つら 力 こ ゑ 


( 一 ) 本論 は 五十 聯音 を解說 する 音韻論が 始めと なって ゐる、 


佐 

禾 


幾 

き 

爲 


宇 

宇 


延 

, に 

衣 

惠 


袁 I 本 昔 

己— 淸濁ニ 音 

曾 一 同 

登— 同 

乃 —清音 

保— -淸濁 二 音 

毛— 淸 音 

與— 同 

呂 I 半 

於 I 淸昔 


初 ばと こめ じ は 
體 ばと こぬかごう 
用 ばと こくごう 
令 ばと こる す ふお 
助 ばと こる くす た 


〇 袁が和 行 音で なく、 於が 阿 行で ない のが 

現今と 異る。 之 は 僧 契 冲が悉 曇 三 密鈔を 承 

けて 誤って 以來 のこと であると 云 ふ。 


さて. この ァ 行の ェ 音と ヮ 行の H 音と が 位置が 誤って ゐる ことに 就いては 眞淵. E 身 も氣が 付いた やうで あ 

るが、 宣 長の 注意に 依って 之 を 改める ことにな つたこと は 書翰に 見える。 卯ち 明 和 六 年、 七十 三 歲の五 月 九 

日付、 宣長 宛の ものに、 

用 等 之 かな は 拙ら も、 いまだ 心得ざる に、 いかに 思 ひしに か、 ゎゐ、 、 、の 音と して 今まで 書 候を此 度の 

御考 によ リ候 はん。 

アイ ゥュ ヲを或 一 傳の ままに ゑの かな を 甞候を 萬 葉に 得をゥ のかな にせし 所 三 所ば かり 兑 出しつ， - 得の 音 

をば ト のかな にせれば ゥは ェ の 言の 轉と見 ゆ。 然ば アイ ゥ ェ ヲかヮ ヰ、 、 、の 二つの 內 一は ェ なるべし. - 

悉曇 家に 用る アイ ゥュォ なれば 今是に 仍て改 むべ し。 己 若 時 あしき 人に 習 候 事 心に 殘リ、 三 四十 年漸々 に 

改 候へ どもな ほか かる 事 有 之 候 也。 古言 梯 にも その 事 改めよ とい ひし を、 魚彥 先月 上 道 京都へ …… よくも 
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改め あ ふせざる べし。  . 

この 中の 古言 梯は 門人 楫取 魚彥の 編で、 その 中に 假名 遣 や 音の 淸濁 などに 觸れ たこと も ある。 ここに 五十 

音の 配列 は眞. 淵の 說の ままに 書かれて あつたから、 魚彥の 上京の 序に 出 板 書肆に 立 寄って 改めよ と 命じた： 

もので、 如何にも 學 者の i5{ 心が 窺 はれる、  一 

〇 この 竪の音 は 喉、 舌、 牙、 齒、 唇の 五に 分つ。 即ち ァ列は 喉 音、 ィ列は 舌音、 ク列は 牙 音、 ュ列 は齒音 、 一 

ォ列は 唇音で ある。  一 

〇 次 は 母 昔の 說明 である。 ァ行音 は聲を 引いても、 他に 轉づる ことのない. のが 特色で カ行 以下 は 引けば 皆ァー 

行 音に 歸る。 故に ァ行音 を 母と し、 他 を 子 をと する。 而 して 是等母 昔の 本源 はァ 字に あると 說く。 契 中の ァ： 

字 本源 說 に似て る。 

アイ ゥユヲ は 同行と ヮ 行と は いささか 通 はしい ふ 言 は あれ ども、 カ行よ リ 下の 八 行に f.^ ふこと， H ない。 卬 

ちァの 同行で 通 ふ は 

0  C 

うつ V  をつ I-  一 

宇都々 と 乎 都々 (現) 

0  0 

を. V  うそ 

乎 曾 と 宇 曾 (噓)  ^ 

0  0 

以奴 と 惠奴 (犬) 

0  0 

乎 佐藝と 宇佐 藝 GC>  .  一 

の頻 であ リ、 ァ 行と ヮ 行と 通 ふの は  •  j 


o  o 

あれ  われ 

阿禮 と 和禮 (吾) 

阿多 里と 和 多 里 (邊)  ， 

伊 伎 と 於 伎 (息)  • 

乎留 と 爲留 (居)  - 

の 類、 而 して ァ 行と ヮ 行の 隅 違 ひに 通 ふ は、 

阿毛 と 於 毛 (母) 

あさ i  二  おそ • し 

阿 謝 萬 志と 於 曾 萬 志 

あ た P  ^ た ぎ 

阿多 期と 於多藝 

登 乎々 と 多 和々  . 

乎 乃々 久と 和奈々 久 

の 額で あるが、 之 は 前記 註解の 通り. ァ 行の 於と ヮ 行の 袁 とが 誤 リ 入れ 替 へられた ので あるから、 之が 却つ 

て、 ァ 行の 通 音で ある 譯 である" 

伊 Ir ぎまず：、 J^、、 是 等の 音 は 近いが、 ァ行は 前述の 如く、 中の 八 行に 通 はない から、 ィの昔 通はァ 

行の ものでなくて ャ 行の ものと 見る ベ きで ある。 即ち 

毛 伊 はも ゆ、 もよ と 動き、 同樣に 

於 伊 1 於 ゆ、 於よ (老 ) 
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久伊 I >久 由、 久 やむ  . 

阿延 11 * 阿 由、 阿や かる 

多延 1 多 由、 多也須 

即ち 是等 はァ 行の ィに 非ず して ャ 行 音の ィ である" 次に ァ 行と ヮ 行と 通 へ る こと を擧 げたが、 比.：： さう ではな 

く 通 はぬ 事 も 多い。 和 行の みで 通 ふの は 

宇惠 I 上 十々、 宇 和る 

須惠 II - すう、 すわる 

佐 _3 -々々 1 -佐 和々々 (物の さわぐ こと) 

古 一 Ei^^l> 古和 so 

の 額で、 始の と 末の 於と 通 ひし 事 は 古 ま _ "に總 ベて なく、 言義も 別で ある。 而る にこの 供 延，： f 过於は 

後世 人 は 非常に 惑って ゐる。 

(一一) 次 は 言葉の 構成 をして ゐる 昔の、 その 語に 於け る 位置に 自然の 法則が 認められる。 即ち、 之 は 契 冲の旣 

に說 いた 所 を紹述 したので ある。  ， 

ァとォ と は 言の 下に 云 ふこと はな い。 

ラリ ルレ 口 は 言の 上に いふ 事 はない。 

言の 始を 濁る 事 はない。 ナ、 >  ナミ (小波) の 頭 音サを 略して サ波云 ふとき は 第二 音の ザの 斶 昔が 略せられ 


たもので あるし、 また、 カバ ネ (屍) は ァガバ へ ナと云 ふ 語の ァ音を 略して 云 ふとき ガ パネと It ら ずに 力 

バネと はんで 云 ふ 「- ダニ  (助詞) の 如き は 例外の やうで あるが、 之 は 語の 下部に のみ 附屬 的に 用 ひられる 

語で あるから 特例と しなくても よろし い。 

(三) 横 韻の 說 明に 入って 行く。  . 

カナ タナハ マヤ ラヮを 初めの 音と 名 づける" これ は ゆかん、 こさん、 かたんの 如き、 その 作 を 初めて 起 

す 言で あるから、 位置 も 最初に あって 旁々 初の 音と 云った ので ある， この ァ列音 は；？； ル 今で 云 ふ 動詞の 未然形 

に當る ものであるが、 眞淵は 古書 を讀 破す る 間に 於て 歸納 して こ こに 達した ので ある，. 

キシチ 一一 ヒミ イリ ヰ を體音 (うごかぬ こ ゑ) と 名 付く。 之 は 冠り-、 -ii ぎと いふ 類で、 その物と 定まれる 時 

の 言で ある 。また この ィ列音 は 萬づの 言の 終りに 在る 時 は、 其の 事 定リて 動かず、 其 言旣に 起り-て 後 定まる 

から 第二 番目の 位置に 在る ので ある。 之 は 現今の 連用形と 云 はれる 形で、 前者 は 動詞の 名詞 形の 說明 であ 

り-、 後者 は その 中止 形の 說明 である。 

ク スッヌ フムュ ルゥを 用 昔 (うごく 音) と 名付ける。 それ はか かぶ リを今 かかぶ ると いひ. 扇 を 動かし 用 

ひる こと を あ ふぐと 云 ふ 額で、 物事の わざ を 云 ふ 言で ある J 故に この 言が 事の 下に 在る 時 は 働く、 旣 に^が 

定まって 後に 動く から 第三 位に 置く。 之 は 誠に 苦しい 說明 であるが、 大體四 段 活用の 終止形 を說 明した， T の 

で、 今の 文法と は少々 相違して ゐる。 

ケ セテネ ヘメ エレ H を 令 昔 (お ふす る こ ゑ) と 名 付く" 例へば、 爲せ. 行けな ど； K ふ 額、 之 を 言の 下に 川 
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ひる 時 は 人に 負す 事と 成る C 之 は 現今の 命令形の 說明 である。 前記の 如く. 本 列 を 第 四 位に 置く 理由と して 一 

「旣 動きて 令す るから に 四に おりぬ。」 如何にも 苦しい 說明 である。 さて 最後の、  一 

ヲコソ トノホ モヨ P ォを助 音 (たすくる こ ゑ) と 名 付く る。 前 四 列 音はァ 行の 母音 は 略して 擧 げて來 た. 

が、 この 例はヲ (袁) を 出した の は 多く 他に 通 ふ ことがあ るからで ある。 さて， この 列 は 言の 下に 着いて、 一 

其 言の 理リを 別ち、 た 乂 に 添 ひて 其の 言 を 助く るな ど 色々 であるが、 凡 は 萬づの 一一： -n の 下にの み 付く から 助 言ー 

として 最後の 段に 置いて ある。 この ヲ 列の 說明は 活用形な どと は觀 點を轉 じなくて は 一寸、 现解 しにくい。 一 

これ は を. こ、 そ、 と、 の、 ほ、 も、 よ、 ろ、 おの 中、 こ、 ほ、 お を 除いて 他 は 皆 現今 云 ふ 助詞 或は 接尾語 

に 用 ひられて ゐ るから、 助言と しての 說明 も出來 る。 そして これら は を を 本と した 所の ー稗哲 であると 觀 たも 

ので、 今日と は 餘程變 つた 說明 である。 是 等の 語の 用法に 就いて 一 々の說 明 もして 有る が、 消 略して、 次に 

進む。  . 

(四) 初 言、 體言、 用言、 令 言、 助言 を 二言に いふ 類 

この 節に 於て は、 今の 動詞の 語根が 一字で、 それに 語尾が 着いて 二言と なって ゐる 動詞の. 變 化に 就いての 一 

說 明で、 前記 各 言の 說 明を赏 際の 活用形に 現して ある。 而 しかの ォ列 音の 活用形の 說 明の 如き は赏 際の 用例 一 

を 眼中に 置いて ゐ ない 牽 强で統 一 はない が、 ェ列 音までの 說明は 大體に 於て 妥當 である。 

1^ 行 前述の 迎り * 同行と. 和 行と はい さ- -か： i ふが 他^ 行の やうな こと はない。 故に こ. -には 単げ ない。 


加 行 一 

左 行 一 

多 行 一 

奈行ー 

波 行- 

也 行 


、ゆ. かん 

々なかん 

、まさん 

r ふさん 

、うたん 

, かたん 

、いなん 

Z しなん 

,、 はん 

< ま はん 

、いまん 

- かまん 

、おいん 

, も いん 

しらん 


良 行 . 


將行 

將鳴 

將益 

將臥 

1.^ 打 


將去 

將死 

將云 

將舞 


將老 


將知 

將居 

へす わらん 將坐 

行 (うわらん 將植 
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ゆき、 行の 體 

なき、 鳴 Q 體 

まし * 益の 體 

ふし， 臥 0>體 

うち 

かち 

.S に 

しに 

いひ 

まひ 

いみ 

力み 

おい 

も ゆ 

しり 

をり 

ゐは和 利 

すゐ の 約 

ぅゐ 同 
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ゆく、 今 行 

なく、 今嗚 

ます、 今 益 

ふす、 今 臥 

ラ つ 

かつ 

いぬ 

しぬ ■ 

まふ 

いむ 

かむ 

おゆ 

もえ 

しる 

をる 

」i ラ ぅ布留 

すう の 約 

ラ う 同 


ゆけ、 

なけ、 

ませ、 

ふせ、 

うて 

かて 

いね 

しね 

ぃハ 

ま へ 

い め 

かめ 

お え 

もえ 

ノ  I 

をれ 

すゑ 

うる" 


令レ行 ゆ こ、 ，の 約 

令レ嗚  な こ、 同 

令レ益 ま そ、 佐 毛の 約 

令レ臥  ふそ、 同 

うと 多毛の 約 

かと 同 

5  0 な もの 約 

し 0 同 

いほ 波 毛 Q 約 

まほ 同 

いも まもの 約 

かも 同 

およ いもの 約 

もよ 同 

しろ らもの 約 

をろ 同 

すお わ もの 約 

同上  うお 同 


え は 由 計の 

約 

同上 
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私 は 前に、 この 說明は 牽强で 不統一で あると 述べた が、 今少し 具體 的に 觀 察して 見よう。 先 づォ列 昔に 就 

いて 云 ふと、 行く、 鳴く に 行 こ、 鳴 この 形が あって、 この こ は 加 毛の 約で あると 云 ひ、 云； V  ii ジに Ik 、ほ、 

舞 ほの 形が あって、 この ほ は 波 毛の 約で あると 說く 如き、 用例の 觀 察を缺 いた もので あり、 若し、 約言で あ 

つたならば、 その 原形 を 採って 說 明すべき である。 行に 就いて 觀 ると 也 行と 和 行と は隨 分、 苦しんだ と 見え 

て、 特に 解 說が加 へられて ある。 

也 行 1〇 老は紀 に 「老、 此曰ニ 於 由 こ とい ひ、 太に 「於 伊、」 また 「於 與」 ともあれば、 也 行の 伊な り。 され ど^ 恭に 

*■ ヨシ  , ,  つ 2 ごミ 

「於 與之を ば」 とよみし は、 存を轉 せし Q みなり。 ここのお よは 前の 例の 如く 平 言と 心 55 べし 

〇 おえの え は 由 計の 約に て、 走 ゆけ と 令す る 言な り。 次の もえ も 均し。 (如何にも 强 である。) 

〇 萌 はも ゆ、 もえと はたらく は 常な り， ^葉に も ゆる 事 を 毛 伊つ、 ともよみ たれば. 是. も 也 行に 入な o。 これ を 推 

に、 も いん、 もよ ともい ふべ し。 又 令 Q 所に もえと 云 ふえ は， 由 計の 約 にても え ゆけ て ふ 言な り。 常い ふ も， えと 

は 異なり。 (も いん、 もよ Q 說明は 誤った 類推に 過ぎす、 もぇゅけがも.k^となり更にぃ<、^!に約された，oは、 例 C! 

約 音に 捉 はれた 妙な 說明 であ る。 ) 

和 行 |〇 すわらん はすわん ともい ふべ し。 和 良 0 約 和 なれば しかい ふ國も あるべし。 我國 にて いふ- 

(我 國とは 遠 江 Q こ， U であらう が、 よし. すわん などと 云 ふ 訛 昔が あつたと しても、 和 良 がれに 約せられ たと. お 

明し なく もと 思 はれる。 ) 

〇 須爲 Q 爲も和 利 Q 約 なれば すわりな り。 

表題  . 

. 「二言に いふ 類」 Q 所に 「すわらん」 Q. 如き 三 言 Q 語 を擧 げたから 强 ひて 「すわん」 0  二言に. 説明した もので あ 


らうのに、 此處に 於て は f 須爲 J が 原形 は 「すわり」 であると 逆にして また！ 1、 一言に して は、 表題に 戾る ことと 

なる-  . 

〇須 惠は體 言に 用る は 本より なり、 され ど； t にい ふ は和禮 0 約に て、 すわれて ふ 令 一一 一一 E なること、 於 だ 令 老、 、毛， 衣 令 

萠 Q 類な り C 

(すゑが 體 言なら ば 體言攔 に 於ても 說明 すべ きで ある Q に、 す ゐゃャ わり を强 ひて 體言 として ゐる. を iQ,^ 令 

形に 於 衣が あ る と觀る Q も變 であ るのに. それ を 採 つ て 類推し てす ゑが 命令形 で あ る と說 明す る 0 である。) 

〇 須於、 例の 平 言な り、 平 言 は 略き 轉じ いふ も 9 なれば 、かくい ふ！ 1 も 有べ し. 我 國の內 にて いふ。 

(全く 無稽 0 言と もい ふべ く、 すお のお はわ も 0 約で ある， と 云 ふに 至って は 如何にも 苦しい。 ぎお、 ^ 、わ、 も 0 如 

き 用例 は 全く 無， S も 0 であらう 3 而 してお やわ もが 爲 Q 言 に 必然的 闊係 に 於 て 助言た る も 0 であるか、 もし；？ 言 

，とすろ ならば 他の 言に も附 著す る も Q で. あらう。 すお を据 ゑと 同じく 一  言， として Eg る こと は^ 常で はな い。 ン 

. 〇 也 行と 和 行に は 聞え なれぬ 言 も ある を 疑 ふ 人 あるべ けれど 旣、 於 伊、 於 由、 於與， とい ふ も 有から は 也 行に 入 Ant な 

り。 然 れば餘 りの 二 音 は是に 准へ て 知べ し。 和 行 も、 須惠、 宇惠、 宇惠の 言み-もに ？'、 わい、 、う、 わ、 り、 いと 働く 

か.： は 和 行に 入な り。 餘 0 ぅゐ、 うお も是に 准へ て 知べ し。 

この 「准へ て 知るべし」 が 中々 闲難 である。) 以上で こ Q 節 Q 說明 は盡 きて ゐる。 

(五) 同 九 行 を 各 三 言に い へ る 類 (抄出) 

，よ. i さ レ はなち はなつ  はなて  はなと 

^ 行； ァ / はなたり はなた す はなたぬ 

一 まなち なん はなた ひ はなた ゆ はなた め はなた も 

--[f  ^  r  / はなた し は， J よた.；！ はなた： y 
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此處に 至って は、 行 も 列 も 亂れ、 動詞 も 助動詞 も， 肯定 も 否定 も、 未來も 過去 も雜 然として ゐる。 二言の 

場合 は 五十音の 行列 を 重視して ゐ たので あるが、 三 言の 場合に 至って は、 活用形の 意義 即ち 初 言、 體言、 

用言、 令 言と 云 ふ 方面に のみ 重點が 置かれて ゐる 分類表で ある。 なほ、 多くの 擧例は あるが、 前記に 據 つて 

眞淵 のこの 方面の 研究 を 窺 ひ 得られる から 略して 置く。 

冥 淵の 動詞 活用 を 主として 說 いた 初、 體、 用、 令、 助の 五 言の 說には 幾多の 難 點を觀 るので あるが、 而し 

この 中に 黎明期の 如き 微かながら 强ぃ 期待 を 思 はせ る 光を烕 ずる。 發展 する 將來 へ の 示唆 を 認め るので あ 

る。 即ち 

一、 動詞に、 五十 昔の 行に 依る 活用の ある こと、 而 して 活吊 形に 夫々 の 意義 を 持つ ものである こと。 

二、 時の 觀 念に 及んで ゐる。 即ち 初 言に は 「將， 行 」• 用言に 「今 行」 の 如き 註 を 加へ てゐる ことで ある。 

三、 活用形の 說 明に 古典に その 用例 を 求めて 歸納 する 傾向に なって ゐる。 即ち， 支那の 反 切 法な どに 捉は 

れた 抽象的 牽强 な說も あるが、 萬 葉に 於け る 用法 を擧 けて 論據 ととした 如き、 そこに 首肯し 能 はざる 

點が あると しても、 その 傾向 は 尊い。 

四、 助言の 說 明に 於て、 後世の 助辭の 研究 を 促す 因と なって ゐる こと。 

是等は 將來の 語法 特に 動詞 研究へ 大きな 問題 を 提示した もので、 その影響するところ蓋し^^からざるものが 

あつたと 思 ふ。  . 

(六) 約 言 (つ M め ごと) 


支那で は 反 切と 云 ふが、 之 は當ら ない、 我が 國 にて は 二言 を 約め て 一言と し、 

とも あるか.^ 約言と 云 ふべき であると 述べ て、 次に 用例 を 引いて ゐる。 

- おふみ (近 江) 

，とほ^^み (遠 江) 滅 て 鼓？ は と ある は g 

，行く^7ふ 

にぎで， (和布) 

- わぎもこ 

- ひこお て 竪の昔 を 直に 約め て ふ。 


言 を 延べて 二言に 云 ふこ 


あはう み — 

とほつ あ^^み 

行く と いふ —— 

にぎ， だ， N — 

わ 3 もこ —— 


いひに う ゑて 

1 お ^ ひ — 


, も 

或は 約め、 或は 轉じ たもの。 

に晝 はし みら 


撗韻を 直に 約め いふ。 是等は 省け る 

に 井ず。 約め たもので ある。 \ 


晝は そのまま - 

る  1^ がみに 約 まリ、 更に.^ が U に 5tp、  ^^が，^ に 約 まリ、 更に，^ に轉 じた もの。 

夜 は^^がらに — -夜は^^がらに 

糾 は本來 3^ の 約、 それが，v^に轉じ、 . ^は ^ の 約が 引と なる 故に、 その もに 力 は k3 めた こと は、 前 

例 の^を こめた に 同じい。 ^^は 本の まま、 故に 是も そのままと 云 ふべき を 言 便で しみら と もず がら 

とも 云 ふ。  - 

笫四章 昔 韻語 法の 研究  五 二 五  _ 


笫三鑭 思想 及び 研究  五 二  JZ 

即ち 後の 例 を 更に *: き 改めて 見る と. 斯うなる。 

しか！， * さ  す 

なす —— >  さ n-i  . 

しかな すがらに  にさな がらに  すがらに 

この 說 明の 如き は 如何にも こちたい 說明 である。 

I さ   i 

しかしながら — I 'しかす が  * さすが 

  、約) 

しな  ふさ  >  す 1, 轉」 

がら —— > が (約) 

しか —— ，> さ (約) 

つ リばリ  > ち (5^- 針) 

語の 頭 尾の を 約め たもの。 

ひ，^ し：^  -ひ^  (曰の 下、 鄙) 

,^,3:^ の 頭 尾の 音 を 約め て^とな るつ 

I 厶 —  厶 

その ま」  >  すら 

ぶ 尾 を 約め て I みとな リ、 力に 轉じ、 まが^に 通って，^,^ となった ^ これらの 說明も 何う であらう か 

(七) 延 言 (のべ ごと) 


約言 は その 言が 長くて 言 ひつ マけ 難いと きに 約め てい ひ、 この 延言は その 反對 に、 言 短く して. その 語調 

の惡ぃ 時に いふ ものである 

^び  'う，^ ぶれ 

これ は：^ が^と 延び、 ^が.^ に轉 じ、 その * 「が ^ と 延びた もの。 

見む— — 見 まし、 

行か^  > 行か 

見る — .— A- 見ら く 

家 をのれ  -家 をの，^— へ I 

名の：^  * 名のらせ I  i 名のら さね ^ 度延る 

(八) 略 言 (はぶく こと) 

語の 中の ある 音 を 略してい ふ もの。 

たか^し  たかし (高 脚)  ， 

すぎ y にし  すぎに し (過去) 

是等は 前 音 刺 及び^ を 引きて 見る にこの 中に 糾 及び 叫が 含まれて ゐ るから 略された ものである。 今 t 之 を 

今の n  I マ i 字で 害く と J  に u<  .1 が あるから である。 

へ う へ (倍 上) —— ，>  いへ (家) 
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へ みち (倍 道) —— > ち (道) 

是等は 理由な くして 略いた ものである。 

さて この 次に 「.„ir 囘ム s^」 の 題目が 擧げて あるが、 その 例證 は、 矢張り 略 音で あるから、 それら を 拾つ 

て 置く。 

あめ — -ぁ (天)  . 

. あし  M め (足) 

I とき  > と (時) 

【 う ら /\  * うら，^ 

一 ひさ/..  > ひさ、 (久) 

さがみ —— > さがみ (相 模) 

一む さし，；^  > むさし (武藏 ) 

11^  H  ；  C.  、二- 13  ノ この 例 は 約言に 入るべき も、 月 名 云 ふ 序 

もとつ 月  >  むつき (正月) なれば こ、 に。 

^き^^月—-|>きま；.-月 (二月) ^省略： ¥ ^の 韻 通で さら 

となる。 ぎの 說明 はな い。 

,J やお ひ  ふやよ ひ (三 月)  . 

^みなり 月  ，- みな 月 (六 月) 

一，^;^ ふみ 月  >  ふみ 月 (七 月) 


まま， o- 月  月，、 へ np)  • 

いながり-月  M なが H  (九 n:) 

—  A  A 

パ としはつ る 月  ，しはす (十二月) 

(九) 淸獨を 通 はしい ふ 例 

五十 聯 音の 中の 力、 サ 、タ" 、ノ、 の 四 行 は 濁音に する。 從 つて 是等四 行の 音 は その 獨 音に 通 はして W ひる 

ものが 多い T この 淸 濁の 通 ふ 言の 事 は 後世に 傳 へいへ る 人な く、 かの 日の 入國 (印度) の： 讶 ft へして、 S 人 も 

こころ 得 ざれば 左に 擧。」 と 自己の 獨创 的の 見なる こと を 述べて ゐる。 -.g してな ほ 一つ II 便に：；^ つて；. f る； An- 源 

一 H の 延約音 は 矢 張リ、 濁音で あると 云 ふこと を附說 して ゐる。 さて、 その 例證 は、 

ば 行 11 ま 行 (出典 は 記紀 萬 葉の 如き 古典) 

を ゆやし 11 をお やし (小 林) 

お ほば こ —— お ほ？ こ (大葉 子) 

た、 かへ ば —— た 、かへ^  (戰) 

こ ゆれ^ —— こゅれ^^  (越) 

かんなめ —— かんなみ (神 奈備)  •  . 

か 1^ リ -—— か ：w り (冠) 

すべらぎ —— すめらぎ (天皇 )  1 
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ざ 行 ，11 な 行 

しら，：^ —— しら！ 5  (不 知) 

み 力 —— み ^  (不 見) 

は ， せ —— は ij  (魚の 名) 

こ せ  こ ね (物 を 交合 はする こと) 

だ 行 11 な 行 

か —だし —— か —なし (金 作 即ち 金工) 

へ.^ ち —— へお リ (隔) 

たお ひ —— iiU ひ (丹 波) 

み .^1 —— み (瑞) 

ぬ , る 11 ぬ S 音) 

お れ —— おのれ (己) 

おは./ \ する —— お，^ する (動作に 就いて) 

が 行 11 ら行 

い 到 —— い ^  (芒 苛の 頻) 

うがち — うらち 


五 

0 


た き- 

ふ  ぎ- 

ゑ ぐ- 

へ 


- タリ  タルミ  ク， キ 

： ^ 「遠 江の 山中に て 瀣を垂 と 云、 gj; の 國の垂 水 も 卽多翁 

^  なり。 且 たぎの き は 古へ 必 濁れり。」 

ふ が 「紀、 一： 山 葉 振 を ふきとい ふ。」 . 

ゑ ^  (彫) 

ゆ (ゆら/, \ させる) 

こごし き  ころしき (凝) 

わ U 11 わ ^  (我) 

右 を實際 使用の 漢字に 就いて 觀 るに 馬 美 武米母 は吳音 はまみ むめ もで ぁリ、 漢音 はばび ぶべ ぼで ある。 ま 

た儺爾 努禰廼 は吳音 はなに ぬね の、 漢音 はだ ぢづで どで ある。 故に 是等は 一字に して 兩 用され るので ある。 

この 外 仁の 如き にん、 じんの 如き 兩音 ある もの は 吳音を 用 ひる ことが 多い。 即ち 仁 はに に 用 ひ、 爾も にに 用 

ひ、 兩音 ある ものの 例 は、 泥 はねと でと に、 烏 はう と をに、 廼 はととの に 用 ひる。 さて 次に、 

「〇 淸 濁の 言は 古事記、 日本 紀 その外 古書の 訓 註に、 濁 言に は 濁 字 を 甞リ、 見て 知べ し。 又た ま./ \獨 

キ  ク 

言に も淸 音の 字 を 害し 所 は あれ ど、 淸言 に獨音 の 字 を 書 こと はなし、 萬 葉な ど は 千が 一 其 違 有 は 後に 字 

を誤リ しな リ、 改む べし。」 

如何にも 自信の ある。 斷定 である 古典 を涉獵 して ゐる眞 淵に して 始めて なし 得る 言で あらう。 後年、 同じ 

鄕國の 孫弟子 石 塚 龍 麿の 古言 淸濁考 の 述作の 如き、 ここらに その 示唆が あつたの では あるまい か。 この 淸 ii 
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考の 成った とき、 龍 麿が その 師內 山眞 龍に 見せた ところが、 師 翁の 說に異 る ものが あると 云って ゐ るの は、 

眞龍. も眞 淵から、 是 等の 說を傳 へて 居リ、 それ を 龍 麿 も傳授 されて ゐ たので あらう。」 

なほ 本書に は、 「ひとびと (人々)」 の 如き 重言に 濁音の 生ずる こと、 山川， 山風の 如きに も 11 樣 である こと 

を 述べて， 是 等の 現象 は 平 言 即ち 常 語に 注意して をれば 自然に 合點 せられる ものである こと、 また、 今の 形 

容詞の 悲しき を 悲しい と 云 ふ 如き は 平 言で あるから、 雅言に は 用 ひて はなら な いこと を說 いて ゐ る。 

(一 〇) 以上 は * 先づ總 論と して、 その 音韻 語法 說を 槪說 し、 日本の それ は 宇 ts: に 於て 最も 優れた ものである 

こと は、 我が 國 柄と 同様で あると 述べ、 本論に 入って は、 五十 昔を說 き、 行 • 列の t:n 通よ リ、 動 11 活^と し 

て 初、 體、 用、 令、 助の 五 言、 次に 約、 延、 略の 各 言、 さて は、 淸獨音 の 相 通に 至った ので ある。 その都度 

多少の 愚 評 は 述べて 來 たので あるが、 觅に 角、 進步 した 後世から すれば 幾多の 批難すべき 點は ある やうで あ 

る。 卯ち、 宣長は その 序文に 於て 「よき あしき は 見む 人の 心なれば いかぐ あらむ。」 と 暗に、 荒木 田 久老は 

「たらへ る 事 難き 寄 なれ ど」 と、 率直に、 その 批難すべき 點の ある こと は 述べて 居リ、 僧義 門 も 山 口 架に 於て 

「いと あらく して、 とられぬ 事の み」 と 評して ゐる。 而し、 創業の 難、. 魁 者の 險は ある ものである。 その 說 

の 中には 後世の 昔 韻語 法の 研究 を 示唆した 卓見 も あるので あって * 强 ちに 棄 つべき もので はな い。 

されば こそ 本 赘 の 影響 は、 この 方面の 多くの 問 津者を 生じた ので ある。 門 人 村 田 春 海 は 宽政五 年に 五十音 

雜誤を 出して、 五十音に なづ むま じき 事、 五十 昔 は 神代より ありし ものなら ぬ こと- を、 お、 え、 ゑの 所廳 

の辨等 をな して、 語意 考の 誤リを 正し、 前述の 如く 享和 元年に 出た 石 塚 龍 麿の 古言 淸濁考 も 本番に 晤 示を受 


けたと 思 はれる 節 も あるし、 丰田篤 胤 も 五十音 義訣を 出して、 眞. 淵の 說を 祖述 補正して 居リ、 林 國雄は 文化 

八 年に 皇國之 言靈を 出して 眞 淵の 說に 基いて 五十音 言靈 のこと を說 いて 居り-、 篤 胤 門の 野 之 口 隆正は 天 保 五 

年に 通 略 延約辨 によって. 眞 淵の 說を 批評し、 その 誤リを 指摘して • 自己の 見 を 紹介す ると 云 ふやう に、 11^ 

淵の 投じた 湖 中の 一 石 は 次第に、 その 波紋 を擴 大して 行って、 洋學の 傳來に 因って 一 層 理論と 體 系と を 得て、 

今日の 盛 を 見る に 至った もので、 想へば 眞 淵の 創建の 功 は、 我が 音韻 語法 史上. 決して 等閑に して はなら な 

い (昭和 十三 年 五月 號國 語と 國文學 、「語意 考 について」 井上 豊氏. 參考 となる ことがある。) 

三 語意 考 以外に 見えた る說 

係 結 法 

以上 は 主として 語意 考に 甚づ いて 述べた ので あるが、 なほ 縣居 書簡の 屮に收 めら れた晚 年 故 鄕_; ^州の 門 人 

に 宛てた と m 心 はれる ものの 中に 昔 韻の こと を 長く 說 いて ゐ るが、 その 中に 後世の 係 結 法に 相 常す る說を 観ら 

れ るの は 注目す ベ きで ある。 

「ぞ とい ひて はう くす つぬ 云々々々 の 昔に てと まると いひし につけて、 共- $1： の 出生の 事 をうた が ひて 問 

る、 (中略) 又 上 はこ そと い へ ば 下 をえ けせて ね へ め えれ ゑに てと する 同じく おの づ からの 事な り.、 右二つ 

の 韻皆此 音に てと まるに あらず、 凡 を 云な りつ また こそ はきに てと めた る も 希に あ リ"， し 

卯ち、 そが 係と なって 速 體形を 以て 結ぶ が 大體の 形で ある 云 ふので あって、 なん、 やかな どに 就いては 朱 だ 

0.S  1^ 韻語 法の 研究  I  —ー I  i 五三 三 I  —  I 


第三 編 思想 及び 研究  W 三 四 

考察が 無かった やうで ある C こその 係 結に 就いても 今から すれば、 不完全な 說明 では あるが、 五十音 を 中心 

として 觀 察が ここに 至った こと は 文法 史上 忘れて はならぬ。 

片 假名 及 いろはの 起源 

右と 同じ 書簡に、 片 假名の 事 はう つぼ 物語に その 言葉が 見えた のみで， 古い 物に は 言って nie ない。 三百 年 

ばかり 前の 書に は 皆、 を こと 點と いふ 物 を 朱で つけて あるが、 片 假名 を 付けた の は 見ない。 今の^ 即ち 平安 

朝と なって 好事家が 書初めた もので、 菩薩 を芥、 遷を迁 など 書く 類の 轉 であらう。 それ を 吉備眞 の 作な ど 

と 云 ふの は 論に も 足らぬ 偽 諺で ある、 と說 く。 

、い、 ろ ど 我が 國本來 の 文字な どい ふ は 至極い けない。 我が 上古に は 字 は 無い、 から 國の 字の 草體 であつ 

て、 矢 張 今 京 以來發 達した もので、 弘法 大師の 作な どと 云ふ說 は當ら ない。 五十 聯音は 天地 自然の 音で、 風 

聲水 音まで これから 成って ゐる、 この 五十音 を 重ねて 敎 へる 爲 にいろ はが 出來 たもので ある。 更に 弘法 大師 

の 作なら ぬ こと を說 いて 「弘法 は嵯峨 天皇の 時まで 在し、 その 御 時より 延 喜の 古今 序まで は 十代な り、 弘法 

是を甞 始め 人の 用ゐば 古今 序に 至て、 かく、 かくべからず、 弘法の 作なら ぬ 事 明けし。」 と斷 じて ゐる。 

この、 ぃハっ if 歌 は 「色は艴へど散|^るを. 我 世誰ぞ 常な らん- 有 の 奥山 今日 越へ て、 淺き 夢み し醉 ひもせ 

ず 1 と 云 ふ 事で、 好事の 僧侶の 作で ある， こんな 忌まし いもの を 手 習に する の は 以ての外で あるから、 なに 

はづ、 淺香 山の 二 歌 を 習 はせ るが よい、 iE 分 も 田 安殿の 御子 達に は 之 を 書いて 差 上げた、 と 云って ゐる。 以 

上、 附說 では あるが 拾って 置く。 


第五 章 書 虱 及ぴ漢 學 

I 書  風 

眞淵. H 我が 歌 首 r 神道、 國學、 思想 等の 各 歴史に 於て 相當の 地步を 占む るが、 書道 史に 於ても 亦 忘る： T ら 

.  _  (跋) 

ざる 一人で ある。 それで、 古く. 泊活筆 話、 千歲 筐跌、 玉 棒 等に も * その 害 法 を說述 して ゐる" その 歌風に 

三 變遷が あるが 如く、 書法に も 三變遷 があって、 而も その 過程に 於ても ほ乂、 歌、 書 共に その 軌を一にして 

ゐる。 左記 年代 を 劃然と 別け たの は 岡部讓 翁の 說 である。 

、第、 は 元 文 元年、 四十 歲 頃までで、 荷 田 春满の 手を學 ばれた 時代で、 謹厳に 美 はしく、 少しも 亂れた 所 

はない。 

春滿の 姪で、 濱 松の 戴訪 社の 杉浦國 頭に 嫁した 眞崎 は、 堂々 男子 も 及ばない やうな 卷滿流 を 書いた が、 3^ 淵 

は 十一 歲の 時に、 この 眞 崎に 手 を 執られて、 習字 をした ので あるから、 極く 若い 頃から、 その 赛風 を傳 へら 

れ たので ある。 當時濱 松邊は 歌風 も春滿 風で あつたが、 書風に 於ても、 その 影響 は廣 く、 眞崎、 國頭、 方 塾 

等 を 始め、 その 一統 皆春満 風で ある。 本書 ロ繪 第三 を參 照せられ たい。 

ゴ， は 元 文 二 年 四十 ー歲 頃から 寶暦九 年 六十 三歲 頃まで を 云 ふ。 この 期 は 世に かか はらず、 高雅に し 

て、 强 さが 現れて 居り、 千 蔭の 書と 見紛ふ もの さへ ある。 而 して、 この 期 は 細かに くこと を 好まれて、 細 
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く 硬い 筆の 先 を つて、 寫本 など 克明に せられて あり、 筆の れて 見えない 所 も あるが、 而し 筆勢が それと 

確かに 窺 はれる。 私 は 最近、 濱松邊 の 積 志 村 名 倉 家に 就いて、 眞. 淵が 契冲の 著. 萬 葉 截惣釋 の 巾の 雜說と 枕 

詞 とを卷 紙、 蓋し 百數十 尺に、 細かに 寫 された もの を 見た が. 正に この 期の もので あらう。 

第三 期 は 齊歷十 年 六十 四 歳から、 明 和 六 年 七十 三 歲の歿 年まで を 云 ふ。 この 期に 於て は王義 之の と傳へ 

られる 天 朗帖ゃ 我が 國の 上代 風 をも學 ばれて、 蓮筆猛 勢で、 龍の 天空 を驅 ける やうであった。 彼の 萬 葉考の 

うは 番ゃ 門人 梅 取 魚彥の 古言 梯の奧 害 や 美酒の 歌な ど はこの 期の ものである。 前に、 豊 田長敦 翁が 持 たれ、 

後に 大伴 千秋 氏の 手に入った 淺間詞 や、 今は燒 失して ない が 曾て 伊勢 古市 某の 所有であった 吉野 詠な ど はこ 

の 期の 絕 品で 拓本 刷と して、 文政- 天 保 頃に 出て ゐる。 また- この 期の もの は その 勢が 祖 徠の番 に似て ゐる 

と 云 ふが、 その 氣魄に 似た 所が あるから であら う。 

書 節に も 見える 通リ、 1： 風 を 重んじた 眞淵は 自己の 著書の 版師も 選んだ、 萬 葉 考のー ニ卷 を. ら 15!: いたと 

き， 井上 淸 風と 云 ふ氣に 入り-の^に 彫らせた. 當時淸 風 は 二十歳で あつたと 云 ふ。 その 淸 風の 談話が 玉 禅に 

ある" 即ち 眞淵は 晚年天 朗帖ゃ 上代 風 を 喜ばれて ゐ たが、 當時 江戶で 知られた 束 江 源 麟と云 ふ 薺 家に、 唐 風 

ょリ 我が 上代 風の 善い こと を敍 ベて 勸め たから、 源麟は その 言に 從 つて、 上代 風に 入り、 終に 道 風の 秋萩帖 

を 改訂した と 云 ふ。 また 尾代弘 賢の 談話と して、 眞淵は 持明院 家の 門に 入って 學ん だが、 その 院 家からの 免 

狀が賣 り-物に 出た の を 三 品 某：^ 見た ことがある 旨 を も 載せて ある。 

斯くて、 翁の 薺 は 生前 旣に 世の 珍重す る處 となり-、 歿後 は 翁々 その 傾向が 現れ、 千歳 は 翁の 雄跻 お， で 


千 蔭が 序 を 書いて ゐ ると 云 ふこと である。 現今に於ても3具淵の甞家としての灘1?^は次第に高まり、 ^くも n 

本書 道 史には 之 を 論じない 者な く. 一  書簡 すら 數十金 を 以てしても 容易に 手に入れ 難いと 云 ふこと である。 

ニ漢  學 

時代の 風尙 として 眞淵も 若い 時代に は漢 學を學 ばれた こと は 想像に 難くない、 泊活筆 話に も その 記述が あ 

る 通リ、 蒙 庵に 學ん でゐ る。 蒙 庵と いふ 人 は 徂徠の 系統 を 引く 人で あるが、 節操 高く、 恩義に 報いる 心の 厚 

く、 非常に 德が 高い 謹嚴な 人であった やうで、 之 は その 師卷 に似て ゐる、 また 一 方 詩に 優れて 居った が、 之 

は南郭 に似て ゐる。 眞 淵の 性行に は 漢學者 的な 處が ぁリ、 また 詩人 的な 處が ある。 之 は. E 己の 修養から も來 

たで あらう が、 何う も 蒙 庵 先生の 影響な ども あるで あらう と 思 ふ。 さて この 萦 庵に 就 學中、 論語 記 問と S ふ 

著書 もした と 云 ふから、 その 門下に 於ても 可な り 秀才であった らうと 思 はれる。 詩 は 明 詩の 體を 好んで 維 陽 

詩 草と 云 ふ 自筆の 詩集 も 濱臣が 手に入つ たと 云 ふ。 之 は 五絕七 首、 七絕 五十 首、 五 律 七 首、 七 律 一 首、 長篇 二。 

首の 通計 六十 七 首あった と 云 ふこと である。 なほ 在鄕 中の 詩 號は淞 城、 茂 陵な どと も稱 して 居った ので ある 

その 詩文 稿の 斷片 的に 殘っ たもの は 本書 眞淵翁 拾遺に 採錄 して 置いた から 参照せられ 度い。 
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第 六 章蘐園 派と 縣居 

縣門は 我が 古學を 以て、 蘐園派 は 漢土の 古學を 以て、 共に 當時 江戶に 於け るニ大 門 戶 であって、 _ 句 くも 我 

が 古典 を學 び、 歌 文 を 習 ふ 者 は その 縣 門に 在る を 誇"、 また 官學を 放れて 經典を 講じ、 詩文 を說 くもの は蕺 

園 派た る を 傑ぶ と 云ふ狀 態であった ので ある。 而 して、 兩 派の 學、 その 取扱 ふ 古典 詩、 歌は異 り-と 雖も、 そ 

の 學祖に 於て 似た る 所が あり ヽ その 精神に 於て 全く 軌を一にし、 門人の 動向 また 類す る ものが あり、 して 

兩派は 或は 徘擠 し、 或は 相 提携して， 互に 影響し、 因果の 關係を 成して ゐる。 依って、 夙に 兩 派の 關 係に 就 

き斷片 的ながら 觀察を 下した 學者 もあった が、 吾人 も 以下 少しく 之に 就いて 述べよう。 

一 蘐園 派と は 

けんえん 

荻 生 徂徠の 創めた 古文 辭學派 を菌園 派と 云 ふ。 蘐 園の 蘐は萱 と 通 ひ、 徂徠の 居が 劳_ 場 町に あつたから-、 そ 

の尾號 として 用 ひた ものである。 祖徠は 近世 漢文 學 史上の 大立 物で、 稀に 見る 異色 を 有して 居った" 名は雙 

松. 字 は 茂 卿. 號は蘇 雷、 祖徠、 蘐園、 赤 城 翁と 云 ひ、 物 部 守 尾の 末葉と 云 ひ、 物 部 氏を稱 し、 支那 風に 物 

茂 卿と も 云った こと は 有名な ことで ある。 江， 戶の 人で あるが その 先 は 三 河の 获生 村から W たと 云 ふ、 それで 


荻 生 姓 を 用 ひた。  • 

この 蘐園派 は 東都に 於て、 西 京の 仁齋 の古學 派と 共に 一時 世 を 風靡す るの 盛況に あって、 大宰卷 基、 服 部 

南郭 を雙璧 として 安藤 東 野、 山縣周 南、 平 金 華 等の 秀才が 雲集した。  • 

二 徂 徠と眞 淵との 比較 

祖徠 は享保 十三 年 六十 三歲、 眞淵 三十 ニ歲の 時に 歿して ゐる • この頃 眞 淵は濱 松の 一 旅館の 養子と して 立 

働いて ゐる 時で あるから、 徂徠の 生前に 於て は 雨 者に 何の 交涉も 無かった こと は 明かで ある" 一 叩し 祖 彼の 主 

張が 眞 淵に 影響し、 やがて、 縣 門の 主張が 蘐園 一派に も 反響す る やうに なった。 それで 昔から この 兩 大人 を 

比較して 考察す る學 者が 多い _リ 

先づ 第一に その 人柄に 就いて 考察して 試る に、 徂徠は 意志の 强 ぃ勉强 家であった" 天 ドに名 を 成す もの 凡 

そ斯く あらぬ もの は 無い が、 特に 徂徠に 於て は而 るので ある.^ 十四 歲 父の 請 所に 從 つて 上總 にあって 十二 年、 

二十 五歲 にして 江 戶 に 出て 芝に 居 を 卜した。 田舍に 於て は無師 獨學、 江戶に 於ても 赤贫洗 ふが 如く、 衣 < ^に 

も窮 して 豆腐の 澄 を 食って 勉強した 話 は 有名で ある。 眞淵は 三十 七歲 まで 田舍に 在って 養子す る こと 三 II、 

而 して. 晚學、 三十 七歲 一家 妻子 を打棄 てて 上京、 羽 倉 門に 入リ、 更に 四十 一歳 • 江戶に 下った が？ お 初の 生 

活は 貧と 戰ひ、 食客の 如き 狀 態であった が、 寢食を 忘れて 學窮 一途に 勵ん だので あるつ その 內容 こそ 異れ、 

同じく 人倫の 苦 を 嘗め、 人生 苦と 戰 ひっつ 學究 一途に * 刻苦 精勵 したの は兩者 相似た る ものが ある。 天の 將 

第 六 章 義園 派と 魁 居.  五三九 


第三 編 思想 及び 研究  五 四 〇 

に、 大人 を 降さん とする や 先づ其 心身 を 苦しむ と はこ こに も、 之 を 晃られ るので ある。 

祖徠は 性格が 豪放磊落で 小事に 拘泥せ ず、 常に 好んで 人 を 罵った ものである 「余 は 他の 嗜玩 なし、 唯だ炒 

豆 を 嚼んで 宇宙人 物を詆 毀す るの み」 と 云 ひ- その 臨終の 日 大雪の 降った のを昆 て 「海內 第一 流人 物 物 茂 

卿. 將に命 を 隙さん とす、 天此 世界 をして 銀たら しむ」 と 云った 話の 如き、 その 性格 を髮瑶 たらしめ る もの 

が ある。 眞淵 にも 時には 發 して 人 を詆毁 した リ、 大言壯 語と 思 はれる 節 も 無いで はない。 而し、 "；^ は その 學 

識が愈 進み、 ほ 信が 益强 くな り-、 また その 聲聞 と共に 漢學 者との 對立 意識が 熾烈と なった 結 H;^ であって- 千 

言 中 片言 その 鋒 鋩を顯 したに 過ぎな い。 常に 謙抑 を 忘れなかった^ 己 三十 歲 より 今 七十 一 歲 まで^ 事 不廢候 

へど も 萬 事 はか ゆかぬ ものなる を 歎 候 事の み 也 」 r ほら^ あれば 錐脫 袋と いひて、 自然と 顯 るるな リ、 いま 

だなる 間 又は 俗士に ほこる 人 は 遂に 學の 就り たる は 無し、 おのれ、 如此 かまへ て默し をれば 今 は 天下に 名 を 

得たり、 名昍 好む 人の 名 を 得た る は 無し、 又 人 を すすむる 爲 とてい ふ 人 も あれ ど 天下 は 如，， 蚊蠅. 數 群の 人の 

中 百 人 二百 人 を 進め 得ん も 何ば かリの 事に あらず、 只み づ から 學 問して 自然に 天下に 發動 する 時 を 待つ にし 

かず。」 學者 として 何ん と 云 ふ 立派な 態度で あらう、 何ん と 云 ふ， 奥ゆかしい 心 遣 ひで あらう。 また 「己 は元來 

不才 故 三十 年 學で漸 六 旬 を 過 候て、 凡 意 を 得しに 猶不， 足の み 多し。 その 己 等より-も 稱 劣れる もの いまだ 六 

旬に も不， 至して 何事 を かいはん や。 皇 朝の 學は 千年 以來斷 し を 今 好み ぬれ ど とかく 百歲を 賜らで は 大半に 

も 行べ からぬ 事 也。」 と、 その 大 なる 抱負 を 吐露す るに しても 自己の 經驗 よ、 リ せる 强ぃ CI 信から 出た もので、 

架-:^ 的壯 語で はない うお のれ 三十 年 以前 東都へ 下り-し 時 千 萬 人擧て 異端と て Is- みし を不， 改， 操して、 十 年ば 


かり， 經る ほどに 其惡 みし 人 多く は來て 門下に 入れり。」" J- も 多少の 誇張 は あるに しても 事 寅で ある，， 「友 節 (i ま 

庵) は 一生 偏に 純 (春 臺) を 信じ、 己な ども 一度 師の 如く 賴 みし 人 故に 論 をば せず、 生前に あしと も 中さず 候 

へど も元來 愚人 也、 只からの 學問 はよ し、 學者 にして 本意 を 失し 人也ピ この 言た る や、 その 師を排 誇した る 

ものであるが、 眞 淵の 生母の 里方 竹 山家へ、 „: 豕 庵の 長女が 嫁して ゐ るから 緣邊 にもな つて 居った し、 古學者 

としての 立場から 漢學 者に 一 矢 を 放った ものであって * 散て 師道 を紊る もので もない。 、要、 す 、るぎ、 徠、 はずが ハ親 

落 そのもので あつたが、 具 淵に は 自制 謙抑な 處が あつで!^^ にきき： ^ゆ；；； J.J^ か f, か。 

而 し道德 方面に 於て は兩者 共に 寬大 であった。 祖徠は その 豪放な 性格から 來 たもので あらう が、 3^ハ 酒 はせ 

學者 としての 自然主義 的 主張から 來 たもので あらう。 異. 淵が 行動 は 道徳的に 或は 疑 はれる かも 知れない、 姿 

子、 養家 を棄 てて 出た こと は 如何にも 世間の 首肯し 能 はざる 所で あるが、 .，，5 し 一方に は 古學を 興さう、 古道 

を復 しょう、 また 一 身 を 立て 祖先に 報いようと 云 ふ强ぃ 道德的 欲求 もあった し、 家 を 離れて 以來も 常に その 

家 を 顧みる こと を 忘れず 面倒 を 見て ゐる こと は その 書簡に 善く 現れて ゐ るし、 また 江戶 の. 家政 を 執らせる た 

めに りよ 女 を 入れた ことな ど當 時の 風習から すれば 少しも 批難され るべき ことで はない。 その他、 、との 交 

際な ど を， て も 義理堅き 方で- 實に眞 淵 自身の 生活 は當 時の 儒教的 道德の 軌道 を步 いて 來 たもので ある。 ；g 

るに この 學問的 立場に 於て は老莊 の說を 喜び、 名敎 を攻擊 して、 人心世道を率ゐるにも^11!然の推移と云ふゃ 

うな こと を 尊んで、 わざとら しい 人 爲と云 ふこと は 排斥した、 そこで 門 人 等の 言動に 對 しても、. 師逬を 偽ね 

ない 以上 は 至極 寛大であった。 この 點は その 出發 點は異 ると 雖も、 その 結果に 於て は兩者 相似た る もので、 
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從 つて 円 人達の 動向に 就いて 同じ 傾向 を 持つ に 至った ので あるが、 是は 後述す る 積り である。 

更に また、 兩、 者、 は 、己、 の% や^ ifLi まひ.？ -f- か 實で、 殆ど ハ心 醉狀 態にまで 立 到った ことで ある ノ祖徠 は徂彼 

典卷 十四に 「題 孔子 眞」 とい ふ 文に 於て r 歲庚子 夏 五月 日本 國夷 人物 茂 卿拜手 稽首 敬 題」 と 寄いた こと は 

餘リに 有名で あるし、 我が 地名 人名 等 を 支那 風に 書く、 例へば 物 部 茂 卿 を 物 茂 卿と 書いたり、 ^ 根 を 面關と 

書いたり する やうな こと は、 この 學 派から 一層 甚 しくな つた、 また 漢文の 返り 點ゃ送 假名 も 一切お いたの は 

この 派の 特色であった。 實に、 支那 心醉も 言語の 限リ である" 眞. 淵 はわが 古語 古學 古道 を 尊び、 極端な 尙古 

主義に 陷 つて、 その 衣食住の 生活 態 樣をも 上古 振 を 具現した 程で ある。 例へば 凝 近世 叢 話に、 眞 淵が ある 新 

年の 歌會 に、 特別に 古服 を 仕立てて、 出席した のに 加 藤 枝 直が 今 世の 人 は 今人の 服 を 着るべき であると 云つ 

て擇 ばなかった と 云 ふこと が傳 へられて ゐ るし、 萬 葉に ある 植物 を 庭に 植 ゑて 樂ん だり、 古典に ある 食物 は 

一層 美味と して 賞した リ、 如何にも その 生活が 復古 的であった。 實に兩 者 その 學の 方向 は異リ と雖も * 忠赏 

熱烈な 度に 於て、 相似た る ものが ある。 

00000000000000  000  、、ゝ ゝ、、 、、、-、 、-ヽ -ひ、， 、 、：、 、：、 » ハ /-、！，、■!?/:、-•-、,，!!.-、 

第二 は その 學說に 就いて 考察して 行く。 祖徠は 古文 辭を 尊重し 秦漢 以前の 書に 依リ 束^^、ぉ後は之を膝 

、み. ダ、 斯くて 獨. H の 立場に 於て 六 經を檢 討して 當時餘 りに 妄誕に 陷リ、 思索に 墮 した 宋 儒の 說く所 を 攻槧し 

た。 之 は 、が^ ゲ ぎ M 、の 書 を推稱 して、 それに 依って 我が 具の 上代 を 理解せ よ. 後世の もの を觀 るの は 

^^^^nifLli^"^i?^、  、の i^iF  ¥ 歌 、を、 攻、 擊 したのと 全く 軌を一にする 「 故に 異. 淵の 說は祖 徠に影 

響せられ てゐ ると 云 はれる。 それ は その 孫弟子 蒙 庵に 就學 したから、 ここから 其の 思想 を 受けた と 観られて 


ゐる。 

この 古文 辭# 重と 云 ふこと は その 學 問が 實證 的に な リ歷史 事實の 研究 を 促し 來 つて 窮理 思索 は 輕ん ずる や 

うに^る の は 必然の 歸結 である。 即ち 古 ま V 、を 放れず、 古典の 文 辭事實 を 重んじ、 これに 依って 歸納 して 行く 

考證學 的 傾向に なって 來た。 斯くて 古學の 研究 は 歷史， 語源 學、 文法、 有職 故實、 解釋學 等い ろ/ \ の 方面 

に 展開 發達 を將來 せしめた。 さて 道の 研究に 古文 辭を 尊重す ると 云 ふこと はやが て. 之 を 弄ぶ の 風が 生ずる 

の もまた 必然の 展開で ある。 即ち、 

次に 徂徠は 道 は文辭 のみ、 六經は 道を說 くもので あるが、 要するに 文辭 である. 之を棄 てて 他に 求む る は 

即ち 道 を 知ざる，^ ので あると 說 く、^ これ は眞 淵が すべて 古學 古道の 本 は 古歌に ぁリ、 古言に ある。 之 を慷大 

いで % く 古典に 詣り 得る * 之を棄 てて 他 を 求む るの は 本末 顚倒 も甚 しいと 云 ふ 所に 似て ゐる。 斯くて 兩者共 

、に &に 詩文 や 和歌 を 詠 じて、 寧ろ 之に 墮 して 了った とさへ も 思 はせ た。 そこで 兩 派の 特色の 一として、 その 

門人に 文 學の士 が 多い と 云 ふこと を擧 げられ る。 

KP. ぞ、 の X がず に 於で 雨 者 共 天才 敎育を 重んじて 德 育に は 寧ろ 放任 的であった。 祖徠 のこと は妯 らく 措 

き.、 眞 淵の 書翰 中 その 門人に 道 德を說 き 素行 上の 注意 を與 ふると 云 ふこと は 極めて 稀であって、 常に 學才の 

補導 伸長に 資する やう 筆を充 して ゐる^ その 秀才と 聞く や 特に 目 を 懸けて ゐる、 例へば、 鄕國遠 江の 见付總 

社の 悴、 直 丸 弱年に して 苗秀 たる を 聞く や、 連リに その 出府 を 促し、 三 河の 梁滿が 才子で あると 云 ふ 信 幸の 

紹介 ある や 晩年 不自由 勝な の を 押して 如何にも 懇切に 各方 面に 直り 數千 言を盡 して ゐ るが 如き、 學問 上の 俊 
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偉 を 養成しょう とした こと を 窺知され るので ある。  、 • 

以上 は祖 徠の唱 へた 古文 辭學の 說と眞 淵の 唱 へた 古 學說と 相似た る 所 を 略述した ものである- なほ Hi 彼に 

就いては 道の 本質 論 や、 glf: 人に ついての 說ゃ國 政論な ど、 云 ふべき 點 は 多い が 略す る。 宋舉 とその 說 く：.^ と 

異リ と雖も 同じ 高嶺の 月 を 眺める 支那 學の 思想で ある。 禮樂刑 政 を 仁義 以上に 尊べば とて 支那 a® より 脫印 

し 得ず、 思 子、 孟子 を 斥けて 荀子を 推せば とて 是皆、 中國の 先賢であって、 日本人 を崇拜 した 譯 ではない、 - 

依然 講人は 至上な もので ぁリ、 邪の 標準 は 先王の 道に 置く ので ある。 我が 古學 者より すれば や > しく：：； ムれ 

端 者と して 排撃すべき であった。 

三 兩派 門人の 動向 は 似て ゐる 

この兩大人の門人の動向が^^てゐると云ふ觀察は、 はやく 眞 淵の 孫弟子 淸水 濱臣の 泊， 筆 話に H やえ、 . ハエ々 

ォ 河 野、 芳賀 などの 諸 博士 も 之ダめ 紹介して 居られる。 即ち 泊 is 筆 話 は 次に 揭ぐ。 

「高 律 阿閣梨 は仁齋 先生に なぞら ふべ し、 縣居翁 は徂徠 先生に よく 似 かよ ひたる 所ぁリ 「- 本 01^ 氏 は 春臺先 

生の おもむき あらん。 芳宜園 は南郭 先生に もた と へんか。 この 中に も ほか はおき て、 本 居 氏 はもと より さら 

に なぞら ふべき 人な きすぐれ びと なり。 かりに 春臺 先：^; によ そへ し は、 徂徠の 門人に て、 共 おもむき のか 士 

れる 事、 縣 居の 門人に て、 あがた ゐ にか はれる 所 あるに 似 たれば なリ。 縣居翁 わかく して、 f 組 州に すま ゐさ 

せられし， は、 暴に 心 を ふかめて、 iig^;  IJ;4， に まなばれ しに、 li とい ふ もの 案 


稿せられ たる 事 あり ，0」 

さて 徂徠 門に 於て 堅く 道の 方面 を 主持す る もの は大 宰春臺 であ リ、 文學 方面の 衣鉢 を 受けた もの は 服 部 南 

郭 によって 代表せられ る。 而 して 眞 淵に 於て は 道 ほ 本居宣 長、 文 學は村 田 春 海、 加 藤 千 蔭 その 代表者と 見ら 

れる。 各 道に 向った 門弟 は 嚴格眞 面目な 行動 をして ゐ るが、 文學 方面に 向った もの は往々 にして 輕佻浮 蒲な 

風を帶 びて 居た。  , 

四 古學發 起と 古文 辭學 

眞 淵の 古學へ の 精進 はこの 古文 辭學の 影響に 依る と 観る 濱臣 ゃ芳賀 博士 等が あるが、 而し藤 岡 _g 士の國 文 

學史 講話 や 河 野 博士の 國學の 研究に 於て は、 更に 一歩 を 進めて、 全然、 國學 興起の 原因 を 儒家の 復古 Mi に歸 

せず して、 兩. 者の 間の 因杲關 係を說 き、 而 して、 兩者 がその 典 起の 理由と 主義と を 同じう せざる もの ある こ 

とを說 いて ゐる。 即ち 國學の 研究 (三 六 五 頁) に 

「眞 淵の 古文 辭學 と關係 深き こと は 實に此 くの 如し。 然れ ども、 彼と 此と相 合して、 その 差別 を沒 却せ ざ 

る 所以の もの は、 一 啻に、 その 取极ふ 文字が 和漢の 別 あるの みに 非ず、 又 その 詠 出す る 所の ものが、 歌と 詩 

との 差別 あるが 爲 めに 非ず、 兩者、 その 思想の 根抵に 於いて、 相容れ ざる もの あるが 故 也。 即ち、 彼 は 唐 

虞 三代 を 欽慕し、 此は 我が 上古、 神代 を 尊崇す。 彼 は 支那の 文物に 心醉 し、 此は 我が 祖先の 生活に 憶愤 

す。 彼 は 心 を 外に 馳せ、 此は心 を內に 廻らす。 されば、 眞淵 は、 その師春滿の精祌を繼^^して劇烈なるな 
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擊を儒 佛ニ敎 に 加へ たり。 此の 點に 於いて、 兩 者が、 其の 與 起の 理由と 主義と を 同じう せざる こと 最も 明 

白な リと謂 ふべき 也" 具 淵が 儒敎を 排斥した る は、 即ち、 之を以 つて、 我が 國民 固有の 大らかに して、 美 

はしき 思想 を 破壊す る 所の 障碍な りと 信じた るが 故にして、 極端なる 尙古 主義 は 愈々、 その 徘椅の 氣焰を 

高め、 反對者 をして、 憤激せ しむる に 至れ リ。」 

五眞 淵.^ 南郭 

眞淵は 漢學者 わけても 太 宰春臺 あたり-と は 鬼 角 反り. が 合はなかった ので あるが、 同門の 南郭と は意氣 投合 

して、 所謂 莫逆の 友であって、 文學 上に 於ても 互に その 知る 所 を 交換した と傳 へられて ゐる。 南郭は 齊腭九 

年 七十 七歲で 逝くな つたから 眞 淵よ リは 十四 歲の長 である。 そして 歿して 品 川 朿海寺 中の 少林 院に 葬られた 

が、 眞淵も 同じ 所に 墓所 を 見立てられた。 或は 生前 互に 期す る 所があった ので は あるまい か。 泊活筆 話に も 

そのこと が 見えて ゐ る。 

服 部 南 郭は名 は 元喬、 字 は 子遷、 小 右衛門と 稱し、 號は 南郭の 外に 芙蓉 館と も 云った。 京に 生れて 十四 歲 

江. 戶 に下リ 十六 歲で 柳澤吉 保に 仕へ、 その 緣 故で 徂徠 門に 入リ、 同門の ために は盡す 所が 多く、 長生した か 

ら同 門人の 碑文な ども その 手に 成った ものが 多い 「性 磊落で、 人と 交 職の 際 談笑 怡々 如た リ、 深く 自ら その 

學識を 韜晦し、 常 1^ 雅致 を 以て 自ら 居り」 と 云った 態度であった- 徂徠 逝いて 後 は蘐園 派の 文 辭は南 郭が牛 

耳 を 取って 居った。 束 修年百 五十 雨に 達した と傳 へられる から その 門の 盛え たこと は 想像され る。 除 技と し 


て畫 もやった が 和歌 も 詠んだ と 云 ふ" 彼の 父 元矩は 北 村 季吟に 師事した と 云 ふから 南郭も 早く 國學 の嗜も 

あったらう。 その 師は 自ら 夷人と 稱 した 程で 支那 心醉 者で あつたが、 南郭は 支那 を 海外、 彼 邦， 彼方、 など 

と 云って、 決して 中華、 中國 などと 云 は 無かった。 ここらが 眞 淵と 意 氣 投合した 所で あらう。 

さて. 眞 淵との 關係 であるが、 泊滔筆 話に、 

「縣居 翁と 南郭 先生と は、 もろこし 學 とやまと ざえ と を か へ ,\ にして かたみにと ひまな ばれし とか や、 

されば にや 南郭 先生の 槍 垣 寺 記と いへ る 筆す さびい とめで たし。 さらに 儒生の 口つ きな し。 春 if, 先生の 

觀ニ 放生會 一記な どと は 雲泥の たが ひとい ふべ し。」 

「翁 東都に 下られて ょリ、 南郭 先生と いとした しくむ つび か はされ つ」. 詩 を 先生に 學 ばれし に. 先生 は 

國學を 翁に と はれて、 互によ き學 びが たきに おはせ しかば、 先生の 墓所 も此 寺なる ちなみに、 翁も^^地を 

ここにし めお かれしと ぞ。」 

と. 以て * 兩師の 交情 を 物語って ゐる。 また 近世 畸人 傳 にも 眞 淵の 「古 を發 揮して、， 後世 をい ざな ふ 功少か 

ら ず。」 と 云ふ證 として 次の やうな 話が 載せて ある。 

ある 時眞 淵が 南郭を 訪ねて 物語した 序に、 唐詩の 風韻 は衰 へて 六 朝に 及ばない と 云 ふこと は r 汾上 驚， 秋」 

と 云 ふ 詩で 了 得された" 即ち 

北 風 吹， 1 白 雲 一、 萬 里 度，, 河 汾 I  、 

の 起句 承 句 はまこと に 善く 覉 旅の 秋 情 を 云って ゐ るのに、  - 
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心 緒 逢二搖 落/ 秋 聲 不， 可. k、 ,  . 

の轉 合の 句が 上の 意 註 をした ので あるが、 氣 格の 落ちた のを覺 える、 吾邦の 歌 も 後世の 風 調の 衰へ 行く の 

は、 是れ と同樣 である， と 話した。 南郭も 大いに 感服した と 云 ふこと である。 思 ふに この 二 句は餘 りに 說明 

的で 含蓄の 妙味が なく、 卑弱 であるの は 宜しくな いと 云 ふので ある。 

さて この 眞 淵と 南郭 との 關係は 何う して 生ぜし めた かと 云 ふこと に 就いて 佐々 木 士は 大要 次の やうに 敍 

ベて 居られる。 眞 淵の 鄕國遠 江の 今の 袋 井 附近の 鎌 田 村に 鎌 田 神明 宮が あり、 ここに 江 塚 氏 (今 京都の！ J 舉 

博士 江 塚 甫氏は その 後裔) とい ふ醫を 業と する 舊 家が ぁリ、 文事 も 解して 居った。 享保 十九 年 三月に この 靑槻 

亭の邸 內の大 楓樹の 観賞に 濱松 一 流の 雅人 達 即ち 渡 邊蒙庵 Gfb 杉 浦國頭 (^針) 柳 瀨方塾 (^十) 賀茂 淵 (！；s 

等が 打 述れて 訪ねて 歌 詩の 大雅會 を 催した ことがある、 この 當 時の 江 塚 氏の 主人 は吉 年と いひ、 その子 友 山 

號玉函 は 江戶に 遊んで 南郭の 門に 入リ、 後 小 田 原 侯に 仕へ て、 延享 戊辰 (寬延 元、 二 四 〇 八) 正月に 歿して、 

南郭 先生 文集 四編卷 八に 友 仙の 碑文が 出て ゐる。 眞淵は 前記の 如く 江 塚 氏と は 入魂であった から、 淵 郭兩人 

の 交誼 はこの 友 仙の 紹介で は 無から うかと 云 ふ 推測 をされ てゐ る。 

ii 郭兩 先生 は當時 江戶に 於て 最も 多くの 門弟に 擁せられ、 和歌.. 文と 漢詩 文と に 由り 全國 的に 知られた 文 1^ 

であり、 その 提携 交誼 は唇齒 とな リ輔 車と なり-、 互に 益した こと は 云 はず もがな。 當 時の 和漢 兩學の 對立意 

識 からすれば 學界の 一 佳話と して 傳 へられ、 從 つて 兩 文豪の 聲聞 も愈大 なる ものが あつたの であらう。 


、 六 蘐園 派に 對 する 攻擊 

眞 淵が 蘐園 派に 對 して 攻擊の 筆陣 を 張った の は その 書翰に 時々 見られる。 明 和 五 年 .vn 十八 日 齋藤信 幸 宛 

の ものに 

「濱松 li 學者流 は 偏 固 之 由、 御尤 也" 拙者な ど濱 松に 居候 時の 意 をお も ひ やられ 候 也" 太 宰が說 は 皆い 

(二、  、  、  、  (二)、 、 、 、 、 ； 

ふに もたらず 候」 聖學 問答と やらん を 書 候 を 復聖學 問答と いふ 物 を 或 人の 調 ひ 候と て せし を 見る に. 

何人 やらん 純 をみ おんに うちた る 物 也。 此度 遣し 可.，， 申、 書林へ 申 候へ どもい まだ 其 書 をお こさねば、 あ 

とより 可參 候、 元 來获生 惣右衞 門な ども 皇 朝の 意 を しらず、 己が 好む 方に たてて、 不知 こと を 推て いひ 

しくせ にて 純 もい へる 事 こと 毎に 誤 也〕 近年 濱松 逗留 中略 其 非 をい ひし かば 皆 承引はなくて 陰に て は あ 

しく 申せし との 事 也。 又 復聖學 問答に からの 聖人と いふ は皆惡 人な リ とい へり。 堯を舜 がう ば ひ、 禹は舜 

をう ば ひ、 文 王 はちう を 奪 はん 志 をな し 終に、 武 王が うは ひし 事 明なる を、 孔子と いふ 山人の 文武 を 本尊 

として 人 を だませし を、 うけて 皆 聖人と いふ 也- 正直なる 學 者に 己が 問に、 からにて 大政 を 執し 人 一人 

も 道 を 解た る 人な したぶ 浪人 ものの みいろ く 書し 事 有と 思 ふはい かにと いふに 正直なる 人 は 一 言の い 

ひわけ なしと い ヘリ。 論語の 中には 己が 覺 えて 居て 問に 一人 もよ く辨 せる 人な し。 友 節 は 一生 偏に 純 

(太宰 春臺) を 信じ …… 我 祌國の 御 事 はいかに、 おとろ へたり とも 古事記 神代 紀代々 の古甞 有ば 時 を 

ク 

得て 開 代 も 有べ し。 其 所な ども 元來 から 學 によ リ給ふ 故に 偏 也。 今に 至ても 改め 給へ かし。 先師 は 道の 
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建立 を 專ら思 ひて 是も誤 有し 也" 廣大の 道に は 小人の 耳に 入 ことなき ものなる をお も ひ 給へ かし。 猶追 

追 可， 得，, 貴意 I 侯頓 首々々  • 

また、 明 和 五 年 十 一 月 八日 信 幸 宛に 

「 一 、 太 宰彌右 衞門辨 道 書と いふ 物 を甚罵 打破せ し辨々 道 書と いふ 物 一 卷 先頃 漸々 人の 見せし を兒悅 て 

候へば 或 人ー卷 くれ 候、 それ を 俄に うつさせて、 此度遣 候、 作者 鳥羽藏 著と いふ 人、 かへ 名に や 誰 人と 

いふ 事 を 知らず、 皇 朝の 文字 はなしと 見 ゆれば、 本意 はよ く 得て 分別 も 才子と 聞え 候 >  右は濱 松の 愚息 

に爲， 見 度 うつさせ 候 まま 遣 候、 御 覽御寫 取の 上、 梅 谷へ 被 J 退；？. Z 被， 下 候、 復^ 學 問答と いふ 物 はい ま 

だ不 A 見、 孟子 を不： '用 を、 孟子び、 きの もの 書し 本 あり-し、 これ をい ひしに や。 是は又 儒者の 論に てい 

ふに たらねば 題號も 忘れ 候 也。 右 之辨々 にて 足 候 也、 そのお くに 忠孝 論 を 書し といへ り、 左 之 意に て は 

是又 よかるべし。 右辨々 も燒 失と やらん にて 今 は 判 本 はまれ 也と い ヘリ 遺恨な リ 「- 是を 天下に ひろめ 度 

也。」 

(一)、 、 、 、 

右の 中犁學 問答 は太宰 純の 著、 古文 辭學 の純粹 深遠な こと を說 き， 宋 學の淺 藩な こと を！^ 1^ した もので、 

,  (二)、 、 、 、 、 

問答 體に 書いた もので、 享保 十七 年に 自序が ある。 復聖學 問答 は 前記の 書 を！^ fi^ した ものであるが 著者 は 

不明で ある。 「純 をみ ぢん にう ちた る 物 也」 は 如何にも 痛快ら しい 筆致で ある" また、 「元 來荻生 惣右舒 門な 

壽 ル 

ども 皇 朝の 意 を しらず、 己が 好む 方に たてて 不， 知 こと を 推て いひし くせにて、 純 もい へる 事 こと 毎に 誤 

也。」 と。 祖徠 をして この 世に あらしめば- 鼙鈹を 鳴： らして 逆襲し 褂る であらう。 


(三)、 、 、  、 、 

辨道書 は 春臺の 著、 前に 祖徠は 辨道を 著して 聖人の 道 を 詳論した が、 更に 春 臺は之 を 著し Li ^^ま、々^ ぎ 

は 春 臺の辨 道 書を辨 斥した ものである) 著者 は 鳥羽藏 (義ィ ) 著と あるが、 赏は 佐々 木 丹 治と 云 ふ 元 雲 州 

松 江の 士、 後隱士 となって 播州に 住まった と 云 ふ 人で ある。 なほ 春臺 門人の 渡邊 八： 《庵 及び その 眞 淵との 關 

係に 就いて 別に 詳述して 置いた。 
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第 七 章 著  作 

一 著作 槪說 

翁の 著述の 解題に 就きての 引用 書 は、 先づ 第一に、 全集、 次に 國書 解題、 それから 國學 全史が 主な もので 

あるが、 勿論 原本 を 看た もの も 可な り ある， - 全壤に 依って 本文 を 見得る もの は 可い が、 見られな いもの は國 

甞 解題 ゃ國學 全史 を そのまま 引用して、 その 趣 を 明記して 置いた ので ある。 さて、 赏際 本文 を檢 討し、 之 を 

書簡な どと 比較して 見る と、 從來 不明であった 年代が 判って 來 たリ、 或は 從來の 解題が 何う であるかと 云 ふ 

疑問 も 起って 來て、 ささやかながら 自己の 見る 處を 述べた 所 も ある。 本來、 記述の 體裁を 調へ ような どと 云 

ふ豫 めの 具案が あった 譯 ではない から、 或は 精粗 異リ、 或は 順序不同に 書き、 また その 述作の 經過 苦心と 云 

ふやうな ことまで 筆 を 運んで 了った 所 も あるが、 之 も强ち 蛇足とば かリも 見られない 所 も あると 思 ふ。 

翁の 所 詠 は、 早く 在鄕 時代の 二十 四 歳から 見られる ので あるが、 また その 紀行 西歸は 四十 歲、 束歸は 四十 

四歲の 作で あるが、 先づ、 翁の 述作 物の 最初 は 寬保ニ 年 (二 四 〇 二) 四十 六歲の 九月、 田 安 公の 仰せに 依つ 

て、 古今 和歌 集 左 註 論 一 卷を誊 き、 冬に 遠 江 歌 考ー卷 を 書いた の を 始めと して、 歿年明 和 六 年 七十 三 歳の 二 

月に 語意 考、 それから 少し 後に 寄 意考を 述べた の を 最後と する まで、 二十 八 年間 孜々 として 筆 を 執リて 倦ま 

ず撓 まず、 文筆 報國の 大業 を爲 したので ある" ， 


先づ、 上代の もので は 記、 紀、 萬 葉、 祝詞、 平安朝に 至 リては 古今、 神樂、 催 馬樂の 如き 歌謠、 源氏、 伊 

勢、 大和、 落久 保の 如き 物語の 考證註 釋を爲 し、 更に 一家言 を 立てた る ものと して は、 國 意考、 甞意考 の 如 

き國 體を說 ける ものより、 國歌 臆說、 に ひまな び、 歌 意考の 如き 歌論 もの、 古器 考、 古 冠考の 如き 有職 も 

の、 語意 考の 如き、 音韻 語法に 關 する ものの 如き、 また 後人の 編輯になる 歌 文、 眷 簡、 雜錄の 如き 廣 範^に 

亘 つて ゐ るが、 今、 は 調査の 都合 上、 

一 、 歌論に 關 する もの、 

二、 國 體に關 する もの、 

三、 音韻 語法 その他、  . 

四、 記紀に 關 する もの、 

五、 萬 葉に 關 する もの、 

七- 有職に 關 する もの、 

八、 古今 集 及 百 人 一 首、 

九、 中古の 歌謠、 

十、 物語に 關 する もの、 

十一、 書 簡、 
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十二、 歌 文 藤、 

十三、 雜 錄、 

十四。 其の 他、 

の 十四 部門に 分った。 而 して * 翁の 述作と 見ら るべき は、 自筆の 歌 築、 紀行 等 以外 は、 十、 物語に 關 する も 

のまでで ある、 この. 0 作 は 八十 七 部 三百 〇 九 卷に 達し、 後人の 編輯に 成る もの は 五十部 七十 ニ卷總 ベて 八" せ 

て 百 三十 七 部、 三百 八十 一 卷と云 ふ數に 達する。 實に 驚異と 云 はざる を 得ない。 而し、 この 數は餘 程 割引し 

て考 へねば ならぬ。 即ち、 私 は 異名 同書 は數に 入れない が、 甲 書と 乙 書と 合せて 別名と した リ、 或は 甲 一!sis 乙 

害、 丙 書、 それらの 中に ある ものが、 抄出され て 一 書と なった もの の 如き は、 そのままに 祸 出した もので 

ある。 而し、 觅に 角、 翁の 著書と して 姿 を 現 はした もの は、 上記の 數 である。 なほ、 この 外、 頭註 か 割 註 か 

本文 校正な ど をした と 思 はれる ものに は、 土 佐 日記、 八 代 ^* 律令、 梁 鹿 愚案 抄、 職 原抄の 如き も あるので 

あるが、 未發 見で ある。 そこで， 翁の 純粹の 著書が 何 部 何卷に 達する と 云 ふこと を 確赏に 見る に は、 是等を 

總 ベて 比較 調査して， 重複 は 省き、 彙 類を更 めねば ならぬ、 赏に 大事 業で ある。 

次に 全與に 就いて 一言しょう。 舊 全集 は 明治 三十 六 年 九月に 第一 卷を 出し、 同 三十 九 年 四月に 至る 間に 全 

六 冊 完成した もので、 編輯 者は國 €. 院 編輯 部、 校訂 者 は 翁の 家を嗣 げる賀 茂百樹 氏、 發行 所は亩 川 弘文循 で 

あった。 新 全 If は 國學院 大學藏 版、 再 校訂 者 は 同じく 百樹 氏、 發行所 も 同じく 弘文 館で、 昭和 二 年 四月 か 

ら、 同 七 年 九月の 第 十二 卷の 配付で 完成した ので ある。 吾々 田舍學 生が 容易に 翁の 著 害 を 見得る の も 全く、 


斯うした 先輩 達の 苦心 編輯に 努められた 有り難き 賜が あるから である" 今、 この 舊新全 奥の 內容の 比較 をし 

て、 更に、 今後な ほ 後人に 殘 された ものの ある こと を 述べて、 この 槪說を 終らう と m 心 ふ。 

舊 全集に ある ものにして 新 全集に 省かれた もの 

增補縣 居 翁 年譜 

全 菜 總目錄 

續萬葉 集秘說 

續冠 辭考、 同 別記 

續 冠辭考 

冠辭 考續貂 

萬 葉 問 目 

萬 葉 再 問 

萬 葉 疑條： まよで i 


契冲、 眞. 淵、 士淸、 宣長 等が 順次 註した もの _ 

服 部 高 伴 著 

揖取 魚彥著 

上田 秋 成 著 

宣 長の 問に 答へ たもの〕 

同 


上田 秋 成 著 

參 

是等を 省かれた の はさる ことながら、 翁の 年譜の 正確な 詳しい もの を 欲しい と 思 ふ。 この 年譜 を 全然お か 

れ たの は 誠に 惜しい ことで ある。 また 宣 長との 問答 は 萬 葉 訓話 史上から も 省かれた の は遺诚 である。 •. ^し 

は宣長 全集に 入って ゐ るから 容易に 見られる" 「老木の 花」 の 如き 京都の 須藤 某の かく 病に よい 庵羅果 のこと 
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など を 書いた もの を 不用意に も、 依然 新 全集に 入れて あるの は 何う した ことで あらう。  - 

次に 新 全集に 新たに 採錄 された もの は 

萬 葉 集大考 (萬 葉考の 附、)  . 

古今 和歌 紫 打 聽物名 

答 問 遺 草 

-古事 言- 1^4- 

縣居猿 言錄  . . 

縣居 書簡 績編 

ふぶ くろ 

是等 はさす がに 拾 玉で ある。 

さて、 新 全集の 監修 を囑 せられた 佐々 木 信 綱 先生 は 「增訂 賀茂眞 淵 全集に 就いて」 の 中に、 その 抱負 を述 

ベら れて 「眞 淵の 全集 は、 夙く 明治 三十 九 年に 出版せられ たが、 そ は 今 を 去る こと 二十 二 年 前で ある。 隨っ 

て 其の 中には 眞 淵の 著述なら ざる 不純の ものが 交って 居.^、 加 ふべき ものが 洩れて 居、 また 爾來發 見せられ 

たもの も ある。 今囘の 改版 增訂本 は 以前の 眞淵 全集と は 全く 面目 を 一新し、 萬 葉考の 如き 原本の 體 裁に 組み 

改め、 翁くべき は 之 を 省き、 更に 眞 淵の 說を 集めた ものと して 注意すべき 縣居 集言錄 初期の Ml^ 風 舉說を 知る 

べき 二 首傳、 古風 小言 • その 書簡集な るふぶ くろ、 歌 紫の 異本 數種等 は、 唯一 の寫 本に よって 戴せ、 宫內省 


圖書 寮、 內 閣記錄 課、 帝 國圖書 館、 高 師圖書 館、 岩 崎 文庫、 無窮 會を 初め、 眞 淵を聘 せられた 田 安家なる 德 

川 伯爵、 關根 博士、 松 井 博士、 賀茂 家の 宗族の 裔 たる 岡 部讓翁 等、 諸家 秘蔵の 自筆 ある もの は 自筆 本、 良き 

寫本 ある もの は それによ つて 校合し、 新たに 編 寡しょう とする 遺文 集、 書簡集 等を附 する 事と し、 更に 終の 

一 冊 を 田 安 宗武、 加藤枝直等の未刊の著書及び縣門諸家の著作集としたぃと考へ てゐるピ*|!^に堂々大抱負を 

以て 當 たられた ので あるが 「擔當 者が 其の 勞を厭 ふとい ふ 傾があって、 自分の 述べた 計 喪が 十分に 容 れられ 

なかった こと は、 まことに 遺慽 である ピと 追記され てゐ る。 私が 前に 敍 ベた 後人に 殘 された ものと は- K にこ 

の 完全なる 全集の 完成と 云 ふこと である。 

以上の 說述の 足らざる 所 は 著作 累計 表の 說 明に 併せて、 是を說 いて 置く。 

著作 累計 表の 出 板と 云 ふの は 翁の 生存 中に 出版され た 冠 辭考、 萬葉考 11 一、  二、 三、 別記、 宇 比 麻奈傭 

の 三部 を始 として 門人な どの 開 板した もの 等、 鬼に 角 板 本と して 出た もの を 云 ふ。 全集 は新舊 何れに ある も 

之 を 記入す る。 現在 寫 本の ままと ある 欄に は 自筆 本 を 加へ て ある。 板 本、 寫本 不明の もの は 名のみ 判って ゐ 

る 書物で ある。 

斯くて、 過去に 於て 出 板され てゐる もの は 三十 六部、 百 〇 七卷、 全集に 收 めら れ たもの 六 五部 二 四 ニ卷と 

云 ふこと になる。 而し 全集に はこれ 以外に、 家譜、 同 考證、 門人 錄な ども 收 めて あるから、 これ 以上の 卷數 

になって ゐる。 現在 寫 本と 傳 へられて ゐる もの は 四十 八 部、 百卷 である。 

なほ 詳しく は 次表に 據る、 

2"章 著  作  15. 七. 
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書  名 

—國 歌論 廬說 

2 再 奉 答 金 吾 君 

3 に ひ ま な び 

龍の 君へ 問 ひ 答へ 

5 國 歌 三 說 

6  ( 八 論餘言 拾遺) 

7 歌 意 考 

8 文 意 考 

9 三 代 紫總說 

^縣居 翁 筆 話 

； = 古風 小 言 

U 田 安 奉對案 

笫七章 


！ i 書 解題 


關 する もの 十一 都 十一 卷 


述 作 年 號 

延享 元、 季夏 

延享 元， 十 

明 和 二、 七、 一 六 

寶曆ー 〇• 四 


延享元 

明 和 元 

延享四 

資曆ニ 


寬延中 


4P 


眞 淵の 年齢 

四十 八 

四十 八 

六十 九 

六 卜 四 


四十 八 

六 十 八 

五 十 一 

五十六 

五十二、 三 


出版 Q 年 及び 

牧 錄 全 槊 

全 集) 

(全 第) 

出版 年代 不明 

(全 集) 

(全 0^ 

(寫本 oit) 

(寫本 0 まと 

寬政 十二、 七、 

(全 雄) 

寬政 十二、 十、 

(全 is 

(全 集) 

(栗 単" 先生 荖) 

(寫 本) 

( 同 ) 


校合， 編輯 及び 

54 坂に 丈 る.. 


荒木 田久老 


淸水濱 臣， 反古 中よ 

り 見出す。 

荒木 田久老 

歌 意 # の 末 

荒木 3 久老 K へて 一 

册 となる 


田 安 公 0 仰に よる。 


宗武の 八 論餘言 及 

び 約 一 百。 ^歌 

!^?Jを^めたもQ。 

國 歌論 隐說と 異名 

同書、 

歌論 0 みで はない。 


國^ 院 雑誌に よる。 

佐々 木 先生 解^ 


五 五 九 
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1 國 歌論 臆說凡 十帖 一 卷寫 本、 奮 全集 第二、 新 全集 第 十所收 

田 安宗武 公が 在滿に 歌論 を 求め、 在 滿は國 家 八 論 を 認め、 公 は 之に 對 して 國家八 論餘言 を 寄き、 之 

を 具 淵に 示して、 意見 を 述べよ とあった ので、 六日ば か リに書 上げて、 十一月 四日に 上進した ので あ 

る。 序に は 斯う あるが、 一本の 奥 書に は、 「は， 人 か リの關 の 思 ひと 乂 むる ことなく、 まもすべき むね 

を、 荷 田在滿 のった へ いふな リ。 故に 辱く うか 乂ひ見 奉る に ：… 此御 あげつろ ひ をと いふより 下の 詞 

は はじめて 書し を 奉る 時に 甩ぁリ て、 もらしつ。 

延享 甲子 季夏 (元年、 四十 八歲) 賀茂眞 淵」 

と ある。 

今 その 內容 を槪說 する に、 先づ、 歌の 起源 論に 於て は在满 ゃ宗武 卿に は 異なる 二 神の 唱和が その 起 

リ である 旨 を說き * 翫 歌論に 於て は 詠歌 は 人生の 慰安の ためと、 治國の 料に 資する 上と から 大 であ 

ると 論じ、 擇詞 論に 於て はみ やび かに ゆるやかな 歌詞 を 採るべき であると 說き、 避詞 論に 於て は 中世 

以後の 制の 詞の その 理由な き 旨に 賛し、 正 過 論 は 古歌 を 新 集に 採 入れられ たものに は 誤った 改作の あ 

るを慨 した もの、 大宮人の 擅 歌論 は 復古の 歌の 無い こと を 述べ、 それから 歌を學 ぶの 論 は爲政 者の 歌 

を學 ぶに 就いての 注意すべき こと. その 盛衰 論 は 歌合の 起って 以來衰 へた こと 及び 盛時 は 人 丸、 赤 人 

の 時代なる こと * 歌題 論 は 萬 葉 時代の 如き 詞書而 かも 假名 害が よろしい こと， 1^ 後の 嗜歌； 1 に は 能 

因、 ふし 柴の 加賀の 如き 態度 を 笑って ゐる。 この 歌論 は眞 淵が 新 古今 風より 萬 葉へ 鞞換 しょうと した 


直前 四 十八 歲の 作で ある ことに 注意す ベ き で あ る。 

2 再 奉. 答 金 吾 君 寫本 一 卷 舊全集 第二、 新 全壤第 十所收 

前の 國歌 臆說の 次に 宗武 公に 奉った から 再 奉答と 云 ふ。 之 も延享 元年 四十 八歲の 十月に 奉った。 臉說 

に 於て 論じ 足リ ない 所 を 補って ある" 

3 に ひまな び ー卷 舊全集 第二、 新 全集 第 十所收 

之 は 六十 九歲、 明 和 二 年 七月 十六 日に 成った もので、 古學に 入る 大要 を說 いた もので、 歌 は我國 ぶり 

である からと 云って. 古 學の風 調から 說き、 萬 葉の 貴ぶべき 所以、 衣服 調度、 音韻、 令 律 等の 古學に 

必要なる 所以、 實 朝の 歌の 優れた こと、 また 古今 や 六帖の 中に 採るべき ものが あり.、 長歌 も 緒け 習 ふ 

べき もの、 序 歌 も 習へ、 文 は 古き 雅文 を 書け 等と 說 いて ゐる。 而 して 久老の 跛に はかう ある。 

「物 皆 は 新しき をよ しとい へる を、 學の道 こそ ふり， ぬるよ きとて、 吾 師賀茂 大人の 敎 へさと し 給へ る 

書の 卷々 多 かるが 中に、 に ひまな びと 云 ふ 一とお の あなる を、 難 波 人の 世に 廣 くな しおきね と 催さる 

るに よりて、 こたみ 板に 形ら， しむる ことに はなり にたり"" 誠 や この 學 のみ、 盛に さかえて、 nji- ばか リ 

の 物 すら 人み なの もてはやせる 事と なリ ぬる は. よろこばしく、 嬉しくて、 

さく 花の めでの さかりと ふる ごと は 開けみ ちぬよ 時の ゆければ 從四 位下 荒木 神主 入 老，， f 以 

て その 出版 由來が 判る"  . 

4 龍の きみえ 問 ひ 答へ 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十二 所收 
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龍の きみと は眞 淵の 門人 彥根 家中； 龍 元次郞 公美で ある。 この 元 次郞が 和歌の こと ゃ歌染 のこと、 その 

他 古 學の稱 々に 就いて 自己の 意見な ども 加へ て、 問うた のを眞 淵が 答へ たもので ある， その 鈸に、 

「右の 御 示し 去年 (寶暦 九 年) 冬 出され けん を、 此年 やよひ 二十日 まりに 此に はと どきいた リぬ。 さ 

れば 餘リに ほど ふリ ぬるま まに、 御 示し 見 侍る 曰より いそぎつ る を、 つか ふる 道の いそぎに つけて、 

しばらく 日 を 經侍リ ぬる は 心なら ざるな リ。 さていと ま をぬ すみて 書 ぬれば こと もつ い！ かず、 誤れる 

も 多かリ なん. 是を しも 人 二人に いひて、 かから しめつれば 心ならぬ 事 も 侍れ どす ベな し。 ^^十た 牛 

(六十 四歲) 四月 賀茂眞 淵」 

河 野 士は 「この 書 は 龍の 君と 真 淵との 問答 書で、 契冲、 卷满 及び 3 畀 淵の 關係等 を 知る について 一 願 

の 値が ある。 龍の 君と いふの は、 蓋し 阅部 日記に 見える 藤 原 龍麻呂 のこと であらう。 國 學者傳 記^ 

成に 此の 龍 麻 呂と宣 長 門人の 石 塚 龍 麻呂と 混同した の は 誤で ある。」 と， 之 は 搏士も 亦 千慮の 一 火で 

ある。 

5 國 歌三說 寫 本ー卷 

冥 淵の 「歌體 約言/ 宗武の 「八 論餘 言」 及び 眞 淵の 「國 歌說」 を 合 はせ て 画家 三說 とする 何れも 歌 

學 上の 論述で ある。 (國書 解題に 依る)。 この 中 「國 歌說」 は 始めて 見る 書名で、 一見し 度い と 思 ふ。 

0 八 論餘言 拾遺 .寫 本ー卷 全 紫に はな い。 

田 安 金 吾 宗武の 著 「八 論餘 言」 の 拾遺と して 歌學 上の 論 數ケ條 を 害け る もの， 文化 元年の 淸水 激臣の 


末 記に、 本論 は賀茂 翁の 反古 中から 得た もので ぁリ、 その 末の 論の 見えな いのは、 書き 棄て 置かれた 

ものであるから であらう、 と 云 ふ 旨が 記されて ゐる。 本書 は國 歌論 臆說と 異名 同書で ある、 - 

7 歌意考 ー卷 舊 全集 第二、 新 全集 第 十所收 

「明 和の， はじめつ かた 賀 茂の 眞. 淵が、 老の肇 に まかせて かけるな リ。」 と ある。 即ち、 之は六十八^^の 

明 和 元年に 成った ので あるが、 出版 は 久老の 努力に 依る。 

「此 一冊 は 師の自 の 手して、 かかれし を寫 しおきつ るな リ。 ある 人の もた る は、 初めは 是に； II じく 

て、 末に 事 多く そはリ て、 紙の ひら も 多く、 いと 異な リ。 今 熟考 見る に、 共 異なる 條々 は 「に ひ學」 

にい はれし おもむきに， いかば か リも違 はねば、 後に のぞかれし ものなる べし。 故 その 異本 は 捨てて 

こ 」 にあげず。」 

とその 異本の ある こと を說 き、 更に 

「愛に 我師縣 居の 大人の 五の 意と て、 古 こと 學を あなら ひ 給へ る 文 ぁリ。 それが 中なる、 この 歌の 意 

は 草案の まに ま傳 へて、 あかぬ 心地す めれ ど、 古の 歌の 直く あっきと、 後の 歌の せば く 苦しき とのけ 

おめ を あげつら ひ、 ひたぶ るに 古に 由るべき よしを； i しお かれし は、 高き に 昇らむ 山 口と むる 菜と も 

なるべき を、 近き 年頃 この 學 する 徒 も、 歌 は 後 をよ しとす とふ 世に へつらへ る敎に ひかされて、 古風 

はいよ/. \ すたれ 行く が、 うれ はしく あたらしくて、 猶 あやにく に、 師の敎 を 世に 知らせ まほし く 

て、 此 一冊？ を 板に 彫せ る ことに はなり. にた リ。 寬政 十二 年 ふみ 月 荒木 田 神主 久老」 
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卯ち 本甞は 古風と 新風 兩 調の 歌の 比較 論で、 古 調の 歌の 佳き 點を カ說 して ゐる。 久老は 本赛を 出し 

て、 暗に 宣長 一派の 新調に 抗 論した ものである リ 

8 文意 考 ー卷 舊 全集 第二、 新全舆 第 十所牧 

本 害 は 翁の 序に 依る に 「百った ふ 五十 ぢ あま リの 齢に なリ て」 と あるから、 比較的 若い 五十.^ のおで 

ある。 野 村敎授 は延享 三年 頃の 作で あると 云 はれる が、 五十一 歲 であらう。 久老の 芋の 中に 「ヒ. リへ 

る 事 劃き 書 なれ ど これの み殘 しお かむ も 愛たら しくて、 うたの 意 (卯ち 歌 意考) の卞こ 加/て  一 t 

と はなしぬな リ。 寛 政 十二 年 神無月 あらき 田 神主 久老」 と ある- 私 は r 翁の. 序」 と 云った が、 本^ 

の始の 「文の こころのうち」 と 云 ふ 題 は 通観して 見て、 序と 云 ふべき である。 これに は、 先づ、 ：ジ li 

とふみ との 別 を 云 ひ、 上代の 日本 特有の 古文の 廢れ たこと を慨 し、 春 满* 契冲の 後を嗣 いで. 0 らの刻 

苦 精勵、 古學 古文 を 學んだ こと を敍 ベ、 本書 は その 古文の 姿 を 解く ので あると 結んで ゐる。 そして、 

をた けび、 にぎび、 祭、 室 賀の御 詞の四 項に 就いて、 古典 所載の 佳篇と 思 はれる 所 を 抽出して、 評說 

がして ある J 眞淵 翁の 跋には 「このた ぐ ひの ふるき ふみ ども 多く 書て、 文の 意と て、 別に ぁリ、 ここ 

に は その かたへ を かける のみ。 加茂眞 淵」 と ある。 

國書 解題に 「古事記、 日本 紀、 風土記 等の 古文 を 抄出し、 ^子、をぃ；§で&|^|^,!;-ぃかハっぃ^^-ぃ0」 

と。 この 解題 は 何う かと 思 ふ。 或は 他に 異本が あった もので あらう か。 

9 三代 集總說 寫 本ー卷 舊 全集 第一、 新 全集 第 七所收 


古今 集 及び その 傳授 物と なって ゐる三 鳥、 三 草、 三 木に 就きて 說き、 後 撰 和歌 ttr 拾遣和歌^^の總說ー 

がして ある。 序文の 中に 「今是 を 註せ るに 私 をい はず、 おしはか リを なさず、 ものに か、 はらず、 あ： 

る こと を かくさず、 たゾ ふるき 處を あげたり-。」 と あり 一、 卷 末に 「此卷 々より-とり 出た る 歌 ども 別 こぶ； 

稿し 侍リ、 され ど、 己 もた る卷々 (三代 集の 各卷) に 朱 もて 記しつ け 置、 心 ある 人み 給 ふべ し。 齊麼 i 

壬 午のと し縣居 草稿。」 と ある。 この 壬 午 は 寶暦ニ 年 壬 申の 誤記で あらう。 卯ち 翁 五十六 歲の 時の 述ー 

作" なほ 奧 書に  - 

「右卷 に は眞淵 自筆 草稿 本 を 文字の さま、 其 まま うつしぬ〕」 と ある。 

W 縣居翁 筆 話 一 卷 

歌 文に 關 する 一 篇の答 害、 栗 里 先生 著卷 十五に 收 めて ある。 (國學 院雜誌 、 賀茂眞 淵 翁 記念 號) 

n 古風 小一 H 一  寫本。  i 

寬延 中に 成った もので、 春 滿在満 のこと から 起筆して、 在滿が祝詞式加解を著して出雲國祌^^詞を解！ 

き 明めた こと を 書き、 源氏物語 は 朝廷の 政治の 衰へを 歎いて 述作 せられた. ものである などと 述べ、 古 

今 集 は 千歳の 歌の 手本で ぁリ、 歌の 最も 發 達した 時代 は弘 仁の 後 延長の 前で あり、 { 北 家 は 歌道 隨 一大 

空の 日の 如. うで あると 禮讃 して ゐ るが、 「古 を 好む 癖 あり」 として 令 後の 萬 葉 調 へ の 鞞囘を 想 はしめ る 

ものが ある。 斯くて 萬 葉 歌人の 歌風 評 を 述べて、 人 麻呂を 古今 比 額な しとまで 褒めて ゐるぺ 佐々 木據 

士國 文學の 文献 學的 研究) 
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^^田安奉對案 數種 (近代 名家 著述 目錄) 

これ は 田 安 卿のお 問に 答へ たもので あらう、 數 種と 云 ふこと であるから、 國 歌論 臆說、 再 奉答な ど を 

集めた もので 國 歌三說 などと 同様の もので あらう が、 本書 を 見ない から 何とも 云 はれない。 國寄碎 

題に もな い。 


-國 

- 書 


意 

意 


考 

考 


醒 鱧に 關 する もの 二 都ニ卷 

明 和 二、 

HI- 口  I、 、 


六十 九 

七 十 三 


文化 三年 

(全 き 

(全 集) 


- .^±1 一年 藤 .Isf 

や n 筆 本より 寫 す.^ 


としての ^ 裁が 

調って ゐ ない。 


に 1 考 一 卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十所收 

我が 國 固有の 古道 觀を敍 ベ、 儒教、 佛敎の 我が 古道に 害 をな して ゐる こと を說 き、 是等 を徘搫 すべき 

を 激しく 論じた ものである。 序も跋 もない から 述作 年代 は 判然し ない。 而し某 年の 八月 四日の 子異 

滋に 宛てた 書狀 中に 「萬 葉 註 或は 國意 とい. ふ ものな ど を も 寸暇に は 害 候」 と あるから、 繁. U の，， こで.！：' 

に 於て 速筆した ものである。 增補縣 居 翁 年譜に は 明 和 二 年の 所に r 此頃 國意考 成、 自序 あり 。-と ある 

が、 流布の 板 本に よった と 云 ふ 奮 全集に も、 日本 思想 鬪 史料の ものに も、 その 序が 無い。 故に 

見る を 得ない から 先づ はこの 年に 依る ことと する。 更に 之が 出版され たの は 文化 三年で、 炎 海 野公毫 

の 續賀茂 眞淵國 意考、 同辨 及び 橋 本 稻彥の 辨續國 意考を 付して ある ソ 本書が 本と なって、 ，界 に^ 


の 起きた こと は 他 節に 於て 述べ て 來た， 

2 書意考 寫 本ー卷 舊 全集 第二、 新 全集 第 十所收 

述作 年代 は 明記して ない が、 書中に 「歌 意文 意 語意に 書る ことども を 合せて さとるべし。」 と あるか 

ら、 語意 考 述作の. 明 和 六 年 二月 以後に 成った ものである こと は 明かに 斷定し 得る。 題名より-すれば 窨 

道の 解說 でも あるかの やうで あるが、 本來 漢文 字 を 以て 書け る 古典 は、 如何にして 眞の 和訓 を 知る ベ 

きか を說 いた 本書の 初めの 短い 解說を 以て、 この 書名と した もので あらう。 その 次の 「したしき 友 ど 

ち 集て やまとぶ み をよ み 侍りけ る 時に 書きた る。」 の ー篇は 我が 固有 精神 を說 き、 當 時の 宋 儒の 說く支 

那犁 一人の 道 は眞の 道で はない こと を說 破して ゐる。 要するに 書と しての 體裁は 成って ゐ ない。 奧 害に 

r 此書以 二 眞淵翁 自筆 草稿 之 本 一、 文化 十三 年 四月 三日 書寫 す。 藤 原 美 波留」 と ある。 上記の 外 「賀茂 

翁 遺草」 1. 龍の 君え 賀茂眞 淵 問 ひ 答へ」 「縣居 書簡」 「同續 編」 等に も國 體に關 する 意見 を 述べ たもの が 

ある。  . 


音韻 語法 その他、 一一 一部^ 卷 
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1 語意 考 ー卷 舊 全集 第二、 新 全 奥 第 十所收  ， 

本書 は國 語の 音韻 語法 を說 いた もので 明 和 六 年、 七十 三歲の 二月， 死の 八 ヶ月 前に 成った もので、 翁 

の 纏った 著作と して は 最後の ものである 出版 は 久老の 力に 依り、 寬政 十二 年 十月であった。 その 自 

序 は、 

「いづこ を i;^ かと も、 知らえぬ 大 うみの 原 を こぐ 船 も、 先つ ふな 人の 傳へ のまに/ \、 まか ぢと るか 

、、ママ 

らに、 思 ふ 港に はっと 云 ヘリ。 あがす めら み 國の古 こと を 解な き ある 傳へを 失 ひしゅ、 あらし ま 風に 

ル 

あへ る^. の 行方 も 知らず なんなり にし。 しか 有 中に、 山 代の 稻荷 はふり が 家に 傳 へし、 百たら ずい つ 

ら のこ ゑの あと、 いささか 有 をと りて、 荷 田 東萬呂 のうし、 千よ ろづの 古言 を かかな へる によりて、 

世人の いまだ 心得 ざり-しこと を 得て、 ことと ふ 人に 傳 へし を、 おのれ もい ささけば かり 昍っ。 こ をた 

キ 

ぎしと して、 終に いよよ、 しほの l^ls 道、 行 まど は ざらん こと を 加 へんと す 稱をぢ なき かこ はし も、 

思 ひかね がた きこと さはな リ。 これが うへ を また/ \ せんこと は、 すみの えの 大神 のさも^ \。 

明 和 六 年 二月  加 茂 具 淵が しるす。」 

荷 田家に は 一 字總 括の 傳 として 五十音の 活用 を說 いた 家 傳の音 韻說 があった、 春滿は 之に 依って その 

研究に 資した。 眞淵も 之を傳 へられて ゐ たので あるが、 之に 自己の 見識 を 加へ て 本番が 成った ので あ 

る。 之に 依って 古學 道に 入る 手引と もし 度い が、 考の 及ばない ことが 多い と 自白して ゐ るの は 翁の 眞 

摯な態 が 窺 はれる。 著者が 思 兼 難き ことがあ ると 云って ゐる 位で あるから それよ リ 文法 赞 韻の 學の 


進んだ 寬 政の 末に 於て は、 殊に 久老 ゃ宣 長に は飽 足らない 所があった ので ある。 即ち 「たらへ る 事 難 

き 害 なれ ど」 「此 語意と いふ 書 はし も、 ときことの よき あしき は 見む 人の 心なれば いかが あらむ。」 と 

述べて ゐる。 而し、 何と 云っても 本 誊は眞 淵の 昔 韻語 法 研究 を 知る に 最も 善い ものであるし、 延 いて 

は 我が 國 のこの 方面の 沿革 を 知る 重要な 資料で ある。 なほこの 外、 祝詞 解の 序に も 少し はこの 方面の 

ことが 述べ て ある。 

2 久邀 鬥致考 寫 本ー卷 舊全舆 第 四、 新 全集 第一 所收 

記紀 等の 古典に ある 久邇 (國) 鬥致 (地) の 語意に 就きて 考 論した もので、 明 和 二 年 六十 九歲の 十一 

月の 述作で ある。 なほ、 奧 書に 

「右 は 吉備の 僧 導 翁が 東の あたりに て、 寫し來 りし もの を もて 寫 しぬ。 安永 三年 甲 午 十二  n  二十 三 口 

荒木 形」 と、 全 第の 傳 本が 知られる。 

3 三部 假名 鈔言釋 (語 ィ) ニ卷 奮 全集 第 四、 新 全 奥第ト 一 所收 

三部 假名 鈔 首と は歸命 本願 抄言 三卷、 西 耍抄言 ニ卷、 父子 相迎ー Tn ニ卷の 三部であって、 淨土宗 の 三部 

抄の 國語譯 である， - 本書の 敬 阿の 序に 

「向 阿 上人 三部 抄 先に、 贞享の 間、 報恩 澄 公 藉註要 解 ー卷を 撰して、 この 抄を 解す。 その 文 を 引き 義 

を述 ぶる ことつ とめた リと いふべ し 「- その 和語の 解に 至て はな ほ 未だ 詳 ならざる もの あり。」 と ぁリ、 

之を眞 淵から 觀 ると r 此抄の 言葉 は 物語 ふみの 言の さるべき を m ゐられ て、 事 もな しげに、 注 こそ 共 
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道の 心 をば、 こまやかに 解 得られし と 見 ゆる を、 此國の 言の ゆ ゑ は 違 ふ もの 少 からず、 其 言の 心た が 

は，.^、 本の 心 もい か M あらん。」 であ _ るから、 七十 餘歲 (明 和 四 年 七十 一 の 時な らん か) の 繁忙 至極の 

中に も、 この 鈔言 所藏 者に して、 曾て 舊 誼の 厚かった 奈 良の 淸華院 住職 敬 阿の 請 を容れ たので ある。 

それで、 眞淵は 漢字 音 も 借らず、 我が 後代の 言葉 も 用 ひず、 現代人の 聞き 得べき * 倂勢 物語 や 源氏 物 

語の 中の 採るべき 古雅な 語 を 以て 註した ので ある。 敬 阿 はこの 置； 淵の 釋を上 梓して 同志の 人に 頒っ 

た 0 序文 は 安永 二 年 八月 十五 日に 書かれて ゐる。 

古事記 及び 日本 書記に 關 する も の 七 都 二十 ー卷 


> 古 事 記 頭書 

f 十：： 事 記 神代 S 讽) 

(淵 主假 字書 ) 

古^^^記和歌略註 

古事記 私記 

古 is^ 記訓考 

日本 紀訓考 

日本 紀和 1^ 略 註 


三 

三 


三 j 

三 力 

五 一 

三 一 


Is 七、 

明 和 五、 


に紀、 明 和 六、 正" 

. 一し 下、 同、 m 九顷 

明 和 二、  一  二、 


ハ 

十 
九 

七 
十 

七 
十 

/ヽ 

十 

全 
m 

全 

へ 

同 

、ン 

本 

全 

m 

新 
全 
集 

i 
の 
ま 

別名、 古^？記校本 

契冲 顔杪 第三 

卷の 補註、 


別名 山 H? 文祌^ お 

お 三 以下！^^ 袖 註 

契 沖 額 杪を拙 

註せ る もの. - 


1 古事記 頭書 (古事記 校本) 三卷 寫本 喊 各一部 所藏 


本書 は 主として 延佳本 古事記の 漢 意に 捉 はれた 訓義の. 多い の を 正さん として、 傍訓の 誤 を 正し、 上欄 

に 註 を 加へ たもので、 上 卷の奧 書に 

寶曆七 年 (六十 ー歲) 八月 病 間閲， 之- 雖， 正， 一 訓義，、 猶訓 M 儒 書， 之舊譲 多矣。 後 來ー變 者、 恐爲 -,皇 

朝 古語, 乎 賀- 茂眞淵  ， 

と ある。 その 註の 中に 「此 本ヲ出 セル 延佳 古學無 シテ、 古語 ヲ不レ 知 ヨリ 訓 一一 誤甚多 シ。」 と あるよ リ 

見れば 以て 本書の 由來 する 所 を 知る ので ある。 

なほ、 眞淵は 古事記 會を その 家に 催して 門弟と 共に、 七 度も讀 み、 その 度 每に論 義を盡 した もので 

ある。 斯くて 出來 たのが、 次の 假 字書 古事記 三卷 であるつ 

2 假字誊 古事記 (古事記 祌代眞 淵主假 字書) 三卷 新 全集 第 十二 所收 

前記、 古事記 頭書 は延佳 本の 訂正に あつたが、 更に 寬永 本な ども 參 照して 自家の 見に 依リ、 訓 謂した 

ものが 本 害であって、 現存の 分 は 題名の 如く 本文 は 平假字 交り 書に して、 上欄に 註が して ある。 本 寄 

は 上中下の 三卷 あつたの であるが、 今 は上卷 のみ、 神宮 文庫と 賀 茂百樹 氏と 各ー卷 その 俾本 を藏 して 

居られる.^ 散逸した 中 下卷は 傍の 訓を 改め 所々 書き入れな どして あつたと 云 ふ。 想 ふに 上卷の 如くに 

誰も 淸 書す るに 至らなかった もので あらう。 明 和 五 年 (七 七 二 歲)、 宣 長への 害 翰に よれば 現在 殘 つて 

ゐる上 卷は福 島 長 民が 「其訓 をのみ 記 置」 いた ものが 傳 本され たのであって、 中 下卷は その 會 讚のと 

き 長 民 は 上京して、 その 會に 出なかった ので ある。 宣 長が 先 づ借リ たの はこの 上卷 であった" 
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3 古事記 和歌 略 註 寫 本ー卷 舊全壤 第二、 新 全集 第 十所收 

之 は 本 來契冲 の 著書で 厚顔 抄の 第三 卷を 別行した もので、 古事記の 和歌 凡百 七 首 中、 紀に 出た 五十一 

首 は 除いて 五十六 首 を 註した ものである j この 中に 眞淵は 自說に 依って 補註した ので あるが、 極めて 

僅かで あるから、 之 を 以て 眞淵 全集に、 表記の 書名で 收め ると 云 ふの は 何う であらう。 矢張り 「古事 

記 和歌 略 註 補說」 とで も 改めねば ならぬ" 

4 古事記 私記 寫 本三卷 力、 

國書 解題の 「冠 辭考」 の 所の 眞淵 傳に擧 げた ものであるが、 他に 解題 も 本赛も 見ない。 

--. - 古事記 訓考 寫 本三卷 力、 

本書 を此 處に擧 げたの は 右に 同じく、 國書 解題に 依る。 或は 上に 述べた ものの 中の 何れ かと 異名 同 

書 力 

.0 日本 紀訓考 寫 本五卷 (山 問 文 神代 卷寫本 ニ卷) 舊全 =1;;^. 第 四、 新 全集 第 十 一 所收 

日本 害紀の 祌代紀 より 崇神紀 までの 訓を なした もの。 舊全镇 の 凡例に 「內 山眞 龍の CI 筆 本 を影寫 せる 

井上 氏 藏本を 本と して 校せ り。 原本 訓考卷 五 末尾 缺 損して 傳 はらず.' 今 他に 額 本 を 得ざる を 以て、 姑 

く舊 本の まま を收錄 せり -o」 と ある"， - 眞 淵の 序も跋 も.^, * いから その 述作の 全く 成った の は 何時で あるか 

も 知る に 苦しむ. 而し、 ここに 縣居 書簡 續 編に 依りて 略 推定され るの は 喜ばしい。 明 和 元年 六十 八歲 

の 八月 四日の ものに 「二 之 日、 三 之 日 は 日本 紀之訓 を 致」 と ぁリ、 明 和 五 年 七十 ニ歲の 正月 二十 七日 

J ペカ. > 


ぎ hy.Tg" り.， &0 こ， H へこの 宣長宛 の W 年 正 H> -廿 七日と 云 ふこと は その 內容 より 見て、 年ン 

p 一  JM 列の ものに は (nrklg ふべき 筋が あるが、 しばらく、 新全^^-のま、 に記し暨く。 、 

「日本 紀訓 先年 打 寄いた し 候處、 不宜事 多 候 間. 去年 (四 年) 神代 紀を改 候 はんと 取 かかれる 中、 萬 

葉 之 事 指 かか リ漸 …… 打捨置 候、 今春 元日よ リ HE にか かリ、 漸 同月 二十 八日に 一訓 訖候パ 即ち 下記の 

卷 二まで」 猶再見 候へば ちり を拂 ふが 如く、 改 むべき 事出來 候、 此事は 四十 年來の 願ながら、 無 レ闕、 

旦は いまだしければ、 不. Z 開， 口 候 ひし を、 もはゃ命日-^^1^に迫り-候へ ば， 古意 を 以て 訓に C 元來 本文に 

誤字 衍文 多. 又は 甚 前後 錯亂 せし 文 も 有.；』 候 を、 今度 改候、 只今 迄 神代 紀を 講讀 せし 人、 此 本文の 錯 

亂等 をい かによ みし 物 か、 只 本文 をば よくよ まで は 空に 理を 設け 附 そへ いふ 故に是 を 味る に 到らぬ^ 

と 聞え たり-つ」 

卯ち、 本書の 祌代紀 の 全く 成った の は 明 和 五 年 正月 二十 八日で ある。 而 して、 最早、 老年に して この 

註解 もす る ことが 出來 ないから、 この 古意に よる 訓讀を 以て それに 代へ ると 云 ふの は 悲 壯な烕 もす 

る。 それで 本文の 錯亂、 誤字 衍文の 訂正 等 も 念 入に して ゐる學 者 的 良心の 程 も 窺 はれる。 なほこの 年 

の 三月 十三 日， の宣長 宛の ものに は 「凡 日本 紀も推 古 天 皇紀 以下 は文體 まち/ \ 也。 事赏の相^^も有之 

ば 是も推 古 以後 は奈良 朝に て 加へ しものと 見 ゆつ」 と。 その 達見も^ ばれる。 そして 同年 五 n: 十九 n  土 

滿 宛に は 「祌 代、 次に崇神天皇ぁたリまでの訓を御改置候4^.-末はょり-/、に御考も出來ぬべしピと 

あるから、 祌紀 以下 はこの 年の 夏 迄に 成就した ので ある。 

さて 本書に 就きて その 奧書を 見る と 上記と 年代 は 一 年 相違して ゐ るが、 元日よ リ 始めた こと は 合致 
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し， 終日が 一 日 相違して ゐる。 

卷 一 、 神代 上、 「右 訓考明 和六已 丑年 正月、 始 元日、 竟十 一 日 賀茂眞 淵 七十 三齡、 

文化 五 戊辰 年 八月 六日 訓考終 藤 原眞寵 六十 九 齢」 

卷ニ、 祌代 下、 

「右卷 二 古訓 考、 明 和 六 巳 丑年 正月 二十 七日 終 賀茂眞 淵 七十 三齡、 (以上 二 卷を山 問 文 神代 港と 

ぃひ寫 本 二 卷で傳 はって ゐ る。) 

文化 五 戊辰 年 八月 二十 六日 補寫終 藤 原眞寵 六. 十九 齢」 

卷三、 神武 紀、 これに は卷初 題號の 下に 

「文化 五 戊辰 年 四月 十 一 日記、 眞多 都」 と ぁリ。 卷の 終に は 「文化 五 戊辰 四月 十二  口 者訓」 と ある。 

卷四、 緩靖、 安寧、 懿德、 孝 照、 孝 安、 孝靈、 孝 元、 開化、 「文化 五 戊辰 年 七月 朔 訓讀」 

卷五、 崇神 

奥窨は 無く、 「校訂 者 云、 原本 缺 けて、 完 からず、 姑ら く 奮 本の まま を傳 ふ。」 

卷五は 右の 如く.、 從來缺 本と 思 はれて 居った ので あるが、 前記の 土滿 宛の 手紙に 依る と、 缺本 ではな 

くて、 11 吴 淵の 註が 此處 までで 終って 居った ものである ことが 判然す る。 

さて、 かの 全集に 收 めら れた 井上 氏 原本と 云 ふの が、 今 無窮 會に藏 せられて ゐて、 それに は 


右 

m 日 

進 本 
. 內 加 

"^山: 書 
候 MM 
也 龍 淵 糸 じ 


三卷 內山眞 龍 翁 自筆 

翁 f ま 

遠 江 國豊 田郡掛 I 漆 港 • 

明治 七 戌年 三月 三日  宇 和 井 純 素 III 

平 田纖胤 先生 

右 氣吹舍 珍藏、 使 傭筆寫 之， 

明治 九 年 十二月 一 日讀了  大神々 社 宮司 兼 權小權 正 

井上 賴图 花押 

古 學小傳 にも 眞 淵の 訓は卷  一 二で あると 記されて ゐ るし、 右の 如く 兩翁並 記して 訓_ おと ぁリ、 而し全 

集に 見る が 如く、 眞龍 一 人の 訓. 考の 如く 記されて ゐ るから 三 四 五の 三 卷は眞 龍の 著と 見る 後 膝 肅堂氏 

の 如き も あるが、 而し 前記の 書簡に 明かに 崇神 頃まで 訓 じて あると 云って ゐ るから、 眞龍 はこの 師說 

を 本と して、 それに 自己の 意見 も 入れて 訓じ たもので あると 觀 るべ きで あらう と 思 ふ。 

林 笠 翁の 仙臺間 話に 

「〇 日本 紀讀法 

日本 紀ノ 今ノ訓 點ヲ、 皆 古 來相傳 也 ト思フ パ 誤 也  日本 紀ヲ撰 シ比迄 ，へ 〈お 一一 以-ー 古語 一字 ヲ モ訓ジ 
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タ レバ 珍ク モ不， 其 語 二 當ル字 ヲ以テ 記シテ 容易 難 レ讀バ カリ 訓ヲ 注セ シヲ  近日 M ハ濃 ガ^、  口 

、、人、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、  、、、、、、、 

本紀ハ 我國ノ 古文 辭ナ レバ、 悉ク 假名 物語 ノ姿 一一 讀ガ能 トテ、 心 カヲ费 スハ至 愚ノ共 也〕 從來 無用 ノ訓點 

ヲ 除去 テ、 文章 ノ隨 二 讀 ン コ ゾ 親王 ノ 本意 ナ ルべ ケレ. 虫流ゥ ジ タ カル。 所 置キケ ル 等"、 今 二 テ ハ 鄙 言 

ノヤ ゥナレ ドモ、 當時ノ ：？， ー讀法 飞」 

と， n 共 淵の 純粋の 和訓 法 を攻擊 した ものである。 附 として 最後に 引用して 5g く。 

7 日本 紀 和歌 略 註 寫 本三卷 舊 全集 第二， 新 全雜第 十所收  - 

本書の 序に 「そ もい そが はしければ 筆 を はしらせ 立 かへ リ见 もせねば、 ひがごと 有べ し" いとま あら 

ん時 なほし てんとな り。」 と ある 長短 歌 凡百 二 ト 七 首の 解 をした もので、 全壤所收の：^〈本は井上賴囫 

博士 舊藏 本で あるから、 今 無窮 會所藏 であらう。 なほ 跋に 

「此本 は 己が いとわ かかりけ る 時、 書寫 したれば わろ かリ き。 其 後 此の 中の 善き 惡き 事い はまく 思へ 

ど、 ^?3なくて、 過せ し を、 ことしの 冬 伊勢の 神に つか ふる 小 田の ぬし、 東に 來て、 こ ひ 侍る ままに、 

此 記の 歌の こと 云ラ ついでに、 かしらに 書つ けた リ。 後に 改め 書べ し。 明 和の ふたと しのと しの はつ 

る 月の 事に なんある。 賀茂眞 淵」  . 

これに 依る と， 翁より 以前に この 略 註と 云 ふ ものが ぁリ、 若い 時代に 書寫 して 置いた ^ それ を 本と し 

て 伊勢の 山 田の 御 師小田 主 殿に 講義し、 自說を 翁の 筆寫 本の 上欄に 害き 込んで 置いた のが、 即ち 現在 見 

られる この 日本 紀 和歌 略 註で ある U 實際 本文に 就いて 见 るに、 彼の 神代 紀の素 尊の 「八 雲 立つ」 の 解 


の 如き、  . 

「夜 旬 茂多范 

八 雲 立な リ八は 物の 多き を  此說も 不審な リピ 

ここまで は. 翁よ.. - 以前から あった 1^ を 翁が 書寫 したと 云 ふ もので あり、 次に 「眞淵 云、 初 句 はた だ 

 閨房 ふかく かこ ひたる 所 なれば なリ 3」 と ある： 之が 翁の 上欄に 書 込んだ， UI 說 である。 さて 原本 

は， の 作であった らう か。 即ち 之 は、 僧 契 冲の著 厚顔 抄 にある ものであるから、 之 を 翁の 著と して、 

前記の 書名で 全集に 收め たの は 何う であらう。 「日本 紀 和歌 略 註 補說」 とで もし 度い。 
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, ぶ染遠 江" 

萬 葉 架に 見 ，ズ 


文政 七、 八、 一 Ic^ 日 

天 保 六 〔 11 

(以上 共 令： 站) 


(寫本 Q ま X) 


名高の 浦、 あと 川柳な ど を此遠 江の 名所と して、 其 歌 五 首 をき いて ゐ るが、 Mi^ は 後世の 誤傳 である 

本書の 成った の は 寬保ニ 年 四. 十六 歳の 時で、 萬 葉の 解釋 では 一番 早い ものである。 本書の 出版 は、 文 

政 三年 正月で， 翁の 孫弟子 遠 江 白 須賀の 夏 目 甕 麿の 手に 成った。 跋に 「遠 江 歌考を 彫れる 所 由」 が あ 

るが、 それ を 要約す るに 

-  さて 世に は ひたぶ るに 鄕をも 家 をもう かれ 出 給 へ る 人の ごと 聞 ひがめる ともがら も 有 と ぞ き 

く。 そ は 翁の ための みならず、 道の 爲 にもい とうれ ほしき およ づれ なりし か。」 

先づ眞 淵の ために 辨じ、 更に 翁が、 たと へ 故鄕を 離れた と は 云へ 常に 懷鄕の 念に 燃えて ゐ たこと を述 

ベ、 江戶は 火災が あるから とて か、 或は 身 こそ 江 In- に 在っても、 心 は故鄕 にと 云 ふので あ、 りう か、 そ 

の 著書の 淸書ゃ 下書 を 故 鄕の森 瞎昌、 同 國滿、 资藤信 幸、 內山眞 龍 等に 贈られた ものであるが、 

「此遠 江歌考 は其濱 松の 里なる 渡邊直 之が 家に よし ありて、 傳へ もた るに なむ ある を. おのれ、 をと 

としの 秋の ころ (文政 元年)、 此 翁の 五十 年の 祭儀 竟て後 淸原重 年 神主、 石 川 依 平等と ともに しばし-^ 

しこに 有け る ほどに、 一 日直 之來 りて、」 

之 を 見せる に、 まが ふべ くも あらぬ 翁の 筆で. 萬 葉考を 記された ょリ 早い 頃の ものである。 で 翁の 

筆蹬 そのままで 膨 板して 出した もので、 甕 麿の 遠 州 人 述作の 圖書大 出版の 手 はじめと して 出した もの 

で、 當 時の 版木 は 最後の 一 枚を缺 いたのみ で、 現に 声須賀 町の 役場に 保存せられ てゐ るの は 珍ら しい 

ことで ある。 序 は 甕 麿の 師眞 龍が 文政 二 年 秋日 (全集に 六 年と ある は 誤り) 八十 歳で 記した。 
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2 萬 菜 解 CSi 禱 纖酵滅 卿删) 寫本 一 卷 全集 新 舊共第 四所收 

萬 葉に 關 する 著書で、 最も 有名な の は 萬葉考 であるが、 それより 前に 萬 葉 集 遠 江 歌考ゃ 本書が 先驅と 

なって ゐる。 本書 は 寛 延ニ年 五十 三 歳の 時 即ち 田 安 侯に 出仕した 翌々 年に 成った もので、 上野宽永.！^!:. 

の. 宮様の 仰に 依って、 二月 二十 八日から 三月 十日までに 書き上げ、 十一 日に 奉リ、 宮は 更に 樱町 上， 皇 

にも 御覽に 入れられた ものである。 この. 消息 は 本書の 自跋に 詳しい 「右 序 以下、 次の 卷の蒲 生 野 御 か 

りの 時の 御 贈答の 歌までの 法 は、 今年 寬延ニ 年 二月 二十 八日よ リ はじめて、 三月 十日に 終りて、 卜 一 

□ に 上野 宫の 御前に 奉れ リ。 此十 三日に 京に のぼらせ 給へば、 去年の しはす 二十 八日より して、 さま 

/^のこと ども * 考へ 奉るべき 仰ぁリ て、 夜 ひる かう がへ て. 二月の 半ばまでに まいらせつ。 其 後 ま 

た、 かく 俄 に かう がへ つれば、 心 もつ き 物 もお ぼえず 筆に まかせた るな リ。 其 時 奉れり し は、 案 をし 

もよ く かかで、 直に 書て まいらせ つれば、 (脫 あるか) さり-とて 捨 ベから ずおも ひて、 後に 書付お くな 

リ けリ。 されば、 その 奉れり しと は少 しづ、 語な どに 違 ひも あるな リ。 かさねて 申お ろして 改めん と 

せし に、 はやく 櫻 町の 太 上の 御 まへ に 出た リとぞ 聞 ゆ。 かたじけなき わざに なん 侍りし。 眞淵」 

さて、 その 內容は 何う かと 云 ふに 先づ 自序が ぁリ、 萬 葉の 名義、 作者、 時代、 部類， 卷序、 諸 本、 今 本 

の 錯亂、 音韻の こと、 冠辭、 長歌に 就きて 述べて ゐ る。 卯ち 萬葉考 の總說 部に 當 るの が本畨 である。 

3 萬 葉 集 新 採 百 首 解 三卷 全集 舊新共 第 四所收 

，のっかない 一冊 物 は享和 三年に 刊行 せら 4^ 更に 葛 永 四 年に 本書が W 版され た。 それまで は寫 本で 


傳 つて MP つたので ある。 さて 本書 は 田 安宗武 公の やむ ごとな き 仰 言 を かしこく 承って、 あめつち のな 

しの ままなる 古歌 を 知らせ 古意 古言 を 悟らせる ために. 短歌 百 首 を拔窣 して 詳しい 解釋を 施した もので 

あるが 述作の 年代が 判然し なかった。 而 るに 新しい 全集の 縣居 書簡 籍編 中に、 寶解ニ 年 十二.^ 十八 n 

濱 松の 實子市 左衞門 眞滋に 宛てた ものの 中に、 

「御 表 策の 御用に て當 春い せ 物語 註 を 被 仰 付 侯 而少々 書 候內又 別に 思 召 有 之 萬 葉 中 之 短歌 百 首 撰 出し 

候て 上 候 上 其 註 を 先 可 仕 由に 而秋 以來 宿に て かか リ此 節漸 草稿 清書に かかり 申 候」 

と あるから 翁 五十六 歳の 秋から 冬に 掛けての 作で ある。 

本書の 末の r 附て 記す」 に は 翁の 古歌 を 尊ぶ 所以、 古歌の 優れたる 所、 世の 風俗の 變遷を 述べ、 常時 

の 翁の 思想 を 窺 ふ 好 資料で ある。 なほ 本書 出版の 校合に 當 つた 藤 原眞彥 の跌が ある， 傳寫と 云 ふこと 

が 如何に 誤 を 生ずる もので あるか、 また 校合の 苦心 を 知る 料に もなる から 拔書 する。 

「書肆の 某此 書を懷 にして 來リ つつい ふ。 こ をお のれに 校合せ よと あるに、 やがて 紐と き 見 もて ゆく 

こ、 かに i* 寫の 誤り. けん、 一枚 を だに すみやかに はよ み 得が たければ、 其 夜 はかい やりて 次の n ごと 

に 二三 本 を もとめ 得て 比 校な し ぬれ ど 何れも 猶 いかに そやお ぼ ゆる ふし も あれ ど 云々。」 

4 萬葉考 合せて 二十 卷 全集 舊版 第三、 新版 第二、  二、 三、 吗、 所收 

萬葉考 別記 合せて 六卷 全集 奮 版 第三 新版 第二、 三、 所收 

柿 本 朝臣 人 麿 歌 架 之歌考 ^ 全集 舊版 第三 新版 第 四、 所收 
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以上 三部 は 三囘に 渡って 出版され たもので ある。 卯ち、 

第一 編 卷ー、 二 及び 別記の 三卷、 明 和 五 年 出版 翁 七十 ニ歲の 時で あるが、 脫稿は 寶歷十 年 十！：！： で、 

翁 六十 歲の 時、 之 を 助けた の は 藤 原 宇 萬 伎、 尾 張の 黑生、 村 田春鄕 であ リ、 校正 者 は 藤 ie- 維 

寧、 楫 取魚彥 である。 而 して 苦心 慘慣、 刷 版の 完成した の は 明 和 六 年 九月の 末ら しく 田 安 卿 

に 献上した のが この 月の 二十 九日で.、 歿前 正に 一 ヶ月で ある。 

第二 編 卷三、 四 及び 別記の 三卷は 文政 八 年 出版。 

第三 編 卷五、 六 及び 別記の 三卷、 人 麻 呂舆ー 卷天保 六 年 出版。 

上記の 如く 第一 編 は 早く 出版され てゐ たが、 第二、 三 編は寫 本と して 傳 はって ゐ たもので ぁスち その 

卷 六の 跋に 「難 波の 僧 契冲萬 葉の 志 岐山を 切開 かひ そめし に 五十 年、 平安城の荷田ぅし^！じ山の-：^を 

くだき 路を通 はせ るに いくとし、 束の 加 茂 翁 續て鬼 をなら し、 谷を埋 みて 代す るに 五十 年、 總 て百餘 

五十 年 許に して 功 成ぬ …； 令 あが 翁の 七十の 高山 も 高く も かも、 月よ みの. 持 こせる 水 をい と乂 成なん 

と 申さ も、 申さ も。 明 和 五 年 十一月、 尾張黑 生。」 と ある。 之 を 熊 本の， 長瀨眞 幸が 苦心して 刊行した も 

ので、 本 害の 跋に 次の やうに 記して ある。 

萬 葉 集 考は全 六卷、 卷每に 別記が あり， (全 舆には 纏めて ある。)、 人 麻 呂紫ー 卷が添 はって ゐる。 三十 年 

も 前に 江戶に 在住した 頃、 翁の 生前に 敎を 受けた 人々 の 家に ある 寫本 六卷 は、 翁の C 筆 本を寫 して、 

校合すべき 異本 も 無い ので そのまま 持ち 歸 つて 筐 底に 藏 して 居った の を、 惜しく 思って 文化 七 年の 八 


月に 武庳の 書肆 中 村 某に 謀って， 前に 出版され た 第一 編と 同じく 出版す る やうに したが、 刻 板が 完成 

しない 中に 某 は 歿して 了って 中絕 となって ゐた。 それ を 十五 年 過ぎて、 中 村 某の 枠 も 成人して 來 たの 

で、 更に ェを 起して、 彫り さしの 昔の 板に 續 がしめ た- 眞 幸が この 完成の 喜び を 述べて 跋を 寄いた の 

は 文政 ヒ年 八月 二十日 あま， リ のこと である。 

さて 右の 考に收 めた 六卷は 流布本の 萬 葉 集の 一 (卷  一)、 二  (卷 二)、 十三 (卷 三、 十 一 (卷 四)、 十二 

(卷 五)、 十四 (卷 六)、 の 六卷を 註した もので. 翁 はこの 六卷が 原の 萬 葉 紫であって， その他の 卷 はが 

家々 の 集で あると 斷 じて ゐる J なほ 本書に は卷の 次第 を 改めたり、 文字 を 改めたり.、 翁 獨特の 論斷が 

ある。 

萬 葉 集 考柏諸 成の 追 補、 之 は寫本 十四 卷で傳 はって ゐ たもの を 全集に 入れた ものである。 これ は 井上 顿 

園 氏 藏本を 原本と して ゐる。 本 追 補 は 萬 葉の 三、 四、 五、 六、 七、 八、 九、 十、 十五、 十六、 十七、 

十八、 十九、 二十 以上 十四 卷を 註した もので、 前記 三篇と 合せて 萬 葉 紫 全卷の 解が 完成した 譯 であ 

る。 諸 成が 天明 五 年 三月に 識 した 序文 は 本書 編輯の 苦心 を 物語って ゐる。 即ち 七、 八、 九、 十 (苦 通 

本の 十、 七、 五、 九) の 四 卷と竹 取 翁の 歌の 解と は 翁の 稿本 も ある けれど、 其の 他の 卷は 稿本 も 無い 

から、 翁の 說が やがて は 失 はれて 了 ふの は 惜しい。 そこで前の稿本の體に習って害き^^めたのでぁる。 

この 斷篇 的に 殘る 翁の 說を 荒め る こと は 容易の 業で はない" 先づ 同門の 女 藤 原 管 根に 問 ひ、 また、 同 

門の 故人 藤 原 宇 萬 伎の 手記. を賴リ として 整理した が尙 不十分で あるから、 翁の 仕へ た 田 安家の 臣源淸 
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良 を 介して 御 說を窺 ひ、 尾 張の 黑 生や 橘 千 蔭 等に も 謀って • 苦心 慘憎 出來 上った ものである。 勿論 1^ 

者 諸 成が 翁に 就いて 問學 して ゐる 間に 手記して 置いた もの はあった と 想像され る" その 凡例の 最後に 

「眞淵 は 學の事 はお のれ をむな しく レて. いさ さけば かり もより どころ なきし ひ 言 をい はず、 後の 人： 

)  (が) 

のぉのれにまさる考をこひしぬべ.0^。 ょリ ておのれ は眞 淵が こ ころ ざし をつ ぎつ つ 眞淵言 を かならず； 

C 

とせず. おのが どち の 僻言 を も あたれ リと おも ふよ リ どころ ある は眞 淵が 言 をす てて た， しとお も へ ： 

る をと りぬ ピ とつ  .  ： 

以て 本書の 中に 諸 成獨自 の說も 入って ゐる こと は 明かで ある。  一 

5 萬葉考 別記 六卷 

勿論、 萬 菜 考の總 論と も 云 ふべき もので、 それに 附屬 して 出版され てゐ たもので あるが、 ^^めて、 本 

書 だけで も 出版され たもので、 卷の 一 に 三十 六條、 卷の 二に 二十 條、 卷の 三に 七條、 卷の 四に 四條、 . 

卷の 五に 四條， 卷 六に 三條 等が 考 論して ある。 六卷三 冊と して ある。 

G 萬 葉 集大考 三卷寫 新 全^ 第一 所收  _ 

萬 葉考の 原本で 東京 帝大に 一本が ある) ー卷に 古の 研究に は 正史よ リも 歌集の 研究の 必要な こと、 隨ー 

つて 萬 葉を學 ぶべき こと、 萬 葉の 歌に 選擇を 要する こと、 並に その 作家 中 有名な 人の 作品の 批評よ リー 

古き 本、 新しき 本、 字の 書き 樣、 古註、 この 典 を 解す る こと、 別に 記せる ことの 數 條を說 き、 次の 二  一 

三の 卷には 萬 葉の 一 、 二、 三卷の 註釋が ある。 幾度 か改 藍の 跡が 歷々 として 見られる。 齊展十 年 七月 一 


の奧 付が ある。 (大日 本 歌書 綜覽に 依る。) 

7 柿 本 朝臣 人 麻 呂歌棠 之歌考 ー卷 新 全集 第 四、 舊 全集 第三 所收 

眞淵は 萬 葉集卷 四に ある 人 麻 呂歌壤 は、 本 來の萬 葉 集に は 無かった もので、 後人の 添へ たもので ある 

と 云 ふ 見解 を 持って ゐた. から、 萬 葉考の 方へ は 入れずに. 考の 最後に 別卷 として、 添へ て いた。 故 

に 述作 年代 は 矢 張. 考の 成った 頃と 見るべき である。 その 內容 は、 序に 於て 總說を 述べ、 ^に旋 頭 

歌、 正述 心緖、 寄物陳 思、 問答と 云 ふやうな 順次に、 考と 同じ やうな 形式で 解いて ゐる。 

出版 は、 長瀨眞 幸が 文政 七 年 八月に 萬 葉 考の三 以下 を 出版 するとき に 共に 出した ので ある.、 

8 萬 葉 集 竹 取 翁 歌 解 ー卷 全集 舊新共 第 四所收 

古來 難解と せられて ゐる萬 葉 第 十六 卷の 「竹 取 翁と いへ る ものの、 ここの たりの 女の、 野に 遊ぶ 所へ 

もま まに 行き； たる を、 女 ども 笑 ひければ、 さとしよ める 歌」 を 註した もので 「明 和 三年 二  三 口 に 仰 

せ ありて 五日に 奉リ ぬ。」 と あるつ 即ち 田 安 侯の 仰せに より. 二日 間に 書 上げた ものである。 是が寫 本と 

して 傳 はって 居った の を、 伊勢の 荒木 田久老 神主が この 歌の 註釋を 出版した ことに 促されて、 高 取の 

殿 人 座 Ig 麻績の 骨折で、 丸 林 孝 之、 葛 田 常 之の 三人が 加 はって. 校正 レて 出版した。 これ は 即ち タ 

政 七 年 正月で ある。 なほ 跋の 中に、 

「や ごとな き あたり. の 仰 言に より-て 二 曰 三日の ほどに 奉られた る その 下書に て とみに もグ せられし 

なれば， 將 いかに そや かたぶかる るふし も， また 假字 てにをは などの たがへ る もす くな からね ど、 世 

第 七 童 著作  五八 五 


第三 縐 思想 及び 研究  五八 六 

のな ほざり-人の 及ぶべき く はに は あら じかし。 その 假字 てにをは などの. みだり が はしき をば お ほかた 

は、 正し 改め つれ ど、 直し もて ゆきて は、 ことの 心た がへ る 所々 はさながら おきつ。 見ん 人 あやしと 

な 思 ひそ ピ 

と あるい 岸 本 由 豆 流 は 序 を 書いて ゐる。 

9 萬 葉 集略說 寫 本ニ卷 

萬 葉 集中の 語句 を 抄出して. 一 々簡單 なる 訓解 を 施した る ものな リ。 契 冲の說 を も 引用せ り。 奧 寄 あ 

り-。 「寶暦 九 年 (二 四 一 九) 関 七月、 第 六 度之會 讀訖、 其 後 自爲， 註 而考レ 之、 猶有 n 未， 委， 之 事 T 仍 

而會 也：、 明 和 二 年 (二 四 二 五) 正月 二十 八日、 會 集訖、 同 四 年 八月 獨正 訖、 賀茂眞 淵 七十 一歳。」 と 記 

す。 (國書 解題) 

^萬 葉 與問目 寫 本七卷 舊全紫 第 四 所收、 新 全集な し。 

本書 は 先づ宣 長が 問 案 を 出し、 眞 淵が それに 細 答した やうに 書かれて ゐて、 次の 七卷 から 成って ゐ 

る 0 

萬 葉 問 目 (卷 一 より- 卷 回まで) 

萬 葉 再 問 (卷は 右に 同じい。) 

萬 葉集卷 八疑條 


同 卷 十二 

同 卷ナ三 

同 卷 十四  - 

是は 從來寫 本で 傳 はって ゐ たもの を、 舊 全集に 入れた が、 新 全集に は 入れ 無かった、 火 方、 その 著書 

で 無い からで あらう が、 眞 淵の 萬葉學 を觀、 宣 長の 學說 との 相違 を觀 るに は、 ， の 論 貴赏な 資料で あ 

る。 また 十三 疑 條の卷 尾に 「賀 茂の 大人の 御 まへ にの み 申す 詞 官： 長」 を讀 むと， 新進 宣 長が、 如何 

に、 新說を 立てて、 眞 淵の 說に喰 ひ 下って ゐ たかを 觀 るに 足る もの-が ある。 

なほ 最後の 卷 十四 疑 條の奧 書に は 「天 保 五 年 九月 十九 日以朽 木氏藏 本、 書寫訖 伴 直 方」 と ある。 

さて、 この 宣 長の 萬 葉 集に つきての 質問が、 如何に 宣 長の 萬 葉 研究に 響いて ゐ るか を觀る 一端と し 

て、 其 著 萬 葉壤玉 小琴 (寫本 四卷) の 第三 卷の 首に ある もの を 引用して §s く。 「一二の 卷は師 の考有 

て、 世に 廣 まれれば、 いと 明かな り。 三の 卷 より 下つ かたは、 其 書 未だ 出ねば、 世の 人 師の說 を 知ら 

ず、 己れ、 はた 千里 をへ だてて 在リ しかば、 悉くに は 得 ききあきら めず て やみに き" され ど ふみ もて 

二十 卷 みながら、 二 かへ りまで、 疑 はしき ことども、 問 ひ 聞き つれば、 今 共 趣 を あげて、 わろ き はわ 

ろしと 斷リ、 又聞き もらしつ る ことども は、 己が 考を 出しぬ。 そが 中に も、 単く 1- の 云 はれつる 事 

も、 必 ありな めど、 知らぬ をば いかが はせ む。」 と、 この 書 は 實に眞 淵の 萬 葉考を 補訂した ものである。 

U 冠辭考 十卷 全集 舊 第二、 新 第五 所收 
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卷 末に r 寶暦 七のと しみな 月に かう かへ 畢ぬ」 とあって、 高梯秀 倉と 村 田 春 道と が 署名して ゐ るから 

二人が 校合した ものである。 加 藤 枝 直の 跋 はこの 年の 八月に 成った。 であるから 翁が 六十 ー歲の 時に 

全く 完 稿した ものと 思 はれる。 泊活筆 話に その 筆者が 出て ゐる。 - 

卷ー、 二、 縣居 自筆、 

卷三、  橘 千 蔭、 

卷四、  平 春 道、 

卷五、  橘 枝 直， 

卷六、 八、 橘 御園、 

卷七、 九、 十、 橘 常樹、 

「こ は 吾師の もたれた る 本に しるしつ けお かれし を. 甞き 出で たるな り.、 世に 知る 人 まれ なれば な 

り」 と ある。 版本 も 同年に 出來、 寬政七 年に 再 刻 板が 出て ゐ るし、 明治 四十 年 六. に 二 冊と なって 大 

阪の 井上 一 書 堂から も 出て ゐる。 

書名 や 槪說に 就いては 眞 淵の 序文 や 附言に 明かで ある。 內容は 古事記、 日本書紀、 催 馬樂、 萬 葉 その 

他の 古典から 總 ベての 枕詞 三百 四十 餘、 用法からの 延べ 數は約 六 百. 之 を 五十音 圆に 配列して ある。 

その 解 說は實 に 博引 傍證、 精魂 を盡 して 成った もので、 旣に先 華 契 冲ゃ長 流 や、 その 師春滿 の 此方 面 

へ の關、 いはあった ので あるが、 新う して 系統的に 集大成し たの は 全く 翁の 功績で ある。 


而 して、 私の 最近の 發 見に 依る と、 本書 は 五十二 歲 の宽延 元年 頃に は旣に 一先 づ成 稿して ゐ たので あ 

る。 これに は詞數 百餘、 用法から する 延數は 五 百ば かり-であ つたので ある。 詳しく は 本 編 第 七^ 第五 

「賀 茂眞淵 全集に 拽れた 歌 文」 に收 めて あるから 一 見せられ 度い。 

それで. 本書が 當 時の 古 學界に 非常な 影響 を與 へた こと は 云 はず もがな である。 玉 勝 間に 「さて 後國 

にかへ り. たり-しころ、 江 戶ょリ のぼれし 人の. 近き ころ 出た リ とて 冠辭考 とい ふ 物 を 見せた るに ぞ縣居 

の 大人の 御名 を も 始めて しりけ る。 かく 其 ふみ …； ^ある やう あるべ しと 思 ひて 立 か へ り-今 一 たび 見 

れば ：： 又 立 か へ り 見る に いよ /-\げ にと お ぼ ゆる ことお ほくな リて昆 る 度に 信ずる 心 の 出来つ 、ヽ 

つ いに 古ぶ.^ の 心 ことばの まことに 然る 事 を さと リ ぬ- かの 契 冲が萬 葉の 說は なほい まだし きことの 

みぞ 多かリ け. る。 おのが 歌 まなびの 有し やう、 大か たかくの 如くな りき。 さて 又 道の 畢び はま づ始ょ 

リ神 書と いふす ぢの 物、 ふるき" 近き、 これ やかれ やとよ みつる を：： 京に のぼりて はわ ざと も學 ばむ 

と 志 はすす みぬる を、 彼の 契冲が 歌ぶ みの 說 にな ずら へ て 皇國の 古の 意 をお も ふに 世に 神 近 若と いふ 

ものの 說く趣 は 皆いた く 違 へ . ^と はやく さと リ ぬれば 師と賴 むべき 人 もなかり し 程に われい かで 古の 

まことの 旨 を考へ 出む、 と 思 ふ 志 深 かりし にあ はせ て 冠 辭考を 得て 返す くよ み 味 はふ 程に いよく 

志 ふかくな り-つつ、 此 大人 を 慕 ふ 心 日に そへ てせ ちな リ しに」 と ある。 大宣長 翁が 歌 まなび もこの ほ 

辭考に 因ってい よ/ \ 進められ、 やがて 皇國の 古道 研究、 もこれ に 端 を. 發し たもので ある。 當 時^も 

古 學を學 ばん 程の 人 は 必ず 一 本 は 具へ たもので ある。 

笫七童 著  作  五八 九 


§0 思想 及び 研！^  五 九 〇 

初舉 萬葉梯 一 卷 

古歌の 調の 事， 女の 歌の 事、 萬 葉 集 は 解し がた き 書に あらざる こと、 古言の 解釋 の. 事 等、 同^ 初 お 

の案內 たるべき ことども を說 明した る ものな リ。 明 和 二 年 乙 酉 (二 四 二 五) の 編に かかる。 (國 I：： 解題) 

出版 年代 等 不明。 


祝 祠 三 都 十 卷 


-延 喜 式 祝詞 解 

I 祝 詞 


考 

考 
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三 


延享 三、 九、 

明. 和 五、 莧 


五 

七 十 


(全 壤) 

寬政 十二、 三 

(全 50 

(寫 本) 


若. 出柴、 荒木 W 久老 


^{女八ム^^命に依る。 

別名、 祝詞 解、 延 


祝詞 考む _ぬ 稿ら し 


延喜式 祝詞 解 寫本五 冊 舊 全集 第二、 新 全 葉 第五 所收 

延喜 式に 收 むる 祝詞の 註釋 である。 その 序 は 翁 五十 歲の 延享 三年 芮寅秋 九月に 書かれ、 祝詞 害で あ 

る。 本書 も 田 安 公の 下命に 依る 述作で ある。 その 凡例の 中には 古學 研究 上の 時代 區分 や、 記， 紀、 舊 

事 記の 槪說 や、 音韻の ことな どを說 き、 次に、 「予が 先師 荷 田 大人 は國 朝の 學の 大家に して、 古今の 害 

の 大本 を辨 じ、 古語の 精微を 極る に皆徵 とする 事 ありて 敎ふ" 然 ども * 予未、 この 祝詞の 敎を きか 

ず、 他 書に 所， 聞 を 推て 解る のみ。 故、 解 中に 先師の 敎と云 こと を 別に 不， 擧、 不， 擧も 又旣に 大本の 


敎ょリ 出 たれば 私に 似て 不：， 私な リ。 若 又、 有， 聞 も 後に 古書 を考 ふるに 不， 中 をば 間不. Z 取な リ。 將先 

師ひ 意な リ。 夫れ 學は 天下の 學 なリ、 區々 として 家 傳を唱 る 事 は不， 爲。」 と。 

二十 餘 年後の 祝詞 考の 序に は 「荷 田在滿 が、 同大 人の 言に ょリ て， かっしる せし 有つ る を、 在滿 いと 

わか かり， し 時の わざに て、 ことなる ことなく、 神賀. の詞 は、 そのころ 未だ 心 を 得 ざり し、 今 はい ひも 

しなむ やと ぞい ひた リ き。」 と ある。 祝詞の 註が、 荷 田家の 傳 では 未だしかった ことが 判る と 同時に、 

翁 を 以て この 全 釋の祖 となす ベ きで ある。 

國書 解題に 「祝詞 解 寫本 五卷」 なほ 「內 題に は延喜 祝詞 解と 云へ hvl しと あるが、 本 害と 全く  M 一  寄 

である。 

2 祝詞 考 三卷 舊全薬 第二、 新 全集 第五 所收 

「明 和 五 年 夏 加 茂眞淵 七十 二の 齡 にして、 此 考を竟 つ。」 と あるから 晩年の 作で. ある。 前に 出した 祝詞 

解 は 二十 餘年 前の もので * 學究の 進む と共に 飽 足らない 所 も 多々 あった もので あらう。 で、 本 害 は 解 

よ リ餘程 精密に なリ、 博引 旁證 である。 奥 書に 「門人 從四 位下 荒木 神主 久 老手 自書 寫畢」 と ぁリ、 

本書 出版の 由來 は、 この 久老 の跋に 明かで ある。 卯ち、 

祝詞 考三卷 は縣居 大人の 著で あるが、 この 學の 新墾 時代の もので 多少の 誤 も ある。 近頃 宣 長が、 犬 

跋辭と 神 賀詞と を拔 解して 後釋 として 世に出し てから、 世人 は考の ある こと を 忘れ、 知っても それ 程 

の もので 無い と 思 ふの が 門人と して 慨歎に 堪 へない。 そこで 難 波の 若 山 架に 謀って 出版す る ことにし 
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た。 と 所う 述べて 最後に、 

「催さる るに よりて- 堀江に 生る あしね の、 あしき を もた わすれ、 假名 も 何も、 もとの まに まに、 み 

づ からの 手して 書う つして， 板に 彬 せる は、 いささか 師恩 を 報む がた めぞ、 はたお のれが おろかなる 

心に も 明らめ 得し 事、 また 師の 言の いかに ぞ やお ぼ ゆる 事 ども、 是には fs^ せず， さか しらせず して、 

正しき 證 ある は、 前に あつめて， 祝詞 追考 とて • ー卷と はなしたり-。 

寬政 十二 年 やよひ 難 波の 旅寓 にして 書つ、 

皇 大神宮 權禰 宜從四 位下 荒木 田祌主 久老」 

なほ 國書 解題に 

3iT?i 辭考 寫本 ニ卷、 版.， 本 「祝詞 考」 と 同じ。 書法 等 多少の 異同 ある を 見れば、 該 * の 原稿に 膘 する 

ものなる べし。」 

と ある。 この 原本た る 翁の 自筆 本 は 岡部讓 翁の 秘藏 であった やうに m 心 ふ。 

有職に 關 する もの 九 IgS 十九 卷 
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古器 考 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十 一 所收 

本書 は 古の 机、 案、 臺、 盤、 杯、 折 敷、 靈. 称、 姚子、 屯 食と 云った やうな ものに 就いての 考證 であ 

る。 H 入で 詳しく 古書 を 引いて 考證 した ものである。 その 序に、 

古器 考ー 卷、 寛延 元年 閏 十月 蒙 レ命、 十二月 二十日 錄 -1 上 其 半 I、 中間 有， 一 上野 一品 宮命 1、 < ^注，： 御 法 

服 事 1、 是以不 X 果、 至，, 今年 正月 i、 功 始終、 謹錄 M 上其餘 卷，。 

寛延 己巳 (二 年、 五十 三歲) 正月 二十 B 賀茂眞 淵 上」 

この 「蒙， 命」 と は 上野 宫 でない こと はこの 書 振で 判る。 さすれば 田 安 公の 命 をせ？！ つたと 見る より-外 は 

ない。 そして、 急に 法服の こと を 註せ しめられ たの は、 萬 葉 解の 跋 にある 「去年 (宽延 元年) しはす 

二十 八日より して、 さまん， ヽ のこと ども 考へ 奉るべき 仰 ありて」 と 云った 中の もので あらう つ その 急 

第七宜 著  作  五 九 三 
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命 を 果して、 二 年 正月に 二十日に 田 安 公に 奉った ものである。 奥 書に は 

「右 先師 賀茂縣 主 所. 二者 古器 考、 

安永 七 年 戊戌 五月 五日 課，！ 男 健 藏,、 書 M 寫之 I 校合 畢、 本居宣 長」 

と ある。 これが また 諸方に 寫 本せられ てゐ る、 祌宮文 扉に も 中 川 神主な どの ものが 藏 せられて ゐるも 

の を 見た。 

2 かさねの いろ あ ひ 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十一 所收 

古の 裝 束の かさねに 就いて 春夏秋冬に 別けて 說ぃ たもの、 例へば、 春の 始に 

「梅が さね 十一月よ， リニ 月まで  ， 

おもて こき 紅 うら 紅梅」 

と 云 ふやう に 書かれて ゐ るつ 千 蔭の 序に 依る に、 本書 は 歌書く うす やうの かさねの 料に とて #： かれた 

が、 傳 本に 誤 を 生じて ゐ たの を 村 田 春 海が 原本に よりて、 能く 正して、 この色めは單に^^樣のみに非 

ず、 屛風ゃ 草紙に 押す 色紙の 染色、 折 ひつの をり たて、 洲濱の 地し き、 又は ひげ こ 作る 糸 色、 草木の 

根っ っみなどに.，^3こ の 色 合に 習 ふ ものであるが、 その 時に 急に 思 ひ 付き 難いと きに 見易い やうに 出來 

てゐ て、 便利で あるから と 云 ふので 出版す るに 至った ものである。 なほ 春 海の 跋を 原文の まま 擧げる 

と、 (この 序で は 出 板した やうで あるが * 國書 解題に は寫 本と ある。) 

「この かさねの 色 あ ひは紀 のとの の 女房の もとめに て縣 居の 翁の 書て おくられし なり。 古き 家 記裝束 


の抄 どもに は 猶樣々 の 名 も かれこれ 見 ゆれ ど， 女-. の懷 紙と りか さねん ために は、 たゾ、 かくて 足り 

ぬべ ければ とてもら された る も 多かリ き。 さて こ は 古き 抄 どもより とう でられた るに て、 比.：： そのよ， リ 

どころ あれ ど、 かかる ものの 事し げからん は、 うち 見る にわ づら はしければ 本書の 名 をば はぶきて、 

あげられ ざリ しな リ。」 と- 序跌 照合して 本書の 由來 する 所が 明かで ある。 が、 その 述作 及び 出版 年代 

は 今のところ 不明で ある。  . 

たんによ も， •」 どり べん 

上古 男女 髻辨 寫 本ー卷 舊全壤 第 四、 新 全集 第 十一 所收 

上古 男女の 髻の 結び 方に 就いて 考證 した もので、 上古 は 男 も 童女 も 共に 頂に 髮を 二つに まげて 結 ふ 所 

あげ まさ 

謂 總 角であった が 女 は 頂に ー懂 にした こと * また この 結び 方 は 天武の 御代に 中絕 し、 文武の 御代に 

復古した こと を 述べて ゐる。 本書に 爪 櫛の 辨を 書いた と あるが、 まだ 世に 現れて ゐ ないやう である ，^ 

奥 害に 

「吉備 の 僧 導 翁のう つし もてき ぬる を、 經輕 ぬしと みに また 寫 しおけり し を かり もて 安永 三年の 甲， F 

にあたり-ぬる 十二 月 はたち まり 三の 夜に なん 荒木 田瓢形 うつしぬ。」 

と ある。 

4 古 冠考附 直冠考 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全棠第 十一 所收 

奧書 によると、 推 古紀十 一 年から 文武 紀大寶 元年まで 九十 九 年間の 冠位 を 悉く 抄出した の は 寶肟十 年 

六十 四歲の 六月で、 附の 直冠考 即ち 「文武 乃 御 時、 粟田 朝臣 眞 人の 直 大貳位 は 孝 德の御 時の 大華 位に 

0^ 著 . 作. Ill  r  五 九 五  . 
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當る 事」 は 田 安 公の 仰に ょリ 同年 同月に 記した ものである。 即ち 奧 書に r 此大華 位と 直 冠位の 考は吾 

田 安の 仰に て 記て まゐ るな リ。 この 事考 るつ いでに 古 冠位 をみ な 書 出つ、 後い とま あらん 時、 總て新 

古の 配當を しるしなん とてな リ。」 と あるが、 遂に その 新 古の 配當は 記さず して 丁った やうで ある。 

以上の 外、 「賀茂 翁 遺草」 などの 中に も 有職に 關 する ものが ある。 

5 令 義解校 一 0 卷 (寫本 力) (近代 名家 著述 目錄) 

有名な 淸原 夏野の 令義 解、 それ を 校本した ので あらう が、 國書 解題に もな く、 本書 を 見た こと もな 

ゝ 0 

翁 は 出府 當時、 在滿 の令義 解の 講義 を聽 いた ことがあ リ、 歌學の 補助 學 として、 令の 大切な こと を說 

いた こと もあった。 

6 法 華 講奉對 案 寫本 一 卷 (力)、 (近代 名家 著述 目錄) 

國書 解題に も名稱 のみ は ある。 「後の 岡 部 日記」 に、 延享ニ 年 正月 は故鄕 にと おへて ゐ たのに 三月、 法 

華 八講が 東都で、 催される ので、 その 故實の 調査-を 仰 付った ほに、 日が 延びて、 ： 止 H  二十 三日の 赏母 

の 他界に も 合 はれなかった と あるから、 本書 は何處 かに 存在す るで あらう。 故に 述作 年代 は 延享ニ 年 

二月 か 三月 頃で ある こと は推斷 して 誤 はない。 

7 讓位考 寫本 一 卷 

朝廷の 儀式、 官職、 稱呼、 其の 他の 故赏舊 例を說 明した る もの。 ii 位考と 題した る、 卷 頭の 第一 項 


一 〇 


〇 


ノゝ ノヽ 

十 十 
八 九 


「讓 位と いひ、 踐 肺と いふに 別 ぁリ やと 問」 とい ふに とり-て 名 づけた るなる べし。 全編 諸方の 質問に 

答へ たる を雜錄 せるな リ。 寶歷九 年 巳 卯 (二 四 一 九) 八月の 奥 書 ぁリ。 (國甞 解題) 

8 雅亮裝 束抄校 寫 本ニ卷 (力) (近代 名家 著述 目錄) 

雅亮裝 束 抄は群 書 類聚に も收 めら れてゐ るが、 男女の 装束に 就いて 詳しく 書いた ものである。 それの 

校本 を 作った もので あらう。 國書 解題に もな く、 本書 を 見た こと もない から、 是れ 以上 云 ふ を 得な 

い。 金槐 和歌 壤の 校本と 共に 之 をも眞 淵の 著書と して 擧げ るの は 何う かと 田ぬ ふ。 

9 車 服拔萃 寫 本ー卷 (さ 

國書 解題の 冠 辭考の 眞淵傳 の 中の 著書の 中に 擧げて あるし、 また、 近代 名家 著述 目錄 にも あるが、 解 

題は昆 る を 得ない。 

古今 集 及 百 人 一 首 等、 十八 都 九十 一二 卷 


1 績萬^ 論 

2 續萬葉 集秘說 

3 古今 集 序表考 

J/K1 今 集 序 表 f 

別 

-0 古今 和歌^ 打聽 

笫七 意 


明 和 二、 恭 

明 和 元、 問 十二、 


(全 集) 

(舊 全集 のみ) 

(全 集) 

(全 集) 

天明 五、 一 〇、 

寬政 元， 問 扳， 


野 村 遜 志、 上田 秋 成 


契冲、 S 淵、 士 

{ー=： 長の 合 註 

安永 二 年 龍寫本 

す。 
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序 Wfr 校禾。 

考 mm 本 歌 


r ひ 研究 


寬保 二、 九、 

明 和 二、 冬 

若き ころ 


資曆 五、 

-卷 舊 全集 第 一 - 

顯照 法師、 契冲" 


天明 五、 一 0. 

明治 二 六、 

(寫 本) 

(寫 本) 

(寫 本) 

(寫 本) 

明 和 二 年 

(全 0^ 

(寫 本) 


(新 全集) 

資曆 五， 

ハ所收 


野 村 遜 志、 上田 秋 成 


序 


打 §10 要約、 二.：' 

六 年 出版に は贺茂 

飛稱打 聽と ある" 


W 安 公に 奉る。 

^^^紫論9:?^註と 

同じ C 

前記 别考， と：： 1: じ。 

舊名、 K! 人 一 蓄 

說而し 多少の 異は 

あらん か。 


以： 卜 は © 名 Q み、 

解 M はない。 


ル 輩の 說を 引き、 萬 葉 古今 六帖 等の 歌：！ JiT 价勢 • 


- 古今 和歌 築 講義 


川 古 今 序 註 釋 

宇 比 麻奈備 

:::nn 人 一 首 古， 說 

、； 3 古今 新 採 百 首 

U 古 今 架 私記 

古今 考附 別記 

W 古今 猪 序像說 

7 古今 和歌 isj- 

1 打 聽物名 

^金 槐>^ 歌集 校 

1 綾 萬 葉 論 直 

古今 和歌 II- の 


大和 等の 物語、 さて は 記 * 紀の 如き 古典まで も 廣く參 照し、 その 間、 獨自の 兄 解 は 「具 淵 力 ご として 

述べて ゐる。 また、 「或 問 曰」 に對 して は 「答 曰」 として. 0 己の 見解 を敍 ベて ゐ る- 是は會 讚の 時に 出 

たもの を そのまま 記錄 した もので あらう，^ 述作 年代 は、 國書 解題に は 「天明 四 年 甲 辰 (二 四 四 四) 夏 

の 頃の 作と 見えたり。」 として あるが * この 時、 眞淵 は旣に 歿して ゐ るから、 それよ リ 以前に 相 當の年 

月 を 要した もので あらう と 想 はれる。 或は、 天明と いふ は 明 和の 誤 か、 後考を 要する。 

2 賴萬葉 紫秘說 寫本 二十 ー卷 舊 全集 第一 所收、 新 全集に は收 めず。 

古今 奥の 註釋 である。 續萬葉 論の 方 は 前に 本文の 歌 や 詞書を 全部 揭げ て、 次に その 解說 がして ある 

が、 本書 は 人名， 地名 等よ リ、 問題の 語句 を拔 出して， それに 註解 を 加へ て ある。 奧 書に、 

以 上 

圓珠庵 契 冲師說 ， 

賀茂縣 主 眞淵考 書加畢 

谷川 淡 齋土淸 同 

本 居 春 庵 宣長同 

と あるから。 本書 はもと 契. 冲の 註解であった、 それに 眞 淵が 書 加へ 更に 士淸 * 宣 長が 寄 加へ たもので 

ある" 之が 舊全 紫に 收 めら れ たので ある" 新 全 菜に はぶかれ たの は 3 再 Z 淵獨 CI の 述作で なく、  ^に 害 加 

へ たと 云 ふに 過ぎない からで あらう. - 

笫七宜 著  作  五 九九 
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3 古今 集 序表考 寫 本ー卷 舊 全集 第一、 新 全集 第 七所收 

古今 集の 國文 序と 漢文 序と を 比較し、 國文序 を解釋 した ものである。 この 奥 書に 

「右 は！^ 茂眞 淵が しるせる をう つす。 本文のう ち 語脈み だれて 猶 うたが はしき 所 あるに や 龍」 

4 古今 集 序表考 別 考一卷 舊 全集 第一、 新 全集 第 七所收 

古今 集中の 語句 を 特に 拔 出して 解說 せる もの。 前記と 合せて 見るべき もの-, ■ その 奥窬に 

「明 和 二 年の 春，， 賀茂眞 淵 六十 九齡 にて 考 侍る。 

安永 二 年の 秋 眞寵 しるす。」 

5 古今 和歌 集打聽 二十 卷 舊全紫 第一、 新 全集 第 七所收 

とも： S 

本書 は眞 淵の 古今 集 講義の 筆記 を 出版した ものである。 眞淵の門人に吉岡-辨子と云ふ古學詠歌に^？^；心 

广ぉ べん) 

な 女性が ある。 この 辨子は 江戶櫻 田に 屋敷の あった 毛 利 大勝 大 夫の 奥 女中と して 勤 仕した が、 同僚の 

た *; さ  い VV 

環 子、 禮 子等と 共に 縣 居に 入門して 學ん だ。 中で も、 この 辨子は 特に 優れた 才 嫁であった やうで あ 

る。 濱 松の 森 繁 子への 狀に 「此 霜月 はじめよ リ、 松 平 長 門 守 殿のお くの 君の のぞみに て、 かしこに お 

のが 歌 をし ふる 女房の ある をお こせて 古今 猿 を 日々 に 來て傳 へ 侍リ、 心 入た る 女房に て、 朝 四つ 時來 

パし、 暮に、 かへ るに 閏の はじめまで かかりぬべし」 と ある どの 辨子は 後に 大阪 出身の 縣 門の 野 村長 ひら 

と 云 ふ 人の 妻に なった。 さて 辨子は 君命に よって， 縣 居に 通って、 叨和 元年 十一月 初よ リ 十二月 ま 

でに、 この 古今^の 講説 を 聞きつつ 走り ■ 書して. その 行 も 定めず、 或は 横 書に した 所 も あり 亂赛 では 


あるが、 さすがに 文字 は なだらかで、 漢字 さへ 交へ て 書いて ある。 講義の 聞 書 を 何う. して 斯う も 書取 

つた かと 思 ふ 程で ある。 而し、 そ 書き 荒み で讀み 難い 所 も、 確かに 誤記と 思 はれる 所 も ある。 この 訂 

正增補 をな したいと 云 ふ 希望 を 抱いた の は 長 平の 弟の 野 村 遜 志で ある。 遞志 はこの 難事業 を 友人の 上 

田 秋 成に 托した。 秋 成 は 之 を 引 請けて、 具 淵の 撰した 書 や. 秋 成の 師の藤 原 宇 萬 伎が 翁から 間いた 所 

を 曾て 秋 成に 授けられ たが、 その 筆記 物 や、 更に 獨自の 見解に よって、 その 訂正 增補 をな したので あ 

る。 即ち これが 本書と なった 譯 である。 秋 成 はもと から 出版し ようと 云 ふこと を 思って、 之に 當 つた 

ので i 银、 が、 遞志 は、 亡兄の 宿志 を果 し、 且つ は 亡 嫂の 街道に 眞摯 であった こと を 世に 知らし める 

をと り  t さの り 

爲こ出 坂す る ことにした ものである。 なほこの 校合に 當 つたの は 秋 成の 友人、 岡 雄、 桑 名" 雅言 等で 

ある、 遜 志の 序文 は 天明 五 年 十月に 書かれて ゐる。 更に 秋 成の 序が ぁリ、 京の 橘經 一" L ルの跌 が ある。 

神宮 文庫本の 奥 付に は 

寛 政 改元 己酉歲 四月 

東都 書肆 通 本 町 三 丁目 西 村 源 六 

展慶町 五丁目 ^川 與左衞 門 

• 攝陽 書肆 心 齋橋甫 一丁目 松 村 九兵衞 

と ある。 之が 初版と 見られる から、 本屋の 手に 渡って 五 年 目に 出版され たもので あるら しい。 尤も そ 

の 前から 各卷 順次に 出されて この 年に 完成した もので あらう。 が、 歌書 綜^に 宽政九 年上 木と ある、 
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如何な もので あらう。 當 時の 出版の 業の 並大抵で ない ことが 合 謝されよう。 

G 古今 和歌 講義 ニ卷 

古今 集 を 一 首每に 講義した もの。 明治 二十 六 年 活版に した もの はが 古今 和歌 集 講義と なって り、 

賀茂眞 淵 翁 講義、 賀茂飛 檷打聽 と ぁリ、 序 は 正 五位 男爵 國 美の もの、 野村遞 志の 序に は 「天明いつつ 

とい ふ 年 神無月、 難 波なる 津 野の 里人 野 村 遜 志しる す。」 と ぁリ、 また 三.： 律の 上田 秋 成の の も ある。 

跌は、 例の 「春の 梅津 里人、 橘の 經亮」 の ものである。 

さて、 天明 五 年 十月 は 同じ 秋 成 等の 努力に 依って 古今 集 打聽の 出版され ようとした 時で ある。 思 ふ 

に、 打聽の 詳しい 考證 など は 省いて ig^ 潔に して 出版した ものである。 

7 古今 和歌 六帖 校本 本六卷 

本書 は 僧 契冲の 校正した る 「古 令 六帖」 を 更に 校正した る ものな リ。 (國書 解題) つ 序に 一 言す るが、 

後年、 翁の 孫弟子 石 塚 龍 麿 は 之 を 本と して 校證 古. 4 「六帖 とい ふ 詳解 を 述作した。 この 自筆 本 も 寫本も 

現存して ゐ るが、 實に 見事な ものである。  . 

8 古今 和歌 與左注 論 寫 本ー卷 

本書 は 從來荷 田 在滿の 著と して 傳 へられて ゐ たもので あるが、 是の 誤で ある こと は 野村姊 士の國 文^ 

研究 史 にも 述べられて ゐる 所で ある。 博士の 藏本は 天明 四 年 羽根 眞淸 の寫 した もの を、 更に 宽政 十二 

年に 宇宙 亭保 光の 寫し たもので、 f^i^ に _  II  11  • 


古今 和歌 集 左 注 論  賀茂眞 淵 著  一 

寛 保 二 年 九 德川金 吾 君に 奉る- ほの/ \ と 明 石の 浦の 歌の 作者 論 並 古今 和歌 壤左注 論  - 

として あると いふ J 眞 淵が、 田 安 公に 奉仕した の は延享 三年と あるが、 之に 依る と 矢 張、 之より く 

公に 關係 があった ことになるの である， 遠 江歌考 と共に 眞 淵の 著作の 最も 初期の ものである。 一 

書中 論ずる 所 は、 ほ のん \ との 歌の 作者 は 人麻呂 でない と 云 ふこと を 詳論し、 左 註 三十 九-現に 就いて 一 

槪ね 其の 謂 はれの ない こと を考證 して ゐる。 へ國學 全史 下卷 に. る。)  ^ 

なほ 「龍の きみえ 賀茂 まふち 問 ひ 答へ」 の 中に  . 

問， 貴 述の左 註 論、 いせ 物語 何と ぞ見 まほし。 

答 左 註 論 はいと むかし 書 つれば 事の 心は大 かた、 か はらね ど猶 かきな しわろ かりき- なほし ぬるい 一 

とま あらば、 さて 見せ まゐ らせん、 いせの 論 云々。  j 

後年、 本書 を 嫌ず 考 へて 居った ことが 明かで ある。  ^ 

9 古今 序考 寫 本ニ卷 合一 是  野 村 博士 藏 

古今 序の 註と 別考 との 文 を 併合した もので、 前記 全集 所載の ものと は J お 裁 を 異にして ゐる。 ^^^^ 

の 序 註と 全く 同じ， - (國學 全史 下卷)  •  一 

^古今 序註釋 寫 本ニ卷  {:« 內省圖 誊察藏 

これ は 全集の 別考と 全く 同じ。 (國學 全史 下卷) 
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；:: 宇 比 麻奈備 三卷 舊全 15^ 第 四、 新 全集 第 十所收 

本 寄の 跋に 本書 はもと 百 人 一 首 古說と 云った の を 改題と したと ある。 さて 私 は 未だ 古說の 原本 は 見る 

を 5^ ない が、 國書 解題に は 「寫本 卷 …： 各 首の 解の 終りに は 作者の 略傳を 附記した リ。 」. と あるか 

ら、 改題と 同時に 多少の 體 裁變更 もあった ものである" さて 本書 は 明 和 二 年に 出版され たもので ある 

が、 古說の 述作 は 「おのれが 若く して いまだしき ほどに」 と あるから 餘程 前に 出 來てゐ たので ある。 

國書 解題に 本書 を 「天明 元年の 著な り-。」 と 云って ゐ るの は 誤で ある こと は 一 見して 判る。 

序に 「神な ほ 日の なほき 古の 心に なら はせ なむと て、 これ をし もぞ ことわ リぬ。 大 よそ、 ひとのと 

も は、 よりも よらず もお のがさち/.、。」 と ぁリ、 なほ 凡例に は 

「明月 記よ リ此歌 どもの 事 を 見出し を はじめて、 萬 葉の 歌の 中 ひとつ ふたつ、 或はよ み 人の 名 を 誤れ 

る 事な どの 中に も、 荷 田 束麻呂 うしの いへ りし をう けて、 そ をく はしく せし も 多し。 其 外用うる 說ど 

も は、 みな 名 を あげつ。」 

と ぁリ、 更に、 その 跋には 

「こ は 己が 若くて いまだしき ほどに、 こころみん とて、 せし わざ なれば、 後見る に ひがごと 多く、 こ 

との 書 ざま もった なかり けリ。 さる をい かにと 有 ことに や、 世に ひろ ごり ぬと ぞい ふなる。 ひたぶ る 

に 古への ふみを 思 ひて、 解 もしる しもす るに、 いとま をし かれば、 かかる 類 ひの もの は、 かい ゃリぉ 

きつる を、 比 頃よ し 有て、 ここ かしこ、 けしな どす る こと ぁリ、 猶 したたかに せん は ひまなくて な 


む。 よしや わら はべの 歌 を 意 得ん とした らんに は、 さても 有なん やとい ふ 人 も あるに、 ぇ捨も かねつ、 

かれ 名 も古說 とい ひし はこと がまし とて、 う ひまな びと ぞか へたる。 明 和の ふたと しの 冬， かもの 具 

淵が、 かさねてい ふ。」 と。 

以上に 依って、 本書 編纂の 趣旨 や 由來ゃ 改題と 同時に 內容も 改訂が 多少あった こと. また 師卷 滿の說 

の 多く 採られて ゐる こと 等が 判る， - 

眞 淵と 百 人 一 首と は由來 する 所が 古い。 眞 淵が 出京して 荷 田家に 於て 學ん だ當 時の 享保 二十 年、 三十 

八 歳の 四月 二十 九日に 東 丸の 亭に 於て、 東 丸の 說を 以て 講說 した ことがあ るし、 元 文 二 年、 四十 歳の 

四月 七日に 江 戶の荷 用 信 名の 家に 於ても、 百人一首 評會を 催し、 この 主催者 は北條 茂兵衞 であった 

が、 これ はこの 百 人 一 首の 「岡 部 三 四 評判 之宗 者」 が 出府して 來 たから 特に 催された ものら しい。 山 

席 者 は 芝崎宫 內大輔 兄弟 三人、 爲寬、 在滿、 信 名 等で あるが. その 中心の 評者 は眞 淵で ある。 この 講 

評會は 四、 五の 二 ヶ月に して 終る 豫定と ある。 それが 八月 十七 日まで 十數囘 も引續 いて、 祌 田の 芝 崎 

氏 宅で も 度々 催されて ゐ るが、 眞淵は 常に 出席して ゐる" 以上 を總 合して 觀 るに 百人一首 古說の 成つ 

たの はこ の 頃で あらう、 そして 春 滿の說 の 多量に 入って ゐる こと は 云 はず もがな である〕 

本書の 內容 は、 先 づ小倉 百人一首の 由來 する 所 を 說き， 各 歌に 就いては、 先づ 作者の 傳を 細かに 擧 

げ、 次に 多くの 歌集 即ち 萬 葉 や 勅撰集 等から 例 歌 を 擧げて 詳しく 考證 して ゐる。 最後に 前記の 跋がぁ 

る 0 
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後年、 この 百人一首の 註 をした こと を 後悔した 旨が， 宣長 宛の 手紙に 記されて ゐる。 即ち 明 和 四 年 一 

七十 一 歲 のとき、 宣長 がその 手紙の 中に 草庵 菜の 註 をした こと を 知らせた のに 對 して、 34 淵 はかう 云 一 

つて ゐる。 

「己が 若き 時 百人一首 註 をせ しも 同事に 似て、 今 は 恥れ ど、 かれに は 古人の 取 違 等 多く、 寓萊 古今 を 一 

シ  一 

專ら なれば 草庵よ リは少 くよ くも あらん か、 是もロ をし く覺 ゆれ ど せんかた なし、 よりて 早く 窬はー 

出さぬ 事 也、 冠辭 にも 誤 多くて なん ピと ある。 古說に 多少の 訂正 を 加へ たの は、 これよ リニ 年 前の 六！ 

十九 歲の 時で あるが、 百人一首 は 主持す る 古 調で はなく  * 世俗的な もので あり、 且つ その 訂正が、 rS 一 

容にま で 深く 立 入って ゐ なかつ たから 常に 後悔して 居った もので あらう。 

2 百人一首 古說 五 卷寫本 

小 倉 百 人 一 首 を 委しく 評釋 したる もの。 各 首の 解の 終 リには 作者の 略譜 を 附記した リ。 本 * 「古 說」 

と 名 づけた る こと はこと がまし とて、 う ひまな びと かへ たるよ し。 明 和 二 年 乙 西 (二 四 二 五) 冬の 著 一 

者の 端 害に 見えたり-。 (國書 解題) 

以上の 外、 國書 解題に は 

古今 新 採 百 首  一 古今 槳 私記 一 

S 古今 考附 別記  ^5古今壤序傳說 一  . 

が 見られる が、 筆者 は 是等を 見る を 得ない から 上記と 比較 も出來 ない。  j 


-し 古今 和歌 集 打 聽物名 ー卷 新 全集 第 七所收 

古今 和歌 集の 物 名に 就いて 特に 調べた ものである レ 今度の 新しい 全 薬に 收 めら れ たが、 奮 全：^ に はな： 

^^金槐和歌集校 三卷 (近代 名家 著述 目錄)  一 

源實朝 卿の 金槐 和歌 集の 校本で ある。 寶暦五 年に 出版して、 眞 測の. ひが ぁリ、 實 朝の 歌 調 を 極力 推稱ー 

して ゐる。 卿の 歌が 世の 視聽を 引く に- 4- つたの は、 この 眞 淵の 推 稱 からで ある。 或る女官に本^；^を贷ー 

せて、 その 自らの 書 入の こと を， 何れの 書物で も 斯う 云 ふやう に 書 入して 研究し なくて はならぬ と 云 

つて ゐ るから、 餘程 詳しい 書 入 もして ゐ たやう である。 

中古の 歌謠、 五 都五卷 

明 和 三、 ー〇  七 十 (全 5^) 

明 和 三， 一 〇  七十 (全集) 

明 和 三 ー〇  七十 (全集) 

明 和 三、 ー〇  七十 i 集)  一 

(寫本 力) 

1. 神 樂歌考 寫 本ー卷 舊全橥 第二、 新 全集 第 十所收  •  一 
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1 神 樂歌考 

2 催 馬樂考 

n 神 遊 考 

4 風俗 歌考 

_c さいば り 琴の 譜 
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神樂 歌の 註釋。 序も跋 もない。 眞 淵の 註に 補註 を 加へ て ある。 「平 田 翁 曰」 とか 「於 介て ふ 詞は伴 信 友 

が考 に」 などと ある J これ は 翁 七十 歲、 明 和 三年 秋の 述作と 思 はれる。 (後 說參 照) 

2 催 馬樂考 寫 本ー卷 新 奮 全集 同前〕 

催馬樂 歌の 註釋。 序も跋 もない。 た、 X 卷 尾に 「加 茂眞 淵考」 とのみ ある。 

3 神遊考 寫 本ー卷 新舊 全集 同前 d 

神 遊の 歌の 註釋。 始めに 神 遊 歌 即ち 東 遊の 歌の 由 來を說 いて、 それから 語釋 になって ゐる， 序 は 無 

いが、 跋に 「明 和 三年 八月よ リ 始めて、 十月に 書 はてた リ. - ことし 七十の よは ひなれば、 物 わすれ や 

すくして、 旦事 にう みがち なれば. はか <^ しからず なむ。 加茂眞 淵」 と ある。 

4 風俗 歌考寫 本ー卷 新舊 全集 同前。 

諸國の 風俗 を樂に 作った が、 それに 合せて 歌った 詞 の註釋 である。 序 は 無い が、 奥 寄に 「右 者 縣居大 

人 之 註 補し おかれし を まさ やす 君 寫し給 ふ を 我寫し 終ぬ. J^， リ， 太宰府 藤 原 圈兄ピ となって ゐる。 本文 

を 見る に 「昌保 君 曰」 「昌保 曰」 と ある。 眞淵 前の 註 釋者は 誰で あらう か、 知る 由 もない。 

◎ 附說、 明 和 三年に 翁が 眞 龍に 宛てた 書狀に 「近來 は祌樂 歌の 註 を はじめし が、 是も催 馬樂 風俗まで 

は 冬 中 かか リぬ べし」 と ぁリ、 また 同年 宣 長へ は 「神 樂* 催 馬 樂， 風俗の 古本 を 得 つれば 註 を 書 はじ 

めた リ。 是も 朝の みに て、 未 いかほど も出來 ず、 考れ ばよ き 事 も 出 來る物 也。」 と ある。 具 龍への もの 

は 日付 は 判らぬ が、 宣 長へ 出した の は 九 十六 日で ある。 さすれば 翁 は 八月 初に 祝詞 考の^ 稿が 出來 


て、 來 春の 中 書 を 期しつつ も、 その 八月の 中に 直ちに 是 等の 書の 註釋 に取掛 つたので あって、 その 努 

力の 程 も 想 はれる。 而し神 遊考の 「十月に 書 はてたり」 と ある は、 是等 四書が 出來 した こと を 云 ふの 

で， 神 遊考が 最後と なった もので あらう。 

ft- にこの 四考の 序列の ことで あるが、 以上 祌樂 歌、 催 馬樂、 神 遊 (束 歌)、 風俗 歌の 順序 は 古本の 

一本に 依った ものである。 或る 一本に は 東歌、 神樂 歌. 催 馬樂、 風俗の 順序に なって ゐる もの も ある 

と、 神 遊 考の跋 に 書いて ある • 

眞 淵の 得た 古本と は 後の 研究 を 要する 問題で あるが， その 古本の 中に 旣に 前人の 註 もあった こと 

は、 前記の 「縣居 大人 之 註 補し おかれし 」 と ある ことに 依って 明かで ある。 

5 さいば リ琴 の譜 • 一  寫本 (力) 

近世 名家 著述 目錄 にある も、 國書 解題に はない。 


物語に 關 する もの 八 都 七十 六卷 
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- 伊勢 物語 古意 

> 勢 語七考 

- 大和 物語 直 解 

• 落久保 物語 頭書 

- 伊勢 物語 大意 


六 


三 


六 


资 51 一、 (力)： 


S  一  0、  一  二  _ 


五十 七 

六十 四 


宽政 五、 九、 

(全 S 

(寫 本) 

寬政 五、 九、 

(全 集) 

寬政 六、 

(寫 本) 


上 H 秋 成 

源 躬弦 

橘 千 蔭 等 (力〕 


古 IN  0 總論、 

別名、 物語 抄 

大和^. 1i 打 ra。 


1 源氏物語 新 釋惣考 一 新 全集 八、 舊 五所 收 

源氏物語の 總論 にして、 先づ 源氏と 云 ふこと にっき 說き 始め、 次に 物語 ふみの 節に ては榮 花、 伊勢と 

比較して その 性 1^ を 解き、 源氏の 作者， 氏 やから、 出て つかう まつれる 時- 學 の才、 用意、 文の さ 

ま、 それから 最後に • 本意 を說 く、 多く は 東 萬呂、 爲 章の 說に據 ると あるが、 c: らの 意見 も 無いで は 

ない。 本意の 所に、 上に ある 者が 本書 を讀 めば. 下に 對 して 桐壺の 如く 偏愛な ど あれば 他の 妬み を 買 

ひ、 やがて 自らの 嘆きと.；^ る ものである こと を 知る であらう と暗瑜 し、 一般人！？ を 知る に は 誠 こよ 

い、 今の 言葉 を 以てすれば 人生 學 となる ものであると 言 ひ、 そして 本書 は敎訓 害であって 「いはで 思 

ふ 心 を あら はした る 物」 で 和漢に 類例の ない ものである として、 敎訓的 價核を 認め、 更に 最後に 「或 

は娃 亂の媒 となれ とて、 にくむ 人 も 侍れ ど. さし も あらず、 人情の 分 所 故、 是を 見る にうまず して、 

よく 見れば、 其よ しあし、 自然に 心より しられて 另 女の 用意と なれる 事、 日本の 祌敎 その物 を 以て 諷 


喻 するな リ。」 と說 く、 以て 眞 淵の 源氏 觀を 見るべき である。 

2 源氏物語 新釋例 

源氏の 實 際解釋 上の 注意 や 新釋の 凡例 を數 ケ條說 いた ものである。 この 中の 「世に いは ゆる 秘說 或は 

法 祌官爵 等の 繁論 ある 物 は 別に 委しく しるして 一 卷 とせう。」 「衣服の 事 も、 繁 文なる は 又別卷 にしる 

せ hv に是等 は、 なほ 新 釋に附 した 別卷 があった こと を 物語って ゐる。 

以上 兩書 併せて、 新 釋您考 と 云って ゐ たやう で. 寛 政 三年 八月 三日に 村田卷 海が 菅 根 刀 CI の 本 を借寫 

したと きの 奧 書に 新う 書いて ある。 全集に 收め たの は、 之 を 更に、 寛 政 十二 年閏 四月 二十 七 n に源嘉 

卿の 寫 本した ものである。 

3 源氏物語 新釋 寫本 二十 五 冊 舊全集 第五、 新 全 紫 第 八、 九所收 

舊全 紫の 底本と なった の は 松井簡 治氏藏 本であって、 德川 (田 安家) 伯爵 家 所 藏の眞 淵 CI^ 本に より 

校訂し、 更に 井上 賴園 翁所藏 (現在 は 無窮 會所藏 か) 寛 政 三年 八月 三日 春 海、 寬政 十二 年 II 四 二十 

七日 嘉卿 等の 奥 書 ある 一本 を 以て、 對校增 補した ものである。 而 して 翁の 自筆 本と 前記 異本 二 稀との 

間に は、 その 所說に 頗る 繁簡の 差が あるが、 これ は 翁の 門人 等が 翁の 所說を 注記した ものであるが、 

舊 全集 は 自筆 本に よって 取捨す る ことなく、 春 海 等の 師說 として 揭げ たもの は、 自筆 本に 無い もので 

も 悉く 採錄 し、 また 春 海 等の 自說 でも 棄て 難い もの は附 して ある。 手 習の 卷は 翁の 所說は 全く 缺 けて 

ゐて、 季吟の 湖月抄 そのままで 採錄 されて ゐる。 
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新 全禁の 方 は 帝 國阖書 館 本 を 原本と して ゐ るが、 これに は、 明 石の 卷が缺 けて ゐ るから ま 版本 を 以て 

補って ゐる。 

前記 寫本 二十 五 冊と あるの は國書 解題に， 依った ものであるが、 第 一 冊の 中の 最初の 總考は 印行せられ 

た ことがある。 第二 十四 冊の 終リ に、 次に 掲げる 拔が ぁリ、 第二 十五 冊 は 別記で 漏れた こと を 拾 記し 

たものと ある- 然 らば この 別記に 就いて 檢討 しなくて はならぬ が、 今 はこの ままに して 措く。 

本書 述作の 年代 や 由って 來る所 は 次の 奥 書で 判然す る。 

一 これ は、 はやくより-仰 ごとた うべ つれば、 年月に しるし もて 來て、 寶曆 八のと しの 四：：；： ぞ、 いっそ 

まリ 四の 卷 までお はリ つ。 それが 中に やん ごとな き 御お ぼしの こと を 書け る も 多 かれ ど、 わざと あら 

はしし るし 侍らず、 こと 物に は そのよし 書け る も あり。 賀茂眞 1 

この 源氏 新釋の 執筆 中の 消息 は、 翁の 心境な ど を 語って 面白い。 之 はやが て 述べる として、 ^ぽ 五！^ 

五十 九歲 のとき の ものに、 田 安 公の 殿中に 奉仕す る こと を 書き、 その 中に 「源氏 もや」 箱き て 寄て 恃 

り」 と あるから、 この 年に は 殿中で 執筆して ゐ たので ある j さて、 伊勢 物語の 註 は 同 二 年 五十六 歲の 

春 下命、 中途に して 新 採 百 首の 命が ぁリ、 この 年の 秋から 年末まで 褂リ、 三年に は 更に 伊勢の 註に 掛 

り、 この間 自宅に 於て は 萬葉考 (看 手 は 寳曆六 年) や 冠辭考 などの 執筆で 忙しかった ことで あらう。 

この 伊勢の 註が 終って 源氏に 掛 つたので あらう 「- 「や、 辯き て」 と あるから 前年 (資^ 四 年 五十八 歲) 

ぁた.s;^からでもぁらぅかo 


斯くて 五十 四帖 完成して 奉った のが、 前記の 八 年 四月で ある。 

然るに、 この 新釋 完成の 年が、 寳暦九 年と 斷定 すべき 資料が ある。 それ は、 同年 四 R: 二十四日、 植田 

喜 平 宛 書狀に 見えて. ゐる 「- 

「此 度姬君 (田 安宗武 公の 息女 延姬 * 初の 名 は 誠姬) 陸 奥 殿 (松 平 陸 奧守吉 村の 嫡子 藤 次郞ま 村、 

曆九年 入 輿の 豫定 なリ しも、 同年 五月 十二 日 卒去 せらる J へ 御 入 舆之御 支度 甚急 にて、 近年 被.： 仰忖. 

候 源氏物語 之 末少々 に 到 候て 出來 かね 候 故、 出勤 も 半御斷 申、 日夜ち 宿に て考物 書物な どいた し， も 

の 書 衆も兩 人まで 拙宅 へ 日々 來 候て 書 候 棘 故」 

なほ 同日 付の 實子市 左衞門 宛の ものに は、 

「先年より _ チ仰候 源氏 之 註 今少しに 及、 姬君御 入 輿 之 御用 故に、 いか ふ 御 急に て、 三门 来より 御游も 

- 半御斷 申、 在 宿に て 相考. 先 一通 リ五 十四 卷の 註、 此十 五日 迄に 相濟 □□□ いたし、 害の こし も、 又 

は 過た る も 有， 之 候 故、 直し 申 候、 依， 之 日夜に いそがしく 物 書 候 人 も 一雨 人、 一日お き ほどに 此方へ 

來リ、 其 外 御用 も 多 候て、 さて， （.>  いそ か はしく 候、 いか 様、 來月半 迄に 最初の 再考 濟可， 巾 候 、左様 

に □□□□□ 上 候而、 少し ゆるく 成 可， 申 候」 

是 等の 書簡が 寶曆九 年の ものであると 云 ふの は 岡部讓 翁の 斷定 で、 姬君入 輿の 件 も 同年と 云 ふこと で 

あれば、 前の 新釋 の奧耆 は、 後に なって 不用意に 記入した もので あらう か。 

更に、 前に 立 一お つて 新釋 述作 中の 模樣 やその 心境 を 窺 ふべき 書簡 を揭げ る。 それ は 賓展五 年、 餘野 
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子に 與へ たもので ある。 

「かの 源氏 もや >-績 きて 書て 侍リ、 此後 いくとし か經 D すらん。 まう 上リて も、 お前の ことう か ひ 

て その 所へ 去リ て、 かう がへ 侍， れば、 いか 程 もいで き 侍らず、 やどなる ほどに こそ、 大 かたは 宵 も 

し 侍れば、 よろ づは 疎かなる 様にな リ 行に- さリ とて、 年 ころ 物し なれつ る 人々 の 事 を も、 いかでう 

とから ざらん とすれば、 自らの 事 は 思ひ絕 侍り，、 かの 物語の 抄 どもい かなる 事に か、 多く はこと ゎリ 

のた が ひ ある はこと わりたら はでなん 有 を、 今度 はこと 少なに て、 心 明かなら ん樣 にとの 御 事.^ に、 

いよ 書に くく 侍リ- おのが 昔よ リの 心に は、 いかで 萬 葉な ど を 書 明らめ なんこと を こそ、 おも ひ恃 

るに、 力 力る 事に 年を經 ば、 さる のぞみ も、 えせで 終リ なん ぞ、 口 をし うた r;>o 一と 。 

卯ち、 北 村 季吟の 湖 月抄を もとと して、 この 誤 を 正し、 足らざる を 補 ひ、 而 かも 言 少 くして 明確に と 

の 仰で あるから、 一層 書！ いと 云 ふので ある。 而 して、 かの 三番 出仕で、 殿中で 執ます るが、 御前の 

御用が 多くて 進涉 しないから、 ほ 宅に 持歸 つても 書く が、 何時 果てる か、 心 もとない。 それに 年 ごろ 

の 門人の 指導 も ある。 斯様な 狀態 では 萬 葉 完成の 宿望 は 何時. 達せられる のか、 恩へば 追慽 であると、 

その 心境 を 述べて ゐる。 それが 五六 年も繽 けられて、 前記 姬 君の 舆入 の持參 物に と 云 ふこと になつ 

て、 最後に 大急ぎで.、 筆耕まで 入れて 五十 四帖 完成した ので ある。 この 上納 本が 前記の 如く * 今も德 

川 伯爵 家に 秘藏 されて ゐ るので あらう。 

伊勢 物語 古意 六卷 舊全壤 第 四、 新 全集 第 十所牧 


本書 は 伊勢 物語の 解釋 である。 古意と 名付けた のは當 時の 新 註に 飽 足らない ものが あるから、 古意 を 

失 はない やうに と 云 ふ 意で ある， - 先づ總 論に 於て は， (一 ) 物が たリ は、 (二) 伊勢 物語と 名 づけた る 

は、 (三) 業 平 朝臣の 自らの 記なら ぬ は、 I 四) 伊勢の 御の 書きたら ぬ は， (五) 時世の たがへ る は、 (六) 

つくれる 時代 は、 (七) 古しへの 本、 今の 本 又 作者 は、 (八 むかし 男て ふ は、 の 八 項に 就いて 論じて ゐ 

るが、 參考 となる ことが 多い。 

本文 は 「むかし をと こうひ かう むりして」 の やうに 句 を 切って， その 次に 萬 葉、 古今、 六 帖等を 引 川 

して 詳說 して ある。 野 村 敎授は 「之 を 要するに、 此の 書 は 論議の 餘地は 有る けれども， ー體に 契冲の 

臆 斷ょリ も進步 した 物で ある こと は爭 はれぬ。 その 考證に 批評に 出色の 多い 事 は大約 如上の 論述で 分 

明で あらう。」 と。 

この 古意 は 春 滿の說 が 可な り ある こと は 一見して 判る が、 眞淵 若年の 師 であ リ、 また 同門で も ある 杉 

浦國 頭に も享保 三年に 伊勢 軟語 講義 抄四卷 が ある。 之 も 春滿の 伊勢 物語 童子 問 十三 卷を 紹述 した もの 

である。 この 春 滿は細 川 幽齋の 伊勢 物語 闕疑 抄五卷 から 得た 所が 多いで あらう。 また 幽齋は 採る 所が 

ゥフ こ。 、 し 一  F  ノこも S し，、 へ 幽齋の 自筆 本が 杉 浦 家に 傳は リ、 更に 熊 本 細) 

あった 今 それ を圖ー 汀して ると --川 侯に 牧 めら れた 旨が 後世の 書翰に ある。 ) 

0  M 抄//  •  0  0 

I 清杪, V0 疑 抄  童 手 0^ I uu^y'L0i. 
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一書の 成る は 容易の 業で はない つ- 勿論 具 淵 は • 直接 その 古註に も 服 を 通して 居リ、 而 して CI 己の 見 を 

も 立て たもので あらう。 

この 古意の 述作 年代 は 從來の ものに 害いて ない。 寶暦ニ 年 五十六 歳の 十二！：！： 十八 日に 赏子市 左 衞門宛 

の 書簡に 

「御 表 様の 御用に て當卷 いせ 物語 註 を 被 仰 付 候 而少々 書 候內. 又 別に 思 召 有 之 萬 葉 中 之 短歌 百 首 撰 出 

し 候て 上 候 上， 其 註 を 先 可， 仕 由に 而秋 以來 云々」 

即ち、 田 安 公の 仰せに 依って 古意 を 書き 始め、 その 途中に 萬 葉 集 新 採 百 首の 撰 を 承った ので あるり 次 

い ズ百首 解 を 成し. 更に この 註 を 續 行した もので あらう から、 寶暦 三、 四 年頃に 成った と はれる。 

次に 本書の 出版 は， 寬政五 年 九月。 かの 古今 集 打聽を 出した 上田 秋 成の 努力に 據る。 

「こたび 伊勢 物語の いにし へ なる 心 を ときあかせ しふみ、 縣 居の 翁の しるしお かれし を 世に 推廣 むと 

、 、  f つつ * し 

て、 北" 我靜舍 (加 藤 宇 萬 伎) のうしょ. リ寫 つたへ し を、 心 はしらと して、 宫 古に あづまに、 千代の 古 

道お なじた どリ する 人々 の 蔵め 給へ る を も. か リ；！ Ji^ へつ、、 ひと 言 も 違へ じと 物せ し を、 なほい かば 

かリの あやまち を やしいで つらむ， 讀 見む 人 こそ 助け 正し 給 へ に 

宇 萬 伎の 寫本を 本と して 京 や江 戶 にある 異本 を 集めて * 厳密に 校合して 一 言 も 違へ まいとした 秋 成の 

學者的 良心 を 多と する。 而 して、 秋 成 は 自己の 「よしや あしや」 1 卷を 最後に 添へ たので あるが これ 

は 物語 中の 不審の 語句 を 詳解した ものである。 舊 全集に は 古意と 共に 载錄 したが、 新 全 與 には收 めて 


ない o 

林 笠 〈f と 云 ふ 人の 仙 臺間語 第三に、 この 伊勢 物語 古意 を 評した 所が ある。 

「o 伊勢 物語 

伊勢 物語 パ 、 萬 葉 集、 古今 集 ノ歌ヲ 取テ、 其 マ 、 一一 モ 用ヒ、 又ハ 詞ヲ改 モシ 可 怜ク地 コトヲ 作テ寄 シ乇ノ 

也， モト 歌書 也 U 源氏物語 ハ 伊勢 物語 ヲ 敷衍 シテ 作 リ出ル 也。 ナル 一一 ヨリ テ 能 見レ. バ 同 ジ趣ノ 「 ト多シ 

ト、 或 小 諸侯 ノ足輕 ナル人 ノ東满 二 云 シト. 子 ノ在滿 語 レリ (中略) 近來 眞淵ガ 徒、 束滿， カ意ヲ 述テ、 伊 

勢 物語 古意 ト題ス ル書ヲ 著ス。 然レ ドモ、 元來 文盲 一 1 テ、 其 上 穿鑿 一一 過 レバ 牽强附 會ノ說 多シ。 畢竟 桑 間 

澳上ノ 作 一一 シテ、 諸家 ノ如レ 注、 義理 ヲ 講究 ス ル  一一 、ノ 不レ可 k 。-」 とつ 

如何にも 酷評で ある。 

5 勢 語七考 寫 本ー卷 

伊勢 物語の 大要 七 件 を 略述した る もの。 物と いふ 事、 伊勢の 物語と 名 づけた る 事、 伊勢の 御の IJ: きた 

りと いふ 事、 業 平の 自記な らん かと 云 ふ 事、 時世た がへ る こと、 作れる 時世の 事、 むかし 男と いへ る 

事、 上 七 項、 享保 元年 丙 申 (fij\lt ハ歳) 某 者の 請に 應 じて 「伊勢 物語」 を 講じた る 後、 页に 以上 七 項 

の 大要 を 書き 示した る ものな リと。 自らの 奧書 ぁリ。 (國書 解題) 上記の 享保 元年と ある は 誤で あら 

ラ0 

本書 は 全く 伊勢 物語 古意の 總論 のみ を 集めた ものである。 

,  奢 I  ： 作    r  I  I  i  , 六 1 七 li  f 
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G 大和 物語 直 解 三卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十一 所收 

書名 は 「 いち 早く ことの 意 を 思 ひ 解む 料に」 と 云 ふ 所から 直 解と した ものであるが、 なほ 井上 賴面！ W 

士は 「田 島 本 凡例な く、 大和 語抄 とも 大和 物語 打 聞と も 記せり、 こ は季吟 の杪を 合せた る 故にて、 打 

聞 はこの 書名の 初の 名に ぞ ありけ らし。」 と說 いて ゐる。 

述作の 年代 は、 本書の 總論 とも 云 ふべき 所に 「寶曆 十 年の 冬、 人 々猿 ひて よみ 侍け る 時に 賀茂異 淵し 

るす。」 と ぁリ、 また 自跋に は 「寶曆 十 年 七月よ リ、 たま/ \ あつまりて、 ひとわたり よみて， おなじ 

十二 ガ 八 n によみ はてつ" 一 月に 三た びなんよ みけるな リ。」 と あるから 判然す るつ 

內 容を觀 るに. 總 論に 於て は 大和 物語の 題號、 作者、 著作 年代、 文體論 等が ぁリ、 本文 は 例の 形式 

で、 原文 を 句切って 揭げ、 次に 解說が ある、 この 解說は 伊勢 物語 古說 などの やうに 博引 旁證 ではな 

く、 簡單に 註が して ある T もとの 註の あしき をば お ほくけ しつ、 そのむ しろに さま-^ のよ しなし ご 

と を もい ひわたら ひながら、 たま-/ \ 書きつ けたれば、 それ はたお ろき こと も 多 かりなん。」 と 跋 にあ 

るが、 もとの 註と は季 吟の抄 など を 指す もので あらう か。 なほ 本文の 中には 「保 孝按」 r 濱臣 云」 r 宣 

長 云」 の 如き 後人の 說ゃ、 「田 島 本」 r 墙本」 「活 異本」 の 如き 異本の 校合が、 寄き 加 へられて ゐ る。 

本書の 出版 は 寬政五 年 九月 • 源躬 弦の 力に 依った ものである。 その 凡例に 

「この 物語の 註、 世に おこな はれた る は， ふよう なること も、 ひがめる も、 いと 多くなん ぁリ ける 

を. 縣 居の 大人つ ばら かに 考 正して、 もとの 註 をけ ち、 ある はかき 加へ などし 給り し を、 我 友 村田卷 


海ぬ しが 家に ひめお け.^、 そ を こひ寫 して、 此度 はう しの ほいの ままに 書き つらねた リ。」 

以て 躬 弦が 本書 出版の 經路ゃ 苦心 を 窺 ふに 足る。 

7 落久保 物語 頭書 四卷 

落久保 物語に 頭書した もの。 著書の 講義 を 信 夫 某が 筆記して， 頭書した もので， 本文に も 所々 に 漢字 

を あて， 又 傍訓が 附 けて ある。 寬政六 年 甲 寅 (二 四 五 四) に 作った 橘 千 蔭の 序が 添へ て ある。 (國赛 解 

種に 衣る 0 ソ 

8 伊勢 物語 大意 六卷 寫本 (力)、 

國書 解題の 冠 辭考の 所の 傳に、 その 著書と して 擧げて あるが、 解題 はない。 また 近代 名家 著述 0 錄に 

も 古意と 並べて 出て ゐる。 。  . 
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1 かりの 行き かひ 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全與第 十二 所收 

賀茂季 慨の序 は享和 元年 四月 二十 二日に 書いて ある e 原 書簡の 所 藏者は 京の 賀茂季 魔で、 編 i: 者は跌 

を ま" いた 拜志 茂樹 である。 茂 樹は季 魔に 就いて、 古學の 初心者の 手本と もなる べき 消息文 は 無い かと 

求めた" 季 11 は s 分と 文通した 千 蔭 や 春 海の もの、 眞 淵の ものな ど を 示した。 それが 本 となった の 

である。 眞 淵の 書簡 はた V 四篇 だけで、 他は季 鷹、 富 士谷成 章、 千 蔭、 春 海、 源躬 弦、 羽.^ 芬生 子、 

餘野 子の ものである。 跋の 終りに 「ここに 近き 比 賀茂具 淵 翁 は 今の 世に ふる ごと 好める 人ら のお やに 

しす めれば、 此 翁の を はじめ、 其 名高く 聞 ゆる 諸君た ちの、 又 かつ、 よの子の 月な みの 文 をし も あ. は 

せて 己が どち の初學 びの 山 口に もとて 斯く 一  とぢに はなし 侍る になむ。 .拜 志 茂 樹。」 

2 縣居書 節 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全與第 十二 所收 

具 淵の 書簡 八篇 を收錄 した もの、 序も跋 もない。 萬葉考 出版の 苦心.. その 出版の 费用、 歌論、 鄕紙激 

松 邊の古 學者等 を 窺 ふに 足る 好い 資料が ある。 

3 縣居書 簡辯編 ー篇 新 全壤第 十二 所收， 

本書 は IN ハ 淵の 同族の 後葉 岡部讓 翁が 多年 苦心 鬼 紫した ところの 翁の 書 節 百 三十 五 篇を收 めた もので、 

凡例に 「本書 は縣居 甞簡及 雁の 行か ひ、 文ぶ くろ 以外の 物 を 編 慕す。」 「編 次 は 年代の 明なる もの を 先 

にし、 年代順に 收め、 年代の 明かなら ざる もの を 後に し、 宛名 別に 收錄 せり。」 「一通 毎に 日附及 宛名 

に 依て 題目 を 付し、 下に 其 年 ii^ を 註せ リ。 考說は 編者の 聞昆の 及ぶ 限 を 各 通の 終に 附記す。」 と あるか 


ら、 讀 過す るに 非常に 便宜が 多い。 新う した 篤志の 編者に は 感謝 を 捧げざる を 得ない。 筆者. H 本 害に 

よって、 從來 年代 等の 不明であった 事項 等 を 明かに なし 得た ことが 多い 3 眞淵 翁の 研究資料 として 貴 

重で あるの みならず、 當 時の 古 學の狀 勢 を 窺知す る 上に も 見逃して はならぬ ものである。 召 P ヒヸし 

月の 編輯。 

4 ふぶ くろ ー卷 新 全 紫 第 十二 所收 

原本 は 前記 岡部讓 翁の 岡 部 文庫に ある もの。 眞 淵が 女 弟子なる 紀州 家の よの子、 毛 利 家の；；； 

禮 子の 四 人に 宛てた 百餘 通の 書簡 を寫 集した ものである U 年代 は眞 淵の 晚年 六十 ヒ 八 Jjjg 黄の ので、 

村 田 春鄕、 春 海と 共に 大和に 巡遊した 前後. その 翌年の 濱 町に 縣居を 卜した 頃の もので、 その 歌論 や 

生活 狀態 等を觀 るべ き 貴重な 資料で ある こと は 云 はず もがな である。 

5 縣居 消息 寫 本ー卷 

門 生 其の 他へ 與 へたる 著者の 書 牘文を 編輯した る ものな， リ。 (國書 解題) 本書 を E: るない から 何とも 云. H 

れな いが T 縣居 書簡」 のこと であらう か、 この 題名 は國書 解題に 見えて ゐ ない。 

その他、 縣 居 翁 遺草 (雜錄 もの)、 眞淵翁 拾遺な どに も- 書簡 を收錄 して ある。 
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1 賀茂翁 遺草 寫 本六卷 (雜錄 ものの 中に 同名 異 書が ある。)  -. 

本書 は 全集に もな く， 見た こと もない から 國書 解題の ま、 を揭げ るが、 同名の 一 卷ものが全^^^の中に- 

あるが、 それ は 別に 解說 する。 

「著書の 歌 文 を 編 次した る もの。  一 

卷 一 に、 卷百 十七 首、 夏 六十、 秋 六十 九、 冬 七十 五。  1 

卷 二に、 戀ニ 十八、 哀傷 三十 七 • 雜 五十二、 覊旅 十四、 賀 五十二， 旋頭歌 一。 

卷三ノ 四、 五、 六に， 序、 跋 * 記. 詞、 誌 等の 文章 五十 餘篇 を收 めた リ， 宽政 三年 辛亥 e: 人 wra^ 海 _ 

編 したる ものな リ ご-おは 賀茂翁 家集の 前身ら しい。 卷ー、 二の 歌 は 本 害の 方が 多く、 卷三、 四、 五 

(六) の 文の 方 は 家 菜の 方が 多い。  _ 

2 賀茂翁 家集 五卷 舊全： li;;- 第 四、 新 全集 第 十二 所收  ^ 

复ハ 淵の 歌 文 を 知る に は 最も 善い 資料で ある。 門人 村 田 春 海の 撰、 同門 加 藤 千 蔭の-::^ は享和 元年 十 二 


十日 附で ぁリ、 春 海の 書いた 「賀茂 翁 家壤ぉ ほよ そ」 は寬. 政 三年 十一月に 書かれ、 而 して 刻の 成った 

の は 文化 三年 七 である： お ほよ そが 書かれて 十一 年 目に 序が 書かれ、 それから 六 年 目に 出版され た 

ので あるから、 春 海が 出版 を 企んで 十五 年を經 過して 甫 めて 成リ、 眞 淵の 歿後 三十 八 年に して 漸く 世 

に 出た ものである。 

春 海が この 家集 を 編す るに 當 つての 苦心 はお ほよ その 初に 書かれて ゐる。 眞 淵の 歌 は 早い 時代の も 

の は 未だしき ほどの ものであると 云って 燒き棄 てられた が * 中 ごろからの は 記し 置かれて あった。 歿 

後、 その 家が.^ 災に 遇った ために 全く 無くなって 傳 はらない やうに なった。 そこで 春 海 は 翁に 就いて 

學んだ 人 や 知人の 家に 書付 けられ 殘 つて ゐる斷 簡ゃ零 墨まで も壤 めた。 この 集めた 中には、 前に 翁が 

燒き棄 てられた 歌 も あるで あらう が、 得る に 任せて 載錄 したと ある。 卯ち 春 海の 收錄 たる ゃ獨 c: の 見 

に 依って 撰擇 して 集めた もので はなく、 從 つて. H ら 歌の 配列な ども、 年代な ど を考へ 工夫す ると 云 ふ 

ので もない。 なほ 跋の 終リに 

「一、 やむ ごとな き 仰 言 をう けた ま はリ、 或は 人の 疑 はしき 事 ども 問へ るふし などに、 考 へて 答 へら 

れ たる 類 ひ をば、 對 問と いひ、 いささか づ、 かう がへ おかれた る ものの. はしばしなる をば、 雜^ と 

てあげたり、 すべて 十卷、 名 づけて 賀茂 翁の 家集と なむい ふ。 寬政 三と せの しもつき 平^^海記」 

と ある。 而 かるに 實際 出版され たの は五卷 であって、 對 問と 雜考 とは缺 いて ゐ るが、 大方 この 二部で 

五卷 にす る積リ であった ので あらう。 而 して、 この 對 問と 雜考と は縣 居雜錄 及び 縣居 問答^, 雜 問答 
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龍の 君え 問答な どに 當る もので あらう か、 その 分量と 云 ひ、 內容と 云 ひ 似て ゐる、 暫 らく 玆に 疑問の 

まま を。 

さて 本書の 內容 を略說 すると 次の やうで ある。 

卷之 一 、 春 歌 八 四 首 (外に 枝 直の 作 二) 夏 歌 四 九 首 • 秋 歌 五八 首， 冬 歌 六 二 首 (外に 枝 直の 作 一 ) 嫌 

歌 一四 首、 哀傷 歌 二 九. 首 (外に 古道の 作 五) 

卷之 二、 雜歌四 七 首、 覉旅 歌し 四 首， 物 名 二 首、 賀歌四 一 首， 擬神樂 催 馬樂歌 一 三 首、 畏歌 二三 首 * 

旋頭歌 一 首、 

以上 歌の 計 は、 眞 淵の 作 短歌 sr 百 首、 長歌 二十 三 首、 旋頭歌 一首， 擬神樂 催 馬樂歌 十三 首と なる。 外 

に 枝 直の 作 三 首. 古道の 作 五 首と なる。 部 立 は 上記の やうに 古今 集に 似て ゐる。 

卷之 三、 雜文 (一 ) —— 害 序、 詞、 拔の頻 各せ て 三十 ー篇、 

卷之 四、 雜文 (二) 11 序、 詞、 祝詞、 碑文 等 三十 五篇、 

卷之 五、 紀行 11 西歸、 柬歸、 後の 岡 部 日記の 三 篇。」 

3 賀茂翁 家集 拾遺 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十二 所收 

本書 は 文政 九 年 (新舊 全集、 國學 全史 下卷。 增訂 賀茂眞 淵と 本居宣 長に は 文政 七 年と ある。) 三月に 伴 

直 方が、 眞 淵の 門人 諸 成文 伯 等の 僅かに 書留め たものと • 伴 方が 諸家に 斷片 的に 殘 つて ゐる もの を 拾 

集した ものと で、 年代な ど は 構 はずに 並べた の は 春 海の 家 架と 同じい" なほ 編者のお ほよ そに 「すべ 


て ふた まき 名 づけて 萱茂翁 家 葉 拾 遣と なんい ふ c」 と ある。 而し、 赏際を 見る にー卷 としか とれない。 

全集 所載の もの は 家集と 照合して、 その 中に ある もの は 省いて あるから、 もとの 儘の 本 害で はない 一 

が、 却って 見 能くな つて ゐる。  ， 

.  一 

4 眞淵 家集 自筆 本三卷 竹 柏園藏  一 

佐々 木 博士 は 夙く 眞淵 家集 二と 云 ふ 本 を 得て 珍藏 されて ゐた、 而 るに 大正 二  ijj: 首 夏に 森 村 直 稻所藏 の- 

眞淵ま 筆の 歌 索 を 見られた が、 それが、 前記の 二に 次ぐ 直( 淵家舆 三であった。 昭和 九 年頃に、 平 出鏗ー 

二. 郞氏舊 藏の縣 居 歌集と いふ 名の 付けられて. ある 一 冊を購 はれた が、 之 は 正しく 前記 與淵家 一  とな. 

るべき もので、 ここに 不思議に も 三 冊 全く 打 揃って * 竹 柏園藏 となった ので ある。 是 等の 發 見の 經過； 

及び 內容は 「賀 茂眞 淵と 本居宣 長」 に 詳述 さ. れてゐ る。 その 內容 は、  _ 

卷 一 、 元 文 六 年眞淵 四十 五 歳の 正月から 延享 元年 四十 八歲 七月 八日までの 作 を自黉 した もの。 一 

卷 一一、 延享 元年 四十 八歲 七月 二十 六日から 寬延ニ 年 五十 三 歳まで。 (一 鐘 誰 輒.， (榻 5^) の)  _ 

卷三、 寬延 三年 五十 四歲の 正月よ リ寶暦 三年 五十 七 歳の 九月まで。 Glf 家 f 木と ある もの)  -ー 

以上に 依って、 四十 五歲の 正月から 五十 七歲の 九月までの 歌 を 年月 順に 知る ことが 出來 る。 卯ち 第二 

期の 終から 第二 期 中頃までの 歌風 を 知リ、 その 傳記を 窺 ふ 貴重な 資料で も ある。  一 

なほ 岡 部 讓翁は 「ー册 本書 (即ち 卷三) は 村 田 春 海の 輯 むる 所に して、 其の 凡例に 歌 八卷、 文 十卷ノ 

雜考 ニ卷、 すべて 二十 卷ぁ リ、 ここに 採れる は、 その 歌の 部な リ。 家藏に 係る：」 と。 
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5 てぐるまの もと 一 軸 竹 柏 園 所藏、 

書名 は 佐々 木 博士の 付けられ たもの。 「賀 茂眞 淵と 本居宣 長」 に 記された 所に 依る と、 士が. K 正 十四 

年 ニーお に靜 岡の 月 臺莊を 訪ね、 故 大口 氏の 舊藏の 一 軸 を 送られた) 之は卷 末に も ある 如く * 大名の 主 

人 若しくは 姬 君と 思 はれる 女性の 手本の 料と して 自詠を 書き 認めた もので、 卷 首の 下部 は 燒 けこげ 

て、. 文字の ない 箇所 も あるが、 眞 淵の 歌 文集の 一部と して は 貴重な 資料で、 從來の 諸 稀の 傳本を 補 ふ 

ものである。 それで 同書に その 全部が 十 頁に 百 一って 收錄 されて ゐる。 佐々 木 先生が これに 「てぐるま 

の もと」 と 命名した の は本卷 初の 歌の 三 句 以下の 「てぐるまの もとに ひかれて」 の 句から 來てゐ る。 

0 縣居翁 文案 寫本 一 卷 伊勢、 神宮 文庫 藏 

本書 は 翁の 文 二十 篇、 歌 十 首 を 薬め たもの、 多く は 賀茂翁 家集 卷三、 四に 收 めら れてゐ るが、 收 めて 

無い もので も 全藥の 中には 殆ど 收 めら れてゐ る ものである" 而し 彼此 對 照して、 附說 などに 於て 得る 

所 も ある。 奧 書に、 

「右 賀茂眞 淵 

右文 案 一 冊 宇治 五十 槻 先師の 本と てうつ しぬ。 御巫み つ 古志」 と ある。 

7 うめ あはせ (|茂下|) ー卷 奮 全壤第 四、 新 全集 第 十二 所收  - 

武藏國 葛 飾 郡 平 井 里の 醫師 松本恒 雄の. おばが 田 安 公の 奥御殿に 度々 出入して ゐる ころに、 寫 取った も 

ので、 この 松 本家に 秘 して ゐ たの を 文政 七 年 正月 大石 手引が 「かかる めでたき 一 卷を人 しれぬ うもれ 


木と なさむ も 口 をし ければ 板に ゑり」 て 出した ものである。 この 一 うめ 合 一 卷」 は 明 和 二 年の 春に 田 

安家の 「母 尾の 放出 を はら ひ 催させた まひし 歌合の 害」 であって， 先づ眞 淵の 女流の 雅文 體で 「、リ め 

のこと 葉」 を あげ、 文末に 短歌 を 害く， 外の £5 子，、 益 子、 千世 子、 無名. もみ 子、 智ぇ 尼. 喜よ 勢、 

外 山、 さゆり 子、 浦 野， の 女性 は 皆 之に 習って ゐる" なほ ませ 子、 せい子、 小 しま子 等 各 一せ 宛の 短 

歌が ぁリ- 次に 後半 は 「眞淵 主 集 メ玉ふ 男 かたの 文 並 長歌 短歌」 として、 先づ眞 淵の 雅文 「うめの こと 

ば」 を 揭げ、 次に 枝 直 * 常樹、 久呂奈 利 (黑 生) 宇 麻 伎、 千 蔭、 國滿 * 卷道、 まさと も， 三阅、 佐 知 

另、 古道の 各 雅文 を あげ、 更に 春 海， 平 春 苑以- ト多數 の 人の 短 長歌が 集められて ゐる。 この 後半 は 何 

時 何處で 述作し たかは 判然し ない。 し、 これ は國書 解題の r 眞淵亭 梅花 文案 寫本 ー卷」 と 同じら 

しい。 さすれば 之 は寳曆 十一 年 正月、 眞淵亭 に 催した ときの ものである。 この 文案 は 筆者 は 未見で あ 

る。 

また 本書 は r 賀茂 下流 梅 合 一 卷」 と、 異名 同書で ある。 

8 縣居文 歌 寫 本ニ卷 

「賀 茂置ハ 淵の 歌 文 遺稿 を輯 めた る ものな リ。 本書 內容の 一端、 及 奥 成の 因由 は 編者 揖取魚 逢の 序 巾に 

明らかな リ。 曰く 『いける 時、 書け る 物ら、 さはなる 中に、 萬 葉 冠辭の ニ考は 板に ゑら しめて、 廣く 

世に 行 はしむ。 はた 庵の 中に 殘れる もの 數を しらず、 且 古ぶ リの、 文 かき 歌よ むこと は 後の世に 絕た 

る を、 再起して 誠に 近き 世に 一人と いひつべし. 己れ 魚彥、 彼の 文ら 歌ら 散りう せな む を をし みて、 
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ょリ/ 、に うつしお ける を、 大人 罷 まして 今年 天明 元年、 十餘 三年に なリ ぬ。 吾 友、 源 多 頭 むら、 う 

さみ 元な リ、 千賀 まつ 年、 小國 あさか、 北 島 あきら、 山 本し げき 等 相 助けて ニ卷 とし、 やがて 縣居文 

歌とう はがきの しぬ びぐ さとす らくの み』 と。 文數 十篇， 歌數百 首よ リ 成れり。」 (國耆 解題) 

9 安賀. 當 居の 歌 菜 ー卷 

本書 は 縣門加 藤 宇 萬 伎の 門人 上田 秋 成が 出版した ものである。 出版 事情 等 は 秋 成の 書いた 序に 明かで 

ある。 即ち、 秋 成は縣 居の 歌風 を靜舍 大人 (宇 萬 伎) に 求める と. 大人 は眞 淵の 歌 意考と 多くの 古風な 

歌 を 寄せて、 是が眞 の 翁の 歌風で あるから、 よく 習得せ よと あった。 斯くて 年 H を 過して ゐ るが、 友 

人 野 村の ぶ もとが、 古今 集 打 聽も已 に 成った から、 序でに、 翁の 古風の 歌 も 出して は、 と述 りに 勸め 

. る。 而し 未だ 直接 翁に 敎を 受けた 門人 も ある ことで あるから、 憚リも 多い が、 述 りに 勸 める から 「ま 

づ師の 給へ る を はじめに 物して」 • なほ 他に 人々 の傳 へて ゐる もの 百 六十 餘首 (本書、 これ を あがた ゐ 

捨 道と 云 ふ。) 書付け たが、 是は 聞き 誤 リも寫 し 逢 ひ あるか も 判らない し、 詠 出 年代の 區別も 難しい。 

そこで、 眞の 翁の 古 調の 特色 は 最初に 擧 げた、 靜舍 大人の 書いて 送って くれた ものである 「「しりへ な 

るく さ/ \ はよ み 見ん 人の さかし き 眼 を こそた のむ ベ ら なれ。」 である。 

宇 萬 伎の 跋には 初期 歌風の 例 歌 四 首 を 出し、 中期、 末期の ある こと を說 き、 「明 和 九 年き さらぎ、 靜 

舍 主人 宇 萬 伎し るす」 と ある。 野 村 遜 志の 跋には 「寛 政 二つと いふ 年 冬かん な 月、 野 村の ぶ もとし る 

す o」 と ある。 即ち 宇 萬 伎が 秋 成に 書 送った の は 明 和 九 年で、 出版され たの は 宽政ニ 年で ある。 


^賀 茂の 川 水 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十二 所收 

始め 三分の 一位 は眞 淵の 歌 文、 考證 など を收 め、 屮 ごろに 眞 淵の 家の 和歌 會の 記錄、 終りに は卞 とし 

て眞 淵の 文 歌が ^ ^めて ある。 編者 編 年 等 は 知る 由 もない。 

H 賀茂翁 集 五 冊  . 

著者の 和歌 國文を 斡め たる ものな リ， 嘉永四 年 辛亥 (二 五 一 一 ) の 刊行に か」 る， - (國 害 解， 題) 

！ 賀茂翁 歌 五卷 

元 文 六 年 辛 酉 (二 四 〇 一 ) としたつ 朝の 「としたてば 野べ のあそびの ゆかしき を、 け ふこん 友に 先 や 

ちぎらん」 を 始めと して、 宽保ニ 年 三年 四 年中の 歌 凡て 二百 二十 五 首 を 斡め r 賀茂翁 歌と 題して 「輪 

池 叢書」 に收 めた リ。 (國窨 解題) 

。し 賀茂眞 淵 紀行 寫本 一 卷 

「旅の なぐさ」 一 名 「西 歸」 ともい へる 紀行 一 編と 「岡 部 日記」 一 名 「束 歸」 ともい へる 紀行 一 編と 

を 合せた る ものな リ。 其 解題 は 各 書 別の 下に 出す。 (國書 解題) 

こ の 二 編 は 共に 賀茂翁 家集 第五 卷に收 めて ある。 

U 眞淵亭 梅花 文案 寫 本ー卷 

寶曆 十一 年 辛 巳 (二 四 二 一 ) 正月、 眞淵亭 に 催せる 梅花の 文 及び 長歌 短歌 等 を 編 g: したる ものな リ， - 

最初に 眞 淵の 「うめの ことば」 を揭 げたり。 (國書 解題) 
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以下 六部 「賀 茂眞 淵と 本居宣 長」 に 見える もの。 

阿 我 多 居の 拾遺 寛 政 二 年上 田 秋 成の 選 (前記 9 參照) 

:5 能 己 梨久佐  寬政 三年 村 田 春 海の 輯 

へその 凡例に 依る と、 本書 は 歌 八卷、 文 十卷、 維考 ニ卷、 すべて 二十 卷 あつたが 一 

ぐての 中の 歌の 部の みで ある。 岡 部 譲 氏 蔵  」 

仁賀茂縣主眞淵歌^51^ まだ 若かリ しほ どの 歌  • 

^賀 茂眞 淵歌壤  藤 原 重 久書寫 本 

S 縣居棠  文 詞及歌 

g 長うた 短うた 十く さ ^tliil 君 の需 によつ て 香いた もの の寫本 

^ 縣居翁 家集 補遺 寫本 一 卷 岡 部 讓翁藏 

從來の 諸 築に 漏れた もの を， 諸 集の 異本 や 他 書， さて は斷簡 あた リょり も 拾ひ壤 めた もので、 翁の 同 

族 後葉の 岡部讓 翁の 昭和 五 年に 輯 する 所、 各 年代の 記入が あるから、 その 詠 法の 變遷を 知る に は 便宜 

である。 

おさき 草 ー卷 舊全菜 第 四、 新 全集 第 十二 所收 

本書 は 加 藤 枝 直の 求めに 依って、 眞 淵が 敎子 即ち 美 樹、 福 雄、 置； 言、 百 兄、 千 蔭、 枝 直の 六 人の 歌に 

評詞を 加へ たもので あって. 卷 初の 枝 直に 宛てた 書簡 は 早い 頃の もので あらう が、 その 歌論の 一端 も 

窺 はれて 價 値の ある ものである。 


本書の 原本 は 加 藤 直 種. 氏の 家に 傳っ たもので あるが、 書名 は 無かった。 それ を 佐々 木 博士が 各 三つ 

の 題に 就いて 詠んだ ものである からと 云って 「さき 草」 と 命名した ものである。 

鴨 眞淵壤 二  I 寫本 岡 部 讓氏藏 

岡 部 氏 解題 「本書 は 編者 不詳 なれ ど 所 々• 其の 歌の 詠 時 を 記した る も ぁリて 頗る 參考 とな る ものな 

リ。 こも 家藏 なな リ。」 と。 

上卷、 樂家 至要 大槪序 以下 八十 三枚、 下卷、 光海 靈神 碑文 以下 五十六 枚、 明 和 四 年 五月 編で ある。 

、：^ 賀茂 家集 拾遺  一 I 同氏 藏 

岡 部 氏 解題 「本書 は 天 保 四 年、 石 川 依 平の 編輯す る 所に して、 賀， 茂 翁家壤 の江戶 本と 江 本と を對 照し 

て. 說明を 加へ、 板 本 遺漏 三十 八 首 を 補へ る ものな り：」 即ち  - 

江戶本 遺漏 

遠 江 本 所載 歌 三十 五 首  ， 

江 塚 直 方所藏  一 首 

源久 胤所傳  二 首  • 

板 本 遺漏  三十 八 首 也」 

岡 部 家 和文 ー卷 美 濃 板 本 

眞 淵の 文 を 集めた もので、 出 板 年代 は 不明。 
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奧 書に 次の やうに ある。 

r 延享ニ 年 丙寅祌 無月 上旬、 於 東 武寫之 了 谷 擧準 

右 一帖 長 池 水 番_1 借テ寫 之 

明 和 四 年 丁亥 五月  岡 奇並樹 • 

植木 直 保藏」 

以て、 本書の 由來 する 所 を 知る。 

お 維 為 自 挈 に 岡部讓 氏の 捕  一 teAl  ^P0e.^ 

oi  a-  ^ へる もの 合せて、 ー卷  岡 立 口 讓氏藏 

初めに 「遠 江 十二 景の 歌」、 次に 「としの 初に、 橘の 常樹 をいた む 歌よ みける とき 鳥 を、」 などが ぁリ、 

信 幸、 ゆみ子、 繁子、 土滿 等の 歌 を 載せて ある。 

おみや このつ とに も 一冊 (數 枚) 自筆 同 

「みやこの つとに もと 筆 をた て そめぬ」 と 書 出し あるから、 筆者が 假名した ので ある。 內容を 精し く 

見る 暇 もなかつ たが、 壯 年の 頃、 京に 留學 する 頃の もので あら. う。 

眞淵翁 拾遺 寫 本ー卷  小山 正藏 

全集に 洩れた 和歌、 漢詩、 文章、 書簡 を收錄 した もので、 本書に 收 載して ある。 昭和 十二 年 八：^  二十 

六日、 小山 正藏 編。 

お 荷 田 在滿家 歌合 一 新 全集 第 十二、 舊 全集 第五 所收 


寛 保 元年 (寫 本に 寬保六 年と ある もの を 見た が、 誤で ある) 八月に 江戶 の在滿 家で 十 二番 歌合 を 行つ 

た、 その 時の 記錄 で、 判者が 眞淵 であるから、 その 判詞は その 筆に 成った ので ある。 題 は故鄕 萩、 寄 

月戀、 出 詠 者、 左方 は 源 信恭、 源 方 江、 紀 恭忠、 楓里、 喜 世、 逋泰、 右方 は 辻 子、 茂 子、 一せ 子、 在 

滿、 紀量、 友 古で ある。 歌合が 歌道 を惰 落せ しめたと して 斥けた 眞淵 にも 若い 時には 斯うした 體驗も 

あつたの である。 

^縣 居家蘖 一 卷寫本 力 ■ 

？-縣 居 歌集 一 卷寫本 力 

右二 書國書 解題の 眞淵 傳に擧 げた 書目に あるが、 前記 諸 本の 何れ かと 異名 同書で はない かと 思 ふ。 暫 

らく、 ここに 揭げて 後考を 待つ。 

古河の 邊 寫 本ニ卷  . 

賀茂眞 淵 及び 其 門人 藤 原 宇 萬伎兩 人の 歌 文 を 集めた る ものに て、 上田 秋 成の 序 あり。 (國 禅 解題) 

梅花 子 集 寫本 ー卷カ 

近世 名家 述目錄 にある もの。 國書 解題に もない。 

お 論語 記 聞 寫本 ー卷カ 

これ は 泊活筆 話に 出て みる もので、 若く して、 濱 松の 渡邊蒙 庵に 就學 した 頃に 著 はした ものであると 

云 ふ、 昔から、 その 行衞は 不明で ある。 

第 七 章 著  作  ，  六ー 一一 五 
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^維 陽 詩 草 寫本 ー卷カ 

これ も 泊活筆 話に ぁリ、 國書 解題に も 前記の 記 聞と 同じく 名稱 のみ は ある。 當時、 濱臣は 本 を 得た 

と 云 ふから、 まだ 何處 かに 存在す るで あらう か。 その 內容 は、 

五 絕七首 七絕 五十 首 五 律 七 首 

七 棒 一首 長 篇ニ首  . 

計 六十 七 首あった と 云 ふ。 數 首の 抄出 は 筆 話に も ある。 

^賀茂翁歌^;^ 小 本 上下 ニ卷 仲 田 顯忠校 

本書の 表紙に は 

蓬 園 仲 田顯忠 大人 校  • 

賀茂翁 歌集 

江戶 書林 玉 山 堂藏梓 

なほ 奥 書に は 

嘉永四 辛亥 歲 (十 一 月) 

大阪心 齋橋筋 小 久太郞 町 河內尾 喜兵衞 

書 林 江戶 日本 橋 通 二 丁目 山城 屋 佐兵衞 

顯忠の 序文に 依れば、 千 蔭の 集めた 賀茂翁 家集 五卷の 板木 は燒 失した の は 惜しい から 先づ- 歌の み 集め 


著 


前 次年 橋 原寬粕 伴 
半 々に彥 菅政諸 直 
、 忙大 0 根 八 成 方 
宇 寫平寫 寫 、輯 校 

jSS す寫み ノ、 


て 新たに 刻 板した とあって * 家集 卷 二まで が 即ち 本書と なった もので、 全く、 その 內容 は！： じい。 而 

し 斯うして 後世まで 出 板せられ るの は 翁の 聲價を 知る に 足る ので ある。 

雜錄 もの .HI 一都 十五 卷 


1 縣 居雜錄 

2  ( 縣居 雜錄 補抄) 

3 雜 問 答 考 

4 縣 居問签 書 

5 縣居集 言 錄 

6 眞 淵雜錄 

茂 翁 遺 草 

8 縣居 すさみぐ さ 

9 應 耍 稿 

W 縣居雜 箸 

き 問 遺草 

第 七 章 


寶曆 九、 八 

多く 延享 二- 


六 十 三 

四十 九 


P 


神お 文：^ 藏 

田 i 女 公 0 仰に よる „ 

多く、  公の 仰 

による もの) 

竹 柏闹藏 Q も Q は 

上： 卜 ニ^。 

國 S 解^に よる。 


岡 部 ^t... 


司 


長 野 美満留 

加 藤千浪 


、 二、 膝 

を 安永 五 

し、 以來 

伎輯 

源 常 典 W 板、 跋、 
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六 三人 


^縣主 雜荖歌 之 部 

りし 千 歲雜錄 

； 3 花 か つみ Q 考 


(寫 本) 

(寫 本) 

(寫 本) 


岡 部 讓氏ャ 


1 縣 居雜錄 寫本 一 卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十一 所收 

舊 全集の もの は 淸水濱 臣の藏 本 を 井上 氏 書庳の 中に 得て 收錄 した il 口が、 その 凡例に 記されて ゐる。 大 

方、 濱 臣が寫 本と した もので あらう。 文化 九 年 七月、 長 野 美 波留の 出した 縣居 雜錄補 抄ー卷 はこの 雜 

錄 を補抄 した ものであるが、 その 凡例に 依る と、 元本 は 翁の 自筆 本で、 非常に 細 書せられ て 居った と 

云 ふから 舊濱 K 藏本も 之から 寫 本した もので あらう と 思 はれる。 

內容は 文字、 語句、 有職 * 故實、 職 官等の 解說、 起源 等 を 記して ある. - 大方 翁が 讀書 述作 中、 珍異 

と 思ったり、 後の 參考 ともなる と 思ったり した こと を 思 付く ままに 書き留めて 置いた ものと 思 ふ。 

2 縣居雜 錄補抄 全ー卷 

表紙の 題名に は 縣居雜 錄補抄 全と ぁリ、 見返に は 補抄の 字な し： 賀茂眞 淵 著， 長 野美滿 留補抄 とし 

て 束 都 書坊、 金 花堂藏 梓で ある。 出版 は 美 滿留の 自序に よれ は 文化 九 年 七月の 始 である。 その 凡例 を 

見れば 本書の 內容、 由來 等が 判る つ 

一、 此異淵 翁の 雜錄は 吾 友 波多完 (秦 一 郞、 濱 松の 西 志都呂 村の 旅 本 陣屋に 仕へ、 晚年濱 松の 東萱場 


村の 金 原 氏に ありて 歿し、 墓 は 天 龍 驛近方 妙 恩 寺に ある。 國學 者に して 能書 C) が ひめお きし を こ ひ 

もとめて 書寫 し、 小 林 元 雄 主の 本 もて 再三 校合し、 おのれ さらに 標註 を 加へ て 上 木す。 

一、 元本 は 翁の 自筆に て、 いと-,^ 細字が きな リ。 こ は 翁の ふみよ まれけ る を リ./ \ ことなる ことの 

ある をぬ きいで て、 はつ/.^ に考 へお かれし ものと 見えて、 けし もし、 補 もし あなる を、 そのまま 

にう つして いささか も 私心 を 加へ ず。 

一. 此ふ みは あいう えお の條を ひとつら に 混じ、 のせられた リ* つぎ/ \ みなし かり。 さて 土 佐 日記 

にう つたへ とい ふことの ある を、 この つらに のせら るる 時、 その 文中に ある ほと/ \ しくて ふこと 

は、 わかちて 保の 部へ 入れら る 可 か リしを この つらに のせお かれし はことの つ いで なれ ばなる ベ 

し。 このた ぐ ひいと 多し。 

一、 かたはらなる 細字の 註 は 翁の ものし おかれし は D の 中に 入れ、 おのれが ものし し は、 た乂か 

た へに のせお く。 

一、 假名の もと ぁリし は、 ひら 假名に かき、 おのれ ものし つる は片 假名に 書きて わかつ。 (後略) 

更に 內容 を觀れ ば、 名 占、 あながち、 あげまく、 うけ ひか リ、 釆女、 あながち、 曉月 夜、 うつしく 

う. うつたへ、 ほと ほと しく、 うつ. らく、 あはち のこ 等 五十二 三の 語句に 就き、 異 淵の 語釋 に； 史 

に 註 をした ものである。 

筆者 は 本書 を 神宮 文庫に 於て 見る。 
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3 雜 問答 考 寫本 一 卷 舊全集 第 四、 新 全集 第 十 一 所收 

有職の こと、 官名の 事、 姓 朝臣の ことな ど 百餘に 就いての 考證 である。 拔に 「此 もも まりの をち/ \ 

を しるせし は、 わら はべめ くもの の 問に、 たれに か あらん こたへ たる， ものな リ。」 斯う あるの は、 小宮 

ま 世が 上京して 令の 物知りに 問うた のに、 その物 知リが 答へ たもので ある こと を 指して ゐる， さて こ 

の 答へ たもの を 公 (田 安 公 か) が、 眞淵 にも 見せて、 根據の 無い ことが 多い と 云って 笑 ひ 草と せられ 

て、 是 等の ことに 就いて 眞淵. にも 意見 を 云へ と 仰せられ たから、 解說を 記して 奉った のが、 卯ち 本書 

で、 それ は 寶暦九 年 六十 三歲の 八月であった。 

斯うして 出 米た 本書 は 自筆 本で 傳 へられて ゐた。 それ を 嘉永七 年 七 H に 萩 園 主人 加 藤 \ ^浪が 和，：^ 國 t ぶ 

の津 (堺) の 西然寺 大徳が 江 戶に假 居した ときに 得た と 云 ふこの 翁の 自筆 本 を 借りて、 その 筆 跋に遑 一 

はない やうに 入念に 透寫 して、 出 板した ものである。 

4 縣 居， 問答 害 寫本 一 冊 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十 一 所收 

諸侯 や 高貴の 方からの 御 問に 答へ たもので ある。 今、 その 年月 

やうで ある。 

(一) 延享ニ 年 十二お 始 (四十 九歲) 田 安 金 吾 君 

(二) 不 明  上野 一品 宮 

(三) 不 ^  年寄 戶田 淡路守 


• 問 者， 事項に 就いて 約 出 すれば 次の 

新 三十 六 歌仙に 就いて， 

恪 勤の 文字に 就きて、 

大將 軍と 甞 くこと に 就いて、 


(四) 延 享 二 年 六 月 二日 (四十 九 歳) 井上 河內守 源氏の やうめ いのすけに 就いて、 

(五) 不 明  某  四季 物語の こと、 

(六) かのえう ま (寬延 三年) 十月 (五十 四歲) 紀州侯 老女 瀨川 三十 六 歌仙の こと。」  , 

5 縣居 集言錄 寫 本ー卷 舊 全集な し， 新 全集 第 十二 所收 

. 著者の 論說を 集めた もの。 卯ち 日本の 國體の 秀でた こと、 音韻 11 動詞 活用に 關 する こと、 神代から 

武家政治に 至る までの 皇道の 推移 (國意 並 問答 類) 最後に 「又 問 封建 郡縣の 事」 に 於て は、 上代 度々 遷 

都せ る は 人心 紫 張して 宜しき こと 及び わが 神の 道の 秀でて ゐる ことが 述べ て ある。 m: 人で も寫 し傳へ 

たもので あらう。 奧 書に r 眞淵 自筆 草本 書寫」 と ある。 國書 解題に は寫本 ニ卷と あるが、 全槃 にある 

もの は 一 卷の やうで ある。 

6 眞 淵雜錄 寫 本三卷 

古今の 諸 書の 中なる 語句 を 抄出 雜考 して、 各 其， の 出 所 を 示し 註釋 したる ものな リ。 五十 十 行に 分ち 

擧 示す。 (國書 解題) 前記 ー 縣居 雜錄と 同書 か。 

7 賀茂翁 遺草 寫 本ー卷 舊 全集 第 四、 新 全 紫 第 十二 所收 

本書 は 伴 直 方 校と して ある。 その 收 むる 所 を 見る に、  ， 

(一) 消息 九篇、 くめ子、 いくめ 子、 春鄕、 とも ひ 子、 きょせ 子等に 宛てた もの。 

(二) 乞 巧奠、 火舍、 燈臺、 衝重、 檜 破 子、 折 敷 等の 圖解、 この 末尾に 「この 銜重破 子 附折 敷の 圖は 
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贺茂 翁の うつしお かれた るな リ。 これ は 今 堂上に て 用 ひらる るかた なり。 寬政四 年 十月 八日 平 春 

海」 と ある。 

(ニー) 賀茂 翁の 人の 檜 破 子の 事 問た るに 答 ふる ふみ、 末尾に 「文政 六と せ 八月 二十 七日う つし 畢リぬ 

伴 直 方」。  . 

(四) 學 びの あげつろ ひ、 末尾に、 

「こ は賀茂 翁の みづ から 書る を もて うつしぬ。 文政 四 年 二月 伴 直 方」。 

(五) うつぼ 物語 考、 卷の 次第な どに つき 論ずる。 

(六) 文 三篇、 あら 玉のと しの 一とせ 云々、 源の 辻の 敏樹 ぬし 母と じの 七十 祝の ことば、 淺間 山の 藥石 

のことば、 

(七) 「したしき 友 どちつ どひて やまと ふみをよ み侍リ ける 時に かきたる」 の ー篇、 儒 學の攻 if をな し 

我が 古道 を說 く、 國意考 と 似て ゐる。 文末に 「此 書以 •： 眞淵翁 自筆 草稿 元本 一、 文化 十三 子年 四月 三 

日 寫畢、 藤 原 美 波留」 と ある。 

(八) 樂家 至要 大槪序 

(九) 記 文ニ篇 T 佐野昌 次が もと を訪ふ 記、」 この 文末に は r 寶曆 辛己歲 季秋寫 I、 洛西隱 士無腸 誌」 と 

ある。 また 一 篇は 「人に 答る 文」、 文末に 「こ は 泊 瀨島萬 呂の本 もて うつしぬ〕」 と ある。 

以上が 本書の 內容 であるが、 少しく 詳述に 過ぎた が、 同名の 書 も ある ことなれ ばと 思 ふま まに。 


新 全集の もの は舊 全集に 比して、 最初と その 次と が 少しく 順序不同 である。 その他 は 皆 同じい。 

8 縣居 すさみぐ さ 寫 本ニ卷 舊 全集 第 四、 新 全集 第 十二 所收 

國書 解題. に は 「門下の 歌の 批評 點削 せられた る を、 門 生粕諸 成が 編輯した る ものな リ。 末に 縣居 消息 

を 付した リピ と ある。 舊 全集の ものに は縣居 消息 もな く、 序 も跋も 無く、 編者の 名 も 見えて ゐ ない" 

本書の 終に は懷 紙、 短冊の 長短 歌の 書式 等の 說明も ある。 

而 るに 新 全集の もの は 諸 成の 序 も ぁリ、 內容も 多く 諸 成の 考も 註記して ぁリ、 「すさみ 草」 の 書名に 就 

いても 記し、 最後に 「5^ 少兄 毛呂成 ふせ 庵に、 七十 まリ よつ のとし つみて しるしぬ」 と あり、 更に 之 

を寫 した 菅 根が 諸 成との 關係を 述べ、 奥 書に r 寬政 八のと し 五月 二十 まリ七 かの nl に はじめて、 みな 

H 二日の 日に 寫 はてぬ、 七十 ま リー の 齢、 藤 原す がね」 と ある G 

9 應耍稿 (問 ィ) 一. 冊 寫本 岡 部 讓氏藏 

岡 部 氏 解題 「本書 は 翁の 各所の 問 ひに 答へ たる ものなる ( 一 部分 は縣居 問答 書に 載れる もの あり。) を 

村 田橋彥 が、 翁の 許よ リ寫し 來れる を、 安永 五 年 六 巧に 稻掛 茂穗 (後の 大平) が寫 したる を 寬政五 年 

十二月 二十 六日 長瀨眞 幸、 文化 十四 年 正月 九日 中島 春臣、 明治 十三 年 一月 二十 二日 中 尾 五百樹な どの 

次々 に寫 せる 奧書ぁ リ。」 と。 岡 部 氏 藏は縣 居 翁 消息と 合冊。 

^縣 居雜著 一冊 寫本 岡 部 讓氏藏 

岡 部 氏 解題 「 一 冊 本書 前半 は 加 藤 宇 萬 伎が 輯 むる 安賀 當居 歌集に して 後半の 初に 左の 如く 記せ リ。 
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『縣居 菊 著と 題. して、 歌， も 文 もみ づ からよ くえら みて しるされた リ。. と 見 ゆる 一 卷有 r こし... ズ贺. ^"s 

歌集な り) 又 人の きき 傅へ つどへ 置つ る や、 初めよ まれし も、 のちの も、 まへ うしろのつ ひで もな く 

みだ リ にしる せリ。 とお も ふ あ" つ かれ ここに しるしぬ。 され どこの 中に またい ともよろ しく、 きこ 

ゆる も ぁリ- また、 同じ 雜 著の 一 卷も かれこれの たが ひたる も あれば ことわるな リ。』 こも 家 乾,, リ o」 

と 0 

n 答 問 遺草 一 卷 

諸 弟子の 質問に 應じ 何くれとなく 答へ 示した る もの を 編^した る ものな リ。 安政 四 年 r 已 (二 五 一 ヒノ 

五月 十日 源 常 典の 跋ぁ リ。 (國書 解題) その 跋に 依る と、 - 

本書 は 松 崎 殿に 傳へ たもの を、 その 女く」 子 君に 請 ひて 借寫 した U 杉 原紙 こ. 二 枚、 廣 折し. -こ』 のこ 

を赛 き、 その 間 毎に 翁の 答 を 細 書して ある。 本來、 この 前に も 綴お たもの があった が、 それ は 散逸し 

たので あらう。 卷 初に 

「一 中臣枚 はいろ く說 あれ ど 云々。 問」 との 問に、 次に 翁の 答が ぁリ、 次 こ 

「 一 、 新 井 白 石 先生 述 云々、 問」 之に 翁の 答が ある J 美 濃 十六 枚の もの。 

じ 縣主雜 著 歌 之 部寫本 一冊 岡 部 讓氏藏 

初に 「むつき はじめ あづまに てよ める」 * 最後に 「5^ は 文 子 墓石 書」 を 載せて ある。 勿論 國書 解題に も 

ない。 


千 歲雜錄 門人 所， 記 (慶 長以來 諸家 著述 目錄) 

國書 解題に もない し、 實物も 見ない が、 前記の 中の 何れ かの 異名 同書で あるか も 判らない。 

花 かつみの 考 寫 本ー卷 

花 かつみの 田 字 草なる こと を考證 したる もの。 契冲の 「古今 餘 材鈔」 中に、 其の 何たる を 論ぜ ざり し 

故、 本書 を 著して 遺漏 を 補へ るな リ。 (國書 解題) 

其 他 五 都 五卷カ  ,  % 

1 外宮 考  一  .  - 

.2 千歲筐 墨帖 一 

3 十二月 考 一  .  , 

4 獨吟曲  一力 (近世 名家 著述 目錄 にの み) 

5 陸 奧出羽 風土記 文附考 一力.  . - 

以. ti 國書 解題の 眞 淵の 著述 目錄に 見え、 また、 近世 名家 著述 目錄 にある もの。 
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三 著作 I 覽 11 新舊 全集 比較、 その他 

一 、 賀茂眞 淵全棠 六 冊 (き s，i ー赫" 丸 力より i  + 

國學院 編輯 部 編 賀茂 百樹校 吉川弘 文 館發行 

一、 賀茂眞 淵 全集 十二 冊 (新) ||，九^"间七年九ヌに至り 

同  同 再 校訂 同 

一、 以下 全集 所收 書目、 甞 名の 上の 數字は 新 全集の 卷數を 示す。 △ は 新 全集に て 雀 かれた もの 

首 卷 (奮 全集) 

は 岡 部 家譜 及考證  ■  、 

^賀 茂眞淵 翁家傳 

△ 增補縣 居 翁 年譜 

^縣居 門人 錄 

△ 賀茂眞 淵 全 菜 總目錄  . 


績萬葉 論祕說 二 

7 古今 集 序表考 

7 同  別考 

7 古今 和歌 集打聽 二 

7 三代 集總說 

第 二 

5 冠 辭 考 ■ 

△ 續 冠辭考 二、 

△ 績 冠辭考 一、 

△ 冠辭 考續貂 七、 

5 延喜式 祝詞 解 

5 祝 詞 考 

^日本 紀 和歌 略 註 

^古事記 和歌 略 註 

^神 樂歌考 

^催 馬樂考 

第 七 章 著  作 


同 

三 


取 

田 


^ 1 、 

一一 一一 n  I 

魚彥著 

秋 成 著 


服 部 高 伴 著 


六 四 七 
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^神 遊 

S 風俗 歌 

厶歌 體 約 

^國 歌論 臆 

^再 奉答 

^に ひまな 

^歌 意 

^語 意 


意 

意 


^文 

1 書 

第 三 

1 23  4 萬  葉 

23 萬 葉考別 


考 

書 

己 

IIS 


凡 十 


二  0 

六 


柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 之歌考 


第 四 


萬 葉 集 遠 江歌考 


ハ 


4 萬 葉 集 竹 取 翁歌考 一 

4 萬 葉 集 新 採 百 首 解 三 

A 萬 葉 問 目 一 

厶萬葉 再 問 一 

△ 萬 葉集卷 八疑條 一 

A 同卷 九" 一 

厶同 卷 十二" 一 

厶同 卷 十三" 一 

<1 同 卷 十四 疑 條奉問 

4 萬 葉 解 一 

^宇 比 麻 奈 備 三 

^伊勢 物語 古意 六 

△ よしや あしや 一 

n 大和 物語 直 解 三 

U 日本 紀訓考 五 

U 久邇 鬥致考 一 

第 七 章 著  作 


1 萬 葉 解 通 釋並釋 例 

萬 葉 解總考 並釋例 


上田 秋 成 著 


7? 
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U 上古 男女 髻辨 

U 古 冠考附 直冠考 

；:; 古 器 考 

； ：! かさねの いろ あ ひ 

^國 意 考 

U 三部 假名 鈔言釋 合 七 

； ：5 縣 居雜錄 

；:" 縣居 問答 書 

n 雜 問答 考 

S 龍の 君え 問 ひ 答へ 

U 老木の 花 

U 縣居 すさみ 草 

賀茂 翁 遺 草 

W かリの ゆきか ひ 

W 縣居書 

W 賀茂翁 家集 五 


須藤 某の 著 


—— 學 びの あげつろ ひ、 この 中に ある „ 


五 

〇 


^ 加 茂 翁 家集 拾遺 一 

ひ" 加 茂の 川 水 一 

ヒ荷田 在滿家 歌合 一 

W さ き 草 一 

2 うめ あはせ 一 

第 五 

8 源氏物語 新 釋總考 一 

8 源氏物語 新釋例 一 

89 源氏物語 新釋 五 四 

以下 新 全集の みに ある もの 

1 萬 葉 集大考 一 (萬 葉 考附) 

7 附 古今 和歌 集 打 聽物名 一 

U 答 問 遺草 一 

1 古事 言 一可 一 

は 縣居集 言 錄 一 一 

^縣居 書簡 鑌編 一 

第 七 章 著  作 
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W ふ，. - くろ 一 

以下 r 增訂 賀茂眞 淵と 本居宣 長」 にある もの 

眞 淵 家 紫 三 

阿 我 多 居の 拾遺 一 

能 己梨久 佐. 一 

賀茂縣 主眞淵 歌集 一 .. 

賀茂眞 淵 歌集 一 

縣居築 一 

長うた 短うた 十く さ 一 

てぐるまの もと 一 

(縣居 落； i 別人の 作) 

以下 二部 最近の 編 

縣居翁 家集 補遺 一 (本書 採錄) 

眞 淵 翁 拾 遺 一 (本書 採錄) 

以下 諸 書 • 諸家に 散見す る もの —— 卷數 記入 を缺く 

國 歌三說 


縣居翁 筆 話 

古風 小 言. 

古 事 1 も 書 

萬. 葉 紫總說 

初 學萬葉 梯 

諄 辭 考 

古今 和歌 集 講！^ 

古今 和歌 六帖 校本 

古今 和歌 集 左 註 論 

古今 序考 

古今 序註釋 

百 人 一首 古說 

勢 語七考 

落久保 物語 頭書 

賀 茂 翁 遺 草 

縣居翁 文案 

第 七 幸 著  作 


一 ， ：■ 之 部) 


五 


第三 橱 思想 及び 研究  六 五 四 

縣居文 歌 

賀茂翁 集 

賀茂翁 歌 

賀茂眞 淵 紀行 

眞淵亭 梅花 文案  - 

阿 我 多 居の 拾遺 

鴨 眞 淵 集 

賀茂 家集 拾遺 

岡 部 家 和文 . 

雜 歌集 

みやこの つとに も 

縣居 消息 

眞 淵雜錄 

應要稿 

縣居雜 著 

縣主雜 著 (歌 之 部) 


以下 は 書名の みに て、 解題 もな きもの、 

古今 新 採 百 首 

古今 集 私記 

古今 考附 別記 

古今 集 序傳說 

古 事 き a  き p 

古事記 訓考 

神代 紀訓考 

伊勢 物語 大意  . 

外宫考 

縣居 家集  • 

千歲筐 

縣居 歌集 

車 服拔萃 

論 語 記 聞 

法 華 講奉對 案 

第 七 章 著作  六 五 五 
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十二月 考 

田 安殿 奉對案 

さいば り 琴の 譜 

獨吟曲 

陸奧出 羽風 土 文 記 附 考 

維 陽 詩 草  . 

注意 

以上の 中には 異名 同書 も あらう、 なほ、 是 等の 外、 諸 所の 圖書館 にても 漁れば 見當る もの も あらう。 

〇 なほ 過去に 於て、 翁の 著述 を引擧 した もの は、 次が 最もよ いと 思 ふから、 重複 はする が參考 のために 

近代 名家 著述 目錄 第二 冊 所载 

つ 卞系 nWdE 姓 焚茂縣 主、 名 虞 淵、 稱衞士 

〇 岡 立 S 縣居翁 始稱三 四  . 

古 事 f  «4 lis 一 

古事記 訓考 一 

假 字書 古事記 

神代 紀訓考 二 

山 問 文 神代 卷 二 


萬 葉 新 採 百 首 解 

萬葉考 

古今 考附 別記 

古ん コ新採 百 首 

古今 集 私記 

古今 紫 序傳說 

古ん 「5^ 打 聞 一 

伊勢 物語 大 意 

伊勢 物語 古意 

源氏物語 新釋 

百人一首 古說 

百人一首 初學 

神 樂歌考 

催 馬樂考 

さい はりことの 譜 

爾 比 眞奈 備 

第 七 章 著 


一二、 三 今の 十三、 四 今の 十一、 五 今の 十二、 六 今の 十！ 5 の 卷の考 なり。 

各 別記 有、 此中  一二の 卷 とその 別記 はすで に 上 木せ リ。 

(二、 「序 表考 一 、 同 別記 一 力」 


一十 

(一一 十五 冊) 

五 


五 
七 


£ー 編 思想 及び 研究 

延 喜 式 祝詞 解 六 

かさねの 色 あ ひ 一 

祝詞 考前稿 


同 

文 


古 

LI 

タ 


意 

宫 


十二月 

雜 問答 

縣居歌 


再 考 

考 

0 


五 

十 


五 
八 


家  集 二十 

束歸ー 

西  歸 一 

竹 採 翁 長歌 考 一 

眞 淵雜錄 一  . 

柬. -服 拔 萃 一 

田 安泰 對案 (數 種) 

法 華發講 奉對案 一 

淨土 三部 抄言釋 一  - 

應 問 稿 (一) 

千歲 筐墨帖 一 

本  fa  ( 一 ) 

令 義解校 十. 

金 槐集同 三 . . 

雅亮 裝朿抄 同 (一) . 

落久保 物語 頭書 (四) 

第 七 直 0  作  六 五 九 


第三 編 思想 及び 研究  . ンン C 

0  0  0  0 

以上 五十 三部 

記入 卷數計 一 三八卷 

卷數無 記入 部數 八、 推定 卷數 三十 七 

以 卷數計 一 七五卷 


四 遣 墨目錄 


rasli 展覽會 陳列 品 s 錄 (I 學 llgi 號； 

第 一 室 

第 一 區 贈位 記宣命 及畫像 

一 贈位 記 及び 宣命  二 通 

明治 三十 九 年 十 一 月從 三位 を 贈られし 時の もの 

二 縣居靈 社 碑銘  雙 幅 

縣居 翁靈社 

天 保 癸 巳 八お 末學 領主 侍， 從源 朝臣 忠邦書 

三 縣 居靈祉 建立 勸進牒  四 冊 

附、 靈社 建立 並に 建碑 關係 書類 

縣居靈 社 は 遠 江の 國學 者， 等が 建立せ しと ころに して、 天 保 十 年 落成せ リ、 高 林 氏 は その 巾 心と なりて 活 

動した リし高 林 方朗が 家な リ C 

四畫像  一幅  上田 i£5 年 氏所藏 

15^ 七 fl^ 著  作  六 六 一 


賀 茂百樹 氏所藏 

靜岡縣 高 林 維兵衞 氏所藏 

靜岡縣 高 林 維兵衞 氏所藏 


笫三 編. 思想 及び 研究  六 六 二 

s> 色紙 二 枚) 

賀茂具 淵 翁 歌 

斯母都 奚也迦 美 能 志圚咩 之布當 良夜 麻不 多多 呲登陀 爾美也 波 宇 期可自 

ハ淵者 山城 乃 加 茂 成 助我裔 也、 然而田 安殿 爾皇國 書 乃 博士 登 之 且、 延享 年始 與利仕 奉 nlT 寶歷十 年 仕 乎 

聽而、 明 和 六 年 十月 三十日 爾奈毛 身罷 奴、 其 子 加 茂 定雄此 畫乎持 利奚留 乎、 伊勢 國>? ^名 乃 城 乎 爲領侯 古 

體乎好 給 余 利 舍爾、 畫師爾 令 而畫世 給沛由 乎聊識  ^諸 成 七十 九 齢 

五 塞像 附、 加 藤 千 蔭書狀 ー卷 一幅  梅 谷 ¥ ニ郞 氏所藏 

(讚) しもつ け やかみ の しづめ しふたら やま ふだ」 び とだにみ よはう ごか じ (原 萬 葉 假名) 

(落 欵) 弟子 橘 千 蔭謹寫 (印) 

六 畫像 絹本  一 幅 

(讃) 前に 同じ、 

七 畫像  一 

(讃) 前に 同じ、 

八畫像  ■ 一幅 

(讃) なに はつに さくや このはな ふゆこ もリ 

(表装 裏) 我と ほつ おや 眞. 淵の 翁う への 仰 ごと を かう ぶリ て、 若君 大藏 所の 御手 本の 料に 此 一 ひら は嘗 


(落 欵) 弟子 橘 千 蔭謹寫 (印) 


(落 欽) 弟子 橘 千 蔭謹寫 (印) 


賀茂 百樹氏 所蔵 


佐 藤 球 氏所藏 


賀茂 百樹氏 所^ 


て 奉られし 成け リ、 そ を こたび かく 御 像のう へ に 物して うみ の 子の 末々 にも 傳 へんと す 

元 治 元年 長月  五世の 孫 岡 部眞淸 

金 谷 直恒書 

九 畫像  一 幅 

天明 七 年 十二月 門人 眞龍 謹窨畫 

〇 畫像  一 幅. 

藤 原 彥麿畫 

本 居大平 筆、 古事の 學能業 乎 云々 の 長歌の 讃 ぁリ、 

一 畫像 絹本  一 幅 

植松茂 岳の 讃及眞 淵の 短冊 ぁリ 

畫像  一 幅 


佐々 木 信 綱 氏. 所 藏 

本 居 長 世 氏所藏 

植松 安 氏所藏 


一幅  植松安 氏所藏 

、 塞 像  一幅  高 柳秀雄 氏所藏 

(讃) 飛 驊 たくみ ほめて つくれる 眞 木ば しらたて し 心 は 動か ざら まし 賀茂眞 •  淵 孫 政 美謹甞 

上に 縣 居の 圖の張 込 ぁリ、 

四畫像  一幅  名. 古尾 大伴久 目 雄 氏所藏 

五 畫像 肖像 集 第 八 一 構  帝國岡 寄 館所藏 

第 七 章 著  作  -パ. K 三 


第一 二 耩 思想 及び 研究  六 六 四 

栗 原 柳 H^. の =111- めた る もの、 

一 六 蒉像  一 幅  山 本 信 哉 氏所藏 

加 藤 千 蔭の 寫を谷 文中の 出版した る もの、 

一 七 書狀 淸水濱 臣模刻  一通  和 田英松 氏所藏 

一 八 岡 部 家譜  一， に  1  加 茂 百樹氏 所藏、 

(奥 書) 岡 部 家譜 ー卷 先師 村 田 翁所述 也、 今年 爲縣居 大人 五十 囘追 幅、 令 門人 前 田 H 隨 ii 寫、 以 置之少 

林 精 舍焉、 

文政 紀元 十お 隊 日  淸水濱 11- 識 

一 九 田 藩事赏 第 八  一服  伯 齊德川 は 孝 氏所藏 

延享 三年 九！：！：  二十 七 日^人 岡 部參四 御用 之 節-一田 安江 呼 出、 和學 御用 辨候樣 仕 ほ 被 仰 付、 已後罷 出 

候、 右三 四 儀 衞士與 改名、 其 後 被 召 出 候、 

二 〇 帷子  一枚  梅 谷 甚三郞 氏 所蔵 

田 安宗武 より 眞 淵が 幼 兒に給 ひし ものと いふ、 

第二 區書 狀 

ニー  害狀.  ー卷  梅 谷 甚三郞 氏所藏 

1、 十二月 十八 日  一、 十二お 六 n 一、 九月 二十 一日 一 、九！：；： 二十 五日 


一、 十二月 ニト 九日 一、 四月 二十四日 一、 後 缺  一、 九月 智士 

一、 後缺  一、 衞士、 巿左衞 門 (梅 谷眞 溢) 殿 

眞 淵が その子 梅谷眞 滋に與 へし ものにして、 或は 近情 を 報じ、 或は 安否 を訪 ひ、 或は 訓誡 を 施せる 等、 

その 温情 見るべく、 家庭に 於け る 眞淵を 窺 ふべき 好 資料な リ、 


ニニ 書狀  ー卷 

一 、 三月 十五 日縣 生、 本 居 兄 

一 、 十二月 二十 一 日賀， 茂眞 淵、 宣 長兄 

一、 後缺 

一、 十一 月 十八 日記 宣 長兄 返報、 眞淵 

二三 書狀  一 幅 

二月 二十日 岡 部 衞士眞 淵、 龍 元 次郞樣 

二 四書 狀  一幅. 

一 、 九月 八日 又 左衞門 様、 衞士 

二 五 書狀  一 幅 

佛 足跡 を說 明した る もの、 賀茂翁 家 化べ 卷 四に ぁリ、 

二 六書 狀  一幅 

第 七 章 著  作 


本 居 淸造氏 所 . 

月日 缺 

三月 十三 日眞 淵、 宣 長兄 

月日 ナシ 眞淵、 宣 長兄 

九.^ 十三 日 岡 部 衞士、 本 居 舜庵兄 

濱松松 根 


關根 正 

八 n 加 藤 又左衞 門樣、 衞士囘 答 

黑 川 IM- 

佐 藤 

プ.： \ 五 


榮 氏所藏 

直 氏 所蔵 

道 氏 所 燕 

球 氏所藏 


和 田 英松氏 所蔵 

靜岡縣 膦森賈 一郎 氏所藏 


§0 思想 及び 研究  六 六-: ハ 

八月 二十 五日 眞淵、 爲直貴 賢 

二 七 甞狀  一 幅 

十二 n« 三 口 岡 部 衞士、 大橋彌 治郞樣 人々 御中 . 

二八 害狀  一 幅 

二月 十八 日 岡 部 衞士眞 淵、 竹 山 賴母樣 

魔 森 氏は眞 淵が 母の 生家な リ、 德川家 康濱松 在 城の 節、 竹 山の 姓 を 給 ひ、 代々 竹 山を稱 せし が、 明治 維 

新の 時 舊姓魔 森に 復せリ とい ふ、 

二 九 番狀.  一翁  丸 龜渡邊 金蔵 氏 所 藏 

ぉ淸 御返し、 まふち 

外に 五 通 を收む 

三 〇 睿狀  一 卷 

を かへ 衞士、 餘野 君へ  • 

三 一 書狀  一 卷 

二 H 十七 日美喬 兄、 眞淵 

三 二  . 書狀  一 卷 

正月 十七 日 衞士、 巿左衞 門 (梅 谷 眞滋) 殿 


三 村 淸三郞 氏 所 

濱松松 根 ^氏 所藏 

下田 義照 氏所藏 


三 三 書狀  一 卷 

午 十四日 加 藤 又 左 衞門樣 御 報 岡 部衞士 

三 四 書狀 七 種合卷  一 卷 


卷 


東京 帝 國大， 圆書館 所蔵 

坂 正 臣 氏所藏 

本居淸 造 氏 所蔵 

八 代 國治氏 所 俊 


おさ やさ ま 御 元へ、 あかたぬ し 

三 五 書狀 

十七 日眞 淵、 宣 長兄 

三 六 書狀 

よか (四日) まふち、 ぉ榮 さま  * 

太田蜀 山の 珍藏 せる もの 表装の 褢に 

二 大人 書簡 完  .  ■ 

4n 賀茂眞 淵、 本 居 宣長ニ 大人 手簡 光明寺 雲 室 道 人 所惠也 

杏花 S  (印) 

三 七 書狀  一通  伏 見 岡 部 藤氏 所藏 

十一月 二十 七日 市 左衞門 (梅 谷 眞滋) 殿 衞士 

實子眞 滋の繼 承せ ざリし 事情 をい ふ  • 

三 八 折紙  一通  伏 兄 岡 部 譲 氏所藏 

笫七章 著  作  六 六 七 


笫 ニー 橱 思想 及び 研究 

二  十五 日 岡 部 次 郞左衞 門檨、 岡 部衞士 

三 九 誊狀  一 通 

眞淵、 (宛名な し) 

四 〇 書狀  一 通 

九月 三日 岡 部 衞士、 岡 部， 次郞 兵衞樣 

四 一書 狀  一 通 

四日 岡 部 衞士、 久保田 養運樣 

四 ニ寄狀  一幅 

またつ ぬし、 あかた ゐ 

第 二 室 

第 三 區 草稿 及び 手澤本 

四 三 西が ヘリ  ー卷 


六 六 八 

. 靜岡縣 高 林 維兵衞 氏所藏 

靜岡縣 高 林 維兵衞 氏所藏 

靜岡縣 高 林 維兵衞 氏所藏 

靜岡縣 高 林 維兵衞 氏所藏 


南 -;^ 文 ii- 所蔵 

南 葵 文 所藏 


四 四 萬葉考 三卷、 五卷  二 冊 

(第五 卷表 紙) 第五 卷今本 十二、 明 和 五 年 九月 七日 起草、 同 二十日 夜 終、 人萬呂^；^共 

(終) 九.：： 二十 一 日 再考 了 

四 五 萬 葉大考  三 冊  柬京 帝國大 學斷寄 館所藏 


賀 茂百樹 氏所藏 


(第 一 卷奥 書) 寳凝十 年 七月 賀茂眞 淵し るす 

(第三 卷奧 書) 寶暦ト 年 三月 賀茂眞 淵 (花押) 

四 六 萬 葉 新 採 百 首 解  一 冊 零 本 

賀茂翁 家集に ぁリ 

四 七 續 寓葉論  七 冊  東京 帝 國大學 n 書 館所藏 

古今 和歌 橥を 解釋 したる もの、 門人 村 田 氏に 傳 はりし もの、 曾て 火災に 遭 ひしが 辛うじて，：：：？ 冇 を；^ れた 

リと いふ、 跟存 せリ、 


四 八 大就註 

四 九 文意 考 稿本 

京 ま 卯 2 桐ク ほ、 は \ きぎ、 

3C  i  diS  言 う つせ,， .r ズ、 

(端 書) 寶眞十 年 九月 賀茂眞 淵 

五 一 桐壺 別記 

五 二 冠辭考 斷簡 

竹 村 茂 雄の 附記 あり 

五三 八^ 烏考 

奥に 賀茂眞 淵と 署名 あり 

第 七 章 著  作 


葉 


無 ^ 會所藏 

南 葵 文 一:^ 所藏 

松 井簡治 氏所藏 

松 冲简治 氏 所蔵 

和 E 英松 氏所藏 

岡 部 譲 氏所藏 

六 六 九 
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五 四 伊勢 物語 童子 問  八 冊  ^"^信  一 V.- 所藏 

(奧 害) 春滿 先生 門下 遠 江 賀茂眞 淵、 先生の まへ にあ リて筆 を はしらせて か. にしる す 

五 五 湖月抄 If: 入 末 摘 花  一 I  黑川 M(  m 氏所藏 

河邊 一也の 奧書 ぁリ、  . 

五六 大和 物語 抄誊入  五 i  黑川 3 殿せ. 所减 

第五 冊 (奥 書) 寶歷十 年 七月よ リ、 たま/ \ あつま リてー わた 力よ みて. 同じし はすの 八日 どよ みよて た 

る、 一 n- に 三度 四た びづ」 なんよ みけるな リ、 いとこの 註 あしくて 多く はけし つ、 そのむ しろに さま ざ 

まの よしなしごと を もい ひわたら ひながら、 たま ノ\ かしらに 書付 侍れば、 それ は それ わろ き^も 多 か 

りなん、 

五 七 一手 習帖  一 帖  靜岡縣 高 林 維 兵衞氏 所蔵 

(端 ioHIi^ は濱松 本陣 梅 尾 市左衞 門と いふ 人の 手跡 也、 此仁 歌道に くわしく、 今 は 束へ 御：^ こ， 成り 被 申 

候、 名 も 改リ岡 部衞士 先生と 唱 

この 帖は 古今 集の 序 を 書きた る ものにして、 眞淵壯 年の ものに かかる、 筆跡の 如き も 荷 田 春滿が 手法 を 

留め、 用紙 及 下 絶の 校樣等 また 見るべく、 特に 珍重すべき ものな リ。 

第 四 K 和歌 及び 文章  . 

五八 野 見 宿 禰鼓讚  一 幅 (本文 略)  伯爵 德 川 ^ 求 所 


五 九 粟田 具 人畫讃 (本文 略)  條德川 孝 氏所藏 

六 〇 田安宗 武ょリ 紋服 を拜領 せし 時の 歌 一幅  佐々 木 信 綱 氏所藏 

眞 淵が 田安宗 武ょリ 葵の 紋服 を 給 は.^ し 折の 歡の歌 並に 端 書、 賀茂翁 家集に ぁリ、 二 璽 箱の 表 惠に本 問 

遊淸、 前 田 夏 蔭、 小 林 歌 城 及び 舊藏者 豊田長 敦の文 詞等ぁ 力、 

六 一 吉 野山畫 讃歌 文  一 幅 

賀茂翁 家集の ものと 異 り-、 頗る-珍し、 

六 二 花 雪の 記  一 幅 

賀茂 翁家染 にあ リ、 

六 三 田 安宗武 四十 賀歌懷 紙  一 幅 

賀茂翁 歌集 あり、 

六 四 泰の 歌懷紙  一 幅 

あづまの 春の はじめに 

うちな びく 春は來 にけ.^ 久方の 日 高みの 國に 霞た なびく 

さくらばなの ちる を 

管の ねの ながき はる 日に そて たれて みん とお ひし 花ち リ にけ リ かもの まぶち 

六 五 加 藤 千 蔭の 祌詣を 祝 ふ 歌懷紙 一幅  關松 正直 氏所藏 

笫七章 著  作  -; ハ七 一 


爵 お 川 達 孝 氏所藏 

丸 龜 渡 邊金藏 氏所藏 

賀古鶴 所 氏所藏 

伏 見 岡 部 譲 氏所藏 
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橘の ぬしの ニ郞 のみ どり 子う まれて 初て 祌詣 させ 給 ふに よみ 侍る 賀茂眞 淵 

常世 もの 代に のこるべき たね なれば 梅の 宮ゐ の祌ぞ 護ら む 

六 六 延享ニ 年月 見の 歌懷紙  一 幅  靜岡縣 高 林 維兵衞 氏所藏 

延享ニ 年 九月 十三 日の 夜む さしに 或 人の 家に- いとわ かからぬ かぎ リ月 みるに、 此 やどの 千よ is! 世の 行 

末の 秋に は、 いく 度 か あらむ わがよ のよ ぞい そのこし かたに は， かくば かりさ やかなる こよ ひ はな かり 

けりと て、 亭 子の みかどの 勅な りけん 事 を、 中 右 記に しるされ たる 事まで いひ あへ るに T めで そめし ル 

長月の こよ ひも や こよ ひば かりの 光な りけん 眞淵 


六 七 源 贞隆の 京に 使す る を 送る 長歌 一 幅 

賀茂翁 歌禁卷 二に ぁリ、 

六 八 古  一一- 3 梯序  一 幅 

天 保 二 年 三月 六日 城戶千 盾の 訓註添 ヘリ、 

六 九 縣居翁 筆蹟  一 幅 

箱 書 加 藤 千 蔭、 千 蔭の 孫より 傅へ しものと いふ、 

七 0 享保 十四 年 十 首 歌懷紙  一 幅 (本文 略) 

七 一 萬 葉 ft 東歌 伊奈 佐 保 贫江歌 解 一 幅 

禹葉壤 遠 江歌考 にあ リ、 


本 居" お 世 氏 所^ 

坂 本 桂 治 氏所藏 

加 藤莊助 氏所藏 

濱松松 根 ^氏 所截 

悔谷 甚三郞 氏所藏 


41 二 賀. 茂の 御 神に ねぎ 奉れる 文 一 卷 

岡 部 政躬と 署名せ る は 珍し、 

七三 短冊  一 幅 

夏日 渡 乃 原 豊榮登 朝日 子 能 御影 恐 支 六月 廼空 眞淵 

七 四 短冊  一幅- 

はるの はて さくら だに まだ 散の こる 此春を いくか もな しと 誰かい ふらむ 眞^ 


七 五 色紙  一 幅 

加 藤 枝 直の 六十 賀に 贈りし 十二月 屛 風の 總の歌 を 書きし もの、 

正月 侍從 卣ハ隆 

怡馕途 嚇邇古 古羅乃 苔資波 t 免 瀰農例 抒稽布 廼和介 儺 乃 許 騰ニ萬 婁介聞 

七 六 眞崎 詠草 添削  一 幅 

七 七 邑子 詠草 添削  一 幅 

七 八 山 岐筑波 子 詠草 添削  一 幅 

七 九 內山眞 龍 詠草 添削  一 卷 

八 〇 加 藤 枝 直 詠草 添削  一 卷 

添削せ し 歌 は 賀茂翁 歌集 卷 一 にあ リ、 

第 七 早 著  作 


伏 見 岡 部 讓氏 所：. ■ 

蘭 根 正 氏所藏 

佐々 木 信 綱 氏所藏 

佐々 木 信 綱 氏 所蔵 


下田 義照 

佐々 木 信 綱 

佐々 木 信 綱 

坂 正 ぼ 

金子 元臣 

六 七三 


氏 所 マ 

氏所藏 

氏所藏 
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八 一 森し げき 子 詠草 添削  一 卷  靜岡縣 高 林 維 兵 衞氏所 i 

八 二 屏風  半雙  佐々 木 信 綱 氏所藏 

田 安家の 錠 口に 淀ら れし 筒條 書な リ、 小 杉榲邨 博士の 奮藏 なりし を 佐々 木 信綱簿 士傳來 せる もの、 もと 

衝立な リしを 屏風に したる ものな リ、 

第五 區 門人 帳 及び 誓紙 

八 三 門人 錄  一 卷 

加 藤 千 蔭の 家に 傳 はりし もの、 

八 四 宇 計 比 言 上下  ニ卷 

上卷 渡會旅 萬呂、 小 野 古道、 今莊負 右衞門 * 橘 千 蔭、 河 律 宇 萬 伎- 

千 足 眞言、 近 藤 五 百 種、 鈴 木 明潢、 源 鶴滿、 內山麻 多 都 

下卷 春 龍、 源 俊足、 松 井 百 兄. 大祌眞 潮、 霜邨 長盈、 本居宣 長、 福 島 兼當、 服 部 高 保、 度 會正泰 i 

木 田 久老) 、僧 眠 山、 細野庸 嵩、 山 本 兼忠、 淺井 義智、 大伴梁 守 

追  加 

八 五書^  一幅  名 古尾 關 戶守彥 氏所藏 

八 六 古今 書 入  二  i  名 古尾 關 戶守彥 氏所藏 

. (下 奥 書) 赞歷 十三 年 三月 假字淸 濁等考 改めて る 、賀 茂眞 M 


關根 正直 氏所藏 

帝 國圆書 館所藏 

福 島 長 民、 松 平 內藏、 大伴伎 明、 


八 七 富 士淺間 長歌  雙 幅  名 古尾 關戶 守彥氏 所藏. 

八 八書狀  一幅  名 古尾 大伴來 E1 雄 氏所藏 

八 九 眞淵 家集  一 冊  名古屋 森 村義稻 氏所藏 

九 〇 梁 大伴祌 社祭詞  ー卷  大伴來 目 雄 氏所藏 

(奧 書) 右 明 和 四 年 秋 神主 梁 守參向 東都 而問於 古言 之序應 需代而 爲之焉 京都 御子 家 文 學士賀 茂 縣主眞 淵 謹 

九 一 同 和文  一 幅 

(奥 書) かもの あがたぬ しま ふちが つ、 しみ かしこみ て しるしぬ 

九 ニ書狀  一通 

九 三 書狀  一 通 

濱 松に 於け る 賀茂眞 淵 翁 百 五； f 年祭 遺墨 展覽會 出品  .， 

濱松 女子 小 學校樓 上に 於て、 午後 一時よ リ 有志の 縱覽に 供 せらる。 其の 出品の 主なる もの、 長 谷川 娥雄君 

の 出品た る 軸 三、 伊勢 奈良 旅行記 五 枚 (一 封) 遠 江 十二 景 和歌 六 枚 (一 籍) 尺 牘一卷 は 2^ 淵 一貫 君の 出品に 

して 稀 有の 品な リ。 金槐 和歌 集 は 太 田 松次郞 氏の 出品に して- 試に 其の 品種 を 分てば、 軸 二十 三、 尺隨 二、 

极卷三 、短冊 二. 色紙 一、 等な リ。 眞 偽の 點は、 今輕々 斷 ずる を 得ず と雖 も、 中には 頗る 逸品と 認 むる もの 

バン 力らず。 斯 くの 如くに して、 世に 顯 はれざる もの、 漸次 展覽 せらる、 を 得る は當事 者の 苦心 を諒 とせざる 

第 七 章 著  作  六 七 五 


大伴來 目 雄 氏 所蔵 

高 林 維 兵 衞氏所 藏 
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を 得ざる な リ.^  (國 學院 i 疫誌、 賀茂 眞淵號 より 轉载) 

なほ 卿 か 重複の 嫌 はれ ど、 縣居翁 百 五十年祭 記錄 によ リ 記せば 次の やうで ある _ 
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tf£ ほ^ 縣居翁 遣 墨 展覽會 出品 目錄 


伊勢 奈良 旅行記 

遠 江 十二 景 和歌 

軸 厳 永 寺 

尺牘ー 卷 

軸 懷 紙 

金槐和歌^^ニ卷 

軸懷紙 

横 卷 


卷 


三 

五 枚 a 封) 

六 枚 (一 箱) 


二 


長 谷川 


山 口 


丈 


村 太 

田 松 次 

ra 女 


竹 

內 

松 根 

朦森賈 


同 


吉 

貫 


茂 平 


楝上桝 


横 卷 


縣居 大人 靈 祭式 

短 冊 

短 i 

色 紙 


二 

二 


ヽ 

中 


河 

同 


ネ 

ネ 

田 


ネ 

ネ 


東 

江 俊 

吉 


道 

物- 太 

甚 

直 ^ 

* し 


海 殿 


吉 

/ 


平 殿 


以 


1 


ぶ 七 七 


第三 編 思想 及び 研究  .1 パ七八 

五 賀茂眞 淵 全集に 洩れた 歌 文 

序 

全壤に 漏れた 歌 文 等 は、 まだ この 外に 多いで あらう、 佐々 木 博士の 「賀 茂眞 淵と 本居宣 長」 にある もの や 

その他 同 博士の 竹 柏 園に 藏 せられた る もの を 仔細に 調べた ならばと 思 ふ。 次に は單に 

甲、 岡 部讓編 賀茂翁 家 紫 補遺 昭和 五 年 編 

乙、 小山 正編 眞 m 翁 拾遺  昭和 十二 年 八月 編 

の 二部 を收 める。 


岡 
部 


補 


1 賀 茂 翁 家集 補 遣 

凡  例 

、 本書 は 安賀 當 居の 歌集 * 賀茂翁 家集、 同 拾遺 * 賀 茂の 川 水、 加 茂 翁 遺草、 縣居 問答 書、 かりの 行か ひ、 

縣 居落穗 等の 刊 本に 漏れた る 歌 文を輯 む。 

、 家集 自筆 本、 眞淵家 紫 異本、 のこり-くさ、 縣居雜 著、 鴨眞淵 集、 賀 茂家壤 拾遺、 應耍問 等に 出で たる も 

のにして 刊 本に 載らざる もの、 及び 眞蹟又 筆記に 遺る 物 等 を採收 す。 

、 眞蹟 及び 筆記の もの-に 眞蹟と 思 はれ るれ ども 署名な きもの、 又 翁の 筆藏に 酷似した る 書、 後に 翁の 名 を 

かへ た リと見 ゆる 物 等 疑 ひ ある もの は 採らず、 偽筆と 雖も 其の 原書 ありて 摸 偽したり と 見 ゆる もの は 之 を 

採れ リ。 

、 少壯 時の 未だ 眞 淵と 稱へ ざり し 前の 作に して 其の 明かなる もの は當 時の 稱呼 及び 年代 を 擧げて 之 を採錄 

せリ。 又享 保の 末年よ リ元文 頃の 作に して 彼の かい やり 給 ひし ものの 內 ならむ と 思 はるる 物 も あれ ど" 5^ も 

亦收錄 せり 0 蓋し 後生 をして 其の 進境 を 知らし む 爲の婆 心な リ。 
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採 收寫本 開 題 

家 集 ^nr 筆 本 一冊 

本 寄 は 翁の 自筆に して 表紙に 延享 元年 眞淵家 奥 二と ぁリ、 延享 元年 七月より 宽延 元年 正月までの^ 水 を せ 

たリ。 佐々 木文學 博士の 所藏 なリ。 

眞淵 家集 異本 一冊 

本書 は 宽延ニ 年 正月よ リ寶曆 十三 年 九月までの 詠 を 載せた 力つ これ も 自筆 本 を 佐々 木 博士の 寫 したる もの 

な.^ つ 

のこ リ くさ  一冊 

本誊は 村田泰 海の. 輯 むる 所に して 其の 凡例に 歌 八卷、 文 十卷、 雜考 ニ卷、 すべて 二十 卷 あり、 こ、 に 採れ 

る は その 歌の 部な り。 家藏に 係る。 

縣居雜 著 一冊 

壹册 本書 前半 は 加 藤 宇 萬 伎が 輯 むる 安賀. 當居 歌集に して 後半の 初に 左の 如く 記せ リ。 

r 縣居雜 著と 題して 歌 も 文 もみ づ からよ くえら みて しるされた リ、 と 見 ゆる ー卷有 (これ 安賀 當居 歌： なり，) 

又 人の きき 傳へ つどへ つる や 初めよ まれし もの も、 まへ うしろのつ ひで もな くみだり にしる せり。 とお』 ふ 

ぁリ、 かれ ここに しるしぬ。 され どこの 中に またい ともよろ しくき こ ゆる も あり.。 また 同じ 雜 著の 1 卷もか 


れ これの たが ひたる も あれば ことわれるな リ。」 こも 家藏な リ。 

鴨 眞 淵 集ニ册 

本書 は 編者 不詳 なれ ど 所々 其の 歌の 詠 時 を 記入した る も ぁリて 頗る 參考 となる ものな リ。 こも 家藏 なり。 

賀茂 家集 拾遺  一 I 

本書 は 天 保 四 年 石 川 依 平の 編輯す る 所に して、 賀. 茂 翁 家 猿の 江戶 本と、 江 本と を對 照して 說明を 加へ 板 本 遺 

漏 三十 八 首 を 補 へる ものな リ。 

應 要 稿 一冊 

本書 は 翁の 各所の 問 ひに 答へ たる ものなる (一部分 は縣居 問答 書に 载れる もの あり) を 村 田 橋彥が 翁の 許よ 

り 寫し來 れるを 安永 五 年 六月に 稻 掛茂徳 (後の 大平) が寫 したる を 長瀨眞 幸、 中島 春臣、 中 尾 五百樹な どの 

次々 に寫 せる 奥 書 あ 力。 

賀茂翁 家集 補 遣  八十 ニ叟 岡 部 讓 g: 

眞淵 家集 自筆 本 

延享ニ 乙 丑年  ，  ， 

蘆 田の 何 かしの 妻の 母 八十 八に て いは ひする を 歌 一 つと 侍る に 八十 八て ふとし いは ふる はの ち/,. \ のこ 

とに 侍れば さる 心まで はしらす、 た ^閏 +  二月 三日 あしだぬ しのめ の 母と じの 賀 によみ 侍る と はし 誊 てつ 

か はしける。 
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つきせ じな 年の 日數 も餘リ ある 此 冬に しもい はふ 齢 は 

この 冬 はいと さむから ねば 梅 も 白き かぎ リ とく 晚て もる も 侍り 後の 十二 パ十 五日に！^ の 立け る を 二十 一 

口 の 朝 雪い とふ かく ふりたり ければ 旋頭歌 

梅の 花ち りしく 庭に 雪 はふり にけ リ 春の 來て 消な む 後 も 消ず や あらまし 

短うた 

此冬 は卷立 後に いぬめれば 梅ち リて こそ 雪 ふりに けれ 

冬の 歌ぁリ やと 人の もとむ るに 右の 旋頭歌 を やら まくお もへ ど 今の 人 は 聞 もしらねば 直して 

冬 ふかく 雪に 交りて ちる 梅 は 消な む 後 もき えず や あらまし 

(延享 三年) 三月に むさし にて 

ことさら にめ づ らしき かな 春の 來る 方に む-かふる 春と おも へ ば 

山 館 雨、 二十 五日 當 座の 題餘リ にければ 數に そな へむ とて 筆に まかせて 

ひえの 山 ふもとの 里の 夜の 雨 を 都の 人に きかせて しがな 

花のう たと てよ み 侍る  - 

雪との みまが ふ稷 のさ か リには 心 も そらに 成に ける かな 

かの 國滿の 古鄕の 家の 題と て 江上 春 望と いふ 事 をよ みて やらむ とい ふに よむ 

かる も かく ゐ なさの 山 を 越 来れば 細 江の 末に かすむ 夕 波 


延享四 丁 卯 

又 同じ 題 (知陣 か 母の 六十の 賀に寄 竹 祝と いふ 事 を) を 人に 代りて 

此 宿に 千代 もとい はふ 吳 竹の ははの みことの とき はをぞ 知る 

殘 春  . 

花 も 皆散リ はて ぬれば 春 はた M 殘る 日な くもお も ほ ゆる かな 

藤 原の 繁 子が 濱 松よ. リ ふみの はしに 身の いとまな きを 人の もとへ いひ やる * 時 はみ な n:: もちな りければ 

年毎の 今日の みそぎ はせ しか ども 安から ぬ 身は祌 もうけず や 

と 侍る を 後に 文の こたへ いふに いと/ \ こと 繁 かれ ど、 いかで なぐさめば やとお もへば、 又 ふみのお く 

こ * 

よの わさの いとまな きをな けき て 歌な ど あはれ によみ て 聞え 給 ふに たれ も 

な. す 事の 多 かる 時 は いとま ある 人ば かり-こそうら やまし けれ 

され ど 何 か 見 あつむる に 

事し げき 人 こそよ けれ 誰し かもいと まあ，， る 身の 物 を や はなす 

鴨 △ 自荦 (原文 ノ マ マ) 

一 ま はまし とこ そ覺ぇ 侍れ 0 


十月 十七 日に 米倉 氏 (昌 長) の もとよ リ 菊の いと 大きなる、 或は ささやかなる 花 ども を 持て 妻の 君 も、 と 

もに 歌 よみてお くられた るに、 こなたよ リは 去年の 秋大 內なリ ける 菊の ひきまゆ を 非 藏人羽 < ^出 羽 守の ぼ 
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させつる を、 つつみて つか はしける に、 筆 を はしらせて 返し を窬 つ。 其詞 に、 

御 二 かたよ リ 菊の花の めもあやに、 かな ま リの大 なる、 或は なでしこ ばかり-さ」 やかなる など をリ つめ 

て， ことの 菜 もい ろか ことに， ふくめて 給へ るよ、 とリ/ \M かくさ かりにて、 ことしば しも. おきけ も あ 

ら ずみ ゆる は、 いかなる 袖 を か、 お ほひ 給 ひけむ と、 めもう つら/ \ むかひ 侍リ。 この わた は 雲の上 わた 

りの 物と ぞ 都よ リ得 侍れば やがて、 御 便に まゐら する をよ きにすえ 給 ひて. よ。 

心 あ リて君 か 折りつ る 花見れば 老の まゆ さ へ ひらけぬ るかな 

十月 はかり 永 正の 母の 身 まかり. ける 後つ か はしける、 

としころ おやに したが ふて ふ 心の よに ことに 聞 ゆる を、 さ， らぬ わかれの おも ひよ、 いかに/ \ おも ひまど 

ひ 給 ふらむ〕 みた リ 風に ふれて 打 こやして のみ をれば、 とひ 慰めむ だに し 侍らず、 いといぶ せくな むと て 

菊の 枝に つけて 

老 ぬて ふ 藥の水 を 年 へ つつと めに とめし ときく ぞ かなしき 

同日 (延享 四 年 十 一 月 二十四日) 當座ニ 首 早 梅 を 

春と い へ ど 櫻の 花 はまた るる を. うれ レく 梅の 冬に しも さく 

ある 日よ ベ ょリ 雪の いと ふ リ侍リ ける つとめて 枝 直の もとよ リ、 

そらごとに おも ひやせ まし 降雪に まつと 吿と もまたぬ 心に 


ふる 雪の そら こと」 しもお も ほ へず わが まつ 君が まつと 吿れば 

佛 名の 朝 人に 

人の 國の祌 の 名い ひて 朝 霜の 消 ゆて ふ 罪 は 又お きぬべし 

延享五 戊辰 年 

そのむ. しろに (正月 二十 五日 會) に 贈答し 侍る とて 縣 召の 頃 人に とい ふ 事 を 

高き にもう つるた めし をよ そに 見て 谷の す 守のう ぐ ひすの なく 

二十 五日 (二月) 在満の 家の 會に 二月 餘塞を 

チ 

賤の をが か へ すん- \ も 風 さえて 田に 立つ かる 二月の 頃 

松 平 主 殿 頭の 朝臣の 母君 を送リ まいらす る詞  . 

ここに だに 霞へ だつ る 春の 夜の 月の ゆく へ をい かにな がむ る 

當座 (九月 十七 日 H 次會) 海 村 煙 

墨染の 夕の けぶりた ちに けリ鎗 によく 似た る 海の 據屋に 

享保ニ 年  _ 

そのむ しろに (二月 十七 日) 名所 若菜 を 

泰の 野の 雪 間の わかな. とふ 春 はみ ど リの袖 もよ し ぞぁリ ける 

寄 名所 春 祝 (牧野 家 は 越後 國を知 給 ふ 故に 此所 をい ヘリ) この 會ハ 牧野 驗河守 母君の 催な り 
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彌 逢の 峰に そぼ ふる 春雨の いやます くに 殿ぞ さかえむ 

延文 (元 力) 三年 

六月 秋 菜の 社に て 樹陰 避暑と いふ 心 を 

よそに のみ 夏 は あ 勺け リ夕 かけて 秋の 葉 そよ ぐ 枝の した 風 

打 むれて すずみが てらの 手 向ぐ さ； t はう けず やなら の 下 陰 

凉 みとる 杜の 下風 夕 かけて 秋の 葉 そよ ぐ ここち こそ すれ 

眞淵家 異本 

十お (寬延 三年) 稻田 芳隆が 母の 豊前 のこ くらに あるが 身 まか リ ける を芳 隆^に つか ふる ほどに いひ 來リ， 

てな げくに よみて 贈る。 

あづまに 至リ給 ひて はいと としく、 心つ くしに おは すらむ 母の 命に、 遠き わかれと なリ 給へ りと きく ぞ、 

いはむ すべな き。 六 年 さいつ 頃お のが 母し も、 かリの 旅の 終の 道と なりてし を、 悔の八 千た びお も ふに 身 

をつ みて かなしく なむ。 

世の中の ひと リ /\ の 歎きに て い ひなく さめむ たぐ ひし もな し 

あ ひお も ふ  ， 

もろともに おも ふと なれば おも はぬ をお も ひし ほど はお も はさ リけリ 

の こ り-くさ 


六 八 八 


^ ず  ィ、 嵐の 音 

もみ ぢ する 時に しなれば あし ひきの 山の 嵐ぞ ものう かリ ける 

縣居雜 著  . 

冬の ころ 遠き 所 をお も ふ 歌、 人々 よみ 侍る に 

ふみわけて 今 もみて しか 遠江濱 名の はしに ふれる しら 雪 

鴨 眞淵菜  . 

忍 戀 橘の かげ ふみまよ ひ 問 ふ 占 も 先なる かたに なくて はかなき 

ヒ 夕 衣 雲の 袖 もさ そ ほし 合の 此 たび は 寄 なれ 衣 かさじと ぞ mt"" 

立 秋 雲 けさ はま づ雲 なき 空の 澄る にぞ 立ら む 風の 秋 は 見えけ る 

立秋 朝 朝い する 窓の 下 萩 さら/ \ に 夢路よ リ たつ 秋の はつ 風 

朝戶 あけて さがの の 方 を 見て あれば 馬に のリ つつ 人の 行なり 

0 池 連 池 はかつ またなら ぬ 池 水 も かつ 見えぬ まで しげる 凉 しさ 

名所 郭公 鈴 鹿 山な きて こ ゆなる ほととぎす 伊勢まで 誰 を 夜 はに とふら む 

審 の 祝 (寶暦 八 年 正月) 長閑なる 國の はたて に 櫻 さく 春した えねば 御代 もつ きせず 

我 を ぢ壽林 翁 は 百と せち かきまで さかえた まひつ るが、 そのう まごに ことし かの 翁の むかしの 呼名 をつ け 

たリ ける と 聞て いとよろ こばし く覺ぇ 侍れば、 卯月 二十 曰に よみて 便リ につく 
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長き よの かき リ なければ 竹の子 は 遠つ 祖 にもお もま さりな む 

水無月 十五 日 民部少 輔暉昌 ぬしの はかなくな リた まふと ききて 繁 子が もと へ の ふみの 中に 

たのむ 人み なつき はつる ことし かなみ そぎ も 神のう けず や ありけ む 

送 別 靑 駒の 足から 山 を 越えむ 日 はかし こき 道ぞ手 向よ くせよ 

祝  よき 人の ことほぎよ リも山 賤の萬 代うた ふ 御代 ぞ 久しき 

飛鳥 後 岡 本官. の大御 時から 國へ御 使つ か はされ たるに、 かしこの 天子 問た ま はく、 日本 國の 天皇 やすらけ 

き やと、 使 人 答申 さく、 いさをし 天地に かな-ひて、 安らけ し、 と、 天子 又 問 給 はく 臣た ちはい かにと、 こ 

たへ 申さく、 政 天地に なら ひて 平け しと 是ぞ、 皇祌の 道 もて ま をせ しなる により 奈 良の みかどの 內の大 前 

つきみ 藤 原の 卿 「伊 邪 こと もた はわ ざな せ そ 天地の かためし 國ぞ やまとし まね は 」 とよみた リ。 今 これ. を 

なぞら へ て賀 茂の 眞 淵が よめる 

天地の外には道の無き，„^>のをゃまともろ人たはゎざなせそ 

賀茂 家集 拾遺 

むかし をお も ふ 歌の 中に 

遠つ あ ふみ 濱 名の はしの 春の 日に かすめる 浪ぞ むかし 見し はや 

家集に、 遠つ あ ふみ 濱 名の 橋の 秋風に 月す む うらみ、 むかし 見し かな、 とい ふが あり 

みかたが 原に て  - 


もののふの 恨の これる 野邊と へ ば眞葛 そよ ぎて 過ぐ る 秋風 

九月 盡 しるべ なきやみ のこよ ひに 見し 月の 秋の ゆく へ や 更にた どらん 

少壯時 之 部 

. 享保七 年 正月  政 藤 

長閑け しな 今朝 ハ 霞 も 空に みつやまと 島根の 春 も しられて 

同  二月 

關路 早春 音 羽 山 梢 はるかに 観むな リ春 越えて： b. リぁふ 坂の 山 

曉 更寢覺 ， なす わざ をね 覺ょ ぶかく はかれ ども 庭の 敎 やに はと リめ聲 

春 日 祭 神 まつる 今日は 宮人 乘 駒の 聲も にぎ はふ 春 日 野の 原 

花未發 け ふこ そ ハ句ひ 出め と 庭 櫻 咲ぬ 木ず ゑに む. かふ ころ かな 

田邊 若菜 今年 先 小 田に ぉリ立 初め ぞと賤 もつ みは やす 若菜なる らん 

藩暮 松風 山 松 は 色 こそ 見えね 陰 ふかき 夕 も 風の 音に しられて 

加 茂 祭 小 車 や 今日の みあれ にめ ぐり 來て御 垣に たえぬ かもの 宮人 

同 三 月. 

河 上 春 月 河 柳 かけ も 木ぶ かく 打 霞みむ つ 田の 淀に 月 更けに けり 
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雨中 綠竹 葉 か へ せず 世-^ ふるものの ふる 雨に 色 こそ まされ 宿の くれ 竹 

同 四月， 

路卯花 いそがしな 暮 なば なけの 光 か は 卯月の 花の さける 山路 は 

名 鶴 浪ょ する ほど は それとも わかの 浦に 引汐 しるく あさる 白 鶴 

夕 立 見る が 中に いく 千里 を や 過ぬ らん 雲 も 足と き 風の ゆ ふたち 

同 五月 

杜 郭公 ほととぎす 初 昔 も 今 ぞ杜の 名のし の： ふの みだれ かぎ リ しられて 

夏 思 うきお も ひ しづか 蚊 遣の 夕烟 いと はれての み もえ わたる かな 

叢 t お しげ リぁふ 草の葉 分る. 小夜 風に 見えみ 見えず みほた ると ぶかげ 

同 六月 

水 邊 IT 川 水の わた 瀨す V しく 行く 袖に とびか ふ螢 おのれ 入 リ來し 

鹽尾烟 難波潟 汐 干の ほど もやく しほの 烟ぞ ここにみ つの 4ffi 波 

關 月 明る 夜 もしら し淸 見の 關の戶 を さす こと 波の 月に むかひて 

同 九月 

名 菊 すみの 江 や 岸に かれせ ぬ 秋の 菊 それ も 千と せ を 松が ねに して 

海 眺望 雲 や 波 波 や 雲 かと 大空に さながら 及ぶ 海のお も かな 


谷 月 谷 几 やなる 瀨の音 は 雨ながら 木の間の 月の かげ ぞく もらぬ 

杜 月 月 かげの 杜 の下路 さながらに 袖 さむから ぬ 雪 を こそ ふめ 

水 月 くま も 無く 江の 水 遠く 影 更て秋 すさまじき 浪の 上のお 

澤 月 くま ある も 更にえ ならず 澤 水の あしま，/ \ に 月 を 宿して 

禁 中 月 宮人 、ノ 心 もお かずなが むらん さながら 月 を 雲の上に て 

ォ？^ 月 秋の 月光 もこと に 淀 伏 見所 がらなる 詠をぞ する 

田 家 月 月の 夜 も 人のと はね バ此里 は 賤が苗 もる 聲 ばかりして 

冬の 頃 光-治の 家に あそびて 

又ぞ こん 今日は 霜 ふめ 後の 日 は砌の 雪に 跡な をし みそ 

同 十一月 

埋 火 埋 火に 阆 居せ る 夜 " おの づ から 語 リぞ 出づる 春の あらまし 

江 寒 声 かれて しも 入江の 小舟 さは あれ ど 氷 を まちて 声 やし ほる、 

|« 中暮 嘸な 又 夢 は あらしの 松が ねに 山路 くれぬ と 宿 からん かも 

遊 女 舟う くる： E 風いた く 小夜 更けて 妻 まち 遠に うた ふ あはれ さ 

鷹 狩 おも ほえず 雪 ふみわけて かリ くらし 遠く 來リ し野邊 、ノ か へさに ぞ しる 

同 十二月 
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才 暮雪 長閑 さの 春 日程な き 比し も ぞい や 空 さえて 雪の ふるらん 

古寺 松 入相の鐘 も ひ M きて 山寺に 砌の 松の 色ぞ さびしき 

五 節 舞 姬ゃ今 もよ しのの 山 藍の 昔の 袖に うつし かへ して 

淺 雪 に はもせ に ふる 初雪の 朝淸め 振ひ殘 せし 塵 も かくれず 

朝 旅 朝 まだき 立出づ るより 夕 くれの 宿 を 心に しむる 驛路 

山 雪 三輪の 山け さはし るし も 白雪に 埋れ ながらの 杉の むら 立 

才 暮 詠 まぎれつ るい そぎ もつ きて この 夕 年の 名 ごリの やる 方 もな し 

湖 氷 通夜 氣吹 おろしの さえぐ て此朝 妻の 波 そこ ほれる 

(本文，：^ ヒ 

竹 雪 草 も 木 も埋む あかぬ 雪の- 5- に 分て 心の なびく 吳竹 

(も： -脫カ 

同 八 年 正 H 

殘 舂 かすめ 猶 春の かたみ はぁリ あけの 月の かつらへ に0 花を殘 して 

早春 山 みよしの や 雪 も かすみて 春 越る 山は靑 根と 更に 成ぬ る 

竹爲友 窓の 竹お き， 臥 友と 夏 冬に み 雪 をめ でみ 風を凉 しみ 

同年 二月 

雪 中 ^ 谷の 、ノ 猶風 さえて 降る 雪に 春と め 出る 鶯の聲 

池、 邊^ いさぎよし 同じ 常 磐の 松 陰 も 住む 人 がらの 宿の 池 水 


九 
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春曉月 山 梨の 花に 傾きて 庭の 面に 半 霞める 春の 夜の 月 

恨 身 戀 人に なと 恨ハ かけむ つらき 身の 我から 衣よ しくた すと も 

同年 四 月 

新樹風 凉 しさ を 今よ リ庭 になら 柴ゃ 若葉の 風の 先 そよ ぎて ハ 

同年 五 月 

夕 早 苗 さなへと る 里 は 夕べ ぞ にぎ は ひぬ 歌 ひて かへ る賤が 田うた に 

濱名橋 なべて みつ 汐 のく もリも とだえして 濱 名の 橋 を わたる 松風 

同年 六 月 

夏 月 凉 短夜のに はの さ」 がき 風 こえて 秋 もへ だてぬ 露の 月 かげ 

山家 鳥 住む や 誰 庵 しづかなる 山 かげに 名 も 知らぬ 鳥の 聲 ばかりして 

雲 雀 霞し く 野 もせの 草の 彌 生に 落る 雲雀 も 床た どるらん 

秋 夜 江の 南 見る や 夢路に 幾千 里 行か ヘリても 殘る 秋の 夜 • 

同年 七 月 

七 夕 彥星 パ てらせと ぞ思ふ 手 向 置く 言葉の 露 は 玉なら ずと も 

同年 八 月 

名所 获 咲し よ リ遠里 小 Is に 袖 ぬれて 幾日 かわけ し 露の 秋 萩 
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寄 神 祝 あ ふげ 此 神の わけぬ る 跡し あれば 萬 代た え じ 敷 島の 道 

春 風 さそ ふ 梅が 香ながら 大空の 霞の 袖につつ む 月 かげ 

納 i$ 凉し さは いづこ もい はじ 風 わたる 宿の 外面の 榴の下 かげ 

湊 水 みなと 川 早き 流れ もみつ 汐に せかれて よどむ 水ぞこ ほれる 

變 戀 恨ず よ 三と せの 後、 にか はすと も 忘れず はだに つけの 枕 は 

不知 夜 月 山 端の まつ 事 もまたなら はねば いざよ ふ 月 も 久しと ぞ思ふ 

廿日 リ またれ つつ 出ても 月の はっかなる かげに ぞ見 ゆれ 嶺の 松原 

同年 十月 

時雨 音 羽 山 出る 曰かげ はさしながら 雲に 小 倉の 峯ぞ しぐ るる 

寄獸 戀 人め か は 君が 門 もる 犬に だ も 忍びて 通 ふよ ひ/ \. ぞうき 

竹 雪 松 かえの けお め を 別けて ふリ埋 むみ 雪に なびく 庭の 吳竹 

^ 落 葉 大 井川 もみち の 御舟 あと こめて いかだ をよ そふ 崴 ふくな リ 

旅 宿 雨 明ぬ 間 はふ リ 出が てに 昔 くらき， -雨 聞く たびの 宿の いぶせ さ 

寒 草 かれ ぬれば 音 もさ やぎて 庭の 萩 吹く 風に だに 秋を殘 さぬ 

同年 十一 H  政 成 

水 初 結 谷水の 竹の かけ 樋の さ ゆる 夜に 氷 そむら し 音 ぞ かれ ゆく 
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同年 十二月 

炭憲烟 山人 は あたり をぬ くみすみ がま や 雪に けぶりの よそめ さえても 

玉津島 磯淸み 御幸 を 祌も松 陰 や 波 も 玉 敷く 玉 津島輪 は 

享保九 年 一 月  ■ 

試筆の 歌 横雲の 空 も 霞て あか 星の 影のと.^ にも 春 を 見す らん 

同年 二月 

風光 所々 生 むら 山 も 雪 間 そ ひ 行 春風に 都の 野べ も 若菜つ むな り 

二月 二十日 萬斛村 甘露 寺の 梅見に まかりた るに 人々 にお くれて まう 來リ ければ. 

いかばかり さくや この 花な がめ こん 言葉のに ほひ これ もえなら ぬ 

春 山 田 幾千 町せ く 谷水 もやす くす む 宿の 外面の 春の 小山 田 

同年 三 月 

靜見花 千々 の 葉 わすれて 花 を此夕 一つ 二つに 向 ふの どけさ 

翫 花 ，喚 花に 今年 も尙 とい ひ/. \ て 心染て ふ色ぞ はてなき 

同年 四 月 

社頭 松 祌路山 百 枝の 松の たね なれ や 此みづ 垣に 茂る 一 木 も 

時 .1:1 またれ つ」 is むこ そ あれ 時鳥 空行 雲の はっかなる 音 も 
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松 添榮色 宿の 松 や 榮る色 はい や 年の 花の 十 か へ. リ かくて こそ 見め 

旅 夕立 あ， つき 日 も ゆ ふ 立 雨のへ だてぬ る 其 間にと てぞ 急ぐ 驛路 

同年 閏 四月 

夏 草 むら./^ に 立る 庭 草來む 秋の 花見む とて ゃ拂 ひのこせ る 

千 町 を も 明日 はう ゑむ と 今日は 先 門 田の さな へ とリ つくす らん 

月 

契リ あれ や 昔の 風の 今も尙 吹た えぬ 宿に 匂 ふたち ば^ 

さみだれ ははる る 梢の 夕 露に ふリ 出て なく 蟬の はつ 聲 


採 早苗 

同年 五 

盧橘風 

五月 蟬 

同年 六 

夏 地 儀 

大 井川 

同年 八 

八 „ ^十五夜 

堯 月 

_J  月 

古寺 月 


月 

山姬の 夏の きぬと もい はのへ に凉 しく 見えて かくる 満 なみ 

大 井川 夏 立ぬ とや 薄 霞 はれて 廣瀨の 水の しら 波 

月 

今宵 さへ 今 を 半の 秋の 空に 盛リの 月の さかへ 見す らん 

明る 夜 もしば し は 殘れ山 かつら かかる も あかぬ 月の あはれ に 

池 廣み月 を 宿して 浪の よる 汀 は 松の木が くれ もな し 

幾 秋 かう き 世 をよ そに 古寺の 木の間 もリ來 る月ぞ しづけ き 


九 
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行路 紅葉 行々 も 幾度 かへ.^ みちの くや 色 こき 秋の もみち 一 木 を 

夜 鹿 夜 はいと と 人め なしと や 山里の 籬の 本に 鹿ぞ 鳴なる 

同年 十 月 

寄 鳥 戀 心して わかれ も つげよ 家つ 鳥 かけて あ ふべき 契りな き 身に 

享保 十四 年 八月 七日 三十 三歲  春 栖 (小山 コレヲ 補フ) 

古 ま 月 ト夜 ふけて 松風 高き 山寺の 月のう き 代の 塵 も 曇らず. 
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小山  正編 

眞 淵 翁 拾 遺 


地方に 存 する 資料 蕭中、 霧の 中に 見えた る ものよ"、 懷紙、 短冊、 軸 S は 富な どに f まで、 P 

に 觸れる もの を 書留め て 置いた。 それが この ー卷 となった ので ある。 故に、 多く は 眞^の 鄕里濱 松 邊に關 す 

る もので、 地方鄕土資料としても價値ぁるものが^^くなぃと©ふ。 


第 七 章 W  作  七 0 三 


第三 編 思想 及び 砑究  七 〇 四 

ニ眞淵 翁 拾 遣 

目  次 

I  、 雅友同 詠 

(一) 屮村氏 藏懷紙 綴  享保七 年 九月 十八 日 (二十 六歲) 演松樋 口 亭歌會 

(二) 観梅の 歌  同 九 年 二月 二十日 (二十 八歲) 濱松在 萬唞村 甘露 寺 
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( 一 ) 柳 瀨方塾 宛 

(二) 梅 谷 巿左衞 門 宛 

(三) 村 田 橋彥宛 

(四) 鈴 木 梁滿宛 

(五) 森 繁子宛 

(六) 辨の君 宛 

(七) 森 繁子宛 


元 文 四 年 九 月 二十 六日 (四十 三歲) 一 

寶曆 十三 年 四月 朔日 (六十 七 歲> 

明 和 二 年 三月 十 日 (六十 九歲) 一 

明 和 六 年 正 月 二十 八日 (七十 三 歲> 

寶暦 八 年 十二月 六 日 

年代 不明 

年代 不明  „ 


七 
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一雅 友 同 詠 

( 一 ) 中 村 氏 藏悽紙綴 (？ 5?) 

秋日 同 詠 二 首 和歌  從五 位下 藤 原國頭 

名所 菊 

いく 秋 も ひと もとながら く 菊の はな は 大澤の いけに かほ リて 

海 眺 望 

風 わたる 沖つ 汐路は そこ のうみ の 雲の 波に やた もつ ，人 くらむ 

秋日 同 詠 二 首 和歌  源安述 

名所 菊 

ぅっろはで秋を色にもさざ^^ゃぅたての濱に句ふ白菊 

海 眺望 

わ 田の 原鹽路 のす へ もや、 はれて 夕日に に ほふ 沖 つ しま 山 

同.  吉次 

名所 菊 住吉の 岸の 白菊に ほ はずば よせ 來る浪 と 見て ややみ なん 

海 眺望 朝風に 八重の 汐路の うき 雲 も はるれば 見 ゆる 浪の をち 方 
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(秋日 云々 なし)  眞  崎 

に ほへ た，. ^千歳の 秋 も 墨の 江の ま つ こそた めし 岸の 白ぎ く 

わたの 原 はてしの 波の 遠方に 舟 か あらぬ かほの かなる かげ 

秋日 同 詠 二 首 和歌  加 茂 政 藤 

すみの 江 や 岸に かれせ ぬ 秋の 菊 それ も 千年 を 松が ねに して 

雲 や 波 波 やく も かと 大空に さながら 及ぶ うみのお も かな 

(秋日 云々 なし)  活  目 

よしの 川 岩 こす^の たち か ヘリき しねの 菊 を 手 折 リても 見ん 

白波の な みぢを 遠く 漕 出て 見ても み ど リの沖 つ 島 かげ 

詠 二 首 和歌  法 橋 子 誠 

眞 砂地 も 吹 上の 濱の 秋風に かほる も あかぬ 波の 白菊 

海原 や す ざ きの 松の 葉 どし より 見 ゆる かた ほ も 遠き 浦 舟 

秋日 同 詠 二 首 和歌  方  塾 

秋 深き 露 はみながら 白ぎ くの 花に うつろ ふむ さし 野の 原 

うな 原の み ど リにぞ よるう ね -(\ のかぎ リも 波の 末の 白雲 

詠 IIM 瞅   .  釋 其 阿， 


名听菊 ささら 浪 うち 出の 濱 にいく 秋 か 老 せぬ 菊の かげ をみ すら t 

海 眺望 和 田の 原浪路 のす ゑに ほの 見えて もろこし 船 か 沖に た ゆた ふ 

秋日 同 詠 二 首 和歌  平 保 庵 

名听菊 すみの 江の 秋に ょリ くる 浪 とまで 打 こそ 見 ゆれ 岸の 白菊 

海 眺望 遠方の 波路の すゑに あら はれて 夕日に み ゆれ 沖の 帆 かげ は 

同  源淸兼 

名 所 菊 晚 きくの 花に うつろ ふさ さ 波の 打 出の 濱に かほる 秋風 

海 眺望 きわ もな く 空 も ひとつの 海の 面 に 見えて はるけ き 沖つ 白波 

同  ^ 

名所 菊 吹 あげの 濱風 さぶ みぬれ て ほす あまの 袖に も 句 ふ 白菊 

海眺 ながめ やる 心の はても 白雲に 波立 まじる 沖つ 汐厨 

同  藤 原 

名所 菊 置 露の 句 ひも ふかき むらぎ もの 野べ の 名に お ふ 花の 八重 菊 

海 眺望 海原 や 空 にみ ちぬる うき 雲と ひとつに かかる 沖つ 白波 

(裏に) 享保七 年 寅 九月 十八 日月 並 兼題 光治 雜掌 

春 日 同 詠 梅 移 水 和歌  藤 原 
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そこ ひ. H  くう つりに けりな 池 水 も ふかき 匂 ひのう めが え、 、 、 

冬日 同 詠 名所 雪 和歌  、、< 

ゆき はけさつ もりに けりな 高 砂の 尾 上の 松 も うづむ ばかりに 台 

秋日 同 詠 月 多 秋 友 和歌  藤、、、，' 

いく あき も か はらぬ かげ を 契りお きて 友と なれく む 月の なか そら - 

■  i^, 15^ 光冶 

春 日 同 詠 見 山 花 和歌 

めかれず. i ほ も ながめむ さ I ひて 華に む も.^ てよ もの 1 の 菜  . 

(以上 濱松市 天神 町、 前 市長 中 村 陸 平氏 藏) 

(一一) i  i  二  I、 ム 9,^.,^ 夬を 蹄ね て 、斤」 郊萬斛 村 甘露 寺の 観梅に 行きた る 時の 歌、 今 北へ 芳を 

享保九 年 二月 二十 曰濱 松の 歌人 袂を舻 ねて 』 メ？ ftd? き 比、 き の傳 はる もの を 

遺せり。 同時の 梅 今 如何、 土の いろ S の II はま ほしく 左に S の 歌の f 歌の— 

報ず。 (岡 部 翁の 記) 

辰 二月 二十日、 萬 斛村廿 露 寺の 梅見に まかりて 人々 よみけ る 歌 

あくが るる 人の 心の 色 をそ へて 梅 もこ そめの 花に 疾 むら  國 

春 を 經て猶 さき 添る 色に 香に ふかく もに ほふ 庭の 梅が え  力 

幾 春 を ふると も 同じ 紅 の 梅 さきに ほふ 庭の 夕 ぐれ  吉 


塾 

齊 


典 泰述兼 沾榮次 

^      ^-N    Z  、 

住 妙 上 

源 蒲 恩 
職 寺 人 


晚 梅の いろ をみ どり ノに松 竹の けお め も 見せずに ほふ 春風 

立 よれば 袖に もうつ る 紅のに ほひ も 深き うめの 下 かげ 

たち ふれん 見る 諸人の 袖に 香 をと めて 散 かふ 花 の 梅が え 

よそと 吹け 今日 春風よ くれな ゐの こぞめ の 梅の 花の木 末に 

立 さらで 袖に ぞ とめむ 出て 木末 下 枝に かをる 梅が 香 

たちつ ^く 松 も 槍 原 も 紅 の 色に に ほ へる 庭の 梅が え 

^梅の 木ず ゑの 春に 淺 からぬ 色 を 見せて ゃ尙に ほふらむ 

人々 にお くれて まう 來リ ければ 

いかば か.^ へ fe- や この 花 ながめけ む 言葉の 句 ひこれ もえなら ぬ 

岡 部 翁の 註 「作者 不分明 ナ ルガ 多シ、 吉次ト アル ハ萬掛 村 權右衞 主人 ナドー ーテ ハ無キ 力、 コノ次 二 『同日 

吉 次の 家に て 歌よ みける 通 題』 トァ リテ、 コレラ ノ人ノ 歌ヲ多 クノセ タリ。 御 序 モア クバ、 御 探索 被 下 度 

候 I 

右、 岡 部 翁、 還 魂 志 料 遠 州 雜記中  一 二と して 「土の 色」 誌に 載せられた。 筆者 も 嘗て、 之 を 見た る も、 原 

本の 所在 を 逸して 了った。 これらの 作者の 中、 國頭、 方 塾、 通泰， 政 成 は旣に 明かで ある。 日沾の 註に 妙 恩 

寺と あるが、 これ は 東海道 天龍驛 前の 日 連 宗の中 本山で ある" 淸 兼は濱 松の 東 隣の 蒲 祌明宮 の 祠官、 本性、 

源なる も 蒲 氏と も 云 ふ〕 淸 兼の 女が 國滿の 妻で ある" 安 連 は 蒲 神明 宮の ある 所、 今將監 名と 云 ふ 所の 人に し 
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吉 

淸 

政 成 (具 淵) 


方 政。 淸 實 
塾 成。 兼 榮 
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て、 國 頭が 濱松 謙訪 社の 大祝 であるが、 その 下にあって 權 祝の 職に あった 人で、 今の 中村淸 氏の 遠祖で あ 

るリ 岡 部 翁の 註せられ た 權右衞 門 は 芳野朝 頃から 連綿たる 舊家、 鈴 木 氏を稱 する， 眞 龍と は 緣家、 その 手紙 

に 依る と， 木 寺宮の 子孫で、 赤澤 氏を稱 した ものであると 云 ふ。 

(三) 社 頭 松 

享保九 甲；：^ 四月 五日 於 •： 神 立 社 一詠， 之 

神 やしる 百 枝 も 千え のかた そぎに かげ そふ 松の ふリ にけ る 世 は  國 頭 

かみが きの ふリ ぬる かげ も 世に 越て 下、 ま 岩 根の 松ぞ 木 ぶかき  淸 魚 

瑞 籬に久 しき 世々 を 立 なれて 葉替ぬ 松の 色 を 見す らん 

幾年 を此祌 がきに 陰 高く 松 は 百 枝に みどリ そふらん 

神 路山百 枝の 松の たね なれ や 此みづ がきに 繁る梢 も 

と ははく や いせの かみが きうつし きて こ 」 にふリ にし 松の 昔 も 

神 垣に 花木の 松の 枝 たれて 常住 不變 に色ぞ 見す らん  安 述 

水が きに 內 外の 祌 のかげ そへ て さかへ はかへ ぬ 松の こだかき  保 庵 

神路山 かげ をう つし てこ こにし も 百 枝に さか ふ瑞 離の 松  通 泰 

(註) 右 九 首 一 紙に 認む、 濱松在 蒲 村將. 監名， 中村淸 氏藏、 淸氏は右記^^J^速の後裔でぁる。 國頭は 濱松雛 

訪 社の 大祝、 當時 地方に 於け る 神職 及び 古學 者の 棟梁" 淸魚、 淸兼は 大方 蒲 祌明宮 即ち 神 立 社の 神職 


か、 淸兼は 確かに、 この 神明 宮の 總檢 校と 云 ふ 職名の ある 舊 家で、 國满の 妻 はこの 淸 兼の 女で ある。 政 

成と ある は 後の 賀茂眞 淵で、 當時 二十 八歲、 本陣 梅 谷 氏へ 養子す る 前年の ことで ある" 方 塾 は 濱松祌 明 

町柳瀨 氏， 享保 歌人と して 江戶で 鳴らした 人 U 安 述は姓 源氏、 濱 松諫訪 社の 權 祝の 家柄。 保 庵 は 服 部 

氏、 濱 松の 醫師 にして 歌人、 有名な 渡邊蒙 庵の 母方の 叔父， 蒙 庵 は 全く、 この 保 庵の 驚陶 によった ので 

ある。 通泰は 今の 濱松 東方 一里 許の 半 場と 云 ふ 所の 出身、 鈴 木 (德 積) 氏、 江戶 日本 梳に^ をせ し、 竹 

内 善左衞 門と 云って 名主まで 勤めた。 眞 淵が 江戶に 至る や 早く 門人と なリ、 その後 授者 ともなつ たの 

は、 斯うして、 在鄕 時代の 舊誼 があった からで あらう。 

(四) 臨 江 寺雅遊 

享保 十四 年 十 首 歌懷紙 一幅 濱松松 根 榮 氏所藏 

享保十 あまり 四 年 八月 七日ば かリに 秋の 花見に とて 人々 もろともに まかで 侍リ入 野の 江に さ を さしつつ 臨 江 

寺に あそびて、 時のう た 十く さの 題 を わかちて よみけ る。 

江 获 入江 吹 あき 風 はやみ 浪 かけて 荻の はさ やぐ 音の 身に しむ 

野 萩 分 行ば 千 種の 中に 色 はへ て 露お もげなる 野 邊の秋 萩 

路 薄 今日 わきて 入 野の 末の 花 薄 露 も こぼれて 秋風 そふく 

古寺 月 小夜 ふけて 松風 高き 山寺の 月に う き 代の 塵 も 曇らず 

浦 初 雁 浦風に 遠く 波路の 霧 晴れて 蘆邊に 落る 初 雁の 聲 
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山 鹿 つま 戀 にたち も 定めず 足 引の 山 下と よみ 鹿 や 鳴らん  方 塾 

里禱衣 風 通 ふ 入江の 里の 秋の よに 夜ぶ かく 誰 や 衣う つらん  久 章 

叢 蟲 聞ば 今 露け き 庭の 草 村に 夜 をへ てし げき 虫の 聲々. 茂 刖 

離 菊 しめ 置し 庭の まがき にさく 菊のう つろ はぬ 色 を あかずめ で-なん 在 中 

秋 田 八 束 徳 になび く を 見ても たのみ ある 民の 戶 しるき 秋の 小山 田 方 塾 

(五) 眞 淵と 似 雲の 歌  ■ 

似 雲 法師 「窓の 曙」 紀行 中の 拔書 

享保 十五 年 十二月 十四日 

濱 松の 里、 敎典 寺に まう でぬ 

賓 松の 里の 名に よる 波の音 はこず ゑ を わたる あらしな リけリ 

鹽 やかぬ この 濱 松の 寺に ねて きく も 身に しむ 法 のこ ゑ ぐ 

早 梅の 枝に つけて  春 栖 (眞 淵) 

色 も 香 もしる ベ 待え て 梅花 春の こなたに 先 や 院らむ 

かへ し  似  雲  ， 

かざしつつ 老も忘 れん 言の葉の 色香 そ へぬ る 梅の ひと 枝  • 

十五 日 折々 小雨 降る 


十六 日 

け ふ は 幸、 昨日 此 寺へ 見 付の 西 光寺よ 力、 歳暮の 使 僧 ぁリ、 此 人の， かへ る さ を 道 しるべに ともな ひ 

行ぬ 跡よ リ、 先程 立よ リし 柳瀨 氏の せう そこにみ ちの くの か ヘリに は契リ たが はず 立より ねな ど あ 

し 奥に 

立 かへ る ほど はい つと か 松 島 や あま リ はるけ き 旅 をし ぞ思ふ 

かへ し 

島の 名の まつば かリ には濱 松の かげたの もしき 人の 言の葉」 

(註) 右 は 廣島市 傳馬町 三 五、 松 井 猪 之 介 氏が、 濱松巿 川上 秀治 氏に 書 送られた ものである" 之 は 川上 氏 

が發 行せられ た 遠 江 誌 粋 叢書 第一 編、 即ち 柳瀨方 塾の 「遠 津淡海 名所 和歌 棠」 に 筆者が 序文 を 寄いた に 

就いて、 御 親切に も、 右 を 書 送って 下さった ので ある" 

似 雲 は 聽州廣 島の 町人の 子、 寬文 十三 年 出生 (傳記 橥成八 年)、 寶曆 三年 歿した 歌 僧， 二十 六 明 

院で 剃髮， 翌年 上洛して 武者 小路. 實陰 卿に 入門して 歌道 を 修めた。 柳瀨方 塾も赏 陰に 人 円して ゐ るから 

或は 京 邊で旣 知の 仲と なって ゐ たもので あらう。 その 傳の 詳しく は國學 者傳記 =11;;^ 成 第 一 編の 三 三 二 頁に 

ある， - また 春栖と あるの は 後の 眞 淵の ことで 當時濱 松の 梅 谷 本陣の 養子であった ものである。 それで、 

この 時 眞淵は 三十 四歲、 方 塾 四十 六歲 であった。 

この 享保 十五 年 は 荷 田 春滿が 第一 囘の輕 い 中風に 罹った し、 又、 本居宣 長が 生れ、 而 して 3 抖 淵の 仕へ た 
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田 安宗武 卿が 將軍 父吉宗 から 田 安 邸 を 賜って 一家 を 起した 國學 者に ゆかりの 多い 年で、 方 塾、 巽 淵と 云 

ふ 他日 名 を 所す 新進 歌人が、 今 西 行と 云 はれた 似 雲と 濱 松に 於て 詠み 交 はして ゐ るの は 誠に 面白い。 

(六) 在京 當 時の 作 

其 淵が 荷 田家に 在った 當 時の 動 靜 及び 作品 は 荷 田信眞 氏の 賀茂眞 淵 翁傳新 資料に 依って 明かと なった。 そ 

の 作品の 多く は 同家の 和歌 稽古 會留 書に 多い、 今 それら 抽出して 置く" 

先づ、 同家の 和歌 會の模 樣も窺 はれる から、 その 最初の 留書 は、 他の 同僚 作者と 共に 揭 げら- れ たる を その 

まま 出し、 他は眞 淵の 作品の み を 抄出す る。 終リ に古學 始祖 略 年譜より 少しく 抄出す る。 

〇 和歌 稽古 會 苒與初 會之卷 

享保 十八 年 三月 十六 日和 歌 嵇古會 再興 

依 花 待 人  ， 

あす も 又 しらて や 人の 昨日す きけ ふ もこ すゑの 花に 待と は 

登波留 へ き 宿に しあら ねと 春に 今 花見 か てらの 人 は 待れ て 

耶麻櫻 ちら はま たれし かひ も なしと 風より 先に 問 人 も 哉 

親しき も きも またる 此 比の 庭 はさ くらの 花の さかりに 

登 波 婆 氣ふ此 山里の 花 盛 あすの 梢 は あらし も そ 吹く 

里 遠き 宿に は 花の 先立 かおらる る をり と 人 はまた るる 


正 五位 下 荷 田 信 

正 五位 下 荷 田 信 

從 五位 上 秦 親 

從五 位下 ギ 好 

從五 位下 物部敏 

從五 位下 秦 親 


名 

文 


荷 春。 源 源 
田 

6       知 好 

基栖。 尉 淵 


とへ かしと 心の ま へ の 色 まても 花に 成 行け ふの 盛 を 

佐 久花を ちらさぬ ほと に 吹 過て 見む 人 さそ ふ 春風 も 哉 

心 ある 人レ とひ こば 我よ リも 待つ けた リと 花やお もはん 

待え ての 後 は 心に まかさ 南 問 人 さそへ はなの はるかせ 

花 ゆ ゑに おも ひや 出ん と はか リ にむ くらの 宿 も 人 そ またる る 

唐 大和 詞の花 も 開花に そへ て 見る へ くと ふ 人 も かな 

と はるる をい とひし 宿 も 開花に おも ひか へ して 人 そ るる 

問れ ぬ をい と はぬ 宿 もと ふ 人 の 春 はさ くらの 花に 待れ て 

さく 比 はしつ 心な き 宿 なれ や 花見 かてら に 人 を；^ とて 

ちらぬ 間と 花見む 日と を 待の 戶 にしつ 心なく とふ あ らし かな 

見せ まくと 待；^ んょリ は 家 櫻 をリて ややらん 來ぬ 人の 爲 

雪との みあす ゃ砌 の 花 櫻け ふふリ はへ て 人のと へ かし 

とも かきの よしや 日 比は隔 つと もと へ かしけ ふの：^ の. 盛 を 

家 櫻 ちらぬ 限と 待 人に あらぬ 音す る 庭の 春 か せ 

等 陪加志 登 末 菟母和 例 伽 破 也 都 劣 多 流野廼 佐邊昏 左 倍 波奈仁 5^ 須 ^fis: 

と はれな は猶 いかな らん 櫻 花獨勺 見る たに あかぬ 盛 を 

第 七 章 奢  作 


秦 

道 


荷 

荷 


田 

田 


救 重 

惠 門 

成 從 

^ 芳 

正 祖 

仲 ー1_ 


在 滿 

春 滿 


よみ 人 しらす 
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い へさ くら 我の みめて てち リ過は 花や うら 見ん とふ 人 も かな 

いつしかと あく かれし 花も院 ぬれ はさら にめ てなん 人 そまた るる 

みやこ 人 いっかと はむ とまちし まに 花の さか リ もや」 過な まし 

と へ かしな と はぬ はつらき 物と しも しらで 櫻の 宿の さかり を 

いくとし かと はれすな から 杉の 門 花晚春 はわす かま たれて 

〇 享保 十八 年 四月 十六 日月 次 稽古 會 

卯月 郭公  夕月よ 卯 花 山の ほととぎす ほのかなる 音 も 世に 似さり けり  賀茂春 

當座、 速  朝日 かげ 句 ふ 一連の くれな ゐは 池の 心も染 るば かりに  淵 

五月 十六 日和 歌 稽古 會 

ふリ にけ る 池の あやめの 其 葉 さ へ 長き や 深き 根ざしな るら む  春 

當座、 寄浦雜 みるめな きし かの 浦波 うらみても 昔の 人 を こふ かひ や ある  淵 

〇 同 十 一 月 十六 日和 歌 稽古 會 

雪中 殘雁  よびか はすこ ゑ もみ 雪に うづ もれて いそぐ もお そき あまつ 雁 かね 源 淵 

追加  旅の空に 秋 や 過して 白雪の ふるさと 遠き 雁や來 ぬらん， 眞 

當座、 谷 雪 雪の 中に たれ か 問 こむ かけはしの かけて たのまぬ 谷の すみか は 淵 

湖 雪  けさ ぞ知黑 きを 色と 水う みの 見さき も礒 もつ もる 白雪  同 


〇 同 

古 池 

菖 蒲 


滿 淵 滿 滿 栖 滿 栖 


〇 同 十九 年歲 四月 二十日 和歌 稽古 會 (以下 七 首 萬 葉 假名 書) 


殘花何 在 

當座、 海 郭公 

岡邊 早苗 

〇 同 

雪中 聞鶯 

〇 同 

梅 有遲速 


〇 司 


ち リ殘る 花の香と むる 風 を だに こふれば ともし 夏の しか 山 

郭公 海原 遠く なきす てて ゆく へ はしる や 沖つ ^5 人 

さっき 來ぬ岡 邊のを ささし も わけて とれ や 早苗 も ふした たぬ まに 

二十 年 卯 正月 十六 日 稽古 會 

ゆきをみ な 木每に 花の 春べ とや ふリ いでて 鳴く そのの 鶯 

二月 十六 日 

かくしつつ 來てか 折らな む 梅 は 今 咲く もさかぬ も あはれ とぞ 見る 

櫻 色の そで さ へ はえて 都人 行きき にも 知る 花 さ かリ かな 


人 g4".1、 ョ 和歌 接 古會延 

パ月汁 ナ日九 力 十六 


披講 


霧中 聞篛  ふかく さや 野 もせ も わかぬ 夕き リに あはれ 鶉の 聲 ばかりして 

〇 元 文 元年 正月 二十 五日 京 荷 田家 歌會 (古學 始祖 略 年譜よ リ) 

翁 題、 白梅 盛 うめと みしおき は 消えつ \ 雪に また まが ふ 木每の そのの 春 かな 

當座、 荻  のきの まどに 音き く 風の した 获は をのれ そよ ぎて 秋 を わくら む 

(七) 春滿 先生 靈祀 献詠  . 

舂满 先生 靈祀  ， 
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元 文 元年 辰 十月 十三 日 

兼題 落葉 不待風 

冬 きても さ ゆる 嵐 の 音 はせ で この 葉 も リ敷庭 そ 淋しき 

木枯 風の ちから を も 入ず 紅葉ば はもろ く 落葉と ふリ はてに ける 

ぁリ はてぬ 世 はかくし も そ 吹 過る 風よ リ のちに 落る もみち 葉 

幾度の 嵐 を 庭に し のぎ 來て霜 にゃあ へ ず 紅葉ち るらん 

風 もまた さそ はぬ 先に もみ ぢ はの 落て は 庭の 霜に くちぬ る 

おのれと も 落る 紅葉 を 山風の た」 はや は てと たのめつ る 哉 

浮 雲の 袖 時雨ても 木が らし は 音せ ぬ 庭に 落る もみち ば 

山風の さそ ふ もま たて 此頃は 霜に ち^ 敷 庭の もみち は 

此 頃の 霜に ゃ堪ず こから しも さそ はぬ 庭 にもみ ちしぐ るる 

ふかぬ 間 は 見つ つ あらしと わび 人の たのめ はかなく 落る 紅葉 か 

霜に 染 時雨に くちても みちば は 風 も 待 あ へ ずち るぞ ものうき 

おのっから 霜に や 朽て散 成らん 風し つか 成 木々 の もみち は 

した ふそよ 風 も. 昔せ ぬ 庭に 今 おのれ ふ.^ ゆく 霜の 紅葉 は 

さそ ふへ き 嵐 も 有 を いかにな どお のれ もろく も 木の：！ i ちる らん 


七 二 〇 


成 


藤 15^ 

泰 

加 茂 

荷 田 女 

荷 田 女 


上 人 

0 昌 

淸 兼 

然 丸 

正 眞 

直 親 

0 香 

M 淵 

匸 is3 

糸 .d 

慈 法 

眞 崎 

屮 秀 


思 ひき やめで あかなく にもみ ぢ ばの 嵐 もまた でち らん ものと は 

此 項の 風 はさ そ はで あさな/ <\- 霜に や もろく このは ふ る ら ん 

さそ ふべき 風 だに なきに 置 や 今お のれの みちる 霜の 落 葉 よ 

吹 風の さそ ふ もまた で 紅葉 はの 霜に くち て やお のれ 散らん 

はかなく も 紅葉ち る 也し づけ さは 小春て ふ 名の 風 吹ぬ 日 も 

嵐 山 名に さそ はれ て 吹ぬ 間 もこ の はち リ敷 色ぞ 淋しき 

あ を か リし稻 荷の 山 も 冬 木 成 もみ ぢは風 もまた でち リ ぬる 

同日 探題 

當座堀 河 題 冬 十五 首 

初 冬 

きの ふ 見し 露 は 一 よに 玉 ささの 霜と か はりて 冬は來 にけ リ 

時 雨 

神無月 まなく 時雨の ふること もお も ひそ 出る 此 ころの 空 

霜 

見し 秋の 草 はに 置し 白露 をむ す ひか へ， ぬるけ さの 初霜 

霰 
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多 見 

方 塾 


七 二 


第三 編 思想 及び 研究 

小 笹原 夜半の 嵐に 音 添て 庭に あられの 玉 そみ たるる 

雪  多 見 

草 も 木 も みと リ 色な く埋れ て光リ さむけき 雪の 朝 あけ 

寒 芦  正 眞 

あさな/ \ 置 添 ふ 露に かれ ふして 風 も 音せ ぬ 池の 村 あし 

千鳥  秀盛 

夜 もす から 聲も たかしの 濱 千鳥 みき はの 浪に立 さわく らん 

氷  慈 法 

絕々 に 流る る 音 も あさな /\ 氷に とつる 谷川の 水 

水鳥  朝鄕 

さよ ふけて 鳴 音 も 寒し をし かも のうきね の 床 や 今 水る らん 

網 代  眞崎 

明 ぬれ は 波に よる 見し かか リ 火の 行方 もしらぬ うちの あしろ 木 

祌樂  方 塾 

ふけ 行 は ゆみ は.^ 月 も 影した ふ 雲井に さ ゆる 本末の 聲 

康 狩  然丸 


はした かの 尾 ふさの すすの ふる 雪 を わけても からん ふか 草の さと 

炭 竈 

心 あてに 見る も はかなし 山風に けふリ 吹し く をのの すみか ま 

さえ 氷る よは も わすれて よもす からのと けく むか ふうつ み 火の 本 

歲 暮 

花 もみち めて しもきの ふけ ふと へ て 今 はたした ふ 年の 別路 

以 上 

奉行  藤 原國頭 

讀師 藤 原然丸 

講師 加 茂 眞 淵 

發聲 藤 原暉昌 

舍主 籠 口 方 塾 

右、 一 卷荷 田信眞 氏藏、 賀茂眞 淵 翁傳新 資料よ リ轉 載す る- 

(八) f 百 一年 I 天 満天 神 奉納 歌 翁 自筆 原本 森德太 郞所藏 


成 


喜 


久 


f 者 は 柳瀨方 塾で あると 云 ふ- 


力 


遠津淡 海濱松 五. 社皇 神の かたへ なる 天满大 神に 奉る 百 首 歌の 中に 武藏 にて 置 〈淵が あつめて 
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ま- 

立春  源負隆 

朝霞な み 間に 匂 ふ むらさきの 名高の 浦に 春 や 立ら む 

同 田 安 公  よみ 人 しらず 

うらく と 明 ゆく 空の 朝霞 春 日の 山に 春 立に けり 

春 曙  丹穗子 

ヒっ萑 の 音の み 霞に 浮む 也い なさ 細 江の 春の 曙 

.1  紅  子 

同  ネ 

山の はの 月と 花と にあく がれて 心 そらなる 春の 明 ぼの 

晚立  小 野 古道 

山の は を 夕立 こ ゆる ふもと 田 の わさ 田の 雲 も 風 騒くな り 

1  リょ女 

同 

こなば たの あ ふせに ちかき 天の川 ゆ ふ 立 雲 をい か 乂とぞ おも ふ 

^  ^  大江 公庸 

秋 夕 

旅人の 袖 こ， も汐 はみ ちに けり 濱名 の はしの 秋の ゆ ふく ォ 

岡 紅葉  ^  ^  0 


もみお そふ 朝け にしる し 水 室 の 岡の やかたの 秋 の，， 露 し も 

同  佐よ 子 

雁啼て 空 そしぐ るる 片 岡の 稍の 紅葉い かに 染 むらむ 

淺 雪  賀 茂 眞 淵 

みやまべ を 遠 律 あ ふみの 濱松 に ふる 薄雪の めづ らしき 哉.： 

寄風戀  邦  良 

忘れず よかす める 空の 夕風に は つ。 か にと けし 花. S 下 ひも 

寄橋戀  屋さ子 

か はら じな はかなた のめ を い のちに て 年月 わたるけ 川の はし 

同  千薩母 

ちか ひて し 人の 言葉 の 末 かけて 數々 わたる 前の たな 橋 

寄衣戀  路  子 

うらなく も 思 ひそめし かから 衣よ に は ゆるさぬ 色 を はからで 

寄玉戀  常  樹 

人 はい さし ほの みちひの 玉 なれ やうき ぬ しづみ ぬう きめみ すらん 

寄山戀  源 貞 松 

第 七 章 著作  七 二 五 


第三 編 思想 及び 研究  七 二 六 

した へど もつれな き 人 は 動な き 山の いはね を 心な リ ける 

同  倉 橋 正 房 

人 ことのし げきお も へ ばちち の 葉の さやの 中 山 さやかに も 見ず 

冬 月  美  行 

あら 玉の 伎 倍の 林の こがら し はみ がける 月の 影ぞ 寒け き 

山家 風  美  樹 

- 琴の 音に 聞 わたる らむ 松風 を 都の 人のと めて だに こぬ 

海 路  高  豊 

家に 鎖る 妹が 心 はかよ はなん こぎ ゆく 船の 跡し なくと も 

同  粕諸成 

は まがた 印南の 海の 澳に 出て 心つ くし のかた にこ そ ゆけ 

^懷  橘 枝 直 

うみの 子の ゆく すゑ 守れ 櫂の 實の 一 ことならで ねぎ ご ともなし 

同  餘野子 

朝な くけ づる とすれ ど黑髮 のお も ひみ だ るる 筋ぞ多 かる 

田 安 よみびとしらず 


こ ま 

粕 諸 

紀伊 富宫家 

屋 さ 

餘 野 

さ よ 

も み 

負 


枝 

参 

高 

公 


子 

蔭 


行 
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日 辻 家 妹 

津輕 玄壽姪 

伏 見宮諸 太夫 娘 

向來 記.^ 遣ス べし 

横瀨 式部 高 家 

同舍弟 

牧野 駿河守 母堂 

加 藤 又 左衞門 

同 男 

戶田淡 路守家 河 律ぎ、 右ぎ 門 (網 默錢、 右 lis 針：^ f  2) 

青木 松厗； 

今庄貞 右衞門 

戶田土 佐 守內、 (島) 山 兵 右衛門 (島 は圓の 誤) 

作 
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常 樹 長 井 攝津守 r2:、 長 谷川 利大夫 

古 道 長 谷川 謙 益 

正 房 倉 橋 半 左衞門  • 

邦 良 聖岸 島、 犬 橋 源 助 (聖 は靈の 誤， か) 

〇 右 牛 田 氏の 寫本、 濱松巿 近藤庸 一氏の 持てる を借寫 する、 昭和 十二 年 八月 十二 日、 なほ 少しく 註す る 

この 天 滿天祌 奉納 歌に 就いては、 翁の 門人 繁 子の 「玉が し は」 と 云 ふ 集に 次の 如く 出て ゐる。 

「祌 さリ， ましてよ リ、 八 百まリ いそと せと 聞 ゆるま まに、 此寶歷 の 二 年の 二月 二十 口 あま リ 五日に 神司備 

前 守 藤 原 爲壽を はじめ、 宫っ こら、 こと 更にみ てぐ ら泰リ て. 此 みたま を 祭る が あま リ、 父 前の 神 司 民部少 

輔藤 原陣昌 遠く も 近く も、 高き も みぢかき も * すすめ ものしつつ 百 首の よみ 歌 を あつめて、 ひろまへ に 

奉る、 この ことわ リ をし るすべし と賀 茂の 眞淵 のしめす に まかせて- た Y ことに かきてまい. ら すめ リ、 あ 

なかし こ。」 と ある。 

終の 門人 錄には 多少 誤 も ある、 これ は 後人の 書 加へ たもので あらう。 

(九 )|| 眞淵亭 和歌 會留書 古學 始祖 略 年譜に 依る、 

國 滿家與 まつの 葉に 今年 八 年の 始 のこと ほぎ 申べき 年に しあ たれば、 江戶に まう でて、 正月 十五 日、 束の 

君に まみえ 奉りけ るに、 二十四日 賀茂縣 主の 家に 人々 つど ひて、 歌よ みける に 春の はじめて ふこと を 


きの ふし も 年は暮 しか 久方の ひだ かみの 國に 霞た な fj; 

ふりつみ し 雪 も かすみて みよし 野 は 花 まつ 山と なりに けらし も 

むさし のの 國に まう できて 春の 始に よめる 

雁と 共に 立 か へる ともみよ しのの 里に むか へ し 春 は わすれ じ 

ふたな みの 筑 波の 山に 霞 棚引 今朝よ リは鳥 羽の あ ふみ もこ ほら 

ざら まし (旋頭 歌) 

驚の 春來 にけ リと我 宿 のかき ほ の 梅も^ そめに けリ 

梓弓 卷 立ら しもむ さしの のこて さし 原に 霞 棚引 

春 來れば 霞と 共に 皆 人の 野邊 のあそび もお も ひた つらむ 

鶯の鳴める日ょ.r^ 雪 消えぬ 野 山 も 春と みえ わたる かな 

梅の 花 に ほふが 上に 鶯 のな く雙 聞けば 春 ぞい たれる 

あづさ 弓 春 さり- 來れば 心さ へ のべ の 霞の 棚引に けリ 

野べ 近く 住 こそ 春 は うれし けれ まづ我 園に 鶯の なく 

春き ぬと いふよ リ 空に 棚引ば 霞ぞ こぞの へだてな り， ける 

雪 ふれ ど 春と しい へばし かす がにまた るる もの は 花に ぞ有 ける 

ふリ つみしみ 雪のう ちに 立 初 る霞ぞ 春の しるしな り， ける 
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あはと 見し 阿 サ" の 小島 も 霞む 也 わたの いづこ も卷ゃ 立らん 

昨日 今日はる とも 春と 思 ふか な鶯の 聲を閒 きそめ しょり 

うぐ ひすの 聲 なか リ せば 春 ぞとは 思 ふ 物から あやな からまし 

若葉 生る 野べ も 長閑に 成 ぬらむ かきねの 雪のと け そ めに けり 

花と いふ 花の べき 泰 なれば に ほ はぬ 程 ， ^めづ らしき かな 

ふり は へ て若；^^っ みにとこし物を雪閬も見ぇぬかす がの の 原 

春 くれば とけ 行く 池の ひも か ，\ み老 かわか ゆる かげ はみ えなん 

驚の も、 喜び の 春 くれば ふ ふめる 花 もま ゆ ひしぐな リ 

ひも か ：.^ みとけ そめし よりめ づ らしき かげ さ へ 見 ゆる 池のお も かな 

講師 常樹、 讀師 公庸、 發聲好 園、 助 音 龍き 

題 を さぐりて、 よみけ. るに 春の 日と いふ 事 を  枝 

限な きお ほみ たから もうら やまず 春の 朝 ひこ 世に に ほひつつ 

春の 風  高 

池の 面の 氷 を 波に 吹き か へ てきしの 柳に なびく 春風 

春の 雲  國 

山 さむみ こ. リゐし 雲の いづかた も 花に まが へ る 物と なリ けん 


七三 0 

秀 倉 

維  寧 

薰梅子 

子 


高 W 


と  さ 


茂 


き  ち 

淸 

夕 

見  き 


大梳^ 助 

松^ 紀 伊守內 

伊藤 ft; 純 

大井^ 豫" > 

0 方 

木 多 F 槐守 

息 女 

御 旗本 ； ... 

家 a5 新 左 術 門 

1 橋 家 

中 老 

^  土 井 伊豫 守 

^つぼね 

松 平 主 殿 守內 

子 左お つぼね 


春の 雪  維 

春の きて 霞の 間よ . ^降る 雪 は 天つ 空なる 花の ちる かも 

春の 山  春 

あづさ 弓 春 さり-くれば みよしのの 吉 野の 山の なつか しき かな 

春の 野  永 

武藏野 を 袖 ふ， リは へ ていざ わけん むらさき 生る 春 は きに けリ 

春の 海  ■  義 

わたつみの 春の 霞し ふかければ あびきの あまの 聲の みぞす る 

春の 濱  古 

住の えの はまべに 霞む 春の 曰の 長居すな と は 誰かい ひけん 

春の 鄙  千 

天 さがる ひなの 手 ぶりに にぬ 物 は 鳴鶯の 聲にぞ 有け る 

春の 市  秀 

打な びく 春 は 花 さく 椿 市の 八 十の ちまた ぞ にぎ は ひける • 

春の 木  輔 

朝がすみ棚引にけh^ぉか山のしらかしが 枝の 雪 もけ ぬ ベ し 
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春の 虫  黑 

赛しリ て 出ぬ るむ し は あらがねの 土の そこに も 誰か つけ けん 

春の 魚  常 

神風の いせの あまの 釣 鯛 も 春 はさ くらの 名に やお ひける 

春の 瀧  淸 

水上に むすぶ 氷 や とけ ぬらむ 瀧の 白糸かず まさ リ ゆく 

卷の谷  み 

よしの 山 花の たよ リ にと はれつつ 人に しられぬ 谷 や なから む 

春の 川  薰 

春霞た ち 初し より-櫻 川 水の 色 さ へ に ほふ ベら なり 

春の 草  外 

のどかなる 春の 光し わすれねば 名に お ふ 草 もめぐ み や はせ ぬ 

春の 里  と 

いかば かリ のどけ かるらん 春の 日の 光に あたる たま 川の さと 

春の 祝 

のどかなる 國の はだて にさく さくら 春した えねば 御代 もつ きせ じ 」 


(十) 賀茂縣 主家 會始留 書 (口 繪寫 異に 出した もの) 

寶曆 十二 年 正月 十八 日 

賀茂縣 主家 會始 

鶯の鳴 を. ききてよ める 

打 渡す 御門の 原の 雪の 內に うぐ ひす 鳴ぬ 春の 初 こ ゑ 

鶯 の鳴聲 きけば う め やなぎ 揷 頭に すべ き 時-そき にけ る 

春 立て 谷よ リ 出る うぐ ひすの 聲 きく 時ぞ 長閑 か リ ける 

いと はやに 來鳴 ぬる. 哉 ももち ど リ囀リ み へぬ 春の はじめに 

春 立て いくか も あらね どむ さしのに 霞 棚引 鶯の なく 

我 園に 鶯た A けリ もも 鳥の 囀る 春 に 成 に け ら し も 

昨 曰 ま でた」 ぬ 山 邊に立 そむる 霞が くれに 鶯の なく 

皆 人 のこ ふる 鶯 はるみへ てな くや 園 生の 梅 も 吹つ > - 

當坐 探題 

詠 天  眞 

天津 そら なれる はじめに か へれば や 空 は 霞の くく も. りぬ ら ん 

〇 右 小 横卷、 眞淵眞 筆、 濱松巿 神明 町、 寶林裳 書肆 近 藤庸ー 氏藏、 
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、,  一 V も L  J 卜 二  „,! 「、！ ute,? き iIF.S;ff 賣；^  /石^ 躯麿 書の 中の 「雜 集」 にあ リ。 

(T '一  )：fs 江國 十二 景カ茂 遭ノ状 家爾讀 ii? (原本 腐 淵の 3 ほ荦は 小 栗 平氏 藏  ) 

長の 上、 河 邊の鄕 そが 中瀨 翁の こふめ る その 見放 かすと ころ/^ の 歌よ めと 引 馬の 城の 

下なる わたな ベ の 主のお ふなく しめさる るから に 其 所の さま を 聞き わたして 十 まり ニー 

つの 古への 風 を 人た ちに も 云 ひふ リ、 われ もとな へたるな リ。 - 

天 中 河  侍從 成 隆朝ほ 

す， はの 海 や 氷と くらした ふ つ あ ふみ 天の 中 河 汀 增れリ 

國原  加 茂 冥 淵 

雲雀 上る 衆の 朝け に 見渡せば 遠の 國原霞 立ちた つ 

鳥 羽 山  揖取魚 彥 

五月雨 は 晴れに けらし も 時 鳥とば の 横.^ 夕日 差し 來る 

駒嶽  日 下部 高豊 

科 野なる こまが 高 根の 常夏に 消えせ ぬ 雪 を 雲 かと ぞ 見る 

曳馬 野  伊久 賣子 

宮人の 昔 分けけ む 曳馬 野に 匂 ふ获原 あせず も ある 哉 

秋 葉 山  藤 原 宇 萬 伎 

秋 葉 山霧 立ち 渡 る 千 早 振 神の いぶきの 霧 立ち わたる 


サチ 

葛 


二 へ マツ ダヒラ ノト ノノ 力- 

- T  ぐ、、 ォク ガタ。 原本な し， 


安波々 山 歌  大伴俊 

吾妻 路を 旅行く 人の あはと 見ん あは はが 嶽に雪 ふ りに けり 

^  野 

遠方の 國 野に 生 ふる 紫 を 草と わけつ つ 行く は 誰が 子ぞ 

鹿 島  村 田赛鄕 

靑浪 の うづ 波 はやき 加 島川畏 き瀨， を も 渡るな るか も 

巖水寺  加 茂 眞 淵 

岩 水の しづく 洞の つらら 石 幾つら^ \ の 代 をゃ經 つらむ 

社 山  ■ 加 茂 眞 、m 

四方 もみな 壁た ち 登る 社 山 大國玉 ゃ造リ ましけ む 

砂 河  村 田 春 海 (ミナ モト ノ ハル ゥミと 誤寫 せ、 りる) 

久方の あまの 名に 負 ふ 水 無 川 中 瀨に立 ちて 月 を 見る かな」 

註、 寶暦 十二 年 十一 月 十六 日付と 推定され て ゐる大 城 淸左衞 門 宛 書狀を 見る に、 中 瀬 翁と はこの 淸左衞 e: 

を 云 ふので あるつ この 仁 は 地方 切って 富豪であって 濱 松の 渡邊蒙 庵に も學ん だら しく、 蒙 庵の 紹介で、 

述りに 十二 景歌を 求めた ので、 眞淵も 書き送つ たので ある。 それで かの 狀 にも 「十二 景歌告 水 寺 一首 入 

一 覽候」 と 云って 「岩 水の しづくの 洞の」 を 上げ、 更に 「蒙 庵 老ょリ 被-申 候 由 致 承知 候 云々」 と ある。 
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本文の 詞 書と 照合す ると 符を 合せた やうで 面白い。 なほこの 十二 歌 は 本居大 平の 集めた 「八十 浦 之 玉 

上卷 本」 に收 めら れてゐ る。 詞書は 「遠 江 長上 郡河邊 鄕中瀨 某が 家よ リ. 見 ゆる 所々 の 歌」 となって ゐ 

る。 これ は 小 栗廣伴 &人) が、 八十 浦 之 玉の 原稿 を 送る 時書替 へた もので あらう か C 原本 所藏者 

小 栗 平氏 は廣 伴の 後裔で ある、 而 しこの 原本 は 極めて 粗 書で 細字で 卷 紙に 書かれて ゐ るから 想 ふに 之 は 

下書で、 かの 手紙の 「本紙 は來春 可， 遣」 と 云った もの は 襖 にても 張らる る大 紙で はな かって 無から う 

か、 さすれば 實に 見事な ものであった らう。 

(十二) 望の 夜雨 ふりけ るに  まぶち 

天の原 八重た な 雲 を 吹 わくる い. ふき もが なや 月の かげ 見ん 

むさし に來て 望月の 心 をよ めと 人の いふに  海 寵 法 師 

月 のす む 秋の も 中の こよ ひよ リ 旅の 衣 はう すく も 有け る 

此 ほど 月 仪に女 かたの 歌  久賣子 

雁 鳴て なかばた け 行く 秋の 夜の 月 かげ 見れば むかし おも ほ ゆ 

多 萬 子 

白露のお く 妻に する 萩の うれに やどれる 月の 影の さやけ さ 

野遽を  さち子 

あらまし き 野 分 はなべ て堪ね ども をみ な へしこ そかな しか リ けれ 


(海： M)  ^§ 


土 井 大隅守 殿 

女 君 ， 


松 井 大腊大 失 殿 

の 女ぎ み 


松 平のと のの 

女き み 


a-l ノ  しず-,.' MJ 御 旗本 

まし  しけ、^ は、 きみ 

秋の 夜 はねられ ざり けり あはれ ともう しと も 虫の 聲を ききつ、 

この 外 も あ，^ し を 忘れつつ、 樓の 文な どの 事 いかでと は 思べ どえ いとまな し、 かくて はわく ベう も あら 

ねばし か 心得 給へ、 その さくらの さま を 見 もせで はか ひなし、 さはいへ ど， もし かけずい ふべき ふし も 

おも ひう かばん 時 あらば と はお も ひ 侍る めリ。 

(註) 右遠 江、 周 智郡久 努村松 村 茂 氏藏、 横 物懷紙 ほどの 大きさ、 一 軸。 もと、 小栗廣 伴の 秘藏 せし もの 

である。 海 量 法師 を 海 龍と 眷 きし は 珍ら しい、 春 海の 琴 後 菜に 

海 量 法師の 始めて とひ 來け るに よみて 送れる  • 

春の 曰の、 のどかなる 時に、 伏 庵の かな ど を 開き、 かす ゆ 酒の みっつつ をれば、 はしりで にくつ の- ぜ ffl 

ゆ、 いまし ばし 誰か 來 ぬると、 たち 向 ひ 姿 を 見れば、 霜 やた びお く 見る までに、 眞白髮 をうな ねに お ほ 

し、 みるの ごと わ. - けし 髯を、 むな さかに 長く したれ て、 布 衣 ま 袖 も ゆた に、 手 束 杖 腰に たがね つ、 い 

づ くよ リ來 ますと とへば、 年久 にしが 名 を 聞きて、 岩 橋の 近 江の 國ゅ、 はろ-^ と 云々 

と ある。 當 時の 歌 僧 海 量の 風丰 も！！ ばれて 面白い。 

短歌 一首 

見渡せば しも つ この 世の くま もな し 古ぬ るふみ や 高 根なる らん 
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(註) 右 一 首懷紙 倍大 ほど、 大字、 一 軸。 右に 同じく 松 村 茂 氏藏。 

二 歌 文 

(一) 賀茂御 神に ねぎ 奉れる  賀 茂政躬 

ちはやぶる 神のお ほむめ ぐみ は あしび きの 山よ リも たかく、 わたつみの そこよりも ふかくして、 久方の 空 

にみ つ 大和 國に 聞え あげて あ ふぐ 英の もろ かつら、 もろこし かけて 戴き まつらず とい ふこと 無し。 そ も/^ 

やましろの 國、 石 川ゃ瀨 見の 小川の 淸き 水上の 北山の ふもとに 鎮 ります、 かもの 皇御神 は 百の すべらぎ を 

守り 給 ひ、 お ほむめ ぐみ ことなる によりて、 代々 の聖 のみ かど も、 わけて あ ふぎ 奉り 給 ひぬ となむ。 遠津淡 

海 國敷智 郡岡邊 のさと にう つし 奉りし も. その 神 山の 其 神の その 影に ぞ おはし ましけ る。 そ を だに なむ 世 

々の 星霜 を かさね、， 御社の け は ひもい と 神 さびて、 老木の 松 千代の かげ を 君に そへ さし、 杉の こだち はな ほ 

き 御世の すがた を 見せ、 御池の 水 は 見る に凉 しくして. 濁れる 人の 心 もす みぬべし。 されば. 晚 きみてる 花 

の 色に に ほひて、 玉垣に いと，.^ しく や はらげ る 光 を まし、 夏 は あふひの かつら を かみに かけて、 かみよ も か 

はらぬ かざし を あ ふぎ、 秋 は 夕日に はえて、 紅葉の 色 さながら まば ゆきを、 お ほむ 神の 高き 御け しきと お ぼ 

え- 冬 は 風に ちり かふ 木の葉 をみ るに も、 ちリに まじ はる ことわり をし リ、 折に ふれ、 時に したが ひ、 見る 

物、 きく もの、 何れ か 御 めぐみと あがめ ざらめ や。 しかるに 享. 保 五の 年む 月の 比より とか や、 荒 確の あらぬ 

波の さわぎに て、 國 のみ づ かさに 申 事 有しに， なつ 引の いと も かしこき みかげ を 添て * みだれぬ 政 をし めし 

給へ と 此御祌 にかけ 奉る に、 なつ 野の 草のお ひ しげれる 中 を 分て、 一す ぢの すぐなる 道 をと めて ただし 給 


ふ。 是ぞ此 御 かげと おも ひ、 もろ 人の いさぎよき 心 は 川の 名のせ みの 羽衣 や、 藩き 袖に はな ほ あまりぬべき 

うれし さに、 いや も 行へ を かけて 守リ 給へ とねぎた てまつ るなら し。 又 同年の 六月ば かりに、 久 かたの 雨 ふ 

ら ざる 事 ひさし かリ ければ、 あはれ 五く さの 種つ 物 及く さん \ の 草^ 迄 も、 てる 日に し をれ て， 秋の すゑの 

霧 霜 を もまたず して、 葉 色 も、 うつろい、 枝 さへ や」 かれな むと す。 もろく これ を うれ ひて、 この 事 を 神 

に まかせた る。 是 秋の 爲 のみに あらず、 いは 乂國 のた め、 きみの ために もしく ベから む。 あはれ み 給へ、 惠 

み 給へ、 雨た まへ. 1^;^ たまへ とお それみ-/ \ ねぎお も ふこと しか リ .0 

夏の 田 をお ひそ ふ 雨 はつれなくて 待に 日數の ふる ぞ あやなき 

めぐみ ある 霧 さへ 置かば を かの 邊の小 田に てる 日に し をる とも 何 

うき ふし はな ほ 諸人 も. なよ 竹 やすな ほなる 代 を 神に まかせて。 

(註) 享保五 年 は眞淵 二十 四 歳の 時で ある。 眞 淵の 歌 文の 最も 若い 時代の もので、 是 より 前に は 見ら な 

い。 原本、 岡部讓 氏藏。 

(二) 古學 始祖 略 年譜 抄出 和歌 

享保八 年 九月 攝津國 住 吉社駿 河 國沼津 淺間宫 奉納 百 首 歌の 中に 富士山 

月 かげ さす 空に よそ ひて 朝夕の すがた ことなる 雪の ふじのね  賀茂政 藤 

元 文 六月 佐 野 郡 石川庄 垂木 鄕雨櫻 神社へ 泰納百 首の 中に 賀茂 大人の 歌 ぁリ、 秋 夕 

夕され ば いづく か 袖の ぬれ ざら む 野に も 山 にも 露の 秋風 
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(三) 享保九 年 八 二十 三日 方 塾 亭當座 和歌 十 首 並 序 

賀茂政 成 

葉月の 末の 三日ば かり 方 塾ぬ しの もとに 其 阿 上人 (敎興 寺 住職) を まねき 給 ふこと 侍れば、 つねに かたら 

ひ 物す る 誰かれ も、 もう 來て よと、 ちかき は 白露の ふリ はへ てい ひ、 遠き は 秋風の 便に 聞え つれば、 人々 遲 

くと くこ、 につ どひ 侍リ ぬ。 されば 此 宿に むかへば、 前に は 束路の ゆきか ひ絕る こと 無く、 そが ひに は 引^ 

の 城の 松み どリを 深め、 千代の かげ を そへ て、 たち 並ぶ 家々 は 都ば かリ なる 中に も、 き はこと に 住 ひ 給 ふな 

れば、 何 くれと もてなし 給 ふ 事々 も、 ひなぶ リ ならぬ あま リ 更に、 秋の ことの 葉と て题を 探り、 くれ かかる 

ほどより 始め、 いぬの 時の つ，. -み聞 ゆるに およびて、 よみ 終り 侍りぬ。 (歌 略 之) 

〇 右 は 「牵 公」 誌 第二 百 九十 六 號に岡 部 翁の 出された ものである。 翁 生前、 この！ 3§ 文を見 せて 戴かう と 

ひっつ、 その 機 を 失し、 從 つて 十 首の 歌 を もこ こに 載す る を 得な いのは 遺慽 である。 

之に 依る と、 濱松 神明 町の 柳瀨方 塾の 家 は 東海道の 北側に ぁリ、 前 は 街道、 後に は演松 城の 松の 綠が眺 

めら れた 豪商で あつたので ある ことが 判る。 大方 今の 近江屋 菓子 店の あたりで あらう か。 方 塾 は 若くて 武者 

小路 赏 陰に 入門し、 更に 春滿 にも 入った が、 同じ 實陰 門人で、 而 かも、 その iZ 人の 歌の 添削 を も 行った とい 

ふ、 當時 評判の 歌 僧 似 雲 も 奥 羽へ 巡錫の 途、 この 濱 松の 興教 寺に 宿し、 方 塾と もまた 眞淵 とも 詠 合って ゐ 

る。 當 時の 濱 松の 歌人が、 斯うして 時々 會 合して 精進 を總 け、 京邊 にまで も 知られて 居った ので ある。 

(四) 靑 楓亭辭 及び 同 記 序 


靑 楓亭辭  茂 陵 賀 茂 眞 淵 

ひさかたの 天の 中 川の 束、 瓶 野 川の みなみ、 やい かまの 鎌 田の さとに 人 は ベリ、 其 遠^ 祖は なほ 人に しも 

あらず、 ここに 隱れ てな リを なすこと、 吳 竹の 世々 をへ て、 その 氏 は 江 -、 その 始は藤 1^ 也。 今や 此 ぬし、 

園 生に 池 を はリ、 亭を 作"、 う ゑ 木 を このみ、 酒 をた しなむ。 め づる木 は 梅に あらず、 柳に あらず * かへ で 

もみ ぢな リ。 嗜む 酒は黑 きに あらず、 しろき にあらず、 すめる 酒な リ。 あはれ 世の 間に 物 好む こと き賤し 

きおの かじ」 すくなからず。 しか は あれ ど、 好む 品の 趣 をし リて なむ， ひなびみ やび は 有ぬべし。 こと さや 

ぐから にし も、 さそ あ" てむ、」 わがくにに は大俾 太宰帥 こそ も はら、 その 趣 をし リ給 ひて、 十 あまりの 言の 

葉を殘 し、 文 室 朝臣 雲 州 は 三つき 四つき の 酒に 醉 なきし けるな めリ。 いにしへ 今、 世く だり、 人 ことなる に 

似 たれ ども、 酒の 中の おもむき は 知人 ぞ 知- -と、 主の 言葉もう ベなる かな。 又此 かへ では 親の たて、 露の ぬき 

キ 

してお るに も あらず、 术 のめ はる 雨の 135, みに ふ. 出る 紅の 錦に こそ 侍れ。 其 を 求む るに、 f|| となく、 ちかき 

となく、 いやかり にか リ、 いこしに いこして、 五く さ 十く さな どこ そ あらめ。 百った ふいくら そこら.、 も 

しみみ に植 たや. - 時に かたへの 人い ふ、 時し も あらぬ 色 は、 ことなる を 好む とやい ふべ からむ と、 やつが り 

曰、 しからす、 お ほよ そ 木の葉の かかる 色 ある も、 天地の なせる つまでに あらず や、 北へ 時の 人に して、 その 

時の 天地に なら ふ、 何のた がふ ことか は あらむ、 また しらず や、 きさらぎ のかへ での 面白き を、 をり て 人に 

贈リ、 四月の まゆみの いろ こき を 詠めて、 人 をし のびけ む も 則 これな りけ リ。 況ゃ命 をのば へ、 心 を 遣む こ 

と は 誰か は 思 は ざら む。 花し ちらず ば 千代 も へぬべし ともよめ る を や。 まして 花よりも 紅ゐ にして、 M を 
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へ、 秋 も 大方の 黃葉 にあらず、 是 又^て、 とくち る ものお も ひも 無き ながめ なるべし， - さるに 今. うららなる 

春 日の けしき、 いろな きことの はに は、 いかで かの ふる ごと を 得む。 みそらに 映 ふ 霞の 衣 は亭を めぐりて、 稍 

に はえ. 木陰に 染る 波の あやは、 池 を わたりて 風に たたむ。 旦は 朝の 雨に を 簾 を 捲き、 夕の 月に 撊 により、 

酒 をく み、 友 を かたら ひ、 日 を 終夜 を 盡せリ とも、 春秋 かけて つきぬ 眺めに 年 をお くらむ は、 すずろ に 千 

世 もへ ぬべき 樂 しみ 成べ し。 すでに 其 亭を名 づけて 靑楓亭 とい ふ。 是を 見き く 人から やまとの 歌 を以、 ほめ 

いはざる はなし。 これ を かきつ むる にたく み 拙き を もえら ばず、 一つ 言葉の はやしに、 たちこめて ー卷 とせ 

リ。 あはれ 子の 子の すゑ かけて、 此 黄葉 は 松の 葉の ごと ちらさ じ 失 はじ、 旦 はちち のみの 父の 風流 を も殘さ 

むと なり。 ひと ひ、 その子の 友 仙の ぬし、 友 がきのへ だてな き 文の まと ゐに、 杯 をと りて、 その 師の蒙 庵ぬ 

しにからの 文 を こ ひ、 僕に しも、 やまとの ことの 葉 を 加へ てよ とい ひ 給 ふに、 をり しも 醉に のりつつ、 いな 

ふねの いなみ だに せず、 かリ こものみ だリ にの みかき つくれば、 いと y 難 波の よしや あしや もしらず かし。 

その 詞に 曰、 

たつたひめ 秋の 錦に あかね はやめ も はるし もぞ 木々 を そむら む。」 

(なほ 上 卷には 詩 七 首が ある。 之 は別揭 する。) 

〇 右、 「奉公」 誌 第二 百 九十 六 號ょリ 轉载。 

靑楓亭 記 序 (卷頭 圖版參 照) 

同じく そ へ 奉リ しことば 


是 好む 人 は 遠津淡 海の 國鎌 田の 御厨なる 江 嫁 友 仙と いふ 醫師 の父吉 年と い へ る もの 也け り。 亩年 いとわ 力 

きとし ょリ、 園 生に 多く 楓を殖 てお ほした つる こと * 今にみ そとせ になれ リ。 それが 中に 砌に はれる 池の 中 

島なる 一木 ぞ、 はた はリ ことに ひろ ごリ つったて レはー つえ 餘リ、 横し は 四 丈ば かリ ありて、 そこら 數 しら 

ぬ 枝 ごとに、 いろいろの 楓を接 生した リ、 其 木の しリ へに いさ さけなる 亭 をつ くり、 みづ から 名して 靑槻亭 

と，； ふ C これにつ だ ふ 友が きのへ だてな きかぎ リ、 いとと しく ひなび たれ ど、 かへ でに よし 有詞を 加へ て、 

あるじの 朝な 夕な の醉 によむ とせ リ。 そ も/ \此 かへ でのめ も 春 は 則、 二月の 花よ リも くれな ゐに、 秋 は 織 

女の手 もい ふべ からず、 さるに 梢の 錦 や、 冬た つ 風 を うらみ、 或は 秋 はかぎ リと 見ん 人に もとて、 紙に こき 

れ たるに 十い ろ あま リゃ いろ ぞ 侍る となむ。 (なほ 下 卷には 短歌 八 首が ある。)     


白 
石 

淸 
水 

之 
印 

し n 
淵 

(註) 靑楓亭 と は 今 東海道線 袋井驛 の柬、 昔の 山 名 郡 鎌 田 村. の 江塚吉 年の 家の 雅號 である。 この 吉年 はも 

と 西 尾 氏と 云 ふ 同村の 舊 家の 次男で、 江 塚 氏 を 胃した 人、 源八郞 とも 云 ひ、 寶曆 三年 十二  十八 日に 歿 

し、 法 號は臨 楓道榮 居士と いふ。 右の 文に も ある やうに 楓樹が 好きで 多く 植 ゑて 樂ん だが、 その 中、 -M 

池の 中島に ある ものが 最も 大樹で、 十 種 も 接 木が して あるので 最も 見事であった" それで 地方の 雅人の 

杖 を 引く ものが 多く、 引けば 詩歌 を 賦詠す る、 それ を 集めて 靑楓亭 記ニ卷 とした。 その 中に、 享保 十九 

年 三月 濱松ー 流の 雅人 即ち 渡邊蒙 庵、 杉浦國 頭、 森 暉昌、 柳瀨方 塾. 賀茂眞 淵 等が 打 速れ て 賞 楓の雅 遊 

をした が、 その 時の 詩歌 も ある。 それで 蒙 庵 も 國頭も 序 を 書き、 而 して 眞淵も 序 を 害いた。 卯ち 上記の 
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！ あ：" 四十 八 歳- II 1 1 高 而 き I 十 

歲 であった。  」 t!-、  udlMr レー， w>、 ト田-^1--^1^に仕官したが 

若くて 残した ので、 I がその 碑 UUP,; つ；；； u るした" のの 紹 in なから うかと 佐々 木 先 

入魂 を i け、 眞 淵が 江戶に 出て 南郭と 莫逆の 交 をし すグ t 

生 も 述べられて ゐる。 

さて 江 塚 氏の 略 系 を 示す と， 

江 15^ 吉年： - -吉 甫 

I 京都 一一 住ス 

一一  模 博士 

小ぎ 光政, I  ， 

右 靑楓亭 1 冊 は 現に 京都の SI が珍藏 されて ゐる。 

(五) 大嘗會 加 茂 之 筆  J 

I 懷 紙より 少しく 大。 - 序列 亂れ、 その？ 見 別け 管 所 ある も、 假に. 左の 如く 序列 


一 


一、 書樣 一一 一段 害、 細字、 多く 段落が あ 


を 正す。 

書風 は眞 淵の 若 書き か、 想 ふに 在 滿の大 嘗會便 蒙の 板 F を 書け る 元 文 四 年 四 4- 三 歲， の 頃の もの 

か。 

一、 所藏者 もと 縣 門の 眞 龍の 族內山 氏の 有な リ しが、 今 は 靜岡巿 の 靜岡縣 葵 文庫の 藏 となって ゐる。 

(本 文) 

一、 抑 大嘗會 と 申 奉る は、 かけ まく も 賢き 代々 の、 皇 の御德 しろしめして- 行 はせ 給 ふ、 御 事と かや- しか 

は あれ ど、」 

二、 後土御門 院 ょリ、 二百 年 餘中絕 侍りし に. 貞享 のころ ほひ、 東山院 御宇、 絕 たる をつ ぎ、 廢 をお こしま 

して、 今 はた、」 

三、 元 文の！？ 降 月、 執行 はせ 給 は. いと も かしこき、 お ほむ めぐみな リ、 いで や 秋 半の ころ、 卜 (儿 とて、」 

四、 大內 にして、 は、 かの 木を燒 て、 龜の甲 を 炮リ、 載 穂の 所を定 む、 祌觝官 の 所を定 む、 祌觝官 卜 部 朝 

臣、 是を つとむ、」 

五、 古歌に、 香久 山の は、 賀の 本に うらと けて かたぬ く 鹿の 妻戀 なせ そ， など、 げ にや、 治る 時に あ ふみ 

國、 志賀 郡、」 

六、 丹 波國、 桑田 郡 * 載德使 ぁリ. それよ リ荒已 川の 御城、 都のに し， 神 谷川に て、」 

七、 上な き 御 神事な リ、 むべ なる かな， 御 裳 川の 流れた えず、 行 はせ 給 ふ 御藏と は、 天子 關白 御身 を淸 め、 
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たま ふこと かや、」 

八、 扱 また、 まさ 木の かつら、 ながき 代々 かけて、」 

九、 由 奉幣 は 伊勢、 石淸 水、 賀 茂の 上下の 社へ 奉幣使 あり、 { 辰 紫 殿の 御前に、」 

十、 皮 付に 茅 ふき 渡した る * 神殿 二 所の 宮造リ ます * 天つ 祌の宮 をば 悠紀と 崇め、 國っ 神の 宮 をば、 主 某 殿 

とし 奉る とか や、 廻 立 殿と あらたに 造られ、」 

十一、 天子 御し 給 ひ、 御 湯な どめ させた まふ 所 あ リ、」 

十二、 宣陽 殿、 月 花 門の 脇に、 膳 屋を構 ふ、 是は神 膳の 膳屋な リ。」 

十三、 悠紀主 基の、 節食 壽詞、 奏淸暑 堂の 御 神樂、 豊の 明の 節會 と、 申 奉る とか や、 南面に 高 御座 を まふ 

け、」 

十四、 天子 渡御なら せた まへば、 知行の 大臣、 中臣、 忌 部の 官人、 御巫、 猿 女御 先にす すみ、 近衞 の次將 

は、 劍雲を ささげ、 車道 期臣 は、」 

十五、 奢 蓋 を かざし、 葉薦を もて、 筵 道 をし き泰 る、 次に 關白倍 奉せ させた まふ、 小 忌の {21 卿 は、 冠に 菜 を 

かざし、 日蔭の かつら を 掛け、 庭 立に 參 向し、 列 をた，，^ し、 天子 渡御 ぁリ、 悠紀主 某の 殿へ 入らせた ま 

ひて、」 

十六、 天子 自、 神 膳 を 献られ 候 御 事と かや、 亥の 時の 初より、 寅の 時の 終まで、 御 神事 終リ給 ふ： \J ぞ、」 

十七、 卜 部 忌 部の 官人 は、 幣帛 を さ」 げて、 祝詞 を 申、 兵 庫 察 は 御戟を 立、 主 殿 介 は 忌 火を排 げ、」 


十八、 主 水 司 は 水 を 設け、 內 膳の 官人 は、 神 膳 をと とのへ、 さま.. f に、 つか ふまつ る、 御 神事 は 中の 卯の 

日な リ、」 

十九、 いろく さまく の 御 膳 ぁリ、 群臣に 御酒 をた まふ、 田 舞 風俗 舞 者 舞 を 奏し、 樂人 は樂器 をと との 

へ、 袖 を かへ し 舞と かや、 實 に、」 

二十、 數/ \、 めでたく 祝 入 まいらせ 候 目、 出度 かしこ。」 

(六) 冠 辭考序 (謹 元年の き 

、とし もかん つ 代に な 人の、 いしすな ほ なれば、 ことと ひも 少く、 かたちよ そ ひも、 かりそめ になん、 冇け 

上  衣ァリ 沓ァリ 言 語 

らし。 しか は あれ ど、— 身に 冠リ ぁリ、 沓 ぁリ、 ころも あり、 こころに うれしみ ぁリ かなしみ あり 戀 しみ 

—  n ヲ シヌパ ヌ時ハ I.  (ナ シ ：- 

ぁリ、 .； ク。 ンミ 比、 レの. V 叫 こる 時 はこと に 出て フタ 、 かた ふしうた ふに つけて は、 いつ、 な \ つの ことばなん 有 

ァリ.  ^  t  - ナン ) _ 

ける。 こ はおの，、 つから 天つ ちの しらべに しあれば、 此數ょ リもー こと ノ すくなき とき は. 聲の ひかれて た 

^ひ ある は、 上し もに ことの そはリ て、 調べなん なれり ける。 譬ば、 かリ そめなる かう むリ、 おろ そげなる 

くつ ひ を、 いっとな く、 身よ そ へられる が 如し、 則 はしき やし、 わぎへの かた ゅ雲ゐ たちく も、 て ふお ほみ 

頸 旋  心 

歌の たぐ ひ 也。 こ はかみ をめ ぐらす て ふ 歌の かたへ なれば、 かた 歌と なん 名 づけけ る。 しかれ ども、 こ は ひ 

.  (ナ シ： >  ォモへ パ  ：1_1  コ ト 

たぶ る こ、 言の 少 きを. pv、 おも ふに、 名 は 後に して 事 は 先にし 有べ し。 また、 此 すがた □ うた はんに もこ 

—ヌ— 

とのたら は^^ 時 は、 上に うる ほしき 詞を 冠ら しめて • 調を.^^んなせ勺とぞ。 たと へばよ そ ほしき かう むり 

を設 て、 かしらに おくが 如し。 すな はち、 高 ゆく や 隼 別の 御お す ひかね とうたへ るた ぐ ひ 也。 是 はた、 後の 

第 七 章 著 作  七 四 七 
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上ノ歌 一一 ッグ 

歌ながら， 詞は のちに して 心 は 先につ いづべき 物 也け リ。 此 二うた のた ぐ ひ は、 後に もと を まじ ふて ふ砍の 

r ナン)  -本 

4a^^^f 「り』 と ヾ ノ。 ソノ カミヲ メグ ラス テフ、 歌ノ ハジメ ハ、 天ッ ツチ トリマ シ トトナ ドサ ケル トメ テフ 缺ー 1 コタ へテ、 ヲ トメ 

一 /  ^  ^  I  -ー、 タグ 一一、 ァ ハント、 ヮ ガサ ケル トメ ト、 ウタへ， レ タグ ヒノ  ニッノ カタ IJ^ ヲァ ハセ テ、 ヒ トツ 一一.、 ウタ ヘル 

モノ ナ^べ シ。 则、 ィ ザァギ フルク マガ イタ デ オハ ズ バ、 


ホ ドリ ノア 


ノ^"れ""セ"^;;"ァパ£バ：^"ぃぃ1。 次に おも ふ 事 さはなる 時に 事の 數く うた ひつらぬ るに、 いよ 


よ かみに も 中に も 冠リ辭 を もて、 すがた を もよ そ ひ、 しらべ を もな せりけ ふ。 譬ば數 のっか さの 冠り して 

なみ 居た らんが 如し。 則い すぐ はし 鲸 しかん \、 み づ-, \し久 米し かくて ふお ほみ 歌の 額 也" こ をば 長う 

勇 細  云  稚 

たとい ひて、 ことなん、 ながければ 爱に はか づ^ \擧 る 也。 又み そぢ ひとつの ことば を、 いつつが ひに つら 

ま  三十 一  五 

ねて うた ふ ぁリ。 是も設 たるに は あらで， おの づ から、 此數 にして、 思 ふ 事 をうた ひ 終れる 也け リ。 臂は 

きぬ  - 

うる はしき 冠リ、 上し もの 衣な どの 身に そな はれる が 如し。 ^度 原の しげ こき を やに、 すが だた み、 いやさ 

繁  小 家  昔帖彌 

,  (ナン) 

やしきて、 わが ふた リ ねして ふお ほみ 歌の たぐ ひ 也。 これ ゃ此 t""" けハ、 い： ン 人の よと な" て、 

ぼ f  サ 1マ ， _ ョム— -ー. 

すがたの 聞え たる 始めな リ けらし。 しか リ てよ リ のちに はも はら、 此 す，^,^、  T, ふに、 猶 おも ふ 事 ひたぶ 

(ナン ：>  ur  こと 

るなる 時 は 言たら ず、 ことばしたら ねばお も ふ 事 を しもにい ひ、 だ あし 詞を 上に かう むらしつ いでて、 彼 五つ 

-_  I モノ 

が ひの すがた をたら はせ る あ.^。 こ はいよ よ 後の 出來 たる 姿ながら 心 はか みつ代の かた 歌に ことならず、 ひ 

たぶ るに 眞 心なる を 風流 言 もて 筋，；^ る 也。 譬は 貴人の よき かう むリの 上に、 うる はしき 花 させらん が 如し。 

冠 

e;- み もろの いづかし が もと かしが もと、 ゆゆしき かも、 かし はら をと めて ふ大み 歌の たぐ ひ 也。 此ぉ ほみ う 

御室 鼓 植之本  ァ マノ 

たは 後に いふつ いで 歌の 始めなる べし。 かくて すべらき のお ほみ 代 を かさねて あめます 人、 ます/ \ にうた 

序 


イク モゝ ノス ガタ. イク チヾ ノコ ト， ハカ  ィ -ナル 、ぃヲ 

ひ あ へれば 幾千 百の すがた 詞の いで 來 つらん。 そ も./ \.> 冠 リ辭の 品 ， みかつ/ \ あげい はんに 

久 かたの あめ はかた ち をた とへ、 空 みつやまと は ゆ ゑ をい ひ、 ちはやぶる 祌 はさが を あげ、 たらち ねの a- は 

象  ひき  性 

本 をた たへ. わか 草の つま はたぐ ひ をなん 引ける 「- 此言 かみつ 代の かみよ リ、 中つ 世の くた ちに いた リて、 

頌 

今 二 ッタハ レ ルイ o ハミ モ， モ マリ、 數ハ 六モ、 |ー  モ タリ ヤシ ヌ ラン。  クサ A\ モ  1^1 

品 は 一 もも まリ、 數 いほば かリ しも や 有ぬ らんた とへば 冠 リの品 はも 衣の 代 々をへ てこい J さ 

ナ リ 一-  リ (ナシ 

はに 出來 たるが 如し。 又 歌に のみ も あらず、 文 を あやなす にも 此言を 冠ら しめたる。 lw~ 異髮 ふる 櫛な だ ひ 

宫 振  誰レ ヤシ 

め、 靑雲 のしら かたの 津 などい へる 類 ひ 也- かかれば わが 國 ことのみ やび は是 にしく 物なん なき。 誰 そ ^ 

人力、.；； -  ー| 得 マクホ リセ ザ ラン。   - 

はよ く 心に 得て あら ざらん や は。， しか は あれ ど、 下つ 世の なら はし を もて、 ぉもひはからば^：^^ふ事多かるべ 

かれ  —ァ フギ 

し 故 ひたぶ るに 上つ 世の 心 ことば を 知べき 也、 譬ば 冠リを まも リて、 せ、 位 をし リ、 おにむ かひて * 其 人 を 

アマ リハ  5, れ (ナシリ 

しリ、 ころも を 見て、 其 姿 をし ると き は、 それが 下つ かたは そらにし も、 しらる るが 如し。 故、 下つ 世の 事 


をば これにい はざる 也。 又 ここに 神の 代の 事 を もい はざる は、 こ は 人の^, 「. ぐらし にて、 おも ひ はか 


るなら ひなれば、 中/ \\ に 人の よの かみつよの 事に しか ざれば 也、 ただ あら 玉の 年月に、 此か うむ リをぁ ふ 

ミ テ  (ナ ン) 

ぎて、 いにしへ 人に なれ ゆかば、 いにしへの 代に かみ. なか、 しもの きざみ，^^ ぁリて 、うつりつ 匕し、： ：3 こと 

モッ； 'ラー 一思 ヒ 得 ッべシ サテ コン、 ィ ニンへ ノ世 ヲモ心 ヲモ、 ，コ トヲモ 、—ォ モヒ アキラ メン モノき ケレ、 n ハ冠 コトパ ヲィハ 

ばヲ も、 つばら かなるべし」 こ は冠リ ことば を かう が へん 事の ついで 也。— 

ン n トノ ツイ デナ リ U 

右 はいと もとめら る \ に. させる ふし もな く、 はた いそがしき 暇に して、 ある 日窗 ちらしつ。 時は宽 Ji! 

0  0  0  0  0 

元年の 秋 也り 
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かもの 具 淵 

〇 解 說 

一、 冠 辭考は r 寶曆 七のと しの 水無月に かう かへ 畢ぬ」 と秀 倉と 春 道と が、 卷 末に 書いて ゐ るから、 この 年 

卽ち眞 淵 六十 一歳に 成った ものと せられて ゐる。 而 るに、 この 序 は 「右 はいと、 もとめら るるに、 させる 

ふし もな く、 はた いそがしき 暇に して、 ある 日、 書ち らしつ、 時 は寬延 元年の 秋 也。」 と あるから、 その 五 

十二 歲の 時の 書で ある。 この 奧 書から 見る と、 これよ リ 以前に 旣に成 稿して ゐる。 卽ち從 來の說 よ リ十年 

も 前に 出 來てゐ る こと を證 明す る責 重な 資料で ある。 

二、 內容の 比較 

この 序に 依る と 冠 辭の數 は、 詞は 「一 もも まり、 數 いほば かリ」 で、 卽詞數 は 百 餘、. 用法からの 延べ 數は 

五 百ば かリ である ことに 注意 を 要する。 而 るに 寶曆七 年 出版の 時には 「今に 傳れ るいろ は 三百より、 數は 

六 百に もた リ やしぬ らん」 となって ゐる。 卽ち、 この 十 年間に て增 補す る ことが、 詞 が百數 十、 用法 も 同 

數位 である。 私 は 最近. 濱松 在の 名 倉 家に 就いて、 眞淵 筆の 契 沖の 萬 葉 集 惣釋を 見た が、 これ は 小 横卷數 

十 百 尺の もので、 惣釋の 草稿の 雜說と 枕詞と を、 例の 克明に 筆寫レ たもので あるが、 この 中には 枕詞 は 七 

十 許で ある。 而 かも 解 說は眞 淵の ものより は簡單 で、 序列 もない ものであった。 勿論、 奥 淵に けこの 契 沖 

の 影響 も 認められ るが、 それ を 一層 擴大 し， 集大成し たの は、 枝 直 も 云って ゐる やうに、 赏に眞 淵の 功で 

あつたの である。 


而 して、 眞 淵の 萬 葉 學は旣 に 五十 歲 頃に、 餘 程の 域に 進んで ゐる こと も 本書が 物語って ゐ る。. その 歌風 

の 第二 期の 始を 延享 三年の 五十 歳の 頃と する が、 この頃に この 冠辭 研究に 沒頭 精進して ゐ たのであって、 

その 歌風の 轉移は 田 安宗武 卿と 步調を 合 はせ たと 云 ふこと も あるが、 斯うした 精進から 來た 悟道 を も 忘れ 

て はならない ので ある。  - 

三、 體裁及 所藏者 

もと、 濱松 市長 谷川 鐵雄 氏の 有であった もの を、 懇望に 依リ、 親戚の 祌戶巿 の 某氏に 讓られ たもので、 私 

は、 長 谷川 氏の 厚意に ょリ その 透寫を 戴いた ので あるが、 五行 書に、 習字の 手本に でも 耆ぃ たもの らし 

い。 その 書風の 變遷を も 窺 ひられる、 この 點か らも 貴重な ものである。 

(七) 和歌 十二 首  • 

としの はじめに むさし にて 

のどかなる 春は來 にけ リ玉 くしげ ふたら の 山の 明の ひか リに 

ふたら は 下野 國 にあ リ、 性靈 集に も 家集に も ぁリ、 後の 人 は、 二 荒と 書に つけて、 ふた あれと は い へ 

リ。 また 二 荒の 字 を もて 日光と も かかれし 也。 佳 字 用る はいに しへ ょリの 例に て、 ひたすらに 音た のみ 

せられし は國ぶ 勺に か 0 ていかに あらん か。」 

都 早春て ふ 心 を 

のどけ しな 春の 心 も 手 くるまの もとに ひかれて 先 や 來 つらん (賀 茂眞 淵と 本 居 宣長八 九頁參 照) 
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みちの くの ちかの しほが ま 春 くれば 烟ょ り-こそ まづ 霞み けれ 

やなぎ 多き 家に まらう と來 たる かた を 人/ \と ともに よみ 侍る に 

柳に も あける 宿 かなわ か 袖の 綠 過して と はまし 物 を 

待 花 を 

みやこに もこと しはいた く 風 さえて あらぬ ころまで 花 そまた る 、 

關路 花て ふ 事 を 

さくら さく 不 破の 山路の せきもり-はす まずな リても 人 をと め けれ 

春の くれに 人 をお も ふて ふ 心 を 家の 會に 

今 も かも こじまの さきに 匂 ふらん 君に 似る て ふ 山ぶ きのはな 

ころもが へ 

いつしかに 夏の ころも (に) なリ ぬれば 心に そめし 花 も かひな し 

かも まつ リ (延享 二 年 〔四十 九歲〕 四月) 

年 ごとに け ふの あふひ を かけ まく も かた だけな くや かもの 民人 

名所 郭公 を 

鈴 鹿 やま 啼 てこ ゆなる ほととぎす いせまで たれ を 夜 はに 問らん 


七 

五 


六月 赦を 

國っ罪 あら ふゆ ふべ は ひさかたの 風に すずしく なり にけ る 哉 

雲 井^く ィ 

幽栖 秋 來てふ 題 を 

けさ はし も 竹の 林の そよ ぐ 也よ は 秋風に なリ やし つらむ 

屛 風に 秋の 野に 旅人の やどれる かた ぁリ 

旅 ごろ も わがつ まならぬ はぎ 原に しかの ね？ g て ひと.^ かも ねん 

山家 月 

のがれ 來て みやこに 遠き 山々 を をの へ の 月に みる ぞ さびしき 

春 日 望 山て ふこと を (寬延 二 年 II 五十 三 歳) 

見 わたせば 神の 香 偶 山 畝備山 あらそ ひたて る 春霞 かな rifii 转 こ. ： 

故宮 郭公 を 

君 ませし むかしの 花の 藤 原 を ほととぎす こそ 今 もと ひけれ 

詠 松有榮 色、 以賀 大木 老人 之 < 十算、 古風 一首 M ね Ml 基 

松 陰に 山人 遊び、 ときはなる 齡 はしる し、 君が代の ゆた に延て ふ、 新しき 年の 始を、 去年と いひて 今年の 卷 

ぞ， いつ 處 にも 杖つ きま ゐリ、 足 引の 山に も あそぶ、 手 束 杖 斧の. 柄 すら は、 朽ぬ ともく たせぬ ものと、 まつ 

の 花 さかん 期 みん， 此 ぬし は 山 松の ごと や、 山人の ごと や、 

. 笫七章 著 作  ■ 七 五」 二 
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反歌 

山人の 千代の 始の 卷 とて やまつ の綠も ここにみ ゆらん 

寬延ニ 年 夏  眞 淵 草 

(註) 右の 歌 は 二 行書に して、 手 習 手本の 下書 やうの ものである。 もと 濱松巿 の 長 谷川 家の 藏 なりし が、 

, 今 は その 親戚なる 神戶 市の 某氏の 藏で、 寛延 元年の 冠辭考 序と 共に 一 綴と なって ゐ たもので ある。 思 ふ 

に 翁の 文庫 あたり-に 反古と して あり-し ものが、 殘 つたので あらう。 

歌 は 五十 歲 前後の 作、 かの 佐々 木 博士の 御所 藏の 「てぐるまの もと」 にある 歌 も數首 ぁリ、 對照 すれば 

その 不明な 所 を 補 ふに 足る。 なほ r 賀茂眞 淵と 本居宣 長」 の 八 九 頁を參 照せられ たい。 

(八) 八月 中の 八日の 月見の 歌 龍 i 巿池 谷氏藏 

八月 中の 八日の 夜、 月い とすみ た"。 山 も 水 も 近き ものから、 はるかに みえ、 淸 きものの 幽 けき ここちす 

るに 雲居の 雁 さむう 啼ぬ。 かたへ におと なしき 人、 夜更 ぬらしと いへ ど 

雁 鳴て なかばた け 行 あきの 夜 の 月 かげ 見れば 昔お も ほ ゆ 

とて 猶 ながめす てず。 (署名が して 無い) 

註、 この 軸 は 次の 眞 龍と 方朗の 添書 を 見れば その 傳來 する 所が 明かと ならう。 なほ 同筐 中に、 龍 麿の 添赛 

もあった ので あるが、 それ は 失 はれて 見當ら ない。 

〇 天明 五 年 八月 岡 部 翁の 靈を 祭る 時. のことば 


あはれ 秋の 半餘、 月い と 赤き 夕べ、 故 ひ 岡 部の 翁 を 慕に おなじ 心の 人々 も 集 ヘリけ る。 いで や の 古事け 

八 田 烏の み 末 加 茂の 大神 となん ふるきよ の 書に あら はれ、 其 後の ことぐ さも 今 はいと 古へ なりけ る をった へ 

に 障へ、 きき 渡りし 績 麻の 糸の 本末 くれ 返しお も ふに 五 百年 計の むかし 乾 元て ふ 年 仰 こと 有て、 遠江國 松 

の 海 遠から ぬ 加 茂 社の 前 わたり 岡 部の 里に 標は へ て栂の 木の 續々 に榮、 吳 竹の 世々 に絕 せぬ 宿り は 有け り。 

翁 は 此嗣々 の 末 なれば 故 地の 名 を稱て 岡. 部と なん 云け る、 はじめは 京に のぼ リて荷 田 宿 禰の敎 を受、 屮頃武 

藏國に 遊びて 大河の 邊に 庵む すび 庭 を 畑に 作リ たれば、 春 はすず な 句 ひわた リ、 秋 は蟋紳 鳴て おの づ から 田 

舍め くものから めで， くる 人々 縣 居の 大人と な も 云け る" さる 頃し も 八月 中 乃 八日の 夜 いとすみ たり。 山 も 

水 も 近き 物から 遙に 見え， 淸き 物の 幽 けき 心ち する に 雲居の 雁. 寒う 鳴ぬ、 かたへの 人 夜は更 ぬらしと いへ ど 

雁な きて 半た け 行 秋の よの 月 かげ 見れば むかしお も ほ ゆと 吟て猶 詠す てず おはして 耆 すさみ ませし を 今兒る 

に 今宵の 空-かと 計お も ほえ. てなん 心々 にしら ベ たる は、 あきの かぜに うら ぶれて 移り 變る をな げき、 時雨の 雨 

はま だし かれ どふリ にし 昔 を 慕、 雲居の 雁が ねか そけ く 聞え て 友 を 忍み 山の 鹿の 鳴 によるべ なきお も ひ を 

添、 夕べの 虫の 枕 近くす だき 朝の 获の露 重く おき、 谷の 川霧 立 渡リて 見ぬ 世の 海と おどろき、 5^ の.^ 紫 は 匂 

初て まだき に 秋 を 惜み月 をむ かへ て懷 をのべ 岡 部の 森の 色 かへ ず、 濱 松が 枝に 鶴 遊ぶ と 云 事 を そよ みける。 

翁な くな リて 十餘七 年に なん 成た る、 其 始を思 へ ば わが 山 下の 祖父なん 彼 岡 部の 宿の 前 わたり-年毎に 問た う 

びた るよ し 有て、 眞 龍等此 翁に なつき を 進ら せた リ、 さる はまた 三十 歲 にもみ たな ふ 時 翁 は 七， r の雞 にも 餘 

れリ けリ。 いと 上つ 代の 道 しるべと 石 上 ふるの 中道 再 わけ 大岐曾 山の 岩が ね ふみなら-して 馬の つめ 筑 紫の 埯 
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も 通 はぬ 隈 なんな き 導 を そし 給 ヘリけ る。 かくて 山の 井の 絕 せぬ 齡と賀 しも、 飛鳥 川の 常なら では かなく 過 

にし 年 積り 力れば 今 は 雲居の 雁の 鳴ね を 乞む.， かし を 忍ぶ 月影に おむかし き 人々 此山 に來 て 歌お も ひ 打に 

よべば、 尾 上の 松の， 諷 あへ 谷の 下水と どと して、 やま 彥も 答つつ 夜 は 更にた る はや。 

眞  龍 

眞淵翁 自筆 「八月 云々」 に 添へ たる 詞 

賀茂 大人の 雁 鳴ての 月の 歌 かかせ 賜 へる こ. の ひとひらよ、 內山 老翁の もた る を 石；^ - 翁に 讓ら. ひたりし にさ 

るべ きょし 有て なむ 横 田の 家の い へ たからと は 成に た， りけ る" そ も，/ \- この 大人 いと もた ふとき 古 ご と^を 

おこし 賜 ひて 天の したに あまねく ひろ ごれ る 御 功 はさら にて 歌よ む わざ、 もの かく 手 さ へ よに 額な くお はせ 

る を こ はこと に めでたく さやけ かれば 御名 はものし 賜 は ざ めれ ど 誰し かも 見 まが へ なむ か へ す- f も 

縣 居の いにしへ こそ は あ ふが るれ そのよの H を 見る ここちして 

ブ  6? 

〇 右檀 紙に 認む d 

註、 右の 文中、 內山 老翁と は 方 朗の師 內山眞 龍 翁の こと、 石 塚 翁と は 石 塚 龍 麿の ことで、 具 龍の e: 人方朗 

と共に 鈴 門に も 入った 人で ある。 横 田の 家と は 今の 遠 江 濱松巿 の 北 二 里ば か^の 小 野 口村 內野 にある 极 

田家の ことで、 名門と して 地方に 響いた 家で ある。 

^  L  fe^^-^,^^,^.^  il; 名 li^a に濱松 巿史に 依リ、 更に 森 家に 現 蔵せ る 原本に 依りて 改む。 

ノ  ：  ^ .V.  i  . § 假名香は^茂翁家^^-に依气 而 して- 漢字の 銜點 中」 の 如き は 假名 香に は 無き 所で ある。 
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5S〉 ま雜 H 鍵 1 議 cgftftl き き f 

i ひ， てお：； rsrFiy.!: 巧^ s:r き、 す r£;f 道, 也。 又-多能き 伎-、 
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(十) いぬ ゐの城 云々 の 短歌 外 

1 いぬ ゐの城 をせ めさせ 給 はんず るに、 山 ふかく 守りて あれば、 たは やすから す、 そのと ころの こ 

ころし リぬ べし。 ひそかに、 見て まいれと 仰 ごとた. ま はリて 行と き、 めに よみて あたへ て， たち 行 

ける 歌 

もののふ は 太 山の 雉の ひ たづ かひ かへ らん ものと おも ひや はする 

こ は 遠つ 祖、 次 郞左衞 門 尉の よみ 給へ ると いひ 傳 へて 侍る を、 いとき なき ほどに、 を ぢの壽 林の かた リ 

つる を、 おぼえ をリて 書て 贈リ ぬ。 その 家に こそ 有べ けれと てなん。 

賀 茂 眞 淵 

〇 右眞 淵の 眞蹟懷 紙 一 軸、 讓 翁の 息哲氏 所藏、 壽 林と ある は 翁の 叔父で、 岡 部 家より 入りて、 濱松 在三岛 

村 土 屋氏を 嗣げる 人で ある。 犬 居城 攻は 家康が 攻めし ときの ことで、 その 祖政定 はこれ に從 軍した と 見 

える。 

2 詠 薄暮 千鳥 和歌  賀 茂 眞 淵 

志 保 具 母 里、 以里 延農久 禮爾、 奈 句古惠 遠、 枳久波 智耐利 乃、 美 良久 須句 奈枳 

〇 右一 首、 翁 眞廣懷 紙、 岡 部 哲氏藏 

3 宇 梅の 花 を をり てた まはリ ける に  まぶち 

われの みやた もと ふれ まじう ぐ ひすの ふるすし もよ 風 はつげ なん 


こず ゑみな 花や^ぬ とこと と へば かたへ の 入 も わかず ぞ有 ける 

〇 右二 首， 絹本 悽紙 大、 翁の 眞蹟 と傳 ふ。 濱 松巿、 內田六 郞氏藏 

4 八月 七日 兼題 五 首  賀茂政 信 (眞 淵の 父) 

春風 解氷 

ながれ 出ぬ 里の 小川 も 氷と く 初春 風 を 水上に して 

. 夜 窓 橘 

夢 さめて 昔覺 ゆる 手枕に あやしく 句 ふ 風の たち 花 

萩 風  ， 

庭の 面に あと こそ 見えぬ 荻の はの そよ ぐ や 秋の 風の かよ ひ路 

山家 冬 

かれ 立る 木々 に まじりて 秋の 色の 殘るも 淋しの きの 山 柿 

寄鳥戀 

は ざ W 

たに 間中に もつ づき 山鳥の 尾 上 懸だ つる 身 をい かに せん 

八月 十五夜く もリ ければ 

あやにく の 世のう き 雲 や こよ ひし も 名に 言 月の かげ へ だつ らん 

(註) 右美 濃 紙一枚 を横析 にして、 各 三 首宛認 む、 小 笠 郡 佐 束 村 尾澤只 一氏の 藏、 政 信と は眞 淵の 宵 父 {ル 
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信の ことで あると 云 ふ。 岡部讓 翁の 鑑定書 翰 を 併せて 一 軸と して ある。 翁の 宵 父の 肇蹬 は赏に 珍と すべ 

きで ある。  . 

(十一) 伊勢 大和 山城 紀行 (原本に はこの 名 あらず) 

神風の 伊勢のお ほかみ 靑丹 よしなら の 春 日の みやし ろ をお ろが み 奉らば やとて、 お ほけ なく も彌 生の はじ 

めつ かた 旅 だち 侍る。 朝 霜のお き 出つつ 行に、 蕃 風い とさえ かへ りて 松の ひびきた かう 問えければ 

たびの 空 われ ことなく やか へる さ を まつ の 春風 ふきおく るら む 

柴 もとと いふ 所に て 

しば もとの しばふの 小 野の かき わらび をりつつ 旅の 手す ざび にせん 

山路 こえつつ 三 河の 國、 鳳來 寺に まう ず、 まさか やまに して、 いとた かう ぞ のぼりぬ。 人/ \ 古 鄕 のかた を 

のぞむ に 霞 こめた リ ければ 

古 鄕をか へ り 見 すれば こころなく 春の 霞の 山 か くす かも 

瀧 川 を 小ぶ ねに てわたる、 此 河の 水上 や-いづこなる ぞと， 渡し守に とひければ、 山- のか ひより 落るなら 

む、 いづこと もしらず とこと ふに 

水上 は いづ こな るら むしらな みの いは もと どろに 落る たき 川 

矢 はぎの 橋 を 見れば 鳴 神の 音に 聞し ょリ も、 いとなが うかけ 渡しけ るかな と、 め も おどろかれて 

三 河なる 矢 はぎの 橋の 夕 かけて 旅 ゆく 人の 袖 か すむな リ 


尾 張路を ゆく、 朝た、 いと. /\. さえ か ヘリて， うち 見れば 山に 雪い としろし。 あれ ぞいぶ き 山なる とい ふに 

寒 か へ る 朝け に 見れば 近 江なる いぶきの 山 は ゆきふり にけ リ 

いせの 二見の 浦に て、 三 河の 國を みて 

明 わたる ふたみの 浦 を 朝 ゆけば いらこが さきに かすみた つ 見 ゆ 

初瀨 にや どリ ける が、 いへ とじの いとこ ころ 有人に て 年月 むつまじ きものの、 程へ てまで 來 たる ことお ふな 

くい ひ 物し ければ、 花ぞ むかしの などお も ひ 出て、 

山 管の ね もころ./ \ に初瀨 女のと ふに つけて ぞ むかしお も ほ ゆ 

三輪に ゆく 道に て 

暴 

春霞た ちかくす とも 見 輪の 山 あれ や たづね む 立 かくすと も 

三 山に かすみの たつをみ て、 此山 はむかし あらそ ひしな どい ひける が、 今 はかす みの 懸 たても なく 立 わた 

るに 

かぐ 山の かすみ うららに うねび 山み みなし 山に 立つ づきけ リ 

飛鳥の 御 神に まう で， て， 里人に お ほ宮の 跡、 古へ ょリ 名高 かう、 聞 ゆる 所/ \を尋 ぬるに、 ここよ とい ふ も 

有- かしこよ とい ふ も 有て、 さだか ならず、 飛鳥の 井な どい ふ も、 いささか ふリ たる さまに も あらで、 今 名 

付ケ つる 物な どの 様に おも はるる も  . 

さだかなる 道に もさ そへ 飛鳥 風 旅行 そで をい たづら に ふく 
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吉 野の花 をみ て 

よしの 山の ぼリて 見れば こしかた も 分 ゆくさき も 花の かげ かな 

住 江に て おぼえす 汐干を 見て、 

あられ ふる 遠津ぁ ふみ ゆ 住の 江の 汐干 見む と はお も ひかけ き や 

石 上に て 

石 上 ふるき 都の 跡 みれば しづの あら をが 粟 まきに けり 

ふるのみ やしろ を 

石 上 ふるのみ 代よ" いは ひこし ふるの 社 は 神 さ びに けリ 

ならの 春 日 野 わたり を ゆく に、 雨 ゃふリ こむ とて • 友 だち のい そぐ を 

玉 ぼ この 道ない そぎ そ 雨 ふらば 三 笠の 山に あまつつ 見せむ 

夕 ぐれよ ケ雨 いたう ふリて やまず、 い たづら に 二日ば かリ やど リて 明日 あした 出立と て 

なつかしき 宮 こそ あらめ 春 日 野の 雨に さは リてニ 夜ね にけ り 

宇治に て は、 うき 舟のう き 物が たりな どもお も ひいでつつ、 と はま ほじき 所/ \ もさ はなれ ど、 M 人の よく 

も をし へざリ けリ。 川 つらなる み 寺の 門の 前なる. W ぶき を 見て 

河 つらに さける を みれば ここ をし も 山吹の 瀨と いふに や 有らむ 、 

山吹の 花の み 見て や 行 過ん とふと もい はぬ いろに に ほ へ ば 


京に は 七日 八日ば かり もや どリ て、 ここ かしこ 見る ほどに、 西 山、 柬 山の 花 も 時 過 侍れ ど 梢/ \に いささか 

に ほひの こる ぁリ ければ 

散の こる はなに はか リて おも ふかな 都の ひとの 春の かざし を 

からさき にて 

神 さぶ る 松の みどリ のから さきに さきく 久しき 松の み どリの 

近江路 やひら の 高 根の 雪 消て ふもとに 夏の 靑ば 見る かな  • 

石山に やどりぬ、 なつの 夜の 月影い ひしら. ずして、 旅のう きこと も わすら へて なむ 

石山 やに ほて ふ 月に まひ はせん こよ ひの かげよ いらず しもが な 

夜 深く すリは リ峠を 過る に 郭公 をき きて 

うちし のびたれ に 近 江の 海 こえて 夜半に とふら む 山 ほととぎす 

布 破の 關屋て ふ 所 を 人の をし へ ける に、 何々 の關も ゆるしなければ をみ なの こえが たき 御 さだめな りければ 

名のみ さへ かしこ か" けリ ここ をし も ふ はの せき やと ひと のい ふか も 

さきに 聞え つる こと、 いまだ ことが き は、 かリ そめの ままな リ。 歌は是 にて、 さ だむべく おも ひ 侍る 也， こ 

とがき ともに よくと との ひて 後、 かき. てま ゐる ベく 思 給へ 侍れ ど、 只 何となく ことの 繁 くて、 こころよせ^ 

るいと まなく なん。 おそな はリ ければ、 もしち かき ほどに 大和へ も おもむき 給 ふらむ やな ど、 うしろめ たく 

て、 歌ば かリ もとて かきて まゐる 也。 
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〇 右に 就き 岡部讓 翁の 鑑定書、 

こ はわが 縣居 翁の 若 かり-し ほどの 筆の 蹟 なること 疑な く、 しかい ふゆ ゑ は 家に 藏 たる 享保五 年の 筆の あと 

と較れ ば、 ややす すみた る さまに 見え、 同 十 年に は 梅 谷 家の 養子と なリ つれば、 さる 暇 あるべく も あら 

ず、 その 中間. 同 七 年より 九 年に いたる ほど、 濱 松に ありし 歌 會の歌 ども しるせる 害 あり、 之 を閱す るに 

その 頃 翁の 名 政 藤と いへ るが、 同 八 年の 三月の みかけたり-" そ はこの 旅行した まひし によりて なるべし。 

されば 翁の 歲ニ 十七に まし まし」 をり の ものと、 思 ひ 定めつ るな リ。 今囘長 谷川ぬ しの 此卷 を鑑 さだめて 

よと あるに 思 ふよし を かくな む。 

大正 十三 年 十 一 月ば かリ 

宗族の 子孫 岡 部 讓魏 で識す 

〇 右に 就き、 更に 一言すべき は、 眞 淵の 署名 もな く、 殆ど その 筆蹟に 依る 鑑定の 事で ある。 外證 として 艰 

げられ たる こと を 以て はに はかに 斷 ず-べき にも あらず C 眞淵 二十 七歲と い へ ば まだ 家に 在る の 頃に して 

京邊 にさして 行 交 ひたる とも 思 はれない、 而 るに、 初瀨に 宿れる 所に 「いへ とじの いとこ ころ 有人に て 

年月 むつまじ きものの、 程へ てまで 來 たる ことお ふなく いひ 物し ければ」 と ある。 之 は 初 瀨へは 度々 訪 

れ しことの ある 證 とすべき もの、 且つ は 「年月 むつまじ きものの」 と あるから、 長年の 友で あらう。 異、 淵 

が 京に 出で たる は享保 十八 年 三十 七 歳の 時で ある。 是 より 以後なら ば 京 近き 初瀨 あたりに は 通 ひし こと も 

あつたで あらう と 思 はれる。 もし 讓 翁の 眼識に 依り、 その 筆者が 眞 淵に 間違 無くば、 この 上京 以後、 時々 


故鄕 にも 行かよ ひて 居った ので あるから. その 頃の もので あらう か、 或はな ほ 後れて、 出府 後の もので あ 

らう か。 兎に角 後考を 待つべき ものであると 思 ふ。 

なほ 附言すべき は濱 松に 於け る當 時の 和歌 會の留 書の、 この 讓 翁の 云 はれる 享保八 年頃の 歌 を 見る に、 

この 紀行の 歌の 方が 餘程 優れて ゐる やうに 思 はれる" また 前記 留 書に は 萬 葉 調の 歌 は 見 常らない のに、 こ 

れには 

明 わたる ふたみの 浦 を 朝 ゆけば いらこが 崎に かすみた つ 見 ゆ 

かぐ 山の かすみ うららに うねび 山み みなし 山に 立つ づきけ リ 

神 さぶ る 松の みどリ のから さきに さきく 久しき 松の みどり， の 

の 如き 老熟な 手 振が ぁリ、 外に も. 確かに 萬 葉の 影響 を 受けて ゐ ると 思 はれ 歌が 見られる， - また、 その 甞體 

に 於ても 進んで， ゐ ると 讓翁も 云 はれて ゐる、 旁 々考慮 を 要する。 

三 詩 文 

(一) 詩 稿 

〔一〕 維 陽 詩 草殘篇 淸 水濱臣 の書拔 ける もの、 泊 活筆話 

七夕 詞 

七：： 七日 早凉生 井 欄 風 度 碧桐輕 美人 此 夜長 門 殿 深 望 女 牛 不耐情 

中 秋 
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平分 九 秋色。 桂月 最其 淸。 賞識 幾千 里。 價淪 十五 城。 天 高風 氣爽。 野 廣露華 明" 登 望南樓 外。 紛々 旅鹏鳴 ^ 

秋閨怨 

關山秋 月色。 愁望 懷-ー 阿郎- -。 明月 郞何 憶， 閎中觸 夜 霜。 

〔二〕 柳園雜 記に ある もの、 石 川 依 平採錄 

蒙 庵 先生 及 諸子 游江氏 園 題 諸 物 

池， 上 春風 樹色 濃。 削 成 坐對小 芙蓉。 縣泉巖 下沙如 雪。 雲 雨 洲前松 似 寵。」 假山 狀蓬峯 

孤松 偃 蓋蔽雲 根。 鹿 尾 垂-々 見 石 門。 須有 羽衣 神 女 至。 借 登 大美洗 頭 盆。」 連 假山下 在 松 云 羽衣 

池 頭 烟嶼對 春風。 喚下淸 嶼上 楓。 水 若 銀盤 樹如 玉。 幾 疊朱翠 見 盤 中。」 池 嶼楓樹 

芙蓉 波拍 夜光 寒。 醉舞 高堂 罄合 歡。 莫道深 杯 金 谷 罰" 不 方本奈 作詩 難。」 芙蓉 大杯 

甲 寅 春 三月 淞城賀 眞淵稿 

干支に 據れ ば享保 十九 年な り (M 於 S 鼓 都市) 

甘 園 林 塵 跡 返- 池亭 四璧 烟霞。 板 竿 明月 比楓 岸" 置 酒 芳春坐 ilB 花。 杜裏 逢迎足 雜黎。 世間 富食掉 巾紗" 

惟 幽趣 滅叢 桂。 此處還 堪弄物 華 

又 

愛子 穩栖處 ^ 逢 迎却不 疎。 文辭看 漢體。 朴俗想 周餘。 抱 甕 園 堪殖" 對尊 明自舒 •〕 春 林 迷 徑路。 宛 似 武陵居 

又 


林亭 坐思武 陵津。 满樹彩 霞 春水濱 U 世事 悠々 移 不偷〕 問 君 幾载去 京秦。 

茂 陵 賀茂眞 淵 (以上 柳園雜 記) 

〔三〕 眞踵 軸物 

蘭喁 (木 村 倔濱松 人) 有 頭 瘍時余 亦 謝 病 維 村爲寄 

園 林遲日 百花 叢。 春 半 憐君有 病中 「• 莫道城 頭 疎 問 慰。 陸 沈 我 本 避 華聰， (栗 田眞 幸藏) 

〔四〕 大西家 日 次 案 記よ リ、 卽ち賀 茂異淵 翁傳新 資料に ある もの、 

(享保 二十 年) 六月 朔己已 暗 

一、 昨日 遠州濱 旅客. 岡部與 一と 申 仁、 願入來 候處、 予不， 能，， 在宅： 故賦， ^ 詩 贈 賜、 其詞 云、 

訪， 竹林 主人，、 不， 遇 賦以以 奉，； Is 

都 南 勝景 幾 盤根  花 竹 向， 君 金 谷，^ 看ル 

主 買，， 娉 ig-- 何 處去  從來十 萬 有，， 琅 轩- 眞 淵拜草 

岡 部 生 見， 惠 M 訪， 予不， 遇 作 1、 仍以 M 和歌-謝 呈焉、 (云々)、 正 五位 下、 秦 親盛拜 

言 の 葉の 光と を 見む 窓の 竹の 綠色 そふ 露の 白玉  - 

(三) 漢文 讃 

野 見 宿 禰畫讃 一 幅 伯爵 德川達 孝 氏所藏 

(讃) 垂仁 天皇 二十 八 年 俊彥 命薨、 聚 近習 爲殉、 天皇 聞而惻 之、 詔 群 卿 曰、 生 ^所 愛死而 爲殉、 亦慘 乎- 
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雖古之 遺風、 曷可遵 用， 自今 議止 之， 三十 二 年， 皇后 日 葉酸 嫒崩、 又 詔 群 卿 曰、 殉死 之 俗 前 知 其不， ？， 今此 

葬爲之 如何、 野 見宿禰 奏請 以土物 代 之、 天皇 嘉- 之.、 且爲永 制、 以野見 宿禰任 土師部 職， 

按、 用人 送 死. • 吾國 上古 所 無、 所謂 古 之 遺風 者， 蓋 指 外 國而言 耳、 天：. 皇深知 其非禮 也， 則 令 群 卿 之、 而 

無 有 一人 答 犁_ 旨 者、 唯 野 見 宿 禰土物 以代之 * 能 合 仁政 永 施 子 後世、 宜乎 天皇 嘉之 也、 孔子 曰、 塗 車^ 靈自 

古 有 之， 明 器 之 道 也， 又曰爲 凝 靈者、 善 爲俑者 不仁、 土 物 則 塗 車 凝 靈之意 • 孔子 復起、 亦. 必稱之 善哉、 (國 

學院雜 誌よ リ轉 載) 

粟田 異人 畫讚  伯爵 德川達 孝 氏 所蔵 

(讃) 大寶 元年、 使 守 民 部尙書 直大貳 粟田 朝臣 眞人、 聘于 唐、 其國人 曰、 函閉海 東有大 倭國、 謂 之 君子 國、 

人民 豊樂、 禮義敦 行， 今 睹使人 儀容 整 正、 國稱 君子、 豈 不信 乎、 唐 書 曰、 眞人 冠進德 冠、 項 有 華 麕四披 • 紫 

袍 錦帶、 好 學能屬 文、 進 止 有容、 武后宴 之麟德 殿、 授司膳 卿 還 之、 

進 德冠唐 太宗所 造、 眞人所 冠、 則 吾大 化 中 所 制 之大錦 冠、 而 所謂 十三 階 之 一也， 今 稱之進 德冠若 蓋 以其形 

狀 相似 也 夫、 先 是使於 唐 多矣， 然未嘗 見 爲彼所 賛美 如此、 其 盛蓋眞 人篤學 于內、 而 專對于 外、 共 服飾 容貌 

必過人 者、 故 唐 待 之殊篤 • 史臣亦 具 戴 諸方 策 耳、 使國 光耀于 異邦、 其 功 豈不爲 偉 哉， (國學院雜：！^^ょり-轉 

載) 

(註) 眞 淵の 漢文 書の 讃は 珍ら しいから、 こ. - に採錄 する、 J 

四喜簡 


(一) 柳 瀨方塾 宛 元 文 四 年 九月 二十 六日 (力., 

^^h.-f^-iil  is 廻き 一 盆 被，， 贈 K5,ff 仕 

御 傳書囊 .1。  ？ 1.1 近來、 不意 御 i 御禮ヌ 得.， 御意， 候 條不. 

九月 二十 六日 

先お 御前 御 堅固 被 成 御座、 奉祝 候、 小 子 無事 逗留 仕 候、 御袋 檨へ久 々、下 得： 

々被.： 仰 上 「 可， 被， 下宾  ： 


，候、 御床 敷奉存 候、 能 

岡 部 三 四 


柳瀨勘 右衛門 樣 

右、 濱松巿 三組 町、 小 栗慶次 郞氏藏 

1 讓薩 「この I の 九月 二十 六 曰 は 元 文 四 年 f べし。 這：？ の 文面に 據れば 柳 戶在 おの 時と 

知 意る f  。 柳 瀬 氏の 江戶 移住 は 元 文 四 差 (碑銘) にして、 翌元文 五 年 五月 十七 曰に は旣 に^ 故 せら 

Hi 眞淵は 元 文 二 年に 出府した る ものの 如く ば、 無應留 といへ る 意べ し。 柳賴氏 母堂 

1. の 扇に 據れば I を知榮 とい ひ、 寶永四 年 四月 十七 曰 夜と あれ I 住すべく も あらず。 量 J 

て扁に ||る 人 にや やらむ。 御內方 I 塾の 营っ女 f  。 勘 右衛門 は 逢 勘 i 『と 一 ^ 

ひ」 直の if  。 されば この 雾は 物故の 前年 なれば、 終生の 親友 まし を 知る こ 足れり。；； (7 き) 
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<-ln4,#、.ilif=.fei&SHJ.fgl 齊暦 十三 年 四 弓- 朔 日付 

(一) ハー l.>!i.f: 名ォ， S 穗 pi 釘 濱松市 在 德原村 25 郡、 藤 W 權十耶 氏 蔵 

, 朝鮮人へ 御馳走の 事 先日 京 極 殿に 而承候 間 早速 旁 承 合 候 所-一 鞍 皆 具 之 方 之事ハ いまだ 仰 出 無 之 候、 道中 

江 尻より. 東 宿へ 大名 八 頭 か 被 仰 出 候 京 極 殿 、ノ 原 宿 かよし 原 か 之 休 所 -1 馳走に 當候 これら も 用 一 1 候 はば 追而 

t. 付 もら ひ：？ 遣 候 鞍 皆 具 之 事 松 平 能 登 守 殿 留主居 か， リ役 一 1 大原四 郞兵衞 と 云 パ 我等 門弟 -1 而書會 にも 折 ふ 

し 出 候 事故 先日 賴置 候て 頃日 御馳走の 方 承 候 故 早々 尋遣 候へ 共い まだ 其 外の 事 之 仰 無 之 由 申 候 得 ハ 如才 ハ 

無 之 候 間 知 候 はば 早々 可 申 遣！^ 

二  D 

、 御殿 出來 まで は 四ッ谷 大木 戶 一一 御 やしき 有 之 それに かり 殿 共 多く 立 候而皆 i 爲入候 ここより ハ 二 里 有 之 

處を平 三 郞每日 通 候へ バ さて/ \  (數字 不明)、 尤も 首尾よく 勤 候而悅 候、 われら 無事に 候 常年ハ 近年より 

足 も 丈夫 二 成 申、 一 日の 不快 も 無 之 疾も不 發御悅 可成 候 併し 御兩も 多く 門弟の 方 もい そがし く， H 分の-ま： 候 

著述 もいた し 日夜 無 寸暇 候 段々 害 候 もの 出 判いた し 歡可申 候 老年 故 心い そぎ 申 候 事の み 也、 《£ 年 出府 一一 候 

はば 爲見可 申 候 萬 事 あとより 可 申 候 

四月 朔日 

市 左 衞門殿  衞士 

註、 

(一) 「朝鮮人へ 御馳走の 事」、 これ は、 眞 淵の 息 巿左衞 門 は演松 本陣の 主人で あるから、 朝鮮の 幕府への 使 

者の 宿泊の 時の 馳走 等の ことに 就き 問 合 はせ、 眞淵 がその 返事 をした ものである。 


さて、 この 朝鮮人 使節 は寳暦 十一 年 九 代 家 重 將軍薨 じて、 同 十三 年に 弔 喪 使が 来朝し、 翌明和 元年 二 

月に 新將 軍が 使節 を 引見して ゐ る- 寶曆 十三 年 正月 十七 日の 巿左衞 門 宛の 狀に 「朝鮮人 は^ 承に、 來年 

と 申 事 也 J 舊 冬の 仰 出に 御 鹿 候、 先年 來朝之 通に 諸事 之 仰 付 候 由 左 候 はば 馬 繼等も 相違 有 之 まじく と存 

候」 と あるから、 是 よ.：^ 後の 害 翰で、 先づ この 年の ものと 見るべき である 而 して、 翌明和 元. 年 六月 レ 

七日の 同人 宛の 狀には 「貴殿 朝鮮人に 少々 得物 有 之 借金な しに 被 成 候 由、 當時 にて 借金 無 之と 申 は 能事 

也。」 と ある。 卽ち眞 滋は豫 てから 使節の 宿 をし、 その 接待 は 何う しょう 杯と 關心を 持ち、 それ を眞 淵が 

官邊 との 知合 を 倖と して 內 偵して 通知した ものであるが、 その 結果が 幾分の 利得が あつたの である。 

(二) 「御殿 出來 まで は.. r 之 は 寶歷十 年の 大火に よって 田 安殿の 御殿 も燒 けた もので * それで ral ッハ， ^大木 

に 假殿を 作って ゐ たので ある。 

(三) 「平 三郞」 とは眞 淵が 江 a の 家に 迎 へた 養子、 部 尾 住から 召 出された の は 寶曆十 年 三 H 十六 n であつ 

た" 以來引 繽き田 安家に 奉仕して ゐ るので ある。 依って、 此狀は それよ リ 後と 云 ふこと になる。 

(三) 村 田 橋彥宛 明 和 二 年 三月 十日 付  . 

最前 御し めしに 御 平安 を 承、 悅ぬ。 ここにさせる 事 も 侍らで なん， さる は契冲 名所 後與 他人の 本 御 かリ逍 

被 下、 尸 ゎー覽 いたし 候、 是は 餘リ雜 博-一而 無益の 事 も又ハ 有用 も、 或は 非 或は 是、 さま/ \ なれ ど、 たま 

たま は 助る 事の 侍れば うつしお かせ 候 はん を、 此 をり 物 かく 人 も 侍らず、 又い そぎ かへ せとの 事故、 此度 

山 田の 畑 井 理兵衞 とい ふ 人、 歸ル 便リ先 返し 遣 候、 此人 われら 弟子に 候 ま， 1 御談 ゆて、 此人 うつし 候 様に 

第 七 章 著作  七 七 一 


第一 ll 編 思想 及び 研究  七 七 二 

もな され 候へば、 そのの ち此 かたへ は此 人より-下 候らん 也〕 さて 伊勢の 舊 記の 事、 くさ/ \ ね もころ に考 

給へ る 事、 御し めし 忝う 候、 はたよ こ 山 はかの 八 太ノ里 あた リ ならん との 事、 いか 様、 輕 皇子 宿 安騎 野 云 

々の 時初瀨 越し 給 ふる 事、 歌に 見 ゆれば、 藤原宮 所よ" 便リ有 道と 見え、 聞傳 ふるに 女坂、 墨 坂な ど はさ 

かしく 侍れば、 十巿 皇女 も初瀨 越に こそ 有け め、 さらば かの 八 太の ほとり. の-岩 ほなる べし。 旦鈴鹿 邊にゅ 

つ はの 村て ふ 有と て、 心 引 給 ふはい ふに たらず、 後の 好事の いへ る 事を傳 へて 今 は 村 名と さへ 成 候 事、 國 

々郡々 にいと 多し。 さる 事 は惣て とらぬ 事 也〕 山邊 御井 も 鈴 鹿な らんとの 事、 是又萬 葉 十三の 長歌 をい か 

に 見 給 ふや。 神宮に 巫子 仕 奉る 官人 をよ める さまに あらず、 齋宫、 離宮に 仕る 男官 女官の 事 をい ふ 也。 ^ 

鹿邊に 大神宮 先 鎮め 奉る 事 有と も、 いと 上古の 事に て、 京よ リ させる 官人 のいた リて つどへ る 事 有べ う も 

あらず、 又 上古の 事 をよ める 歌に あらず、 其 歌 をよ く 見て、 私 を わすれて 後に 事 を 定め 給 へ かし。 うる 

、\、ノ、\-、>、>、-、1£、、、-、、\、、、、、  、、、、、、  ^、、、、、 、、、、、、、、、、、、、 

し に 力 はわ 力ち 難き くせのお はする やう 也。 古學 する に は 古書 を 守りて、 その 中に たま./, \- 後の 事 を も 

、屯 を やりてと る 事に ぞ ある。 後の 好事の せし 事 をよ く 見 わかつ ちからなくて は い つまで も 事 はきる ベから 

ず、 こ はい ひ 過い ぬれ ど 老の心 短 かさ を ゆるし 給へ。 其 外は猶 おひて 申 侍らん- 先此 便に 先の いやながら 

申 也。 くまの」 かた 給へ る、 さの の わた リ などの 樣 見え 申て、 悅侍リ 、旦此 畑 井 はい まだよ くは學 ばね ど、 

心 ざし 有人 也" 御 かた リ 給へ かしと * 覺ぇ 侍りて なん。 又 文た まへ るいと こそ \1 ^なけれ。 そのこた へしべ 

きを、 いとくい そがし き 春に て、 え *: あへ ねば 外の 御 こたへの み 也- 萬 葉、 一 ニー、ー1^|?-^<^かま^でで、 

いかで 木に え" なんとて なん。 - 


三月 十日  まぶち 

橋彥 ぬし 

冠 辭考は 村 田春鄕 より- 此 ほどまい リ しとて、 かま くら 殿の 集の 事も此 人へ いふべ し。 おのれが 本 にても か 

し 候らん を 一 の卷 失と て、 ふやう に 成ぬ。 はる 鄉ょリ まいらせ 候樣 にすべし。 猶殘れ る こと は 多 かれ ど、 

此度 はえなん いひ あへ ず。 いかで 下 リ給ふ 事 は 有 まじき にや、 この 人々 と 論じ 給て ちらけ 事 多から- ん也。 

(註 )〇 右三 重縣 白子 町 坂 倉廣生 氏藏、 昭和 十一 年 七月 寫す。 小山 正 

〇 萬 葉考の  一 二三の 淸 書の 終れる は 明 和 二 年で ある。 

〇 これに 依る とこれ 以前 旣に眞 淵と 交 涉がぁ 力、 交通 をして 居った こと も 明かで ぁリ、 「いかで 下り， 給 ふ 事 は 

有 まじき にや」 の 如き、 漆 膠の 區 別で- きめつける あた リの文 言 は眞 淵が よく 門人への 便りに 耆添 へた 文句 

であ リ、 また. 祝詞 考ゃ應 要 稿 等 も借寫 して ゐる 所を觀 るに、 橋彥も 門人であった こと は 明かで ある。 宛名 も 

月日 も 不明の 眞 淵の 赘狀 に、 山邊の 御井の こと や 五十鈴の 原の こと を 質問した ことが 記して あるが、 その 文 

末に 「最前より 伊勢 人に 問し に、 右の 事 ども 慰て 萬 葉 を 心得ぬ 人た ち 故に、 たが ひど も 多 かり-し 也ビと ある 

は 是の書 狀と關 係の ある もので あらう。 

(四) 三 河 國鈴木 梁滿宛 辦。 f 廿人日 甘、 ？ 三尺 計り、  . 

とし 立 ことほぎ- いづこ も ひとしき 君が代 こそうれ しけれ。 安らけ く 春 をむ かへ 給 ひぬ る を 御し めし こ 承 

リ悅 ぬ。 ここに もこと も 侍らで なん。 さる はいに し、 4 ゅ菅原 信 幸の 傳 へに よりて、 御 ふみ 賜 ひ 名と ころの こ 
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， , (力) 

の わた 一 をけ 賜せ るいと 悅び 侍り-。 又 こたび うけ ひふみお こせ 給 ふしる しとて， 御 示 御 こがね もも もらお く 

りたぶ ぞ、 萬 代と いは ひ を さめ 侍りぬ" さる は 今まで 日本 紀 など 學び給 ひし を こぞより 歌 をよ みなら ひ：^ と 

の 事 承りぬ。 さる かたの 家に は 神代の 事 守し なれば いふべ くもなし。 又 歌て ふ 物 は 心なぐ さな どの 如 思 ふ 人 

侍れ ど、 しからず。 凡 今 京 こなた 古の 事 は 失れ て、 人 皆から ぶみ にな づ めり-。 その 中に 歌 をば いと 好みよ み 

ぬめ リ。 古への 心は漸 にう せ ゆけ ど猶 歌に のみ 殘らず も あらず。 され ど 今 京 こなたに は設 てよ めば 赏の事 を 

よめる 歌な し。 ならの {呂 ゆいに しへ 人 は 題な ど設 てよ む事ハ せず。 その 時に あらん 心 を ただちに いひ 出づる 

も、 又 後に はくさん \ と 巧む をむ かし (は) 心に 巧む 事 はなし。 言に のみ 巧み を もな しつ。 仍て 古歌 は 言 を 解 

れば、 心は卽 明か 也〕 此 明らかに 直き 心 を 萬 葉の 四千 餘の 歌に て 知、 又 言 は 末々 轉々 せる を、 古へ まだ さ 

のみ 轉ぜぬ ほどの 歌に て 心得る 時 は 其 言 正し。 凡 古史な ど は 萬づの 本と すれ ど、 言 は 江 家 管 家の人な ど 後に 

後に く はへ て. 古への 訓ハ ただ 三が 一の み 有と 見 ゆ。 その 新 古 を 定めん は 何に かよらん。 只此 古歌の こと ぞ 

と  かく  パ. f'  y 

のみ 也" 又紀 など は 左に も 右に もよ まるる 所有 ど、 歌 は いささか 違 ひても 一首の 意 をな さ ざれば 是を ふかく 

心得 定 むる 時 こそ 古言 はしら るれ。 故に わがみ かどの 學は 歌より 先と すべき 物な き 也。 よく 此意を ひ 給 

へ、 かくは あれ ど 後の 歌 は その 意 も 言 もい にしへ と 違 ふ 事 多し。 故に 萬 葉 を、 も はらと 見 給へ、 又 古 今^は 

いにしへ ならず といへ ども、 猶 古の 殘らず も あらず。 今の 人た だ もに 萬 葉に のぼ.^ かたければ. しばらくせ 

今 集 を はじ. S とすべし。 それより 下なる は、 先 はめ も ふれず 有なん。 みづ からよ む も、 先古 今 典の すがた 心 

を、 いとして 又 それより 下ら じの 心 をた てて よみ、 それにて 萬 葉に 入ぞ よき。 其 古今 奥の みに て は、 ことたら 


はねば、 古. 4 「六 帖を見 給へ、 又い せ 物語、 土 佐 日記な どもよ し" 物語ぶ みはたと ひ 源氏物語な どはいと 後な 

れ ども 旦 助く る こと 有 也- すべても 其 比までの 物 は 助け も 有め リ、" それよ リ 後の 歌 又は 後人の 眷し 古. ^「註な 

ど を 見る はわろ し。 「古今 註 は 餘材抄 はな かばば かりよ し、 他 は 皆 わろ し。」 見れば 下へ 引く ださる る 也。 いか 

で 人の 世 をの ぼリ つくして 神代の 道 をもう かが はんと こそせ め。 末の 代の もの を、 見る 時 は 中頃に 有心 を 末 

へ ひきく だす 也. - 必 いみ 給へ つ- むかしお のれ は 或 ものに 書し に 野への 高 茸、 岡べ の 小 草に 及ばず、 まことに 

及ばざる にあらず。 言と ころの ひくければ 也と いひし は その 學の言 所 低ければ 高く と 思 へ ど， 高き に 及 は ざ 

る 物 也。 より， て 本 言 を 高き 世よ リ 始めて. 猶高 くと 心得 給 ふべき 也" 凡學の 意し かり.。 それが 中に 人て ふ 人 

一一 

は 大きなる を 好め ど、 終 大きなる 事 を 得る 人な し。 そ は 心の み 大き を 好みて なすこと のく はしからず、 高く 

大き 成に 登る 道 を しら ざれば 也。 その 道梯を 知て まど はされ ずの ぼらば、 誰かの ぼり 得 ざらん、 此間 をつ と 

め 給へ、 又 聞 給へ る 事 は 他 紙に しるしぬ) 猶末 ながき 春 日と ともに 申 承り-ななん。 謹言 

む 月 二十 八日  加 茂 まぶち 

(二) 

糠 積梁滿 ぬしへ こた ふ 

•  •  ヒデ 

此 春は大 城へ 禮 申しに 信 幸 父子と もに 參られ てなん。 その外、 おのが 道 學ぶ眞 龍 土萬呂 など も， もし 下ら 

んゃ ともい へり。 いかで ひそかに 下り-給 ふこと はいかが あらん。 外によ き 方な くばお のが 方に もお はせ か 

し。 ふみの みに て はっくさず" 又 大意 をと きがたし。 古事記 を 先と して 神代 記な どの 訓 大意 をも閒 ゆべ 

し， • 後世 人 ふかく 此國の 古へ を しれるな ければ 違の み 多 かリ。 その 大意と 古書の よみ 心得 様 を 得て 後 はみ 
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づ から 學問 はする 事なる を、 大意た がふ 故に 人 多く あらぬ 道に まど ひ滯 れリ。 旦歌 をよ み 出て 見せ 袷へ、 

ただす ぐに 心 高く 言うる はしく よむ 事 也。 巧みな どは賤 しとし 給へ、 い つも 有が 如くなる 事 をい ふに 心し 

たかければ ことに 聞 ゆる ものと お ぼせ。 

(梁滿 の 筆と おぼしくて 「明 和 六 丑年 三月 六日 * 此書狀 到來、 岡 部衞士 自筆、 同年 十一月 朔日 死去 年 七十 

三」 と ある。 さて、 次 は 前記 書翰の 中の 「又 聞 給へ る 事 は 他 紙に しるしぬ 」 と ある 他 紙に 當る もので、 卯 

ち眞 淵が 梁滿の 問に 答へ たもので あって、 長さ 五 尺五寸 計リ、 百 八 行 ある。) 

(六) 

1、 こぞの 御 ふみに おのれが 書つ る 祝詞 解 を 持 給 ふと や、 そはいと むかしの わざに て、 いまだしき 事 多かリ 

しかば、 去年の 夏 秋 かけて 改めた る は ゆ ゑ 有て、 信 幸へ 贈り 侍リ、 いかで 木に も 彫ば やと 思へ ど、 萬 萊を彫 

らしめ つれば 今 はかな はず、 御した しくば ひそかに 信 幸へ 申 給 ひて うつされ よかし、 いと 心 をつ くせし 物な 

れば みだりに は 遣し 侍らざる 也。  . 

一、 よみ 歌の 料と ならん 物 を 見せよ との 事、 くさん \ あれ ど、 いまだと との はざる も 多く、 又 うつしと る 人 

なければ おく リ かたし。 よりて 鎌 倉 公の 歌集 小 册三卷 に 己が 序、 頭書、 傍 書せ し 有 を 贈りぬ。 是は いささか 

ラセ  メ  J-  .- 

の 物 なれば 御返し —— 是は杉 浦 方よ リ かし 取 給 ふらんと 信 幸の 聞 ゆれば. y 侍り 猶用 あらば 聞え 給へ おくる 

べし I  — にも 不及 候、 此公は 後 なれ ど、 一人 萬 葉 を 用 袷て 心 は 古今 集よりも、 ぃと上に居し物也。 凡^55:葉は 

よろしと いふ 中に、 或は 上句 はよ くて， 下 H- にわろ き 言 も 有、 又數 人の 歌に は 調べの 高から ぬ も 有、 それ を 


みづ から 撰み て、 そのよき 調と 直く 高き を 用 ゐられ しは此 公也。 よ リて是 を 常々 見て、 かかる さまに よみ 得 

られ よ. - 歌 は 初 學の人 ほど 巧み をのみ よしと 思 ふ 物なる を、 よく 得て 後 は 少しも 巧みな きに 心 高く 言 をい と 

ひて- 心して つづけた る をめ づる 也。 そ は 初 學には 及ばね ど、 本の 心先づ 心得 ざれば いやしき にの み ひか 

れ、 一 ふし 有 所に のみ 目 をつ けて 惣 ての つづけざま、 又 事 ともなき 言に うる はしき 事 有 をば 思 はざる 物な 

りつ さる 心 を 知得て 後長 歌 を も よむべし。 長歌 は 古今 集 も わろ し、 ただ 萬 葉に 種々 の體 有、 人 まろな どの を 

よく 心得 その外 も ふかき 人 は專ら 長歌 はこと によく 侍る めリ。 言 も 短歌に は のびやか にうる はしき のみ を 撰 

てつ づけ， 心 も 一意なら では かな はず、 長歌に は 又 さの みは あらず 侍リ、 又 文 を 害 給へ、 此 文の 事 は 古事記 

を 本と して 神代 紀 にも 妙なる 文と も 多し。 又 祝詞 即 古文 也。 そが 中に 出雲國 造の 神賀と 六月 大視 詞ぞ すぐれ 

たる もの 也〕 其 外 は 奈良宫 の 初に 及びて 作れり-と、 覺 えて 古言 をば 用ゐ たれ どこ こかし こ、 論 べき こと も 

少なからず。 され ど 式の 卷八を 通して 見 給 はば 其 社々 に 時に つけ • 物に よりたる 文 を かかるべし。 そ も 一度 

二度に てよ ろしく は 成が たき 物 なれ ど、 先 いかにも 書て 見せられよ、 なほして 贈るべし。 ここに 教 しかれ こ 

れ 有し かど 或は 失 ひな どしつつ、 是ぞ とい ふ も殘ら ざる 也〕 を ちっとし、 其 國の大 伴 社の 神 いづみの かたへ 

一 わた リ 書て 贈りし 有、 そ を 見 給へ。 11 八 名 郡 加 茂 郡 大伴社 加 藤 和 泉 方に あり. —— 凡の 形 は 有て、 事に よ 

りて は 形 無が 如し。 それに も 古歌 をよ み 得らる るぞ よき、 其 歌 定る時 は 文 もよ く かかる る 也。 替は歌 はちい 

さき 宫を 作る が 如し。 そ を ひなびず、 うる はしく して 雨風に も ゆるがず、 そこな はぬ ほどに 作り 得る ェは遂 . 

に 百 尺の 大宮を 作る が 如し、 よ リて歌 はよ ろづ にかな ふ もの 也" 
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一、 神代 卷の訓 にいと わろ き 多し" こは旣 にい ふが 如く、 古言 をよ くしらぬ 人の 訓の 交りし 故 也-〕 所々 の訓 

註の 有が 如くに よむべし。 今の 字 を 追て よめ ど 古へ は 此訓を 本に て 字 はから 文躂に 加し なれば、 古言 を 得、 . 

古文 を 得て 後、 文字 をば 奴の 如くつ かひて、 或は 字 を 捨て、 或は 字よりも 多く、 言を少 くな ど訓 こと 也" 是 

(ミ) 

も 萬 葉 等 を 得て 後 はみ づ から 知 給ぶべし. J 古事記の 今訓 いとわろ き 所 多ければ、 年月に なほした る 本 有り 是 

はかの 信 幸 又 土萬呂 かたに 有 を かりて 改められよ。 そ も 又 古書 なれば 塵を拂 ふが 如く 見る ごとに わろ き 事 も 

出來 ぬれば、 いまだ 必 とはい ひかた けれど、 凡 は 古へ にかな ふべ し" 是を もて 紀を もよ み 給へ、 紀 にもお の 

れが訓 あれ ど、 いまだしき 事 あれば 今し ばし、 過ず ばかしまい りが たしつ 此訓の 事お のれ 四十 年ば かりの 願 

にて 改め ぬれ ど、 猜淸ぅ 定めかぬ めり。 文字 も誤リ 多く 文 もみだれ て、 前後せ る 所 も 落し 所 も 少なからず、 

然る を 後世の 學者流 は 本文 を そらに 見や リて、 空理 を 作りて 強て、 その 所々 に 加 ふる 故よ く 論 ふ 時 は 一 つと 

して 古へ にかな へる はなし。 多く は 儒佛の 音？ 也，. いかで か 我 朝の 人 代の 古へ をつ くさず して 神代 を 伺 ふ 事 を 

得ん や。 よりて 己れ は 四十 年 願 ひて、 人 代 を 凡に つくして、 祌 代に 及べり つ ことし 七十 三の 齡 にて 身お とろ 

へ、 心しれ 行 ぬれば、 今 はせんす ベな かれ ど、 命の 限り を 限りと して 朝夕に つとめ 侍る のみ- 

一、 萬づの 言の 本 は假字 也- 七 百年ば か リ以來 かな を 失へ る 故に. 古言 を 解 有な し、 故に 吾 門人 楫 a 魚彥と 

(八 ：- 

いふ もの 此 事を好む ままに 多く は敎 へて 古言 梯と いふ を 一冊 去 冬 彫せ たり" 仍て此 度 一冊 遣し 候、 よく 見 給 

へ、 又 己が 萬葉考 の屮、 先  一二 卷と其 別記 一冊と 三卷 去年より 彫せ ぬれ どい まだ 出來 侍らず、 いか 様 春の 末 

かけて は、 出来なん。 さらば それ もま いらすべし。 猶も いふべき 事 多 かれ どい と 事 多く 考て 物に うみが ちな 


れば、 ただ 筆の 行に かませて かくの み 也。 かさねて 聞 ゆへ し- これら も 御 心さし 深し と 信 幸の 聞 えらる る 故 

にしる してまい リぬ。 

、、、 ゝナ マコ ノ  サカ  ：••， 

一、 この わた (海鼠 腸) いと 好める 物に て. 朝夕 酒な にし 侍リ、 ことに 味よ ろしくて いと/ \ 忝 うなん 

一、 かの 鎌 倉 公の 集 は 進 候 也、 古言 梯は料 銀 五 匁 也。 いつにても、 次で あらん 時、 おこせ 給へ。 是 のみ わざ 

とお こしに 不及候 その 主へ はい ひ おくべし。 

一、 和 泉 神主よ リの狀 御 屈、 うけ 収侍 リ、 久しく ゎづら はれし が、 かろく 成ぬ との 事、 悅候. 奉 多 かれば こ 

たへ も不申 候、 よく 賴 まいる 也。 

植 田と は 常にした しみ 給 ふらん や、 是も學 に 心さし 有と は 聞 ゆれ ど 入 立て物せ ざるに や， おのが ゆか リな 

がら 遠ければ すべな し 「- 濱松 わたりに も 近く はこれ かれ 心さす 人出 來た リて悅 侍り。」 

(次 は 前 揭ょリ は 少しく 大字に て、 同じく 卷紙， 二十 行に 書かれ、 宛名 はない が、 前 紙に 次いで 翁よ.^ 梁 

满に 送られた もので あらう。) 

一、 先に はかま 倉 公の 集 を まいらすべく、 ふみに も 書し を 信 幸の いへ らく、 そ はは やく 得て 有ぬべし。 此ほ 

どかけ る 語意 をお くりな ば、 それにつ けて 考へ給 ふ 事 も 多 かるべし と 聞 ゆる" 故に かの 集 を は ± て、 語意 一 

冊 遣ぬ- こ は 荷 田 大人 東 萬 ロづ から 淸 濁の 通 ひひら 少し 敎へ給 ひし をお のれ 年 經て考 そへ しもの 也" され 

どこ は いとむ づ かしければ 此 上に 猶も考 有べ し，， 又 誤れらん 事 も 有べ し.^ 御覽 じて 古 害 古言と 照して 誤リぁ 

らば 改め 給へ。 さて 古 誊は是 を. 14 とせ ざれば かな はず、 旦此横 韻の 傳は 天下に 知人な し。 ただ わが 家の 秘物 
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也。 かならず 他へ 見せ 給 ふこと なかれ。 且是 をう つし 取 候て 本紙 はいつ にても 御返し 宾へ、 是も 人して 赛せ 

しがば わろ き 所 多かリ o」 

右 横長 一 卷、 濱松巿 看 町 高 橋佐吉 氏藏、 氏に 就きて、 その 好意に よ リて寫 取る。 昭和 十二 年 七 n:  二十 八 

日朝. 以下 少しく 本書 翰の 註 を 試みる， 

(一)、 明 和 五 年 十一月 八日 付の 眞 淵の 書翰、 見 付の 齋藤信 幸 宛の ものの 中に 「三 河吉 田の 鈴 木 伊勢の 事 

如， 仰 最前 植田 七三 郞 方に 一 宿の 夜 來候而 一 面 候 …… 尤國滿 (濱松 謙訪、 國 頭の 養子 杉 浦 氏) 之 門に 入 候 

由 は 申 候、 才氣 ある 人の よし、 依 之 拙 門 を 被， 望 候よ し ：： 但遠所 は 文通に 勞 候へ ども 才子に も 候 はば、 

時々 書 答いた し 候 はんと 束脩 は 鼠 腸 を 給れ かしと 御內意 可， 被， 下 候」 と ある-, 斯 くの 如く 鈴 木 伊勢 は齋 

藤 信 幸の 紹介に 依リ この 年に 縣 門に 入った ので ある。 而 して 束條 のこの ili- は 翁の 望まれた 通リ に爾ら 

れて I この わたい と 好める 物に て * 朝夕 酒な にし 侍リ」 と ある. - 名物の 美味 は 格別であった らう。 

(二)、 本文の 宛名 穂 積 梁滿は 入門 當時は 伊勢と 稱 したので あるが、 土 佐と も稱 して ゐる 「梁滿 は 三河國 

吉田宿 神職 鈴 木 土 佐な リ。」 と 岡 部 讓翁も かの 書翰に 解說 一せられ てゐ る。 而 して 鈴 木の 本姓 は德 と 云 

ふ。 (T 七 七三 H  11 七 七 五 頁 ^七 七 A 頁) 

(三)、 「古事記の 今訓 いとわろ き 所 多ければ、 年月に なほした る 本 有 U 是 はかの 信 幸 又 土萬呂 かたに 有 を 

かリて 改められよ」 と ある。 之 は 新 全集 十二 卷に收 めら れた 「古事記 神代」 を 云 ふ もので、 神宮 皇學館 

史學會 では 之と 宣 長の 訓とを 並 記した もの を 「校訂 眞淵 宣長訓 古事記 神代 卷」 として 發 行して ゐるリ 


(四) T 紀 にもお のれが 訓 あれ ど、 いまだしき 事 あれば 今し ばし、 過ず ばかしまい りが たし" 此訓の 事お 

のれ 四十 年ば かリの 願に て， 改め ぬれ ど 猶淸ぅ 定めかぬ めり」 と ある 日本書紀の 訓は舊 全集 第 四、 新 全 

集 第 十一に 收 めら れた 「日本 紀 訓考」 五卷 であるが、 而し、 本書 は卷  一、 二 は 明 和 六 年 正月 二十 七 R の 

考が 終った もので、 之 を 文化 五 年 八月 二十 六日に 門人 內山眞 龍が 補寫 した ものである。 而 して 三 卷の神 

武帝 以下 五 卷崇神 天皇 (未定) まで は眞 龍が 師說を 本と して 考訓 した ものである。 r 猶淸ぅ 定めかぬ め 

リ」 とあって その 未熟な もの を 貸す こと を惲 つて ゐ るの は 如何にも 學者 らしい 態度で ある。 (七 七ん H) 

(五) T 鎌 倉 公の 歌集」 と は源實 朝の 金槐橥 を 云 ふ、 これに 眞 淵が 序、 頭書、 傍 書した ものが あると ある 

が、 新舊 全集 共に 收錄 して ゐ ない。 而し 序の みは 家集 卷之 三に 「鎌 倉 大臣 家集の はじめに しるせる 詞」 

として 收 めて あるから 容易に 見られる。 實 朝の 歌が 眞 淵の 稱揚に 依って 世に 知られる に 至った の は 歌 話 

として は 有名な ことで ある。 (七 七 六 頁) 

(六)、 祝詞 解 は 延喜式 祝詞 解五卷 のこと で延享 三年 九月、 眞淵 五十 歳の 時に、 田 安 公の 命に 依って 作つ 

たもので ある^ それで 「そはいと むかしの わざに て、 いまだしき 事 多かリ しかば」 と あるので ある。 次 

の 「去年の 夏 秋 かけて 改めた る は 故 ありて、 信 幸へ 贈り 侍リ、 いかで 木に も 彫ば やと 思へ ど、 萬 葉 を 彫 

らしめ つれば」 と あるの は この 解 を 改作した 祝詞 考 のこと で、 即ち 明 和 五 年の 夏 秋の 交に 成った もの 

で、 「木に も 彫ば や」 と 云 ふ 願望 は その 門人 荒木 田 久老に 依って 寬政 十二 年に 達せられ、 全 棠の舊 新の 

第二、 第五に 收 めら れて ある。 
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なほ 「萬 葉 を 彫ら しめつれば」 と あるの は 萬 葉考の 一、 ニ卷と 別記との 三卷を 指す もので、 これ は齊暦 

六 年 十！：：：：、 六十 歲の 折に 出來 し、 明 和 五 年、 七十 二 歳の 夏 五月に は 彫 板す るた めに 害肆の 手に 渡って 居 

リ、 一年 餘も掛 つて 歿する 少し 前に 成った ので あるから、 この 書翰の 發せら れた六 年 正月 は 彫 板 中で あ 

つたので ある。 それで 「己が 萬 葉考の 中、 先  一二の 卷と其 別記 一冊と 三卷 去年より 彫せ ぬれ ど、 いまだ 

出來 侍らず、 いか 様 春の 末 かけて は出來 なん、 さらば それ もま いらすべし。」 と ある. 事赏 がよく 符合し 

て ゐる。 (七 七 六 頁) 

(七 /「このほど かける 語意」 と は 語意 考 のこと で、 その 自序 は 明 和 六 年 二  a- と あるが、 この 紙の n 付 

正 二十 八日 以前に 旣に 述作 は 成就して 居った ものである。 (七 七 九： A) 

(八)、 古言 梯は 門人 楫収 魚彥の 著で、 明 和 元年 八月の 編成で、 古典に その 用例 を 艰げて 假名 造、 の淸 

源 等を說 いた ものであるが、 本耆 翰に ある 通リ、 眞 淵が 「多く は敎 へて」 成就した ものである， ■ (七 七 八 はり 

(九)、 「歌 は いささか 違 ひても 一 首の 意 をな さ ざれば 是を ふかく 心得 定 むる 時 こそ 古言 はしら るれ。 故に 

わがみ かどの 學は 歌より 先と すべき 物 也。」 と ある は、 古語、 古典、 古道の 研究 は 歌よ リ出發 せよ と 云 ふ 

翁の 主張 を 明かに した ものである。 (七 七 四 頁) 

以上 九 項を亂 序した が、 要するに 本書 翰 は眞淵 翁の 晩年の 學問 • 心境. 抱負 等. を 窺 ふ 上に 貴重なる 資 

料と なるべき ものである。 

(五) 森 繁子宛 春 門の 日記 文政 六 年 三月 七日の 條 所載 


眞淵翁 文 (朱 害) 甚 細字 也， 唐紙 四 ッ切カ 料金 一雨 二分 

〇 さかう めた うび、 ここにて はいと めづ らしう なん、 す ひめ を もとめ 給 ひしょし. 御 心 ざし 忝う なん. 春な 

ら ではなき ものに て 候、 春に な リて給 はらん かし、 ふるめ にても こ は あしから. すてて うじ 侍り。 御 方 々様の 

御った へ 忝う なん、 よくた のみ 奉る まし、 御 かた. ことなく 候よ し 承 リ祝ひ 侍り、 ここに もす ベて； 炭より ち 

かくまで ゎづ らふ もの 多く 侍リ しが、 みなよ ろしう 成て ことなく としかさね 侍り. おのれ は老行 侍れと また 

心は老 はても し 侍らず 候 * 身 こそよ わくな リて くるしう なん、 ただ 朝夕に いき も つきあへ す， こと 多くの み 

侍リ、 いかでち かきとし 頃に ゐん きょな どいた したく 願事に 御 ざ 候 以上 

お ほやけ へ 御うた へ こと 有て 御 人 ドし給 ふとて. しめさせら るるに 御 事 ども その 人に まのあたり 承 候て 悅 

び 侍リ， この 過ぎし ほどか、 またの 御い みの 事 さ こそと おしはか リぬ" 御 あるじき みへ ことに 街く やみ 中 入 

侍リ、 さる は 御 もとに も 歌の こと 外な く 候へば、 問 ものす る 人 侍る とよ、 おの づ からさる ことの 御 はげみに 

なリ ぬべ く悅び 侍り 行な ほしな どし 給 ふ もみつ からの 御た めになる もの なれば、 いなみ 給 はで 物し 給へ。 そ 

れ にっきて 問 給 ふことば (な〕 どの 事 その かた へ に、 く はしう しるして ま いらせ 候、 此後も 古今な ど御考 候て 

御 心得のと ほ リをも 書て 問 給. へ、 みづ から 心 を もち ゐて かう がへ 給 はで は 人に 問 給 ふの みに て はよ ろづ にあ 

、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

たらぬ もの 也、 あしく とも その 樹考 のむ ね を 書て、 見せ 給 はん 時 * それが 上に てよ しあし 申に はしみ の ふか 

、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、 し、、、、、、、、、、、、 

くて 一つが 百に も わたる もの 也。 すべての 事 * 大道 を まど はぬ 手引に あ ひて 知 その上に ここ かしこ を^て 

， ，  、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

の 後、 みづ から 心 を ゃリ、 うたが ひ を 多くお こしおき て、 多く ふるき もの を 見 候へば ここ かしこに おも ひ あ 
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たる 事の 出來る もの 也" 御 歌の心 も 古今 集の 中に て、 ことば なだらかなる を 少しとう 出て 註 を 御 候て！：^ せ 

雄へ、 わろ くと もく るし からず 候、 それにつ けて よく 成 もの 也〕 そらに 心得た るの みに て は、 はたして、. S か 

くしれ がた き 物ぞ、 よろ づは かさねて 申 参らせ 候、 いそがし さに かくの み 也。 

十二月 六日  •  ま  ち 

おはん さま 

筘ノ フタ クラ 二 

獨 なくく みて 見る かな 高き 名 も 世に なかれた る あがた ゐの水 

巨 勢 健 冬トァ リ。」 

(註) 一、 「いかでち かきとし 頃に ゐん きょな どいた したく 願事に 御座 候」 と ある， - 他の 書^に 依る も、 隱 居の 

發念は 寶暦八 年頃で あるし、 また 寶曆八 年 九月 二十 五日 付の 手紙に 「先 n ょリ 持病の 痰氣 にて 引 11 居 

候へ ども 輕 事に 候 間」 と ある。 この 書狀に 「ここに もす ベて、 夏より ちかくまで ゎづ らふ もの 多く 侍 

りしが、 みなよ ろしう 成て」 と ある、 旁々 この 書簡 は 寶曆八 年の もので はない かと 思 ふ。 なほ 「御い 

みの 事」 が 明かと なれば 年代 も 明かに 斷定し 得られる と 思 ふ。 

一、 「御 あるじの 君」 は繁 子の 夫 森備前 守爲壽 で、 鎌 田 村から 養子した 人で、 暉昌の 後を嗣 いで、 濱 松の 

五社の 神官と なリ、 眞 淵の 門人と なった。 

(六) 辨の君 宛 年代 不明 


春 門 日記 抄、 文政 六 年 四月 二十 八日の 條に 

「(賀 茂眞 淵の 消息) 拂物 料金 一 雨の 由， 柊 やよ リ爲 見に さし 越ス。 

〇 しばし 絕 侍リ、 此 ほど 御 まつ (ム シ) のよ へ 野 村ぬ しの かた へ こよと 侍れば 行て 御 あね 君 へ はじめてた い 

め 申 侍 リて御 事 を も 申出して なん。 御 こと、 ゆ ゑな うつか-つまつ リ給 ふと 承リ悅 びぬ。 おのれ 久しう 心 

ちそ こな ひつる を、 ややよ ろしう 成に て 侍リ、 さる は 此度は 御 歌い かで 見せ 袷 はぬ にや 

庭 を 秋の 野に 作リ てよ める 

て ふ 題い かによ み 出 給 ふやち かく 見せ 給へ 

辨の 君へ  まぶち 

右一 軸 

辨 のお もとは 田 安中 納首 殿に つかへ まつりし 女 1$ 也し が、 縣居 翁に 物 まなびて いとまめ 也け リ。 辨の字 

を訓 のま まに とも ひ 子と もよ ばれた リ。 今 板に ゑリて ある 古今 集 打 聞 も此辨 子が 翁の 講 せられし を 打^ 

としる せし もの 也， 此 消息の 翁の 筆に 疑 あらぬ よし. しるしつ くと て 

賀茂 河の ながれ をく まむ 人と も は 

かかる 水く づ もお ほろ かに 見な  濱 臣」 

(七) 繁 子 宛 年代 不明 

(表書) おしげ さま  まぶち 

笫 ±せ 著作  七 八 五 
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(添書) 又 御ち かき 所の よし 德右衞 門 町の したてや 喜 三へ、 かたく、 たのみ 造し 候、 人々 そのよし 申 

候、 御と どけさせ 可 被 下 候 以上- 愚 詠 申入 

軒ち かく 吹く る 風のお とづれ に 秋と はしる き 萩のう へ かな 

御 一笑 可 被 下 候 

く はしう 承 リ悅候 花 ycz ら C 力) 忝なん、 過し 日の 御 返まい る。 はた、 いろ-/. \ 花の木 草た ま はらん 忝 候、 

さの み植寺 る 所 もな く 候へば、 多 は 申う け かたく 候、 今少し 過し 候て、 そのし な/ \ 申 上： まいらす 候。 

一、 外の 人まい る 事 は 御 さは リも 候よ し。 く はしく 聞え 給へ， リ、 さらば、 くるし からぬ 事に 候 まま 御 ふみに 

、ひ) 

て 申 まいらせ 候、 女房の 御殿の 事 もお も ひ あた" 候 はず 候、 猶思 ひめぐ らし 申而遣 まいらせ 候、 よろ づ 申た 

く 候へ どもい とこと 多くて なん、 かしこ。 

また 頃日 は僧珉 どの 御 こし、 久々 にて 御 かたり 忝 候、 よろしく 賴上 候、 歌 會の事 も 何も 此 中に 候へば、 も 

はや 此 月の 中には、 え 題 も 出しが たく、 秋よ リの題 は 門弟の 中より 出し 候. はん、 もし 來候 はばし るし^ 候 は 

ん。 

いつぞやの 花の つ ほ 遣し まいる、 

〇 右、 濱松巿 高 橋 佐 吉氏藏 
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第一章 門人 槪說 

I 羽 倉鬥流 多く 縣 門に 入る 

元祿の 時. 代 は 京阪 文化の 關 東に 東漸して、 その 華 を. 吹かせた ものであるが、 國學、 和歌に 於ても 同様で あ 

つた" 而 して、 その 東漸に 最も その 力 を 致した の は 荷 田春滿 である。 春 滿は將 軍 吉宗の 厚遇 を 受けた ので、 

その 努力と 相俟って、 斯道 弘布は 一 入 速 かなる ものが あって、 高貴に 出入し、 多くの 同志と 門人と を 得て、 

羽 倉學の 前途 は 實に洋 々たる ものであった" 春 滿は在 府十餘 年に して、 享保八 年、 全く 歸 京して、 伏 見に 於 

て 老を養 ふこと になった が、 折角 新墾 して 播種した 羽 倉學の 空しくなら むこと も 惜しく、  n: つ は 國风， f 校创立 

の 運動 を もせし めようと して、 若年ながら 俊敏な 在 滿を享 保 十三 年に 柬下 せしめた が、 更に 同 二十 年に は 信 

名 は 伏 見稻荷 社の 公事に 依リ、 更に 東 下し、 共に 滯留 する ことにな リ、 ここに 春滿の 肉親に して、 而 かも 恭 

滿の學 を 分割 相傳 したと 云 はれる 羽 倉の 二 偉才が 出現して、 帷を 張る ことにな つたので あるから、 前に 播ぃ 

た 種子 はやう/ \、 その 栽培 宜しき を 得て、 見事なる 生育と なった ので ある。 而 るに 觅に また、 熱烈なる 古 

學 愛好者 賀茂眞 淵が 元 文 二 年に 出府す る ことにな つて、 羽 倉 派 は異材 鼎立、 師翁 春滿の 「名 をく たす まじ」 

と精勵 したので、 愈 都下に 噴々 たる ものが あった。 

眞 淵が 出府して 四 年 目の 元 文 五 年に 信 名 は 一件が 落着した ので、 在府五 年に して 歸，； ：； 小し、 に 十一 年に し 
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て、 在滿は 歿した ので ある。 
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信 名 去リ、 在滿 歿して 後の 羽 倉 派 古學の 中心 は 期せず して 眞淵 となって 來た。 斯くて、 古 學の苗 を 育てて、 

結實 せしめた のは眞 淵と なった ので ある。 

今是を その 門人に 就いて 觀 察する に 在滿、 信 名の 門人 は 明かに し 得な いから、 恭滿關 係の人に 就いて 調 

ベ、 それらが やがて 眞 淵に 關係 ある こと を 明か， にしよう。 

眞 淵が 柬 下して 間も無く 身 を 寄せた の は 日本 橋 小船 町の 村 田 春 道と 云 ふ 海 f 物 問 尾の 富豪で あるが、 この 

春 道 は 神の 道 を 好んで、 この 以前に 荷 田 春滿， と 交誼が あった、 而 して、 i: らくして、 加 藤 枝 直の 環 敷に 移 居 

したが、 この 枝 直 は 早くから 歌道に 入リ、 春 道と は 交際が あつたから 春滿 とも 關係 があった こと は 想像され 

る。 而 かも 春滿の 最初、 足 を 留めた のは兩 人と は 間近い， 所であった、 して 見れば、 最初 その 後援 を 得て、 他 

日. 崛 起の 足場と もな リ、 而 して 後に 門人 ともなった 春 道、 枝 直 は 春滿と 親しかった が 故に 眞 淵に は 好都合に 

運んだ もので あらう. - この 雨 人 は その子の 泰海、 卷鄕、 千 蔭 を 入門せ しめたが、 是 等は縣 門に 於ても 最も 有 


力なる ものであった。 穗積集 を 出した 穂 積 通 泰は濱 松 在の 出身で、 在鄕 中は國 頭と も關係 深く、  f= 滿の濱 松 

滞留 中 は その 歌 筵な どに も 列して ゐ るが、 非常な 古學 愛好者であった.^ これ は當 時、 in 本 橋 通 新 石 町に 村 木 

店 を 開き 名主まで 勤めて ゐ たが、 江戶に 在って は眞 淵の 後援者と なり、 最初 家 構へ をした とき 杉 板の 寄附 者 

は 大方、 この 通泰 ではない かと 思 ふ。 之 も 春滿關 孫と 見られる。 享保六 年に 春满は 牧野 駿河 守忠辰 (越後 長 

岡 城主) に 神 書の 講義 をして ゐ るが、 寶曆七 年頃に 眞 淵が この 殿に 出入して 歌の 稽古の 指導 をして ゐ るし、 

なほこの 母君 や、 この 家から 膳 所 城主 本 多下總 守に 緣 付いた 姬 君の ある 關 係から、 更に、 此 殿中に も 出入 

する に 至った、 是 春 满の關 係の 延長と 見られる。 かの 横 瀨侍從 貞隆も 初めは 在 滿と關 係が あった やうで あ 

る。 而 して、 その 最も 庇護に 預 つた 宗武卿 は 如何、 春 滿は將 軍吉宗 卿に 愛せられ、 在滿は その子 宗武 卿に 愛 

せられ、 その 在满の 推擧に 依って、 眞 淵が 奉仕す るに 至った ものである。 辩く 仔細に 調べて 行けば ifm: は そ 

の 源流 を羽會 門に 求められる ものが 可な りに ならう。 眞 淵が 順調に 大を 成し 得た 原因 は 多く あらう が、 赛滿 

の 開拓した 所 を 自己の 畑に 移植し 得た 所に 在る。 即ち 眞 淵の 門人 は 春滿、 在 滿の流 を 引く ものが 多い。 

二 入  門 

縣門 たる こと を 認められ るに は 入門の 禮を 執る" これに は 

な づき 

一、 名簿と 云って、 その 名字、 出身地 等 を 書いた もの を 差 出す。 

1、 入門 誓詞 を 出して 誓 ひ を 立てる" 
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一、 束倏を 入れる 「- 束 俯と は 本來、 束ねた 脯で 支那の 進物で ある、 即ち、 入門に 際しての 贈物で ある。 

之 は 極く 輕 少な ものであった やうで、 梁滿の 入門に 海鼠 腸 を 贈った の を 翁が 非常に 喜んだ と 云 ふ^^ 

が ある，' 

この 三つ を 納めて、 甫 めて 門人と 云 ふこと になる ので あるが、 之 は 直接、 その 家に 就いて すれば 鄭^で ある 

が、 遠方の 者 は 便 送した， ものである。 多く は 豫め人 を 介す るか、 面識 あれば 直接、 入門 を 希 51.: する 旨 を 申入 

れて內 意 を 窺 ひ、 而 して 後、 正式に 前述の 禮を 執る ので ある。 

人 門 誓詞で あるが、 春滿は 「蒙-一 神 學正傳 一之 約 契」 と 云 ふ 長い 漢文 害き で、 各方 面に 渡って 門人の 心得べ 

きこと を 厳格に 記して あるが、 眞 淵の は 祝詞 害 きの 簡單な もの-である." また、 宣 長の は 時 様の 橘 文で、 細か 

に 書かれて ゐる， 皆國學 全史に 收錄 されて ゐ るから 容易に 見られる.' 

眞 淵の 誓詞 は淸 水濱臣 が、 翁の 孫の 代に、 その 家に 就いて 得た ものが 二十 七 通あった と 云 ふが、 それ は 泊 

活筆 話に 記されて ゐる。 之 は 現在、 「宇 計 比 言」 上下 ニ卷 となって 帝 國圖書 館所藏 となって ゐる やうで ある。 

さて、 その 泊 ieif 話に ある もの は、 

縣居 誓詞 

「縣居 翁 東都へ 來られ て 門人 あまた ありけ るが、 入門の をり、 c::? 計 非 言と いふ もの を かかせ しめられき、 

そ は、 今 も 世に すなる 入門の 誓詞な り-、 其 文 は、 

力 乇 ノウ シ ノ ヲ シへ タノ ヘル 

賀茂 宇志 廼敎 賜倍拔 


ス， ラミク ニノ 力.： ョ ノ  ：- チヲ オノ レイ * ク. -？ シスべ リ カレ ナツキ ヲ マキ ラセ テ ソ ノ.， -チ -11+ モム カヒ、 ス ィ r マ， ュ ノチ： ヲ；， ン /Ivr へ. コ. ひ、 .^,^^^1^ 

皇 御國廼 上代 乃 道 遠、 己 痛 願 斯奴倍 里、 故、 名簿 乎 進 良 其 道 W 赴 比お、 伊： m 由 後、 敎賜敞 お 一つ； 1 

J テ エレ レト. ！■ 一一  シ HI ァ ラズパ  ァ r シ ヒ トー I サ *  メゴ トゼジ マタ ゥ シ 一一 ムカ ヒテ ヰャ ナ クァ J-- シキ n  n  ロヲ モ ハジ  ス べテコ ノウ *^  ^ 

あ &時爾 之. P 有受 波， 安 駄志人 W 私 言 勢自、 旦、 宇志 爾對 比攻、 爲耶無 久異之 伎 心 遠 思 波な、 都攻此^^計非爾 

タガ <  -パ ィ<  マ ク モ 力 シコキ ァ マツ 力； - クニ ッ カミタ チ  シ" シ メサナ ム アナ カシコ  • 

逢 波 婆.. 言 麻久. P 恐 伎、 天津神 國津神 多 知、 知 志 食奈. i -、 穴畏 

年號 日  通稱 姓 名花 押 

賀茂縣 主 大人 W 上 

此文 を. 人 門の をリ 人々 に 自筆に て かかせられ しが、 岡 部の 家に ちり 殘り. つた はれる. を、 先年 翁の 孫 ^1 平 今 

の 家 あるじに こ ひて- おのが 家に 襲藏 す、 元 文 三年 ンほ ，よ リ、 明 和 四 年 ©J/Ji 城 H 、てまで 二十 七 人の を 得 

たり-、 此外 にもい と 多 かり けん を、 散り 失せて、 ゎづ かに れ るかぎ りなり、 此 中に 小 野 古道 《お， つ 正 

して 已に， JV.>5nF:al「r 通稱 今藏、 ^3;右^：、 家 mifl- 九 歳の や」 リ にて/  0^0  ？ i ザ 腐^  一. ピ Sff き 一 

刊 せリ、 PK> 音せ ゆ 舅 一 卷、 予校-止して近刊す、 人と いはれ し 人な リ、 Jt^^KP.-- 先年 離 波 人. Hm 秋 成. 校正して 卜 

木せ 4,- 半せ 久 n:、 柳资侍 5:、 俗 稱山岡 左 次产" 衞門、 後 专 rxl-,- 建 凉代乂  ISI 数 部、、 々^4-^^、  ！！|^木居*又き下-皮レ. 1诚.-.に久，老《^^^稱 

ナ：^ 伎^  髮號ー 1 阿 一博 强記著 害 数十 部、 源^ ra- 卜； 木して 世に 俾ふ、 耳 i 曰-"^ 舜莽、 15 f ネ治 五十 機、 

などの 高名の ま 人り たり、」 S 

之に 依る と眞 淵の 説かう とする 所 は 「皇 御國廼 上代 乃 道」 卯ち. 上代の 皇國 道に あつたの である。 €- 究も 

雅道 も、 はた 萬， 葉、 記. 紀 の訓考 も. 古風 益荒男 振の 詠歌 も、 結局はここに到f^Jiする方便でぁる、 外 間で は 

この 方便に 終始して ゐ るかに 觀て 「歌よ み」 に 過ぎ. すと * 批評した もの さへ あつたが、 苦し、 當ら ざる こと 

遠い もので あったら うか。 春满は 「神 觝道德 之 深 旨 • 旦神語 一字 總括傳 * 及古傳 之， 蘊奥 啓 明 之 至敎」 とその 
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約 契 書に その 精神と する 所を揭 示した。 宣長は 「專皇朝之道を致ニ尊信ハ最敬神之儀怠慢^！^間敷」 と 哲詞を 

かしめ た。 春 滿は神 觝 道德が 中心で あり-、 眞淵は 上代の 皇國道 を 標的と し、 而 して、 宣 長に 於て は皇朝 0, 道 

と 敬神の 儀と が 某 調と なって ゐる" 恰も 宣長 は兩 大人 を總 合する かの 觀が ある" 蓋し、 その^の 廣大 深遠な 

る 兩先裁 を 兼ねる ものが あったらう。 

同じく 眞 淵の 指導 を 受けた もので も、 大名な ど は、 束脩 位 は 臣下に 持参せ しめる が、 智詞を 出しての 入 e: 

はしなかった やうで ある。 それでも 世の中で は 門人と 見、 自ら もさう 云って ゐ るから 下記の 門人 錄は それら 

も 門人と して 置いた。 

斯くて、 いよ ノ\ 門人と なれば、 自由に 問學も 詠歌 指導 も 受け 得られる ので あるが、 中には 門人で 無くて 

も、 門人の 手を經 て、 歌の 添削な ど を 請 ふ^の もあった が、 是は 画く 禁止して ゐる、 ふゾ くろ 三十 七に 

「又 外の 歌と て 御た のみ 候 まま、 箱く はへ 侍リ、 され ど 契 もな きに は必 せぬ 事 也、 かさねて は、 やめ 給へ。」 

一度 位 は、 その s: 人の 義理に i; されて， 加筆す る こと もあった であらう が、 入門の 契の 無い 者に は r 必 せぬ 

事」 にして あった。 それで、 縣 門の 門人 調査に 於ても 歌の 添削な ど をして ゐる もの は 門人と 斷定 して：？ から 

うと S ふ。 

三 門人の 類別 及び 傑出 者 

眞 淵が 殿， 中に 推参して 歌の 指導 をしたり、 古書の 講說 をした と 思 はれ る 大名 は 田 安家 を始 として 奧平 a« 


鹿、 丸 岡 長 門 守、 松 平備後 守、 牧野 駿河 守、 井上 河內 守、 本 多下總 守， 土 井大炊 守、 眞田倂 豆 守、 毛 利大謄 

大夫、 松 平 遠 江 守、 長 井飛驛 守、 內藤備 後 守な どが あり-、 旗本 や 家 士と思 はれる. P の は横瀨 隆、 新田 侍從 

源 信 益、 源昌 長、 鹿 島 叶、 大宅 公庸、 佐々 少進、 加 藤 枝 直 * 同 千 蔭、 大原秀 信 • 野田帶 刀、 河津 美樹、 龍 公 

美、 大伴俊 明. 伊藤 靱負、 石川淸 六、 霜邨 長盈、 陶山專 次、 橘 常樹、 橘 三. 園、 源 義偷. 藤 1^ 維 寧、 源 跡 見 麻 

呂、 野 村長 平、 源貞松 等、 醫師 では、 本居宣 長、 長 谷川 謙 益、 津輕 良策、 村 田 長 庵、 久保田 養 運、 中 村 ま J 庵、 

菅原昌 齢、 近 藤 俊 民、 奧田麻 足 文 蔵、 立田玄 杏、 宮 澤通魏 等、 神官で は 杉 浦 國滿、 森爲 毒、 畑 尾 理 ぉ衞、 小 

田 主 殿、 荒木 田 久老. 羽 倉攝津 守、 大伴梁 守、 栗 田 土滿、 齋藤信 幸 (入門 はせ ず) * 同眞 金、 齋藤八 茂、 鈴 木 

梁滿、 荒木 田尙賢 等、 出家で は定 月. 伴 梁院、 正覺寺 快玄. 春 龍、 知 覺-、 泯山、 信 的、 智元 尼、 js^ 修院 尼、 

澄 道、 海景、 青と いふ 僧 * 立 綱、 大僧正 赏傳、 妙リ やう 尼、 祐達 等. 富豪 や 名-ま： 家で は 村田赛 道、 同卷 鄉- 

同 春 海、 油 谷. I 四 郞右衞 門、 高 村 如 水 * 渡邊源 五郎、 石 野 甚右衞 門、 村 田 治 兵衞、 坂大 藤 尾五郞 兵衞、 

山異 龍、 藤 田 伊勢松、 住吉尾 茂右衞 門、 村 田 橋彥、 高須嘉 兵衞、 村田與 兵衞、 稳積 通泰、 同碩庵 (或は 通泰 

と 同人)、 大 ti- 淸左衞 門、 鈴 木 淸左衞 門 政治 等、 女性と して は- 油 谷 倭 文 子、 芝崎榮 子、 森繁 子の 如き 町人の 

女 や、 神官の 妻な どもあった、 が 多く は 殿の 奥方、 御殿女中 などで ある。 瀨川 (； f 殿餘野 子) 紅 子、 久米 

子、 淸瀨、 外 山、 常 女、 八重の 方、 葛 子、 茂 子 (筑波 子) よの 女、 辨、 環、 禮、 ふみ、 三 保 等、 門人 1!1 百 三 四 

十 名 中百餘 名を數 へられる、 卯ち 三分の 一に も 達する 多數 であるの は 注意すべき である， 以上 門人 を 大名、 

旗本 及び 家士、 醫師、 神官、 出家. 富豪 や 名望家、 女性の 七 種に 分類した ので あるが、 要するに 權カ 家有產 
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の卷极 及び 智識 階級に 限ら. れてゐ ると 云って. も. W い 位で ある" 風雅 道 や學問 は、 今 も 昔 も變， リ なく， 先づは 

斯うした 階級に 弘 布す るので ある。 

近世 三十 六 家^ 略 傳の說 に、 是等 人中、 最も 傑出した る もの を 當時縣 門 十二 大家、 三才 女と 推稱 したと 

云 ふ。 小 野 古道、 日 下部 高豊. 加 藤 千 蔭、 河潘 美樹、 栂取 魚彥、 荒木 田 久老、 本居宣 長、 村田^^鄕、 村 田 

# 毎、 栗 田 土滿. 橘 常樹、 三 島景雄 は是れ である。 而し是 等 以外に して 是 等の 或 者 以上に 傑出した と 思 はれ 

る 者が 他に 無いで はない。 內山眞 龍、 谷異 潮、 墙保 己一、 建 部 終 足、 柏 諸 成、 杉 浦 國滿の 如き はこれ であ 

る。 なほ、 ii: 一 „5 一才 女と は 卯ち 汕谷俊 文 子、 鵜 殿餘野 子、 後藤 筑波 子で ある。 而 し森繁 子の 如き、 歌^;^ 「玉 

がし は」 あり、 その 地方 的 影響より しても 決して、 是等 三人に 比して 遍色 ある ものと は 思 はれない。 "i- ，門 

人に 就きて は 從來の 研究 も あり-、 筆者の 研究 發 表した る 者 もないで はない が、 他日 を 期す る ことと して、 此 

處には 略して 置く， 

四 門人 愛 

近ハ 淵が 如何に、 その 古 學の弘 布 を 念願し、 門人の 誘 被に 努め たかは 色々 な ものに 依って 窺 ふこと が 出來る 

ので あるが、 

r 此人 (土 滿) 歌 は 器用と 存之外 歌 は 高 情に 聞 ゆ、 今一 應出情 候は乂 末々 遠 江に て 歌よ みに なりぬべし。 し 

かしながら 學事 〇〇 候 はず、 偏 地 故、 書も少 く：？ 有 之. 貴殿へ 度々 行 候て、 古 書 を も 多く 見 候 は， --可 A 然 


事 也。 濱松兩 社 (五社、 森爲 壽及繁 子、 諫訪 社、 杉 浦國滿 等の 後) にても 學 事は廢 候へば 末々 少々 舉も無 之 

様に 成べ し。 貴 息 かた、 又土满 など、 又 かの 兩 社の 童な ど 御 誘、 此事 御世 話 やかれ.. 候へ かし。 小 子 も 費 兄 

も 無かリ なば 駿遠參 に は 學絕候 はんが 遺恨な リ。 濱松 住吉尾 も才は あると 見 ゆれ ど、 赏學に 及び 候 まじ 

く、 …； 龍萬呂 (眞 龍) にも 此意を 御 示 可：， 被， 下 候、 是も氣 のみ 進み 過て、 實學 に及ビ がた く 見え i: 也ビ 

從 つて、 門人の 死な どに 就いては 哀惜 措く 能 はざる ものが あった。 

「村 田 春鄕、 當夏 〇〇 病と やらん 承 候 を. さしての 事と も 誰も 不思 候に、 段々 わろ くて 九：：：： 卜 九日に 死去 

と 申來、 夢、 か 現 か、 驚 候 事 也へ 兼而御 懇意に も 候. へば 悔み 存候子 もな し (脫 あるか-右 大學を 呼 もどし 候內 

意 は 相濟、 表 向 は いまだしき 樣 にて 大學 夫婦 11 妻ば 先の 娘 也 11 とも 此方 へ 引越 をり 拙者 方 へ 三年ぶ り， 

にて 一 兩度來 候、 悼の 歌 文な どの 事 遺書の 事 ど もな ど 賴候、 … . .51- て も/ \ 去 暮 は高豊 死.、 當夏 は、 長、 民 

死、 此 秋卷鄕 死、 拙者 學 問の 滅落、 老後 かれら ほどの 弟子 は出來 まじく、 殊 -i 春鄕の 長歌 を 得 候、 li- 而才 

氣 高く、 さとく して 文 もよ ほど 書 • 末 たのもし かリし をた、 ：4 我 を ほろぼす と覺. 候 也 --春^ 病氣 いまだよ ろ 

しからず. 廢人 にて 居候、 此上 それながら も猶 存命 あれ かしと 存候事 也， -」 

之 も歿前 一年 前に、 信 幸に 宛てた もの、 村 田 春鄕は 幼い 時から 手 を 執って 敎へ、 かの 大和 旅行に も その 弟の 

春 海と 共に 伴った もので あつたが、 この 時、 三十 歳で 歿した ので ある。 家菜卷 四に 「村 田 春鄕蔡 碑」 が ある、 

「うまし 玉 ここにし てし づきぬ」 と 人々 は 悼んだ と ある . 高豊は 日ド部 氏で、 今庄 Js- 右衞 門と 云 ふ隔円 十二 大 

家の 一人、 長 民 は 福 島 福 雄の ことで 醫師の 歌人であった。 春 道 は 春鄕、 春 海の 父で 嘗て は眞 淵の 後援^で n 
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本 橋の 富豪で 古學を 好んだ 風流 人であった" 是 等が 打 揃って 歿した リ、 或は 歿しよう として ゐるを 「拙者 學 

問の 滅落」 「我 を ほろぼす と覺 候」 と 述べて ゐ るが、 如何に， も 悲壯な 衷心からの 叫びで ある， - 淵の e: 人 を 

愛惜す る こと は 槪ね斯 くの 如きで， ある。 

五 自由 硏究 

中世 和歌 道が 師範 家に 移って から は 秘事 秘傳 などと 云 ふこと が 尊重せられ、 それが 一 般 學問藝 道に 及び、 

その 爲 自由 研究が 妨げられて、 諸道の 發達を 阻害した ので， あつたが、 眞淵は 之 を 奮殼の 如く 脫 却して 研究の 

徒に. 生新の 氣を吹 込んだ のであった。 尤も 之 は その 師春滿 の 精神 を嗣 いだ もので ぁリ、 更に 之 は官； .fer 

に傳 へられて、 國學界 一般の 風尙 とな リ來 つた ものである。 春满は 國學校 創立の 啓 文に 

「今 之談 神道 者、 是皆 陰陽 五. 行 家之說 ：… 非-一 唐 宋諸儒 之糟粕 r 則 胎金兩 部 之 餘瀝、 非 M 鑿 I 空 趱{< 之. 妄說 r 則 

無 禮不稽 之 私 言、 曰秘、 曰訣。 古賢 之 眞傳何 有、 或蘊或 奥、 今人 偽造 是 多。」 と。 

また 荷 田 信 美の 書いた 春 葉 集の 序に も 

「いで やまな びの 道 は. 天が下の 大路 なれば、 おのれ ひと. リ たてら むごと く ほこるべからず 學ぶ人 も、 師 

の をし へな リ とて、 あながちに 泥むべからず。」 

この 思想 はやが て眞 淵に も傳 はリ、 萬 葉 新 採 百 首 解の 「附て 記す」 の 中に 

「天の下の 道々 は 古へ ょリぉ ほやけ の 定めな させ 給 ふ 道な リっ た， 歌の みと 思 ふに や、 さる を いづれ の 道 


か、 其 一 つ 二つの 家に よりての み、 天の下の 人に 傳へ よて ふ 仰 はい まだ 承り 侍ら-ず ピ 

と、 卯ち 何れの 道に 於ても 天下の 公道であって、 一 二 家の 師範 家の 如きが 獨 占すべき もので はない と 喝破し 

たので ある。 更に、 佛敎 とても 「宗は 意に 任せよ」 と 云って ゐる、 吾人の 研究 は 新しき に 就く も 古き に 就く 

も 自由で. ある。 傳受 秘事な ど 云 ふこと は肯 はれない。 かかる 家に 傳 はらない 事 とても 採るべき 說は ある もの 

である、 若し それらに 泥んで ゐ るなら ば 「心 を 人に あ づけた らんが 如し」 で. あると 說く。 卯. ち 

「文 學び はお ほやけ の 物に てよ しあし は 古き 書に のせて ある を、 みる 人の 才 によりて 叫ら むる 故に、 古 は 

家 をた てず、 勝れた る 人 あれば 用 ひ 給 ふの み、 日 ー傳受 秘事て ふこと も 聞えず、 其俾 へしことの わろ くて、 

傳へ ぬひとの 語の よき も 常な リ。 たと へば ：：： しれ 人 は 古き ふみを 見ず して、 後の 人の 私に いふ をよ しあ 

しも わかず、 信ずる は 心 を 人に あ づけた らんが 如し。」 

宣 長の 玉 勝 間に は 

「おのれ 古典 をと くに、 師の說 とたが へる こと 多く、 師の說 の わろ き 事 ある をば わき まへ いふ こと もお ほ 

かる を， いと ある まじき ことと 思 ふ 人お ほか めれ ど、 これ 卯ち， わが 師の 心に て、 つねに をし へられし は 

後に よき 考 への 出來 たらん に は、 必ずしも 師の說 にたが ふとて、 な はばかり > そとな む、 敎 へられし、 こ は 

いと 尊き 敎へ にて、 わが 師の よに すぐれ 給へ る 一つな リ。 .」 

と 師說に 泥まざる 眞 淵の. 學究的 態度 を， 稱揚 して ゐる。 而し、 如何に 自由 研究 を 主張して ゐて も、 條統の 支配 

を 全く 脫却 する こと は 中々 容易の ことで はない、 六十 四歲の 寶歷十 年の 「龍の 君え 賀 茂の まぶち 問 ひ 答へ」 に 
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r 齊明， 化の 童謠 はわが 師 こそ 古今に 一 人よ み 得て 侍りし なリ。 こ は 我家のう たの かたに ての 傅と いふべき 

ものに てい まだ 一人に も傳へ 侍らず、 その外の 歌のお のれが 說は問 給 は 少し はしる して まゐら すべし .1 

と、 師春滿 を 尊重す ると 云 ふ强ぃ 精神から も來 たもので あるが、 眞淵 にして は 珍ら しい  一 一一-一 n であった。 K ハ龍 

あた リも 之を眞 淵から 傳 へられた らしく、 後年 福 岡の 靑柳 種满 にこの， 童謠解 を秘傳 として 傳 へたと 云 ふ記錄 

を 見た ことがある" 眞淵 にこの 一 言 はあって も. 千疊の 陰影； に對 する 寸 陰であって. その 大 精神に は fz り は 

ない。 

直 長 は 更に 

「吾に 從 ひて 物 まなばむ ともがら も、 わが 後に、 又よ きかむ がへの いでき たらむ に は、 かならず、 わが 說 

になな づ みそ" わが あしき ゆ ゑ を もい ひて、 よき 考を ひろめよ" すべてお のが 人 を をし ふる は 道 を 明らか 

に はせ むと なれば， かに も かくに も、 道 を 明らかに はせ むぞ、 吾 を 用 ふるに は 有け る。 暂 j を 思 はで、 、た 

づら にわれ をた ふとまん はわが 心に あらざる ぞ かし。」 玉 勝 間 

と、 この 公明なる 大 精神に は. E ：ら 頭が 下る のを覺 える。 また 宣 長が， 田橋彥 に與 へた 害に、 

r 皇 朝の 學 問に 於て は 秘事 ロ傳 など 申す 事 は 露 ほど もこれ 無く 候、 さやう の義を 申立て 候 は、 比 n 邪道に て 

候、 多く 遊 を 說昍せ 候が 本意に 候へば 門弟なら ずと て 野生に 於て は 秘し申 候 儀 さら/ \ ござな く 候」 

眞 淵に は 「門弟なら では 我が 道は傳 へない。」 と 云 ふ 風が 無い ことはなかった が、 宣 長に 至って、 片雲 さへ 留 

めず 朗 然として 靑 天に 天 nl を 仰ぐ が 如き 態度で ある。 更に 平 田 篤 胤を观 るに その 古道 大意に 於て- 


「世間の 歌學者 神道 者な ど 名のる 輩が、 譬 へば 歌學者 なれば 三 木 三 鳥の 傳ぢ やの、 てにをはの 傅の、 古今 

集と 云 ふの 傳受ぢ やのと 云 ひ、 又 神道 者 流の いふ 天の 浮 橋の 傳ぢ やの、 土 金の 傳ぢ やのと 云 ふこと を 言つ 

て驗 ぐサれ ども、 こ リゃ皆 その 下心に 汚い 物の 有って する ことで、 眞の 公なる 學問 をす る 者が、 そんな を 

かしな こと はせ ぬがよ いで ござる。」 

と、 その 一 流の 皮肉 を、 浴せ かける 所 は、 冷水 三 斗の 烕で、 實に 痛快で. ある。 

- この 自由 研究の 態度 は 四 大人に 通じた 處 であって、 宣長、 篤 胤に 至って 全く 蟬脫 した ものと 云 ふべき であ 

る。 諸道に 於て 因襲の 久しき に 渡リ、 進化の 迹は 認められなかった 時代に 於て、 獨リ古 舉界に 生々 潑々 の氣 

が 勃然として 起った の は 全く 四 大人の この 研究 態度に 依る ものである。 

六 門人 指導 法 

眞 淵の 門人 指導 法 は、 (ァ) 直接の 講義 や 歌會に 依る もの、 (ィ) 今の 通信 敎授 即ち 書簡に 依る 問 ひに 答へ る 

もの、 (ゥ) 和歌、 作文の 添削 を 行 ふ、 (ュ) その 著書、 詠草 等 を貸寫 せしめる" 以上の 四つの 何れ かで あ 

る。 

(ァ) 講義 は 大名の 奥御殿な どに 出講した こと も ある やうで あるが、 晚年は 殆ど 自宅に 於ての み、 之 を 行 

つた。 多く は 門人 達の 希望、 殊に 地方から 出掛ける もの は、 特に 註文が あった やうで ある。 その 希-望 者 以外 

の 門人 も 共に それ を聽講 する の を 例と した。 定日は その 開講の 度每に 月に 何囘 五の 日 とか、 七の 日と か 定め- 
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て 行 ふ、 そこで 地方 出の 者 は 二三 人 打 連れたり して、 今度 は 萬 葉の 講義 を頋 はう と 出掛けて、 二三 ケ n: 滞留 

して ゐる 中に (縣 居に も 三人 位 は 寄留 も出來 た。) 他の 講義 を も 聞き、 歌會等 にも 出で ゐ るし、 他 害の 寫本等 

も 致して 歸 ると 云ふ譯 であった。 その 書簡の 中 を 拾って 見る と、 

「去 秋 以來之 望に まかせ 職 原 抄之講 を 一 月三會 いたし 候 • …令 律 其 他 職 原 等 は 拙 之 盛年 之 頃 考置候 而數十 

年廢失 候へ ども. 漸案 記な ど考 候て 談侯也 ：： 」 明 和 五 年 三月 十三 □、 宣長 宛、 

「先日 祝儀 旁 門弟 呼 候て、 ー會 いたし 候、 古今 集會始 候へ ども、 是も いそがし さに 埒 明かね (候)、 尤 一刀 

二三 會っ乂 いたし 候」 (寶曆 二 年、 森 爲壽カ 宛) 

「十三 日より 萬 葉 之會讀 望 候 衆多 候而、 始， 可 申 候、 御 近所なら ばと 殘念 奉存， 御赏地 はさま/ \ なる 人 多 

く、 大儒に 和 學好候 人 も 多 候， 手前 方 萬葉會 にも 博學の 儒醫も 二三 人出 申 候 答に 候」、 宽保 元年、 國滿 宛) 

槪ね斯 くの 如しで ある リ この 古今 會 とか、 萬 葉 之會讀 とか 云 ふ も 皆 同じで、 門人 達の 讀講も ある こと も あ 

る" §. ち 源氏物語な ども 門人 達の 意見な ども 署名して 記入して ある 所な ど は、 その 會讀の 折に 述べた 說 であ 

らう。 而し 主任 講師 は眞 淵で あるから、 大方 は その 講義と 見て 可い ので ある" 是 等の 講會の 中で、 f 多く 

催された の は. 何ん と 云つ も 萬 葉 曾であって. 萬 葉 $11- 略說に 依る と 明 和 二 年 正月 二十 八日に 七 度の 會讃が 終 

つたので ある。 また、 同 三年 七十 歲に. 古事記 を 七 度. 1 じょみ、 紀を 三度 讀み 改めし ことの ある It が 記され 

てゐ る。 

歌會は 月並に 行った リ、 折に 觸れ、 時に 依って 臨時に も 催され、 正月に は 必ず 會始が ぁリ、 ^51な門人は；|^31- 


ふ ひが 例で ある。 この 欧會に は 門人 は 兼題 を 持 寄リ、 當 座の 出題 も 詠んで ゐる。 真 淵 は 和歌 は 古代 諸 € 'の 基 

礎で ぁリ、 出發點 であると 云 ふ 見地に 立って 居って、 詠歌 は 極力 指導した ので あるから、 この 歌 會は隨 分 重 

ん じたので ある。 眞 淵が 江戶に 出ての その 家の 歌會の 初見 は、 源氏物語の 開講と 同じ 頃で. 卯ち 四十 四歲の 

元 文 五 年 正月で、 村 田 春 道の 家に 寄 遇した 時分であった， - 尤も 之より 前， 數 年の 間に 在 滿や信 名な どと 萬 =^ 

會ゃ 歌會を 催した こと も あるが、 獨 立した のせ この 時からで あらう" 以來 三十 年柬 都に 於て 帷を 張リ、 筵 を 

布いて， 家塾 を 開いて * 終に 縣居會 は 東都 は 勿論 全國に 鳴らした ものであった。 

次 は (ィ) 通信 敎授 であるが、 これに は 歌 文の 添削 もあった ことで あるが、 それ は 別に 述 へる として、 此處 

は古學 詠歌 等に 對 する 諸種の 質問に 答へ たこと を 指す のであって、 縣居 書簡、 縣居 書簡 續 編， ふゾ くろ、 縣 

居 問答 書、 雜 問答 考、 龍の 君え 賀茂眞 淵の 問 ひ 答へ などで、 其 大要 は 窺 ひ 得られる。 當時 通信 機 關の不 な 

時勢と は 云 ひながら • 微に 入り 細 を 穿ち、 懇切に 能く も 克明に 書き付け たもの だと 驚歎 せざるを得ない。 當 

時漢學 塾に 於て は、 銜 うした 書狀に 依る 問答と 云 ふこと は餘り 無かった やうで あるから、 之 は古學 者の 特に 

採った 方法で あるら しく、 その 師 11^ たる 者の 努力 は 容易の 事で はない が、 而し 一面 斯學の 弘布を 速 かなら し 

めた ものである。 即ち、 遠 境に あっても 名簿と 誓詞と 簡單 な束條 とに 依り、 盛名 高き 先生の 門人た る こと を 

公稱 し、 實 際敎授 にも 預リ 得た ので 門人から すれば 遊 學の費 も-:;!； "かれ、 道中の 時間 も 人らない し、 手輕 にあ 

る 程度の こと は學 ばれ 得た ものである" 

宣 長の 書簡 凡そ 六 百 通、 眞 淵よ， リは四 倍 も 多く 存 して ゐる。 而し眞 淵の 如く 微細 一 狀數千 一； 11 に 達する と 云 
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ふやうな もの は 一枚 も 見當ら ない、 而し 加筆 物 は 別紙に 認めた やうで、 かの 龍 麿が 萬 葉の 質問の 如き、 美^ 

紙の 横 帳に 加筆して ある もの を 見た こと も ある。 斯くて 眞 淵の 流 は 一 般 にこの 方法に 據っ たもので ある。 

さて、 眞淵は その 質問 事項 は、 單に 難しい から 問 ふ、 疑 はしい から 聞く と 云 ふ 皮相 的な 行き方で は 勉學の 

効果が 蒲い。 それで 質問 事項 はよ く內 省して、 自己の 意見 を 書 上げてから にしよ と 述べて ゐ るが、 特に 龍 公 

美ゃ宣 長に 對 して、 よくこの 態度が 表れて ゐる。 森繁 子に 宛てた 書狀に 

「み づ から 心 を もち ゐて、 かう がへ 給 はで は、 人に 問 給 ふの みに て はよ ろづ にあたら ぬ もの 也， - あしく と 

も、 その 御考 のむ ね を 書て、 見せ 給 はん 時、 それが 上に てよ しあし 申に はしみ の ふかくて、 一 つが 百に も 

わたる もの 也。 すべての 事、 大道 を まど はぬ 手引に あ ひて 知、 その上に、 ここ かしこ を 問ての 後、 みづか 

ら心を やり、 うたが ひ を 多くお こしおき て、 多く ふるき もの を 見 候へば、 ここ かしこに おも ひ あたる 事の 

出來る もの 也。」 (本書 眞淵 拾遺) 

と ある。 

次 は (ゥ) 和歌、 作文の 添削で あるが、 作文， の 添削 例 は 殆ど 見ない が、 赏際 行った こと は甞 節な どに 依る も 

. 明かで ある。 この 作文と は 古文 を 作る こと を 云 ふので、 宣長宛 書簡に 

「とかくから 學は 詩文より 入、 和學は 古歌 古文よ リ 不レ， 入、 學生は 終に 明白 之 意に 不， 及 候、 ：… 此國は 口 

づ から 傳 ふべき 國風 にて しか 有 也 ^ 文字に ぁづ- けて 後は久 皆お ぼ ゆる 事、 少し。 …… 此文も 往古 は ロづか 

ら なやし を s ふべ し。 さて 凡 文字 を 用うる 诗 代よ リ 後に 書る 文 は 堅し、 其 以前と おぼしき、 ほめ 言な ど、 


飛鳥 藤 原の 朝の 人の 不レ及 言 ども 古事記に も、 紀 にも- 祝詞に も 有 を 見 給へ、 此事 をよ く 見得て より、 い 

よ/ \ 上古 之 人の 風雅に て 弘大なる 意 を 知 也。 宮殿 を 高く 又 地 を かためぬ る 事 を、 高天原に もぎ 高 敷、 下 

つ 岩根に 宮柱 ふとし リてふ 言、 又 祈年祭に 田夫の 田作る 事 を 手な ひお にみ なわ かきた リ、 むか ももに ひお 

リ こかき よせて、 とりつくれ るお くつみ としをて ふ 言の 類いと 多し。 是を考 へ 給へ、 人 まろな どの 及ぶ ベ 

き 言なら ぬ を 知る る 也。 11 

眞淵は 晚年は その 歌と 同じく、 文 も 上代 ロ傳の 時代 を 理想と して、 人 丸 あたり-の 流 は已に 新しい とさへ 云 ふ 

に 至った。 それで 作文の 用意に は 記、 紀、 祝詞の 中の 純 古の もの を觀 なくて はならぬ と說 いて ゐる。 

和歌に 就いては 旣に 詳論した ので あるから、 ここに 於て は實 際の 添削 を 紹介す るに 止める。 あが ゐ すさみ 

草に 

長歌 引 直し 

あし 引の 山なら ね ども、 うち はれて 心 も そらに、 何し かもお も ふ 事な く、 おも ふ どち 風を凉 しみ、 つど ひ 

つつ、 はし ゐし をれば、 かぎ リ なく 夜の 心 を、 する がなる をち にぞ見 ゆる、 ふじの 根に かかれる 雲の、 白 

妙の 雪の 常に も、 きえ やらぬ 色と し 見れば、 さながらに われさへ もまた、 時 しらぬ 夏な き 物と、 おも ひけ 

るかな。 

引 直し (即ち 眞 淵の 改作)  - 

足曳 の、 山なら ぬと も、 のぼ リ たち、 よも をし みっつ、 み 空 吹、 風 を も いれて、 曰くら しに、 おも ふ卞な 
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/、、 思 ふ どち、 物音 あそび * をば しまに、 より 居て うた ふ、 こゑ/^.-も、 空に ぞか よふ、 空 遠き、 ふしの 

高 根の、 しら 雪 を、 さやかに 見れば、 さながらに、 我 さへ 夏の、 時 も しられず。 (句點 は 筆者の 便宜に つ 

けた もの) 

趣向 はいと おもしろく 候へ とも、 詞 のつ M きを 直して まいらす 也、 又 一句^/ \ の閬を あけて 寄 給へ る 

はわろ し、 引つつ けて かき 給へ、 懷 紙は大 かた  一 にて よく 候べ し、 もし 1 枚に てはいと せまく 候 は 

、、 紙 をつ ぎて 書 給 ふ もく るし からず 候へ ども、 こまかに 害 給 は， 一枚に てたり 候べ くなん、 かさね 

は； 直の 重、 何 にても よく 候べ し、 もし 又 料紙の よこの 長く 候 は乂、 よこ を 紙の ありた けに 1;^ くて？^ 給 

へ、 上下の たけ は餘リ 長き は 見 くるしく 候。」 

〇 名所 萩 

すむ 月の かげ を やどして 宮城 野の 小 荻 か露ぞ 光み がける 

ことわり は 聞え 侍れ どかくて はみ やぎの のよ せ すくなく 候 まま、 名所 さだか ならす 問え 候、 同じく は 

月なくて 曰のう ちの 氣色 にて 然るへ く 候、 月な ど はお もき 物に 侯へば 其方へ ひかるる 也、 され どこの 

ままに て いは は 

すむ 月の 影 やす かれば みやぎ のの こはぎが 露ぞに ほひ ことなる 

かく も 候 はんか 此類は 其よ せ 殊更なら んぞ よく 覺ぇ候 〇 諸 成 云此に ほひ は 香の 事に あらす 委しく は 下 

にい ふ。 さて 月 を 去て よめる 〇 夕つ く 日 さすが 見 あかぬ 宮城 野の こ 萩 か 花の 露 もに ほひて、 かく も 有 


へ くなんお も ぼ ゆ。 

以上 は 綿密な 添削の 例で ある。  . 

また 「岡 部 翁 加筆 內山眞 龍の 歌」 は 原本 は 半紙 八 枚、 石 川 依 平の 序に、 小栗廣 伴の 跋の ある ものが、 遠 州 

二 俣町內 山竹藏 氏が 藏 せられる。 それに は 次の やうに ある。 

，  をつ まよぶ ゆ ふべ 

庵む すぶ 岡べ のわき 田 色付て、 鹿の 音 かなし も 夜もすがらに 

、、  、、、、、、 

夕々 妻 まき かねて 鳴 鹿の こよ ひも ゐ ねず 鳴 わたる かも 

冬の 歌と てよ める 

ゝ むすぶ べぞ かなしき  ぞ 

霜枯の 野路 は あはれ し はたす すき 招く 抉の 枯 ぬと 思へば 

、、、、、、 ゝ、、 、  ， 

野 へ 近き 宿 は 人め も かれに け， srv 背な ふ 物 は 嵐の みして 

以上の 中、 を 打てる は 佳作、 點の なき は 拙作と して 取らない もので ぁリ、 横點は 改作した 所で ある、 - 地. かの 

門人な どに は、 斯 くの 如く 書付け たも. のに 斷 うした 添削 をして やった ものである。 

また 眞淵は 歌合の 判者 をして 判詞を 書いた ものが 全集に も あるが、 之 は 極く 始の 頃で、 晚年は 歌合が 歌道 

を窘 落させた と、 看取して から は 斯うした こと は 催さ なくなつ たやう である。 

最後 は (V0 その 著者 等 を貸寫 せしめる ことで あるが 門人と なって その 借寫し 度き 3：： を 申込む と遞 送した も 

ので ある， - 一 つの 著書に して、 諸方からの 申込で、 たと ひ 副本が 數 部あった にしても、 應じ 切れなかった こ 
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とが 度々 である。 宣長、 土满、 眞寵、 信 幸 等が 寫 本した 旨 は 書簡に 依って 明かで ある。 その 一例、 

「眞 龍に うつさせ 候 神代 紀 (全 菜 所載の 日本 紀訓考 の 一、 二 卷を云 ふか) を 御う つし 候よ し、 よき 事 也。 

貴所へ はかし 候へ と、 眞 龍に いひし 也 眞龍當 夏來數 百の 事 書付 居候て、 段々 と し 也- 少 日の 間に 大學 

問いた し歸 候」 

眞， 江戶に 火事が 多く、 曾て 自分 も頻燒 した ことがあ るので、 自分の 著書 は緣の ある 故 鄕に殘 し 置き 度い 

と 云 ふ 主旨から その 副本 を 信 幸 ゃ國滿 などに は 贈り、 また 地方 人に 寫 本せ られる を 喜んで 居った やうで あ 

る。 

以上の 如き 赏際 指導に 依リ、 丁寧 懇切 を 極めて 居った から 縣 居の 學統は 愈々 弘布 分派して、 全國 的に 遍く 

なった ものである。 


第二 章 增補膘 居 門人 錄 

一 凡例 

二 索  HV 

三 增補縣 居 門人 錄 

一 凡 例 

、 眞淵 自筆の 門人 錄中 ( ) の 中に、 ◎ を 付けた 所 は 著書の 補註した ものである。 

、 上に 記した 番號は 著者が 索引の 便宜上 付けた もの。 而 して 補 遣 (一) を縣居 門人 錄 より 數字を 以て 通番に 

したる は、 その 門人た る ことが 確實 であるから である。 次に 補遺 (二) の 番號の 漢字に 依った の は その 確證 

が 見當ら ない 爲に區 別した ので ある。 

、 補遺 (一) (二) 共に その 證 とも 見られ 參考 ともなるべき 出典 は 明記して 置いた が、 明記して な いのは 多く 

は 新しい 全集の 縣居 書翰 續 編から 引用した ものである。 

、 索引 は 大要 次の 如くで あ， る。 

(一 ) 五十音順に 並べて 假名 遣 は 表音 通リ で、 濁音 は その 清音の 所に 入れて ある。 

(二) 文字の 劃數の 多い もの を 前に 置く。 
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(三) また 漢字 數の 多い もの は 前にした。 例へば 四 文字の 名 は 三文 字の 名より 前に 出した。 而し 頭字に 同字 

の ある 場合の 如き 必ずしも それに は 據らな い。 

(四) 氏名 並 記の もの、 名. 字、 號 等に 依る もの、 一人に して 何れよ リも 引き 得る やうに 努めた る も、 さし 

• て 有名なら ざる もの は 時には 略した もの も ある。 

(五) 同 一 人と 思 はれる の は 夫々 その 旨 を 記して 置いた が、 是等は 將來の 研究に 俟 つ.. へ-きもの である。 
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ノ 是は 立出 

ス 玄杏 

八 二 九 


同 

一 ッ橋 若年 寄 

藤 井 良 三 母 

朽木土 佐 守 殿 内 

福 { ほ 興 庵 妻 

辨慶 橋に 居 右山 

菅の女 

田 安 大塚大 助 妻 

加 賀殿內 

遠 江 森 備前守 妻 

樱田大 膳 太夫 殿 奥 

(^刺 家 ©〕 

(同 ©) 

(同 ©) 

M 一田 伊 S 守 殿 麻 

布 南部 やしき 


/一 

よ 


(玄杏 は眞田 伊豆. 守 ノ フ 

一甫 部 麻布 屋欺 聲師 © 一  ら 

ぎ 


さ 


へ 想 ふに、 ふみ 以下 六人ン 

I 伊 S 守般凰 敷 住 か ◎ )，— 


ts 編 門 


人 


八 三 0 


0 

9- 

1 

1 

9- 

1 

2 

2 

1 

3 

2 

1 

4 

91 

1 

5 

2 

1 

6 

2 


-；? 下に きとし た る 門； な らねど 同 

様 懇意な リ大寧 ある 時は吿 ぐべ し 


「明 和 四. 年 八 十四日」 

「明 和 四 年 十 十五 日」 

「叨和 四 年」 


丸 岡 長 門 守 殿御 

留守居 女 

眞田 伊豆守 殿 妹 

土 井 大炊頭 殿 家 

老新左 衛門妻 

京稻荷 

牧野 駿河守 殿. 

1 ッ橋 御殿 

土 屋殿內 

大久 保い かの 衆 


「三 何 國八名 郡 K 

茂 村 大伴瓧 禰宜」 


三 

力 

「藤 


ち 

倉 0 

林 


澤 


子 

守 


山專次 

五 郎 

本 宗 

井 好 

原 梁 


郞」 

二」 

守」 


(布 治子ィ @) 


今絕 

「兼 忠」 

「物 部 

義智」 

(大 伴. £A 守 ©) 


(校訂 者 云、 「腐 居 S: 人錄」 は K 茂 翁の 自 荦 せられた る もの なれ ども、 遣 漏 頗る 多し、 今 「魅 居 誓詞」 を參考 して 詞に叨 かなる^ リを 

捕 ひ、 「 し を 付して 其の しるしと せリ、 原文 讀 みがた きもの は 口 を 付して 缺 字に したが ひ、 校訂 者の 私案 は C  ) の 中に 牧 めた リ) 

二  居 門人 錄補遣 その 一 出典の S 入な き は 螯簡に 依る ものである。 


和 四 年 秋 

^ 一秋 中より 野亭へ 昨々 來」 


一一 j 河 八 名 郡 S 茂 村 大伴祌 社 神主 

お 6：  二十 五 石 


加 藤 


n  A- 森和0水と^2人か、 

f あ 前 SB, 藤 原^ 守」 と问 人. 


141 140 139 138 137 136 1：；5 1.'14 133 1.12 131 180 129 128 


に. V 七 年 

- ,■: 之 外 歌 好に て 阿 弟に なられ」 

淵 家集、 JJ^ 延 三年 「牧野 驗河守 

の 母君の 歌會 しける 時に 云々」 

「此 ^11 女 は 歌 之 弟子に て 候」 


「此 息女 も われ 等 門笫に 候」 

明 和 六 年-, 當八 月下 向、 來 羊まで 滞 之 害に 膀. 一 

周年 一 is 金 は 赏秋可 下との 約の 所、 拙 之 病 を 及 聞」 

明 和 六 年 「是 も 寄宿 を 願 候 … … 舉 に 熱 心」 

明 和 六 年 rt^- 郡 藤 田 伊勢松 も 下り 可 申と 申 候 

を 母 大病に て當年 はならず 來 春と の 事な り，^」 

明 和 六 .1^ 「當. 年下る ベ し」 と ある。 

明 和 五 羊 十 J  J  ： 拙 門 を 望まれ 候 由」 明 和 六 年 11H=J 

(力) 鈴 木 氏舊る 入門 之 事有レ 之，. 明 和 六 年 r 頃日 粱滿 

ょリも 春 可 下と ^^！ホ」 

明 和 五 年/走り 廼リ の iE5- をのみ 間來候 

間，， 、 岡 部 翁に 門人と 斷 ずる。 

村 ra 泰鄉 墓碑に 「か れ 賀茂 5.:; 淵 むつまじき 友が き 

の ゆる 一 もて」 と。 人名 辭 書に if  r 從 ひて 學ぶ」 と 

ある， 

紀 伊 侯 の 御殿 年寄 瀨川 及び その 父と も 入魂 なれば 

お 州 候の 侍醫か e 「賀 茂の 川 水」 に 依る。 

「賀 茂の 川 水」 にある。 


一 後長 岡 城主 (家集 二) 

近 江 國膳所 城主 

遠 江 見 付府信 

幸 二 男 (力) 

江戸 芝 明 神々 主 三男 

遠 江 敷 知 郡 郡 村 

三 河 古田の 小社の 神主 

遠 江 濱松宿 

江戶 豪商， 縣門 十二 大家) 

謦 師 


「贺 茂 の 川 水」 に ある。 口！^ を 伴 ひ 巧に 乘 ると あるから 武士で あらう „ 

「かの 門つ 人朝恒 主の むか 女菅 根の 戶自」 I すさみぐ さ 


「K 茂の 川 水」 にある。 

第三 章 *> 補 居 門人 錄 


ベ き 人 

姓^ ¥ 


二  K_ 


牧野 駿河守 

牧野 駿河 守ノ， 母君 

本 多 下 總守ノ 息女 とき子 崎 ^膽谓 ，河 守- 


牧野 民 部 少輔ノ 息女 

齋藤 a; 金 

齋藤八 茂 

藤 田 伊勢松 

鈴 木 伊勢 

住い：：： M 茂 右衛門 安興 

村.' E  ^鄉 

♦* さ  S し 

菅原 Is 齡 

ためな ほ 

藤 原朝恒 

釵田民 部 卿 明 夫 

八 三 


となす 

となる 


美 喬と ある 11* リ。 美！ g の： 

をお リ たる も の。 

土 佐、 s{^s、 


恭逍の 子、 ^^^海の兄 

i, 忠何、 s、 顯義堂 


153 152 151 150 149 148 14 丁 


146 145 144 143 142 


第四糲 門 


人 


同 

同 


「、い 知れる 友 はお のれ (眞 淵) なりと て 詞をこ ひぬ、 そ も/ \> 子の を をし 

ょろこぶは^^中，^?リ、 かれ そのよろ こぶ こと を あげて」 家集 四 


高 

俊 


, ま 

道 


$ な 

禾 


八 三 二 

存 


ま 

尙 

之 


光明寺 


「源の 辻の 敏樹】 と あれば 姓 を 

一 つ に， 辻と 云 へる か。 


歷 十二 年十 一 月 十九 日 「酒欽 て ふした るが、 

そのまま みまか リ にた リ C 羊 は 五. t- 九に てぞぁ 

りけ る 一 家 «^ 四、 人名 辭書は 門人と する。 八十 

浦 之 玉、 上卷本 

资麼 九 年 十月 「高 橋 秀倉を かなしむ 詞」 に 「おのれが、 

むぐ らふ の 露 を 分け そぽ ちつ つと ひまう で來 しこと 年 

力に なんな リ にたる」 家 幾 四 

「われ、 もとつ はた おらむ こと を をし へ 

てま だ あまたと しならぬ に」 家集 四 

「倭 文 子 を かなし める 敬」 家 態 二 

明 和 六 年 「数年 香會 などへ も 連ら せ 候て、 己が 

先. 年 未 棟の 說をば 多く 聞し ものなる を」 

家 四 「新 W 侍從の 母君の 六十 をい はふ 詞、 そらみ つ 大和の 國は …… 源 新 

田 の 朝臣 ぞ おはすな る C あが 遠つ すみら みかどの 道 をし リ …… 」 

明 和 六 年 n^:: 金 は 二人 扶持 出し 

て居俟 はんと 長 根の 約 也」 

年代 不明 「唐羞 かきに て 俳 港 も 上 K 广 にて 其兩樣 の 門弟 

多 有 之 候然處 近 年^ 葉 を 好 候て 加藤耍 人に 下 直しな ど 

賴 候て 此度 われら 門弟に 成 候」 


長 井 攝津守 內土佐 

の 人、 江 戶に來 住 

(縣門 十二 大家) 


江 戶靈巖 島 

京 橋 弓 町 御用達 伊勢 

屋、 ft 谷 平 右衛門 女 

(縣門 三 歳 女) 

土 佐 侯 Q  士、 後 亡失 


遠江國 見付府 


江 戶 


俊 


良 


常 樹 


高 橋 秀な ^5 は 


资 s_& 八 年 正月に は 浪人、 谷 

川 利 太夫 |( 略 年譜に 依， <o 別 

人 か。 加 藤 常^  ； (國 文ゅ大 

綱〕 無-; ハ翁 (むつな し の をぢ) 

大橋 IS 助 


文 


子 


田侍從 


姓、 浪谷 

前名、 八 代 子 


^ IKi 金の 兄 か (岡 部 說) 


太 


167 166    165 16 1 163 162 161 160 159 158 157 156 15.5 154 


前記 「らん、 是は立 w 玄杏妻 一と 

連名の 書簡が ある。 

&: 曆十年 (こ れ ^!30「父丹四郞召 つ れ 

候て (その子 眞潮を ごと あり、 人名 凝 

書に は 虞 淵に 學 ぶと ある。 

「ちかき 比む くら が 門 を も 常に と はる 一 

家集 三. 一杉 浦國 頭、 荷 W 泰滞 にも 辜ぶ。 

「夂- 一の 歌 ども 書て 筆く は へ てよ 

とてお こせた る を、 家 ^二」 

簿記 55^ 成 「虞 淵 ノ歌ヲ 聞キ 

遂 二 其 門  > 一 入リ」 

八十 浦 之 玉 上卷、 木、 

家集 二 

「す めら 御ー國 の 書の まなび を 

わが 道び きつる に」 家集 一 

八十 浦 之 玉、 上卷、 本 

八十 浦 之 玉、 上卷、 本 

同 


同 

同 

第三 章 增補縣 居 門人 錄 


土 佐の 人 

遠 江 長上 郡半揚 

日本 橋 通 新 石 町名 主 

寬保ニ 年 六十 歳 

a 江 國犬上 郡 開 出 今 村 

一 向 宗覺勝 寺 住職 


戶田土 佐 守 殿 家人 

松 平 市 正殿 家人 

0 師 

田 安家 士 

掛平紀 伊 守 殿 家人 

牧野 駿河守 殿 母君 


ら 


谷 


0 


大 

橘 


本 多 下總守 殿御 息女 登 


垣， 守 


垣 求 己 


霄 

宅 


藤 ^ 

老 


知 


泰 

量 


通 ®= 丹 四耶、 「大神 垣 守， 

潮の 父 

「垣 守 は 谷 t:: 潮の 兄. 佐 

々木 博士」 

竹內善 左銜門 


ケ： 湖 は そ の 1? と ある 一 

横激 式部、 高 家 

横 瀬侍從 

験 河 守 

松の 兄 


長 

公 膪 

三 園 


夫 美树： 宇お 伎) の 義兄： fi^ 

t 圓 山お 右 銜門 

M 或は： と 问人か 

宫嶋 左內、 御園 は 同人 か „ 

宮太郞 左 內= 略 年譜。 


原 俊 民 近藤俊2^^ 


m 倫 中 揮 八耶次 (治 ィ) 


寧 

子 


伊藤 良 純、 

^と 3： 人ん 


子 

八 


175 174 173 172 171 170 169 168 


四糈 門 


人 


八 三 四 


同 

^  一 

同  一 

明 和 六 年 入門 (人名 辭書) 

茂 川 水」 にも ある。 


に 叨和 四 年 入門 


人名 辭 1^3 及 國文學 .K 綱に 依る。 も 

と 有 栖川宫 家の 門人 CKUSi- 話) 

「ここに 平の 春 海の をぢ わら はよ リ 大人 

にした か ヘリし によりて し 家 菜 序 


fy 「K 茂の s ゆ； 淵に 舉 びて 一人 名 辭誊。 疑 はしき 所が あ „ 

V 「手 向 草」 出 Ig,^ 

9 著簡 「畑 井 事此度 下向 只兩度 見え 候て， r 此人ゎ 

^ れら 弟子に 候 まま、」 村 W 橋彥宛 

^ 害簡 「蓬 萊も野 亭を訪 其 後 時々 

^ 文通 も 致 候」 人名 辭省 にも. - 


一橋 家 中老 

松 平 主 殿 頭 殿お っぽね 

お 平 犬 膳 大夫殿 奥方 

和 泉 守 殿御 舍弟 

長 井 飛 彈守殿 * 方 


武藏兒 玉 郡 保 木 野 村 

勾當 

大井 伊豫 守 真 方 

大井 山城 守 母 公 

遠 江 城 飼 郡 平 尾 村 

(腐 門 十二 大家) 

江戶人 

(縣門 十二 大家) 

へ縣門 十二 大家- 

产同 四天王 ) 


美 濃 國多藝 郡榛木 村。 

名 古 屋 に 住して 歿す 


手 

薰 

三 


御 師久保 食 太夫 手代 畑 


知 

川 鶴 麻 

保 己 


島 


村 田^ 


子 

海 


きち 子. 

ゆ き 子. 


东野 氏、 名、 辰 之 助、 千彌、 

ぬ 木 野 一、 號、 水母 子 

久米子 と 阆 人 か、 大井 

は 土 井 の^か 

求 瓷岐 守、 5« 部 

富 五郎 

ik  方 壷、 H 

樂庵 

平 

士觀、 敏 錦齊、 平 四 耶 

春道ノ 次子、 兄ハ^^^鄉 


田 中道 麻呂 庄兵 術、 校 木 翁、 迸 全 


伊勢神宮 祠官、 權彌宜 


荒 


井理兵 

木田尙 


i 敏 前 ss^ 畑屋 理 兵 銜と间 人 か 


まん ehm 


^ 書簡 一. 來 候て よほど 世話 もいた し 遣 候 IB- 日歸申 候」  遠 州 豊田郡 一言 

す さ みぐ さ 「を ぢの身 ま かられ、 後 は 御 か はりに とたの みつるに 


8 


とね も ごろに 物 をし へ 道引耠 ひつ つ」 又 歌に r 世の中に 老ず 死ず 

の藥も か、 ともに 在つつ ことと はまし を」 


4 「さき 草」 にある。 卽ち 美榭、 福 雄、 ii.; 言、 千 蔭、 核 直の 五 人の 門人に 

^ 交リ て、 詠み 合って ゐる 所から 見る と 門人と 斷 じて 可い。 

5 「うめ あにせ」 は 門人の 歌 文 を 第め たもの、 この 中 

^ に 見えた もので 、前記に 塊れ たもの。 

S5 「うめ あはせ」 


8 同 

8  d. 

8 问 

^ 同 

1 

0 

9 同 

1 ] 

9 同 


8 同 

4  ] 

9  ^ 


齋藤七 右衛門お 


藤^  ？, 2!  5^ 


百 

ま 

政 

原 


世 


せ 


し 


ま 


春 

匕 匕 

ム H 


兄 

子 

一. r 

子 


原 

な 


松 井！ E 兄 S と 问人か 

^の， お 井飛彈 守？ ？1 の 「千代 

子」 と同ス か" 1 者 を 要する „ 


I まさ とも」 は间人 


第三 皐 增捕^ 居 £： 人錄； 


苑 

匕 匕 ^ 

Joe  %nj" 

ベ， す 

八 三 五 


205      204     203    202  201 200 199 198 197 196 195 


第 四 編 門 


人 


八 三 六 


同 


恭 


章 


同 


同 家^に も ある- 


橘  虔明 

橘  千國 梳 3 永世の 子 


同 


苦 


同 

« 筋 斑 編 「七月なぬ かの よ ひに 人々 來て …… いざ 歌よ まんと て …… 」 と あり 

千 蔭、 春 道、 校 直、 古道、 輔世^^道と共に こ の惟ゃすがぁる。 是 等と 伍す 

るので ある から 相赏 の 門人 で あ る。 

明 和 二 年 橋 彥宛香 節 「いかで 下 リ給ふ 事 は 有 まじき 

にや I と あり、 1^ 彥は 祝詞 等 を借寫 し、 S お 淵 は. 0 

寧の 浼間 山の 記 や • ふじの； S も 贈って ゐる。 橋彥の 

欲に 「天津 日の £丄 ら すが 如く、 明らけ くみち びき 

ませれ 幾 久に萬 代までに いま さねと こ ひ の みれ け 

ど」 (手 向 草) と ある。 「八十 浦の 玉」 にも ある。 


伊勢 白子 

江. Is 役所 (旗本 小 笠 原 家 


古今 $X 打聰 の遼 志の 序 「せう となる もの もつ ねに 賀茂 氏に まゐ りて 御 國のふ 

る こと の 直し きを 問 ひまな ベ る あまりに/ 一  ふぶ くろ」 に も出づ る。 


「近世 女流 欲 人の 研究」 に 依る、 傳記 ffif 成 

家 翁 拾 a 「歌の こと、 源氏物語など.&はべ ^^しままに 

祝 欲よ めと 人く の いふに よみて 女&の もとにつ か は 

しける。」 前 參 照- 

K  者 傅 JS  成摂編 r 接 足 則ち 其 s< をして その s: 

に 入らし め 以て、 その 流 を^-はし S3」 


江 戶京橋 附近 

牧野 駭河守 S 妹、 臍 所 

本 多 家の 室、 こ の 女 は 

とき チ， 之も^ 門 


公 


や 


安 「きむ やす」 问人か 


す 


村 田 1^ 


健^、 七 右 W 門、 m 

お 名 15^ 海、 -乂  #: 

俳諧 名 —巴 江 

狂 歌 —老 ©  . 

, 狂 文 IM- 琴 y> 主人 

1&田^^:泡と2族 


野 村長 ひ 、り 雜&ノ 律 野 ノ瓜人 

(平 カン 野村遼 志の 兄 

-,、  t  6 俗 稱和助 

材  諸 鳥 ajg 氏 


千 代 


建 部 綾足 赛 


218    217 IIG  215    214      2] 3     212    211 210    209     208     207  206 


同書， 究茂 5£M に從ひ て國 舉を受 く」 - 


江 戶 


「嗜ニ 和歌 1 徵ニ K 茂 腐 淵 I」 と ある。 卽ち 入門の 禮に 執らなかった で 

あらう が、 傳 記 第 成 は 門人と して 扱って ゐる。 (同書 學統 表) 


俾； sss^ 「國 學を賀 茂眞 微に學 び.」。 「賀 茂眞 淵と 

本居宣 Ex」 の 中 入門の 折の 逸話が ある。 それに そ 

の 侍^.? 呂， 氏 のこと も ある。 


テ、 有戯 古學ヲ 研究 シ 


傳記 te^ 成 「在 滿. 一一 從レ 

後 叉 魅 居 門 - 一入 ル」 


松屋 叢 話，， おりての 後に は菅子 (紅 子) と改 む。 

た 別 女に 菅子 とい へ るが あれ ど 同じから ず」 

害 ST 信 姬樣へ 御手 本 も 上 候 様に，： 勿論 入 

門の 禮 など は 無かった であらう。 


W 節 r 小 次 郞樣當 年 八 歳 …： 御手 習始 …… 

手本 上 候 様と 被 一一 仰 付 一 候」 

^^居修築の^11人合同で佥五兩贈ってゐる。 

(香 簡總五 四〕 その 妻 も s: 人で ある。 (^^ 

ふぶ くろ 「後草に 藤屋 五耶 兵衛、 又觀昔 門の 內に 香の 

師 などす る靑 とい ふ 僧の 隱者， また坂しゃ.^しぅとぃ 

ふ 人の 養子 坂大學 など も われら 門弟に て 候」 

ふぶ くろ：' ため. 子の 歌な ほし まゐ る」 

ふ ぶ くろ 「う め 子の はたが ひ 見えず 候 御 間 あ 

はせ 候べ し」 (假名 遣 の こ と〕 

ふぶ くろ 「その 日 は 祝詞の-文 を もよ み 侍リ、 よりて. 


是 はらう 人の 妻也ヒ 
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f5B 根て ふ 女房 は その 日出 侍 

八十 浦の 玉 上に も ある， 


豊 前中津 藩主 


紀州 海澤十 右衛門 妻 


〈田 伊 S 麻布 

南部 崖 敷 醤師 


淺草住 

淺箪 門內住 香の 師匠 

モ利 家の 女中た 

i 早 

靑木朝 SI 妻 


安 藤 

W 安 

平 

菅 


宗 

0 


武 

き。 

子 


田 安 宗武卿 息女 延姬 

田 安 宗武卿 男 小次郎 

立 田 玄杏 

藤屋 五郎 兵 衞 

靑 とい ふ佾 の 者 

ため 子 

うめ子 

菅  根 


門、 一方 

胙直 右衛門 敎 典の 子 

德 川宗武 

悠然 

大膀大 夭、 

2 を 見よ 

不知 麻：： .《 

-: ハ友 堂 


： と 同人. 


(女性) 


八 I 二 七 


229    22  =i    227    226     225     224    223    222       221 220  219 


s 編 n 


人 


八 三 八 


ふ ば くろつ お 町ん， J めぐ リ候 ついでにお たみ 所へ た づ ね 候て； し ばし 物 かたりいた 

し 候へば、 そこの 御 isp かかせ 給 ふとて 御文 を 見 侍リ、 文字な ど われら 事に 似 

&り 云々」 义 「け ふたみ 子の 方へ 御便リ とて」 叉 「此 ほど たみ子に 御った へ も 

りぬ」 

け ぶく ろ 「さ や こ は 今 もた ま-^ 歌 見せ 3^ 一 


ふぶ くる 「此 ほど 欢れ ばお 留衛に は 深 川の こ ひやと や 

らんへ 有つ きっと 也。 然 らば 深 川 濱くリ 町に くす こ 文 

が 候、 其 s< も； 子に て、 いとく 欲 好み 侍リ。 r 

まだよ く は 侍らね ど 近ければ 互に なぐさと も なん。 

いかで 叉お こされよ か しと 存候事 也。」 

同 


同 


「賀茂 淵 と 本居宣 iC 一の 八 S 頁 を よ。 

書簡 三 〇 「過し ほど は 郡 治と のの 下り 給 ひて うしみ 

やすく 物し 侍りし を  しばらく おはせ し に 何の 

御た め もし 侍らざる に …… J 

八十 浦の 玉. H. 

多く  人 の 中に 交 リて詠 出し て， ゐる。 


御殿女中 

後に 深 川 こ ひや 女房， 


深川濱 くり 町 


同 

豊 前中维 t 

平昌 鹿の ：！ 


た 

官 


み 

留 


0  m 


子 


こ 


衛 おる る J 力 

妻 

漆 松五瓧 S* 子と との 

治 の 子と 思 はれる かすと 云 ふ も 

のの 蘭 係 者。 香 簡 一二 〇 參 ii 


瀬 式部 隆の舍 弟 源 


M せ 


同 


鈸田 玆： 


同 


戶田采 女 殿 家人 


原 溫 简 E-f  二 那大夫 


o 1 同 香に 「K 茂 大人 人々 にと き 聞かせ 

ジ 同 g へる 古今 集の 竟 宴に」 

^ 宇， 讣比 上下 ニ卷、 帝國圖 誊館藏 その 中に ある。 

2 

2 國學の 研究、 三 五 五 頁 「それ は 立 綱 (M; 淵の 門人 僧 

^ 海 量の 甥) の跋に 云々」 

^ 本書、 鷹 II 翁 拾 遗參照 


土 佐 高 知 


州 家 日 辻 家 妹 


村 上. 影 面 村 上辨礙 

源  俊足 

立  綱 

屋  さ  子 


三 縣居 門人 錄補遣 その 二 

次 は s: 人と 云 ふ確證 は挚げ 得られない けれども、 「賀 茂の 川 水」 や 「焚 茂 淵 家 s^ii や 「縣居 害簡缀 編」 等に 見えて 門人と 推定 せられる 所 を 

擧げ る。 而し前 出の 門人 は 之 を 略して s§ く。 但し その後 確證を 得た る もの も あれ ど I:- らく そのまま とする。 

備 後守廣 


二 

七 


以下 五八 「m 子」 まで 「賀茂 川 水」 に 出で たる もの。 

家 二に も 「信 益が 美 濃へ か へらん とする 別に」 


松 平 能 登 守 ノ臣、 美 

濃 岩 村 城 を 守る ， 


家 第二 にも 出づ。 

家集 拾 に 「三 J くら 梯正 房が 家に て 歌よ みける に 

屛 風に 云々 一 と ある。 翁 拾 遣に も ある 出て 來る。 


第三 章 捕縣居 門人 錄 一 


藤 t+ 

言 

正 

0. , 


き 口 

長 


元 家 二の 神 山元 と 间人か 

黑岩 信ハ吣 松 平 能な 守 

^ 家令 (£: 淵 家 £D 

M の 助左衛 門 と 间人か 


房 姓、 食梯 

八 三 九 


笫四編 門 


人 


家 二に も 出づ、 

家 第 拾逍に 「ちかた けの なリ 所の 花お も L とて、 あるじ せんと 聞 ゆるに、 云々」 


九 


一 〇 

1 一 家集に も出づ 「茂樹 が 家に て 歌よ みける に」 

一 二 家集 二に も出づ 

一 三 

1 四 

一 五 

1 六 

1 七 


1 九 

5 


四 


周 

く 

み 


正 ^ 

元 


ま 

も 


や 

ゑ 


八 四 〇 

武 ちかた け 

知 

樹 姓、 長 か 

古 

子 


子 

子 


平 肌^ ii^ 滿 門 ス、 祌服氏 


子！ M 人 か 


二 五  年  有 

二 六  みき子 

二 七  海  ^ 

二八  ぬい 子 

二 九  盛  英 

三 〇  實. 行 

n  二  名  道 

三 一 一  弘 

三 三 本書、 眞淵翁 拾遗を 見よ  伏 見宫諸 太夫 妹  佐よ  子 

三 四  りつ 子 

三 五  長  お 

三 六 木赛、 眞淵翁 拾遗を 見よ  田 安家  に  ほ  子 (丹稳 子) 

三 七  1  無 

三 八  み き. 子 

三 九  妙り や ラ ^ 

四 〇  美つ 子 

四 一  元  子 

第三 章 i*p 捕縣居 門人 錄  八 四 一 


五 五 五 五 五 五 五 五 五 四 四 四 四 四 四 四 
八 七 六 五 四 三 二  一 〇 九ノ V 七 六 五 四 三 二 


S 編 門  A  八 四 二 

峯  子 入江 三位 息女 

のぶ 子 

さき子 

常 ， 子 

谆  明 內山傳 蔵 

普  該 

しつ 子 

廣  道 石 野平藏 

義 . 正 宮部孫 八 

義  直 同人 子 

萬  女 同人 

みつ  子 前 出門 人 (一三 八) 菅原昌 Sif 

菅根女 

敏  子 

杜  子 

；典  子 


五 九 

六 〇 

六 一 

六 二 

六 三 

六 四 

六 五 

六 六 

六 七 

1、 I 

7  ノ 

六 九 

七 〇 

七 一 

七 二 

七三 


?^-fi^t^^*«--55^ 家 第二、 「紀 量が 蔓 後の」. T にに 

やお 下- 賀茂翁家款」に^^る) 々」 登 後の 人 在滿の 門人で ある 


にに かへ る を 云 

らしい。 


同 

同 


また 31; 淵 家 ffi- 卷 一 、 元 文 六 年 「藤 原 常 香 

すすめけ る戎 女お の 五十の 贺に 云々」。 


「^居 香簡續 編」 に 依る" 

家 §1 

家^^^  7 の律輕 良策と 同人 か。 


遠 江の 師 


「二  a:-4g 日本 所と いふ 所に 火お こ リて  ほどなく 皆烟 にこ もリ ければ 源 

おの 簡が 許へ 行て 夜 を あかしぬ。 ： • … 人に よりて あらん も 苦し か §, べし。」 

「仕へ を か へ しける ころ 主の 惠の 深き こと 

など こまやかに いひお こせて」 


同 


『家^ 拾？ 1^ (延享 四 年の こ 一と〕 「知陳 が 母の 六十の 梵に寄 竹 祝と いふ 

R 事 を」 家 ffir 知陳が 家に 見け る 時」 


r^r 利 秋 年 ごろ ゎづら ひて 

ト友 なりければ か へ す./.: 


糸 

ま f 

秋 

久 


知 


宅 


季 

文 


0 


津輕爲 


,じ 

因 


赏 

達 


之 露 


泰 林の 子 一 〇 九參照 


： 友 古が まかで 來て …… 心しれ 

- 悲しく おもへ どか ひな 丄」 


00 增捕縣 居 門人 錄 


八 1 


八 八 八 八 ノに ノ  I  ノに七 七 七 七 七 七 
六 五 四 三 二一     0 九ノ V 七 六 五 四 


笫四糯 門 


人 


,5. 「三英 の父荜 庵が 一 周忌に …… われ もい と 親しき 友な リけ 

同れば，. 是 は廷享 元、 四十 八 才の昨 


入門 はしな 


焚^ 居 を訪 うて 間 して ゐる。 遠 江 見付府 天： t 瓧 神主 


「門： に 成 度， a 中 候 まま a 殿た どのみ の 世話に も 及 

ぶま じく 笫 一 は齊藤 右近 水 知の 事に 候 也」 

甞 節に 「御 下向 も 候へ かし …… 百 人 一 

首古說 爲レ寫 進候樣 …… 」 

「おのれ むつまじ かリ ければ 箪 H 淵 は 門人 赛卿 

にも 「睦まじき 友垣」 と 一； ム つて ゐる。 

「お 茂 翁 家 ffi? 拾 造 に r 養 泉院の 家の 迁 子の すすめ 

侍る 多年 貌 梅と いふ 心 を」 と ある。 元 文 六、 正。 

家5^^拾造に 「ちかた けの なリ 所の 花お もしろ しとて あるじ せんと 聞 ゆる 

に …… 正久 重 敦な どかい つらねて まかで 來侍リ …… 」 寬保三  i 


遠 江 新居 宿 

信 濃 出身 江 戶の醫 

養 泉院家 


右參 

家^ 拾 八 S ばか 


するとて * 


秋 S 朴翁 の © の 五十 年の のちの わざ 

すすめ 侍リ しに 云々 - 


家 拾 に 「卯 十  一 9- たちて 箱极に ゆあみに 行 侍り 小 3 原のう まやに 歌 

などの ip?- はやくよ リぃ ひ 侍る 惟 St- と いふ ぁリ、 今 は 心に も あらて あれ ども 

猶 ながめぐ さはす てざる なり」 

家 s;^ 拾 5^ 「また 小 W 原に 柏 子 某と いふ 人い とね も ごろに とりまかな ひて ゆ 

きか ひに やどり もし はべる に 云々」 

间 寄 「小-おお 部が 父の 六十の K とて 狭 直の すすむる に 」 虞 

淵 家^に も ある。 宽保 三年の こと。 

松屋 筆記 r 橘 常榭が みまか リ ける 一年の はてに 人々 つど ひて 悲しみの 

歌よ みける に」 とて 縣門福 雄、 赛道、 千久 連、 ほ； こと、 まし ほ、 千 藤 

^とそ の^を 並 記す る。 


0 月 


柏 


/ 


三 

右 ： 

造 - 

兵- 


田 麻 


高 

正 

秋田朴 


木 

a 民 


人 tT  a: 

ノ  pi に 

近 昔 原 信 幸 


足 

某 


のぶよし 


九 


九 

ば 
か 

9 


九 ノ  V 

〇 九 


むち 無る^  W 
ら の^じ 集 g 

ひくの も一 川 
ま の 比よ つ フ k 

ゐ岩 井み 岩 江 
ら城上 給 城 に 

すに ふの め 
づぉ內 に 君 る 
いは 守お の 
J で" f のの sf 
ネ に 程 母れ に 
£ しな 君 もて 
衞 り み荦物 
ま 便 ま を sS 


V ヒ 同 右 

W 腐 淵 家 その他 


り 聞え ける 時 ：.：• わ. I 

はしらせて」 ま た 「f  ft け： &成 

W リ， おへり、 守 はみ . 奥チ" お . 

リ あれば みけし f  - と 

^にて 初 葉 を」 

九 一.  一 I 一  「1 の 殿の 板 君 歌を とのた まふに よみて まゐら せけ"。」 

I  一  V 八月 十六 曰 4 がな リ 所に 人 i リー」 ：：： この 心よ まんと てと も 

九 三 ける。」 


九 四 鍵義 siiiE^ 


伊勢 人力 

九 五 ふさろ 「きの ふ はとし の 君より 御 使た まひて f なん。」 

々 i 家 m、  5S「8S 亡 1 悼 九 Hl?」 

リズ  攝律尼 崎 城主 

九 七 sisi 淵 家染卷 一 

九 八 同 

九九 同 

「皮 格 芋 4? よくし 給 ひて ことな  小 笠 原 家臣 

1〇〇 同く 豊國 にっき 給 はんこと を」 

1 〇 1 同 
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多 

望 


田 安 宗武ノ  Hi  源 


豆 5^ 侶 ^51: ；;: ソ-. ぃノカ 

月 草庵 三 英の父 


L  &野紋 、ノ 

ム (f;? と！！ 人力) 


井上 河 守 

犬 上 衞 

永  ほ 

村 田與兵 衞 

と し Q 1^^ 

®  a 磺 庵 ！ f!.^ と^ 係 あるか 

松 平 遠 江 ^..^ 

將  子 

松 平 備後守 

稻田 元- 悍 ニー  四と S 人 か。 

宜  m 

八 四 五 


—一一 一一 〇〇〇 〇〇 二 〇〇 
四 三 ニー   〇 九ノ、 七 六 五 四 三 二 


t  人 

寬保 三年 四十 歲 

づ 「七 八日ば かリ まで 來 てこた び 難 波に いきて はこん 年の 秋な 

后ん リ來 ぬべ しと …… 契れる 事 ども 侍る をい かにせ まし …… 」 


同 


1^ 簡ニ五 r 此 かの 福 島 茂 左衞門 甥に て 

a 年^ をいた し、 云々」 

節 三 〇 の 名宛に ある。 

ml 節 四 一、 に 遠 江 十二 量の 歌 を^って ゐる 

こと、 八十 浦 之 玉 上卷本 ■ に もこの ことがあ 

る。 また こ S 人に 校 K とも 文通して ゐる。 

^^Krao, 「$: 々御 出府 無 之 候 や 御 

出府 候 はば 必ず 御 出 まち 入 候 也。」 

%展 十二 年。 或は 親戚 か。 

八十 浦の 玉に 1^ が ある。 父君が 門人で あつたか 

ら 1? は その 添削 位 は 受けた で あ ら う。 


遠 江 是上郡 中 .■ 


遠 江 掛川宿 

登 前中津 藩主 

.1^ 平 昌廣ノ 男 


家 ffi? 二 「しはすの はじめ 秋 S 泰 林の 六十の 齡を その子 泰 因 かいは ふに、 

不改 色と い ふ 事よ めと あれば  - かが 友 を 竹 のと もと もい は ひお き 

て 云々」 

^殿淸 子 (餘野 子) 宛 「け ふは髙 瀬赏朴 ぬし へ ふみや リ 侍リ、 ついで 御； e 

も. a. 侍 リし， され どかの 人 は 御 わたりて はち かからぬ 事に かとに かられ 

侍る 也-」  ， 

^茂 翁 家 褕 t5l 延亭 1 1 S  W 某の 妻 母 八十 八に て 

い は ひする 歌 一 つと 云々」 

同蒈、 延 一予 四 年 十 J 十七 日 「米倉 氏 (昌畏 ) の もとよ リ ••：： 妻の 君 もと も 1. 

歌 よみてお ぐられ たるに …… 牵& はしらせ て 返し を 齊 つ 。」  ， 


同 

同 著、 ^延； 一！ 年 十月 r 稻 W 芳 が 母の 豊 前の 小 倉 

にある が 身 まか リ ける を， 芳隆來 にっか ふる ほど 

にい ひ來リ てな げくに よみて 贈る。 云々」 二 首 
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第一章 墓  地 

I 墓地 及び 建碑 

眞 淵の 死 は 七十 三歲、 明 和 六 年 十月 晦日であって、 墓 は 荏 原 郡 品 川 東海 寺 內の 少林 院の 後山に あった。 こ 

こに は 生前 入魂であった 南 郭の墓 も あるから、 豫め 卜して 置いた ので ある (泊、 活筆 話) 墓石の 正面に は 千 蔭 

の 書で 賀茂縣 主 大人 墓と ある。 過去， 帳に ある 佛名は 玄珠院 眞淵義 龍 居士と なって ゐる。 序に 述べる が、 濱松 

巿傳2^町の敎與^^にも眞淵夫妻の墓がぁって、 その 墓石 は 次の やうに ある。 之 は 一子 眞滋 が歸 葬した もので 

ある。 

梵行 院淨阿 光順 居士  巿左衞 門眞淵 

明 和六已 丑年 十 „qj  二十日 逝去 

名聲院 超. 淸壽大 姉  同  妻 

齊暦元 辛 未 九月 十日 逝去 

少林 院の墓 は、 其 後古學 者の 參拜踵 を繼ぐ 程で あつたが、 江 戶の千 蔭、 春 海 等の 同人 は、 翁の 正 忌 は 十：：：： 

晦日 なれ ど、 菊 * 紅葉の よき 時に とて、 一 ヶ月 早めて 九月 晦日 を定 日と して、 毎年 墓參 をな して、 献詠な ど 

も 行って ゐる。  - 

斯く 江戶に 在る 門人 は 時々 參拜 して は 悽舊の 献詠に 淚を 注いだ ので あつたが、 諸國に 散在す る 門人 や、 翁 

を學祖 として 景仰す る國學 の士は 出府す る 毎に 參詣 する もの もあった。 鄕國に 於て 眞^の 第三 期の 歌 調を最 
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笫五锔 歿後の追慕崇拜及び其の精禪の發^^  八 五 〇 

もよ く傳 へたと 評せられる 栗 田土滿 も、 天明 七 年に、 

世の中 はかく こそ ぁリ けれ、 古に わが かよ ひこし、 縣居は そこと いへ ども、 いにしへ に 見し こと も あら 

ず、 見し 人の こ ゑ もき こえず、 玉 鉢の 道 やま どへ る、 秋き リの立 やかく せる、 玉 ぼ この 道 もま ど はず、 秋 

きリ のた ち も かくさず、 はしき やし 吾 も ふ 君 は、 し」 くしろ よみに いますと、 石と こに こも リ ましぬ お 

そこ をし も あやに かなしみ、 むさし 野の みく さ ふみわけ * を かのへ の 小ぐ さに のぼ リ、 かしこみ もみ はか 

をが みて、 いにしへ をし ぬび まつれば 泪 しなが る。 (寫 本土 満 詠草) 

享和 元年 卽ち翁 歿後 三十 三年 目に、 千 蔭に 依って、 この 墓 側に 建碑せられ、 その 碑文 は 千 の 作で ある 

が、 芳宜園 家集に 收 めて ある。 

賀茂眞 淵 先生 碑文 

縣居于 志 名 者 眞淵氏 者 賀茂縣 主 遠 津祖者 山城 國 愛宕 郡 賀茂大 祌乃美 也 都 古 賀茂成 助 縣主也 成 助 乃 裔片岡 

能 祝 奈理之 師重乃 女 內爾仕 奉 而筑前 局 登 云 之 爾遠江 國敷智 郡 濱松鄕 岡 部 乎 賜 利 之 乎 彼 岡 部 爾齋比 末都禮 

留新宮 乃 神 戶登奈 之 永 新宮乎 伊都 伎 泰留倍 伎 與之文 永 乃 十 末 里 一 年 彼 命 婦乃弟 師朝爾 美 許 等能理 冇之與 

利 則 其 新 宮乃祝 登成而 代々 乎 經而政 定登云 之 波 引 馬 能原廼 御軍爾 從奉爾 伊佐 袁志伎 業 有 「r,l 御 佩 乃 大刀 乎 

賜 利 奴 于志者 其 政 定與里 五 繼乃孫 定信登 云留我 眞子爾 nil 曾 於 波 之 計 留元祿 乃 十 年 登-云爾 岡 部 爾氏阿 f 出 

給 早 保 乃 十 末 里 八 年 京 爾上利 且荷田 宿 禰柬满 翁 乃敎乎 受給 比 寛 保 乃 三年 此江戶 乃 大城能 下 爾參來 給 比 

之！^ 延享乃 三年 田 安 乃 殿 爾免左 解 良 禮，. ii 古 乃 書道 廻 博士 等 之 《1 殊爾賣 泥 左 勢 給閉理 岐于志 齢老， ...s 解 乃， 


十 年 仕 乎 志 叙 伎 el 明 和 乃 六 年 病 給 比 51 十月 晦日 乃 日 爾奈母 七十 末 利 三 乃齢爾 nil 身罷 給 氣留豫 能 多 末 比 置 

都留 麻々 爾江 乃 南 荏 原 郡 品 川 能 東海 寺 奈留小 林院乃 山上 爾葬奴 抑 皇御國 乃 古 學乃道 彌開氣 爾開氣 之 波 

彼 荷 田 翁 難 波 乃 契 冲阿闍 梨 我 以當徒 岐毛阿 禮杼歌 乃 調 乎古爾 引返 多 流 波 此于志 乎 許 曾 始登波 尊 倍 計禮.  迷 

給留書 種々 世 爾行波 禮旦人 皆 志 例々 婆 玆爾言 波 儒 千 蔭 若 可 理之與 利 敎受都 流 美 多麻廼 布. 報^ 良牟登 

且人々 登 共 爾謀而 石 夫 美 建 留爾奈 母 有計留 伊 蘇 能 可 微布留 伎 帝 夫 理袁斯 流 辨勢之 岐美布 里之與 乎志努 

婆 牟比等 波 志 努婆謝 羅免也 時者享和元年三月橘千蔭文作11:^自書利  . 

惜しい ことに はこの 碑文の 「寬保 乃 三年、 此江戶 乃 大城能 下爾、 參來給 比 之 乎」 と あるの は誤リ で、 元 文 

二 年 四十 一 歲の 時で ある こと は旣述 の通リ である。 この建碑を喜んで-詠んだ村田春海の長歌は琴後集に^^せ 

て ある。 これに 依れば 碑石 は 伊豆から 切リ 出して 船で 品 川の 港に 運んで 來 たやう である。 千 蔭の 苦心 を 想 ふ 

と共に 師弟 道の 麗しかった 當 時に 烕激 せざる を 得な い。 

賀茂 大人の 御 墓の もとに 石文 をた てけ る 時に  村 田き 海 

こも リ くの 泊 瀨を國 の、 朝 倉に 宫 造して、 天の下し ろしめ しける、 天皇の 其 大御代に、 栖輕ち ふます ら猛夫 

を、 を をし とてた，^ はしき 名 を、 石文の 柱に のせて、 なべて 世に た」 へ にけ リと、 記しつ ぎい ひ つきに け 

リ 古へ もし かこ そぁリ けれ、 それ をし も 例に ひきて、 さしむ しろ 賀 茂の 翁が、 古言の 舉の 道に、 いそし か 

る 其 ゆ ゑ よしを、 岩の 上に ゑリて もが もと、 翁 をし しぬ ぶ 人 どち、 相 計リ相 語らへば、 諸人 は 誰も うづな 

ひ、 いで 湯 わく 伊豆の 高ね に、 並立て る ゅづ岩 むらの、 岩 垣 を やさ かにき りて、 諸手 船 もろ 手に 載せて、 itt 
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原の 海 濱の磯 間 ゆ、 百たら ず 八十 綱 はへ て、 ひ こづら ひ 山 ふみ さくみ、 さ」 げきて 其 岩角 を、 錯 なすた ひら 

に 磨き、 常世 磨 筆と リ もちて、 我 大人の ありへ つる 世 を、 つばら かに 言に のばへ て、 鳥の 跡 を 深く と 乂 め 

て、 おくつ きの 御前に たてつ、 百世に も 千々 の 年に も、 かくながら いやと こしへ に、 傳へ ゆかば 今の をつ、 

を、 遠つ 世と 見む 世の 人 も、 立ち 向 ひよ みて をし ぬべ、 これの 石文 «t 讀 が ほ 

反  歌 

君が 名 を 千 名のい ほ 名に ひ、 M けと て 山 もと t ^ろに 石に ゑり つく  (琴後：3;^10 

この 一 ゴ.? -三 年忌：^、 鄕國見 付府に 於ても 眞龍、 土滿 等の 門人 始め、 多くの 國 學の士 が壤. まって 舉 行せられ 

てゐ る。 その 時の 眞 龍の 歌、 

十月 晦日 眞淵翁 三十 三 會忌， 於,： 見附 宿 I 行. 云々、 

縣居 のす，. -な 花咲い にしへ の 春し 來 らば 君 を 見 まし を 

水鳥のう きね ならね ど大の 浦の 大方 人 もうしと なくなる 

二 墓地 改修 

斯くて、 翁の 墓 は 明治に 至った ので あるが、 嘗て は幽速 淸淨の 地域で あつたが、 次第に 他の 墳墓 も 多く 造 

られ、 剩 地も少 く、 その上 接 莽途を 遮る と 云ふ狀 態に なった ので あるし、 また 東海 逍 線の 開通 もあって、 何 

うしても その 儘に して 措く こと は^ 來 なくなつ たので、 その 學統を 引く 鄕國人 十六 名が、 發起 者と なって、 


資を 江湖に 集めて、 その 改修 を 企てた。 卽 ちその 趣意書 は r 賀茂眞 淵 大人 立 碑 吿條」 として、 廣く 配布 せら 

れ たが、 その 全文 は 次の やうで ある。 

tviw 配、 a^4^ く ケー a- きケ水 ^  江 雨樱村 山 常 ait 翁 は荦者 の た め特ン 

力 stc^ll 適 V 拔， K  ノュ、 ー揭 せロ；^  *^に之を送貸せらる、 謹んで 謝す e  ) 

告條  - 

皇學 中興 ノ 祖縣居 賀茂翁 ノ 墓 ハ 品 川 東海 寺 中 少林 院 一一 在リ、 蓋 シ 少林 院 、ノ 當 時幽遂 ノ 地 也淸淨 ノ 域 也、 然 

レ トモ、 歳月 ノ久キ 他墳鳞 次剩地 半弓、 加 之、 榛 莽途ヲ 遮リ、 赛者ヲ シテ空 ク慕門 二 彷徨 セシ ム、 今 二 シテ 

之 レヲ修 メナ ルト キハ、 則 チ復タ 識ル者 無キニ 至-フン、 歎 セナル 可 ンャ、 若 夫、 他 ノ國家 一一 功勞 アル 者ノ遺 

墳ハ 則チ、 朝廷 旣ニ 之ヲ 旌シ、 有志 者旣ニ 之ヲ 修ス、 未 タ嘗テ 荒 蕪 二 屬スル 斯ノ如 ク甚シ キ者ハ 有 ーフナ ルナ 

リ、 乃チ 吾曹將 一一 江湖 同 學ノ諸 彥ト院 中二 就テ、 更 一一 一勝地 ヲ 卜シ、 廣ク 塋域ヲ 畫シ、 墳墓 ヲ移 シ、 砍石ヲ 

高 フン、 華表 ヲ設 ケ、 周 匝石ヲ 疊ンテ 繚垣ト ナシ、 而 シテ、 1 大碑ヲ 建テ、 以テ 偉功 ヲ 不朽 二  レ、 祀典ヲ 

永世 一一 傳へ ン トス、 抑 吾 曹ノ翁 一一 於 ケル、 私淑 型 範訓謨 一一 佩 服 シ、 尙ホ 追慕 已 ム能 ハナ ル者、 顧 フー 一 同 ゆ 諸 

彥モ 亦當ナ 一一 此滅ヲ 同 フスへ シ、 賴ヒニ 諸彥隨 意資ヲ 投シ、 以テ 此擧ヲ 補助 ス ル 有- フハ、 何ノ欣 力；^  二 如 力 

ン 0  , 

又 曰、 同志 ノ諸彥 ハ 請フ、 幸ヒ 二 貴 姓名 ト貴 住所 トヲ 併記 シ、 諸 レヲ吾 曹ニ報 セーフ レン コト ヲ、 北へ 建碑 

ノ 位置 及 ヒ周垣 ノ造構 、ノ 略 圖ヲ左 一一 揭ケ テ、 以 テ高覽 -ー 供ス。 

明治 十五 年 五月 
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主唱 者 

長 谷川 負 雄 鷹 森 茂 大久保 春 野 賀茂 水穗， 

平 尾 八 束 岡 本 孝 承 大伴 千秋 西 尾^ 俊 

淺 羽義樹 足 立 靜 中 山 光雄 佐 藤信熙 

辻 村吉野 松 下 勝 信 永 井信 光 山 本瑞枝 

さて， この 主唱 者 は 多く は 後述の 報國 隊員であった 人で あるが、 その 中、 長 谷川 贞雄は 遠 州 天龍川 ロ掛塚 

の 出身、 後に 海軍 主計 大監 とな リ、 豫算 通で 鳴らした 人、 大久保 春 野 は 同 阈見付 出身、 後の 男游 陸： 水火 將、 

賀茂 水德は 後の 靖國 神社 宮司と して 令名の あった 人で ぁリ、 佐 藤 信 熙は濱 松 田 町の 稻荷 社の 出、 眞^が 梅 谷 

家に 養子す る 時 媒酌 をした 人の 末で あると 云 ふ。 鬼に 角、 是等 は.^ 央に はた、 地方に 在りて、 相 常な 地位に 

在った 人々 で、 眞 淵に は 「私淑 型 範訓謨 二 佩 服シ、 尙ホ 追慕 己ム能 ハザル 者」 であった ので ある。 

是 等の 中、 最も 熱心に、 その 事務に 携 つたの は 賀茂水 徳と大 伴 千秋と で，. ある J 雨 氏 は、 先づ 翁の 鄕國遠 江 

出身者 を はじめ、 廣く 同志の 士に 圖リて 資金 を 集め、 翁の 後なる 岡-部 喜 代 子 刀自 (翁の 家 は、 江戶に 於て 

も、 岡 部 姓を稱 して、 明治に 至った ので あるが、 彼の 百樹 翁が、 その 家を嗣 ぎ、 叙位の 御沙汰 書に 贺茂 M 〈淵 

とあった ので.、 それ を拜受 する に 就いて、 岡 部は賀 茂と 改められ たと 云 ふこと である。 序でに 賀 茂水秘 翁と 

この 百樹 翁と は 先 後して、 靖國 神社 宮司と なられた が、 血緣上 はた 家系 上. 何等の 關係も 無い と 云 ふこと で 

あるから 附記す る。) にも 謀って、 着々 墓所 改修の ェを 進めて 行った ので ある。 此處 に、 一佳. 流が ある、 それ 
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は 翁の 靈骨を 紅葉 山の 方に 移す に 際し、 黑激 あた リの 心ない 者の 鍬 先に 掛ける は勿體 ない と 云って、 右司. 志 

中の 長 谷川 腐 雄と 佐 藤 信熙と は裸體 となって、 自ら 掘 出して、 骨 甕 を 移 御 申 上げた と 云 ふこと である。 

くて. 五ケ 月を經 て、 明治 十五 年 九月 七日に 续 功した ので あるが、 この間の 消息 は、 次の r 贺茂 翁^ 墓 

改修 之 碑」 の 碑文に 明かで ある。 

賀茂翁 墳墓 改修 之 碑 (東京 品 川 柬海寺 境內) 

翁 はやく 古事記の 道の 奧處を ふみわけ * ならの 11! 一のお ほきが 中に よく しをりして、 このみち の 先 J おと 仰 

がれた まふ 事 は、 世に かくれな く、 また I そ 一の 一世の 事の 聩は加 藤 千 蔭が はやく しるせる 碑 も ありて、 翁の た 

めに なげくべき ふしな きが 如く なれ ど、 たく 翁が 墓の ありし 地、 其 かみ は淸 くひ ろら かに あり， けむ を 年を經 

て 他人々 の塋 ども 出來 ていと も處 せくな リ ぬる をな む 人み な 常にく ち をし と はお も ひわたりし。 明治の 今の 

大銜 代と なリ ていよ よ 翁の 御名 も 高く、 御 いさを を 仰ぐ ひとん \ この 東京に よりつ ど へ るから に、 玉ぎ t とな 

づけて ハ 4 々學 の祖の 大人た ちの 靈を 祭リ この をく つきの 前に ま うづる 人お ほくな りに たれば 翁の 出、， つれし：： M 

江 國人賀 茂 水； i. さしな みの 三 河の 國人大 伴 千秋の 二人 かならず 翁の をく づき を 改めつ くり 修 むと 思 ひ 起し 

て、 まづ その 因 ある 遠江國 より 出た る 人々 に はかりて 身の ほど^ \> に g 一 をつ み、 また 廣く 止に 吿て志 あらむ 

人々 の 力 を も あはせ て、 ことなし を へん 事 を契リ 定めたり。 玉 鉢の 會員等 元より 同じ 心 ざしな りければ 共 

に 事 はかりつ」、 翁の 後なる 岡 部 喜 代 子に も かたら ひて、 終に この 杯-葉 山の 地 をう まし 所と さだめて、 明治 

十五 年 九， 月 七日に なむ 式の まに/ \ 其柩 を此處 にう つして 祭の わざ をな し 人々 ともに 拜み 事畢： H へまつ リ 


し。 かくての ち 此事を 畏くも 皇が 朝廷に も閒 しめして、 十一お 八日に 金 若干 を 賜 ひ、 また 十六 年 二月 二十 七 

日に は 學の祖 の 四 大人と 仰ぐ 翁た ち どもに はやく 世の ために あまたの ふみを あら はし、 天の下の 人々 を^け 

る 大き いさを を ほめた まひ を さめた まふと 正 四 位 を さ へ 贈り 授けた ま へ る は、 あはれ 翁の 靈もか 、 る 御^の 

露 あま リ ある 大御代の 光 まど. かく いそしめ に ひ、 と ，\ もの まめに ふかき 心づ くし は 天翔り， そら かけて、 よろこ 

びた のしみ たま ふらむ" かくて こそ このお くつき どころ も その 功績と ともに、 たかく、 ひろく、 おはかに か 

よふ そのみ、 ち も 御名と ともに、 いよしる くして 後の世に 遺す 慽も あら ざリ けれ。 この こと を かきしるし、 さ 

らこ いしぶみ こゑリ をく も のぞ。 へ.^ を 見ず、 傳 書した から、 多少、 

-!  3  (  >^ ゾ  ジメ  I 誤の ま、 になった かも 知れない。、 

明治 二十 五 年 五月  從 五位 伯爵 德川達 孝题辭 

本 居 豊颖撰 文 

小 杉溫邨 謹書 

断くて その 墳墓 は 今 も 保存せられ、 年々 の 祭事 は 東京の 賀茂 家に 於て 殿 かに 執行 せられて ゐる。 
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第二 章靈  祭 

賀茂翁 思慕 ぁ眞心 は、 遇 忌 每に靈 祭に 依って 殊に 能く 致された。 一、 三、 七、 十三、 十七、 三十 三等の 年 

忌の 行 はれた こと は旣に 述べた ことによ つても 肯 かれる であらう。 鄕國に 於ても、 常に、 翁 を 崇拜 して 日夕 

の 禮拜を 怠らなかった 門人 內山眞 龍に よって、 是 等の 靈 祭が 執行され たので ある。 而 しその 詳說は 省いて 五 

十 年、 百年、 百 五十 年の 各靈 祭に 就いて 述べよ リ。 

第一、 五十 年靈祭 

文政 元年 (二 四 七 八) は 恰も 五十 囘 忌に 相當す るので、 江戶に 於て は、 春 海 も 千 蔭 も、 その他の 門下 も殆 

どない ので.、 春 海の 門人 淸水 濱臣と 小山 田與淸 とに 依って、 執行され たので ある" 岡 部 家譜の 跋に 

「岡 部 家譜 一卷* 先師 翁 所レ述 也、 今年 爲二縣 居 大人 五十 囘 追福-、 命-: 門人 前 田 夏 蔭-、 滕寫以 置 M 之 少林 精 

舍 1 焉 

文政， 起 元 十月 晦日  淸水 濱臣」 

また 賀茂眞 淵 翁 家 傳の拔 文に 

「萬 づのゃ 高 田 大人の 撰れ し縣居 翁の 家 傳は錦 織 村 田 春 海 翁の 說に 基き て. かい 記された るな リ。 今年 は 

縣居 翁の 五十 年忌に 當れ ばと て 神な 月の 廿日 餘 九日の 日に、 人々 品 川の 少林 院 につ どひ、 時雨の 歌詠みて 


II びけ るに 大人 は 

めぐり 來て 五十 山 棺殘ら ね ど 落葉うる ほす 村 時雨 かな 

となん 詠まれた る。 新る を" にし も あ へれば、 いかで 翁の 傳を 世の 古事 まなびに 心よ せの 人 等に 知らせば や 

と. 北 條時隣 主と 共に 讀み考 へて 花 細 櫻 木に 彫れる になん。 文政 元年と 云 ふ 年の 霜月ば かり 橋 本常彥 しる 

す。」 

祭祀の 模樣ゃ 出席者 等の 詳しい こと は 判. 然しない が、 兎に角 行 はれた こと は事實 である。 

次に 鄕里濱 松に 於け る靈 祭で あるが、 之 は實に 盛大に 執行され、 その 記錄も 翁の 孫弟子 卽ち眞 龍 門の 高 林 

方朗の 日記 や、 賀茂 大人 靈 祭式な どが あって 詳知 する ことが 出來 る。 當時、 眞龍は 七十 九歲、 「大 谷の 老先 

生」 と 尊ばれ、 前に 手鹽 にかけ た 門弟 や、 同門の 土滿 によって 普及した 古 學界の 大御所と して、 唯一 の 存在 

であった。 その 若 かりし 時 は 自ら 中心 ともなって、 時々 靈祭を 行って 來 たので あるが、 今度 は、 旣に隱 居の 

身で あるから、 その 門人 を 促して 之 を 執行 させた。 文化 十四 年 八月 二十 七日に 濱 松の 眞 淵の 養家 梅 谷 本陣に 

於て、 本居宣 長の 十七 年 靈祭を 行った が、 眞寵は 之 を 縣居翁 五十年祭と 兼ねて 行った ならばと 申入れ たので 

あつたが、 旣に 同志 宛の 囘章も 出た 後で あるから と 云って、 その 翌年 別に 催された ので ある。 この 中心とし 

て 立 働いた の は 家の 格式、 人望 また 地理 的關 係から しても 鈴屋 祭の 時と 同じく 高 林方朗 である。 それで、 

催 主 小 國重年 ggalg 人 

石 保ョぉ 今の 濱名郡 南 庄內村 細 35 
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夏 目變磨 濱名郡 白 須賀町 

高 本 方 良 濱名郡 镜志村 

卜 M  41  ロ植 土 滿及宣 S 門人 

. I ョ i 小 笠 郡 池 新田 村門屋 

有^  I 武雄 郎掛塚 町 

, ^栗 廣华 躯麿 及大平 門人 

I  5  f 濱名郡 笠 井町の 東、 ® 西 村 

松 岛茂岡 同所  • 

^-  n  ^  土 滞 門人 

7  i 1 .4. 小 笠 郡甫山 口村 

藤 E 武 If  (栗 田 高 伴) 麵 II 瞧謹 謝、 町 

浙 くて 文政 元年 八 ni;: サ 七日、 ？ m 松の 本陣 梅 谷に 於，. て 床 間に 翁の 肯像を 掛け、 式が 壯 厳に 擧 げられ た、 出席 

せる 國舉 同志 五十 四 名、 献詠 會に、 兼題.、 故 鄕月及 寄， 道 祝 を 寄せ 來る者 二十 ケ國に 一旦..， 三百 人の 多き に 及 

び 全 國國學 の 重立てる 所 は 殆ど 網羅して ゐ るの 盛況であった。 この 時の 費用 十三 兩餘、 皆 出席者お 辨で、 

その 正月 以來 の會 合、 宿舍 等の 費用 を 見 積ったならば、 その 犧牲も 少くは 無かった ので あるつ 

序でに、 斯うした 靈 祭が 時々 催されて 遠 江 一圓の 國學の 士が會 合して 祌维； な擧式 をな し、 歌會を 執行す る 

こと は 色々 な 結果 を將來 した。 即ち 

一、 學祖 尊崇の 念 を 高揚し、 國學 精神 を 普及せ しめた リ 

二、 諸 稀の 研究 を 催した。 卽ち 祭式、 雅樂、 詠歌 等よ リ古學 にっき 自己の 研究 を 語リ、 同志の 研究 を^ 


き、 また 他 國の學 者の 噂な ども 交換され た。 

三、 國學 者の 圑體 運動の 促進と なった。 明治維新の 勤王 義圑報 國隊の 結成の 如き も、 斯うした 永年の 訓練 

から 來 たもので ある。  . 

更に 一 つ、 この 靈 祭に 於て 發顯 した 事 實は縣 居靈社 修造の 內 相談であった。 この 靈社は 方 朗の粉 骨に 依つ 

て 天 保 年間に 出來 たので あるが、 抑 もの 話 はこの 時に 交 はされ たもので ある。 之に 就いては 他 節に 詳述して 

置いた。 

第二、 百 年 祭 

翁の 百年祭 は 恰も 明治 元年に して、 世の 騷擾、 殊に 江 戶は甚 しか リし故 か、 その 靈 祭の 行 はれた 記 錄は無 

いやう である。 而 るに 鄕國濱 松に 於て は 早く 慶應ニ 年 正月に は、 旣に その 企が ぁリ、 慶應ニ 年 三月に は 其 準 

備に 取 掛リ、 京都， 大阪、 名 古屋、 濱 松に 夫々 取次 所 を 設けて、 五十年祭の 如く、 廣く 和歌 を 募 無 せんとし 

ちら ，し 

た。 その 竟宴歌 兼題 は 花 及び 寄， 國祝 ではった。 その 時の 廣吿は 次の やうであった。 


加 茂眞淵 

伊 豆 道 別 靈 

百年祭 

竞 宴 歌 兼題 


來戊 辰年 三月 十六 日 

勤行 於 遠 津淡海 國敷智 郡 岡 部 鄕靈社 

同 十七 日 
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右の 中.^ 祭儀 及竟 宴歌會 執行 場所た る 岡 部鄕靈 社と ある は、 卽ち 方朗の 努力に 依って 创 建され た縣 居、 社 

のこと で、 これ は 今の 濱松巿 伊場 町賀茂 神社の 境內に 設けられて 在った ので ある。 梅谷巿左衞^:惟，沧とは具 

淵の 養家で、 惟 没 は 三 四 代 後で ある、 市 左 衞門は 梅 谷 氏の 家名で 眞淵 も、 その 赏子 もこの 家名 を稱 した。 i 

部 治 郞左衞 門 加 茂 政 美と は 岡 部 氏の 本家で ぁリ、 岡 部 與三郞 加 茂 政與は その 分家であって、 眞 淵の 生家で あ. 


る， - 伊勢屋 太 右 衞門は 姓 は 伊藤、 天. 保 頃に は 縫 や 歌 を 弄んだ 春 山な ど 出た 家で、 今も述 綿と して ゐる 濱松巿 

連 尺の 老舗で ある。 

五十 年靈 祭の 時 は 方朗等 學統を 引ける 國學 者に 依って 發 起された ので あるが、 今度 は 全く 一 門に 依って 發 

起された こと は 一 寸異樣 に 思 は，^ るが、 賀茂百 樹氏は 「思 ふに 時勢 はこれ 以上 痛切に、 これ 等 國士に 要求す 

^<^所ぁればなるべく. 關係 者の 此計畫 をな せし は、 情に 於て 止む を 得 ざれば なり」 と * 國 學院雜 誌の 贺茂 

淵 翁 記念 號に 於て 述べられて ゐる。 而し、 勿論 地方の 國學 同志の 後援 もあった ものである。 

新う した こと を 行 ふに 當 つて は 各地 方の 國學の 棟梁 株に 了解 を 得なくて はなら， ぬ。 想 ふに 和歌 山- 松 坂 あ 

た リの本 居 家 や、 その他 廣 く出狀 して、 豫め 特別に 依賴 した もので あらう。 麇應ニ 年 八 田 知紀が この 地 を 過 

ぎた 記事が 白雲 日記に、 

(前略) 百年 祭祀に 花と 寄國 祝の 題詠 を あつめん とて、 例の すリ もの ひろめられ しに 

君に よ さきこ そ さかれ 石の 上 ふるの 山 邊の山 さ くら 花 

みく にぶ.^ 昔に かへ る 時 はきぬ 今 こそ 見 ゆれ 君が いさを は 

此 歌と 思 ひつれ ど、 とかく かき まぎれて 過に たれば、 かへ さに は必 行きて 手 向 てんと 心に ちか ひお き 

ぬ。 

卽 ちかの ちらし は 八 田知紀 にも 配布され たので ある。 

江 戶の平 田 篤 胤の 養嗣鐡 胤に も、 最初ち らし 百 枚 を 送って その 盡カを 懇願し、 更に 同志から 二百 枚に 金査 
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兩を 添へ てゐ る。 これに 對 する 鎩 胤の 返書 は 言々 切々 熱血の 进リ である) さすがに 篤 胤の 後嗣に 愧ぢ ない の 

感が 湧く。 

この 手紙 は 後藤 肅堂氏 は、 慶應 三年 六月 七日の もので、 宛てた 人 は 篤 胤の 人 門 帳に 依り 池 田 勝 古で あると 

斷定 せられて ゐる。 

人 門 帳 慶應 三年の 條 

四月  池 田 勝 古 紹介 

豊田郡 四十 六 所大明 神々 主 

桑原 眞淸灑 民 四十 七歲 

^が fil は 本名 は、 庄次郞 (莊) 濱松 愛宕 下に 住して ゐた。 この 池 田 氏 はもと 濱松柬 北 二 里 許の 笠 井に 住し、 

眞龍頃 は 池 田 勝 彥と云 ふ" 一-お 庵 門下の 詩歌の 上手な 學 者が 出て ゐ たが この頃 家は濱 松に 移リ、 矢 張 父祖 以來の 

國學 をな し、 この 狀の 前年に 鐡 胤に 入門して ゐる。 卽ち 

池 田 庄次郞  二十 四歲 

岡 部御楣 (後の 讓翁) 十八 歲 

長 谷川 權 太夫 (後の 海軍 主計 大監き \ 雄 閣下) 二十 ニ歲 

以上 三 氏 は 慶應ニ 年に 三 河の 羽田 野 敬 雄の 紹介で 入門した ので ある" 文中に 御 地 御 同志と ある は 卽ち是 等 

桑原、 也 田、 岡 部、 長 谷 =： の 諸氏 を 云った もので あらう。 卽ち娃 等が 後援者、 際 は 寧ろ 主體 者と なって 百 


年祭の 計畫を 進めた もので あらう。 

その 鐡 撒の 手紙の 內容を 豫め說 明す る" 

一.、 近來 翁の 創められた 國學 によ リ 名分 正邪が 分明と な リ皇基 恢復の 機 會到來 の 運に なって 來 たのに 歌な 

ど 弄ぶな ど は 以ての外 である。 殊に 內憂 外患の 時節で ある。 歌の 「取次の 事 は 致し 兼 候」 である。 本來 

歌 は國の 大害惡 弊と なって ゐる。 縣居ゃ 鈴 屋の歌 を 詠まれた の は學問 未開、 大道 を 知る 人が 無かった か 

ら， 據所 なく、 これから 導かう とされた ものである。 

斯 かる 歌集め などに 多額の 費 をな すよ リは、 先年の 濱 松の 靈社 參拜. - その 破損に 落涙 致した が、 その 御 

修覆 にても なさって は 如何。 

一、 靈社內 に 文庫 を 設立す る こと は 賛成、 藏版物 位 は 寄附しょう。 ， 

一、 桑原 主の 入門 は 承知す るが、 先に 入門の 御 一同 も 歌 作の みの 仁なら ぱ 御斷リ する かも 判らない。 

拔て 本文 は、 言々 俗 腸 を 抉リ. 句々 時勢 を慨 し、 熱血の 迹り 轉-^ 淚を 催さし める。 

一 、 縣居 大人 百囘御 忌に. 付 諸人の 詠歌 御 集め 被 成 度 先達 而 ちらし 百 枚 被 遣 候 得 共 迚も 御世 話 難 相 成 筋に 付 

御 返納いた し 候、 然る 處此度 御 地 御 同志 中 被 仰 合 又々 ちらし 一 千貳百 枚の 處 1: 減し にて 戴 百 枚 御サ； 越爲 

入費 壹兩御 差添猶 委細に 御 紙 迄 誠に 御 丁寧の 御 儀 御 厚志の 御 事と は存 候へ ども、 當方 の^は 先人 以來ぎ 

立 居候 學 業の 趣意に 相違いた し 候 筋に 付 何分 取次の 事 は 致し 兼 候、 其 は 先 歌と 云 ふ もの は 吾 國の眞 のが 

道に は 無 之 候只活 とし 生る もの.. - 自然に 歌 ひ 出 候は實 情よ リ發 する 所に て 夫 は 宜しき 事 なれ 共、 其を體 
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^ぐぎ、 へ^? > ：變^ き： &藝の § だて 總て は遊藝 にて 候、 太平の 御世 なれば 兎も角も 當 今の 處內？ ^外 忠頻に 

ぃでハ心.^^^^^^^ 一  や. i 、遊、 惰、 にぎ、 過 i^t-l^ まに^ぎ 之 候、 抑 中古 歌 作の 道 盛 リに相 成 候より 朝廷 は遂日 

御 衰微に 相 成 候 事に て 實は歌 作の. 態の 國の 大害惡 弊と 相 成 候 事 は 儒佛の 道より 甚 しと 云べ し、 さる は 彼 

の 何の 中納言 其の 二位な ど 云 方に は 逆賊に も 等し かるべ 0,、 其 譯は玉 櫸の總 論 にても 御辨 へ： 相 成 候 ii 佛 

は 本よ リ外國 の 物なる 事 誰も 辨 居候 事故 深く 紛れ 候 事 も 無 之 侯へ 共 歌 作の 者の 事 は 眞の道 を 知ざる 愚 味 

ょリ、 共の 我 國の道 だのと 猥りに 相 唱へ候 を 其 歌 作に 心醉の 輩. 此 外に 眞の道 はなき 事と 相 心得 歌 を 詠 

ねば 物の 情 も 知られぬ 事と さ へ 思 ひ 候 は. 大道 を 蔑 如紛亂 いたし 候 事と て 名義 を 知らざる の甚 しきに て 

國 家の 衰弊是 より 起れ る 事 論な し、 然る を 今や 時なる 哉學 問の 道 相 開け 名分 正邪 を辨 へ 候 者 次々 に出來 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、夕、、、 -4,  P  、 、 、- い ぃ1ひ*广八くハ1" 

近頃 は 外國の 夷人ら さ へ も 名分 を唱 へ 候 樣に相 成 候 は 實には 大人 等の 御功德 にて 乍 恐 皇某御 恢復の 機 

會到來 がと 奉 存候處 にて 決して 以安, 無事 歌な ど 作り 居候 時節に は 無 之 候、 然れば 大人 等の 歌 を 詠 給へ 

る はいかに と 云 ふに、 右 は 其 頃 は 未だ 學 問の 道 開けず 大道の 趣 を 聞 入る、 人 も 稀に 候 故、 無捣 詠歌よ リ 

導き 給 はむ 御 心なる 事 惟々 伺 ひ 知られ 申 候， 鈴屋 大人 も 御 同様な リ、 然る を 其 道 をば いはず 歌 計り-を 以 

て 大人 等 を稱し 奉り 候 はむ は 本 を 捨て 末 を 取 候 事に て 正 理には 無 之 候、 しかし 夫 も是も 太平なら ば 鬼 も 

角 も 此節萬 事 切 9! の 形勢なる 上に 學 問の 道 開けて 道 を 好み 候 者 も 不少候 時節に 候へば、 歌な どの 遊藝を 

主と せん は 有志の 人人へ 對し氣 の 毒の 次第に 御座 候、 況んゃ 長 防の 人な どに 於て を や、 此段 よくく 御 

辨可被 成 候、 右の 譯故 I?. 分に も 歌な どの 御 取次 はいたし 兼 候、 然れば 此度御 丁寧に 御述 名の 御^へ 一 々 


御 答 へ 申 もい か M 敷旦は 手数に も 候 へ ば 只 何となく 其 儘 返納いた し 候 間 右 愚 存の譯 合 貴：；； 9 より {且 しく 御 

傳聲可 被 下 候、 右の 外に も 諸方よ リ少 しづ \ 到 來又御 年忌に 限らず 何の 建立 其の 寄進な ど 云て 申 來り候 

へ 共 面倒 故 其 儘に 差 置 候 其 內には 先人の 著書 ども を 能々 讀 たらむ に は a らに 止べき 事と 存候 但し 歌と い 

ふ 事の なき は 別段の 事、 歌が 在て は 一 切 出しが たく 先人の 謂 ゆる 短冊 乞食 同様 相 心得 捨置候 事に 御座 候 

今一 つ 申さば 此度諸 國ょリ 成 丈弘く 多く 御 集め 被 成 候べ しとの 御 事、 老拙 所存と は甚 相違 也、 歌 作者と 

いふ 者 は 上手な ど 偽言 を 多く 構 ふる 者に て 候へば 歌の 事 を 以て 其 心中 斗 定め 難く 又 不忠 不孝 邪心の 人 も 

歌 を 作らば 正 心 誠 道に も 聞え 可 申、 右樣の歌どもをゃたらに多く^^め歌が大人の御心に叶：^巾哉、 右 様 

の 事 は 何等の 御 書に 被 仰 置 候 事に 候 哉、 極めて 大人の 御 心 は 左様に は 有 之 間 敷 候、 諸君の 御存意 承り 度 

候 能々 御 考へ可 被 成 候、 夫に 付 去る 戌 年老 拙 事 上京の 序濱 松の 大 翁の 御霊 社へ 參拜仕 候處御 破損 も不少 

候 間 落 淚仕候 其 後 御修覆 i 座 候 哉 如何 此 度の 壤歌 一 件は不 容易 御 失費と 奉 察 候 右 を 止めて 御靈社 御修複 

にて は 如何に 候 哉、 若 今に 御 破损の 難( 儘 力) ならば 內外御 相違 かと 被存候 

、 御社 內へ 御文 庫 を も 御 造 立の 思 召の 由、 右 は 何よ リの 御盛擧 と泰存 候、 狼りに^^^歌などの騒ぎさへ無 

御座 候 は Y 藏板物 位 は 泰納可 仕 候 

、 桑原 主 御 入門の 事 被， 仰 候、 御當 人よ.^ 直に 御 束脩 等 御 入 會の御 事に 忝 奉， 存候、 先例の 通、 n 十々 先人 

靈 前へ 披露 可， 致 答に 候へ ども、 若く は 歌の みの 御 心 入に は 無， 御座 I 候 哉、 左 候 は，.^ 無，， 雍故御 返納に 

可， 及 候 否 哉、 一 應御問 合 可， 被， 下 候、 御 左右 可， 被， 下 候、 夫まで は此 儘に 御 預リ申 置 候、 又 序に 付 得 M 

m  祭  八 ._パ 七  ， 
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御意, 候、 右 御 速 名の 內、 若 も 歌 作の みの 御 心 入の 御仁 御座 候 哉、 左 候 は M 一  旦 入門 相 濟候 へど もせし 心 

苦 敷 候 間、 御斷り 可， 申 候 御 序に 否 哉、 可， 被，， 仰 下 I 候、 乍， 去 御 誓詞に は 右 様の 事相 見へ 不， 申 候 

街くて、 百年 靈祭 及び その 記念 文庫 も 沙汰 止みと なリ、 他の 勇壯 義烈なる 形式 を 以て 擧行 せらる」 こと >r 

なった、 卽ち 國學の 同志に 依って 結成 せられた 報 國隊の 義擧は 之で ある。 この 報 國隊に 就いては 別 節に 於て 

述べる。 

第三、 百 五十年祭 

大正 七 年 十月 十七 日、 國學 院大學 講堂に 於て 執行せられ、 發起 人と して 二百 數十名 • 祭典 會員約 五 百、 併 

せて と百餘 名が この 祭儀に 關 係した 譯 である。 その 記事 は 同大 學雜誌 賀茂翁 記念 號に 詳記 せられて ゐる。 

(一) 祭儀 

壁代幌 帳の 高き 齋 壇の 兩 側に 大眞 榊を樹 て、 五彩の 絹 をと り-かけ 七五三 繩 引渡して 神殿、 祭 員 は 平 田條胤 

氏齋 主、 羽 倉 信 一 氏副齋 主、 祭 員 四 名、 伶人 六 名、 修驢、 降神、 供 神饌、 奠 幣物、 祝詞、 それから玉^^は第 

一 に 翁の 裔 孫た る靖國 神社 宮司 賀茂 百樹 氏. 次で 祭典 會長田 安宗武 卿の 裔孫德 川 達 孝 伯 會員を 代表し、 . ^に 

稱積陳 重 男 は 來賓を 代表す る。 次に 撒幣、 撤鎖、 昇 神で 閉式、 午前 十 時に 始ま リ 十一 時半に 終る。 この nl 竹 

田 總载宫 から 祭 凝 料と して 目錄 一 封を献 られ、 會員は 兼題が 【某 を 献詠した。 

(二) 講 演 會 

午後 一 時から、 先づ r 贺茂眞 淵 翁の 學說に 就て」 と 題して 池 邊義象 先生 登壇せられ、 次いて 「^茂 眞淵 翁. 


に 就いて」 と 題して、 芳賀矢 一 博士 講演せられ、 併せて 二 時間 廿分、 聽講者 七 百 名。 

(三) 遺墨 展覽會 

同大 學小 講堂 外 一室に 充っ。 出品者 は 德川家 南 葵 文庫、 帝 國大學 上野 圖書 館、 佐々 木、 上田、 關根、 岡 

部、 梅 谷、 高 林 等の 諸家で ある" 出品 類別 は 

第一 室 第一 區 贈位 記宣命 及畫像 

第二 區 書 狀  ■ , 

第二 室 第三 區 草稿 及 手澤本 

第四區 和歌 及 文章 

第五 區 門人 帳 及 誓紙 等 (遺墨 展覽 品目 錄は旣 に 第三 編に 收 めて 置いた。) 

(四) 記念品 配付 

1 、 賀茂眞 淵 大人の 小傳 三 矢 重 松 氏 執筆 

二、 縫 葉書 一組 三 葉、  . 

三、 當日 講演 會 筆記 及展覽 品目 錄各 一 部 

(五) 墓 前 祭 十月 廿 七日 午前 十 時-よ リ品 川の 紅葉 山 墓地に 於て、 

なほ 詳しく は 同誌に 就いて 見られよ。」 

i. ま、 松に 於で も 催された。 即ち 大正 七 年 十月 三十日の 翁の 忌日に、 縣 居會、 奉公 會、 ^松 市 敎育會 が 主催と 
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な. リ、 縣居 神社に 於て 執行され た〕 その 記事 は r 縣居翁 百 五十年祭 記錄」 に 詳しい。 

(一) 祭式  . 

齋主は 翁の 同族 子孫 當時 官幣 大社 稻荷祌 社 宮司 岡部讓 翁、 神官 は 地方の 多くが 參 加し、 参列者に は 副會長 演 

松 巿長竹 山 平 八郎氏 以下 市役所 吏員、 市內學 校長、 來賓 として は靖國 神社 宮司 賀 茂百樹 氏、 遞信 ^参事官-お 

谷川 鐡雄. 氏 以下 多數 で、 盛會 であった。 兼 詠 は 社頭 紅葉で、 寄す る 者 百 五十六 名。 

ニー) 遺墨 展覽會 

會場 は濱松 子小學 校、 同日 午前 十 時よ リ 午後 四時まで、 地方 秘蔵の 翁の 筆蹟が その 多くで ある。 

(三) 講 演 會 

右 展覽會 場に 於て、 池 邊義象 先生 東京に 於け ると 同様の 御 講演が あった。 

次 は 神 都の 神宮 皇學 館に 於け る 百 五十年祭 である。 皇學 館々 友會 主催で、 十月 三十日 午前 十 時から 催され 

た" 祭典 は學生 中よ リ選拔 した もの を 祭 員と して、 献詠の 和歌 兼題 は 菊で ある" 祭 俊 終って 後記 念 fi 演會が 

あった。 

a 呉 淵 翁の 文學觀  鈴 木 暢幸氏 

眞淵 翁の 神社 觀  阪本廣 太郞氏 

度會 家の 勤王に 就て  大西源 一氏 

なほ 當日、 遺墨 及び 關係文 寄 展覽會 を も 催した が、 出品 は 宇治山 田地 方 及び 松 坂、 津邊に 散在す る ものの 


みで あつたが、 東京の 賀茂 家から は 特に 家寶 の貸與 もあった。 

京都. 仙臺に 於ても 十月 三十日に 神職 會 主催 等で 催された と 云 ふ。 

斯 くの 如く、 その 靈 祭が 各地に 於て 盛大に 催される こと は 年と 共に 翁の 學德 がいよ./ \ 認められ、 その 偉 

大 なる 業績に 景仰の 誠 を 致さむ とする 世の 傾向 を 物語る ものである。 さて、 次の 二百 年祭 は 如何にして 偶 さ 

るべ きか。 

(四) 御 贈 位 

朝廷 は眞淵 翁の 舉 風が 國 家に 益す る こと 多き を 追 賞せられ 給 ひて、 明治 十六 年 二月 正 四 位 を 贈られ、 更に 

明治 三十 八 年 十一 月に は從 三位に 追陞し 給うた ので ある。 その 策 命の 御詞は 

汝命波 古犖乃 蔬奥乎 深久 究米 許々 太夫 乃 書冊 乎 著述 志 君臣 乃 名分 乎 正 志 內外乃 大義 乎 明 W 志 lUl 世 乃 諸人 乎 

. 志 ei 朝廷 乎 尊毘 奉 ffll 皇國乎 崇米 敬 布 心 乎 起 左 志 米多留 大支 功 乎 賞 賜 比 褒給比 旦 曩 W 正 四 位 乎 贈 良 世 給 比 志 お 

ii 飽加 受 思 保 志 食 志 今 囘更爾 從 三位 爾 進 給 比 位記 乎 授賜布 

死して 後の 餘榮、 蓋し、 之に 過ぐ る もの は 無から う。 
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第 三 章 勤王 義圑 外 *s 匿隊 

私の この 話 は 祖先 以來數 百年 勤王の 血を享 けました 井伊谷 宮前 宮司 山 崎 常 磐 翁、 慷慨の 史學家 故 後藤 

. 肅堂 氏、 志士 鞍 智老を 父と せられます 開明 堂 社長 中 村修ニ 氏の 書かれた ものに 依る ことが 多い ので ぁリ 

.  一、 報 國隊と は 

明治維新の 際との 遠 州に 於き まして は 神官 達が 主體 とな リ 勤王 精神に 燃える 人々 が 一 隊を糾 織いた しまし 

て、 東征 大. 總膂有 栖川熾 仁 親王 殿下の 護衞の 軍に 加 へられまして 江戶に 入り 主として 大總舒 の本營 に 直 M し 

まして 或は 御門の 警衞に 當リ、 或は 大砲 隊 となります など 諸種の 軍務に 從ひ、 東北 平定の 後 感狀を 賜り 歸國 

を 命ぜられ ましたが、 是の 一 義圑を 報 國隊と 云 ふので あります。 

二、 崛 起の 由 來 

凡そ 事の 起る に は 必ず その 淵源す る處 があります。 この 遠 州の 地 は 昔 吉野朝 頃に、 後^醐 天皇の 皇子 宗良 

親王が 井伊谷 城に 據られ まして、 井伊、 安間、 太 田、 天 野、 奥山な どの 族 黨ゃ鴨 江 寺の 僧兵 等 を 糾合せられ 

まして、 足 利 方と 抗戰 せられ、 終に 井伊谷で 薨去せられ たと 傳 へられ ますが、 この 親王の 勤王の 御 辜^と 純 

忠とは 永久に 鄕 土人の 追慕す 所で ぁリ ます。 


次に 德 川の 中頃から 遠 州に は國學 が起リ まして， 柬麿 門人であります 濱 松諫訪 社の 杉^ 國 頭が^ 敬 會を設 

け 各地 方にまで 出張し まして 古典 を說 いて 其の 普及に 勤めた 功績 は 大きい のであります。 この 弟子で ありま 

す眞淵 翁の 影響 もまた 偉大でありまして 其 門下に は眞 龍、 土 滿の兩 大家が 出て、 更に 龍 麿、 甕 磨、 方朗、 重 

年、 それから 依 平、 吉墙の やうな 人々 を 養成いた しまして 文化 文政の 國學 全盛期 を 現出し、 その e: 流 は 萩 S 

祉、 柳 園 社と 云 ふやうな 研究 圑體を 造リ、 天 保 頃に は 之が 百 以上に も 及びました やうで、 是 等の 社に 於き ま 

して は 同人 等が 寄 合って 歌 を 詠み 古學を 講じた のであります。 斯くて 眞淵 翁の 說 かれました 復古， 敬神、 尊 

王、 尙武の 精神 はや はリ この 鄕 土人の 血潮の 裡を 流れて ゐ るので ぁリ ます。 

斷 うした 鄕 土人の 潜在的 意識 は 事に 觸れ て發顯 せずに は 居られません、 それ は 尊王 機 夷で 國內が 鼎の 沸く 

が 如くな リ ました 幕末の 風雲 急な 秋で ぁリ ました。  ， 

三、 發 端 

元 治の 頃に 西 遠の 國學の 同志 は國學 研究 會と 云った やうな もの を 起して 會合を 重ねました。 此處に 染まる 

者 は 桑原 眞淸 • 山 本 金 木、 中 村 源左衞 門、 加茂備 後、， 池田庄 三郞、 同 庄ニ郞 、長 谷川 權 太夫 等で ぁリ まして 

この 指導者と して 聘 せられた のが 有賀豊 秋で ぁリ ます。 この 豊秋は 積 志 村有 玉の 人で 眞淵 翁の 孫弟子 方 m の 

高弟で ぁリ、 本居大 平の 門人で もあって、 當時遠 州 國學界 の 長老と して 重き をな して 居りました。 

ゑみ しらが た わ わざな さば 射 取る へし 心の 矢の 根と ぎに こそ とげ 

と 詠って 居リ ます やうに、 温厚の 中に かう した 强ぃ储 慨の心 もあった ので ぁリ ます。 

第三 章 遠 州 報國隊  八 七三 


s 網 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  八 七 四 

桑原 眞淸は 今の 芳川 村參 野の 所謂 宮內樣 と 云 ふ 名門、 報國隊 の大立 物と なり 縱 横に 活躍し、 水 戶浪士 杉 浦 

鐵五郞 をき 家の 客分と して 同志の 中に 加へ てゐ ます C 長 谷川 權 太夫 は 掛 塚の 川 袋の 人、 今の 濱 松の 誠心 高等 

女學 校主の 殿 父で、 後に 海軍 主計 大監 となられ ました。 加 茂 備後は 雄 踏 村の 出、 後に 靖國 神社の 宮司 を 長く 

勤めた 方で ぁリ、 山 本 金 木 は 井伊谷の 神職、 引佐 地方の 中心人物で、 その 「明治 日記」 r 從軍 漫吟」 は 報國隊 

研究の 好い 資料であります。 

Hi- 等 血 氣の士 は 歌 を 詠み 古學を 講ずる に 止まらないで 時事 を談じ 慷慨 勤王 を 論じまして 三河駿 河の 同志な 

どと も 相 通ず るに 至りました。 

さて- この頃 天龍川の 東 見 付に は 大久保 鏠殿之 助が ありまして 私塾 を 開いて 古 學を敎 へて ゐ ましたが、 鈴 

木浪 江と か 大場多 仲、 山 崎 石 見 等の 同. 志と 深く 尊王の 大義に 於て 相 通ず る 所が 御座いました。 この 火 久保氏 

は 見付總 社の 神官 家で、 かの 豪放な 尊王の 古 學家夏 目 甕 麿の 門人 八 木 美 糖の 蒸陶を 受けた のであります、 後 

に は 任官し まして 海軍 少 書記官と な， リ ましたが、 この 報 國隊の 時には、 一子 初 太郞、 後の 男憐 陸軍 大將 大久 

保 春 野を從 軍せ しめまして 割の 惡ぃ 銃後 を 引受けた のであります。 赏 にこの 縫 殿 之 助 は 桑原 異淸 と共に 報國 

隊の雙 璧の大 立 物であります。 

斯くて 天 龍の 大河 を 中に して 束 西 相呼應 し、 時 至る を 待つ の槪が 御座いました。 

四、 いよいよ 結成 

こ」 に德川 幕府 浮沈の 分れ 目と なリ ました、 鳥 羽 伏 見の 戰報は 矢の 如き 飛脚 等の 口から 傳 りました。 この 


報に 接しました 見 付の 大久保 邸に はたまた ま 桑原 眞淸、 加茂備 後の 兩 人が 居りまして 東西 共に 崛，！ E する こと 

を 約し ました。 雕ち慶 旗 四 年 一 月 六日 西 遠の 志士 等は濱 松の 池 田 庄三郞 の 別邸に 人目 を 避けて 歌 會と稱 しま 

して 集ま リ、 また 見 付に 於ても 大久保 邸に 集ま リ まして 官軍の 爲 めに 微忠を 致さう と 決しまして、 二十 三日 

に は いよいよ 西 上 致す ことにな り， ました。 たまたま 官軍の 橋 本 少將は 東海道 鎮撫 總督 として 桑 名 城を收 めて 

暫く こ，^ に 居られ ましたが、 桑原、 大久保 等 四 人 はこ」 に侗 候して 軍資 献納と 總齊 護衞の 部隊に ほハ牽 する の 

を 許され 度い と 歎願 致し ましたが 許されず 

「僅かなん 數で諸 藩の 兵に 加 はるの は 隊伍 を亂 すから 一 隊を 組織して 近 方の 諸 藩の 情勢 を も 索り-火 總舒ノ 

宫の御 東 下を俟 つやう に」 

と 木梨參 謀からの 慰 諭が 御座いました。 

そこで 志士 達. は相携 へて 歸國 致しまして 务 地方に 遊說 します。 二月 十七 日 之 等の 志士 等 は 遠州阈 發祥の 

地と も 云 ふ へ き 誠 訪 社の 杉 浦 家に 會 しました 所 檄に應 じて 馳せ 集ま リ ました 者 は 二百 餘 名に 及びました。 見 

付に 於き ましても 大久保 邸に 會 する ものが 百餘 名に 至^まして、 束 西兩 が 結合して こ、 に 報, 隊と稱 しま 

して 名 も ゆかしい 菊 水の 旗印と W 章と を 定め、 弓箭、 鐵砲等 を 用意して 出征の 準備 を さ/ \ 怠リ なしと 云 ふ 

0  0  0  0  0  0  0  0 

狀 態で ぁリ ました。 

時に 尾 張 藩の 遊說員 もま ゐ りまして 尾 張 兵に 屬 する やう 勸 めました が 勿論 是に は應 じませんでした。 が 桑 

lw、 大久保 等 は これらと 相携 へて 駿 河に 入 リ 赤心 隊を 結成せ しめまして 常に 行動 を 共に する に 至りました。 
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笫五鏑 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  八 七 六 

五、 出 動 

東海道 先 錄總督 と 名の 改まった 橋 本 少將は 二月 二十 二日 吉田 即ち 豊 橋に 着陣し ましたので 隊員 は 渡船の 警 

0000  00000000000000000  0  0000  0000 

固 を 御 願 ひ 致しました。 勢 揃 ひして 二百 餘名、 伊場の 縣居靈 社に 額づ いて 一 死 報 國を誓 ひました、 恰も 花 は 

O00OOO0OOO0OOO  0000000000000 

綻び そめまして 義士の 初陣の 門出 を 祝福す るかに 思 はれます。 この 時の 隊員 一同の 行裝に 就いて、 常時の 目 

擊者故 中 村忠七 氏が 話された の を 故 肅堂老 が 手記した ものが 御座います、 それによ リ ますと、 

「私が 小 供の 時でした、 左樣 十二でした かネ、 そんな 事が 好きで したから、 行って 見ました、 见物 人は大 

變 大勢で、 押すな/ \ の 大景氣 でした" 一行 一一 百 餘人. 中には 立て 烏帽子 や 菅笠の やうな もの を 冠った も 

の もあった が、 多く は 白鉢卷 でした と 思 ふ。 着物 は 大抵 一様で 野拷白 だすき 中には 燃え立つ やうな 緋 縮緬 

の も 二三 ぁリ ました。 武器 は 千 差 萬 別で 弓 や 槍、 それに は 竹槍 も 交った 居 リ鎩砲 も 勿論 火繩 筒です が、 十 

數 見えた と 記憶し ます。 尤も 奇拔 なの は 掛け矢 を かついで るの が 二三 人 もぁリ まして、 丸で 忠臣 藏の打 入 

. ^を 見る やうで、 勇ましう ございました〕 旗 も 大きい の やら 小さい の やら、 申さば 林立と 云 ふやう にあつ 

たと 記憶し ます。 

今 思へば 百鬼夜行の やうです が、 その 時分の 小 供 心に は 之が 理. 想 的 行 装で 威勢が よい ナ。 オイ ラも 大きく 

なったら 行 くんだ と、 今日 迄 その 有様が 目の前に 殘 つて 居ります" 知って る 顔が 三 四 ありまし たが、 それ 

が 皆ん な 急に ュ ラさ うに 見えまして， 歸 つて 來 てから 同年の 者と 報 國隊ご つ こ をして 遊びました：； ム々 (明 

治 四十 四 年 九月の ノ  I ト より) 


さて 桑原 眞淸と 森 縫 之 助と を 隊長と する 二百 餘名、 舞 坂 宿 營の夜 は ほのぼのと 明けまして 二十四日 はいよ 

いよ 警衛の 重任 を 全ういた して 翌日 は 東西 兩 分隊で 天龍川 兩岸の 警衞も 事無く 濟 まし、 その 儘隨 行す る こと 

を 歎願 致し ましたが 許されなかった ので ぁリ ますつ 

是ょリ 前に 二月 十五 日 京都 を進發 致されました 東征 大總督 宮は參 謀 西 鄕吉之 助 等を從 へさせられまして 諸 

藩の 一 千 四百 人 を 率 ゐられ 旗. 鼓堂々 として 二十四日に は吉 田に 御著陣 になり ましたので 隊員 總代は 又々 歎願 

いたし ましたが 矢 張リ從 軍の 儀 は 許されませんり 二十 八日 西 遠 分隊 は 舞 坂 御. 渡船に 奉仕し、 この 夜 更に 歎願 

書 を 提出いた したので ぁリ ます。 之を讀 みます と、 一 百々 句々 如何にも 勤王の 赤 威に 燃えて 居ります。 ；史に 天 

龍 川の 御 警衞も 濟んで 東西 各營 所に 歸カ 日々 調練 を 事と しまして 從 軍の 命 を 待って 居リ ました。 宮には 三月 

五日 駿府城 卯ち 今の 靜 岡に 御着 陣 四月 七日まで 一 ヶ月 餘の 御滯 在で あり， ました。 

六、 從軍 許可 

先日 東京 劇場から 中繼 放送 ひぁリ ました 「江 戶城 總攻の 內慶喜 命乞」 は幕將 山岡鐵 舟が 參謀西 鄕吉之 助に 

すがって 慶喜 公の 命乞 ひ をす る 所で ぁリ ますが、 これ はこの 靜岡在 陣中の ことで 我が 報 11 隊の 登場 も 丁度 こ 

の 頃で ぁリ ます。 宫の御 後を慕って まゐ" ました 隊員 は水戶 の浪士 杉浦纖 五^と 共に 度々 從軍を 歎 頼 致した 

ので 御座います。 遂に その 曙光が 輝き 初めました。 鐵 舟が 靜 岡に 來 ましたの は 三 rH: 九日で ぁリ ますが 報國隊 

の 大久保 初 太郞と 木部 次郞 とが 大西鄕 に 召された の は數日 後の 十五 日で ぁリ ます。  . 

次 郞は濱 松の 人靑雲 の 大志 を懷 きながら 空しく 夭折し ました 簿 幸の 青年で あり. ます。 初 太郞は 先刻 御 承知 
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笫五編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 耩 神の 發揚  八 七 八 

の 後の 陸軍 大將 男爵で ぁリ ます。 當時中 山道 を 進んだ 乾 返 助 (後の 板 垣 返 助) は慕將 新撰 組の 統領 近 膝 と 

甲 州 在. 尾の 嶮に 於て 戰 つて 居りました ので、 西鄕は その 偵察 を 命じました" 笑み を 含んで 見送る 大两鄕 に 二 

人ね 目禮 致しまして、 欣び 勇んで 花吹雪 を？ 吟ぴ ながら、 春霞の 籠め ました 羊腸た る 富 士の祸 野の 道 を ひた 走 

りに 走りまして * 甲 州 路に入 リ跋涉 七日に して 歸 つて まゐリ まして、 八 王寺邊 までの 戰況 まで も 復命 致し ま 

した。 腰の 大刀 を撤 しながら 端正な 態度で 語リ 出す きび/ \ とした 言葉 を、 ドッシ リと胸 を 突出して 太い 

眉、 大きな 眼 玉で ジ ッと 見入って 傾聽 して. 居リ ます 大西郷の 風 丰を想 ひます と 如何にも 劇的ではありません 

か。 左 園 次の 臺詞 では ぁリ ません が r 大久保 どん 木部 どん 御 苦勞で ごわした」 と薩摩 辯で あたり を 響かした 

ことで ありませ う。 勿論 こんな 白面の 書生の 偵察 位で 全軍の 行動 を 左右す る こと は 無い ので ぁリ ませう が隊 

員. の 純 忠報國 の 熱誠 は あながちに 路傍の 草とば かリに 見て 居られません。 何 か 功 を 立てさせて 戰 いて 從來の 

官軍の 方針 を 破って まで も その 從軍を 許して やらう とした 大西鄕 の 襟度 を玆 にも 見る のであります。 

H  、 、 晚年 わが 大久 保大將 は殘卷 と は 申せ 窓 を撲っ 雨のう すら 塞い 一 夜鄕里の人々を^^めまして當時を述 

懷し 故人と なリ ました 戰友を 傯 びそ 乂 ろに 神 を 傷まし むる と 云った やうで ぁリ ましたが、 その 席に ぁリ まし 

た 嘗堂老 は 叩 座に 得意の 一 首 を！ M ひました。 


臣 初太郞 臣次郞  含レ笑 目送 大西鄕 

チ 二 ッ  ノ  ガ レリ 

一路 直 穿 羊腸 險  歸 來按， 刀 意氣揚 

敵 是近藤 當者乾  劍戟相 磨 甲 陽 天 

語畢 老翁 if 傷レ神  數來 盡是九 5： 水 人 

一 坐 寂々 雨撲， 窓  主客 圍， 媳錢 一一 殘春 1 

いよいよ 試驗は 通過 致しまして、 隊員 一同に 對 して 從軍 命令 は 一 下 致した ので ぁリ ます。 こ \ に 出征 隊員 

八十 七 名の 名簿 を献リ 錦の 肩章 を 賜はリ まして 獨 立の 一 隊 として 諸 藩の 兵と 並び 軍務に 從 ふやう になり まし 

0000000000-000000000000  0-0000000000 

た。 熱望 こ 、 に 達せられた 隊員の 勇躍 もさ こそと 思 はれます では あり-ま せんか。 

七、 編成 及 出身地 

こ、 で 一寸 申 上げます が、 この 報 國隊の 編成 は、 出征 部 八十 七 名、 銃後に あって 是等 家族の 見と リ から 萬 

端の 仕送リ 等に 奔走して ゐる 留守 部 十 名、 それから 豫備隊 として 時 を 待って 居リ ました 殘留部 六十 九 名、 八！： 

せて 百 六十 六 名で、 最初 檄に應 じて 集る 三百 餘 名の 約半分で あります が、 それだけ 純 忠報國 の士が 精選 せら 

れてゐ る 譯で御 います。 尤も この 中には 員外に して 活躍した かの 水 戶浪士 一人、 濱松 藩士 三人 も 入って 居 

リ ます。 

之 を 出身地 別にして 見ます と 引佐 は 小 郡で はあります がさす が宗良 親王 御 墳墓の 地 だけ. に 二十 一 名、 演松 

は 十一 名、 何と 云っても 五社 雜訪は その 中心であります。 濱名は 七十 三 名で 吉野 朝の 遺臣の 奉仕して ゐ ると 

第三 章 遠 州 報阈隊  八 七 九 


s 耩 歿後の 追 一 3. み崇拜 及び 其の 精神の 發揚  八 八 〇 

稱 せられる 天 王 社の 神職 また 式內 社と して 古い 歴史 を 有し、 その 社 を 中心として 國學の 發透を 見ました 芳川 

村參 野の 四十 六 所 神社 や 蒲 神明 宫の 神職 達が 多い ので ぁリ ます。 磐 田 郡 は 三十 一 名の 中 見 付の 總 社が 中心で 

ぁリ まして- 建武以 來の舊 家で 八幡宮に 奉仕して ゐる秋 鹿 一統な どが 目立ち ますし、 周 智郡は 十五 名、 さす 

がに 一 ノ宫を 中心として をリ ます. - 小 笠 郡 は 九 名 多く は 尊 良 親王に 從 つて、 かの 竹の 下に 忠死 致しました 大 

藏治 部の 從臣の 後裔 山 崎 家 を 中心とする 雨 櫻 神社の 神官で ぁリ つます。 榛 原に 一 名も無いの は 何う した ことで 

あ. S> 'ませう、 

八、 解 隊 

次に いよく 從 軍して から 如何に 隊員が 活躍し たかを 述べねば なリ ません が 本 夕 は 略します。 來北 平定 後 

十一 月 四日 解隊に 際して は名譽 ある 咸狀を 賜はリ ました。 その 翌 五日に は 十 ヶ月 も 日夕 奉仕 致しました 有栖 

川 宮が江 戶を立 たれました ので * それに 供奉して 十五 日に 濱 松に 至リ 一 同に 拜謁を 許されまして いろいろの 

御 下賜が ぁリ、 また 藩主 井上 河 內守も 酒 看 を 供へ て 慰 勞の宴 を 開いて 吳れ たのであります。 猶ほ 宮に對 しま 

して は 惜別の 情に 堪 へず 翌 十六 日舞 坂まで 奉送 申し上げ ましたが 總代 三人 はな ほ 新居まで 御 見送り 申 上げた 

ので ぁリ ます。 

九、 靖國祌 社の 起リ 

報國 隊員が 解隊後 困った 問題が 起リ ました。 それ は慶喜 公が 駿遠 三に 封 ぜられ て 旗本の 士が諸 鵜に 配置せ 

られ、 討幕に 從 つた 隊員 は 敵視され ると 云ふ狀 勢に なった ことであります、 巳に 暗殺の 厄に 遇った もの さへ 


出ました。 そこで 江戶に 移住して 新 政府の 爲 めに 何 か 働かう とする 移住 派と、 皿 先 傳來の 社頭 を 身 を 以て 守 

らうと する 歸國 派との 二つに 分れました。 それで 大久保 初 太郞は 事情 を かの 長 州の 軍師 大村益 次 郞に訴 へま 

した 0 益次郞 はこの 忠誠 報 國の士 を 何、 リ かして 生かさう として 急に 政府 を 動かしまして この 戊辰の 役に 殉じ 

ました 忠魂 を 祭る 招魂 社 を 創建して 社 司と して 報國 赤心 兩隊 から 六十 三 名が 任命せられ ました。 この 邊の！ 9 

息 は 昨年 あたりでした か 曾我老 子爵の 談話と して 日曜 報： 知に は 出て をリ ました。 謂 は， - -靖國 神社 は 遠 州報國 

隊員の ために 奉祀が 急に 促進せられ たので ぁリ ます。 雄 踏 村の 加茂備 後の 水穗 翁が 長く 宮司と して 奉仕し ま 

したの も 故 あるかな であ 力ます。 それで、 彼の 靖國祌 社 境 內に巍 然として 屹 立して 居ります 益 次郞の 銅像の 

建設で ぁリ ますが、 是は 舊報國 隊員の 主唱と 盡カ とが 預 つて 力あった ので ぁリ ます。 當時益 次郞の 肖像が 無 

かった ので 縫 心の ぁリ ました 長 谷川 主計 大監が 自ら 描いて 長 州の 知人な どに も 見せ 幾度 も 書き改めまして 原 

圖と 致した と 云 ふこと であ リ ます。 濱 松の 誠心 高等 女學 校長の 長 谷川さん は、 當時 幼いながら 殿 父の 傍で 之 

を御覽 になって ゐ ましたと 云 ふこと であ 勺ます。 . 

是等も 報國隊 に付隨 しました 美しい 語リ 草ではありません か。 (昭和 八 *  一  一、  二 九、 於濱松 放送 IJT  § 

原稿) 
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2439  2438  2437  2436  2435  2434  2433  2432  2431  2430 や 
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第 四 章 S 著の 出版、 編輯、 筆寫 及び 其の 他 


(年 號) 

明 和 七 


安永 

同 


同 

同 


八 

八 


(眞  淵關  係) 

、 九月 冠辭考 を揖取 魚彥著 はす。 (同名の 書が ある。 安永 四參 照) 

、 六 四日 田安宗 武卿藉 ず、 五十 七 鼓。 

、 安 S 當 居の 歌 第 を 加 藤 美樹、 上 W 秋 成に II る。 出版に 1:^ 政 二 年。 

、 八月 十五 日、 三部 假名 鈔言釋 を 4s 敬 阿 出版す る。 

、 古今 》^ 序 表考を 眞跪寫 本す る。 

、 十二月 二十 三日、 久通鬪 致 考を吉 備僧導 翁よ リ 荒木 W 久老 45 寫 す- 

、 同 日 上古 男女 髻辨、 右に 同じい。 

ノ  二月 二十 七日、 1« 淵の 師蒙 庵濱 松に す。 八十 九 鼓" 

、 十二 力、 平 髙保總 冠 考を著 に す。 

、 三 nl- 十九 日、 門人 諸 成 萬葉考 七 以下 を續 註し、 その 序 を 書く。 

六 《R、 稻褂大 平 應耍槁 (村 田 橋 彥の寫 本) を借寫 する。 


、 五 五日、 古器 考を宣 cfe、 男 健 蔵に 寫 させる。 


八 
八 


2451     2450  2449   244S  2447  244(3  2445  2444  2443  2442  2441  2440- 


同 

ーフ 日リ 


同 


寬政 


九 

二 


媒居文 歌、 魚彥 及び その 友人 之を藥 める" 


古今 和歌 te^ 左 註 論 を ^根 淸寫 本す る 。 

十月、. 古今 和歌 蘖打聽 の 序、 野 村 遜 志 認める。 秋 成の 努力に 依り 出版の 計 成る。 出版 は究玫 元年。 


二月、 美 樹、 安賀 當 居の 歌 5$ の 本と なれる 翁の 歌 を 門人 秋 成に 寄贈る。 

四月、 古今 和歌 集打聽 出版、 上 S 秋 成の 努力に 依る r 

近世 崎 人 降 (三 卷に虞 淵の ことがある) を 伴 lESI^ 著 はす。 

阿 我 多 居の 拾遗、 上 S 秋 成 選、 (前年 二 《 ^參 gi) 

安賀 赏 居の 歌 ss^ 出 板、 秋 成"  . 

八月 三日 源氏 新釋悠 41f  (釋例 も 合む) 菅根 刀自の 持てる を 春 沲借寫 する „ 

十一月、 K 茂 翁 家 si- お ほよ そ を舂海 かく。 

S 茂翁遼 草、 春 海 編輯。 

能 已梨久 佐、 同 


三 
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八 八 三 


2461 


2450       2459   2438  2457   2456   2455  2454    2453  2452 


第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精 i: の發？ S 


八 


同 


同 


五 

六 


八月 il 一日、 li^ 海 源氏 新釋 に离誊 する。 

十月 八日、 腐 居 翁 遗箪の 中 乞 巧奠、 火舍 外、 iI海5E^^f" 

九月、 伊勢 物語 古意、 秋 成の 力に より 出 板。 

同 大和 物語 直 解 出 板、 源躬 弦の 力に &る。 

五十音 辨？^ ぜ 海の 著、 語怠考 の 誤 を 正 す" 

十二 IgJ 一十 六日、 畏潮 US; 幸、 應耍稿 を 太平より 借 する „ 

落久保 物語 頭書 出版、 千 藤の 努力、 同人の 序が ある。 


同 


七 

十 


冠 辭考再 刻 板。 

f 、月 4> 一 t 一七 縣居 すさみぐ さ、 藤 原菅根 七十 I 歳に て寫 本す 一 

九 力、， 上 3 秋 成 冠 辭考複 紹を著 はす。 


十 nr へ う ひ 山 踏、 (眞 湖の 說が この 中に ある/ 木 居宣是 著 成る „ 


同 十 一 

同 士ー 

享和. 元 


(眞 淵の こと 本書に 散見)、 本年 上梓 完成。 

閏 四月 二十 七日、 喜鄉 源氏物語 新释 に^ 書す る。 

五 力、 祝詞 上 板の 序、 久老 書く。 同人祝詞追考 ！  ^&を著はす。 

七 月、 歌 意 奢 出 板、 久老の 力に 依る。 

； 月、 語意 考出 板、 同 

十 一 月、 文意 考出 板、 同 

古今 和 欲^ 左 注 論 & {Ha 亭保 光寫木 す る。 

四月 二十 二日、 かりの 行か ひの 序 を季魔 香く、 編輯 者！ l; 拜志 茂榭リ 

十月 二、 十日、 ^茂 翁 家 ffi^ 序 を 千 蔭 かく。 

三十 三 忌 行 はる。 千 蔭、 品 川 東海 寺 少林 院に 建碑す る、 同、 鄉國 見せ 府に 於ても 行 は 一 

古 fa?;s^ 考、 石 絮龍麿 す、 その 發端は 語 にある" 


2473  2772  2471  2470   2469    24G8    2467  24G6  2465  2434  2463  2462 


同 

文化 

同 


同 

J ん 


三 

： 章 


、 萬 葉 集 新 採 百 首 解 出 板。 

、 A 論餘言 拾 遣翁自 «■ 本に 淸水 濱臣奧 書す る。 

、 七 H ；、 賀茂翁 家 第 刻 成る、 序が 書かれて よ リ六年 目、 村 W 泰海 • 


四 J 十一 日、 日本 紀訓 *f> 卷三、 K 龍、 眞 淵の 說 によ リて 記す、 卷四 五 もこの 頃に 成れる か „ 

五 nr:、 泊 诏筆話 (この 中に 虞 淵の ことが 多い) を淸水 濱臣著 はす， 

六 日， 日本 紀訓 考卷ー 0 妈淵 著) si: 龍寫 本す る。 

八 《rj 一十 六日、 右 書卷ニ 同 右 


A4  ii; 幸 萬 葉 考三四 同 別記 等 出版 を 企て、 武 車の 書肆 中 村 某に 謀リ、 半ば 彫 板 成って. 某 死し 中止 す- 

に  至る。  (後 その子 之 を？,..  ぐ〕  , 


皇國之 言靈、 林國雄 著、 語意 考に 基け る もの。 

三月、 賀茂翁 家 ffi- 拾遗、 伴 直 方 編 斡；，， ..，i,、i. 

五月、 日本書紀 類聚 解 十五 卷、 お 化 著 光格 天皇 

. 七. R、 艇 居雜錄 捕抄、 長 野 美 波留上 板す る e 


の內天 SiJ を 添う する" 


笫四章 S 著の 出 折、 編輯、 i. 寫び 其の 他 


八 八 五 


2484     5483  2482  2481  2480  2479       2478       2477  2476  2475  2474 


笫五編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發？ 


\乂  J、 

一/.  -/  .> 


同 

司 


同 

同 


十一 

十二 

十三 

十四 


文政 元 


二 

七 


七月、 近 葉菅根 第、 淸 水濱臣 Q 編成る。 この 中に W 调の 欲な どが ある- 


四月 三日、 書 意 考を藤 原 美 波留寫 本す る。  • 

同  加 茂 翁 遣 草 中の ： したしき 友 どち」 云々 を 同人 寫本 する。 

掩書漫 寧、 高 田與淸 著、 この 中卷 一に 眞 淵の ことがある。 

正 J 九日、 應要槁 を 中 鳥 春 1£、  i« 幸よ リ惜寫 する。 

秋日 內山眞 龍 遠 江 歌 奢の を f!  く。 

AA 容與 園， 尙友園 不司淺 間詞を 拓本 刷と して 出 板す る。 

八月 二十 七日、 翁 五十年祭 濱松梅 谷 氏に 催す。 

十月 二  4- 九日、 同 江 戶品川 少林 院に * す。  -  、 ，，， 。 

三十日、 岡 部 家譜 一 卷、 (村 田 春 海述) 淸 水濱臣 門人 前 WS 蔭 をして 寫 さしめ て 品 川 少林 K に納む 

賀茂眞 淵 翁 家傳、 高 田 舆-淸 五十 年忌に w んで 作る。 


： ,  パ考 出拆、 夏 目 甕 麿の 力。 

二月、 加 茂 翁遗筚 中の 「學 びの あげつろ ひ」 を 伴 直方寫 木す る。 

八月 二十 二日、 眞龍 歿する、 八十 二 歳。 

うけら が 花、 千 蔭 著、 この 年に 至って 成る。 卷 七に 淵の ことがある。 

近世 叢 話、 角田簡 著、 卷 三に 眞湄 のこと が ある。 

賀茂翁 遣 草 中の 「檜披 子の 事 云々」 を 伴 直 方 i!!? 本す る。 

正月 十二 日、 岸 本 由 SE、 次の 竹 取 翁 歌 解の 序 を 書く。 、 

萬 葉 集 竹 取 翁 歌 解 出 板、 麻績 一、 丸 林 孝 之、 葛 田 常 之 三人の 努力。 

賀茂 下流 梅 合に 大石千 引 序 を I*  く。  。 

六月、 甲斐 鶴才江 月に 於て 在, 家 歌合 を iHD^ する 

|^^11-1.ぉ5?;^§葉^三、 £、  ^s^lr  ^^磨欲紫之# 一  出 板、 力。 


2496     2495  2494  2493  2492  2491  2490  2489  2488  2487  2486  2485 


同 

天 保 


同 

同 


八 

十 

十一 

十二 

元 

六 


、 三 H:、 伴方賀茂翁家^^^拾遺を編する。 (或は 七 年と 云 ふ。： > 

、 一 一 一哲 小傳序 成る。 出 板に 天 保 二 年 九 力。 

、 四 三日、 賀茂 翁遣箪 中の 「したしき 友 どち 云々」 を 美波留 iHUH ，る。 

： 震れ おき K 、あ」 I まい 王水 野 忠邦 公に lli 碑に 就いて、 お 林 方朗內 願す る. 

、 九 H -、 三 哲小傳 (眞 淵の 傳 この 中に〕 江澤 講修 上梓す る。 


九月 四日、 靈瓧 碑文 を忠邦 公よ リ方朗 に 下賜す る。 

賀茂家 ffi- 拾遗 一 卷、 石 川 依 平 編輯す る. > 

三 8/ 萬 葉 考追捕 十四 卷、 竹 取 翁 欲 解 I 卷、 猪 諸 成 完成す _ 

九 J 十九 日、 萬 葉 集 問 目、 伴 直方寫 本す る。 


し， s、 野 之 ロ隆正 著、 語意 考の批 正 をな す。 

"-—？：.：.  ： ； 六、 別 一 、 人智 集 一 出 板、 i ^瀨眞 幸。 

十 - 月 1 パ日、 縣居 sr^ 建碑 袋 H 

十一 へ A 瀬 千豊、 翁の 擎蹟を 拓本 刷 折 本と して 出版、 

野 詠、 その外 四 首 を收む C 


七 

第 四 章 遣 著の 出 板、 編輯、 華寫 及び 其の 他 


、 肯像。 二、 太 奈波多 乃 阿不夜 云々。 三、 古 

八 八 七 


2508  2507  2506  2505  2504  2503   2502  2501  2500  24^  2498  2497 


同 

同 


第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神 S 發揚 

八 


ーノ  -/  -ノ 


M 匕 

同 

嘉永 


し 

十一 

十二 

十三 

十四 

元 

. 元 


三月 二十 二日， 靈 社袋ェ 遷座 祭。 

推の 實挛、 著者^ 屋茂 橘の 自序、 本年 成る。 木 書の 中に R 淵の ことが 多い 

三 力 六日、 濱松縣 居 靈瓧々 頭默詠 大歌 會。 


2520  2519  2518  2517  2516  2515   2514  2513   2512   2511    2510  2509 


同 

安政 

同 


同 

萬延 


一一 一 

四. 

六- 

三 

一 

五 ； 

六 一 

元 一 


、 夂. 一、 掌中 賀茂翁 家 出拆、 小 横 一  册。 

、 萬 葉 集 新 採 百 首 解 出 板、 藤 原眞彥 校合。 

賀茂翁 上 板。 


七 雜 問答 考、 如 藤 千浪、 和 泉 堺西然 寺大德 江戸に ありし 頃に 得た る もの を おし て 出お する < 


十 ョ、 答 問遗箪 を、 Ig 常 典 松 崎 殿 の 女より 借寫す る 。 

i 古擧 小傳、 淸宮秀 堅 著、 卷 上に 《 淵 のこと が ある。 十九 年に 出版す る。 


笫四章 遣 著の 出択、 編輯、 ifis? 及び 其の 他 


八 八 九 


2532  2531   2530   2529  2528  2527  2526  2525  2524  2523  2522  2521 


第五 糯 歿後の-追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  .  八 九 C 

文 元 


同 

元 治 

慶應 

明治 

同 


二 

五 


濱 松に 於て 百年祭の 企ぁリ しも 平田鐵 胤の 一喝 も あり、 世情 急； a して 之 を 中止す る。 

百年祭 は 中止せ る も 翁の 精神 を 奉ずる もの 勤王 義圃報 國隊を 結成して 獨 立の I 隊 として、 K 征 5Jf に參 加す 


2514  2543  2542  2541  2540  2539  2538  2537  2536  2535  2534  5533 


同 

同 


六 

十 

十一 

十二 

十三 

十四 

十五 

十六 

十七 


三 三日、 日本 紀訓考 を 遠江掛 宇 加 井 純 素よ リ、 平田鐵 服に 進上す る。 

十二月 I 日、 日本お 訓考、 袁^ 舍 蔵本 (卽ち 前記の 本 を ：>  井上 賴 31!M4 すろ- 


一 HP, 二十 二日、 應耍搞 を 中 尾 五百樹、 中島 泰臣本 を iH12， る。 

九 nr; 七日、 品 川 少林 院の墓 を 紅葉 山に 移す。 

十  一 Ig 一八 日、 品 川 少林 院 墓地 改修の ため 朝廷より 金 若 千 を 賜 はる ゾ 

正 四 位 追贈。  一 

腐 居 靈瓧を 改めて 駭居 として 號を 許可 さる。  j 


第 四 章 遣 著の 出 板、 編輯、 筆寫 及び 其の 他 


八 九 


2556  2555  2554  2553  2552  2551  2550  2549  2548  2547 '2546  2545 


同 

同 


同 

同 


第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚 

十八 一、 四. 力 二十 三日、 井上毅 氏 凝 居神瓧 參拜、 殿に 一詩 を 書. 

十九 ！、 古^ 小 偉 出版 (安政 四 年 及 明治 十年參 照) 

二十 

廿ー 

廿ニ 

卄三 

廿四 

サ五 

サ六 

卄七 

卄八 

卄九 


、 紅葉 山 墓地 整備 全く 成る。 

古今 和歌 講義 出版、 打騁に 依れる もの" 


八 
九 


2568  2567  2566  2  365   2564  2563  2562  2561  2560   2559  2558  2557 


同 


三十 


K 茂百樹 氏、 til 居 翁 遣 稿 全書— すさみ 草、 ^居 答 問 香- 駭居 香^、 出版。 これらに 全 ffi- に收 めら れ 


て.： る， 


月 十五 日、 國文畢 大網卷 之 二 出版、 賀茂！ K 淵、 武島、 大町、 鹽井各 文^士 „ 


同 卅ニ 

同 卅三 

同 卅四 

同 箭五 

同 箭六 

同 卅七 

同 卅八 

同 卅九 

同 四十 

同 四十 一 

^四 章 遣 著の 出 板、 編輯， 寫及び 其の 他 


九 HE- 十五 日、 賀茂眞 淵 全集 第 一 

十一 十五 日、 a 茂 K 淵 全 《^ 第二 

三 tq, 十八 日、 賀茂眞 淵 全集 第三 

八. <  國學^^?傳記31^成る、 大川茂 雄、 南 茂 樹兩氏 

十二  十ん 日、 賀茂眞 淵 全 笫四 

十一月 十八 日、 從 三位 追贈 • 十二： q 七日、 同 報告 祭。 同 十七 日、  > お 松の 瓧 前に 於ても 行 ふ- 

三 J 三 十 日、 焚 茂 « 淵 全集 第五 

四 十二 日， 同  首 { せ 

冠辭 考ニ册 出版、 大 K 一書 堂。 


八 九 II 一 


2579    2578     2577  2576  2575  2574    2573   2572  2571  2570  2569 


五 編 歿後 Q 追慕 崇拜 及び 其 S 精神の 發？ J- 


八 九 四 


同 四 


同 四十 三 


十月 十三 日、 靜岡腐 神戰會 開かれ、 議^-山崎常磐、 參事竹 間 澄 は兩 氏の 投！ g に 依リ、 ^居 神 社 臨-お 大祭の 

議を 提案し、 全會 J 致 可決す。 之れ 縣下 神職 一般の 希望と，^ て/  , ^いの^ 格 4 嗍 せ.：^, す" 〔-ャ .-」 3" あ C  、る. „^ 

十 ITH; 十七 日、 右 臨時 大祭 執行、 齋主竹 間 淸臣、 參列 者、 李 家 知！ 55. 贺茂靖國神針ぉ^:、 

東、 高 §兩 代議士 等 名士 二百 餘名。 同日 演武 飴に 於て 文 祭 博士 上 W 萬 年、 後藤 秀穣兩 氏.. ••-  -  -。  sffl- 

四十 餘點の 出品が あつ た。 


同 四十 四 

大正 元 


同 

同 


同 


三 

八 


四 tH- 十五 日、 本 居 宣長之 哲舉出 K  (學父 淵の 章) 田 中義能 氏。 

この 現、 濱 松に 縣居遗 跡 保存食なる もの ぁリ、 市小學 校^ 石山 逸 八、 同大 K 辰 太 郞氏等 主と し て 之に 常 

る。 三 H^il 十四日、 西小學 校に 於て、 この 主催に ょリ、 山峙常 € ム、 岡 部讓、 桑原 循难 等畲 して 協 就す。 勿 

論， 縣瓧 昇格のと とも 出た ことで あらう。 

六 二十 五日、 東京 賀茂 靖國神 赴宫司 官舍に 於て、 主人 百樹、 岡 §^ 讓、， 竹 問 倚臣、 後藤 秀稱、 山岭^ お^ 

氏會 合、 縣居神 赴々 殿 造 營縣瓧 昇格、 ^居 文庫 設立 等に 就き、 その 方策と その 分投を 定めて^ 方 W に 迷^ 

する ことと なる。 

昇格 等に つきて、 種々 の經緯 あ- 

祭 を 行 ふ。 


十月 三十日、 例祭に、 右 K 事業の^ 居會 によ リて、 行 はるる 旨の 報& 


全國 神職 會に呼 掛け、 濱松 市に 於て に； M 地 寄附、 上司の 諒解 等 瓶 居 會莆々 として そ の^を 逝む。 

^居 神瓧々 地移轉 出顯、  ， 。 

三 JT 贺茂眞 淵と 本居宣 長」 佐々 木 博士 出 股。 

圉學 院主 惶百 五十年祭 同校に (十 月 十七 日)、 墓前お (十 二十 七 p) 值 さる。 たほ濱 松、 京都、 仙 に 於 

て 催しが あった。 

.j-tfl- 二十 七日、 駭居砷 社 移轉 許可。  - - 

+ 1 A 「國 學院維 誌」、 IX 茂眞淵 記念 號及 「心 S 花」 上。 


2591  2590  2589  2588  2587  2586  2585  2584  2583   2582  2581 258 ひ 


同 同 同 同 

十 十 十 十 
四 三 ニー 


同 同 
十 九 


昭和 

同 


元 

六 


卜 一月 二日、 腐 居 神社 造營 全く 成リ、 縣社 昇格 許可" 

十 一 J 十日、 國學 全史 上卷 野 村八郞 氏。 

九 月 一日、 國學 全史 下卷 野 村八郞 氏。 

五 《ru 二十 一 日、 縣居 神社に 勅使 差遣。 

.KJ  二十 五 nl、 國意考 外 六篇、 日本 思想 鬪諍 史料 

膝居翁家^！^^遗編辑、 岡部讓 翁。 


笫四宜 遣 著の-出 拆、 編輯、 寧寫 及び 其の 他 


八 九 五 


1、 縣 居神瓧 寄附 金に ゥき、 依然 運動 ぁリ、 山 峰 常お 氏 特に 盡 力し 率先 ら E 額 は ii^ けい „  3  £3 ヒ 

1、 三 十日、 神 瓧移轉 鎮座 祭 執行、 かの 高 林方朗 等の 建てし 祠と 水野忠 邦の 整 針 碑 =t さる。 St ち 內； « よ 

リ獨 立の 神瓧 となれ る ものである。 


2998  2597   259G  2595  2594  2593  2592 


第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其 S 精神の 發投 

同 七 

同  八 一、 校訂、 t: 淵宣 長訓、 古事記 神代 卷、 神宮 皇學傲 史舉盒 


八 九 六 


八 

十 


J、 九 までに 居 啓節續 編輯、 岡 譲 翁。 

一、 九 力 五日、 (新〕 賀茂 《 淵 全^ 第 十二、 十二 囬 配本 了。 


九月 十五 日、 國學の 研究 河 好 書 一二 氏。 

1 A  訂 「賀 茂！ S 淵と. 居宜是 一 佐々 木 信 湖 氏。 

- A 國學 者傳記 集成 綾 編成り、 從 前の ものと 共に  一二 册 として 出 股、 n 木 文 ゅ资料 研究 會 

六- 力 十日、 賀茂眞 淵 傳新资 料、 羽 倉荷 W 信 5 玑氏 I 


卜 


同 


十二 

十三 


八 J 二十 六日、 《 淵 翁 拾 造成る、 小山 正編。 

十 一 月、 本書 一 先づ 脫槁、 その 後 多少 の 壻捕を 行 ふ" 

九 本書 出版。  - 


第 玉章 縣 神社 修造 記 

一 is^fl^ 高 林 方 朗略傳 

高 林 家 濱名郡 積 志 村有 玉に 數 百年 述 綿と した 豪家 高 林 家が ある。 この 家 はもと 萩原 氏と 云って 駿府の 人， 

川 家の 配下で あつたが 今 川 家 亡滅の 後、 浪人して 居った。 徳川家 康が濱 松 在 城 當時横 須賀の 領主 は 大須賀 出 

羽守康 高で あつたが、 この 配下の 高 林 氏が 欠 所と なって ゐ たの を、 召 出されて 嗣ぐ ことにな り、 以來姓 を 高 

林と いふに 至った。 後 また 浪人して. 今の 有 玉 村の 所領に ゐ たが 更に 召 出されて 榊 原 氏の 配下に 入り. 家 厳が 

江戶に 移って から 榊 原 氏も從 つて 行った ので 高 林 氏 はいよ く 民間に 入って 豪士 となり、 以來濱 松 侯に 或は 

代官と して 仕へ 或は 獨禮總 代 或は 庄屋と して 出仕して ゐる。 斯う 述綿 として 繁榮 した 家 は 極めて 稀で ある。 

方朗 翁は實 にこの 家に 生れた 一 偉才で ある。 

• 攀秦 • 着  み ち ひら 

方朗の 出生 高 林 家の 七 代 目に 伊 兵衞方 救と 云 ふ 豪放な 人が ある。 門 長屋の 火事の 時に 多くの 人の 騒ぐ の 

を 見つつ 酒 を 飲み 消防 等は秦 てて 置け と 云った とい ふ 逸話 さ へ も傳へ られて ゐるリ こ の 人 は齊^ の 頃 人手に 

渡した 田畑 も 取 屍し 庄屋 も 勤め、 陣屋に も 出仕した 程の 才物であった。 雅道も 心得て その 歌集 さへ あるり 方 

朗は明 和 六 年 (二 四 二 九) 八月 十五 日 こ 方 救の の 長男と して 生れた。 母 は 山 下 氏で 掛 塚の 臼 羽の 山 下家から 來 

てゐ る。 この 山 下家 はまた 非常な 舊 家で 小 笠 原 流の 淸和 源氏で ある。  . 

第五 章 媒 居砷瓧 修造 5S  八 九九 


望 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 〇〇 

この 年に はかの 伊場 村 出身の 賀茂眞 淵 翁が 七十 三歲で 逝去して ゐる" 眞 淵の 門人で 方 朗の師 である 內山 3^ 

龍 は 三十 歲、 栗 田 土滿は 三十 三歲、 同 學小國 重 年 は 四歲、 石 塚 龍 麿 は 六 歳であった。 

志 內山眞 龍 は眞淵 門の 一 偉才で 數十 部の 著書 も ぁリ、 多く 門弟 を敎 養し、 常時 遠 江に 於け る 第一 の 

國 學の權 威であった. - 高 林 家と は緣邊 であった， から 父方 救の 風雅 拔の 心得 も あるので その 勸め により、. 方朗 

は 安永 八 年 (二 四 三 九) 十 一 歲 にして 入. 門して 二 俣 奥の 大谷 村に は 時々 長期の 滯在 をな して 敎を 受けた。 古舉 

も 歌道 も 進み 十五 歲の 年から 詠草 も 多く 見える。 この頃に は 萬 葉 調の よい 歌 を 作って ゐる" ；！？ ^に は 重 年、 

龍 麿の 外 山 下 政定、 政彥) 鈴 木 書緖、 富 田菅雄 (後の 服 部 氏) 鈴 木 4 出、 池 田勝彥 等が ある。 

當時 伊勢松 坂に は眞淵 門人 本居宣 長が あって 古學の 門戶を 張り 門弟 全 國に遍 しと 云った 狀 態であった し そ 

の國學 上の 偉蹟 は 知らない もの はない。 その 聲 名の 隆々 たるに 及び 眞龍は 門下 を 送って その 齊 咳に 接せし め 

た。 わが 方 朗は寬 政 元年 ニー 四 四 九) 正月 鈴 木 書 緒の 案內 によりで 參宮を 兼ねて この 鈴 廼屋に 入門した。 年 二 

十 一 歲 である。 この 時暫 らく 滯 在して 學び 以後 は 主として 文通に よって 質問 を 怠らない。 

また 當時 井川 淑愼齋 とい ふ 阿波 國の 書家で も. ぁリ、 畫家 である 雅人が 濱 松に 杖 を 留めて ゐて、 三 河 甲 州 あ 

たリ まで も來往 して 門弟に 教授して ゐた。 方 朗は寬 政 四 年 (二 四 五 二)  二十 四歲 にして この 淑愼齋 に 人 門して 

ゐる。 この 淑愼齋 は 文化 二 年の 末に 東都で 歿して ゐる。 

この 外 神官と して は 京都の 吉 田家に 入門して 寬政十 年 三十 一 歲の 年に 祌官裝 束の 許狀を 戴いて ゐる。 なほ 

茶 華道 や？？！^ に ャ小笠 "2^ 禮 法せ を も，：^ 得して ゐ るから 夫々 師ぽ もあった ことと 思 ふ。 


かきみ ius! 方朗 の古學 研究が 進み、 詠歌が 進む につれ て她 方に 於ての 聲 次第に 廣 まって 來た" 方朗 

は 父祖 以来の 古 獨禮總 代と して 代官の 如き 役目 をして 領主 井上 侯に 仕へ てゐ たが、 文化 十四 年に 水 野 忠邦公 

が濱松 城主と なった" 忠邦は 政治 上 多忙で あつたので 餘り濱 松 城に は來 なかった が、 かの 常 侍壤の 如き § ^集 

も ある 程で 風雅 心 もあった、 文政 十 年 (二 四 八 七) 五十 九歲 正月 二十 五日、 京都 所 司 代と して 赴任の 途^ 松に 

立 寄った。 その 時領內 やその 近 方 歌人の 歌 を 召された ので、 方朗は 同志 八 人の もの を 集めて ロキ 上した. 1 この 

時忠 邦の 國學 顧問 は 村 田 春 門で あつたが、 この 詠草 を 見て 方 朗は當 時 稀な 歌人で あると 褒めた" ま は^^ 

のこの 國學者 を 召さう としてい ろく 調査して 無理に 上洛 を 命じた。 六月 七 n 家を發 して 六 ケ门も 常に：^ し 

て 古今 集 を 講じ 歌の 師範 をした。 なほ 長く 留め、 日 一つ 老中と して 江戶に 行く ときには 召 述れて 士分と すると 

S, 望した が辭 して 十一月 二十 六日 歸 宅した。 これから 方 朗の名 は 一世に 高くな つた。 この 翌， 年 水 野 公が 獨禮 

總代を 復活す る や 方朗の 子豊鷹 はこれ に 任命され 方朗は 特別 獨禮の 仰せ を 受けた" 水 野 家 は弘化 三年 (二 五 

〇 六) 八月 出 羽の 山形に 移 封せられ 方朗 もこの 年の 十二月に 歿した" なほ 忠邦 公との 關 係に 於て は 記すべき 

ことが 多い が 略す る。 

！ f 祖靈祭 方朗 翁の 敬神の 念 は 厚かった が、 國學 上の 偉人 殊に 自分の 師匠 關係 にある 人 をば く. 银祭を 行 

つて CI らの誠 を 捧げる と共に、 多くの 同學を 集め 國學 精神の 普及に 勤めた ものである。 

即ち 文化 四 年に は 自分の 家、 ほ 下 庵に 於て 宣 長の 七 年祭 同 十 年に は 十三 年祭 を擧 行して、 地方の 同 sl+ 同志 

を 集めて 祭式 を 行 ひ 歌 を 詠んで ゐる。 次いで 文化 十四 年 八月 二十 六日 遠 江の 國學者 TO! 十五 六 人 を 雄め て、 
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0s 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發袋  九 0 二 

松 本陣 梅 谷 氏に 於て 宣長翁 十七 年祭と 歌會 式と を 行って ゐる。 方朗は その 日記に 「古今の 勝 事」 と 記した。 

これより-も なほ 條大に 行った の はこの 次の 年の 文政 元年 (二 四 七 八) 方朗 五十 歲の 九月 二十日に 同じく 栴谷 

氏で おった 賀茂眞 淵 翁の 五十 年靈 祭で ある。 この 時 は 出席者 五十六 人、 詠歌 を 寄せる もの 十六 ケ國に 一口； るの 

盛況であった。 

文政 六 年 五十 五歲の 九月 二十日に 見 付の 北 本陣 鈴 本亭に 於て、 柿 本人 丸 千 百年祭、 宣長 二十 三年 忌、 土 

十三 囘忌、 重 年 五 年祭、 眞 龍三囘 忌、 蹇麿ニ 年祭、 龍 麿 追悼、 即ち 一 祌六靈 祭 を 行った。 この 時 は 方 朗は表 

面 は 主催者で はない やうで あるが 內實は 主動 者であった。 

これら 三 靈祭を 私 は 遠 州に 於いての 國學 三大靈 祭と 云 ふが、 これ 皆方朗 翁が 主と なって 執行した もの 國學 

精神の 普及に は與 つて 力が あった ものである。 

縣居靈 社 修造 縣居靈 社と は 今の 縣居祌 社の 前身で 賀茂眞 淵 翁 を る 社で ある： 今 はかの 宏 壯な縣 社で あ 

るが、 その 前身 は 伊場 村の 賀茂 社の 境內 にあった もので、 これ は 全く 方朗 翁の 粉 骨の 努力に よって 成った も 

ので あるつ 

■ 文政 四 年 五十 三歲の 秋に 伊場 村の 賀茂社 內に眞 淵 翁の 碑 を 建てよう として 寄附 金の 募集に 着手し 掛 つたが 

中絕 し、 文政 七 年 五十六 歲の 日記に は、 靈社 修造の ための 用意 金と 云 ふこと が 見えて ゐる。 その後 天 保 元年 

(二 四 九 〇) 方 朗は舊 友 村 田 春 門 を 介して 江戶 在住の 領主 水 野. 邦 公に 建碑と 靈社 修造と その 除 地に つき 願 

して ゐる。 これから 愈々 この 事に 着手し かかった。 この 內願 があって 四 年 目に 忠邦 公より 『縣居 翁 靈祉』 の 


碑文と 裏書 『天 保 癸 巳 八月 末學 領主 侍從源 朝臣 忠邦』 の 二 枚の 絹地の 碑文 を 賜った。 天 保 七 年 六月に は 更に 

銀 子 十 枚の 下賜が あった、 新くて 方朗は 中心と なりて 五 人の 發願者 を 誘って 或は 社 地の 見立て や 上司へ の颗 

屆、 或は ニ囘に 直る 數 十日の 勸進 行脚、 諸 工事の 監督 等 あらゆる 辛苦 を 嘗めて 天 保 十 年 (二 四 九九) 七十 一 

歲の卷 三月 工費 九十 兩を 費して 落成せ しめた、 前後 二十 年も掛 つた ものである。 その後 高 林 家の 嘉永五 年 ま 

での 記錄 にも まだ 祭禮の 度每に 祭祀料 を献 つて 參 列し 來 つて 居る" この 靈 社の 創立 は 永久に 眞淵 翁の 道 核 を 

忍び 國學 精神の 發 揚に預 つて 力の ある こ と はこ こに 述べる に は 及ぶ ま い。 

民 政 獨禮總 代と して は 有 玉 鄕七ケ 村 を 支配し、 時には 萬 斛組總 代 を も 仰 付けられ たこと も あ、 る" この 

間 村 政の 極めて 微細な ことに も 用意周到に 官民の 間に 立って 處瑰 して ゐる。 小 前の 者に 對 する 施與 慈善 は 以 

て 翁の 仁 德を窺 ふべ く、 訴訟の 和解 係 を 仰 付けられて、 盤根錯節 を 解決した るが 如き、 その 司法 的 手腕 を視 

るべ く、 村民 を 代表して 領主に 一へ 乂涉 して 秕政 なから しめたる 如き. は そ 政治的の 才能 を 知る。 今 これ や ザの 細述 

TV  ， 略 す る 

一 家の 經濟 舉究に 入る 者が 家 を 破リ、 雅 道に 遊ぶ ものが 產を壤 る こと は 古 も 今 も その 例に 之し くない、 

方朗翁 はこの 點に 常， に 留意し てゐ た。 

『家政 取締 仕 法』 の 如き 家政 上微に 入り 細に 入リ、 厳に 導き 懇に敎 へ て ゐる樣 は 如何に 方朗 翁が 世故に 長け 

てゐ たかが 判る ので ある" 故に 善く 一  家 を經理 して 家運 を墮す ことが 無かった ので ある。 

交 . 友 紀勢 尾三駿 等に 一 曰； る 鈴 門の 國學 者と は 常に 交友が ぁリ、 遠 州 國學者 達から は、 殊に 晚年は その！^ 
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笫五編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 〇 四 

信 を 受けて ゐた， その 入魂なる ものに は當 時の 學界に 於け る權 威が 多い。 本居大 平、 石像 龍^、 小闕赏 年、 

夏 目 甕 麿、 加納諸 平、 八 木 美徳. 小栗廣 伴. 石 川 依 平 山 下 政彥、 有 賀豊秋 (門人で も ある) 村 田^ 門、 關 

武雄; 栗 田 高 伴、 中 山 吉埴、 波 多完、 中 村 吉廣、 匂 坂 千 足 久保長 秋、 伊藤 春 元、 木戶 千楣、 服 部 敏夏、 植 

松 茂 岳 等 は それで ある。 

終 焉 新くて 弘化 三年 (二 五 〇 六) 十二月 十四日 申 刻豫て 中風 症で あつたが、 大木が 年 ま： t 盡 きて 枯れ" リ 

が やうに 逝った。 

こ の 月 十 一日に、 

咲きて 散る 梅に まが ひて 吳 竹の 世に めづ らしく ふれる 雪 かな 

と 詠んだ の を 最後の 詠と した U かの 寵任を 辱う した 忠邦公 はこの 翌年 二  1:^- に 左遷の 身 を 淋し く^じた。 

方朗翁 はわが 遠 州の 生んだ 人傑の 一 人で ある。 社會 人と して は 能く 一  身 一 家 を 修め、 その 鄕 政に 治^ を^ 

げ、 歌人と して は 萬 葉 調の 詠が 多く. 晩年 は 新 古今の 簸調も ある.^ また 度々 地方の 歌合の 判者に 聘 せられた。 

祌祇 家と して は 祭儀 及び 祝祠に 於て は 地方の 權 威であった が、 最も 特筆大書すべき は その 國 gHH 際述動 家と 

して 社會に その 精神 を 普及 させた 功績で、 遠 州國學 者の 隨ー であると 私 は 信ずる かの 明治維新に 際して 全 

國 唯一 の 土民 勤王 軍報國 隊の崛 起の 如き、 方朗の 鼓吹せ る古學 精神の 現れで あると 云っても 過言で はない。 

著 書 

(ァ) ニ條 日記 三卷 


忠邦 公に 侍して 在京せ ると きの 日記、 圓 熟した 文章、 詠歌 を 見るべく * また 京に 於け る 所 司 代と しての 忠 

邦 公の 動靜を 見る に 足る。 

(ィ) 臣下 庵 詠草 七 冊  • 

明. 治 二十 一 年方朗 翁の 孫豊 城が、 小國重 友の 助力 を 得て 四季 戀雜の 部類に よって 翁 一 生の 歌 七 千 六 百首餘 

を 集めた もの。 

(ゥ) 臣下 庵 祝詞 集 ニ卷  . 

方朗 翁の 奉仕した 祌 明宮、 八幡宫等の祝詞から近鄕諸社の代作祝詞をも^^めたもの、 この 中に も鄕土 資料 

として 大切な ものが ある。 

(ェ) 臣下 庵雜記 ニ册  ■ . 

古學 研究 屮 目に付いて 參考 となる やうな 事柄 を 筆に まかせて 雜記 しもの。  ， 

(ォ) 忠誠 武勇の 歌 一. 冊 

忠邦 公の 命に ょリ 主として 古典から 抄出 編纂して 献っ たもの。 

(力) 日記 中書拔 六 冊 

主として 方朗 翁の 日記より 書拔 ける もの、 寬政 元年から 安政 五 年まで ある，. この 屮に缺 けた 年も尠 くない 

これ は方朗 研究の 最もよ い 資料の 一 つで ある。 

その他 は 略す る。 (昭和 七、 二、 三) 
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笫五糯 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 0 六 

二 縣居靈 社に 關 する 資料 

一、 縣居靈 社 修造 日記 一冊 美 濃 半切 三十 三枚 細字 

天 保 四 年 九月 三日 御 小納戶 所の 呼 出狀、 翌日 忠邦 公より 筆廣 頂戴した ことから 天 保 六 年 十一 月 二 卜む：：： 

まで 靈社 修造に 關 する 細かい 日記、 最も 貴重な 資料で あるが、 それよ リ 以後の 所が 記入され てゐ ない の 

が遺慽 である。 

一、 縣居 大人 靈社 修造 用 書 紙 一 袋  天 eK- 五 年 甲 午 二！^ 余 里 

在中、 縣居翁 靈社並 碑 修造 入 料雜記 

縣居翁 御 碑靈社 建立 雜用記 

勸進 廻章、 社殿の 鎗圆、 社 地の 設計 圖、 書翰 二三 通 等。 

一 、 縣居 翁靈社 修造 料勸進 全 四 冊 桐 箱 入 各冊に 勸進 趣意書 を 戴す。 

一、 京都 江戶 御殿 並 御 家中へ 獻進 書翰 控 文政 十一 年 戊 子より-年々 

京都に 於て 忠邦 翁に 奉仕して 歸 つた、 翌年からの 控で、 弘化ニ 年 二月まで 即ち 方朗 六十 歳から^ する 前年 

七十 七歲 までの 領主 忠邦公 及 その 臣下 達に 差 出した 書翰の 控 である。 

一 、 日記 中 甞 拔 

一、 日記 之 內書拔  一二の 二 I 前書 拔と對 照 するとよ い。  ， 


一 、 臣下 庵 詠草 七卷 

一 、 臣下 庵 祝詞 築 ニ卷  ， 

一 、 縣居翁 靈社竟 宴 歌集 一 通 

八 木 美徳 筆、 美 濃 紙の ものと 半紙の ものと 二部 あ^、 筆者 も 同一。 天 保 十三 年 三月 六日の 靈社々 頭. 歌會 

の 歌集で ある。 出 詠 者の 住所氏名 は 殊に、 參考 になる。 

三 縣居靈 社 修造の 沿革 

修造 內願 

國學 の宗師 として 鄕黨の 古 學者達 は 常に 尊崇の 至誠 を縣居 翁に 捧げて ゐる。 この 尊崇の 至誠が 結"？ して 縣 

居靈 社と なる ので ある。 而 して その 修造の 主動 者と して 粉 骨碎身 事に 當リ、 萬 難を徘 して 成就せ しめたの は 

赏に 吾が 高 林方朗 である。 

修造 內 願まで  . 

旣に內 山 眞龍は その 邸 內に祠 を 設けて、 その 師縣居 翁に 日夕 禮拜を 怠らなかった し、 各 忌 年に は靈祭 を殿修 

したが 方朗は 前に 眞龍 翁の 意を享 けて 文政 元年 その 五十 年 靈祭を 執行して ゐる。 この 時に 建碑な どに 就いて 

意向 を 述べる 同志 もあった と 想像 せられる。 その後 文政 四 年 秋に 至って 同志の 間に 於て 着々 と. 話 は 進ん 寄 

附 金の 勸 進と 云 ふ處 までに 至った やうで ある。 袖 中抄の 中に 次の 勸進 趣意 赛が發 見せられた。 
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歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 〇「/ 

眞淵之 碑 建立 勸進牒 

賀茂縣 主の 遠祖 は 加 茂 建 角 身命 山城 國 北山の 基に 齋 奉る 神主 師朝文 永 十 一 年 ip2 を 賜 はりて この 遠 江の 岡 

部の 里に 加 茂 新宮を まつ リ、 乾 元元 年 岡 部のと ころ をし めて 世々 を ふる 岡 部 氏の 子孫なる 簠 〈淵、 元 祿十年 こ 

の 里に 生 出て、 皇大 御國の 古事 學び おこして 世に 功 をた て 江 戶の御 里に まゐ りて 田 安の 君に 仕へ まつり、 そ 

の 道 を廣く 人に もお しへ さとして、 明 和 六 年 十月 晦日 齢 七十 三に してみ まかりき、 品 川の 柬海寺 中に 雜れり 

則 この 眞 淵な む吾祖 なり-ける、 しか は あれ ども 我 里に その 跡し のばむ 石ぶ みだに あらねば、 久しく 是を忠 と 

い へど も家贫 くて 營 むこと を 得 ざれば い たづら に 年月 をお くりぬ。 おのれ 年た くるま まに これ を 安 力らず m? 

ひて、 こたび 四， 方の 君た ちに 乞禰ぎ まつ リ ひとつの 碑 を 建む 事 をなん 思 ひたち 侍る、 道に 志 あらん かたがた 

を始 として 周く 惠 ませ 賜 ひて、 この 碑な り. なば 翁の 靈も いかばかり か悅 びな む. ねが はくばお のが 心の ほど 

を憐 みて 各 御 助力 をな し 給へ、 さらば 思 ひお こせし 本懷何 ごと か Hi^ にし かまし、 また 君た ちの 助けな し 給へ 

る 功 も 石と ともに くつる 世 あらめ や は。 

文政 四 年 辛 巳の 秋、  眞淵之 孫 伊場 村 岡 部 與三郞 謹 記 

世話人 賀茂祌 主 岡 部 大和 

この 文 は濱松 侯の 士畔柳 氏の 起草に か. かり、 方朗は 添削の 筆 を 入れた と 附記して ある。 發 願主 は眞淵 翁の 

孫 岡 部 與三郞 と あるが 赏 際の 孫ではなくて 生家の 末葉の 意味で あらう。 世話人 は 伊場 村の 賀茂 社の 神主 岡 部 

大 W となって 方朗は 全く 表に 立って ゐ ない。 而し てこの 時 は 軍に 建碑と 云 ふこと に過ぎないし、 赏 際の 寄附 


行 爲には 出でなかった もので あらう。 今迄 私の 見た 諸方 面の 記錄に それらし いものが 見 當らな い。 

文政 七 年 ニー  四， 八 四) 方朗 五十六 歲の 八月  一 n: の 日記に なると 靈社 修造と 云 ふこと が 初めて 出て 來る。 即ち 

高 林 家の 親戚で ある 今の 磐 田 郡 敷地 村大當 所の 山 F 家が 公共事業 のために 家運が 傾いて 家什 等 を資拂 ふやう 

になった。 その 中に 眞淵、 宣長兩 翁の 長歌 大幅 二 幅對を 方朗が 仲介して 秋 葉 山麓 犬 居 村の 栗 田 高 伴 (濱 松の 

西 馬 郡 村よ リー 度び 三 河 國大林 家に 久り 更に 此處に 養子す る】 前の 藤 田 武辆) に 金 十雨で 讓 渡す 約束が 出來 

たこと を 記し、 外に 一 兩は賀 茂 翁靈社 建立 用意 金の 積り で 戴く と 書 添へ て ある。 是が靈 社 修造の 初見で ある。 

それから この 建碑と 靈社 修造と は 一 時 立 消えの 形で あつたが、 方朗 六十 二 歲の卷 に いよく- ぽ際述 動と なつ 

て顯れ た。  • 

•  参 

この 日記の 記事が あってから 十六 年 目の 天 保 元年 (二 四 九 〇) 二月 十五 日に、 入魂に して 居った！：^ 村田恭 n 

(伊勢 國 白子の 出身、 宣長 門人 京阪に 國學を 講じ、 忠 邦の 國 學の師 となる) を， 小して 領主 水 野忠邦 公に 键杜 

修造 及 建碑の こと を內 願して ゐる。  • 

その 內 願文 は 次に 揭 出す るが 先づ 摘要す ると 

一、 眞淵 翁の 家系の 良い こと、 殊に 政定は 家康に 忠勤 を 勵み德 川 家と 關 係の ある こと。 

一、 縣居翁 は古學 研究 上の 幾多. の 功績 を殘 した こと。 

一 、 同志の 間で は 早くから 內談 してる たが r 度 領主の 殿が 古學を 喜ばれる こと を 幸と 思って 願 出る。 
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五 編 歿後の IPJ 慕崇拜 及び 其の 精神の 發？ S  九 10 

1 、 修造 费用は 同志で 工面す るが 供物 料の 社 地 は 除 地と して 永代 祭祀 は絕 たない やうに。 

一 、 碑銘 は 古雅に 雄々 しくし 度い、 成るべく は 殿の 眞 筆が 戴き 度い，  . 

一、 斯 くの 如き 靈社を 建てる こと は 先例が. ある。 即ち 人 丸 を 奉祀した 柿 本社 は^ 和 野の 領主 龜井 氏の 碑銘 を 

得て 石 見國鴨 山に 奉祀して あるの を 先年 赏際 にも 見て 來た -鈴屋 大人の 靈社は 門 翁が 發 起した と^く、 

公家 方から も 縣鈴兩 翁 は 國忠の ものと 認められて. ゐる。 

一 、 善い 機會 があった ならば 領主 忠邦 公に 執リ なして 願意 を 遂げさせて 貰い 度い。 

賀茂眞 淵 翁 靈社幷 碑銘 內 願のお も ふき 

縣居 うし は 遠 江 國敷智 郡 伊場 村の 賀茂 神宮の 神主なる 岡 部の 黨の 中より 出た る 人に て、 遠 組 は 山城 n 愛 

宕郡賀 茂大祌 のみやつ こ 賀茂縣 主 成 助の 裔， 片 岡の 祝師重 といへ るに て. 鴨 武津之 身命の 後な リ。 師 重の 女 

筑前 局と いひし に 岡 部の 地 を 賜 はれる 文 永 十 一 年の 令 3n、 乾 元元 年の 院宣の 事 ある は 

東 照 神 御 祖命濱 松の 御城に おはし まし 時、 元龜 三年 三方 原の 御合戰 に火燭 山と いふ 處 にて 岡 部 治 郞左衞 i: 

政定 とい へ るが 軍功 ぁリ しによ リ て來國 行が 作れる 御太刀 を 賜 はれる 事な ど ありつる 遠祖の ゆ ゑよ し、 或は 

此 うし 一 世の かぎ リ 古事 犖 びに 心 をつ くして くさ^, \ -の 甞籍を 著され、 田安の殿に仕_^りて御^^,ふかかりし 

よしな どの 委曲し きこと ども はみ な 品 川の 東海 寺なる 少林 院の 山上に 千 蔭の 建てた る 碑銘と、 高 田 與淸が 著 

せる 賀茂眞 淵 翁 家傳， ある-は 釋立 綱が ものせ し三哲 小傳、 また 此 ころ 平 田 篤 胤 もつ まびら かに ものす るよ し 

承リ つれば 貴 翁 もよ く 御存知に て 今 さらい ふべ くも あらぬ 事ながら、 古 こと 學 びせ むに はむ ねと 古事記 日本 


紀萬葉 集 をく リか へ しょむべく いひて とき さとされ ける。 おしへ の 天下に 普く ひろ ごり みちて 古舉の 世に お 

こな はるる ままに 何の 考 くれの 註釋 とて 作 出せる〕 お ほくの ものし 勺 人 も、 遠つ 代 ふり-、 中つ 世ふリ とて 正し 

きさまの 歌よ むな ベての 歌人 も專 このうし の 恩賴を かか ぶらぬ は あらざる を、 ことわき て、 皇大 御國は 天照大 

御祌 のみ あれ ませる 本 律御國 にして その 御す ゑの 天皇の 天津 日繼 天地と ともに 無窮に 俾 はり-て、 千 御代に 

しろしめす 御國 なれば 萬國 にす ぐれて 忌々 しく 貴き ゆえ ある まことの 道 を あきらめ さとされ ける。 鈴の 尾う 

しの 敎も その もとは また このうし の古學 をお こされけ る 功に よれる なれば、 古學 をお こせし 組 神と たた へ て 

必 い つくべ きうし に は 有け る。 しか ある を 本國に その あとし のばむ 石ぶ みだに あら ざれば いかで かの 伊場 村 

の賀 茂の 社の あた リに靈 社 を 一 宇 建て、 その かたへ に 碑 を ももの して 岡 部 氏の 黨に まもら-せま ほしく はやく 

より 國學の 友 どち うち/ \ にて は 語- ら ひつれ ど 力お よばで 過したり ける を かしこ けれど、 殿の みこと 御 仁徳 

あつく ましまして、 いみ じう 榮 えさせ 給 ひ 古事 慕 はせ 給 ふ 御み やび 心さへ 深く まし ませば 御領 地の ことにて 

侍る からに かの なみ，/ ならぬ 功の ほど をお も ほしめ して、 此 願意 を とげ 侍らむ かたのみ ゆるし もめぐ み も 

あらま ほしく 內內 ながら 願 ひ 奉ら まほし うなん。 小祠 造る ベ からん ほどの 料 は學友 どち 心 を あはせ て、 とも 

かく ももの し 侍るべく おも ほ ゆれ ど、 社 地と 世々 守らせん 爲の 供物 料の 田 どころ と を 御 除 地に なして 賜 はら 

む樣に はな.^ 侍ら じ や。 碑銘 はいと 古雅に 雄々 しき さまに てお なじく は、 殿の みことの ものせ させ 給 はむ や 

うに あらま ほしと なん。 しかな して 賜 はまし かば 靈の よろこび 限リ ある まじう 道の 光 も いよよ ます^ \ さし 

そはリ 侍ら まし、 こ はいと かしこく お ほけ なきね ぎ 事に て は 侍れ ど此 うしのお し へ をた ふとみ かたじけなみ 
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i$ 五 編 歿後の 迫 慕崇拜 及び 其の 狩 神の 發？ お  九 ニー 

思 ふ 心の あま リ につつ みあへ 侍らぬ にこ そ J かくて 言の葉の 道に たけた る 人を祌 といつ くなる は、 入 冲に 

て 其 あと さだかなる を靈 社に 碑 を 御城の 主 建 させ 給へ る 例 は 方朗若 かりし 頃 具龍叟 とともに 出 雲筑 紫まで も 

のし， つる をリ石 見國鴨 山に て 見 侍 リし柿 本 神の 社頭なる 碑銘に 戶 田の 民 綾部 氏 云々、 祌龜 元年 中子 三月 十八 

日卒 云々、 享保 八年當 一 千年 云々、 i: 和 野 城主 龜 井能 登 守 云々 と ありて、 この 殿 明 和 年間に 此碑を ここに 缝給 

ヘリと ぞっ また 一とせ 方朗 都に て、 富 小路 治 部 卿の 御前に いでて まみえ 奉リ ける 時古學 のす ぢ語ら せ 給 ひし 

中に 異淵、 宣長 は、 う へ 様の 御 系 圖の御 書物 を 世に つまびら かに ひろうして 國に忠 ある ものと 仰せられき。 

かく のらせ 給 ふに つきて、 おも ふに この ふたりの うした ちのう へ は 高き 御 かたく もい とよく しろしめして 

その 功 をめ でさせ 給へ る ほどなん しる かりけ る。 かの 鈴の 屋 うしの 靈社 のこと は 貴 翁 思 ひたた せりと かほの 

かにう け給リ つる を その 師 なる 縣 居う しの もお ほろ かにお も ほし 給 ふべ. からねば、 いかで をり もよ からば か 

くなんと 聞え あげ 給 ひて よねぎ 給 ひて よ。 あな かしこ。  . 

二月 十五 日 (天 保 元年)  高 林 方. 朗 

村 田 卷門翁 御 もとに 

水 野忠邦 公の 碑文 

內願 をして から 四 年 目の 秋 九月 三日 夜" 濱松 城の 御 小納戶 に、 明朝 五ッ時 (八 時) に 出頭せ よと 寺社 御， 

所からの 差 紙であった から、 四日 出頭して 見る と 御 小 納戶御 役所に 於て 井上 九藏 * 靑木源 兵衞の 二人が 列座 

して 白木の 箱 入の 御 筆 を 下げ渡された-. 「- 箱 共に 頂戴. その 席で 被 見した 『高 林舍 人へ 被ド候 御 筆』 と 云ふ赉 


付が ぁリ、 雜地ニ 枚が ある。 ー枚には「縣1^ま-|^」、もー枚には「^4^15か.^#|^|^||:§:きき1^|^」 

と ぁリ、 共に 隸書 である， 「筆勢 雄渾 御 精神 そな はリ、 御 書面い と/ \ よろしく 末學々 々誠に 古風の 光 を 天下 

に 耀し候 御 事に て. 感悅 無限」 とその 時の 感激が 記されて ゐる。 殊に 老中の 重職に ある 領主が 末 學と番 かれた 

ことに 恐悅 至極で あると 同時に 國學 者の 誇" であった。 

一筆 啓上 仕 候 今般 縣居 翁靈社 碑銘 御 筆 物 二葉 被 爲下置 難 有 頂戴 仕 候- 尊 省の 御 趣意 誠 古舉之 光^ 相 成、 赏 

々難 有 御 儀 朋友 共 迄 一同 恐悅. 至極 奉存 候、 乍 恐 右 御 禮奉申 上 候、 宜御執 成 奉 願 候 恐惶 謹言 

九月 八日  高 林舍人 (名花 押) 

御小納 戶中樣 

この 禮狀は 春 門へ の禮狀 と共に 一 封に して 十 一 日 登城して 執 達 を 願った -0 十四日の 江戶へ の 便に よって 送 

達される ことにな つた。 

社 地の 見 立 

九. 月 二十 一 日 方 朗は獨 り 伊場 村の 賀茂明 神へ 參詣 して 靈 社の 社 地 を 見立てた。 この 時の ことが 家 典に も 出 

てゐ る。 

OO00O0OOO0O000O0OOOOOO0OOOOO0 

ねぎ こと を いかでと 屈 へ ばと るぬ さの 風に 靡く もうれ しかりけ る の 一 首、 方 朗の常 i& の、 い 党が そのまま こ 

出て ゐる。 本社の 前の 西側で 松の木 立の ある 邊り， が宜 からう と 思 ひ 定めて， この 賀茂 社の 神官 岡 部 次 郞左衞 

門の 宅に 至リ、 ， 碑銘の 御 筆 を 頂戴した こと 及び 靈社 建立に 就いて 具 さに 談じ 許諾 を 得、 なほ 相 神主の 岡 部 出 
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雲の 宅へ も 訪ねた が 他行 中で 會 はれなかった" この 日の 記事の 終りに 「縣居 大人 靈社 造立發 願主、 森 車 人 

治 ー關 大和 武雄、 高 林舍人 方朗、 石 川 爲藏依 平、 小 栗 直助廣 伴、 大工 恒武 n 巴政吉 11 右 笠 井新 田榮 次？^ 子に 

て！ § 者 のよ し」 と ある" これ はこの 日 方朗の 私意に 據 つて 定めた 所 を そのままに 記した もので あらう か。 M 

二十 七日に 關 大和が 有 玉 村に 來訪 して 靈 社の ことに 就いて 內談 して ゐる。 

十 "八 n 小 池 村の 間 淵 筑後菅 群 を 伊達方の 石 川 依 平に 遣 はして 明朝 出發有 玉まで 来られ 度い。 また 九日に 

は 石 原の 小架廣 伴へ も * 掛 塚の 關武 雄へ も、 出狀して十日に激松の五社に^八^：して靈社 一 條にっき談議致し 

度い と 申入れ た d 十日に は 方 朗は依 平 を 伴ひ濱 松に 出る と 連 尺の 伊勢屋に 廣 伴が 待ち受け、 三人 打 述れて 五 

社に 至る。 關氏 は： t 平 社 祭禮で 明日 參會 する 旨、 藩士 畔柳 氏に も 參會を • 求めて、 

祠 —— は 白木 造、 S. 大 さは 四 尺 位と 云 ふ 主張 もあった が 三尺と 定め、 名古屋 から 註文 取が 來 たなら ば 

畔柳 氏に 宜しく 願 ふこと。  . 

碑 石 11 來春 天龍川 瀨尻邊 まで 出掛けて 見屆 ける。 之 は 方 朗が引 請ける。 

夕方 依 平、 廣伴、 治壽、 方 朗の四 人 は 打 述れて 伊場の 賀茂 社に 至って 社 地の 見立て をした が、 前に 方朗の 

見 立た 所に 決定して. 南の 方へ 直路 をつ け 鳥居 を 建て 御手洗へ 橋 を 渡して 本社の 鳥居と 並ぶ やうす る ことに 

したつ (而 しこれ は 後に 述べる やうに 神官 岡 部 氏の 反對 があって 本社の 鳥居 を 入り 斜道を 開いて 靈 社に 通ず 

る や- リに なった： 而し之 は 更に 變更 して 直角に 左に折れて 本社の 參 道に 通じる やうに した") 家集に 

「岡 部の 賀 茂の 大 神の みやし ろに かの 縣居 翁の 靈 社た てつべき 所 を 見た てが てら まう でたり ける に 依 平ぬ 


し をと もな ひたりし かば 

石 川の みなもとと むる 心に は 神 山い かに 君 あ ふぐら む 

かへ し  依 平 

神 山の 高き 林. の 藤と めて せみの 小川 も 流れ 來 にけ リ 

十 一 日に は關氏 も參會 して 最も 重大な 寄附 金 問題に 就いて 相談した」 これ は 別-取 勸 進の 所に 藤って ここに 

は 略す る。 

さて 色々 の 相談 も濟ん だので 公儀へ の屆 出な どの 準備 も ある。 歸 宅しょう として 述尺 町の 伊勢 まで 來る 

と、 五社に ゐる依 平から 直ぐ 引返せとの 使に 驚いて 行って 見る と賀茂 社の 岡 部 次 郞左衞 ^ よりの 寄 状、 

「賀茂 社中へ 靈社を 建てる こと は 神慮の 程 も測リ 難いから、 境內の西の畑か或は與三郎の尾敷に.^ては如 

何」 

と ある。 書狀 などで は埒も 開かない から 夕方 方朗. 自ら 出掛けて 次 郞左衞 門に 面お、 

「與 三郞の 屋敷 も、 また， 西の 畑 も 共に 年貢 地で あるから 其處へ 社殿 を 建てる の は 堂くない。 神^の 积は神 

官 がそれ に 添 ふように 祈念し なくて はならぬ。 また 神 孫の 縣居翁 を その 神域に 奉祀す るので あるから 祌 

慮 は 却って 喜ばれる に 違ない。 殊に 翁 は 世人の 尊崇す る 所、 領主まで も 碑銘 を 賜った i^. である』 

次郞左 はこの 詢々 たる 言葉に は抗 しかねて、 

「絕對 に 社中 建立 を 担む わけで はな い、 公儀よ リの 命令で あれば それに 服す るが 贺. 茂 社の 神主と して 公 依 
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笫五編 歿後の 道兹 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 一六 

へ 建立 を 願 ひ 出る こと は 承知 出來 ない。」 

と 云 ふ。 而し 「己に 公儀への 呈 書に 社中に 建てる と 申達 もして あるから 同職. と 篤と 相談して 欲しい」 と 申入 

れま、 次 郞左は 願主の 方に 於ても 一 相談して 賈ぃ 度いで 物 分れに なって 了った" 五社へ 立歸 リー 同に 報吿 

し、 また 手口 を變 へて なだめようと 云 ふこと になった。 

こんな ビさ ひ.？」 があって から 半年， 天 保 五 年 四月 十一 日 關武雄 は 方- 朗の 招きに よって 激 松に 來て、 二 九郎宅 

(れ町 川上 氏 今の 相 生 町 川上 秀治 氏の 祖か) 及助鄕 總代會 所で 岡 部次郞 左に 面會、 

r 眞淵 翁が 田 安殿に 出仕 するとき は 次郞左 殿方の 子分と 云 ふこと になって ゐて、 關係は 一 入 密接で ある。 

また- 靈社を 舊來の 神 地に 造 立した 例 は 極めて 多い。 日光 山の 柬照宮 の 如き も 二 荒の 社 地に 造 立した もの 

である。 若し 神慮の 祟 を 虞れ るなら ば 方 朗が引 請けて 誓 書 を 入れる。」 と" 

ここに 於て 岡 部 氏 は 愈々 眞意を 打開け た。 

r 靈社及 碑 を 社中に 造 立す る こと は反對 はし. な い、 而し 西方に 別に 道 を 開いて 本社の 參道と 並べる こと は 

欲しない。 本社の 鳥居 を 這 入って 西に 勾り 靈 社へ 往來 する やうに し 度い」 

これで 見 極， め は 付いて、 岡 部 氏より 造 立願 * を 寺社 御 役所に 差 出して 普. 通の 手續を 踏む ことにな つた。 

四月 二十 八日 方朗は 一お 松へ 出て 傳馬町 助鄕會 所で 岡 部次郞 左に 會ひ神 祟 あらば、 必ず 方朗 一 身に 引 f.? け £- 

すと 云 ふ誓畨 の下甞 を 見せて 內諾を 得た が、 丁度 方 朗が赏 印 を 失念して 來 たので、 他日 渡す ことに 約し (そ 

の 後 次 郞左は 卒去して、 この 誓 書 は 岡 部 出 雲に 差 出した〕 之 は 三 ヶ月 後の 七 二十 九日で ある。) なほ 公谈へ 


の 造 立願 書に 就き 打合せた が 之 は 寺社 奉行 松 崎 五郎 兵 衞の內 意 も 伺って からと 云 ふこと に談が 決った" 

. 公儀への 造 立 願 書 

已に 領主 忠邦公 へ は 度々 私信に よって 造 立の こと は 申 上げて あるので あるが、 濱松 城の 寺社 役所に 賀茂社 

の 神官から 願 ひ 出る のが 公儀への 本筋の 手續 きで ある。 前述の 如く 岡 部 氏 も內諾 したので 方朗は 四月 二十 九 

日 奉行 松 崎 氏の 宅に 至って 碑銘の 御 筆 を 御 目に 掛け、 願書の 草稿の 內閱 覽を猜 うて、 公の 願 出 は 後日 修造 料 

勸 進の 見込が 立って からと 云 ふこと になった。 松 崎 氏 は 「社 地 及 社殿の 墨 引、 給 圆は願 f: と共に 差 出せ」 と 

懇切に 指示して 吳れ た。  - 

それから 方朗は 專ら勸 進に 力 を 致して、 自ら 東部の 地方に 出張して 可な リの 金額に 達した ので 愈々 公 係に 

願 出なくて はならない が、 それに は 社殿、 石碑、 社 地に 就いて 具體 的な 精密な 設計 を耍 する ので im 松 森 家に 

願、 主 等の 參集を 求めた" 十月 十三 日 小栗廣 伴、 關武 雄、 伊藤 春 山 等 は參橥 したが 岡 部 出 雲 は 他出で 明日と 云 

ふこと である。 翌 十四日 はこれ に 出 雲 を 加へ て 都合 五 人で 賀茂 社に 出掛けて 實 地に 就いて 間數を 測り 枝 折 を 

立 てて 見た。 

御供所の 西、 松の木 立の 中 三 間 許 西 を靈社 本殿の 地と して、 玉垣 內 より 十一 間 程 南に 鳥居、 玉垣の 右に て 

前 一間 計 南に 碑 を 立てる、 本殿 は 三尺に (三) 尺 (力) 葭葺き 大嘗祭 由 基な どの 如く 妻戶 にして 古雅に。 玉垣 三 間 

に 二 間 半 位。 玉垣 門 はかり そめながら 建てて 檜 皮む き。 碑の 石垣. は 一間に 四 尺 位、 高さ 二 尺 位、 居 は 一間 

あき 椅皮 むき。 大體 斯う 決した ので ある。 而し實 際 願書に l^i へて 出した 設計に は 多少の 變更が ある。 なほ 木 
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第五 編 歿後の 追 1^4 崇拜 及び 其の 精神の 發 5 お  L  -  v 

殿 及び 石碑に 就いては 項 を 改めて 詳述す る： 


遠 江 國敷知 郡 伊場 村  一 

賀茂 社中  一 

縣居翁 靈社並 御 碑 墨 引  一 

天 保 六 年 七月 廿 九日 方 朗は頓 書の 草稿 を 持って 伊場 村に 至リ、 岡 部 出 雲に 願書 その他の 設計 等 一 切  一 を 

請 ひ 內諾を 得、 相役 次郞左 死去； の 後、 まだ 後嗣 は 幼弱で あるから 出 雲 一 判で 濟 ますこと が 出来る 3;- である。 

七 =-ー 日の 苦 日に 擦 印して 貧って 提出す ると 約した ^  ； し 如何なる 事情 か 一 日に はこの 事が 無くて 四日に 

至リ、 方朗は 伊場に 行き 出 雲の 判 を 請うた が、 出 雲 は 病 氣引籠 中であった から 役所への 出頭 は出來 ない ので、 

手續上 止む 無く 兼帶 庄屋 植松村 飯 田 次 郞平を 賴んで 差 出した 處、 六日に 至って 願 害の 納 つたこと を 鈑田氏 か 

ら方 朗に吿 げた。  一 


九日に 出 雲から 來狀 

「願の 趣 は聞屆 けられ、 七日 社 地 見 分が ぁリ、 八日 朝 全く 願 濟み御 同慶に 堪 へない」 

とあった" 次に 願書 を揭 出す る。 

書付 を以， 奉 願 候 

縣居靈 社 本殿 一 宇 

一  重 

同門 一 宇 

御 碑 之 石垣 一 重 

鳥居 一 宇 

右 縣居翁 者 営所に て 出生 仕、 江戶表 

田安樣 御殿 江 被爲召 出、 御 師範 相 勤 候、 然 處古學 世に 普く 行 はれ 其學賦 を 慕 ふ 輩 多 御 鹿 候に 付 靈社造 立 仕度 

候 段、 有 玉 村 高 林 舍人其 他 同志 之 者共發 願に て 私 江 申 聞 相談 同心 仕 候、 依 之 此度當 村 賀茂明 神社 中に 右靈社 

別紙 墨 引 之 通 造 立 仕度 奉 願 候、 尤靈社 御 碑銘 殿様 御 筆 去る 已 九月 高 林舍人 頂戴 仕 候、 同年 十月 右 修造 仕方 之 

儀御尋 御座 候に 付 其 旨 趣 同人 書面 を 以奉申 上 候-故 則 其 寫相副 差 上申 候 此段宜 御 聞 濟取成 下 候 様 奉 願 候 以上 

.  伊場 村 神主 岡 部 出 雲 (印) 

寺社 御 役所 
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第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 二 〇 

これに 前記の 墨 引 及び 巳年 十月 御 尋ねに 付 御 小納戶 へ 出した 書面 一 冊 を 添 へ て 提出した ので ある。 

勸  進 

•  修造 賽 用勸 進の it 議 

社殿 修造 及び 建碑の 話が 愈々 進んだ 天 保 四 年 十月 二日 夜、 濱 松の 公儀からの 差 紙 「明朝 小 御納戶 御用 有 之 

候に 付 可 被： 罷出」 と ある。 明朝 四ッ頃 登城して 侗 ふと 青木 源兵衞 殿から 

「江戶 表より 御 使に 縣居靈 社 並 碑 修造 料舍人 一 人に ていだ し 候 や 如何 仕 候 や 其 旨 趣 申 t:^ へ」 

と 申 渡された" 來る 十四日に 江戶に 便が あるから それ 以前に その 詳細 を 寄 付に して、 まだ 末定 であるならば 

其 旨を窬 いて 差 出せと 一： ムふ申 渡で ある。 主君 忠邦 公から 修造 費用に 就いて まで 配慮が あった こと は方朗 にと 

つて は 威 謝に 堪へ 無かった〕 同時に 亦 非常な 光^と して 同志に も 時々 語って ゐる處 である" 之れ で方朗 は！： ^ 

任の 重い こと を 感じ、 また 何う しても と 云 ふ 奮起 心 も 伴った である。 

乃ち 十月 十一 日 五社 神官 森 家に 發願者 録 紫し \ ；-色 々の 談合 をな したが、 費用 隨 出に 就いては 遠 江國ぉ 西の 

歌人 國學者 凡てで 百廿ケ 所へ 一人 分 當百疋 二 千 文) 宛の 寄附 を 仰いで 五十 兩計リ を 作らう、 尤も その 人の 任 

意で 一 圓 でも 二 朱で もよ いと 云 ふこと に 決まった。 

この 評決 は 他の 設計な どと 共に 十四日の 便に 間に合 ふやう に 届出た こと は 想像に 難くない。 Hi^ せる かな 

「御沙汰 御座 候に 付 奉 申 上 候 害 面 」. を 方朗遺 害の -e- から 發 見した。  . 

乍 恐 奉 申 上 候 


縣居翁 靈社幷 碑 之 修造 粋い か，. -仕候 哉 其 旨 趣 申 上 奉れと 尊命 を 被 爲下候 御沙汰 之 趣 被爲仰 問、 難 有 泰存候 

修造 料 手 當之儀 方朗ー 存 のおよ ぶ處 にて 無 御座 發願 同志 之 徒 御城 下 五社 大明 神神 主森维 人、 掛塚湊 貴 布禰神 

主關 大和、 石 川 依 平、 小 栗廣： 伴 等此外 補助 仕 候 者 共 申合せ 候 儀に て 翁の 學流を 慕 ひ恩賴 を蒙リ 候^ 本 國中こ 

\ かしこに 御座 候へば 其 向々 へ 示談 仕出 財 仕らせ 候 心得に て此節 其手當 評議 仕 候抑此 翁の 舉風 世に 普くお こ 

な はれ. 高貴の 御 方々 も 御 信用 被爲候 ほどの 儀 故、 古學祖 神と 齋初申 度 親友 共 はやく 存立 候へ ども 力お よば 

で 年 を 經候處 • 君 上 御 文雅 御 盛に 被 爲在候 御 時節に て 今般 碑銘 御 筆 頂戴 仕 難 有と も 忝と も 言 詞に述 がた く泰 

存候、 同 學の者 共へ 拜見 仕らせ 候 處乍恐 御 書い とくうる はしく 御 裏書の 御 尊意 誠に 烕悅 仕、 かくて は靈社 

の 崇敬 彌增 古學の 基本た る 光 を 天下に 耀 かし 候 御 儀に ておの づ から 國々 より-も 諸人 参詣 拜禮仕 名 もた ちぬべ 

き ほとの 勝地と 相 成 申すべし と 一 同限リ なく 大歡仕 候、 社 地 は 伊場 村 賀茂明 神 Itt の境內 と 奉 存見立 候に 本 

社の前にて西方松の生立候ぁたリ宜しかるべく候靈社の大さは凡三尺位に白木造にて！^^：^^に仕瑞離を建廻ら 

し 其 前の 東方に 碑 を 建、 これに は 石垣 をと 奉存 候、 碑の 石 は 天 龍 河の 奧西 川瀨尻 あたりなる 靑 石に てと 奉存 

候へ ども 是と申 は いまだ 尋當 リ不申 候. 此翁 皇國の 道の 本意 を說 明らめ 復古の すち に 心 を 深めて むねと 敎へ 

導れ 候 事に 御座 候へば. 靈社も 古雅に て 清らかに 神左備 たる さまに 造 立 仕度 供物 料 はさら にて、 相 成 申す ベ 

く は修： g 料まで も 寄附 仕置 年々 の 祭祀 怠ら ざら む樣 にとの 念願に も 御座 候 * 其 入 料， 用意の 手段 此節發 せ： 候の 

みに てい まだ 調不申 同志 之 者 共 示し合せ 追々 出精 仕べ く は奉存 候へ ども、 學友 ども 贫生多 御座 候へば 調违の 

ほどい かが 御座 候 はむ と 安堵 仕 かね 候 次第 故、 暫 延引 仕るべく 何と ぞ來春 は 成就 仕度 奉存 候、 靈社並 碑 造 立 
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第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の lg 神の 發揚  九 ニニ 

人 料 用意の 荒 增フト 愚 存の程 奉 申 上 候、 猶 篤と 評議 相定 候. 上に て 奉 申 上 度濱松 寺社 御 役所へ 彼 賀茂明 神の 神主 

共よりも 申 上 候樣爲 仕度 奉存 候、 此段宜 御 執 成 奉 願 候 以上 

巳 十 n: 十二 日  高 林 舍人謹 上 

♦ 是は天 保 四 癸已年 十月 三日 御城 中 御 小 納戶御 詰 所へ 舍人被 召 君 上 尊命 之 趣 靑木源 兵 衞殿被 仰^ 候、 

同 n 十日、 十一 日 五社 森 家江發 願主 石 川 依 平、 小栗廣 伴、 關 大和、 舍人其 他 も 參會評 fl 之 上^^へ も 

相 越 岡 部 次 郞左衞 門 主 社中へ 相 招き， 靈社建 所の 相談 取窮， 同月 十二 日頃 此ま t 面相 認御小 納ー：！ 靑木榇 

御宅 江持參 して 上申 候 其 下書 也。 

天 保 六 未年 K 七 寺社 御 役所 へ 靈社造 立願 書 並 墨 引 伊場 村 祌主岡 部 出 雲 主よ.^ 差 出 候 節も此 il^l- 面寫 

も 副て 上申 候。 

勸進牒 

明けて 天 保 五 年 二月 (方朗 六十 六才) 方朗の 手に よって 勸進帳 は 成った" 發願者 一 同の 氏名の ドに石 川 依 平 

は 二 月 十七 n、 關武 雄に 二月 卄日、 小 栗 廣伴は 二  nir 八日- 森 壽治は 二月 卅 日に 夫々 花押 を した" 

縣居 翁靈社 修造 料勸進 牒 

かしこき やすめら 大御國 は 天照大 御大 神の みあれ ませる 大御國 にして、 そのす ゑの 天皇の 天 滓日嗣 しろし 

めす 御國 になむ 有ければ 萬國 にす ぐれて めでたく 貴く 神隨 なる 道の まに /<-、 天地と と-もに 干禹 御代に ナ 代 

も と  い のき はん  ふみ 

のさ か. ゆく ゆえ よしを かっかつ も 人 皆のう かが ひしれ りけ る 根源 は、 も はらわが 縣居 翁の 生涯、 代の 镧典 


ふみ ど K-  みかど  みて ぶり 

を はじめ 御代々々 のこ、 だくの 書籍 等 も 見 わたして 皇帝の 大 御手 風 を 考へ學 得て 世に あまねく 說 明らめ さと 

うけつぐ  もの、 しリ びと  みたまの ふゆ 

し 賜 ひける 功に しもよれ る なれば そのお し へ を受繼 なる 識者 もな ベ ての 歌よ む 人も此 翁の 恩 賴をか 、 ぶらぬ 

や は ある" か .-れば天下ゅ4"^リてぁふぎたふとぶべ き 翁に なむ. 有け る。 故 こ 、 を もて 逢 土の 地なる 岡 部の m 

ふる ごと まなびのお やが み  いっき まつ  -ひ ，- 

場の さとに 靈社 をた て、 古學祖 神と た へ て齋 祭ら まほし く 年 ごろお も ひわたりら るに 演 松の 御城し.， T す 殿 

お ほんみ やび 

のみこと ふること IT びた まふ 御雅心 あつく ましまして 翁のお し へ の 手 ふり-を さへ 慕 はせ 賜 へ るから にこた み 

かたじけなくも 其 靈社 にたてつべき 碑文 字 をみ づ からか、 せた まひて くだした ま へ りければ 嬉しと もうれ し 

な あらだ ゑり い-し  いがき たて 

くて./ むすむ やけく 御 舍も碑 もた てなべ 石垣 瑞籬も 建め ぐらし い つき まつらむ とする に は 有け る。 しか は あ 

C  く  Jy  0  0  0 

れど それ 修造 ものせ む 料に あつべき そな へた やすから ざれば 翁の 敎を うけ 繼給 ひて 其 跡した はせ たま ふ 君 だ 

ち はたさら -で もい み じき 功の ほど をお むかしと おも ほしめ さむ ひと/;^ \ 御 心 を あはせ て 助け あな 、ひた ま は 

こ ひね さ 

むこと を 乞 願 まつる になむ。 いかで// \ あ ひ うづな ひた まひて おの も //\- ふかく 厚く 御ち か.，： を そ へた まひ 

な リ  とこ、 しへ -しづ i リ i. し  いや さ か 

ねかし。 かくて そ， のみ あら か 成就な まし かばよ ろづ 代に 無窮に 鎮 坐て 盛なる 大御代と ともに 彌榮 えに さか ゆ 

くべ く * ふること 學びを い や 高に い やひろ に まも リ さき は へ 賜 は ざらめ かも。 

天 保 五と せとい ふ 年 ひ 二  .月  願主 森 治 (花 i;- 

,  高 林 方 §  ^ 

笫五章 縣居 神瓧修 九 二三 


0s 歿後の 逍 f お 崇拜 及び 其の 精神の 發 IS  九 二 §1 

石 川 依 平 同 

小 栗廣伴 同 

さて この 勸進帳 は 次の 如く 四册 になって ゐて、 各卷 頭に 右の 主意 街が ある。 

(一) 水 野忠邦 以下 濱松 藩士、 濱松 城下、 その 附近 及. び 掛川金 谷. 森. 見 付. 相 ftr 新 25、 白 一 i 贺、 北 f:^ 

州 各地 方の もの 一 冊、 四 冊 中 最も 大部、 六十 五 人 分 記. 入。 

(二)  ^川 藩士、 卄 三人 分 記入。 

(三) 三 河、 尾 漲、 伊勢、 駿 州の 四 ケ國分 一冊、 五十 二人分。 

(四) 溶 松、 褂塚、 见付、 宇 布 見 等の 各地 方の もの、 思 ふに これ は (一) の 初 囘勸進 に^れた 者 を 拾 ひ 狼 

めた もの、 二十 六 人 分 記入。 以上 計 百 六十 六 人 寄附。 

第 一 回勸 進遍歷 

斯くて 勸進體 も出來 たので 愈々 赏 際の 行動に 入る ことと なった- これに 就いても^?;^ の屮心 勢力た る 依 平 

の 力 を惜ら ねばならぬ。 卯ち 二月 十六 日 挎田長 五郞. 吉麼の 兩人を 使と して 次の 三ケ條 を依賴 した。 

(1 ) 勸 進の ため 龍 束へ は 三月 節句 過 十日 頃までに 小 栗廣伴 同伴で W 掛け 度い が 如何、 事 盡カ賴 み 度く.^ 

7  ) 勸進 の 序文に 願主 依 平と ある 下に 花押 を 自署す る やうに。 

(りり) 勸 進の 節分 配すべき 扇 五 箱で 三十 握に 以弘 (掛川 侯に 仕へ た當時 地方で は 有名なる 塞 家 村 松 奥 五郎. 

以弘) に 騫を喾 かせて 讚歌 は 依 平 主に 賴む。  . 


依 平 はこの 時 向笠 村に 他出して 居った ので 使の 一 人 は其處 まで 訪ねて 面談 レた。 掛川邊 社中 二三 人 特別に 

盡カ する やう 內談 して 置かう、 就いては 三月 初旬で は尙 早で ある 暫 らく 延期して 欲しい と 云 ふ 返^ を箭 して 

使 は 十七 日の 晚に歸 つた。  ， 

廿日 は掛 嫁の 關武 雄に 使 を 出して 勸進牒 の 花押 を もら ひ、 色々 と 打 合 はせ もして、 八 口に は 筆 子 を 石： W 

村 小栗廣 伴まで 遣して 花押 を賴 み、 廣伴 は豫て 約束の 松 靄 (符 井町 南の 恒武村 辻の 小栗德 方， 當時 名の あつ 

た畫 家) の畫扇 十七 本 を 贈った。 三十日に は 五社の 森壽 治の 花押 も 濟んだ J 前夜から 方き は^ 松 .述 尺 町 樋 口 

亭 (即ち 伊勢屋) にゐ たが 依 平も來 合せて、 東部 地方 は 四月 上旬に 遍歴して 欲し いとの 0, 且つ 先日 以來 

の以 弘査、 依 平讃の 三十 本の 扇 も 方朗に 渡された。 共に 此處に 一宿して 別れた。 

方朗 はこの 打合せ 通リ する つも リで 居った 所が、 その後 依 平から 講事を 催す に 就いて 四月 十五 日まで 出發 

延期 を 申込んで 來た、 後 は 杏と して 消息が 無い から 五月 三日に 飛脚 屋彌助 方から 早 序で. 至急の 狀を 近した 

が 返事が 無い から 不審 至極で ある J そこで 十日に 有 賀豊秋 を 柳 画に 逍 した。 依 平 は 風邪 ハ浙 味に もお リ 事情 も 

あって 講事 も延々 となって 卄 二三 日頃 立 會ひ、 今一 應 沙汰す るが、 まあ 田植 過ぎの：^ 八 九日 頃 柳！ i に來 られ 

る やうに と 云 ふ 返事で ある。 方朗 はこの 旨 直ちに 廣伴 にも 通知して 置いた。 

この頃 方朗は 諸方 面に 廻章 を 出して、 豫め 了解 を 求め、 其の 中に 勸進牒 を 持して 名々 の 所 を ® るから 御せ 

附を願 ふ 旨 を 通知して ゐる。  . 

靈社 修造 勸 進の 廻 章 

^五 章 ^居 神^ 修造 S3  んニ S 


0s 歿後の追15:;^,崇拜及び其2精神3發提  九 二 六 

廻章 を以 啓上 仕 候 向暑の 節 御座 候 得 共 各 樣倍御 安 靜可被 成 御座 奉恭喜 候、 然者縣 居 翁 靈社並 碑 を趙、 古 

視祌と 奉齊度 數年來 存立 罷在 候處去 • 秋 濱松君 侯 碑銘 御 筆 頂戴 仕 候 其 趣意 誠に 古學の 基本た る 光 を 天下 

に耀 かし 候 御 筆に て大歡 無限 次第に 御座 候 故 今般 伊場 村賀 茂明祌 社中に 右 靈社並 碑 • 石垣、 瑞鑼等 造 立いた 

し 候 積に 評議 相定申 候、 依 之 修造 料 は同學 社中に て 御 出财被 下候樣 仕度 諸君へ 相 願 候間此 翁の 敎を受 繊恩赖 

を 被 爲蒙候 由緣、 古學を 起され 候 大功 を 被 思 召 深く 厚く 御 補助 可 被 1^ 候、 尤 拙者 共 之 內ー兩 人勸進 を携御 

銘々 へ 御 伺悉細 御，； S 說申、 御 助力 相 願 奉 存候間 此段御 承引 被 下梵御 補助 御 寄附 之 程 奉 希 候以狀 - 


五月 三日 


發 願主 


高 林 4= 人方朗 

小 栗 直 輔廣伴 

石 川 爲藏依 平 

關 大和 武雄 

森 傘 人^ 治 


地 方 櫻 井 述信影 君 

佐久 佐な 貢 眞邦君 

門 尾 中 山 豊後守 吉墙君 

同 將監吉 行 君 


赤 

横 須 

二 啓 


土 袴田 友 三 郞勝彥 君 

川 本 間 春 城 淸行君 

尾 栗 田 主 膳 宣秋君 

野 八 木 金 兵衞美 大君 

賀 十 束 但馬永 守 君， 


此 廻文 御覧の 上 乍 御 面倒 速に 御 順 達 被 成 下、 廻 留リに 拙者 共 罷越候 迄 御 預り置 可 被 下 候、 日； 御近邊 御社 中 様 

方へ も 前文の 趣の 仰 傳可然 御 心 添の 段吳々 も 奉 願 候 也、 

(なほ、 四 口： サ 六日 附の 同文の 廻章が ぁリ、 名宛 は 次の やうに なって ゐ る- 二 啓 も 右 記と 同文で ある) 

宇 布 見 中 村 彌右衞 門 寬道君 

同 彌九郞 常 敷 君  • 

新 居 鱸 多 三次 有 鷹 君 

飯 田 昌秀君 御 賢 息 

高 須元尙 君 御 資 息 

白 須 賀 夏 目 小 八 郞重隣 君 

伊藤 佐 平 二 須賀留 君 

^五 章 ^居 神瓧 修造 記  九 II 七 


t め 五 編 残 後の ぉ崇拜 及び 其 S 精神の 發 お  九 二八  , 

(長 坂) 秋 名君 

. 此氏 忘却 仕 候 失敬 御免 可 被 下 候 

然 おに 五 I：！： 卄 六日に 依 平の 書 狀が述 尺 伊勢屋 取次ぎ で來た J 宗門改め があって、 講 事が 六 H サ 五日に なつ 

たから、 また/ \ 柬部勸 進 は 延ばして- 4、 れと云 ふこと である。 斯くて 延び/ \ になって 七月 下旬に なった 此 

^：ぉ如何にも拘はらなぃ暢然たる依平の性格が窺はれて面白ぃ。 

勸進 遍歴に 就いては 寺社 役所へ 願 出なくて はならぬ、 乃ち 七月 二 ト 六日 方朗 自ら 出頭して 願 禅 を捉 出した 

「書付 を 以奉願 候、 縣居靈 社 碑銘、 殿様 御 筆 亥 巳 九月 頂戴 仕 重々 難 有奉存 候、 同 十 H 右 修造 料手當 如何 仕 

候 や 其 旨 趣 可 奉 申 上段 御沙汰 御座 候に 付發 願； 同志 之 者 共 相談 仕 候 上當國 中同學 之^へ 示談 仕出 财爲仕 候 心 

得 之 趣 書付 を 以奉申 上 置候然 處出财 示談 之 儀 穀物 高 憤の 年 柄 故 段々 延引に 相 成 奉 恐 入 候に 忖此度 同 學の者 

共 方へ 經歷. 仕度 奉存 候、 日數 三十日 程 相 掛リ可 申 候 間此段 御？ W 濟被下 置 候 樣奉願 候 以上 

午 七月 廿 六日  有 玉 村 高 林舍人 (印) 

• 寺社 御 役所. 

已に 公儀に 於ても 十分に 承知の ことで ある 直ちに 許可が 出た。 然し 出發 前日に 今 一 應 届出で よとの 仰で あ 

「御 屆申上 候、 本月廿 六日 甞付を 以奉願 上 候 通、 縣居靈 社 修造 料 之 手 當同學 之 者 共 方へ 示 諫仕候 儀に 而明ニ 

日出 立經歷 仕. 存 t 〈間 此^ 御 屆申上 候 以上 


八月 二日  有 玉 村  高 林舍人 

寺社 御 役所  ， 

八月 三日 は 早朝 供に は狹 箱を擔 はせ て 出發、 天龍川 池 田 渡 * 場の 西 茶屋で 廣伴を 待合せ、 掛川 十九 首の 竹 

tS: 玄撮春 平の 處に立 寄る と天宮 村の 中 村 豊足も 居 合せて 語リ 夕方 伊達方 村の 石 川 依 平の 柳 園に 着いた" この 

夜 は 依 平から は 延びく になった： ^び もあった らう、 方朗 等から は 今度の 厚意に 就いて 31 した ことで あらう。 

例の 通 リ夜更 くるまで 雅談 もした であらう。 

「八月 三 曰 柳 園 をと ぶら ひける にこた みは 縣居 翁靈 社た てつべき ことのよ しかたら ひもの せんとて なりけ 

れば、 ねぎ ことの ま、 にと かねて 祈リ つる その 山 口に 今日は 來 にけ リ 

これが かへ しとて 依 平  •  . 

山 口にけ ふ來し 君が ねぎ こと はこの 里なら ぬ祌も 受けて む 

閑 庭 虫 

しづけ くも 村雨 そ Y ぐ 庭 草に 友 こ ほろ ぎの 鳴く 夕 かな」  . 

この 遍歴 を 日記に 據 つて 摘記す る。 

八月 三日 方朗、 廣伴 同伴 伊達方 村の 石 川 依 平 宅に 着。 それから 打 合に 二三 日 を 過して 

六日 伊達方 村 鈴 木 九 郞左衞 門 正 芳を訪 ふ。 

六日 鹽井 川原の 伊藤 豊蔭 を， 訪 うたが 留守、 小夜 中 山 を 右に 見て 金 谷に 至 リ河村 六 郞左衞 門 を 宿と して 

第五 章 縣居 神社 修造 記  九 二 九 


第五 n な 後の ssl 慕崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 三 0 

社友 を待受 く。 澤井周 平、 塚 本 市 右衛門 正德、 福 山 敬 太郞義 行、 鈴 川 喜 作 信 威、 河 村 八 郎左衞 e: 

秀篤. ^1:5 田の 桑原 淸右衞 門 公雜、 洞善院全龍和尙等參^;^ これより 五日 間、 三 評 歌合 (方 朗依平 

♦ 廣伴 三人の 評) 褒貶 歌合 等 を 行 ひ 染筆 物の 願 は 夥しい。 

fill 夜 雅談。 

八 ni: 十 日 湯 日 村 瀧三郞 一 維 嶽の家 を訪ひ 一 宿。 

十二 日 柳 園に 歸. る 日 坂 八幡宮の 朝比奈 主計 秀茂 を訪 ふ。 

十三 日 掛川町 寛 源 右 衞門正 照に 宿す、 廣伴 同伴。 

十四日 掛川西 町 山 崎 萬右衞 門， 同じく 源助兩 家を訪 ひ、 櫻お (廣樂 .11:-」 に 宿す る。 社友 榛葉 閣平淸 蔭、 

高 村 六 右 衞門政 敬、 大石淸 兵衞弘 高、 今 駒 新兵 衞孝 則等壤 リ雅談 • 依 平は歸 宅。 

十五 日 櫻 一お 滯在、 吉岡 村の 村 松 孫 兵 衞弘道 來訪。 

十六 □ 同所 歌会 3。 

十七 日 小 栗廣伴 家に 歸る。 

わ 八日 掛川卜 九 首 竹 內玄撮 春 平に 宿す る。 弘道、 依 平 も， 

十九！：： 依 平 柳 園に 歸る。 

サ n  .fH 岡村弘 道の 家に 至リ、 犬 場 勘左衞 門を訪 ふ。 

八日 間滯 在、 大場虔 太 郞も每 日 來訪、 詠歌 席 書な ど をす る。 


廿 八日 天宫 村の 中 村 卯 兵 衞费足 宅に 至る。 弘道も 共に。 

サ九日 粟 會村堀 尾 房 守來 る、 豊足、 弘道等 一同に て 天 宮參詣 神官 中 村 左 京 正 次を訪 ふ、 夜 依. 牛豊 足の 家 

に來 着、 天宮村 寺內久 右衛門 茂 久も來 り， 雅談。  . 

景 日 森 町の 小 野 戶右衞 門を訪 ふ。 

九月 一 日 森 町の 小 野 長左衞 門の 子六才 古道 書 を 善くす ると 聞き 書かせ 見る。 

二日 五日 滯 在した 中 村 家 を 立つ、 豊足， 依 平 同伴、 粟倉 村 堀 尾 右 膳 房 守を訪 ひ、 堀厘久 八^ 敏に過 ふ 

一 ノ宮鈴 木彈正 重憲祌 主に 宿る。 

三日 有 玉よ リ. 方朗迎 への 使來 る。 向笠 村 句 坂 淺右衞 m: 千 足に 至る。 四日 村 松弘近 、^鎌お 仲 勝 it 來訪、 

句 ^家に は 三 宿。  ■ 

六日 見忖町 御所 道場 嶺松山 省 光寺に 宿る。 卓 阿 法師 雅懷 があって 歡待 する。 西 光寺 智天 法師 も來 る。 

七日 內山 理兵衞 副昌來 つて 案內 して 加 藤 幸 八^ 弘、 加 藤 善 右 衞門利 高を訪 ふ、 夕方 弘道依 平に 別れて 

迎人鶴 藏に荷 を 持たせて 夜 四 ッ過歸 宅。 

八： ：！- 三日 家 を 出て 三十 五日に 亘 つて、 勸進牒 記入 高 十六？ 一 朱の 內 現金 入手 は 十五 兩 一 分 二 朱と なって ゐ 

る。 入 帳 不足 分 は 追て 經歷 洩れと 共に 再度 勸 進す る豫定 である。 

歸 村の屆 

御 屆申上 候 去月 二  n 書 忖を以 御 屆申候 通縣居 翁靈社 修造 料 之 手 當同學 之 者 共へ-: 小談仕 候^に 付 所々 經 歴仕 

00  -媒居 神 赴 修造 記  九；；； ； 


笫五編 歿後の 迫 慕崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 三 二 

昨日 歸村仕 候 隐此段 御 屈 申 上 候. 以上 

有 玉 村 高 林舍人 

』寺 社 御 役 所 

第 一 囘の勸 進 遍歷は 上首尾で 終った。 

第二 回勸 進遍歷 

第 一 囘の勸 進 遍歴 後 社殿 や 石碑に 就いて 設計 交涉 等で 隨分 多忙な 日 を 送った ので あるが、 また 第二 囘の勸 

進に 出掛ける ことにな つた" 乃ち 天 保 六 年 三月 十二 日 その 旨 を 寺社 役所に 屈 出た。 

(前略) 去 午年 八月 奉 願 同 學之者 共 方へ 經歷仕 侯 得 共殘の 場所 御座 候に 付 猶又此 度 出歩 經歷 仕度 舉存 候日數 

廿日 程 相掛リ 可申慨 (以下 略) 

なほ 廿 二日 附で廿 五日 出立す ると 云 ふ 屈 誊を差 出した。 今度 は 關武雄 か 小栗廣 伴が 同道すべき に定 つて ゐ 

たが 兩人 とも 事故が 起きて 行かれな いから 方 朗は俘 一 人 速れ て 出立した。 

三月 廿五 □ 自宅 出發、 池 田 渡船、 堀之內 村み 鈴 木 半藏重 門、 前 野 村 鈴 木 太 郞左衞 門 の隱 居直 山を訪 ふ、 

夕方 中 泉の 山 田惣助 方に 宿る。 

卄 六日 雨の 中 を 横 須賀に 至 リ旅宿 をと る。 十束但 馬を訪 ふ。 

七 廿日 野 村 養樹、 砂糖 屋又 藏、 相 模屋へ も 立 寄る。 濱野村 八 木金 兵衞 美徳 を訪 へば 親子 等 一家 擧 りて 

_歡 待す る。 一宿。 


廿 八日 i: 屋村高 松 神社 神官 中山吉 行を訪 ふ、 吉埴 (宣長 門人) は 今年 正月 晦 曰に 逝かれた と 云 ふ、 

四月 四日で 六十 四日になる から 淸淨祭 を 行 ふと 云 ふ。 一宿。 

廿 九日 佐 倉池宫 の祌官 佐倉眞 邦の 家に 一宿。  . 

卅 日 佐 倉 村の 水 野 東 作 信 好を訪 ひ、. 地頭 方 村に 至 リて櫻 井述信 影に 一宿。 

四月 一 日 相 良に て 田 沼 殿の 士村松 義十郞 r 方朗の 緣戚、 山 梨の 村 松 家と 遠緣の もの) 大碟 村大鐘 太邵左 

衞門邨 治 を 訪ね、 伴 ひて 川 崎に 至り 內藤伊 兵 衞建彥 の 家に 一 宿。 

二日 櫻 井に 別れて 雨中 難儀 をして 平 尾 村に 向 ふ、 横 山 藤兵衞 永久 を訪ひ 夕方 栗 田 主膦宣 秋の 家に 至 

る 0  . .. 

三日 宣秋 は淸淨 祭の ある 高 松 神社へ 行く。 四日 も 共に 雨。 

五日 栗 田 眞菅の 亡き 跡 を 弔 ひ、 加 茂 村 白 松 神主 を訪 へる も 高 松 神社に 出掛けて 留守、 夕方 伊 逢 方の 

依 平の 所に 至る、 老父 も 家 刀自 も歡 待す る。 六日 もこ、 に。 

七日 掛川 にて 筧氏 ゃ榛園 氏の 燒ぁ とな どを訪 ひ、 高 御所 村の 其 氏. (戶田 氏) を 訪ね 山道 を 法 多 山に 出 

で 思玄法 師の坊に 宿る、 掛. 川の 鈴 木 陸 平以恭 に出會 ふ。 

八日 雨中 を 袋 井の 川 井の 一 木 氏 邸 ( 一 木前宫 相の 家) に 至り 宿す る。 

九日 親戚なる 高 嫁 村の 小 野 田 氏の 婚儀 十四日 頃に あると て迎へ 人來リ 夕方 歸宅。 

この 行 は 十五 曰 がかり である。 十 n に歸 宅の 屈 出 は 例の 通り。 

ぺル五^^-  lg 居 神 瓧 修造 記  九 一二三 


後の 追 i ぉ崇拜 及び 其の 精神の 錢？ 九 一二 四 

この 二 间の勸 進に よっても 洩れな く 集金し 得なかった と 見えて 方朗 は、 門人 小 池 村の 間淵筑 後一.^ 群に 殘部 

集金 を 依頼して 置いた" 八 H 卄 四日 菅群は 多くの 書狀を 認めて 貰って 出發 した〕 卯ち  一 ノ宮 鈴木彈 正へ は 社 

木 寄附 は 向笠 村 匂 坂 氏まで 送って 貫 ひ、 それから 高 林 家から 人 を 使 はして 伊場 村の 靈 社まで 屈け る ことにし 

た。 粟な 村の 堀 尾 右 臉* 北 島 三， 就、 堀尾久 八、 遊 家 村の 山 崎 石 見、 上 垂木の 平 尾 出 羽、 伊達方の 石 川 依 平、 

日 坂 村の 朝比奈 主計、 加 茂 村の 白 松 丹 後、 平 尾 村の 栗 田 主 膳、 川 崎の 內藤伊 兵衞、 大 磯村の 太錡太 郞左衞 門 

地頭 方 村の 櫻 井述、 掛 川の^ 源右衞 門、 山 崎 萬右衞 門、 高 御所 村の 戶田 長藏、 A" せて 十六 通の 禅狀が この 時 

托せられた。 

演 松の 藩士 及び 町家 その他の 勸進 

天 保 五 年 二月 前記の 如く 勸進牒 の 作製が 濟ん でから 間も無く、 卯 も 三月 八日 藩侯 水 野忠邦 公が 本丸 老屮仰 

忖 けられた 恐 悅を申 上げに 登城した 砌、 述尺 町靑山 方で 藩士 畔柳 郁之進に 面會勸 進牒を 渡して 筆 始めの こと 

を依賴 した。 この 畔柳 氏と 方朗と は餘程 入魂に して ゐ たらしい、 文政 卜 年 三月 卜  一 n に 栗 田 高 伴 作の 萬 葉 一 

句 類語 妙の 書寫 を方朗 から 依賴 して ゐる。 これ は 富 小路 二位 殿に 献上 せんた めの ものであった リ 翌年 三 二 

卜 四 n に は 畔柳氏 は 方 朗の邸 を 訪ねて * 方朗 上京 君 公に 奉仕した 折の 拜領 物を覽 せて 貰って ゐ るし、 一!! 四 

十二 日に も 藩士 五 人と 共に 訪れて 在京. 中の 話 を 聞き 唐 筆 十 管と 一  箱と を 贈って ゐる。 斯様に 親密であった 

から 藩士の 勸進 を依賴 したので ある。 

畔柳 氏からの 招 狀でこ ひ 五 年 三月 十七 日に 濱 松に 出て 訪ねた。 族榇 (水 野信輓 か) 秋元樣 (秋 元吉當 か) 


御兩 所に 勸進牒 御覽に 人れ し處御 相談の 上 二百 疋宛御 寄附 下さる こと. - なった。 而し 昨年 賜った 殿の 御 筆^ 

も 御 目に 掛けず、 また 內意も 個 はずに 新 かる こと を 申出で たの は 不都合で あるとの 仰であった とのこと であ 

るから、 方朗は 早速 畔柳氏 を 賴んで 御鉈を 願った" 高 御 尾 敷 (水 野 京 麿 か) は m 百： も、 志^ 馬 様 も 二百 疋と 

記された。 本 夜 は 述尺町 樋 口 氏に 一宿、 翌日 は 早速； m 家へ 出頭して 御 筆 腠を御 目に 掛け、 なほ 去る 十月 御 小 

納 IX に 差 出して 殿に 申逵 した 設計、 費用 調達 方法 等 も 御 目に 掛け、 諸士 邸宅 も 訪ねて 寄附の 御禮も 述べて き 

宅した。 

濱松 城下の 町家の 勸進は 天 保 六年閏 七月 二十四日に 五社の 森 氏 邸で 相談した" 小栗廣 伴、 ^藤^ 山， 森 B 

治 及び 方 朗の四 人が 寄 合って 連 尺 町の 若 森 善右衞 門、 神明 町の 柳瀨源 右衞門 (これ は眞 淵より 先^で 享保元 

文の 頃 江戶に 於て 歌人と して 一 世に 名高い 柳 瀨美仲 11 方 塾と も 云 ふ i 隱ロ 先生の 本家) の 二ん を 招き 町 

家の 頭 立った 者からの 寄附 を 斡旋して 貰 ふ樣に 依頼し * 山 田屋隱 居に はこの 兩 人から 善く 頼み込む と 云 ふこ 

とに なった。 方朗 筆の 扇子 二 本 宛 勸進を 願 ふ 家に 配る ことにした。 當 時に 於け る濱 松の 有力者 を 知る よすが 

ともなる から 左に 人名 を 列記す る。 

歌 1 神主 杉 南葛蠻  鹽町富 田  直 (今の IS 師富 3^ 氏の 家 か) 

愛宕 下 池 田 勝 光  看 町 池 谷猶美 鈴 木软^ 

述尺町 伊藤 春 山 (現存 伊勢屋の 家) 述尺町 木 村 氏 三徳 女 ？か いや) 

傳馬町 都 築 氏み ゑ 女  述尺町 樋 口 氏み す 女 3 山の 说隣、 S じく  $,53) 
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本 魚 町 

逑尺町 

田 町 

， 

祌明町 

田 町 


若 森 長 左衞門 

若 森 善 右 衞門相 道 

山 田 伊右衛門 

柳瀨權 右衞門 

小 野 江 善 八 輝 方 で ぼ リゃリ 


九 I  二 六 

天祌町 中 村 五郞七 (前 市 &故中 村 陸 平氏の 家) 

神明 町 柳瀨 源右衞 門高德 

神明 町 小 西 四 郞右衞 門 (今の 藥 M 小 ：€屋) 

神明 町 柳瀨 勘右衞 門 (方 塾 3 父の 兄の 家系) 

田 町 小 野 江 善 七 輝 影 (今の 笠 井屋) 

等 

この 外の 濱松 近在 及 他 國の勸 進に 就いては 記錄が 見當ら ない が 勸進牒 に は 記入され てゐ る。 

他國 では. 紀州若 山 社中で は 諸 平の 骨折り 八兩は 多く、 伊勢の 松 坂の 本 居 社中、 山 m の 神官 述各 一 兩、 M 

張で は 津田眞 澄の 一雨 は 目立って ゐ る" 三 河 は 最も 多く 吉田、 岡 崎、 赤 坂 等の 述中 伊良湖の 磯 丸 も 五 拾疋^ 

進して ゐる。 駿州島 田で は 村 松、 桑原、 和 田、 石 馬の 諸氏が 百疋 二百 疋と 出して ゐる。 

濱松近 方で は 有 玉 村 はさす がに 多い、 當の 方朗は 豊應、 豊城 三人で 三兩、 大久保 村の 妙 香 城 寺 快應， 羽お 

の 松 島 茂 岡. 恆武の 小栗德 方、 蒲 村の 蒲淸 澄、 川 袋の 長 谷川 貞伸、 同^ 綱、 參 野の 桑原 石 見 負恒、 新居の 高 

須 元尙、 飯 田 溫德、 字 布 見の 中村宽 道、 同 常 敷、 入 野 村の 竹 村 又右衞 門、 同廣 蔭、 掛 塚の 關武 雄、 白 須贺の 

長 坂 秋 名、 ^は 一 寸 目に 著く、 北 遠に 於て は 横 山村の 兩靑山 氏。 

勸進箱 額 

隊造料 勸進牒 四 冊に 記载 された もの を 合計す ると 次の や、 つで ある。 


當時 貨幣 は複雜 して ゐ るから その 儘 書 上げて 計算 法 を 示して 置く < 

(記帳され &名稱 ) (記帳 金額)  (換 算) 

兩 (小判 一枚)  二 四  


分 (雨の 四分ノ 一 ) 

一雨の 八分ノ 一  - 

南繚 一一 枚 は 二 朱 _ 

I  二 枚 は 一 分 一 

. ^ i 雨の 十六 分ノ 一 一 

I 四 朱が 一 分， 


三 


二 六 


五 〇 南繚： ^二 五分 


四 八 M—  二 四南繚 


文 


穴 あきの. 

二 厘 錢， 


穴 (文に 同じい) 


二八 五- 

〇〇〇， 


疋 


疋は 十. 文 一 

百疋は 一 分 _ 


八 五 〇： 


一八 五 文 


八 五 〇〇 文ー 


二 四 九分— 六ニ兩 


八六兩 


分 


一一 一一 一七 八 五 文 1：=：：：：=11111 分 j 


七 八 五 文 =z  ニニ 朱 三十 五分 


(匹) 一 五十 疋はニ 朱： 

貫 文 (一 〇〇〇 文と して)  二 

即ち 合計 は 八六兩 一 分 三 朱 三十 五 文と なる。 こんな 計算 法 を 示した の は 他日 かの 勸進牒 を 見る 人の 參考 にも 

なれば と 思って である。 而 るに 方朗の 受取の 手控 帳に ある 處を 合計す ると 八九兩 二分 二 九 一 文と なって 三兩 

弱の 開きが ある、 これ は兩 帳簿 を 一々 照合 すれば 判然す る ことで あるが、 それ は 他日と して i:  く 後者 を 採つ 

て 槪算九 〇兩 即ち 小判 九 〇 枚と して 現今の 金銀の 相場に よ リ換箕 する。 
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太 日本 公 貨阖譜 (靜 岡巿、 野 崎 彥左衞 門 氏 著) に據 ると、 この 天 保 五、 六 年頃の 流通 Ss: は 


文政 小判 


口" は へ^ 五六 四、 一 ン 

ロロ 仁 I 銀 四 三 五、 九、 一 


(重 量 三 匁 五分 

であるから 金 は 一、 九 七 四 三 五 匁、 銀 は 一、 五 二 五六 五 匁で、 金 一 匁 を 五圓、 銀 一. 匁 を十錢 (年の 相場と し 

て は 少し 高い かも： 知れない) とすれば 金 は 九、 八 七ニ圓 弱と なり、 銀 は 一 五、 三錢 弱と なる、 即ち 天 保 五、 

六 年頃の 一 兩は 今日の 十 阆ニ錢 五 厘と なリ、 九 oil: は 九 〇 二 、二 五圓と な る。 ざっと九百閬の寄附金を^^め 

たと 見て よい-" 而 して 私の この 計算 法は當 時の 物 憤 指數の 如き もの も 見ないで た.：^ 1 兩 小判の 金货を 某と し 

ての ことで あるから 或は 實 際の 慣値は 誤って ゐる かも 判らぬ。 へに^ む 傅 五 i%;-"tln 详軌 あ) 

•  Z ょリ E クれば 右の 三倍、 二 七 〇c 阊 位に <5 る。 / 

f 寸 人名 

r 縣居翁 靈社並 碑 修造 入料雜 記」 の 帳簿から 寄附 額と 人名と を その ま」 揭載 する。 

寄附 金 受取 之 分  禮に罷 出 候 

一 金甙分 濱松御 藩 中 拜鄕 族、 直躬君  一 金壹分 恒武村 仁 右衞門 息、 小 栗 仁 喜藏、 方 

一同  同  秋 元 天兵 衞、 吉當君  一同  笠 井村 美濃屋 ^^.||11左次右衞門ま^!6 

右二 包 は 三月 下旬 御 使者 を 以被下 翌日 舍人御 一 金 朱 羽 鳥 村  松^^5但照.、 高穀 


一 同  石 原 村  小 栗 淸兵衞 久 永 

一同  木 船 村  平野 又 右 衞門和 明 

右 五 包 \ 金 參分威 朱 は 五月 六日 石 原より 眞蔭 

受取 來 

五 十 一 日 

一 金壹分 天 王 村  竹 山 孫左衞 円 茂 正 

此内ー 朱 五月 十一、 一一、 三日 伊達方 行 待； 秋 小 

近に 成 

十八 日 

一 金參分  蒲 五 郞淸澄 主 

一 金贰分 濱松御 藩 水 野 志津馬 信鲵君 

是は畔 柳 氏よ リ被爲 送 五月 廿 六日 相屆候 

五：^ 卄八日 

一 金壹分 有 玉 畑屋村 有 賀彌右 衞門豊 秋 

一 金壹兩 川 袋 村  長 谷川 虎 次郎 綱 

一 金 贰百疋 同  . 長 谷川 伊 左 衞門負 伸 
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右二 口 合金 壹雨甙 分 關武雄 主収繼 之、 六月 十 

-日濱 松に て眞 jt 請 取 候 也 

六 H 廿八 p 

一 金壹分 木 船 村  平 野 六 太 失 懿 

七：^: t 六日 

一 金壹分 濱松述 尺 W 械ロ彌む衞円：^^みす女 

一 金贰朱  木せ 左衞 iZ 列 作^ 三德女 

十月 十三 日 

一 金壹分 掛塚  秋 元 t ト翁 

此  一 ロは關 氏取繼 にて 濱松 五社に".^ 卜：：：： 十三 

日 參會之 節 受取 候 

ダ以 六兩也 

柳 園社屮 午 八 三日 ヨリ 九 ヒ n;.;3」 (天 保 五 

年) 經歴中 入手 之 分 

一 金參分 伊達方  鈴 木 九 郞左衞 門 正芳 

一. 同  金 谷  本巿 右衞 門 正徳 

九 三 九  i 


笫五編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精 i: の 發捂 

金甙分 同  澤 ■ 井 周 平 

金壹分 ：！  鈴 川 喜 作 信 威 

同  同  福 山 敬 太 郞義行 

同  同  河 村 八 郞左衞 門秀篤 

金武朱 同  洞 善院、 金 龍 ■ 

同  同  前大覺 寺、 道 . 和 

金壹兩 ？ i 日 村  瀧 三郞ー 維嶽 

金壹分 鹽井 川原. 伊藤 淸左衞 門豊蔭 

同  赤土  袴田 友 三 郞勝彥 

金壹分  八 木金 兵衞 美大 

右二  口 は 石 川 迄お くりた る 也 

金壹 分， 掛河ニ 藤 町 檫葉闇 平淸蔭 

同  同  高 村 六 右 衞門政 敬 

同  同  大石. 淸兵衞 弘 髙 

同  掛河本 町 金 駒 新兵 衞孝則 

同  同 十九 留 (首 力) 町 竹 內 玄 撮 故 春 平』 


九 四 〇 

同  同 下 侯 町 大庭代 助延春 

金^ 分 吉岡  村 松 孫 兵 衞弘道 

同  天宫 神官 中 村 左 京 正 次 

同. 天宫  寺 田 久右衞 門茂久 

金壹分 森 町  小 野 仁右衞 門利泰 

金壹兩 向笠 村  勾坂 淺右衞 門 千 足 

金壹分 山 梨  幡鎌左 仲 勝 i)t 

金贰朱 見 付  西 光寺、 智 天 

金壹分 同  光^寺、 卓 阿 

金甙分 同  加 藤 幸八贞 弘 

金貳朱 同  加 藤 喜 右 衞門利 高 

同  同  內山理 兵 衞副昌 

\ 拾 兩壹分 威 朱 

金壹分 鎌 田  袴田 筑後 

.是 は 五社 御取繼 一せ 群 持参 

金. 朱 濱松傳 町 都 築 氏、 み ゑ 女 _ 


一 金參分  水 野 小 河 三 郞京麿 君 

是午 十二月 廿 七日 御 使者 を 以被爲 贈 候 

1 金 1^ 分  掛塚 岩間 四 郞兵衞 俊 雄 

是は未 三月 廿 一 日持參 入手 

^壹 分貳朱  ♦ 

城 飼 郡 未 三月 サ 五日 ヨリ 四月 九日， マヂ (天 

保 六 年) 經廻中 入手 之 分 

一 金査分 堀之內  鈴 木 半 藏重門 

一 金 分 門 屋  中 山豊後 守、 吉埴 

一 金壹分 佐 倉  佐 倉 貢 眞 邦 

一同  同  水 野 東 作 信 好. 

一 錢^ 貫 文 地頭 方  櫻 井 連 信 影 

爲金壹 分、 錢贰百 五 拾 穴 

I 金 i ^分 平 尾  栗 田 主 膳宣秋 

一同. 、同  横 山 藤 兵 衞 永久 

一 金壹分 陸 奥 國信夫 郡 飯 坂 佐 藤 民 之 助方定 

笫五 <1 せ 贓居 神瓧 修造 


これ は 柳 園に て 入手 

同  法 多  無 動院、 思玄 

\參 兩錢甙 百 五 拾 文 . 

金壹分 新居 驛  飯 田武兵 衞溫徳 

同  同  高 1^、 嘉兵衞 元 -：!： 

同  大久保 陣屋 藤 田 茂 十 郎 忠 胤 

金貳朱 宇 布 見  中 村 源 左 衞門龜 年 

金贰分  中 村 彌右衞 門宽道 

金壹分  中 村 彌九郞 常 敷 

ダ壹兩 甙分武 朱 

是者宇 布 見 中 村 寬道經 歷勸進 之 分 来 六 廿三 

日 (天 保 六 年) 濱松分 器稻荷 社中 歌 會之席 中 

にて 入手いた し 候 

金贰朱 入 野  竹 村 又 藏廣薩 

是は 六月 廿 三日 從小栗 氏 受取 候 

金壹分 掛 川 

九 HI 


鈴 木 睦 平以恭 


0s 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 輔 神の 發揚 

是は^ 七月 二 □ 從石川 氏 受取 候、 丈敦孝 

一 金壹分 (横 須賀) 十 柬但馬 永 守 

き 疋は閏 七月 十八 日 五社 森 家に て 人手 

(h かや *H) 

一 金七兩 紀州  若 山.^ 中 

"： え は is 七月 十六 日傳 町 飛脚 尾彌助 方よ リ使 

持參 いたし 候、 加 納諸平 書狀並 寄附 人名 前書 

付 在 之、 尤外壹 兩者石 川 棒 葉へ 加 納ょリ 遣 置 

候 本代 ほ替 にて 追而兩 所より 可 受取 旨 申來、 

依 之此度 都合 金 八 兩送來 候 也，、 其 心得に て 若 

山へ 餘之 受取 書 遣 申 候 

一 金壹兩 尾 州 根 高 村 iS; 田 三輪 助 一 ， C 

一 子 直 澄 

是は 八月 廿 三日 秋 葉 参詣 之 歸路立 寄 寄附 之 

1 金壹兩  若 山 社中 

是 はせ！ S 籍 代爲替 にて 懸川棒 葉閽平 殿より 管 群 

受取 浓。  —  — , 


儿 W  二 

一 金參分 口 坂  朝 比 奈主訃 

一 金贰分 加 茂  白 松 丹 後 

1 金壹分 大 磯 SS 大鐘 太右衞 e: 

一 金壹分 田 沼 侯 御 藩士 相 良 村 松 義十郎 茂 

一同  掛川  覚 源右衞 門 ir2  .1 

一 同 • 同  山 崎 IS 右衞 円 

右 七 口 \以 參兩壹 分 は 間 淵筑後 tiJ "群 八：^ サ四 

日よ リ晦 口まで 一 宫粟 愈始に 而立 姬候節 f,l 収 

來り候 

一 金壹分 ニ误村  米 山 宗右衞 門 忠英 

是は 九： 四日 眞蔭秋 菜 參 詣 之 節 受収來 

一 金贰分 內野村  横田忠 お 衞 豊 俊 

"疋は 九月 十二 日會 席に 而 入手 

一 金甙朱 大瀨  名 介 丄佐 

一 金^！！分 粟倉  堀 尾 右 膳 房 守 

內 壹分 房 守 


壹分 久 野次 郞左衞 門 11 川 井村 神主 

雲 島 七 右衛門 ！ 大谷村 神主 朝比奈 

要 作 11 谷川 村 神主 

壹分 大竹久 誠、 西 尾 六 左衞兵 1 兩 人山 梨 村 

金贰分 遊 家  山 崎 石 見久麿 

金壹分 上 垂木  平 尾 出 羽知久 

右三 口  \ 以金壹 兩貳分 は 粟倉 村 堀 尾右瞎 守 

主よ リ書狀 相 添 大當所 便に 九 卄 三日 來 入手 

之 

ダ 拾四兩 壹 分 

金貳朱 三河國 一之宮 草 鹿砥肥 前 守 

同  同 加 茂 竹 尾 大和 守 

同  三河國  寺 部 主 殿 

同  同 苦 田 羽田 野 常 陸 

同  同  鈴 木 兵 部 

金贰朱 三 河 國當古 大林外 記 

笫五^！せ 腐 居祌瓧 修造 記 


司 


同 前 芝 

同  士！1 田 

同 古田 藩 

同 國府 

M 長澤 

同 舞 木 


加 I  六 

靑 龍.^ 

平 松 治 郞左衞 e: 

松 平帶刀 

竹 尾 主 1^^ 


同  同 元 宿 廿太 

白銀 一 同 吉田 彥 坂 喜 平 

右 十四 口 都合 金壹 lli ^分贰 朱 銀 一 

右 は 三 州 社中 分 杉 浦大學 比. 隈满主 勸進被 成、 右 

金 分 長 澤松平 源 七 郞樣御 尾 敷より 御 狀相添 飛 

脚屋 便に 九 nl: 卄 九日 傳思. 町 林彌助 方丈 持參致 

入手 候 

金甙分 濱 松 神明 町 柳瀨 源お 衞 e: 

金壹分 同.  柳 湘權. ^  ^ 門 

金貳朱 同  柳 P 勘 右衞円 g 仲" 出た 家) 

九 四 三 


^^_-五編 歿後の 追 13^ 崇拜 及び 其の 精神の 發揚 

一 金壹分 同  小 西 四 郞右衞 門 

1 金壹分 同 田 町 山 田 伊 右衞門 

• 右 五 口 都合 金 壹雨查 分貳朱 

右 は 神明 町 柳 瀨源右 衞門殿 勸進之 分、 五社 森 御 

氏よ リ 十月 一 一 日 勸進牒 共に 爲持被 遣 致 入手 候 

一 金壹分 尾 州津島 服 部丹宫 

是は金 分 寄附 之內壹 分は來 申年 奉納 可 致 旨 

にて 今年 壹分 手代 巡 廻 之 序持參 いたし 入手 

之、 十月 十三 日 

1 金參分 內野村  横- 田 茂兵衞 

一 金甙分 濱松田 町 小 野 江 善 八 輝 方 

一 金壹分  同 善 七輝景 

三 口 ズ以壹 兩甙分 は 十 H 廿 三日 分器稻 荷 (濱 

松 田 町) 社中 月次 會 席より 入手 

一 金甙分  富 田 玄仙 

一 金壹分  靑山 光之助 淸通君 


九 四 ra 

一 同  鈴 木 增右衞 門 敎昌君 

一 金贰朱  權田 市左衞 門 

以壹兩 威 朱 十二月 サ 二日 述 尺町卷 山よ リ 入手 

一 金貳分  若 森 長右衞 門 

ー金壹 分：  中 村 五郎 七 

一 金貳分  若 森 善右衞 門 

グ 以壹兩 壹分十 二月 卄 二日 五社に て 入手 

一 金 壹朱參 百 拾贰文  畔柳郁 之 進 殿より 

是は大 靑石中 ノ 町 彌兵衞 へ 此方よ リ？： ^候 故 被 

屍 ri^ 也 

④是 迄 入手 金 グ四拾 五兩參 朱、 錢五百 六 拾 文、 小 

玉 一 ツ- 

ー  金 壹兩壹 分  鈴 木彈正 

是は石 川 依 平より 十二月 下旬 書簡 封 中に 送來 

入手  • 

1 金甙分  巿川牛 右衞門 


是は申 正月 六日 年始 禮に 入来 序持參 人手 

1 金壹分  大 谷 道 長 

一 同  伊藤 造酒 藏、 春 山 

右 ズ以贰 分 ほ 申 正月 七日 春 山 年始 禮の 節持參 

入手 

一 金武朱  高 橋 彌平次 

是は 正月 八日 年始 禮の 節持參 入手 

一 金甙朱  鈴 木 因幡 

是は 疋 月 十 一 日 年始の 節 入手 

一 金 15^ 朱  市 川玄春 

是は 正月 廿日 年始 禮の節 入手 

一 金贰朱 白須賀  長 坂 久治郞 秋 名 

一 同  同  增田次 郞右ェ 門 千 春 

一同  同  伊藤 左 平 太 須賀留 

一同  同  山 本 重次郞 正方 

右 四 口 ダ以金 甙分宇 布 見 中村寬 道よ リ取繼 正 

第五 章 黻居 神 瓧 修造 SS 


月廿 五日 入 手 

金 壹雨壹 -2^ 朱  掛川御 藩 中よ リ 

是 は江戶 御屋敷 四 宫暗悸 君金甙 百疋、 若林^:3}- 

金 百疋、 其 外 合金 壹兩 朱の よし 御城 內福島 

住 兌 君 金 百疋、 合金壹雨壹分^朱に御！^候と 

申 書面 相 副 二月 三日 石 川 依 平 主より 來、 入手 

金壹分 ； S き; J 倾 亩田町 北 横町 高 林 常 蔵 

是は 二月 十六 日 三 州設樂 郡 川 合 村へ 御 出 役の 

歸路 御宿いた し 候- 砌 殿様 御 碑銘 御 攀 等 懸御目 

候 得ば 御 感心に て 御 寄附 在 之 候 也 

金 壹兩壹 分  池 田^ 三 郞勝光 

是は 三月 十九 日 秋 葉 參詣の 者 持参 

. 金貳朱 濱松藩  高 津新平 保 光 

是は 三月 廿 五日 大 久保會 の節卷 山持參 

金壹分 川 崎  內藤伊 兵 衞建彥 

是は 五月 十日 松より 屈， 5^ 

九 四 五 


第五 編 歿後 ss?H ぉ崇拜 A び 其の 精神の 發？ S 

一 銀 拾 枚 此金六 兩參分 威 朱 殿様 御殿 (水 野忠邦 公) 

是は天 保 七 由 年 六！：！： 六日 舍人代 伊兵衛 御城へ 

^出笹 本樣、 靑木樣 御 出席に 而 伊場 村へ 靈社 

建立に 付 銀 十 枚 一 統へ 被. 下 置 候、 其趣舍 人よ 

リ夫々 へ 通 透 可 致と て 被 下 置 候 同 八日 江戶御 

小 納戶へ 御 禮狀呈 上 候 

1 金 壹分甙 朱 參神野 桑原 石 見 

是は 五社よ リ屆 

一 金壹兩 領 家  栗 田 三 郎兵衞 (高 伴) 

三郞 太夫と も 

是は八 1:^ 三日 使禮之 序に 來 

一 金壹分 尾 州捸島 服 部 丹宫 

是は貳 分の 內壹分 は 去 十 n: 十三 日 請 収相殘 金 

I つ！ -分 也. 〇•〇〇〇 之 節 手代より 落手 致 候 

1 金甙朱 川 井  山 下 巿左衞 門 母す み 女 

一 錢甙百 穴 間  鈴 木 八重 女 

右 甙朱威 百 穴 は 五月 中 送リ來 


し or  —く  . 

一 金壹兩 勢 州  松； ^社 巾 

是は 十二月 七日 津岛服 部 丹 宮殿より 傳之而 手 

代よ リ受 R 

一 金 壹兩壹 分. 壹朱  掛川御 ，ぽ 屮 

是は 十二  nz-i 一  日寄之害中に名々|^:付相添两 

正月 三日 石 川 依 平より 來 

一 金壹分  石 Is- 辨藏重 明君 

是は戌 六月 九日 入 來之節 被 遣 候 

\ 十七 兩貳分 壹朱貳 百 文 

I 金 11^ 朱 三 州 伊良湖 贞良礎 丸 

一 金貳分 同 國 赤坂驛 松 平惠重 郞昌保 


一 金 奢： 分  伊藤 11- 右衞 門 正 信 

一 金 1^ 朱  拾  人 

1 金壹分  上 妻十藏 fti 古 

一 金 朱  淺井金 次 郞妻萬 知 

1 同  山 田 七^ 郞勝 


金壹朱 

金貳朱 三 州荻邑 


赤 坂驟， 

& 府 


正 法 寺 丁 惠 

金 澤求馬 政 善 

山 口 治郞 衞 • 門 氏 富 

藤田理 作豊壤 

彥坂新 五右衛門 直樹 

伊藤 庄左衞 門 長， 儀 

川津長 右衛門 長睦 

白 井太郞 太夫 高寬 

平 松彌ー 右門 衞正光 

田 中 勘七郞 幸 儀 

千 加 3； 傳右衞 門 惟 (原文) 

野 村甚五 郞廣仲 

大須賀 家 八 郞根長 


金壹朱 同 

\ 以 三 ー响 

おは 八 n: 廿日 有賀鱼 秋 を 以申遣 二十 二日 落手 

致 候 

居种： K 條造 JS  -' 


一 金參兩 當國 天宮村 中 村 卯 兵 衞 豊 足 

一 金壹分 同 粟倉 村 堀尾久 八暗敏 

ダ以金 參兩貳 分 

右 は 石 原 村 小 栗 廣伴を 以申遗 八月 二十 二日 受 収入 

一 金贰分 渡ケ 坪 井 源 三 郎正幸 

一同  横 山  靑山 善右衞 門知恒 

一 金貳朱 同  靑山 蕃 兵 衞 

^  ^  0 兩 Is!" 朱 

右 は 九月 十二 日より 十七 日まで 跨 田 芳麿相 越？ >s 

取 申 候 

九 二十 tr 

一 金貳分 半田 村  久米 林左衞 門義宣 

一 金 壹兩武 朱 伊勢山 田 前 川 久太郞 

是は久 志 本 神主 御巫 志^ 馬廣让 勘ケ. a 正 化 傘 

人、 古森 金右衞 門、 玉村宗 平、 河北 勘 太 失、 

福 本 太夫、 前 川 久太郞 分 

九 w 七 


s 編 歿後の 近 慕崇拜 及び 其の 精 i: の發揚 

十二月 二十 二日 

一 金 壹兩武 分 入 野 村 ， 竹 村 又 右衛門 

以貳拾 九 兩壹分 壹朱錢 貳百穴 
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三月 十日 
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是は駿 河 國岛田 宿に 而勸進 之 節 壹兩武 朱 小.^ 
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小玉壹 つ、 此錢百 六 文 
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同  同 
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同  見 付 

金贰朱 同 

金壹分 吉 岡 

金壹兩 中 
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金貳朱 宇 布 見 

此分： 冉勸 進に あらず 

金壹分 同 

鶴 代 夏 GI ょリ 

\以 金 五 兩壹朱 (この 巾 


大石淸 に： ハ衞 

高 村 八 太 夫 

今 駒 俊 お W 

大 場代^ 

加 茂 五郎 衞 i: 

雀 光に— 

內山 兵 衞 

村 松 孫 兵 衞 

秋 鹿 

• 渥 美 新 左 衞 e: 

【茂 口.. 

吉田 山城 

屮村 彌右衞 門 

に 次の 參兩も 入れて 也) 


一 金參兩  「I 林 左.^ 衙仏  ◎ 以上 總計八 拾九兩 甙百九 拾壹文 

碑  石 

選  定 

前に 天 保 四 年 十月 十日 發 願主 一 同 五社に 壤八" して 色々 と 談合した 時に 碑石 は 方朗に 於て、 天龍川の 奥まで 

採 索して 良質の 靑石を 見付けようと 云 ふこと になつ て 居った 3 

五 年 三月 九日 眞 蔭と 有賀豊 秋と は 秋 葉參詣 を：^ ねて 靑 石の 採 索に 出掛け、 案內として舟明村森川^^助を賴 

A で 同 i し- 當夜は 雲 名に 一泊し、 十日 は- g 川 村より-奥 二 里 平 山村 千 貫 瀧と 云 ふ 所で 高さ 五 尺、 幅 二 尺五寸 

厚さ 七八寸 下で は 一尺 程の もの、 沓石は 長 三尺 五寸、 幅 二 尺、 厚さ 六 七寸の もの を 見立てて 墨で 印を忖 け，、.. 

月 巾に 天龍川 を 舟で 池 田の 西、 富 田 一 色の 子 安川 岸まで 下す 樣負 助と 約束して 手忖 二分 を 渡して 十三 曰歸宅 

した， - 二 ト日 に は 己に この 靑石を 子 安川 岸の 問屋 惣左衞 門 方に 預け 置いて 助 は 有 玉に 來 たので、 山出し、 

川 かが リ、 蓮 送 諸雜用 一 兩 三分 二 朱 四百 七十 二 文 (約 二十 圓) を 渡した。  • 

四月 二十 二日 運送 請負 半 六、 伊左衞 門外 有 玉 村から 十 人の 人足 を 遣 はして 靑石は 八 人、 せ 石 は 四 人で 述 

ぶ。 ォ t 石で さへ 百 貫目 も ある 重荷であった。 問屋 水 揚ロ錢 二 朱 七十 一 文 (一 阆 四十 三錢) 五^^までの述貨ーー： 

分 一 朱 (八 W 十四 錢) を 渡した〕 抑々 これが 靈社 費用 支拂の 最初で 彼の 二 ッの靑 石に 諸费 WW せて 三十 間 を 

支拂 つた 譯 である。 

忠邦 公の 御 筆に 合せる とこの 靑石は 丈が 足りない、 更に 第二の もの を 求めなくて はならぬ。 艽年十 1=- 二 

笫五章 舰居神瓧修^^！記  九 五 I 


第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九 五 二 

十八 日 方朗は 自ら 掛塚 港に 出掛けて 當時天 籠の 靑石 を江戶 方面へ 積 出して ゐる石 商 小杉屋 豊次郞 を關武 雄の 

宅に 招いて、 幅 二 尺 五寸、 丈 五 尺 四五寸 位の もの を來 春までに 見 屈け て 欲しい と 約束した。 代金 は 一雨 二三 

分 も かからう と 云 ふ ことで ある。 

春 も 過ぎ 夏 も來り 秋と なって、 天 保 六 年 八月 七日 朝濱 松へ 出て 靑山氏 同道で 畔柳氏 を 訪ねる と恰 適の 靑石 

が 先月 末に 見附かった と 云 ふ 話、 長さ 六尺、 幅 表 一尺八寸、 下にて は 三尺 • 左右 厚さ 二 尺 二 三寸、 石 性は濑 

尻 村の 伊太 夫と 云 ふ 仁 も {且 しいと 折紙 を 付けた とのこと である。 觅に 角十ケ も かかって 得ら- れ たので. ある。 

八 二十四日 方 朗は石 見 分に 中 野 町に 行く、  土手 屋 堤から 二三 丁 束の 川原に 横って ゐる. に 見事な もので あ 

る。 問屋の 孫 兵衞は 運送人 足 二十 人餘 三十 人 も かから-うかと 云 ふ。 方 朗は歸 途茅間 (ず： 間) の 波 多 {. 兀 (今の 

金 原 正 氏の 家の 出、 志 都 呂の松 平 侯の 陣屋に 仕へ た國學 者) の 所に 立 寄って 靈社ゃ 石碑の ことな ども 話し 

た。 

翌 二十 五日、 上 新 町 (今の 奢 原 町) 太吉、 伊場 村 次 郞右衞 門の 二人の 請負師 は中ノ 町の 彌兵衞 川岸へ 靑石 

見 屈け に 行った 歸リに 立 寄 リ運貸 一 兩 二分で 請負 ふ 旨であった. が 少し 高 過ぎる から 二 朱 も 引下げ 度い 旨を豫 

て 石 運送の こと を依賴 してあった 濱 松の 青山 氏に 手紙で 申 送った。 

靑石 動かざる こと 泰山の 如しで ある， - 八 H 二十 七日 濱 がへ 出て 畔柳 氏に 立 寄り、 靑 石の 川下し、 水上 贷共ー 

兩 三分 を 預けて 靑山 氏から 請負人へ 渡す こと を賴ん だ。 而 るに 己に ー兩 一分 二 朱で 兩 人が 請 负 つて、 早朝 人 

足 三十 人 を 引述れ て中ノ 町へ 出掛けた とのこと で 方朗、 靑山、 畔柳は 夕方 伊場の 社 地で 待ち受けようと 云つ 


て 打 揃って 出掛けよ うとした 所へ 案外の 通知が 來た 「川原 は 杖 を 立てて 擔は うとしても きかない。 挺 子 を 入 

れて やう/ まで 上げた 所でお る」 と 云 ふ。 岡 部 出 雲 も 問屋 場へ 斷リ の爲 め中ノ 町に 出向いた が、 方朗の 

定宿 述 尺の 油屋平 八に 立 寄って 第二 信を欝 した 「51^ を 越す に 非常な 骨折りで、 51^ の 西 二 丁 許 土橋の 所で 日暮 

になって 了った」 と 云 ふ。 方朗は 請負師 二人 を 油屋へ 呼んで、 

一、 人 數を增 して 明日 は 必ず 社 地まで 屆 けよ 

一 、 蓮 貸 は 取 窮めの 通りで は あるが、 丸太、 繩 等の 損害 も あらう から 篤と 勘辨 する、 と 

殿 命した。 翌日 三十 三人の 人足 は 十二分の 用意 をして 出向いた。 方朗、 出 雲、 伊藤 卷山、 奚薩四 人 打 述れて 

見 屈に 行く と 橋 羽 村の 妙 恩 寺 前まで 運んで 来て 一息 入れて ゐる處 である。 ここで 挫けて は 仕方がない。 强心 

劑の頓 服で ある 一 兩 一 分 二 朱 は 昨日の 契約金、 本日 中に 社中まで 運んだなら 一 人 三百 文 宛と して 九贯九 1^ 文、 

酒代 は 一分 渡す、 精々 奮發 せよ と激勵 する。 一同 は 起ち 上って 掛聲は 勇ましい。 而 るに 六 軒 茶屋と 馬 込 橘と 

のニケ 所で 下敷の 丸太 も 折れて 怪我 は 免れた が、 その 爲に 手間取って 七 軒 町 板屋の 南で 日が 幕れ た。 約束 は 

約束ながら 添 木の 折れた と 云 ふこと、 七 軒 町から 靈 社まで は 三 丁 許りで は あるが 道が 狭くて 四 人並に は 通れ 

ない と； K ふこと も あるから と 云 ふので 酒代 だけ 半減の 一 朱に して、 三百 文 宛は與 へられた。 

攀肇攀 

靑石 ほその まま 往來の 軒端に 置かる る こと 八日、 九月 六日 八 人に て 二日が かリ、 金 三分で 請負 ひ しゃち 

と 云 ふ もので 繰 寄せて 無事に 社に 入った" この 請負 は 判然と しないが 前後の 事情から 大方 掛 1^ の 石 愿小杉 尾 

豊次郞 が やった もので あらう" そこで この 碑石が 社 地まで 運ばれる 總 費用 は 

笫五章 竊 居神瓧 修造 記  九 五三 
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九 五 ra 


御 碑の 靑石代 川下し 

水 t 貨 共 

中ノ町 川？ より 七 軒 町まで 

運貨 i: 七 口 三十 人 分 

问上 三十 三人 分 a: し 一 人 三 百 文 宛 

へ 貫 文で するとき は 四 贯文は 一 兩ょン 

I リ惯 格が 高かった やうで ある ) 


一 兩 三 分 

一 雨 f 分 二 朱 

一雨 一分 二 朱 

一 百 七十 二 文 


(一 七 M 五 四錢) .1 

( 一 三 W 七 八錢) 

( 一 四阆三 六錢) 


(六 三 錢) 

(七阆 五 ニ錢) 

(八 0 錢) / 


z 丄 一分 三百 四十 二 文 

(五 五间八 八錢) 


人足の  酒代 一  朱 

中ノ町 川岸 彌兵衞 問 尾へ 二  朱 

七 軒 町より， 社中まで の 運 S 三  分 

» 支度 S の 雜 甩 一 朱 七十 文 

節 刻 及び 建 « 

三 州 岡 崎より 石工 を" 岡 崎 は 俗に 岡 崎 石と 云って 石の 產地 として 昔から 名高 

つたので あらう。 豫て方 朗は岡 崎の 塌屋 傳左衞 門に 石工の 派遣 を依輯 して 置いた が、 いよ/, \ 御 碑 のれ： h: 石 も 

^ばれた ので 天 保 六 年 八 n ニ卜儿 n 附で 諸道 具 を 整へ て來 るよう に 飛脚 尾彌 助へ 齊 狀を 托した〕 二 hn 許り 

して..-.1;ェ神}^^尾與七は枠と外に 一 人 を 速れ て濱 松に 來て、 奥の 秋 葉山詣 りを濟 して 歸來 したので、 んりニ 卜 

日 方 朗は與 七 を 同道して 伊場の 社 地に 至り 相 淡した が五ェ 一 分 即ち 今の 金で 云 ふと 一 ェ 五十 錢で 凡そ 八 九 卜 

ェを 要する。 ， 刃 論 御 筆 彫刻の ことで あるか..： V 隨分 入念 上 彫に すると 云 ふこと であるが、 なほ それに 飯枓宿 iSa: 


從 つて 腕き きの 石 丁； も 居 


を支拂 ふと 中々 の 額になる ので 一 驚した 譯 であるつ そして かの 先き に眞蔭 等の 見出した 沓石は 上等 過ぎる か 

ら. 濱名 石で 宜しい と 云 ふ。 この 夜 かの 太 吉と次 郎右衞 門の 二人の 請負師が 来て 彫 石の 細工 小 尾が 出來、 明 n 

は 四 分板圃 をす ると 云 ふ" 二十 一 日 は 生 僭の 雨降りで は あるが 宿所 伊勢屋から 伊場の 社 地に 行って 碑石に 御 

筆張リ をした。 御 筆 は 前述の通り 絹地に 書かれた ので あるから-、 それ を 紙に 引寫 した もの を 糊 をつ けて 貼る 

ので ある。 御 筆の 彫 始めの ことで あるから 方朗は 寺社 役所 へ 趣いて 報吿 すると- 5=^, に 御用の 趣で あるから^ ち 

に 登城して 御 小 納戶に 伺 ふ。 雜用 記、 縫 圈ニ枚 (筆者 は 池 町 美 濃屋隱 居) を 御覽に 入れる と 後刻 n 化 分と ：ムふ 

仰せで ある ン 方 朗と岡 部 出 雲と は 七 軒 町の 人口で 出迎 へる。 青木 源 兵衞、 靑山老 之 助- 上 ド四人 を 御 內、 

見 分； も 無事 濟んで 出 雲 方で 酒肴 は 極めて 簡箪 (その 品目、 數 量まで 詳記して ある) ではぁるが歡を^„|して兑 

分 役 は 立 歸られ た。 

十月 四日 方朗が 伊場へ 行って 見る と 御 碑の 表 五 字 は 明 口 迄に 彬 上げさら へ は殘 して、 叫 後 曰 裏に 御筆寫 し 

を 貼り 度い と 云 ふ。 六日 方 朗は畔 柳、 靑山ニ 氏と 共に 社 地に 趣き 村人 四 五 人、 與三郞 老人 を^んで 御 碑 を 裏 

返して 無事 張 終った 七 軒 町 板屋で 支度 させて 少憩。 . 

今日 石工 は 久三郞 一人し か 見えない、 與七も 枠の 與三郞 も 休んで ゐる， - 聞けば 先月 二十  一 n 御 碑 表 を 貼り 

二十 二日から 仕事 を 始めた 處、 與三郞 が 瘧を煩 ひ、 f„< いで 二人 もこの 病氣 で， ふる ひ 日に は 宿所 (なべ 尾) 

に 休養して 小 西 尾の 藥を飮 むと 云 ふ譯で 今日は 二人が ふる ひ 日であった ので" それで 二十  一 n より 卜 六 EC 間 

三人で 今日までに 二十 三ェ かかった と 云 ふ。 十月 二十日に は 裏 文字 半分^り-それから 後 は 石 質が 硬くて 道： 4： 
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の^はす つか リ麼盡 して 更に 工程が 進まない 本 月 中 も かかる、 旣に 用意の 木炭 も 使ひ果 したと 默 然として ゐ 

るので 早速 與三郞 から 消し炭 一 俵 を 取 寄せて 間に合せて やった。 赏際 これに は 方朗も 弱って 友人 等に こぼし 

てゐ る。 二十 七日に はやう く 裏書 彫 終り、 胡 粉 を 入れて さらへ をして ゐる。 方 朗は御 筆の 紹地 を持參 して 

碑 面へ 當 てて 較べた が 寸分の 違 ひもない。 翌日 は 表 文字 も 較べて 見た。 碑 面へ は 紙 を 貼り 繩翁 をした。 

建 碑 己に 彫刻 も 進んだ ので 碑 を 建つべき 場所の 選定 をして 例の 二人に 土^り をな さしめ、 小石 を 述搬さ 

せ、 地 堅め をし 櫓 を 立てし やちで 卷 上げる 用意 も出來 た， 十月 二十 九日に は 石工 三人 建前 人足 八 入掛り で 八 

ッ 時に 全く 建て 終った。 石工に は 八十 四 人工、 四兩 十二 文 (約 四十 一 圆) を支拂 つた。 石工 は翌 晦日に 岡 崎 

に歸 つた。 

石 垣 御 碑の 石垣 は 外法 六尺 ニ寸 四方、 高さ 二 尺、 笠 土 臺五寸 五分 渡、 柱 四寸、 岡 崎の 上等 石で 七兩、 

運貨を 入れて 八 兩と云 ふこと で吉田 方面 を 聞き合せて 相當の 彼であった ならば 岡 崎 へ 注文し ようと 與 七の 歸 

る 時に 話して 置いた。 而 しこれ は 支 拂帳を 見ても ないし、 また 實際積 上げた もの も濱名 石で あるから 沙汰 止 

みとな つた もので あらう。 十 一 月 六日に は 宇 布 見 村の 石工 吉 五郎が 御 碑の 周りに 糸 を 張り 石； W みに 取拼 つて 

ゐる。 昨日 激名石 ニッ屆 き、 今日は 大物 六ッ到 著、 明日 は ニッ屆 かう。 御 碑の 左右に 積む 石 礎の 切 石 巾七寸 

長さ 尺餘、 厚さ 六 寸位は 七 軒 町 石屋 次 郞右衞 門へ 注文した。 二十日に は 六 七 分 を 積み上げ 二十 五 a に は 全く 

迹ェ した。 御 碑の 覆 も出來 上った。 さて この 御 碑に 就いての 總 工費 を 視 るに、 旣に 上げた ものの 外、 石工の 

宿 粋、 周 園の 石垣 代、 同 人工 小屋 掛料、 その他 世話の 宿料 等 を支拂 帳から 拾って、 二十 ニ兩 二分 ほ 七十 文 


(二百 二十 六间) になる。 

初めての 話より 三年に してん 「日に 至る。 臣下 庵 詠草 五 に 碑の 竣工 を 喜びての 歌が ある。 

「殿の ものせ させ 給へ る縣 居翁靈 社の 碑の 文 を 石の たくみに ゑら しめて 建け ると きよめる。 

かた レ はに ゑり てしたつ る縣 居の 美名 はく もせ じ 萬 代までに 

うま 人の みふみ 手の 跡 まつぶ さに ゑリ たる 石の 朽る世 あらめ や 

玉 鉢の 道の 光と いや 高に たた へ あ ふが むゑリ いし ぞ これ 

谷ぐ くの さわた る 極みき きみずば かく ふ さ は し き 石 あらめ や も 

この 石 は 千代もう ごか じ 下 かたく 岡 部の 岩根つ きて たつれば 

川 舟 もく が も 八十 綱う ちか， けて 大石 ひきつ も そろ/ \ に」 

社  殿 

天 保 四 年 十月 十日の 五社に 於け る發 願主の 相談 會に 於て 社殿 は 白木 造、 觀葑， 大きさ は 三^ 位、 名 古尾へ 

注文す ると 云 ふこと に 定まって ゐた。 翌五年 十月 十四日 勸 進の 見込 も 付いた ので 公儀へ の 願書 も 提出す るに 

つき 諸 設計と 共に 宮殿の 方 も具體 的に しなくて はならない。 前に は 名 古尾 へ の 注文 を黑柳 氏に 依賴 したので 

あるが 今度の 會合 では 玉垣. 鳥居と 共に 關武 雄の 請 持と 云 ふこと に 定め、 出 雲が 伊場への 出入 大工 濱松 大工 

町 伊 兵衞に 古雅な 作 方 墨 付 を懸合 ひし：！ 果を關 氏に も談 じた.， 而し 之は隨 氏の 採る 所と ならず、 掛 塚の {呂大 

H の 心得 ある 仁に 繪圖 作らせて 相談す る ことにな つて ゐ たが 十日 餘も經 過しても 何等の 通知 もない ので 十 一 
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二十 七 ロ方朗 はわ ざ/ \出 向いた。 武雄は 其 後 癀氣で 引 籠、 公俊からの 差 紙 も 開かな いと 云 ふ狀 態で あろ 

而し 先逮濱 松から 歸る とすぐ 近所の 大工に 話した 結果 はかう である。 

「大嘗 宮の造 方で 四 尺に 五 尺と し、 前の 一 ：1 右の 方 半分、 二 尺 一 II びら 二 枚、 左の 脇の 方に も外陣 だけ 三尺の 

戶を つけ、 北 南 五 尺、 内、 外陣 三尺、 內陣 尺と して 柱 は 皆 檜の 皮な む」 

g し濱松 へ は 他領の 大工の 入る こと は 禁ずる 例で あるから 勞 しても 益 も 無から う。 が 寄附と； ムふ名 儀に すれ 

ば宜 いか も 知れない。 これ さ へ も出來 なければ その 姓名 を記錄 して 永久に 後代に 殘る やうに しても よ いから 

設計、 見 极を輯 むと 云 ふこと にして 方 朗は歸 つた。 

さて その後、 濱松 大工 伊兵衛の 設計と この 掛塚 大工の 設計と 何れが 採られた もの かその ii- の 消 は 不明で 

あるが、 大方 掛 塚の 方 は そのまま となって 了った もので あらう。 天 保 六 年 八月 十七 n 方 朗は田 町の 分 器稻荷 

の歌會 があった 序でに 迚尺 油屋に 至り 伊藤 春 山， 有 賀豊秋 立會ひ 大工 伊兵衛 を 呼 寄せて、 

「他領 火 ェが濱 松 へ 立 入る こと を 禁ずる と 云 ふ こと は 承知して ゐ るが 發 願主 一 同の 意見に より 木 I 枸の 上^ 

を 用 ひ 度い から 本殿 は 名 古尾で 造らせる が 承引して 貰 ひ 度い， 組立 ゃ拉 上げ， 瑞ぉ 一、 円. 爲居、 碑の 雨 複^ 

は 委せる。」 と 

伊 兵衞は 如何にも ？.； m 負：^ らしく 

「近 邊掛； あたりで 造る となると 後々 のた め 面白くな いが、 その 思 召で く 名 古尾で ぉ作リ になる なれば 

仕方 も ぁリ ますまい。 他の 工事 はお 引 請けす る ご  . 


「何分 正道 を 踏んで 工事 萬 端お 賴 みする。 瑞 垣の 作 方 は 同志と 一 應 相談して 追って： 血 知す る，」 

いよ/ \ 名古屋 へ 注文， - うるさい 地方 大工との 交涉も 出来た ので 方朗と 伊藤 山；^ 名で 九：：^ 十三 日 名 古尾 

の 善兵衞 へ 注文 狀を發 送した" 例に よつ て豫め それ を 摘要す る。 

一、 當春 面談、 縫圚も 遣して あるが いよ ノ\ 同志が 談 決して 注文す るから-入念 にせよ。  ， 

1 、 春の 書面に 高欄な し 十雨と 云 ふこと であった が、 少々 の 事 は 考慮す るから 別紙：^ 文 寄 を 観て 改めて 中 

越せ。 (これ は 十三 雨に 折 合が 著いて ゐる) 

一 、 運送 法 も： ま 知せ よ。 

一、 當地 では 他領の 大工の 立 入 は 禁止して あるから 組立 は 此方です る、 依って 比へ 節 一 人 北 (方の 大 r: を^し 

て 貰 ひ 度い" 

一、 十一 ni: 十日 頃までに 出來 して 貰い 度い、 承知なら ば 半金 位 は 送る。 

靈 社殿 註文 書 

飛脚 屋便を 以て 得 貴意 候 冷 氣相增 候 得 共彌々 御 安泰 可 被 成 御座 珍重 奉存 候、 然者常^^御面談申紛岡而茂被 

逍候靈 社 之 儀 願主 仲間 相談の 上 別紙 注文 害 之 通り 御 賴申度 候 間 御手ぬ け 無 之 樣に隨 分 細工 御念 入られ、 相 成 

丈御収 急ぎ 御 排可被 下 候， 代金之儀者高欄なしにて金十兩と當春の書面に御申越被成候得共聊之依^！！-如何様 

にても 宜 御座 候 問 御 如 在な く 上 木 御 ゑら み吓嚀 に 御 持へ 可 被 下 候、 併 格外 之债は いたし：^ 候 間 此御狀 ^1; 次^ 

出來 上り 方 御 差 積リ御 返書に いつ 頃出來 此方 へ 到着 可 致 候 や 其 段 茂 悉細御 申 越.？ 被 成 候、 n 义 お？. -送 之^ 者 
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如何 御， 収計ひ 被 下 候 半 や 其 段 も 御 申 越、 尤當 所に て は 他の 大工 職. 立 入 候 儀 不相成 例に 御座 候 得ば 所の 大工に 

組立 さ. せ 校 上 式 爲致候 積に 御座 候 得ば 右 靈社御 描な され 候 方の 內 一 人當 地へ 來 着の 砌御越 御 さ しづな され^ 

様いた し 度 候 * 是等之 儀 茂 兼而御 承知 可 被 下 候 

九月 十三 日  高 林舍人 

伊 藤 造酒 藏 

御名 善 兵衞樣 

二 啓 

本文に 申 上 候 靈社之 儀來る 霜月 十日 頃 迄に 出來 揃の 樣致度 存候彌 々右 樣出來 可 申 候 哉、 其 段 も 御返^に 御 申 

越 可 被 下 候 御 承知 之 趣に 御座 候 はば 代金 之內 半金 差 上 可 申 候、 吳々 も 御 返書 御 急ぎ 被 遣 可 被 下 候。」 

社殿 は 結局 十三 雨と 云 ふこと になり、 荷造り 雜用銀 三十 三 匁 五分と 錢ー 貫 百 四十 八 文 (計 百 三十 八閱 六十 

四錢) となった 譯 である。  • 

さて この 社殿 は 何時 出來 上って 來 たか、 今の 處 不明で あるが、 翌七年 正月 末に はま だ 出 來て來 ない が 五月 

下 © に は 己に 來てゐ る。 即ち 支拂 帳に は 去年 十月の 三 雨に 更に 正月 二十 六日に 內金五 兩送附 し、 五月 二十日 

に 善 兵 新が 秋 葉參詣 に來た 節四兩 直接 渡して なほ 一 兩餘殘 つて ゐ るが 一 兩 はまけ て吳れ る ことにな つたと あ 

るから 殆ど 支 拂は濟 んでゐ る。 これから 想像 はっく.^ さて この 名古屋 から 送附 した 社殿 は濱 松の 驚師 富田玄 

方に 三 ケ 年 も 荷造りの まま 預 打て 置かなくて はなら なくな つ た。 


工事中 止 

前述の 如く 六 年 冬に は 碑 を 建て、 七 年 夏に は 注文した 社殿 も出來 たので あるが 全く 竣工して 遷座 祭 を 行 ふ 

までに は 三年の 曰. 子 を 費した。 斯 くの 如く 一  時 VI 事 を 中止した 理由 は何處 にあったら うか。 

(一 ) 天 保 七八兩 年の 凶作であった こと。 雨 年と も 夏 秋の 候に 大 暴風雨で 米作 殆ど 稔ら ず、 濱松 侯に 於て 

も 七 年に は納 租の大 割引が ぁリ、 八 年に は 御手 元金 三百 兩 下賜 卽ち、 一人 宛 四 合 四 勺で ぁリ、 潰 家 

にも 夫々 金子が 惠 まれた、 大阪に 於け る 大鹽平 八 郞の亂 もこの 時で ある。 米 憤に 伴 ふ 物價の 騰贵と 

なリ、 諸 工事の 如き 遠 盧手控 となって 來た、 一方 凶年に つれて、 

(二) 寄附 金の 寄 リが惡 い。 旣に勸進のことを述べたが彼の寄附金は記帳はしてぁるが赏際は中々^^まら 

なくて-. 世話 をして くれる 人に 手紙 を 出した リ、 人 を 遣 はしたり して 十三 年まで も かかって 集めて 

ゐ るが この頃 は 特に 寄 リが惡 い。 次に は 

(三) 方朗 の病氣 である。 八 年 五月 十日 村 田 春 門の 子 大亮に 「昨年 四月 以來病 氣で靈 社の こと も 延引」 と 

ある。 この 四月と 云へば 碑の 周圍の 石垣の 出來た 時で ある。 以来 方 朗は輕 い 中風の 氣 味であった。 

方朗は 凶作で 民情 を 憂 ひつ つも また 自己の 病氣の 長引く の を 憂 ひ つ つも、 常に この 靈 社の ことが 念. H を 放れ 

なかった こと は その 寄 翰 等に よく 現れて ゐる。 

续ェ、 遷座 祭 

天 保 九 年 八月 二十日 頃に は 地鎮祭 を 執行して 愈々 社殿の 造營を 創める ことにな つた。 その 時の 所 詠 四 首 
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浦 安の 國 ぶりし るき 御世に 逢て いっき まつる か縣 居の 神 

縣 居の 御社 こそ は 貴 けれみ との 玉籬 つくり かためて 

君が代の 長月 かけて 御 舍も瑞 垣 もみな たち そめに けリ  . 

此 御殿 仕 へ む 日よ リ神 さびて うべ もくしび に 見 ゆるなる かも 

天 保 十 年の 年始 狀に r 縣居靈 社の 儀是迄 凶年で 旁々 延引いた して 居りし 處， 去年に 至り 最早 是 以上 延し難 

く 存じた から- 其 後述 リに 工事 を 急いで 本殿、 離 垣、 鳥居 等 を 建てた から 來春は 靈代を 造って 遷座 致した 

い」 と 江 戶の村 田大亮 に添甞 して ゐる. - 而し てこの 鳥居の 用材 は  一 ノ宫の 鈴 木 弾 正 (重 年の 子) のせ 附で池 

田 村 平野 十 太夫まで 送附 しそれ を この 靈 社まで 取 寄せた もの、 石垣用の濱名石は方朗の^^入野村竹村又右衞 

門の 盡 力に 據る ものである。 

十 年 三月 二十 二日 は 上棟式 遷座 •  二十 三日に 祝祭 を 行 ふ 運びまでに 進涉 した。 六寸及 三寸 五分の 錢各 1 W 

宛 は鍋屋 から 膦ひ、 白 茶 地金 蘭 半 幅 四 尺、 赤地 錦 二百 三十 三 坪、 欝金厶 五 尺、 飛 彈麻ー 疋とニ 丈 八 尺、 紅梅 

地 錦 半 幅 八 尺、 白 麻 八 尺、 赤 打 紐 六尺 八寸、 錦 旅 二 旒等は 笠井屋 から 求められた。 これら は r 縣居翁 9f 社幷 

碑 修造 入料雜 記」 に 記入され た 處を抄 した の で あるが、 なほ 「縣居 靈社遷 麼雜事 記」 には贺 茂大神 御社 祭 

式、 縣居 翁靈社 遷座 式、 同 祝祭の 式次第が 詳記 せられて ゐる" 而 して 臣下 庵 祝詞 紫な ど を 照合す るに この 三 

，しげち か 

祭の 祝詞 は 全部 方朗 作で、 遷座 式の 祝詞 奉讀は 方朗、 祝祭に は 藤 原 重愛 (五社の 神主) 贺 茂の 本社の 祭に は 

賀 茂政雅 (或は 同 政宽) が 勤めて ゐる。 而 して 遷鹿 式の 次第 書の 所に 「次、 神 靈乎奉 頂戴、 神 寶は御 刀 御 弓 


箭 * 御 梓、 御 鍾の類 こと 《遷 し 奉るべし」 と ある。 靈社 創立 當 時の 祌寶が 記して あるの も 見逃して はな 

ら ない。 三月 二十 八日に 方朗 はこの 狀況を 述べて 領主 忠邦 公に 奉告して ゐる。 

「一 箱 啓上 仕 侯 

殿様 益 御機嫌 能 被爲^ 御， 1- 恐悅 至極 奉存 候、 然者 御領 內 伊場 村賀茂 明祌 社中 縣居 翁靈 社造營 仕、 去 二十 二 

日 遷座、 翌 二十 三日 祝祭 仕 候、 以來 年々 祭儀 無 怠慢 相 勤 申 度奉存 候、 乍 恐 右 之 段 奉 申 上 候 • 〈且御 執 成 奉 願 

候、 恐惶 謹言 

三月 二十 八日  高 林舍人 (花 押) 

御納 P 中 様 

先 はこれ で、 文政 四 年 (二 四 八 一 ) 以來、 天 保 十 年 (二 四 九九.) まで 約 二十 年 も寢食 の^も 忘れる ことの 

出來 なかった 宿望が 逹 せられて 一 安心であった らう" 而し まだ ここに 永代 除 地の 社領と 同志 勸進 者を會 して 

の 大歌 會 とが 殘 されて ゐる。 次に 之 を 述べる。 

一水 代 除 地 

德川 時代に 於て は 神社に は 除 地と 云って 公租 御免の 土地 を 供物 料と して 領 せしめて 其の 社の 神官が^ 倾す 

るの が 例で ある。 己に 天 保 元年 二月 村 田 春 門 を 介しての 內 願文に も 「社 地と 世々 守らせん 爲の 供物 料の 田 ど 

ころ を 御 除 地に なし 賜 はらむ. 樣に はな リ 侍ら じ や」 と ある 通りで 方 朗は靈 社 永遠の 祭祀 を絕 たない やうに と 

云 ふ 遠い 愿リ があった。 
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彼の 碑の 靑 石が 運ばれた 頃 この 除 地に 就いて 濱 松の 寺社 御 役所に 願 出て ゐる。 卯ち 天 保 六 年 九月 四日に 公 

^の 差 紙に ょリ御 小納戶 所に 出. 頭して 笹本 三郞、 靑木源 兵衞ニ 氏に 面接す ると、 寄附 金の 狀況 及び その 不足 

額に-減いて、 また 舊來の 宮と新 宮殿との 繪圖の 提出 等に 就いて 話され、 この 除 地に 就いては 舊來 さう 云 ふ 額 

例が あるか、 其の 願 ひの 場所 等を圖 にして 提出す る やうに 命ぜられた。 方朗 からこの 話が あつたので この 

伊場 村の 岡 部 出 雲 は兼帶 庄屋の 飯 田次郞 平まで 出頭して、 その 地面 仕譯の 事に 就いて 談じ， てゐ る。 この おの 

十 一 日方朗 自身 も 飯 田 氏に 出. 一? いたが 留守で あつたので 引返して 濱 松の 御 小納戶 所へ 出頭して 除 地の 先例に 

つきて 調査 方 を 願った。 -.ra しこの 翌日に この 願書 は 筋 違 ひで あるとの 通知が あつたから 願お ろしに して、 飯 

田 氏 同道で 伊場の 社中に 趨き 繪圖の 下地な ど 作らせた。 十三 日夜 速 尺 町 油 屋に岡 部 出 雲、 飯 田次郞 平、 方朗 

三人 枏會 して 談合、 

「御 除 地 高 二 石 HI 少し 餘、 本 御 米 三 俵 二 斗 四 升餘」 

に 差 積った。 尤も 靈 社が 舊 來の賀 茂 社の 外に 造 立す る やうに なれば 納御米 は 五 俵 餘に願 ひ 度い からと て兩様 

の 下 害 を 作-, 製して 役人 靑山 氏に も 御覽に 入れて 內談 した、 十四日 は 朝早く 靑山氏 屋敷へ 行った が 登城 前で あ 

ク たから 御 小納戶 役所へ 出て、 

一 、 御 除 地 反別 帳 

一 、 御 年貢 引 米 高 勘定 帳  • 

昨日 作製した 各 二通 を 提出した。 やがて 靑山氏 も 來て靈 社 は 他に 建てる より は賀茂 社中に する 方が 御 國替等 


のあった 場合に 安全 策で あらう と 云 はれた から、 かの 納御米 三 俵 二 斗 四 升の 方 を 差 出し 御國替 等が あっても 

除 地 は永續 する， やう 伊場から 願 出る 心 組で ある 旨 を 申 上げる と 靑山氏 もこれ に 賛成した。 

この 除 地と 云 ふこと は 舊例を 尊重し * 一  方 領主の 收入 減と もなる ことで あらう から、 この 新しい 境 內社創 

立に は 中々 M 難であった らうと 想像す る。 その後 この 除 地の こと は 更に 見當 る記錄 がない。 而 るに 天 保 十一 

年 二月 九日 附の 方朗の 手紙に 

「(略) 然者 今般 御 除 地 願 之 儀に 付 消息文 一 章 各 樣方迄 呈上 仕 候 可 然御儀 被 思 食 候 はば 尊 御 備被下 候 様 仕度 

奉存 候、 乍 恐 宜御執 成 奉 願 候 (略)」 

と 云 ふ 秋元吉 順、 石 原 重 明兩士 宛の 書翰が ある、 而 して ここに 消息 一 章と ある もの は 詠草の 七 卷に收 めら れ 

てゐ る。 卯ち 前文に 於て は 前に 碑文の 下賜が あった-こと は 世に 稀な ことで 道の ため 後世の ため 永久に- r;A 獻ぁ 

る ことで ある、 而 るに 更に 銀 子まで も 賜った、 之 も 感謝に 堪 へない と 述べて， その 次に、 

「しか は あれ ど あして はと 思 ひ 給 ふるに よりて 岡 部の ともがらに 世々 まもらせん そのため 畑に まれ 田に ま 

000000000000000000000000000000000000  . 

れ そのと ころ を 御 のぞきに なして 賜 はらん 事 を ひたぶ るに こ ひねぎ まつる になん、 しかな してた ま はまし 

かば か， の 社の みとしろ となして ふる 事學 びのお ゃ祌 とたた へ て 年每に 末と ほく 千 萬 御代 も 常 磐に かき はに 

い つき まつらん たすけ ともなり まし、 かくね きま つらん は いたく かしこく なめげ なる 察ながら 必ずと こそ 

思 ふま まに こそい かで-/ \ 深く あつく あはれ みおも ほさん 事 を こ ひねぎ まつるな りかし、 あな かしこ、 

きさらぎの 九日の 比  方 朗 

第五 車 ^居 祌瓧 修造 記  九 六 五 


お 五 編 歿後の 迫 慕崇拜 及び 其の 精 i: の發？ is  九-: ハ-; ハ. 

秋 元 吉順君 

石 原 重 明君 御 もとへ」 

是 等に つて 方朗が 領主 忠邦 公に 除 地 願の 申達 方 を 願った こと 及び その 除 地 を 設け 度い 熱烈な 趣意 も 明かと 

なる。 その後 この 件 はどうな つた もの か 判然し ない。 弘化ニ 年 二月まで 控 へて ある 書翰 控 にもる の 他に も關 

係 資料 は 見當ら ない。 この 年 九月に は 忠邦は 蟄居 を 命ぜられ、 翌 三年 八月に は 出 羽へ 所替 となり 方朗 もこの 

年に 歿した ので あるから、 大方 このままで 沙汰 止みと なって 了って、 この 方面に 於け る 方朗の 努力 は 水泡に 

歸 したので あらう。 人 「の縣 居 神社の 神官 大贺翁 も社領 のあった こと 聞かない と 申されて ゐる。 

靈社々 頭の 歌 會 

已に靈 社殿、 建碑 等 も 落成し 方 朗老も 先 づは安 培で あるが 落成 記念と して 柬 西の 古 學者 を^め て 大歌 會を 

催して 結末と したいと は 念願であった。 遷座 祭 は 天 保 十 年で、 十二 年 (十一 年の 日記 は缺 けて ゐ るし、 詠草 

等に もこの 年の こと は少 い) 閱 正月 二十 九日 眞 蔭と 有賀豊 秋と は 伊達方の 石 川 依 平 を 訪ねて 

「三月 十七 日、 濱 松に 於て 歌會、 兼題 は 社頭 花 一 題. この 通知 廻章 は 依 平、 廣伴、 高 林 三名述 名で 高 林 家 

から 廻文 所々 へ 差 出し、 縣居 靈社祌 田の 代金 * 並に 御 碑石 垣 代 凡そ 三十 金計勸 進の こと は 歌 會の節 衆評で 

定める」 

と 談合した。 .， ^るに たまく 前將 箪家齊 公が 亮 去した ので 停止の 令が ぁリ、 從っ てこの 歌 會も遠 $ ^する こと 

となった。 この 旨 は 三月 十三 日に 高 林 家から 通知して 依 平の 返事 は 二十 一 日附で 出て ゐる。 


「御 停止に 就いて 延引の 旨 は 承知した、 御 停止 明け 次第 廻 文で 知らせる 旨 も 承知した。 今 中に 明けても 

都合 も あるから 來月 中旬 頃に して 欲しい、 この 邊で 參會 希望者 は 可な リ 多い、 嶋田 方面へ も 小生より 内々 

通じ 置き 次に 廻文が 來 ると いふ 段 取に して 欲しい" 兼題 「社 .H 花」 では 四月の 會には 如何 かと 思 ふが 而し 

延期した ことで あるから 別に 差 支 も ある ま いと 思 ふ。」 

この 社頭 歌會の 資料 はこれ ょリ外 更に 見 當らな い。 詠草に も 支出 控帳 にも 相當 する 記事がない から-大方 來年 

まで 延期と 云 ふこと になった もので あらう と 推定され る。 卯ち、 

天 保 十一 一一 年 方朗， 七. 十四 歳の 二月 五日. 例の 梅 谷 本陣に 至 つて 「三月 五日 縣居靈 社々 頭會を 催す にっき <IHWr 

借用 を 願 ひ 度い， 一 と 後家 (義 品の 未亡人で あらう) に 申込んだ 三月 五日 高 林 家で は 方朗、 豊魔 父子、 門人 

豊秋を 述れて 梅 谷 氏に 至り 諸 準備 萬 端に 忙殺された、 六日に は 雅客が 追々 參摧し 合せて 三十 三人、 その外 歌 

を 寄す る もの 四十 五 人 * 祭式 等 も 濟んで 夕方から 歌會 式が 始 つて，； 仪 十二時まで かかり，、 それから 酒宴に 移リ 

n 出 頃に 至った， 七日に も 十 人 許 居殘り 雅談に 花が く、 豊臢、 豊秋兩 人に て 後始末 を 著け た" 费闹總 額 四 

兩 三分 三 朱， 錢 二百 二十 五文リ 

この 歌會 の記錄 は、 氣魄 宏大に して 皇國 精神に 燃えて ゐる萬 葉 調 歌人 八 木 美 德 の 番 ける 「縣！ is 翁靈社 1i 

宴 歌壤」 である。 その 序を觀 ると 美德の 面目が 躍如と して ゐる。 

詠 花 歌 並 序 

天 保 十三 年 三月 六 曰、 臣下 庵 老翁 招，， 友 生 r 會：， 于 濱松驛 r 慕，， 縣居 先生 之德 一也" 學，， 本敎ー 者、 歌，， 古風， 者、 舉 

第五 い 縣 居神瓧 修造 _s  .  九. 1パ 七 


^五锔 歿後の 追 ic;! 崇拜 及び 其の 精神の 發揚  九六パ 

至。 是日 也、 天氣 玉燭、 奢 櫻 敷，， 花 於 春 林 ハ隅鳥 流- 1 音 於芳園 r 乃 置，， 酒淸筵 1 以爲ニ 翫古之 飲 宴： 相 與謂， 之 曰。 

i| 曰 者 先生 收， 1 神道 之將, 墜、 桝, 舊辭之 未, 絕、 高 振，， 金玉 之 聲ハ寥 M 亮於 四海？ 於， 是 天下 之 人、 復 知，， 斯道 之 

可 •> 尊矣" 若 夫 吾曹學 者、 生，， 大和 之 世： 飽 M 無爲之 政べ 天皇 之靈 也、 而知 S 其 所 H 以爲二 天皇 之靈 1 者、 先生 之 賜 

i\  11 ナカ リセ， ハ 

也り 愛 有 二八 木 美 德者ハ 在 M 下風 r 奪， 腕 進 曰、 嗟 乎 我等 雖 二 微賤 農毗： 天皇 之臣 也、 而囊 微-- 先生： 殆儒佛 之 奴 

隸耳。 于， 時 白日 旣匿、 繼以， 1 蘭膏ハ 杯酒數 行、 M 按 亂錯、 各賦 M 賞 花 之 歌 r 遂仍 二太宰 梅花 之 昔 儀-記 二傻松 今. 

之 新作； 其詞 日、  八 木 美徳 

樱開、 能 日影 爾、 生 出 且、 美 佐 袁爾爾 保 布、 都 保 須美禮 可 聞。 

象 題 花 

まさか リに句 ふ 櫻の 白雲 やわき いかづちの 神 もめ づらむ  方  m 

なり. 出で し祌 代ながら に 開 耶姬、 花に みたまや 幸 ひ ぬらむ  廣  作 

朝日 かげ さす や 岡べ の樱花 笑み 盛 えても 句 ふ 春 かな  依  平 

朝日 かげた ださす 岡の 神 垣に 今を卷 ベと 句 ふはつ 花  其  邦 

立て 居て 見. れ ども あかず 櫻 花 吾れ は歸ら じ眞日 はくる とも  忠  ^ 

束 山に もみ ぢ 見る 

ひむ がしの 山に 句へ るき ぬがき" は 夕日に 句 ふ 紅 衆な.^ けリ  美  秘 

兼題 出 詠 者 住所氏名 
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見神 
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石 

主 

営 

見 
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直 昭 

敬 昌 

信 景 

秀 雄 

知 來 

高 久 

利 泰 

千 尋 

弘 道 

保 義 

^ 信 


1^ 松 藩 中 

拜鄕鏠 殿 

濱松藩 中 

鈴 木 壇 右衞門 

地頭 方 村 駒 形 y 主 

日 坂 八幡 神主 男 

朝比奈 榮 

三 河 八幡 釋 

知敎院 

佐 野 郡 鴨 方 村 

田 中 乙 松 

周 智郡森 町村 

小 野 a 右衞門 

敷 知 郡 鶴 代 村 

夏 目. cfflv 藏 

長上 郡 有 玉 村 

袴田 長 五郎 

験 府 

巾： 中 安 兵 衞 

掛川驛 

今 駒 儀兵衞 

濱松驛 

米治郞 


濱松藩 中 

水 野 小 河三郞 

ら 濱松藩 中 

保 ダ高津 新 平 

ミ <r 周 智郡山 梨 村 

J  4 西 尾 豊 治 郞 

き I 門 屋村高 松 神主 男 

t  中 山 政 司 

宣 光 

ヌ タ、 佐 野 郡 乘地村 

F  f 賀茂 五郎 左衞門 ： 


勝 彥 


城 東 郡 赤土 村 

拷田友 三 郎 

i  t 長上 郡 內野村 

豊 タ 横 田 *』 兵 衞 


長 奧 


駿 府 

多寶院 

f  金 谷 驛 

r 足 野 崎 佐兵衞 

で I 見 驛 

0 曰 S 內山理 兵 衞 

初瀨女 中， I 水 秋 鹿 內匠妻 


き n 

， 

政 

淸 

友 


行 

道 


秀 

賢 


や ほ 女 


九 七 〇 

演松藩 中 

水 野 志、 律 馬 

門 屋村高 松 神主 

中 山將監 

周智郡  一 ノ宮祌 主 男 

鈴 木 千代 之 進 

横 須賀三 社 神主 男 

十 束 邦太郞 

佐 野 郡 吉岡村 

村 松 孫兵衞 

周 智郡粟 415 村 

堀 尾 休八郞 

豊田郡 川 袋 村 

長 谷川 虎二郎 

長上 郡 有 玉 村 

吉 田 長 左衞門 

駿 府 

松 木 善 右衞門 

せ 驛 

榛 葉 淸右衞 門 

濱松 1^ 

樋 口 彌 右ェ衞 

横須贺 

戶塚石 見 母 
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紀_^ 


千 4.- 女 ^1;! 川 驛 

，， ^つ-竹 內玄撮 母 

濱松驛 

/重^ 乘松甚 助 妻 


三重 女 

伊 勢 


天 宫 

中 村 卯 右衞門 妻 

濱松驛 

伊勢 尾 多 右衞円 W 


ぅ长， i^!: 挂" パ驛 

ォ々 大庭代 助 妻 

へ ..j 濱松驛 

一- y 樋 口 彌右衞 門 母 

濱松驛 

吉野屋 五 郞兵衞 後家 

その他の 高 林 家と 靈社 

靈 社が 落成して この 社頭 大歌 會が 濟ん でから、 靈社は 全く 岡 部 家の 方に 移って 祭；^ 等 も 取 行 はれて 來た？ 

うで あるが、 而し高 林 家に 於て は そ GIS つ-て II 列して 祭式に 預 患の is 支辨 して ゐる。 人 

料 i 直る と每年 支出して 嘉永五 年に 至って t。 大方 これ は その後 も 温 If られ たもので あらう 

と 报 測す る ものである 0 
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二. 力 十五 日、 村 H 泰 S: を 介して 領主 水 野忠邦 公に 霧瓧 修造 及 建碑に ついて 內 ^ナ„ 

.  九 七 一 


2   4   9  4 


31 天 
午^  保 

癸 . 天 
已 に 1 保 

お SlJg^raQ ゆん' 

十 

忌 

十 十 十 十九 九 九 

2  4 


^  n  ^ 


n 月 月 


月爿 ニニ  二月 月 二-" -っ a 月月 

二  — 十 十 十 二" 十—  一 1 4し / 
一— 一九 六 六十— F 九十 十七 九 八 


n  ^ 力' 

三 1 十 
十 


十 


"1； 少: J  ニニ^ 

十八 三+ 一 卜 四 
—— 七 一 


t ル五糈 残 後の？ F1 慕崇拜 及び 其の 精神の 發揚  -  九 七 二 


日 水 野忠. 邦 公の 碑文 を 頂戴、 八日 所々 へ^ 狀。 

日 方 朗獨り 伊！！ 村 K 茂^に 至 リ瓧地 見 立； 

日 關 大和 有 玉 村に 來訪 靈瓧に 就いて 談ず" 

日 修造 料に 就き 公儀より 問合せ、 返事に 十 w 日 G 江戸 便に に 介に せよ と 

日 普 群 を 依 平の 所に 造に す、 九日 小栗廣 伴と ME 武 雄へ も 出狀。 

日 方朗、 廣伴、 武雄、 依 平、 毒 治參 ffir 碑、 瓧殿、 ©s^u キ にっきて 談 介、 

打 揃って 瓧地見 立， 賀茂 社中と 決す、 十 一 日夕 方 岡 部 次 耶左衛 門の 尺對 

ぁリ。 

日 大體 の計憲 を 述べ 勸 や；！ 方法 を 害 付けて eg 出. つ、 十 gin 便に て 江 1:^ に S§is5^ 

せらる。 


ヌ S 瓧 修造 勸進碟 成る 發願者 奢 名す。 

日 吉魔を 使と して 束方勸 i! にっき 問 介せ。 

日 廣 伴に 使 を 出して 勸. 用の 害： 扇 等を受 く。 

日 連 尺 伊勢屋 (植 口， に 依 平と 合ひ勸 進に 四 月 中句と す。 

日 濱松 侯の 士畔柳 氏に 勸進 依頼。 

日 天 飽川靑 石 採 索の ため 藤、 普： 秋 出發、 十三 日 St 宅。 

日 濱松の^！？士勸進に應ず。 

日 靑石子 安川 5;^ に 著く。 

日 靑石を 五社まで 一!T ふ。 

日 靈 設立 願 香の 內 を 神^ 氏に 頸 ふ。 

甸 勸進 にっきて の 豫吿廻 帝 T ど 出す。 

日 勸進 にっき 伎 平に 飛脚 を 出す、 返 な I。 

日 豊秋を 依 平に 造 はし 談合。 この 月 二十 八、 九日 來る ことに 決す。 

0 勸進は 七月 下句まで 延期せ よと 依 平よ リ 通知 ぁリ。 

日 勸逸 遍歷願 提出。 

日 神 あれば 我 身に 請 くると 云 ふ 替紙を 岡 部 出 ® に 出す 

日 勸；^ 「！ 明日 出發の 届出。 

n 勸 進出 發、 廣伴 同伴、 この 夜より 數日柳 園. それよ リー 一： 十 ttti?, 所 々勸返 


2       4       9  5 


九 
さ 


六 


乙 未 


0 


九 七 t 

十 it 配： 

十 一 月 二十 七 1 

十 一 月 二十 八 1 


H  Ba. 十 

- J  二 丄 

-J  二 

七 力 二 

七爿 二 

gj- 七 tR^  TOT 

八 B;; 七 

八 十七 

八 二 十四 


二 

十 二 

十 五 

十四 

十九 


八 二 

八月 二 

八月 二 

八 i  二 

九 月 

九 H? 

九 

九 

九 月 

九 J 


十 五 

十七 

十八 

十九 

四 ： 

十 一 ： 

十 三 ： 

十 四 

二 十 


4t 宅、 5^ 村の 届出。 

發顏者 五 瓧に會 合、 色々 の 設計 をな す。 鳥居 瓧殿 等。 

蘭 氏の 分擔 とす。 

方 朗褂塚 の 蘭 氏に 至リ 瓧殿 に つ さ？！ g 合。 後瓧殿 は 掛！； f に て 作ら す _ 

は 止めと なる。  , 

掛 5^ の 小 杉屋に 更に 碑の 靑石 を 註 文 す。 


Is- 遍 


九 二 十 一 

十 二十 七 


^ニ勸 進の 願書 提出。 

二十 五日 勸 進出 發の 届出。 

出發. 遠 江の 東南 部 十五 1 

$1 宅、 十日 届出。 

濱松勸 逸、 五瓧に 於て 相談。 

禪瓧 設立 の 公の 潁書 提出に つ き 革 稿 を 岡 部 出 S に 示す。 

腐 寄 提出、 ？ S 設計 誉に四 年 十. の 書 -3 を も へ て。 

碑の 靑石發 2? されし を 聞く。  f 笫 二の もの、 卽ち 現存の 碑石) 

大 ェ伊兵 衛 に瓧殿 を！^ き 他の 建築 H  を賴 む。 

靑. 石 見 分に 中 野 町に 至る。 

勸； 殘金藥 金 の た め 普 群を逍 は す。 

靑石 運搬の こと を方朗 より 靑山氏 に^む。 

靑石 運び 三十 人 か 、リ にて 天 飽の堤 を 越した るの み。 

人足 一二 十三 人、 靑石を 辛うじて 七 軒 町 板屋^で 迷ぶ。 

岡 it の 石 H を賴 む。  - 

r^- 殿の 檢圔 1- 提出せ よ、 £1^地の甚^ゃ.-,1べ よ と 公 依よ リ せし ぁリ。 

靑 石&瓧 中に ぶ。 

植 松の 俊 W 氏に 至 リ ほ.？； -蓄^ を 問 はむ とす、 留 守。 

名古屋 へ 社殿^ 文 泊 ai に て ^山 氏 出 雲と 會 して 地に つ き 相談 • 

, は 地の 反別 帳、 引 米 S 帳 提出。 

岡 崎 の 右ェを つ れ て 伊. t の 瓧中 に 至 リて黹 ft は し む。 

碑に 忠邦 公の 準 a を 貼付く？  二十 二日よ リ石 H に 病人 出づ。 

碑 の 裏 文字 彫？ リ さ ら へ を な す。 
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第 四 境內社 縣居靈 社よ リ縣 社縣居 神社 まて 

左に 年代 顺に 示す は 現縣居 神社々 司大贺 辰太郞 翁の 記錄 せる 處を 主と し、 更に 山 崎 常 II- 翁の 保存 資料に 據 

る。 現在の 社 格 を 具へ 規模 を 成す までに は 方 明 以下 幾多の 人士の 犧牲 的- 婢援 に據る ものなる こと を 銘記し な 


くて はなら な い。 

慶應四 年 (明治 元年) 二 五 二八。 

〇 遠 江 一 阆の靑 年 勤王 軍 報 國隊の 勢 揃 は 五社に 於て し、 それより 靈 社頭. に 翁の 靈を拜 して 西 行して 

. 征柬 軍に 參加 する。 

〇縣 居 文庫 建設の 計畫が 今の 岡部讓 翁の 父 政 美、 桑原 眞淸ニ 氏に よって 立てられ 旣に 材木の 用意 ま 

でな して 社 邊に積 置か： れ たこと も ある。 此時 印刷した る圖眷 獻納の 慕疏が ある 答。 . 

〇 縣居翁 百年 忌 を 執行しょう として 岡 部 次 郞左衞 門 (前記の 政 美) と 翁の 生家 岡 部 與三郞 とに よつ 

て 準備せられ たが、 今 はそんな こと を 行 ふ 時勢で はない。 生きた 百年 忌の 行 はれて ゐる 時で ある 

と 云 ふ 平 田鐵胤 翁の 一 喝に會 つて 中止。 

明治 十五 年、 二 五 四 二。 

來 海道 線の 開通に より， 品 川 東海 寺の 墓所 は 移轉の 止むな きに 至リ、 今の 紅 紫 山に 新たに 普む、 長 

谷川 成 雄 (令の 誠心 高 女 校主 長 谷川 氏の 尊父、 磐 田 郡 川 袋の 出身、 海軍 主計 大監， 平 rai 鵜 胤 e: 人) 

佐 藤 信 i ス濱松 田 町 分 器稻荷 社の 神職 家、 眞淵翁 梅 谷 氏に 養子 するとき の 世話人の 家) _ 柳 氏 典 裸身 

とな-りて 遺骨 を 移し ま つる。 

明治 十六 年  . 

二月 二十 七日 贈 正 四 位、 位記 は 江戶に 於け る 翁の 相 續者賀 茂百樹 氏に 賜 はる。 

第五 章 腐 居 神社 修造 記  九 七" i 


第五 編 歿後の 追慕 崇拜 及び 其の 精 i: の發揚  九 七-; ハ 

明治 十七 年 

縣居靈 社 を 改めて 縣居祌 社の 社號 許可 さる。 

明治 十八 年  • 

四月 二十 三日 井上毅 先生 伊場の 靈 社に 參拜 して 社殿に 次の 詩 を 誌す。  . 

蓊欝森 深 古廊中 凄 愴自使 賽人崇 

吾 國尙義 冠異國 新道 斯典斯 有 翁 

乙 酉 四月 二十 三日 毅題 

明治 三十 八 年 

〇 十一 月 十八 日爾從 三位 

〇 十二お 七日 紅葉 山 墓前 躓 位 報告 祭、 宣命奉 讀掌典 宫地嚴 夫 氏。 

〇 十二月 十日 頃鄕里 伊場の 靈 社に 於ても 贈位 報 吿祭を 行 ふと 云ふ議 起る。 教育家 石山 逸 八、 大贺辰 

太郞、 祌職吉 田 良 太 郞三氏 主唱す る、 吉田氏は神職界側の都合にょり中ごろ脫^^。 遂に 十七 日に 

至 リ舉. 行。 この 社 前 報告 祭に は多賀 神社 宮司 岡 部讓氏 祝詞 を奉讀 し、 五社の 中 敎院に 於て 翁に 關 

する 講演 をな す、 同時に 平野 又十郞 宅に 於て 遺墨 展覽會 を 行 ふ.。 

明治 三十 九 年 (力) 

濱 松の 醫師熊 谷 氏の 案內で 帝大敎 授醫學 博士 弘田 長氏靈 社參拜 して 靈 社に 對 する 地方 民の 等閑 を 


明治 四十 年 

〇 寄附 金に より 鳥居の 取換へ、 屋根の 葺換 をな す。 

〇 縣居 遺跡 保存 會 成立す、 後 これ は 縣居會 と 改稱。 

〇 この頃よ リ縣社 昇格 蓮 動が 起る。 桑原 楣雄氏 主唱。 

〇 十月 十三 日本 縣 神職 會 開かれ、 議長 山 崎 常 磐、 參事竹 間淸臣 (淺間 社 宮司) 雨氏從 紫、 全 會 一致 を 

以て 左記 決議す。 

一、 縣居 神社 臨時 大祭 を 執行す るの 件 

二、 右 大祭 後 大家の 講演 會を 開き、 遺墨 展覽會 を も 開く 件 

〇 毎年 十月 三十日 伊 鴨 小學校 (今の 縣居祌 社の 地) に 於て 講演 會を 開く。 

〇 十一 月 十七 日、 臨時 祭 執行、 本縣 神職 會 主催、 山 崎 常 磐、 大贺、 石山 兩氏等 車ら 事に 當る。 竹 間 

淸臣 祝詞 を奉讀 し、 來賓李 家 知事 • 丹 羽 聯隊娃 、 翁の 後嗣 賀茂 靖國 神社 伊柬、 高 柳 兩代謎 

士等 二百 餘名參 列。 

文學 博士 上田 萬 年の 講演 會及 遺墨 展覽會 は 同市 演武 館に 開かる。 

明治 四十 五 年 

六月 西小學 校に 於て 昇格に 就きての 相談 會。 

00 縣居 神： 修 九 七 t 
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大正 二 年 

〇 六月 二十 五日、 東京 賀茂 靖國 神社 宫司 官舍に 於て、 主人、 岡 部讓、 竹 間 淸臣、 後藤 秀徳、 山 崎 常 

, 磐 諸氏 協議 一、 賀茂祌 社へ 合祀 昇格の 件 (之 は獨立 社と する ことに 變更 せらる) 一、 本殿 拜殿 

改築の 件 一 、 文庫 設立の 件 を 決す。 斯くて 山 崎 氏 は 濱松縣 居會に 交渉し、 東京の 內務^ 方面 は 

賀茂氏 主として 當る ことと なる つ 

三、 七、 八月 頃同樣 相談 會、 參加 者、 桑原 楣雄、 賀茂 百樹、 岡 部讓、 小 西 市長、 久保田 銀次郞 (助 

役) 梅谷甚 三郞、 堀 重 里 (S5 緣赌财 齡 §) 小 原 右馬允 < ^商業 學 校長 ヒ，^ 山 逸 A  (M 松敎 育會長 } 

大賀 辰太郞 (西 小學 校長) の 諸氏 出席。 

大正. 四 年 

〇 大正 天皇 御大 典 記念 事業と して 縣社 昇格 を 園る ために、 社 地- 社殿 を移轉 する を發 表する、 會長 

內務 部長 上田 萬 平、 副會 長學務 課長 二 荒 芳德、 小 西 市長 

總裁德 川 達 孝 伯。 

〇 十月 三十日 例祭、 獨立 移轉、 社 地、 社殿の 造 營等を 行 ふ 旨の 報告 祭 を 行み。 

〇 伊場 村賀茂 社の 境內 社よ リ 今の 縣居祌 社の 地に 移 轉獨立 を 出願す る。 新 社 創立 は ある もこの ii^ 例 

は 無い とのこと にて 內 務^の 許可 遲延 する。 而し 地方 民と して は 移 轉獨立 を 希望す る。 許可の 指 

令 遷延す る こと 數年。 


大正 七 年 

〇 先き に 移轉獨 立の 許可 あるら しき 內 報が あり、 成るべく なれ. ば縣居 翁の 誕生日 十一 月 二十 七日 

(舊暦 を 改めて) の日附 にされ 度き 旨を內 申して 遂に この 日に 許可の 指令が ある。 

〇 舊伊鴨 校 は 西小學 校と なリ て移轉 し、 その 敷地 は その 儘に して 置かれ 度き 旨 を 申入れ き、 この 

市有地 一千 有 坪を祌 社に 無償 寄附され 度い 旨 を 願 出て 許可と なる。 ここ はもと 天 宮の社 地と、 眞 

淵 翁 生家の 所有 山林と であった。 . 

プ正九 年 

一、 寄附 金に つき 依然 速 動 を つづく、 山 崎 常 磐 氏 特に 奔走し， 卒先 多額の 寄附 をな す。 

一、 三月 二十日 移 轉鎭座 祭、 方朗 等の 建てし 小 祠と忠 邦の 碑の み 淋しく 移さる" 

一、 移 轉の年 欺の 延期 を 願 ふ" 而し事 實は舊 社殿 を 移して あるが 新築 成らざる ため。 

大正 十 年 

演松 裁判所 檢事 a5 倉 龍 治 氏 は 翁の 崇拜 者に して 渡邊巿 長と 談じ、 市 靑年會 長の 奉仕 を 求め、 寄附 

金募壤 一 萬餘阒 を巿內 から 得た。 

火 正 十一 年 

〇 同じく 延期の 願 出"" 

〇 本年よ リ 祭典に は 市 內學校 生徒 全部 參拜 する ことと なる。 

第五 章 居 神 瓧 修造 記-  ,  九 七 九 


笫五編 歿後の 追慕 崇敬 及び 其の 精神の 發投  九 八 〇 

大正 十二 年 七 n ^地鎮祭。 

大正 十三 年 

郡 市長 會議の 時渡邊 市長 は 全 縣下小 學校兒 童よ リ金 一 錢宛 寄附の 了解 を 得 • て 七 千 餘閬を 得た。 

社殿 完成、 移 轉{ 元 了、 巿靑 年會の 奉仕が 預 つて 力が ある。 

昭和 二 年 

十一月 二十 三日、 從來 昇格 願 度々 出願せ しも 願書 不備 却下、 この 日 最後の 出願、 署名 者 市長、 巿 

會 議員、 その他。 

昭 和 三 年 

十一月 二 日、 縣社 昇格 許可、 內務 大臣 望月 圭介。 

昭和 五 年 

五月 三十 一 日、 今上陛下 縣下御 巡幸の 際 勅使 參向、 子爵 本 田 猶ー郞 閣下。 

德 富蘇峯 (著 原 正 敬) 「縣居 神社」 の 額を拜 殿に 揭ぐ。 (？. ^不明〕 
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1、 始めて 滿に 接す。 ま滿 五十 四 

0C 或は 是 より 以前に 接して ゐる 

かも 判らない が、 文 默上之 を 始め 

とす， る— 

一、 この 年より 所 詠が 見られる。 政 

藤 名。  . 

一、 九月 十八 日 濱松楗 口 家 歌 會に國 

頭 方 塾 等 十四 人と 共に 詠む。 (中 

村 家蔵)  

一 、 十 政 藤と あろ。 

一、 十一 月. 政 成と あ る。 


、 四 B- 五日 神 立 瓧雜會 出席、 政 成 

、 八 J 二十 三日 濱松 柳渐 方塾亭 歌 

會に 出席。 

、 九 J 四日 愛妻に 死別す。 これよ 

リ前 同族 政 の 養子と なリ、 その 

女 を窭 とす。 卽ち 之で ある。 ここ 

に 於て 言 の 僧と ならう ム して ハグ 

母 許さず。 (岡 部 日記) 


濱松 本陣 梅 谷 甚三郎 方 良の 子と な 

る。 家名 市左衞 門を稱 する に 至る。 

_#栖 と 云へ る はこれ からで あらう。 
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保^ 歿す。 五十 七。， 

, 1. な^ 庵の 母方の 叔ー 

父 ：>  一 

0  -  J  一 


、 物徂徠 歿す。 六十 

三。 

、 九月， 十四日、 在滿ニ 

十三 歳 國ゅ校 創立の 了 

解 を 得る 爲に 出府。 か 

くて 江戸に 定住す。 


問 九 


一、 五 J 七 n、 本 居宣長 

生る。 

一、 iij^ 滿 中風に かかる。 

一、 十一 ヌ吉 宗、 子宗武 

に W 安 邸 を 賜 ふ。 

四月、 江戸 大火。 


一、 八 六 ロ擬元 上皇 崩 

ず。 御 鼓 七十 九。 

閏五カ 

1、 正 力 ^ほ 蜂起 米 商 を 

翁 ふ。 


、 八月 七日、 濱松在 入 野 村 臨 江 寺 

に 秋の 花見の 雅. せ あり、 出席 e こ 

の 時寐栖 の-名で S!f して ゐる 國頭、 

方塾等！^席。 


、 十四日 父 政 信 歿す、 七十 

鼓。 法名 宗閉 居士。 岡 部 家譜 七十 

九 歳と ある。 


、 三 十六 日 以前、 荷 W 泰滿に 入 

門。 京に 在りて 學ぶ。 

、 三 tH- 十六 日 か 茂 赤栖と ある パ荷 


九 
八 
八 


\2  、？ „  、 、 、へ 出國の 、 

七 I' 五. g 四 三 三 る 席 頭戶三 

月 f-g 力' 月 時す 、缀月 
に g 二  二に 上 あ 。蒙督 、 

は! J 日 十:;： 京リ詩 庵師遠 
荷き 出 日 淵 荷 J 名 、の 州 
田 立 j おお 田 淞方靑 袋 
家 濱 城 家 城 塾楓井 


に 松 
居 に 
ら 歸 
ず 省 


名 あ 就 
か' リ く 

見 °  。 


る 


お 


e 等亭在 
。のに 縑 
茂 先 於 田 
陵 輩て 神 
と と大明 
も 共維宫 
い に會 i§ 


一、 三月 二十 一 日 樱町天 

皇受禪 e 

I  , 四 三日、 信 名稻荷 

:1^-公 事に よつ て 出府 e 

(元 文 五 年ニ 四 〇〇 ま 

で 在府。 その 日記 は 江 

戶在 府中 門 之 日記 二 

十八 册が ある。) 

一、 十月 壺井義 智 歿す。 

七十 九，^ 

一-十一 H?JI 一日 卽位。 


、 正月 十六 日 巳に 荷 S 家に 居る。 

、 正 力 十六 日、 二月 十 六日、 三 《R 

十六 日、 その 名 UK 淵との み 出て ゐ 

る ！- 留誊) 

、 四月 二十 九日、 岡 部與ー 鴨淵滿 

と あり。 (大两 家 日 次 案 記 J 

この 日； # 滞..：，？. で IE 人 一 酋の 講義 を 

なす。 以來引 I ^く。 

、 九 《q 十六 日に は 荷 田家に 在る。 

、 十 頃濱 松に 省したら しい。 

(翌. 年卷 上京した ので あらう。 ：> 

(第三 回歸 省) 


第-: ハ糯 一お m  if 


九 八 九 


3 

9 

3 


癸丑 

三十 

七 歳 


W 家 稽 古. 曾お *:> 

、 四 J 十六 日、 栖、 淵 滿の兩 名 

併用、 五 十六 日 も, じ e 

、 九 B;^ 十三 日 A 淵の 名， 初見 (大西 

家 日 次 奢 記) 

、 十一月 十六 日 源 淵滿及 淵兩名 

併稱。 (右 留香) 

、 年末 渡 松に 5^ 省 し た やうで あ る 

(第 一 回歸 省) 


享保 

十九 

甲 寅 

三十 


1 、 四ヌ、 紀伊國屋 文 左 

衞門 死す。 

一 、 八月、 室 鳩 i 残す る 

七十 七。 

橘 千 藤 生る。 


、 國頭 子國^ 上京して 赛 

滿の 門に 入る.^  (腐 淵に 入 

門せ る は 元 文 頃 か) 


：397 


：396 


—四 丁  二 元 
歳 十 巳  文 


歲四 丙 元元 
十 辰  文 


一回の 來 非-年 は 、 、 

m  、歸 葬な 。四 こ 四 香 
滿十省 儀ん一, 十の；^ 法 
追^りに' 一い 一時 末 第 
i^-t もとで 歳の ^if— 
歌 三 列 あやの 紀省期 
會日 しる あ 11$ 行 、 、 
に 、 てが か と 。西 本 
出濱 ゐ 、らせ 之歸年 
席 松 な七さるを^？ま 
e 柳 い 力ま 從次 f て: 
瀨 e 初に 來 のな 

方 ^(Dfycojc 
塾 tit 春き 說文 4 
亭 四 滿ては ニ^ 


、 三 力 類^ 國史の 校訂 

、 四月 二十 八日 改元 

、 七月ニ日^；^滿歿す。 

--、 4" , し。 

、 七月 伊藤 束涯 歿す。 

六十 七 e 


；、 三 H; 十 g: 信 名 江戸に 

於て お とせ ふ。 在 M 

は こ 9 顷 令の 講義 をな 

して ゐる e 

一 、 四月 中 御門 上皇 崩ず 

閬十 一 月 


九九 0 


17 核 J  。加 

も 直£  m 
後の 5 拔 
J 門 2^ 直 
尺1 歌 

と saw  PIM 
な 。ご (/) 

"ot. 著 

し,""^ 述 
は を 
是 成 

1、 寄法笫 二期に 入る、 钗暦九 年 六 

十三 歳まで e 

一 , 二月 二十 九日、 杉浦國 頭、 鈴 木 七 

右衞 門よ リ荷田 信 名宛， 6; 淵 江戸 

下向の u::!  9 狀來 る。 (信 名の 日記) 


、 三： 十四日 江戸に 入る。 同 十七 

日 在滿の 家で その 講義 を聽 く。 同 

四月 七日、 同家で、 百 人 一 首 評 解 

の 主任 講師。 この 會は 木鄉 ？ぉ 島樹 

木 谷 坂 上りた てよ リ. 一 ハ七軒 H の 在 

^ の 家と 神 3 叨 神の 芝 崎 家と にて 

交互に 五ケ J に 一 ユリ、 十三 回に も 

及ぶ。 (俾記 安 料) 從來 出府 を 元 文 

三年と する は 非。 

、 七月 二日 信 名の 家の 春滿 一周忌 

に參 ず。 

、 七月 二十 八日 以後 神 W 明 神 芝 崎 

家に 止宿す る ことと なる。 

、 十 一 月 二十日、 上^ 國巿原 郡 菊 

間鄉 八幡 主 极本大 炊 頭 平 治 胤 

方に 來年 正. 力 中頃まで の 約に て 引 

越す。 


2399 


2398 


三 四 巳 四 
歳 十 未 


二 四 
鼓 十 


戊 
午 


兀 
文 


に 二一 杉 釋會受 、舍、 狡、 

J 沛及 を け 十 再 十 在 

る 二 四 國大拜 て一 興一 C 滿 

。十日 滿嘗觀 月 °J 六の 
七 濱之會 し 町 、 櫻 十 父 
日 松 を 便 、天 在 町 八 高 

共に 助:;!; e 大皇滿 天 e 惟 
に 寄く を 嘗の慕 皇 ？ } 
濱り 。著 曾 大命 大 S 
松 十 十す 具嘗を 嘗 5 


九 
九 


腐 川 古 益 、 
？ 1 袋 道^ 四 
日 村 は 名月 
記の 絨簿小 
レ出も 3 を 野 
身 遠 送 古 
'tf. リ i^; 
』 入ハ 
l"J 天 f"Hvk 
人 fl す 谷 
錄 河る 川 
及 口  。謙 


出 、行 こ翌 こめ 、 

づ十 はの 年の て 荷 
。一れ 頃の 年 萬 田 
^居 在 六の 葉 信 
在つ 滿^ 春會名 
滿 ての 十以第 等 
の 之 令七來 二と 
江に 義 日の 十八 
家出 解で 計卷 

次席の 一 a か 二 
第す 講先 でら 十 
のる 義づぁ 炎 合 七 
m  るめ 日 
說 當了  ° るに 

に 時 Jo    C 始 


叨舞 神樂翩 式の 序文 

を す e 


、 、リ、 0§¥ 

ト ：，-• が を 5g す。 (i 

やや >~ 


1、 11 一月， 靑术 Hl^ 陽 召さ 一、 三 十日 眞 淵の 家に 离葉會 評 終 

る。 技 直の 推薦 ありと 日。 

Jf- ふ-〕 ^  一、 四月 在^の 職原抄 講義 參聽。 こ 

- 夏、 濱松 9 歌人 柳漱 の顷？ S 葉 會は信 名の 家に ある。 

方 塾 友の 招に よ リて出 一、 十一 一十 二日、 この頃 在滿の 

府し、 門人 se^ す。 大嘗. お便^の 択下を 香く、 本書、 

一 、 在^の 大嘗^ 便 15^ 出 序 三妆、 初 I 妆、 及 揷紛は 在滿の 

板 (參 照 下記)  犖 なる も 他 は ae- 淵の 寧" 

1、 十二  中 院？^ 躬薨 


0^.0 ほ 淵 年譜 


、 正 力 十 S 日 杉 國滿、 甚 

父國 頭と 共に 江戶に 下向。， 


、 正 二日^ 倉 信 名の 家を訪 つ 

、 正 H- 八日 松 島町稻 荷； K 极本 氏に 

同宿す る ことと なる。 

、 二十 一 日き W 明 祌の神 樂蹓式 

の 序文 を 香く 信 名に 校閱 を 請 ふ e 

、 二月 末まで 在府 して ゐ る。 六月 

下.：？ に 錄府。 故に、 この 問に 

省して ゐる。 卽 ち-; ハ H?J 一十 二日に 

滚松を 立って 二十 八日に 江 戶に入 

り 信 名 を 訪ねた。 この 13； 日本 橋 小 

船 町村 田泰道 の 家に $S 居す る V 後 

加 藤 校 直 の 招きに よりその、 近所に 

家作して 住する。 北 八丁 堀と 云 ふ 

所。 (之 はこ の 年に 非ず) 
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五 四 
, 鼓 十 

辛 元 
酉 

保 

四 四 

歳 十 

度 五 
中 

元 
文 

れ官 、ま ヒ 世 信 二  、P^S こ 
山 て 位"!  -S.";^ 、恭番 八領れ 
のさ 任一 、ま 、歌月三が 
ふか叙；？友，^^？合 、X 萱' 
ゆ ゆ 、十 古. ■+ 方の 江翌 せ' 
の く 祝一 'ま 江 判戶ニ 町' 
松 色 宴 日 く  、者 荷 月の 
がの 會濱 ずお を W に 新 

狭み 寄 松 ^恭な 在 新宅 
- ゆ 松 阿 く忠 す'; s— 宅で 
る 祝 波 菅 、 '家 初 あ 
哉 守 子楓 詠歌の る 
、ぁ阈 ぶ 里 者會歌 ° 
位ら 滿 f  、 、 、曾， 


滿 


源 十 J 書 


び 、客 、 

來何 ° 正 
リ處 二月 
'てよ 月 二 
七 リ^ 十 
'力 か 次 九 
十古會 日 
七 家 は 
日 を 志 次 

よ 買 會 
り ひ 山 兼 
建 船 越 ® 
てに 。- m 
始て ^ 
む 運 呼 


m  ~  ~  -  一、 
七 を、 絕す 、選 墓 市す 、六日 五 七日 付卽戶 ， 
月^ 同リ 、十 。が 中 。四 歳 、十日 いち を 四 

-  あ 島 年 j! "在 六方 二た 稻引 月 

る 町 六 四 滿歳塾 十 か 荷拂ニ 

ソマ 十日 歿 C 江 八ら 肚っ日 

5* 本 三 杉 す 八 /5 册 。公て 羽 
= 松歳浦 °J に 。在 15 録倉 
^に 。國 年 二 病 S 府一 京 信 
- おそ 濱 四十 歿月中 件す 名 
庵の 松歿 十六 。十の； 1し る 江 


九九 二 


、 岡 部 日， お、 (上 

參 Bi 、來鄕 


、 こ の 年 比 門人と 思 はれる 

もの。 養 泉院辻 子、 三綠山 

知"ぉ和^1:、 津輕爲 .^、 藤 原 

常 源 之-へ 國^、 牧^ 鼓 

河 守 妹 八千代 (近 江國肠 所 

の 本 多 家に 十  一 十八 n 嫁 

m.s.^^. 松 •  牛 遠 江 守、 

泉 院家將 子。 (t 一 淵 家 m) 


〇 正 ょリ S 家^  ( 

淵お^) が ある。 「之 

は延 な-元 十八^ 

七 八 n まで 卷  一 、 

七 二十-パロよ リ 延 

ニ年(五十三歳)まで^_^ 

二、 同 三年 r 五十 四^) 

正 《R より 三年 2 

十七 歲〕 九 力までお 

三。」 


一 、 正 十九 日 源 1^ 物語の 開講。 こ 

の tH?;; 淵の 家 は 日本 # と ある。 

一、 正 《 ^二十四日、 家に 歌會を 催す 

在滿も 出席。 二  一十 五日 も、 こ 

の 歌.？ S が ある， 

！ 、 江戶に 在りて 國 頭の 死 を 痛んで 

詠 送す る。 (略 年譜) 

一 、 七月 八日 出立、 濱 松へ。 九月 十 

一 日 曉濱松 を 立ち、 十七 日 品 川に 

着く。 (岡 部 日記) 八月 十八 日濱松 

の 國滿の 家の 歌會に 出席、 雨中 虫、 

(略 年譜 J 

一、 九 《^ 四日、 梅 谷 氏 養子 前の 亡妻 

の 忌日、 -躇鄕 中 その 墓 を 訪ね 昔 を 

低ぶ e 


、 二月 二十 七日 改元。 

、 三 H^、 靑木見 腸に 古 

？: ぬ錄 を採訪 せしめる C 


站六 綱 ほ： 淵 年譜 


一 A 新嘗 祭を復 

(二 百 八十 年中 

一口 宗 子宗， 一 橋冢 


2402  1 

六 四 

壬  二 

歳 十 

戌 

保 

至 歌 八 、年 " 

る 5 侖ふ 八祭パ 

°界 を J^IR 月 
に 香 四訪四 
旋く 日瓧日 
、に 杉 

を： p 在 僅 浦 
起 匸?1 さ 國 
す.;^ 國る頭 
にお 1 歌 。三 


一 里'; I だ 風 、 
人 、 、も 歌 春 
°  ：§： 淸 の詠武 
へ —子 はむ 算 

ほ "*    '   "*  の 

淵， 守辻路 こ 母 

家 平 子 子れ の 

^e• 、 、 、に 五 

一 光 淸武共 十 
^ 子盈. 弊に 梵 
、 、 、詠に 
今摆. 在ん 辞 


、 に、 白 紫の 拔^ に 驚いて 歌 を 

詠む。 


、 「年の 始 のこと は ほぎ 申と て 策 

に まう でけ る 時 正 3. 十一 一 日 K 茂 一 to. ベ 

淵の 家 をと ふ、 夫よ リ荷 U 在滿の 

もと をと ひ。 また 二十四日 在滿を 

とひ， 二十 五日  一 ln,:ll の 家 に 月每 の 

まじらへ あれば 出ぬ。 兼題^；^色浮 

水… $w 座 山家 樓…。 」 國滿家 

、 正 力 二十 五日 家の 會、 兼題 泰色 

浮 水。 

、 春、 毛 利 長 門 守 福聚院 花見に 招 

かれて 詠む。 風靜 花芳。 . 

、 二月 「東都 虞 淵 萱.^ # 町 新宅 會始 

によみ て 遣す」 (國滿 歌集) 

、 四 二十 五日 國滿に 道の 記 (岡 

部 日記 J を |g る e  (この 時 已に濱 

松に 録 つて ゐ るら しい。： > 

、 五月 九日 梅 谷 氏に *!3r 六月 四 

日の 國頭 9 三年.？ - に諫訪 社に 列す 

る。 同 十四日 同社で 百 首 を識ず る。 

(國滿 日記) 

、 十二  五日、 淵 家集 卷 一 「こと 

し、 ここに ふせや をし めて 竹な ど 

植る 5 で 侍 る に 十 1 1 五日 al の ふり 

ければ 云々」 


, 丄 二十 六日 家の 食、 海 

. 十 春、 當座、 朝 雷。 

一 、 こ の 年に も 5^ 有 (沒 松へ ：- した。 

(玉 澳〕 

一 、 泰、 島津 山城 守の 四十 賀、 寄 _i 

祝に 詠む，^  (淵 ffio 

一 、 枝 _a の 娘の 死 を 痛む。 (同) 

1、 六 弓」 一 十九 日お 伊 宰相の 要め で 


一 、 加 藤 枚 直の 女 痘瘡で 

一 、 八月、 枝 直の 家に 歌 

食が ある e 

闺四 BTl 


笫. K 編 お、 淵 年 露 


、 本年よ リ翌 三年、 

翌々 四 年の I 二 年に 渡 

る 欲 ニニ 五 首が あ 

る。 (贺茂 翁 欲) 

、 九 H-w 安 公の 仰に 

より 古今 W 歌 左 注 

論 一 卷を 作る。 

、 冬、 江戸に てお 紫 

£-遠江歌^^?を^す.^ 

(文政 三年 正 遠 id 

白 须贺の 2 U 炎 g 之 

を 出 板す る J 


、 日 下部 高豊 入門 (門人 錄) 

、 nJA.* ら し f  乂。 

松 平備後 守、 稻垣求 巳齊、 

京 極せ」 淸入 贺」、 宣堆 (淵 

一 、 以下 淵 家 5^ を 上記の 

如くす る。) 


、 S 有- (校 こと) のケ， -の 

初リ. タ淵 ffif 一  ：> 卽 ち小濱 Si? 部 

の 0:^ の 六十 K に爲 K のす す 

めで：. 休 出す る e 

、 ず、 黑岩信(^！ (松-*.能^：！ 

守 家老、 mi 岩 助左衞 門. し 

を 送る 歌 (同) 

、 周武 Q 別莊に 招かる、 正 

九九 三 


家 九 

ま 代 
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八 四 甲元延 
歳 十 午  享 

七 四  癸 
歳 十  亥 

目、 行、 

錄三 は 三 
を 月 る 月 

達府 戶 
せ 古 に 
し 記 法 
む 古 華 
° 書 八 
の 講 

す 九 二 

山 .1、、 ― 
ノ、  J し、 一 

十學 十 
。者 一 
石 日 

W 改 
梅 7C 

薛 。 

第 六 網 iE? 淵 年譜 


九九 四 


三 首 詠進。 (同) 

、 この頃 校 直の 家の 歌會に 出席す 

る 0 

、 庭に 多くの 竹を植 う。 (淵 ffi^  一  ^ 


、 正 力 二十 六日 次歌會 兼題 都 早 

春。 (淵 第 一 ) 

、 二月 谷 中の 人 丸 社、 兼題 瓧頭花 

を 詠む。 (同) 

、 季夏國 歌論 麿 說の處 書 を 書き 十 

一 四日に 田 安 宗武に 上る。 (同 

書) 

、 七 《r>Jl 十六 日 家の 會 兼題、 幽栖 

，來。 

、 十月 再 奉答 を 田 安 卿に 上る。 (同 

、 十月 十六 日、 淵亭 和歌 會、 出 

詠 者 約 五十 名、 多く は 門人。 

、 今年より 井上 河內 守に 源氏物語 

を 講ず。 (It 居 問答 害： * 

、 江戸の 家に リょ女 三十 四 歳 を： 入 

れて 家政に 預 らしめ る。 


、 正： gjl 十三 Iu、 箕母 他界す。 

(後 岡 部 日記) 

て の 通知 は 二月 三日 入手。 

、 九 《R 十日、 江戶 出發濱 松へ。 十 


久、 重敦も 共に。 (同) 

、 六月 二十 九日の 上記の 記 

事に ょリ、 瀬 川 や 紅 子 は 入 

門し て 居 つ たで あらう (同 ：> 

、 九 J 十三 日夜、 枝 直の 宅 

の 見 侖"、 その子 千 蔭 十 鼓 

初めて 和歌 を；. ばむ。 淵 こ 

の雅 宴に 出で 序 を 作る。 

、 隣家に 住める 横 W 永世の 

父の. 一 ハ十賀 に 詠む。 (淵 

一 ：> 

、 十 RR  二十 三日 穗？ 通泰が 

1 時 遠 江に 歸るを 送る 歌。 

(同； 


、 國滿 東都 H 淵 亭歌會 に 出 

詠す る" こ Q 年度々 この こ 

とが ある。 (略 年譜) 

、 三月 一一 一日 加 藤 千 藤 入門。 

(門人 錄： > 

、 四„«^橘祆直の家の會、 兼 

題、 庭樹結 葉： (淵 第 一 ) 

、 ま 三英 ハス 草庵 一 週 忌に 

寒お 霜 を 詠む C  (同) 

、 六 利 秋 歿す。 (同) こ の 

三 七の 忌の 欲 を 友 古に 託す 

、 七 力 八日、 三 村 親 信の 雜 

波に 行く を途る 歌。 (同) 

、 .f^„H ^十三夜、 校 直の 家の 

月 B ^き" (同) 


、 下 總國裤 K の 魚 彥 入門。 

濱 町に ありて 翁と 軒 を 並べ 

て 住する。 (門人 錄 にに 入 

門 は 九 年 正 H; と 间十年 


、 九 十三夜 宴 一一 橘 

校 直 宅 I 歌 序、 


、 十月 再 奉答 金 1*： 君 

を. る，' 

、 十  一 四日、 m& 

御の 仰せに より 國耿 

論臆說 を な-して 上 

,(1 木の. a- おに は季 

a と ある) 


、ニ月ニ日^^名介ぉ、 

井上 河內 守の 諫に依 

る。 (魁 Die 間 答 f^) 

、 十 爿、 後の 岡 部 日 
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延 

九 四 

乙 

享 

鼓 十 

丑 

閏 

一 

― 

十 

、 

、 

十 

九 

月 

J 

家 

重 

口 

將 

軍 

返 

下 

年 六 1 十四 
齡歌 十日 日 

等 仙 ニ過掛 
のの 力' 症 川 
考所初 松 、 

を 詠 W を 十 
上の 安立 2： 
る 年 卿つ 日 
。^ のて 濱 
そ 求 江 松 
のめ 戶翁 
作で へ 。 

者 新 。十 
せ へ g 

位 十^ ― 


第-: ハ糲 n  0 年 


五月の 25 とする。) 

、 夏、 大神垣 守が 土 佐に.， 

る を 送る 歌、 S 守 は 潮 _o 

兄、 共に 門人と なる。 (淵 

i) 

、 閏、 十二  二十日 拔庶と 

af の 消息 歌。 (同) 


、年の 始、 國 ffis 府江戶 ほ 

淵 亭欲會 に 出 4g する。 (略 

年譜) 

、 八 力、 加藤獒 W 入 g:  (二 

十-: ハ歳 ：- (門人 錄) 

、 こ 3 顷袖谷 俊 文 子 入門。 

(十四 歳) か。 

、 tH- 十三 日茂树 S 月次 會 

に 4 嘗バポ を 詠む。 (淵 坐 一) 


一 、 九月 二十 七日、 0 

江國 濱 松鄕 五瓧 遷宮 

1^ 詞、 》^ぉ 後日 祝 

(二十 八 oo  (これら 

の 日付 は 祭 ie^ の あつ 

た 日) 

一、 十二月 初、 三十..； ハ 

歌仙の^„?考を山{女公 

に 奉る。 (縣居 問答 

き 

一 延享乙 丑 ±1 月， はじ 

め っ方3安金一;!リ^;?の 

御 もとめに て 新 一二 十 

ハ 歌仙よ み たる 年ヌ 

其 昨の 其 人 S ず 位 酌 

^考 へて 率リ けり。」 

4? により^^ 年譜 は^ 


。 九 末 欲體杓 sa_ 

跋 を.： 小 f< 卿に 上る。 

(家 

、 九 ん 仰！ 

よる 延 式  ー"^^ 解ル 

る。 /wfc 解 序) 

、 「£?1 うた ^ うた. 

くさ I 田安硼 3 求！ 

依り 香いて 上る。 


ナ. 7 五 


一 、 濱松 國滿の 歌會に 江上 1^ 望 

の 題詠 を途 る。 

一 、 二 叉 新 三十 六 歌仙の せ 位に 就 

きて 金 吾 君の 問に 答 ふ。 (問答 書) 

一、 二  晦日、 本 所より 出火、 大川 

橋の 居所 燒失、 源 節の 所に  一 3 

を 免る。 (家^^^こ の萱揚町の家も 

周 園の 同 に 依リ十  一 0;^ 頃に は以 

前よりも 宜 く出來 する。 (誉 簡總 

十  一 0^ 五日) 

一、 二 十三 日 3 安家に 召 出され 和 

^御用 仰 付ら る 但し 出入 袂持。 

(誊狀 ：> 

一 、 七 二十 二日 付 書状に 依れば 赏 

子5^:滋を江戶に連れ來る こととす 

る 0 

1 、 九 六日、 W 安家 (宗 武、 悠然) 


(縣居 問答 «0 


m 
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延 


~3t 
歳 十 


丁 
卯 


四 


鼓 五 
十 


丙 
寅 


る 都ハた 、榭; お 、序l^卜'急村 、 
すの ヒ る^が へ 秋 が 政 歳 1 1 敎文 

I？ 求 偶 求 三み あ 十の こおぶ っ^； 
めの 花 人め せく る 二 n. やの ii せ 
に, のにに 文 さ 。年 と び 成 
依 龍 文: ケ '依 雄 の のすな-港 る 

リ院字 かる 、第 久る ep 全 。 

て-犬の し 老 J ち ifS へ 

し ffi" おめ n'''' の ctrff 


t± ハ辋 ほ 淵 年譜 


しし」 ゝ 

プププ 


ハヌ 朝鮮 使 引 M、 

七 《R 十二  tn 改元。 

間 十 力. K 岡忠 相を磁 


に 仕 ふ。 以前よ リ御 問な ど ぁリ、 

こ こに 在 滿が薦 により 新 親 召 出、 

和擎 御用 仰 付ら る。 (玉 癉書狀 ) 

、 九月 二十 一 日、 新宅の 會始、 兼 

题秋興 e  (淵 集 二) 

、 殿中に 於て は 岡 部 衞士と 云 ふ。 

、！ 翰ノ 

、 Y 九月 二十 七日 牵人 岡^ 參四、 

御 m 之 節 W 安江 呼 出、 和學御 ffl- 辨 

^：ぱ^ 可 仕 SJa、  K 二 仰 付 一已 後 龍 出 侯 

か 三 四 儀 士 與改. ノ乂 其 後 i« 召 出 

候  一 (W 藩 155^ 第ん 德川 伯. 蔵) 本 任 

用. であらう。 而し 御用の 都度 出仕 

した もので あらう。 

十月 十六 日^ 書 御用に て 御 褒美 

銀 1 ー&。 

、 和 欲 第一 期 終って 第二 期に 入る 


、 「二  S 十三 日 御 出入 抉 持 五ん ド 

さる」。 cm 實 筆 所載 岡 部 定叨先 顧 

書) (之に この 前. If のこと であら 

、 六 十五 日、 濱 松の 繁 子の 繁忙 

な 旨の 手紙に 答へ たと きの 歌， 

茂、 家 第 捕 

「なす 寧の 多 かる 時 は いとま ある 

人ば かりこ そうら やまし けれ、 ず 

しげき 人 こそよ けれ 誰し かもいと 

まある 身の 物 を や はなす」 


、 二月 二十 Knl、 在滿の 家の？^ 含 

に、 二月 餘塞を 詠む。 (家 e;? 捕逸) 

、 松 平 主 殿 頭のお を 送る^ (； s) 


、 杉^ 國^、 お 松 地方 家 

に 於て 盡敬. 寸を 11 き 日 木 

紀を 講ず。 (略 年 諮) 

、 狭应 のせ、 丄ハ or: 效を 詠む リ 

(淵 m  二) . 

、 六 J 十五 日繁 子へ 出狀" 

(上 K を よ) 

、 十 H> 十七：！ 1、 米倉：：： Ifi 夫 

スに 返歌す。 (お 茂 《お 家 m 

、 十爿 十八 日、 何排 1^ 夫歿 

す。 im 二) 

、 十 一 月 二十四日、 茂榭の 

家の 會に 詠む。 (同) 


、 ，、 冠辭せ 序文 を 

、 〈-」 ル， こ &リ木 

.-し ..：：■ こ あ.， レ 


おて 、ぷス 、遠の 、家、 

¥歌2 前 牧っは 牧の正 
、入 野 足 じ 野 會>9 
；:; 友 村 門 Stfii め駿 、二 
人 W か 河 もの 河 題 十 

銹存' 。守 云 歌 守 竹一 
合 近； の々 れ ° 日 
つの y 母'— 2：  ngpj 

て 別， こ つのお お S 

行莊 れ く 歌;? -类 
く に よ ば 會リ樹 
、於り も恭の 

t<g:  ；/ 叫 第 ♦iJsn^"^" 

成 、 4* 川紀 、 

る IS 寄の す 十 
。延 ^nij  "M 
中 に ite 三-: 
に 依 州 十 
古 る 家 六 
風 。老耿 
小 へ "4: 仙 

う 機上 十 解 三 、お 、端 成の 、 

す 町る 一通 月 二 ^ 二-";^ し 命 正 
±  。日 釋十 <3  & カーて に 月 
； J-i'i 本 上 並 日 二;;； 、 上よ 二 

- さ- 'ハ mmn ま 十 次 m るる 十 
-ぶ蛮 は 一例で 八 in 紫 '古 日 
や 品 成 に n 參解 つ 器 出 

せ をが ぉリ& よ!! (ひ M せ 安 
リ てに 、！ り 。 、 ゥ 

る な こ 宫る- 卜に 、とリ る 

e 13 と 1^3"   "二よ^ 明 一 卜と 
g   、をに こ 月 り十か年ぉ- 

^5^^,;1;依のニ古月で前へ 
—す リ 昨十 器 出 あにら 
^ 昨 る 御上 日 お-安 る 成れ 
；中こ 法 野-やに 侯 じれた 
ノ^^11：と服一 ば；^¥の るる 
すに の 品 成 丁- i^i" ごよ 

2410 


延 


崩 四 
ず _B 

御 十 
歳 三 
三日 
十樓 

—町 

C 上 


2409 


三 五 
鼓 十 


已 二 
已 


下 、り 、 

附十國 在 

° ヌ歌滿 
足/人 宗 
利論武 
辜 を 卿 
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修 as 求 
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二 五 
歳 十 


戊 


琉 
球 
使 
引 


兀 


闺 

十 

侯 

十 十 

に 

列 

力 3 

す 

、 大 

嘗 

祭 


、 十二 《^ 六日、 我等 少々 快方に 候 

いろ/ \ 古流 今 梳三藥 用候處 能々 

自分に存^^に、 常夏に 酒 あしき 年 

に て 灰 入 候 酒 を 給 候 故 _ ^に 中 候て 

^^の かぅじたる也」 (書 筋) 

、 十二月 二十 パ 日よ リ 上野 宮の仰 

せに よりて 種々 の 事 を 孝へ て翌ニ 

中旬までに 上る。 (ffll 葉^, 香) 


、 正 《^、  次 會は行 はず。 卽ち上 

野 の 一 品宫 の 上洛に つ き、 そ の 裝 

來、 仙 洞 法. まの 次第 Is- を 調べよ と 

の 下命が あ 1>  たためで ある，' 2 

i) 

、 二 力 十七 日、 牧野 駭河 ザの 母君 

招待 題、 赛 nl の 望 「見渡せば 天の 

かぐ 山 云々， 一 (淵 Si? 二) 

、 二月 二十 七日、 牧野 験 河 守 母君 

ザ 0 に 寄 名所 赛祝 を 詠 出す。 (家 

捕 遣； - 


一 ハ 正 =^ 家の 會、 庭 落 梅。 . 

一 村 S 春 道の 許に ゐる。 (*? 捕 年 

表) 

、 四月 十 ； H 箱 根の 入湯に 行く。 

惟，， t、 度々 小 田 原よ リ來訪 する。 

(淵 §ー 一) 

、 六 六 n; 葛 飾の 西の 秋 葉 社に て 

詠む。 (同) 

、 十 H -、 稻 田芳隆 が江戶 在勤 中、 

^前 小 倉に ある 母の 死 を 弔 ふ 歌 二 


笫六編 お 淵 年譜 


し レ. u 

ブブ. 
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壬 
中 


寰 

m 


五 五 辛 
鼓 十 未 


兀 


齊 


m  、る こ 上き き] 2- 子 邦大杠 源べ 納 、 
0 七 。の 二 成 、 、良 江 子 良き 歌 二 
J  -2 外 十 、美ノ お 、公 、隆も を 月 
、：^ に 二 橘 行 樹ゃ籐 小 、の 詠 、 

倭-： 5_ も を 校 、 、さ 、野 K  。め濱 

文 、多 皋直美 源 子 橘 古 安 
子 まかげ 、榭良 、千 it 宗 
I ちつ 得餘 、松 千 藤 、武 

す たる ffi^ 高 、蔭 *、 り 
° の 子: t 食 母 5 よ 51 
二 で 勿 、 、梯 、i 女军 
十 あ 論以伯 正路 ス 、く 


第 六編 M 淵 年， 


皮 午 


首。 


九九 八 

、 九 犬 上衞の 家の 會、 初 

紅葉。 (同) r 

、 十 茂榭の 家の せへ 詠む 

(同) 

、 十 一 月 十六 日 松 平 主 殿 頭 

の 妹 君の 會題冬 遠 情 「立ち 

か へ り またも 見て し か 遠つ 

淡 海 云々」 


、 四 H^、 荷 田 信 名 歿す 

六十 七。 

、 六月 吉宗藉 ず。 六十 

八。 

、 八月 在滿 歿す。 四十 

六。 


間 六 „ 


、 二  宣に： •  ..•、 

上京して il,- ,, "、 

^を 武川幸 K に ふ。 

、 二月 二 十日よ リ 五日 

問 菅公八 百 五 f 年祭 を 

五瓧 にて 行 ふ。 奉納 百 

； Is 欲。 

、 六月 十四日 森暉 昌歿 

六十 八" 

、 八 „q 山 縣周南 歿す。 

六十 山 ハ。 

、 十二 《 ^琉 球使引 几。 


、 六 力 十三 日より 望まれて 萬 葉. & 

を 始める。 (書 節) 

、 七月 二十 八日 田 安家、 御 目 見 仰 

付けられ、 十 人 抉 持に 上る。 (推 

實筆 所拔岡 部定明 先祖 書) 

、 在 滿の死 を 驚いて 詠む。 (淵 集 

三； - 

、 九月 十日、 妻お やう、 梅 谷氏歿 

す。 墓 は 濱松巿 傅 til- 町敎興 寺、 法 

名、 名聲^^超-^^淸靠大姉、 淵 後 

にこの 墓 側に 録葬 せられ.. た。 梵行 

院淨 阿光艇 居士と ある。 


、 田 安の 若殿 小次郎 A 歳、 手習始 

の 手本 を 用命 せらる， - 次いで 叉 信 

姬の 手本 を も w 付けら る。 

、 二  《T 濱松五 瓧天滿 宫八百 五十 年 

k "奉納 和歌 fB 首の 中 fesi の 集めた 

二十 三 首を默 詠. h る。 (本書、 t み 

拾遗) 

、 五月 萬 葉集竟 宴、 小 野 古道の 長 

歌が ある" (三十 六 家 下) 

、 六月、 森 瞩昌の 死 を 悼んで 繁子 

、 七月 朔日、 ra 安家、 大番 格农、 勤 

仰 付けら る。 十五 人 抉 持。 下 御 

右 寧、 和^ 御用。 (椎 實， 荦 所載 岡 

部 定明先 ffi 寄： > 


一 、 ^；^伊勢物？阳古ぉに 

$15 手、 S 安 公の 下命。 

一、 三代 ffi^ 總 K 成る。 

一 、 七 「倭 文 子が^ 

の 石に かきつけた 

る。 I 

一 • 秋より 夂. 一に かけて 

^葉 ffi^ 新 採 首 解 を 

作り W 安 公に 奉る。 


松 s;^ 天 滿宵奉 

る aj 人と 晃ら る 
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八 五 
鼓 十 


甲 
戌 


四 


暦 


七 五 癸 二 
十 酉 


六 五 
歳 十 


、 九 力 二十 三日、 田 安家 邸內 痘瘡 

神 を 祭る 神 樂歌等 をよ む。 

、 某月 古今 集 會始、 一 に 二、 三 

會。 (書簡) 

、 「題 泳 は 風雅 を 害 候 事に 臉 (ば 

近年 は 多 は不詠 候、 此方 次 題 は 

大方 ははし 書 叉は输 にて 院」 と あ 

る。 (書簡〕 

、 十二  Ig 一十 八日 香狀、 來 年中に は 

3ほ 溢 を 江戸に 移らす る やうに 手摄 

を 取らう。 屋敷 替は 來赛に はする 

旨 


、 この 年 か、 t 

^■i 古 1!:^ 成る。 (• 

I^Jl^i 七せ は 木 n: 

論で ある。 


、 二 „gjl 十九 日國； m 未 

亡 人虞峙 歿す。 六十 

五。 墓 は濱松 西來院 

、 十二 閛院宮 直 仁 親 

王の 女 五十 営 將軍家 重 

に 降下。 


闺ニ 


、 「二  國滿の 母 崎 身 まかれり。 

國滿家 ffi^ に 我な げき を 慰めて 贺茂 

淵ぬ しの もとより、 うけた ま は 

リ おどきつつ、 こたび は 聞え む 事 

も あらず。 

君が ただ はは こもな しと 聞し ょリ 

よ そ の 春 野 もよ し と こ そ み れ 

か へ し (以下 略)」 

、 十一 力、 田 安 卿 四十の K 筵に 侍 

り 御衣 を 賜 はる、 その 歌が ある。 

(家集) 

大君 の守リ となれ る _„sf? なれば 云々 

あふひて ふ あやのみ そ を も 氏人の 

か つむ ものと 神 やし リ けむ。 


、 九 力足 利 學校烧 失。 


、 餘野子 宛 「に ひや にて會せん^5$' 

i 此 そらの まよ ひに 庭も籬 もし 

あへ ず、 ぬリ ごめ など あらつ ち 付 


、 こ の 年 か、 m 安 公 

の 殿中に 出^して、 源 

氏 物 新糨に ， ^ 

す。 (香 簡) 

、 七月 一 日、 乞 巧； 

の 故 にっき、 f 

て 人の 求めに 鹿ず。 


、 三 nr^ 一十 八日 國滿の 息 

丸 元服、 大 滿と改 む、 

sn; 淵の 敎に よりて 古式の 元 


、 、源氏 物？ .i.w^ を S 

安殿 中に 於て 執^中 
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丙 
子 


m 


九 五 
歲十 


乙 

亥 


五 


—て彈 十 、集 心' 昔 歌の 、類む 月 だし 
した 六秋レ はなよ 出一. を しの り よ 
心く 日い 代す め居寳 よろ 六て リ 
はみ 人で 々まる 造曆 むの 日な 、 
う ほ 々居- に 木 時り 五べ 日ロん は 

ごめ つ を 動のに 給 羊し は D  'れ 
かて ど 古 か 柱よ ふ 八と 時い さや 
ざつ ひ 風 じの めに 力 也の ひれら 
ら ぐて に し 太る 人ば, —草 合 どね 
ま れ散作 へく  。々； 、へむ せ此 I よ- 
しる  をる  しし 集- リ 書し 侍 月 今 
'一 fi' 詠 ° づも ひ賀 筋ろ り 過 も 
木む 九 やた て 茂りな 、てと 
*£-J のて 祝大 ど そこ リ 
た 飛 二  IP: る の 人 の のん み 


なに 先に 此 藤 

んれ に官類 iiir 
國 。しも 名 も 朝 
滿 上旨 か 、しし 臣 
S 淵に- 貴 かかの 
契 是少 るる 姓 
し 等 名べ べに 
ぞ もしし よ 
宜大。 。リ 
く  "^赏 叉い 
侍と 家唤は 
リ よの 名ば 


营 よ く 名 候の ； つ の 'す jfe 
m し覺 もべ 地 ； 引 書 淵る 
m C 候と しの 比 佐 狀のレ 
賀 、な 。名隈 滿 の 命 こ 
字へ 右に 伊 末 名の 

も も のよ 比 那 にす！ )3； 

且、 中ら 久 佐 るの 
右よ に は-萬 佐 所菅 

のく レ、 こ.： S 

ま 侍 なれ ； 滿 
まる さら 遠 佐 
にべ はに 江 也 


葛 

： 加 
； 都 
i 良 


81 梨 


、滿 

その 4:. 町. 
の 名 
時に 


家と 服 
f こ 云 f  J 式 

m  、ブ第 
す 今 

る-遠 5 て 

江》 
へ 山お 


に 鎌 "^れ 
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、 十 竹 S. 出 雲 歿す。 

六十 六。 


閎十 一 月 


一 、 ^i^^o 


、 齊暦六 年の 春 家に 人々 つ ど へ て 

歌よ みける 日 春 の始 のうた とてよ 

め る 0 

小 筑波も 遠つ あしほ も かすみけ リ 

极 こし 山 こし^ 來 ぬらし も (八十 

浦 之 玉し 

、 縣 主の 號を用 ひ 始める。 (書簡 

0 一  四) 

、 九 十 一 日、 內助者 リょ 女^ 

す。 四十 六。 (摊 犖) 


000 


、 资暦六 年の 泰^ 茂 翁の 家 

の 歌の 圓 Bl^ に 人々 とともに 

よめる 春の 始の耿 

刀禰 川の 水 もとけ て しらと 

ほ ふ 小 新田 山に かすみた な 

びく (八十 沛の玉 上) 

、 六弓三十ニ日村出^！^道の 

葛飽の 別莊に 於て 歌舍を m 

す。 &席 者、 核 直、 ^cse 樹、 

公庸、 锥 秀 I、 千 蔭、 

春 道、 ：^こ の^の敬^&を加 


る 、政の の 高 、 

。八 七 跋抆梯 六 

。 '秀月 

古 再刊 八 冠 
35 刻行ヌ "辭 
記 板 今 加村考 
m つ r. 藤 出 成 

■7k      °杈 /ii る 

成 ° 


も 於ね と 中 儀 、 、 

成て 折 もに 下 十八 
立 、候 か は 候一^ 
せ 十 を く 無？ 、 
ず 二 無 も 之 雜ニ病 
、年益に 何 成 十 中 
落に 成て Itt 候 七と 
膽渡可 候 も 由 日 あ 
する 申； 相 、<ft る 

る眞し ！ 談ゎ』^? " 
。滋と 今 づれ溢 
東 。迄 くら 宛 
下 こ 折に 
間 こ 角 候 腹 貴 
題に ほ 間と 殿 


き 後ら 舍松 、 

翁宮 せの 平 正 
の津 る女豊 j3 
« に '悅後 二 
に 主 政 子守 十 
ょ君舍 をに 九 

リ に は： Tsi 仕 日 
~7sM.  へ 

Jii; つ とと る 同 
衞 てに し 岡 族 

定 f- も 再て?？ Ti で 

ffi れ從 江彌濱 
の る ^戸平 松 
強に 、に-火 城 
女つ 丹 下 政 主 


に * 候の 、見れ て豫 、>9 い 林 、 

歌 十 も? 疾九 よ て下^正ニ頃百正 

をー云；^^ぇ月 。ゐれ 岡!^ 十の 歳月 
つ 3 々に 二 るるき 國日 呼近叔 
け 十' 一て 十 。か 與滿に 名く 父 

て 九と 弓 I 五 e 卩 '三 出 一 をに 、 
默日ぁ 節 日 ち S 郞府首 つて 濱 
る居顷 下； は 、詠け 、松 
'候つ 記 15 こ 黄 送た そ 在 
へ 先 正 之の 淵す のの 三 
ど 日 ^は 侍 亭るを 孫 鳥 
も よ 十 實士に e 喜に 村 
輕リ 五行と？ g んそ土 
-3^ 持 日せ なす での 屋 
に 病 をら つる 四若壽 


へたの は ほ； 淵で ある。 (： 

錦舍 随犖) 

、 十月 朔日、 福 為 E^c^ 入 £： 

(門人 錄. > 


牧野 駿河守 入門 (こ の 年 

ーリ前 e 門、 


、 正 ^十五 日、 阈滿 出府、 

同 二十四日 11£； 淵.； やの 歌.， に 

列して 適む、 會 する もの 二 

十餘人 e  (この 時 せ大 

阪森繁 夫 氏藏) 

、 三月 朔日、 松平內 入門 

(門人 & 


一、 大伴俊 明 入門。 (門 

人錄) 

一、 二  千 足 t 一言 入門。 (門 

人錄) 

j  、 七： 《r 十二 日：？ K 树 5 錢別會 

59^淵の主该に て 催す。 

一、 七 力-二十日、 ！ ifl^ 樹 その 主 

の大 械代 として 赴任す る 

1〇〇 1 


、 こ の 頃 衫田玄 白 gl 洋 

外科 術 を？？ ふ，^ 


、 六，/ 竹內 式部 捕へ 

、 七 《1、 式 の 講書 を 

聞きし 公卿 十七 人 罪せ 

、 A  A  m 沼 意次 諸-侯 

に 列 せらる。 

、 九 力、 柳 揮 洪園歿 

す。 五十 三。 

、 十  一 IM^ 十九 日 w{ 女 卿 

息女 信姬 K 平 陸. 逸守嫡 

子 藤 次郎道 村へ 婚約、 

結納の 行 はる f 


、 五 竹內 式^ 罪せら 


、 十二 日、 W 安 卿 

息女 信 扳 逝く。 

f. 服 部 南郭歿 

す e 七十 七 e 

m 六 編 お 淵 年譜 


|£ をし るし 舉る 。(； g 

^^によれ 

に 次.； である f 

、 新 出 侍從の ひ^の 

六十 をい はふ^。 


による 5?-  h 

六、 リ - 1. 成 

J...,. . こ t  i-. やと あ 

ソ 

、 に 七 H 'だ： u-: ハ 度：： a 

の < ^ほの 終った a" がー 


本年まで。 


信お 結納 祝に 洲ぉ 


家 十 

治 代 


る 書 高 子る 居" 
J  。五定 に 仰' 

岡 十雄附 財' 

部 俸へ 、け' 

家 五家 隱 ら ' 
譜人管 居 る ' 
に 扶下料 。 

(i 持 さ五但 
十 。れ 人し 
—へ 、袂以 
月 前大持 { 麦 
六 記 御 ° も 
日 の 番同御 
と 先 仰 日用 
あ 麵養ぁ 


- 、 、簡の 

十 七 四り 大 

一 J 月 
J 頃彥 


i"  g 藩 

に isa 公 
付 匿 美 


W  gff シノ 
り &問 

a き (こ 
り ^答 

養 •  C ふ 


御 


見 
習 
ど 
仰 


付 
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し 

ブ 


六十： 


、 九 B:^， 平 焚 源 内電氣 

を唱 ふ。 

、 十 一 月 淸水家 起る。 


七月 


十 


庚 g 


、 二月 江戸 大火。 

、 五 將 軍職 を 家 治に 

譲る。 

、 七 カ將軍 宣下。 

、 十二 ヌ 井上 正. 經 老中 

となる。 


一 〇〇 二 


： きそれ に 先 i ちて 出 袋 

十 、之 を岐姐 日記と いふ。 


、 五月 近 藤 五 百 種 入門 (門 

人錄、 

、 ，、淵 濱 松 梅 谷 氏に 在る と 

き內山 1  クま 入門 の 約 を な 

す。 (門人 錄十 二 年と あ 

リ、 內山 i-;- 范翁 ffi;- に 依る. 5 

、 十  一 M 晦日、 藤 原 明滿入 

門 (門人 & 


の 終 

にある Qv.rJ< の SS 

事と 符號 する。 

、 ^七 = ^笫六 度の ぬ 

紫會 ^sg. る，' (お葉 

、 八月 田 安 公 の^に 

より^ 問答 步を 奉る 

(本^^跌) 

、 十 0:!、  ^？椅秀舍を 

かなしむ 詞 e 


、 三月、 WJ#:H< ぉノ第 

三 卷羝赛 を 記す 。(東 

京 帝 大圆番 館 蔵) 

、 三 《q  二十日 過 「龍 

の 君え 間 ひ 答 へ 一 を 

軍し はじめて、 四月 

了る。 

、 六月、 お、 直 

冠者 成る，^  ofaj^ 教 

逸 香) 

、 七月、 お葉 大考^ 

一 卷 を 記 す。 (來 

京 帝大圃 * ^蔵) 

、九 HT1S*,』 別？ ej 桐 

つぼ、 は i< きぎ， う つ 

せみ。 (松 井 博士 蔵) 

、 十月^ 葉考 別お 成 

る。 藤 原 宇^ 伎、 M- 

張黑 生、 村 田 春 卿 等 


として 受く。 後悅子 はお 鳥と いふ。 

養子 婿 は、 中 根 修理の 三男、 次^ 

左 衞門定 雄と 云 ふ e  (前記の 先；^ 

書ゾ 

二月 八日の 誊狀に 養子の こと も內 

々決定の 旨が ある。 

三 BR 末 鸯凝子 を 公儀より 認めら る 

去年 暮、 不圖 聞込みし が 今度 成立 

* したので ある C 四 中に 引取る、 

結納に 四月 二十 五日、 祝に 五 J 末。 

一 、 七 十二 日 「美 樹の難 波に まか 

れ リ け る11^- の に な む け し 侍る と て 

賀茂 うしの まと はし 給 ひ 文 中の 

二日の 夜す み 田 川に 船 をう かめ、 

の あかき に うそぶき たれ も /\ 

別 をし む 歌よ み 詩作り など 云々 J 

(高豊 をお a^r) 


一 、 書法 第三 期に 入る。 

一、 泰滿 &ス後 二十 五牟 人々 を 集めて 

その 靈袋を 行 ふ。 (筑波 子 歌集〕 

一 、 一一 IHC; 十六 日 養子 平 三郞、 部屋 住 


〇 
〇 


り 龍ば 岡 年 人 、翁^ 村き 時 歌 、 
、等 1_! 部と 錄十拾 、田 は同會 正 
さ 此 こ 翁 あに一 iS 村"?^  、席始 月 
る 翁の のる 依 j! レ山迸 しに 十 
はに 中楚 る 內 、禽た 出 八 
まなに を"！ 。山 鄉福隆 門で 日 
だ づ^お 天 It ほ お.. &  、人て 
三き 龍る 明范飽 上 福齊と 詠'?)！ & 
十進 自昨五 傅 入 、堆藤 .fi む 、 

才らら の 年に 門 へ、 倍ら "！， 
にせ"！ こ 八 はへ 木 平 幸る こ 湖 
もた 丄， と J 十 門 香 1^   、ベの の 


の 助力、 藤！ 3 維お、 g 

取 魚彥の 校に る。 

(同 普) 

一 、 十二月 八日 大和 物 

I^SK 解 成る。 七月よ 

り 讚み  一 g に 三 四 度 

St 返して ゐる。 S 


壬 
午 

十 

齊 
暦 

皇ニ 
a& 十 
#1； 七 

女 
帝 
御 

町 
天 

皇 、 

崩 七 
ず 月 

御 十 

歲ー 

二日 
十 桃 

二 

C 天 

、 田 安殿 中に 於ても 賀茂 盲.； 淵 を 用 

ふ。 それより 以前に 岡 部 衞士を 用 

ふ。 (寶曆 十 牟森繁 子 宛 香 翰) 

、 八月 十八 日、 御 近習 番 見習 養子 

定雄御 近習 番本 役仰附 けらる e 高 

二百 俸 e 

、 九 《R 三日 「拙者 年々 老衰 增 候へ 

ども、 猶爲指 事 もな く 在 之 候し (書 

、 「われら 快方に 在 之 候、 ^^に候 

へ ば 腹中 之 f おは 少々 づ っ發 候へ ど 

も、 此分之 事と 存候 尤も 年々』 取 力 

衰候 而隨分 用心 候」 (同) 


、 正《^十八日賀茂2^主家歌會始、 

出席者に 下記の 通り。 

、 正月 二十日 附、 ？化. 公美 宛 書状に 

「大喪 (將軍 家 重の〕 後に 田 安殿 の 

御 慰 もな きまま  ただお のれ 1 

人に 预る こと 故夜畫 となく 御用い 

そかし く  I と ある- 

、 十。 力 校 直と 少しく 感情の 鍵れ が 

、 和歌 第二 期 終 つ て 第三 期に 入 


笫六編 FT 淵年譖 


C 正 J 自亭に 於て、 門 

人 等と 共に 梅 合 はせ 

の雅會 21  一 ra.;:}- 梅花 

文 うめ あはせ = 

^茂 下流 梅 An:* 

J 、 木： if より 十四：^ に 

かけて お^ 四、 九、 

十、 十五の 終に <^1^ 

し 終った 旨の 自華番 

入、 金比軀 irjtsl の 

お にある。 


1、 三代 eiJJgK を *f 

す。 (问 $?r^ 梳 

十 一 月、 柿 木 大人の 

御 像 の^に し る せ る 

鬥 

十  一 稿 常 樹を悲 

しむ^。 


、 四 河 美 榭 その 君が 口 

光の 祭事 を 承りて 行く に 侍 

リて 行く、 (しづ やの 

、 七ヌ、 源鵝滿 入門 (門人 

き 


町 後 
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中 過大 、ッ滋 こ; 2 に 、にろ. 七 

に 候候ブ /九 B さへの 物 一 御に 
不 痛に 平 力 死の 女 3 故: E: 里 つ 四 
發も に-快 十 去狀は 其 途さ此 n 
候快必 、一 、に 2^ 後 住が 四 で 
二く  口 今日 品よ 女 今來 リ 日 t 
：^此ロ少 二 川れ お 赛七 もに 江 
溢 節 口し お 妙ば 島 内 月お か 月 
宛 之 可に々 解 九の 事歸 にへ に 
番悲巾 候ゎ院 こ 多府 すり n 
I 節 傷 と へれへ 十と 侯 後 る 侍る 
。に ^ ど ら葬— 、 て 女に リ ° 
も師も 浮る 日卽 勞大ゃ ； ふ' 

55 多 九 腫。 ち 心 病云此 
*  く； 3 は 七 L 終々 秋 •〈  • 


つる 六ま國 六; P に 上せ 和 、 

と: a 月で fi^^^iHj は 屋に地 春 
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みたな ふ 昨、 は 七十の 

にも 餘れ りけ リ。 一と あろ- 

さすれば も 少し 後に 入門せ 

るか 0 

、 九月 二十 二日 滞 龍 入門。 

へ 門人 錄) 

、 十 一 月 十九 日、 橘 常樹飲 

酒して す e 五十 九才 e 


、 九 „H^、 谷 巧 潮 入門 (門人 

錄) 而し父 垣 守の 死は齊 1^ 

二：. F その 父に 伴 はれて 入 

門した と あるから、 入門： ヰ 

はこれ より 以前) (嘗 節) 

、 九 松 井！ G 兄 入門 (門人 

錄) 

、 九月， 建 部 緩 足 入 g: (同) 

、 秋、 横 瀬 河守踐 称の 祝 

儀 入 上の 御 使と して 木 

ょリ 上洛、 錢 別の 歌 fsj- 短 

歌 を 11£ 一  11 詠む。 

大き そや を ぎ その 山の 岩 村 

もな び き よるべき 浪に a" よ 
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、 十月 二十 六日、 6«邨 畏& 
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の 六 野 細 正 歌 ザタ リ につ 久こ 
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平一?: a に 二 あ W 々さの 年 

復四 興て 十り 安 しれ？ r;" 
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に 三 一 云 ほほが ほの のす 九と 秋 。六々 つ'' の 。田 
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て を 年 リぎゐ ぎの のさ 十す 七 一 きの"^ 殿 
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落(^て しょの や/首^々 る濱 町 ぬ ^賀 
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•Q 來地 早 こ 原のと つに 居の 御 
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已 j 事 求 のる々々々 _3 居 形の を 
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及る し々           會、 取す 上 
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fl^ij? 十舉 にて ネ! ：| 人 3  二 門 一 
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^>'、-內^ 流ぅ あ 安-];; 今 入に ハ 。十 
ハ H  m§.m'^ り の ]^  m が 金,' 八 
长に雅 2： 介 あ て 正 -T^/f: あ 力 m  n 

,f ひ せ:， りに T< ： 及 <• 比 « >% 

リ & せパ: に -" 

'る "：?！^ 二  、の 、す 三 、く  、 
をのき 月 十 奥 欲 。の 八 、八 

な i!; ，：辨 に一 辔; t 日月:^ 月 
す 木 子 C 者 に顷 -^fcJI 
。た 、る 初 成 紀の^ 敏 
； 5 る 古 、よ る の 二，; & 

ベ 今 |« り 。 niii の r# 
t^mtm 久 を 日ろ を 
nf】 打 を 十 老な、 香 

し 朝鮮 使 來朝を 止む。 


m 六 編 0 年 


2427 


2426 


校 、 、せ 合る 宫 
り 正 八 祝のに W'|7 

^Jim と 於:; 

く  ^ 者き けお g-!!;^ 
終 葉 序の る上& 


る ifss 記？? v\ の ち' 
"i^f, 合の 下^ 
ハ說 i    ^聚 にら ふ 
问 の；:； ？ i= あのた 


！？^パ編 il お 繩 ^, 


乙 酉 


明 和 

丙 戌 


七十 

才 


、 正月 二十四日 濱松、 

識訪瓧杉浦國滿^？す。 

大學 菅滿大 祝に 捕せ、 


〇〇 六 


、 正 二十四日 杉 浦 阿波 守 

國滿 歿す。 

、 五 HR、 細 野庸嵩 入門 (門 
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、 國总者 成る。. m 序。 

>ノ 成る。 、- - -) 

、 十二  =r、  3 

，敬 略 註 成る- 1^ 

、 冬、 宇比.M^^小備成 

る。 これ は 往年の 作 

百 人 一 首 古說を 訂正 

した もの。 (木$^1奥 

き  ， 


、 二 力 snl、 ^§ 

竹： 取翁妝 解^ 了る。 

これ は 二 三日 田 安 

殿の 命 を 受けた ので 

ある。 ($fe»n 

、 八 ；、 ぎ迹考 を 草 

し 始めて、 十 成る c 

、(木 き 

秋 神 樂欲考 成る。 

八 力よ り. f ぶまで に 

i: 遊考 成る。 叉 他お 

樂ぉ風俗，欲^?もこ の 

問に 於て 成れる か。 
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丁亥 


一 、 渡邊^？^^八十 一 才。 

二 四 三 五、 安永 四 年歿 

す。 八十 九才。 

一 、 七 力、 田 沼 意次 側 川 

ス となる。 

一 、 AA 藤井.f^I門、 山 

I 大 1^ 死刑、 竹內 式部 

流 に處 せらる。 

一、 森^ =1! の 碑文 成る。 

閏 九-力 


、 師、 森 暉昌の 碑文 成る。 現に 濱 

松 五社 祌瓧々 前に ある。 

、 八 np^ 四日 「例の むね も .Jx しょろ 

しうて をリ ぬ、 御 ^ 給 はせ よかし」 

、 「追 々老衰 に 及 候へば 遗恨之 事 

有 之 候、 然洪 いまだ 氣像 眼力な ど 

不變、 日夜 Sll 事 而經 候」 十 一 月 

頃植田 七三 那宛。 」づ 一 


、 八 十四日、 山 本 兼忠入 
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、 秋、 加 藤 和 水 入門 (門、 

裙) 

、 十 十五 日、 ^井 義智入 

門 (同) 

、 藤 原设守 入門 (同) 

、 栗 田 土滿入 鬥 (同) 
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る 二のお 、序せ 二 本 二  、め 上 日 文; 

。十 出; 9f  ° 成! i?: 紀十 同て 、木 神' 
九お 乂 あ- ； 6：    o'aiDil 七' {^  、正お 代 
U-Jt~   ：サ ^义か0ニ十<^»1^ 

成に 四 、葵 再 its 二つ 
、十 文: ち-共 十九 

、に 五一,'' K 了  、日月 

ケ 1?'5*：    、  Id  •}?'  1.  -A; レ 

fpr<n    Ji  iSi 一 ソ L 仅" tr 

せり 六, •!：', 一と 爿 、日 
成 別ハ紫 あ 二 終 起 
る 記 一害- る 十、^ 

卷 ニニ 南 n/fiff"] 

y パ編 ほ 淵 年 0 


〇〇八 


； Kt  ^  ^ 


印 

印 

發 

刷 

刷 

行 

所 

者 

者 

お 

玄 m 

京 

お】 m 

ほ 

神 市 

(3 

Q 

本 

露& 

木お 

ぬ 
H 

B 

ES 

田 ほ 

社 本 

本 

ft 

芳^ 

ぬ 

印 BJ 

a 

龍 i 

刷 

太 

所 

Km! 市 H 本 6:KB;ES 


發行所 

發賣 所： 


春 


秋 


S  &  sf  to  二  E 八 六 1 

ess 市 B 本 «SH«.-BBI  ーメ五 

柏  館 

se:6sll_i) 三 九 七 一六 WSS  n 本 二 六-: E 


= 松 


昭和 十三 年 九月 十五 日 第一 刷 印刷  贺 茂 眞 傳 

昭和 十三 年 九月 二十日 第一 刷發行  【定 價】 八圓 五十 錢 


liTr 本 製本； IS ，本 5^ 


